
実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 法学の基礎　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234伊藤　政也

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G1

法学部専門教育科目

テーマ 法学を学ぶための基礎知識・基本技法を習得する。

授業の目的及び概要
法学部で学んでいくために必要となる基本的な知識を学習します。身に着けた知識を用いて、憲法、刑法、民法の入門書を自力で読んでいけることを目
標とします。
また、法学部で学んでいく際に必要となる、法的三段論法の技法を中心に、基本的な法解釈・法適用について身に着けることも目標とします。

学修の到達目標
①法学の基礎的（ベーシック）な用語・概念を他者にわかりやすく説明することができる。
②法律科目の授業についていくために必要なツール（六法など）を使うことができる。
③憲法、刑法、民法の基本的な概念を理解し、それぞれの科目で自主的・主体的に学修を進めることができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
毎回の授業で学んだ内容（とくに法学基礎必須用語の意味・概念）をしっかり確認すること。とくに必須用語は覚えること。
毎回、e-learningによる法律重要用語の復習をしっかりやってください。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

法学は、日常生活になじみのない専門用語が沢山出てきます。学生諸君は、初めは戸惑うかもしれませんが、この科目の学修は、法学の学修や社会
生活において必ず役に立ちます。ですから、まず、授業には出席してください。それから、予習・復習をしてください。あせらずに、やってください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

600

40000

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

①ポケット六法, 佐伯=大村=荒木編, 有斐閣, 2022年
②条文の読み方 第2版,  法制執務・法令用語研究会, 有斐閣, 2022年

2023年度TKC法学検定試験学習ツールのID保有者（2023年度入学生）以外は、「③2023年法学検定試験問
題集ベーシック＜基礎＞コース，法学検定試験委員会編，商事法務，2023年」を購入し携行すること。

参考書

特になし。

①978-4-641-00923-3
②978-4-641-12626-8
③978-4785730222

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス、法律学の世界
（法的三段論法、法解釈）

①予習；配布資料を事前に読んで疑問点を確認すること
（2時間）。
②復習；講義資料を確認し要点を確認すること（2時間）。

4時間対面

第2回 民事裁判制度、刑事裁判制度
（三審制、最高裁、判例検索方法）

①予習；配布資料を事前に読んで疑問点を確認すること
（2時間）。
②復習；講義資料を確認し要点を確認すること（2時間）。

4時間オンデマンド

第3回 立法過程、法形式、法の適用範囲
（二院制、内閣法制局、法律用語の基本）

①予習；配布資料を事前に読んで疑問点を確認すること
（2時間）。
②復習；講義資料を確認し要点を確認すること（2時間）。

4時間対面

第4回 憲法①　違憲審査制、法の支配
（最高法規性、自然権、法律上の争訟）

①予習；配布資料を事前に読んで疑問点を確認すること
（2時間）。
②復習；講義資料を確認し要点を確認すること（2時間）。

4時間対面

第5回 憲法②　三権分立
（国民主権、司法権、大津事件）

①予習；配布資料を事前に読んで疑問点を確認すること
（2時間）。
②復習；講義資料を確認し要点を確認すること（2時間）。

4時間対面

第6回 憲法③　事例
（警察予備隊、砂川事件、統治行為論）

①予習；配布資料を事前に読んで疑問点を確認すること
（2時間）。
②復習；講義資料を確認し要点を確認すること（2時間）。

4時間対面

第7回 刑法①　犯罪論、死刑制度
（応報刑、一般予防、罪刑法定主義）

①予習；配布資料を事前に読んで疑問点を確認すること
（2時間）。
②復習；講義資料を確認し要点を確認すること（2時間）。

4時間対面

－1－



第8回 刑法②　刑事法の判断プロセス
（構成要件該当性、違法性、責任）

①予習；配布資料を事前に読んで疑問点を確認すること
（2時間）。
②復習；講義資料を確認し要点を確認すること（2時間）。

4時間対面

第9回 刑法③　事例
（殺人罪と傷害致死罪）

①予習；配布資料を事前に読んで疑問点を確認すること
（2時間）。
②復習；講義資料を確認し要点を確認すること（2時間）。

4時間対面

第10回 中間テスト① ①予習；配布資料を事前に読んで疑問点を確認すること
（2時間）。
②復習；講義資料を確認し要点を確認すること（2時間）。

4時間対面

第11回 民法①　民法の基礎概念
（権利能力、物、私的自治の原則、契約自由の原則）

①予習；配布資料を事前に読んで疑問点を確認すること
（2時間）。
②復習；講義資料を確認し要点を確認すること（2時間）。

4時間対面

第12回 民法②　物権法・債権法の基礎
（所有権絶対の原則、物権法定主義、債権の相対性）

①予習；配布資料を事前に読んで疑問点を確認すること
（2時間）。
②復習；講義資料を確認し要点を確認すること（2時間）。

4時間対面

第13回 民法③　不法行為、事例
（過失責任主義、一般法・特別法、PL法）

①予習；配布資料を事前に読んで疑問点を確認すること
（2時間）。
②復習；講義資料を確認し要点を確認すること（2時間）。

4時間対面

第14回 中間テスト② ①予習；配布資料を事前に読んで疑問点を確認すること
（2時間）。
②復習；講義資料を確認し要点を確認すること（2時間）。

4時間対面

第15回 授業のまとめ ①予習；配布資料を事前に読んで疑問点を確認すること
（2時間）。
②復習；講義資料を確認し要点を確認すること（2時間）。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 法学の基礎　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234高田　尚彦

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G1

法学部専門教育科目

テーマ 法学を学ぶための基礎知識・基本技法を習得する。

授業の目的及び概要
法学部で学んでいくために必要となる基本的な知識を学習します。身に着けた知識を用いて、憲法、刑法、民法の入門書を自力で読んでいけることを目
標とします。
また、法学部で学んでいく際に必要となる、法的三段論法の技法を中心に、基本的な法解釈・法適用について身に着けることも目標とします。

学修の到達目標
①法学の基礎的（ベーシック）な用語・概念を他者にわかりやすく説明することができる。
②法律科目の授業についていくために必要なツール（六法など）を使うことができる。
③憲法、刑法、民法の基本的な概念を理解し、それぞれの科目で自主的・主体的に学修を進めることができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
毎回の授業で学んだ内容（とくに法学基礎必須用語の意味・概念）をしっかり確認すること。とくに必須用語は覚えること。
毎回、e-learningによる法律重要用語の復習をしっかりやってください。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

法学は、日常生活になじみのない専門用語が沢山出てきます。学生諸君は、初めは戸惑うかもしれませんが、この科目の学修は、法学の学修や社会
生活において必ず役に立ちます。ですから、まず、授業には出席してください。それから、予習・復習をしてください。あせらずに、やってください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

600

40000

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

①ポケット六法, 佐伯=大村=荒木編, 有斐閣, 2022年
②条文の読み方 第2版,  法制執務・法令用語研究会, 有斐閣, 2022年

2023年度TKC法学検定試験学習ツールのID保有者（2023年度入学生）以外は、「③2023年法学検定試験問
題集ベーシック＜基礎＞コース，法学検定試験委員会編，商事法務，2023年」を購入し携行すること。

参考書

特になし。

①978-4-641-00923-3
②978-4-641-12626-8
③978-4785730222

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス、法律学の世界
（法的三段論法、法解釈）

①予習；配布資料を事前に読んで疑問点を確認すること
（2時間）。
②復習；講義資料を確認し要点を確認すること（2時間）。

4時間対面

第2回 民事裁判制度、刑事裁判制度
（三審制、最高裁、判例検索方法）

①予習；配布資料を事前に読んで疑問点を確認すること
（2時間）。
②復習；講義資料を確認し要点を確認すること（2時間）。

4時間オンデマンド

第3回 立法過程、法形式、法の適用範囲
（二院制、内閣法制局、法律用語の基本）

①予習；配布資料を事前に読んで疑問点を確認すること
（2時間）。
②復習；講義資料を確認し要点を確認すること（2時間）。

4時間対面

第4回 憲法①　違憲審査制、法の支配
（最高法規性、自然権、法律上の争訟）

①予習；配布資料を事前に読んで疑問点を確認すること
（2時間）。
②復習；講義資料を確認し要点を確認すること（2時間）。

4時間対面

第5回 憲法②　三権分立
（国民主権、司法権、大津事件）

①予習；配布資料を事前に読んで疑問点を確認すること
（2時間）。
②復習；講義資料を確認し要点を確認すること（2時間）。

4時間対面

第6回 憲法③　事例
（警察予備隊、砂川事件、統治行為論）

①予習；配布資料を事前に読んで疑問点を確認すること
（2時間）。
②復習；講義資料を確認し要点を確認すること（2時間）。

4時間対面

第7回 刑法①　犯罪論、死刑制度
（応報刑、一般予防、罪刑法定主義）

①予習；配布資料を事前に読んで疑問点を確認すること
（2時間）。
②復習；講義資料を確認し要点を確認すること（2時間）。

4時間対面

－3－



第8回 刑法②　刑事法の判断プロセス
（構成要件該当性、違法性、責任）

①予習；配布資料を事前に読んで疑問点を確認すること
（2時間）。
②復習；講義資料を確認し要点を確認すること（2時間）。

4時間対面

第9回 刑法③　事例
（殺人罪と傷害致死罪）

①予習；配布資料を事前に読んで疑問点を確認すること
（2時間）。
②復習；講義資料を確認し要点を確認すること（2時間）。

4時間対面

第10回 中間テスト① ①予習；配布資料を事前に読んで疑問点を確認すること
（2時間）。
②復習；講義資料を確認し要点を確認すること（2時間）。

4時間対面

第11回 民法①　民法の基礎概念
（権利能力、物、私的自治の原則、契約自由の原則）

①予習；配布資料を事前に読んで疑問点を確認すること
（2時間）。
②復習；講義資料を確認し要点を確認すること（2時間）。

4時間対面

第12回 民法②　物権法・債権法の基礎
（所有権絶対の原則、物権法定主義、債権の相対性）

①予習；配布資料を事前に読んで疑問点を確認すること
（2時間）。
②復習；講義資料を確認し要点を確認すること（2時間）。

4時間対面

第13回 民法③　不法行為、事例
（過失責任主義、一般法・特別法、PL法）

①予習；配布資料を事前に読んで疑問点を確認すること
（2時間）。
②復習；講義資料を確認し要点を確認すること（2時間）。

4時間対面

第14回 中間テスト② ①予習；配布資料を事前に読んで疑問点を確認すること
（2時間）。
②復習；講義資料を確認し要点を確認すること（2時間）。

4時間対面

第15回 授業のまとめ ①予習；配布資料を事前に読んで疑問点を確認すること
（2時間）。
②復習；講義資料を確認し要点を確認すること（2時間）。

4時間対面

－4－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 法学の基礎　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234小川　富之

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G1

法学部専門教育科目

テーマ 法学を学ぶための基礎知識・基本技法を習得する。

授業の目的及び概要
法学部で学んでいくために必要となる基本的な知識を学習します。身に着けた知識を用いて、憲法、刑法、民法の入門書を自力で読んでいけることを目
標とします。
また、法学部で学んでいく際に必要となる、法的三段論法の技法を中心に、基本的な法解釈・法適用について身に着けることも目標とします。

学修の到達目標
①法学の基礎的（ベーシック）な用語・概念を他者にわかりやすく説明することができる。
②法律科目の授業についていくために必要なツール（六法など）を使うことができる。
③憲法、刑法、民法の基本的な概念を理解し、それぞれの科目で自主的・主体的に学修を進めることができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
毎回の授業で学んだ内容（とくに法学基礎必須用語の意味・概念）をしっかり確認すること。とくに必須用語は覚えること。
毎回、e-learningによる法律重要用語の復習をしっかりやってください。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

法学は、日常生活になじみのない専門用語が沢山出てきます。学生諸君は、初めは戸惑うかもしれませんが、この科目の学修は、法学の学修や社会
生活において必ず役に立ちます。ですから、まず、授業には出席してください。それから、予習・復習をしてください。あせらずに、やってください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

600

40000

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

①ポケット六法, 佐伯=大村=荒木編, 有斐閣, 2022年
②条文の読み方 第2版,  法制執務・法令用語研究会, 有斐閣, 2022年

2023年度TKC法学検定試験学習ツールのID保有者（2023年度入学生）以外は、「③2023年法学検定試験問
題集ベーシック＜基礎＞コース，法学検定試験委員会編，商事法務，2023年」を購入し携行すること。

参考書

特になし。

①978-4-641-00923-3
②978-4-641-12626-8
③978-4785730222

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス、法律学の世界
（法的三段論法、法解釈）

①予習；配布資料を事前に読んで疑問点を確認すること
（2時間）。
②復習；講義資料を確認し要点を確認すること（2時間）。

4時間対面

第2回 民事裁判制度、刑事裁判制度
（三審制、最高裁、判例検索方法）

①予習；配布資料を事前に読んで疑問点を確認すること
（2時間）。
②復習；講義資料を確認し要点を確認すること（2時間）。

4時間オンデマンド

第3回 立法過程、法形式、法の適用範囲
（二院制、内閣法制局、法律用語の基本）

①予習；配布資料を事前に読んで疑問点を確認すること
（2時間）。
②復習；講義資料を確認し要点を確認すること（2時間）。

4時間対面

第4回 憲法①　違憲審査制、法の支配
（最高法規性、自然権、法律上の争訟）

①予習；配布資料を事前に読んで疑問点を確認すること
（2時間）。
②復習；講義資料を確認し要点を確認すること（2時間）。

4時間対面

第5回 憲法②　三権分立
（国民主権、司法権、大津事件）

①予習；配布資料を事前に読んで疑問点を確認すること
（2時間）。
②復習；講義資料を確認し要点を確認すること（2時間）。

4時間対面

第6回 憲法③　事例
（警察予備隊、砂川事件、統治行為論）

①予習；配布資料を事前に読んで疑問点を確認すること
（2時間）。
②復習；講義資料を確認し要点を確認すること（2時間）。

4時間対面

第7回 刑法①　犯罪論、死刑制度
（応報刑、一般予防、罪刑法定主義）

①予習；配布資料を事前に読んで疑問点を確認すること
（2時間）。
②復習；講義資料を確認し要点を確認すること（2時間）。

4時間対面

－5－



第8回 刑法②　刑事法の判断プロセス
（構成要件該当性、違法性、責任）

①予習；配布資料を事前に読んで疑問点を確認すること
（2時間）。
②復習；講義資料を確認し要点を確認すること（2時間）。

4時間対面

第9回 刑法③　事例
（殺人罪と傷害致死罪）

①予習；配布資料を事前に読んで疑問点を確認すること
（2時間）。
②復習；講義資料を確認し要点を確認すること（2時間）。

4時間対面

第10回 中間テスト① ①予習；配布資料を事前に読んで疑問点を確認すること
（2時間）。
②復習；講義資料を確認し要点を確認すること（2時間）。

4時間対面

第11回 民法①　民法の基礎概念
（権利能力、物、私的自治の原則、契約自由の原則）

①予習；配布資料を事前に読んで疑問点を確認すること
（2時間）。
②復習；講義資料を確認し要点を確認すること（2時間）。

4時間対面

第12回 民法②　物権法・債権法の基礎
（所有権絶対の原則、物権法定主義、債権の相対性）

①予習；配布資料を事前に読んで疑問点を確認すること
（2時間）。
②復習；講義資料を確認し要点を確認すること（2時間）。

4時間対面

第13回 民法③　不法行為、事例
（過失責任主義、一般法・特別法、PL法）

①予習；配布資料を事前に読んで疑問点を確認すること
（2時間）。
②復習；講義資料を確認し要点を確認すること（2時間）。

4時間対面

第14回 中間テスト② ①予習；配布資料を事前に読んで疑問点を確認すること
（2時間）。
②復習；講義資料を確認し要点を確認すること（2時間）。

4時間対面

第15回 授業のまとめ ①予習；配布資料を事前に読んで疑問点を確認すること
（2時間）。
②復習；講義資料を確認し要点を確認すること（2時間）。

4時間対面

－6－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 法学の基礎　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234小川　富之

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G1

法学部専門教育科目

テーマ 法学を学ぶための基礎知識・基本技法を習得する。

授業の目的及び概要
法学部で学んでいくために必要となる基本的な知識を学習します。身に着けた知識を用いて、憲法、刑法、民法の入門書を自力で読んでいけることを目
標とします。
また、法学部で学んでいく際に必要となる、法的三段論法の技法を中心に、基本的な法解釈・法適用について身に着けることも目標とします。

学修の到達目標
①法学の基礎的（ベーシック）な用語・概念を他者にわかりやすく説明することができる。
②法律科目の授業についていくために必要なツール（六法など）を使うことができる。
③憲法、刑法、民法の基本的な概念を理解し、それぞれの科目で自主的・主体的に学修を進めることができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
毎回の授業で学んだ内容（とくに法学基礎必須用語の意味・概念）をしっかり確認すること。とくに必須用語は覚えること。
毎回、e-learningによる法律重要用語の復習をしっかりやってください。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

法学は、日常生活になじみのない専門用語が沢山出てきます。学生諸君は、初めは戸惑うかもしれませんが、この科目の学修は、法学の学修や社会
生活において必ず役に立ちます。ですから、まず、授業には出席してください。それから、予習・復習をしてください。あせらずに、やってください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

600

40000

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

①ポケット六法, 佐伯=大村=荒木編, 有斐閣, 2023年
②条文の読み方 第2版,  法制執務・法令用語研究会, 有斐閣, 2022年

2023年度TKC法学検定試験学習ツールのID保有者（2023年度入学生）以外は、「③2023年法学検定試験問
題集ベーシック＜基礎＞コース，法学検定試験委員会編，商事法務，2023年」を購入し携行すること。

参考書

特になし。

①978-4-641-00924-0
②978-4-641-12626-8
③978-4785730222

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス、法律学の世界
（法的三段論法、法解釈）

①予習；配布資料を事前に読んで疑問点を確認すること
（2時間）。
②復習；講義資料を確認し要点を確認すること（2時間）。

4時間対面

第2回 民事裁判制度、刑事裁判制度
（三審制、最高裁、判例検索方法）

①予習；配布資料を事前に読んで疑問点を確認すること
（2時間）。
②復習；講義資料を確認し要点を確認すること（2時間）。

4時間対面

第3回 立法過程、法形式、法の適用範囲
（二院制、内閣法制局、法律用語の基本）

①予習；配布資料を事前に読んで疑問点を確認すること
（2時間）。
②復習；講義資料を確認し要点を確認すること（2時間）。

4時間対面

第4回 憲法①　違憲審査制、法の支配
（最高法規性、自然権、法律上の争訟）

①予習；配布資料を事前に読んで疑問点を確認すること
（2時間）。
②復習；講義資料を確認し要点を確認すること（2時間）。

4時間オンデマンド

第5回 憲法②　三権分立
（国民主権、司法権、大津事件）

①予習；配布資料を事前に読んで疑問点を確認すること
（2時間）。
②復習；講義資料を確認し要点を確認すること（2時間）。

4時間対面

第6回 憲法③　事例
（警察予備隊、砂川事件、統治行為論）

①予習；配布資料を事前に読んで疑問点を確認すること
（2時間）。
②復習；講義資料を確認し要点を確認すること（2時間）。

4時間対面

第7回 刑法①　犯罪論、死刑制度
（応報刑、一般予防、罪刑法定主義）

①予習；配布資料を事前に読んで疑問点を確認すること
（2時間）。
②復習；講義資料を確認し要点を確認すること（2時間）。

4時間対面

－7－



第8回 刑法②　刑事法の判断プロセス
（構成要件該当性、違法性、責任）

①予習；配布資料を事前に読んで疑問点を確認すること
（2時間）。
②復習；講義資料を確認し要点を確認すること（2時間）。

4時間対面

第9回 刑法③　事例
（殺人罪と傷害致死罪）

①予習；配布資料を事前に読んで疑問点を確認すること
（2時間）。
②復習；講義資料を確認し要点を確認すること（2時間）。

4時間オンデマンド

第10回 中間テスト① ①予習；配布資料を事前に読んで疑問点を確認すること
（2時間）。
②復習；講義資料を確認し要点を確認すること（2時間）。

4時間対面

第11回 民法①　民法の基礎概念
（権利能力、物、私的自治の原則、契約自由の原則）

①予習；配布資料を事前に読んで疑問点を確認すること
（2時間）。
②復習；講義資料を確認し要点を確認すること（2時間）。

4時間対面

第12回 民法②　物権法・債権法の基礎
（所有権絶対の原則、物権法定主義、債権の相対性）

①予習；配布資料を事前に読んで疑問点を確認すること
（2時間）。
②復習；講義資料を確認し要点を確認すること（2時間）。

4時間対面

第13回 民法③　不法行為、事例
（過失責任主義、一般法・特別法、PL法）

①予習；配布資料を事前に読んで疑問点を確認すること
（2時間）。
②復習；講義資料を確認し要点を確認すること（2時間）。

4時間対面

第14回 中間テスト② ①予習；配布資料を事前に読んで疑問点を確認すること
（2時間）。
②復習；講義資料を確認し要点を確認すること（2時間）。

4時間対面

第15回 授業のまとめ ①予習；配布資料を事前に読んで疑問点を確認すること
（2時間）。
②復習；講義資料を確認し要点を確認すること（2時間）。

4時間対面

－8－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 政治学入門＜日本の政治＞ 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

12山口　治男

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G1

法学部専門教育科目

テーマ 政治の仕組みを理論的な基礎と具体的な社会から学ぶ

授業の目的及び概要
日々耳にするニュースからは、日本や世界の政治に関する多くの情報が流れてきます。しかし、多くの問題が起きているにも関わらず、なぜ社会や政治
の問題は解決しないのでしょうか？私たちは今、本当に自分たちが望む社会や国の形を作れているでしょうか？
　この講義では、それらの疑問について自分の頭で考え自分の意見を持てるように、これからの社会で生きていくための基礎知識としての政治学を学
びます。そのために現代の様々な時事問題を取り上げつつ、具体的な社会に即して政治について考えられるようになることを目指します。

学修の到達目標
1.政治学という観点から、日本の社会や政治についての基礎知識を身につける。
2.日本でいま起きている事柄についての知識を深め、自分自身の意見を持ち、論述できるようになる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
講義中および前後の質問を積極的に受け付けることで、講義内容への理解を深めるとともに、関心に合わせて議論を広げられるようにしていく。また、
そこで議論した内容について、必要な場合には教室全体へフィードバックしていく。

アクティブ・ラーニング
の取組み

クリッカー等の理解度把握システムの利用

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

日々触れるニュースは、「なんとなく大事」だと思っていても、実際にそれがどのような問題を持っているのか、自分にどう関係しているのかが分かりにく
いものも多いです。
それらを自分の目で見て、自分の頭で考えられるようにしていきましょう。興味を持ったテーマについては、その日のテーマと関連していないように思え
ても、積極的に質問してみてください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0050

004010

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは原則として使用しない。予復習のための参考文献は、講義内容に応じて毎回の講義で指示する。

参考書

毎回の講義で、当日の講義内容をより深く学ぶための参考文献を数冊指示する。全体としての参考文献とし
ては以下を指定する。
『はじめての政治学』，佐藤史郎編，法律文化社，2021年

なし

9784589041425

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 講義の概要と導入 講義内容の確認の小テストで復習を行う。授業後に、政
治概念の一般的な定義とこの講義での定義の違いを区
別し、まとめる

4時間対面

第2回 政治における権力と自由の関係性を学ぶ 講義内容の確認の小テストで復習を行う。権力とは何か
を学術的に説明し、その実例について調べ考察を加える。

4時間対面

第3回 政治における透明性について学ぶ 講義内容の確認の小テストで復習を行う。権力と政治の
関係について整理し、なぜ透明性が重要なのかを理解し
記述できるようにする。

4時間対面

第4回 立憲主義について学ぶ 講義内容の確認の小テストで復習を行う。政治について
考える上でなぜ憲法が重要なのかを前回の権力との関連
で理解し、まとめる。

4時間対面

第5回 立憲主義の具体的事例の考察 講義内容の確認の小テストで復習を行う。現代の日本の
問題に対して前回の立憲主義の意義と問題点を整理し考
察する。

4時間対面

第6回 日本の安全保障と政治の関係について学ぶ 講義内容の確認の小テストで復習を行う。現在の日本の
安全保障に関して具体的な問題をニュースから読み取り、
自分の考えを持つ。

4時間対面

第7回 日本の安全と世界の安全保障について学ぶ 講義内容の確認の小テストで復習を行う。国際関係の中
で日本が置かれている安全保障環境について前回の内
容を踏まえて考察を加える。

4時間対面
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第8回 前半のまとめと、後半の導入 講義内容の確認の小テストで復習を行う。これまでの具体
的事例のポイントについてまとめた上で、教科書的な政治
の仕組みについての基礎を固めておく。

4時間オンデマンド

第9回 三権分立について学ぶ 講義内容の確認の小テストで復習を行う。日本の政治の
基本的な仕組みである三権分立について、その意義を政
治という観点から理解し論述できるようにする

4時間対面

第10回 行政の仕組みについて学ぶ 講義内容の確認の小テストで復習を行う。行政と政治の
関係の理解を深め、その具体的事例について考察する。

4時間対面

第11回 立法の仕組みについて学ぶ 講義内容の確認の小テストで復習を行う。立法の重要性
を政治という観点から理解し、その現状についてニュース
を通じて考察する。

4時間対面

第12回 政党政治について学ぶ 講義内容の確認の小テストで復習を行う。政党の仕組み
の基礎を理解し、その意義と問題点についてまとめる。

4時間対面

第13回 政治意識と政治文化について学ぶ 講義内容の確認の小テストで復習を行う。政治意識と政
治文化の区別を踏まえ、日本特有の政治文化について考
察を加える。

4時間対面

第14回 メディアと政治の関係について学ぶ 講義内容の確認の小テストで復習を行う。前回の政治文
化についての理解を踏まえ、日本においてメディアが果た
す役割の考察を深める。

4時間対面

第15回 日本の政治と、私たちの政治を考える これまでの講義内容全体を踏まえ、入り口であった「政
治」の意味について理解を深め、日本の実例を通じて論
理的に考察しレポートにまとめる。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 政治学入門＜日本の政治＞ 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

12西脇　邦雄

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G1

法学部専門教育科目

テーマ 政治学の第一歩を学ぶ

授業の目的及び概要
他者と共に生きる私たちは、それぞれが自由に意思決定できることを前提とするとき、どのように集団の意思を決定し、秩序を構築するのか？
ルールづくりとそれを守る仕組みを考えるために学ぶのが政治学である。
この授業では、政治や社会の現象を、合理的選択論の立場で説明し、簡単なゲームの理論を使って秩序の形成を考える。
また、18歳成人と選挙権の意味、選挙制度、ルールとして定着している多数決の決め方を疑う社会的選択理論についてもふれる。
ウクライナ戦争など現実世界を理解するために近代国家国民の形成、第2次世界大戦と戦後秩序、
GHQによる戦後の民主化、憲法9条の論点、新しい人権の課題、
新型コロナ感染症とインフルエンザ等特別措置法の課題などホットなテーマも取り上げる。

学修の到達目標
秩序の形成について通行ルール、橋をかける、出店競争など基礎的なゲームの理論を使って説明できる。
１８才選挙権や投票理論、選挙制度を理解し、民意表出機能と民意集約機能がトレードオフの関係であり
完璧な選挙制度がないことを知る。
ボルダルールやコンドルセのパラドクスから、単純多数決の欠陥と投票方式で結果が変わることを理解する。
主権者教育を受けた市民としてリテラシーに基づく政治的な選択ができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
授業中小テストを実施し、正答数の少なかった課題について補足的な解説を行う。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／クリッカー等の理解度把握システムの利用

本科目の担当教員は、大阪府議会議員を16年務めた経験を有する。府議会議員として、自治体における日中友好、日華友好、日韓友好（韓国大使表
彰）、日ロ友好、日本モンゴル友好活動に取り組んできた。本科目では、これらの経験を活かしながら、地方自治と国際協力について、具体事例を交え
ながら、実践的な教育を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

政治学入門は社会に出てからのルールの理解や、集団のルール作りを行う上で大切な知識である。
この授業と関連して「地方自治論」（21世紀日本の議会と行政）水２限、「地域共生論」（地域生活と法）金曜３限も
受講し地方自治体の現実の課題とも向き合ってほしい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

400

001050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

指定しない

参考書

①政治学の第一歩　砂原庸介ほか　有斐閣　2015年
②高校生からのゲームの理論　松井彰彦　ちくまプリマー新書　2010年
③多数決を疑う　坂井豊貴　岩波新書　2015年
④戦争まで　加藤陽子　朝日出版社　2016年
⑤自衛隊と憲法　木村草太　晶文社　2018年
⑥民主主義とは何か　宇野重規　講談社現代新書　2020年
⑦13歳から考える住まいの権利　葛西リサ　かもがわ出版　2022年
⑧18歳から考える人権　宍戸常寿　法律文化社　2020年

なし

①978-4-641-15025-6
②978-4-480-68838-5
③978-4-00-431541-4
④9784255009407
⑤978-4-7949-7035-0
⑥978-4-06-521295-0
⑦978-4-7803-1247-8
⑧978-4-589-04117-3

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 身近な政治と民主主義 予習2時間　訴訟となった校則の問題点や文科省の見
解、制服についての変化、身近な問題でのルール作りに
ついて調べる（2時間）
復習2時間　スエーデンの社会科教科書と日本の違いに
ついて考える（２時間）

4時間対面

第2回 政治の定義、政治の座標軸 予習　政治分野で立場の違いとして使われる左派や右派
の用語を調べる（2時間）
復習 　日本の与党野党の選挙の争点、欧米と日本のリベ
ラルの使い方の違い、中島岳志の保守リベラルについて
理解する（2時間）

4時間対面

第3回 １８才選挙権と選挙制度 予習　直近の選挙の若い世代の選挙の投票傾向と政策
の選好について調べる（2時間）
復習 　シルバー民主主義と言われる傾向を改善する投票
理論３つについて理解を深める（2時間）

4時間対面
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第4回 民主主義とは何か 予習　ギリシア時代、フランス革命、アメリカ独立の歴史を
調べる（ 2時間）
復習　民主主義は多数決、少数派の意見の尊重だが、ど
ちらに重点を置くことがいいのかについて考える（ 2時間）

4時間対面

第5回 多数決を疑う 予習　ボルダルール、コンドルセのパラドクスについて調
べる（2時間）
復習　多数決が方法により結果が変わることを理解する
（2時間）

4時間対面

第6回 選挙と投票、政党 予習　日本の国政選挙の仕組み、衆議院、参議院の選挙
区選挙や比例代表制について調べる（ 2時間）
復習　民意表出機能と民意集約機能のトレードオフの関
係や政党の機能について理解する（ 2時間）

4時間対面

第7回 囚人のジレンマと集合行為問題 予習　ゲームの理論で有名な囚人のジレンマについて調
べる（2時間）
復習　協力ゲーム、調整ゲーム、フリーライダーの誘惑に
ついて理解する（ 2時間）

4時間対面

第8回 地球温暖化と気候正義及び中間まとめ 予習　気象庁や環境省のwebから地球温暖化についての
現状と課題を調べる（2時間）
復習　教材から地球温暖化問題と日本への影響を理解す
る、これまでの振り返りを小テストで行う（2時間）

4時間オンデマンド

第9回 近代国家と国民、民族 予習　近代国家の成立をフランス革命、明治維新につい
て調べ理解する（ 2時間）
復習　近代国家の成立と民族概念は作られた点を理解す
る（2時間）

4時間対面

第10回 戦後日本の形成ー戦争まで　第2次世界大戦、太平洋戦争を回避する
ターニングポイント、日系人収容所の歴史

予習　日中戦争の経過、真珠湾攻撃から敗戦までの歴史
を調べる（2時間）
復習　「戦争まで」の指摘する３つのターニングポイントを
歴史を調べ理解する（2時間）

4時間対面

第11回 核兵器５つの神話　広島長崎原爆投下の真実 予習　教科書の広島長崎の記述、広島長崎原爆資料館
の資料を検索し、実相を知る（2時間）
復習　５つの神話について論点を整理する。核兵器禁止
条約に対する日本政府の対応、国連の核兵器禁止への
対応を調べる（2時間）

4時間対面

第12回 戦後の民主化　憲法9条と自衛隊、安全保障 予習　平和安全法制での憲法議論の焦点となった集団的
自衛権の行使とは何か、内閣法制局見解の変遷を調べ
る（2時間）
復習　自衛隊違憲訴訟の時代、安保法制による解釈改
憲、防衛力強化の最新の情勢について理解する（2時間）

4時間対面

第13回 福島原発事故について 予習　福島県の地元紙のサイトから事故の実相を調べ
る。動画を事前学習し事故の経緯や政府東電の対応を調
べる（2時間）
復習　技術経営の失敗など東電の責任や、損害賠償の判
決内容を理解する（ 2時間）

4時間対面

第14回 あたらしい人権 予習　あらたに制定された人権3法といわれる法律、ヘイト
スピーチ解消法、部落差別解消法、障がい者差別解消法
が制定された。e-GOVでの事前学修を行う（2時間）
復習　夫婦別姓判決での女子差別撤廃条約の引用など
国際人権条約が日本の人権政策に与える影響について
調べる（2時間）

4時間対面

第15回 covid-19感染症と人権及び授業のまとめ 予習　自粛や緊急事態宣言の根拠法である新型インフル
エンザ等対策特別措置法について調べる（ 2時間）
復習　教材の問いかけについて、リテラシーに基づいて行
動しているか振り返りながら考察する（2時間）

4時間対面

－12－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 経済学入門　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

12二替　大輔

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G1

法学部専門教育科目

テーマ 初めて経済学を学ぶ学生を対象に，経済学の基礎を説明する。

授業の目的及び概要
本講義は，法学部生の皆さんに，「経済」の現象に関心を持ってもらうことを目的としています。また，経済学を学ぶために必要な基本的な知識をつける
ことも目的としています。経済学の基礎を学びながら，私たちの身の回りで起きている問題について考えていきます。また，講義内容の理解を深めるた
めに問題演習を実施します。

学修の到達目標
この科目の目標は，以下の通り設定しています。
（1）経済学で⽤いられる基礎⽤語について理解し，説明することができる。
（2）市場メカニズムの働きとその限界について説明することができる。
（3）授業で紹介した経済現象や経済問題について，⾃⾝の意⾒を述べることができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
問題演習については，採点した上で返却します。
期末試験については，Learning Portalで解答・解説を公開します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

講義では問題演習を⾏って理解度を確かめるので，必ず復習を⾏ってください。
新聞やニュース等で講義で取り扱った理論に関する記事について関⼼を持ってください。講義内容の理解が進みます。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
0

700

00300

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

アクティブ・ラーニングで学ぶ日本の経済，根岸毅宏・中泉真樹編著，東洋経済新報社，2021年

参考書

①ろけっとぽっぽー＆ホッホー博士と学ぶミクロ経済学入門 「市場」ってなんだろう？，竹内建蔵，有斐閣，
2021年
②ミクロ経済学の基礎（ベーシック+），小川 光・家森信善，中央経済社，2016年
③マクロ経済学の基礎（ベーシック+）第2版，家森信善，中央経済社，2021年

9784492315347

①9784641165908
②9784502179518
③9784502371318

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス：授業の概要や到達目標についてのガイダンスを⾏います。
また，経済とは何かについて説明します。

【予習】：シラバスと講義資料を事前に読んで，基本的な内
容について予習してください。
【復習】：テキスト第1章と授業で配布した資料を読み直し，
授業内容の復習をしてください。

4時間対面

第2回 市場経済（需要と供給，市場メカニズム）について学びます。 【予習】：テキスト第2章を事前に読んで，基本的な内容に
ついて予習してください。
【復習】：テキスト第2章と授業で配布した資料を読み直し，
授業内容の復習をしてください。

4時間対面

第3回 市場経済の長所について学びます。 【予習】：テキスト第3章を事前に読んで，基本的な内容に
ついて予習してください。
【復習】：テキスト第3章と授業で配布した資料を読み直し，
授業内容の復習をしてください。

4時間対面

第4回 市場経済の短所（市場の失敗）について学びます。 【予習】：テキスト第3章を事前に読んで，基本的な内容に
ついて予習してください。
【復習】：テキスト第3章と授業で配布した資料を読み直し，
授業内容の復習をしてください。

4時間対面

第5回 経済の大きさを測るGDPについて学びます。 【予習】：テキスト第4章を事前に読んで，基本的な内容に
ついて予習してください。
【復習】：テキスト第4章と授業で配布した資料を読み直し，
授業内容の復習をしてください。

4時間対面

第6回 GDPがどのようにして決まるのかを学びます。 【予習】：テキスト第5章を事前に読んで，基本的な内容に
ついて予習してください。
【復習】：テキスト第5章と授業で配布した資料を読み直し，
授業内容の復習をしてください。

4時間対面
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第7回 前半のまとめと中間テストを行います。 【予習】：テキスト第1章から第5章を事前に読んで，基本的
な内容について予習してください。
【復習】：テキスト第1章から第5章と授業で配布した資料を
読み直し，授業内容の復習をしてください。

4時間オンデマンド

第8回 企業と会計の役割について学びます。 【予習】：テキスト第6章と第7章を事前に読んで，基本的な
内容について予習してください。
【復習】：テキスト第6章と第7章と授業で配布した資料を読
み直し，授業内容の復習をしてください。

4時間対面

第9回 雇用について市場経済の仕組みから学びます。 【予習】：テキスト第8章を事前に読んで，基本的な内容に
ついて予習してください。
【復習】：テキスト第8章と授業で配布した資料を読み直し，
授業内容の復習をしてください。

4時間対面

第10回 日本的雇用慣行の特徴と問題点について学びます。 【予習】：テキスト第9章を事前に読んで，基本的な内容に
ついて予習してください。
【復習】：テキスト第9章と授業で配布した資料を読み直し，
授業内容の復習をしてください。

4時間対面

第11回 貨幣の役割と金融の基本的な仕組みについて学びます。 【予習】：テキスト第10章を事前に読んで，基本的な内容に
ついて予習してください。
【復習】：テキスト第10章を授業で配布した資料を読み直
し，授業内容の復習をしてください。

4時間対面

第12回 日本銀行の基本的な業務と金融政策について学びます。 【予習】：テキスト第11章を事前に読んで，基本的な内容に
ついて予習してください。
【復習】：テキスト第11章と授業で配布した資料を読み直
し，授業内容の復習をしてください。

4時間対面

第13回 政府の役割と財政の基礎について学びます。 【予習】：テキスト第12章を事前に読んで，基本的な内容に
ついて予習してください。
【復習】：テキスト第12章と授業で配布した資料を読み直
し，授業内容の復習をしてください。

4時間対面

第14回 輸出・輸入の役割と為替相場について学びます。 【予習】：テキスト第13章を事前に読んで，基本的な内容に
ついて予習してください。
【復習】：テキスト第13章と授業で配布した資料を読み直
し，授業内容の復習をしてください。

4時間対面

第15回 講義内容のまとめ 【予習】：これまでのテキストおよび配布資料を読んで理解
できなかったところをまとめておいてください。
【復習】：授業で示されたポイントを中心に，定期試験に備
えて総復習を行ってください。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 戦後法制史　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

12三阪　佳弘

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G1

法学部専門教育科目

テーマ 戦前の法体制が、戦後改革を通じてどのように改革され、現在の日本の法体系の基礎となっているのかを学びます。

授業の目的及び概要
本講義の⽬的は、歴史的観点からの現代日本社会と法のあり方を批判的に見る、という点を常に念頭におきながら、戦後改革期を中⼼に、戦前の法
体制がどのように改革され、現在につながっているのかについての基礎的な事項を講義します。このことにより、日本国憲法の制定とそれに伴うさまざ
まな法制度改革が、戦前とは異なるどのような法理念に基づいて行われたのか、そうした法理念が現在においても活かされているのか、を批判的に検
討します。

学修の到達目標
戦後改革による法制度の変革の歴史を理解し、それを踏まえてこれからの法制度のあり方を考えることができるとともに、自由、平等、民主主義などの
価値原理を基礎とする、法と社会に関する基本的専門知識を体系的に理解することができるようになることをめざします。
なお、毎回の講義の理解をチェックするための、ラーニングポータルで復習の正誤問題（5問程度）を解いてもらいます。これに解答したことをもって平常
点（成績評価中30％）として加点します。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
適宜コメントシートで受講生の質問や疑問を聞き、それに対して補足説明をします。コメントシートを課された時には、これを提出すれば、それも平常点
に加点します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

現代日本法がどのように形成されてきたのかの歴史を学ぶことは、現代法が前提としている法理念の理解を深めることに役立ちます。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0700

00300

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは指定しません。
講義は、事前に授業支援システムLearningPortalにアップする講義資料に基づいて行います。
授業を受ける前に同Portalから必ず入手し、事前に熟読しておいてください。

参考書

参考書としては、以下のものが参考になります。
　①『日本現代法史論』，⼭中永之佑編，法律⽂化社，2010年
戦後改革期から現代日本の法資料や年表については、
　②『日本近現代法史・資料年表［第2版］』，藤田正・吉井蒼生夫他，信山社，2015年
が便利です。

該当無し

①9784589032393
②9784797223460

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 この授業についてのガイダンスを行います。
ポツダム宣言の受諾から敗戦にいたる過程を学びます。

授業前に、LearningPortalに事前に掲載している講義資料
（以下の回も同様に講義資料はLearningPortalに事前掲
載している）をよく読み、授業内容について確認・理解して
から授業に参加して下さい。
授業後に、講義資料のなかで問われた問題について、授
業内容を踏まえて復習して下さい。

4時間対面

第2回 GHQの占領管理体制の確立の過程と占領政策の概要を学びます。 授業前に、講義資料をよく読み、授業内容について確認・
理解してから授業に参加して下さい。
授業後に、授業内容を踏まえて復習して下さい。

4時間対面

第3回 日本国憲法の制定過程その1＝新憲法制定がどのように始められたの
か、について学びます。

授業前に、講義資料をよく読み、授業内容について確認・
理解してから授業に参加して下さい。
授業後に、講義資料のなかで問われた問題について、授
業内容を踏まえて復習して下さい。

4時間対面

第4回 日本国憲法の制定2＝GHQからなぜ憲法草案の提案が日本政府に提
示され、それに基づいて日本国憲法の制定が行われたのか、について
学びます。

授業前に、講義資料をよく読み、授業内容について確認・
理解してから授業に参加して下さい。
授業後に、講義資料のなかで問われた問題について、授
業内容を踏まえて復習して下さい。

4時間対面

第5回 戦後の家族法の改正1＝戦後家族法の改正がなぜ不可避であったの
か？、戦前の「家」制度を振り返ることで、学びます。

授業前に、講義資料をよく読み、授業内容について確認・
理解してから授業に参加して下さい。
授業後に、講義資料のなかで問われた問題について、授
業内容を踏まえて復習して下さい。

4時間対面
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第6回 戦後の家族法改正2＝日本国憲法第24条（家族条項）の成立過程と、
それに基づく家族法改正作業が始まる過程を学びます。

授業前に、講義資料をよく読み、授業内容について確認・
理解してから授業に参加して下さい。
授業後に、講義資料のなかで問われた問題について、授
業内容を踏まえて復習して下さい。

4時間対面

第7回 戦後の家族法改正3＝「家」制度の廃止が戦後の家族法改正作業にお
いてどのように議論されたのか、を学びます。

授業前に、講義資料をよく読み、授業内容について確認・
理解してから授業に参加して下さい。
授業後に、講義資料のなかで問われた問題について、授
業内容を踏まえて復習して下さい。

4時間対面

第8回 戦後司法制度改革1＝戦後改革における法制度改革のうち重要な国家
機構改革の一つである司法制度改革、そのうちの裁判官の独立の強
化がどのように行われたのかを学びます。

授業前に、講義資料をよく読み、授業内容について確認・
理解してから授業に参加して下さい。
授業後に、講義資料のなかで問われた問題について、授
業内容を踏まえて復習して下さい。

4時間対面

第9回 戦後司法制度改革2＝最高裁判所の創設と裁判所法の制定がどのよ
うに行われたのかを学びます。

授業前に、講義資料をよく読み、授業内容について確認・
理解してから授業に参加して下さい。
授業後に、講義資料のなかで問われた問題について、授
業内容を踏まえて復習して下さい。

4時間対面

第10回 戦後の刑事司法制度改革1＝戦前国家における人権抑圧的な刑事司
法制度を戦後どのように改革しようとしたのか、を学びます。

授業前に、講義資料をよく読み、授業内容について確認・
理解してから授業に参加して下さい。
授業後に、講義資料のなかで問われた問題について、授
業内容を踏まえて復習して下さい。

4時間対面

第11回 戦後の刑事司法制度改革2＝前回に引き続いて、戦後の刑事司法制
度改革＝戦前国家における人権抑圧的な刑事司法制度を戦後どのよ
うに改革しようとしたのか、を学びます。

授業前に、講義資料をよく読み、授業内容について確認・
理解してから授業に参加して下さい。
授業後に、講義資料のなかで問われた問題について、授
業内容を踏まえて復習して下さい。

4時間対面

第12回 刑事訴訟法を人権抑圧の手段としない方策として、国民の司法参加
（陪審制、参審制）の採用が大きな論点となります。1923年に制定され
た陪審法が、なぜ戦後復活しなかったのか、を学びます。

授業前に、講義資料をよく読み、授業内容について確認・
理解してから授業に参加して下さい。
授業後に、講義資料のなかで問われた問題について、授
業内容を踏まえて復習して下さい。

4時間対面

第13回 戦前日本において人権抑圧の最先端を担ったといわれる警察制度は、
戦後改革において、自治体警察を主とする分権化が徹底されました。し
かしながら、その後再び中央集権的な組織となります。なぜ1950年代以
降集権化されていったのか、その問題点を学びます。

授業前に、講義資料をよく読み、授業内容について確認・
理解してから授業に参加して下さい。
授業後に、講義資料のなかで問われた問題について、授
業内容を踏まえて復習して下さい。

4時間対面

第14回 日本国憲法は第9条において戦争の放棄を謳ったが、その後再軍備す
ることになりました。日米安全保障条約の歴史的意義とともに、なぜ再
軍備に至ったのかを学びます。

授業前に、講義資料をよく読み、授業内容について確認・
理解してから授業に参加して下さい。
授業後に、講義資料のなかで問われた問題について、授
業内容を踏まえて復習して下さい。

4時間対面

第15回 定期試験に向けた勉強の仕方を講義します。 授業前に、講義資料をよく読み、授業内容について確認・
理解してから授業に参加して下さい。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 情報処理基礎　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234山木　和

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G1

法学部専門教育科目

テーマ 情報処理とICTに関する基礎的な知識・スキルの修得、情報リテラシー（情報活用能力）

授業の目的及び概要
・本科目は、情報処理とICT（情報通信技術）に関する基礎的な知識とスキル、情報リテラシー（情報活用能力）の修得を目的とします。これら能力は、こ
れからの大学生活を送る上で基本となる「汎用的技能」であり、卒業後の仕事でも必須となる「就業力」といえます。例えば、大学では、特定のテーマに
ついて調査し、レポートを作成後、プレゼンテーションを実施します。また、現代の情報化社会にあっては、あらゆる場面でICTが利用され、利活用するこ
とが求められます。
・本科目では、PCの基本操作に慣れるとともに、大学生活やビジネス現場で最も使われているワープロ、表計算、プレゼンテーション等の基本ソフトの
「使い方」（操作知識とスキル）の基礎を修得します。また、本学の教学システム、関連したSNS（Social Networking Services）・クラウドサービス・メール
サービスの利活用、図書館情報システム・インターネットを使った情報の検索方法、コンピュータ、情報通信ネットワーク、情報モラル・情報セキュリティ
（ITパスポート出題内容）についても学修します。

学修の到達目標
・本科目の到達目標は、大学４年間及び入社時に最低限必要となるICT（情報通信技術）・情報処理に関する基礎的な知識とスキル、情報リテラシー
（情報活用能力）の修得です。具体的には以下の項目を到達目標とします。
1）PCを操作し、本学の教学システム、関連したSNSやクラウドサービスを適切に利用できる。
2）インターネットを使った適切な情報検索（図書館利用法・文献探索・データベース活用法等を含む）ができる。
3）情報化社会の特性を踏まえ、情報モラル・情報セキュリティ・個人情報・著作権等について説明できる。
4）キーボードを使って文字入力ができる（5分間で日本語300文字以上）。
5）プレゼンテーションソフト（PowerPoint）を用いて簡易なスライド資料の作成ができる。
6）ワープロソフト（Word）を用いて簡易な文書作成ができる。
7）表計算ソフト（Excel）を用いて、情報を分析評価・整理等するために簡易な集計表やグラフの作成ができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
・PCを用いた実技を実施するため、適宜学生の質問等に回答します。
・教学システムを利用したテストを実施した場合には、受験後、採点結果等をフィードバックします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

毎回の授業に出席し課題に取り組めば、PC、タイピング、ワープロ・表計算・プレゼンテーションソフト等に関する基本的な操作スキルを身につけること
が可能です。これらスキルの修得には一定の時間と量が必要です。４年間の大学生活だけでなく卒業後の仕事においても必須のスキルとなるため、集
中して取り組み修得して下さい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
ー

030

3002020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

情報リテラシー入門編　Windows10／Office 2019対応型番（FPT1918），FOM，FOM出版，2020年

参考書

ー

9784865104165

ー

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 1）ガイダンス
2）本学の情報通信機器及び教学システムの概要や基本操作
・本学ICT環境(1)：Learning Portal、Universal Passport、クラウドサービ
ス（Microsoft/Office365）等
・Windowsの操作(1)
・情報セキュリティ・パスワード変更
【テキスト】ウィンドウズ編
STEP1Windowsについて～STEP6アプリを操作しよう，STEP10 Windows
を終了しよう

○事前学修
・全15回のシラバスをすべて読んで授業計画を確認して
下さい。
・学内システムのパスワードをどのようにするかについて
決めてきてください（パスワードは半角英数字記号を利用
します）。
○事後学修
・以後、本学の教学システムに毎日ログインし、学内の連
絡事項を確認してください。
・自宅PCから本学の教学システムにアクセスし授業資料
をダウンロードし閲覧してください。

4時間対面
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第2回 1）教学システムの基本操作
・Windowsの操作(2)
・本学ICT環境(2)：学修ポートフォリオ、クラウドサービス/SNS 
Microsoft/Office365（Outlook、OneDrive等）
【テキスト】ウィンドウズ編
STEP7ファイルを上手に管理しよう～STEP9インターネットを使ってみよ
う

○事前学修
・第1回の操作を基本としますので、第1回の内容を事前に
復習して下さい。
○事後学修
・自宅PCにてメール操作やOneDrive操作して下さい。

4時間対面

第3回 1）教学システムの基本操作
　・本学ICT環境(3)：
2）Windowsの操作(3)・タイピングの基礎
　・Windowsの基本操作
　・日本語入力・タイピングの基礎
  ・作成ファイルのアップロード
【テキスト】ウィンドウズ編全体

○事前学修
・テキストの「Windowsを使ってみよう」に従って自宅PC等
で操作して下さい。
○事後学修
・授業内で指定してたタイピング課題を作成し、学内シス
テムを通じて提出してください。
・以後、少なくとも「5分間で日本語300文字以上」を第12回
目の授業では超えるように、タイピング練習をしてくださ
い。

4時間対面

第4回 1）情報検索と図書館蔵書検索
2）プレゼンテーションソフトの基本操作(1)
【テキスト】プレゼンテーション編
・STEP1　PowerPointについて～STEP6　プレゼンテーションを印刷しよ
う

○事前学修
・テキストの「プレゼンテーション編」を事前に確認しておき
ましょう。STEP1～STEP6。
○事後学修
・テキストの「プレゼンテーション編」の操作を復習しておき
ましょう。

4時間対面

第5回 1）プレゼンテーションソフトの基本操作(2)
【テキスト】プレゼンテーション編
・前回の続き
・練習問題
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの「プレゼンテーション編」の練習問題を事前に
確認しましょう。
○事後学修
・練習問題1と2を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第6回 1）ワープロソフトの基本操作(1)
【テキスト】ワープロソフトを活用しよう
・STEP1　Wordについて～STEP6長文のレポートを編集しよう
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの「文章作成編」を事前に確認しておきましょう。
STEP1～STEP6。
○事後学修
・テキストの「文章作成編」の操作を復習しておきましょう。
STEP1～STEP6。

4時間対面

第7回 1）ワープロソフトの基本操作(2)
【テキスト】ワープロソフトを活用しよう
・前回の続き
・練習問題1
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの練習問題1を事前に確認しておきましょう。
○事後学修
・練習問題1を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第8回 1）ワープロソフトの基本操作(3)
【テキスト】ワープロソフトを活用しよう
・練習問題2と3
2）情報モラル＆情報セキュリティ【テキスト】ネット社会で情報を安全に
使いこなそう
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの練習問題2と3を事前に確認しておきましょう。
○事後学修
・練習問題2と3を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第9回 1）表計算ソフトの基本操作(1)
【テキスト】表計算ソフトを活用しよう
STEP1　Excelについて～STEP5　表を印刷しよう
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの「表計算編」を事前に確認しておきましょう。
○事後学修
・テキストの「表計算編」表計算ソフトを活用しようSTEP1
～5の操作を復習しておきましょう。

4時間対面

第10回 1）表計算ソフトの基本操作(2)
【テキスト】表計算ソフトを活用しよう
STEP6　グラフを作成しよう～STEP8　複数のシートを操作しよう
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの「表計算編」を事前に確認しておきましょう。
○事後学修
・テキストの「表計算編」表計算ソフトを活用しようSTEP6
～8の操作を復習しておきましょう

4時間対面

第11回 1）表計算ソフトの基本操作(3)
【テキスト】表計算ソフトを活用しよう
・前回の続き
・練習問題1と2
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの練習問題1と2を事前に確認しておきましょう。
○事後学修
・練習問題1と2を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第12回 1）表計算ソフトの基本操作(4)
【テキスト】表計算ソフトを活用しよう
・STEP9　関数を使いこなそう～STEP11　条件付き書式を設定しよう
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの「表計算編」を事前に確認しておきましょう。
○事後学修
・テキストの「表計算編」表計算ソフトを活用しようSTEP9
～11の操作を復習しておきましょう

4時間対面

第13回 1）総合演習1
・総合演習課題(1)
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストを使って操作を確認しておきましょう
○事後学修
・総合演習課題(1)を完成させ提出しましょう。

4時間対面

第14回 1）総合演習2
・総合演習課題(2)
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストを使って操作を確認しておきましょう
○事後学修
・総合演習課題(2)を完成させ提出しましょう。

4時間対面

第15回 1）総合演習3
・総合演習課題(3)
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストを使って操作を確認しておきましょう
○事後学修
・総合演習課題(3)を完成させ提出しましょう。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 情報処理基礎　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234小川　達也

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G1

法学部専門教育科目

テーマ 情報処理とICTに関する基礎的な知識・スキルの修得、情報リテラシー（情報活用能力）

授業の目的及び概要
・本科目は、情報処理とICT（情報通信技術）に関する基礎的な知識とスキル、情報リテラシー（情報活用能力）の修得を目的とします。これら能力は、こ
れからの大学生活を送る上で基本となる「汎用的技能」であり、卒業後の仕事でも必須となる「就業力」といえます。例えば、大学では、特定のテーマに
ついて調査し、レポートを作成後、プレゼンテーションを実施します。また、現代の情報化社会にあっては、あらゆる場面でICTが利用され、利活用するこ
とが求められます。
・本科目では、PCの基本操作に慣れるとともに、大学生活やビジネス現場で最も使われているワープロ、表計算、プレゼンテーション等の基本ソフトの
「使い方」（操作知識とスキル）の基礎を修得します。また、本学の教学システム、関連したSNS（Social Networking Services）・クラウドサービス・メール
サービスの利活用、図書館情報システム・インターネットを使った情報の検索方法、コンピュータ、情報通信ネットワーク、情報モラル・情報セキュリティ
（ITパスポート出題内容）についても学修します。

学修の到達目標
・本科目の到達目標は、大学４年間及び入社時に最低限必要となるICT（情報通信技術）・情報処理に関する基礎的な知識とスキル、情報リテラシー
（情報活用能力）の修得です。具体的には以下の項目を到達目標とします。
1）PCを操作し、本学の教学システム、関連したSNSやクラウドサービスを適切に利用できる。
2）インターネットを使った適切な情報検索（図書館利用法・文献探索・データベース活用法等を含む）ができる。
3）情報化社会の特性を踏まえ、情報モラル・情報セキュリティ・個人情報・著作権等について説明できる。
4）キーボードを使って文字入力ができる（5分間で日本語300文字以上）。
5）プレゼンテーションソフト（PowerPoint）を用いて簡易なスライド資料の作成ができる。
6）ワープロソフト（Word）を用いて簡易な文書作成ができる。
7）表計算ソフト（Excel）を用いて、情報を分析評価・整理等するために簡易な集計表やグラフの作成ができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
・PCを用いた実技を実施するため、適宜学生の質問等に回答します。
・教学システムを利用したテストを実施した場合には、受験後、採点結果等をフィードバックします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

毎回の授業に出席し課題に取り組めば、PC、タイピング、ワープロ・表計算・プレゼンテーションソフト等に関する基本的な操作スキルを身につけること
が可能です。これらスキルの修得には一定の時間と量が必要です。４年間の大学生活だけでなく卒業後の仕事においても必須のスキルとなるため、集
中して取り組み修得して下さい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
ー

030

3002020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

情報リテラシー入門編　Windows10／Office 2019対応型番（FPT1918），FOM，FOM出版，2020年

参考書

ー

9784865104165

ー

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 1）ガイダンス
2）本学の情報通信機器及び教学システムの概要や基本操作
・本学ICT環境(1)：Learning Portal、Universal Passport、クラウドサービ
ス（Microsoft/Office365）等
・Windowsの操作(1)
・情報セキュリティ・パスワード変更
【テキスト】ウィンドウズ編
STEP1Windowsについて～STEP6アプリを操作しよう，STEP10 Windows
を終了しよう

○事前学修
・全15回のシラバスをすべて読んで授業計画を確認して
下さい。
・学内システムのパスワードをどのようにするかについて
決めてきてください（パスワードは半角英数字記号を利用
します）。
○事後学修
・以後、本学の教学システムに毎日ログインし、学内の連
絡事項を確認してください。
・自宅PCから本学の教学システムにアクセスし授業資料
をダウンロードし閲覧してください。

4時間対面
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第2回 1）教学システムの基本操作
・Windowsの操作(2)
・本学ICT環境(2)：学修ポートフォリオ、クラウドサービス/SNS 
Microsoft/Office365（Outlook、OneDrive等）
【テキスト】ウィンドウズ編
STEP7ファイルを上手に管理しよう～STEP9インターネットを使ってみよ
う

○事前学修
・第1回の操作を基本としますので、第1回の内容を事前に
復習して下さい。
○事後学修
・自宅PCにてメール操作やOneDrive操作して下さい。

4時間対面

第3回 1）教学システムの基本操作
　・本学ICT環境(3)：
2）Windowsの操作(3)・タイピングの基礎
　・Windowsの基本操作
　・日本語入力・タイピングの基礎
  ・作成ファイルのアップロード
【テキスト】ウィンドウズ編全体

○事前学修
・テキストの「Windowsを使ってみよう」に従って自宅PC等
で操作して下さい。
○事後学修
・授業内で指定してたタイピング課題を作成し、学内シス
テムを通じて提出してください。
・以後、少なくとも「5分間で日本語300文字以上」を第12回
目の授業では超えるように、タイピング練習をしてくださ
い。

4時間対面

第4回 1）情報検索と図書館蔵書検索
2）プレゼンテーションソフトの基本操作(1)
【テキスト】プレゼンテーション編
・STEP1　PowerPointについて～STEP6　プレゼンテーションを印刷しよ
う

○事前学修
・テキストの「プレゼンテーション編」を事前に確認しておき
ましょう。STEP1～STEP6。
○事後学修
・テキストの「プレゼンテーション編」の操作を復習しておき
ましょう。

4時間対面

第5回 1）プレゼンテーションソフトの基本操作(2)
【テキスト】プレゼンテーション編
・前回の続き
・練習問題
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの「プレゼンテーション編」の練習問題を事前に
確認しましょう。
○事後学修
・練習問題1と2を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第6回 1）ワープロソフトの基本操作(1)
【テキスト】ワープロソフトを活用しよう
・STEP1　Wordについて～STEP6長文のレポートを編集しよう
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの「文章作成編」を事前に確認しておきましょう。
STEP1～STEP6。
○事後学修
・テキストの「文章作成編」の操作を復習しておきましょう。
STEP1～STEP6。

4時間対面

第7回 1）ワープロソフトの基本操作(2)
【テキスト】ワープロソフトを活用しよう
・前回の続き
・練習問題1
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの練習問題1を事前に確認しておきましょう。
○事後学修
・練習問題1を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第8回 1）ワープロソフトの基本操作(3)
【テキスト】ワープロソフトを活用しよう
・練習問題2と3
2）情報モラル＆情報セキュリティ【テキスト】ネット社会で情報を安全に
使いこなそう
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの練習問題2と3を事前に確認しておきましょう。
○事後学修
・練習問題2と3を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第9回 1）表計算ソフトの基本操作(1)
【テキスト】表計算ソフトを活用しよう
STEP1　Excelについて～STEP5　表を印刷しよう
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの「表計算編」を事前に確認しておきましょう。
○事後学修
・テキストの「表計算編」表計算ソフトを活用しようSTEP1
～5の操作を復習しておきましょう。

4時間対面

第10回 1）表計算ソフトの基本操作(2)
【テキスト】表計算ソフトを活用しよう
STEP6　グラフを作成しよう～STEP8　複数のシートを操作しよう
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの「表計算編」を事前に確認しておきましょう。
○事後学修
・テキストの「表計算編」表計算ソフトを活用しようSTEP6
～8の操作を復習しておきましょう

4時間対面

第11回 1）表計算ソフトの基本操作(3)
【テキスト】表計算ソフトを活用しよう
・前回の続き
・練習問題1と2
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの練習問題1と2を事前に確認しておきましょう。
○事後学修
・練習問題1と2を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第12回 1）表計算ソフトの基本操作(4)
【テキスト】表計算ソフトを活用しよう
・STEP9　関数を使いこなそう～STEP11　条件付き書式を設定しよう
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの「表計算編」を事前に確認しておきましょう。
○事後学修
・テキストの「表計算編」表計算ソフトを活用しようSTEP9
～11の操作を復習しておきましょう

4時間対面

第13回 1）総合演習1
・総合演習課題(1)
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストを使って操作を確認しておきましょう
○事後学修
・総合演習課題(1)を完成させ提出しましょう。

4時間対面

第14回 1）総合演習2
・総合演習課題(2)
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストを使って操作を確認しておきましょう
○事後学修
・総合演習課題(2)を完成させ提出しましょう。

4時間対面

第15回 1）総合演習3
・総合演習課題(3)
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストを使って操作を確認しておきましょう
○事後学修
・総合演習課題(3)を完成させ提出しましょう。

4時間オンデマンド

－20－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 情報処理基礎　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234宮崎　裕

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G1

法学部専門教育科目

テーマ 情報処理とICTに関する基礎的な知識・スキルの修得、情報リテラシー（情報活用能力）

授業の目的及び概要
・本科目は、情報処理とICT（情報通信技術）に関する基礎的な知識とスキル、情報リテラシー（情報活用能力）の修得を目的とします。これら能力は、こ
れからの大学生活を送る上で基本となる「汎用的技能」であり、卒業後の仕事でも必須となる「就業力」といえます。例えば、大学では、特定のテーマに
ついて調査し、レポートを作成後、プレゼンテーションを実施します。また、現代の情報化社会にあっては、あらゆる場面でICTが利用され、利活用するこ
とが求められます。
・本科目では、PCの基本操作に慣れるとともに、大学生活やビジネス現場で最も使われているワープロ、表計算、プレゼンテーション等の基本ソフトの
「使い方」（操作知識とスキル）の基礎を修得します。また、本学の教学システム、関連したSNS（Social Networking Services）・クラウドサービス・メール
サービスの利活用、図書館情報システム・インターネットを使った情報の検索方法、コンピュータ、情報通信ネットワーク、情報モラル・情報セキュリティ
（ITパスポート出題内容）についても学修します。

学修の到達目標
・本科目の到達目標は、大学４年間及び入社時に最低限必要となるICT（情報通信技術）・情報処理に関する基礎的な知識とスキル、情報リテラシー
（情報活用能力）の修得です。具体的には以下の項目を到達目標とします。
1）PCを操作し、本学の教学システム、関連したSNSやクラウドサービスを適切に利用できる。
2）インターネットを使った適切な情報検索（図書館利用法・文献探索・データベース活用法等を含む）ができる。
3）情報化社会の特性を踏まえ、情報モラル・情報セキュリティ・個人情報・著作権等について説明できる。
4）キーボードを使って文字入力ができる（5分間で日本語300文字以上）。
5）プレゼンテーションソフト（PowerPoint）を用いて簡易なスライド資料の作成ができる。
6）ワープロソフト（Word）を用いて簡易な文書作成ができる。
7）表計算ソフト（Excel）を用いて、情報を分析評価・整理等するために簡易な集計表やグラフの作成ができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
・PCを用いた実技を実施するため、適宜学生の質問等に回答します。
・教学システムを利用したテストを実施した場合には、受験後、採点結果等をフィードバックします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

毎回の授業に出席し課題に取り組めば、PC、タイピング、ワープロ・表計算・プレゼンテーションソフト等に関する基本的な操作スキルを身につけること
が可能です。これらスキルの修得には一定の時間と量が必要です。４年間の大学生活だけでなく卒業後の仕事においても必須のスキルとなるため、集
中して取り組み修得して下さい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
ー

030

3002020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

情報リテラシー入門編　Windows10／Office 2019対応型番（FPT1918），FOM，FOM出版，2020年

参考書

ー

9784865104165

ー

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 1）ガイダンス
2）本学の情報通信機器及び教学システムの概要や基本操作
・本学ICT環境(1)：Learning Portal、Universal Passport、クラウドサービ
ス（Microsoft/Office365）等
・Windowsの操作(1)
・情報セキュリティ・パスワード変更
【テキスト】ウィンドウズ編
STEP1Windowsについて～STEP6アプリを操作しよう，STEP10 Windows
を終了しよう

○事前学修
・全15回のシラバスをすべて読んで授業計画を確認して
下さい。
・学内システムのパスワードをどのようにするかについて
決めてきてください（パスワードは半角英数字記号を利用
します）。
○事後学修
・以後、本学の教学システムに毎日ログインし、学内の連
絡事項を確認してください。
・自宅PCから本学の教学システムにアクセスし授業資料
をダウンロードし閲覧してください。

4時間対面

－21－



第2回 1）教学システムの基本操作
・Windowsの操作(2)
・本学ICT環境(2)：学修ポートフォリオ、クラウドサービス/SNS 
Microsoft/Office365（Outlook、OneDrive等）
【テキスト】ウィンドウズ編
STEP7ファイルを上手に管理しよう～STEP9インターネットを使ってみよ
う

○事前学修
・第1回の操作を基本としますので、第1回の内容を事前に
復習して下さい。
○事後学修
・自宅PCにてメール操作やOneDrive操作して下さい。

4時間対面

第3回 1）教学システムの基本操作
　・本学ICT環境(3)：
2）Windowsの操作(3)・タイピングの基礎
　・Windowsの基本操作
　・日本語入力・タイピングの基礎
  ・作成ファイルのアップロード
【テキスト】ウィンドウズ編全体

○事前学修
・テキストの「Windowsを使ってみよう」に従って自宅PC等
で操作して下さい。
○事後学修
・授業内で指定してたタイピング課題を作成し、学内シス
テムを通じて提出してください。
・以後、少なくとも「5分間で日本語300文字以上」を第12回
目の授業では超えるように、タイピング練習をしてくださ
い。

4時間対面

第4回 1）情報検索と図書館蔵書検索
2）プレゼンテーションソフトの基本操作(1)
【テキスト】プレゼンテーション編
・STEP1　PowerPointについて～STEP6　プレゼンテーションを印刷しよ
う

○事前学修
・テキストの「プレゼンテーション編」を事前に確認しておき
ましょう。STEP1～STEP6。
○事後学修
・テキストの「プレゼンテーション編」の操作を復習しておき
ましょう。

4時間対面

第5回 1）プレゼンテーションソフトの基本操作(2)
【テキスト】プレゼンテーション編
・前回の続き
・練習問題
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの「プレゼンテーション編」の練習問題を事前に
確認しましょう。
○事後学修
・練習問題1と2を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第6回 1）ワープロソフトの基本操作(1)
【テキスト】ワープロソフトを活用しよう
・STEP1　Wordについて～STEP6長文のレポートを編集しよう
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの「文章作成編」を事前に確認しておきましょう。
STEP1～STEP6。
○事後学修
・テキストの「文章作成編」の操作を復習しておきましょう。
STEP1～STEP6。

4時間対面

第7回 1）ワープロソフトの基本操作(2)
【テキスト】ワープロソフトを活用しよう
・前回の続き
・練習問題1
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの練習問題1を事前に確認しておきましょう。
○事後学修
・練習問題1を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第8回 1）ワープロソフトの基本操作(3)
【テキスト】ワープロソフトを活用しよう
・練習問題2と3
2）情報モラル＆情報セキュリティ【テキスト】ネット社会で情報を安全に
使いこなそう
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの練習問題2と3を事前に確認しておきましょう。
○事後学修
・練習問題2と3を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第9回 1）表計算ソフトの基本操作(1)
【テキスト】表計算ソフトを活用しよう
STEP1　Excelについて～STEP5　表を印刷しよう
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの「表計算編」を事前に確認しておきましょう。
○事後学修
・テキストの「表計算編」表計算ソフトを活用しようSTEP1
～5の操作を復習しておきましょう。

4時間対面

第10回 1）表計算ソフトの基本操作(2)
【テキスト】表計算ソフトを活用しよう
STEP6　グラフを作成しよう～STEP8　複数のシートを操作しよう
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの「表計算編」を事前に確認しておきましょう。
○事後学修
・テキストの「表計算編」表計算ソフトを活用しようSTEP6
～8の操作を復習しておきましょう

4時間対面

第11回 1）表計算ソフトの基本操作(3)
【テキスト】表計算ソフトを活用しよう
・前回の続き
・練習問題1と2
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの練習問題1と2を事前に確認しておきましょう。
○事後学修
・練習問題1と2を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第12回 1）表計算ソフトの基本操作(4)
【テキスト】表計算ソフトを活用しよう
・STEP9　関数を使いこなそう～STEP11　条件付き書式を設定しよう
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの「表計算編」を事前に確認しておきましょう。
○事後学修
・テキストの「表計算編」表計算ソフトを活用しようSTEP9
～11の操作を復習しておきましょう

4時間対面

第13回 1）総合演習1
・総合演習課題(1)
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストを使って操作を確認しておきましょう
○事後学修
・総合演習課題(1)を完成させ提出しましょう。

4時間対面

第14回 1）総合演習2
・総合演習課題(2)
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストを使って操作を確認しておきましょう
○事後学修
・総合演習課題(2)を完成させ提出しましょう。

4時間対面

第15回 1）総合演習3
・総合演習課題(3)
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストを使って操作を確認しておきましょう
○事後学修
・総合演習課題(3)を完成させ提出しましょう。

4時間オンデマンド

－22－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 情報処理基礎　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234宮崎　裕

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G1

法学部専門教育科目

テーマ 情報処理とICTに関する基礎的な知識・スキルの修得、情報リテラシー（情報活用能力）

授業の目的及び概要
・本科目は、情報処理とICT（情報通信技術）に関する基礎的な知識とスキル、情報リテラシー（情報活用能力）の修得を目的とします。これら能力は、こ
れからの大学生活を送る上で基本となる「汎用的技能」であり、卒業後の仕事でも必須となる「就業力」といえます。例えば、大学では、特定のテーマに
ついて調査し、レポートを作成後、プレゼンテーションを実施します。また、現代の情報化社会にあっては、あらゆる場面でICTが利用され、利活用するこ
とが求められます。
・本科目では、PCの基本操作に慣れるとともに、大学生活やビジネス現場で最も使われているワープロ、表計算、プレゼンテーション等の基本ソフトの
「使い方」（操作知識とスキル）の基礎を修得します。また、本学の教学システム、関連したSNS（Social Networking Services）・クラウドサービス・メール
サービスの利活用、図書館情報システム・インターネットを使った情報の検索方法、コンピュータ、情報通信ネットワーク、情報モラル・情報セキュリティ
（ITパスポート出題内容）についても学修します。

学修の到達目標
・本科目の到達目標は、大学４年間及び入社時に最低限必要となるICT（情報通信技術）・情報処理に関する基礎的な知識とスキル、情報リテラシー
（情報活用能力）の修得です。具体的には以下の項目を到達目標とします。
1）PCを操作し、本学の教学システム、関連したSNSやクラウドサービスを適切に利用できる。
2）インターネットを使った適切な情報検索（図書館利用法・文献探索・データベース活用法等を含む）ができる。
3）情報化社会の特性を踏まえ、情報モラル・情報セキュリティ・個人情報・著作権等について説明できる。
4）キーボードを使って文字入力ができる（5分間で日本語300文字以上）。
5）プレゼンテーションソフト（PowerPoint）を用いて簡易なスライド資料の作成ができる。
6）ワープロソフト（Word）を用いて簡易な文書作成ができる。
7）表計算ソフト（Excel）を用いて、情報を分析評価・整理等するために簡易な集計表やグラフの作成ができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
・PCを用いた実技を実施するため、適宜学生の質問等に回答します。
・教学システムを利用したテストを実施した場合には、受験後、採点結果等をフィードバックします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

毎回の授業に出席し課題に取り組めば、PC、タイピング、ワープロ・表計算・プレゼンテーションソフト等に関する基本的な操作スキルを身につけること
が可能です。これらスキルの修得には一定の時間と量が必要です。４年間の大学生活だけでなく卒業後の仕事においても必須のスキルとなるため、集
中して取り組み修得して下さい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
ー

030

3002020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

情報リテラシー入門編　Windows10／Office 2019対応型番（FPT1918），FOM，FOM出版，2020年

参考書

ー

9784865104165

ー

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 1）ガイダンス
2）本学の情報通信機器及び教学システムの概要や基本操作
・本学ICT環境(1)：Learning Portal、Universal Passport、クラウドサービ
ス（Microsoft/Office365）等
・Windowsの操作(1)
・情報セキュリティ・パスワード変更
【テキスト】ウィンドウズ編
STEP1Windowsについて～STEP6アプリを操作しよう，STEP10 Windows
を終了しよう

○事前学修
・全15回のシラバスをすべて読んで授業計画を確認して
下さい。
・学内システムのパスワードをどのようにするかについて
決めてきてください（パスワードは半角英数字記号を利用
します）。
○事後学修
・以後、本学の教学システムに毎日ログインし、学内の連
絡事項を確認してください。
・自宅PCから本学の教学システムにアクセスし授業資料
をダウンロードし閲覧してください。

4時間対面
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第2回 1）教学システムの基本操作
・Windowsの操作(2)
・本学ICT環境(2)：学修ポートフォリオ、クラウドサービス/SNS 
Microsoft/Office365（Outlook、OneDrive等）
【テキスト】ウィンドウズ編
STEP7ファイルを上手に管理しよう～STEP9インターネットを使ってみよ
う

○事前学修
・第1回の操作を基本としますので、第1回の内容を事前に
復習して下さい。
○事後学修
・自宅PCにてメール操作やOneDrive操作して下さい。

4時間対面

第3回 1）教学システムの基本操作
　・本学ICT環境(3)：
2）Windowsの操作(3)・タイピングの基礎
　・Windowsの基本操作
　・日本語入力・タイピングの基礎
  ・作成ファイルのアップロード
【テキスト】ウィンドウズ編全体

○事前学修
・テキストの「Windowsを使ってみよう」に従って自宅PC等
で操作して下さい。
○事後学修
・授業内で指定してたタイピング課題を作成し、学内シス
テムを通じて提出してください。
・以後、少なくとも「5分間で日本語300文字以上」を第12回
目の授業では超えるように、タイピング練習をしてくださ
い。

4時間対面

第4回 1）情報検索と図書館蔵書検索
2）プレゼンテーションソフトの基本操作(1)
【テキスト】プレゼンテーション編
・STEP1　PowerPointについて～STEP6　プレゼンテーションを印刷しよ
う

○事前学修
・テキストの「プレゼンテーション編」を事前に確認しておき
ましょう。STEP1～STEP6。
○事後学修
・テキストの「プレゼンテーション編」の操作を復習しておき
ましょう。

4時間対面

第5回 1）プレゼンテーションソフトの基本操作(2)
【テキスト】プレゼンテーション編
・前回の続き
・練習問題
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの「プレゼンテーション編」の練習問題を事前に
確認しましょう。
○事後学修
・練習問題1と2を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第6回 1）ワープロソフトの基本操作(1)
【テキスト】ワープロソフトを活用しよう
・STEP1　Wordについて～STEP6長文のレポートを編集しよう
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの「文章作成編」を事前に確認しておきましょう。
STEP1～STEP6。
○事後学修
・テキストの「文章作成編」の操作を復習しておきましょう。
STEP1～STEP6。

4時間対面

第7回 1）ワープロソフトの基本操作(2)
【テキスト】ワープロソフトを活用しよう
・前回の続き
・練習問題1
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの練習問題1を事前に確認しておきましょう。
○事後学修
・練習問題1を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第8回 1）ワープロソフトの基本操作(3)
【テキスト】ワープロソフトを活用しよう
・練習問題2と3
2）情報モラル＆情報セキュリティ【テキスト】ネット社会で情報を安全に
使いこなそう
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの練習問題2と3を事前に確認しておきましょう。
○事後学修
・練習問題2と3を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第9回 1）表計算ソフトの基本操作(1)
【テキスト】表計算ソフトを活用しよう
STEP1　Excelについて～STEP5　表を印刷しよう
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの「表計算編」を事前に確認しておきましょう。
○事後学修
・テキストの「表計算編」表計算ソフトを活用しようSTEP1
～5の操作を復習しておきましょう。

4時間対面

第10回 1）表計算ソフトの基本操作(2)
【テキスト】表計算ソフトを活用しよう
STEP6　グラフを作成しよう～STEP8　複数のシートを操作しよう
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの「表計算編」を事前に確認しておきましょう。
○事後学修
・テキストの「表計算編」表計算ソフトを活用しようSTEP6
～8の操作を復習しておきましょう

4時間対面

第11回 1）表計算ソフトの基本操作(3)
【テキスト】表計算ソフトを活用しよう
・前回の続き
・練習問題1と2
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの練習問題1と2を事前に確認しておきましょう。
○事後学修
・練習問題1と2を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第12回 1）表計算ソフトの基本操作(4)
【テキスト】表計算ソフトを活用しよう
・STEP9　関数を使いこなそう～STEP11　条件付き書式を設定しよう
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの「表計算編」を事前に確認しておきましょう。
○事後学修
・テキストの「表計算編」表計算ソフトを活用しようSTEP9
～11の操作を復習しておきましょう

4時間対面

第13回 1）総合演習1
・総合演習課題(1)
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストを使って操作を確認しておきましょう
○事後学修
・総合演習課題(1)を完成させ提出しましょう。

4時間対面

第14回 1）総合演習2
・総合演習課題(2)
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストを使って操作を確認しておきましょう
○事後学修
・総合演習課題(2)を完成させ提出しましょう。

4時間対面

第15回 1）総合演習3
・総合演習課題(3)
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストを使って操作を確認しておきましょう
○事後学修
・総合演習課題(3)を完成させ提出しましょう。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 情報処理基礎　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234小川　達也

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G1

法学部専門教育科目

テーマ 情報処理とICTに関する基礎的な知識・スキルの修得、情報リテラシー（情報活用能力）

授業の目的及び概要
・本科目は、情報処理とICT（情報通信技術）に関する基礎的な知識とスキル、情報リテラシー（情報活用能力）の修得を目的とします。これら能力は、こ
れからの大学生活を送る上で基本となる「汎用的技能」であり、卒業後の仕事でも必須となる「就業力」といえます。例えば、大学では、特定のテーマに
ついて調査し、レポートを作成後、プレゼンテーションを実施します。また、現代の情報化社会にあっては、あらゆる場面でICTが利用され、利活用するこ
とが求められます。
・本科目では、PCの基本操作に慣れるとともに、大学生活やビジネス現場で最も使われているワープロ、表計算、プレゼンテーション等の基本ソフトの
「使い方」（操作知識とスキル）の基礎を修得します。また、本学の教学システム、関連したSNS（Social Networking Services）・クラウドサービス・メール
サービスの利活用、図書館情報システム・インターネットを使った情報の検索方法、コンピュータ、情報通信ネットワーク、情報モラル・情報セキュリティ
（ITパスポート出題内容）についても学修します。

学修の到達目標
・本科目の到達目標は、大学４年間及び入社時に最低限必要となるICT（情報通信技術）・情報処理に関する基礎的な知識とスキル、情報リテラシー
（情報活用能力）の修得です。具体的には以下の項目を到達目標とします。
1）PCを操作し、本学の教学システム、関連したSNSやクラウドサービスを適切に利用できる。
2）インターネットを使った適切な情報検索（図書館利用法・文献探索・データベース活用法等を含む）ができる。
3）情報化社会の特性を踏まえ、情報モラル・情報セキュリティ・個人情報・著作権等について説明できる。
4）キーボードを使って文字入力ができる（5分間で日本語300文字以上）。
5）プレゼンテーションソフト（PowerPoint）を用いて簡易なスライド資料の作成ができる。
6）ワープロソフト（Word）を用いて簡易な文書作成ができる。
7）表計算ソフト（Excel）を用いて、情報を分析評価・整理等するために簡易な集計表やグラフの作成ができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
・PCを用いた実技を実施するため、適宜学生の質問等に回答します。
・教学システムを利用したテストを実施した場合には、受験後、採点結果等をフィードバックします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

毎回の授業に出席し課題に取り組めば、PC、タイピング、ワープロ・表計算・プレゼンテーションソフト等に関する基本的な操作スキルを身につけること
が可能です。これらスキルの修得には一定の時間と量が必要です。４年間の大学生活だけでなく卒業後の仕事においても必須のスキルとなるため、集
中して取り組み修得して下さい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
ー

030

3002020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

情報リテラシー入門編　Windows10／Office 2019対応型番（FPT1918），FOM，FOM出版，2020年

参考書

ー

9784865104165

ー

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 1）ガイダンス
2）本学の情報通信機器及び教学システムの概要や基本操作
・本学ICT環境(1)：Learning Portal、Universal Passport、クラウドサービ
ス（Microsoft/Office365）等
・Windowsの操作(1)
・情報セキュリティ・パスワード変更
【テキスト】ウィンドウズ編
STEP1Windowsについて～STEP6アプリを操作しよう，STEP10 Windows
を終了しよう

○事前学修
・全15回のシラバスをすべて読んで授業計画を確認して
下さい。
・学内システムのパスワードをどのようにするかについて
決めてきてください（パスワードは半角英数字記号を利用
します）。
○事後学修
・以後、本学の教学システムに毎日ログインし、学内の連
絡事項を確認してください。
・自宅PCから本学の教学システムにアクセスし授業資料
をダウンロードし閲覧してください。

4時間対面
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第2回 1）教学システムの基本操作
・Windowsの操作(2)
・本学ICT環境(2)：学修ポートフォリオ、クラウドサービス/SNS 
Microsoft/Office365（Outlook、OneDrive等）
【テキスト】ウィンドウズ編
STEP7ファイルを上手に管理しよう～STEP9インターネットを使ってみよ
う

○事前学修
・第1回の操作を基本としますので、第1回の内容を事前に
復習して下さい。
○事後学修
・自宅PCにてメール操作やOneDrive操作して下さい。

4時間対面

第3回 1）教学システムの基本操作
　・本学ICT環境(3)：
2）Windowsの操作(3)・タイピングの基礎
　・Windowsの基本操作
　・日本語入力・タイピングの基礎
  ・作成ファイルのアップロード
【テキスト】ウィンドウズ編全体

○事前学修
・テキストの「Windowsを使ってみよう」に従って自宅PC等
で操作して下さい。
○事後学修
・授業内で指定してたタイピング課題を作成し、学内シス
テムを通じて提出してください。
・以後、少なくとも「5分間で日本語300文字以上」を第12回
目の授業では超えるように、タイピング練習をしてくださ
い。

4時間対面

第4回 1）情報検索と図書館蔵書検索
2）プレゼンテーションソフトの基本操作(1)
【テキスト】プレゼンテーション編
・STEP1　PowerPointについて～STEP6　プレゼンテーションを印刷しよ
う

○事前学修
・テキストの「プレゼンテーション編」を事前に確認しておき
ましょう。STEP1～STEP6。
○事後学修
・テキストの「プレゼンテーション編」の操作を復習しておき
ましょう。

4時間対面

第5回 1）プレゼンテーションソフトの基本操作(2)
【テキスト】プレゼンテーション編
・前回の続き
・練習問題
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの「プレゼンテーション編」の練習問題を事前に
確認しましょう。
○事後学修
・練習問題1と2を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第6回 1）ワープロソフトの基本操作(1)
【テキスト】ワープロソフトを活用しよう
・STEP1　Wordについて～STEP6長文のレポートを編集しよう
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの「文章作成編」を事前に確認しておきましょう。
STEP1～STEP6。
○事後学修
・テキストの「文章作成編」の操作を復習しておきましょう。
STEP1～STEP6。

4時間対面

第7回 1）ワープロソフトの基本操作(2)
【テキスト】ワープロソフトを活用しよう
・前回の続き
・練習問題1
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの練習問題1を事前に確認しておきましょう。
○事後学修
・練習問題1を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第8回 1）ワープロソフトの基本操作(3)
【テキスト】ワープロソフトを活用しよう
・練習問題2と3
2）情報モラル＆情報セキュリティ【テキスト】ネット社会で情報を安全に
使いこなそう
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの練習問題2と3を事前に確認しておきましょう。
○事後学修
・練習問題2と3を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第9回 1）表計算ソフトの基本操作(1)
【テキスト】表計算ソフトを活用しよう
STEP1　Excelについて～STEP5　表を印刷しよう
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの「表計算編」を事前に確認しておきましょう。
○事後学修
・テキストの「表計算編」表計算ソフトを活用しようSTEP1
～5の操作を復習しておきましょう。

4時間対面

第10回 1）表計算ソフトの基本操作(2)
【テキスト】表計算ソフトを活用しよう
STEP6　グラフを作成しよう～STEP8　複数のシートを操作しよう
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの「表計算編」を事前に確認しておきましょう。
○事後学修
・テキストの「表計算編」表計算ソフトを活用しようSTEP6
～8の操作を復習しておきましょう

4時間対面

第11回 1）表計算ソフトの基本操作(3)
【テキスト】表計算ソフトを活用しよう
・前回の続き
・練習問題1と2
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの練習問題1と2を事前に確認しておきましょう。
○事後学修
・練習問題1と2を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第12回 1）表計算ソフトの基本操作(4)
【テキスト】表計算ソフトを活用しよう
・STEP9　関数を使いこなそう～STEP11　条件付き書式を設定しよう
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの「表計算編」を事前に確認しておきましょう。
○事後学修
・テキストの「表計算編」表計算ソフトを活用しようSTEP9
～11の操作を復習しておきましょう

4時間対面

第13回 1）総合演習1
・総合演習課題(1)
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストを使って操作を確認しておきましょう
○事後学修
・総合演習課題(1)を完成させ提出しましょう。

4時間対面

第14回 1）総合演習2
・総合演習課題(2)
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストを使って操作を確認しておきましょう
○事後学修
・総合演習課題(2)を完成させ提出しましょう。

4時間対面

第15回 1）総合演習3
・総合演習課題(3)
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストを使って操作を確認しておきましょう
○事後学修
・総合演習課題(3)を完成させ提出しましょう。

4時間オンデマンド

－26－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 情報処理基礎　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234山木　和

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G1

法学部専門教育科目

テーマ 情報処理とICTに関する基礎的な知識・スキルの修得、情報リテラシー（情報活用能力）

授業の目的及び概要
・本科目は、情報処理とICT（情報通信技術）に関する基礎的な知識とスキル、情報リテラシー（情報活用能力）の修得を目的とします。これら能力は、こ
れからの大学生活を送る上で基本となる「汎用的技能」であり、卒業後の仕事でも必須となる「就業力」といえます。例えば、大学では、特定のテーマに
ついて調査し、レポートを作成後、プレゼンテーションを実施します。また、現代の情報化社会にあっては、あらゆる場面でICTが利用され、利活用するこ
とが求められます。
・本科目では、PCの基本操作に慣れるとともに、大学生活やビジネス現場で最も使われているワープロ、表計算、プレゼンテーション等の基本ソフトの
「使い方」（操作知識とスキル）の基礎を修得します。また、本学の教学システム、関連したSNS（Social Networking Services）・クラウドサービス・メール
サービスの利活用、図書館情報システム・インターネットを使った情報の検索方法、コンピュータ、情報通信ネットワーク、情報モラル・情報セキュリティ
（ITパスポート出題内容）についても学修します。

学修の到達目標
・本科目の到達目標は、大学４年間及び入社時に最低限必要となるICT（情報通信技術）・情報処理に関する基礎的な知識とスキル、情報リテラシー
（情報活用能力）の修得です。具体的には以下の項目を到達目標とします。
1）PCを操作し、本学の教学システム、関連したSNSやクラウドサービスを適切に利用できる。
2）インターネットを使った適切な情報検索（図書館利用法・文献探索・データベース活用法等を含む）ができる。
3）情報化社会の特性を踏まえ、情報モラル・情報セキュリティ・個人情報・著作権等について説明できる。
4）キーボードを使って文字入力ができる（5分間で日本語300文字以上）。
5）プレゼンテーションソフト（PowerPoint）を用いて簡易なスライド資料の作成ができる。
6）ワープロソフト（Word）を用いて簡易な文書作成ができる。
7）表計算ソフト（Excel）を用いて、情報を分析評価・整理等するために簡易な集計表やグラフの作成ができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
・PCを用いた実技を実施するため、適宜学生の質問等に回答します。
・教学システムを利用したテストを実施した場合には、受験後、採点結果等をフィードバックします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

毎回の授業に出席し課題に取り組めば、PC、タイピング、ワープロ・表計算・プレゼンテーションソフト等に関する基本的な操作スキルを身につけること
が可能です。これらスキルの修得には一定の時間と量が必要です。４年間の大学生活だけでなく卒業後の仕事においても必須のスキルとなるため、集
中して取り組み修得して下さい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
ー

030

3002020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

情報リテラシー入門編　Windows10／Office 2019対応型番（FPT1918），FOM，FOM出版，2020年

参考書

ー

9784865104165

ー

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 1）ガイダンス
2）本学の情報通信機器及び教学システムの概要や基本操作
・本学ICT環境(1)：Learning Portal、Universal Passport、クラウドサービ
ス（Microsoft/Office365）等
・Windowsの操作(1)
・情報セキュリティ・パスワード変更
【テキスト】ウィンドウズ編
STEP1Windowsについて～STEP6アプリを操作しよう，STEP10 Windows
を終了しよう

○事前学修
・全15回のシラバスをすべて読んで授業計画を確認して
下さい。
・学内システムのパスワードをどのようにするかについて
決めてきてください（パスワードは半角英数字記号を利用
します）。
○事後学修
・以後、本学の教学システムに毎日ログインし、学内の連
絡事項を確認してください。
・自宅PCから本学の教学システムにアクセスし授業資料
をダウンロードし閲覧してください。

4時間対面
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第2回 1）教学システムの基本操作
・Windowsの操作(2)
・本学ICT環境(2)：学修ポートフォリオ、クラウドサービス/SNS 
Microsoft/Office365（Outlook、OneDrive等）
【テキスト】ウィンドウズ編
STEP7ファイルを上手に管理しよう～STEP9インターネットを使ってみよ
う

○事前学修
・第1回の操作を基本としますので、第1回の内容を事前に
復習して下さい。
○事後学修
・自宅PCにてメール操作やOneDrive操作して下さい。

4時間対面

第3回 1）教学システムの基本操作
　・本学ICT環境(3)：
2）Windowsの操作(3)・タイピングの基礎
　・Windowsの基本操作
　・日本語入力・タイピングの基礎
  ・作成ファイルのアップロード
【テキスト】ウィンドウズ編全体

○事前学修
・テキストの「Windowsを使ってみよう」に従って自宅PC等
で操作して下さい。
○事後学修
・授業内で指定してたタイピング課題を作成し、学内シス
テムを通じて提出してください。
・以後、少なくとも「5分間で日本語300文字以上」を第12回
目の授業では超えるように、タイピング練習をしてくださ
い。

4時間対面

第4回 1）情報検索と図書館蔵書検索
2）プレゼンテーションソフトの基本操作(1)
【テキスト】プレゼンテーション編
・STEP1　PowerPointについて～STEP6　プレゼンテーションを印刷しよ
う

○事前学修
・テキストの「プレゼンテーション編」を事前に確認しておき
ましょう。STEP1～STEP6。
○事後学修
・テキストの「プレゼンテーション編」の操作を復習しておき
ましょう。

4時間対面

第5回 1）プレゼンテーションソフトの基本操作(2)
【テキスト】プレゼンテーション編
・前回の続き
・練習問題
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの「プレゼンテーション編」の練習問題を事前に
確認しましょう。
○事後学修
・練習問題1と2を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第6回 1）ワープロソフトの基本操作(1)
【テキスト】ワープロソフトを活用しよう
・STEP1　Wordについて～STEP6長文のレポートを編集しよう
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの「文章作成編」を事前に確認しておきましょう。
STEP1～STEP6。
○事後学修
・テキストの「文章作成編」の操作を復習しておきましょう。
STEP1～STEP6。

4時間対面

第7回 1）ワープロソフトの基本操作(2)
【テキスト】ワープロソフトを活用しよう
・前回の続き
・練習問題1
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの練習問題1を事前に確認しておきましょう。
○事後学修
・練習問題1を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第8回 1）ワープロソフトの基本操作(3)
【テキスト】ワープロソフトを活用しよう
・練習問題2と3
2）情報モラル＆情報セキュリティ【テキスト】ネット社会で情報を安全に
使いこなそう
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの練習問題2と3を事前に確認しておきましょう。
○事後学修
・練習問題2と3を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第9回 1）表計算ソフトの基本操作(1)
【テキスト】表計算ソフトを活用しよう
STEP1　Excelについて～STEP5　表を印刷しよう
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの「表計算編」を事前に確認しておきましょう。
○事後学修
・テキストの「表計算編」表計算ソフトを活用しようSTEP1
～5の操作を復習しておきましょう。

4時間対面

第10回 1）表計算ソフトの基本操作(2)
【テキスト】表計算ソフトを活用しよう
STEP6　グラフを作成しよう～STEP8　複数のシートを操作しよう
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの「表計算編」を事前に確認しておきましょう。
○事後学修
・テキストの「表計算編」表計算ソフトを活用しようSTEP6
～8の操作を復習しておきましょう

4時間対面

第11回 1）表計算ソフトの基本操作(3)
【テキスト】表計算ソフトを活用しよう
・前回の続き
・練習問題1と2
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの練習問題1と2を事前に確認しておきましょう。
○事後学修
・練習問題1と2を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第12回 1）表計算ソフトの基本操作(4)
【テキスト】表計算ソフトを活用しよう
・STEP9　関数を使いこなそう～STEP11　条件付き書式を設定しよう
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの「表計算編」を事前に確認しておきましょう。
○事後学修
・テキストの「表計算編」表計算ソフトを活用しようSTEP9
～11の操作を復習しておきましょう

4時間対面

第13回 1）総合演習1
・総合演習課題(1)
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストを使って操作を確認しておきましょう
○事後学修
・総合演習課題(1)を完成させ提出しましょう。

4時間対面

第14回 1）総合演習2
・総合演習課題(2)
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストを使って操作を確認しておきましょう
○事後学修
・総合演習課題(2)を完成させ提出しましょう。

4時間対面

第15回 1）総合演習3
・総合演習課題(3)
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストを使って操作を確認しておきましょう
○事後学修
・総合演習課題(3)を完成させ提出しましょう。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 情報処理基礎　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234宮崎　裕

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G1

法学部専門教育科目

テーマ 情報処理とICTに関する基礎的な知識・スキルの修得、情報リテラシー（情報活用能力）

授業の目的及び概要
・本科目は、情報処理とICT（情報通信技術）に関する基礎的な知識とスキル、情報リテラシー（情報活用能力）の修得を目的とします。これら能力は、こ
れからの大学生活を送る上で基本となる「汎用的技能」であり、卒業後の仕事でも必須となる「就業力」といえます。例えば、大学では、特定のテーマに
ついて調査し、レポートを作成後、プレゼンテーションを実施します。また、現代の情報化社会にあっては、あらゆる場面でICTが利用され、利活用するこ
とが求められます。
・本科目では、PCの基本操作に慣れるとともに、大学生活やビジネス現場で最も使われているワープロ、表計算、プレゼンテーション等の基本ソフトの
「使い方」（操作知識とスキル）の基礎を修得します。また、本学の教学システム、関連したSNS（Social Networking Services）・クラウドサービス・メール
サービスの利活用、図書館情報システム・インターネットを使った情報の検索方法、コンピュータ、情報通信ネットワーク、情報モラル・情報セキュリティ
（ITパスポート出題内容）についても学修します。

学修の到達目標
・本科目の到達目標は、大学４年間及び入社時に最低限必要となるICT（情報通信技術）・情報処理に関する基礎的な知識とスキル、情報リテラシー
（情報活用能力）の修得です。具体的には以下の項目を到達目標とします。
1）PCを操作し、本学の教学システム、関連したSNSやクラウドサービスを適切に利用できる。
2）インターネットを使った適切な情報検索（図書館利用法・文献探索・データベース活用法等を含む）ができる。
3）情報化社会の特性を踏まえ、情報モラル・情報セキュリティ・個人情報・著作権等について説明できる。
4）キーボードを使って文字入力ができる（5分間で日本語300文字以上）。
5）プレゼンテーションソフト（PowerPoint）を用いて簡易なスライド資料の作成ができる。
6）ワープロソフト（Word）を用いて簡易な文書作成ができる。
7）表計算ソフト（Excel）を用いて、情報を分析評価・整理等するために簡易な集計表やグラフの作成ができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
・PCを用いた実技を実施するため、適宜学生の質問等に回答します。
・教学システムを利用したテストを実施した場合には、受験後、採点結果等をフィードバックします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

毎回の授業に出席し課題に取り組めば、PC、タイピング、ワープロ・表計算・プレゼンテーションソフト等に関する基本的な操作スキルを身につけること
が可能です。これらスキルの修得には一定の時間と量が必要です。４年間の大学生活だけでなく卒業後の仕事においても必須のスキルとなるため、集
中して取り組み修得して下さい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
ー

030

3002020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

情報リテラシー入門編　Windows10／Office 2019対応型番（FPT1918），FOM，FOM出版，2020年

参考書

ー

9784865104165

ー

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 1）ガイダンス
2）本学の情報通信機器及び教学システムの概要や基本操作
・本学ICT環境(1)：Learning Portal、Universal Passport、クラウドサービ
ス（Microsoft/Office365）等
・Windowsの操作(1)
・情報セキュリティ・パスワード変更
【テキスト】ウィンドウズ編
STEP1Windowsについて～STEP6アプリを操作しよう，STEP10 Windows
を終了しよう

○事前学修
・全15回のシラバスをすべて読んで授業計画を確認して
下さい。
・学内システムのパスワードをどのようにするかについて
決めてきてください（パスワードは半角英数字記号を利用
します）。
○事後学修
・以後、本学の教学システムに毎日ログインし、学内の連
絡事項を確認してください。
・自宅PCから本学の教学システムにアクセスし授業資料
をダウンロードし閲覧してください。

4時間対面
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第2回 1）教学システムの基本操作
・Windowsの操作(2)
・本学ICT環境(2)：学修ポートフォリオ、クラウドサービス/SNS 
Microsoft/Office365（Outlook、OneDrive等）
【テキスト】ウィンドウズ編
STEP7ファイルを上手に管理しよう～STEP9インターネットを使ってみよ
う

○事前学修
・第1回の操作を基本としますので、第1回の内容を事前に
復習して下さい。
○事後学修
・自宅PCにてメール操作やOneDrive操作して下さい。

4時間対面

第3回 1）教学システムの基本操作
　・本学ICT環境(3)：
2）Windowsの操作(3)・タイピングの基礎
　・Windowsの基本操作
　・日本語入力・タイピングの基礎
  ・作成ファイルのアップロード
【テキスト】ウィンドウズ編全体

○事前学修
・テキストの「Windowsを使ってみよう」に従って自宅PC等
で操作して下さい。
○事後学修
・授業内で指定してたタイピング課題を作成し、学内シス
テムを通じて提出してください。
・以後、少なくとも「5分間で日本語300文字以上」を第12回
目の授業では超えるように、タイピング練習をしてくださ
い。

4時間対面

第4回 1）情報検索と図書館蔵書検索
2）プレゼンテーションソフトの基本操作(1)
【テキスト】プレゼンテーション編
・STEP1　PowerPointについて～STEP6　プレゼンテーションを印刷しよ
う

○事前学修
・テキストの「プレゼンテーション編」を事前に確認しておき
ましょう。STEP1～STEP6。
○事後学修
・テキストの「プレゼンテーション編」の操作を復習しておき
ましょう。

4時間対面

第5回 1）プレゼンテーションソフトの基本操作(2)
【テキスト】プレゼンテーション編
・前回の続き
・練習問題
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの「プレゼンテーション編」の練習問題を事前に
確認しましょう。
○事後学修
・練習問題1と2を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第6回 1）ワープロソフトの基本操作(1)
【テキスト】ワープロソフトを活用しよう
・STEP1　Wordについて～STEP6長文のレポートを編集しよう
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの「文章作成編」を事前に確認しておきましょう。
STEP1～STEP6。
○事後学修
・テキストの「文章作成編」の操作を復習しておきましょう。
STEP1～STEP6。

4時間対面

第7回 1）ワープロソフトの基本操作(2)
【テキスト】ワープロソフトを活用しよう
・前回の続き
・練習問題1
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの練習問題1を事前に確認しておきましょう。
○事後学修
・練習問題1を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第8回 1）ワープロソフトの基本操作(3)
【テキスト】ワープロソフトを活用しよう
・練習問題2と3
2）情報モラル＆情報セキュリティ【テキスト】ネット社会で情報を安全に
使いこなそう
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの練習問題2と3を事前に確認しておきましょう。
○事後学修
・練習問題2と3を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第9回 1）表計算ソフトの基本操作(1)
【テキスト】表計算ソフトを活用しよう
STEP1　Excelについて～STEP5　表を印刷しよう
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの「表計算編」を事前に確認しておきましょう。
○事後学修
・テキストの「表計算編」表計算ソフトを活用しようSTEP1
～5の操作を復習しておきましょう。

4時間対面

第10回 1）表計算ソフトの基本操作(2)
【テキスト】表計算ソフトを活用しよう
STEP6　グラフを作成しよう～STEP8　複数のシートを操作しよう
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの「表計算編」を事前に確認しておきましょう。
○事後学修
・テキストの「表計算編」表計算ソフトを活用しようSTEP6
～8の操作を復習しておきましょう

4時間対面

第11回 1）表計算ソフトの基本操作(3)
【テキスト】表計算ソフトを活用しよう
・前回の続き
・練習問題1と2
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの練習問題1と2を事前に確認しておきましょう。
○事後学修
・練習問題1と2を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第12回 1）表計算ソフトの基本操作(4)
【テキスト】表計算ソフトを活用しよう
・STEP9　関数を使いこなそう～STEP11　条件付き書式を設定しよう
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの「表計算編」を事前に確認しておきましょう。
○事後学修
・テキストの「表計算編」表計算ソフトを活用しようSTEP9
～11の操作を復習しておきましょう

4時間対面

第13回 1）総合演習1
・総合演習課題(1)
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストを使って操作を確認しておきましょう
○事後学修
・総合演習課題(1)を完成させ提出しましょう。

4時間対面

第14回 1）総合演習2
・総合演習課題(2)
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストを使って操作を確認しておきましょう
○事後学修
・総合演習課題(2)を完成させ提出しましょう。

4時間対面

第15回 1）総合演習3
・総合演習課題(3)
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストを使って操作を確認しておきましょう
○事後学修
・総合演習課題(3)を完成させ提出しましょう。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 情報処理基礎　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234李　鍾賛

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G1

法学部専門教育科目

テーマ 情報処理とICTに関する基礎的な知識・スキルの修得、情報リテラシー（情報活用能力）

授業の目的及び概要
・本科目は、情報処理とICT（情報通信技術）に関する基礎的な知識とスキル、情報リテラシー（情報活用能力）の修得を目的とします。これら能力は、こ
れからの大学生活を送る上で基本となる「汎用的技能」であり、卒業後の仕事でも必須となる「就業力」といえます。例えば、大学では、特定のテーマに
ついて調査し、レポートを作成後、プレゼンテーションを実施します。また、現代の情報化社会にあっては、あらゆる場面でICTが利用され、利活用するこ
とが求められます。
・本科目では、PCの基本操作に慣れるとともに、大学生活やビジネス現場で最も使われているワープロ、表計算、プレゼンテーション等の基本ソフトの
「使い方」（操作知識とスキル）の基礎を修得します。また、本学の教学システム、関連したSNS（Social Networking Services）・クラウドサービス・メール
サービスの利活用、図書館情報システム・インターネットを使った情報の検索方法、コンピュータ、情報通信ネットワーク、情報モラル・情報セキュリティ
（ITパスポート出題内容）についても学修します。

学修の到達目標
・本科目の到達目標は、大学４年間及び入社時に最低限必要となるICT（情報通信技術）・情報処理に関する基礎的な知識とスキル、情報リテラシー
（情報活用能力）の修得です。具体的には以下の項目を到達目標とします。
1）PCを操作し、本学の教学システム、関連したSNSやクラウドサービスを適切に利用できる。
2）インターネットを使った適切な情報検索（図書館利用法・文献探索・データベース活用法等を含む）ができる。
3）情報化社会の特性を踏まえ、情報モラル・情報セキュリティ・個人情報・著作権等について説明できる。
4）キーボードを使って文字入力ができる（5分間で日本語300文字以上）。
5）プレゼンテーションソフト（PowerPoint）を用いて簡易なスライド資料の作成ができる。
6）ワープロソフト（Word）を用いて簡易な文書作成ができる。
7）表計算ソフト（Excel）を用いて、情報を分析評価・整理等するために簡易な集計表やグラフの作成ができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
・PCを用いた実技を実施するため、適宜学生の質問等に回答します。
・教学システムを利用したテストを実施した場合には、受験後、採点結果等をフィードバックします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

毎回の授業に出席し課題に取り組めば、PC、タイピング、ワープロ・表計算・プレゼンテーションソフト等に関する基本的な操作スキルを身につけること
が可能です。これらスキルの修得には一定の時間と量が必要です。４年間の大学生活だけでなく卒業後の仕事においても必須のスキルとなるため、集
中して取り組み修得して下さい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
ー

030

3002020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

情報リテラシー入門編　Windows10／Office 2019対応型番（FPT1918），FOM，FOM出版，2020年

参考書

ー

9784865104165

ー

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 1）ガイダンス
2）本学の情報通信機器及び教学システムの概要や基本操作
・本学ICT環境(1)：Learning Portal、Universal Passport、クラウドサービ
ス（Microsoft/Office365）等
・Windowsの操作(1)
・情報セキュリティ・パスワード変更
【テキスト】ウィンドウズ編
STEP1Windowsについて～STEP6アプリを操作しよう，STEP10 Windows
を終了しよう

○事前学修
・全15回のシラバスをすべて読んで授業計画を確認して
下さい。
・学内システムのパスワードをどのようにするかについて
決めてきてください（パスワードは半角英数字記号を利用
します）。
○事後学修
・以後、本学の教学システムに毎日ログインし、学内の連
絡事項を確認してください。
・自宅PCから本学の教学システムにアクセスし授業資料
をダウンロードし閲覧してください。

4時間対面

－31－



第2回 1）教学システムの基本操作
・Windowsの操作(2)
・本学ICT環境(2)：学修ポートフォリオ、クラウドサービス/SNS 
Microsoft/Office365（Outlook、OneDrive等）
【テキスト】ウィンドウズ編
STEP7ファイルを上手に管理しよう～STEP9インターネットを使ってみよ
う

○事前学修
・第1回の操作を基本としますので、第1回の内容を事前に
復習して下さい。
○事後学修
・自宅PCにてメール操作やOneDrive操作して下さい。

4時間対面

第3回 1）教学システムの基本操作
　・本学ICT環境(3)：
2）Windowsの操作(3)・タイピングの基礎
　・Windowsの基本操作
　・日本語入力・タイピングの基礎
  ・作成ファイルのアップロード
【テキスト】ウィンドウズ編全体

○事前学修
・テキストの「Windowsを使ってみよう」に従って自宅PC等
で操作して下さい。
○事後学修
・授業内で指定してたタイピング課題を作成し、学内シス
テムを通じて提出してください。
・以後、少なくとも「5分間で日本語300文字以上」を第12回
目の授業では超えるように、タイピング練習をしてくださ
い。

4時間対面

第4回 1）情報検索と図書館蔵書検索
2）プレゼンテーションソフトの基本操作(1)
【テキスト】プレゼンテーション編
・STEP1　PowerPointについて～STEP6　プレゼンテーションを印刷しよ
う

○事前学修
・テキストの「プレゼンテーション編」を事前に確認しておき
ましょう。STEP1～STEP6。
○事後学修
・テキストの「プレゼンテーション編」の操作を復習しておき
ましょう。

4時間対面

第5回 1）プレゼンテーションソフトの基本操作(2)
【テキスト】プレゼンテーション編
・前回の続き
・練習問題
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの「プレゼンテーション編」の練習問題を事前に
確認しましょう。
○事後学修
・練習問題1と2を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第6回 1）ワープロソフトの基本操作(1)
【テキスト】ワープロソフトを活用しよう
・STEP1　Wordについて～STEP6長文のレポートを編集しよう
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの「文章作成編」を事前に確認しておきましょう。
STEP1～STEP6。
○事後学修
・テキストの「文章作成編」の操作を復習しておきましょう。
STEP1～STEP6。

4時間対面

第7回 1）ワープロソフトの基本操作(2)
【テキスト】ワープロソフトを活用しよう
・前回の続き
・練習問題1
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの練習問題1を事前に確認しておきましょう。
○事後学修
・練習問題1を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第8回 1）ワープロソフトの基本操作(3)
【テキスト】ワープロソフトを活用しよう
・練習問題2と3
2）情報モラル＆情報セキュリティ【テキスト】ネット社会で情報を安全に
使いこなそう
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの練習問題2と3を事前に確認しておきましょう。
○事後学修
・練習問題2と3を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第9回 1）表計算ソフトの基本操作(1)
【テキスト】表計算ソフトを活用しよう
STEP1　Excelについて～STEP5　表を印刷しよう
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの「表計算編」を事前に確認しておきましょう。
○事後学修
・テキストの「表計算編」表計算ソフトを活用しようSTEP1
～5の操作を復習しておきましょう。

4時間対面

第10回 1）表計算ソフトの基本操作(2)
【テキスト】表計算ソフトを活用しよう
STEP6　グラフを作成しよう～STEP8　複数のシートを操作しよう
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの「表計算編」を事前に確認しておきましょう。
○事後学修
・テキストの「表計算編」表計算ソフトを活用しようSTEP6
～8の操作を復習しておきましょう

4時間対面

第11回 1）表計算ソフトの基本操作(3)
【テキスト】表計算ソフトを活用しよう
・前回の続き
・練習問題1と2
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの練習問題1と2を事前に確認しておきましょう。
○事後学修
・練習問題1と2を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第12回 1）表計算ソフトの基本操作(4)
【テキスト】表計算ソフトを活用しよう
・STEP9　関数を使いこなそう～STEP11　条件付き書式を設定しよう
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの「表計算編」を事前に確認しておきましょう。
○事後学修
・テキストの「表計算編」表計算ソフトを活用しようSTEP9
～11の操作を復習しておきましょう

4時間対面

第13回 1）総合演習1
・総合演習課題(1)
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストを使って操作を確認しておきましょう
○事後学修
・総合演習課題(1)を完成させ提出しましょう。

4時間対面

第14回 1）総合演習2
・総合演習課題(2)
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストを使って操作を確認しておきましょう
○事後学修
・総合演習課題(2)を完成させ提出しましょう。

4時間対面

第15回 1）総合演習3
・総合演習課題(3)
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストを使って操作を確認しておきましょう
○事後学修
・総合演習課題(3)を完成させ提出しましょう。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 データサイエンス基礎　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234山木　和

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G1

法学部専門教育科目

テーマ 数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）

授業の目的及び概要
・本科目は、学生の数理・データサイエンス・ＡＩへの関心を高め、かつ、数理・データサイエンス・ＡＩを適切に理解し、それを活用する基礎的な能力を育
成することを目的とします。
・数理・データサイエンス・AIに関するリテラシーは、Society 5.0の実現やSDGsを達成する上で必要となる「汎用的技能」であり、また、卒業後の仕事でも
必要となる「就業力」といえます。
・データやAIに関する法的性質を知り、現代ビジネスの諸課題に取り組み、社会で活躍できる力を育成する上でも数理・データサイエンス・AIに関する基
礎的知識やスキルは必須の能力と言えます。
・本科目では、このような数理・データサイエンス・AIに関する能力の修得に向けて、各オフィスソフトを操作しながら課題に取り組みます。また、社会に
おける実課題や実データを活用する実践的な学修のため、企業等から提供される実課題や実データを活用します。
・また、情報倫理・情報セキュリティなど、情報の取扱いに係る法規・倫理（ITパスポート出題内容）についても学修します。
・本科目は「数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）モデルカリキュラム」に準拠しています。

学修の到達目標
本科目の到達目標は、数理・データサイエンス・ＡＩに関する能力の修得です。具体的には以下の項目を到達目標とします。
1）社会で起きている変化、社会で活用されているデータ、データ・AIの活用領域、データ・AI利活用の現場、データ・AI利活用の最新動向について説明
できる。
2）データを読み、説明し、扱うことができる。
3）データ・AIを扱う上での留意事項及びデータを守る上での留意事項、情報倫理・情報セキュリティなど情報の取扱いに係る法規・倫理について説明で
きる。
4）企業等から提供される実データを活用して、実データを処理・分析し実課題の解決に資する報告資料を作成できる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
・PCを用いた実技も行いますので、適時学生の質問に答えていきます。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

・毎回の授業に出席し、課題に取り組めば、「数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）」に関する知識や技能を身につける事が可能です。
・欠席した場合はLearningPortalを確認し、課題がある場合は提出しておきましょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

30
最終課題

00

2003020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

AIデータサイエンスリテラシー入門，吉岡剛志，技術評論社，2022年

参考書

ー

9784297130428

ー

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ・ガイダンス
第1章　社会におけるデータ・AI利活用　1-1　社会で起きている変化
・情報倫理・情報セキュリティなど、情報の取扱いに係る法規・倫理(※
以降、ELSI&S：Ethical, Legal and Social Issues & Securityと略記を用い
る)
・モデルカリキュラムとの対応：社会で起きている変化、データ・AI利活
用の現場、データ・AIの活用領域・データ・AIを扱う上での留意事項

○事前学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用　1-1　社会で起き
ている変化を事前に読んでおきましょう。
○事後学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用　1-1　社会で起き
ている変化を復習しておきましょう。

4時間対面

第2回 ELSI&Sテスト
第1章　1-2　社会で活用されているデータ①、第2章　データリテラシー
　2-1　Excelの基本的な操作
・モデルカリキュラムとの対応：社会で起きている変化、データ・AI利活
用の現場、データ・AIの活用領域・データ・AIを扱う上での留意事項

○事前学修
第1章　1-2　社会で活用されているデータ、第2章　データ
リテラシー　2-1　Excelの基本的な操作を事前に読んでく
ださい。
○事後学修
第1章　1-2　社会で活用されているデータ、第2章　データ
リテラシー　2-1　Excelの基本的な操作を復習してくださ
い。

4時間対面
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第3回 ELSI&Sテスト
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-2　社会で活用されているデー
タ②、第2章　データリテラシー　2-2　時系列データの可視化
モデルカリキュラムとの対応：社会で活用されているデータ、データを説
明する・データを読む・データを扱う・データ・AIの活用領域

○事前学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-2　社会で活用さ
れているデータ、第2章　データリテラシー　2-2　時系列
データの可視化を事前に読んでください。
○事後学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-2　社会で活用さ
れているデータ、第2章　データリテラシー　2-2　時系列
データの可視化を復習してください。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第4回 ELSI&Sテスト
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-3　データ・AIの活用領域、第2
章　データリテラシー　2-3　平均の算出とその可視化
モデルカリキュラムとの対応：社会で活用されているデータ、データを説
明する・データを読む・データを扱う・データ・AIの活用領域

○事前学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-3　データ・AIの
活用領域、第2章　データリテラシー　2-3　平均の算出と
その可視化を事前に読んでください。
○事後学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-3　データ・AIの
活用領域、第2章　データリテラシー　2-3　平均の算出と
その可視化を復習してください。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第5回 ELSI&Sテスト
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-4　データ・AI利活用のための
技術①、第2章　データリテラシー　2-4　標準偏差の算出とその可視化
モデルカリキュラムとの対応：社会で活用されているデータ、データを説
明する・データを読む・データを扱う・データ・AIの活用領域

ELSI&Sテスト
○事前学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-4　データ・AI利
活用のための技術、第2章　データリテラシー　2-4　標準
偏差の算出とその可視化とその可視化を事前に読んでく
ださい。
○事後学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-4　データ・AI利
活用のための技術、第2章　データリテラシー　2-4　標準
偏差の算出とその可視化を復習してください。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第6回 ELSI&Sテスト
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-4　データ・AI利活用のための
技術②、第2章　データリテラシー　2-5　大量のデータを扱う方法①
モデルカリキュラムとの対応：社会で活用されているデータ、データを説
明する・データを読む・データを扱う・データ・AIの活用領域

○事前学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-4　データ・AI利
活用のための技術、第2章　データリテラシー　2-5　大量
のデータを扱う方法を事前に読んでください。
○事後学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-4　データ・AI利
活用のための技術、第2章　データリテラシー　2-5　大量
のデータを扱う方法を復習してください。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第7回 ELSI&Sテスト
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-5　データ・AI利活用の現場
①、第2章　データリテラシー　2-5　大量のデータを扱う方法②
モデルカリキュラムとの対応：社会で活用されているデータ、データを説
明する・データを読む・データを扱う・データ・AIの活用領域

○事前学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-5　データ・AI利
活用の現場、第2章　データリテラシー　2-5　大量のデー
タを扱う方法を事前に読んでください。
○事後学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-5　データ・AI利
活用の現場、第2章　データリテラシー　2-5　大量のデー
タを扱う方法を復習してください。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第8回 ELSI&Sテスト
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-5　データ・AI利活用の現場
②、第2章　データリテラシー　2-6　基本統計量の算出と箱ひげ図①
モデルカリキュラムとの対応：社会で活用されているデータ、データを説
明する・データを読む・データを扱う・データ・AIの活用領域

○事前学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-5　データ・AI利
活用の現場、第2章　データリテラシー　2-6　基本統計量
の算出と箱ひげ図を事前に読んでください。
○事後学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-5　データ・AI利
活用の現場、第2章　データリテラシー　2-6　基本統計量
の算出と箱ひげ図を復習してください。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第9回 ELSI&Sテスト
第1章　1-6　データ・AI利活用の最新動向、第2章　データリテラシー　2
-6　基本統計量の算出と箱ひげ図②
モデルカリキュラムとの対応：社会で活用されているデータ、データを説
明する・データを読む・データを扱う・データ・AIの活用領域

○事前学修
第1章　1-6　データ・AI利活用の最新動向、第2章　データ
リテラシー　2-6　基本統計量の算出と箱ひげ図を事前に
読んでください。
○事後学修
第1章　1-6　データ・AI利活用の最新動向、第2章　データ
リテラシー　2-6　基本統計量の算出と箱ひげ図を復習し
てください。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第10回 ELSI&Sテスト
第3章　データ・AI利活用における留意事項　3-1①、第2章　データリテ
ラシー　2-7　度数分布表とヒストグラムの作成
モデルカリキュラムとの対応：社会で活用されているデータ、データを説
明する・データを読む・データを扱う・データ・AIの活用領域

○事前学修
第3章　データ・AI利活用における留意事項　3-1、第2章　
データリテラシー　2-7　度数分布表とヒストグラムの作成
を事前に読んでください。
○事後学修
第3章　データ・AI利活用における留意事項　3-1、第2章　
データリテラシー　2-7　度数分布表とヒストグラムの作成
を復習してください。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第11回 ELSI&Sテスト
第3章　データ・AI利活用における留意事項　3-1②、第2章　データリテ
ラシー　2-8　散布図の作成と相関係数の算出
モデルカリキュラムとの対応（追加資料含む）：社会で活用されている
データ、データを説明する・データを読む・データを扱う・データ・AIの活
用領域

○事前学修
第3章　データ・AI利活用における留意事項　3-1、第2章　
データリテラシー　2-8　散布図の作成と相関係数の算出
を事前に読んでください。
○事後学修
第3章　データ・AI利活用における留意事項　3-1、第2章　
データリテラシー　2-8　散布図の作成と相関係数の算出
を復習してください。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第12回 ELSI&Sテスト
第3章　データ・AI利活用における留意事項　3-2　データを守る上での
留意事項、第2章　データリテラシー　2-9　定性データの扱い方とクロス
集計
・モデルカリキュラムとの対応（追加資料含む）：社会で起きている変
化、データ・AI利活用の現場、データ・AIの活用領域・データ・AIを扱う上
での留意事項

○事前学修
第3章　データ・AI利活用における留意事項　3-2　データ
を守る上での留意事項、第2章　データリテラシー　2-9　
定性データの扱い方とクロス集計を事前に読んでおきま
しょう。
○事後学修
第3章　データ・AI利活用における留意事項　3-2　データ
を守る上での留意事項、第2章　データリテラシー　2-9　
定性データの扱い方とクロス集計を復習しておきましょう。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第13回 ・企業等から提供される実データを用いた処理・分析と報告書の作成(1) ○事前学修
テキスト全体を復習しておきましょう。
○事後学修
出題された課題を完成させてください。

4時間オンデマンド

第14回 ・企業等から提供される実データを用いた処理・分析と報告書の作成(2) ○事前学修
テキスト全体を復習しておきましょう。
○事後学修
出題された課題を完成させてください。

4時間対面

第15回 総合演習（最終課題） ○事前学修
テキスト全体を復習しておきましょう。
○事後学修
出題された課題を完成させ提出してください。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 データサイエンス基礎　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234宮崎　裕

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G1

法学部専門教育科目

テーマ 数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）

授業の目的及び概要
・本科目は、学生の数理・データサイエンス・ＡＩへの関心を高め、かつ、数理・データサイエンス・ＡＩを適切に理解し、それを活用する基礎的な能力を育
成することを目的とします。
・数理・データサイエンス・AIに関するリテラシーは、Society 5.0の実現やSDGsを達成する上で必要となる「汎用的技能」であり、また、卒業後の仕事でも
必要となる「就業力」といえます。
・データやAIに関する法的性質を知り、現代ビジネスの諸課題に取り組み、社会で活躍できる力を育成する上でも数理・データサイエンス・AIに関する基
礎的知識やスキルは必須の能力と言えます。
・本科目では、このような数理・データサイエンス・AIに関する能力の修得に向けて、各オフィスソフトを操作しながら課題に取り組みます。また、社会に
おける実課題や実データを活用する実践的な学修のため、企業等から提供される実課題や実データを活用します。
・また、情報倫理・情報セキュリティなど、情報の取扱いに係る法規・倫理（ITパスポート出題内容）についても学修します。
・本科目は「数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）モデルカリキュラム」に準拠しています。

学修の到達目標
本科目の到達目標は、数理・データサイエンス・ＡＩに関する能力の修得です。具体的には以下の項目を到達目標とします。
1）社会で起きている変化、社会で活用されているデータ、データ・AIの活用領域、データ・AI利活用の現場、データ・AI利活用の最新動向について説明
できる。
2）データを読み、説明し、扱うことができる。
3）データ・AIを扱う上での留意事項及びデータを守る上での留意事項、情報倫理・情報セキュリティなど情報の取扱いに係る法規・倫理について説明で
きる。
4）企業等から提供される実データを活用して、実データを処理・分析し実課題の解決に資する報告資料を作成できる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
・PCを用いた実技も行いますので、適時学生の質問に答えていきます。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

・毎回の授業に出席し、課題に取り組めば、「数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）」に関する知識や技能を身につける事が可能です。
・欠席した場合はLearningPortalを確認し、課題がある場合は提出しておきましょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

30
最終課題

00

2003020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

AIデータサイエンスリテラシー入門，吉岡剛志，技術評論社，2022年

参考書

ー

9784297130428

ー

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ・ガイダンス
第1章　社会におけるデータ・AI利活用　1-1　社会で起きている変化
・情報倫理・情報セキュリティなど、情報の取扱いに係る法規・倫理(※
以降、ELSI&S：Ethical, Legal and Social Issues & Securityと略記を用い
る)
・モデルカリキュラムとの対応：社会で起きている変化、データ・AI利活
用の現場、データ・AIの活用領域・データ・AIを扱う上での留意事項

○事前学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用　1-1　社会で起き
ている変化を事前に読んでおきましょう。
○事後学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用　1-1　社会で起き
ている変化を復習しておきましょう。

4時間対面

第2回 ELSI&Sテスト
第1章　1-2　社会で活用されているデータ①、第2章　データリテラシー
　2-1　Excelの基本的な操作
・モデルカリキュラムとの対応：社会で起きている変化、データ・AI利活
用の現場、データ・AIの活用領域・データ・AIを扱う上での留意事項

○事前学修
第1章　1-2　社会で活用されているデータ、第2章　データ
リテラシー　2-1　Excelの基本的な操作を事前に読んでく
ださい。
○事後学修
第1章　1-2　社会で活用されているデータ、第2章　データ
リテラシー　2-1　Excelの基本的な操作を復習してくださ
い。

4時間対面
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第3回 ELSI&Sテスト
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-2　社会で活用されているデー
タ②、第2章　データリテラシー　2-2　時系列データの可視化
モデルカリキュラムとの対応：社会で活用されているデータ、データを説
明する・データを読む・データを扱う・データ・AIの活用領域

○事前学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-2　社会で活用さ
れているデータ、第2章　データリテラシー　2-2　時系列
データの可視化を事前に読んでください。
○事後学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-2　社会で活用さ
れているデータ、第2章　データリテラシー　2-2　時系列
データの可視化を復習してください。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第4回 ELSI&Sテスト
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-3　データ・AIの活用領域、第2
章　データリテラシー　2-3　平均の算出とその可視化
モデルカリキュラムとの対応：社会で活用されているデータ、データを説
明する・データを読む・データを扱う・データ・AIの活用領域

○事前学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-3　データ・AIの
活用領域、第2章　データリテラシー　2-3　平均の算出と
その可視化を事前に読んでください。
○事後学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-3　データ・AIの
活用領域、第2章　データリテラシー　2-3　平均の算出と
その可視化を復習してください。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第5回 ELSI&Sテスト
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-4　データ・AI利活用のための
技術①、第2章　データリテラシー　2-4　標準偏差の算出とその可視化
モデルカリキュラムとの対応：社会で活用されているデータ、データを説
明する・データを読む・データを扱う・データ・AIの活用領域

ELSI&Sテスト
○事前学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-4　データ・AI利
活用のための技術、第2章　データリテラシー　2-4　標準
偏差の算出とその可視化とその可視化を事前に読んでく
ださい。
○事後学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-4　データ・AI利
活用のための技術、第2章　データリテラシー　2-4　標準
偏差の算出とその可視化を復習してください。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第6回 ELSI&Sテスト
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-4　データ・AI利活用のための
技術②、第2章　データリテラシー　2-5　大量のデータを扱う方法①
モデルカリキュラムとの対応：社会で活用されているデータ、データを説
明する・データを読む・データを扱う・データ・AIの活用領域

○事前学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-4　データ・AI利
活用のための技術、第2章　データリテラシー　2-5　大量
のデータを扱う方法を事前に読んでください。
○事後学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-4　データ・AI利
活用のための技術、第2章　データリテラシー　2-5　大量
のデータを扱う方法を復習してください。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第7回 ELSI&Sテスト
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-5　データ・AI利活用の現場
①、第2章　データリテラシー　2-5　大量のデータを扱う方法②
モデルカリキュラムとの対応：社会で活用されているデータ、データを説
明する・データを読む・データを扱う・データ・AIの活用領域

○事前学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-5　データ・AI利
活用の現場、第2章　データリテラシー　2-5　大量のデー
タを扱う方法を事前に読んでください。
○事後学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-5　データ・AI利
活用の現場、第2章　データリテラシー　2-5　大量のデー
タを扱う方法を復習してください。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第8回 ELSI&Sテスト
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-5　データ・AI利活用の現場
②、第2章　データリテラシー　2-6　基本統計量の算出と箱ひげ図①
モデルカリキュラムとの対応：社会で活用されているデータ、データを説
明する・データを読む・データを扱う・データ・AIの活用領域

○事前学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-5　データ・AI利
活用の現場、第2章　データリテラシー　2-6　基本統計量
の算出と箱ひげ図を事前に読んでください。
○事後学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-5　データ・AI利
活用の現場、第2章　データリテラシー　2-6　基本統計量
の算出と箱ひげ図を復習してください。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第9回 ELSI&Sテスト
第1章　1-6　データ・AI利活用の最新動向、第2章　データリテラシー　2
-6　基本統計量の算出と箱ひげ図②
モデルカリキュラムとの対応：社会で活用されているデータ、データを説
明する・データを読む・データを扱う・データ・AIの活用領域

○事前学修
第1章　1-6　データ・AI利活用の最新動向、第2章　データ
リテラシー　2-6　基本統計量の算出と箱ひげ図を事前に
読んでください。
○事後学修
第1章　1-6　データ・AI利活用の最新動向、第2章　データ
リテラシー　2-6　基本統計量の算出と箱ひげ図を復習し
てください。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第10回 ELSI&Sテスト
第3章　データ・AI利活用における留意事項　3-1①、第2章　データリテ
ラシー　2-7　度数分布表とヒストグラムの作成
モデルカリキュラムとの対応：社会で活用されているデータ、データを説
明する・データを読む・データを扱う・データ・AIの活用領域

○事前学修
第3章　データ・AI利活用における留意事項　3-1、第2章　
データリテラシー　2-7　度数分布表とヒストグラムの作成
を事前に読んでください。
○事後学修
第3章　データ・AI利活用における留意事項　3-1、第2章　
データリテラシー　2-7　度数分布表とヒストグラムの作成
を復習してください。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第11回 ELSI&Sテスト
第3章　データ・AI利活用における留意事項　3-1②、第2章　データリテ
ラシー　2-8　散布図の作成と相関係数の算出
モデルカリキュラムとの対応（追加資料含む）：社会で活用されている
データ、データを説明する・データを読む・データを扱う・データ・AIの活
用領域

○事前学修
第3章　データ・AI利活用における留意事項　3-1、第2章　
データリテラシー　2-8　散布図の作成と相関係数の算出
を事前に読んでください。
○事後学修
第3章　データ・AI利活用における留意事項　3-1、第2章　
データリテラシー　2-8　散布図の作成と相関係数の算出
を復習してください。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第12回 ELSI&Sテスト
第3章　データ・AI利活用における留意事項　3-2　データを守る上での
留意事項、第2章　データリテラシー　2-9　定性データの扱い方とクロス
集計
・モデルカリキュラムとの対応（追加資料含む）：社会で起きている変
化、データ・AI利活用の現場、データ・AIの活用領域・データ・AIを扱う上
での留意事項

○事前学修
第3章　データ・AI利活用における留意事項　3-2　データ
を守る上での留意事項、第2章　データリテラシー　2-9　
定性データの扱い方とクロス集計を事前に読んでおきま
しょう。
○事後学修
第3章　データ・AI利活用における留意事項　3-2　データ
を守る上での留意事項、第2章　データリテラシー　2-9　
定性データの扱い方とクロス集計を復習しておきましょう。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第13回 ・企業等から提供される実データを用いた処理・分析と報告書の作成(1) ○事前学修
テキスト全体を復習しておきましょう。
○事後学修
出題された課題を完成させてください。

4時間オンデマンド

第14回 ・企業等から提供される実データを用いた処理・分析と報告書の作成(2) ○事前学修
テキスト全体を復習しておきましょう。
○事後学修
出題された課題を完成させてください。

4時間対面

第15回 総合演習（最終課題） ○事前学修
テキスト全体を復習しておきましょう。
○事後学修
出題された課題を完成させ提出してください。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 データサイエンス基礎　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234李　鍾賛

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G1

法学部専門教育科目

テーマ 数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）

授業の目的及び概要
・本科目は、学生の数理・データサイエンス・ＡＩへの関心を高め、かつ、数理・データサイエンス・ＡＩを適切に理解し、それを活用する基礎的な能力を育
成することを目的とします。
・数理・データサイエンス・AIに関するリテラシーは、Society 5.0の実現やSDGsを達成する上で必要となる「汎用的技能」であり、また、卒業後の仕事でも
必要となる「就業力」といえます。
・データやAIに関する法的性質を知り、現代ビジネスの諸課題に取り組み、社会で活躍できる力を育成する上でも数理・データサイエンス・AIに関する基
礎的知識やスキルは必須の能力と言えます。
・本科目では、このような数理・データサイエンス・AIに関する能力の修得に向けて、各オフィスソフトを操作しながら課題に取り組みます。また、社会に
おける実課題や実データを活用する実践的な学修のため、企業等から提供される実課題や実データを活用します。
・また、情報倫理・情報セキュリティなど、情報の取扱いに係る法規・倫理（ITパスポート出題内容）についても学修します。
・本科目は「数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）モデルカリキュラム」に準拠しています。

学修の到達目標
本科目の到達目標は、数理・データサイエンス・ＡＩに関する能力の修得です。具体的には以下の項目を到達目標とします。
1）社会で起きている変化、社会で活用されているデータ、データ・AIの活用領域、データ・AI利活用の現場、データ・AI利活用の最新動向について説明
できる。
2）データを読み、説明し、扱うことができる。
3）データ・AIを扱う上での留意事項及びデータを守る上での留意事項、情報倫理・情報セキュリティなど情報の取扱いに係る法規・倫理について説明で
きる。
4）企業等から提供される実データを活用して、実データを処理・分析し実課題の解決に資する報告資料を作成できる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
・PCを用いた実技も行いますので、適時学生の質問に答えていきます。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

・毎回の授業に出席し、課題に取り組めば、「数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）」に関する知識や技能を身につける事が可能です。
・欠席した場合はLearningPortalを確認し、課題がある場合は提出しておきましょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

30
最終課題

00

2003020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

AIデータサイエンスリテラシー入門，吉岡剛志，技術評論社，2022年

参考書

ー

9784297130428

ー

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ・ガイダンス
第1章　社会におけるデータ・AI利活用　1-1　社会で起きている変化
・情報倫理・情報セキュリティなど、情報の取扱いに係る法規・倫理(※
以降、ELSI&S：Ethical, Legal and Social Issues & Securityと略記を用い
る)
・モデルカリキュラムとの対応：社会で起きている変化、データ・AI利活
用の現場、データ・AIの活用領域・データ・AIを扱う上での留意事項

○事前学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用　1-1　社会で起き
ている変化を事前に読んでおきましょう。
○事後学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用　1-1　社会で起き
ている変化を復習しておきましょう。

4時間対面

第2回 ELSI&Sテスト
第1章　1-2　社会で活用されているデータ①、第2章　データリテラシー
　2-1　Excelの基本的な操作
・モデルカリキュラムとの対応：社会で起きている変化、データ・AI利活
用の現場、データ・AIの活用領域・データ・AIを扱う上での留意事項

○事前学修
第1章　1-2　社会で活用されているデータ、第2章　データ
リテラシー　2-1　Excelの基本的な操作を事前に読んでく
ださい。
○事後学修
第1章　1-2　社会で活用されているデータ、第2章　データ
リテラシー　2-1　Excelの基本的な操作を復習してくださ
い。

4時間対面
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第3回 ELSI&Sテスト
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-2　社会で活用されているデー
タ②、第2章　データリテラシー　2-2　時系列データの可視化
モデルカリキュラムとの対応：社会で活用されているデータ、データを説
明する・データを読む・データを扱う・データ・AIの活用領域

○事前学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-2　社会で活用さ
れているデータ、第2章　データリテラシー　2-2　時系列
データの可視化を事前に読んでください。
○事後学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-2　社会で活用さ
れているデータ、第2章　データリテラシー　2-2　時系列
データの可視化を復習してください。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第4回 ELSI&Sテスト
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-3　データ・AIの活用領域、第2
章　データリテラシー　2-3　平均の算出とその可視化
モデルカリキュラムとの対応：社会で活用されているデータ、データを説
明する・データを読む・データを扱う・データ・AIの活用領域

○事前学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-3　データ・AIの
活用領域、第2章　データリテラシー　2-3　平均の算出と
その可視化を事前に読んでください。
○事後学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-3　データ・AIの
活用領域、第2章　データリテラシー　2-3　平均の算出と
その可視化を復習してください。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第5回 ELSI&Sテスト
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-4　データ・AI利活用のための
技術①、第2章　データリテラシー　2-4　標準偏差の算出とその可視化
モデルカリキュラムとの対応：社会で活用されているデータ、データを説
明する・データを読む・データを扱う・データ・AIの活用領域

ELSI&Sテスト
○事前学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-4　データ・AI利
活用のための技術、第2章　データリテラシー　2-4　標準
偏差の算出とその可視化とその可視化を事前に読んでく
ださい。
○事後学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-4　データ・AI利
活用のための技術、第2章　データリテラシー　2-4　標準
偏差の算出とその可視化を復習してください。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第6回 ELSI&Sテスト
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-4　データ・AI利活用のための
技術②、第2章　データリテラシー　2-5　大量のデータを扱う方法①
モデルカリキュラムとの対応：社会で活用されているデータ、データを説
明する・データを読む・データを扱う・データ・AIの活用領域

○事前学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-4　データ・AI利
活用のための技術、第2章　データリテラシー　2-5　大量
のデータを扱う方法を事前に読んでください。
○事後学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-4　データ・AI利
活用のための技術、第2章　データリテラシー　2-5　大量
のデータを扱う方法を復習してください。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第7回 ELSI&Sテスト
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-5　データ・AI利活用の現場
①、第2章　データリテラシー　2-5　大量のデータを扱う方法②
モデルカリキュラムとの対応：社会で活用されているデータ、データを説
明する・データを読む・データを扱う・データ・AIの活用領域

○事前学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-5　データ・AI利
活用の現場、第2章　データリテラシー　2-5　大量のデー
タを扱う方法を事前に読んでください。
○事後学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-5　データ・AI利
活用の現場、第2章　データリテラシー　2-5　大量のデー
タを扱う方法を復習してください。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第8回 ELSI&Sテスト
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-5　データ・AI利活用の現場
②、第2章　データリテラシー　2-6　基本統計量の算出と箱ひげ図①
モデルカリキュラムとの対応：社会で活用されているデータ、データを説
明する・データを読む・データを扱う・データ・AIの活用領域

○事前学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-5　データ・AI利
活用の現場、第2章　データリテラシー　2-6　基本統計量
の算出と箱ひげ図を事前に読んでください。
○事後学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-5　データ・AI利
活用の現場、第2章　データリテラシー　2-6　基本統計量
の算出と箱ひげ図を復習してください。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第9回 ELSI&Sテスト
第1章　1-6　データ・AI利活用の最新動向、第2章　データリテラシー　2
-6　基本統計量の算出と箱ひげ図②
モデルカリキュラムとの対応：社会で活用されているデータ、データを説
明する・データを読む・データを扱う・データ・AIの活用領域

○事前学修
第1章　1-6　データ・AI利活用の最新動向、第2章　データ
リテラシー　2-6　基本統計量の算出と箱ひげ図を事前に
読んでください。
○事後学修
第1章　1-6　データ・AI利活用の最新動向、第2章　データ
リテラシー　2-6　基本統計量の算出と箱ひげ図を復習し
てください。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第10回 ELSI&Sテスト
第3章　データ・AI利活用における留意事項　3-1①、第2章　データリテ
ラシー　2-7　度数分布表とヒストグラムの作成
モデルカリキュラムとの対応：社会で活用されているデータ、データを説
明する・データを読む・データを扱う・データ・AIの活用領域

○事前学修
第3章　データ・AI利活用における留意事項　3-1、第2章　
データリテラシー　2-7　度数分布表とヒストグラムの作成
を事前に読んでください。
○事後学修
第3章　データ・AI利活用における留意事項　3-1、第2章　
データリテラシー　2-7　度数分布表とヒストグラムの作成
を復習してください。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第11回 ELSI&Sテスト
第3章　データ・AI利活用における留意事項　3-1②、第2章　データリテ
ラシー　2-8　散布図の作成と相関係数の算出
モデルカリキュラムとの対応（追加資料含む）：社会で活用されている
データ、データを説明する・データを読む・データを扱う・データ・AIの活
用領域

○事前学修
第3章　データ・AI利活用における留意事項　3-1、第2章　
データリテラシー　2-8　散布図の作成と相関係数の算出
を事前に読んでください。
○事後学修
第3章　データ・AI利活用における留意事項　3-1、第2章　
データリテラシー　2-8　散布図の作成と相関係数の算出
を復習してください。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第12回 ELSI&Sテスト
第3章　データ・AI利活用における留意事項　3-2　データを守る上での
留意事項、第2章　データリテラシー　2-9　定性データの扱い方とクロス
集計
・モデルカリキュラムとの対応（追加資料含む）：社会で起きている変
化、データ・AI利活用の現場、データ・AIの活用領域・データ・AIを扱う上
での留意事項

○事前学修
第3章　データ・AI利活用における留意事項　3-2　データ
を守る上での留意事項、第2章　データリテラシー　2-9　
定性データの扱い方とクロス集計を事前に読んでおきま
しょう。
○事後学修
第3章　データ・AI利活用における留意事項　3-2　データ
を守る上での留意事項、第2章　データリテラシー　2-9　
定性データの扱い方とクロス集計を復習しておきましょう。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第13回 ・企業等から提供される実データを用いた処理・分析と報告書の作成(1) ○事前学修
テキスト全体を復習しておきましょう。
○事後学修
出題された課題を完成させてください。

4時間オンデマンド

第14回 ・企業等から提供される実データを用いた処理・分析と報告書の作成(2) ○事前学修
テキスト全体を復習しておきましょう。
○事後学修
出題された課題を完成させてください。

4時間対面

第15回 総合演習（最終課題） ○事前学修
テキスト全体を復習しておきましょう。
○事後学修
出題された課題を完成させ提出してください。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 データサイエンス基礎　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234宮崎　裕

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G1

法学部専門教育科目

テーマ 数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）

授業の目的及び概要
・本科目は、学生の数理・データサイエンス・ＡＩへの関心を高め、かつ、数理・データサイエンス・ＡＩを適切に理解し、それを活用する基礎的な能力を育
成することを目的とします。
・数理・データサイエンス・AIに関するリテラシーは、Society 5.0の実現やSDGsを達成する上で必要となる「汎用的技能」であり、また、卒業後の仕事でも
必要となる「就業力」といえます。
・データやAIに関する法的性質を知り、現代ビジネスの諸課題に取り組み、社会で活躍できる力を育成する上でも数理・データサイエンス・AIに関する基
礎的知識やスキルは必須の能力と言えます。
・本科目では、このような数理・データサイエンス・AIに関する能力の修得に向けて、各オフィスソフトを操作しながら課題に取り組みます。また、社会に
おける実課題や実データを活用する実践的な学修のため、企業等から提供される実課題や実データを活用します。
・また、情報倫理・情報セキュリティなど、情報の取扱いに係る法規・倫理（ITパスポート出題内容）についても学修します。
・本科目は「数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）モデルカリキュラム」に準拠しています。

学修の到達目標
本科目の到達目標は、数理・データサイエンス・ＡＩに関する能力の修得です。具体的には以下の項目を到達目標とします。
1）社会で起きている変化、社会で活用されているデータ、データ・AIの活用領域、データ・AI利活用の現場、データ・AI利活用の最新動向について説明
できる。
2）データを読み、説明し、扱うことができる。
3）データ・AIを扱う上での留意事項及びデータを守る上での留意事項、情報倫理・情報セキュリティなど情報の取扱いに係る法規・倫理について説明で
きる。
4）企業等から提供される実データを活用して、実データを処理・分析し実課題の解決に資する報告資料を作成できる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
・PCを用いた実技も行いますので、適時学生の質問に答えていきます。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

・毎回の授業に出席し、課題に取り組めば、「数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）」に関する知識や技能を身につける事が可能です。
・欠席した場合はLearningPortalを確認し、課題がある場合は提出しておきましょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

30
最終課題

00

2003020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

AIデータサイエンスリテラシー入門，吉岡剛志，技術評論社，2022年

参考書

ー

9784297130428

ー

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ・ガイダンス
第1章　社会におけるデータ・AI利活用　1-1　社会で起きている変化
・情報倫理・情報セキュリティなど、情報の取扱いに係る法規・倫理(※
以降、ELSI&S：Ethical, Legal and Social Issues & Securityと略記を用い
る)
・モデルカリキュラムとの対応：社会で起きている変化、データ・AI利活
用の現場、データ・AIの活用領域・データ・AIを扱う上での留意事項

○事前学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用　1-1　社会で起き
ている変化を事前に読んでおきましょう。
○事後学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用　1-1　社会で起き
ている変化を復習しておきましょう。

4時間対面

第2回 ELSI&Sテスト
第1章　1-2　社会で活用されているデータ①、第2章　データリテラシー
　2-1　Excelの基本的な操作
・モデルカリキュラムとの対応：社会で起きている変化、データ・AI利活
用の現場、データ・AIの活用領域・データ・AIを扱う上での留意事項

○事前学修
第1章　1-2　社会で活用されているデータ、第2章　データ
リテラシー　2-1　Excelの基本的な操作を事前に読んでく
ださい。
○事後学修
第1章　1-2　社会で活用されているデータ、第2章　データ
リテラシー　2-1　Excelの基本的な操作を復習してくださ
い。

4時間対面
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第3回 ELSI&Sテスト
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-2　社会で活用されているデー
タ②、第2章　データリテラシー　2-2　時系列データの可視化
モデルカリキュラムとの対応：社会で活用されているデータ、データを説
明する・データを読む・データを扱う・データ・AIの活用領域

○事前学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-2　社会で活用さ
れているデータ、第2章　データリテラシー　2-2　時系列
データの可視化を事前に読んでください。
○事後学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-2　社会で活用さ
れているデータ、第2章　データリテラシー　2-2　時系列
データの可視化を復習してください。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第4回 ELSI&Sテスト
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-3　データ・AIの活用領域、第2
章　データリテラシー　2-3　平均の算出とその可視化
モデルカリキュラムとの対応：社会で活用されているデータ、データを説
明する・データを読む・データを扱う・データ・AIの活用領域

○事前学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-3　データ・AIの
活用領域、第2章　データリテラシー　2-3　平均の算出と
その可視化を事前に読んでください。
○事後学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-3　データ・AIの
活用領域、第2章　データリテラシー　2-3　平均の算出と
その可視化を復習してください。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第5回 ELSI&Sテスト
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-4　データ・AI利活用のための
技術①、第2章　データリテラシー　2-4　標準偏差の算出とその可視化
モデルカリキュラムとの対応：社会で活用されているデータ、データを説
明する・データを読む・データを扱う・データ・AIの活用領域

ELSI&Sテスト
○事前学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-4　データ・AI利
活用のための技術、第2章　データリテラシー　2-4　標準
偏差の算出とその可視化とその可視化を事前に読んでく
ださい。
○事後学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-4　データ・AI利
活用のための技術、第2章　データリテラシー　2-4　標準
偏差の算出とその可視化を復習してください。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第6回 ELSI&Sテスト
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-4　データ・AI利活用のための
技術②、第2章　データリテラシー　2-5　大量のデータを扱う方法①
モデルカリキュラムとの対応：社会で活用されているデータ、データを説
明する・データを読む・データを扱う・データ・AIの活用領域

○事前学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-4　データ・AI利
活用のための技術、第2章　データリテラシー　2-5　大量
のデータを扱う方法を事前に読んでください。
○事後学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-4　データ・AI利
活用のための技術、第2章　データリテラシー　2-5　大量
のデータを扱う方法を復習してください。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第7回 ELSI&Sテスト
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-5　データ・AI利活用の現場
①、第2章　データリテラシー　2-5　大量のデータを扱う方法②
モデルカリキュラムとの対応：社会で活用されているデータ、データを説
明する・データを読む・データを扱う・データ・AIの活用領域

○事前学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-5　データ・AI利
活用の現場、第2章　データリテラシー　2-5　大量のデー
タを扱う方法を事前に読んでください。
○事後学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-5　データ・AI利
活用の現場、第2章　データリテラシー　2-5　大量のデー
タを扱う方法を復習してください。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第8回 ELSI&Sテスト
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-5　データ・AI利活用の現場
②、第2章　データリテラシー　2-6　基本統計量の算出と箱ひげ図①
モデルカリキュラムとの対応：社会で活用されているデータ、データを説
明する・データを読む・データを扱う・データ・AIの活用領域

○事前学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-5　データ・AI利
活用の現場、第2章　データリテラシー　2-6　基本統計量
の算出と箱ひげ図を事前に読んでください。
○事後学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-5　データ・AI利
活用の現場、第2章　データリテラシー　2-6　基本統計量
の算出と箱ひげ図を復習してください。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第9回 ELSI&Sテスト
第1章　1-6　データ・AI利活用の最新動向、第2章　データリテラシー　2
-6　基本統計量の算出と箱ひげ図②
モデルカリキュラムとの対応：社会で活用されているデータ、データを説
明する・データを読む・データを扱う・データ・AIの活用領域

○事前学修
第1章　1-6　データ・AI利活用の最新動向、第2章　データ
リテラシー　2-6　基本統計量の算出と箱ひげ図を事前に
読んでください。
○事後学修
第1章　1-6　データ・AI利活用の最新動向、第2章　データ
リテラシー　2-6　基本統計量の算出と箱ひげ図を復習し
てください。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第10回 ELSI&Sテスト
第3章　データ・AI利活用における留意事項　3-1①、第2章　データリテ
ラシー　2-7　度数分布表とヒストグラムの作成
モデルカリキュラムとの対応：社会で活用されているデータ、データを説
明する・データを読む・データを扱う・データ・AIの活用領域

○事前学修
第3章　データ・AI利活用における留意事項　3-1、第2章　
データリテラシー　2-7　度数分布表とヒストグラムの作成
を事前に読んでください。
○事後学修
第3章　データ・AI利活用における留意事項　3-1、第2章　
データリテラシー　2-7　度数分布表とヒストグラムの作成
を復習してください。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第11回 ELSI&Sテスト
第3章　データ・AI利活用における留意事項　3-1②、第2章　データリテ
ラシー　2-8　散布図の作成と相関係数の算出
モデルカリキュラムとの対応（追加資料含む）：社会で活用されている
データ、データを説明する・データを読む・データを扱う・データ・AIの活
用領域

○事前学修
第3章　データ・AI利活用における留意事項　3-1、第2章　
データリテラシー　2-8　散布図の作成と相関係数の算出
を事前に読んでください。
○事後学修
第3章　データ・AI利活用における留意事項　3-1、第2章　
データリテラシー　2-8　散布図の作成と相関係数の算出
を復習してください。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第12回 ELSI&Sテスト
第3章　データ・AI利活用における留意事項　3-2　データを守る上での
留意事項、第2章　データリテラシー　2-9　定性データの扱い方とクロス
集計
・モデルカリキュラムとの対応（追加資料含む）：社会で起きている変
化、データ・AI利活用の現場、データ・AIの活用領域・データ・AIを扱う上
での留意事項

○事前学修
第3章　データ・AI利活用における留意事項　3-2　データ
を守る上での留意事項、第2章　データリテラシー　2-9　
定性データの扱い方とクロス集計を事前に読んでおきま
しょう。
○事後学修
第3章　データ・AI利活用における留意事項　3-2　データ
を守る上での留意事項、第2章　データリテラシー　2-9　
定性データの扱い方とクロス集計を復習しておきましょう。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第13回 ・企業等から提供される実データを用いた処理・分析と報告書の作成(1) ○事前学修
テキスト全体を復習しておきましょう。
○事後学修
出題された課題を完成させてください。

4時間オンデマンド

第14回 ・企業等から提供される実データを用いた処理・分析と報告書の作成(2) ○事前学修
テキスト全体を復習しておきましょう。
○事後学修
出題された課題を完成させてください。

4時間対面

第15回 総合演習（最終課題） ○事前学修
テキスト全体を復習しておきましょう。
○事後学修
出題された課題を完成させ提出してください。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 データサイエンス基礎　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234李　鍾賛

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G1

法学部専門教育科目

テーマ 数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）

授業の目的及び概要
・本科目は、学生の数理・データサイエンス・ＡＩへの関心を高め、かつ、数理・データサイエンス・ＡＩを適切に理解し、それを活用する基礎的な能力を育
成することを目的とします。
・数理・データサイエンス・AIに関するリテラシーは、Society 5.0の実現やSDGsを達成する上で必要となる「汎用的技能」であり、また、卒業後の仕事でも
必要となる「就業力」といえます。
・データやAIに関する法的性質を知り、現代ビジネスの諸課題に取り組み、社会で活躍できる力を育成する上でも数理・データサイエンス・AIに関する基
礎的知識やスキルは必須の能力と言えます。
・本科目では、このような数理・データサイエンス・AIに関する能力の修得に向けて、各オフィスソフトを操作しながら課題に取り組みます。また、社会に
おける実課題や実データを活用する実践的な学修のため、企業等から提供される実課題や実データを活用します。
・また、情報倫理・情報セキュリティなど、情報の取扱いに係る法規・倫理（ITパスポート出題内容）についても学修します。
・本科目は「数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）モデルカリキュラム」に準拠しています。

学修の到達目標
本科目の到達目標は、数理・データサイエンス・ＡＩに関する能力の修得です。具体的には以下の項目を到達目標とします。
1）社会で起きている変化、社会で活用されているデータ、データ・AIの活用領域、データ・AI利活用の現場、データ・AI利活用の最新動向について説明
できる。
2）データを読み、説明し、扱うことができる。
3）データ・AIを扱う上での留意事項及びデータを守る上での留意事項、情報倫理・情報セキュリティなど情報の取扱いに係る法規・倫理について説明で
きる。
4）企業等から提供される実データを活用して、実データを処理・分析し実課題の解決に資する報告資料を作成できる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
・PCを用いた実技も行いますので、適時学生の質問に答えていきます。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

・毎回の授業に出席し、課題に取り組めば、「数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）」に関する知識や技能を身につける事が可能です。
・欠席した場合はLearningPortalを確認し、課題がある場合は提出しておきましょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

30
最終課題

00

2003020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

AIデータサイエンスリテラシー入門，吉岡剛志，技術評論社，2022年

参考書

ー

9784297130428

ー

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ・ガイダンス
第1章　社会におけるデータ・AI利活用　1-1　社会で起きている変化
・情報倫理・情報セキュリティなど、情報の取扱いに係る法規・倫理(※
以降、ELSI&S：Ethical, Legal and Social Issues & Securityと略記を用い
る)
・モデルカリキュラムとの対応：社会で起きている変化、データ・AI利活
用の現場、データ・AIの活用領域・データ・AIを扱う上での留意事項

○事前学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用　1-1　社会で起き
ている変化を事前に読んでおきましょう。
○事後学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用　1-1　社会で起き
ている変化を復習しておきましょう。

4時間対面

第2回 ELSI&Sテスト
第1章　1-2　社会で活用されているデータ①、第2章　データリテラシー
　2-1　Excelの基本的な操作
・モデルカリキュラムとの対応：社会で起きている変化、データ・AI利活
用の現場、データ・AIの活用領域・データ・AIを扱う上での留意事項

○事前学修
第1章　1-2　社会で活用されているデータ、第2章　データ
リテラシー　2-1　Excelの基本的な操作を事前に読んでく
ださい。
○事後学修
第1章　1-2　社会で活用されているデータ、第2章　データ
リテラシー　2-1　Excelの基本的な操作を復習してくださ
い。

4時間対面
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第3回 ELSI&Sテスト
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-2　社会で活用されているデー
タ②、第2章　データリテラシー　2-2　時系列データの可視化
モデルカリキュラムとの対応：社会で活用されているデータ、データを説
明する・データを読む・データを扱う・データ・AIの活用領域

○事前学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-2　社会で活用さ
れているデータ、第2章　データリテラシー　2-2　時系列
データの可視化を事前に読んでください。
○事後学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-2　社会で活用さ
れているデータ、第2章　データリテラシー　2-2　時系列
データの可視化を復習してください。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第4回 ELSI&Sテスト
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-3　データ・AIの活用領域、第2
章　データリテラシー　2-3　平均の算出とその可視化
モデルカリキュラムとの対応：社会で活用されているデータ、データを説
明する・データを読む・データを扱う・データ・AIの活用領域

○事前学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-3　データ・AIの
活用領域、第2章　データリテラシー　2-3　平均の算出と
その可視化を事前に読んでください。
○事後学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-3　データ・AIの
活用領域、第2章　データリテラシー　2-3　平均の算出と
その可視化を復習してください。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第5回 ELSI&Sテスト
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-4　データ・AI利活用のための
技術①、第2章　データリテラシー　2-4　標準偏差の算出とその可視化
モデルカリキュラムとの対応：社会で活用されているデータ、データを説
明する・データを読む・データを扱う・データ・AIの活用領域

ELSI&Sテスト
○事前学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-4　データ・AI利
活用のための技術、第2章　データリテラシー　2-4　標準
偏差の算出とその可視化とその可視化を事前に読んでく
ださい。
○事後学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-4　データ・AI利
活用のための技術、第2章　データリテラシー　2-4　標準
偏差の算出とその可視化を復習してください。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第6回 ELSI&Sテスト
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-4　データ・AI利活用のための
技術②、第2章　データリテラシー　2-5　大量のデータを扱う方法①
モデルカリキュラムとの対応：社会で活用されているデータ、データを説
明する・データを読む・データを扱う・データ・AIの活用領域

○事前学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-4　データ・AI利
活用のための技術、第2章　データリテラシー　2-5　大量
のデータを扱う方法を事前に読んでください。
○事後学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-4　データ・AI利
活用のための技術、第2章　データリテラシー　2-5　大量
のデータを扱う方法を復習してください。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第7回 ELSI&Sテスト
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-5　データ・AI利活用の現場
①、第2章　データリテラシー　2-5　大量のデータを扱う方法②
モデルカリキュラムとの対応：社会で活用されているデータ、データを説
明する・データを読む・データを扱う・データ・AIの活用領域

○事前学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-5　データ・AI利
活用の現場、第2章　データリテラシー　2-5　大量のデー
タを扱う方法を事前に読んでください。
○事後学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-5　データ・AI利
活用の現場、第2章　データリテラシー　2-5　大量のデー
タを扱う方法を復習してください。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第8回 ELSI&Sテスト
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-5　データ・AI利活用の現場
②、第2章　データリテラシー　2-6　基本統計量の算出と箱ひげ図①
モデルカリキュラムとの対応：社会で活用されているデータ、データを説
明する・データを読む・データを扱う・データ・AIの活用領域

○事前学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-5　データ・AI利
活用の現場、第2章　データリテラシー　2-6　基本統計量
の算出と箱ひげ図を事前に読んでください。
○事後学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-5　データ・AI利
活用の現場、第2章　データリテラシー　2-6　基本統計量
の算出と箱ひげ図を復習してください。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第9回 ELSI&Sテスト
第1章　1-6　データ・AI利活用の最新動向、第2章　データリテラシー　2
-6　基本統計量の算出と箱ひげ図②
モデルカリキュラムとの対応：社会で活用されているデータ、データを説
明する・データを読む・データを扱う・データ・AIの活用領域

○事前学修
第1章　1-6　データ・AI利活用の最新動向、第2章　データ
リテラシー　2-6　基本統計量の算出と箱ひげ図を事前に
読んでください。
○事後学修
第1章　1-6　データ・AI利活用の最新動向、第2章　データ
リテラシー　2-6　基本統計量の算出と箱ひげ図を復習し
てください。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第10回 ELSI&Sテスト
第3章　データ・AI利活用における留意事項　3-1①、第2章　データリテ
ラシー　2-7　度数分布表とヒストグラムの作成
モデルカリキュラムとの対応：社会で活用されているデータ、データを説
明する・データを読む・データを扱う・データ・AIの活用領域

○事前学修
第3章　データ・AI利活用における留意事項　3-1、第2章　
データリテラシー　2-7　度数分布表とヒストグラムの作成
を事前に読んでください。
○事後学修
第3章　データ・AI利活用における留意事項　3-1、第2章　
データリテラシー　2-7　度数分布表とヒストグラムの作成
を復習してください。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第11回 ELSI&Sテスト
第3章　データ・AI利活用における留意事項　3-1②、第2章　データリテ
ラシー　2-8　散布図の作成と相関係数の算出
モデルカリキュラムとの対応（追加資料含む）：社会で活用されている
データ、データを説明する・データを読む・データを扱う・データ・AIの活
用領域

○事前学修
第3章　データ・AI利活用における留意事項　3-1、第2章　
データリテラシー　2-8　散布図の作成と相関係数の算出
を事前に読んでください。
○事後学修
第3章　データ・AI利活用における留意事項　3-1、第2章　
データリテラシー　2-8　散布図の作成と相関係数の算出
を復習してください。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第12回 ELSI&Sテスト
第3章　データ・AI利活用における留意事項　3-2　データを守る上での
留意事項、第2章　データリテラシー　2-9　定性データの扱い方とクロス
集計
・モデルカリキュラムとの対応（追加資料含む）：社会で起きている変
化、データ・AI利活用の現場、データ・AIの活用領域・データ・AIを扱う上
での留意事項

○事前学修
第3章　データ・AI利活用における留意事項　3-2　データ
を守る上での留意事項、第2章　データリテラシー　2-9　
定性データの扱い方とクロス集計を事前に読んでおきま
しょう。
○事後学修
第3章　データ・AI利活用における留意事項　3-2　データ
を守る上での留意事項、第2章　データリテラシー　2-9　
定性データの扱い方とクロス集計を復習しておきましょう。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第13回 ・企業等から提供される実データを用いた処理・分析と報告書の作成(1) ○事前学修
テキスト全体を復習しておきましょう。
○事後学修
出題された課題を完成させてください。

4時間オンデマンド

第14回 ・企業等から提供される実データを用いた処理・分析と報告書の作成(2) ○事前学修
テキスト全体を復習しておきましょう。
○事後学修
出題された課題を完成させてください。

4時間対面

第15回 総合演習（最終課題） ○事前学修
テキスト全体を復習しておきましょう。
○事後学修
出題された課題を完成させ提出してください。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 データサイエンス基礎　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234山木　和

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G1

法学部専門教育科目

テーマ 数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）

授業の目的及び概要
・本科目は、学生の数理・データサイエンス・ＡＩへの関心を高め、かつ、数理・データサイエンス・ＡＩを適切に理解し、それを活用する基礎的な能力を育
成することを目的とします。
・数理・データサイエンス・AIに関するリテラシーは、Society 5.0の実現やSDGsを達成する上で必要となる「汎用的技能」であり、また、卒業後の仕事でも
必要となる「就業力」といえます。
・データやAIに関する法的性質を知り、現代ビジネスの諸課題に取り組み、社会で活躍できる力を育成する上でも数理・データサイエンス・AIに関する基
礎的知識やスキルは必須の能力と言えます。
・本科目では、このような数理・データサイエンス・AIに関する能力の修得に向けて、各オフィスソフトを操作しながら課題に取り組みます。また、社会に
おける実課題や実データを活用する実践的な学修のため、企業等から提供される実課題や実データを活用します。
・また、情報倫理・情報セキュリティなど、情報の取扱いに係る法規・倫理（ITパスポート出題内容）についても学修します。
・本科目は「数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）モデルカリキュラム」に準拠しています。

学修の到達目標
本科目の到達目標は、数理・データサイエンス・ＡＩに関する能力の修得です。具体的には以下の項目を到達目標とします。
1）社会で起きている変化、社会で活用されているデータ、データ・AIの活用領域、データ・AI利活用の現場、データ・AI利活用の最新動向について説明
できる。
2）データを読み、説明し、扱うことができる。
3）データ・AIを扱う上での留意事項及びデータを守る上での留意事項、情報倫理・情報セキュリティなど情報の取扱いに係る法規・倫理について説明で
きる。
4）企業等から提供される実データを活用して、実データを処理・分析し実課題の解決に資する報告資料を作成できる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
・PCを用いた実技も行いますので、適時学生の質問に答えていきます。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

・毎回の授業に出席し、課題に取り組めば、「数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）」に関する知識や技能を身につける事が可能です。
・欠席した場合はLearningPortalを確認し、課題がある場合は提出しておきましょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

30
最終課題

00

2003020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

AIデータサイエンスリテラシー入門，吉岡剛志，技術評論社，2022年

参考書

ー

9784297130428

ー

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ・ガイダンス
第1章　社会におけるデータ・AI利活用　1-1　社会で起きている変化
・情報倫理・情報セキュリティなど、情報の取扱いに係る法規・倫理(※
以降、ELSI&S：Ethical, Legal and Social Issues & Securityと略記を用い
る)
・モデルカリキュラムとの対応：社会で起きている変化、データ・AI利活
用の現場、データ・AIの活用領域・データ・AIを扱う上での留意事項

○事前学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用　1-1　社会で起き
ている変化を事前に読んでおきましょう。
○事後学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用　1-1　社会で起き
ている変化を復習しておきましょう。

4時間対面

第2回 ELSI&Sテスト
第1章　1-2　社会で活用されているデータ①、第2章　データリテラシー
　2-1　Excelの基本的な操作
・モデルカリキュラムとの対応：社会で起きている変化、データ・AI利活
用の現場、データ・AIの活用領域・データ・AIを扱う上での留意事項

○事前学修
第1章　1-2　社会で活用されているデータ、第2章　データ
リテラシー　2-1　Excelの基本的な操作を事前に読んでく
ださい。
○事後学修
第1章　1-2　社会で活用されているデータ、第2章　データ
リテラシー　2-1　Excelの基本的な操作を復習してくださ
い。

4時間対面
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第3回 ELSI&Sテスト
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-2　社会で活用されているデー
タ②、第2章　データリテラシー　2-2　時系列データの可視化
モデルカリキュラムとの対応：社会で活用されているデータ、データを説
明する・データを読む・データを扱う・データ・AIの活用領域

○事前学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-2　社会で活用さ
れているデータ、第2章　データリテラシー　2-2　時系列
データの可視化を事前に読んでください。
○事後学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-2　社会で活用さ
れているデータ、第2章　データリテラシー　2-2　時系列
データの可視化を復習してください。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第4回 ELSI&Sテスト
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-3　データ・AIの活用領域、第2
章　データリテラシー　2-3　平均の算出とその可視化
モデルカリキュラムとの対応：社会で活用されているデータ、データを説
明する・データを読む・データを扱う・データ・AIの活用領域

○事前学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-3　データ・AIの
活用領域、第2章　データリテラシー　2-3　平均の算出と
その可視化を事前に読んでください。
○事後学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-3　データ・AIの
活用領域、第2章　データリテラシー　2-3　平均の算出と
その可視化を復習してください。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第5回 ELSI&Sテスト
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-4　データ・AI利活用のための
技術①、第2章　データリテラシー　2-4　標準偏差の算出とその可視化
モデルカリキュラムとの対応：社会で活用されているデータ、データを説
明する・データを読む・データを扱う・データ・AIの活用領域

ELSI&Sテスト
○事前学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-4　データ・AI利
活用のための技術、第2章　データリテラシー　2-4　標準
偏差の算出とその可視化とその可視化を事前に読んでく
ださい。
○事後学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-4　データ・AI利
活用のための技術、第2章　データリテラシー　2-4　標準
偏差の算出とその可視化を復習してください。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第6回 ELSI&Sテスト
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-4　データ・AI利活用のための
技術②、第2章　データリテラシー　2-5　大量のデータを扱う方法①
モデルカリキュラムとの対応：社会で活用されているデータ、データを説
明する・データを読む・データを扱う・データ・AIの活用領域

○事前学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-4　データ・AI利
活用のための技術、第2章　データリテラシー　2-5　大量
のデータを扱う方法を事前に読んでください。
○事後学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-4　データ・AI利
活用のための技術、第2章　データリテラシー　2-5　大量
のデータを扱う方法を復習してください。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第7回 ELSI&Sテスト
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-5　データ・AI利活用の現場
①、第2章　データリテラシー　2-5　大量のデータを扱う方法②
モデルカリキュラムとの対応：社会で活用されているデータ、データを説
明する・データを読む・データを扱う・データ・AIの活用領域

○事前学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-5　データ・AI利
活用の現場、第2章　データリテラシー　2-5　大量のデー
タを扱う方法を事前に読んでください。
○事後学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-5　データ・AI利
活用の現場、第2章　データリテラシー　2-5　大量のデー
タを扱う方法を復習してください。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第8回 ELSI&Sテスト
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-5　データ・AI利活用の現場
②、第2章　データリテラシー　2-6　基本統計量の算出と箱ひげ図①
モデルカリキュラムとの対応：社会で活用されているデータ、データを説
明する・データを読む・データを扱う・データ・AIの活用領域

○事前学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-5　データ・AI利
活用の現場、第2章　データリテラシー　2-6　基本統計量
の算出と箱ひげ図を事前に読んでください。
○事後学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-5　データ・AI利
活用の現場、第2章　データリテラシー　2-6　基本統計量
の算出と箱ひげ図を復習してください。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第9回 ELSI&Sテスト
第1章　1-6　データ・AI利活用の最新動向、第2章　データリテラシー　2
-6　基本統計量の算出と箱ひげ図②
モデルカリキュラムとの対応：社会で活用されているデータ、データを説
明する・データを読む・データを扱う・データ・AIの活用領域

○事前学修
第1章　1-6　データ・AI利活用の最新動向、第2章　データ
リテラシー　2-6　基本統計量の算出と箱ひげ図を事前に
読んでください。
○事後学修
第1章　1-6　データ・AI利活用の最新動向、第2章　データ
リテラシー　2-6　基本統計量の算出と箱ひげ図を復習し
てください。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第10回 ELSI&Sテスト
第3章　データ・AI利活用における留意事項　3-1①、第2章　データリテ
ラシー　2-7　度数分布表とヒストグラムの作成
モデルカリキュラムとの対応：社会で活用されているデータ、データを説
明する・データを読む・データを扱う・データ・AIの活用領域

○事前学修
第3章　データ・AI利活用における留意事項　3-1、第2章　
データリテラシー　2-7　度数分布表とヒストグラムの作成
を事前に読んでください。
○事後学修
第3章　データ・AI利活用における留意事項　3-1、第2章　
データリテラシー　2-7　度数分布表とヒストグラムの作成
を復習してください。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第11回 ELSI&Sテスト
第3章　データ・AI利活用における留意事項　3-1②、第2章　データリテ
ラシー　2-8　散布図の作成と相関係数の算出
モデルカリキュラムとの対応（追加資料含む）：社会で活用されている
データ、データを説明する・データを読む・データを扱う・データ・AIの活
用領域

○事前学修
第3章　データ・AI利活用における留意事項　3-1、第2章　
データリテラシー　2-8　散布図の作成と相関係数の算出
を事前に読んでください。
○事後学修
第3章　データ・AI利活用における留意事項　3-1、第2章　
データリテラシー　2-8　散布図の作成と相関係数の算出
を復習してください。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第12回 ELSI&Sテスト
第3章　データ・AI利活用における留意事項　3-2　データを守る上での
留意事項、第2章　データリテラシー　2-9　定性データの扱い方とクロス
集計
・モデルカリキュラムとの対応（追加資料含む）：社会で起きている変
化、データ・AI利活用の現場、データ・AIの活用領域・データ・AIを扱う上
での留意事項

○事前学修
第3章　データ・AI利活用における留意事項　3-2　データ
を守る上での留意事項、第2章　データリテラシー　2-9　
定性データの扱い方とクロス集計を事前に読んでおきま
しょう。
○事後学修
第3章　データ・AI利活用における留意事項　3-2　データ
を守る上での留意事項、第2章　データリテラシー　2-9　
定性データの扱い方とクロス集計を復習しておきましょう。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第13回 ・企業等から提供される実データを用いた処理・分析と報告書の作成(1) ○事前学修
テキスト全体を復習しておきましょう。
○事後学修
出題された課題を完成させてください。

4時間オンデマンド

第14回 ・企業等から提供される実データを用いた処理・分析と報告書の作成(2) ○事前学修
テキスト全体を復習しておきましょう。
○事後学修
出題された課題を完成させてください。

4時間対面

第15回 総合演習（最終課題） ○事前学修
テキスト全体を復習しておきましょう。
○事後学修
出題された課題を完成させ提出してください。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 法思想史＜法思想史概論＞ 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234竹村　和也

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

法学部専門教育科目

テーマ 法について、様々な法思想を手掛かりにして考えること

授業の目的及び概要
この授業では、法についての思索を学びます。法について思索を行ってきた代表的な哲学者たちが、彼らが直面していた社会的・法的な課題を背景とし
て「法とは何か」、「なぜ法に従わなければならないのか」などの問題について、どのような答えを見出してきたのか、について学ぶことになります。
法についての思想を学ぶことは、現代の日本の法を理解するためにも必要です。なぜなら現代の日本の法は西洋の法に基盤を置いているのであって、
さらに西洋の法を支える法理論は法思想が結晶したものだと考えることもできるからです。
なお、第十五回はオンデマンド授業回となります。

学修の到達目標
法思想史は、もちろん、過去の思想家の法についての思索の歴史を学ぶ授業です。過去の思想家には時代的な限界があるのは当然のことですが、
我々が学ぶのは一定の普遍性を獲得した思想家の思想であり、これらの思想には現在我々が抱えている諸問題の解答への手がかりが含まれている
と考えてよいでしょう。
したがって、学修の到達目標は、まずは法思想についての基礎的な知識を得たうえで、次にこれらの知識を利用して、現在の様々な法現象について分
析し、自分なりの解答を出すことができることです。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
授業で課した小レポートについて授業で講評します。さらに、優秀なレポートについては、授業中に紹介します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

法思想史は、法哲学の歴史であり、法思想史・法哲学とも基礎法学の一分野です。基礎法学は、解釈学の内側から法を見るのではなく、その外側から
法を見る学問であり、実定法に縛られない学問ですから、実定法解釈に飽き足りない学生（あるいは）実定法解釈にあまり関心がない学生）にも興味を
そそられる学問ではないかと思います。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

400

400200

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

パワーポイントを用いて授業を行い、そのスライドを毎回配布します。また、授業に際して、印刷物を配布する
ことがあります。

参考書

よくわかる法哲学・法思想, 深田三徳・濱真一郎,  ネルヴァ書房, 2015年
その他は、最初の授業で説明します。

なし

9784623073962

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 イントロダクション：授業の進め方、授業での約束、法思想史の概略の
説明

予習：授業で指示した箇所を事前に読んでおくこと（2時間
程度）

2時間対面

第2回 ギリシャの法思想：ソフィスト・ソクラテス・プラトン・アリストテレスの法思
想

復習：授業の確認として出題した「テスト」に解答し、復習
し理解を深めておくこと（2時間程度）
予習：配布した文章について授業で指示した箇所を事前
に読んでおくこと（2時間程度）

4時間対面

第3回 ギリシャ後期の法思想：ストア派の法思想 復習：授業の確認として出題した「テスト」に解答し、復習
し理解を深めておくこと・テキストの指示した箇所を読んで
復習すること（2時間程度）
予習：授業で指示した箇所を事前に読んでおくこと（2時間
程度）

4時間対面

第4回 大陸法の起源とローマ法：英米法との比較における大陸法の起源とし
てのローマ法

復習：授業の確認として出題した「テスト」に解答し、復習
し理解を深めておくこと・テキストの指示した箇所を読んで
復習すること（2時間程度）
予習：授業で指示した箇所を事前に読んでおくこと（2時間
程度）

4時間対面

第5回 前の授業を映像で確認する。 復習：授業の確認として出題した「テスト」に解答し、復習
し理解を深めておくこと・テキストの指示した箇所を読んで
復習すること（2時間程度）
予習：授業で指示した箇所を事前に読んでおくこと（2時間
程度）

4時間対面
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第6回 中世キリスト教の法思想：アウグスティヌスとトマス・アクィナス 復習：授業の確認として出題した「テスト」に解答し、復習
し理解を深めておくこと・テキストの指示した箇所を読んで
復習すること（2時間程度）
予習：授業で指示した箇所を事前に読んでおくこと（2時間
程度）

4時間対面

第7回 中世後期の法思想と近世への橋渡し：キリスト教・ルネサンス・宗教改
革とグロチウス

復習：授業の確認として出題した「テスト」に解答し、復習
し理解を深めておくこと・テキストの指示した箇所を読んで
復習すること（2時間程度）
予習：授業で指示した箇所を事前に読んでおくこと（2時間
程度）

4時間対面

第8回 近世・近代の法思想(イングランド啓蒙思想)：トマス・ホッブスとジョン・
ロック

復習：授業の確認として出題した「テスト」に解答し、復習
し理解を深めておくこと・テキストの指示した箇所を読んで
復習すること（2時間程度）
予習：授業で指示した箇所を事前に読んでおくこと（2時間
程度）

4時間対面

第9回 近世・近代の法思想(フランス啓蒙思想)：モンテスキューとルソー 復習：授業の確認として出題した「テスト」に解答し、復習
し理解を深めておくこと・テキストの指示した箇所を読んで
復習すること（2時間程度）
予習：授業で指示した箇所を事前に読んでおくこと・これま
で授業で扱った思想家について、特徴を十分にとらえるこ
とができているか確認すること（2時間程度）

4時間対面

第10回 近世・近代の法思想(ドイツ啓蒙思想)：カントとヘーゲル 復習：授業の確認として出題した「テスト」に解答し、復習
し理解を深めておくこと・テキストの指示した箇所を読んで
復習すること（2時間程度）
予習：授業で指示した箇所を事前に読んでおくこと（2時間
程度）

4時間対面

第11回 歴史法学・スコットランド啓蒙思想：ドイツ・イングランド・スコットランドの
歴史法学

復習：授業の確認として出題した「テスト」に解答し、復習
し理解を深めておくこと・テキストの指示した箇所を読んで
復習すること（2時間程度）
予習：授業で指示した箇所を事前に読んでおくこと（2時間
程度）

4時間対面

第12回 イングランドの法実証主義：ベンサムとオースティン 復習：授業の確認として出題した「テスト」に解答し、復習
し理解を深めておくこと・テキストの指示した箇所を読んで
復習すること（2時間程度）
予習：授業で指示した箇所を事前に読んでおくこと（2時間
程度）

4時間対面

第13回 ドイツの法実証主義と裁判官の役割：概念法学とその批判者たち 復習：授業の確認として出題した「テスト」に解答し、復習
し理解を深めておくこと・テキストの指示した箇所を読んで
復習すること（2時間程度）
予習：授業で指示した箇所を事前に読んでおくこと（2時間
程度）

4時間対面

第14回 現代の法思想：法の概念と裁判官の役割について 復習：授業の確認として出題した「テスト」に解答し、復習
し理解を深めておくこと・テキストの指示した箇所を読んで
復習すること（2時間程度）
予習：授業で指示した箇所を事前に読んでおくこと（2時間
程度）

4時間対面

第15回 授業についての総括 予習：授業で扱った思想家について、特徴を十分にとらえ
ることができているか確認すること（4時間程普度）

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 法思想史＜法思想史概論＞ 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234竹村　和也

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

法学部専門教育科目

テーマ 法について、様々な法思想を手掛かりにして考えること

授業の目的及び概要
この授業では、法についての思索を学びます。法について思索を行ってきた代表的な哲学者たちが、彼らが直面していた社会的・法的な課題を背景とし
て「法とは何か」、「なぜ法に従わなければならないのか」などの問題について、どのような答えを見出してきたのか、について学ぶことになります。
法についての思想を学ぶことは、現代の日本の法を理解するためにも必要です。なぜなら現代の日本の法は西洋の法に基盤を置いているのであって、
さらに西洋の法を支える法理論は法思想が結晶したものだと考えることもできるからです。
なお、第十五回はオンデマンド授業回となります。

学修の到達目標
法思想史は、もちろん、過去の思想家の法についての思索の歴史を学ぶ授業です。過去の思想家には時代的な限界があるのは当然のことですが、
我々が学ぶのは一定の普遍性を獲得した思想家の思想であり、これらの思想には現在我々が抱えている諸問題の解答への手がかりが含まれている
と考えてよいでしょう。
したがって、学修の到達目標は、まずは法思想についての基礎的な知識を得たうえで、次にこれらの知識を利用して、現在の様々な法現象について分
析し、自分なりの解答を出すことができることです。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
授業で課した小レポートについて授業で講評します。さらに、優秀なレポートについては、授業中に紹介します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

法思想史は、法哲学の歴史であり、法思想史・法哲学とも基礎法学の一分野です。基礎法学は、解釈学の内側から法を見るのではなく、その外側から
法を見る学問であり、実定法に縛られない学問ですから、実定法解釈に飽き足りない学生（あるいは）実定法解釈にあまり関心がない学生）にも興味を
そそられる学問ではないかと思います。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

400

400200

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

パワーポイントを用いて授業を行い、そのスライドを毎回配布します。また、授業に際して、印刷物を配布する
ことがあります。

参考書

よくわかる法哲学・法思想, 深田三徳・濱真一郎,  ネルヴァ書房, 2015年
その他は、最初の授業で説明します。

なし

9784623073962

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 イントロダクション：授業の進め方、授業での約束、法思想史の概略の
説明

予習：授業で指示した箇所を事前に読んでおくこと（2時間
程度）

2時間対面

第2回 ギリシャの法思想：ソフィスト・ソクラテス・プラトン・アリストテレスの法思
想

復習：授業の確認として出題した「テスト」に解答し、復習
し理解を深めておくこと（2時間程度）
予習：配布した文章について授業で指示した箇所を事前
に読んでおくこと（2時間程度）

4時間対面

第3回 ギリシャ後期の法思想：ストア派の法思想 復習：授業の確認として出題した「テスト」に解答し、復習
し理解を深めておくこと・テキストの指示した箇所を読んで
復習すること（2時間程度）
予習：授業で指示した箇所を事前に読んでおくこと（2時間
程度）

4時間対面

第4回 大陸法の起源とローマ法：英米法との比較における大陸法の起源とし
てのローマ法

復習：授業の確認として出題した「テスト」に解答し、復習
し理解を深めておくこと・テキストの指示した箇所を読んで
復習すること（2時間程度）
予習：授業で指示した箇所を事前に読んでおくこと（2時間
程度）

4時間対面

第5回 前の授業を映像で確認する。 復習：授業の確認として出題した「テスト」に解答し、復習
し理解を深めておくこと・テキストの指示した箇所を読んで
復習すること（2時間程度）
予習：授業で指示した箇所を事前に読んでおくこと（2時間
程度）

4時間対面
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第6回 中世キリスト教の法思想：アウグスティヌスとトマス・アクィナス 復習：授業の確認として出題した「テスト」に解答し、復習
し理解を深めておくこと・テキストの指示した箇所を読んで
復習すること（2時間程度）
予習：授業で指示した箇所を事前に読んでおくこと（2時間
程度）

4時間対面

第7回 中世後期の法思想と近世への橋渡し：キリスト教・ルネサンス・宗教改
革とグロチウス

復習：授業の確認として出題した「テスト」に解答し、復習
し理解を深めておくこと・テキストの指示した箇所を読んで
復習すること（2時間程度）
予習：授業で指示した箇所を事前に読んでおくこと（2時間
程度）

4時間対面

第8回 近世・近代の法思想(イングランド啓蒙思想)：トマス・ホッブスとジョン・
ロック

復習：授業の確認として出題した「テスト」に解答し、復習
し理解を深めておくこと・テキストの指示した箇所を読んで
復習すること（2時間程度）
予習：授業で指示した箇所を事前に読んでおくこと（2時間
程度）

4時間対面

第9回 近世・近代の法思想(フランス啓蒙思想)：モンテスキューとルソー 復習：授業の確認として出題した「テスト」に解答し、復習
し理解を深めておくこと・テキストの指示した箇所を読んで
復習すること（2時間程度）
予習：授業で指示した箇所を事前に読んでおくこと・これま
で授業で扱った思想家について、特徴を十分にとらえるこ
とができているか確認すること（2時間程度）

4時間対面

第10回 近世・近代の法思想(ドイツ啓蒙思想)：カントとヘーゲル 復習：授業の確認として出題した「テスト」に解答し、復習
し理解を深めておくこと・テキストの指示した箇所を読んで
復習すること（2時間程度）
予習：授業で指示した箇所を事前に読んでおくこと（2時間
程度）

4時間対面

第11回 歴史法学・スコットランド啓蒙思想：ドイツ・イングランド・スコットランドの
歴史法学

復習：授業の確認として出題した「テスト」に解答し、復習
し理解を深めておくこと・テキストの指示した箇所を読んで
復習すること（2時間程度）
予習：授業で指示した箇所を事前に読んでおくこと（2時間
程度）

4時間対面

第12回 イングランドの法実証主義：ベンサムとオースティン 復習：授業の確認として出題した「テスト」に解答し、復習
し理解を深めておくこと・テキストの指示した箇所を読んで
復習すること（2時間程度）
予習：授業で指示した箇所を事前に読んでおくこと（2時間
程度）

4時間対面

第13回 ドイツの法実証主義と裁判官の役割：概念法学とその批判者たち 復習：授業の確認として出題した「テスト」に解答し、復習
し理解を深めておくこと・テキストの指示した箇所を読んで
復習すること（2時間程度）
予習：授業で指示した箇所を事前に読んでおくこと（2時間
程度）

4時間対面

第14回 現代の法思想：法の概念と裁判官の役割について 復習：授業の確認として出題した「テスト」に解答し、復習
し理解を深めておくこと・テキストの指示した箇所を読んで
復習すること（2時間程度）
予習：授業で指示した箇所を事前に読んでおくこと（2時間
程度）

4時間対面

第15回 授業についての総括 予習：授業で扱った思想家について、特徴を十分にとらえ
ることができているか確認すること（4時間程普度）

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 日本法制史＜日本法制史Ⅰ＞ 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234澤野　義一

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

法学部専門教育科目

テーマ 憲法を中心とする法制史

授業の目的及び概要
明治憲法と日本国憲法の制定過程や日本国憲法の歴史的特色について前半で概観したあと、日本国憲法に関する政府や裁判所等の運用動向と現
状について、憲法の三大基本原則のうち、主に国民主権と平和主義に関連する重要なテーマを取り上げて検討する。

学修の到達目標
日本の戦前と戦後の憲法の制定過程を学んだ上で、特に日本国憲法の運用動向に関する基本的知識を身につけることにより、現実に起きている様々
な憲法問題に対し、憲法史を踏まえた上で考えることができるようになることを目標とする。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
レポートなどの講評を行い、学修効果を高める。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

憲法を中心とする法制史と現実政治における憲法問題に関心のある学生に履修してほしい科目である。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

070

002010

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

指定テキストはありません。
授業時配布プリントを使用します(LearningPortalに事前掲載)。

参考書

授業時に適宜指摘します。

なし

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 授業概要の説明 事前にシラバスの内容・趣旨を確認すること。授業後は配
布レジュメ・資料などを読み直し復習すること。

2時間対面

第2回 憲法の歴史①　
明治憲法(大日本帝国憲法)の制定と運用過程

授業前にレジュメ・資料を読んでおくこと。授業後は理解で
きなかった点や重要事項について、レジュメ・資料などを
読み直し復習すること。

4時間対面

第3回 憲法の歴史②
日本国憲法の制定過程とその歴史的背景

授業前にレジュメ・資料を読んでおくこと。授業後は理解で
きなかった点や重要事項について、レジュメ・資料などを
読み直し復習すること。

4時間対面

第4回 憲法の歴史③
外国憲法との比較での日本国憲法の特質

授業前にレジュメ・資料を読んでおくこと。授業後は理解で
きなかった点や重要事項について、レジュメ・資料などを
読み直し復習すること。

4時間対面

第5回 憲法の歴史④
憲法改正論議の背景とその歴史的変遷

授業前にレジュメ・資料を読んでおくこと。授業後は理解で
きなかった点や重要事項について、レジュメ・資料などを
読み直し復習すること。

4時間対面

第6回 国民主権①
統治制度の運用における国民主権の定着と未定着

授業前にレジュメ・資料を読んでおくこと。授業後は理解で
きなかった点や重要事項について、レジュメ・資料などを
読み直し復習すること。

4時間対面

第7回 国民主権②
君主制の歴史における象徴天皇制の位置と運用

授業前にレジュメ・資料を読んでおくこと。授業後は理解で
きなかった点や重要事項について、レジュメ・資料などを
読み直し復習すること。

4時間対面

第8回 国民主権③
参政権と平等な選挙制度の充実をめざす裁判・判例の動向

授業前にレジュメ・資料を読んでおくこと。授業後は理解で
きなかった点や重要事項について、レジュメ・資料などを
読み直し復習すること。

4時間対面
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第9回 平和主義①
日本国憲法の平和主義と各国憲法の平和・安全保障法制

授業前にレジュメ・資料を読んでおくこと。授業後は理解で
きなかった点や重要事項について、レジュメ・資料などを
読み直し復習すること。

4時間対面

第10回 平和主義②
日本国憲法の９条に関する政府見解の変遷

授業前にレジュメ・資料を読んでおくこと。授業後は理解で
きなかった点や重要事項について、レジュメ・資料などを
読み直し復習すること。

4時間対面

第11回 平和主義③
日米安保条約関連法制とその運用の変容

授業前にレジュメ・資料を読んでおくこと。授業後は理解で
きなかった点や重要事項について、レジュメ・資料などを
読み直し復習すること。

4時間対面

第12回 平和主義④
防衛・安全保障に関する裁判・判例の動向

授業前にレジュメ・資料を読んでおくこと。授業後は理解で
きなかった点や重要事項について、レジュメ・資料などを
読み直し復習すること。

4時間対面

第13回 平和主義⑤
政府の非核政策と原子力利用法制の動向

授業前にレジュメ・資料を読んでおくこと。授業後は理解で
きなかった点や重要事項について、レジュメ・資料などを
読み直し復習すること。

4時間対面

第14回 平和主義⑥
緊急事態法制の歴史と新たな整備の動向

授業前にレジュメ・資料を読んでおくこと。授業後は理解で
きなかった点や重要事項について、レジュメ・資料などを
読み直し復習すること。

4時間対面

第15回 授業全体のまとめと、定期試験に向けた復習 レジュメ・資料などを読み直し、定期試験の範囲を重点的
に復習すること。

6時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 西洋法制史＜西洋法制史Ⅰ＞ 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234小宮山　直子

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

法学部専門教育科目

テーマ ヨーロッパ法の歴史（近代法の成立と発展）

授業の目的及び概要
西洋法制史Ⅰでは、ヨーロッパ法の歴史について概観します。特に、フランス・ドイツの近代法の成立と発展に重点を置きます。ヨーロッパにおける法の
発展及び法文化の特徴を、当時の社会とのかかわりを含めて考察します。ヨーロッパ法の歴史について基礎的な知識を習得し、さらに歴史的視点から
現代法を考察する基礎力を身につけることを目標とします。これまで皆さんが習得してきた法の知識を歴史的視点から考察することができます。

学修の到達目標
ヨーロッパ法の歴史について基礎的な知識を習得し、さらに歴史的視点から現代法を考察する基礎力を身につけることを目標とします。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
課題については、授業中に解説及び講評を行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この授業は日本近・現代法史の学びにも役立ちます。ヨーロッパ史に関するの教養も深まります。
欧米の社会問題を扱った映画なども視聴しましょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

600

150250

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

指定しません。
適宜配布資料を用います。

参考書

山内進、他『概説西洋法制史』（ミネルヴァ書房）
岩村等・三成賢次・三成美保『法制史入門』（ナカニシヤ出版）
ピーター・スタイン『ローマ法とヨーロッパ』（ミネルバ書房
その他の参考書については、授業の中で適宜紹介します。

なし

9784623040643
9784888483155
9784623038053

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 はじめに
講義のテーマと課題

【予習】参考書（『法制史入門」、及び授業内で紹介した参
考文献の今回の授業の関連箇所を読んでおくこと。
【復習】今回のレジュメ・資料を見直して、重要事項（キー
ワード）を各自で確認・整理する。

4時間対面

第2回 ヨーロッパ中世の社会と法を概説する。 【予習】参考書（『法制史入門」)、及び授業内で紹介した参
考文献の今回の授業の関連箇所を読んでおくこと。
【復習】今回のレジュメ・資料を見直して、重要事項（キー
ワード）を各自で確認・整理する。

4時間対面

第3回 フランス・アンシャンレジーム期の社会と法を概説する。 【予習】参考書（『法制史入門」)、及び授業内で紹介した参
考文献の今回の授業の関連箇所を読んでおくこと。
【復習】今回のレジュメ・資料を見直して、重要事項（キー
ワード）を各自で確認・整理する。

4時間対面

第4回 啓蒙期における社会の変化、及び法典編纂事業を概観する。 【予習】参考書（『法制史入門」)、及び授業内で紹介した参
考文献の今回の授業の関連箇所を読んでおくこと。
【復習】今回のレジュメ・資料を見直して、重要事項（キー
ワード）を各自で確認・整理する。

4時間対面

第5回 フランス革命及び、フランス人権宣言を考察する。 【予習】参考書（『法制史入門」)、及び授業内で紹介した参
考文献の今回の授業の関連箇所を読んでおくこと。
【復習】今回のレジュメ・資料を見直して、重要事項（キー
ワード）を各自で確認・整理する。

4時間対面

第6回 革命期の法制度の変革を考察する。 【予習】参考書（『法制史入門」)、及び授業内で紹介した参
考文献の今回の授業の関連箇所を読んでおくこと。
【復習】今回のレジュメ・資料を見直して、重要事項（キー
ワード）を各自で確認・整理する。

4時間対面
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第7回 フランス民法典の成立過程を考察する。
前半の復習

【予習】参考書（『法制史入門」)、及び授業内で紹介した参
考文献の今回の授業の関連箇所を読んでおくこと。
【復習】今回のレジュメ・資料を見直して、重要事項（キー
ワード）を各自で確認・整理する。

4時間オンデマンド

第8回 フランス民法典の特徴を考察する。
中間復習テスト

【予習】参考書（『法制史入門」)、及び授業内で紹介した参
考文献の今回の授業の関連箇所を読んでおくこと。
【復習】今回のレジュメ・資料を見直して、重要事項（キー
ワード）を各自で確認・整理する。

4時間対面

第9回 19世紀はじめのドイツ法典論争及び歴史法学派を考察する。 【予習】参考書（『法制史入門」)、及び授業内で紹介した参
考文献の今回の授業の関連箇所を読んでおくこと。
【復習】今回のレジュメ・資料を見直して、重要事項（キー
ワード）を各自で確認・整理する。

4時間対面

第10回 19世紀フランスにおける都市問題の発生と関連法を考察する。 【予習】参考書（『法制史入門」)、及び授業内で紹介した参
考文献の今回の授業の関連箇所を読んでおくこと。
【復習】今回のレジュメ・資料を見直して、重要事項（キー
ワード）を各自で確認・整理する。

4時間対面

第11回 19世紀フランスにおける労働問題と関連法について考察する。 【予習】参考書（『法制史入門」)、及び授業内で紹介した参
考文献の今回の授業の関連箇所を読んでおくこと。
【復習】今回のレジュメ・資料を見直して、重要事項（キー
ワード）を各自で確認・整理する。

4時間対面

第12回 ドイツ民法典の成立過程、民法典の特徴を考察する。 【予習】参考書（『法制史入門」)、及び授業内で紹介した参
考文献の今回の授業の関連箇所を読んでおくこと。
【復習】今回のレジュメ・資料を見直して、重要事項（キー
ワード）を各自で確認・整理する。

4時間対面

第13回 フランス・ドイツの20世紀前半、特に戦間期の社会と法を考察する。 今回のレジュメ・資料を見直して、重要事項（キーワード）
を各自で確認・整理する。
参考書（『法制史入門」）、及び授業内で紹介した参考文
献の今回の授業の関連箇所を読んでおくこと。

4時間対面

第14回 20世紀後半のフランスにおける家族法改革を考察する。 【予習】参考書（『法制史入門」)、及び授業内で紹介した参
考文献の今回の授業の関連箇所を読んでおくこと。
【復習】今回のレジュメ・資料を見直して、重要事項（キー
ワード）を各自で確認・整理する。

4時間対面

第15回 全体のまとめと復習を行う。 これまでのレジュメ・資料・年表などを見直して、全体を流
れを把握した上で、重要事項をもう一度確認し、さらに各
回の重要テーマを自分の言葉で論じられるよう整理する。

5時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 西洋法制史＜西洋法制史Ⅰ＞ 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234小宮山　直子

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

法学部専門教育科目

テーマ ヨーロッパ法の歴史（近代法の成立と発展）

授業の目的及び概要
西洋法制史Ⅰでは、ヨーロッパ法の歴史について概観します。特に、フランス・ドイツの近代法の成立と発展に重点を置きます。ヨーロッパにおける法の
発展及び法文化の特徴を、当時の社会とのかかわりを含めて考察します。ヨーロッパ法の歴史について基礎的な知識を習得し、さらに歴史的視点から
現代法を考察する基礎力を身につけることを目標とします。これまで皆さんが習得してきた法の知識を歴史的視点から考察することができます。

学修の到達目標
ヨーロッパ法の歴史について基礎的な知識を習得し、さらに歴史的視点から現代法を考察する基礎力を身につけることを目標とします。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
課題については、授業中に解説及び講評を行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この授業は日本近・現代法史の学びにも役立ちます。ヨーロッパ史に関するの教養も深まります。
欧米の社会問題を扱った映画なども視聴しましょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

600

150250

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

指定しません。
適宜配布資料を用います。

参考書

山内進、他『概説西洋法制史』（ミネルヴァ書房）
岩村等・三成賢次・三成美保『法制史入門』（ナカニシヤ出版）
ピーター・スタイン『ローマ法とヨーロッパ』（ミネルバ書房
その他の参考書については、授業の中で適宜紹介します。

なし

9784623040643
9784888483155
9784623038053

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 はじめに
講義のテーマと課題

【予習】参考書（『法制史入門」、及び授業内で紹介した参
考文献の今回の授業の関連箇所を読んでおくこと。
【復習】今回のレジュメ・資料を見直して、重要事項（キー
ワード）を各自で確認・整理する。

4時間対面

第2回 ヨーロッパ中世の社会と法を概説する。 【予習】参考書（『法制史入門」)、及び授業内で紹介した参
考文献の今回の授業の関連箇所を読んでおくこと。
【復習】今回のレジュメ・資料を見直して、重要事項（キー
ワード）を各自で確認・整理する。

4時間対面

第3回 フランス・アンシャンレジーム期の社会と法を概説する。 【予習】参考書（『法制史入門」)、及び授業内で紹介した参
考文献の今回の授業の関連箇所を読んでおくこと。
【復習】今回のレジュメ・資料を見直して、重要事項（キー
ワード）を各自で確認・整理する。

4時間対面

第4回 啓蒙期における社会の変化、及び法典編纂事業を概観する。 【予習】参考書（『法制史入門」)、及び授業内で紹介した参
考文献の今回の授業の関連箇所を読んでおくこと。
【復習】今回のレジュメ・資料を見直して、重要事項（キー
ワード）を各自で確認・整理する。

4時間対面

第5回 フランス革命及び、フランス人権宣言を考察する。 【予習】参考書（『法制史入門」)、及び授業内で紹介した参
考文献の今回の授業の関連箇所を読んでおくこと。
【復習】今回のレジュメ・資料を見直して、重要事項（キー
ワード）を各自で確認・整理する。

4時間対面

第6回 革命期の法制度の変革を考察する。 【予習】参考書（『法制史入門」)、及び授業内で紹介した参
考文献の今回の授業の関連箇所を読んでおくこと。
【復習】今回のレジュメ・資料を見直して、重要事項（キー
ワード）を各自で確認・整理する。

4時間対面
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第7回 フランス民法典の成立過程を考察する。
前半の復習

【予習】参考書（『法制史入門」)、及び授業内で紹介した参
考文献の今回の授業の関連箇所を読んでおくこと。
【復習】今回のレジュメ・資料を見直して、重要事項（キー
ワード）を各自で確認・整理する。

4時間オンデマンド

第8回 フランス民法典の特徴を考察する。
中間復習テスト

【予習】参考書（『法制史入門」)、及び授業内で紹介した参
考文献の今回の授業の関連箇所を読んでおくこと。
【復習】今回のレジュメ・資料を見直して、重要事項（キー
ワード）を各自で確認・整理する。

4時間対面

第9回 19世紀はじめのドイツ法典論争及び歴史法学派を考察する。 【予習】参考書（『法制史入門」)、及び授業内で紹介した参
考文献の今回の授業の関連箇所を読んでおくこと。
【復習】今回のレジュメ・資料を見直して、重要事項（キー
ワード）を各自で確認・整理する。

4時間対面

第10回 19世紀フランスにおける都市問題の発生と関連法を考察する。 【予習】参考書（『法制史入門」)、及び授業内で紹介した参
考文献の今回の授業の関連箇所を読んでおくこと。
【復習】今回のレジュメ・資料を見直して、重要事項（キー
ワード）を各自で確認・整理する。

4時間対面

第11回 19世紀フランスにおける労働問題と関連法について考察する。 【予習】参考書（『法制史入門」)、及び授業内で紹介した参
考文献の今回の授業の関連箇所を読んでおくこと。
【復習】今回のレジュメ・資料を見直して、重要事項（キー
ワード）を各自で確認・整理する。

4時間対面

第12回 ドイツ民法典の成立過程、民法典の特徴を考察する。 【予習】参考書（『法制史入門」)、及び授業内で紹介した参
考文献の今回の授業の関連箇所を読んでおくこと。
【復習】今回のレジュメ・資料を見直して、重要事項（キー
ワード）を各自で確認・整理する。

4時間対面

第13回 フランス・ドイツの20世紀前半、特に戦間期の社会と法を考察する。 今回のレジュメ・資料を見直して、重要事項（キーワード）
を各自で確認・整理する。
参考書（『法制史入門」）、及び授業内で紹介した参考文
献の今回の授業の関連箇所を読んでおくこと。

4時間対面

第14回 20世紀後半のフランスにおける家族法改革を考察する。 【予習】参考書（『法制史入門」)、及び授業内で紹介した参
考文献の今回の授業の関連箇所を読んでおくこと。
【復習】今回のレジュメ・資料を見直して、重要事項（キー
ワード）を各自で確認・整理する。

4時間対面

第15回 全体のまとめと復習を行う。 これまでのレジュメ・資料・年表などを見直して、全体を流
れを把握した上で、重要事項をもう一度確認し、さらに各
回の重要テーマを自分の言葉で論じられるよう整理する。

5時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 法社会学＜法社会学Ⅰ＞ 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

34竹村　和也

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

法学部専門教育科目

テーマ 法専門職による法の運用と日本の法運用の特徴

授業の目的及び概要
法曹を含む法の専門家＝法専門職にはそれぞれ異なった職務や役割があります。法専門職はいかにしてその職務を担っているのか、法の運用にあ
たっていかなる影響を与えているのか、さらに日本の紛争解決の仕組みにはどのような特徴があるのか、などについて講義します。
憲法や民法、刑法など、いわゆる実定法学では法の解釈を学ぶことになりますが、実際に解釈学説が選択される場合には、学説の優劣だけでなく、例
えば法の担い手のイデオロギーが反映される場合もあるでしょう。本授業によって、学説にとどまらない、実際の紛争解決のあり方をまなぶことになるで
しょう。

学修の到達目標
実際の紛争解決について、法専門職が果たす役割や影響を概ね説明することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
授業で課した小レポートについて授業で講評します。さらに、優秀なレポートについては、授業中に紹介します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

法社会学は、解釈学の内側から法を見るのではなく、その外側から法を見る学問であり、実定法に縛られない学問ですから、実定法解釈に飽き足りな
い学生には興味をそそられる学問ではないかと思います。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

500

00500

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

特にテキストの指定はしません。授業ではパワーポイントを利用し、そのスライドをLearning Portalに毎回配布
します。印刷した文献を配布することもあります。

参考書

何冊か挙げておきますが、残りは授業で説明します。
①日本司法の逆説―最高裁事務総局の「裁判しない裁判官」たち, 西川伸一, 五月書房, 2005年
②日本の最高裁を解剖する, ディヴィッド・S・ロー. 現代人文社, 2013年
③名もない顔もない司法―日本の裁判は変わるのか, ダニエル・Ｈ・フット, NTT出版, 2007年
④司法官僚, 新藤宗幸,岩波新書, 2009年
⑤憲法学から見る最高裁判所裁判官：70年の軌跡, 渡辺康彦・木下智史・尾形健, 日本評論社, 2017年
⑥日本の最高裁判所―判決と人・制度の考察, 市川・大久保・斎藤・渡辺, 日本評論社, 2016年
⑦現代日本の司法 「司法制度改革」以降の人と制度, 市川・大久保・斎藤・渡辺, 日本評論社, 2020年

なし

①9784772704298
②9784877985516
③9784757141698
④9784004312000
⑤9784535522633
⑥9784535520929
⑦9784535524743

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 授業の説明、授業についての約束の確認、法社会学の概略について
の説明

復習：授業において配布した文献を読んで復習すること（2
時間程度）
予習：授業で指示された小レポートの作成・次回の授業で
扱うテーマについて、授業での指示に従って予め調べて
おくこと（2時間程度）

4時間対面

第2回 刑事事件を解決するプロセス①（捜査） 復習：授業において配布した文献を読んで復習すること（2
時間程度）
予習：授業で指示された小レポートの作成・次回の授業で
扱うテーマについて、授業での指示に従って予め調べて
おくこと（2時間程度）

4時間対面

第3回 刑事事件を解決するプロセス②（刑事裁判） 復習：授業において配布した文献を読んで復習すること（2
時間程度）
予習：授業で指示された小レポートの作成・次回の授業で
扱うテーマについて、授業での指示に従って予め調べて
おくこと（2時間程度）

4時間対面

第4回 刑事事件を解決するプロセス③（刑の執行） 復習：授業において配布した文献を読んで復習すること（2
時間程度）
予習：授業で指示された小レポートの作成（2時間程度）

4時間対面
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第5回 民事事件を解決するプロセス①（裁判外の紛争解決手続き） 復習：授業において配布した文献を読んで復習すること（2
時間程度）
予習：授業で指示された小レポートの作成・次回の授業で
扱うテーマについて、授業での指示に従って予め調べて
おくこと（2時間程度）

4時間対面

第6回 民事事件を解決するプロセス②（民事裁判） 復習：授業において配布した文献を読んで復習すること（2
時間程度）
予習：授業で指示された小レポートの作成（2時間程度）

4時間対面

第7回 裁判所・裁判官について 復習：授業において配布した文献を読んで復習すること（2
時間程度）
予習：授業で指示された小レポートの作成・次回の授業で
扱うテーマについて、授業での指示に従って予め調べて
おくこと（2時間程度）

4時間対面

第8回 裁判所の仕組み・裁判官の職務 復習：授業において配布した文献を読んで復習すること（2
時間程度）
予習：授業で指示された小レポートの作成・次回の授業で
扱うテーマについて、授業での指示に従って予め調べて
おくこと（2時間程度）

4時間対面

第9回 裁判官のキャリア・司法官僚 復習：授業で指示された小レポートの作成（2時間程度）
予習：次回の授業で扱うテーマについて、授業での指示に
従って予め調べておくこと（2時間程度）

4時間対面

第10回 司法官僚と司法統制について 復習：授業において配布した文献を読んで復習すること（2
時間程度）
予習：授業で指示された小レポートの作成・次回の授業で
扱うテーマについて、授業での指示に従って予め調べて
おくこと（2時間程度）

4時間対面

第11回 前回の講義内容について映像で補う（「揺れる評決」） 復習：授業において配布した文献を読んで復習すること（2
時間程度）
予習：授業で指示された小レポートの作成・次回の授業で
扱うテーマについて、授業での指示に従って予め調べて
おくこと（2時間程度）

4時間対面

第12回 最高裁判所の司法哲学 復習：授業において配布した文献を読んで復習すること（2
時間程度）
予習：授業で指示された小レポートの作成・次回の授業で
扱うテーマについて、授業での指示に従って予め調べて
おくこと（2時間程度）

4時間対面

第13回 検察庁の仕組みと検察官について 復習：授業において配布した文献を読んで復習すること（2
時間程度）
予習：授業で指示された小レポートの作成・次回の授業で
扱うテーマについて、授業での指示に従って予め調べて
おくこと（2時間程度）

4時間対面

第14回 リーガル・プロフェッションとしての弁護士とその職務、法律隣接専門職
種について

復習：授業において配布した文献を読んで復習すること（2
時間程度）
予習：授業で指示された小レポートの作成・次回の授業で
扱うテーマについて、授業での指示に従って予め調べて
おくこと（2時間程度）

4時間対面

第15回 授業のまとめ 復習：授業において配布した文献を読んで復習すること（2
時間程度）
予習：授業全体の内容について改めて確認し、不十分もし
くは不確かな個所についてはすること（2時間程度）

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 法社会学＜法社会学Ⅰ＞ 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

34竹村　和也

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

法学部専門教育科目

テーマ 法専門職による法の運用と日本の法運用の特徴

授業の目的及び概要
法曹を含む法の専門家＝法専門職にはそれぞれ異なった職務や役割があります。法専門職はいかにしてその職務を担っているのか、法の運用にあ
たっていかなる影響を与えているのか、さらに日本の紛争解決の仕組みにはどのような特徴があるのか、などについて講義します。
憲法や民法、刑法など、いわゆる実定法学では法の解釈を学ぶことになりますが、実際に解釈学説が選択される場合には、学説の優劣だけでなく、例
えば法の担い手のイデオロギーが反映される場合もあるでしょう。本授業によって、学説にとどまらない、実際の紛争解決のあり方をまなぶことになるで
しょう。

学修の到達目標
実際の紛争解決について、法専門職が果たす役割や影響を概ね説明することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
授業で課した小レポートについて授業で講評します。さらに、優秀なレポートについては、授業中に紹介します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

法社会学は、解釈学の内側から法を見るのではなく、その外側から法を見る学問であり、実定法に縛られない学問ですから、実定法解釈に飽き足りな
い学生には興味をそそられる学問ではないかと思います。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

050

00500

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

特にテキストの指定はしません。授業ではパワーポイントを利用し、そのスライドをLearning Portalに毎回配布
します。印刷した文献を配布することもあります。

参考書

何冊か挙げておきますが、残りは授業で説明します。
①日本司法の逆説―最高裁事務総局の「裁判しない裁判官」たち, 西川伸一, 五月書房, 2005年
②日本の最高裁を解剖する, ディヴィッド・S・ロー. 現代人文社, 2013年
③名もない顔もない司法―日本の裁判は変わるのか, ダニエル・Ｈ・フット, NTT出版, 2007年
④司法官僚, 新藤宗幸,岩波新書, 2009年
⑤憲法学から見る最高裁判所裁判官：70年の軌跡, 渡辺康彦・木下智史・尾形健, 日本評論社, 2017年
⑥日本の最高裁判所―判決と人・制度の考察, 市川・大久保・斎藤・渡辺, 日本評論社, 2016年
⑦現代日本の司法 「司法制度改革」以降の人と制度, 市川・大久保・斎藤・渡辺, 日本評論社, 2020年

なし

①9784772704298
②9784877985516
③9784757141698
④9784004312000
⑤9784535522633
⑥9784535520929
⑦9784535524743

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 授業の説明、授業についての約束の確認、法社会学の概略について
の説明

復習：授業において配布した文献を読んで復習すること（2
時間程度）
予習：授業で指示された小レポートの作成・次回の授業で
扱うテーマについて、授業での指示に従って予め調べて
おくこと（2時間程度）

4時間対面

第2回 刑事事件を解決するプロセス①（捜査） 復習：授業において配布した文献を読んで復習すること（2
時間程度）
予習：授業で指示された小レポートの作成・次回の授業で
扱うテーマについて、授業での指示に従って予め調べて
おくこと（2時間程度）

4時間対面

第3回 刑事事件を解決するプロセス②（刑事裁判） 復習：授業において配布した文献を読んで復習すること（2
時間程度）
予習：授業で指示された小レポートの作成・次回の授業で
扱うテーマについて、授業での指示に従って予め調べて
おくこと（2時間程度）

4時間対面

第4回 刑事事件を解決するプロセス③（刑の執行） 復習：授業において配布した文献を読んで復習すること（2
時間程度）
予習：授業で指示された小レポートの作成（2時間程度）

4時間対面
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第5回 民事事件を解決するプロセス①（裁判外の紛争解決手続き） 復習：授業において配布した文献を読んで復習すること（2
時間程度）
予習：授業で指示された小レポートの作成・次回の授業で
扱うテーマについて、授業での指示に従って予め調べて
おくこと（2時間程度）

4時間対面

第6回 民事事件を解決するプロセス②（民事裁判） 復習：授業において配布した文献を読んで復習すること（2
時間程度）
予習：授業で指示された小レポートの作成（2時間程度）

4時間対面

第7回 裁判所・裁判官について 復習：授業において配布した文献を読んで復習すること（2
時間程度）
予習：授業で指示された小レポートの作成・次回の授業で
扱うテーマについて、授業での指示に従って予め調べて
おくこと（2時間程度）

4時間対面

第8回 裁判所の仕組み・裁判官の職務 復習：授業において配布した文献を読んで復習すること（2
時間程度）
予習：授業で指示された小レポートの作成・次回の授業で
扱うテーマについて、授業での指示に従って予め調べて
おくこと（2時間程度）

4時間対面

第9回 裁判官のキャリア・司法官僚 復習：授業で指示された小レポートの作成（2時間程度）
予習：次回の授業で扱うテーマについて、授業での指示に
従って予め調べておくこと（2時間程度）

4時間対面

第10回 司法官僚と司法統制について 復習：授業において配布した文献を読んで復習すること（2
時間程度）
予習：授業で指示された小レポートの作成・次回の授業で
扱うテーマについて、授業での指示に従って予め調べて
おくこと（2時間程度）

4時間対面

第11回 前回の講義内容について映像で補う（「揺れる評決」） 復習：授業において配布した文献を読んで復習すること（2
時間程度）
予習：授業で指示された小レポートの作成・次回の授業で
扱うテーマについて、授業での指示に従って予め調べて
おくこと（2時間程度）

4時間対面

第12回 最高裁判所の司法哲学 復習：授業において配布した文献を読んで復習すること（2
時間程度）
予習：授業で指示された小レポートの作成・次回の授業で
扱うテーマについて、授業での指示に従って予め調べて
おくこと（2時間程度）

4時間対面

第13回 検察庁の仕組みと検察官について 復習：授業において配布した文献を読んで復習すること（2
時間程度）
予習：授業で指示された小レポートの作成・次回の授業で
扱うテーマについて、授業での指示に従って予め調べて
おくこと（2時間程度）

4時間対面

第14回 リーガル・プロフェッションとしての弁護士とその職務、法律隣接専門職
種について

復習：授業において配布した文献を読んで復習すること（2
時間程度）
予習：授業で指示された小レポートの作成・次回の授業で
扱うテーマについて、授業での指示に従って予め調べて
おくこと（2時間程度）

4時間対面

第15回 授業のまとめ 復習：授業において配布した文献を読んで復習すること（2
時間程度）
予習：授業全体の内容について改めて確認し、不十分もし
くは不確かな個所についてはすること（2時間程度）

4時間オンデマンド

－58－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 憲法Ⅰ＜憲法概論＞ 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234吉原　裕樹

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

法学部専門教育科目

テーマ 憲法学の基本

授業の目的及び概要
憲法学全般（憲法総論・基本的人権・統治機構）について、概論的講義を行う。
講義形式を主としつつ、適宜、双方向型・多方向型授業を取り入れる。
授業外課題（理解度チェックテストや中間レポート）等にて、受講生の理解の程度を確認し、理解の定着を図る。

学修の到達目標
法学部生として必ず修得すべき憲法学の基本的な知識（特に、憲法の代表的な判例・学説の知識）が身についている。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
双方向型・多方向型授業や授業外課題の解説により、受講生の理解の程度を確認し、深める。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

本科目の担当教員は、2012年に弁護士資格を取得したのち、弁護士として執務し、憲法訴訟のほか、民事裁判・刑事裁判等の弁護士経験を有してい
る。また、弁護士会の役職として、日本弁護士連合会憲法問題対策本部 幹事・大阪弁護士会 憲法問題特別委員会 副委員長・大阪弁護士会常議員
などを歴任してきた。本科目では、これらの弁護士実務経験を活かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

授業時には、『デイリー六法』（三省堂）・『ポケット六法』（有斐閣）など、適宜の六法を持参すること。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

10
授業外課題（理解度確認のための小
レポートなど）800

00010

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

①憲法（第７版），芦部信喜（高橋和之補訂），岩波書店，2019年
授業時までに新しい版が公刊された場合、最新の版を使用する。

2023年度TKC法学検定試験学習ツールのID保有者（2023年度入学生）以外は、「②2023年法学検定試験問
題集ベーシック＜基礎＞コース，法学検定試験委員会編，商事法務，2023年」を購入し携行すること。

参考書

憲法判例百選１・２（第７版），長谷部恭男ほか編，有斐閣，2019年

授業時までに新しい版が公刊された場合、最新の版を使用する。上記以外の参考書等については、授業中に
説明する。

①9784000613224
②978-4785730222

9784641115453，
9784641115460

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 導入＋憲法総論１

立憲主義・国民主権・天皇制・憲法の歴史など。

テキスト第１章から第３章の予習 4時間対面

第2回 憲法総論２

立憲主義・国民主権・天皇制・憲法の歴史など。

テキスト第１章から第３章の予習（第１回の予習内容の復
習）

4時間対面

第3回 憲法総論３

平和主義など。

テキスト第４章の予習 4時間対面

第4回 憲法総論４＋統治機構１

民主主義・選挙制度・参政権など。

テキスト第12章の予習 4時間対面

第5回 統治機構２

国会・内閣（議院内閣制・二院制など）。

テキスト第14章・第15章の予習 4時間対面

第6回 統治機構３

裁判所（司法の独立・裁判の公開など）。

テキスト第16章の予習 4時間対面

第7回 統治機構４

違憲審査制・憲法訴訟論など。

テキスト第６章・第18章の予習 4時間対面
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第8回 基本的人権１

精神的自由権１（表現の自由、思想・良心の自由、信教の自由、政教分
離など）。

テキスト第８章・第９章の予習 4時間対面

第9回 基本的人権２

精神的自由権２（表現の自由、思想・良心の自由、信教の自由、政教分
離など）。

テキスト第８章・第９章の予習（第８回の予習内容の復習） 4時間対面

第10回 基本的人権３

精神的自由権３（表現の自由、思想・良心の自由、信教の自由、政教分
離など）。

テキスト第８章・第９章の予習（第８回の予習内容の復習） 4時間対面

第11回 基本的人権４

経済的自由権（職業選択の自由・財産権など）。

テキスト第10章の予習 4時間対面

第12回 基本的人権５

包括的基本権１（法の下の平等・自己決定権・プライバシー権など）。

テキスト第５章・第７章の予習 4時間対面

第13回 基本的人権６

包括的基本権２（法の下の平等・自己決定権・プライバシー権など）。

テキスト第５章・第７章の予習（第12回の予習内容の復
習）

4時間対面

第14回 基本的人権７

社会権（生存権・労働基本権など）。

テキスト第13章の予習 4時間対面

第15回 総括・期末試験に向けての振り返り これまでの授業内容の復習、期末試験に向けた学修 4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 憲法Ⅰ＜憲法概論＞ 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234澤野　義一

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

法学部専門教育科目

テーマ 憲法学の基本

授業の目的及び概要
憲法学全般（憲法総論・基本的人権・統治機構）について、概論的講義を行う。
講義形式を主としつつ、適宜、双方向型・多方向型授業を取り入れる。
授業外課題（理解度チェックテストや中間レポート）等にて、受講生の理解の程度を確認し、理解の定着を図る。

学修の到達目標
法学部生として必ず修得すべき憲法学の基本的な知識（特に、憲法の代表的な判例・学説の知識）が身についている。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
双方向型・多方向型授業や授業外課題の解説により、受講生の理解の程度を確認し、深める。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

授業時には、『デイリー六法』（三省堂）・『ポケット六法』（有斐閣）など、適宜の六法を持参すること。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

10
授業外課題（理解度確認のための小
レポートなど）800

00010

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

①憲法（第７版），芦部信喜（高橋和之補訂），岩波書店，2019年
授業時までに新しい版が公刊された場合、最新の版を使用する。

2023年度TKC法学検定試験学習ツールのID保有者（2023年度入学生）以外は、「②2023年法学検定試験問
題集ベーシック＜基礎＞コース，法学検定試験委員会編，商事法務，2023年」を購入し携行すること。

参考書

憲法判例百選１・２（第７版），長谷部恭男ほか編，有斐閣，2019年

授業時までに新しい版が公刊された場合、最新の版を使用する。上記以外の参考書等については、授業中に
説明する。

①9784000613224
②978-4785730222

9784641115453，
9784641115460

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 導入＋憲法総論１

立憲主義・国民主権・天皇制・憲法の歴史など。

テキスト第１章から第３章の予習 4時間対面

第2回 憲法総論２

立憲主義・国民主権・天皇制・憲法の歴史など。

テキスト第１章から第３章の予習（第１回の予習内容の復
習）

4時間対面

第3回 憲法総論３

平和主義など。

テキスト第４章の予習 4時間対面

第4回 憲法総論４＋統治機構１

民主主義・選挙制度・参政権など。

テキスト第12章の予習 4時間対面

第5回 統治機構２

国会・内閣（議院内閣制・二院制など）。

テキスト第14章・第15章の予習 4時間対面

第6回 統治機構３

裁判所（司法の独立・裁判の公開など）。

テキスト第16章の予習 4時間対面

第7回 統治機構４

違憲審査制・憲法訴訟論など。

テキスト第６章・第18章の予習 4時間対面
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第8回 基本的人権１

精神的自由権１（表現の自由、思想・良心の自由、信教の自由、政教分
離など）。

テキスト第８章・第９章の予習 4時間対面

第9回 基本的人権２

精神的自由権２（表現の自由、思想・良心の自由、信教の自由、政教分
離など）。

テキスト第８章・第９章の予習（第８回の予習内容の復習） 4時間対面

第10回 基本的人権３

精神的自由権３（表現の自由、思想・良心の自由、信教の自由、政教分
離など）。

テキスト第８章・第９章の予習（第８回の予習内容の復習） 4時間対面

第11回 基本的人権４

経済的自由権（職業選択の自由・財産権など）。

テキスト第10章の予習 4時間対面

第12回 基本的人権５

包括的基本権１（法の下の平等・自己決定権・プライバシー権など）。

テキスト第５章・第７章の予習 4時間対面

第13回 基本的人権６

包括的基本権２（法の下の平等・自己決定権・プライバシー権など）。

テキスト第５章・第７章の予習（第12回の予習内容の復
習）

4時間対面

第14回 基本的人権７

社会権（生存権・労働基本権など）。

テキスト第13章の予習 4時間対面

第15回 総括・期末試験に向けての振り返り これまでの授業内容の復習、期末試験に向けた学修 4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 憲法Ⅰ＜憲法概論＞ 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234渡邉　康行

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

法学部専門教育科目

テーマ 憲法学の基本

授業の目的及び概要
憲法学全般（憲法総論・基本的人権・統治機構）について、概論的講義を行う。
講義形式を主としつつ、適宜、双方向型・多方向型授業を取り入れる。
授業外課題（理解度チェックテストや中間レポート）等にて、受講生の理解の程度を確認し、理解の定着を図る。

学修の到達目標
法学部生として必ず修得すべき憲法学の基本的な知識（特に、憲法の代表的な判例・学説の知識）が身についている。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
双方向型・多方向型授業や授業外課題の解説により、受講生の理解の程度を確認し、深める。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

授業時には、『デイリー六法』（三省堂）・『ポケット六法』（有斐閣）など、適宜の六法を持参すること。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

10
授業外課題（理解度確認のための小
レポートなど）800

00010

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

①憲法（第７版），芦部信喜（高橋和之補訂），岩波書店，2019年
授業時までに新しい版が公刊された場合、最新の版を使用する。

2023年度TKC法学検定試験学習ツールのID保有者（2023年度入学生）以外は、「②2023年法学検定試験問
題集ベーシック＜基礎＞コース，法学検定試験委員会編，商事法務，2023年」を購入し携行すること。

参考書

憲法判例百選１・２（第７版），長谷部恭男ほか編，有斐閣，2019年

授業時までに新しい版が公刊された場合、最新の版を使用する。上記以外の参考書等については、授業中に
説明する。

①9784000613224
②978-4785730222

9784641115453，
9784641115460

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 導入＋憲法総論１

立憲主義・国民主権・天皇制・憲法の歴史など。

テキスト第１章から第３章の予習 4時間対面

第2回 憲法総論２

立憲主義・国民主権・天皇制・憲法の歴史など。

テキスト第１章から第３章の予習（第１回の予習内容の復
習）

4時間対面

第3回 憲法総論３

平和主義など。

テキスト第４章の予習 4時間対面

第4回 憲法総論４＋統治機構１

民主主義・選挙制度・参政権など。

テキスト第12章の予習 4時間対面

第5回 統治機構２

国会・内閣（議院内閣制・二院制など）。

テキスト第14章・第15章の予習 4時間対面

第6回 統治機構３

裁判所（司法の独立・裁判の公開など）。

テキスト第16章の予習 4時間対面

第7回 統治機構４

違憲審査制・憲法訴訟論など。

テキスト第６章・第18章の予習 4時間対面
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第8回 基本的人権１

精神的自由権１（表現の自由、思想・良心の自由、信教の自由、政教分
離など）。

テキスト第８章・第９章の予習 4時間対面

第9回 基本的人権２

精神的自由権２（表現の自由、思想・良心の自由、信教の自由、政教分
離など）。

テキスト第８章・第９章の予習（第８回の予習内容の復習） 4時間対面

第10回 基本的人権３

精神的自由権３（表現の自由、思想・良心の自由、信教の自由、政教分
離など）。

テキスト第８章・第９章の予習（第８回の予習内容の復習） 4時間対面

第11回 基本的人権４

経済的自由権（職業選択の自由・財産権など）。

テキスト第10章の予習 4時間対面

第12回 基本的人権５

包括的基本権１（法の下の平等・自己決定権・プライバシー権など）。

テキスト第５章・第７章の予習 4時間対面

第13回 基本的人権６

包括的基本権２（法の下の平等・自己決定権・プライバシー権など）。

テキスト第５章・第７章の予習（第12回の予習内容の復
習）

4時間対面

第14回 基本的人権７

社会権（生存権・労働基本権など）。

テキスト第13章の予習 4時間対面

第15回 総括・期末試験に向けての振り返り これまでの授業内容の復習、期末試験に向けた学修 4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 憲法Ⅰ＜憲法概論＞ 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234澤野　義一

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

法学部専門教育科目

テーマ 憲法学の基本

授業の目的及び概要
憲法学全般（憲法総論・基本的人権・統治機構）について、概論的講義を行う。
講義形式を主としつつ、適宜、双方向型・多方向型授業を取り入れる。
授業外課題（理解度チェックテストや中間レポート）等にて、受講生の理解の程度を確認し、理解の定着を図る。

学修の到達目標
法学部生として必ず修得すべき憲法学の基本的な知識（特に、憲法の代表的な判例・学説の知識）が身についている。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
双方向型・多方向型授業や授業外課題の解説により、受講生の理解の程度を確認し、深める。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

授業時には、『デイリー六法』（三省堂）・『ポケット六法』（有斐閣）など、適宜の六法を持参すること。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

10
授業外課題（理解度確認のための小
レポートなど）800

00010

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

①憲法（第７版），芦部信喜（高橋和之補訂），岩波書店，2019年
授業時までに新しい版が公刊された場合、最新の版を使用する。

2023年度TKC法学検定試験学習ツールのID保有者（2023年度入学生）以外は、「②2023年法学検定試験問
題集ベーシック＜基礎＞コース，法学検定試験委員会編，商事法務，2023年」を購入し携行すること。

参考書

憲法判例百選１・２（第７版），長谷部恭男ほか編，有斐閣，2019年

授業時までに新しい版が公刊された場合、最新の版を使用する。上記以外の参考書等については、授業中に
説明する。

①9784000613224
②978-4785730222

9784641115453，
9784641115460

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 導入＋憲法総論１

立憲主義・国民主権・天皇制・憲法の歴史など。

テキスト第１章から第３章の予習 4時間対面

第2回 憲法総論２

立憲主義・国民主権・天皇制・憲法の歴史など。

テキスト第１章から第３章の予習（第１回の予習内容の復
習）

4時間対面

第3回 憲法総論３

平和主義など。

テキスト第４章の予習 4時間対面

第4回 憲法総論４＋統治機構１

民主主義・選挙制度・参政権など。

テキスト第12章の予習 4時間対面

第5回 統治機構２

国会・内閣（議院内閣制・二院制など）。

テキスト第14章・第15章の予習 4時間対面

第6回 統治機構３

裁判所（司法の独立・裁判の公開など）。

テキスト第16章の予習 4時間対面

第7回 統治機構４

違憲審査制・憲法訴訟論など。

テキスト第６章・第18章の予習 4時間対面
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第8回 基本的人権１

精神的自由権１（表現の自由、思想・良心の自由、信教の自由、政教分
離など）。

テキスト第８章・第９章の予習 4時間対面

第9回 基本的人権２

精神的自由権２（表現の自由、思想・良心の自由、信教の自由、政教分
離など）。

テキスト第８章・第９章の予習（第８回の予習内容の復習） 4時間対面

第10回 基本的人権３

精神的自由権３（表現の自由、思想・良心の自由、信教の自由、政教分
離など）。

テキスト第８章・第９章の予習（第８回の予習内容の復習） 4時間対面

第11回 基本的人権４

経済的自由権（職業選択の自由・財産権など）。

テキスト第10章の予習 4時間対面

第12回 基本的人権５

包括的基本権１（法の下の平等・自己決定権・プライバシー権など）。

テキスト第５章・第７章の予習 4時間対面

第13回 基本的人権６

包括的基本権２（法の下の平等・自己決定権・プライバシー権など）。

テキスト第５章・第７章の予習（第12回の予習内容の復
習）

4時間対面

第14回 基本的人権７

社会権（生存権・労働基本権など）。

テキスト第13章の予習 4時間対面

第15回 総括・期末試験に向けての振り返り これまでの授業内容の復習、期末試験に向けた学修 4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 憲法Ⅱ（人権）＜憲法学Ⅰ＞ 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234澤野　義一

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

法学部専門教育科目

テーマ 人権の基本問題と現代的課題

授業の目的及び概要
憲法Ⅱ（人権）＜憲法学Ⅰ＞では、憲法Ⅰ＜憲法概論＞で扱ったいくつかの人権問題をさらに詳しく検討するとともに、憲法Ⅰ＜憲法概論＞で扱わな
かったような人権問題を含めて検討します。

学修の到達目標
人権の基本的知識を身につけるとともに、現代的な人権問題についても、学説や基本判例の理解を通して妥当な解決策を見出すことができるようにな
ることを目標とします。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
中間テストなどを行った場合には、優秀な答案を授業中に紹介し、解説します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

現実に起きている人権問題や人権に関する裁判などについて、日頃から新聞やニュースに関心もって接することがのぞまれます。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
0

700

200010

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

指定テキストはありません。

参考書

指定参考書はありませんが、次の参考書をあげておきます。
・芦部信喜(高橋和之補訂)『憲法(第7版)』岩波書店、2019年。
・澤野義一・小林直三編『テキストブック憲法(第2版)』法律文化社、2022年。
・長谷部恭男ほか編『憲法判例百選1・2(第7版)』有斐閣、2019年。
※『六法』は授業で参照できるように持参してください。

なし

9784000613224

9784589038241

9784641115453・
9784641115460

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 授業概要の説明と、人権の性格・歴史・類型等の説明 Learning Portalに掲載する第１回授業資料を事前に読ん
でおくこと。授業後は理解できなかった点や重要事項につ
いて、授業資料や参考書などで復習しておくこと。

4時間対面

第2回 平等権(1) ―男女平等と家族関係 Learning Portalに掲載する第２回授業資料を事前に読ん
でおくこと。授業後は理解できなかった点や重要事項につ
いて、授業資料や参考書などで復習しておくこと。

4時間対面

第3回 平等権(2)ー選挙権(参政権) Learning Portalに掲載する第３回授業資料を事前に読ん
でおくこと。授業後は理解できなかった点や重要事項につ
いて、授業資料や参考書などで復習しておくこと。

4時間対面

第4回 人権の享有主体(1) ―外国人、法人等の権利 Learning Portalに掲載する第４回授業資料を事前に読ん
でおくこと。授業後は理解できなかった点や重要事項につ
いて、授業資料や参考書などで復習しておくこと。

4時間対面

第5回 人権の享有主体(2) ―公務員の権利と制限 Learning Portalに掲載する第５回授業資料を事前に読ん
でおくこと。授業後は理解できなかった点や重要事項につ
いて、授業資料や参考書などで復習しておくこと。

4時間対面

第6回 人権の私人間適用―団体における個人の権利 Learning Portalに掲載する第６回授業資料を事前に読ん
でおくこと。授業後は理解できなかった点や重要事項につ
いて、授業資料や参考書などで復習しておくこと。

4時間対面

第7回 学問の自由と教育を受ける権利 Learning Portalに掲載する第７回授業資料を事前に読ん
でおくこと。授業後は理解できなかった点や重要事項につ
いて、授業資料や参考書などで復習しておくこと。

4時間対面
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第8回 中間まとめ―中間テスト 第７回までの授業について中間確認テストを行うので、事
前学修をしておくこと。テスト後はできなかった点をチェック
すること。

4時間対面

第9回 宗教の自由と政教分離 Learning Portalに掲載する第９回授業資料を事前に読ん
でおくこと。授業後は理解できなかった点や重要事項につ
いて、授業資料や参考書などで復習しておくこと。

4時間対面

第10回 表現の自由と制約 Learning Portalに掲載する第10回授業資料を事前に読ん
でおくこと。授業後は理解できなかった点や重要事項につ
いて、授業資料や参考書などで復習しておくこと。

4時間対面

第11回 人身の自由―刑事手続きに関する人権 Learning Portalに掲載する第11回授業資料を事前に読ん
でおくこと。授業後は理解できなかった点や重要事項につ
いて、授業資料や参考書などで復習しておくこと。

4時間対面

第12回 国務請求権―請願権と国家賠償請求権 Learning Portalに掲載する第12回授業資料を事前に読ん
でおくこと。授業後は理解できなかった点や重要事項につ
いて、授業資料や参考書などで復習しておくこと。

4時間対面

第13回 社会権(1)ー生存権と社会保障 Learning Portalに掲載する第13回授業資料を事前に読ん
でおくこと。授業後は理解できなかった点や重要事項につ
いて、授業資料や参考書などで復習しておくこと。

4時間対面

第14回 社会権(2)ー環境権 Learning Portalに掲載する第14回授業資料を事前に読ん
でおくこと。授業後は理解できなかった点や重要事項につ
いて、授業資料や参考書などで復習しておくこと。

4時間対面

第15回 授業全体のまとめと、定期試験に向けた復習 授業全体についての復習と、定期試験範囲の重点的な復
習をすること。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 憲法Ⅱ（人権）＜憲法学Ⅰ＞ 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234澤野　義一

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

法学部専門教育科目

テーマ 人権の基本問題と現代的課題

授業の目的及び概要
憲法Ⅱ（人権）＜憲法学Ⅰ＞では、憲法Ⅰ＜憲法概論＞で扱ったいくつかの人権問題をさらに詳しく検討するとともに、憲法Ⅰ＜憲法概論＞で扱わな
かったような人権問題を含めて検討します。

学修の到達目標
人権の基本的知識を身につけるとともに、現代的な人権問題についても、学説や基本判例の理解を通して妥当な解決策を見出すことができるようにな
ることを目標とします。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
中間テストなどを行った場合には、優秀な答案を授業中に紹介し、解説します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

現実に起きている人権問題や人権に関する裁判などについて、日頃から新聞やニュースに関心もって接することがのぞまれます。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
0

700

200010

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

指定テキストはありません。

参考書

指定参考書はありませんが、次の参考書をあげておきます。
・芦部信喜(高橋和之補訂)『憲法(第7版)』岩波書店、2019年。
・澤野義一・小林直三編『テキストブック憲法(第2版)』法律文化社、2022年。
・長谷部恭男ほか編『憲法判例百選1・2(第7版)』有斐閣、2019年。
※『六法』は授業で参照できるように持参してください。

なし

9784000613224

9784589038241

9784641115453・
9784641115460

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 授業概要の説明と、人権の性格・歴史・類型等の説明 Learning Portalに掲載する第１回授業資料を事前に読ん
でおくこと。授業後は理解できなかった点や重要事項につ
いて、授業資料や参考書などで復習しておくこと。

4時間対面

第2回 平等権(1) ―男女平等と家族関係 Learning Portalに掲載する第２回授業資料を事前に読ん
でおくこと。授業後は理解できなかった点や重要事項につ
いて、授業資料や参考書などで復習しておくこと。

4時間対面

第3回 平等権(2)ー選挙権(参政権) Learning Portalに掲載する第３回授業資料を事前に読ん
でおくこと。授業後は理解できなかった点や重要事項につ
いて、授業資料や参考書などで復習しておくこと。

4時間対面

第4回 人権の享有主体(1) ―外国人、法人等の権利 Learning Portalに掲載する第４回授業資料を事前に読ん
でおくこと。授業後は理解できなかった点や重要事項につ
いて、授業資料や参考書などで復習しておくこと。

4時間対面

第5回 人権の享有主体(2) ―公務員の権利と制限 Learning Portalに掲載する第５回授業資料を事前に読ん
でおくこと。授業後は理解できなかった点や重要事項につ
いて、授業資料や参考書などで復習しておくこと。

4時間対面

第6回 人権の私人間適用―団体における個人の権利 Learning Portalに掲載する第６回授業資料を事前に読ん
でおくこと。授業後は理解できなかった点や重要事項につ
いて、授業資料や参考書などで復習しておくこと。

4時間対面

第7回 学問の自由と教育を受ける権利 Learning Portalに掲載する第７回授業資料を事前に読ん
でおくこと。授業後は理解できなかった点や重要事項につ
いて、授業資料や参考書などで復習しておくこと。

4時間対面
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第8回 中間まとめ―中間テスト 第７回までの授業について中間確認テストを行うので、事
前学修をしておくこと。テスト後はできなかった点をチェック
すること。

4時間対面

第9回 宗教の自由と政教分離 Learning Portalに掲載する第９回授業資料を事前に読ん
でおくこと。授業後は理解できなかった点や重要事項につ
いて、授業資料や参考書などで復習しておくこと。

4時間対面

第10回 表現の自由と制約 Learning Portalに掲載する第10回授業資料を事前に読ん
でおくこと。授業後は理解できなかった点や重要事項につ
いて、授業資料や参考書などで復習しておくこと。

4時間対面

第11回 人身の自由―刑事手続きに関する人権 Learning Portalに掲載する第11回授業資料を事前に読ん
でおくこと。授業後は理解できなかった点や重要事項につ
いて、授業資料や参考書などで復習しておくこと。

4時間対面

第12回 国務請求権―請願権と国家賠償請求権 Learning Portalに掲載する第12回授業資料を事前に読ん
でおくこと。授業後は理解できなかった点や重要事項につ
いて、授業資料や参考書などで復習しておくこと。

4時間対面

第13回 社会権(1)ー生存権と社会保障 Learning Portalに掲載する第13回授業資料を事前に読ん
でおくこと。授業後は理解できなかった点や重要事項につ
いて、授業資料や参考書などで復習しておくこと。

4時間対面

第14回 社会権(2)ー環境権 Learning Portalに掲載する第14回授業資料を事前に読ん
でおくこと。授業後は理解できなかった点や重要事項につ
いて、授業資料や参考書などで復習しておくこと。

4時間対面

第15回 授業全体のまとめと、定期試験に向けた復習 授業全体についての復習と、定期試験範囲の重点的な復
習をすること。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 憲法Ⅱ（人権）＜憲法学Ⅰ＞ 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234渡邉　康行

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

法学部専門教育科目

テーマ 憲法上の権利保障に関する現代的課題

授業の目的及び概要
日本国憲法が保障している様々な権利について、現在いかなる問題があるかを判例・学説を素材として検討する。

学修の到達目標
日本国憲法が保障している様々な権利に関して、現在いかなる問題があり、いかに解決すべきかを考える素養を身に着ける。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
期末試験については、出題趣旨、成績分布などを公表したい。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

憲法Ⅰを履修していることを前提とする。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

70０

20００10

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

芦部信喜（高橋和之補訂）『憲法〔第７版〕』（岩波書店、2019年）
長谷部恭男ほか編『憲法判例百選Ⅰ・Ⅱ〔第７版〕』（有斐閣、2019年）

参考書

渡辺・宍戸・松本・工藤『憲法Ⅰ　基本権〔第２版〕』（日本評論社、2023年3月公刊予定）

978-4-00-061322-４
978-4-641-11545-3
978-4-641-11546-0

978-4-535-5271-9

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 授業概要の説明と、憲法上の権利を論ずる作法を、思想・良心の自由
を素材として解説する。

芦部テクスト第５章、第8章Ⅰを事前に読んでおくこと。授
業後は、取り扱われた判例について憲法判例百選を読ん
で理解を深める。

4時間対面

第2回 信教の自由と政教分離（１） 芦部テクスト第8章Ⅱを事前に読んでおくこと。授業後は、
取り扱われた判例について憲法判例百選を読んで理解を
深める。

4時間対面

第3回 信教の自由と政教分離（２） 芦部テクスト第8章Ⅱを事前に読んでおくこと。授業後は、
取り扱われた判例について憲法判例百選を読んで理解を
深める。

4時間対面

第4回 表現の自由（１） 芦部テクスト第９章を事前に読んでおくこと。授業後は、取
り扱われた判例について憲法判例百選を読んで理解を深
める。

4時間対面

第5回 表現の自由（２） 芦部テクスト第９章を事前に読んでおくこと。授業後は、取
り扱われた判例について憲法判例百選を読んで理解を深
める。

4時間対面

第6回 表現の自由（３） 芦部テクスト第９章を事前に読んでおくこと。授業後は、取
り扱われた判例について憲法判例百選を読んで理解を深
める。

4時間対面

第7回 表現の自由（４） 芦部テクスト第９章を事前に読んでおくこと。授業後は、取
り扱われた判例について憲法判例百選を読んで理解を深
める。

4時間対面

第8回 集会・結社の自由 芦部テクスト第９章４を事前に読んでおくこと。授業後は、
取り扱われた判例について憲法判例百選を読んで理解を
深める。

4時間対面
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第9回 職業の自由 芦部テクスト第１０章１を事前に読んでおくこと。授業後
は、取り扱われた判例について憲法判例百選を読んで理
解を深める。

4時間対面

第10回 財産権 芦部テクスト第１０章３を事前に読んでおくこと。授業後
は、取り扱われた判例について憲法判例百選を読んで理
解を深める。

4時間対面

第11回 幸福追求権 芦部テクスト第７章１を事前に読んでおくこと。授業後は、
取り扱われた判例について憲法判例百選を読んで理解を
深める。

4時間対面

第12回 法の下の平等（１） 芦部テクスト第７章２を事前に読んでおくこと。授業後は、
取り扱われた判例について憲法判例百選を読んで理解を
深める。

4時間対面

第13回 法の下の平等（２） 芦部テクスト第７章２を事前に読んでおくこと。授業後は、
取り扱われた判例について憲法判例百選を読んで理解を
深める。

4時間対面

第14回 特別な法律関係、私人間における憲法上の権利の保障、社会権 芦部テクスト第６章、第13章を事前に読んでおくこと。授業
後は、取り扱われた判例について憲法判例百選を読んで
理解を深める。

4時間対面

第15回 全体のまとめ これまでの授業内容を復習する。 4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 憲法Ⅱ（人権）＜憲法学Ⅰ＞ 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234森　征樹

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

法学部専門教育科目

テーマ 人権問題について考える

授業の目的及び概要
本講義では憲法学の人権分野につき、現代の様々な人権問題に触れながら、「人権の主張と公益の主張をどのように調整するのか」、また「それを誰
がどのような手続きで判断するのか」について学修する。

学修の到達目標
１．現代社会で生じている様々な人権問題について解決策を見出せるようになること。
２．自分自身の問題として人権問題を受け止め、自分の考えを持てるようになること。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
毎回、こちらが提示する質問に答える形のコメントカードを提出してもらう。コメントカードでは任意の質問も毎回受けつける。コメントカードに書いてもらっ
たことについては、翌週の講義時に取り上げ、質問への回答や補足説明を行う。
レジュメや資料は、Web（Learning Portal等）でも配布する予定である。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

新聞記事やニュースを通じて、日々生じている人権問題・裁判についてアンテナをはり、関心を持つようにしてほしい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

任意提出の小レポートを課すことが
ある。800

00020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

宍戸常寿編『18歳から考える人権〔第２版〕』法律文化社、2020年。

参考書

長谷部恭男・石川健治・宍戸常寿編『憲法判例百選Ⅰ・Ⅱ〔第７版〕』有斐閣、2019年。
その他、テキストの巻末に記載の「参考文献案内」を参照のこと。

978-4-589-04117-3

978-4-641-11545-3
978-4-641-11546-0

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス／授業の進め方など テキスト「プロローグ」（２～７頁）を事前に読んでおくこと。
授業後は同箇所で理解できなかった点について復習して
おくこと。

4時間対面

第2回 人権とは何か／人権を考えるための基礎知識 テキスト「第１章」（８～１３頁）を事前に読んでおくこと。授
業後は同箇所で理解できなかった点について復習してお
くこと。

4時間対面

第3回 人権享有主体／外国人の人権 テキスト「第２章」（１４～１９頁）を事前に読んでおくこと。
授業後は同箇所で理解できなかった点について復習して
おくこと。

4時間対面

第4回 幸福追求権／髪型の自由 テキスト「第３章」（２０～２５頁）を事前に読んでおくこと。
授業後は同箇所で理解できなかった点について復習して
おくこと。

4時間対面

第5回 法の下の平等／平等侵害の審査方法 テキスト「第４章」（２６～３１頁）を事前に読んでおくこと。
授業後は同箇所で理解できなかった点について復習して
おくこと。

4時間対面

第6回 思想・良心の自由 テキスト「第５章」（３２～３７頁）を事前に読んでおくこと。
授業後は同箇所で理解できなかった点について復習して
おくこと。

4時間対面

第7回 信教の自由／政教分離 テキスト「第６章」（３８～４３頁）を事前に読んでおくこと。
授業後は同箇所で理解できなかった点について復習して
おくこと。

4時間対面

第8回 任意レポート課題の説明
表現の自由／ヘイトスピーチ

テキスト「第７章」（４４～４９頁）を事前に読んでおくこと。
授業後は同箇所で理解できなかった点について復習して
おくこと。

4時間オンデマンド
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第9回 職業選択の自由／規制目的二分論 テキスト「第８章」（５０～５５頁）を事前に読んでおくこと。
授業後は同箇所で理解できなかった点について復習して
おくこと。

4時間対面

第10回 学問の自由／大学の自治 テキスト「第９章」（５６～６１頁）を事前に読んでおくこと。
授業後は同箇所で理解できなかった点について復習して
おくこと。

4時間対面

第11回 生存権 テキスト「第１０章」（６２～６７頁）を事前に読んでおくこと。
授業後は同箇所で理解できなかった点について復習して
おくこと。

4時間対面

第12回 教育を受ける権利 テキスト「第１１章」（６８～７３頁）を事前に読んでおくこと。
授業後は同箇所で理解できなかった点について復習して
おくこと。

4時間対面

第13回 勤労の権利／労働基本権 テキスト「第１２章」（７４～７９頁）を事前に読んでおくこと。
授業後は同箇所で理解できなかった点について復習して
おくこと。

4時間対面

第14回 財産権 テキスト「第１３章」（８０～８５頁）を事前に読んでおくこと。
授業後は同箇所で理解できなかった点について復習して
おくこと。

4時間対面

第15回 まとめ 講義で扱ったテキストの箇所を、今一度読み返し、理解で
きていないところを事前に洗い出しておくこと。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 憲法Ⅱ（統治）＜憲法学Ⅱ＞ 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234渡邉　康行

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

法学部専門教育科目

テーマ 統治制度に関する基本問題と現代的課題

授業の目的及び概要
日本国憲法が規定している統治制度について、現在いかなる問題があるかを判例・学説を素材として検討する。

学修の到達目標
日本国憲法が規定している統治制度に関して、現在いかなる問題があり、いかに解決すべきかを考える素養を身に着ける。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
期末試験については、出題趣旨、成績分布などを公表したい。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

憲法Ⅰを履修していることを前提とする。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

90０

０００10

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

芦部信喜（高橋和之補訂）『憲法〔第７版〕』（岩波書店、2019年）
長谷部恭男ほか編『憲法判例百選Ⅰ・Ⅱ〔第７版〕』（有斐閣、2019年）

参考書

渡辺・宍戸・松本・工藤『憲法Ⅱ　統治』（日本評論社、2020年）

978-4-00-061322-４
978-4-641-11545-3
978-4-641-11546-0

978-4-535-52479-8

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 授業概要の説明と、日本国憲法の制定過程、基本原理について解説
する。

芦部テクスト第２章、第３章Ⅰを事前に読んでおくこと。授
業後は、取り扱われた判例について憲法判例百選を読ん
で理解を深める。

4時間対面

第2回 国民主権と天皇制 芦部テクスト第３章Ⅱ、Ⅲを事前に読んでおくこと。授業後
は、取り扱われた判例について憲法判例百選を読んで理
解を深める。

4時間対面

第3回 平和主義 芦部テクスト第4章を事前に読んでおくこと。授業後は、取
り扱われた判例について憲法判例百選を読んで理解を深
める。

4時間対面

第4回 代表民主制と選挙制度（１） 芦部テクスト第14章三を事前に読んでおくこと。授業後
は、取り扱われた判例について憲法判例百選を読んで理
解を深める。

4時間対面

第5回 代表民主制と選挙制度（２） 芦部テクスト第14章三を事前に読んでおくこと。授業後
は、取り扱われた判例について憲法判例百選を読んで理
解を深める。

4時間対面

第6回 国会（１） 芦部テクスト第14章を事前に読んでおくこと。授業後は、
取り扱われた判例について憲法判例百選を読んで理解を
深める。

4時間対面

第7回 国会（２） 芦部テクスト第14章を事前に読んでおくこと。授業後は、
取り扱われた判例について憲法判例百選を読んで理解を
深める。

4時間対面

第8回 内閣 芦部テクスト第15章を事前に読んでおくこと。授業後は、
取り扱われた判例について憲法判例百選を読んで理解を
深める。

4時間対面
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第9回 司法権（１） 芦部テクスト第１6章を事前に読んでおくこと。授業後は、
取り扱われた判例について憲法判例百選を読んで理解を
深める。

4時間対面

第10回 司法権（２） 芦部テクスト第１６章を事前に読んでおくこと。授業後は、
取り扱われた判例について憲法判例百選を読んで理解を
深める。

4時間対面

第11回 司法権（３） 芦部テクスト第１６章を事前に読んでおくこと。授業後は、
取り扱われた判例について憲法判例百選を読んで理解を
深める。

4時間対面

第12回 違憲審査制（１） 芦部テクスト第１８章二を事前に読んでおくこと。授業後
は、取り扱われた判例について憲法判例百選を読んで理
解を深める。

4時間対面

第13回 違憲審査制（２） 芦部テクスト第18章二を事前に読んでおくこと。授業後
は、取り扱われた判例について憲法判例百選を読んで理
解を深める。

4時間対面

第14回 違憲審査制（３） 芦部テクスト第18章にを事前に読んでおくこと。授業後
は、取り扱われた判例について憲法判例百選を読んで理
解を深める。

4時間対面

第15回 全体のまとめ これまでの授業内容を復習する。 4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 憲法Ⅱ（統治）＜憲法学Ⅱ＞ 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234吉原　裕樹

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

法学部専門教育科目

テーマ 憲法のうち、憲法総論・統治機構分野の発展的授業。

2023年度以降入学生の科目名称は「憲法Ⅱ（統治）」、2022年度以前入学生の科目名称は「憲法学Ⅱ」である。

授業の目的及び概要
憲法のうち、憲法総論・統治機構分野について、発展的内容の授業を行う。特に、長文論述能力の涵養を重視する。

本科目は、
・　憲法について全般的な学修を終え、かつ、
・　「憲法Ⅱ（人権）＜憲法学Ⅰ＞」（2023年度以降入学生の科目名称は「憲法Ⅱ（人権）」、2022年度以前入学生の科目名称は「憲法学Ⅰ」）の履修又は
自修により、人権分野について発展的学修を終えた学生、
を対象とする。

本科目の主たる対象者は、法曹志望者・研究者志望者・難関公務員（行政職）志望者など、憲法の長文論述試験が課される試験を受験する予定の学
生である。
憲法の知識に「穴」があると感じており、憲法の全般的な知識を修得したい学生や、憲法の選択式試験（マークシート試験）対策を行いたい学生には、
本科目は必ずしも適しないため、「憲法Ⅰ＜憲法概論＞」・「日本国憲法」など、基本的・網羅的知識の習得を目的とする科目の受講を勧める。

本科目では、受講生の十分な予習を前提として、ランダムに受講生を指名して回答を求める（双方向・多方向型授業）。受講生数によっては、各受講生
が指名される回数が多くなる。

学修の到達目標
憲法総論・統治機構分野における、解釈論上の問題点、判例及び代表的な学説について、
・　口頭でスムーズに説明することができる。
・　書面上の文章にて、正確に説明することができる。
・　具体的事例（架空の事例を含む）に適用した結果を、書面上の文章にて叙述することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
双方向・多方向型授業を積極的に取り入れ、受講生の学修状況を確認する。
中間試験の解説にて、受講生の答案の講評を行う。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

本科目の担当教員は、2012年に弁護士資格を取得したのち、弁護士として執務し、憲法訴訟のほか、民事裁判・刑事裁判等の弁護士経験を有してい
る。また、弁護士会の役職として、日本弁護士連合会憲法問題対策本部 幹事・大阪弁護士会 憲法問題特別委員会 副委員長・大阪弁護士会常議員
などを歴任してきた。本科目では、これらの弁護士実務経験を活かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

「授業の目的及び概要」欄も参照。
定期試験・中間試験では、法学部指定六法のみ持込み可として、長文論述試験を出題する予定である（短文論述問題等をあわせて出題する可能性が
ある）。中間試験は、追試験・卒業再試験その他の救済措置の対象とならない。
本科目の授業内容、及び、定期試験・中間試験の出題内容は、憲法総論・統治機構に重点を置くが、関連する人権分野の知識も必要となる場合があ
る。
本科目では、原則として全15回すべての出席（オンデマンド回については受講）が必要である。
受講生の学修状況等に応じて、各回で取り上げる項目の順序・重点を変更する場合がある。
本科目は、春学期・秋学期に、複数クラスが開講される。クラスによって、曜日時限・担当教員・授業の進め方等が異なる。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
授業期間中に、論述式の小テストを
行う場合がある。これを行った場合、
成績評価に反映する。

500

300020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは指定しない。

授業時には、適宜の六法を持参すること。
参考書欄記載の①から③は、いずれも定評のある体系書である。参考書欄記載の①から③のうち、適宜の１
冊を、テキストとして予習・復習に使用すること。

参考書

①憲法（第３版），渋谷秀樹，有斐閣，2017年
②日本国憲法論（第２版），佐藤幸治，成文堂，2020年
③憲法２　総論・統治，渡辺康行ほか，日本評論社，2020年
④憲法１　基本権（第２版），渡辺康行ほか，日本評論社，2023年
⑤憲法（第７版），芦部信喜（高橋和之補訂），岩波書店，2019年
⑥憲法判例百選Ⅰ・Ⅱ（第７版），長谷部恭男ほか編，有斐閣，2019年

④は、③の人権編である。
①から③が、本科目の目標水準である。⑤の内容は簡潔なので、本科目の要求水準には足りないが、基本的
知識の復習には非常に役立つ。
授業中、①から⑥の内容に言及する場合がある。もし⑤・⑥が手元になければ、購入して手元に置いておくこ
とを強く勧める。

テキストは指定しない。

①9784641227231
②9784792306724
③9784535524798
④9784535527119
⑤9784000613224
⑥9784641115453、
9784641115460

ISBN

ISBN
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授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 違憲審査制、人権分野の復習

二重の基準論（表現の自由の優越的地位論）、司法積極主義・司法消
極主義など。

予習課題として、
・　人権分野全体をひととおり復習する。
・　参考書欄記載の①から③のいずれかにて、違憲審査
制の章を予習する。

4時間対面

第2回 違憲審査制、憲法訴訟論

法令審査・適用審査、合憲限定解釈・憲法適合的解釈など。

参考書欄記載の①から③のいずれかにて、違憲審査制・
憲法訴訟論の章を予習する。

4時間対面

第3回 憲法訴訟論

特別権力関係、団体の内部紛争など。

予習課題として、
・　参考書欄記載の①から③のいずれかにて、憲法訴訟
論の章を予習する。
・　参考書欄記載の①から④のいずれかにて、特別権力
関係（特別の法律関係）・団体の内部紛争の章を予習す
る。

4時間対面

第4回 司法権、違憲審査制

付随的違憲審査制・抽象的違憲審査制、統治行為論（政治問題の法
理）、法律上の争訟など。

参考書欄記載の①から③のいずれかにて、司法権・違憲
審査制の章を予習する。

4時間対面

第5回 地方自治

法律と条例、道州制など。

参考書欄記載の①から③のいずれかにて、地方自治の
章を予習する。

4時間対面

第6回 平和主義

個別的自衛権・集団的自衛権、自衛隊の合憲性など。

参考書欄記載の①から③のいずれかにて、日本国憲法
制定史・平和主義の章を予習する。

4時間対面

第7回 中間試験

教場にて中間試験を実施する。法学部指定六法のみ持込み可。長文
論述問題を出題する予定である（短文論述問題等をあわせて出題する
可能性がある）。

中間試験に向けて、これまでの授業内容を復習する。 6時間対面

第8回 国会（立法権）

衆議院の解散、「立法」概念、「唯一の立法機関」性など。

参考書欄記載の①から③のいずれかにて、国会（立法
権）の章を予習する。

4時間対面

第9回 中間試験の解説・講評 予習課題として、中間試験の内容を復習する。 4時間対面

第10回 内閣（行政権）

「行政権」概念、議院内閣制など。

参考書欄記載の①から③のいずれかにて、内閣（行政
権）の章を予習する。

4時間対面

第11回 国民主権・天皇制

正当性の契機・権力的契機（権力性の契機）、自由委任・命令的委任、
天皇の権能など。

参考書欄記載の①から③のいずれかにて、国民主権・天
皇の章を予習する。

4時間対面

第12回 憲法改正

憲法制定と憲法改正、憲法改正の限界など。

参考書欄記載の①から③のいずれかにて、憲法改正・憲
法保障の章を予習する。

4時間対面

第13回 立憲主義・民主主義

立憲主義と民主主義、原意主義・プリコミットメント論など。

参考書欄記載の①から③のいずれかにて、立憲主義・民
主主義・憲法保障の章を予習する。

4時間対面

第14回 個別的問題

憲法総論・統治機構分野のうち、これまでに取り上げてこなかった個別
的問題を取り上げる。取り上げる個別的問題は、事前に指定する。

事前に指定した個別的問題を、参考書欄記載の①から③
のいずれかにて予習する。

4時間対面

第15回 本科目の総括と定期試験に向けた復習 定期試験に向けて、本科目の全体を復習する。 6時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 憲法Ⅱ（統治）＜憲法学Ⅱ＞ 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234澤野　義一

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

法学部専門教育科目

テーマ 統治制度の基本問題と課題

授業の目的及び概要
国民主権と三権分立制の原理的関係を考慮しながら、日本国憲法の国会と内閣、司法、地方自治に関する統治(政治)の仕組みと運用について概説し
ます。必要に応じて、外国の統治制度との比較を行います。

学修の到達目標
日本国憲法の統治制度の基本的仕組みを理解するとともに、その実際の運用状況や学説、近年の統治制度改革の課題などについても理解し説明で
きるようになることを目標とします。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
中間テスト等を行った場合には、優秀答案を紹介し、解説を行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

国会や内閣の政治動向、裁判の動向などに関する時事問題やニュースに関心をもつことが必要です。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
0

700

200010

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

指定テキストはありません。

参考書

指定はありませんが、次の参考書をあげておきます。
・芦部信喜(高橋和之補訂)『憲法(第7版)』岩波書店、2019年。
・澤野義一・小林直三編『テキストブック憲法(第2版)』法律文化社、2022年。
・長谷部恭男ほか編『憲法判例百選2(第7版)』有斐閣、2019年。
※『六法』は授業で参照できるように持参してください。

なし

9784000613224

9784589038241

9784641115460

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 授業の目標、概要などの説明 Learning Portalに掲載する第１回授業資料を事前に読ん
でおくこと。授業後は理解できなかった点や重要事項につ
いて、授業資料や参考書などで復習しておくこと。

2時間対面

第2回 国民主権と三権分立制 Learning Portalに掲載する第２回授業資料を事前に読ん
でおくこと。授業後は理解できなかった点や重要事項につ
いて、授業資料や参考書などで復習しておくこと。

4時間対面

第3回 国会(1)ー国会の組織と権限 Learning Portalに掲載する第３回授業資料を事前に読ん
でおくこと。授業後は理解できなかった点や重要事項につ
いて、授業資料や参考書などで復習しておくこと。

4時間対面

第4回 国会(2)ー国民代表と選挙制度、議員の地位・権限 Learning Portalに掲載する第４回授業資料を事前に読ん
でおくこと。授業後は理解できなかった点や重要事項につ
いて、授業資料や参考書などで復習しておくこと。

4時間対面

第5回 国会(3)ー政党に関する憲法問題 Learning Portalに掲載する第５回授業資料を事前に読ん
でおくこと。授業後は理解できなかった点や重要事項につ
いて、授業資料や参考書などで復習しておくこと。

4時間対面

第6回 内閣(1)ー議院内閣制 Learning Portalに掲載する第６回授業資料を事前に読ん
でおくこと。授業後は理解できなかった点や重要事項につ
いて、授業資料や参考書などで復習しておくこと。

4時間対面

第7回 内閣(2)ー行政権と内閣 Learning Portalに掲載する第７回授業資料を事前に読ん
でおくこと。授業後は理解できなかった点や重要事項につ
いて、授業資料や参考書などで復習しておくこと。

4時間対面
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第8回 中間まとめ―中間テスト 第７回までの授業について確認テストを行うので、事前学
修をしておくこと。テスト後はできなかった点をチェックする
こと。

4時間対面

第9回 財政ー租税と予算 Learning Portalに掲載する第９回授業資料を事前に読ん
でおくこと。授業後は理解できなかった点や重要事項につ
いて、授業資料や参考書などで復習しておくこと。

4時間対面

第10回 地方自治(1)ー地方自治の意義、組織、権限 Learning Portalに掲載する第10回授業資料を事前に読ん
でおくこと。授業後は理解できなかった点や重要事項につ
いて、授業資料や参考書などで復習しておくこと。

4時間対面

第11回 地方自治(2)ー条例と住民の権利 Learning Portalに掲載する第11回授業資料を事前に読ん
でおくこと。授業後は理解できなかった点や重要事項につ
いて、授業資料や参考書などで復習しておくこと。

4時間対面

第12回 司法(1)ー司法権と司法制度 Learning Portalに掲載する第12回授業資料を事前に読ん
でおくこと。授業後は理解できなかった点や重要事項につ
いて、授業資料や参考書などで復習しておくこと。

4時間対面

第13回 司法(2)ー違憲審査制の意義・類型 Learning Portalに掲載する第13回授業資料を事前に読ん
でおくこと。授業後は理解できなかった点や重要事項につ
いて、授業資料や参考書などで復習しておくこと。

4時間対面

第14回 司法(3)ー違憲審査制の運用状況 Learning Portalに掲載する第14回授業資料を事前に読ん
でおくこと。授業後は理解できなかった点や重要事項につ
いて、授業資料や参考書などで復習しておくこと。

4時間対面

第15回 授業全体のまとめと、定期試験に向けた復習 授業全体のまとめと、定期試験範囲の重点的な復習をす
ること。

6時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 憲法Ⅱ（統治）＜憲法学Ⅱ＞ 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234森　征樹

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

法学部専門教育科目

テーマ 日本国憲法に規定された統治機構の問題について考える

授業の目的及び概要
本講義では憲法学の統治機構分野につき、現代の様々な事象に触れながら、日本国憲法に規定された統治の基本的な仕組みについて学修するととも
に、その問題点について考える。

学修の到達目標
１．日本国憲法に規定された統治機構の仕組みについて理解すること。
２．現代の統治機構の問題点を探り、解決策を見いだせるようになること。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
各回でコメントシートへのリプライを行う。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

国会や内閣、裁判所でいま何が行われているか、日頃から新聞記事・ニュースに目を通して関心を持つようにすること。
すでに受講した他の憲法科目（憲法概論、憲法学Ⅰなど）のおさらいをしておくこと。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
0

800

00020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

渋谷秀樹、赤坂正浩『憲法2 統治〔第8版〕』有斐閣、2022年。

参考書

長谷部恭男・石川健治・宍戸常寿編『憲法判例百選Ⅰ・Ⅱ〔第７版〕』有斐閣、2019年。

978-4-641-22188-8

978-4-641-11545-3
978-4-641-11546-0

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス／授業の進め方など テキスト「第Ⅳ章 1 立憲主義」（２２２～２４７頁）を事前に
読んでおくこと。授業後は同箇所で理解できなかった点に
ついて復習しておくこと。

4時間対面

第2回 立法と行政（１）ー　議院内閣制と大統領制 テキスト「Chapter 24」を事前に読んでおくこと。授業後は
同箇所で理解できなかった点について復習しておくこと。

4時間対面

第3回 立法と行政（２）ー　国会の権限 テキスト「Chapter 25」を事前に読んでおくこと。授業後は
同箇所で理解できなかった点について復習しておくこと。

4時間対面

第4回 立法と行政（３）ー　内閣の権限 テキスト「Chapter 26」を事前に読んでおくこと。授業後は
同箇所で理解できなかった点について復習しておくこと。

4時間対面

第5回 立法と行政（４）ー　国会と内閣の内部組織 テキスト「Chapter 27」を事前に読んでおくこと。授業後は
同箇所で理解できなかった点について復習しておくこと。

4時間対面

第6回 司法（１）ー　司法権の意義と限界 テキスト「Chapter 28」を事前に読んでおくこと。授業後は
同箇所で理解できなかった点について復習しておくこと。

4時間対面

第7回 司法（２）ー　司法権の独立 テキスト「Chapter 29（1・2）」を事前に読んでおくこと。授業
後は同箇所で理解できなかった点について復習しておくこ
と。

4時間対面

第8回 任意レポート課題の説明
司法権（３）ー　裁判所の組織・権能

テキスト「Chapter 29（3・4）」を事前に読んでおくこと。授業
後は同箇所で理解できなかった点について復習しておくこ
と。

4時間オンデマンド

第9回 司法権（４）ー　違憲審査制① テキスト「Chapter 30（1・2・3）」を事前に読んでおくこと。授
業後は同箇所で理解できなかった点について復習してお
くこと。

4時間対面
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第10回 司法権（５）ー　違憲審査制② テキスト「Chapter 30（4・5）」を事前に読んでおくこと。授業
後は同箇所で理解できなかった点について復習しておくこ
と。

4時間対面

第11回 司法権（６）ー　憲法訴訟 テキスト「Chapter 31」を事前に読んでおくこと。授業後は
同箇所で理解できなかった点について復習しておくこと。

4時間対面

第12回 地方自治（１）ー　地方自治の原理・組織 テキスト「Chapter 32」を事前に読んでおくこと。授業後は
同箇所で理解できなかった点について復習しておくこと。

4時間対面

第13回 地方自治（２）ー　地方公共団体の権能 テキスト「Chapter 33」を事前に読んでおくこと。授業後は
同箇所で理解できなかった点について復習しておくこと。

4時間対面

第14回 民主主義（１）ー　国民主権と天皇制 テキスト「Chapter 36・Chapter 39」を事前に読んでおくこ
と。授業後は同箇所で理解できなかった点について復習
しておくこと。

4時間対面

第15回 民主主義（２）ー　有権者と国会、選挙制度と選挙権 テキスト「Chapter 37・Chapter 38」を事前に読んでおくこ
と。授業後は同箇所で理解できなかった点について復習
しておくこと。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 憲法Ⅲ＜憲法学Ⅲ＞ 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

34吉原　裕樹

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G4

法学部専門教育科目

テーマ 憲法訴訟に関する発展的学修

授業の目的及び概要
憲法のケースブックを使用して、憲法判例について詳細な分析を行う。双方向型・多方向型授業を基本とする。
担当教員は、本学着任前の約10年間、弁護士を本職としてきた（担当教員が弁護士として取り扱った事件等については、https://researchmap.jp/yuki-
yoshihara）。その経験を踏まえ、憲法訴訟を組み立てるための実務上の工夫などについても言及する。

学修の到達目標
主要な憲法判例を十分に理解している。新たに出された憲法判例について、その意義・射程等を自ら詳細に分析し、論ずることができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
「憲法学Ⅰ」、「憲法学Ⅱ」の履修を推奨する

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
双方向型・多方向型授業により、受講生の理解の内容・程度を確認する。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

本科目の担当教員は、2012年に弁護士資格を取得したのち、弁護士として執務し、憲法訴訟のほか、民事裁判・刑事裁判等の弁護士経験を有してい
る。また、弁護士会の役職として、日本弁護士連合会憲法問題対策本部 幹事・大阪弁護士会 憲法問題特別委員会 副委員長・大阪弁護士会常議員
などを歴任してきた。本科目では、これらの弁護士実務経験を活かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

本科目は、憲法に関する発展的な学修を希望する学生を対象とする。
本科目は、①受講生が、テキストのうち、あらかじめ指定された箇所を予習する、②受講生が体系書等の関連する箇所を予習する、③双方向型・多方
向型授業にて、受講生の理解の内容を確認する、という形態をとる。
授業計画に記載したとおり、テキスト出版以後に出された、重要な新判例もとりあげる。この場合、判決原文を印刷・持参するなどして、授業中にすぐに
判決原文を参照できるようにしておくこと。
本科目では、テキストに記載された設問以外に、判例を正確に理解するための質問も行う。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0700

00030

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

精読　憲法判例　人権編，木下昌彦編集代表，弘文堂，2018年

上記は、憲法の代表的なケースブックであり、司法試験受験生もしばしば利用する。

なお、適宜の六法を持参すること。

参考書

①精読　憲法判例　統治編，木下昌彦編集代表，弘文堂，2021年
②憲法（第３版），渋谷秀樹，有斐閣，2017年
③日本国憲法論（第２版），佐藤幸治，成文堂，2020年
④代理人たちの憲法訴訟，吉原秀編著，弘文堂，2022年

①は、テキストの統治機構編である。
②・③は、定評のある憲法の体系書である。調べものをするための「とっかかり」として有益である。
④は、代理人弁護士の立場から、憲法訴訟を組み立てるための実務上の工夫を、詳細に紹介するものであ
る。

9784335357251

①9784335358074
②9784641227231
③9784792306724
④9784335359187

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 憲法訴訟論　概説 予習として、「憲法２（人権）＜憲法学１＞」、「憲法２（統
治）＜憲法学２＞」の内容をひととおり復習する。

4時間対面

第2回 法の下の平等（１）

テキスト第08項（婚外子相続分差別違憲決定）

テキスト第08項の予習 4時間対面

第3回 法の下の平等（２）

テキスト第09項（再婚禁止期間違憲判決）

テキスト第09項の予習 4時間対面

第4回 政教分離（１）

テキスト第16項（津地鎮祭訴訟）・第17項（愛媛玉串料訴訟）

テキスト第16項・第17項の予習 4時間対面
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第5回 政教分離（２）

テキスト第18項（空知太神社事件）、及び、最大判令和3年（2021年）2月
24日民集75巻2号29頁（孔子廟訴訟。
https://www.courts.go.jp/app/hanrei_jp/detail2?id=90039）

テキスト第18項、及び、最大判令和3年（2021年）2月24日
民集75巻2号29頁（孔子廟訴訟）の予習

4時間対面

第6回 信教の自由

テキスト第15項（エホバの証人剣道実技拒否事件）

テキスト第15項の予習 4時間対面

第7回 表現の自由（１）

テキスト第21項（猿払事件）・第23項（堀越訴訟）

テキスト第21項・第23項の予習 4時間対面

第8回 表現の自由（２）

テキスト第43項（泉佐野市民会館事件）、及び、最三小判令和5年（2023
年）2月21日民集77巻2号273頁（金沢市役所前広場事件。
https://www.courts.go.jp/app/hanrei_jp/detail2?id=91799）

テキスト第43項、及び、最三小判令和5年（2023年）2月21
日民集77巻2号273頁（金沢市役所前広場事件）の予習

4時間対面

第9回 表現の自由（３）

テキスト第28項（徳島市公安条例事件）

テキスト第28項の予習 4時間対面

第10回 プライバシー権

テキスト第03項（住基ネット訴訟）

テキスト第03項の予習 4時間対面

第11回 経済的自由権

テキスト第51項（薬事法判決）、及び、最二小判令和4年（2022年）2月7
日民集76巻2号101頁（あん摩マッサージ指圧師訴訟。
https://www.courts.go.jp/app/hanrei_jp/detail2?id=90902）

テキスト第51項、及び、最二小判令和4年（2022年）2月7
日民集76巻2号101頁（あん摩マッサージ指圧師訴訟）の
予習

4時間対面

第12回 選挙権

テキスト第63項（在外日本国民選挙権訴訟）

テキスト第63項の予習 4時間対面

第13回 人権総論（１）

テキスト第69項（三菱樹脂事件）

テキスト第69項の予習 4時間対面

第14回 人権総論（２）

テキスト第73項（南九州税理士会事件）

テキスト第73項の予習 4時間対面

第15回 定期試験に向けた総括と復習 これまでの授業内容を復習する。 4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 行政法総論Ⅰ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234藤島　光雄

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

法学部専門教育科目

テーマ 行政法の基本原理と行政の行為形式の法的統制

授業の目的及び概要
現代社会において行政の役割は増大し続けており、身の回りには様々な、そして膨大な数の行政法規が存在している。公務員などの行政法の知識を
有することを必要として現実に実践する立場の者だけでなく、市民であれ民間企業であれ、行政とかかわりながら社会の中で活動している。いずれの立
場からも、行政法の基本的な考え方を理解し、行政がどのような行為形式を用いて活動しているのかを知ることは有益である。この講義では、行政の組
織や行政がどのような活動をしているかについて、具体例を参照しながら、その法的統制に留意しつつ学ぶ。

学修の到達目標
①行政法の基本的な考え方である「法律による行政の原理」について理解し、説明することができる。
②行政の行為形式とその法的統制について理解し、具体例をあげながら説明することができる。
③行政組織についての概要を理解し、説明することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
コメントシートを翌週の授業冒頭で紹介し、質問への回答等補足説明を行う。
中間テストを実施し、実施後講義内で模範解答の一例を示し、採点基準等についても解説等を行う。
定期試験についても講評はラーニングポータル上に掲載する。

アクティブ・ラーニング
の取組み

プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

行政法は憲法の具体化法といわれる。憲法についてあらかじめ学んでいることが、行政法がどのような法であるかの理解の助けとなるため、憲法につ
いて復習しておいてほしい。また、日常生活の中で気をつけて周囲を見ていると、行政法の具体はそこかしこに存在する。日ごろからアンテナを張り巡ら
して日常生活の中の行政法を発見できるよう努めてほしい。行政法総論では抽象的な説明が多く出てくるため、教科書を丹念に読んで予習復習するこ
とを習慣づけてほしい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
0

50０

30０1010

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

『行政法の基礎がわかった』， 田中嗣久・藤島光雄， 法学書院，　2018年

参考書

①『行政法（第2版）』，宇賀克也，有斐閣，2018年
②『行政法（第6版』，櫻井敬子他，弘文堂，2019年

ISBN978-4-587-53825-5

①978-4-641-13116-3
②978-4-335-35797-8

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
行政法とは

予習としては、身の回りの行政の活動について、どのよう
なものがあるかを簡単でよいので調べておくこと。さらに、
六法で憲法の第5章行政の条文を参照の上、憲法の授業
で学んだ「行政」の内容について、復習しておくこと。（2時
間）。
復習としては、初回講義の内容を踏まえ、行政法がどのよ
うな法であるかが理解できたかどうかを教科書該当箇所
を参照しつつ、確認すること（2時間）

4時間対面

第2回 行政法の由来と展開
　「行政法は憲法の具体化法」

予習としては、指定教科書の該当箇所を予習しておくこと
（2時間）。
復習として、講義の内容を理解できたかどうかを自分なり
に確認しながら、予習で示した教科書該当箇所を読み直
すこと（2時間）。

4時間対面

第3回 行政のしくみ(1)
　行政組織　　国の行政の仕組み　地方の行政の仕組み

予習として、教科書の該当頁を読んで予習しておくこと。
（2時間）。
復習として、講義で扱った教科書該当箇所を読みつつ、自
分が住んでいる都道府県・市町村いずれかのHPを参照し
て、どのような組織になっているのかを具体的に見ておく
こと。（2時間）。

4時間対面

第4回 行政組織(2)
　行政組織の基礎概念

予習として、教科書の該当頁を予習しておくこと。民法の
知識も必要となる箇所があるので、必要に応じて調べてお
くこと。（2時間）。
復習として、行政主体と行政機関のところを再度よく読
み、用語の使い分けができるようにしておくこと。（2時

4時間対面
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第5回 法治主義
　法律による行政の原理(1)

予習として、教科書の該当頁を予習しておくこと（2時間）。
復習として、法律による行政の原理のところを再度教科書
で確認し、具体的内容についても説明できるようにしておく
こと（2時間）。

4時間対面

第6回 法治主義
　法律による行政の原理(2)

予習として、教科書の該当頁を予習しておくこと（2時間）。
復習として、①実質的法治主義と法の支配、②法律の留
保論争の諸説、この二点につき講義内容を振り返り、各
自整理して理解しておくこと。（2時間）。

4時間対面

第7回 行政法の法源
　成文法中心主義　行政法の一般原則

予習として、教科書の該当頁を予習しておくこと(2時間）
復習として、教科書を確認しつつ、行政法の一般原則につ
いて特に重点的に復習しておくこと(2時間）

4時間対面

第8回 行政法と私法秩序
　公法と私法　行政法関係

予習として、教科書の該当頁を予習しておくこと(2時間）
復習として、（2時間）。

4時間対面

第9回 行政の行為形式　行政の規範定立(1)
　どのような行為形式があるか

予習として、教科書の該当頁を予習しておくこと(2時間）
復習として、教科書該当箇所を参照しつつ、講義内で扱っ
た具体的な行政の規範定立の例を確認しておくこと(2時
間）

4時間対面

第10回 行政の行為形式　行政の規範定立(2)
　法規命令

予習として、教科書の該当頁を予習しておくこと（2時間）
復習として、教科書該当箇所、講義内でとりあげた判例に
ついて確認しておくこと（2時間）

4時間対面

第11回 行政の行為形式　行政の規範定立(3)
　行政規則

予習として、教科書の該当頁を予習しておくこと（2時間）。
復習として、教科書該当箇所を参照し、講義内で取り上げ
た判例について確認しておくこと（2時間）。

4時間対面

第12回 行政の行為形式　行政行為(1)
　行政行為の概念

予習として、教科書の該当頁を予習しておくこと（2時間）。
復習として、教科書で行政行為の定義や特徴について確
認し、各自説明できるようにしておくこと。講義内で扱った
判例についても確認しておくこと（2時間）。

4時間対面

第13回 行政の行為形式　行政行為(2)
　行政行為の効力

予習として、教科書の該当頁を予習しておくこと（2時間）。
復習として、行政行為の効力のうち、特に公定力と不可争
力については各自説明できるようにしておくこと。講義内で
扱った判例についても確認しておくこと（2時間）。

4時間対面

第14回 行政の行為形式　行政行為(3)
　行政行為の分類　行政行為の瑕疵　行政行為の取消し・撤回

予習として、教科書の該当頁を予習しておくこと（2時間）。
復習として、教科書で分類(類型のところ)を確認し、瑕疵
については、違法の瑕疵・不当の瑕疵等を整理しておくこ
と（2時間）。

4時間対面

第15回 定期試験に向けて、これまでの内容の総復習をオンデマンドで配信す
る。

【復習】オンデマンド動画を視聴した上で、これまでの学修
内容の総復習を行ってください(4時間）。

5.5時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 行政法総論Ⅰ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234津田　裕行

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

法学部専門教育科目

テーマ 行政法の一般原則と行政作用法の総論

授業の目的及び概要
空を見上げ、雲を眺め、虹を描こう。
憲法、民法、刑法とは異なり、行政法にはそのものズバリ「行政法」という法律は存在しません（行政手続法、行政事件訴訟法など「行政○○法」という
名称の法律はあります。）。具体的には、行政活動に関する多くの法律が束になっているものを「行政法総論」として学習することになります。
そのため、ともすれば行政法の学習当初には、雲のように輪郭がはっきりせず、また、虹のように多くの色がグラデーションで混ざったような、ぼんやりし
たイメージを抱きがちになると思います。
この授業では、①「行政法」とは具体的にどのような特徴をもった法律分野なのか、②行政の様々な活動は法的観点から見てどのような類型に分類さ
れるのか、③行政組織や行政活動はどのような法律の仕組みでコントロールされているのか、を中心に解説します。その際、できるだけ具体的な法律、
判例（裁判例）など実例を採り上げることにより、授業を通じて、行政法のイメージをつかみ、基本的な解釈・適用の基礎理論を習得することを目的とし
ます。

学修の到達目標
①行政法の特色についてイメージを持ち、行政法の基本概念について、その概要を正しく説明することができる。
②行政活動の行為形式について、基本的な類型と、その法的仕組みの概要を正しく説明することができる。
③行政活動に関する、主な判例（裁判例）の判示内容について、その概要を正しく説明することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
優秀なレポートがあれば、匿名としたうえで、ラーニングポータルでその概要を紹介します。
試験については、ラーニングポータルに講評を掲載します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

本科目の担当教員は、1992年から1999年まで総理府・総務庁（現総務省）で勤務の後、2001年からは不動産鑑定会社に入社し、2005年に不動産鑑定
士資格を取得し、都市銀行へ出向する等、民間企業での勤務も経験している。また、2012年には弁護士資格を取得し、2013年から現在まで弁護士とし
ての実務経験を積んできた。本科目では、それらの経験を活かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

日常生活の様々な場面で出逢う、「行政活動」というものを意識してみましょう。今までより「行政法」という分野が身近に感じられるはずです。例えば自
動車運転免許の学科試験で問われる「道路交通法」は行政法の１つですし、皆さんが通学等で利用される鉄道の運賃は、やはり行政法の１つである
「鉄道事業法」の規制を受けています。市役所・役場で交付される住民票も「住民基本台帳法」という行政法の１つに定められています。
まずは授業と予習・復習を通じて、行政法という法律分野とそこでは何が問題とされているのかについて、雲や虹を描くような、おおまかなイメージを持
つことを心掛けていただければと思います。
行政法の考え方を学習することは、将来法律関係の専門職になることを志望される方、公務員を目指される方だけでなく、民間企業に就職し、行政とや
り取りをする立場になられる方にとっても有益と思われますので、積極的な履修を期待します。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
0

700

00300

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

①基本行政法（第３版），中原茂樹，日本評論社，2018年
②行政判例ノート（第５版），橋本博之，弘文堂，2023年

参考書

①行政法概説Ⅰ（第７版），宇賀克也，有斐閣，2020年
②行政判例百選Ⅰ（第８版），斎藤誠他，有斐閣，2022年
③基本行政法判例演習，中原茂樹，日本評論社，2023年

①9784535523333
②9784335359408

①9784641227835
②9784641115606
③9784535523869

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 授業の進め方、授業計画の概要・行政法学習の目標などのガイダンス
行政法の全体像１（行政法とはどのようなものか、どのような特色があ
るか）について

（予習）テキスト「基本行政法」の目次に目を通し、テキスト
「基本行政法」の序章を読んでおいてください（2時間）。
（復習）テキスト「基本行政法」の序章と配布資料を読み直
し、行政法と他の法律，特に民法などとの違いについて、
自分なりに確認してください（2時間）

4時間対面

第2回 行政法の全体像２（行政法総論と行政救済法の関係など）
行政の存在理由・行政法の特色１
　―民事法・刑事法との比較

（予習）テキスト「基本行政法」の第１講「行政の存在理由・
行政法の特色―民事法・刑事法との比較」を読んでおい
てください（2時間）。
（復習）授業で取り上げた設例の概要、配布資料を読み直
し、行政による規制の在り方など、授業で得た知識を確認
してください（2時間）。

4時間対面
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第3回 行政の存在理由・行政法の特色２
　―民事法・刑事法との比較

（予習）再度、テキスト「基本行政法」の第１講「行政の存
在理由・行政法の特色―民事法・刑事法との比較」を読み
直しておいてください（2時間）。
（復習）授業で取り上げた設例の概要、配布資料を読み直
し、様々な行政活動・行政法の特色など、授業で得た知識
を確認してください（2時間）。

4時間対面

第4回 行政と法律との関係１
　―法律による行政の原理

（予習）テキスト「基本行政法」の第２講「行政と法律との関
係―法律による行政の原理」を読んでおいてください（2時
間）。
（復習）授業で取り上げたテキストの設問の概要、配布資
料を読み直し、「法律による行政の原理」の内容など、授
業で得た知識を確認してください（2時間）。

4時間対面

第5回 行政と法律との関係２
　―法律による行政の原理

（予習）再度，テキスト「基本行政法」の第２講「行政と法律
との関係―法律による行政の原理」を読んでおいてくださ
い（2時間）。
（復習）授業で取り上げたテキストの設問の概要、配布資
料を読み直し、「法律の留保」という言葉の具体例など、授
業で得た知識を確認してください（2時間）。

4時間対面

第6回 法の一般原則１ （予習）テキスト「基本行政法」の第３講「法の一般原則」を
読んでおいてください（2時間）。
（復習）授業で取り上げたテキストの設問の概要、配布資
料を読み直し、「平等原則」、「比例原則」の内容など、授
業で得た知識を確認してください（2時間）。

4時間対面

第7回 法の一般原則２ （予習）再度、テキスト「基本行政法」の第３講「法の一般
原則」を読んでおいてください（2時間）。
（復習）授業で取り上げたテキストの設問の概要、配布資
料を読み直し、「信義則」、「権限濫用の禁止原則」の内容
など、授業で得た知識を確認してください（2時間）。

4時間対面

第8回 行政組織法１ （予習）テキスト「基本行政法」の第４講「行政組織法」を読
んでおいてください（2時間）。
（復習）授業で取り上げたテキストの設問の概要、配布資
料を読み直し、「行政庁」、「行政機関」といった概念の内
容など、授業で得た知識を確認してください（2時間）。

4時間対面

第9回 行政組織法２ （予習）再度、テキスト「基本行政法」の第４講「行政組織
法」を読んでおいてください（2時間）。
（復習）授業で取り上げたテキストの設問の概要、配布資
料を読み直し、国の行政組織や地方公共団体との関係な
ど、授業で得た知識を確認してください（2時間）。

4時間対面

第10回 行政過程論の骨格１
　―行為形式と行政手続・行政訴訟

（予習）テキスト「基本行政法」の第５講「行政過程論の骨
格」を読んでおいてください（2時間）。
（復習）授業で取り上げたテキストの設問の概要、配布資
料を読み直し、「行政処分」を中心とした、行政の様々な行
為形式について、授業で得た知識を確認してください（2時
間）。

4時間対面

第11回 行政過程論の骨格２
　―行為形式と行政手続・行政訴訟
これまでの講義内容の小括

（予習）再度、テキスト「基本行政法」の第５講「行政過程
論の骨格」を読んでおいてください（2時間）。
（復習）授業で取り上げたテキストの設問の概要、配布資
料を読み直し、行政活動の行為形式と行政手続・行政訴
訟との関係など、授業で得た知識を確認してください（2時
間）。

4時間対面

第12回 行政手続処分（１）１ （予習）テキスト「基本行政法」の第６講「行政処分手続
（１）」を読んでおいてください（2時間）。
（復習）授業で取り上げたテキストの設問の概要、配布資
料を読み直し、行政手続法の概要やその適用範囲など、
授業で得た知識を確認してください（2時間）。

4時間対面

第13回 行政処分手続（１）２
行政処分手続（２）１

（予習）再度、テキスト「基本行政法」の第６講「行政処分
手続（１）」を読むとともに，第７講「行政処分手続（２）」を読
んでおいてください（2時間）。
（復習）授業で取り上げたテキストの設問の概要、配布資
料を読み直し、「審査基準」、「処分基準」、「理由提示」の
概要など、授業で得た知識を確認してください（2時間）。

4時間対面

第14回 行政処分手続（２）２ （予習）再度、第７講「行政処分手続（２）」を読んでおいてく
ださい（2時間）。
（復習）授業で取り上げたテキストの設問の概要、配布資
料を読み直し、「届出」の意味や，手続の瑕疵と処分の効
力の関係など、授業で得た知識を確認してください（2時
間）。

4時間対面

第15回 今期の授業のまとめ及び総括 今学期の授業内容を改めて振り返り、疑問点等がないか
確認しておいてください（2時間）。
テキストやラーニングポータル掲載の配布資料にざっと目
を通して，改めて全体の学習内容を確認しておいてくださ
い（2時間）。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 行政法総論Ⅱ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234藤島　光雄

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

法学部専門教育科目

テーマ 行政の行為形式とその法的統制

授業の目的及び概要
現代社会において行政の役割は増大し続けており、身の回りには様々な、そして膨大な数の行政法規が存在している。公務員などの行政法の知識を
有することを必要として現実に実践する立場の者だけでなく、市民であれ民間企業であれ、行政とかかわりながら社会の中で活動している。いずれの立
場からも、行政法の基本的な考え方を理解し、行政がどのような行為形式を用いて活動しているのかを知ることは有益である。この講義では、行政法の
基本的な考え方と行政の様々な行為形式について学び、行政を統制する法とはどのようなものであるか、具体例を用いて説明する。

学修の到達目標
①履修者は、行政の活動にどのようなものがあるかを具体的に知り、説明することができる。
②履修者は、行政の行為形式について具体例な行政の活動と結びつけて理解し、説明することができる。
③履修者は、いろいろな行政の行為形式の法的統制について理解し、説明することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
コメントシートを翌週の授業冒頭で紹介し、質問への回答等補足説明を行う。
中間試験を実施し、解答みほん小テストについては、実施後講義内で簡単な解説をするとともに、ラーニングポータル上で解説等を掲載する。
定期試験についても講評はラーニングポータル上に掲載する。

アクティブ・ラーニング
の取組み

プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

行政法総論は、行政が非常に複雑多岐にわたる活動をしている。そして、行政法総論の講義は、様々な行政活動を細かく具体的にみていくというより
は、どうしても抽象的な理論の説明が多くを占めてしまいがちである。この講義の中ではできるだけ具体例をあげながら説明するよう努めるが、履修者
自身も行政がどのような活動をしているのか、日常生活の中でも知る機会は多いので常日頃から意識して具体例と理論を結び付けられるよう努力して
ほしい。たとえば、自分が住んでいる自治体のＨＰを参照するなどして、具体的にどのような仕事をしているのかを参照しておくことも一助となるであろ
う。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
0

500

300020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

プリントを配布する

参考書

①『行政判例百選Ⅰ（第8版）』, 斎藤誠他編,　有斐閣、2022年
②『行政判例百選Ⅱ（第8版）』,斎藤誠他編, 　有斐閣、2022年
③『行政法（第2版）』，宇賀克也，有斐，2018年
④『行政法（第6版』，櫻井敬子他，弘文堂，2019年

なし

①978-4-641-11560-6
②978-4-641-11561-3
③978-4-641-13116-3
④978-4-335-35797-8

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
行政法とは

予習としては、身の回りの行政の活動について、どのよう
なものがあるかを簡単でよいので調べておくこと。行政の
行為形式にどのようなものがあるかを教科書で確認して
おくこと（2時間）。
復習としては、初回講義の内容を踏まえ、行政の行為形
式にどのようなものがあるかの概要が理解できたかどう
かを教科書を参照しつつ、確認すること（2時間）

4時間対面

第2回 行政の行為形式　行政契約
　行政契約の概念、種類、法的統制

予習としては、教科書の該当頁を予習しておくこと（2時
間）。
復習として、講義の内容を理解できたかどうかを自分なり
に確認しながら、予習で示した教科書該当箇所を読み直
し、講義内で扱った判例についても確認しておくこと（2時
間）。

4時間対面

第3回 行政の行為形式　行政指導
　行政指導の概念、種類、法的統制

予習として、教科書の該当頁を読んで予習しておくこと。
（2時間）。
復習として、講義の内容を理解できたかどうかを自分なり
に確認しながら、予習で示した教科書該当箇所を読み直
し、講義内で扱った判例についても確認しておくこと（2時
間）。

4時間対面
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第4回 行政の行為形式　行政計画
　行政計画の概念　種類　法的統制

予習として、教科書の該当頁を読んで予習しておくこと。
（2時間）。
復習として、講義の内容を理解できたかどうかを自分なり
に確認しながら、予習で示した教科書該当箇所を読み直
し、講義内で扱った判例についても確認しておくこと（2時
間）。

4時間対面

第5回 行政の行為形式　行政の実効性確保手段(1)
　行政代執行　執行罰　直接強制　強制徴収

予習として、教科書の該当頁を読んで予習しておくこと。
（2時間）。
復習として、講義の内容を理解できたかどうかを自分なり
に確認しながら、予習で示した教科書該当箇所を読み直
し、講義内で扱った判例についても確認しておくこと（2時
間）。

4時間対面

第6回 行政の行為形式　行政の実効性確保手段(2)
　行政罰　行政刑罰　秩序罰

予習として、教科書の該当頁を読んで予習しておくこと。
（2時間）。
復習として、講義の内容を理解できたかどうかを自分なり
に確認しながら、予習で示した教科書該当箇所を読み直
し、講義内で扱った判例についても確認しておくこと（2時
間）。

4時間対面

第7回 行政の行為形式　即時強制と行政調査
　即時強制　行政調査

予習として、教科書の該当頁を読んで予習しておくこと。
（2時間）。
復習として、講義の内容を理解できたかどうかを自分なり
に確認しながら、予習で示した教科書該当箇所を読み直
し、講義内で扱った判例についても確認しておくこと（2時
間）。

4時間対面

第8回 行政裁量
　行政裁量とは

予習として、教科書の該当頁を読んで予習しておくこと。
（2時間）。
復習として、講義の内容を理解できたかどうかを自分なり
に確認しながら、予習で示した教科書該当箇所を読み直
し、講義内で扱った判例についても確認しておくこと（2時
間）。

4時間対面

第9回 行政裁量(2)
　行政裁量の統制

予習として、教科書の該当頁を読んで予習しておくこと。
（2時間）。
復習として、講義の内容を理解できたかどうかを自分なり
に確認しながら、予習で示した教科書該当箇所を読み直
し、講義内で扱った判例についても確認しておくこと（2時
間）。

4時間対面

第10回 行政手続(1)
　　行政手続法　処分に関する行政手続①

予習として、教科書の該当頁を読んで予習しておくこと。
（2時間）。
復習として、講義の内容を理解できたかどうかを自分なり
に確認しながら、予習で示した教科書該当箇所を読み直
し、講義内で扱った判例についても確認しておくこと（2時
間）

4時間対面

第11回 行政手続(2)
　　処分に関する行政手続②

予習として、教科書該当頁を予習しておくこと（2時間）。
復習として、教科書該当箇所を参照し、講義内で取り上げ
た判例について確認しておくこと（2時間）。

4時間対面

第12回 行政手続(3)
　　行政指導に関する行政手続
　　命令制定手続

予習として、教科書の該当頁を予習しておくこと。行政指
導と行政の規範定立のところの復習もしておくとよい(2時
間）。
復習として、講義の内容を理解できたかどうかを自分なり
に確認しながら、予習で示した教科書該当箇所を読み直
し、講義内で扱った判例についても確認しておくこと（2時
間）。

4時間対面

第13回 情報公開(1)
　情報公開制度

予習として、教科書の該当頁を予習しておくこと（2時間）。
復習として、講義の内容を理解できたかどうかを自分なり
に確認しながら、予習で示した教科書該当箇所を読み直
し、講義内で扱った判例についても確認しておくこと（2時
間）。

4時間対面

第14回 情報公開(2)
　個人情報保護　公文書管理

予習として、教科書の該当頁を予習しておくこと（2時間）。
復習として、講義の内容を理解できたかどうかを自分なり
に確認しながら、予習で示した教科書該当箇所を読み直
し、講義内で扱った判例についても確認しておくこと（2時
間）。

4時間対面

第15回 定期試験に向けて、これまでの内容の総復習をオンデマンドで配信す
る。
【復習】オンデマンド動画を視聴した上で、これまでの学修内容の総復
習を行ってください。

予習としては、この講義で扱った行政の行為形式を見直し
て確認しておくこと(2時間）。
復習としては、教科書・配布教材・ラーニングポータルの
チェックテストを活用して、行政の行為形式についてどの
ようなものがあるかを具体的な例に結びつけて理解してお
くこと(2時間）

5.5時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 行政法総論Ⅱ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234津田　裕行

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

法学部専門教育科目

テーマ 行政作用法の総論と行政上の義務履行手段、情報公開・個人情報保護

授業の目的及び概要
空を見上げ、雲を眺め、虹を描こう。
憲法、民法、刑法とは異なり、行政法にはそのものズバリ「行政法」という法律は存在しません（行政手続法、行政事件訴訟法など「行政○○法」という
名称の法律はあります。）。具体的には、行政活動に関する多くの法律が束になっているものを「行政法総論」として学習することになります。
そのため、ともすれば行政法の学習当初には、雲のように輪郭がはっきりせず、また、虹のように多くの色がグラデーションで混ざったような、ぼんやりし
たイメージを抱きがちになると思います。
この授業では、行政法総論Ⅰに引き続き、①行政の様々な活動は法的観点から見てどのような類型に分類されるのか、②様々な行政活動はどのよう
な法律の仕組みでコントロールされているのか、③行政上の義務の履行を確保する手法、④情報公開・個人情報保護等の制度の概要について解説し
ます。具体的な法律、判例（裁判例）など実例に即して説明することにより、授業を通じて、行政法のイメージをつかみ、基本的な解釈・適用の基礎理論
を習得することを目的とします。

学修の到達目標
①行政活動の行為形式について、基本的な類型と、その法的仕組みの概要を正しく説明することができる。
②行政上の義務履行確保の手段について、その概要を正しく説明することができる。
③情報公開・個人情報保護に関する制度について、その概要を正しく説明することができる。
④行政活動に関する、主な判例（裁判例）の判示内容について、その概要を正しく説明することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
優秀なレポートがあれば、匿名としたうえで、ラーニングポータルでその概要を紹介します。
試験については、ラーニングポータルに講評を掲載します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

本科目の担当教員は、1992年から1999年まで総理府・総務庁（現総務省）で勤務の後、2001年からは不動産鑑定会社に入社し、2005年に不動産鑑定
士資格を取得し、都市銀行へ出向する等、民間企業での勤務も経験している。また、2012年には弁護士資格を取得し、2013年から現在まで弁護士とし
ての実務経験を積んできた。本科目では、それらの経験を活かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

日常生活の様々な場面で出逢う、「行政活動」というものを意識してみましょう。今までより「行政法」という分野が身近に感じられるはずです。例えば自
動車運転免許の学科試験で問われる「道路交通法」は行政法の１つですし、皆さんが通学等で利用される鉄道の運賃は、やはり行政法の１つである
「鉄道事業法」の規制を受けています。市役所・役場で交付される住民票も「住民基本台帳法」という行政法の１つに定められています。
この科目での授業と予習・復習を通じて、行政法という法律分野で、行政活動の何が法律的に問題とされているのかについて、引き続き、雲や虹を描く
ような、おおまかなイメージを持つことを心掛けていただければと思います。
行政法の考え方を学習することは、将来法律関係の専門職になることを志望される方、公務員を目指される方だけでなく、民間企業に就職し、行政とや
り取りをする立場になられる方にとっても有益と思われますので、積極的な履修を期待します。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
0

700

00300

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

①基本行政法（第３版），中原茂樹，日本評論社，2018年
②行政判例ノート（第５版），橋本博之，弘文堂，2023年

参考書

①行政法概説Ⅰ（第７版），宇賀克也，有斐閣，2020年
②行政判例百選Ⅰ（第８版），斎藤誠他，有斐閣，2022年
③基本行政法判例演習，中原茂樹，日本評論社，2023年

①9784535523333
②9784335359408

①9784641227835
②9784641115606
③9784535523869

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 授業の進め方、授業計画の概要・行政法学習の目標などのガイダンス
行政処分の概念、行政手続法についての復習

（予習）テキスト「基本行政法」の目次に目を通し、テキスト
「基本行政法」の第５講から第７講についてざっと確認して
おいておいてください（2時間）。
（復習）テキスト「基本行政法」第５講で説明されている行
政処分の概念と、行政処分以外の行政の行為形式（行政
計画、行政立法、行政契約、行政指導）の存在について
確認してください（2時間）

4時間対面

第2回 行政裁量１ （予習）テキスト「基本行政法」の第８講「行政裁量」を読ん
でおいてください（2時間）。
（復習）授業で取り上げた設問の概要、配布資料を読み直
し、行政裁量の意味や、裁量の有無の判断基準など、授
業で得た知識を確認してください（2時間）。

4時間対面

－91－



第3回 行政裁量２ （予習）再度、テキスト「基本行政法」の第８講「行政裁量」
を読んでおいてください（2時間）。
（復習）授業で取り上げた設問の概要、配布資料を読み直
し、裁判所が行政裁量を審査する方法など、授業で得た
知識を確認してください（2時間）。

4時間対面

第4回 行政立法１ （予習）テキスト「基本行政法」の第９講「行政立法」を読ん
でおいてください（2時間）。
（復習）授業で取り上げた判例の概要、配布資料を読み直
し、行政立法の種類、問題点など、授業で得た知識を確
認してください（2時間）。

4時間対面

第5回 行政立法２ （予習）再度、テキスト「基本行政法」の第９講「行政立法」
を読んでおいてください（2時間）。
（復習）授業で取り上げた設問の概要、配布資料を読み直
し、通達や裁量基準の意義など、授業で得た知識を確認
してください（2時間）。

4時間対面

第6回 行政指導 （予習）テキスト「基本行政法」の第１０講「行政指導」を読
んでおいてください（2時間）。
（復習）授業で取り上げた設問の概要、配布資料を読み直
し、行政指導に関する法的な規律など、授業で得た知識
を確認してください（2時間）。

4時間対面

第7回 行政契約 （予習）テキスト「基本行政法」の第１１講「行政契約」を読
んでおいてください（2時間）。
（復習）授業で取り上げた設問の概要、配布資料を読み直
し、行政契約の意味や法的問題点など、授業で得た知識
を確認してください（2時間）。

4時間対面

第8回 行政計画１ （予習）テキスト「基本行政法」の第１２講「行政計画」を読
んでおいてください（2時間）。
（復習）授業で取り上げた設問の概要、配布資料を読み直
し、行政計画の意味や法的な位置づけなど、授業で得た
知識を確認してください（2時間）。

4時間対面

第9回 行政計画２ （予習）再度、テキスト「基本行政法」の第１２講「行政計
画」を読んでおいてください（2時間）。
（復習）授業で取り上げた設問の概要、配布資料を読み直
し、行政計画を訴訟で争う方法など、授業で得た知識を確
認してください（2時間）。

4時間対面

第10回 行政調査 （予習）テキスト「基本行政法」の第１３講「行政調査」を読
んでおいてください（2時間）。
（復習）授業で取り上げた設問の概要、配布資料を読み直
し、行政調査の類型や手続、刑事事件との関係など、授
業で得た知識を確認してください（2時間）。

4時間対面

第11回 行政上の義務履行確保の手法１ （予習）テキスト「基本行政法」の第１４講「行政上の義務
履行確保の手法」を読んでおいてください（2時間）。
（復習）授業で取り上げた設問の概要、配布資料を読み直
し、行政上の義務履行を確保する手段の種類など、授業
で得た知識を確認してください（2時間）。

4時間対面

第12回 行政上の義務履行確保の手法２ （予習）再度、テキスト「基本行政法」の第１４講「行政上の
義務履行確保の手法」を読んでおいてください（2時間）。
（復習）授業で取り上げた設問の概要、配布資料を読み直
し、義務違反に対する制裁の手段など、授業で得た知識
を確認してください（2時間）。

4時間対面

第13回 情報公開・個人情報保護１ （予習）テキスト「基本行政法」の第１５講「情報公開・個人
情報保護」を読んでおいてください（2時間）。
（復習）授業で取り上げた設問の概要、配布資料を読み直
し、情報公開法・情報公開条例について、授業で得た知識
を確認してください（2時間）。

4時間対面

第14回 情報公開・個人情報保護２ （予習）テキスト「基本行政法」の第１５講「情報公開・個人
情報保護」を読んでおいてください（2時間）。
（復習）授業で取り上げた設問の概要、配布資料を読み直
し、個人情報保護法等について、授業で得た知識を確認
してください（2時間）。

4時間対面

第15回 今期の授業のまとめ及び総括 今学期の授業内容を改めて振り返り、疑問点等がないか
確認しておいてください（2時間）。
テキストやラーニングポータル掲載の配布資料にざっと目
を通して，改めて全体の学習内容を確認しておいてくださ
い（2時間）。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 行政救済法Ⅰ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

34藤島　光雄

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

法学部専門教育科目

テーマ 行政救済法　～　国家補償　～

授業の目的及び概要
現代社会において行政の役割は増大し続けており、われわれの身の回りには様々な行政の活動が存在し、それらは法に基づいて行われている。行政
の活動は違法なもの、不当なものであってはならないが、行政の活動も人間が行うものである以上、ときには我々の権利利益を侵害したり、損害損失を
与えることが起こり得る。この授業では、行政救済法のうち国家補償を主として扱い、行政の活動により市民が損害・損失を被った場合、それをどのよう
にして救済するかを学ぶ。

学修の到達目標
①国家補償について体系的に説明することができる。
②国家賠償法にもとづき、どのような場合にどのような要件を充足することで国家賠償がなされるのかを理解し、説明することができる。
③損失補償がどのような制度であるかを理解し、どのような場合になされるかを説明することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
コメントシートを翌週の授業冒頭で紹介し、質問への回答等補足説明を行う。
中間テストについては講義内で簡単な解説を実施し、解答解説をラーニングポータル上に掲載することでフィードバックを行う。
定期試験については講評をラーニングポータルに掲載する。

アクティブ・ラーニング
の取組み

プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

行政救済法を学ぶ際には、必ず講義内で扱った判例や教科書に掲載されている重要判例を確認しておくことが重要である。また、救済法を学ぶ前提と
して、行政の行為形式を理解しておくことが必要である。行政法総論を履修済みの方は、行為形式を復習しておいてほしい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0500

300020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

『行政法の基礎がわかった』， 田中嗣久・藤島光雄， 法学書院，2018年

参考書

①『行政判例百選Ⅰ（第8版）』，斎藤誠他編， 有斐閣，2022年
②『行政判例百選Ⅱ（第8版）』，斎藤誠他編， 有斐閣，2022年
③『行政法（第2版）』，宇賀克也，有斐閣，2018年
④『行政法(第６版）』，櫻井敬子他，弘文堂，2019年

ISBN　978-4-587-53825-5

①978-4-641-11560-6
②978-4-641-11561-3
③978-4-641-13116-3
④978-4-335-35797-8

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
行政救済法概論
国家補償　行政争訟

事前に、教科書の該当頁を予習しておくこと（2時間）。
復習として、講義内で扱った判例を確認するととのみ、教
科書該当箇所を読み直しておくこと（2時間）。

4時間対面

第2回 国家賠償
　国家賠償制度の沿革
　国家賠償法1条(1)

予習として、教科書の該当頁を予習しておくこと（2時間）。
復習として、講義内で扱った判例を確認するとともに、教
科書該当箇所を読み直しておくこと（2時間）。

4時間対面

第3回 国家賠償
　国家賠償法1条(2)　国家賠償責任成立の要件

予習として、教科書の該当頁を予習しておくこと（2時間）。
復習として、講義内で扱った判例を確認するとともに、教
科書該当箇所を読み直しておくこと（2時間）。

4時間対面

第4回 国家賠償
　国家賠償法1条(3)　特別な活動と違法性

予習として、教科書の該当頁を予習しておくこと（2時間）。
復習として、講義内で扱った判例を確認するとともに、教
科書該当箇所を読み直しておくこと（2時間）。

4時間対面

第5回 国家賠償
　国家賠償法2条(1)　国家賠償法2条の適用範囲　設置管理の瑕疵

予習として、教科書の該当頁を予習しておくこと（2時間）。
復習として、講義内で扱った判例を確認するとともに、教
科書該当箇所を読み直しておくこと（2時間）。

4時間対面

第6回 国家賠償
　国家賠償法2条(2)　設置管理の瑕疵の判断基準　判例

予習として、教科書の該当頁を予習しておくこと（2時間）。
復習として、講義内で扱った判例を確認するととのみ、教
科書該当箇所を読み直しておくこと（2時間）。

4時間対面

第7回 国家賠償
　国家賠償法2条(3)　河川の管理　機能的瑕疵　判例

予習として、教科書の該当頁を予習しておくこと（2時間）。
復習として、講義内で扱った判例を確認するとともに、教
科書該当箇所を読み直しておくこと（2時間）。

4時間対面
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第8回 国家賠償
　国家賠償法3条～6条
　判例

予習として、教科書の該当頁を予習しておくこと（2時間）。
復習として、講義内で扱った判例を確認するとともに、該
当箇所を読み直しておくこと（2時間）。

4時間対面

第9回 損失補償(1)
　損失補償の概念　法的根拠

予習として、教科書の該当頁を予習しておくこと（2時間）。
復習として、講義内で扱った判例を確認するととのみ、教
科書該当箇所を読み直しておくこと（2時間）。

4時間対面

第10回 損失補償(2)
　損失補償の要件　土地収用

予習として、教科書の該当頁を予習しておくこと。自治体
のＨＰ等で土地収用の制度を調べておくこと（2時間）。
復習として、講義内で扱った判例を確認するととのみ、教
科書該当箇所を読み直しておくこと（2時間）。

4時間対面

第11回 損失補償(3)　損失補償の内容　判例 予習として、教科書の該当頁を予習しておくこと（2時間）。
復習として、講義内で扱った判例を確認するとともに、教
科書該当箇所を読み直しておくこと（2時間）。

4時間対面

第12回 結果責任(1)
　国家補償の谷間

予習として、教科書の該当頁を予習しておくこと（2時間）。
復習として、講義内で扱った判例を確認するととのみ、教
科書該当箇所を読み直しておくこと（2時間）。

4時間対面

第13回 結果責任(2)
　予防接種禍をもとに考察する

予習として、教科書の該当頁を予習しておくこと（2時間）。
復習として、講義内で扱った判例を確認するととのみ、教
科書該当箇所を読み直しておくこと（2時間）。

4時間対面

第14回 国家補償の判例
　重要判例をもとにして国家補償について概観する

予習として、あらかじめ講義内で指示された指定教科書掲
載の判例と配布資料掲載の判例を読んでおくこと（2時
間）。
復習として、講義内で扱った判例を確認するとともに、教
科書該当箇所を読み直しておくこと（2時間）。

5.5時間対面

第15回 定期試験に向けて、これまでの内容の総復習をオンデマンドで配信す
る。

【復習】オンデマンド動画を視聴した上で、これまでの学修
内容の総復習を行ってください（4時間）。
             予習としては、国家補償に関する内容を振り返
り、不明な点等がないか確認しておくこと（2時間）。
             復習としては、教科書、配布資料、ラーニング
ポータル上のチェックテスト等を活用して国家補償につい
て復習しておくこと(2時間）。

5.5時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 行政救済法Ⅰ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

34津田　裕行

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

法学部専門教育科目

テーマ 行政訴訟、行政上の不服申立て

授業の目的及び概要
地図を携えて、冒険の旅に出よう。
行政の活動に不満があるとき、国民・住民として自己の権利・利益を守るために何ができるのか、救済手段としてどのようなものがあるのか。それを学
習するのが行政救済法です。
そのなかには、①行政訴訟、②行政上の不服申立て、さらには③国家賠償や④損失補償といった救済手段が存在しています。
ただし、どのような場合でも救済を得ることができるわけではなく、法律にはそのために必要な要件が定められています。例えば国や地方公共団体に対
して訴訟を起こし判決を得るために充足しておかなければならないこと（訴訟要件）をクリアしなければ、勝訴するための要件が問われる次のステージ
（本案勝訴要件）に進めなかったりします。ゴールにたどり着き救済を勝ち取るまでには、様々なハードルについて検討し、乗り越えてゆく必要がありま
す。教科書・判例集はそのための「冒険の書」です。
この授業では、行政不服審査法、行政訴訟の概要、さらに行政事件訴訟法のうちメインとなる取消訴訟について扱い、①行政上の不服申立ての種類と
要件・手続、②行政訴訟にはどのような類型があるのか、③行政訴訟のうち取消訴訟についての対象・要件について解説します。
法律の趣旨や具体的な裁判例など、実例に即して説明することにより、授業を通じて、行政救済に関する法律の基本的な解釈・適用の基礎理論を習得
することを目的とします。

学修の到達目標
①行政上の不服申立てについて、種類や要件・手続等の概要を正しく説明することができる。
②行政訴訟の種類について把握し、各訴訟の概要やその訴訟要件について正しく説明することができる。
③行政訴訟の中心となる取消訴訟について、その対象や訴訟要件、主要な判例の概要を正しく説明することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
優秀なレポートがあれば、匿名としたうえで、ラーニングポータルでその概要を紹介します。
試験については、ラーニングポータルに講評を掲載します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

本科目の担当教員は、1992年から1999年まで総理府・総務庁（現総務省）で勤務の後、2001年からは不動産鑑定会社に入社し、2005年に不動産鑑定
士資格を取得し、都市銀行へ出向する等、民間企業での勤務も経験している。また、2012年には弁護士資格を取得し、2013年から現在まで弁護士とし
ての実務経験を積んできた。本科目では、それらの経験を活かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

日常生活の様々な場面で出逢う、「行政活動」というものを意識してみましょう。今までより「行政法」という分野が身近に感じられるはずです。例えば自
動車運転免許の学科試験で問われる「道路交通法」は行政法の１つですし、皆さんが通学等で利用される鉄道の運賃は、やはり行政法の１つである
「鉄道事業法」の規制を受けています。市役所・役場で交付される住民票も「住民基本台帳法」という行政法の１つに定められています。
この科目での授業と予習・復習を通じて、例えば自分が行政の活動に不満があるとき、国民・住民として権利利益を守るために何ができるのか，そのた
めにはどのような救済手段があり．どのようなハードルをクリアしておかなければならないのか。あらかじめ地図を見てどこに山があり川があるのか、冒
険の旅のルートを知っておくように、行政救済法の道筋について、具体的なイメージを持っていただければと思います。
行政法の考え方を学習することは、将来法律関係の専門職になることを志望される方、公務員を目指される方だけでなく、民間企業に就職し、行政とや
り取りをする立場になられる方にとっても有益と思われますので、積極的な履修を期待します。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
0

700

00300

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

①基本行政法（第３版），中原茂樹，日本評論社，2018年
②行政判例ノート（第５版），橋本博之，弘文堂，2023年

参考書

①行政法概説Ⅱ（第７版），宇賀克也，有斐閣，2021年
②行政判例百選Ⅱ（第８版），斎藤誠他，有斐閣，2022年
③基本行政法判例演習，中原茂樹，日本評論社，2023年

①9784535523333
②9784335359408

①9784641228030
②9784641115613
③9784535523869

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 授業の進め方、授業計画の概要・行政救済法学習の目標などのガイダ
ンス
行政処分等、行政活動の類型と行政救済法の関係
行政救済法の全体像と学び方

（予習）テキスト「基本行政法」の目次に目を通し、第５講
で説明されている行政処分の概念と、行政処分以外の行
政の行為形式（行政計画、行政立法、行政契約、行政指
導）について確認してください（2時間）。
（復習）配布資料とテキスト「基本行政法」第５講を読み直
し、行政の行為形式と、事後手続（行政訴訟）の関係につ
いて確認してください（2時間）

4時間対面

第2回 行政上の不服申立て１ （予習）テキスト「基本行政法」の第１６講「行政上の不服
申立て」を読んでおいてください（2時間）。
（復習）授業で取り上げた設問の概要、配布資料を読み直
し、不服申立ての種類・要件と審理手続など、授業で得た
知識を確認してください（2時間）。

4時間対面
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第3回 行政上の不服申立て２ （予習）再度、テキスト「基本行政法」の第１６講「行政上の
不服申立て」を読んでおいてください（2時間）。
（復習）授業で取り上げた設問の概要、配布資料を読み直
し、教示制度や不服申立てと取消訴訟の関係、「原処分
主義」の意味など、授業で得た知識を確認してください（2
時間）。

4時間対面

第4回 行政訴訟の類型及び相互関係１ （予習）テキスト「基本行政法」の第１７講「行政訴訟の類
型及び相互関係」を読んでおいてください（2時間）。
（復習）授業で取り上げた設問、配布資料を読み直し、「取
消訴訟」のイメージを持たれたうえで、その「訴訟要件」、
取消訴訟と国家賠償訴訟・刑事訴訟との関係、さらには
「無効確認訴訟」とはどのようなものかなど、授業で得た
知識を確認してください（2時間）。

4時間対面

第5回 行政訴訟の類型及び相互関係２ （予習）再度、テキスト「基本行政法」の第１７講「行政訴訟
の類型及び相互関係」を読んでおいてください（2時間）。
（復習）授業で取り上げた設問の概要、配布資料を読み直
し、「不作為の違法確認訴訟」、「義務付け訴訟」、「差止
訴訟」それぞれの「訴訟要件」や「本案勝訴要件」、さらに
「当事者訴訟」や「民衆訴訟・機関訴訟」とはどのようなも
のかなど、授業で得た知識を確認してください（2時間）。

4時間対面

第6回 取消訴訟の対象（１）１ （予習）テキスト「基本行政法」の第１８講「取消訴訟の対
象（１）」を読んでおいてください（2時間）。
（復習）授業で取り上げた設問の概要、判例、配布資料を
読み直し、「処分の公定力」という言葉の意味、取消訴訟
の訴訟要件である「処分性」に関する「判例による処分性
の定式」の内容を理解したうえで、「行政機関相互の行
為」や「通知・勧告」について、判例が処分性についてどの
ような判断をしてきたかなど、授業で得た知識を確認してく
ださい（2時間）。

4時間対面

第7回 取消訴訟の対象（１）２ （予習）再度、テキスト「基本行政法」の第１８講「取消訴訟
の対象（１）」を読んでおいてください（2時間）。
（復習）授業で取り上げた設問の概要、配布資料を読み直
し、「通知・勧告」に関し判例が処分性についてどのような
判断をしてきたかなど、授業で得た知識を確認してくださ
い（2時間）。

4時間対面

第8回 取消訴訟の対象（２）１ （予習）テキスト「基本行政法」の第１９講「取消訴訟の対
象（２）」を読んでおいてください（2時間）。
（復習）授業で取り上げた設問の概要、判例、配布資料を
読み直し、「一般的行為（一般処分）」や「給付決定」につ
いて、判例が処分性についてどのような判断をしてきたか
など、授業で得た知識を確認してください（2時間）。

4時間対面

第9回 取消訴訟の対象（２）２ （予習）再度、テキスト「基本行政法」の第１９講「取消訴訟
の対象（２）」を読んでおいてください（2時間）。
（復習）授業で取り上げた設問の概要、判例、配布資料を
読み直し、「給付決定」について、判例が処分性について
どのような判断をしてきたか、さらに、行政のどのような活
動について判例が処分性を認めてきたか（処分性の拡大
傾向）など、授業で得た知識を確認してください（2時間）。

4時間対面

第10回 取消訴訟の原告適格１ （予習）テキスト「基本行政法」の第２０講「取消訴訟の原
告適格」を読んでおいてください（2時間）。
（復習）授業で取り上げた設問の概要、判例、配布資料を
読み直し、取消訴訟の訴訟要件である「原告適格」に関
し、判例の基本的な判断枠組みについて理解したうえで、
行政事件訴訟法９条２項の正確な意味など、授業で得た
知識を確認してください（2時間）。

4時間対面

第11回 取消訴訟の原告適格２ （予習）再度、テキスト「基本行政法」の第２０講「取消訴訟
の原告適格」を読んでおいてください（2時間）。
（復習）授業で取り上げた設問の概要、判例、配布資料を
読み直し、取消訴訟の訴訟要件である「原告適格」に関
し、行政事件訴訟法９条２項の下で判例が具体的にどの
ように原告適格の有無を判断してきたかなど、授業で得た
知識を確認してください（2時間）。

4時間対面

第12回 取消訴訟と時間の経過１
　―狭義の訴えの利益

（予習）テキスト「基本行政法」の第２１講「取消訴訟と時間
の経過」を読んでおいてください（2時間）。
（復習）授業で取り上げた設問の概要、判例、配布資料を
読み直し、取消訴訟の訴訟要件である「狭義の訴えの利
益」に関し、その意味や判例が具体的にどのように狭義の
訴えの利益の有無を判断してきたかなど、授業で得た知
識を確認してください（2時間）。

4時間対面

第13回 取消訴訟と時間の経過２
　―狭義の訴えの利益・執行停止

（予習）再度、テキスト「基本行政法」の第２１講「取消訴訟
と時間の経過」を読んでおいてください（2時間）。
（復習）授業で取り上げた設問の概要、判例、配布資料を
読み直し、「狭義の訴えの利益」に関し、判例が具体的に
どのように狭義の訴えの利益の有無を判断してきたか、
「執行停止」制度の意義とその要件など、授業で得た知識
を確認してください（2時間）。

4時間対面

第14回 取消訴訟の審理・判決１ （予習）テキスト「基本行政法」の第２２講「取消訴訟の審
理・判決」を読んでおいてください（2時間）。
（復習）授業で取り上げた設問の概要、判例、配布資料を
読み直し、「取消訴訟における主張制限」の内容、「違法
性の承継」の意味、「取消訴訟における立証責任」は原
告・被告どちらにあるか、「取消判決の効力」にはどのよう
なものがあるかなど、授業で得た知識を確認してください
（2時間）。

4時間対面

第15回 取消訴訟の審理・判決２
今期の授業のまとめ及び総括

（予習）再度、テキスト「基本行政法」の第２２講「取消訴訟
の審理・判決」を読んでおいてください。また、今学期の授
業内容を改めて振り返り、疑問点等がないか確認してお
いてください（2時間）。
（復習）授業で取り上げた設問の概要、判例、配布資料を
読み直し、行政は「理由の差替え」、「異なる理由による再
処分」ができるかなど、授業で得た知識を確認してくださ
い。また、テキストやラーニングポータル掲載の配布資料
にざっと目を通して，取消訴訟を中心に、改めて学習内容
を確認しておいてください（2時間）。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 行政救済法Ⅱ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

34藤島　光雄

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

法学部専門教育科目

テーマ 行政救済法　～　行政争訟　～

授業の目的及び概要
現代社会において行政の役割は増大し続けており、われわれの身の回りには様々な行政の活動が存在し、それらは法に基づいて行われている。行政
の活動は違法なもの、不当なものであってはならないが、行政の活動も人間が行うものである以上、ときには我々の権利利益を侵害することが起こり得
る。この授業では、行政救済法のうち行政争訟を主として扱い、違法・不当な行政の活動により市民が権利利益を侵害された場合、それをどのようにし
て救済するかを学ぶ。

学修の到達目標
①行政救済について体系的に説明することができる。
②行政不服申立てどのような制度であるかを理解し、説明することができる。
③行政事件訴訟がどのような制度であるかを理解し、様々な訴訟類型について説明することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
コメントシートを翌週の授業冒頭で紹介し、質問への回答等補足説明を行う。
中間試験については講義内で簡単な解説を実施し、解答解説をラーニングポータル上に掲載することでフィードバックを行う。
定期試験については講評をラーニングポータルに掲載する。

アクティブ・ラーニング
の取組み

プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

行政争訟を学ぶ際には、行政の行為形式とりわけ行政行為についての理解が重要である。あらかじめ行政行為やその他の行政の行為形式について、
行政法総論を履修済みの方は復習しておいてほしい。また、行政法総論を履修していない方については、行政法の教科書で該当箇所をあらかじめ読
んでおく等自助努力が必要となる。また、この講義においては判例の学習も重要であるため、教科書に掲載され、講義でも紹介する判例については、行
政判例百選等でも復習もかねて確認しておくようにされたい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0500

300020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

プリントを配布する

参考書

①『行政判例百選Ⅰ（第8版）』， 斎藤誠他編， 有斐閣，2022年
②『行政判例百選Ⅱ（第8版）』，斎藤誠他編， 有斐閣，2022年
③『行政法（第2版）』，宇賀克也，有斐閣，2018年
④『行政法(第６版）』，櫻井敬子他，弘文堂，2019年

なし

①978-4-641-11560-6
➁978-4-641-11561-3
③978-4-641-13116-3
④978-4-335-35797-8

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
行政救済法
　行政争訟とは

予習として、ニュース等で自分が興味を持った行政訴訟を
ピックアップしてみること。教科書の該当頁を読んでおくこ
と（2時間）。
復習として、講義内で扱った内容を配布資料等を参照しつ
つ確認しておくこと（2時間）。

4時間対面

第2回 行政不服申立て(1)
　行政不服審査法　不服申立ての種類　不服申立の対象　不服申立て
適格

予習として、教科書の該当頁を予習しておくこと（2時間）。
復習として、講義内で扱った内容を教科書や配布資料で
確認しておくこと（2時間）。

4時間対面

第3回 行政不服申立て(2)
　不服申立て期間、審理の手続、審理員

予習として、教科書の該当頁を予習しておくこと（2時間）。
復習として、講義内で扱った内容を教科書や配布資料で
確認しておくこと（2時間）。

4時間対面

第4回 行政不服申立て(3)
　審理手続
　行政不服審査会等への諮問、答申、手続の終了、教示

予習として、教科書の該当頁を予習しておくこと（2時間）。
復習として、講義内で扱った内容を教科書や配布資料で
確認しておくこと（2時間）。

4時間対面

第5回 苦情処理　行政審判
　苦情処理制度　オンブズマン　行政審判とその種類

予習として、教科書の該当頁を予習しておくこと（2時間）。
復習として、講義内で扱った内容を教科書や配布資料で
確認しておくこと（2時間）。

4時間対面

第6回 行政事件訴訟(1)
　行政事件訴訟法　主観訴訟　客観訴訟

予習として、教科書の該当頁を予習しておくこと（2時間）。
復習として、講義内で扱った内容を教科書や配布資料で
確認しておくこと（2時間）。

4時間対面
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第7回 行政事件訴訟(2)
　抗告訴訟　取消訴訟の類型　訴訟要件

予習として、教科書の該当頁を予習しておくこと（2時間）。
復習として、教科書該当箇所を見直し、講義内で取り上げ
た判例についても確認しておくこと（2時間）。

4時間対面

第8回 行政事件訴訟(3)
　抗告訴訟　取消訴訟の訴訟要件(処分性　原告適格）

予習として、教科書の該当頁を予習しておくこと（2時間）。
復習として、教科書該当箇所を見直し、講義内で取り上げ
た判例についても確認しておくこと（2時間）。

4時間対面

第9回 行政事件訴訟(4)
　抗告訴訟　取消訴訟の訴訟要件
　　原告適格　その他の訴訟要件

予習として、教科書の該当頁を予習しておくこと（2時間）。
復習として、教科書該当箇所を見直し、講義内で取り上げ
た判例についても確認しておくこと（2時間）。

4時間対面

第10回 行政事件訴訟(5)
　抗告訴訟　取消訴訟審理手続　
　　　　　　取消訴訟の終了　判決の種類、効力、手続の終了

予習として、教科書の該当頁を予習しておくこと（2時間）。
復習として、教科書該当箇所を見直し、講義内で取り上げ
た判例についても確認しておくこと（2時間）。

4時間対面

第11回 行政事件訴訟(6)
　抗告訴訟　取消訴訟以外の抗告訴訟
　　　　　　無効等確認訴訟　不作為違法確認訴訟

予習として、教科書の該当頁を予習しておくこと（2時間）。
復習として、教科書該当箇所を見直し、講義内で取り上げ
た判例についても確認しておくこと（2時間）。

4時間対面

第12回 行政事件訴訟(7)
　取消訴訟以外の抗告訴訟
　　　義務付け訴訟　差止訴訟

予習として、教科書の該当頁を予習しておくこと（2時間）。
復習として、教科書該当箇所を見直し、講義内で取り上げ
た判例についても確認しておくこと（2時間）。

4時間対面

第13回 行政事件訴訟(8)
　当事者訴訟

予習として、教科書の該当頁を予習しておくこと（2時間）。
復習として、教科書該当箇所を見直し、講義内で取り上げ
た判例についても確認しておくこと（2時間）。

4時間対面

第14回 行政事件訴訟(9)
　民衆訴訟　　住民訴訟・選挙訴訟

予習として、教科書の該当頁を予習しておくこと（2時間）。
復習として、教科書該当箇所を見直し、講義内で取り上げ
た判例についても確認しておくこと（2時間）。

5.5時間対面

第15回 定期試験に向けて、これまでの内容の総復習をオンデマンドで配信す
る。
【復習】オンデマンド動画を視聴した上で、これまでの学修内容の総復
習を行ってください。

今学期の授業内容を改めて振り返り、疑問点等がないか
確認しておくこと（2時間）。
試験問題例題で正解できなかった内容については、テキ
ストやレジュメで正確な知識を修得しておくこと（2時間）。

5.5時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 行政救済法Ⅱ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

34津田　裕行

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

法学部専門教育科目

テーマ 行政訴訟（主に取消訴訟以外の訴訟類型）、国家賠償、損失補償

授業の目的及び概要
地図を携えて、冒険の旅に出よう。
行政の活動に不満があるとき、国民・住民として自己の権利・利益を守るために何ができるのか、救済手段としてどのようなものがあるのか。それを学
習するのが行政救済法です。
そのなかには、①行政訴訟、②行政上の不服申立て、さらには③国家賠償や④損失補償といった救済手段が存在しています。
ただし、どのような場合でも救済を得ることができるわけではなく、法律にはそのために必要な要件が定められています。例えば国や地方公共団体に対
して訴訟を起こし判決を得るために充足しておかなければならないこと（訴訟要件）をクリアしなければ、勝訴するための要件が問われる次のステージ
（本案勝訴要件）に進めなかったりします。ゴールにたどり着き救済を勝ち取るまでには、様々なハードルについて検討し、乗り越えてゆく必要がありま
す。教科書・判例集はそのための「冒険の書」です。
この授業では、行政救済法Ⅰに引き続き、行政事件訴訟法の規定のうち取消訴訟以外の訴訟類型、国家賠償法、損失補償について扱い、①取消訴訟
以外の行政訴訟の類型とその対象・要件、②国家賠償法の対象・要件、③適法な行政活動によって発生した損失の補償の要件・範囲等について解説
します。
法律の趣旨や具体的な裁判例など実例に即して説明することにより、授業を通じて、行政救済に関する法律の基本的な解釈・適用の基礎理論を習得
することを目的とします。

学修の到達目標
①行政事件訴訟法について、取消訴訟以外の訴訟類型の対象とその要件・手続の概要を正しく説明することができる。
②国家賠償法に基づく救済について、その対象・要件等について、その概要を正しく説明することができる。
③適法な行政活動によって発生した損失の補償の要件・範囲等について、その概要を正しく説明することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
優秀なレポートがあれば、匿名としたうえで、ラーニングポータルでその概要を紹介します。
試験については、ラーニングポータルに講評を掲載します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

本科目の担当教員は、1992年から1999年まで総理府・総務庁（現総務省）で勤務の後、2001年からは不動産鑑定会社に入社し、2005年に不動産鑑定
士資格を取得し、都市銀行へ出向する等、民間企業での勤務も経験している。また、2012年には弁護士資格を取得し、2013年から現在まで弁護士とし
ての実務経験を積んできた。本科目では、それらの経験を活かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

日常生活の様々な場面で出逢う、「行政活動」というものを意識してみましょう。今までより「行政法」という分野が身近に感じられるはずです。例えば自
動車運転免許の学科試験で問われる「道路交通法」は行政法の１つですし、皆さんが通学等で利用される鉄道の運賃は、やはり行政法の１つである
「鉄道事業法」の規制を受けています。市役所・役場で交付される住民票も「住民基本台帳法」という行政法の１つに定められています。
この科目での授業と予習・復習を通じて、例えば自分が行政の活動に不満があるとき、国民・住民として権利利益を守るために何ができるのか，そのた
めにはどのような救済手段があり．どのようなハードルをクリアしておかなければならないのか。あらかじめ地図を見てどこに山があり川があるのか、冒
険の旅のルートを知っておくように、行政救済法の道筋について、具体的なイメージを持っていただければと思います。
行政法の考え方を学習することは、将来法律関係の専門職になることを志望される方、公務員を目指される方だけでなく、民間企業に就職し、行政とや
り取りをする立場になられる方にとっても有益と思われますので、積極的な履修を期待します。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
0

700

00300

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

①基本行政法（第３版），中原茂樹，日本評論社，2018年
②行政判例ノート（第５版），橋本博之，弘文堂，2023年

参考書

①行政法概説Ⅱ（第７版），宇賀克也，有斐閣，2021年
②行政判例百選Ⅱ（第８版），斎藤誠他，有斐閣，2022年
③基本行政法判例演習，中原茂樹，日本評論社，2023年

①9784535523333
②9784335359408

①9784641228030
②9784641115613
③9784535523869

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 授業の進め方、授業計画の概要・行政救済法学習の目標などのガイダ
ンス
取消訴訟の訴訟要件の復習
行政救済法の全体像

（予習）テキスト「基本行政法」第１７講「行政訴訟の類型
及び相互関係」を読み直しておいてください（2時間）。
（復習）配布資料とテキスト「基本行政法」第１７講を参照
し、取消訴訟をはじめとする行政訴訟の類型、それぞれの
訴訟の要件等について確認しておいてください（2時間）

4時間対面

第2回 無効等確認訴訟・義務付け訴訟１ （予習）テキスト「基本行政法」の第２３講「無効等確認訴
訟・義務付け訴訟」を読んでおいてください（2時間）。
（復習）授業で取り上げた設問の概要、判例、配布資料を
読み直し、「無効確認訴訟」、「処分不存在確認訴訟」、
「争点訴訟」の意味と特徴など、授業で得た知識を確認し
てください（2時間）。

4時間対面
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第3回 無効等確認訴訟・義務付け訴訟２ （予習）再度、テキスト「基本行政法」の第２３講「無効等確
認訴訟・義務付け訴訟」を読んでおいてください（2時間）。
（復習）授業で取り上げた設問の概要、判例、配布資料を
読み直し、義務付け訴訟の類型（非申請型・申請型）、「訴
訟要件」、「本案勝訴要件」、さらに「仮の義務付け」の申
立要件など、授業で得た知識を確認してください（2時
間）。

4時間対面

第4回 差止訴訟・当事者訴訟・住民訴訟１
　―差止訴訟

（予習）テキスト「基本行政法」の第２４講「差止訴訟・当事
者訴訟・住民訴訟」を読んでおいてください（2時間）。
（復習）授業で取り上げた設問、判例、配布資料を読み直
し、「差止訴訟」の「訴訟要件」、「仮の差止め」の申立要件
など、授業で得た知識を確認してください（2時間）。

4時間対面

第5回 差止訴訟・当事者訴訟・住民訴訟２
　―当事者訴訟

（予習）再度、テキスト「基本行政法」の第２４講「差止訴
訟・当事者訴訟・住民訴訟」を読んでおいてください（2時
間）。
（復習）授業で取り上げた設問、判例、配布資料を読み直
し、「当事者訴訟」の意義と類型（実質的当事者訴訟・形
式的当事者訴訟）、当事者訴訟（確認訴訟）が活用される
べきとされた背景、訴訟要件としての「確認の利益」など、
授業で得た知識を確認してください（2時間）。

4時間対面

第6回 差止訴訟・当事者訴訟・住民訴訟３
　―住民訴訟

（予習）再度、テキスト「基本行政法」の第２４講「差止訴
訟・当事者訴訟・住民訴訟」を読んでおいてください（2時
間）。
（復習）授業で取り上げた設問、判例、配布資料を読み直
し、「住民訴訟」の類型（特に４号訴訟の仕組み）、訴訟要
件など、授業で得た知識を確認してください（2時間）。

4時間対面

第7回 国家賠償（１）１ （予習）テキスト「基本行政法」の第２５講「国家賠償（１）」
を読んでおいてください（2時間）。
（復習）授業で取り上げた設問、判例、配布資料を読み直
し、国家賠償法1条の要件、民法上の使用者責任との相
違点など、授業で得た知識を確認してください（2時間）。

4時間対面

第8回 国家賠償（１）２ （予習）再度、テキスト「基本行政法」の第２５講「国家賠償
（１）」を読んでおいてください（2時間）。
（復習）授業で取り上げた設問、判例、配布資料を読み直
し、国家賠償法1条の「違法性と過失」の意味に関する学
説など、授業で得た知識を確認してください（2時間）。

4時間対面

第9回 国家賠償（２）１ （予習）テキスト「基本行政法」の第２６講「国家賠償（２）」
を読んでおいてください（2時間）。
（復習）授業で取り上げた設問、判例、配布資料を読み直
し、行政の不作為が違法とされるケースなど、授業で得た
知識を確認してください（2時間）。

4時間対面

第10回 国家賠償（２）２ （予習）再度、テキスト「基本行政法」の第２６講「国家賠償
（２）」を読んでおいてください（2時間）。
（復習）授業で取り上げた設問、判例、配布資料を読み直
し、国家賠償法２条の要件、特に「瑕疵」の判断基準な
ど、授業で得た知識を確認してください（2時間）。

4時間対面

第11回 国家賠償（２）３ （予習）再度、テキスト「基本行政法」の第２６講「国家賠償
（２）」を読んでおいてください（2時間）。
（復習）授業で取り上げた設問、判例、配布資料を読み直
し、国家賠償法２条の「瑕疵」の判断基準、国家賠償法３
条が適用される具体例、国家賠償法４条～６条の内容な
ど、授業で得た知識を確認してください（2時間）。

4時間対面

第12回 損失補償１ （予習）テキスト「基本行政法」の第２７講「損失補償」を読
んでおいてください（2時間）。
（復習）授業で取り上げた設問、判例、配布資料を読み直
し、国家の適法な行為によって生じた損失が補償される根
拠、補償の要否の判断基準など、授業で得た知識を確認
してください（2時間）。

4時間対面

第13回 損失補償２ （予習）再度、テキスト「基本行政法」の第２７講「損失補
償」を読んでおいてください（2時間）。
（復習）授業で取り上げた設問、判例、配布資料を読み直
し、補償の内容（完全補償と相当補償）、「国家補償の谷
間」といわれるケースなど、授業で得た知識を確認してくだ
さい（2時間）。

4時間対面

第14回 行政法の事案解決の着眼点 （予習）テキスト「基本行政法」の終章「事案解決の着眼
点」を読んでおいてください（2時間）。
（復習）これまで学習してきた内容を総合的に活かし、行
政法の記述式試験や行政実務における紛争・事案に関
し、適切な解答・解決を導く考え方について、配布資料等
を読み直し、授業で得た知識を確認してください（2時間）。

4時間対面

第15回 今期の授業のまとめ及び総括 （予習）今学期の授業内容を改めて振り返り、疑問点等が
ないか確認しておいてください（2時間）。
（復習）テキストやラーニングポータル掲載の配布資料に
ざっと目を通して，改めて学習内容を確認しておいてくださ
い（2時間）。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 環境法＜環境の法と政策＞ 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

34青田　テル子

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

法学部専門教育科目

テーマ 環境法を学ぶ上で必要な基礎知識と、環境保全のための法システムを学ぶ

授業の目的及び概要
この授業では、単に「環境保全は大切だ」と意識しているというだけにとどまらず、現に存在する環境保全に関わる問題を具体的に知り、そのための法
制度としてどのようなものがあり、どのように運用されているのかを理解することで、環境保全に対する理解を深め、自分自身で環境保全の施策等につ
いて考えることのできる力を涵養する。
　明治以降の公害・環境問題の歴史、典型的七公害、地球環境問題などの環境法を学ぶ前提として必要な事項について最初に学び、それらを履修者
が共通の知識として習得した後、環境保全のための法システムの個別の領域を学ぶ。環境保全のために大きな役割を果たすのは国や地方公共団体
であることから、行政の環境政策もできるだけ具体的に扱う予定である

学修の到達目標
(1)履修者は、環境問題に関する基礎的な考え方を理解することができる。
(2)履修者は、環境保全のための法制度について知り、実際にどのような施策が実施されているのかを知ることができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
小テストについては終了後早い時期に解答解説を行い、後日全体の結果に関するフィードバックを行う。
定期試験等については、ラーニングポータル上に講評を掲載する。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

廃棄物問題、自然環境保全、景観保護、環境影響評価、公害規制、興味を感じる環境に関わる問題は人それぞれ違うとは思うが、この講義ではあまり
範囲を限定せずに環境問題を概観し、その対策がどのような法にもとづき、どのように行われているのかを理解することで、将来的には履修者各自が
自分自身の頭で解決策を考えられるようになることを目指したい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

700

0%0300

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

北村喜宣 (著) 『環境法（第2版）』 有斐閣、2019年　
指定教科書として講義、予習復習に用いる。講義時は必携である。

参考書

(1)北村　喜宣 著『環境法(第5版）』弘文堂　2020
(2)上智大学環境法教授団／編『ビジュアルテキスト環境法(第2版）』2020年　有斐閣

ISBN: 978-4641150638

(1)ISBN 978-4-335-35836-4
(2)ISBN 978-4-641-22787-3

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 環境法とは
　・講義概要と評価方法などの説明
　・環境法とはどのような法分野か

指定教科書(以下教科書)第1章　1頁～15頁
事前事後に各2時間程度、少なくとも前後3時間は予習復
習をらすることを推奨する。
事前には教科書該当箇所を読み、用語を調べるなどする
こと。事後は講義内容をもとに教科書を再度読み、法制度
等に特に着目しつつ理解するよう努めること。

3時間対面

第2回 環境法の歴史(1)公害法から環境法へ 指定教科書(以下教科書)第1章　1６頁～40頁を読んでくる
こと。
講義後は不明な点がないかを確認し、再度熟読しておくこ
と

3時間対面

第3回 環境法の歴史(2)国際環境法の時代へ 教科書第11章　225頁～239頁を予め読んでくること
講義後は不明な点がないかを確認し、再度熟読しておくこ
と

3時間対面

第4回 環境法の基礎知識(1)
　環境法の目標、環境権・環境公益

教科書第3章　41頁～56頁を予め読んでくること
講義後は不明な点がないかを確認し、再度熟読しておくこ
と

3時間対面

第5回 環境法の基礎知識(2)
　憲法と環境法
　環境法の基本的な考え方

教科書第3章　57頁～63頁を予め読んでくること
講義後は不明な点がないかを確認し、再度熟読しておくこ
と
必要に応じて憲法の教科書等も参照されたい。

3時間対面
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第6回 環境基本法と環境行政の担い手
教科書第3章　64頁～86頁を予め読んでくること
オンデマンド授業のあと不明な点がないかを確認し、チェックテストを受
けること。
また、5回目までの内容を復習し定着させ、第一回小テストに備えるた
めの準備的な内容もこの回で扱うこととする。

教科書第3章　64頁～86頁を予め読んでくること
講義後は不明な点がないかを確認し、再度熟読しておくこ
と

3時間オンデマンド

第7回 水質汚濁規制の法制度 教科書第７章　134頁以下を予め読んでくること
講義後は不明な点がないかを確認し、再度熟読しておくこ
と

3時間対面

第8回 環境影響評価 教科書第９章　185頁～206頁を予め読んでくること
講義後は不明な点がないかを確認し、再度熟読しておくこ
と

3時間対面

第9回 自然環境管理(1)
　自然公園法と関係法令

教科書第６章　110頁以下を予め読んでくること
講義後は不明な点がないかを確認し、再度熟読しておくこ
と

3時間対面

第10回 自然環境管理(2)
　生物多様性の保全、種の保存・保全・防除

教科書第６章　110頁以下を予め読んでくること
講義後は不明な点がないかを確認し、再度熟読しておくこ
と

3時間対面

第11回 化学物質管理法制 教科書にこの内容に該当する章がないため、参照資料を
配布する予定である。
各自が環境法の教科書等で予め内容を調べるための一
例として、『レクチャー環境法(第２版）』富井利安編
　法律文化社　第10章のうち、202頁～214頁をあげてお
く。

3時間対面

第12回 廃棄物処理法制 教科書第8章　160頁以下を予め読んでくること
　講義後は不明な点がないかを確認し、再度熟読しておく
こと

3時間対面

第13回 景観管理 教科書第5章、87頁～109頁を予め読んでくること。
講義後は不明な点がないか確認しつつ再度熟読すること

3時間対面

第14回 地球環境保護・国際環境法 教科書第11章225頁～239頁を予め読んでくること。
講義後は不明な点がないかを確認しつつ再度熟読するこ
と。

3時間対面

第15回 まとめ
　これまでの内容を踏まえ、公害・環境紛争について考える

教科書第2章　16頁～40頁を読んでくること
可能な範囲でそこに出てくる判例を調べておくこと。
講義後は不明な点がないか確認しつつ再度熟読しておく
こと

3時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 税法Ⅰ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

34桐元　久佳

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

法学部専門教育科目

テーマ 税法（主に個人課税）の基礎理論
１．税法の基礎理論
２．所得税
３．判例研究

授業の目的及び概要
本授業では、租税法全般の基礎理論を学びます。
国家が、その賦課・徴収できる権限は何が根拠なのかという基礎理論をまず学びます。
租税手続法として、申告納税義務や税務調査、納税者の権利救済としての不服審判と租税訴訟について学びます。
更に、具体的な租税法として、所得税を学びます。
さらに学ぶを深めるためにいくつかの判例研究も実施します。

学修の到達目標
１．租税の基礎理論について説明できる。
　国家が、なぜ国民に租税を賦課・徴収できるのか？
２．租税手続法について
　申告納税義務、税務調査について概要を説明できる。
３．個人課税としての所得税の概要を説明できる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
レポートは、添削した上で返却します。
また優秀なレポートは、授業中に紹介します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

アルバイトであれ、会社員として就職後に給料を受け取ると所得税・住民税を負担することになります。また、既に消費税や酒税など我々が生活していく
うえで様々な税金を負担しております。
社会人として、その税金の基礎知識を学んでほしいです。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

500

1501520

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

①基本テキスト租税法,池上健・大野雅人ほか,同文館出版,2022年

参考書

①リーガルマインド租税法 第5版,増田英敏,成文堂,2019年
②租税法演習ノート-租税法を楽しむ21問 第4版,佐藤英明・岡村忠生ほか,弘文堂,2021年

①9784495176235

①9784792306496
②9784335358500

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 オリエンテーション
・租税とは何か？
・国民の三大義務とは？

【事前学習】テキスト1～8ページの内容を予習する。
【事後学習】授業で紹介したＨＰで税金のあらましを確認
する。

1.5時間対面

第2回 租税法の基本原則
・租税法律主義とは何か？
　罪刑法定主義との関係性について
・租税公平主義とは？

【事前学習】憲法および刑法の「罪刑法定主義」について
確認する
【事後学習】テキスト8～11ページを復習する

2時間対面

第3回 租税法の解釈と適用について
・租税法の法源

【事前学習】テキスト12～22の予習
【事後学習】配布資料の復習

2時間対面

第4回 租税法の解釈と適用について
・文理解釈と目的解釈について

【事前学習】テキスト12～18の予習
【事後学習】配布資料の復習

2時間対面

第5回 わが国の租税法の概観
脱税と租税回避

【事前学習】テキスト19～22の予習
【事後学習】テキスト19～22の復習、脱税と租税回避の違
いを特に事例も交えて復習してください。

2時間対面

第6回 第1回から第5回までの内容のおさらい
追加事例の紹介

【事前学習】テキスト1～22までの不明点の整理
【事後学習】テキスト1～22までの復習、税法固有の概念
の理解

2.5時間オンデマンド
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第7回 租税手続法
１．総論
２．納税義務の確定
３．国税の納付と徴収

【事前学習】テキスト223～234の予習
【事後学習】テキスト223～234の復習、納税義務と納付・
徴収について特に復習してください。

2時間対面

第8回 １．税務調査について
　質問検査権の効力は？
２．納税者の権利救済～不服審査と租税訴訟について

【事前学習】テキスト235～242の予習
【事後学習】テキスト235～242の復習　税務調査と租税訴
訟を中心に復習してください。

2時間対面

第9回 所得税
１．所得税の特徴と所得概念
２．課税単位と所得税計算の基本的な仕組み

【事前学習】テキスト23～31の予習
【事後学習】テキスト23～31の復習　所得の特徴と所得概
念を中心に

2.5時間対面

第10回 各種所得の所得金額の計算 【事前学習】10種類の所得について暗記しておく
【事後学習】テキスト32～47の復習　各所得の計算方法も
復習

2.5時間対面

第11回 収入金額と必要経費について 【事前学習】テキスト48～52の予習
【事後学習】テキスト48～52の復習　必要経費の範囲につ
いて特に復習

2時間対面

第12回 判例研究 【事前学習】判例の事案の概要を整理する
【事後学習】判例についてレポート作成して、復習する

2.5時間対面

第13回 所得の人的帰属
損失の取扱い

【事前学習】レポート作成
【事後学習】テキスト53～56の復習

2時間対面

第14回 所得控除
税額の計算
申告と納付

【事前学習】テキスト57～70の予習
【事後学習】配布資料の復習

2時間対面

第15回 定期試験に備えて、全体の復習を実施する 【事前学習】第１回～１４回までの内容の復習
【事後学習】定期試験に備え、講義した内容を復習する

3時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 税法Ⅱ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

34桐元　久佳

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

法学部専門教育科目

テーマ 税法の基礎理論
１．法人税
２．消費税
３．判例研究

授業の目的及び概要
本授業では、企業が負担する法人税・消費税の基礎理論を習得することを目的とします。

学修の到達目標
法人税・消費税について概要を説明できる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
レポートは、添削した上で返却します。
また優秀なレポートは、授業中に紹介します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

株式会社等の企業を取り巻く税金の中心である法人税・消費税の基礎理論を学んでほしいです。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

500

1501520

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

①基本テキスト租税法,池上健・大野雅人ほか,同文館出版,2022年

参考書

①リーガルマインド租税法 第5版,増田英敏,成文堂,2019年
②租税法演習ノート-租税法を楽しむ21問 第4版,佐藤英明・岡村忠生ほか,弘文堂,2021年

①9784495176235

①9784792306496
②9784335358500

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 法人税の原則 【事前学習】テキスト71～76の予習
【事後学習】テキスト71～76の復習、配布プリントの復習

2時間対面

第2回 法人税の課税標準
内国法人の課税標準の計算

【事前学習】テキスト76～79の予習
【事後学習】テキスト76～79の復習、配布プリントの復習

2時間対面

第3回 収益と費用・損失の計上基準 【事前学習】テキスト80～83の予習
【事後学習】テキスト80～83の復習、配布プリントの復習

2時間対面

第4回 益金の額の計算 【事前学習】テキスト83～89の予習
【事後学習】テキスト83～89の復習　配布プリントの復習

2時間対面

第5回 原価に係る損金の額の計算
費用に係る損金の額の計算

【事前学習】テキスト89～90の予習
【事後学習】テキスト89～99の復習

2時間対面

第6回 費用に係る損金の額の計算
・役員給与
・寄付金
・交際費等

【事前学習】テキスト100～110の予習
【事後学習】テキスト100～110の復習　配布プリントの復
習

2.5時間対面

第7回 費用に係る損金の額の計算
・租税公課
・不正行為等に係る費用等

【事前学習】テキスト111の予習
【事後学習】配布プリントの復習

2時間対面

第8回 損失
その他の損金の額の計算

【事前学習】テキスト112～114の予習
【事後学習】テキスト112～126の復習

2時間対面

第9回 法人税のおさらい
判例研究

【事前学習】テキスト71～126のおさらい　不明点の整理
【事後学習】テキスト71～126の復習　レポート作成

4時間オンデマンド

－105－



第10回 判例研究 【事前学習】レポート作成
【事後学習】レポート作成

4時間対面

第11回 消費税とは
課税の対象

【事前学習】テキスト157～165の予習
【事後学習】テキスト157～165の復習　配布プリントの復
習

2時間対面

第12回 納税義務者
課税標準
仕入税額控除

【事前学習】テキスト166～169の予習
【事後学習】テキスト166～178の復習

2時間対面

第13回 申告と納付
消費税のおさらい

【事前学習】テキスト178～184の予習
【事後学習】テキスト178～184の復習　配布プリントの復
習

2時間対面

第14回 判例研究 【事前学習】課題判例の整理
【事後学習】レポートの作成

3時間対面

第15回 定期試験に向けて第１回から第14回の総復習 【事前学習】不明点、定義の洗い出し
【事後学習】配布プリントの復習

3時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 教育法　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

34森　征樹

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

法学部専門教育科目

テーマ 現代の教育問題を法的に読み解く

授業の目的及び概要
日本国憲法下において「教育」は、学習権の保障を軸として、知的・肉体的な人間形成を促す営みである。そのような「教育」を受ける権利は「人権中の
人権である」として憲法にも明記されているわけだが、「教育を受ける権利」を保障するためには教育基本法や学校教育法だけでなく様々な法、すなわ
ち「教育法（教育関連法規）」が運用されている。それらを概観し、現代の教育問題を解くための法的なアプローチの仕方を学ぶ。

学修の到達目標
①日本における教育関連法規の内容を理解すること。
②教育が持つ高度な専門性についての理解を深める。
③実際の教育現場における問題を取り上げ、解決のための法的思考力を身に付ける。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
コメンシートへの回答などで対応する。

アクティブ・ラーニング
の取組み

反転授業／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

教員免許取得を目指す学生だけでなく、これまで学校教育を受け、そして今まさに大学において高等教育を受けている諸君にとって、教育関連法規は
これまでの／これからの教育に関する問題を解くためのカギとなります。コロナ禍で発生した新たな「教育問題」なども一緒に考えていければ、と思いま
す。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
0

080

00020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

特に指定はしない。

参考書

① 戸波浩二ほか編『ガイドブック教育法〔新訂版〕』三省堂、2015年。
② 藤井俊夫『学校と法』成文堂、2007年。

指定なし

① 978-4385323138
② 978-4792304263

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス 「日本国憲法」や「憲法概論」などで学んだ「教育を受ける
権利」について復習しておくこと。

2時間対面

第2回 憲法、教育基本法：学習権（＝学習する自由）を保障するためには？ 配布レジュメ等で予習・復習をしておくこと 4時間対面

第3回 学校教育法と日本の教育制度：学校は何のためにあるのか？ 配布レジュメ等で予習・復習をしておくこと 4時間対面

第4回 「教育の機会均等」：本当の平等とは？ 配布レジュメ等で予習・復習をしておくこと 4時間対面

第5回 教育行政①：教育の内容は誰が決めるのか？ 配布レジュメ等で予習・復習をしておくこと 4時間対面

第6回 教育行政②：教育委員会とはどのような組織か？ 配布レジュメ等で予習・復習をしておくこと 4時間対面

第7回 教員のブラック労働：現代の学校教員の労働環境について 配布レジュメ等で予習・復習をしておくこと 4時間対面

第8回 最終レポート課題へ向けての説明。
校則問題：生徒・児童は校則を無条件に守らなければならないのか？

配布レジュメ等で予習・復習をしておくこと 4時間オンデマンド

第9回 校則に関する裁判例：大阪府立高校「黒染め訴訟」を題材に 配布レジュメ等で予習・復習をしておくこと 4時間対面

第10回 体罰問題：ときには許される体罰もある？ 配布レジュメ等で予習・復習をしておくこと 4時間対面

第11回 体罰に関する裁判例：大阪府立高校「バスケットボール部体罰自殺事
件」を題材に

配布レジュメ等で予習・復習をしておくこと 4時間対面
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第12回 教育現場におけるセクシャルハラスメント（スクールハラスメント） 配布レジュメ等で予習・復習をしておくこと 4時間対面

第13回 「わいせつ教員」の処遇厳罰化問題 配布レジュメ等で予習・復習をしておくこと 4時間対面

第14回 大学教育の問題点 配布レジュメ等で予習・復習をしておくこと 4時間対面

第15回 総復習授業 配布レジュメ等で予習・復習をしておくこと 4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 刑法総論Ⅰ＜刑法総論（概論）＞ 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234大場　史朗

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

法学部専門教育科目

テーマ 刑法総論の全体像と基礎を学ぶ

授業の目的及び概要
刑法とは犯罪と刑罰について規定した法であり、刑法総論とは刑法の解釈論のうち、すべての犯罪に共通する成立要件と刑罰の種類・適用等を論じる
分野である。この授業は、主に刑法総論のなかでも犯罪論を概観することで、その全体像と基本概念を理解することを目的とする。この授業は必修科
目であり、刑法総論Ⅱ、刑法各論Ⅰ･Ⅱを学修する上での基礎科目に位置付けられる。

学修の到達目標
１．刑法の意義と体系を理解し、説明することができる。
２．刑法総論に関する基本概念を理解し、説明することができる。
３．刑法総論に関する基本的な法的問題を理解し、説明することができる。
４．刑法総論の学修を通じて論理的思考力を身につけることができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
中間レポートについては、オンデマンド動画で解説・講評する。
定期試験については、Learning Portal に簡単な解説・講評を掲載する。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

刑法は、人間に対して刑罰を科すための法であるため、理論的に精緻な法です。刑法総論は、刑事法を学ぶ上でも基礎となるものですが、その反面、
抽象的な議論になりがちです。学修にあたっては、なるべく具体的な場面を頭の中でイメージすることで、理解がしやすくなるとおもわれます。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0500

300020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

①刑法総論，内田幸隆・杉本一敏，有斐閣，2019年
『六法』（小型のもので可。紙媒体に限る）を毎回持参のこと。

2023年度TKC法学検定試験学習ツールのID保有者（2023年度入学生）以外は、「②2023年法学検定試験問
題集ベーシック＜基礎＞コース，法学検定試験委員会編，商事法務，2023年」を購入し携行すること。

参考書

①基本刑法I 総論（第3版），大塚裕史ほか，日本評論社，2019年
②刑法判例百選I 総論〔第8版〕，佐伯仁志・橋爪隆編，有斐閣，2020年
その他、必要に応じて授業内で紹介する。

①978-4641150652
②978-4785730222

①978-4535523838
②978-4641115507

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ○ガイダンス・刑法の意義
（授業の目標）
・刑法の概念と意義について理解し、説明することができる。
・刑法の役割と機能について理解し、説明することができる。

【予習】
テキスト該当箇所（6-14頁）を読んでおくこと。Learning 
Portal に掲載する第1回講義レジュメを事前に印刷し、読
んでおくこと。
【復習】
配布された資料を読み直し、関連条文・用語の意味等を
確認・整理しておくこと

4時間対面

第2回 ○刑法の基本原則と犯罪論の体系
（授業の目標）
・罪刑法定主義の意義と派生原則等について理解し、説明することがで
きる。
・犯罪論の意義と体系について理解し、説明することができる。
・犯罪認定の具体的な手順について理解し、説明することができる。

【予習】
テキスト該当箇所（1-5頁、14-25頁）を読んでおくこと。
Learning Portal に掲載する第2回講義レジュメを事前に印
刷し、読んでおくこと。
【復習】
配布された資料を読み直し、関連条文・用語の意味等を
確認・整理しておくこと

4時間対面

第3回 ○構成要件の意義
（授業の目標）
・構成要件の意義と機能について理解し、説明することができる。
・構成要件要素について理解し、説明することができる。
・犯罪の種類を理解し、説明することができる。

【予習】
テキスト該当箇所（26-35頁）を読んでおくこと。Learning 
Portal に掲載する第3回講義レジュメを事前に印刷し、読
んでおくこと。
【復習】
配布された資料を読み直し、関連条文・用語の意味等を
確認・整理しておくこと

4時間対面
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第4回 ○因果関係
（授業の目標）
・条件関係および条件説について理解し、説明することができる。
・相当因果関係説について理解し、説明することができる。
・危険の現実化説について理解し、説明することができる。

【予習】
テキスト該当箇所（35-52頁）を読んでおくこと。Learning 
Portal に掲載する第6回講義レジュメを事前に印刷し、読
んでおくこと。
【復習】
配布された資料を読み直し、関連条文・用語の意味等を
確認・整理しておくこと

4時間対面

第5回 ○不作為犯
（授業の目標）
・不作為犯の意義と種類について理解し、説明することができる。
・不作為犯の成立要件について理解し、説明することができる。
・作為義務の発生根拠を理解し、説明することができる。

【予習】
テキスト該当箇所（52-67頁）を読んでおくこと。Learning 
Portal に掲載する第5回講義レジュメを事前に印刷し、読
んでおくこと。
【復習】
配布された資料を読み直し、関連条文・用語の意味等を
確認・整理しておくこと

4時間対面

第6回 ○故意と過失
（授業の目標）
・故意の意義について理解し、説明することができる。
・故意の種類について理解し、説明することができる。
・故意と過失の区別について理解し、説明することができる。

【予習】
テキスト該当箇所（68-73頁、88-93頁）を読んでおくこと。
Learning Portal に掲載する第7回講義レジュメを事前に印
刷し、読んでおくこと。
【復習】
配布された資料を読み直し、関連条文・用語の意味等を
確認・整理しておくこと

4時間対面

第7回 ○錯誤
（授業の目標）
・事実の錯誤と法律の錯誤について理解し、説明することができる。
・客体の錯誤、方法の錯誤、因果関係の錯誤について理解し、説明す
ることができる。
・具体的事実の錯誤と抽象的事実の錯誤について理解し、説明するこ
とができる。

【予習】
テキスト該当箇所（73-87頁）を読んでおくこと。Learning 
Portal に掲載する第8回講義レジュメを事前に印刷し、読
んでおくこと。
【復習】
配布された資料を読み直し、関連条文・用語の意味等を
確認・整理しておくこと

4時間対面

第8回 中間レポート 第1～8回までの授業内容に対応するテキスト該当箇所を
復習しておくこと。
Learning Portal に掲載した第1～8回講義レジュメの内容
を復習しておくこと。

6時間オンデマンド

第9回 ○違法性阻却の意義、正当行為、被害者の同意
（授業の目標）
・違法性の意義と違法性阻却事由について理解し、説明することができ
る。
・法令行為と正当業務行為について理解し、説明することができる。
・被害者の同意の意義と要件について理解し、説明することができる。

【予習】
テキスト該当箇所（110-118頁、150-164頁）を読んでおくこ
と。Learning Portal に掲載する第10回講義レジュメを事前
に印刷し、読んでおくこと。
【復習】
配布された資料を読み直し、関連条文・用語の意味等を
確認・整理しておくこと

4時間対面

第10回 ○正当防衛
（授業の目標）
・正当防衛の正当化根拠について理解し、説明することができる。
・正当防衛の要件を条文に即して理解し、説明することができる。
・正当防衛のそれぞれの要件と解釈を理解し、説明することができる。

【予習】
テキスト該当箇所（118-138頁）を読んでおくこと。
Learning Portal に掲載する第11回講義レジュメを事前に
印刷し、読んでおくこと。
【復習】
配布された資料を読み直し、関連条文・用語の意味等を
確認・整理しておくこと

4時間対面

第11回 ○正当防衛・緊急避難
（授業の目標）
・緊急避難の正当化根拠について理解し、説明することができる。
・緊急避難の要件を条文に即して理解し、説明することができる。
・緊急避難のそれぞれの要件と解釈を理解し、説明することができる。

【予習】
テキスト該当箇所（138-150頁）を読んでおくこと。
Learning Portal に掲載する第12回講義レジュメを事前に
印刷し、読んでおくこと。
【復習】
配布された資料を読み直し、関連条文・用語の意味等を
確認・整理しておくこと

4時間対面

第12回 ○責任阻却の意義、期待可能性、責任能力
（授業の目標）
・責任の意義と責任阻却事由について理解し、説明することができる。
・責任能力、適法行為の期待可能性等の責任要素について理解し、説
明することができる。
・責任能力の意義と判断方法について理解し、説明することができる。

【予習】
テキスト該当箇所（165-190頁）を読んでおくこと。
Learning Portal に掲載する第13回講義レジュメを事前に
印刷し、読んでおくこと。
【復習】
配布された資料を読み直し、関連条文・用語の意味等を
確認・整理しておくこと

4時間対面

第13回 ○未遂犯
（授業の目標）
・未完成犯罪の意義と種類について理解し、説明することができる。
・未遂犯の意義と要件について理解し、説明することができる。
・不能犯と中止犯の基本事項について理解し、説明することができる。

【予習】
テキスト該当箇所（191-212頁）を読んでおくこと。
Learning Portal に掲載する第4回講義レジュメを事前に印
刷し、読んでおくこと。
【復習】
配布された資料を読み直し、関連条文・用語の意味等を
確認・整理しておくこと

4時間対面

第14回 ○共犯の意義、正犯と共犯の区別、共同正犯
（授業の目標）
・正犯と共犯の意義とその区別について理解し、説明することができ
る。
・直接正犯と間接正犯について理解し、説明することができる。
・共同正犯の類型（実行共同正犯・共謀共同正犯）と成立要件について
理解し、説明することができる。

【予習】
テキスト該当箇所（213-226頁）を読んでおくこと。
Learning Portal に掲載する第14回講義レジュメを事前に
印刷し、読んでおくこと。
【復習】
配布された資料を読み直し、関連条文・用語の意味等を
確認・整理しておくこと

4時間対面

第15回 ○教唆犯・幇助犯／授業のまとめ
（授業の目標）
・共犯の処罰根拠について理解し、説明することができる。
・共犯の従属性（実行従属性・要素従属性・罪名従属性）について理解
し、説明することができる。
・教唆犯と幇助犯の類型と成立要件について理解し、説明することがで
きる。

【予習】
テキスト該当箇所（226-232頁）を読んでおくこと。
Learning Portal に掲載する第15回講義レジュメを事前に
印刷し、読んでおくこと。
【復習】
配布された資料を読み直し、関連条文・用語の意味等を
確認・整理しておくこと

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 刑法総論Ⅰ＜刑法総論（概論）＞ 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234大関　龍一

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

法学部専門教育科目

テーマ 刑法総論の全体像と基礎を学ぶ

授業の目的及び概要
刑法とは犯罪と刑罰について規定した法であり、刑法総論とは刑法の解釈論のうち、すべての犯罪に共通する成立要件と刑罰の種類・適用等を論じる
分野である。この授業は、主に刑法総論のなかでも犯罪論を概観することで、その全体像と基本概念を理解することを目的とする。この授業は必修科
目であり、刑法総論Ⅱ、刑法各論Ⅰ･Ⅱを学修する上での基礎科目に位置付けられる。

学修の到達目標
１．刑法の意義と体系を理解し、説明することができる。
２．刑法総論に関する基本概念を理解し、説明することができる。
３．刑法総論に関する基本的な法的問題を理解し、説明することができる。
４．刑法総論の学修を通じて論理的思考力を身につけることができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
中間試験については、授業中に解説・講評する。
定期試験については、Learning Portal に簡単な解説・講評を掲載する。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

刑法は、人間に対して刑罰を科すための法であるため、理論的に精緻な法です。刑法総論は、刑事法を学ぶ上でも基礎となるものですが、その反面、
抽象的な議論になりがちです。学修にあたっては、なるべく具体的な場面を頭の中にイメージすることで、理解がしやすくなるとおもわれます。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0700

30000

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

①刑法総論，内田幸隆・杉本一敏，有斐閣，2019年
『六法』（小型のもので可。紙媒体に限る）を毎回持参のこと。

2023年度TKC法学検定試験学習ツールのID保有者（2023年度入学生）以外は、「②2023年法学検定試験問
題集ベーシック＜基礎＞コース，法学検定試験委員会編，商事法務，2023年」を購入し携行すること。

参考書

①基本刑法I 総論（第3版），大塚裕史ほか，日本評論社，2019年
②刑法判例百選I 総論〔第8版〕，佐伯仁志・橋爪隆編，有斐閣，2020年
その他、必要に応じて授業内で紹介する。

①978-4641150652
②978-4785730222

①978-4535523838
②978-4641115507

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ○ガイダンス・刑法の意義
（授業の目標）
・刑法の概念と意義について理解し、説明することができる。
・刑法の役割と機能について理解し、説明することができる。
・近代刑法の意義と基本思想について理解し、説明することができる。

【予習】
テキスト該当箇所（6-14頁）を読んでおくこと。Learning 
Portal に掲載する第1回講義レジュメを事前に印刷し、読
んでおくこと。
【復習】
配布された資料を読み直し、関連条文・用語の意味等を
確認・整理しておくこと

4時間対面

第2回 ○刑法の基本原則と犯罪論の体系
（授業の目標）
・罪刑法定主義の意義と派生原則、行為主義の意義、責任主義の意義
について理解し、説明することができる。
・犯罪論の意義と体系について理解し、説明することができる。
・犯罪認定の具体的な手順について理解し、説明することができる。

【予習】
テキスト該当箇所（1-5頁、14-25頁）を読んでおくこと。
Learning Portal に掲載する第2回講義レジュメを事前に印
刷し、読んでおくこと。
【復習】
配布された資料を読み直し、関連条文・用語の意味等を
確認・整理しておくこと

4時間オンデマンド

第3回 ○構成要件の意義
（授業の目標）
・構成要件の意義と機能について理解し、説明することができる。
・構成要件要素について理解し、説明することができる。
・犯罪の種類を理解し、説明することができる。

【予習】
テキスト該当箇所（26-35頁）を読んでおくこと。Learning 
Portal に掲載する第3回講義レジュメを事前に印刷し、読
んでおくこと。
【復習】
配布された資料を読み直し、関連条文・用語の意味等を
確認・整理しておくこと

4時間対面
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第4回 ○未遂犯
（授業の目標）
・未完成犯罪の意義と種類について理解し、説明することができる。
・未遂犯の意義と要件について理解し、説明することができる。
・不能犯と中止犯の基本事項について理解し、説明することができる。

【予習】
テキスト該当箇所（191-212頁）を読んでおくこと。
Learning Portal に掲載する第4回講義レジュメを事前に印
刷し、読んでおくこと。
【復習】
配布された資料を読み直し、関連条文・用語の意味等を
確認・整理しておくこと

4時間対面

第5回 ○不作為犯
（授業の目標）
・不作為犯の意義と種類について理解し、説明することができる。
・不作為犯の成立要件について理解し、説明することができる。
・作為義務の発生根拠を理解し、説明することができる。

【予習】
テキスト該当箇所（52-67頁）を読んでおくこと。Learning 
Portal に掲載する第5回講義レジュメを事前に印刷し、読
んでおくこと。
【復習】
配布された資料を読み直し、関連条文・用語の意味等を
確認・整理しておくこと

4時間対面

第6回 ○因果関係
（授業の目標）
・条件関係および条件説について理解し、説明することができる。
・相当因果関係説について理解し、説明することができる。
・危険の現実化説について理解し、説明することができる。

【予習】
テキスト該当箇所（35-52頁）を読んでおくこと。Learning 
Portal に掲載する第6回講義レジュメを事前に印刷し、読
んでおくこと。
【復習】
配布された資料を読み直し、関連条文・用語の意味等を
確認・整理しておくこと

4時間対面

第7回 ○故意と過失
（授業の目標）
・故意の意義について理解し、説明することができる。
・故意の種類について理解し、説明することができる。
・故意と過失の区別について理解し、説明することができる。

【予習】
テキスト該当箇所（68-73頁、88-103頁）を読んでおくこと。
Learning Portal に掲載する第7回講義レジュメを事前に印
刷し、読んでおくこと。
【復習】
配布された資料を読み直し、関連条文・用語の意味等を
確認・整理しておくこと

4時間対面

第8回 ○錯誤
（授業の目標）
・事実の錯誤と法律の錯誤について理解し、説明することができる。
・客体の錯誤、方法の錯誤、因果関係の錯誤について理解し、説明す
ることができる。
・具体的事実の錯誤と抽象的事実の錯誤について理解し、説明するこ
とができる。

【予習】
テキスト該当箇所（73-87頁）を読んでおくこと。Learning 
Portal に掲載する第8回講義レジュメを事前に印刷し、読
んでおくこと。
【復習】
配布された資料を読み直し、関連条文・用語の意味等を
確認・整理しておくこと

4時間対面

第9回 中間試験 第1～8回までの授業内容に対応するテキスト該当箇所を
復習しておくこと。
Learning Portal に掲載した第1～8回講義レジュメの内容
を復習しておくこと。

6時間対面

第10回 ○違法性阻却の意義、正当行為、被害者の同意
（授業の目標）
・違法性の意義と違法性阻却事由について理解し、説明することができ
る。
・法令行為と正当業務行為について理解し、説明することができる。
・被害者の同意の意義と要件について理解し、説明することができる。

【予習】
テキスト該当箇所（110-118頁、150-164頁）を読んでおくこ
と。Learning Portal に掲載する第10回講義レジュメを事前
に印刷し、読んでおくこと。
【復習】
配布された資料を読み直し、関連条文・用語の意味等を
確認・整理しておくこと

4時間対面

第11回 ○正当防衛
（授業の目標）
・正当防衛の正当化根拠について理解し、説明することができる。
・正当防衛の要件を条文に即して理解し、説明することができる。
・正当防衛のそれぞれの要件と解釈を理解し、説明することができる。

【予習】
テキスト該当箇所（118-138頁）を読んでおくこと。
Learning Portal に掲載する第11回講義レジュメを事前に
印刷し、読んでおくこと。
【復習】
配布された資料を読み直し、関連条文・用語の意味等を
確認・整理しておくこと

4時間対面

第12回 ○緊急避難
（授業の目標）
・緊急避難の正当化根拠について理解し、説明することができる。
・緊急避難の要件を条文に即して理解し、説明することができる。
・緊急避難のそれぞれの要件と解釈を理解し、説明することができる。

【予習】
テキスト該当箇所（138-150頁）を読んでおくこと。
Learning Portal に掲載する第12回講義レジュメを事前に
印刷し、読んでおくこと。
【復習】
配布された資料を読み直し、関連条文・用語の意味等を
確認・整理しておくこと

4時間対面

第13回 ○責任阻却の意義、期待可能性、責任能力
（授業の目標）
・責任の意義と責任阻却事由について理解し、説明することができる。
・責任能力、適法行為の期待可能性等の責任要素について理解し、説
明することができる。
・責任能力の意義と判断方法について理解し、説明することができる。

【予習】
テキスト該当箇所（165-190頁）を読んでおくこと。
Learning Portal に掲載する第13回講義レジュメを事前に
印刷し、読んでおくこと。
【復習】
配布された資料を読み直し、関連条文・用語の意味等を
確認・整理しておくこと

4時間対面

第14回 ○共犯の意義、正犯と共犯の区別、共同正犯
（授業の目標）
・正犯と共犯の意義とその区別について理解し、説明することができ
る。
・直接正犯と間接正犯について理解し、説明することができる。
・共同正犯の類型（実行共同正犯・共謀共同正犯）と成立要件について
理解し、説明することができる。

【予習】
テキスト該当箇所（213-226頁）を読んでおくこと。
Learning Portal に掲載する第14回講義レジュメを事前に
印刷し、読んでおくこと。
【復習】
配布された資料を読み直し、関連条文・用語の意味等を
確認・整理しておくこと

4時間対面

第15回 ○教唆犯・幇助犯／授業のまとめ
（授業の目標）
・共犯の処罰根拠について理解し、説明することができる。
・共犯の従属性（実行従属性・要素従属性・罪名従属性）について理解
し、説明することができる。
・教唆犯と幇助犯の類型と成立要件について理解し、説明することがで
きる。

【予習】
テキスト該当箇所（226-232頁）を読んでおくこと。
Learning Portal に掲載する第15回講義レジュメを事前に
印刷し、読んでおくこと。
【復習】
配布された資料を読み直し、関連条文・用語の意味等を
確認・整理しておくこと

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 刑法総論Ⅰ＜刑法総論（概論）＞ 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234杉本　拓海

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

法学部専門教育科目

テーマ 刑法総論の全体像と基礎を学ぶ

授業の目的及び概要
刑法とは犯罪と刑罰について規定した法であり、刑法総論とは刑法の解釈論のうち、すべての犯罪に共通する成立要件と刑罰の種類・適用等を論じる
分野である。この授業は、主に刑法総論のなかでも犯罪論を概観することで、その全体像と基本概念を理解することを目的とする。この授業は必修科
目であり、刑法総論Ⅱ、刑法各論Ⅰ･Ⅱを学修する上での基礎科目に位置付けられる。

学修の到達目標
１．刑法の意義と体系を理解し、説明することができる。
２．刑法総論に関する基本概念を理解し、説明することができる。
３．刑法総論に関する基本的な法的問題を理解し、説明することができる。
４．刑法総論の学修を通じて論理的思考力を身につけることができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
中間試験については、授業中に解説・講評する。
定期試験については、Learning Portal に簡単な解説・講評を掲載する。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

刑法は、人間に対して刑罰を科すための法であるため、理論的に精緻な法です。刑法総論は、刑事法を学ぶ上でも基礎となるものですが、その反面、
抽象的な議論になりがちです。学修にあたっては、なるべく具体的な場面を頭の中にイメージすることで、理解がしやすくなるとおもわれます。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0700

30000

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

①刑法総論，内田幸隆・杉本一敏，有斐閣，2019年
『六法』（小型のもので可。紙媒体に限る）を毎回持参のこと。

2023年度TKC法学検定試験学習ツールのID保有者（2023年度入学生）以外は、「②2023年法学検定試験問
題集ベーシック＜基礎＞コース，法学検定試験委員会編，商事法務，2023年」を購入し携行すること。

参考書

①基本刑法I 総論（第3版），大塚裕史ほか，日本評論社，2019年
②刑法判例百選I 総論〔第8版〕，佐伯仁志・橋爪隆編，有斐閣，2020年
その他、必要に応じて授業内で紹介する。

①978-4641150652
②978-4785730222

①978-4535523838
②978-4641115507

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ○ガイダンス・刑法の意義
（授業の目標）
・刑法の概念と意義について理解し、説明することができる。
・刑法の役割と機能について理解し、説明することができる。
・近代刑法の意義と基本思想について理解し、説明することができる。

【予習】
テキスト該当箇所（6-14頁）を読んでおくこと。Learning 
Portal に掲載する第1回講義レジュメを事前に印刷し、読
んでおくこと。
【復習】
配布された資料を読み直し、関連条文・用語の意味等を
確認・整理しておくこと

4時間対面

第2回 ○刑法の基本原則と犯罪論の体系
（授業の目標）
・罪刑法定主義の意義と派生原則、行為主義の意義、責任主義の意義
について理解し、説明することができる。
・犯罪論の意義と体系について理解し、説明することができる。
・犯罪認定の具体的な手順について理解し、説明することができる。

【予習】
テキスト該当箇所（1-5頁、14-25頁）を読んでおくこと。
Learning Portal に掲載する第2回講義レジュメを事前に印
刷し、読んでおくこと。
【復習】
配布された資料を読み直し、関連条文・用語の意味等を
確認・整理しておくこと

4時間オンデマンド

第3回 ○構成要件の意義
（授業の目標）
・構成要件の意義と機能について理解し、説明することができる。
・構成要件要素について理解し、説明することができる。
・犯罪の種類を理解し、説明することができる。

【予習】
テキスト該当箇所（26-35頁）を読んでおくこと。Learning 
Portal に掲載する第3回講義レジュメを事前に印刷し、読
んでおくこと。
【復習】
配布された資料を読み直し、関連条文・用語の意味等を
確認・整理しておくこと

4時間対面
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第4回 ○未遂犯
（授業の目標）
・未完成犯罪の意義と種類について理解し、説明することができる。
・未遂犯の意義と要件について理解し、説明することができる。
・不能犯と中止犯の基本事項について理解し、説明することができる。

【予習】
テキスト該当箇所（191-212頁）を読んでおくこと。
Learning Portal に掲載する第4回講義レジュメを事前に印
刷し、読んでおくこと。
【復習】
配布された資料を読み直し、関連条文・用語の意味等を
確認・整理しておくこと

4時間対面

第5回 ○不作為犯
（授業の目標）
・不作為犯の意義と種類について理解し、説明することができる。
・不作為犯の成立要件について理解し、説明することができる。
・作為義務の発生根拠を理解し、説明することができる。

【予習】
テキスト該当箇所（52-67頁）を読んでおくこと。Learning 
Portal に掲載する第5回講義レジュメを事前に印刷し、読
んでおくこと。
【復習】
配布された資料を読み直し、関連条文・用語の意味等を
確認・整理しておくこと

4時間対面

第6回 ○因果関係
（授業の目標）
・条件関係および条件説について理解し、説明することができる。
・相当因果関係説について理解し、説明することができる。
・危険の現実化説について理解し、説明することができる。

【予習】
テキスト該当箇所（35-52頁）を読んでおくこと。Learning 
Portal に掲載する第6回講義レジュメを事前に印刷し、読
んでおくこと。
【復習】
配布された資料を読み直し、関連条文・用語の意味等を
確認・整理しておくこと

4時間対面

第7回 ○故意と過失
（授業の目標）
・故意の意義について理解し、説明することができる。
・故意の種類について理解し、説明することができる。
・故意と過失の区別について理解し、説明することができる。

【予習】
テキスト該当箇所（68-73頁、88-103頁）を読んでおくこと。
Learning Portal に掲載する第7回講義レジュメを事前に印
刷し、読んでおくこと。
【復習】
配布された資料を読み直し、関連条文・用語の意味等を
確認・整理しておくこと

4時間対面

第8回 ○錯誤
（授業の目標）
・事実の錯誤と法律の錯誤について理解し、説明することができる。
・客体の錯誤、方法の錯誤、因果関係の錯誤について理解し、説明す
ることができる。
・具体的事実の錯誤と抽象的事実の錯誤について理解し、説明するこ
とができる。

【予習】
テキスト該当箇所（73-87頁）を読んでおくこと。Learning 
Portal に掲載する第8回講義レジュメを事前に印刷し、読
んでおくこと。
【復習】
配布された資料を読み直し、関連条文・用語の意味等を
確認・整理しておくこと

4時間対面

第9回 中間試験 第1～8回までの授業内容に対応するテキスト該当箇所を
復習しておくこと。
Learning Portal に掲載した第1～8回講義レジュメの内容
を復習しておくこと。

6時間対面

第10回 ○違法性阻却の意義、正当行為、被害者の同意
（授業の目標）
・違法性の意義と違法性阻却事由について理解し、説明することができ
る。
・法令行為と正当業務行為について理解し、説明することができる。
・被害者の同意の意義と要件について理解し、説明することができる。

【予習】
テキスト該当箇所（110-118頁、150-164頁）を読んでおくこ
と。Learning Portal に掲載する第10回講義レジュメを事前
に印刷し、読んでおくこと。
【復習】
配布された資料を読み直し、関連条文・用語の意味等を
確認・整理しておくこと

4時間対面

第11回 ○正当防衛
（授業の目標）
・正当防衛の正当化根拠について理解し、説明することができる。
・正当防衛の要件を条文に即して理解し、説明することができる。
・正当防衛のそれぞれの要件と解釈を理解し、説明することができる。

【予習】
テキスト該当箇所（118-138頁）を読んでおくこと。
Learning Portal に掲載する第11回講義レジュメを事前に
印刷し、読んでおくこと。
【復習】
配布された資料を読み直し、関連条文・用語の意味等を
確認・整理しておくこと

4時間対面

第12回 ○緊急避難
（授業の目標）
・緊急避難の正当化根拠について理解し、説明することができる。
・緊急避難の要件を条文に即して理解し、説明することができる。
・緊急避難のそれぞれの要件と解釈を理解し、説明することができる。

【予習】
テキスト該当箇所（138-150頁）を読んでおくこと。
Learning Portal に掲載する第12回講義レジュメを事前に
印刷し、読んでおくこと。
【復習】
配布された資料を読み直し、関連条文・用語の意味等を
確認・整理しておくこと

4時間対面

第13回 ○責任阻却の意義、期待可能性、責任能力
（授業の目標）
・責任の意義と責任阻却事由について理解し、説明することができる。
・責任能力、適法行為の期待可能性等の責任要素について理解し、説
明することができる。
・責任能力の意義と判断方法について理解し、説明することができる。

【予習】
テキスト該当箇所（165-190頁）を読んでおくこと。
Learning Portal に掲載する第13回講義レジュメを事前に
印刷し、読んでおくこと。
【復習】
配布された資料を読み直し、関連条文・用語の意味等を
確認・整理しておくこと

4時間対面

第14回 ○共犯の意義、正犯と共犯の区別、共同正犯
（授業の目標）
・正犯と共犯の意義とその区別について理解し、説明することができ
る。
・直接正犯と間接正犯について理解し、説明することができる。
・共同正犯の類型（実行共同正犯・共謀共同正犯）と成立要件について
理解し、説明することができる。

【予習】
テキスト該当箇所（213-226頁）を読んでおくこと。
Learning Portal に掲載する第14回講義レジュメを事前に
印刷し、読んでおくこと。
【復習】
配布された資料を読み直し、関連条文・用語の意味等を
確認・整理しておくこと

4時間対面

第15回 ○教唆犯・幇助犯／授業のまとめ
（授業の目標）
・共犯の処罰根拠について理解し、説明することができる。
・共犯の従属性（実行従属性・要素従属性・罪名従属性）について理解
し、説明することができる。
・教唆犯と幇助犯の類型と成立要件について理解し、説明することがで
きる。

【予習】
テキスト該当箇所（226-232頁）を読んでおくこと。
Learning Portal に掲載する第15回講義レジュメを事前に
印刷し、読んでおくこと。
【復習】
配布された資料を読み直し、関連条文・用語の意味等を
確認・整理しておくこと

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 刑法総論Ⅰ＜刑法総論（概論）＞ 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234大関　龍一

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

法学部専門教育科目

テーマ 刑法総論の全体像と基礎を学ぶ

授業の目的及び概要
刑法とは犯罪と刑罰について規定した法であり、刑法総論とは刑法の解釈論のうち、すべての犯罪に共通する成立要件と刑罰の種類・適用等を論じる
分野である。この授業は、主に刑法総論のなかでも犯罪論を概観することで、その全体像と基本概念を理解することを目的とする。この授業は、刑法各
論（概論）、刑法Ⅰ・Ⅱを学修する上での基礎科目に位置付けられる。

学修の到達目標
１．刑法の意義と体系を理解し、説明することができる。
２．刑法総論に関する基本概念を理解し、説明することができる。
３．刑法総論に関する基本的な法的問題を理解し、説明することができる。
４．刑法総論の学修を通じて論理的思考力を身につけることができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
中間レポートについては、授業中に解説・講評する。
定期試験については、Learning Portal に簡単な解説・講評を掲載する。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／クリッカー等の理解度把握システムの利用

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

刑法は、人間に対して刑罰を科すための法であるため、理論的に精緻な法です。刑法総論は、刑事法を学ぶ上でも基礎となるものですが、その反面、
抽象的な議論になりがちです。学修にあたっては、なるべく具体的な場面を頭の中にイメージすることで、理解がしやすくなるとおもわれます。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0600

003010

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

刑法総論，内田幸隆・杉本一敏，有斐閣，2019年
『六法』（小型のもので可。紙媒体に限る）を毎回持参のこと。

参考書

①基本刑法I 総論〔第3版〕，大塚裕史ほか，日本評論社，2019年
②刑法判例百選I 総論〔第8版〕，佐伯仁志・橋爪隆編，有斐閣，2020年
その他、必要に応じて授業内で紹介する。

978-4641150652

①978-4535523838
②978-4641115507

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ○ガイダンス・刑法の意義
（授業の目標）
・刑法の概念と意義について理解し、説明することができる。
・刑法の役割と機能について理解し、説明することができる。
・近代刑法の意義と基本思想について理解し、説明することができる。

【予習】
テキスト該当箇所（6-14頁）を読んでおくこと。Learning 
Portal に掲載する第1回講義レジュメを事前に印刷し、読
んでおくこと。
【復習】
配布された資料を読み直し、関連条文・用語の意味等を
確認・整理しておくこと

4時間対面

第2回 ○刑法の基本原則と犯罪論の体系
（授業の目標）
・罪刑法定主義の意義と派生原則、行為主義の意義、責任主義の意義
について理解し、説明することができる。
・犯罪論の意義と体系について理解し、説明することができる。
・犯罪認定の具体的な手順について理解し、説明することができる。

【予習】
テキスト該当箇所（1-5頁、14-25頁）を読んでおくこと。
Learning Portal に掲載する第2回講義レジュメを事前に印
刷し、読んでおくこと。
【復習】
配布された資料を読み直し、関連条文・用語の意味等を
確認・整理しておくこと

4時間対面

第3回 ○構成要件の意義
（授業の目標）
・構成要件の意義と機能について理解し、説明することができる。
・構成要件要素について理解し、説明することができる。
・犯罪の種類を理解し、説明することができる。

【予習】
テキスト該当箇所（26-35頁）を読んでおくこと。Learning 
Portal に掲載する第3回講義レジュメを事前に印刷し、読
んでおくこと。
【復習】
配布された資料を読み直し、関連条文・用語の意味等を
確認・整理しておくこと

4時間対面
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第4回 ○未遂犯
（授業の目標）
・未完成犯罪の意義と種類について理解し、説明することができる。
・未遂犯の意義と要件について理解し、説明することができる。
・不能犯と中止犯の基本事項について理解し、説明することができる。

【予習】
テキスト該当箇所（191-212頁）を読んでおくこと。
Learning Portal に掲載する第4回講義レジュメを事前に印
刷し、読んでおくこと。
【復習】
配布された資料を読み直し、関連条文・用語の意味等を
確認・整理しておくこと

4時間対面

第5回 ○不作為犯
（授業の目標）
・不作為犯の意義と種類について理解し、説明することができる。
・不作為犯の成立要件について理解し、説明することができる。
・作為義務の発生根拠を理解し、説明することができる。

【予習】
テキスト該当箇所（52-67頁）を読んでおくこと。Learning 
Portal に掲載する第5回講義レジュメを事前に印刷し、読
んでおくこと。
【復習】
配布された資料を読み直し、関連条文・用語の意味等を
確認・整理しておくこと

4時間対面

第6回 ○因果関係
（授業の目標）
・条件関係および条件説について理解し、説明することができる。
・相当因果関係説について理解し、説明することができる。
・危険の現実化説について理解し、説明することができる。

【予習】
テキスト該当箇所（35-52頁）を読んでおくこと。Learning 
Portal に掲載する第6回講義レジュメを事前に印刷し、読
んでおくこと。
【復習】
配布された資料を読み直し、関連条文・用語の意味等を
確認・整理しておくこと

4時間対面

第7回 ○故意と過失
（授業の目標）
・故意の意義について理解し、説明することができる。
・故意の種類について理解し、説明することができる。
・故意と過失の区別について理解し、説明することができる。

【予習】
テキスト該当箇所（68-73頁、88-103頁）を読んでおくこと。
Learning Portal に掲載する第7回講義レジュメを事前に印
刷し、読んでおくこと。
【復習】
配布された資料を読み直し、関連条文・用語の意味等を
確認・整理しておくこと

4時間対面

第8回 中間まとめ、中間レポートの課題公表 【予習】
第1～7回までの授業内容に対応するテキスト該当箇所を
復習しておくこと。
Learning Portal に掲載した第1～7回講義レジュメの内容
を復習しておくこと。
【復習】
中間レポートを作成すること。

6時間オンデマンド

第9回 ○錯誤
（授業の目標）
・事実の錯誤と法律の錯誤について理解し、説明することができる。
・客体の錯誤、方法の錯誤、因果関係の錯誤について理解し、説明す
ることができる。
・具体的事実の錯誤と抽象的事実の錯誤について理解し、説明するこ
とができる。

【予習】
テキスト該当箇所（73-87頁）を読んでおくこと。Learning 
Portal に掲載する第8回講義レジュメを事前に印刷し、読
んでおくこと。
【復習】
配布された資料を読み直し、関連条文・用語の意味等を
確認・整理しておくこと

4時間対面

第10回 ○違法性阻却の意義、正当行為、被害者の同意
（授業の目標）
・違法性の意義と違法性阻却事由について理解し、説明することができ
る。
・法令行為と正当業務行為について理解し、説明することができる。
・被害者の同意の意義と要件について理解し、説明することができる。

【予習】
テキスト該当箇所（110-118頁、150-164頁）を読んでおくこ
と。Learning Portal に掲載する第10回講義レジュメを事前
に印刷し、読んでおくこと。
【復習】
配布された資料を読み直し、関連条文・用語の意味等を
確認・整理しておくこと

4時間対面

第11回 ○正当防衛
（授業の目標）
・正当防衛の正当化根拠について理解し、説明することができる。
・正当防衛の要件を条文に即して理解し、説明することができる。
・正当防衛のそれぞれの要件と解釈を理解し、説明することができる。

【予習】
テキスト該当箇所（118-138頁）を読んでおくこと。
Learning Portal に掲載する第11回講義レジュメを事前に
印刷し、読んでおくこと。
【復習】
配布された資料を読み直し、関連条文・用語の意味等を
確認・整理しておくこと

4時間対面

第12回 ○緊急避難
（授業の目標）
・緊急避難の正当化根拠について理解し、説明することができる。
・緊急避難の要件を条文に即して理解し、説明することができる。
・緊急避難のそれぞれの要件と解釈を理解し、説明することができる。

【予習】
テキスト該当箇所（138-150頁）を読んでおくこと。
Learning Portal に掲載する第12回講義レジュメを事前に
印刷し、読んでおくこと。
【復習】
配布された資料を読み直し、関連条文・用語の意味等を
確認・整理しておくこと

4時間対面

第13回 ○責任阻却の意義、期待可能性、責任能力
（授業の目標）
・責任の意義と責任阻却事由について理解し、説明することができる。
・責任能力、適法行為の期待可能性等の責任要素について理解し、説
明することができる。
・責任能力の意義と判断方法について理解し、説明することができる。

【予習】
テキスト該当箇所（165-190頁）を読んでおくこと。
Learning Portal に掲載する第13回講義レジュメを事前に
印刷し、読んでおくこと。
【復習】
配布された資料を読み直し、関連条文・用語の意味等を
確認・整理しておくこと

4時間対面

第14回 ○共犯の意義、正犯と共犯の区別、共同正犯
（授業の目標）
・正犯と共犯の意義とその区別について理解し、説明することができ
る。
・直接正犯と間接正犯について理解し、説明することができる。
・共同正犯の類型（実行共同正犯・共謀共同正犯）と成立要件について
理解し、説明することができる。

【予習】
テキスト該当箇所（213-226頁）を読んでおくこと。
Learning Portal に掲載する第14回講義レジュメを事前に
印刷し、読んでおくこと。
【復習】
配布された資料を読み直し、関連条文・用語の意味等を
確認・整理しておくこと

4時間対面

第15回 ○教唆犯・幇助犯／授業のまとめ
（授業の目標）
・共犯の処罰根拠について理解し、説明することができる。
・共犯の従属性（実行従属性・要素従属性・罪名従属性）について理解
し、説明することができる。
・教唆犯と幇助犯の類型と成立要件について理解し、説明することがで
きる。

【予習】
テキスト該当箇所（226-232頁）を読んでおくこと。
Learning Portal に掲載する第15回講義レジュメを事前に
印刷し、読んでおくこと。
【復習】
配布された資料を読み直し、関連条文・用語の意味等を
確認・整理しておくこと

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 刑法各論Ⅰ＜刑法各論（概論）＞ 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234大関　龍一

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

法学部専門教育科目

テーマ 刑法各論に関する基本的知識を修得する。

授業の目的及び概要
刑法は、犯罪と刑罰について定めた法です。犯罪や刑罰に関する報道は、新聞やテレビ、ネットに溢れており、その意味で刑法は皆さんにも馴染み深
い学問といえます。例えば、「詐欺グループの主犯格に懲役○年の刑が下された」、「傷害の罪に問われた被告人が無罪になった」などのニュースを一
度は耳にしたことがあるでしょう。しかし、どのようなことをしたら詐欺や傷害といった犯罪に問われるのか、なぜ詐欺や傷害といった罪を犯した人には刑
罰が科されるのか、について深く考えたことがある人はほとんどいないでしょう。この授業では、すべての犯罪に共通の成立要件に関する基本知識（「刑
法総論」の基本知識）を前提に、窃盗、詐欺、傷害、監禁、放火などといった個別の犯罪について、それがどのような場合になぜ処罰されるのかについ
て学修します。
刑法は、犯罪によって私たちの権利や利益が侵害されないために必要な法律ですが、その反面、犯罪者と認定され刑罰を科された人には重い苦痛が
伴うことになり、その後の人生にも影響を及ぼすことになります。そこで、犯罪を成立させてよいかどうかについては、慎重に、かつ、論理的に考える必
要があります。刑法を学ぶことは、物事を論理的に思考し、説得的に言語化する力を養うことにつながります。

学修の到達目標
①主要な犯罪について、なぜそれが処罰されるのかを簡潔に説明することができる。
②主要な犯罪について、どのような場合にそれが成立するかを具体的に説明することができる。
③具体的事例を見て、どのような犯罪が問題になるかを刑法の条文から指摘することができる。
④具体的事例を見て、どのような犯罪が成立するかについて、主要な判例・学説を踏まえて、論理的に考えることができる。
⑤上記①〜④について考えたことを言語化し、説得的に伝えることができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
「刑法総論Ⅰ＜刑法総論（概論）＞」の履修を推奨する

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
コメントシートおよび中間レポートについては、授業内で講評します。
定期試験については、Learning Portalに解答と講評を掲載します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／クリッカー等の理解度把握システムの利用

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

授業内では、皆さんに意見を求めることがあります。刑法を学ぶ意義や面白さは、具体的な事例を素材に、あれこれと考え、議論することで実感できま
すので、積極的な発言・議論への参加を期待しています。
また、授業内で数回コメントシートの作成を求めるほか、中間レポートを作成・提出してもらう予定です。いずれも、暗記を求めるものではなく、皆さんの
意見や考えをまとめてもらうものにする予定です。
教員が一方的に教えるのではなく、受講生の皆さんと議論をしながら授業を進めたいと思いますので、一緒に楽しい授業を作っていきましょう。
なお、この授業では、「刑法総論（概論）」を履修していることを前提に、講義を行います。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0600

003010

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

基本刑法Ⅱ各論〔第3版〕，大塚裕史・十河太朗・塩谷毅・豊田兼彦，日本評論社，2023年
＊『六法』（小型のもので可。紙媒体に限る）は毎回持参してください。

参考書

刑法判例百選Ⅱ各論〔第8版〕，佐伯仁志・橋爪隆編，有斐閣，2018年
＊その他の参考書については、授業内で適宜紹介します。

978-4-535-52240-4

978-4-641-11551-4

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス・刑法総論の復習
・授業の進め方、成績評価の方法などについて説明します。
・刑法総論に関する基本知識について復習します。

【予習】Learning Portalに掲載する講義資料を読んでおい
てください。
【復習】授業で配付した資料を読んで復習しておいてくださ
い。

4時間対面

第2回 生命・身体に対する罪（１）
・殺人罪および自殺関与・同意殺人罪の基本構造について、説明しま
す。
・殺人罪と自殺関与罪の区別について、説明します。
・遺棄罪の基本構造について、説明します。

【予習】Learning Portalに掲載する講義資料およびテキス
ト該当箇所（9-11頁、13-15頁、19-21頁）を読んでおいてく
ださい。
【復習】授業で配付した資料を読んで復習しておいてくださ
い。

4時間対面

第3回 生命・身体に対する罪（２）
・暴行罪の基本構造について、説明します。
・傷害罪および傷害致死罪の基本構造について、説明します。
・同時傷害の特例の基本構造について、説明します。

【予習】Learning Portalに掲載する講義資料およびテキス
ト該当箇所（28-29頁、30-31頁、33-34頁、35-36頁）を読
んでおいてください。
【復習】授業で配付した資料を読んで復習しておいてくださ
い。

4時間対面
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第4回 自由に対する罪（１）
・脅迫・強要の罪の基本構造について、説明します。
・逮捕・監禁の罪の基本構造について、説明します。
・略取・誘拐の罪（特に、未成年者拐取罪、身代金目的拐取罪）につい
て、説明します。

【予習】Learning Portalに掲載する講義資料およびテキス
ト該当箇所（45-48頁、50-52頁、52-56頁、58-60頁、63-
64頁）を読んでおいてください。
【復習】授業で配付した資料を読んで復習しておいてくださ
い。

4時間対面

第5回 自由に対する罪（２）
・性的自由に対する罪（特に、強制わいせつ罪、強制性交等罪、準強制
わいせつ罪・準強制性交等罪）について、説明します。
・性犯罪の改正動向について、説明します。
・住居侵入罪の基本構造について、説明します。

【予習】Learning Portalに掲載する講義資料およびテキス
ト該当箇所（70-78頁、80-87頁）を読んでおいてください。
【復習】授業で配付した資料を読んで復習しておいてくださ
い。

4時間対面

第6回 人格的法益に対する罪、信用および業務に対する罪
・名誉毀損罪の基本構造について、説明します。
・侮辱罪の法定刑引上げについて、説明します。
・業務妨害罪の基本構造について、説明します。

【予習】Learning Portalに掲載する講義資料およびテキス
ト該当箇所（97-103頁、110-113頁）を読んでおいてくださ
い。
【復習】授業で配付した資料を読んで復習しておいてくださ
い。

4時間対面

第7回 財産犯総説、窃盗罪　
・財産犯の全体像について、説明します。
・窃盗罪の基本構造について、説明します。
・不法領得の意思について、説明します。

【予習】Learning Portalに掲載する講義資料およびテキス
ト該当箇所（118-129頁、144-150頁）を読んでおいてくださ
い。
【復習】授業で配付した資料を読んで復習しておいてくださ
い。

4時間対面

第8回 中間まとめ、中間レポートの課題公表 【予習】第1～8回の講義資料および対応するテキスト該当
箇所を読んで復習しておいてください。
【復習】中間レポートを作成・提出してください。

6時間オンデマンド

第9回 強盗罪
・1項強盗罪および2項強盗罪の基本構造について、説明します。
・事後強盗罪の基本構造について、説明します。
・強盗致死傷罪の基本構造について、説明します。

【予習】Learning Portalに掲載する授業資料およびテキス
ト該当箇所（157-161頁、172-175頁、186-192頁、210-
214頁）を読んでおいてください。
【復習】授業で配付した資料を読んで復習しておいてくださ
い。

4時間対面

第10回 詐欺罪、恐喝罪
・1項詐欺罪および2項詐欺罪の基本構造について、説明します。
・恐喝罪の基本構造について、説明します。

【予習】Learning Portalに掲載する講義資料およびテキス
ト該当箇所（233-238頁、268-273頁）を読んでおいてくださ
い。
【復習】授業で配付した資料を読んで復習しておいてくださ
い。

4時間対面

第11回 横領罪、特殊詐欺をめぐる刑法上の諸問題
・横領罪の基本構造について、説明します。
・特殊詐欺をめぐる刑法各論の問題について、説明します。

【予習】Learning Portalに掲載する講義資料およびテキス
ト該当箇所（277-283頁、288-289頁）を読んでおいてくださ
い。
【復習】授業で配付した資料を読んで復習しておいてくださ
い。

4時間対面

第12回 背任罪、盗品等関与罪、財産犯における親族等の特例
・背任罪の基本構造について、説明します。
・盗品等関与罪の基本構造について、説明します。
・財産犯における親族等に関する特例について、説明します。

【予習】Learning Portalに掲載する講義資料およびテキス
ト該当箇所（314-319頁、340-348頁、153-155頁、309-
310頁、352-354頁）を読んでおいてください。
【復習】授業で配付した資料を読んで復習しておいてくださ
い。

4時間対面

第13回 放火罪
・放火罪の保護法益と犯罪類型について、説明します。
・放火罪の基本構造について、説明します。

【予習】Learning Portalに掲載する講義資料およびテキス
ト該当箇所（362-373頁）を読んでおいてください。
【復習】授業で配付した資料を読んで復習しておいてくださ
い。

4時間対面

第14回 文書偽造罪
・文書偽造罪の保護法益と犯罪類型について、説明します。
・文書偽造罪の基本構造について、説明します。

【予習】Learning Portalに掲載する講義資料およびテキス
ト該当箇所（391-410頁）を読んでおいてください。
【復習】授業で配付した資料を読んで復習しておいてくださ
い。

4時間対面

第15回 国家的法益に対する罪
・賄賂罪の基本構造について、説明します。
・公務執行妨害罪の基本構造について、説明します。
・犯人蔵匿罪および証拠隠滅罪の基本構造について、説明します。

【予習】Learning Portalに掲載する講義資料およびテキス
ト該当箇所（464-475頁、487-493頁、514-517頁、522-
524頁、530-531頁）を読んでおいてください。
【復習】授業で配付した資料を読んで復習しておいてくださ
い。

4時間対面

－118－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 刑法各論Ⅰ＜刑法各論（概論）＞ 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234杉本　拓海

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

法学部専門教育科目

テーマ 刑法各論の基本的な考え方を身につける

授業の目的及び概要
・刑法の「問題」は机の上でのみ存在するものではなく、実際に適用されると適用された人の人生を大きく左右することになるほど重大な影響を及ぼす
「現実の問題」であるということを受講生が意識した上で、「なぜその結論になるのか」「どうしてそのように考えるのか」について、しっかりと理解し、自身
の言葉で説明できるように、一緒に悩み、考えていくような講義を目指します。
・「名誉毀損罪や業務妨害罪とか、名前だけは聞いたことがあるけど、どういうときに成立するのか、その犯罪は何のためにあるのかは知らない」、そん
な人が多いと思います。この講義では、どのような行為がどのような犯罪になるのか、どうしてその犯罪が規定されているのかについて、具体的な事例
を交えながら解説します。
・この講義では、一部で受講生に問いかけ、答えてもらうという形態をとります。ただ、問いかけは答え合わせのように正解を求めるものではなく、みんな
で考えていくための質問ですので、正解不正解を気にすることなく楽しく参加してくださいね（減点もありません）。

学修の到達目標
・具体的事案について、前提となる事実を分析することで該当する犯罪を指摘できるようになる。
・指摘した犯罪の趣旨や保護法益について説明できるようになる。
・指摘した犯罪の構成要件について説明できるようになる。
・具体的事案における事実を、指摘した犯罪の構成要件に当てはめ、一定の結論を示すことができるようになる。
・以上について、自身の理解を自身の言葉で表現し、他者に説得的に伝えることができるようになる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
「刑法総論Ⅰ＜刑法総論（概論）＞」の履修を推奨する

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
・学生が提出するリアクションペーパーについて、適宜必要に応じて授業時間内にフィードバックを行います。
・中間レポートについては、授業中に解説・講評します。
・定期試験については、簡単な解説・講評をLearning Portal上に掲載します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

【注意事項】
・わからないところがあれば、気軽に質問にきてください。
・毎回の講義で基本的な設問がついたリアクションペーパーを配布しますので、設問に解答の上で提出してください（評価の15%に相当します）。
・中間レポートの評価は全体の20%の割合としますが、この講義内容の修得のために特に重要なものなので必ず提出してください。

【メッセージ】
刑法の授業は、ただ聞いているだけでは「わかる」ようにはなっても、「できる」ようにはならないと思います。「なんとなくわかるけど、いざ試験になると何
を書けばいいのかわからない」、そんな経験はありませんか？
「わかる」と「できる」の間にある壁は大きく、自分の頭で悩み考えてみないと、「できる」ようにはなりません。それが学習する上での難しさの一つだと思
います。一方で、悩み考えた末に得たものは、刑法にとどまらず、人生の幹になりうると思います。
みんなで一緒に悩み、考えることで一人一人が「できる」ようになる、そんな授業を目指します。一緒に楽しんでいきましょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

600

00355

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

特に指定しませんが、各自が自分に合うと思う入門書または基本書及び判例集を持参してください。
『六法』（小型のもので可。紙媒体に限る）は毎回持参してください。
（参考書欄に決めかねた場合におすすめのものをあげます）

参考書

【入門書】
①入門刑法学・各論 第2版，井田良，有斐閣，2018年。

【基本書】
②刑法Ⅱ 各論，亀井源太郎・小池信太郎・佐藤拓磨・藪中悠・和田俊憲，日本評論社，2020。
③基本刑法Ⅱ［第3版］，大塚裕史・十河太朗・塩谷毅・豊田兼彦，日本評論社，2023年。
※こちらは4月7日発売予定です

【判例集】
④刑法判例百選Ⅱ〔第8版〕，佐伯仁志・橋爪隆編，有斐閣，2020年。

なし

①978-4641139343
②978-4535806917
③978-4535526884
④978-4641115514

ISBN

ISBN
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授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【ガイダンス】
授業の進め方などを確認した上で、基本的な学習方法を紹介します。

【予習】
配布されたレジュメを読み、事例と設問について自分なり
の考えをまとめておいてください。（0.5時間）
【復習】
レジュメを読み返し、授業内容を頭の中で一通り思い返し
てみましょう。その上で、設問を考え直して予習段階での
自分の考えと照らし合わせてください。（1.5時間）

2時間対面

第2回 【刑法各論の基礎】
法的三段論法や、刑法を学習する上で気をつけるべきこと、問いに答え
る上で重要なことなどを学びます。

【予習】
配布されたレジュメを読み、事例と設問についてレジュメ
や基本書等を参考に自分なりの考えをまとめておいてくだ
さい。（1.5時間）
【復習】
レジュメを読み返し、授業内容を頭の中で一通り思い返し
てみましょう。その上で、設問を考え直して予習段階での
自分の考えと照らし合わせてください。（2.5時間）

4時間対面

第3回 【生命・身体に対する罪①】
殺人罪、傷害罪、暴行罪、傷害致死罪、過失致死罪、堕胎罪や遺棄罪
といった生命・身体に対する犯罪のうち、主に殺人罪、傷害罪、暴行罪
について扱います。

【予習】
配布されたレジュメを読み、事例と設問についてレジュメ
や基本書等を参考に自分なりの考えをまとめておいてくだ
さい。（1.5時間）
【復習】
レジュメを読み返し、授業内容を頭の中で一通り思い返し
てみましょう。その上で、設問を考え直して予習段階での
自分の考えと照らし合わせてください。（2.5時間）

4時間対面

第4回 【生命・身体に対する罪②】
殺人罪、傷害罪、暴行罪、傷害致死罪、過失致死罪、堕胎罪や遺棄罪
といった生命・身体に対する犯罪のうち、第３回で扱わなかったものを
扱います。

【予習】
配布されたレジュメを読み、事例と設問についてレジュメ
や基本書等を参考に自分なりの考えをまとめておいてくだ
さい。（1.5時間）
【復習】
レジュメを読み返し、授業内容を頭の中で一通り思い返し
てみましょう。その上で、設問を考え直して予習段階での
自分の考えと照らし合わせてください。（2.5時間）

4時間対面

第5回 【自由・平穏に対する罪①】
逮捕・監禁罪、脅迫罪、強要罪、略取誘拐罪、強制性交等罪、住居侵
入罪、業務妨害罪といった自由・平穏に対する犯罪のうち、主に逮捕・
監禁罪、脅迫罪、強要罪、略取誘拐罪、強制性交等罪について扱いま
す。

【予習】
配布されたレジュメを読み、事例と設問についてレジュメ
や基本書等を参考に自分なりの考えをまとめておいてくだ
さい。（1.5時間）
【復習】
レジュメを読み返し、授業内容を頭の中で一通り思い返し
てみましょう。その上で、設問を考え直して予習段階での
自分の考えと照らし合わせてください。（2.5時間）

4時間対面

第6回 【自由・平穏に対する罪②】
逮捕・監禁罪、脅迫罪、強要罪、略取誘拐罪、強制性交等罪、住居侵
入罪といった自由・平穏に対する犯罪のうち、第５回で扱わなかったも
のを扱います。

【予習】
配布されたレジュメを読み、事例と設問についてレジュメ
や基本書等を参考に自分なりの考えをまとめておいてくだ
さい。（1.5時間）
【復習】
レジュメを読み返し、授業内容を頭の中で一通り思い返し
てみましょう。その上で、設問を考え直して予習段階での
自分の考えと照らし合わせてください。（2.5時間）

4時間対面

第7回 【レポート課題の解説】（オンデマンド）
第４回の授業において出題する中間レポート（事例問題）の解説を行い
ます。期末試験の問題を解く上で非常に重要なものとなります。

【予習】
指示に従い出題されたレポート課題の解答を作成してくだ
さい。（2.5時間）
【復習】
授業内容をよく思い返した上で、もう一度レポート課題を
手書きで解き直してください。必要があれば動画を繰り返
して視聴してください。（3.5時間）

6時間オンデマンド

第8回 【名誉に対する罪等】
名誉毀損罪、侮辱罪、信用毀損罪、業務妨害罪といった犯罪を扱いま
す。

【予習】
配布されたレジュメを読み、事例と設問についてレジュメ
や基本書等を参考に自分なりの考えをまとめておいてくだ
さい。（1.5時間）
【復習】
レジュメを読み返し、授業内容を頭の中で一通り思い返し
てみましょう。その上で、設問を考え直して予習段階での
自分の考えと照らし合わせてください。（2.5時間）

4時間対面

第9回 【財産に対する罪①】
財産犯についての総論的な部分を扱います。

【予習】
配布されたレジュメを読み、事例と設問についてレジュメ
や基本書等を参考に自分なりの考えをまとめておいてくだ
さい。（1.5時間）
【復習】
レジュメを読み返し、授業内容を頭の中で一通り思い返し
てみましょう。その上で、設問を考え直して予習段階での
自分の考えと照らし合わせてください。（2.5時間）

4時間対面

第10回 【財産に対する罪②】
窃盗罪などの財産に対する罪の各論的な部分を扱います。

【予習】
配布されたレジュメを読み、事例と設問についてレジュメ
や基本書等を参考に自分なりの考えをまとめておいてくだ
さい。（1.5時間）
【復習】
レジュメを読み返し、授業内容を頭の中で一通り思い返し
てみましょう。その上で、設問を考え直して予習段階での
自分の考えと照らし合わせてください。（2.5時間）

4時間対面

第11回 【放火に関する罪、善良な風俗に対する罪】
さまざまな種類の放火犯と、賭博罪や猥褻罪などの善良な風俗に対す
る罪について扱います。

【予習】
配布されたレジュメを読み、事例と設問についてレジュメ
や基本書等を参考に自分なりの考えをまとめておいてくだ
さい。（1.5時間）
【復習】
レジュメを読み返し、授業内容を頭の中で一通り思い返し
てみましょう。その上で、設問を考え直して予習段階での
自分の考えと照らし合わせてください。（2.5時間）

4時間対面

第12回 【偽造に関する罪】
通貨偽造罪や文書偽造罪などの、偽造に関する罪を扱います。

【予習】
配布されたレジュメを読み、事例と設問についてレジュメ
や基本書等を参考に自分なりの考えをまとめておいてくだ
さい。（1.5時間）
【復習】
レジュメを読み返し、授業内容を頭の中で一通り思い返し
てみましょう。その上で、設問を考え直して予習段階での
自分の考えと照らし合わせてください。（2.5時間）

4時間対面

第13回 【刑事司法に対する罪など】
公務執行害罪、逃走罪、犯人蔵匿等罪、偽証罪などの刑事司法に対す
る罪と公務執行妨害罪を扱います。

【予習】
配布されたレジュメを読み、事例と設問についてレジュメ
や基本書等を参考に自分なりの考えをまとめておいてくだ
さい。（1.5時間）
【復習】
レジュメを読み返し、授業内容を頭の中で一通り思い返し
てみましょう。その上で、設問を考え直して予習段階での
自分の考えと照らし合わせてください。（2.5時間）

4時間対面
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第14回 【汚職に関する罪】
賄賂罪などの汚職に関する罪を扱います。

【予習】
配布されたレジュメを読み、事例と設問についてレジュメ
や基本書等を参考に自分なりの考えをまとめておいてくだ
さい。（1.5時間）
【復習】
レジュメを読み返し、授業内容を頭の中で一通り思い返し
てみましょう。その上で、設問を考え直して予習段階での
自分の考えと照らし合わせてください。（2.5時間）

4時間対面

第15回 【まとめと総括】
全体の総まとめを行います。

【予習】
配布されたレジュメを読み、事例と設問についてレジュメ
や基本書等を参考に自分なりの考えをまとめておいてくだ
さい。（1.5時間）
【復習】
レジュメを読み返し、授業内容を頭の中で一通り思い返し
てみましょう。その上で、設問を考え直して予習段階での
自分の考えと照らし合わせてください。（2.5時間）

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 刑法各論Ⅰ＜刑法各論（概論）＞ 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234漆畑　貴久

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

法学部専門教育科目

テーマ ​​​​刑法各論の学修：刑法各論に関する基本的知識を修得する。

授業の目的及び概要
この授業は、犯罪と刑罰に関する基本的な法律である刑法に規定されている個別具体的な犯罪について、それぞれの成立要件（犯罪構成要件）を概
観することを通して、刑法が規定する犯罪の全体像を把握することを予定しています。刑法は、有罪とされた人物のその後の人生に大きな影響を与える
可能性が極めて高い法律であり、それをその人物にあてはめるに際しては、慎重な態度が求められます。こうした法律が我々の社会に存在する意味に
ついて学修してもらうことを予定しています。
授業の具体的な予定は、授業計画に示したとおりですが、受講生の理解の程度あるいは授業の進度等の都合から変更（重複、割愛等）する場合があり
ますので、予めご了承下さい。

学修の到達目標
刑法各論に関する以下の知識の修得を通して、刑事法学的な物事の考え方ができるようになることを、この授業の到達目標とします。
①具体的事例に該当する犯罪を刑法各論の条文内から指摘することができる。
②指摘した犯罪について規定する条文の趣旨・意義等を説明することができる。
③指摘した犯罪の構成要件を上記②で説明した条文から説明できる。
④指摘した犯罪の構成要件から、刑法各論において重要とされる事項について指摘することができる。
⑤上記①〜④に記載されている到達目標を文章を用いて達成することができる。

授業の方法
この科目は遠隔授業で行われます。詳細についてはLearning Portalを確認してください。

履修の条件・注意
「刑法総論Ⅰ＜刑法総論（概論）＞」の履修を推奨する

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
学生から質問があった場合、質問内容によって必要に応じて行います。
授業での学修内容に関して質問がある場合、担当にメール等で問い合わせて下さい（アドレスは、ラーニングポータル等でお知らせします）。質問への
回答に際して、受講生全体へのフィートバックを希望しない場合は「受講生全体へのフィードバックを希望しない」旨を知らせて下さい。その旨のお知ら
せがない場合、原則として、受講生全体にフィードバックします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

授業を聞いた内容で、重要・必要と自分で判断したことを、ノートや配布プリント等にメモ書きする等、能動的な授業への参加が重要になります。
毎回、授業後に「確認小テスト」を実施します（成績評価の40％に相当）。この小テストは出席確認も兼ねていますので、授業を受講した場合は必ず取組
んで下さい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0060

00400

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

信山社双書法学編法学刑法2各論，設楽裕文，信山社，2010年。
六法は必携です（電子版でも可、但し最新版のものに限る）。

参考書

①信山社双書法学編法学刑法4演習（各論），設楽裕文編，信山社，2010年。
②法学教室ライブラリィ入門刑法学・各論（第2版），井田良，有斐閣，2018年。

978-4-7972-1272-3

①978-4-7972-1274-7
②978-4-641-13932-9

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 授業方法等の説明・オリエンテーション
我が国の刑事司法制度の概要について

事前学修：「Yは、自分が窃盗被害に遭ったと認識した」。
このときYがどのような行動をとるかを予想し、その上で、
犯罪に対して我が国ではどのような対応が制度として用
意されているのかを考えてみる。（2時間）
事後学修：授業で説明した刑事司法の流れを再度確認
し、自分に言葉で正確に説明できるように整理する（授業
で触れる内容には、教科書・レジュメに記載されてない内
容が含まれる場合があります）。（2時間）

4時間オンデマンド

第2回 生命・身体に対する罪①　
・殺人罪
・自殺関与罪等

事前学修：教科書（5－7頁）及び配布レジュメの該当部分
を通読しておく。教科書の通読に際しては六法で条文を確
認すること。（2時間）
事後学修：殺人罪及び自殺関与罪等に関して、それぞれ
どのような検討を行ったのかについて確認し、内容を整理
する。授業で言及した専門用語や言葉遣い等について確
認する。（2時間）

4時間オンデマンド
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第3回 生命・身体に対する罪②　
・傷害罪
・暴行罪
・過失傷害罪等

事前学修：教科書（7－11頁）及びレジュメの該当部分を通
読しておく。教科書の通読に際しては六法で条文を確認す
ること。（2時間）
事後学修：傷害罪、暴行罪、及び過失傷害罪等につい
て、それぞれどのような検討を行ったのかについて確認
し、内容を整理する。授業で言及した専門用語や言葉遣
い等について確認する。（2時間）

4時間オンデマンド

第4回 生命・身体に対する罪③
・危険運転致死傷罪
・凶器準備集合罪
・遺棄の罪

事前学修：教科書（10－17頁）及びレジュメの該当部分を
通読しておく。教科書の通読に際しては六法で条文を確
認すること。（2時間）
事後学修：危険運転致死傷罪、凶器準備集合罪、及び遺
棄の罪について、それぞれどのような検討を行ったのかに
ついて確認し、内容を整理する。授業で言及した専門用語
や言葉遣い等について確認する。（2時間）

4時間オンデマンド

第5回 人身の自由を侵す罪　
・逮捕監禁罪
・略取誘拐罪
・人身売買罪等

事前学修：教科書（18－20頁、22－27頁）及びレジュメの
該当部分を通読しておく。教科書の通読に際しては六法
で条文を確認すること。（2時間）
事後学修：逮捕監禁罪、略取誘拐罪、及び人身売買等罪
について、それぞれ検討した内容を再度確認して整理して
おくこと。授業で言及した専門用語や言葉遣い等について
確認すること（2時間）。

4時間オンデマンド

第6回 精神的自由・生活の平穏を侵害する罪　
・脅迫罪
・住居侵入罪
・名誉毀損罪等

事前学修：教科書（20－21頁、32－46頁）及びレジュメの
該当部分を通読しておく。教科書の通読に際しては六法
で条文を確認すること。（2時間）
事後学修：脅迫罪、住居侵入罪、及び名誉棄損罪につい
て、それぞれどのような検討を行ったのかについて確認
し、内容を整理する。授業で言及した専門用語や言葉遣
い等について確認する。（2時間）

4時間オンデマンド

第7回 財産犯①　
・窃盗罪
・強盗罪等

事前学修：教科書（46－65頁）及びレジュメの該当部分を
通読しておく。教科書の通読に際しては六法で条文を確
認すること。（2時間）
事後学修：窃盗罪、及び強盗罪について、それぞれどの
ような検討を行ったのかについて確認し、内容を整理す
る。授業で言及した専門用語や言葉遣い等について確認
する。（2時間）

4時間オンデマンド

第8回 財産犯②　
・詐欺罪
・恐喝罪
・横領罪等

事前学修：教科書（65－85頁）及びレジュメの該当部分を
通読しておくこと。教科書の通読に際しては六法で条文を
確認すること。（2時間）
事後学修：詐欺罪、恐喝罪、及び横領罪について、それぞ
れどのような検討を行ったのかについて確認し、内容を整
理する。授業で言及した専門用語や言葉遣い等について
確認する。（2時間）

4時間オンデマンド

第9回 公共の平穏を害する罪　
・放火罪等

事前学修：教科書（93－101頁）及びレジュメの該当部分を
通読しておく。教科書の通読に際しては六法で条文を確
認すること。（2時間）
事後学修：放火罪について、授業で検討した内容を確認し
て整理する。授業で言及した専門用語や言葉遣い等につ
いて確認する。（2時間）

4時間オンデマンド

第10回 国民の健康を害する罪　
・あへん煙に関する罪
・飲料水に関する罪等

事前学修：教科書（109－114頁）及びレジュメの該当部分
を通読しておく。教科書の通読に際しては六法で条文を確
認すること。（2時間）
事後学修：授業で検討した国民の健康を害する諸犯罪の
内容について、それぞれどのような検討を行ったのかを確
認し、内容を整理する。授業で言及した専門用語や言葉
遣い等について確認する。（2時間）

4時間オンデマンド

第11回 偽造犯罪　
・通貨偽造罪
・文書偽造罪
・有価証券偽造罪等

事前学修：教科書（114－136頁）及びレジュメの該当部分
を通読しておく。教科書の通読に際しては六法で条文を確
認すること。（2時間）
事後学修：授業で検討した偽造犯罪の内容について確認
して整理する。授業で言及した専門用語や言葉遣い等に
ついて確認する。（2時間）

4時間オンデマンド

第12回 社会生活の感情を侵す罪　
・賭博罪等
公務員による犯罪①
・職権濫用罪

事前学修：教科書（141－144頁、166－168頁）及びレジュ
メの該当部分を通読しておくこと。教科書の通読に際して
は六法で条文を確認すること。（2時間）
事後学修：授業で検討した賭博罪等の内容について確認
して整理する。授業で言及した専門用語や言葉遣い等に
ついて確認する。（2時間）

4時間オンデマンド

第13回 公務員による犯罪②
・賄賂罪等

事前学修：教科書（168－176頁）及びレジュメの該当部分
を通読しておく。教科書の通読に際しては六法で条文を確
認すること。（2時間）
事後学修：授業で検討した公務員による犯罪の内容につ
いて確認して整理する。授業で言及した専門用語や言葉
遣い等について確認する。（2時間）

4時間オンデマンド

第14回 公務を害する罪　
・公務執行妨害罪
・犯人蔵匿・証拠隠滅罪等

事前学修：教科書（149－164頁）及びレジュメの該当部分
を通読しておく。教科書の通読に際しては六法で条文を確
認すること。（2時間）
事後学修：授業で検討した公務を害する犯罪の内容につ
いて確認して整理する。授業で言及した専門用語や言葉
遣い等について確認する。（2時間）

4時間オンデマンド

第15回 国家の存立を危うくする罪　
・内乱罪
・外患誘致罪等
授業のまとめ

事前学修：教科書（145－148頁）及びレジュメの該当部分
を通読しておく。教科書の通読に際しては六法で条文を確
認すること。（2時間）
事後学修：授業で検討した国家の存立にかかわる犯罪の
内容について確認して整理する。授業で言及した専門用
語や言葉遣い等について確認する。（2時間）

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 刑法各論Ⅰ＜刑法各論（概論）＞ 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234漆畑　貴久

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

法学部専門教育科目

テーマ ​​​​刑法各論の学修：刑法各論に関する基本的知識を修得する。

授業の目的及び概要
この授業は、犯罪と刑罰に関する基本的な法律である刑法に規定されている個別具体的な犯罪について、それぞれの成立要件（犯罪構成要件）を概
観することを通して、刑法が規定する犯罪の全体像を把握することを予定しています。刑法は、有罪とされた人物のその後の人生に大きな影響を与える
可能性が極めて高い法律であり、それをその人物にあてはめるに際しては、慎重な態度が求められます。こうした法律が我々の社会に存在する意味に
ついて学修してもらうことを予定しています。
授業の具体的な予定は、授業計画に示したとおりですが、受講生の理解の程度あるいは授業の進度等の都合から変更（重複、割愛等）する場合があり
ますので、予めご了承下さい。

学修の到達目標
刑法各論に関する以下の知識の修得を通して、刑事法学的な物事の考え方ができるようになることを、この授業の到達目標とします。
①具体的事例に該当する犯罪を刑法各論の条文内から指摘することができる。
②指摘した犯罪について規定する条文の趣旨・意義等を説明することができる。
③指摘した犯罪の構成要件を上記②で説明した条文から説明できる。
④指摘した犯罪の構成要件から、刑法各論において重要とされる事項について指摘することができる。
⑤上記①〜④に記載されている到達目標を文章を用いて達成することができる。

授業の方法
この科目は遠隔授業で行われます。詳細についてはLearning Portalを確認してください。

履修の条件・注意
「刑法総論Ⅰ＜刑法総論（概論）＞」の履修を推奨する

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
学生から質問があった場合、質問内容によって必要に応じて行います。
授業での学修内容に関して質問がある場合、担当にメール等で問い合わせて下さい（アドレスは、ラーニングポータル等でお知らせします）。質問への
回答に際して、受講生全体へのフィートバックを希望しない場合は「受講生全体へのフィードバックを希望しない」旨を知らせて下さい。その旨のお知ら
せがない場合、原則として、受講生全体にフィードバックします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

授業を聞いた内容で、重要・必要と自分で判断したことを、ノートや配布プリント等にメモ書きする等、能動的な授業への参加が重要になります。
毎回、授業後に「確認小テスト」を実施します（成績評価の40％に相当）。この小テストは出席確認も兼ねていますので、授業を受講した場合は必ず取組
んで下さい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0060

00400

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

信山社双書法学編法学刑法2各論，設楽裕文，信山社，2010年。
六法は必携です（電子版でも可、但し最新版のものに限る）。

参考書

①信山社双書法学編法学刑法4演習（各論），設楽裕文編，信山社，2010年。
②法学教室ライブラリィ入門刑法学・各論（第2版），井田良，有斐閣，2018年。

978-4-7972-1272-3

①978-4-7972-1274-7
②978-4-641-13932-9

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 授業方法等の説明・オリエンテーション
我が国の刑事司法制度の概要について

事前学修：「Yは、自分が窃盗被害に遭ったと認識した」。
このときYがどのような行動をとるかを予想し、その上で、
犯罪に対して我が国ではどのような対応が制度として用
意されているのかを考えてみる。（2時間）
事後学修：授業で説明した刑事司法の流れを再度確認
し、自分に言葉で正確に説明できるように整理する（授業
で触れる内容には、教科書・レジュメに記載されてない内
容が含まれる場合があります）。（2時間）

4時間オンデマンド

第2回 生命・身体に対する罪①　
・殺人罪
・自殺関与罪等

事前学修：教科書（5－7頁）及び配布レジュメの該当部分
を通読しておく。教科書の通読に際しては六法で条文を確
認すること。（2時間）
事後学修：殺人罪及び自殺関与罪等に関して、それぞれ
どのような検討を行ったのかについて確認し、内容を整理
する。授業で言及した専門用語や言葉遣い等について確
認する。（2時間）

4時間オンデマンド
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第3回 生命・身体に対する罪②　
・傷害罪
・暴行罪
・過失傷害罪等

事前学修：教科書（7－11頁）及びレジュメの該当部分を通
読しておく。教科書の通読に際しては六法で条文を確認す
ること。（2時間）
事後学修：傷害罪、暴行罪、及び過失傷害罪等につい
て、それぞれどのような検討を行ったのかについて確認
し、内容を整理する。授業で言及した専門用語や言葉遣
い等について確認する。（2時間）

4時間オンデマンド

第4回 生命・身体に対する罪③
・危険運転致死傷罪
・凶器準備集合罪
・遺棄の罪

事前学修：教科書（10－17頁）及びレジュメの該当部分を
通読しておく。教科書の通読に際しては六法で条文を確
認すること。（2時間）
事後学修：危険運転致死傷罪、凶器準備集合罪、及び遺
棄の罪について、それぞれどのような検討を行ったのかに
ついて確認し、内容を整理する。授業で言及した専門用語
や言葉遣い等について確認する。（2時間）

4時間オンデマンド

第5回 人身の自由を侵す罪　
・逮捕監禁罪
・略取誘拐罪
・人身売買罪等

事前学修：教科書（18－20頁、22－27頁）及びレジュメの
該当部分を通読しておく。教科書の通読に際しては六法
で条文を確認すること。（2時間）
事後学修：逮捕監禁罪、略取誘拐罪、及び人身売買等罪
について、それぞれ検討した内容を再度確認して整理して
おくこと。授業で言及した専門用語や言葉遣い等について
確認すること（2時間）。

4時間オンデマンド

第6回 精神的自由・生活の平穏を侵害する罪　
・脅迫罪
・住居侵入罪
・名誉毀損罪等

事前学修：教科書（20－21頁、32－46頁）及びレジュメの
該当部分を通読しておく。教科書の通読に際しては六法
で条文を確認すること。（2時間）
事後学修：脅迫罪、住居侵入罪、及び名誉棄損罪につい
て、それぞれどのような検討を行ったのかについて確認
し、内容を整理する。授業で言及した専門用語や言葉遣
い等について確認する。（2時間）

4時間オンデマンド

第7回 財産犯①　
・窃盗罪
・強盗罪等

事前学修：教科書（46－65頁）及びレジュメの該当部分を
通読しておく。教科書の通読に際しては六法で条文を確
認すること。（2時間）
事後学修：窃盗罪、及び強盗罪について、それぞれどの
ような検討を行ったのかについて確認し、内容を整理す
る。授業で言及した専門用語や言葉遣い等について確認
する。（2時間）

4時間オンデマンド

第8回 財産犯②　
・詐欺罪
・恐喝罪
・横領罪等

事前学修：教科書（65－85頁）及びレジュメの該当部分を
通読しておくこと。教科書の通読に際しては六法で条文を
確認すること。（2時間）
事後学修：詐欺罪、恐喝罪、及び横領罪について、それぞ
れどのような検討を行ったのかについて確認し、内容を整
理する。授業で言及した専門用語や言葉遣い等について
確認する。（2時間）

4時間オンデマンド

第9回 公共の平穏を害する罪　
・放火罪等

事前学修：教科書（93－101頁）及びレジュメの該当部分を
通読しておく。教科書の通読に際しては六法で条文を確
認すること。（2時間）
事後学修：放火罪について、授業で検討した内容を確認し
て整理する。授業で言及した専門用語や言葉遣い等につ
いて確認する。（2時間）

4時間オンデマンド

第10回 国民の健康を害する罪　
・あへん煙に関する罪
・飲料水に関する罪等

事前学修：教科書（109－114頁）及びレジュメの該当部分
を通読しておく。教科書の通読に際しては六法で条文を確
認すること。（2時間）
事後学修：授業で検討した国民の健康を害する諸犯罪の
内容について、それぞれどのような検討を行ったのかを確
認し、内容を整理する。授業で言及した専門用語や言葉
遣い等について確認する。（2時間）

4時間オンデマンド

第11回 偽造犯罪　
・通貨偽造罪
・文書偽造罪
・有価証券偽造罪等

事前学修：教科書（114－136頁）及びレジュメの該当部分
を通読しておく。教科書の通読に際しては六法で条文を確
認すること。（2時間）
事後学修：授業で検討した偽造犯罪の内容について確認
して整理する。授業で言及した専門用語や言葉遣い等に
ついて確認する。（2時間）

4時間オンデマンド

第12回 社会生活の感情を侵す罪　
・賭博罪等
公務員による犯罪①
・職権濫用罪

事前学修：教科書（141－144頁、166－168頁）及びレジュ
メの該当部分を通読しておくこと。教科書の通読に際して
は六法で条文を確認すること。（2時間）
事後学修：授業で検討した賭博罪等の内容について確認
して整理する。授業で言及した専門用語や言葉遣い等に
ついて確認する。（2時間）

4時間オンデマンド

第13回 公務員による犯罪②
・賄賂罪等

事前学修：教科書（168－176頁）及びレジュメの該当部分
を通読しておく。教科書の通読に際しては六法で条文を確
認すること。（2時間）
事後学修：授業で検討した公務員による犯罪の内容につ
いて確認して整理する。授業で言及した専門用語や言葉
遣い等について確認する。（2時間）

4時間オンデマンド

第14回 公務を害する罪　
・公務執行妨害罪
・犯人蔵匿・証拠隠滅罪等

事前学修：教科書（149－164頁）及びレジュメの該当部分
を通読しておく。教科書の通読に際しては六法で条文を確
認すること。（2時間）
事後学修：授業で検討した公務を害する犯罪の内容につ
いて確認して整理する。授業で言及した専門用語や言葉
遣い等について確認する。（2時間）

4時間オンデマンド

第15回 国家の存立を危うくする罪　
・内乱罪
・外患誘致罪等
授業のまとめ

事前学修：教科書（145－148頁）及びレジュメの該当部分
を通読しておく。教科書の通読に際しては六法で条文を確
認すること。（2時間）
事後学修：授業で検討した国家の存立にかかわる犯罪の
内容について確認して整理する。授業で言及した専門用
語や言葉遣い等について確認する。（2時間）

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 刑法総論Ⅱ＜刑法Ⅰ＞ 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234漆畑　貴久

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

法学部専門教育科目

テーマ 刑法総論の発展的学修

授業の目的及び概要
本講義は、刑法総論の発展科目として、刑法総論の重要論点について検討します。これまでに履修してきた刑事法系科目（刑法総論（概論）、刑法各論
（概論）等）を通して修得してきた知識をもとに、刑法総論に関する諸問題を検討していきます。なお、授業の予定は授業計画の通りですが、内容の重要
度、受講生の理解等の事情によって変更・割愛されることがありますので、予めご了承ください。

学修の到達目標
以下の事項の修得を通して、刑事法学的な物事の考え方ができることを、本授業の目標とします。
①刑法総論の重要論点について、刑法総論のどのような点に関わる問題であるのかを説明できる。
②説明した問題に対する解釈学的解決方法を説明できる。
③説明した問題に対する判例の立場を説明できる。
④上記①～③について、「問題の所在、学説・判例の立場、及び自身の見解」という構成の文章で説明することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
授業内で作成・提出してもらったりアクションペーパーの内容に基づいて、必要に応じて次回以降の授業内で行います。また、学生から質問があった場
合にも適宜実施します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この科目は、上述のように、刑事系科目の発展科目になります。単位修得は容易ではありませんので、それなりの覚悟をもって授業に臨んで下さい。
授業内で数回、リアクションペーパーを作成・提出してもらいます。このペーパーの提出をもって「授業期間中の小テスト・レポート課題等」に代えます（評
価の40％に相当します）。評価のためのペーパーの作成・提出ですので、その旨を認識して、リアクションペーパーを作成・提出するようにして下さい。
対面授業では、授業の際に担当が受講生に対して発問をすることがあります。発問に解答してくれた受講生には、能動的授業態度として加点します。
履修態度が劣悪と判断される受講者に対しては、退席、出席停止等の措置を取ります。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0060

00400

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

指定しません。各自が現在使用している基本書等を準備の上で授業に臨んで下さい。
授業に際してはレジュメ資料（プリント）を配布します。ラーニングポータルを通して配布しますので、各自入手
して授業に臨んで下さい。
六法は必携です（電子版でも可。最新版のものに限ります）。

参考書

①信山社双書法学編法学刑法3演習（総論），設楽裕文編，信山社，2010年。
②信山社双書法学編法学刑法5判例インデックス1000，設楽裕文編，信山社，2012年。

なし

①978-4-7972-1273-0
②978-4-7972-1275-4

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス。本講義における学修の前提として、刑法総論における犯罪
成立の要件の概要を復習・確認します。

事前学修：これまでの刑事系科目（刑法総論（概論）、ある
いは刑法各論（概論）等）の学修内容を整理し確認してお
くこと。（2時間）
事後学修：刑法における犯罪成立の一般的要件について
確認し、刑法の全体像や刑事司法制度の概要について
説明できるようになっておく。（2時間）

4時間対面

第2回 構成要件該当性①実行行為：不作為犯
不真正不作為犯をめぐる議論、並びに裁判例の動向等について学修し
ます。

事前学修：配布資料（レジュメ）の記載内容を、自分の持
つ刑法総論の基本書と照らし合わせて検討しておく。（2時
間）
事後学修：授業で検討した諸事項について整理・確認す
る。授業内で検討した判例については、なぜそこでこの判
例を取り上げたのかを改めて確認すること。（2時間）

4時間対面

第3回 構成要件該当性②実行行為：間接正犯
間接正犯をめぐる議論状況、並びに裁判例の動向等について学修しま
す。

事前学修：配布資料（レジュメ）の記載内容を、自分の持
つ刑法総論の基本書と照らし合わせて検討しておく。（2時
間）
事後学修：授業で検討した諸事項について整理・確認す
る。授業内で検討した判例については、なぜそこでこの判
例を取り上げたのかを改めて確認すること。（2時間）

4時間対面
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第4回 構成要件該当性③実行行為：因果関係
因果関係をめぐる議論状況、並びに裁判例の動向等について学修しま
す。

事前学修：配布資料（レジュメ）の記載内容を、自分の持
つ刑法総論の基本書と照らし合わせて検討しておく。（2時
間）
事後学修：授業で検討した諸事項について整理・確認す
る。授業内で検討した判例については、なぜそこでこの判
例を取り上げたのかを改めて確認すること。（2時間）

4時間対面

第5回 構成要件該当性④構成要件的故意：錯誤
特に具体的事実の錯誤をめぐる議論状況、並びに裁判例の動向等を
中心に学修します。

事前学修：配布資料（レジュメ）の記載内容を、自分の持
つ刑法総論の基本書と照らし合わせて検討しておく。（2時
間）
事後学修：授業で検討した諸事項について整理・確認す
る。授業内で検討した判例については、なぜそこでこの判
例を取り上げたのかを改めて確認すること。（2時間）

4時間対面

第6回 構成要件該当性⑤構成要件的故意：錯誤（続き）
前回の授業に引続いて、錯誤をめぐる議論状況、並びに裁判例の動向
等について学修します。

事前学修：配布資料（レジュメ）の記載内容を、自分の持
つ刑法総論の基本書と照らし合わせて検討しておく。（2時
間）
事後学修：授業で検討した諸事項について整理・確認す
る。授業内で検討した判例については、なぜそこでこの判
例を取り上げたのかを改めて確認すること。（2時間）

4時間対面

第7回 構成要件該当性⑥構成要件的過失
構成要件的過失をめぐる議論状況、並びに裁判例の動向等について
学修します。

事前学修：配布資料（レジュメ）の記載内容を、自分の持
つ刑法総論の基本書と照らし合わせて検討しておく。（2時
間）
事後学修：授業で検討した諸事項について整理・確認す
る。授業内で検討した判例については、なぜそこでこの判
例を取り上げたのかを改めて確認すること。（2時間）

4時間対面

第8回 違法性①正当行為：被害者の承諾
正当行為、特に被害者の同意をめぐる議論状況、並びに裁判例の動向
等について学修します。

事前学修：配布資料（レジュメ）の記載内容を、自分の持
つ刑法総論の基本書と照らし合わせて検討しておく。（2時
間）
事後学修：授業で検討した諸事項について整理・確認す
る。授業内で検討した判例については、なぜそこでこの判
例を取り上げたのかを改めて確認すること。（2時間）

4時間オンデマンド

第9回 違法性②正当防衛
正当防衛をめぐる議論状況、並びに裁判例の動向等について学修しま
す。

事前学修：配布資料（レジュメ）の記載内容を、自分の持
つ刑法総論の基本書と照らし合わせて検討しておく。（2時
間）
事後学修：授業で検討した諸事項について整理・確認す
る。授業内で検討した判例については、なぜそこでこの判
例を取り上げたのかを改めて確認すること。（2時間）

4時間対面

第10回 違法性③緊急避難
緊急避難をめぐる議論状況、並びに裁判例の動向等について学修しま
す。

事前学修：配布資料（レジュメ）の記載内容を、自分の持
つ刑法総論の基本書と照らし合わせて検討しておく。（2時
間）
事後学修：授業で検討した諸事項について整理・確認す
る。授業内で検討した判例については、なぜそこでこの判
例を取り上げたのかを改めて確認すること。（2時間）

4時間対面

第11回 有責性①責任能力
有責性判断をめぐる諸議論、並びに裁判例の動向等について学修しま
す。

事前学修：配布資料（レジュメ）の記載内容を、自分の持
つ刑法総論の基本書と照らし合わせて検討しておく。（2時
間）
事後学修：授業で検討した諸事項について整理・確認す
る。授業内で検討した判例については、なぜそこでこの判
例を取り上げたのかを改めて確認すること。（2時間）

4時間対面

第12回 未遂
未遂・予備等をめぐる議論状況、並びに裁判例の動向等について学修
します。

事前学修：配布資料（レジュメ）の記載内容を、自分の持
つ刑法総論の基本書と照らし合わせて検討しておく。（2時
間）
事後学修：授業で検討した諸事項について整理・確認す
る。授業内で検討した判例については、なぜそこでこの判
例を取り上げたのかを改めて確認すること。（2時間）

4時間対面

第13回 共犯①
共犯をめぐる議論状況、並びに裁判例の動向等について学修します。

事前学修：配布資料（レジュメ）の記載内容を、自分の持
つ刑法総論の基本書と照らし合わせて検討しておく。（2時
間）
事後学修：授業で検討した諸事項について整理・確認す
る。授業内で検討した判例については、なぜそこでこの判
例を取り上げたのかを改めて確認すること。（2時間）

4時間対面

第14回 共犯②
前回授業に引続き、共犯をめぐる議論状況、並びに裁判例の動向等に
ついて学修します。

事前学修：配布資料（レジュメ）の記載内容を、自分の持
つ刑法総論の基本書と照らし合わせて検討しておく。（2時
間）
事後学修：授業で検討した諸事項について整理・確認す
る。授業内で検討した判例については、なぜそこでこの判
例を取り上げたのかを改めて確認すること。（2時間）

4時間対面

第15回 共犯③・振り返り
前回の授業に引続き、共犯をめぐる議論状況、並びに裁判例の動向等
について学修します。
授業のまとめ・振り返りを行います。

事前学修：配布資料（レジュメ）の記載内容を、自分の持
つ刑法総論の基本書と照らし合わせて検討しておく。（2時
間）
事後学修：授業で検討した諸事項について整理・確認す
る。授業内で検討した判例については、なぜそこでこの判
例を取り上げたのかを改めて確認すること。（2時間）

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 刑法総論Ⅱ＜刑法Ⅰ＞ 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234漆畑　貴久

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

法学部専門教育科目

テーマ 刑法総論の発展的学修

授業の目的及び概要
本講義は、刑法総論の発展科目として、刑法総論の重要論点について検討します。これまでに履修してきた刑事法系科目（刑法総論（概論）、刑法各論
（概論）等）を通して修得してきた知識をもとに、刑法総論に関する諸問題を検討していきます。なお、授業の予定は授業計画の通りですが、内容の重要
度、受講生の理解等の事情によって変更・割愛されることがありますので、予めご了承ください。

学修の到達目標
以下の事項の修得を通して、刑事法学的な物事の考え方ができることを、本授業の目標とします。
①刑法総論の重要論点について、刑法総論のどのような点に関わる問題であるのかを説明できる。
②説明した問題に対する解釈学的解決方法を説明できる。
③説明した問題に対する判例の立場を説明できる。
④上記①～③について、「問題の所在、学説・判例の立場、及び自身の見解」という構成の文章で説明することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
授業内で作成・提出してもらったりアクションペーパーの内容に基づいて、必要に応じて次回以降の授業内で行います。また、学生から質問があった場
合にも適宜実施します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この科目は、上述のように、刑事系科目の発展科目になります。単位修得は容易ではありませんので、それなりの覚悟をもって授業に臨んで下さい。
授業内で数回、リアクションペーパーを作成・提出してもらいます。このペーパーの提出をもって「授業期間中の小テスト・レポート課題等」に代えます（評
価の40％に相当します）。評価のためのペーパーの作成・提出ですので、その旨を認識して、リアクションペーパーを作成・提出するようにして下さい。
対面授業では、授業の際に担当が受講生に対して発問をすることがあります。発問に解答してくれた受講生には、能動的授業態度として加点します。
履修態度が劣悪と判断される受講者に対しては、退席、出席停止等の措置を取ります。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0060

00400

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

指定しません。各自が現在使用している基本書等を準備の上で授業に臨んで下さい。
授業に際してはレジュメ資料（プリント）を配布します。ラーニングポータルを通して配布しますので、各自入手
して授業に臨んで下さい。
六法は必携です（電子版でも可。最新版のものに限ります）。

参考書

①信山社双書法学編法学刑法3演習（総論），設楽裕文編，信山社，2010年。
②信山社双書法学編法学刑法5判例インデックス1000，設楽裕文編，信山社，2012年。

なし

①978-4-7972-1273-0
②978-4-7972-1275-4

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス。本講義における学修の前提として、刑法総論における犯罪
成立の要件の概要を復習・確認します。

事前学修：これまでの刑事系科目（刑法総論（概論）、ある
いは刑法各論（概論）等）の学修内容を整理し確認してお
くこと。（2時間）
事後学修：刑法における犯罪成立の一般的要件について
確認し、刑法の全体像や刑事司法制度の概要について
説明できるようになっておく。（2時間）

4時間対面

第2回 構成要件該当性①実行行為：不作為犯
不真正不作為犯をめぐる議論、並びに裁判例の動向等について学修し
ます。

事前学修：配布資料（レジュメ）の記載内容を、自分の持
つ刑法総論の基本書と照らし合わせて検討しておく。（2時
間）
事後学修：授業で検討した諸事項について整理・確認す
る。授業内で検討した判例については、なぜそこでこの判
例を取り上げたのかを改めて確認すること。（2時間）

4時間対面

第3回 構成要件該当性②実行行為：間接正犯
間接正犯をめぐる議論状況、並びに裁判例の動向等について学修しま
す。

事前学修：配布資料（レジュメ）の記載内容を、自分の持
つ刑法総論の基本書と照らし合わせて検討しておく。（2時
間）
事後学修：授業で検討した諸事項について整理・確認す
る。授業内で検討した判例については、なぜそこでこの判
例を取り上げたのかを改めて確認すること。（2時間）

4時間対面
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第4回 構成要件該当性③実行行為：因果関係
因果関係をめぐる議論状況、並びに裁判例の動向等について学修しま
す。

事前学修：配布資料（レジュメ）の記載内容を、自分の持
つ刑法総論の基本書と照らし合わせて検討しておく。（2時
間）
事後学修：授業で検討した諸事項について整理・確認す
る。授業内で検討した判例については、なぜそこでこの判
例を取り上げたのかを改めて確認すること。（2時間）

4時間対面

第5回 構成要件該当性④構成要件的故意：錯誤
特に具体的事実の錯誤をめぐる議論状況、並びに裁判例の動向等を
中心に学修します。

事前学修：配布資料（レジュメ）の記載内容を、自分の持
つ刑法総論の基本書と照らし合わせて検討しておく。（2時
間）
事後学修：授業で検討した諸事項について整理・確認す
る。授業内で検討した判例については、なぜそこでこの判
例を取り上げたのかを改めて確認すること。（2時間）

4時間対面

第6回 構成要件該当性⑤構成要件的故意：錯誤（続き）
前回の授業に引続いて、錯誤をめぐる議論状況、並びに裁判例の動向
等について学修します。

事前学修：配布資料（レジュメ）の記載内容を、自分の持
つ刑法総論の基本書と照らし合わせて検討しておく。（2時
間）
事後学修：授業で検討した諸事項について整理・確認す
る。授業内で検討した判例については、なぜそこでこの判
例を取り上げたのかを改めて確認すること。（2時間）

4時間対面

第7回 構成要件該当性⑥構成要件的過失
構成要件的過失をめぐる議論状況、並びに裁判例の動向等について
学修します。

事前学修：配布資料（レジュメ）の記載内容を、自分の持
つ刑法総論の基本書と照らし合わせて検討しておく。（2時
間）
事後学修：授業で検討した諸事項について整理・確認す
る。授業内で検討した判例については、なぜそこでこの判
例を取り上げたのかを改めて確認すること。（2時間）

4時間対面

第8回 違法性①正当行為：被害者の承諾
正当行為、特に被害者の同意をめぐる議論状況、並びに裁判例の動向
等について学修します。

事前学修：配布資料（レジュメ）の記載内容を、自分の持
つ刑法総論の基本書と照らし合わせて検討しておく。（2時
間）
事後学修：授業で検討した諸事項について整理・確認す
る。授業内で検討した判例については、なぜそこでこの判
例を取り上げたのかを改めて確認すること。（2時間）

4時間オンデマンド

第9回 違法性②正当防衛
正当防衛をめぐる議論状況、並びに裁判例の動向等について学修しま
す。

事前学修：配布資料（レジュメ）の記載内容を、自分の持
つ刑法総論の基本書と照らし合わせて検討しておく。（2時
間）
事後学修：授業で検討した諸事項について整理・確認す
る。授業内で検討した判例については、なぜそこでこの判
例を取り上げたのかを改めて確認すること。（2時間）

4時間対面

第10回 違法性③緊急避難
緊急避難をめぐる議論状況、並びに裁判例の動向等について学修しま
す。

事前学修：配布資料（レジュメ）の記載内容を、自分の持
つ刑法総論の基本書と照らし合わせて検討しておく。（2時
間）
事後学修：授業で検討した諸事項について整理・確認す
る。授業内で検討した判例については、なぜそこでこの判
例を取り上げたのかを改めて確認すること。（2時間）

4時間対面

第11回 有責性①責任能力
有責性判断をめぐる諸議論、並びに裁判例の動向等について学修しま
す。

事前学修：配布資料（レジュメ）の記載内容を、自分の持
つ刑法総論の基本書と照らし合わせて検討しておく。（2時
間）
事後学修：授業で検討した諸事項について整理・確認す
る。授業内で検討した判例については、なぜそこでこの判
例を取り上げたのかを改めて確認すること。（2時間）

4時間対面

第12回 未遂
未遂・予備等をめぐる議論状況、並びに裁判例の動向等について学修
します。

事前学修：配布資料（レジュメ）の記載内容を、自分の持
つ刑法総論の基本書と照らし合わせて検討しておく。（2時
間）
事後学修：授業で検討した諸事項について整理・確認す
る。授業内で検討した判例については、なぜそこでこの判
例を取り上げたのかを改めて確認すること。（2時間）

4時間対面

第13回 共犯①
共犯をめぐる議論状況、並びに裁判例の動向等について学修します。

事前学修：配布資料（レジュメ）の記載内容を、自分の持
つ刑法総論の基本書と照らし合わせて検討しておく。（2時
間）
事後学修：授業で検討した諸事項について整理・確認す
る。授業内で検討した判例については、なぜそこでこの判
例を取り上げたのかを改めて確認すること。（2時間）

4時間対面

第14回 共犯②
前回授業に引続き、共犯をめぐる議論状況、並びに裁判例の動向等に
ついて学修します。

事前学修：配布資料（レジュメ）の記載内容を、自分の持
つ刑法総論の基本書と照らし合わせて検討しておく。（2時
間）
事後学修：授業で検討した諸事項について整理・確認す
る。授業内で検討した判例については、なぜそこでこの判
例を取り上げたのかを改めて確認すること。（2時間）

4時間対面

第15回 共犯③・振り返り
前回の授業に引続き、共犯をめぐる議論状況、並びに裁判例の動向等
について学修します。
授業のまとめ・振り返りを行います。

事前学修：配布資料（レジュメ）の記載内容を、自分の持
つ刑法総論の基本書と照らし合わせて検討しておく。（2時
間）
事後学修：授業で検討した諸事項について整理・確認す
る。授業内で検討した判例については、なぜそこでこの判
例を取り上げたのかを改めて確認すること。（2時間）

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 刑法総論Ⅱ＜刑法Ⅰ＞ 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234杉本　拓海

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

法学部専門教育科目

テーマ 刑法総論を立体的に把握しよう

授業の目的及び概要
・刑法の「問題」は机の上でのみ存在するのではなく、実際に適用されると、適用された人の人生を大きく左右することになるほど重大な影響を及ぼす
「現実の問題」であるということを受講生が意識した上で、「なぜその結論になるのか」「どうしてそのように考えるのか」について、しっかりと理解し、自身
の言葉で説明できるように、一緒に悩み、考えていくような講義を目指します。
・この講義では、刑法総論の基本的な事項は知っているという前提で、少し発展的な内容を扱います。
・犯罪論・刑罰論や刑法の歴史などについては割愛し、原則として構成要件該当性・違法性・責任の順に授業を進めていきます。
・刑法総論の諸問題に関する判例・学説について、受講生がイメージして理解できるよう、裁判例や身近な設例等の具体的な事例を交えながら解説し、
一つ一つの問題についてさまざまな角度（判例・学説）から見ることで、刑法総論を立体的に把握していきます。
・この講義では、一部で受講生に問いかけ、答えてもらうという形態をとります。ただ、問いかけは答え合わせのように正解を求めるものではなく、みんな
で考えていくための質問ですので、正解不正解を気にすることなく楽しく参加してくださいね。減点もありません。

学修の到達目標
・具体的事案について、前提となる事実を分析することで刑法上の問題を指摘できるようになる。
・指摘した問題に関する判例や学説の立場を説明できるようになる。
・指摘した問題について、判例や学説を踏まえて検討し、自分のとる見解を明らかにすることができるようになる。
・具体的事案について、以上を踏まえて一定の結論を示すことができるようになる。
・以上について、自身の理解を自身の言葉で表現し、他者に説得的に伝えることができるようになる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
・学生が提出するリアクションペーパーについて、適宜必要に応じて授業時間内にフィードバックを行います。
・中間レポートについては、授業中に解説・講評します。
・定期試験については、簡単な解説・講評をLearning Portal上に掲載します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

【注意事項】
・発展的な内容を扱うため、基本事項は習得済みであることを前提として進みます。必要に応じて復習をして臨んでください。それでもわからないところ
があれば、気軽に質問にきてください。
・毎回の講義で基本的な設問がついたリアクションペーパーを配布しますので、設問に解答の上で提出してください（評価の10%に相当します）。
・中間レポートの評価は全体の20%の割合としますが、この講義内容の修得のために特に重要なものなので必ず提出してください。

【メッセージ】
刑法の授業は、ただ聞いているだけでは「わかる」ようにはなっても、「できる」ようにはならないと思います。「なんとなくわかるけど、いざ試験になると何
を書けばいいのかわからない」、そんな経験はありませんか？
「わかる」と「できる」の間にある壁は大きく、自分の頭で悩み考えてみないと、「できる」ようにはなりません。それが学習する上での難しさの一つだと思
います。一方で、悩み考えた末に得たものは、刑法にとどまらず、人生の幹になりうると思います。
みんなで一緒に悩み、考えることで一人一人が「できる」ようになる、そんな授業を目指します。一緒に楽しんでいきましょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

700

00300

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

特に指定しませんが、各自が自分に合うと思う基本書及び判例集を持参してください。
『六法』（小型のもので可。紙媒体に限る）は毎回持参してください。
（参考書欄に決めかねた場合におすすめのものをあげます。①の講義刑法学は難易度が高めです）

参考書

【基本書】
①講義刑法学・総論［第2版］井田良，有斐閣，2018年。
②基本刑法I 総論［第3版］，大塚裕史・十河太朗・塩谷毅・豊田兼彦，日本評論社，2019年

【判例集】
③刑法判例百選Ⅰ〔第8版〕，佐伯仁志・橋爪隆編，有斐閣，2020年。

なし

①9784641139329
②9784535523838
③9784641115507

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【ガイダンス】
授業の進め方などを確認した上で、基本的な学習方法を紹介します。

【予習】
配布されたレジュメを読み、事例と設問について自分なり
の考えをまとめておいてください。（0.5時間）
【復習】
レジュメを読み返し、授業内容を頭の中で一通り思い返し
てみましょう。その上で、設問を考え直して予習段階での
自分の考えと照らし合わせてください。（1.5時間）

2時間対面
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第2回 【構成要件論①：因果関係】
構成要件論のうち、因果関係の意義と条件関係、法的因果関係につい
て扱います。

【予習】
配布されたレジュメを読み、事例と設問についてレジュメ
や基本書等を参考に自分なりの考えをまとめておいてくだ
さい。（1.5時間）
【復習】
レジュメを読み返し、授業内容を頭の中で一通り思い返し
てみましょう。その上で、設問を考え直して予習段階での
自分の考えと照らし合わせてください。（2.5時間）

4時間対面

第3回 【構成要件論②：不作為犯／故意】
構成要件論のうち、不作為犯と故意について扱います。

【予習】
配布されたレジュメを読み、事例と設問についてレジュメ
や基本書等を参考に自分なりの考えをまとめておいてくだ
さい。（1.5時間）
【復習】
レジュメを読み返し、授業内容を頭の中で一通り思い返し
てみましょう。その上で、設問を考え直して予習段階での
自分の考えと照らし合わせてください。（2.5時間）

4時間対面

第4回 【構成要件論③：錯誤論】
構成要件論のうち、錯誤論（特に具体的事実の錯誤）について扱いま
す。

【予習】
配布されたレジュメを読み、事例と設問についてレジュメ
や基本書等を参考に自分なりの考えをまとめておいてくだ
さい。（1.5時間）
【復習】
レジュメを読み返し、授業内容を頭の中で一通り思い返し
てみましょう。その上で、設問を考え直して予習段階での
自分の考えと照らし合わせてください。（2.5時間）

4時間対面

第5回 【構成要件論④：過失犯／結果的加重犯】
構成要件論のうち、過失犯（特に結果の予見可能性と結果回避義務違
反、過失の標準）と結果的加重犯について扱います。

【予習】
配布されたレジュメを読み、事例と設問についてレジュメ
や基本書等を参考に自分なりの考えをまとめておいてくだ
さい。（1.5時間）
【復習】
レジュメを読み返し、授業内容を頭の中で一通り思い返し
てみましょう。その上で、設問を考え直して予習段階での
自分の考えと照らし合わせてください。（2.5時間）

4時間対面

第6回 【違法性論①：違法性阻却事由総論／正当行為／被害者の承諾】
違法性論のうち、違法性阻却事由の総論的部分について解説した後、
正当行為（主に法令行為と正当業務行為）と被害者の承諾（同意、治療
行為等）について扱います。

【予習】
配布されたレジュメを読み、事例と設問についてレジュメ
や基本書等を参考に自分なりの考えをまとめておいてくだ
さい。（1.5時間）
【復習】
レジュメを読み返し、授業内容を頭の中で一通り思い返し
てみましょう。その上で、設問を考え直して予習段階での
自分の考えと照らし合わせてください。（2.5時間）

4時間対面

第7回 【違法性論②：正当防衛】
違法性論のうち、正当防衛に関して、その要件（急迫性等）、過剰防
衛、並びに誤想防衛及び誤想過剰防衛について扱います。

【予習】
配布されたレジュメを読み、事例と設問についてレジュメ
や基本書等を参考に自分なりの考えをまとめておいてくだ
さい。（1.5時間）
【復習】
レジュメを読み返し、授業内容を頭の中で一通り思い返し
てみましょう。その上で、設問を考え直して予習段階での
自分の考えと照らし合わせてください。（2.5時間）

4時間対面

第8回 【違法性論③：緊急避難／違法性阻却事由の錯誤】
違法性論のうち、緊急避難（その要件と諸問題、並びに、過剰避難及び
誤想過剰避難）と違法性阻却事由の錯誤について扱います。

【予習】
配布されたレジュメを読み、事例と設問についてレジュメ
や基本書等を参考に自分なりの考えをまとめておいてくだ
さい。（1.5時間）
【復習】
レジュメを読み返し、授業内容を頭の中で一通り思い返し
てみましょう。その上で、設問を考え直して予習段階での
自分の考えと照らし合わせてください。（2.5時間）

4時間対面

第9回 【レポート課題の解説】（オンデマンド）
第６回の授業において出題する中間レポート（事例問題）の解説を行い
ます。期末試験の問題を解く上で非常に重要なものとなります。

【予習】
指示に従い出題されたレポート課題の解答を作成してくだ
さい。（2.5時間）
【復習】
授業内容をよく思い返した上で、もう一度レポート課題を
手書きで解き直してください。必要があれば動画を繰り返
して視聴してください。（3.5時間）

6時間オンデマンド

第10回 【責任論】
責任の本質について概説した上で、主に責任能力、違法性の意識の可
能性、適法行為の期待可能性について扱います。

【予習】
配布されたレジュメを読み、事例と設問についてレジュメ
や基本書等を参考に自分なりの考えをまとめておいてくだ
さい。（1.5時間）
【復習】
レジュメを読み返し、授業内容を頭の中で一通り思い返し
てみましょう。その上で、設問を考え直して予習段階での
自分の考えと照らし合わせてください。（2.5時間）

4時間対面

第11回 【未遂犯論】
未遂犯と実行の着手、不能犯、中止犯について扱います。

【予習】
配布されたレジュメを読み、事例と設問についてレジュメ
や基本書等を参考に自分なりの考えをまとめておいてくだ
さい。（1.5時間）
【復習】
レジュメを読み返し、授業内容を頭の中で一通り思い返し
てみましょう。その上で、設問を考え直して予習段階での
自分の考えと照らし合わせてください。（2.5時間）

4時間対面

第12回 【共犯論①：正犯と共犯】
共犯論（正犯論）のうち、正犯概念と間接正犯、原因において自由な行
為について扱います。

【予習】
配布されたレジュメを読み、事例と設問についてレジュメ
や基本書等を参考に自分なりの考えをまとめておいてくだ
さい。（1.5時間）
【復習】
レジュメを読み返し、授業内容を頭の中で一通り思い返し
てみましょう。その上で、設問を考え直して予習段階での
自分の考えと照らし合わせてください。（2.5時間）

4時間対面

第13回 【共犯論②：共同正犯】
共犯論のうち、共同正犯（共同正犯の理論的根拠、共同正犯の要件、
共謀共同正犯や承継的共同正犯等）について扱います。

【予習】
配布されたレジュメを読み、事例と設問についてレジュメ
や基本書等を参考に自分なりの考えをまとめておいてくだ
さい。（1.5時間）
【復習】
レジュメを読み返し、授業内容を頭の中で一通り思い返し
てみましょう。その上で、設問を考え直して予習段階での
自分の考えと照らし合わせてください。（2.5時間）

4時間対面

第14回 【共犯論③：教唆犯と幇助犯／共犯の諸問題】【罪数論】
共犯論のうち、教唆犯と幇助犯（理論的根拠や要件等）や共犯に関す
る諸問題（共犯と錯誤、共犯の中止、共犯と身分等）について扱いま
す。また、罪数論についてもこの回（及び第１５回）で扱います。

【予習】
配布されたレジュメを読み、事例と設問についてレジュメ
や基本書等を参考に自分なりの考えをまとめておいてくだ
さい。（1.5時間）
【復習】
レジュメを読み返し、授業内容を頭の中で一通り思い返し
てみましょう。その上で、設問を考え直して予習段階での
自分の考えと照らし合わせてください。（2.5時間）

4時間対面
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第15回 【まとめと総括】
全体の総まとめを行います。

【予習】
配布されたレジュメを読み、事例と設問についてレジュメ
や基本書等を参考に自分なりの考えをまとめておいてくだ
さい。（1.5時間）
【復習】
レジュメを読み返し、授業内容を頭の中で一通り思い返し
てみましょう。その上で、設問を考え直して予習段階での
自分の考えと照らし合わせてください。（2.5時間）

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 刑法総論Ⅱ＜刑法Ⅰ＞ 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234杉本　拓海

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

法学部専門教育科目

テーマ 刑法総論を立体的に把握しよう

授業の目的及び概要
・刑法の「問題」は机の上でのみ存在するのではなく、実際に適用されると、適用された人の人生を大きく左右することになるほど重大な影響を及ぼす
「現実の問題」であるということを受講生が意識した上で、「なぜその結論になるのか」「どうしてそのように考えるのか」について、しっかりと理解し、自身
の言葉で説明できるように、一緒に悩み、考えていくような講義を目指します。
・この講義では、刑法総論の基本的な事項は知っているという前提で、少し発展的な内容を扱います。
・犯罪論・刑罰論や刑法の歴史などについては割愛し、原則として構成要件該当性・違法性・責任の順に授業を進めていきます。
・刑法総論の諸問題に関する判例・学説について、受講生がイメージして理解できるよう、裁判例や身近な設例等の具体的な事例を交えながら解説し、
一つ一つの問題についてさまざまな角度（判例・学説）から見ることで、刑法総論を立体的に把握していきます。
・この講義では、一部で受講生に問いかけ、答えてもらうという形態をとります。ただ、問いかけは答え合わせのように正解を求めるものではなく、みんな
で考えていくための質問ですので、正解不正解を気にすることなく楽しく参加してくださいね。減点もありません。

学修の到達目標
・具体的事案について、前提となる事実を分析することで刑法上の問題を指摘できるようになる。
・指摘した問題に関する判例や学説の立場を説明できるようになる。
・指摘した問題について、判例や学説を踏まえて検討し、自分のとる見解を明らかにすることができるようになる。
・具体的事案について、以上を踏まえて一定の結論を示すことができるようになる。
・以上について、自身の理解を自身の言葉で表現し、他者に説得的に伝えることができるようになる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
・学生が提出するリアクションペーパーについて、適宜必要に応じて授業時間内にフィードバックを行います。
・中間レポートについては、授業中に解説・講評します。
・定期試験については、簡単な解説・講評をLearning Portal上に掲載します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

【注意事項】
・発展的な内容を扱うため、基本事項は習得済みであることを前提として進みます。必要に応じて復習をして臨んでください。それでもわからないところ
があれば、気軽に質問にきてください。
・毎回の講義で基本的な設問がついたリアクションペーパーを配布しますので、設問に解答の上で提出してください（評価の10%に相当します）。
・中間レポートの評価は全体の20%の割合としますが、この講義内容の修得のために特に重要なものなので必ず提出してください。

【メッセージ】
刑法の授業は、ただ聞いているだけでは「わかる」ようにはなっても、「できる」ようにはならないと思います。「なんとなくわかるけど、いざ試験になると何
を書けばいいのかわからない」、そんな経験はありませんか？
「わかる」と「できる」の間にある壁は大きく、自分の頭で悩み考えてみないと、「できる」ようにはなりません。それが学習する上での難しさの一つだと思
います。一方で、悩み考えた末に得たものは、刑法にとどまらず、人生の幹になりうると思います。
みんなで一緒に悩み、考えることで一人一人が「できる」ようになる、そんな授業を目指します。一緒に楽しんでいきましょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

700

00300

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

特に指定しませんが、各自が自分に合うと思う基本書及び判例集を持参してください。
『六法』（小型のもので可。紙媒体に限る）は毎回持参してください。
（参考書欄に決めかねた場合におすすめのものをあげます。①の講義刑法学は難易度が高めです）

参考書

【基本書】
①講義刑法学・総論［第2版］井田良，有斐閣，2018年。
②基本刑法I 総論［第3版］，大塚裕史・十河太朗・塩谷毅・豊田兼彦，日本評論社，2019年

【判例集】
③刑法判例百選Ⅰ〔第8版〕，佐伯仁志・橋爪隆編，有斐閣，2020年。

なし

①9784641139329
②9784535523838
③9784641115507

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【ガイダンス】
授業の進め方などを確認した上で、基本的な学習方法を紹介します。

【予習】
配布されたレジュメを読み、事例と設問について自分なり
の考えをまとめておいてください。（0.5時間）
【復習】
レジュメを読み返し、授業内容を頭の中で一通り思い返し
てみましょう。その上で、設問を考え直して予習段階での
自分の考えと照らし合わせてください。（1.5時間）

2時間対面
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第2回 【構成要件論①：因果関係】
構成要件論のうち、因果関係の意義と条件関係、法的因果関係につい
て扱います。

【予習】
配布されたレジュメを読み、事例と設問についてレジュメ
や基本書等を参考に自分なりの考えをまとめておいてくだ
さい。（1.5時間）
【復習】
レジュメを読み返し、授業内容を頭の中で一通り思い返し
てみましょう。その上で、設問を考え直して予習段階での
自分の考えと照らし合わせてください。（2.5時間）

4時間対面

第3回 【構成要件論②：不作為犯／故意】
構成要件論のうち、不作為犯と故意について扱います。

【予習】
配布されたレジュメを読み、事例と設問についてレジュメ
や基本書等を参考に自分なりの考えをまとめておいてくだ
さい。（1.5時間）
【復習】
レジュメを読み返し、授業内容を頭の中で一通り思い返し
てみましょう。その上で、設問を考え直して予習段階での
自分の考えと照らし合わせてください。（2.5時間）

4時間対面

第4回 【構成要件論③：錯誤論】
構成要件論のうち、錯誤論（特に具体的事実の錯誤）について扱いま
す。

【予習】
配布されたレジュメを読み、事例と設問についてレジュメ
や基本書等を参考に自分なりの考えをまとめておいてくだ
さい。（1.5時間）
【復習】
レジュメを読み返し、授業内容を頭の中で一通り思い返し
てみましょう。その上で、設問を考え直して予習段階での
自分の考えと照らし合わせてください。（2.5時間）

4時間対面

第5回 【構成要件論④：過失犯／結果的加重犯】
構成要件論のうち、過失犯（特に結果の予見可能性と結果回避義務違
反、過失の標準）と結果的加重犯について扱います。

【予習】
配布されたレジュメを読み、事例と設問についてレジュメ
や基本書等を参考に自分なりの考えをまとめておいてくだ
さい。（1.5時間）
【復習】
レジュメを読み返し、授業内容を頭の中で一通り思い返し
てみましょう。その上で、設問を考え直して予習段階での
自分の考えと照らし合わせてください。（2.5時間）

4時間対面

第6回 【違法性論①：違法性阻却事由総論／正当行為／被害者の承諾】
違法性論のうち、違法性阻却事由の総論的部分について解説した後、
正当行為（主に法令行為と正当業務行為）と被害者の承諾（同意、治療
行為等）について扱います。

【予習】
配布されたレジュメを読み、事例と設問についてレジュメ
や基本書等を参考に自分なりの考えをまとめておいてくだ
さい。（1.5時間）
【復習】
レジュメを読み返し、授業内容を頭の中で一通り思い返し
てみましょう。その上で、設問を考え直して予習段階での
自分の考えと照らし合わせてください。（2.5時間）

4時間対面

第7回 【違法性論②：正当防衛】
違法性論のうち、正当防衛に関して、その要件（急迫性等）、過剰防
衛、並びに誤想防衛及び誤想過剰防衛について扱います。

【予習】
配布されたレジュメを読み、事例と設問についてレジュメ
や基本書等を参考に自分なりの考えをまとめておいてくだ
さい。（1.5時間）
【復習】
レジュメを読み返し、授業内容を頭の中で一通り思い返し
てみましょう。その上で、設問を考え直して予習段階での
自分の考えと照らし合わせてください。（2.5時間）

4時間対面

第8回 【違法性論③：緊急避難／違法性阻却事由の錯誤】
違法性論のうち、緊急避難（その要件と諸問題、並びに、過剰避難及び
誤想過剰避難）と違法性阻却事由の錯誤について扱います。

【予習】
配布されたレジュメを読み、事例と設問についてレジュメ
や基本書等を参考に自分なりの考えをまとめておいてくだ
さい。（1.5時間）
【復習】
レジュメを読み返し、授業内容を頭の中で一通り思い返し
てみましょう。その上で、設問を考え直して予習段階での
自分の考えと照らし合わせてください。（2.5時間）

4時間対面

第9回 【レポート課題の解説】（オンデマンド）
第６回の授業において出題する中間レポート（事例問題）の解説を行い
ます。期末試験の問題を解く上で非常に重要なものとなります。

【予習】
指示に従い出題されたレポート課題の解答を作成してくだ
さい。（2.5時間）
【復習】
授業内容をよく思い返した上で、もう一度レポート課題を
手書きで解き直してください。必要があれば動画を繰り返
して視聴してください。（3.5時間）

6時間オンデマンド

第10回 【責任論】
責任の本質について概説した上で、主に責任能力、違法性の意識の可
能性、適法行為の期待可能性について扱います。

【予習】
配布されたレジュメを読み、事例と設問についてレジュメ
や基本書等を参考に自分なりの考えをまとめておいてくだ
さい。（1.5時間）
【復習】
レジュメを読み返し、授業内容を頭の中で一通り思い返し
てみましょう。その上で、設問を考え直して予習段階での
自分の考えと照らし合わせてください。（2.5時間）

4時間対面

第11回 【未遂犯論】
未遂犯と実行の着手、不能犯、中止犯について扱います。

【予習】
配布されたレジュメを読み、事例と設問についてレジュメ
や基本書等を参考に自分なりの考えをまとめておいてくだ
さい。（1.5時間）
【復習】
レジュメを読み返し、授業内容を頭の中で一通り思い返し
てみましょう。その上で、設問を考え直して予習段階での
自分の考えと照らし合わせてください。（2.5時間）

4時間対面

第12回 【共犯論①：正犯と共犯】
共犯論（正犯論）のうち、正犯概念と間接正犯、原因において自由な行
為について扱います。

【予習】
配布されたレジュメを読み、事例と設問についてレジュメ
や基本書等を参考に自分なりの考えをまとめておいてくだ
さい。（1.5時間）
【復習】
レジュメを読み返し、授業内容を頭の中で一通り思い返し
てみましょう。その上で、設問を考え直して予習段階での
自分の考えと照らし合わせてください。（2.5時間）

4時間対面

第13回 【共犯論②：共同正犯】
共犯論のうち、共同正犯（共同正犯の理論的根拠、共同正犯の要件、
共謀共同正犯や承継的共同正犯等）について扱います。

【予習】
配布されたレジュメを読み、事例と設問についてレジュメ
や基本書等を参考に自分なりの考えをまとめておいてくだ
さい。（1.5時間）
【復習】
レジュメを読み返し、授業内容を頭の中で一通り思い返し
てみましょう。その上で、設問を考え直して予習段階での
自分の考えと照らし合わせてください。（2.5時間）

4時間対面

第14回 【共犯論③：教唆犯と幇助犯／共犯の諸問題】【罪数論】
共犯論のうち、教唆犯と幇助犯（理論的根拠や要件等）や共犯に関す
る諸問題（共犯と錯誤、共犯の中止、共犯と身分等）について扱いま
す。また、罪数論についてもこの回（及び第１５回）で扱います。

【予習】
配布されたレジュメを読み、事例と設問についてレジュメ
や基本書等を参考に自分なりの考えをまとめておいてくだ
さい。（1.5時間）
【復習】
レジュメを読み返し、授業内容を頭の中で一通り思い返し
てみましょう。その上で、設問を考え直して予習段階での
自分の考えと照らし合わせてください。（2.5時間）

4時間対面
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第15回 【まとめと総括】
全体の総まとめを行います。

【予習】
配布されたレジュメを読み、事例と設問についてレジュメ
や基本書等を参考に自分なりの考えをまとめておいてくだ
さい。（1.5時間）
【復習】
レジュメを読み返し、授業内容を頭の中で一通り思い返し
てみましょう。その上で、設問を考え直して予習段階での
自分の考えと照らし合わせてください。（2.5時間）

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 刑法各論Ⅱ＜刑法Ⅱ＞ 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

34杉本　拓海

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

法学部専門教育科目

テーマ 刑法各論の発展学修

授業の目的及び概要
・刑法の「問題」は机の上でのみ存在するものではなく、実際に適用されると適用された人の人生を大きく左右することになるほど重大な影響を及ぼす
「現実の問題」であるということを受講生が意識した上で、「なぜその結論になるのか」「どうしてそのように考えるのか」について、しっかりと理解し、自身
の言葉で説明できるように、一緒に悩み、考えていくような講義を目指します。
・この講義では、刑法総論及び刑法各論の基本的な事項は知っているという前提で、刑法各論の少し発展的な内容を扱います。
・刑法各論の諸問題に関する判例・学説について、受講生がイメージして理解できるよう、裁判例や身近な設例等の具体的な事例を交えながら解説し
ます。
・この講義では、一部で受講生に問いかけ、答えてもらうという形態をとります。ただ、問いかけは答え合わせのように正解を求めるものではなく、みんな
で考えていくための質問ですので、正解不正解を気にすることなく楽しく参加してくださいね（減点もありません）。

学修の到達目標
・具体的事案について、前提となる事実を分析することで該当する犯罪を指摘できるようになる。
・指摘した犯罪の趣旨や保護法益について説明できるようになる。
・指摘した犯罪の構成要件について説明できるようになる。
・具体的事案における事実を指摘した犯罪の構成要件に当てはめる際に生じる問題について指摘し、一定の結論を示すことができるようになる。
・以上について、自身の理解を自身の言葉で表現し、他者に説得的に伝えることができるようになる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
・学生が提出するリアクションペーパーについて、適宜必要に応じて授業時間内にフィードバックを行います。
・中間レポートについては、授業中に解説・講評します。
・定期試験については、簡単な解説・講評をLearning Portal上に掲載します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

【注意事項】
・発展的な内容を扱うため、基本事項は習得済みであることを前提として進みます。必要に応じて復習をして臨んでください。それでもわからないところ
があれば、気軽に質問にきてください。
・毎回の講義で基本的な設問がついたリアクションペーパーを配布しますので、設問に解答の上で提出してください（評価の10%に相当します）。
・中間レポートの評価は全体の20%の割合としますが、この講義内容の修得のために特に重要なものなので必ず提出してください。

【メッセージ】
刑法の授業は、ただ聞いているだけでは「わかる」ようにはなっても、「できる」ようにはならないと思います。「なんとなくわかるけど、いざ試験になると何
を書けばいいのかわからない」、そんな経験はありませんか？
「わかる」と「できる」の間にある壁は大きく、自分の頭で悩み考えてみないと、「できる」ようにはなりません。それが学習する上での難しさの一つだと思
います。一方で、悩み考えた末に得たものは、刑法にとどまらず、人生の幹になりうると思います。
みんなで一緒に悩み、考えることで一人一人が「できる」ようになる、そんな授業を目指します。一緒に楽しんでいきましょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

700

00300

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

特に指定しませんが、各自が自分に合うと思う基本書及び判例集を持参してください。
『六法』（小型のもので可。紙媒体に限る）は毎回持参してください。
（参考書欄に決めかねた場合におすすめのものをあげます。①の講義刑法学は難易度が高めです）

参考書

【基本書】
①講義刑法学・各論［第2版］，井田良，有斐閣，2020年。
②基本刑法Ⅱ［第3版］，大塚裕史・十河太朗・塩谷毅・豊田兼彦，日本評論社，2023年。
※こちらは4月7日発売予定です
【判例集】
③刑法判例百選Ⅱ〔第8版〕，佐伯仁志・橋爪隆編，有斐閣，2020年。

なし

①978-4641139329
②978-4535526884
③978-4641115514

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【ガイダンス】
授業の進め方などを確認した上で、基本的な学習方法を紹介します。

【予習】
配布されたレジュメを読み、事例と設問について自分なり
の考えをまとめておいてください。（0.5時間）
【復習】
レジュメを読み返し、授業内容を頭の中で一通り思い返し
てみましょう。その上で、設問を考え直して予習段階での
自分の考えと照らし合わせてください。（1.5時間）

2時間対面

－136－



第2回 【生命・身体に対する罪①】
殺人罪、傷害罪、暴行罪、傷害致死罪、過失致死罪、堕胎罪や遺棄罪
といった生命・身体に対する犯罪のうち、主に殺人罪、傷害罪、暴行罪
について扱います。

【予習】
配布されたレジュメを読み、事例と設問についてレジュメ
や基本書等を参考に自分なりの考えをまとめておいてくだ
さい。（1.5時間）
【復習】
レジュメを読み返し、授業内容を頭の中で一通り思い返し
てみましょう。その上で、設問を考え直して予習段階での
自分の考えと照らし合わせてください。（2.5時間）

4時間対面

第3回 【生命・身体に対する罪②】
殺人罪、傷害罪、暴行罪、傷害致死罪、過失致死罪、堕胎罪や遺棄罪
といった生命・身体に対する犯罪のうち、第２回で扱わなかったものを
扱います。

【予習】
配布されたレジュメを読み、事例と設問についてレジュメ
や基本書等を参考に自分なりの考えをまとめておいてくだ
さい。（1.5時間）
【復習】
レジュメを読み返し、授業内容を頭の中で一通り思い返し
てみましょう。その上で、設問を考え直して予習段階での
自分の考えと照らし合わせてください。（2.5時間）

4時間対面

第4回 【自由・平穏に対する罪①】
逮捕・監禁罪、脅迫罪、強要罪、略取誘拐罪、強制性交等罪、住居侵
入罪、業務妨害罪といった自由・平穏に対する犯罪のうち、主に逮捕・
監禁罪、脅迫罪、強要罪、略取誘拐罪、強制性交等罪について扱いま
す。

【予習】
配布されたレジュメを読み、事例と設問についてレジュメ
や基本書等を参考に自分なりの考えをまとめておいてくだ
さい。（1.5時間）
【復習】
レジュメを読み返し、授業内容を頭の中で一通り思い返し
てみましょう。その上で、設問を考え直して予習段階での
自分の考えと照らし合わせてください。（2.5時間）

4時間対面

第5回 【自由・平穏に対する罪②】
逮捕・監禁罪、脅迫罪、強要罪、略取誘拐罪、強制性交等罪、住居侵
入罪といった自由・平穏に対する犯罪のうち、第４回で扱わなかったも
のを扱います。

【予習】
配布されたレジュメを読み、事例と設問についてレジュメ
や基本書等を参考に自分なりの考えをまとめておいてくだ
さい。（1.5時間）
【復習】
レジュメを読み返し、授業内容を頭の中で一通り思い返し
てみましょう。その上で、設問を考え直して予習段階での
自分の考えと照らし合わせてください。（2.5時間）

4時間対面

第6回 【名誉に対する罪等】
名誉毀損罪、侮辱罪、信用毀損罪、業務妨害罪といった犯罪を扱いま
す。

【予習】
配布されたレジュメを読み、事例と設問についてレジュメ
や基本書等を参考に自分なりの考えをまとめておいてくだ
さい。（1.5時間）
【復習】
レジュメを読み返し、授業内容を頭の中で一通り思い返し
てみましょう。その上で、設問を考え直して予習段階での
自分の考えと照らし合わせてください。（2.5時間）

4時間対面

第7回 【レポート課題の解説】（オンデマンド）
第４回の授業において出題する中間レポート（事例問題）の解説を行い
ます。期末試験の問題を解く上で非常に重要なものとなります。

【予習】
指示に従い出題されたレポート課題の解答を作成してくだ
さい。（2.5時間）
【復習】
授業内容をよく思い返した上で、もう一度レポート課題を
手書きで解き直してください。必要があれば動画を繰り返
して視聴してください。（3.5時間）

6時間オンデマンド

第8回 【財産に対する罪①】
財産犯についての総論と、窃盗罪を扱います。

【予習】
配布されたレジュメを読み、事例と設問についてレジュメ
や基本書等を参考に自分なりの考えをまとめておいてくだ
さい。（1.5時間）
【復習】
レジュメを読み返し、授業内容を頭の中で一通り思い返し
てみましょう。その上で、設問を考え直して予習段階での
自分の考えと照らし合わせてください。（2.5時間）

4時間対面

第9回 【財産に対する罪②】
財産に対する罪のうち、強盗罪と詐欺罪を扱います。

【予習】
配布されたレジュメを読み、事例と設問についてレジュメ
や基本書等を参考に自分なりの考えをまとめておいてくだ
さい。（1.5時間）
【復習】
レジュメを読み返し、授業内容を頭の中で一通り思い返し
てみましょう。その上で、設問を考え直して予習段階での
自分の考えと照らし合わせてください。（2.5時間）

4時間対面

第10回 【財産に対する罪③】
財産に対する罪のうち、横領罪、背任罪、器物損壊罪等を扱います。

【予習】
配布されたレジュメを読み、事例と設問についてレジュメ
や基本書等を参考に自分なりの考えをまとめておいてくだ
さい。（1.5時間）
【復習】
レジュメを読み返し、授業内容を頭の中で一通り思い返し
てみましょう。その上で、設問を考え直して予習段階での
自分の考えと照らし合わせてください。（2.5時間）

4時間対面

第11回 【放火に関する罪、善良な風俗に対する罪】
さまざまな種類の放火犯と、賭博罪や猥褻罪などの善良な風俗に対す
る罪について扱います。

【予習】
配布されたレジュメを読み、事例と設問についてレジュメ
や基本書等を参考に自分なりの考えをまとめておいてくだ
さい。（1.5時間）
【復習】
レジュメを読み返し、授業内容を頭の中で一通り思い返し
てみましょう。その上で、設問を考え直して予習段階での
自分の考えと照らし合わせてください。（2.5時間）

4時間対面

第12回 【偽造に関する罪】
通貨偽造罪や文書偽造罪などの、偽造に関する罪を扱います。

【予習】
配布されたレジュメを読み、事例と設問についてレジュメ
や基本書等を参考に自分なりの考えをまとめておいてくだ
さい。（1.5時間）
【復習】
レジュメを読み返し、授業内容を頭の中で一通り思い返し
てみましょう。その上で、設問を考え直して予習段階での
自分の考えと照らし合わせてください。（2.5時間）

4時間対面

第13回 【刑事司法に対する罪など】
公務執行害罪、逃走罪、犯人蔵匿等罪、偽証罪などの刑事司法に対す
る罪と公務執行妨害罪を扱います。

【予習】
配布されたレジュメを読み、事例と設問についてレジュメ
や基本書等を参考に自分なりの考えをまとめておいてくだ
さい。（1.5時間）
【復習】
レジュメを読み返し、授業内容を頭の中で一通り思い返し
てみましょう。その上で、設問を考え直して予習段階での
自分の考えと照らし合わせてください。（2.5時間）

4時間対面

第14回 【汚職に関する罪】
賄賂罪などの汚職に関する罪を扱います。

【予習】
配布されたレジュメを読み、事例と設問についてレジュメ
や基本書等を参考に自分なりの考えをまとめておいてくだ
さい。（1.5時間）
【復習】
レジュメを読み返し、授業内容を頭の中で一通り思い返し
てみましょう。その上で、設問を考え直して予習段階での
自分の考えと照らし合わせてください。（2.5時間）

4時間対面
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第15回 【まとめと総括】
全体の総まとめを行います。

【予習】
配布されたレジュメを読み、事例と設問についてレジュメ
や基本書等を参考に自分なりの考えをまとめておいてくだ
さい。（1.5時間）
【復習】
レジュメを読み返し、授業内容を頭の中で一通り思い返し
てみましょう。その上で、設問を考え直して予習段階での
自分の考えと照らし合わせてください。（2.5時間）

4時間対面

－138－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 刑法各論Ⅱ＜刑法Ⅱ＞ 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

34大関　龍一

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

法学部専門教育科目

テーマ 刑法各論に関する判例・学説の理解を深め、具体的事例を解決する。

授業の目的及び概要
刑法は、犯罪と刑罰について定めた法です。犯罪や刑罰に関する報道は、新聞やテレビ、ネットに溢れており、その意味で刑法は皆さんにも馴染み深
い学問といえます。例えば、「詐欺グループの主犯格に懲役○年の刑が下された」、「傷害の罪に問われた被告人が無罪になった」などのニュースを一
度は耳にしたことがあるでしょう。しかし、どのようなことをしたら詐欺や傷害といった犯罪に問われるのか、なぜ詐欺や傷害といった罪を犯した人には刑
罰が科されるのか、について深く考えたことがある人はほとんどいないでしょう。この授業では、刑法総論および刑法各論の基本知識を前提に、窃盗、
詐欺、傷害、監禁、放火などといった個別の犯罪をめぐる主要な論点を取り上げ、判例や学説がどのような解決を示しているかについて学修するととも
に、受講生同士の議論を通じて、刑法各論の知識を具体的事例に適用する力を養います。
刑法は、犯罪によって私たちの権利や利益が侵害されないために必要な法律ですが、その反面、犯罪者と認定され刑罰を科された人には重い苦痛が
伴うことになり、その後の人生にも影響を及ぼすことになります。そこで、犯罪を成立させてよいかどうかについては、慎重に、かつ、論理的に考える必
要があります。刑法を学ぶことは、物事を論理的に思考し、説得的に言語化する力を養うことにつながります。
この授業は、刑法各論の発展的学修を内容とするものであり、法律家を目指す学生にとっては、ロースクール入試や予備試験・司法試験の対策にもつ
ながります。担当者はロースクールでの教育経験があるので、その経験を踏まえた授業を展開したいと考えています。

学修の到達目標
①刑法各論の重要論点について、何が問題であり、なぜ見解が分かれているのかを正確に説明することができる。
②刑法各論の重要論点について、判例および主要な学説の解決方法を正確に説明することができる。
③刑法各論の重要論点について、自分なりの考えを説得的に説明することができる。
➃具体的事例を見て、刑法各論の論点を発見し、判例・学説の正確な理解を前提に、自分なりの解決方法を提示することができる。
⑤上記①～➃について考えたことを、論理的かつ説得的な文章で表現することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
中間レポートおよび任意提出課題については、添削して返却します。
定期試験については、Learning Portalに解答と講評を掲載します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

反転授業／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この科目では、「刑法各論（概論）」を履修し、刑法各論に関する基本知識を修得済みであることを前提に、反転授業の方法を採用します。具体的には、
受講生は、授業前に配布するレジュメ（または講義動画）を見たうえで授業に参加し、授業中は、教員との質疑応答や、受講生同士の議論を行います。
質疑や議論の素材としては、判例や現実に起こりうる事例を取り上げます。
刑法を学ぶ意義や面白さは、具体的な事例を素材に、あれこれと考え、議論することで実感できますので、積極的な発言・議論への参加を期待していま
す。
また、特に法律家を目指す学生の受講を想定して、授業では、事例問題の解き方にも言及します。中間レポートでは、刑法各論の事例問題に関する課
題を出す予定です。また、希望者がいれば、各回の授業で扱う事例問題について、答案添削を実施します。
教員が一方的に教えるのではなく、受講生の皆さんと議論をしながら授業を進めたいと思いますので、一緒に楽しい授業を作っていきましょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
0

500

003020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

基本刑法Ⅱ各論〔第3版〕，大塚裕史・十河太朗・塩谷毅・豊田兼彦，日本評論社，2023年
＊『六法』（小型のもので可。紙媒体に限る）は毎回持参してください。

参考書

①刑法判例百選Ⅱ各論〔第8版〕，佐伯仁志・橋爪隆編，有斐閣，2018年
②徹底チェック刑法，嶋矢貴之・小池信太郎・品田智史・遠藤聡太，有斐閣，2022年
＊その他の参考書については、授業内で適宜紹介します。

978-4-535-52240-4

①978-4-641-11551-4
②978-4-641-13954-1

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス・刑法各論の学習方法・刑法答案の作成技法
・授業の進め方、成績評価の方法などについて説明します。
・刑法各論の学習方法について説明します。
・刑法の事例問題の解き方について、実際の問題を素材に、解説しま
す。

【予習】Learning Portalに掲載する講義資料を読んで、指
定された課題について自分の考えをまとめておいてくださ
い。
【復習】授業で配付した資料を読んで復習しておいてくださ
い。添削希望者は、授業で扱った事例問題の答案を作成
してください。

4時間対面
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第2回 生命・身体に対する罪
・殺人罪と自殺関与罪の区別に関する判例および事例問題について、
検討します。
・同時傷害の特例に関する判例および事例問題について、検討します。

【予習】テキスト該当箇所（9-15頁、27-37頁）を読んでおい
てください。Learning Portalに掲載する講義資料を読ん
で、指定された課題について自分の考えをまとめておいて
ください。
【復習】授業で配付した資料を読んで復習しておいてくださ
い。添削希望者は、授業で扱った事例問題の答案を作成
してください。関連する犯罪について、自習しておいてくだ
さい（テキスト15-26頁、40-44頁）。

4時間対面

第3回 自由に対する罪
・逮捕・監禁罪、略取・誘拐罪に関する判例および事例問題について、
検討します。
・住居侵入罪に関する判例および事例問題について、検討します。

【予習】テキスト該当箇所（52-69頁、83-94頁）を読んでお
いてください。Learning Portalに掲載する講義資料を読ん
で、指定された課題について自分の考えをまとめておいて
ください。
【復習】授業で配付した資料を読んで復習しておいてくださ
い。添削希望者は、授業で扱った事例問題の答案を作成
してください。関連する犯罪について、自習しておいてくだ
さい（テキスト45-52頁、70-83頁）。

4時間対面

第4回 人格的法益に対する罪、信用および業務に対する罪
・名誉棄損罪に関する判例および事例問題について、検討します。
・業務妨害罪に関する判例および事例問題について、検討します。

【予習】テキスト該当箇所（95-117頁）を読んでおいてくだ
さい。Learning Portalに掲載する講義資料を読んで、指定
された課題について自分の考えをまとめておいてくださ
い。
【復習】授業で配付した資料を読んで復習しておいてくださ
い。添削希望者は、授業で扱った事例問題の答案を作成
してください。

4時間対面

第5回 財産犯総説、窃盗罪（１）
・占有移転罪の保護法益に関する判例および事例問題について、検討
します。
・占有の有無・帰属に関する判例および事例問題について、検討しま
す。

【予習】テキスト該当箇所（118-144頁）を読んでおいてくだ
さい。Learning Portalに掲載する講義資料を読んで、指定
された課題について自分の考えをまとめておいてくださ
い。
【復習】授業で配付した資料を読んで復習しておいてくださ
い。添削希望者は、授業で扱った事例問題の答案を作成
してください。関連する犯罪等について、自習しておいてく
ださい（テキスト150-155頁）。

4時間対面

第6回 財産犯総説、窃盗罪（２）
・不法領得の意思に関する判例および事例問題について、検討します。
強盗罪（１）
・強盗罪における暴行・脅迫に関する判例および事例問題について、検
討します。

【予習】テキスト該当箇所（144-150頁、156-171頁）を読ん
でおいてください。Learning Portalに掲載する講義資料を
読んで、指定された課題について自分の考えをまとめてお
いてください。
【復習】授業で配付した資料を読んで復習しておいてくださ
い。添削希望者は、授業で扱った事例問題の答案を作成
してください。

4時間対面

第7回 強盗罪（２）
・2項強盗罪に関する判例および事例問題について、検討します。
・事後強盗罪に関する判例および事例問題について、検討します。

【予習】テキスト該当箇所（172-205頁）を読んでおいてくだ
さい。Learning Portalに掲載する講義資料を読んで、指定
された課題について自分の考えをまとめておいてくださ
い。
【復習】授業で配付した資料を読んで復習しておいてくださ
い。添削希望者は、授業で扱った事例問題の答案を作成
してください。関連する犯罪について、自習しておいてくだ
さい（テキスト205-209頁）。

4時間対面

第8回 中間まとめ、中間レポートの課題公表 【予習】第1～7回の授業で扱った内容について復習してお
いてください。
【復習】中間レポートを作成してください。

6時間オンデマンド

第9回 強盗罪（３）
・強盗致死傷罪に関する判例および事例問題について、検討します。
詐欺罪（１）
・詐欺罪における処分行為に関する判例および事例問題について、検
討します。

【予習】テキスト該当箇所（210-226頁、233-238頁、239-
245頁）を読んでおいてください。Learning Portalに掲載す
る講義資料を読んで、指定された課題について自分の考
えをまとめておいてください。
【復習】授業で配付した資料を読んで復習しておいてくださ
い。添削希望者は、授業で扱った事例問題の答案を作成
してください。関連する犯罪について、自習しておいてくだ
さい（テキスト226-232頁）。

4時間対面

第10回 詐欺罪（２）
・詐欺罪における欺罔行為性に関する判例および事例問題について、
検討します。
恐喝罪
・権利行使と恐喝罪に関する判例および事例問題について、検討しま
す。

【予習】テキスト該当箇所（238-239頁、245-262頁、268-
276頁）を読んでおいてください。Learning Portalに掲載す
る講義資料を読んで、指定された課題について自分の考
えをまとめておいてください。
【復習】授業で配付した資料を読んで復習しておいてくださ
い。添削希望者は、授業で扱った事例問題の答案を作成
してください。関連する犯罪について、自習しておいてくだ
さい（テキスト262-267頁）。

4時間対面

第11回 横領罪
・横領罪における不法領得の意思に関する判例および事例問題につい
て、検討します。
・横領後の横領に関する判例および事例問題について、検討します。

【予習】テキスト該当箇所（277-310頁）を読んでおいてくだ
さい。Learning Portalに掲載する講義資料を読んで、指定
された課題について自分の考えをまとめておいてくださ
い。
【復習】授業で配付した資料を読んで復習しておいてくださ
い。添削希望者は、授業で扱った事例問題の答案を作成
してください。関連する犯罪について、自習しておいてくだ
さい（テキスト310-313頁）。

4時間対面

第12回 背任罪
・背任罪と共犯に関する判例および事例問題について、検討します。
盗品等関与罪
・盗品等関与罪の重要問題に関する判例および事例問題について、検
討します。

【予習】テキスト該当箇所（314-353頁）を読んでおいてくだ
さい。Learning Portalに掲載する講義資料を読んで、指定
された課題について自分の考えをまとめておいてくださ
い。
【復習】授業で配付した資料を読んで復習しておいてくださ
い。添削希望者は、授業で扱った事例問題の答案を作成
してください。関連する犯罪について、自習しておいてくだ
さい（テキスト354-359頁）。

4時間対面

第13回 放火罪
・建造物の一体性に関する判例および事例問題について、検討します。
・公共の危険に関する判例および事例問題について、検討します。

【予習】テキスト該当箇所（362-387頁）を読んでおいてくだ
さい。Learning Portalに掲載する講義資料を読んで、指定
された課題について自分の考えをまとめておいてくださ
い。
【復習】授業で配付した資料を読んで復習しておいてくださ
い。添削希望者は、授業で扱った事例問題の答案を作成
してください。関連する犯罪について、自習しておいてくだ
さい（テキスト387-390頁）。

4時間対面

第14回 文書偽造罪
・名義人の承諾と偽造に関する判例および事例問題について、検討し
ます。
・肩書・資格の冒用と偽造に関する判例および事例問題について、検討
します。

【予習】テキスト該当箇所（391-424頁）を読んでおいてくだ
さい。Learning Portalに掲載する講義資料を読んで、指定
された課題について自分の考えをまとめておいてくださ
い。
【復習】授業で配付した資料を読んで復習しておいてくださ
い。添削希望者は、授業で扱った事例問題の答案を作成
してください。関連する犯罪について、自習しておいてくだ
さい（テキスト425-461頁）。

4時間対面

第15回 犯人蔵匿等罪・証拠隠滅等罪
・身代わり出頭と犯人隠避罪に関する判例および事例問題について、
検討します。
・参考人の虚偽供述と証拠隠滅罪に関する判例および事例問題につい
て、検討します。

【予習】テキスト該当箇所（514-534頁）を読んでおいてくだ
さい。Learning Portalに掲載する講義資料を読んで、指定
された課題について自分の考えをまとめておいてくださ
い。
【復習】授業で配付した資料を読んで復習しておいてくださ
い。添削希望者は、授業で扱った事例問題の答案を作成
してください。関連する犯罪について、自習しておいてくだ
さい（テキスト464-513頁、535-556頁）。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 刑法各論Ⅱ＜刑法Ⅱ＞ 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

34漆畑　貴久

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

法学部専門教育科目

テーマ 刑法各論の発展的学修

授業の目的及び概要
本講義は、刑法各論の発展科目として、各論の重要論点について検討します。これまでに履修してきた刑法総論（概論）、刑法各論（概論）、及び刑法
Ⅰ等刑事系科目を通して修得してきた知識をもとに、刑法各論に関する諸問題を検討していきます。なお、授業の予定は授業計画の通りですが、内容
の重要度、受講生の理解等の事情によって変更・割愛されることがありますので、予めご了承ください。

学修の到達目標
以下の事項の修得を通して、刑事法学的な物事の考え方ができることを、本授業の目標とします。
①刑法各論の重要論点について、刑法各論のどのような点に関わる問題であるのかを説明できる。
②説明した問題に対する解釈学的解決方法を説明できる。
③説明した問題に対する判例の立場を説明できる。
④上記①～③について、「問題の所在、学説・判例の立場、及び自身の見解」という構成の文章で説明することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
授業内で作成・提出してもらったリアクションペーパーの内容に基づいて、必要に応じて次回以降の授業内で行います。また、学生から質問があった場
合にも適宜実施します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この科目は、上述のように、刑事系科目の発展科目になります。単位修得は容易ではありませんので、それなりの覚悟をもって授業に臨んで下さい。
授業内で数回、リアクションペーパーを作成・提出してもらいます。このペーパーの提出をもって「授業期間中の小テスト・レポート課題等」に代えます（評
価の40％に相当します）。評価のためのペーパーの作成・提出ですので、その旨を認識して、リアクションペーパーを作成・提出するようにして下さい。
対面授業では、授業の際に担当が受講生に対して発問をすることがあります。発問に解答してくれた受講生には、能動的授業態度として加点します。
履修態度が劣悪と判断される受講者に対しては、退席、出席停止等の措置を取ります。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
0

060

00400

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

指定しません。各自が現在使用している基本書等を準備の上で授業に臨んで下さい。
授業に際してはレジュメ資料（プリント）を配布します。ラーニングポータルを通して配布しますので、各自入手
して授業に臨んで下さい。
六法は必携です（電子版でも可。最新版のものに限ります）。

参考書

①信山社双書法学編法学刑法4演習（各論），設楽裕文編，信山社，2010年。
②信山社双書法学編法学刑法5判例インデックス1000，設楽裕文編，信山社，2012年。

なし

①978-4-7972-1274-7
②978-4-7972-1275-4

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス。刑法各論の意義・構造等について概説します。 事前学修：刑法総論（概論）及び刑法各論（概論）の学習
内容を整理し確認しておくこと。（2時間）
事後学修：刑法各論の全体像や刑事司法制度の概要に
ついて説明できるように、授業で言及した内容等を整理・
確認する。（2時間）

4時間対面

第2回 財産犯総説1：財産犯について総論的に概観します。財産犯について学
修・理解するために必要な基本的な知識を修得して、各財産犯につい
て学修する準備を行います。

事前学修：配布資料（レジュメ）の記載内容を、自分の持
つ刑法各論の基本書と照らし合わせて検討しておく。（2時
間）
事後学修：授業で検討した諸事項について整理・確認す
る。授業内で検討した判例については、なぜそこでこの判
例を取り上げたのかを改めて確認すること。（2時間）

4時間対面

第3回 財産犯総説2：財産犯の保護法益や「不法領得の意思」等、財産犯につ
いて発展的に学修するために必要な知識の修得を目指します。

事前学修：配布資料（レジュメ）の記載内容を、自分の持
つ刑法各論の基本書と照らし合わせて検討しておく。条文
と判例は必ず参照すること。（2時間）
事後学修：授業で検討した諸事項について整理・確認す
る。授業内で検討した判例については、なぜそこでこの判
例を取り上げたのかを改めて確認すること。（2時間）

4時間対面
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第4回 窃盗罪1：窃盗罪の基本的構成要件とそれに関連する諸論点について
学修します。

事前学修：配布資料（レジュメ）の記載内容を、自分の持
つ刑法各論の基本書と照らし合わせて検討しておく。条文
と判例は必ず参照すること。（2時間）
事後学修：授業で検討した諸事項について整理・確認す
る。授業内で検討した判例については、なぜそこでこの判
例を取り上げたのかを改めて確認すること。（2時間）

4時間対面

第5回 窃盗罪2：窃盗罪をめぐる諸論点について学修します。 事前学修：配布資料（レジュメ）の記載内容を、自分の持
つ刑法各論の基本書と照らし合わせて検討しておく。条文
と判例は必ず参照すること。（2時間）
事後学修：授業で検討した諸事項について整理・確認す
る。授業内で検討した判例については、なぜそこでこの判
例を取り上げたのかを改めて確認すること。（2時間）

4時間対面

第6回 強盗罪1：強盗罪の基本的構成要件とそれに関連する諸論点について
学修します。

事前学修：配布資料（レジュメ）の記載内容を、自分の持
つ刑法各論の基本書と照らし合わせて検討しておく。条文
と判例は必ず参照すること。（2時間）
事後学修：授業で検討した諸事項について整理・確認す
る。授業内で検討した判例については、なぜそこでこの判
例を取り上げたのかを改めて確認すること。（2時間）

4時間対面

第7回 強盗罪2：強盗罪をめぐる諸論点について学修します。 事前学修：配布資料（レジュメ）の記載内容を、自分の持
つ刑法各論の基本書と照らし合わせて検討しておく。条文
と判例は必ず参照すること。（2時間）
事後学修：授業で検討した諸事項について整理・確認す
る。授業内で検討した判例については、なぜそこでこの判
例を取り上げたのかを改めて確認すること。（2時間）

4時間対面

第8回 中間まとめとして、ラーニングポータルに提示された資料を参照して課
題に取り組む。

事前学修：ラーニングポータルに提示された資料を参照す
る。（2時間）
事後学修：ラーニングポータルに提示された解説を参照し
て、課題への取組みについて振り返りを行う。（2時間）

4時間オンデマンド

第9回 強盗罪3：強盗罪の諸類型（準強盗罪）について検討します。 事前学修：配布資料（レジュメ）の記載内容を、自分の持
つ刑法各論の基本書と照らし合わせて検討しておく。条文
と判例は必ず参照すること。（2時間）
事後学修：授業で検討した諸事項について整理・確認す
る。授業内で検討した判例については、なぜそこでこの判
例を取り上げたのかを改めて確認すること。（2時間）

4時間対面

第10回 詐欺罪1：詐欺罪の基本的構成要件とそれに関連する諸論点について
学修します。

事前学修：配布資料（レジュメ）の記載内容を、自分の持
つ刑法各論の基本書と照らし合わせて検討しておく。条文
と判例は必ず参照すること。（2時間）
事後学修：授業で検討した諸事項について整理・確認す
る。授業内で検討した判例については、なぜそこでこの判
例を取り上げたのかを改めて確認すること。（2時間）

4時間対面

第11回 詐欺罪2：詐欺罪をめぐる諸論点について学修します。 事前学修：配布資料（レジュメ）の記載内容を、自分の持
つ刑法各論の基本書と照らし合わせて検討しておく。条文
と判例は必ず参照すること。（2時間）
事後学修：授業で検討した諸事項について整理・確認す
る。授業内で検討した判例については、なぜそこでこの判
例を取り上げたのかを改めて確認すること。（2時間）

4時間対面

第12回 詐欺罪3：詐欺罪の諸類型について学修します。 事前学修：配布資料（レジュメ）の記載内容を、自分の持
つ刑法各論の基本書と照らし合わせて検討しておく。条文
と判例は必ず参照すること。（2時間）
事後学修：授業で検討した諸事項について整理・確認す
る。授業内で検討した判例については、なぜそこでこの判
例を取り上げたのかを改めて確認すること。（2時間）

4時間対面

第13回 恐喝罪：恐喝罪の基本的構成要件及び構成要件をめぐる問題点につ
いて学修します。

事前学修：配布資料（レジュメ）の記載内容を、自分の持
つ刑法各論の基本書と照らし合わせて検討しておく。条文
と判例は必ず参照すること。（2時間）
事後学修：授業で検討した諸事項について整理・確認す
る。授業内で検討した判例については、なぜそこでこの判
例を取り上げたのかを改めて確認すること。（2時間）

4時間対面

第14回 横領罪：横領罪の基本的構成要件及び構成要件をめぐる論点等につ
いて学修します。

事前学修：配布資料（レジュメ）の記載内容を、自分の持
つ刑法各論の基本書と照らし合わせて検討しておく。条文
と判例は必ず参照すること。（2時間）
事後学修：授業で検討した諸事項について整理・確認す
る。授業内で検討した判例については、なぜそこでこの判
例を取り上げたのかを改めて確認すること。（2時間）

4時間対面

第15回 背任罪：背任罪の基本的構成要件とそれをめぐる諸論点について学修
します。
授業全体のまとめと総括を行います。

事前学修：配布資料（レジュメ）の記載内容、並びにこれま
での学修内容を、配布資料並びに自分の持つ刑法各論
の基本書と照らし合わせて検討しておく。条文と判例は必
ず参照すること。（3時間）
事後学修：授業で検討した諸事項について整理・確認す
る。（1時間）。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 刑法各論Ⅱ＜刑法Ⅱ＞ 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

34杉本　拓海

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

法学部専門教育科目

テーマ 刑法各論の発展学修

授業の目的及び概要
・刑法の「問題」は机の上でのみ存在するものではなく、実際に適用されると適用された人の人生を大きく左右することになるほど重大な影響を及ぼす
「現実の問題」であるということを受講生が意識した上で、「なぜその結論になるのか」「どうしてそのように考えるのか」について、しっかりと理解し、自身
の言葉で説明できるように、一緒に悩み、考えていくような講義を目指します。
・この講義では、刑法総論及び刑法各論の基本的な事項は知っているという前提で、刑法各論の少し発展的な内容を扱います。
・刑法各論の諸問題に関する判例・学説について、受講生がイメージして理解できるよう、裁判例や身近な設例等の具体的な事例を交えながら解説し
ます。
・この講義では、一部で受講生に問いかけ、答えてもらうという形態をとります。ただ、問いかけは答え合わせのように正解を求めるものではなく、みんな
で考えていくための質問ですので、正解不正解を気にすることなく楽しく参加してくださいね（減点もありません）。

学修の到達目標
・具体的事案について、前提となる事実を分析することで該当する犯罪を指摘できるようになる。
・指摘した犯罪の趣旨や保護法益について説明できるようになる。
・指摘した犯罪の構成要件について説明できるようになる。
・具体的事案における事実を指摘した犯罪の構成要件に当てはめる際に生じる問題について指摘し、一定の結論を示すことができるようになる。
・以上について、自身の理解を自身の言葉で表現し、他者に説得的に伝えることができるようになる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
・学生が提出するリアクションペーパーについて、適宜必要に応じて授業時間内にフィードバックを行います。
・中間レポートについては、授業中に解説・講評します。
・定期試験については、簡単な解説・講評をLearning Portal上に掲載します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

【注意事項】
・発展的な内容を扱うため、基本事項は習得済みであることを前提として進みます。必要に応じて復習をして臨んでください。それでもわからないところ
があれば、気軽に質問にきてください。
・毎回の講義で基本的な設問がついたリアクションペーパーを配布しますので、設問に解答の上で提出してください（評価の10%に相当します）。
・中間レポートの評価は全体の20%の割合としますが、この講義内容の修得のために特に重要なものなので必ず提出してください。

【メッセージ】
刑法の授業は、ただ聞いているだけでは「わかる」ようにはなっても、「できる」ようにはならないと思います。「なんとなくわかるけど、いざ試験になると何
を書けばいいのかわからない」、そんな経験はありませんか？
「わかる」と「できる」の間にある壁は大きく、自分の頭で悩み考えてみないと、「できる」ようにはなりません。それが学習する上での難しさの一つだと思
います。一方で、悩み考えた末に得たものは、刑法にとどまらず、人生の幹になりうると思います。
みんなで一緒に悩み、考えることで一人一人が「できる」ようになる、そんな授業を目指します。一緒に楽しんでいきましょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

700

00300

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

特に指定しませんが、各自が自分に合うと思う基本書及び判例集を持参してください。
『六法』（小型のもので可。紙媒体に限る）は毎回持参してください。
（参考書欄に決めかねた場合におすすめのものをあげます。①の講義刑法学は難易度が高めです）

参考書

【基本書】
①講義刑法学・各論［第2版］，井田良，有斐閣，2020年。
②基本刑法Ⅱ［第3版］，大塚裕史・十河太朗・塩谷毅・豊田兼彦，日本評論社，2023年。
※こちらは4月7日発売予定です
【判例集】
③刑法判例百選Ⅱ〔第8版〕，佐伯仁志・橋爪隆編，有斐閣，2020年。

なし

①978-4641139329
②978-4535526884
③978-4641115514

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【ガイダンス】
授業の進め方などを確認した上で、基本的な学習方法を紹介します。

【予習】
配布されたレジュメを読み、事例と設問について自分なり
の考えをまとめておいてください。（0.5時間）
【復習】
レジュメを読み返し、授業内容を頭の中で一通り思い返し
てみましょう。その上で、設問を考え直して予習段階での
自分の考えと照らし合わせてください。（1.5時間）

2時間対面
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第2回 【生命・身体に対する罪①】
殺人罪、傷害罪、暴行罪、傷害致死罪、過失致死罪、堕胎罪や遺棄罪
といった生命・身体に対する犯罪のうち、主に殺人罪、傷害罪、暴行罪
について扱います。

【予習】
配布されたレジュメを読み、事例と設問についてレジュメ
や基本書等を参考に自分なりの考えをまとめておいてくだ
さい。（1.5時間）
【復習】
レジュメを読み返し、授業内容を頭の中で一通り思い返し
てみましょう。その上で、設問を考え直して予習段階での
自分の考えと照らし合わせてください。（2.5時間）

4時間対面

第3回 【生命・身体に対する罪②】
殺人罪、傷害罪、暴行罪、傷害致死罪、過失致死罪、堕胎罪や遺棄罪
といった生命・身体に対する犯罪のうち、第２回で扱わなかったものを
扱います。

【予習】
配布されたレジュメを読み、事例と設問についてレジュメ
や基本書等を参考に自分なりの考えをまとめておいてくだ
さい。（1.5時間）
【復習】
レジュメを読み返し、授業内容を頭の中で一通り思い返し
てみましょう。その上で、設問を考え直して予習段階での
自分の考えと照らし合わせてください。（2.5時間）

4時間対面

第4回 【自由・平穏に対する罪①】
逮捕・監禁罪、脅迫罪、強要罪、略取誘拐罪、強制性交等罪、住居侵
入罪、業務妨害罪といった自由・平穏に対する犯罪のうち、主に逮捕・
監禁罪、脅迫罪、強要罪、略取誘拐罪、強制性交等罪について扱いま
す。

【予習】
配布されたレジュメを読み、事例と設問についてレジュメ
や基本書等を参考に自分なりの考えをまとめておいてくだ
さい。（1.5時間）
【復習】
レジュメを読み返し、授業内容を頭の中で一通り思い返し
てみましょう。その上で、設問を考え直して予習段階での
自分の考えと照らし合わせてください。（2.5時間）

4時間対面

第5回 【自由・平穏に対する罪②】
逮捕・監禁罪、脅迫罪、強要罪、略取誘拐罪、強制性交等罪、住居侵
入罪といった自由・平穏に対する犯罪のうち、第４回で扱わなかったも
のを扱います。

【予習】
配布されたレジュメを読み、事例と設問についてレジュメ
や基本書等を参考に自分なりの考えをまとめておいてくだ
さい。（1.5時間）
【復習】
レジュメを読み返し、授業内容を頭の中で一通り思い返し
てみましょう。その上で、設問を考え直して予習段階での
自分の考えと照らし合わせてください。（2.5時間）

4時間対面

第6回 【名誉に対する罪等】
名誉毀損罪、侮辱罪、信用毀損罪、業務妨害罪といった犯罪を扱いま
す。

【予習】
配布されたレジュメを読み、事例と設問についてレジュメ
や基本書等を参考に自分なりの考えをまとめておいてくだ
さい。（1.5時間）
【復習】
レジュメを読み返し、授業内容を頭の中で一通り思い返し
てみましょう。その上で、設問を考え直して予習段階での
自分の考えと照らし合わせてください。（2.5時間）

4時間対面

第7回 【レポート課題の解説】（オンデマンド）
第４回の授業において出題する中間レポート（事例問題）の解説を行い
ます。期末試験の問題を解く上で非常に重要なものとなります。

【予習】
指示に従い出題されたレポート課題の解答を作成してくだ
さい。（2.5時間）
【復習】
授業内容をよく思い返した上で、もう一度レポート課題を
手書きで解き直してください。必要があれば動画を繰り返
して視聴してください。（3.5時間）

6時間オンデマンド

第8回 【財産に対する罪①】
財産犯についての総論と、窃盗罪を扱います。

【予習】
配布されたレジュメを読み、事例と設問についてレジュメ
や基本書等を参考に自分なりの考えをまとめておいてくだ
さい。（1.5時間）
【復習】
レジュメを読み返し、授業内容を頭の中で一通り思い返し
てみましょう。その上で、設問を考え直して予習段階での
自分の考えと照らし合わせてください。（2.5時間）

4時間対面

第9回 【財産に対する罪②】
財産に対する罪のうち、強盗罪と詐欺罪を扱います。

【予習】
配布されたレジュメを読み、事例と設問についてレジュメ
や基本書等を参考に自分なりの考えをまとめておいてくだ
さい。（1.5時間）
【復習】
レジュメを読み返し、授業内容を頭の中で一通り思い返し
てみましょう。その上で、設問を考え直して予習段階での
自分の考えと照らし合わせてください。（2.5時間）

4時間対面

第10回 【財産に対する罪③】
財産に対する罪のうち、横領罪、背任罪、器物損壊罪等を扱います。

【予習】
配布されたレジュメを読み、事例と設問についてレジュメ
や基本書等を参考に自分なりの考えをまとめておいてくだ
さい。（1.5時間）
【復習】
レジュメを読み返し、授業内容を頭の中で一通り思い返し
てみましょう。その上で、設問を考え直して予習段階での
自分の考えと照らし合わせてください。（2.5時間）

4時間対面

第11回 【放火に関する罪、善良な風俗に対する罪】
さまざまな種類の放火犯と、賭博罪や猥褻罪などの善良な風俗に対す
る罪について扱います。

【予習】
配布されたレジュメを読み、事例と設問についてレジュメ
や基本書等を参考に自分なりの考えをまとめておいてくだ
さい。（1.5時間）
【復習】
レジュメを読み返し、授業内容を頭の中で一通り思い返し
てみましょう。その上で、設問を考え直して予習段階での
自分の考えと照らし合わせてください。（2.5時間）

4時間対面

第12回 【偽造に関する罪】
通貨偽造罪や文書偽造罪などの、偽造に関する罪を扱います。

【予習】
配布されたレジュメを読み、事例と設問についてレジュメ
や基本書等を参考に自分なりの考えをまとめておいてくだ
さい。（1.5時間）
【復習】
レジュメを読み返し、授業内容を頭の中で一通り思い返し
てみましょう。その上で、設問を考え直して予習段階での
自分の考えと照らし合わせてください。（2.5時間）

4時間対面

第13回 【刑事司法に対する罪など】
公務執行害罪、逃走罪、犯人蔵匿等罪、偽証罪などの刑事司法に対す
る罪と公務執行妨害罪を扱います。

【予習】
配布されたレジュメを読み、事例と設問についてレジュメ
や基本書等を参考に自分なりの考えをまとめておいてくだ
さい。（1.5時間）
【復習】
レジュメを読み返し、授業内容を頭の中で一通り思い返し
てみましょう。その上で、設問を考え直して予習段階での
自分の考えと照らし合わせてください。（2.5時間）

4時間対面

第14回 【汚職に関する罪】
賄賂罪などの汚職に関する罪を扱います。

【予習】
配布されたレジュメを読み、事例と設問についてレジュメ
や基本書等を参考に自分なりの考えをまとめておいてくだ
さい。（1.5時間）
【復習】
レジュメを読み返し、授業内容を頭の中で一通り思い返し
てみましょう。その上で、設問を考え直して予習段階での
自分の考えと照らし合わせてください。（2.5時間）

4時間対面
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第15回 【まとめと総括】
全体の総まとめを行います。

【予習】
配布されたレジュメを読み、事例と設問についてレジュメ
や基本書等を参考に自分なりの考えをまとめておいてくだ
さい。（1.5時間）
【復習】
レジュメを読み返し、授業内容を頭の中で一通り思い返し
てみましょう。その上で、設問を考え直して予習段階での
自分の考えと照らし合わせてください。（2.5時間）

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 刑法各論Ⅱ＜刑法Ⅱ＞ 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

34大関　龍一

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

法学部専門教育科目

テーマ 刑法各論に関する判例・学説の理解を深め、具体的事例を解決する。

授業の目的及び概要
刑法は、犯罪と刑罰について定めた法です。犯罪や刑罰に関する報道は、新聞やテレビ、ネットに溢れており、その意味で刑法は皆さんにも馴染み深
い学問といえます。例えば、「詐欺グループの主犯格に懲役○年の刑が下された」、「傷害の罪に問われた被告人が無罪になった」などのニュースを一
度は耳にしたことがあるでしょう。しかし、どのようなことをしたら詐欺や傷害といった犯罪に問われるのか、なぜ詐欺や傷害といった罪を犯した人には刑
罰が科されるのか、について深く考えたことがある人はほとんどいないでしょう。この授業では、刑法総論および刑法各論の基本知識を前提に、窃盗、
詐欺、傷害、監禁、放火などといった個別の犯罪をめぐる主要な論点を取り上げ、判例や学説がどのような解決を示しているかについて学修するととも
に、受講生同士の議論を通じて、刑法各論の知識を具体的事例に適用する力を養います。
刑法は、犯罪によって私たちの権利や利益が侵害されないために必要な法律ですが、その反面、犯罪者と認定され刑罰を科された人には重い苦痛が
伴うことになり、その後の人生にも影響を及ぼすことになります。そこで、犯罪を成立させてよいかどうかについては、慎重に、かつ、論理的に考える必
要があります。刑法を学ぶことは、物事を論理的に思考し、説得的に言語化する力を養うことにつながります。
この授業は、刑法各論の発展的学修を内容とするものであり、法律家を目指す学生にとっては、ロースクール入試や予備試験・司法試験の対策にもつ
ながります。担当者はロースクールでの教育経験があるので、その経験を踏まえた授業を展開したいと考えています。

学修の到達目標
①刑法各論の重要論点について、何が問題であり、なぜ見解が分かれているのかを正確に説明することができる。
②刑法各論の重要論点について、判例および主要な学説の解決方法を正確に説明することができる。
③刑法各論の重要論点について、自分なりの考えを説得的に説明することができる。
➃具体的事例を見て、刑法各論の論点を発見し、判例・学説の正確な理解を前提に、自分なりの解決方法を提示することができる。
⑤上記①～➃について考えたことを、論理的かつ説得的な文章で表現することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
中間レポートおよび任意提出課題については、添削して返却します。
定期試験については、Learning Portalに解答と講評を掲載します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

反転授業／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この科目では、「刑法各論（概論）」を履修し、刑法各論に関する基本知識を修得済みであることを前提に、反転授業の方法を採用します。具体的には、
受講生は、授業前に配布するレジュメ（または講義動画）を見たうえで授業に参加し、授業中は、教員との質疑応答や、受講生同士の議論を行います。
質疑や議論の素材としては、判例や現実に起こりうる事例を取り上げます。
刑法を学ぶ意義や面白さは、具体的な事例を素材に、あれこれと考え、議論することで実感できますので、積極的な発言・議論への参加を期待していま
す。
また、特に法律家を目指す学生の受講を想定して、授業では、事例問題の解き方にも言及します。中間レポートでは、刑法各論の事例問題に関する課
題を出す予定です。また、希望者がいれば、各回の授業で扱う事例問題について、答案添削を実施します。
教員が一方的に教えるのではなく、受講生の皆さんと議論をしながら授業を進めたいと思いますので、一緒に楽しい授業を作っていきましょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
0

500

003020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

基本刑法Ⅱ各論〔第3版〕，大塚裕史・十河太朗・塩谷毅・豊田兼彦，日本評論社，2023年
＊『六法』（小型のもので可。紙媒体に限る）は毎回持参してください。

参考書

①刑法判例百選Ⅱ各論〔第8版〕，佐伯仁志・橋爪隆編，有斐閣，2018年
②徹底チェック刑法，嶋矢貴之・小池信太郎・品田智史・遠藤聡太，有斐閣，2022年
＊その他の参考書については、授業内で適宜紹介します。

978-4-535-52240-4

①978-4-641-11551-4
②978-4-641-13954-1

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス・刑法各論の学習方法・刑法答案の作成技法
・授業の進め方、成績評価の方法などについて説明します。
・刑法各論の学習方法について説明します。
・刑法の事例問題の解き方について、実際の問題を素材に、解説しま
す。

【予習】Learning Portalに掲載する講義資料を読んで、指
定された課題について自分の考えをまとめておいてくださ
い。
【復習】授業で配付した資料を読んで復習しておいてくださ
い。添削希望者は、授業で扱った事例問題の答案を作成
してください。

4時間対面
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第2回 生命・身体に対する罪
・殺人罪と自殺関与罪の区別に関する判例および事例問題について、
検討します。
・同時傷害の特例に関する判例および事例問題について、検討します。

【予習】テキスト該当箇所（9-15頁、27-37頁）を読んでおい
てください。Learning Portalに掲載する講義資料を読ん
で、指定された課題について自分の考えをまとめておいて
ください。
【復習】授業で配付した資料を読んで復習しておいてくださ
い。添削希望者は、授業で扱った事例問題の答案を作成
してください。関連する犯罪について、自習しておいてくだ
さい（テキスト15-26頁、40-44頁）。

4時間対面

第3回 自由に対する罪
・逮捕・監禁罪、略取・誘拐罪に関する判例および事例問題について、
検討します。
・住居侵入罪に関する判例および事例問題について、検討します。

【予習】テキスト該当箇所（52-69頁、83-94頁）を読んでお
いてください。Learning Portalに掲載する講義資料を読ん
で、指定された課題について自分の考えをまとめておいて
ください。
【復習】授業で配付した資料を読んで復習しておいてくださ
い。添削希望者は、授業で扱った事例問題の答案を作成
してください。関連する犯罪について、自習しておいてくだ
さい（テキスト45-52頁、70-83頁）。

4時間対面

第4回 人格的法益に対する罪、信用および業務に対する罪
・名誉棄損罪に関する判例および事例問題について、検討します。
・業務妨害罪に関する判例および事例問題について、検討します。

【予習】テキスト該当箇所（95-117頁）を読んでおいてくだ
さい。Learning Portalに掲載する講義資料を読んで、指定
された課題について自分の考えをまとめておいてくださ
い。
【復習】授業で配付した資料を読んで復習しておいてくださ
い。添削希望者は、授業で扱った事例問題の答案を作成
してください。

4時間対面

第5回 財産犯総説、窃盗罪（１）
・占有移転罪の保護法益に関する判例および事例問題について、検討
します。
・占有の有無・帰属に関する判例および事例問題について、検討しま
す。

【予習】テキスト該当箇所（118-144頁）を読んでおいてくだ
さい。Learning Portalに掲載する講義資料を読んで、指定
された課題について自分の考えをまとめておいてくださ
い。
【復習】授業で配付した資料を読んで復習しておいてくださ
い。添削希望者は、授業で扱った事例問題の答案を作成
してください。関連する犯罪等について、自習しておいてく
ださい（テキスト150-155頁）。

4時間対面

第6回 財産犯総説、窃盗罪（２）
・不法領得の意思に関する判例および事例問題について、検討します。
強盗罪（１）
・強盗罪における暴行・脅迫に関する判例および事例問題について、検
討します。

【予習】テキスト該当箇所（144-150頁、156-171頁）を読ん
でおいてください。Learning Portalに掲載する講義資料を
読んで、指定された課題について自分の考えをまとめてお
いてください。
【復習】授業で配付した資料を読んで復習しておいてくださ
い。添削希望者は、授業で扱った事例問題の答案を作成
してください。

4時間対面

第7回 強盗罪（２）
・2項強盗罪に関する判例および事例問題について、検討します。
・事後強盗罪に関する判例および事例問題について、検討します。

【予習】テキスト該当箇所（172-205頁）を読んでおいてくだ
さい。Learning Portalに掲載する講義資料を読んで、指定
された課題について自分の考えをまとめておいてくださ
い。
【復習】授業で配付した資料を読んで復習しておいてくださ
い。添削希望者は、授業で扱った事例問題の答案を作成
してください。関連する犯罪について、自習しておいてくだ
さい（テキスト205-209頁）。

4時間対面

第8回 中間まとめ、中間レポートの課題公表 【予習】第1～7回の授業で扱った内容について復習してお
いてください。
【復習】中間レポートを作成してください。

6時間オンデマンド

第9回 強盗罪（３）
・強盗致死傷罪に関する判例および事例問題について、検討します。
詐欺罪（１）
・詐欺罪における処分行為に関する判例および事例問題について、検
討します。

【予習】テキスト該当箇所（210-226頁、233-238頁、239-
245頁）を読んでおいてください。Learning Portalに掲載す
る講義資料を読んで、指定された課題について自分の考
えをまとめておいてください。
【復習】授業で配付した資料を読んで復習しておいてくださ
い。添削希望者は、授業で扱った事例問題の答案を作成
してください。関連する犯罪について、自習しておいてくだ
さい（テキスト226-232頁）。

4時間対面

第10回 詐欺罪（２）
・詐欺罪における欺罔行為性に関する判例および事例問題について、
検討します。
恐喝罪
・権利行使と恐喝罪に関する判例および事例問題について、検討しま
す。

【予習】テキスト該当箇所（238-239頁、245-262頁、268-
276頁）を読んでおいてください。Learning Portalに掲載す
る講義資料を読んで、指定された課題について自分の考
えをまとめておいてください。
【復習】授業で配付した資料を読んで復習しておいてくださ
い。添削希望者は、授業で扱った事例問題の答案を作成
してください。関連する犯罪について、自習しておいてくだ
さい（テキスト262-267頁）。

4時間対面

第11回 横領罪
・横領罪における不法領得の意思に関する判例および事例問題につい
て、検討します。
・横領後の横領に関する判例および事例問題について、検討します。

【予習】テキスト該当箇所（277-310頁）を読んでおいてくだ
さい。Learning Portalに掲載する講義資料を読んで、指定
された課題について自分の考えをまとめておいてくださ
い。
【復習】授業で配付した資料を読んで復習しておいてくださ
い。添削希望者は、授業で扱った事例問題の答案を作成
してください。関連する犯罪について、自習しておいてくだ
さい（テキスト310-313頁）。

4時間対面

第12回 背任罪
・背任罪と共犯に関する判例および事例問題について、検討します。
盗品等関与罪
・盗品等関与罪の重要問題に関する判例および事例問題について、検
討します。

【予習】テキスト該当箇所（314-353頁）を読んでおいてくだ
さい。Learning Portalに掲載する講義資料を読んで、指定
された課題について自分の考えをまとめておいてくださ
い。
【復習】授業で配付した資料を読んで復習しておいてくださ
い。添削希望者は、授業で扱った事例問題の答案を作成
してください。関連する犯罪について、自習しておいてくだ
さい（テキスト354-359頁）。

4時間対面

第13回 放火罪
・建造物の一体性に関する判例および事例問題について、検討します。
・公共の危険に関する判例および事例問題について、検討します。

【予習】テキスト該当箇所（362-387頁）を読んでおいてくだ
さい。Learning Portalに掲載する講義資料を読んで、指定
された課題について自分の考えをまとめておいてくださ
い。
【復習】授業で配付した資料を読んで復習しておいてくださ
い。添削希望者は、授業で扱った事例問題の答案を作成
してください。関連する犯罪について、自習しておいてくだ
さい（テキスト387-390頁）。

4時間対面

第14回 文書偽造罪
・名義人の承諾と偽造に関する判例および事例問題について、検討し
ます。
・肩書・資格の冒用と偽造に関する判例および事例問題について、検討
します。

【予習】テキスト該当箇所（391-424頁）を読んでおいてくだ
さい。Learning Portalに掲載する講義資料を読んで、指定
された課題について自分の考えをまとめておいてくださ
い。
【復習】授業で配付した資料を読んで復習しておいてくださ
い。添削希望者は、授業で扱った事例問題の答案を作成
してください。関連する犯罪について、自習しておいてくだ
さい（テキスト425-461頁）。

4時間対面

第15回 犯人蔵匿等罪・証拠隠滅等罪
・身代わり出頭と犯人隠避罪に関する判例および事例問題について、
検討します。
・参考人の虚偽供述と証拠隠滅罪に関する判例および事例問題につい
て、検討します。

【予習】テキスト該当箇所（514-534頁）を読んでおいてくだ
さい。Learning Portalに掲載する講義資料を読んで、指定
された課題について自分の考えをまとめておいてくださ
い。
【復習】授業で配付した資料を読んで復習しておいてくださ
い。添削希望者は、授業で扱った事例問題の答案を作成
してください。関連する犯罪について、自習しておいてくだ
さい（テキスト464-513頁、535-556頁）。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 刑事政策　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

34漆畑　貴久

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

法学部専門教育科目

テーマ 刑事政策について学ぶ：犯罪の原因と対策について考える。

授業の目的及び概要
刑事政策とは、犯罪の原因を探求し、これに基づき犯罪を防止するための国家、団体、個人の活動をいうと考えられています（事実としての刑事政策）。
この授業では、この刑事政策を一定の理念から批判的に検証し、より合理的かつより効果的な諸原則の体系を探求する学問である刑事政策学（学問と
しての刑事政策）の基本的知識の修得を通して、刑事法学的な物事の考え方ができるようになることを目指します。そのために、授業では、刑事政策に
ついての基本的な考え方を概観し、我が国で生じている刑事政策上の諸問題についてどのように対処すべきかを検討していきます。
授業の内容は下記授業計画の通りですが、テーマの重要度や受講生の理解の状況等によって適宜変更する場合がありますので、予めご了承くださ
い。

学修の到達目標
以下の諸点について説明できることを通して、刑事法学的な物事の考え方ができるようになることをこの授業の達成目標とします。
①我が国における刑事司法制度の概要について説明できる。
②我が国における犯罪現象の現状について資料に基づいて説明できる。
③我が国における犯罪への対応の現状について、刑事司法制度の各場面ごとに説明できる。
④個別の犯罪類型について、我が国の刑事政策上の問題点とその対策について自身の考えを述べることができる。
⑤上記①～④について、文章で説明することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
授業内で作成・提出してもらったリアクションペーパーの記載内容に応じて、適宜、次回以降の授業内で実施します。また、受講生から質問があった場
合にも、必要に応じて実施します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

刑事事件に関するニュース・報道に関心を払うようにしてください。
授業では、レジュメを配布しますので、事前に入手するようにして下さい。授業内での説明等について、受講生自身が重要・必要と判断した内容を適示
メモ書きする等、能動的な学修が重要となります。
対面授業の際には、教員が適宜発問して受講生に解答を求めることがあります。自発的に解答してくれた受講生については、能動的学修態度として最
終評価に加点します。
受講態度が劣悪と判断された受講生に対しては、退席、あるいは出席停止等の措置をとります。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
0

060

00400

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

指定しません。授業に際しては、レジュメ資料（プリント）を配布します。レジュメ資料は、ラーニングポータルを
通して配布しますので、入手した上で、授業に出席するようにして下さい。
なお、六法は必携です（最新版のものに限る。なお、電子版でも可）。

参考書

授業内で適宜紹介します。

なし

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 オリエンテーション。我が国の刑事司法制度の概要、並びに刑事政策
の意義について把握する。

事前学修：Yは、自身が「泥棒」の被害に遭ったと認識し
た。このYが「泥棒」の被害を警察等の捜査機関に通報
し、容疑者Aが逮捕された。このAが、その後どのように扱
われるのかについて、自分なりに考えておく。（2時間）
事後学修：「事前学修」で示した「A」に対する扱いがどの
ようなものであったのかについて再度確認する。刑事政策
の意味等、授業内で接した専門用語その他初めて接した
言葉等について改めて確認する。（2時間）

4時間対面

第2回 我が国の犯罪の現状について、統計資料を参照しつつ、把握する。 事前学修：レジュメ・犯罪統計等を参照して、我が国の犯
罪の現状についてどのようなことが指摘できるのかを自分
なりに考えておく。（2時間）
事後学修：我が国の犯罪の現状についてどのようなことを
指摘できるのかを改めて確認し、自分なりに説明できるよ
うに文章等を考えてみる。（2時間）

4時間対面
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第3回 犯罪の被害者について考える。 事前学修：レジュメを参照して、犯罪被害者に関する諸理
論について内容を通読しておく。分からない言葉等を
チェックしておく。（2時間）
事後学修：犯罪被害者に関する諸理論について整理し、
どのような考え方であるのかを簡単に説明できるよう自分
なりに言葉でまとめておく。分からなかった言葉等につい
て確認する。（2時間）

4時間対面

第4回 犯罪の原因について考える（犯罪原因論）。 事前学修：レジュメを参照して、犯罪原因に関する諸理論
について内容を通読しておく。分からない言葉等をチェック
しておく。（2時間）
事後学修：犯罪原因に関する諸理論について整理し、ど
のような考え方であるのかを簡単に説明できるよう自分な
りに言葉でまとめておく。分からなかった言葉等について
確認する。（2時間）

4時間対面

第5回 刑罰制度について考える①刑罰の目的・意義について、並びに死刑制
度について考える。

事前学修：レジュメを参照して、犯罪をした者に対して刑罰
を科することがなぜ許されるのかを考えてみる。死刑とは
どのような刑罰であり、現在どの程度用いられているのか
を把握しておく。分からない言葉等をチェックしておく。（2
時間）
事後学修：刑罰の目的・意義について確認し、死刑に関す
る諸問題を自分なりに検討する。言葉の意味等について
確認する。（2時間）

4時間対面

第6回 刑罰制度について考える②自由刑、及び不定期刑について考える。 事前学修：レジュメを参照して、自由刑及び不定期刑とは
どのような刑罰であり、現在どの程度用いられているのか
を把握しておく。分からない言葉等をチェックしておく。（2
時間）
事後学修：自由刑及び不定期刑について、授業内で学ん
だことを改めて整理し、言葉の意味等について確認する。
（2時間）

4時間対面

第7回 中間まとめとして、ラーニングポータルに提示された課題に取り組む。 （事前学修）：ラーニングポータルに提示された資料を参照
する。（2時間）
（事後学修）：ラーニングポータルに提示された解説を参照
して課題への取組みについて振り返りを行う。（2時間）

4時間オンデマンド

第8回 刑罰制度について考える③財産刑について考える。 事前学修：レジュメを参照して、財産刑とは何か、どのよう
な問題があるのか等について考えてみる。分からない言
葉等についてチェックしておく。（2時間）
事後学修：財産刑について学んだことを改めて整理し、問
題点とそれに対する改善のあり方等を自分なりに考えて
みる。言葉の意味等について確認する。（2時間）

4時間対面

第9回 猶予制度について考える。 事前学修：猶予制度とは何か、具体的にはどのような制
度が存在しているのか等について自分なりに考えてみる。
分からない言葉等についてチェックしておく。（2時間）
事後学修：猶予制度が現代の社会においてどのような意
味を持っているといえるのかを確認する。言葉の意味を確
認する。（2時間）

4時間対面

第10回 犯罪者処遇制度①施設内処遇について考える。 事前学修：レジュメを参照して、施設内処遇の現状につい
て、自分なりに説明できるように検討してみる。分からない
言葉等についてチェックしておく。（2時間）
事後学修：施設内処遇にはどのような問題があるのか、
そしてそれを改善するためにどのようなことが取組まれて
いるのか等を改めて確認する。言葉の意味を確認する。
（2時間）

4時間対面

第11回 犯罪者処遇制度②社会内処遇について考える。 事前学修：レジュメを参照して、社会内処遇とは何か、ど
のようなことが行われているのか等について把握する。分
からない言葉等についてチェックしておく。（2時間）
事後学修：社会内処遇としてどのようなことが行われてい
るのかを改めて確認する。言葉の意味を確認する。（2時
間）

4時間対面

第12回 犯罪予防のための諸施策：犯罪を予防するための考え方や施策等に
ついて検討する。

事前学修：レジュメを通読して、なぜ「自転車を駐輪する際
に鍵が2つ（ツーロック）以上推奨」とされているのか、考え
てみる。分からない言葉等についてチェックしておく。（2時
間）
事後学修：犯罪予防のための考え方とそれに基づいた具
体的施策等について整理する。言葉の意味を確認する。
（2時間）

4時間対面

第13回 各種犯罪①少年非行について考える。 事前学修：レジュメを参照して、少年非行の現状並びに非
行少年対策の現状等について把握しておく。分からない
言葉等についてチェックしておく。
事後学修：授業での学修内容を改めて整理する。言葉の
意味を確認する。（2時間）

4時間対面

第14回 各種犯罪②ファミリーバイオレンスについて考える。 事前学修：レジュメを参照して、児童虐待、配偶者間暴
力、ストーカー犯罪について考えてみる。分からない言葉
等をチェックしておく。（2時間）
事後学修：授業で学修した内容を整理しておく。言葉等の
意味について確認する。（2時間）

4時間対面

第15回 各種犯罪③薬物犯罪について考える。授業のまとめを行う。 事前学修：レジュメを参照して、薬物犯罪の現状等につい
て把握しておく。分からない言葉等をチェックしておく。（2
時間）
事後学修：授業で学修した内容を整理しておく。言葉等の
意味について確認する。（2時間）

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 刑事訴訟法Ⅰ＜刑事裁判と法＞ 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

34大場　史朗

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

法学部専門教育科目

テーマ 捜査・公訴段階における刑事手続の基礎理論を学ぶ

授業の目的及び概要
刑事訴訟法（手続法）は、これまで学修してきた刑法（実体法）を実現するための法律である。両者は車の両輪の関係にある。本講義は、わが国の刑事
手続の全体像を理解することを目的とし、とりわけ捜査から公訴までを取り扱う。刑事訴訟法の学修は、本講義と、秋学期の「刑事訴訟法Ⅱ＜刑事手続
法＞」の履修と合わせて完結するため、本講義の受講者は秋学期の「刑事訴訟法Ⅱ＜刑事手続法＞」もあわせて受講されたい。

学修の到達目標
（１）捜査から公訴までの刑事手続の流れを理解し、説明できる。
（２）刑事訴訟法の基本概念を正確に理解し、説明できる。
（３）捜査から公訴の手続に関する基本的な論点を理解し、説明できる。
（４）刑事訴訟法の学修を通じて高度な論理的思考力を身につけることができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
中間レポートについては、授業中に解説・講評する。
定期試験については、Learning Portal に簡単な解説・講評を掲載する。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

条文を丹念に引きながら捜査や公訴に関する法的要件に学ぶと同時に、刑事手続の全体像とその特色を理解しましょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

０
0

070

30000

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

入門刑事手続法〔第８版〕，三井誠・酒巻匡，有斐閣，2020年
＊秋学期の「刑事訴訟法Ⅱ＜刑事手続法＞」の講義も同じテキストを使うので、必ず購入すること。
＊『六法』（小型のもので可。電子版も可）を毎回持参のこと。

参考書

刑事訴訟法判例百選第10版，井上正仁ほか，有斐閣，2017年

978-4641139435

978-4641115323

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 刑事手続法の意義、捜査とは（１）
ガイダンス、刑事訴訟法の意義、捜査の全体像、捜査の端緒について
概説する。

Learning Portal に掲載する第1回講義レジュメを事前に印
刷し、読んでおくこと。また、授業後に読んで復習しておく
こと。

4時間対面

第2回 刑事手続の流れと刑事手続の歴史
刑事手続の流れ、刑事手続の歴史について概説する。

Learning Portal に掲載する第2回講義レジュメを事前に印
刷し、レジュメ記載のテキストの該当箇所を読んでおくこ
と。また、授業後に読んで復習しておくこと。

4時間オンデマンド

第3回 捜査とは（２）
捜査の全体像、捜査の端緒について概説する。

Learning Portal に掲載する第3回講義レジュメを事前に印
刷し、レジュメ記載のテキストの該当箇所を読んでおくこ
と。また、授業後に読んで復習しておくこと。

4時間対面

第4回 捜査の方法・実行（１）
任意捜査と強制捜査の区別について概説する。

Learning Portal に掲載する第4回講義レジュメを事前に印
刷し、レジュメ記載のテキストの該当箇所を読んでおくこ
と。また、授業後に読んで復習しておくこと。

4時間対面

第5回 捜査の方法・実行（２）
任意捜査と強制捜査の区別について概説する。

Learning Portal に掲載する第5回講義レジュメを事前に印
刷し、レジュメ記載のテキストの該当箇所を読んでおくこ
と。また、授業後に読んで復習しておくこと。

4時間対面

第6回 被疑者の逮捕
逮捕の基本論点について概説する。

Learning Portal に掲載する第6回講義レジュメを事前に印
刷し、レジュメ記載のテキストの該当箇所を読んでおくこ
と。また、授業後に読んで復習しておくこと。

4時間対面

第7回 勾留
勾留の基本論点について概説する。

Learning Portal に掲載する第7回講義レジュメを事前に印
刷し、レジュメ記載のテキストの該当箇所を読んでおくこ
と。また、授業後に読んで復習しておくこと。

4時間対面
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第8回 捜索・差押え・検証（１）
捜索・差押え・検証の基本論点について概説する。

Learning Portal に掲載する第8回講義レジュメを事前に印
刷し、レジュメ記載のテキストの該当箇所を読んでおくこ
と。また、授業後に読んで復習しておくこと。

4時間対面

第9回 捜索・差押え・検証（２）
捜索・差押え・検証の基本論点について概説する。

Learning Portal に掲載する第9回講義レジュメを事前に印
刷し、レジュメ記載のテキストの該当箇所を読んでおくこ
と。また、授業後に読んで復習しておくこと。

4時間対面

第10回 その他の捜査手段（１）
その他の処分、特殊な捜査手法について概説する。

Learning Portal に掲載する第10回講義レジュメを事前に
印刷し、レジュメ記載のテキストの該当箇所を読んでおくこ
と。また、授業後に読んで復習しておくこと。

4時間対面

第11回 その他の捜査手段（２）
その他の処分、特殊な捜査手法について概説する。
中間レポートについて解説する。

Learning Portal に掲載する第11回講義レジュメを事前に
印刷し、レジュメ記載のテキストの該当箇所を読んでおくこ
と。また、授業後に読んで復習しておくこと。

4時間対面

第12回 被疑者側の防御
弁護人選任権、黙秘権、接見交通権などについて概説する。

Learning Portal に掲載する第12回講義レジュメを事前に
印刷し、レジュメ記載のテキストの該当箇所を読んでおくこ
と。また、授業後に読んで復習しておくこと。

4時間対面

第13回 公訴提起の手続（１）
起訴・不起訴処分、訴訟条件などについて概説する。

Learning Portal に掲載する第13回講義レジュメを事前に
印刷し、レジュメ記載のテキストの該当箇所を読んでおくこ
と。また、授業後に読んで復習しておくこと。

4時間対面

第14回 公訴提起の手続（２）
検察審査会制度、付審判制度、裁判管轄について概説する。

Learning Portal に掲載する第14回講義レジュメを事前に
印刷し、レジュメ記載のテキストの該当箇所を読んでおくこ
と。また、授業後に読んで復習しておくこと。

4時間対面

第15回 公訴提起の方式／授業のまとめ
起訴状の記載事項、訴因と公訴事実、訴因の特定などについて概説す
る。
授業のまとめを行う。

Learning Portal に掲載する第15回講義レジュメを事前に
印刷し、レジュメ記載のテキストの該当箇所を読んでおくこ
と。また、授業後に読んで復習しておくこと。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 刑事訴訟法Ⅱ＜刑事手続法＞ 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

34大場　史朗

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

法学部専門教育科目

テーマ 公判（裁判）段階における刑事手続の基礎理論を学ぶ

授業の目的及び概要
刑事訴訟法（手続法）は、これまで学修してきた刑法（実体法）を実現するための法律である。両者は車の両輪の関係にある。本講義は、わが国の刑事
手続の全体像を理解することを目的とし、とりわけ公判（裁判）段階以降を取り扱う。刑事訴訟法の学修は、本講義と、春学期の「刑事訴訟法Ⅰ＜刑事
裁判と法＞」の履修と合わせて完結する。「刑事訴訟法Ⅰ＜刑事裁判と法＞」を履修済みであることを前提に授業を行う。

学修の到達目標
（１）公判段階の刑事手続の流れを理解し、説明できる。
（２）刑事訴訟法の基本概念を正確に理解し、説明できる。
（３）公判段階の手続、証拠法に関する基本的な論点を理解し、説明できる。
（４）刑事訴訟法の学修を通じて高度な論理的思考力を身につけることができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
「刑事訴訟法Ⅰ＜刑事裁判と法＞」の履修を推奨する

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
中間レポートについては、授業中に解説・講評する。
定期試験については、Learning Portal に簡単な解説・講評を掲載する。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

条文を丹念に引きながら公判（裁判）段階の手続を学びましょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
0

050

300020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

入門刑事手続法〔第9版〕，三井誠・酒巻匡，有斐閣，2023年
＊『六法』（小型のもので可。電子版も可）を毎回持参のこと。

参考書

①刑事訴訟法判例百選第10版，井上正仁ほか，有斐閣，2017年
②省察刑事訴訟法，内田博文・春日勉・大場史朗編，法律文化社，2023年

978-4641139657

①978-4641115323
②978-4589042835

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス・捜査・公訴段階の刑事手続
刑事手続の意義と流れについて概説する。
春学期「刑事裁判と法」で学習した捜査・公訴段階の刑事手続を復習す
る。

Learning Portal に掲載する第1回講義レジュメを事前に印
刷し、読んでおくこと。また、授業後に読んで復習しておく
こと。

4時間対面

第2回 公判の流れと公判のための準備活動
公判の流れと公判・裁判のための準備活動について概説する。

Learning Portal に掲載する第2回講義レジュメを事前に印
刷し、レジュメ記載のテキストの該当箇所を読んでおくこ
と。また、授業後に読んで復習しておくこと。

4時間オンデマンド

第3回 公判期日における手続（１）
公判期日の流れを概説する。

Learning Portal に掲載する第3回講義レジュメを事前に印
刷し、レジュメ記載のテキストの該当箇所を読んでおくこ
と。また、授業後に読んで復習しておくこと。

4時間対面

第4回 公判期日における手続（２）
公判期日の流れを概説する。

Learning Portal に掲載する第4回講義レジュメを事前に印
刷し、レジュメ記載のテキストの該当箇所を読んでおくこ
と。また、授業後に読んで復習しておくこと。

4時間対面

第5回 訴因変更（１）
訴因変更について概説する。

Learning Portal に掲載する第5回講義レジュメを事前に印
刷し、レジュメ記載のテキストの該当箇所を読んでおくこ
と。また、授業後に読んで復習しておくこと。

4時間対面

第6回 訴因変更（２）、裁判員の参加する公判手続等
訴因変更、裁判員制度等について概説する。

Learning Portal に掲載する第6回講義レジュメを事前に印
刷し、レジュメ記載のテキストの該当箇所を読んでおくこ
と。また、授業後に読んで復習しておくこと。

4時間対面

第7回 証拠法とは
証拠法の基本概念、証拠の関連性などについて概説する。

Learning Portal に掲載する第7回講義レジュメを事前に印
刷し、レジュメ記載のテキストの該当箇所を読んでおくこ
と。また、授業後に読んで復習しておくこと。

4時間対面
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第8回 伝聞法則（１)
伝聞法則について概説する。

Learning Portal に掲載する第8回講義レジュメを事前に印
刷し、レジュメ記載のテキストの該当箇所を読んでおくこ
と。また、授業後に読んで復習しておくこと。

4時間対面

第9回 伝聞法則（２）
伝聞法則について概説する。

Learning Portal に掲載する第9回講義レジュメを事前に印
刷し、レジュメ記載のテキストの該当箇所を読んでおくこ
と。また、授業後に読んで復習しておくこと。

4時間対面

第10回 伝聞法則（３）
伝聞例外について概説する。

Learning Portal に掲載する第10回講義レジュメを事前に
印刷し、レジュメ記載のテキストの該当箇所を読んでおくこ
と。また、授業後に読んで復習しておくこと。

4時間対面

第11回 自白（１）
自白法則について概説する。

Learning Portal に掲載する第11回講義レジュメを事前に
印刷し、レジュメ記載のテキストの該当箇所を読んでおくこ
と。また、授業後に読んで復習しておくこと。

4時間対面

第12回 自白（２）
補強法則について概説する。
中間レポートについて解説する。

Learning Portal に掲載する第12回講義レジュメを事前に
印刷し、レジュメ記載のテキストの該当箇所を読んでおくこ
と。また、授業後に読んで復習しておくこと。

4時間対面

第13回 違法に収集された証拠の排除
違法収集証拠排除法則について概説する。

Learning Portal に掲載する第13回講義レジュメを事前に
印刷し、レジュメ記載のテキストの該当箇所を読んでおくこ
と。また、授業後に読んで復習しておくこと。

4時間対面

第14回 公判の裁判
判決等の裁判について概説する。

Learning Portal に掲載する第14回講義レジュメを事前に
印刷し、レジュメ記載のテキストの該当箇所を読んでおくこ
と。また、授業後に読んで復習しておくこと。

4時間対面

第15回 上訴・確定後救済手続／授業のまとめ
上訴・再審について概説し、授業のまとめを行う。

Learning Portal に掲載する第15回講義レジュメを事前に
印刷し、レジュメ記載のテキストの該当箇所を読んでおくこ
と。また、授業後に読んで復習しておくこと。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 少年法＜少年犯罪と法＞ 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

34大場　史朗

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

法学部専門教育科目

テーマ 少年法の見方・考え方

授業の目的及び概要
少年法とは、非行をおかした少年に適用される法である。内閣府の「少年非行に関する世論調査」（2015年7月調査）によれば、「おおむね5年前と比べ
て少年による重大な事件が増えていると思いますか」という設問に対して、78.6％の人が「増えている」と回答している。また、2021年には少年法が改正
され、18歳・19歳の少年に対する特別な取扱いが規定された。このように、少年法は近年もっとも社会の関心が高まっている法の１つといってもよい。本
講義では、刑事法と福祉法が交錯する少年保護手続を概説することで、現代日本における少年・子どもの現状と、社会のあり方を分析しつつ、大きな
ターニングポイントを迎えた少年法のあり方について考察することを目的とする。

学修の到達目標
（１）少年保護手続の流れを理解し、説明できる。
（２）少年法の基本概念を正確に理解し、説明できる。
（３）少年法の全体像を理解し、説明できる。
（４）少年法の学修を通じて社会科学的な思考力を身につけることができる。

授業の方法
この科目は遠隔授業で行われます。詳細についてはLearning Portalを確認してください。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
中間試験の内容については、授業中に解説・講評する。
定期試験については、Learning Portal に簡単な解説・講評を掲載する。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

少年法の客観的なデータと基本概念の正確な理解を前提として、少年保護手続の大きな流れを理解するように努めてください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

700

30000

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは特に指定しないが、少年法の体系書又は概説書を１冊購入することが望ましい。2021年少年法改
正に対応した『六法』（小型のもので可。電子版も可）を毎回持参すること。
最近の体系書又は概説書としては、以下のものがある（なお、2023年3月時点で②は2021年少年法改正に未
対応）。
①少年法第2版，川出敏裕，有斐閣，2022年
②少年法講義，武内謙治，日本評論社，2015年
③少年法講義第4版，丸山雅夫，成文堂，2022年
④少年法，廣瀬健二，成文堂，2021年

参考書

①少年法入門，廣瀬健二，岩波新書，2021年
②家栽の人（全10巻・コミック），毛利甚八・魚戸おさむ，小学館文庫，2014年

①978-4641139589
②978-4535521117
③978-4792353551
④978-4792353391

①978-4004318811
②978-4091919632

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 少年法の意義・ガイダンス
少年法の意義、少年法の概念、手続の基本的な枠組みなどについて
概説する。

Learning Portal に掲載する第1回講義レジュメを事前に印
刷し、読んでおくこと。授業後に読んで復習しておくこと。

4時間オンデマンド

第2回 少年法の方法と現状分析
少年法保護事件の流れ、少年保護手続の関係機関などについて概説
し、客観的なデータを用いて非行少年の現状を分析する。

Learning Portal に掲載する第2回講義レジュメを事前に印
刷し、読んでおくこと。授業後に読んで復習しておくこと。

4時間オンデマンド

第3回 少年法の歴史とその改正
旧少年法から現行少年法に至る少年法の歴史と、主に2000年以降の
少年法改正の内容について概説する。

Learning Portal に掲載する第3回講義レジュメを事前に印
刷し、読んでおくこと。授業後に読んで復習しておくこと。

4時間オンデマンド

第4回 少年法の対象
「少年」の意義と、犯罪少年、触法少年、虞犯少年の意義について概説
する。

Learning Portal に掲載する第4回講義レジュメを事前に印
刷し、読んでおくこと。授業後に読んで復習しておくこと。

4時間オンデマンド

第5回 非行少年の捜査・発見と事件受理
非行少年の発見活動及び事件受理の方法等について、主に少年警察
活動を中核として概説する。

Learning Portal に掲載する第5回講義レジュメを事前に印
刷し、読んでおくこと。授業後に読んで復習しておくこと。

4時間オンデマンド

第6回 観護の措置
観護の意義と、主に少年鑑別所における観護措置について概説する。

Learning Portal に掲載する第6回講義レジュメを事前に印
刷し、読んでおくこと。授業後に読んで復習しておくこと。

4時間オンデマンド
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第7回 調査
調査の意義と、調査の諸問題、調査後の手続について概説する。

Learning Portal に掲載する第7回講義レジュメを事前に印
刷し、読んでおくこと。授業後に読んで復習しておくこと。

4時間オンデマンド

第8回 審判（１）
少年審判の意義と、原理と原則、審判の手続などについて概説する。

Learning Portal に掲載する第8回講義レジュメを事前に印
刷し、読んでおくこと。授業後に読んで復習しておくこと。

4時間オンデマンド

第9回 審判（２）
試験観察、審判後の処分、処分の変更と取消などについて概説する。

Learning Portal に掲載する第9回講義レジュメを事前に印
刷し、読んでおくこと。授業後に読んで復習しておくこと。

4時間オンデマンド

第10回 中間試験 Learning Portal に掲載した第1回～第9回講義レジュメの
内容を復習しておくこと。

6時間オンデマンド

第11回 保護処分（１）
保護処分の意義とその内容について概説する。

Learning Portal に掲載する第11回講義レジュメを事前に
印刷し、読んでおくこと。授業後に読んで復習しておくこ
と。

4時間オンデマンド

第12回 保護処分（２）
保護処分の意義とその内容について概説する。

Learning Portal に掲載する第12回講義レジュメを事前に
印刷し、読んでおくこと。授業後に読んで復習しておくこ
と。

4時間オンデマンド

第13回 不服申立て
保護処分に対する不服申立ての意義と内容、保護事件の補償につい
て概説する。

Learning Portal に掲載する第13回講義レジュメを事前に
印刷し、読んでおくこと。授業後に読んで復習しておくこ
と。

4時間オンデマンド

第14回 刑事手続と刑事処分
検察官送致後の少年の刑事手続と刑事処分（刑罰）、家裁への再移
送、刑の執行について概説する。

Learning Portal に掲載する第14回講義レジュメを事前に
印刷し、読んでおくこと。授業後に読んで復習しておくこ
と。

4時間オンデマンド

第15回 少年事件と報道
実際の新聞報道や週刊誌の報道、少年法61条にかかる裁判例などを
素材として、少年事件の報道について考える。

Learning Portal に掲載する第15回講義レジュメを事前に
印刷し、読んでおくこと。授業後に読んで復習しておくこ
と。

4時間オンデマンド

－155－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 民法総則Ⅰ＜民法総則概論＞ 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234石尾　賢二

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G1

法学部専門教育科目

テーマ 民法全般および民法総則に関する基礎知識の習得。

授業の目的及び概要
民法とはどのような法律であるのか、民法典はどのような法律であるのかについて概観する。
民法総則の条文の意義・要件・効果と解釈問題について、参考書に基づき学習していく。
民法総則は民法全体を通じた原則を定めると共に私法の一般法という側面も有し、日常生活、また就職後のビジネスにおいて経験することになる様々
な法律問題に対する基礎的な法的知識として重要なものである。

学修の到達目標
1.民法総則に関する基本的な法的概念を理解し、条文について理解することができる。
2.民法総則に関する基本的な法的問題を正確に把握し、整理し、理解することができる。
3.日常生活・企業取引における具体的な問題について適切に解決する能力を身につける。
4.法学検定等各種試験のための基礎的知識を身につける。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
内容に関する疑問点について、授業中、授業後の質問に対応します。
小テストが実施される場合は簡単な講評を行います。
期末試験について簡単な講評を Learning Portalに記載します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

講義は対面において実施します(8回目はオンデマンド)。
六法は持参し、条文はその都度必ず参照すること。講義で分からなかったことは、講義中、講義後に質問すること。
詳細は、Learning Portalに記載します。
引き続き、物権法、債権法などの民法財産法分野とも連携して学習することが望ましい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0550

003015

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

①『民法Ⅰ　総則　有斐閣Ｓシリーズ　(第4版)』，山田卓生・河内宏・安永正昭・松久三四彦編，有斐閣，2018
年

2023年度TKC法学検定試験学習ツールのID保有者（2023年度入学生）以外は、「②2023年法学検定試験問
題集ベーシック＜基礎＞コース，法学検定試験委員会編，商事法務，2023年」を購入し携行すること。

参考書

①『民法がわかった』(改訂第5版)，田中嗣久・田中義雄・大島一悟，法学書院，2019年
②『民法判例百選Ⅰ(第9版)』，潮見佳男ほか編，有斐閣，2023年

①978-4641159495
②978-4785730222

①978-4587535094
②978-4641115620

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 法とは何か、民法とは何か、民法典はどのようにして作られたのかを見
る。
その後、総則規定を概観し、一般条項について説明する。
○信義誠実の原則（信義則）の考え方について、説明することができ
る。
○権利濫用の法理について、具体例を挙げて説明することができる。

教科書の序章、序論／１民法とは／２民法ルールの適用
に関する問題、第１章私権とその行使、１序説／２私権の
行使に関するルールの箇所を読んでおく。疑問点は質問
などによってすぐに解決し、復習しておくこと。

4時間対面

第2回 権利主体の中で自然人と権利能力・意思能力・行為能力について概観
し、住所・居所について概観する。
○権利能力の意義について、説明することができる。
○権利能力の始期（胎児の法的地位を含む）について、説明することが
できる。
○権利能力の終期（同時死亡の推定を含む）について、説明することが
できる。
○住所の概念（内容・意義）について、説明することができる。
○不在者の財産管理の制度の意義及びその概要を説明することがで
きる。
○失踪宣告の制度の意義及び必要性について、説明することができ
る。
〇能力の意義及び意思能力のない者がした意思表示・法律行為の効
力について、説明することができる。

教科書の第２章権利の主体─自然人と法人、１序説／２　
権利能力／３　行為能力／４　住所／５　不在者の財産管
理の箇所、第３章権利の客体１権利の客体と物／２動産
と不動産／３主物と従物／４元物と果実の箇所、レジュメ
の当該部分を読んでおく。疑問点は質問などによってすぐ
に解決し、復習しておくこと。

4時間対面
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第3回 制限行為能力、成年後見制度について説明し、未成年者の行為の効
力等を見る。
○行為能力制度の趣旨（目的・必要性）について説明し、どのような類
型があるかを示し、各類型の要件及び効果について、条文を参照して
説明することができる。
○行為能力制度における、相手方の保護を図るための制度について、
条文を参照して説明することができる。

教科書の第２章権利の主体─自然人と法人３行為能力の
箇所を読んでおく。疑問点は質問などによってすぐに解決
し、復習しておくこと。

4時間対面

第4回 法人制度について説明する。
○法人とはどのような制度であり、法人に権利能力を認めるのはなぜ
必要であるかを、具体例を挙げて説明することができる。
○法人にはどのような種類があり（社団法人・財団法人、営利法人・非
営利法人）、それぞれどのような法律に従って法人の設立が認められる
かについて、基本的な考え方を説明することができる。
法人の行為に関する問題を説明する。
○法人の構成員が法人の債務についてどのような責任を負うかを、具
体例を挙げて説明することができる。
○法人設立の目的が法人の権利義務についてどのような意義を有す
るかについて、その考え方と問題点の概要を説明することができる。
○法人の代表機関が行った取引行為や不法行為が法人にどのような
効果を及ぼすかを説明することができる。

教科書の第２章権利の主体─自然人と法人６法人の箇所
を読んでおく。疑問点は質問などによってすぐに解決し、
復習しておくこと。

4時間対面

第5回 意思表示・法律行為について説明する。
心裡留保について説明する。
○法律行為及び意思表示の意味を説明し、法律行為の種類を挙げる
ことができる。
○意思表示及び法律行為の解釈に関する考え方（意思主義・表示主義
など）について、具体例に即して説明することができる。
○強行法規・任意法規の意味について説明し、それぞれの具体例を挙
げることができる。
○慣習とは何か、慣習がどのような場合に効力を有するかについて、
説明することができる。
○意思表示の効力が発生する時点に関する到達主義と発信主義の違
いについて、具体例を挙げて説明することができる。
○心裡留保の意義及び当事者間における意思表示の効力について、
説明することができる。

教科書の第４章法律行為１序説／２法律行為の成立／３
意思表示の有効性の箇所を読んでおく。疑問点は質問な
どによってすぐに解決し、復習しておくこと。

4時間対面

第6回 虚偽表示について説明する。94条2項の類推適用についても説明する。
○通謀虚偽表示の意義及び当事者間における効力について、説明す
ることができる。
○通謀虚偽表示の第三者に対する効力について、具体例を挙げて説
明することができる。

教科書の第４章法律行為/3意思表示の有効性／５無効・
取消しの箇所を読んでおく。疑問点は質問などによってす
ぐに解決し、復習しておくこと。

4時間対面

第7回 錯誤について説明する。動機の錯誤について説明する。詐欺強迫につ
いて説明する。
○錯誤にはどのような種類があるかについて、具体例を挙げて説明す
ることができる。
○錯誤の要件及び効果について、説明することができる。
○動機の錯誤の法的処理について説明することができる。
○詐欺・強迫の要件及び当事者間における効力について、説明するこ
とができる。
○詐欺・強迫による意思表示の第三者に対する効力について、説明す
ることができる。
小テストを実施し、解説する。

教科書の第４章法律行為/３意思表示の有効性／５無効・
取消しの箇所を読んでおく。疑問点は質問などによってす
ぐに解決し、復習しておくこと。

4時間対面

第8回 公序良俗違反について説明する。消費者契約法について説明する。無
効と取消について説明する。
○公序良俗とはどのような概念であるか、公序良俗に反する法律行為
にはどのような類型があるか、公序良俗違反の法律行為が無効である
という意味について説明することができる。
○無効と取消しの基本的な相違について、説明することができる。
○無効・取消しにより法律行為の効果が認められない場合の基本的な
法律関係（履行請求の可否や事実上履行がなされた場合の事後処理
等）について、説明することができる。
○取り消しうる法律行為・意思表示について、誰が取り消すことができ
るか、いつまで取り消すことができるかについて、取消しの基本的効果
（制限行為能力者の返還義務に関する特則を含む）について、説明す
ることができる。
○取り消しうる法律行為・意思表示の追認及び法定追認の意義、要件
及び効果について、説明することができる。

オンデマンド講義
教科書の第４章法律行為／３意思表示の有効性／４法律
行為の有効性／５無効・取消しの箇所を読んでおく。疑問
点は質問などによってすぐに解決し、復習しておくこと。

4時間オンデマンド

第9回 代理制度について説明する。
○代理とはどのような制度であるか、またなぜ必要であるかを、具体例
を挙げて説明することができる。
○代理人の行った法律行為の効果が本人に帰属するためにどのような
要件が必要であるかを、具体例に即して説明することができる。
○代理権がどのような根拠に基づいて発生し、その範囲がどのようにし
て決まるか、また、どのような原因に基づいて消滅するかを説明するこ
とができる。
○自己契約・双方代理とはどのような場合であるか、また、その代理行
為の効果がどうなるかを説明することができる。
○代理人が行った法律行為の効力が誰を基準として判断されるか、ま
たその理由は何かを説明することができる。
○代理権濫用とはどのような場合を指すか、また、代理権が濫用され
た場合に、それが代理行為の効力にどのような影響を及ぼすかについ
て説明することができる。

教科書の第５章代理１序説／２代理権／３代理行為の箇
所を読んでおく。疑問点は質問などによってすぐに解決
し、復習しておくこと。

4時間対面

第10回 授与表示・権限踰越・代理権消滅後の表見代理について説明する。
○表見代理とはどのような制度であり、また無権代理とどのような関係
にあるかを、具体例に即して説明することができる。
○表見代理にはどのような類型があり、本人は、それぞれ、どのような
要件の下で、どのような根拠に基づいて責任を負うかを、各類型の具体
例を挙げて説明することができる。

教科書の第５章代理／５表見代理の箇所を読んでおく。
疑問点は質問などによってすぐに解決し、復習しておくこ
と。

4時間対面

第11回 無権代理について説明する。
○代理人が、代理権なくして代理行為を行った場合に、代理行為の効
果がどうなるかを説明することができる。
○無権代理行為の相手方が、無権代理人に対して、どのような要件の
下でどのような責任を追及することができるかを、具体例を挙げて説明
することができる。
小テストを実施し、解説する。

教科書の第５章代理／５表見代理の箇所を読んでおく。
疑問点は質問などによってすぐに解決し、復習しておくこ
と。

4時間対面

第12回 権利客体について概観する。
○民法は物をどのように定義し、どのように分類しているか（とくに不動
産・動産の区別）、その分類にどのような法的意味があるかを、具体例
を挙げて説明することができる。
○主物と従物とはどのような概念か、従物とされることの具体的効果は
何かを、具体例を挙げて説明することができる。
○元物とは何か、果実（天然果実・法定果実）とは何かを説明し、それ
ぞれ具体例を挙げることができる。
条件期限、期間について説明する。
○条件と期限にはどのような違いがあるか、条件と期限にはどのような
種類のものがあるかについて、説明することができる。
○条件の成就及び不成就の効果について、説明することができる。
○期限の利益にはどのような意味があるかについて、説明することが
できる。
○期間の計算の基本的考え方（初日不算入の原則を含む）について、
条文を参照しつつ説明することができる。

教科書の第３章権利の客体、第４章法律行為６条件・期
限、第６章期間、第７章時効１序説／２時効制度の存在理
由／３時効の援用／４時効の完成の障害の箇所を読んで
おく。疑問点は質問などによってすぐに解決し、復習して
おくこと。

4時間対面
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第13回 時効制度を概観し、取得時効について説明する。
○時効とはどのような制度であり、何のために認められているのかを、
具体例を挙げて説明することができる。
○時効完成の効果（援用権の発生、援用権の趣旨、援用の効果、時効
の効力）について、説明することができる。
○時効の完成猶予及び更新がどのような制度であるかを説明し、どの
ような場合に完成猶予、更新が認められるかを、条文を参照しつつ説
明することができる。
○取得時効とはどのような制度であり、また、どのような権利がその対
象となるかについて説明することができる。
○取得時効の要件について概要を説明し、また、条文を参照しながらそ
の要件の具体的内容を説明することができる。

教科書の第７章時効／５取得時効の箇所を読んでおく。
疑問点は質問などによってすぐに解決し、復習しておくこ
と。

4時間対面

第14回 消滅時効について説明する。
○時効が完成した場合に、その時効を援用することができるのは誰か
について説明することができる。
○時効の援用権者がその援用権を行使することができないのはどのよ
うな場合か説明することができる。
○消滅時効とはどのような制度であり、また、どのような権利がその対
象となるかについて説明することができる。
○消滅時効の一般的な要件について、説明することができる。
小テストを実施し、解説する。

教科書の第７章時効／６消滅時効の箇所を読んでおく。
疑問点は質問などによってすぐに解決し、復習しておくこ
と。

4時間対面

第15回 今までの講義のまとめ
民法総則の内容全体を復習します。

質問事項を準備しておいてください。 4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 民法総則Ⅰ＜民法総則概論＞ 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234金　亮完

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G1

法学部専門教育科目

テーマ 民法全般および民法総則に関する基礎知識の習得。

授業の目的及び概要
民法とはどのような法律であるのか、民法典はどのような法律であるのかについて概観する。
民法総則の条文の意義・要件・効果と解釈問題について、参考書に基づき学習していく。
民法総則は民法全体を通じた原則を定めると共に私法の一般法という側面も有し、日常生活、また就職後のビジネスにおいて経験することになる様々
な法律問題に対する基礎的な法的知識として重要なものである。

学修の到達目標
1.民法総則に関する基本的な法的概念を理解し、条文について理解することができる。
2.民法総則に関する基本的な法的問題を正確に把握し、整理し、理解することができる。
3.日常生活・企業取引における具体的な問題について適切に解決する能力を身につける。
4.法学検定等各種試験のための基礎的知識を身につける。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
内容に関する疑問点について、授業中、授業後の質問に対応します。
小テストが実施される場合は簡単な講評を行います。
期末試験について簡単な講評を Learning Portalに記載します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

講義は対面において実施します(8回目はオンデマンド)。
六法は持参し、条文はその都度必ず参照すること。講義で分からなかったことは、講義中、講義後に質問すること。
詳細は、Learning Portalに記載します。
引き続き、物権法、債権法などの民法財産法分野とも連携して学習することが望ましい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0550

003015

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

①『民法Ⅰ　総則　有斐閣Ｓシリーズ　(第4版)』，山田卓生・河内宏・安永正昭・松久三四彦編，有斐閣，2018
年

2023年度TKC法学検定試験学習ツールのID保有者（2023年度入学生）以外は、「②2023年法学検定試験問
題集ベーシック＜基礎＞コース，法学検定試験委員会編，商事法務，2023年」を購入し携行すること。

参考書

①『民法がわかった』(改訂第5版)，田中嗣久・田中義雄・大島一悟，法学書院，2019年
②『民法判例百選Ⅰ(第9版)』，潮見佳男ほか編，有斐閣，2023年

①978-4641159495
②978-4785730222

①978-4587535094
②978-4641115620

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 法とは何か、民法とは何か、民法典はどのようにして作られたのかを見
る。
その後、総則規定を概観し、一般条項について説明する。
○信義誠実の原則（信義則）の考え方について、説明することができ
る。
○権利濫用の法理について、具体例を挙げて説明することができる。

教科書の序章、序論／１民法とは／２民法ルールの適用
に関する問題、第１章私権とその行使、１序説／２私権の
行使に関するルールの箇所を読んでおく。疑問点は質問
などによってすぐに解決し、復習しておくこと。

4時間対面

第2回 権利主体の中で自然人と権利能力・意思能力・行為能力について概観
し、住所・居所について概観する。
○権利能力の意義について、説明することができる。
○権利能力の始期（胎児の法的地位を含む）について、説明することが
できる。
○権利能力の終期（同時死亡の推定を含む）について、説明することが
できる。
○住所の概念（内容・意義）について、説明することができる。
○不在者の財産管理の制度の意義及びその概要を説明することがで
きる。
○失踪宣告の制度の意義及び必要性について、説明することができ
る。
〇能力の意義及び意思能力のない者がした意思表示・法律行為の効
力について、説明することができる。

教科書の第２章権利の主体─自然人と法人、１序説／２　
権利能力／３　行為能力／４　住所／５　不在者の財産管
理の箇所、第３章権利の客体１権利の客体と物／２動産
と不動産／３主物と従物／４元物と果実の箇所、レジュメ
の当該部分を読んでおく。疑問点は質問などによってすぐ
に解決し、復習しておくこと。

4時間対面
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第3回 制限行為能力、成年後見制度について説明し、未成年者の行為の効
力等を見る。
○行為能力制度の趣旨（目的・必要性）について説明し、どのような類
型があるかを示し、各類型の要件及び効果について、条文を参照して
説明することができる。
○行為能力制度における、相手方の保護を図るための制度について、
条文を参照して説明することができる。

教科書の第２章権利の主体─自然人と法人３行為能力の
箇所を読んでおく。疑問点は質問などによってすぐに解決
し、復習しておくこと。

4時間対面

第4回 法人制度について説明する。
○法人とはどのような制度であり、法人に権利能力を認めるのはなぜ
必要であるかを、具体例を挙げて説明することができる。
○法人にはどのような種類があり（社団法人・財団法人、営利法人・非
営利法人）、それぞれどのような法律に従って法人の設立が認められる
かについて、基本的な考え方を説明することができる。
法人の行為に関する問題を説明する。
○法人の構成員が法人の債務についてどのような責任を負うかを、具
体例を挙げて説明することができる。
○法人設立の目的が法人の権利義務についてどのような意義を有す
るかについて、その考え方と問題点の概要を説明することができる。
○法人の代表機関が行った取引行為や不法行為が法人にどのような
効果を及ぼすかを説明することができる。

教科書の第２章権利の主体─自然人と法人６法人の箇所
を読んでおく。疑問点は質問などによってすぐに解決し、
復習しておくこと。

4時間対面

第5回 意思表示・法律行為について説明する。
心裡留保について説明する。
○法律行為及び意思表示の意味を説明し、法律行為の種類を挙げる
ことができる。
○意思表示及び法律行為の解釈に関する考え方（意思主義・表示主義
など）について、具体例に即して説明することができる。
○強行法規・任意法規の意味について説明し、それぞれの具体例を挙
げることができる。
○慣習とは何か、慣習がどのような場合に効力を有するかについて、
説明することができる。
○意思表示の効力が発生する時点に関する到達主義と発信主義の違
いについて、具体例を挙げて説明することができる。
○心裡留保の意義及び当事者間における意思表示の効力について、
説明することができる。

教科書の第４章法律行為１序説／２法律行為の成立／３
意思表示の有効性の箇所を読んでおく。疑問点は質問な
どによってすぐに解決し、復習しておくこと。

4時間対面

第6回 虚偽表示について説明する。94条2項の類推適用についても説明する。
○通謀虚偽表示の意義及び当事者間における効力について、説明す
ることができる。
○通謀虚偽表示の第三者に対する効力について、具体例を挙げて説
明することができる。

教科書の第４章法律行為/3意思表示の有効性／５無効・
取消しの箇所を読んでおく。疑問点は質問などによってす
ぐに解決し、復習しておくこと。

4時間対面

第7回 錯誤について説明する。動機の錯誤について説明する。詐欺強迫につ
いて説明する。
○錯誤にはどのような種類があるかについて、具体例を挙げて説明す
ることができる。
○錯誤の要件及び効果について、説明することができる。
○動機の錯誤の法的処理について説明することができる。
○詐欺・強迫の要件及び当事者間における効力について、説明するこ
とができる。
○詐欺・強迫による意思表示の第三者に対する効力について、説明す
ることができる。
小テストを実施し、解説する。

教科書の第４章法律行為/３意思表示の有効性／５無効・
取消しの箇所を読んでおく。疑問点は質問などによってす
ぐに解決し、復習しておくこと。

4時間対面

第8回 公序良俗違反について説明する。消費者契約法について説明する。無
効と取消について説明する。
○公序良俗とはどのような概念であるか、公序良俗に反する法律行為
にはどのような類型があるか、公序良俗違反の法律行為が無効である
という意味について説明することができる。
○無効と取消しの基本的な相違について、説明することができる。
○無効・取消しにより法律行為の効果が認められない場合の基本的な
法律関係（履行請求の可否や事実上履行がなされた場合の事後処理
等）について、説明することができる。
○取り消しうる法律行為・意思表示について、誰が取り消すことができ
るか、いつまで取り消すことができるかについて、取消しの基本的効果
（制限行為能力者の返還義務に関する特則を含む）について、説明す
ることができる。
○取り消しうる法律行為・意思表示の追認及び法定追認の意義、要件
及び効果について、説明することができる。

オンデマンド講義
教科書の第４章法律行為／３意思表示の有効性／４法律
行為の有効性／５無効・取消しの箇所を読んでおく。疑問
点は質問などによってすぐに解決し、復習しておくこと。

4時間オンデマンド

第9回 代理制度について説明する。
○代理とはどのような制度であるか、またなぜ必要であるかを、具体例
を挙げて説明することができる。
○代理人の行った法律行為の効果が本人に帰属するためにどのような
要件が必要であるかを、具体例に即して説明することができる。
○代理権がどのような根拠に基づいて発生し、その範囲がどのようにし
て決まるか、また、どのような原因に基づいて消滅するかを説明するこ
とができる。
○自己契約・双方代理とはどのような場合であるか、また、その代理行
為の効果がどうなるかを説明することができる。
○代理人が行った法律行為の効力が誰を基準として判断されるか、ま
たその理由は何かを説明することができる。
○代理権濫用とはどのような場合を指すか、また、代理権が濫用され
た場合に、それが代理行為の効力にどのような影響を及ぼすかについ
て説明することができる。

教科書の第５章代理１序説／２代理権／３代理行為の箇
所を読んでおく。疑問点は質問などによってすぐに解決
し、復習しておくこと。

4時間対面

第10回 授与表示・権限踰越・代理権消滅後の表見代理について説明する。
○表見代理とはどのような制度であり、また無権代理とどのような関係
にあるかを、具体例に即して説明することができる。
○表見代理にはどのような類型があり、本人は、それぞれ、どのような
要件の下で、どのような根拠に基づいて責任を負うかを、各類型の具体
例を挙げて説明することができる。

教科書の第５章代理／５表見代理の箇所を読んでおく。
疑問点は質問などによってすぐに解決し、復習しておくこ
と。

4時間対面

第11回 無権代理について説明する。
○代理人が、代理権なくして代理行為を行った場合に、代理行為の効
果がどうなるかを説明することができる。
○無権代理行為の相手方が、無権代理人に対して、どのような要件の
下でどのような責任を追及することができるかを、具体例を挙げて説明
することができる。
小テストを実施し、解説する。

教科書の第５章代理／５表見代理の箇所を読んでおく。
疑問点は質問などによってすぐに解決し、復習しておくこ
と。

4時間対面

第12回 権利客体について概観する。
○民法は物をどのように定義し、どのように分類しているか（とくに不動
産・動産の区別）、その分類にどのような法的意味があるかを、具体例
を挙げて説明することができる。
○主物と従物とはどのような概念か、従物とされることの具体的効果は
何かを、具体例を挙げて説明することができる。
○元物とは何か、果実（天然果実・法定果実）とは何かを説明し、それ
ぞれ具体例を挙げることができる。
条件期限、期間について説明する。
○条件と期限にはどのような違いがあるか、条件と期限にはどのような
種類のものがあるかについて、説明することができる。
○条件の成就及び不成就の効果について、説明することができる。
○期限の利益にはどのような意味があるかについて、説明することが
できる。
○期間の計算の基本的考え方（初日不算入の原則を含む）について、
条文を参照しつつ説明することができる。

教科書の第３章権利の客体、第４章法律行為６条件・期
限、第６章期間、第７章時効１序説／２時効制度の存在理
由／３時効の援用／４時効の完成の障害の箇所を読んで
おく。疑問点は質問などによってすぐに解決し、復習して
おくこと。

4時間対面
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第13回 時効制度を概観し、取得時効について説明する。
○時効とはどのような制度であり、何のために認められているのかを、
具体例を挙げて説明することができる。
○時効完成の効果（援用権の発生、援用権の趣旨、援用の効果、時効
の効力）について、説明することができる。
○時効の完成猶予及び更新がどのような制度であるかを説明し、どの
ような場合に完成猶予、更新が認められるかを、条文を参照しつつ説
明することができる。
○取得時効とはどのような制度であり、また、どのような権利がその対
象となるかについて説明することができる。
○取得時効の要件について概要を説明し、また、条文を参照しながらそ
の要件の具体的内容を説明することができる。

教科書の第７章時効／５取得時効の箇所を読んでおく。
疑問点は質問などによってすぐに解決し、復習しておくこ
と。

4時間対面

第14回 消滅時効について説明する。
○時効が完成した場合に、その時効を援用することができるのは誰か
について説明することができる。
○時効の援用権者がその援用権を行使することができないのはどのよ
うな場合か説明することができる。
○消滅時効とはどのような制度であり、また、どのような権利がその対
象となるかについて説明することができる。
○消滅時効の一般的な要件について、説明することができる。
小テストを実施し、解説する。

教科書の第７章時効／６消滅時効の箇所を読んでおく。
疑問点は質問などによってすぐに解決し、復習しておくこ
と。

4時間対面

第15回 今までの講義のまとめ
民法総則の内容全体を復習します。

質問事項を準備しておいてください。 4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 民法総則Ⅰ＜民法総則概論＞ 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234石尾　賢二

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G1

法学部専門教育科目

テーマ 民法全般および民法総則に関する基礎知識の習得。

授業の目的及び概要
民法とはどのような法律であるのか、民法典はどのような法律であるのかについて概観する。
民法総則の条文の意義・要件・効果と解釈問題について、参考書に基づき学習していく。
民法総則は民法全体を通じた原則を定めると共に私法の一般法という側面も有し、日常生活、また就職後のビジネスにおいて経験することになる様々
な法律問題に対する基礎的な法的知識として重要なものである。

学修の到達目標
1.民法総則に関する基本的な法的概念を理解し、条文について理解することができる。
2.民法総則に関する基本的な法的問題を正確に把握し、整理し、理解することができる。
3.日常生活・企業取引における具体的な問題について適切に解決する能力を身につける。
4.法学検定等各種試験のための基礎的知識を身につける。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
内容に関する疑問点について、授業中、授業後の質問に対応します。
小テストが実施される場合は簡単な講評を行います。
期末試験について簡単な講評を Learning Portalに記載します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

講義は対面において実施します(8回目はオンデマンド)。
六法は持参し、条文はその都度必ず参照すること。講義で分からなかったことは、講義中、講義後に質問すること。
詳細は、Learning Portalに記載します。
引き続き、物権法、債権法などの民法財産法分野とも連携して学習することが望ましい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0550

003015

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

①『民法Ⅰ　総則　有斐閣Ｓシリーズ　(第4版)』，山田卓生・河内宏・安永正昭・松久三四彦編，有斐閣，2018
年

2023年度TKC法学検定試験学習ツールのID保有者（2023年度入学生）以外は、「②2023年法学検定試験問
題集ベーシック＜基礎＞コース，法学検定試験委員会編，商事法務，2023年」を購入し携行すること。

参考書

①『民法がわかった』(改訂第5版)，田中嗣久・田中義雄・大島一悟，法学書院，2019年
②『民法判例百選Ⅰ(第9版)』，潮見佳男ほか編，有斐閣，2023年

①978-4641159495
②978-4785730222

①978-4587535094
②978-4641115620

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 法とは何か、民法とは何か、民法典はどのようにして作られたのかを見
る。
その後、総則規定を概観し、一般条項について説明する。
○信義誠実の原則（信義則）の考え方について、説明することができ
る。
○権利濫用の法理について、具体例を挙げて説明することができる。

教科書の序章、序論／１民法とは／２民法ルールの適用
に関する問題、第１章私権とその行使、１序説／２私権の
行使に関するルールの箇所を読んでおく。疑問点は質問
などによってすぐに解決し、復習しておくこと。

4時間対面

第2回 権利主体の中で自然人と権利能力・意思能力・行為能力について概観
し、住所・居所について概観する。
○権利能力の意義について、説明することができる。
○権利能力の始期（胎児の法的地位を含む）について、説明することが
できる。
○権利能力の終期（同時死亡の推定を含む）について、説明することが
できる。
○住所の概念（内容・意義）について、説明することができる。
○不在者の財産管理の制度の意義及びその概要を説明することがで
きる。
○失踪宣告の制度の意義及び必要性について、説明することができ
る。
〇能力の意義及び意思能力のない者がした意思表示・法律行為の効
力について、説明することができる。

教科書の第２章権利の主体─自然人と法人、１序説／２　
権利能力／３　行為能力／４　住所／５　不在者の財産管
理の箇所、第３章権利の客体１権利の客体と物／２動産
と不動産／３主物と従物／４元物と果実の箇所、レジュメ
の当該部分を読んでおく。疑問点は質問などによってすぐ
に解決し、復習しておくこと。

4時間対面
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第3回 制限行為能力、成年後見制度について説明し、未成年者の行為の効
力等を見る。
○行為能力制度の趣旨（目的・必要性）について説明し、どのような類
型があるかを示し、各類型の要件及び効果について、条文を参照して
説明することができる。
○行為能力制度における、相手方の保護を図るための制度について、
条文を参照して説明することができる。

教科書の第２章権利の主体─自然人と法人３行為能力の
箇所を読んでおく。疑問点は質問などによってすぐに解決
し、復習しておくこと。

4時間対面

第4回 法人制度について説明する。
○法人とはどのような制度であり、法人に権利能力を認めるのはなぜ
必要であるかを、具体例を挙げて説明することができる。
○法人にはどのような種類があり（社団法人・財団法人、営利法人・非
営利法人）、それぞれどのような法律に従って法人の設立が認められる
かについて、基本的な考え方を説明することができる。
法人の行為に関する問題を説明する。
○法人の構成員が法人の債務についてどのような責任を負うかを、具
体例を挙げて説明することができる。
○法人設立の目的が法人の権利義務についてどのような意義を有す
るかについて、その考え方と問題点の概要を説明することができる。
○法人の代表機関が行った取引行為や不法行為が法人にどのような
効果を及ぼすかを説明することができる。

教科書の第２章権利の主体─自然人と法人６法人の箇所
を読んでおく。疑問点は質問などによってすぐに解決し、
復習しておくこと。

4時間対面

第5回 意思表示・法律行為について説明する。
心裡留保について説明する。
○法律行為及び意思表示の意味を説明し、法律行為の種類を挙げる
ことができる。
○意思表示及び法律行為の解釈に関する考え方（意思主義・表示主義
など）について、具体例に即して説明することができる。
○強行法規・任意法規の意味について説明し、それぞれの具体例を挙
げることができる。
○慣習とは何か、慣習がどのような場合に効力を有するかについて、
説明することができる。
○意思表示の効力が発生する時点に関する到達主義と発信主義の違
いについて、具体例を挙げて説明することができる。
○心裡留保の意義及び当事者間における意思表示の効力について、
説明することができる。

教科書の第４章法律行為１序説／２法律行為の成立／３
意思表示の有効性の箇所を読んでおく。疑問点は質問な
どによってすぐに解決し、復習しておくこと。

4時間対面

第6回 虚偽表示について説明する。94条2項の類推適用についても説明する。
○通謀虚偽表示の意義及び当事者間における効力について、説明す
ることができる。
○通謀虚偽表示の第三者に対する効力について、具体例を挙げて説
明することができる。

教科書の第４章法律行為/3意思表示の有効性／５無効・
取消しの箇所を読んでおく。疑問点は質問などによってす
ぐに解決し、復習しておくこと。

4時間対面

第7回 錯誤について説明する。動機の錯誤について説明する。詐欺強迫につ
いて説明する。
○錯誤にはどのような種類があるかについて、具体例を挙げて説明す
ることができる。
○錯誤の要件及び効果について、説明することができる。
○動機の錯誤の法的処理について説明することができる。
○詐欺・強迫の要件及び当事者間における効力について、説明するこ
とができる。
○詐欺・強迫による意思表示の第三者に対する効力について、説明す
ることができる。
小テストを実施し、解説する。

教科書の第４章法律行為/３意思表示の有効性／５無効・
取消しの箇所を読んでおく。疑問点は質問などによってす
ぐに解決し、復習しておくこと。

4時間対面

第8回 公序良俗違反について説明する。消費者契約法について説明する。無
効と取消について説明する。
○公序良俗とはどのような概念であるか、公序良俗に反する法律行為
にはどのような類型があるか、公序良俗違反の法律行為が無効である
という意味について説明することができる。
○無効と取消しの基本的な相違について、説明することができる。
○無効・取消しにより法律行為の効果が認められない場合の基本的な
法律関係（履行請求の可否や事実上履行がなされた場合の事後処理
等）について、説明することができる。
○取り消しうる法律行為・意思表示について、誰が取り消すことができ
るか、いつまで取り消すことができるかについて、取消しの基本的効果
（制限行為能力者の返還義務に関する特則を含む）について、説明す
ることができる。
○取り消しうる法律行為・意思表示の追認及び法定追認の意義、要件
及び効果について、説明することができる。

オンデマンド講義
教科書の第４章法律行為／３意思表示の有効性／４法律
行為の有効性／５無効・取消しの箇所を読んでおく。疑問
点は質問などによってすぐに解決し、復習しておくこと。

4時間オンデマンド

第9回 代理制度について説明する。
○代理とはどのような制度であるか、またなぜ必要であるかを、具体例
を挙げて説明することができる。
○代理人の行った法律行為の効果が本人に帰属するためにどのような
要件が必要であるかを、具体例に即して説明することができる。
○代理権がどのような根拠に基づいて発生し、その範囲がどのようにし
て決まるか、また、どのような原因に基づいて消滅するかを説明するこ
とができる。
○自己契約・双方代理とはどのような場合であるか、また、その代理行
為の効果がどうなるかを説明することができる。
○代理人が行った法律行為の効力が誰を基準として判断されるか、ま
たその理由は何かを説明することができる。
○代理権濫用とはどのような場合を指すか、また、代理権が濫用され
た場合に、それが代理行為の効力にどのような影響を及ぼすかについ
て説明することができる。

教科書の第５章代理１序説／２代理権／３代理行為の箇
所を読んでおく。疑問点は質問などによってすぐに解決
し、復習しておくこと。

4時間対面

第10回 授与表示・権限踰越・代理権消滅後の表見代理について説明する。
○表見代理とはどのような制度であり、また無権代理とどのような関係
にあるかを、具体例に即して説明することができる。
○表見代理にはどのような類型があり、本人は、それぞれ、どのような
要件の下で、どのような根拠に基づいて責任を負うかを、各類型の具体
例を挙げて説明することができる。

教科書の第５章代理／５表見代理の箇所を読んでおく。
疑問点は質問などによってすぐに解決し、復習しておくこ
と。

4時間対面

第11回 無権代理について説明する。
○代理人が、代理権なくして代理行為を行った場合に、代理行為の効
果がどうなるかを説明することができる。
○無権代理行為の相手方が、無権代理人に対して、どのような要件の
下でどのような責任を追及することができるかを、具体例を挙げて説明
することができる。
小テストを実施し、解説する。

教科書の第５章代理／５表見代理の箇所を読んでおく。
疑問点は質問などによってすぐに解決し、復習しておくこ
と。

4時間対面

第12回 権利客体について概観する。
○民法は物をどのように定義し、どのように分類しているか（とくに不動
産・動産の区別）、その分類にどのような法的意味があるかを、具体例
を挙げて説明することができる。
○主物と従物とはどのような概念か、従物とされることの具体的効果は
何かを、具体例を挙げて説明することができる。
○元物とは何か、果実（天然果実・法定果実）とは何かを説明し、それ
ぞれ具体例を挙げることができる。
条件期限、期間について説明する。
○条件と期限にはどのような違いがあるか、条件と期限にはどのような
種類のものがあるかについて、説明することができる。
○条件の成就及び不成就の効果について、説明することができる。
○期限の利益にはどのような意味があるかについて、説明することが
できる。
○期間の計算の基本的考え方（初日不算入の原則を含む）について、
条文を参照しつつ説明することができる。

教科書の第３章権利の客体、第４章法律行為６条件・期
限、第６章期間、第７章時効１序説／２時効制度の存在理
由／３時効の援用／４時効の完成の障害の箇所を読んで
おく。疑問点は質問などによってすぐに解決し、復習して
おくこと。

4時間対面
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第13回 時効制度を概観し、取得時効について説明する。
○時効とはどのような制度であり、何のために認められているのかを、
具体例を挙げて説明することができる。
○時効完成の効果（援用権の発生、援用権の趣旨、援用の効果、時効
の効力）について、説明することができる。
○時効の完成猶予及び更新がどのような制度であるかを説明し、どの
ような場合に完成猶予、更新が認められるかを、条文を参照しつつ説
明することができる。
○取得時効とはどのような制度であり、また、どのような権利がその対
象となるかについて説明することができる。
○取得時効の要件について概要を説明し、また、条文を参照しながらそ
の要件の具体的内容を説明することができる。

教科書の第７章時効／５取得時効の箇所を読んでおく。
疑問点は質問などによってすぐに解決し、復習しておくこ
と。

4時間対面

第14回 消滅時効について説明する。
○時効が完成した場合に、その時効を援用することができるのは誰か
について説明することができる。
○時効の援用権者がその援用権を行使することができないのはどのよ
うな場合か説明することができる。
○消滅時効とはどのような制度であり、また、どのような権利がその対
象となるかについて説明することができる。
○消滅時効の一般的な要件について、説明することができる。
小テストを実施し、解説する。

教科書の第７章時効／６消滅時効の箇所を読んでおく。
疑問点は質問などによってすぐに解決し、復習しておくこ
と。

4時間対面

第15回 今までの講義のまとめ
民法総則の内容全体を復習します。

質問事項を準備しておいてください。 4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 民法総則Ⅰ＜民法総則概論＞ 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234大島　一悟

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G1

法学部専門教育科目

テーマ 民法全般および民法総則に関する基礎知識の習得。

授業の目的及び概要
民法とはどのような法律であるのか、民法典はどのような法律であるのかについて概観する。
民法総則の条文の意義・要件・効果と解釈問題について、参考書に基づき学習していく。
民法総則は民法全体を通じた原則を定めると共に私法の一般法という側面も有し、日常生活、また就職後のビジネスにおいて経験することになる様々
な法律問題に対する基礎的な法的知識として重要なものである。

学修の到達目標
1.民法総則に関する基本的な法的概念を理解し、条文について理解することができる。
2.民法総則に関する基本的な法的問題を正確に把握し、整理し、理解することができる。
3.日常生活・企業取引における具体的な問題について適切に解決する能力を身につける。
4.法学検定等各種試験のための基礎的知識を身につける。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
内容に関する疑問点について、授業中、授業後の質問に対応します。
小テストが実施される場合は簡単な講評を行います。
期末試験について簡単な講評を Learning Portalに記載します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

講義は対面において実施します(8回目はオンデマンド)。
六法は持参し、条文はその都度必ず参照すること。講義で分からなかったことは、講義中、講義後に質問すること。
詳細は、Learning Portalに記載します。
引き続き、物権法、債権法などの民法財産法分野とも連携して学習することが望ましい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0550

003015

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

①『民法Ⅰ　総則　有斐閣Ｓシリーズ　(第4版)』，山田卓生・河内宏・安永正昭・松久三四彦編，有斐閣，2018
年

2023年度TKC法学検定試験学習ツールのID保有者（2023年度入学生）以外は、「②2023年法学検定試験問
題集ベーシック＜基礎＞コース，法学検定試験委員会編，商事法務，2023年」を購入し携行すること。

参考書

①『民法がわかった』(改訂第5版)，田中嗣久・田中義雄・大島一悟，法学書院，2019年
②『民法判例百選Ⅰ(第9版)』，潮見佳男ほか編，有斐閣，2023年

①978-4641159495
②978-4785730222

①978-4587535094
②978-4641115620

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 法とは何か、民法とは何か、民法典はどのようにして作られたのかを見
る。
その後、総則規定を概観し、一般条項について説明する。
○信義誠実の原則（信義則）の考え方について、説明することができ
る。
○権利濫用の法理について、具体例を挙げて説明することができる。

教科書の序章、序論／１民法とは／２民法ルールの適用
に関する問題、第１章私権とその行使、１序説／２私権の
行使に関するルールの箇所を読んでおく。疑問点は質問
などによってすぐに解決し、復習しておくこと。

4時間対面

第2回 権利主体の中で自然人と権利能力・意思能力・行為能力について概観
し、住所・居所について概観する。
○権利能力の意義について、説明することができる。
○権利能力の始期（胎児の法的地位を含む）について、説明することが
できる。
○権利能力の終期（同時死亡の推定を含む）について、説明することが
できる。
○住所の概念（内容・意義）について、説明することができる。
○不在者の財産管理の制度の意義及びその概要を説明することがで
きる。
○失踪宣告の制度の意義及び必要性について、説明することができ
る。
〇能力の意義及び意思能力のない者がした意思表示・法律行為の効
力について、説明することができる。

教科書の第２章権利の主体─自然人と法人、１序説／２　
権利能力／３　行為能力／４　住所／５　不在者の財産管
理の箇所、第３章権利の客体１権利の客体と物／２動産
と不動産／３主物と従物／４元物と果実の箇所、レジュメ
の当該部分を読んでおく。疑問点は質問などによってすぐ
に解決し、復習しておくこと。

4時間対面
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第3回 制限行為能力、成年後見制度について説明し、未成年者の行為の効
力等を見る。
○行為能力制度の趣旨（目的・必要性）について説明し、どのような類
型があるかを示し、各類型の要件及び効果について、条文を参照して
説明することができる。
○行為能力制度における、相手方の保護を図るための制度について、
条文を参照して説明することができる。

教科書の第２章権利の主体─自然人と法人３行為能力の
箇所を読んでおく。疑問点は質問などによってすぐに解決
し、復習しておくこと。

4時間対面

第4回 法人制度について説明する。
○法人とはどのような制度であり、法人に権利能力を認めるのはなぜ
必要であるかを、具体例を挙げて説明することができる。
○法人にはどのような種類があり（社団法人・財団法人、営利法人・非
営利法人）、それぞれどのような法律に従って法人の設立が認められる
かについて、基本的な考え方を説明することができる。
法人の行為に関する問題を説明する。
○法人の構成員が法人の債務についてどのような責任を負うかを、具
体例を挙げて説明することができる。
○法人設立の目的が法人の権利義務についてどのような意義を有す
るかについて、その考え方と問題点の概要を説明することができる。
○法人の代表機関が行った取引行為や不法行為が法人にどのような
効果を及ぼすかを説明することができる。

教科書の第２章権利の主体─自然人と法人６法人の箇所
を読んでおく。疑問点は質問などによってすぐに解決し、
復習しておくこと。

4時間対面

第5回 意思表示・法律行為について説明する。
心裡留保について説明する。
○法律行為及び意思表示の意味を説明し、法律行為の種類を挙げる
ことができる。
○意思表示及び法律行為の解釈に関する考え方（意思主義・表示主義
など）について、具体例に即して説明することができる。
○強行法規・任意法規の意味について説明し、それぞれの具体例を挙
げることができる。
○慣習とは何か、慣習がどのような場合に効力を有するかについて、
説明することができる。
○意思表示の効力が発生する時点に関する到達主義と発信主義の違
いについて、具体例を挙げて説明することができる。
○心裡留保の意義及び当事者間における意思表示の効力について、
説明することができる。

教科書の第４章法律行為１序説／２法律行為の成立／３
意思表示の有効性の箇所を読んでおく。疑問点は質問な
どによってすぐに解決し、復習しておくこと。

4時間対面

第6回 虚偽表示について説明する。94条2項の類推適用についても説明する。
○通謀虚偽表示の意義及び当事者間における効力について、説明す
ることができる。
○通謀虚偽表示の第三者に対する効力について、具体例を挙げて説
明することができる。

教科書の第４章法律行為/3意思表示の有効性／５無効・
取消しの箇所を読んでおく。疑問点は質問などによってす
ぐに解決し、復習しておくこと。

4時間対面

第7回 錯誤について説明する。動機の錯誤について説明する。詐欺強迫につ
いて説明する。
○錯誤にはどのような種類があるかについて、具体例を挙げて説明す
ることができる。
○錯誤の要件及び効果について、説明することができる。
○動機の錯誤の法的処理について説明することができる。
○詐欺・強迫の要件及び当事者間における効力について、説明するこ
とができる。
○詐欺・強迫による意思表示の第三者に対する効力について、説明す
ることができる。
小テストを実施し、解説する。

教科書の第４章法律行為/３意思表示の有効性／５無効・
取消しの箇所を読んでおく。疑問点は質問などによってす
ぐに解決し、復習しておくこと。

4時間対面

第8回 公序良俗違反について説明する。消費者契約法について説明する。無
効と取消について説明する。
○公序良俗とはどのような概念であるか、公序良俗に反する法律行為
にはどのような類型があるか、公序良俗違反の法律行為が無効である
という意味について説明することができる。
○無効と取消しの基本的な相違について、説明することができる。
○無効・取消しにより法律行為の効果が認められない場合の基本的な
法律関係（履行請求の可否や事実上履行がなされた場合の事後処理
等）について、説明することができる。
○取り消しうる法律行為・意思表示について、誰が取り消すことができ
るか、いつまで取り消すことができるかについて、取消しの基本的効果
（制限行為能力者の返還義務に関する特則を含む）について、説明す
ることができる。
○取り消しうる法律行為・意思表示の追認及び法定追認の意義、要件
及び効果について、説明することができる。

オンデマンド講義
教科書の第４章法律行為／３意思表示の有効性／４法律
行為の有効性／５無効・取消しの箇所を読んでおく。疑問
点は質問などによってすぐに解決し、復習しておくこと。

4時間オンデマンド

第9回 代理制度について説明する。
○代理とはどのような制度であるか、またなぜ必要であるかを、具体例
を挙げて説明することができる。
○代理人の行った法律行為の効果が本人に帰属するためにどのような
要件が必要であるかを、具体例に即して説明することができる。
○代理権がどのような根拠に基づいて発生し、その範囲がどのようにし
て決まるか、また、どのような原因に基づいて消滅するかを説明するこ
とができる。
○自己契約・双方代理とはどのような場合であるか、また、その代理行
為の効果がどうなるかを説明することができる。
○代理人が行った法律行為の効力が誰を基準として判断されるか、ま
たその理由は何かを説明することができる。
○代理権濫用とはどのような場合を指すか、また、代理権が濫用され
た場合に、それが代理行為の効力にどのような影響を及ぼすかについ
て説明することができる。

教科書の第５章代理１序説／２代理権／３代理行為の箇
所を読んでおく。疑問点は質問などによってすぐに解決
し、復習しておくこと。

4時間対面

第10回 授与表示・権限踰越・代理権消滅後の表見代理について説明する。
○表見代理とはどのような制度であり、また無権代理とどのような関係
にあるかを、具体例に即して説明することができる。
○表見代理にはどのような類型があり、本人は、それぞれ、どのような
要件の下で、どのような根拠に基づいて責任を負うかを、各類型の具体
例を挙げて説明することができる。

教科書の第５章代理／５表見代理の箇所を読んでおく。
疑問点は質問などによってすぐに解決し、復習しておくこ
と。

4時間対面

第11回 無権代理について説明する。
○代理人が、代理権なくして代理行為を行った場合に、代理行為の効
果がどうなるかを説明することができる。
○無権代理行為の相手方が、無権代理人に対して、どのような要件の
下でどのような責任を追及することができるかを、具体例を挙げて説明
することができる。
小テストを実施し、解説する。

教科書の第５章代理／５表見代理の箇所を読んでおく。
疑問点は質問などによってすぐに解決し、復習しておくこ
と。

4時間対面

第12回 権利客体について概観する。
○民法は物をどのように定義し、どのように分類しているか（とくに不動
産・動産の区別）、その分類にどのような法的意味があるかを、具体例
を挙げて説明することができる。
○主物と従物とはどのような概念か、従物とされることの具体的効果は
何かを、具体例を挙げて説明することができる。
○元物とは何か、果実（天然果実・法定果実）とは何かを説明し、それ
ぞれ具体例を挙げることができる。
条件期限、期間について説明する。
○条件と期限にはどのような違いがあるか、条件と期限にはどのような
種類のものがあるかについて、説明することができる。
○条件の成就及び不成就の効果について、説明することができる。
○期限の利益にはどのような意味があるかについて、説明することが
できる。
○期間の計算の基本的考え方（初日不算入の原則を含む）について、
条文を参照しつつ説明することができる。

教科書の第３章権利の客体、第４章法律行為６条件・期
限、第６章期間、第７章時効１序説／２時効制度の存在理
由／３時効の援用／４時効の完成の障害の箇所を読んで
おく。疑問点は質問などによってすぐに解決し、復習して
おくこと。

4時間対面
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第13回 時効制度を概観し、取得時効について説明する。
○時効とはどのような制度であり、何のために認められているのかを、
具体例を挙げて説明することができる。
○時効完成の効果（援用権の発生、援用権の趣旨、援用の効果、時効
の効力）について、説明することができる。
○時効の完成猶予及び更新がどのような制度であるかを説明し、どの
ような場合に完成猶予、更新が認められるかを、条文を参照しつつ説
明することができる。
○取得時効とはどのような制度であり、また、どのような権利がその対
象となるかについて説明することができる。
○取得時効の要件について概要を説明し、また、条文を参照しながらそ
の要件の具体的内容を説明することができる。

教科書の第７章時効／５取得時効の箇所を読んでおく。
疑問点は質問などによってすぐに解決し、復習しておくこ
と。

4時間対面

第14回 消滅時効について説明する。
○時効が完成した場合に、その時効を援用することができるのは誰か
について説明することができる。
○時効の援用権者がその援用権を行使することができないのはどのよ
うな場合か説明することができる。
○消滅時効とはどのような制度であり、また、どのような権利がその対
象となるかについて説明することができる。
○消滅時効の一般的な要件について、説明することができる。
小テストを実施し、解説する。

教科書の第７章時効／６消滅時効の箇所を読んでおく。
疑問点は質問などによってすぐに解決し、復習しておくこ
と。

4時間対面

第15回 今までの講義のまとめ
民法総則の内容全体を復習します。

質問事項を準備しておいてください。 4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 民法総則Ⅱ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234木本　博之

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

法学部専門教育科目

テーマ 民法総則の適用

授業の目的及び概要
民法総則の全体像を確認したうえで、各条文が具体的事例に対して、どのような形で適用されるかについて講義を行う。
講義では、条文に沿って、具体的事件を取り上げ、裁判所の判断について解説する。

学修の到達目標
1．民法総則の全体像を理解し、説明できる。
2．民法総則の条文に沿って、具体的事件に対して、個々の条文がどのように解釈され、適用されるかについて理解し、説明できる。
3．民法総則に関連する判例を、体系的に理解し、説明できる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
「民法総則Ⅰ」の履修を推奨する

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
各回の講義の最後に提示した課題について、講義中に解説を行い、受講生の理解を深め、学習内容の更なる定着を促す。
試験については、授業支援システム（Learning Portal）に出題の意図、解答のポイントおよび採点基準を掲載する。

アクティブ・ラーニング
の取組み

本科目の担当教員は、1999年に行政書士試験に合格した後、個人事務所を開設し、20年以上の実務経験を有している。また、2000年からは資格試験
予備校の講師として、憲法、民法、行政法、商法の講義に加え、面接対策、数的処理、文章理解等の授業を担当し、2015年までは本学のSコース等でも
法学系資格の合格実績に貢献している。本科目では、これらの経験を生かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

できるだけ身近な事例、判例を取り上げ、条文と関連付ける事により、法的思考力の向上を図ります。
法の趣旨を理解した上で、説明できる能力を養成します。
『法的に考える楽しさ』を体験しましょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
0

500

00050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキスト：佐久間毅・石田剛・山下純司・原田昌和『民法Ⅰ（総則）第２版補訂版』（有斐閣、２０２０年）

参考書

指定は行いません。必要な資料を適宜配布します。

９７８－４－６４１－１７９４５－
５

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 講義の進め方、予習・復習の方法、成績評価方法
民法を学ぶにあたっての概要説明

事前にテキストの民法総則の部分について目次を確認
し、全体像を把握しておく（2時間）。
事後に初回の講義で扱った内容を確認し、学習内容の定
着を図る（2時間）。

4時間対面

第2回 民法判例の学習方法・通則
民法とは

事前に第1章「序論」、第２章「民法総則序論」に関するテ
キストの該当部分を読み、予習をしておく（2時間）。
事後に第1章「序論」、第２章「民法総則序論」に関するテ
キストの内容を確認し、学習内容の定着を図る（2時間）。

4時間対面

第3回 人 事前に第3章「人」に関するテキストの該当部分を読み、予
習をしておく（2時間）。
事後に第3章「人」に関するテキストの内容を確認し、学習
内容の定着を図る（2時間）。

4時間対面

第4回 法人 事前に第4章「法人」に関するテキストの該当部分を読み、
予習をしておく（2時間）。
事後に第4章「法人」に関するテキストの内容を確認し、学
習内容の定着を図る（2時間）。

4時間対面

第5回 物 事前に第５章「物」に関するテキストの該当部分を読み、
予習をしておく（2時間）。
事後に第５章「物」に関するテキストの内容を確認し、学習
内容の定着を図る（2時間）。

4時間対面

第6回 法律行為 事前に第6章「法律行為」に関するテキストの該当部分を
読み、予習しておく（2時間）。
事後に第6章「法律行為」に関するテキストの内容を確認
し、学習内容の定着を図る（2時間）。

4時間対面
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第7回 意思表示 事前に第7章「意思表示」に関するテキストの該当部分を
読み、予習しておく（２時間）。
事後に第7章「意思表示」に関するテキストの内容を確認
し、学習内容の定着を図る（２時間）。

4時間対面

第8回 前半講義の復習 事前に、第７回までの学習範囲を復習する（２時間）。
事後に、前半復習の内容を確認をする（２時間）。

4時間対面

第9回 代理 事前に第8章「代理」に関するテキストの該当部分を読み、
予習しておく（2時間）。
事後に第8章「代理」に関するテキストの内容を確認し、学
習内容の定着を図る（2時間）。

4時間対面

第10回 無効・取消し 事前に第9章「無効・取消し」に関するテキストの該当部分
を読み、予習しておく（2時間）。
事後に第9章「無効・取消し」に関するテキストの内容を確
認し、学習内容の定着を図る（２時間）。

4時間対面

第11回 条件・期限 事前に第10章「条件・期限」に関するテキストの該当部分
を読み、予習しておく（2時間）。
事前に第10章「条件・期限」に関するテキストの内容を確
認し、学習内容の定着を図る（２時間）。

4時間対面

第12回 期間 事前に第11章「期間」に関するテキストの該当部分を読
み、予習しておく（2時間）。
事後に第11章「期間」に関するテキストの内容を確認し、
学習内容の定着を図る（2時間）。

4時間対面

第13回 時効１ 事前に第12章「時効」第1節「時効総論」・第２節「取得時
効」に関するテキストの該当部分を読み、予習しておく（2
時間）。
事後に第12章「時効」第1節「時効総論」・第２節「取得時
効」に関するテキストの内容を確認し、学習内容の定着を
図る（2時間）。

4時間対面

第14回 時効２ 事前に第12章「時効」第3節「消滅時効」・第4節「時効の完
成猶予と更新」・第５節「時効の援用と時効利益の放棄」
に関するテキストの内容を、予習しておく（2時間）。
事後に第12章「時効」第3節「消滅時効」・第4節「時効の完
成猶予と更新」・第５節「時効の援用と時効利益の放棄」
に関するテキストの内容を確認し、学習内容の定着を図
る（2時間）。

4時間対面

第15回 民法総則全体の確認・復習 事前に民法総則全体の総復習を行う（2時間）。
事後にテキストを使って全体の確認を行う（2時間）。

4時間オンデマンド

－169－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 民法総則Ⅱ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234木本　博之

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

法学部専門教育科目

テーマ 民法総則の適用

授業の目的及び概要
民法総則の全体像を確認したうえで、各条文が具体的事例に対して、どのような形で適用されるかについて講義を行う。
講義では、条文に沿って、具体的事件を取り上げ、裁判所の判断について解説する。

学修の到達目標
1．民法総則の全体像を理解し、説明できる。
2．民法総則の条文に沿って、具体的事件に対して、個々の条文がどのように解釈され、適用されるかについて理解し、説明できる。
3．民法総則に関連する判例を、体系的に理解し、説明できる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
「民法総則Ⅰ」の履修を推奨する

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
各回の講義の最後に提示した課題について、講義中に解説を行い、受講生の理解を深め、学習内容の更なる定着を促す。
試験については、授業支援システム（Learning Portal）に出題の意図、解答のポイントおよび採点基準を掲載する。

アクティブ・ラーニング
の取組み

本科目の担当教員は、1999年に行政書士試験に合格した後、個人事務所を開設し、20年以上の実務経験を有している。また、2000年からは資格試験
予備校の講師として、憲法、民法、行政法、商法の講義に加え、面接対策、数的処理、文章理解等の授業を担当し、2015年までは本学のSコース等でも
法学系資格の合格実績に貢献している。本科目では、これらの経験を生かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

できるだけ身近な事例、判例を取り上げ、条文と関連付ける事により、法的思考力の向上を図ります。
法の趣旨を理解した上で、説明できる能力を養成します。
『法的に考える楽しさ』を体験しましょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
0

500

00050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキスト：佐久間毅・石田剛・山下純司・原田昌和『民法Ⅰ（総則）第２版補訂版』（有斐閣、２０２０年）

参考書

指定は行いません。必要な資料を適宜配布します。

９７８－４－６４１－１７９４５－
５

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 講義の進め方、予習・復習の方法、成績評価方法
民法を学ぶにあたっての概要説明

事前にテキストの民法総則の部分について目次を確認
し、全体像を把握しておく（2時間）。
事後に初回の講義で扱った内容を確認し、学習内容の定
着を図る（2時間）。

4時間対面

第2回 民法判例の学習方法・通則
民法とは

事前に第1章「序論」、第２章「民法総則序論」に関するテ
キストの該当部分を読み、予習をしておく（2時間）。
事後に第1章「序論」、第２章「民法総則序論」に関するテ
キストの内容を確認し、学習内容の定着を図る（2時間）。

4時間対面

第3回 人 事前に第3章「人」に関するテキストの該当部分を読み、予
習をしておく（2時間）。
事後に第3章「人」に関するテキストの内容を確認し、学習
内容の定着を図る（2時間）。

4時間対面

第4回 法人 事前に第4章「法人」に関するテキストの該当部分を読み、
予習をしておく（2時間）。
事後に第4章「法人」に関するテキストの内容を確認し、学
習内容の定着を図る（2時間）。

4時間対面

第5回 物 事前に第５章「物」に関するテキストの該当部分を読み、
予習をしておく（2時間）。
事後に第５章「物」に関するテキストの内容を確認し、学習
内容の定着を図る（2時間）。

4時間対面

第6回 法律行為 事前に第6章「法律行為」に関するテキストの該当部分を
読み、予習しておく（2時間）。
事後に第6章「法律行為」に関するテキストの内容を確認
し、学習内容の定着を図る（2時間）。

4時間対面
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第7回 意思表示 事前に第7章「意思表示」に関するテキストの該当部分を
読み、予習しておく（２時間）。
事後に第7章「意思表示」に関するテキストの内容を確認
し、学習内容の定着を図る（２時間）。

4時間対面

第8回 前半講義の復習 事前に、第７回までの学習範囲を復習する（２時間）。
事後に、前半復習の内容を確認をする（２時間）。

4時間対面

第9回 代理 事前に第8章「代理」に関するテキストの該当部分を読み、
予習しておく（2時間）。
事後に第8章「代理」に関するテキストの内容を確認し、学
習内容の定着を図る（2時間）。

4時間対面

第10回 無効・取消し 事前に第9章「無効・取消し」に関するテキストの該当部分
を読み、予習しておく（2時間）。
事後に第9章「無効・取消し」に関するテキストの内容を確
認し、学習内容の定着を図る（２時間）。

4時間対面

第11回 条件・期限 事前に第10章「条件・期限」に関するテキストの該当部分
を読み、予習しておく（2時間）。
事前に第10章「条件・期限」に関するテキストの内容を確
認し、学習内容の定着を図る（２時間）。

4時間対面

第12回 期間 事前に第11章「期間」に関するテキストの該当部分を読
み、予習しておく（2時間）。
事後に第11章「期間」に関するテキストの内容を確認し、
学習内容の定着を図る（2時間）。

4時間対面

第13回 時効１ 事前に第12章「時効」第1節「時効総論」・第２節「取得時
効」に関するテキストの該当部分を読み、予習しておく（2
時間）。
事後に第12章「時効」第1節「時効総論」・第２節「取得時
効」に関するテキストの内容を確認し、学習内容の定着を
図る（2時間）。

4時間対面

第14回 時効２ 事前に第12章「時効」第3節「消滅時効」・第4節「時効の完
成猶予と更新」・第５節「時効の援用と時効利益の放棄」
に関するテキストの内容を、予習しておく（2時間）。
事後に第12章「時効」第3節「消滅時効」・第4節「時効の完
成猶予と更新」・第５節「時効の援用と時効利益の放棄」
に関するテキストの内容を確認し、学習内容の定着を図
る（2時間）。

4時間対面

第15回 民法総則全体の確認・復習 事前に民法総則全体の総復習を行う（2時間）。
事後にテキストを使って全体の確認を行う（2時間）。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 民法総則Ⅱ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234比嘉　正

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

法学部専門教育科目

テーマ 民法総則の適用

授業の目的及び概要
民法総則の全体像を確認したうえで、各条文が具体的事例に対して、どのような形で適用されるかについて講義を行う。
講義では、条文に沿って具体的事例を取り上げ、その解決策について解説する。

学修の到達目標
1．民法総則の全体像を理解し、説明できる。
2．民法総則の条文に沿って、具体的事件に対して、個々の条文がどのように解釈・適用されるかについて理解し、説明できる。
3．民法総則に関連する判例を、体系的に理解し、説明できる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
「民法総則Ⅰ」の履修を推奨する

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
試験については、授業支援システム（Learning Portal）に出題の意図、解答のポイントおよび採点基準を掲載する。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

民法総則Ⅰのシラバスで記載したとおり、民法総則は、民事系科目の中心となる主要な科目であり、法律専門職、公務員、民間企業のどの進路に進む
場合にも必要となる科目です。
日常生活で生じうる様々なトラブルを解決する上でも、重要な内容を含んでいるので、しっかり学習して、皆さんの法的思考力の涵養につなげてくださ
い。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

70０

０００30

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキスト：千葉恵美子ほか編「Law Practice　Ⅰ総則・物権編（第4版）」商事法務

参考書

参考書：潮見佳男ほか編「民法判例百選Ⅰ（第8版）」有斐閣

ISBN978-4-7857-2642-3
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 １．制限行為能力者：未成年者　　　　　テキスト2～8頁 事前に、テキストの該当部分（２～８頁）について事例を確
認し、争点を把握しておく（2時間）。
事後に、初回の講義で扱った内容をレジュメに沿って確認
し、学習内容の定着を図る（2時間）

4時間対面

第2回 ２．団体の法律関係：外部関係　　　　テキスト33～38頁 事前に、テキストの該当部分（33～3８頁）について事例を
確認し、争点を把握しておく（2時間）。
事後に、講義で扱った内容をレジュメに沿って確認し、学
習内容の定着を図る（2時間）

4時間対面

第3回 ３．消費者契約における不当条項　　　　テキスト59～65頁 事前に、テキストの該当部分（59～65頁）について事例を
確認し、争点を把握しておく（2時間）。
事後に、講義で扱った内容をレジュメに沿って確認し、学
習内容の定着を図る（2時間）

2時間対面

第4回 ４．公序良俗と不法原因給付　　　　　テキスト66～72頁 事前に、テキストの該当部分（66～72頁）について事例を
確認し、争点を把握しておく（１時間）。
事後に、講義で扱った内容をレジュメに沿って確認し、学
習内容の定着を図る（１時間）

2時間対面

第5回 ５．民法94条2項類推適用とその限界①　　　　　テキスト73～77頁 事前に、テキストの該当部分（73～77頁）について事例を
確認し、争点を把握しておく（2時間）。
事後に、講義で扱った内容をレジュメに沿って確認し、学
習内容の定着を図る（2時間）

2時間対面

第6回 ６．「法律行為の基礎とした事情」と錯誤　　　テキスト83～90頁 事前に、テキストの該当部分（83～90頁）について事例を
確認し、争点を把握しておく（2時間）。
事後に、講義で扱った内容をレジュメに沿って確認し、学
習内容の定着を図る（2時間）

2時間対面

－172－



第7回 ７．詐欺・錯誤と消費者契約法　　　テキスト91～99頁 事前に、テキストの該当部分（91～99頁）について事例を
確認し、争点を把握しておく（2時間）。
事後に、講義で扱った内容をレジュメに沿って確認し、学
習内容の定着を図る（2時間）

2時間対面

第8回 ８．前半講義の復習テスト 事前に、前半の各事例における判例の立場を確認する。
事後に、前半の各事例における判例の立場をレジュメで
確認する。

2時間対面

第9回 ９．利益相反行為・自己契約・双方代理　　　　テキスト106～113頁 事前に、テキストの該当部分（106～113頁）について事例
を確認し、争点を把握しておく（2時間）。
事後に、講義で扱った内容をレジュメに沿って確認し、学
習内容の定着を図る（2時間）

2時間オンデマンド

第10回 10．表見代理：名義利用許諾　　　　 テキスト135～141頁 事前に、テキストの該当部分（135～141頁）について事例
を確認し、争点を把握しておく（2時間）。
事後に、講義で扱った内容をレジュメに沿って確認し、学
習内容の定着を図る（2時間）

2時間対面

第11回 11．無権代理と相続　　　　テキスト148～155頁 事前に、テキストの該当部分（148～155頁）について事例
を確認し、争点を把握しておく（2時間）。
事後に、講義で扱った内容をレジュメに沿って確認し、学
習内容の定着を図る（2時間）

2時間対面

第12回 12．賃借権の取得時効　　　　テキスト162～167頁 事前に、テキストの該当部分（162～167頁）について事例
を確認し、争点を把握しておく（2時間）。
事後に、講義で扱った内容をレジュメに沿って確認し、学
習内容の定着を図る（2時間）

2時間対面

第13回 13．時効の完成猶予・更新　　　　テキスト168～173頁 事前に、テキストの該当部分（168～173頁）について事例
を確認し、争点を把握しておく（2時間）。
事後に、講義で扱った内容をレジュメに沿って確認し、学
習内容の定着を図る（2時間）

2時間対面

第14回 14．時効利益の放棄・喪失　　　　テキスト174～181頁 事前に、テキストの該当部分（174～181頁）について事例
を確認し、争点を把握しておく（2時間）。
事後に、講義で扱った内容をレジュメに沿って確認し、学
習内容の定着を図る（2時間）

2時間対面

第15回 15．保証と時効　　　　テキスト182～188頁 事前に、テキストの該当部分（182～188頁）について事例
を確認し、争点を把握しておく（2時間）。
事後に、講義で扱った内容をレジュメに沿って確認し、学
習内容の定着を図る（2時間）

2時間対面

－173－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 民法総則Ⅱ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234木本　博之

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

法学部専門教育科目

テーマ 民法総則の適用

授業の目的及び概要
民法総則の全体像を確認したうえで、各条文が具体的事例に対して、どのような形で適用されるかについて講義を行う。
講義では、条文に沿って、具体的事件を取り上げ、裁判所の判断について解説する。

学修の到達目標
1．民法総則の全体像を理解し、説明できる。
2．民法総則の条文に沿って、具体的事件に対して、個々の条文がどのように解釈され、適用されるかについて理解し、説明できる。
3．民法総則に関連する判例を、体系的に理解し、説明できる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
「民法総則Ⅰ」の履修を推奨する

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
各回の講義の最後に提示した課題について、講義中に解説を行い、受講生の理解を深め、学習内容の更なる定着を促す。
試験については、授業支援システム（Learning Portal）に出題の意図、解答のポイントおよび採点基準を掲載する。

アクティブ・ラーニング
の取組み

本科目の担当教員は、1999年に行政書士試験に合格した後、個人事務所を開設し、20年以上の実務経験を有している。また、2000年からは資格試験
予備校の講師として、憲法、民法、行政法、商法の講義に加え、面接対策、数的処理、文章理解等の授業を担当し、2015年までは本学のSコース等でも
法学系資格の合格実績に貢献している。本科目では、これらの経験を生かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

できるだけ身近な事例、判例を取り上げ、条文と関連付ける事により、法的思考力の向上を図ります。
法の趣旨を理解した上で、説明できる能力を養成します。
『法的に考える楽しさ』を体験しましょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
0

500

00050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキスト：佐久間毅・石田剛・山下純司・原田昌和『民法Ⅰ（総則）第２版補訂版』（有斐閣、２０２０年）

参考書

指定は行いません。必要な資料を適宜配布します。

９７８－４－６４１－１７９４５－
５

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 講義の進め方、予習・復習の方法、成績評価方法
民法を学ぶにあたっての概要説明

事前にテキストの民法総則の部分について目次を確認
し、全体像を把握しておく（2時間）。
事後に初回の講義で扱った内容を確認し、学習内容の定
着を図る（2時間）。

4時間対面

第2回 民法判例の学習方法・通則
民法とは

事前に第1章「序論」、第２章「民法総則序論」に関するテ
キストの該当部分を読み、予習をしておく（2時間）。
事後に第1章「序論」、第２章「民法総則序論」に関するテ
キストの内容を確認し、学習内容の定着を図る（2時間）。

4時間対面

第3回 人 事前に第3章「人」に関するテキストの該当部分を読み、予
習をしておく（2時間）。
事後に第3章「人」に関するテキストの内容を確認し、学習
内容の定着を図る（2時間）。

4時間対面

第4回 法人 事前に第4章「法人」に関するテキストの該当部分を読み、
予習をしておく（2時間）。
事後に第4章「法人」に関するテキストの内容を確認し、学
習内容の定着を図る（2時間）。

4時間対面

第5回 物 事前に第５章「物」に関するテキストの該当部分を読み、
予習をしておく（2時間）。
事後に第５章「物」に関するテキストの内容を確認し、学習
内容の定着を図る（2時間）。

4時間対面

第6回 法律行為 事前に第6章「法律行為」に関するテキストの該当部分を
読み、予習しておく（2時間）。
事後に第6章「法律行為」に関するテキストの内容を確認
し、学習内容の定着を図る（2時間）。

4時間対面

－174－



第7回 意思表示 事前に第7章「意思表示」に関するテキストの該当部分を
読み、予習しておく（２時間）。
事後に第7章「意思表示」に関するテキストの内容を確認
し、学習内容の定着を図る（２時間）。

4時間対面

第8回 前半講義の復習 事前に、第７回までの学習範囲を復習する（２時間）。
事後に、前半復習の内容を確認をする（２時間）。

4時間対面

第9回 代理 事前に第8章「代理」に関するテキストの該当部分を読み、
予習しておく（2時間）。
事後に第8章「代理」に関するテキストの内容を確認し、学
習内容の定着を図る（2時間）。

4時間対面

第10回 無効・取消し 事前に第9章「無効・取消し」に関するテキストの該当部分
を読み、予習しておく（2時間）。
事後に第9章「無効・取消し」に関するテキストの内容を確
認し、学習内容の定着を図る（２時間）。

4時間対面

第11回 条件・期限 事前に第10章「条件・期限」に関するテキストの該当部分
を読み、予習しておく（2時間）。
事前に第10章「条件・期限」に関するテキストの内容を確
認し、学習内容の定着を図る（２時間）。

4時間対面

第12回 期間 事前に第11章「期間」に関するテキストの該当部分を読
み、予習しておく（2時間）。
事後に第11章「期間」に関するテキストの内容を確認し、
学習内容の定着を図る（2時間）。

4時間対面

第13回 時効１ 事前に第12章「時効」第1節「時効総論」・第２節「取得時
効」に関するテキストの該当部分を読み、予習しておく（2
時間）。
事後に第12章「時効」第1節「時効総論」・第２節「取得時
効」に関するテキストの内容を確認し、学習内容の定着を
図る（2時間）。

4時間対面

第14回 時効２ 事前に第12章「時効」第3節「消滅時効」・第4節「時効の完
成猶予と更新」・第５節「時効の援用と時効利益の放棄」
に関するテキストの内容を、予習しておく（2時間）。
事後に第12章「時効」第3節「消滅時効」・第4節「時効の完
成猶予と更新」・第５節「時効の援用と時効利益の放棄」
に関するテキストの内容を確認し、学習内容の定着を図
る（2時間）。

4時間対面

第15回 民法総則全体の確認・復習 事前に民法総則全体の総復習を行う（2時間）。
事後にテキストを使って全体の確認を行う（2時間）。

4時間オンデマンド

－175－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 民法総則Ⅱ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234比嘉　正

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

法学部専門教育科目

テーマ 民法総則の適用

授業の目的及び概要
民法総則の全体像を確認したうえで、各条文が具体的事例に対して、どのような形で適用されるかについて講義を行う。
講義では、条文に沿って具体的事例を取り上げ、その解決策について解説する。

学修の到達目標
1．民法総則の全体像を理解し、説明できる。
2．民法総則の条文に沿って、具体的事件に対して、個々の条文がどのように解釈・適用されるかについて理解し、説明できる。
3．民法総則に関連する判例を、体系的に理解し、説明できる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
「民法総則Ⅰ」の履修を推奨する

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
試験については、授業支援システム（Learning Portal）に出題の意図、解答のポイントおよび採点基準を掲載する。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

民法総則Ⅰのシラバスで記載したとおり、民法総則は、民事系科目の中心となる主要な科目であり、法律専門職、公務員、民間企業のどの進路に進む
場合にも必要となる科目です。
日常生活で生じうる様々なトラブルを解決する上でも、重要な内容を含んでいるので、しっかり学習して、皆さんの法的思考力の涵養につなげてくださ
い。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

70０

０００30

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキスト：千葉恵美子ほか編「Law Practice　Ⅰ総則・物権編（第4版）」商事法務

参考書

参考書：潮見佳男ほか編「民法判例百選Ⅰ（第8版）」有斐閣

ISBN978-4-7857-2642-3
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 １．制限行為能力者：未成年者　　　　　テキスト2～8頁 事前に、テキストの該当部分（２～８頁）について事例を確
認し、争点を把握しておく（2時間）。
事後に、初回の講義で扱った内容をレジュメに沿って確認
し、学習内容の定着を図る（2時間）

4時間対面

第2回 ２．団体の法律関係：外部関係　　　　テキスト33～38頁 事前に、テキストの該当部分（33～3８頁）について事例を
確認し、争点を把握しておく（2時間）。
事後に、講義で扱った内容をレジュメに沿って確認し、学
習内容の定着を図る（2時間）

4時間対面

第3回 ３．消費者契約における不当条項　　　　テキスト59～65頁 事前に、テキストの該当部分（59～65頁）について事例を
確認し、争点を把握しておく（2時間）。
事後に、講義で扱った内容をレジュメに沿って確認し、学
習内容の定着を図る（2時間）

2時間対面

第4回 ４．公序良俗と不法原因給付　　　　　テキスト66～72頁 事前に、テキストの該当部分（66～72頁）について事例を
確認し、争点を把握しておく（１時間）。
事後に、講義で扱った内容をレジュメに沿って確認し、学
習内容の定着を図る（１時間）

2時間対面

第5回 ５．民法94条2項類推適用とその限界①　　　　　テキスト73～77頁 事前に、テキストの該当部分（73～77頁）について事例を
確認し、争点を把握しておく（2時間）。
事後に、講義で扱った内容をレジュメに沿って確認し、学
習内容の定着を図る（2時間）

2時間対面

第6回 ６．「法律行為の基礎とした事情」と錯誤　　　テキスト83～90頁 事前に、テキストの該当部分（83～90頁）について事例を
確認し、争点を把握しておく（2時間）。
事後に、講義で扱った内容をレジュメに沿って確認し、学
習内容の定着を図る（2時間）

2時間対面

－176－



第7回 ７．詐欺・錯誤と消費者契約法　　　テキスト91～99頁 事前に、テキストの該当部分（91～99頁）について事例を
確認し、争点を把握しておく（2時間）。
事後に、講義で扱った内容をレジュメに沿って確認し、学
習内容の定着を図る（2時間）

2時間対面

第8回 ８．前半講義の復習テスト 事前に、前半の各事例における判例の立場を確認する。
事後に、前半の各事例における判例の立場をレジュメで
確認する。

2時間対面

第9回 ９．利益相反行為・自己契約・双方代理　　　　テキスト106～113頁 事前に、テキストの該当部分（106～113頁）について事例
を確認し、争点を把握しておく（2時間）。
事後に、講義で扱った内容をレジュメに沿って確認し、学
習内容の定着を図る（2時間）

2時間オンデマンド

第10回 10．表見代理：名義利用許諾　　　　 テキスト135～141頁 事前に、テキストの該当部分（135～141頁）について事例
を確認し、争点を把握しておく（2時間）。
事後に、講義で扱った内容をレジュメに沿って確認し、学
習内容の定着を図る（2時間）

2時間対面

第11回 11．無権代理と相続　　　　テキスト148～155頁 事前に、テキストの該当部分（148～155頁）について事例
を確認し、争点を把握しておく（2時間）。
事後に、講義で扱った内容をレジュメに沿って確認し、学
習内容の定着を図る（2時間）

2時間対面

第12回 12．賃借権の取得時効　　　　テキスト162～167頁 事前に、テキストの該当部分（162～167頁）について事例
を確認し、争点を把握しておく（2時間）。
事後に、講義で扱った内容をレジュメに沿って確認し、学
習内容の定着を図る（2時間）

2時間対面

第13回 13．時効の完成猶予・更新　　　　テキスト168～173頁 事前に、テキストの該当部分（168～173頁）について事例
を確認し、争点を把握しておく（2時間）。
事後に、講義で扱った内容をレジュメに沿って確認し、学
習内容の定着を図る（2時間）

2時間対面

第14回 14．時効利益の放棄・喪失　　　　テキスト174～181頁 事前に、テキストの該当部分（174～181頁）について事例
を確認し、争点を把握しておく（2時間）。
事後に、講義で扱った内容をレジュメに沿って確認し、学
習内容の定着を図る（2時間）

2時間対面

第15回 15．保証と時効　　　　テキスト182～188頁 事前に、テキストの該当部分（182～188頁）について事例
を確認し、争点を把握しておく（2時間）。
事後に、講義で扱った内容をレジュメに沿って確認し、学
習内容の定着を図る（2時間）

2時間対面

－177－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 民法総則Ⅱ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234田中　嗣久

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

法学部専門教育科目

テーマ 宅建士試験を強く意識した民法総則の理解

授業の目的及び概要
・国家試験である宅建士試験の民法総則部分を強く意識した講義です。
・民法総則に関する宅建士試験の過去問を絶えず利用することで、特に不動産を中心とした民法上の問題点やルールを講義してゆきます。
・本科目の学修により、民法総則、物権、債権、親族、相続など、民事系専門科目を円滑に履修ことができるようにしてゆくと同時に、宅建士試験等の民
事系国家試験への興味を持てるようにしていただけたらと考えています。

学修の到達目標
・特に不動産問題を中心とした、民法の意味・意義を説明できる。
・民法に強い興味を持ち、宅建士試験など民法を重視する国家試験合格に必要な能力を培うことができる。
・不動産に関連した民法総則に関連する基本的な判例を理解できる。
・日常生活や不動産取引における、民法総則部分のルールを理解し、社会人・職業人として正しい行動ができる。
・「民法総則Ⅰ」で学修した知識を適用し現実の不動産取引において応用することができる。

授業の方法
この科目は遠隔授業で行われます。詳細についてはLearning Portalを確認してください。

履修の条件・注意
「民法総則Ⅰ」の履修を推奨する

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
小テストについての簡単に講評をします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

民法総則は、法学部の専門科目の中でも民事系科目の中心となる主要な科目であり、宅建受験や、法律専門職、公務員、民間企業などの進路に進む
場合にも必要となる科目です。日常生活で生じる様々な事件を解決する上でも、重要な内容を含んでいるので、しっかり学習をして、皆さんの法的思考
力の醸成につなげてください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0400

3002010

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

①『民法Ⅰ　総則　有斐閣Ｓシリーズ　(第4版)』、山田卓生・河内宏・安永正昭・松久三四彦編、有斐閣
　　又は、
②『民法がわかった（改訂第5版）』、田中嗣久ほか、法学書院
　　のどちらでもよい。

参考書

特になし

①ISBN：978-4-641-15949-
5　
②ISBN：978ｰ4ｰ587ｰ53509-
4

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 民法全体、講義の進め方、予習・復習の方法、成績評価方法などにつ
いて説明します。

予習　シラバスを事前によく読んでおいてください。
復習　シラバスをもういちど読み直して、講義で得た知識
を確認してください。

4時間オンデマンド

第2回 宅建試験の過去問を利用して、民法概説・意思能力・権利能力・制限行
為能力に関する重要事項を事例を使用して講義し最後に小テストを行
います。

予習　テキスト①のｐ１からｐ３２またはテキスト②のｐ１か
らｐ２６に目を通しておいてください。
復習　今回の授業でやった箇所を復習し、正確な理解を
深めてください。

4時間オンデマンド

第3回 宅建試験の過去問を利用して、民法概説・意思能力・権利能力・制限行
為能力に関する重要事項を事例を使用して講義し最後に小テストを行
います。

予習　テキスト①のｐ３３からｐ５５またはテキスト②のｐ１
から２６に目を通しておいてください。
復習　今回の授業でやった箇所を復習し、正確な理解を
深めてください。

4時間オンデマンド

第4回 宅建試験の過去問を利用して、失踪宣告、公序良俗違反・心裡留保・
通謀虚偽表示について事例を使用して学び、最後に小テストを行いま
す。

予習　テキスト①のｐ５６からｐ５８またはテキスト②のｐ２７
からｐ３０、ｐ４０からｐ５２に目を通しておいてください。
復習　今回の授業でやった箇所を復習し、正確な理解を
深めてください。

4時間オンデマンド

第5回 宅建試験の過去問を利用して、公序良俗違反・心裡留保・通謀虚偽表
示・錯誤・詐欺・強迫に関する重要事項を事例を使用して講義し最後に
小テストを行います。

予習　テキスト①のｐ１３４からｐ１６２またはテキスト②のｐ
２７からｐ３０、ｐ４０からｐ５２に目を通しておいてください。
復習　今回の授業でやった箇所を復習し、正確な理解を
深めてください。

4時間オンデマンド

－178－



第6回 第１回から第５回まで学修したことについての復習・知識確認（中間試
験）を行います。

予習　これまで学修したことをテキストも含めてしっかりと
復習しておいてください。
復習　今回の授業でやった箇所を復習し、正確な理解を
深めてください。

4時間オンデマンド

第7回 宅建試験の過去問を利用して、代理に関する重要事項を事例を使用し
て講義し最後に小テストを行います。

予習　テキスト①のｐ１８２からｐ１９３またはテキスト②のｐ
５５からｐ６６に目を通しておいてください。
復習　今回の授業でやった箇所を復習し、正確な理解を
深めてください。

4時間オンデマンド

第8回 宅建試験の過去問を利用して、代理に関する重要事項を事例を使用し
て講義し最後に小テストを行います。

予習　テキスト①のｐ１９４からｐ２０３またはテキスト②のｐ
５５からｐ６６に目を通しておいてください。
復習　今回の授業でやった箇所を復習し、正確な理解を
深めてください。

4時間オンデマンド

第9回 宅建試験の過去問を利用して、代理に関する重要事項を事例を使用し
て講義し最後に小テストを行います。

予習　テキスト①のｐ２０４からｐ２１６またはテキスト②のｐ
５５～ｐ６６に目を通しておいてください。
復習　今回の授業でやった箇所を復習し、正確な理解を
深めてください。

4時間オンデマンド

第10回 宅建試験の過去問を利用して、代理に関する重要事項を事例を使用し
て講義し最後に小テストを行います。

予習　テキスト①のｐ２１７からｐ２３８またはテキスト②のｐ
５５からｐ６６に目を通しておいてください。
復習　今回の授業でやった箇所を復習し、正確な理解を
深めてください。

4時間オンデマンド

第11回 第７回～第１０回で学修したことについての総復習・知識確認（中間試
験）を行います。

予習　これまで学修したことをテキストも含めてしっかりと
復習しておいてください。
復習　今回の授業でやった箇所を復習し、正確な理解を
深めてください。

4時間オンデマンド

第12回 宅建試験の過去問を利用して、無効・取消しに関する重要事項を事例
を使用して講義し最後に小テストを行います。

予習　テキスト①のｐ１６３からｐｐ１７４またはテキスト②の
ｐ６７からｐ７２に目を通しておいてください。
復習　今回の授業でやった箇所を復習し、正確な理解を
深めてください。

4時間オンデマンド

第13回 宅建試験の過去問を利用して、条件・期限・期間の計算に関する重要
事項を事例を使用して講義し最後に小テストを行います。

予習　テキスト①のｐ１７５からｐ１８１、ｐ２３９からｐ２４２ま
たはテキスト②のｐ７３からｐ８１に目を通しておいてくださ
い。
復習　今回の授業でやった箇所を復習し、正確な理解を
深めてください。

4時間オンデマンド

第14回 宅建試験の過去問を利用して、時効に関する重要事項を事例を使用し
て講義し最後に小テストを行います。

予習　テキスト①のｐ２４３からｐ２６７またはテキスト②のｐ
８２からｐ９３に目を通しておいてください。
復習　今回の授業でやった箇所を復習し、正確な理解を
深めてください。

4時間オンデマンド

第15回 宅建試験の過去問を利用して、時効に関する重要事項を事例を使用し
て講義し最後に小テストを行います。

予習　テキスト①のｐ２６８からｐ３００またはテキスト②のｐ
８２からｐ９３に目を通しておいてください。
復習　今回の授業でやった箇所を復習し、正確な理解を
深めてください。

4時間オンデマンド

－179－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 物権法Ⅰ＜物権法概論＞ 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234石尾　賢二

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

法学部専門教育科目

テーマ 物権法の基礎

授業の目的及び概要
民法物権法についての基礎的な学習。
民法財産法分野を概観した後、物権法規定の意味、法的概念の意味と解釈問題について、教科書に基づき学習していく。
物権法に関する基礎的知識を修得を目的とする。
物権法には総論規定の他に所有権規定、用益物権規定、担保物権規定が含まれるが、物権変動論のような議論の多い問題があると共に担保物権に
ついては債権法の知識も必要になるために難解であるために、必要な基礎的な力を身に着けることを目的とする。

学修の到達目標
1.物権法に関する基本的な概念、条文について理解することができる。
2.物権法に関する基本的な問題を正確に把握し、整理し、理解することができる。
3.具体的な問題について適切に解決する能力を身につける。
4.各種試験に必要な知識を身につける。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
内容に関する疑問点について、授業中、授業後の質問に対応します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

六法は持参すること。
講義にあたって、教科書、事前に配布するレジュメはよく読んでおくこと。
講義で分からなかったことは、講義中、講義後に質問すること。
引き続き、物権法Ⅱを受講し、知識を定着させること。
債権法などの民法財産法分野とも連携して学習することが望ましい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
0

600

003010

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

安永正昭『物権・担保物権法』第4版(有斐閣、2021年)、ISBN 978-4-641-13876-6

参考書

①民法判例百選Ⅰ　総則･物権 第9版，潮見　佳男 、道垣内　弘人，有斐閣，2023年

ISBN 978-4-641-13876-6

①978-4-641-11562-0

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 物権とは何かを概観し、民法財産法における総則意思表示規定等との
関係、債権法との関係を概観する。
物権的請求権など物権の一般的効力について説明する。
レポート課題を出しますので、期限までに提出すること(レジュメに記
載)。

教科書の第１編物権法、第１章序説、第２章物権の一般
的効力、第７章物権の消滅の箇所、レジュメの当該部分を
読んでおくこと。疑問点は質問などによってすぐに解決し、
復習しておくこと。

4時間対面

第2回 物権変動規定(176条、177条、178条)を概観し、不動産登記制度を学習
する。また、二重に売買が行われた場合の問題を学習する。

教科書の第３章物権変動、第４章不動産物権変動におけ
る公示の箇所、レジュメの当該部分を読んでおくこと。疑
問点は質問などによってすぐに解決し、復習しておくこと。

4時間対面

第3回 不動産物権変動問題に関して、二重に売買が行われた場合の他にす
べての変動原因で同様に二重の帰属が認められる場合に同様の問題
が生じるのかを学習する。

教科書の第３章物権変動、第４章不動産物権変動におけ
る公示の箇所、レジュメの当該部分を読んでおくこと。疑
問点は質問などによってすぐに解決し、復習しておくこと。

4時間対面

第4回 177条の第三者の範囲の問題を学習する。その際に不動産所有権が
二重に帰属する問題で第三者の主観的事情がどのように考えられてい
るのかを学習する。

教科書の第３章物権変動、第４章不動産物権変動におけ
る公示の箇所、レジュメの当該部分を読んでおくこと。疑
問点は質問などによってすぐに解決し、復習しておくこと。

4時間対面

第5回 動産物権変動における対抗要件と物権変動問題を学習し、即時取得に
ついて学習する。

教科書の第５章動産物権変動における公示、第６章明認
方法による公示の箇所、レジュメの当該部分を読んでおく
こと。疑問点は質問などによってすぐに解決し、復習して
おくこと。

4時間対面

－180－



第6回 占有権とはどのような権利であり、どのような効力を有するのか学習す
る。
所有権とはどのような権利であり、相隣関係上の制限はどのようなもの
であるのか学習する。

教科書の第８章所有権、第10章占有権の箇所、レジュメ
の当該部分を読んでおくこと。疑問点は質問などによって
すぐに解決し、復習しておくこと。

4時間対面

第7回 一つの物を複数人で所有するる場合の運用に関する法制度を共有・合
有・総有と言われるそれぞれの場合について学習する。

教科書の第８章所有権の箇所、レジュメの当該部分を読
んでおくこと。疑問点は質問などによってすぐに解決し、復
習しておくこと。

4時間対面

第8回 用益物権、すなわち地上権、永小作権、地役権に関する法制度を概観
する。

教科書の第９章用益物権の箇所、レジュメの当該部分を
読んでおくこと。疑問点は質問などによってすぐに解決し、
復習しておくこと。

4時間オンデマンド

第9回 担保とは何か、保証と担保制度を概観し、担保物権、すなわち、約定担
保物権である質権、抵当権、非典型担保、法定担保物権である留置
権、先取特権について概観する。

教科書の第２編担保物権法第11章担保物権法総説の箇
所、レジュメの当該部分を読んでおくこと。疑問点は質問
などによってすぐに解決し、復習しておくこと。

4時間対面

第10回 抵当権について概観し、物上代位の問題を学習する。 教科書の第12章抵当権の箇所、レジュメの当該部分を読
んでおくこと。疑問点は質問などによってすぐに解決し、復
習しておくこと。

4時間対面

第11回 抵当権と利用権、法定地上権制度について学習する。 教科書の第12章抵当権の箇所、レジュメの当該部分を読
んでおくこと。疑問点は質問などによってすぐに解決し、復
習しておくこと。

4時間対面

第12回 非典型担保物権として、譲渡担保について学習する。譲渡担保は目的
物が多様であるので、それぞれについて学習する。

教科書の第14章譲渡担保箇所、レジュメの当該部分を読
んでおくこと。疑問点は質問などによってすぐに解決し、復
習しておくこと。

4時間対面

第13回 非典型担保物権として、所有権留保と仮登記担保について学習する。 教科書の第15章所有権留保、第16章仮登記担保の箇
所、レジュメの当該部分を読んでおくこと。疑問点は質問
などによってすぐに解決し、復習しておくこと。

4時間対面

第14回 質権について概観する。 教科書の第13章質権の箇所、レジュメの当該部分を読ん
でおくこと。疑問点は質問などによってすぐに解決し、復習
しておくこと。

4時間対面

第15回 法定担保物権として、留置権、先取特権について概観する。 教科書の第17章留置権、第18章先取特権の箇所、レジュ
メの当該部分を読んでおくこと。疑問点は質問などによっ
てすぐに解決し、復習しておくこと。

4時間対面

－181－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 物権法Ⅰ＜物権法概論＞ 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234石尾　賢二

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

法学部専門教育科目

テーマ 物権法の基礎

授業の目的及び概要
民法物権法についての基礎的な学習。
民法財産法分野を概観した後、物権法規定の意味、法的概念の意味と解釈問題について、教科書に基づき学習していく。
物権法に関する基礎的知識を修得を目的とする。
物権法には総論規定の他に所有権規定、用益物権規定、担保物権規定が含まれるが、物権変動論のような議論の多い問題があると共に担保物権に
ついては債権法の知識も必要になるために難解であるために、必要な基礎的な力を身に着けることを目的とする。

学修の到達目標
1.物権法に関する基本的な概念、条文について理解することができる。
2.物権法に関する基本的な問題を正確に把握し、整理し、理解することができる。
3.具体的な問題について適切に解決する能力を身につける。
4.各種試験に必要な知識を身につける。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
内容に関する疑問点について、授業中、授業後の質問に対応します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

六法は持参すること。
講義にあたって、教科書、事前に配布するレジュメはよく読んでおくこと。
講義で分からなかったことは、講義中、講義後に質問すること。
引き続き、物権法Ⅱを受講し、知識を定着させること。
債権法などの民法財産法分野とも連携して学習することが望ましい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
0

600

003010

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

安永正昭『物権・担保物権法』第4版(有斐閣、2021年)、ISBN 978-4-641-13876-6

参考書

①『民法判例百選Ⅰ(第9版)』，潮見佳男ほか編，有斐閣，2023年

ISBN 978-4-641-13876-6

②978-4641115620

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 物権とは何かを概観し、民法財産法における総則意思表示規定等との
関係、債権法との関係を概観する。
物権的請求権など物権の一般的効力について説明する。
レポート課題を出しますので、期限までに提出すること(レジュメに記
載)。

教科書の第１編物権法、第１章序説、第２章物権の一般
的効力、第７章物権の消滅の箇所、レジュメの当該部分を
読んでおくこと。疑問点は質問などによってすぐに解決し、
復習しておくこと。

4時間対面

第2回 物権変動規定(176条、177条、178条)を概観し、不動産登記制度を学習
する。また、二重に売買が行われた場合の問題を学習する。

教科書の第３章物権変動、第４章不動産物権変動におけ
る公示の箇所、レジュメの当該部分を読んでおくこと。疑
問点は質問などによってすぐに解決し、復習しておくこと。

4時間対面

第3回 不動産物権変動問題に関して、二重に売買が行われた場合の他にす
べての変動原因で同様に二重の帰属が認められる場合に同様の問題
が生じるのかを学習する。

教科書の第３章物権変動、第４章不動産物権変動におけ
る公示の箇所、レジュメの当該部分を読んでおくこと。疑
問点は質問などによってすぐに解決し、復習しておくこと。

4時間対面

第4回 177条の第三者の範囲の問題を学習する。その際に不動産所有権が
二重に帰属する問題で第三者の主観的事情がどのように考えられてい
るのかを学習する。

教科書の第３章物権変動、第４章不動産物権変動におけ
る公示の箇所、レジュメの当該部分を読んでおくこと。疑
問点は質問などによってすぐに解決し、復習しておくこと。

4時間対面

第5回 動産物権変動における対抗要件と物権変動問題を学習し、即時取得に
ついて学習する。

教科書の第５章動産物権変動における公示、第６章明認
方法による公示の箇所、レジュメの当該部分を読んでおく
こと。疑問点は質問などによってすぐに解決し、復習して
おくこと。

4時間対面

－182－



第6回 占有権とはどのような権利であり、どのような効力を有するのか学習す
る。
所有権とはどのような権利であり、相隣関係上の制限はどのようなもの
であるのか学習する。

教科書の第８章所有権、第10章占有権の箇所、レジュメ
の当該部分を読んでおくこと。疑問点は質問などによって
すぐに解決し、復習しておくこと。

4時間対面

第7回 一つの物を複数人で所有するる場合の運用に関する法制度を共有・合
有・総有と言われるそれぞれの場合について学習する。

教科書の第８章所有権の箇所、レジュメの当該部分を読
んでおくこと。疑問点は質問などによってすぐに解決し、復
習しておくこと。

4時間対面

第8回 用益物権、すなわち地上権、永小作権、地役権に関する法制度を概観
する。

教科書の第９章用益物権の箇所、レジュメの当該部分を
読んでおくこと。疑問点は質問などによってすぐに解決し、
復習しておくこと。

4時間オンデマンド

第9回 担保とは何か、保証と担保制度を概観し、担保物権、すなわち、約定担
保物権である質権、抵当権、非典型担保、法定担保物権である留置
権、先取特権について概観する。

教科書の第２編担保物権法第11章担保物権法総説の箇
所、レジュメの当該部分を読んでおくこと。疑問点は質問
などによってすぐに解決し、復習しておくこと。

4時間対面

第10回 抵当権について概観し、物上代位の問題を学習する。 教科書の第12章抵当権の箇所、レジュメの当該部分を読
んでおくこと。疑問点は質問などによってすぐに解決し、復
習しておくこと。

4時間対面

第11回 抵当権と利用権、法定地上権制度について学習する。 教科書の第12章抵当権の箇所、レジュメの当該部分を読
んでおくこと。疑問点は質問などによってすぐに解決し、復
習しておくこと。

4時間対面

第12回 非典型担保物権として、譲渡担保について学習する。譲渡担保は目的
物が多様であるので、それぞれについて学習する。

教科書の第14章譲渡担保箇所、レジュメの当該部分を読
んでおくこと。疑問点は質問などによってすぐに解決し、復
習しておくこと。

4時間対面

第13回 非典型担保物権として、所有権留保と仮登記担保について学習する。 教科書の第15章所有権留保、第16章仮登記担保の箇
所、レジュメの当該部分を読んでおくこと。疑問点は質問
などによってすぐに解決し、復習しておくこと。

4時間対面

第14回 質権について概観する。 教科書の第13章質権の箇所、レジュメの当該部分を読ん
でおくこと。疑問点は質問などによってすぐに解決し、復習
しておくこと。

4時間対面

第15回 法定担保物権として、留置権、先取特権について概観する。 教科書の第17章留置権、第18章先取特権の箇所、レジュ
メの当該部分を読んでおくこと。疑問点は質問などによっ
てすぐに解決し、復習しておくこと。

4時間対面

－183－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 物権法Ⅰ＜物権法概論＞ 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234坂上　文一

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

法学部専門教育科目

テーマ 物権法（民法第2編物権）に規定されている諸制度の基礎知識の修得

授業の目的及び概要
１　民法は、私たちの日常生活で生じる紛争を解決するための基本的なルールを定めたものであり、第1編総則・第2編物権・第3編債権・第4編親族・第
5編相続の5つの編からなっています。講学上、総則・物権・債権を財産法、親族・相続を家族法（または親族法）と呼んでいます。このうち物権とは、人
が物またはそれの有する交換価値や利用価値を直接支配できる権利を意味します。
２　この授業は、物権法に規定されている諸制度の基礎知識の修得を目的とします。もっとも、物権の内容及びその発生・変動・消滅は、外部から認識
できないものであるため、初学者にとっては理解が難しい部分があります。たとえば、みなさんが自分の「スマホ」に対する所有権の内容を認識したこと
はないはずです。また、物権法の学修に際しては、民法の他の領域（総則・債権総論・債権各論・相続）や他の法律との関係に加え、物権法と社会との
関わり合いにも目を配る必要があります。
３　授業に際しては、具体的な事例を多く用いることによって受講生がイメージをつかみやすくするとともに、公務員採用試験や各種の資格試験の受験
にも対応した授業とする予定です。

学修の到達目標
１　物権法に規定されている諸制度の概要、条文の文言及び専門用語の意味、他の制度との関連について理解し、説明することができる。
２　物権法に関わる諸問題について、授業で学修した知識を活用し、妥当な結論を導くことができる。
３　論理的思考及び法律文章の読み方・書き方を理解し、自ら活用することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
１　定期試験については、授業支援システム（Learning Portal）に出題の意図、解答例、講評を掲載します。
２　授業の内容に関する質問はいつでも受け付け、回答します。よい質問については、質問者本人の承諾を得た上で次回の授業で紹介し、受講生全員
の知識の定着を図ります。
３　各回の授業の最後に行う小テストの解答は、次回の授業の冒頭で解説を行い、受講生の理解を深めるとともに知識の定着を図ります。

アクティブ・ラーニング
の取組み

クリッカー等の理解度把握システムの利用

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

１　授業で使用するレジュメ・資料は、事前に授業支援システム（Learning Portal）に掲載しますので、各自ダウンロードし、予習の上、授業時にお持ちく
ださい。
２　授業時にはノートをとるようにしてください。ノートの取り方は授業時に必要に応じて説明します。
３　物権法の学修に際しては、民法の他の領域（総則・債権総論・債権各論・相続）や他の法律との関係に加え、物権法と社会との関わり合いにも目を
配る必要があります。必要に応じて、関連する部分についても授業時に説明します。
４　物権法Ⅰと物権法Ⅱの授業計画が同一の内容となっていますが、Ⅰでは基礎知識を、Ⅱでは基礎知識を踏まえた応用学修を行います。したがっ
て、物権法Ⅰを履修してから物権法Ⅱを履修することが望ましいです。また、物権法Ⅰで配布したレジュメは、物権法Ⅱでも使用します。
５　携帯用の六法は必携です。また、授業中の私語、授業とは無関係なスマホの使用は厳禁です。違反者に対しては退室を命じるなど厳しく対応しま
す。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

500

00500

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

淡路剛久・鎌田薫・原田純孝・生熊長幸『有斐閣Ｓシリーズ　民法Ⅱ物権〔第5版〕』（有斐閣、2022年3月）2,090
円

参考書

潮見佳男・道垣内弘人編『民法判例百選Ⅰ〔第9版〕』（有斐閣、2023年2月）2,420円

978-4-641-15955-6

978-4-641-11562-0

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
１　授業の進め方・成績評価方法
２　民法における物権法の位置づけと特徴
３　物権法の受講上の留意点
４　物権の効力・物権と債権の違い
５　不動産登記簿の見方

１　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面
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第2回 物権変動
１　物権変動における意思主義・形式主義
２　物権変動における公示の原則・公信の原則
３　物権変動の時期
４　177条・178条の「対抗することができない」の意味

１　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面

第3回 不動産物権変動⑴
１　177条の第三者の範囲
２　不動産物権変動の対抗要件：登記をしなければ権利取得を第三者
に対抗することができない不動産物権変動の例①

１　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面

第4回 不動産物権変動⑵
不動産物権変動の対抗要件：登記をしなければ権利取得を第三者に
対抗することができない不動産物権変動の例②

１　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面

第5回 動産物権変動／立木等の物権変動
１　動産物権変動の対抗要件①　引渡し
２　動産物権変動の対抗要件②　登記
３　即時取得制度
４　立木等の物権変動と明認方法

１　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面

第6回 占有権
１　占有権の取得
２　占有権の効果
３　占有権の消滅

１　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面

第7回 所有権⑴
１　所有権の取得原因
２　所有権の効力
３　相隣関係

１　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面

第8回 所有権⑵
１　共有
２　区分所有

１　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面

第9回 用益物権
１　地上権
２　永小作権
３　地役権
４　入会権

１　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面

第10回 典型担保⑴
１　担保物権の特質
２　留置権
３　先取特権
４　質権

１　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面

第11回 典型担保⑵ー抵当権①
１　抵当権の設定
２　抵当権の効力①

１　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面

第12回 典型担保⑶―抵当権②
抵当権の効力②

１　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面

第13回 典型担保⑷―抵当権③
１　抵当権の処分・消滅
２　共同抵当
３　根抵当

１　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面

－185－



第14回 非典型担保
１　仮登記担保
２　譲渡担保
３　所有権留保

１　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面

第15回 第15回　これまでの学習の振り返り
１　第1回から第14回までの学習の振り返り
２　疑問点の質疑応答

１　事前学修　これまでの授業内容を振り返り、理解が不
十分なところや疑問点を整理して授業時に教員に質問す
る。これには2時間を要する。
２　事後学修　これまでの授業内容を振り返り、定期試験
の準備に取り組む。これには2時間を要する。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 物権法Ⅱ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234金　亮完

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

法学部専門教育科目

テーマ 物権法（民法第2編物権）に規定されている諸制度の運用力の修得

授業の目的及び概要
１　民法は、私たちの日常生活で生じる紛争を解決するための基本的なルールを定めたものであり、第1編総則・第2編物権・第3編債権・第4編親族・第
5編相続の5つの編からなっています。講学上、総則・物権・債権を財産法、親族・相続を家族法（または親族法）と呼んでいます。このうち物権とは、人
が物またはそれの有する交換価値や利用価値を直接支配できる権利を意味します。
２　この授業は、物権法Ⅰで学修した基礎知識を活用して物権法に関わる諸問題について妥当な結論を導く、いわば物権法の運用力の修得を目的とし
ます。具体的には、物権法に関する重要判例と論点を取り上げ、物権法Ⅰで学習した基礎知識がどのように活用されているかを確認するとともに、結論
の妥当性について自ら考えることを通じて、物権法の運用力を修得します。
３　授業に際しては、具体的な事例を多く用いることによって受講生がイメージをつかみやすくするとともに、公務員採用試験や各種の資格試験の受験
にも対応した授業とする予定です。

学修の到達目標
１　物権法に規定されている諸制度の概要、条文の文言及び専門用語の意味、他の制度との関連について理解し、説明することができる。
２　物権法に関わる諸問題について、授業で学修した知識を活用し、妥当な結論を導くことができる。
３　論理的思考及び法律文章の読み方・書き方を理解し、自ら活用することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
「物権法Ⅰ」の履修を推奨する

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
１　定期試験については、授業支援システム（Learning Portal）に出題の意図、解答例、講評を掲載します。
２　授業の内容に関する質問はいつでも受け付け、回答します。よい質問については、質問者本人の承諾を得た上で次回の授業で紹介し、受講生全員
の知識の定着を図ります。
３　各回の授業の最後に行う小テストの解答は、次回の授業の冒頭で解説を行い、受講生の理解を深めるとともに知識の定着を図ります。

アクティブ・ラーニング
の取組み

クリッカー等の理解度把握システムの利用

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

１　授業で使用するレジュメ・資料は、事前に授業支援システム（Learning Portal）に掲載しますので、各自ダウンロードし、予習の上、授業時にお持ちく
ださい。
２　授業時にはノートをとるようにしてください。ノートの取り方は授業時に必要に応じて説明します。
３　物権法の学修に際しては、民法の他の領域や他の法律との関係に加え、物権法と社会との関わり合いにも目を配る必要があります。必要に応じ
て、関連する部分についても授業時に説明します。
４　物権法Ⅰと物権法Ⅱの授業計画が同一の内容となっていますが、Ⅰでは基礎知識を、Ⅱでは基礎知識を踏まえた応用学修を行います。したがっ
て、物権法Ⅰを履修してから物権法Ⅱを履修することが望ましいです。また、物権法Ⅰで配布したレジュメは、物権法Ⅱでも使用します。
５　携帯用の六法は必携です。また、授業中の私語、授業とは無関係なスマホの使用は厳禁です。違反者に対しては退室を命じるなど厳しく対応しま
す。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

500

00500

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

淡路剛久・鎌田薫・原田純孝・生熊長幸『有斐閣Ｓシリーズ　民法Ⅱ物権〔第5版〕』（有斐閣、2022年3月）2,090
円

参考書

潮見佳男・道垣内弘人編『民法判例百選Ⅰ〔第9版〕』（有斐閣、2023年2月）2,420円

978-4-641-15955-6

978-4-641-11562-0

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
１　授業の進め方・成績評価方法
２　物権法Ⅱの受講上の留意点
３　物権法Ⅰの振り返り

１　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面
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第2回 物権変動
１　物権変動における意思主義・形式主義
２　物権変動における公示の原則・公信の原則
３　物権変動の時期
４　177条・178条の「対抗することができない」の意味

１　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面

第3回 不動産物権変動⑴
１　177条の第三者の範囲
２　不動産物権変動の対抗要件：登記をしなければ権利取得を第三者
に対抗することができない不動産物権変動の例①

１　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面

第4回 不動産物権変動⑵
不動産物権変動の対抗要件：登記をしなければ権利取得を第三者に
対抗することができない不動産物権変動の例②

１　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面

第5回 動産物権変動／立木等の物権変動
１　動産物権変動の対抗要件①　引渡し
２　動産物権変動の対抗要件②　登記
３　即時取得制度
４　立木等の物権変動と明認方法

１　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面

第6回 占有権
１　占有権の取得
２　占有権の効果
３　占有権の消滅

１　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面

第7回 所有権⑴
１　所有権の取得原因
２　所有権の効力
３　相隣関係

１　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面

第8回 所有権⑵
１　共有
２　区分所有

１　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面

第9回 用益物権
１　地上権
２　永小作権
３　地役権
４　入会権

１　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面

第10回 典型担保⑴
１　担保物権の特質
２　留置権
３　先取特権
４　質権

１　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面

第11回 典型担保⑵ー抵当権①
１　抵当権の設定
２　抵当権の効力①

１　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面

第12回 典型担保⑶―抵当権②
抵当権の効力②

１　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面

第13回 典型担保⑷―抵当権③
１　抵当権の消滅
２　共同抵当
３　根抵当

１　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面
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第14回 非典型担保
１　仮登記担保
２　譲渡担保
３　所有権留保

１　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面

第15回 第15回　これまでの学習の振り返り
１　第1回から第14回までの学習の振り返り
２　疑問点の質疑応答

１　事前学修　これまでの授業内容を振り返り、理解が不
十分なところや疑問点を整理して授業時に教員に質問す
る。これには2時間を要する。
２　事後学修　これまでの授業内容を振り返り、定期試験
の準備に取り組む。これには2時間を要する。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 物権法Ⅱ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234比嘉　正

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

法学部専門教育科目

テーマ 物権法に関する応用知識の習得

授業の目的及び概要
春学期の「物権法Ⅰ」では、物権法の基礎として、物権法全般に関する物権的請求権、物権変動、そして、物権の中の代表的権利である所有権を一人
の人が持つ場合について学習してきました。これに対し、秋学期の「物権法Ⅱ」では、事例を元にそれらを復習、発展させていきます。

学修の到達目標
「物権法Ⅱ」では、物権法Ⅰで学んだ論点について、事案を通して理解を深めます。事案分析方法および判例の読み方を学び、判例自体への理解を深
めると共に、物権に関するルールを、具体的に説明できるようにします。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
「物権法Ⅰ」の履修を推奨する

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
毎回、前回の復習をレジュメに沿って行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

「物権法Ⅱ」では、物権法Ⅰで学んだ論点について、事例問題を通して理解を深めます。その際、重要判例にも触れて、具体的な事例における判断基
準、判断手法を学びます。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

70０

0００30

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

千葉恵美子ほか編　Law PracticeⅠ総則・物権編（第4版）有斐閣
なお、コンパクトなものでよいので、最新版の六法も必ず手元にご用意ください。

参考書

潮見佳男ほか編「民法判例百選Ⅰ（第8版）」有斐閣

ISBN78-4-7857-2642-3
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 １．物権的請求権　　　　　　　テキスト189～193頁 事前に、テキスト（189～193頁）を読み、事実関係を確認
し、当事者間で法的に何が問題なのかチェックしておく（2
時間程度）。
事後に、レジュメで問題点を確認し、どのように解決が図
られるのか復習する（2時間程度）。

2時間対面

第2回 ２．所有権の移転時期　　　　　　テキスト202～206頁 事前に、テキスト（202～206頁）を読み、事実関係を確認
し、当事者間で法的に何が問題なのかチェックしておく（2
時間程度）。
事後に、レジュメで問題点を確認し、どのように解決が図
られるのか復習する（2時間程度）。

2時間対面

第3回 ３．取消しと登記　　　　　　　テキスト207～212頁 事前に、テキスト（207～212頁）を読み、事実関係を確認
し、当事者間で法的に何が問題なのかチェックしておく（2
時間程度）。
事後に、レジュメで問題点を確認し、どのように解決が図
られるのか復習する（2時間程度）。

2時間対面

第4回 ４．取得時効と登記①　　　　　　テキスト213～218頁 事前に、テキスト（213～218頁）を読み、事実関係を確認
し、当事者間で法的に何が問題なのかチェックしておく（2
時間程度）。
事後に、レジュメで問題点を確認し、どのように解決が図
られるのか復習する（2時間程度）。

2時間対面

第5回 ５．共同相続と登記　テキスト226～232頁 事前に、テキスト（226～232頁）を読み、事実関係を確認
し、当事者間で法的に何が問題なのかチェックしておく（2
時間程度）。
事後に、レジュメで問題点を確認し、どのように解決が図
られるのか復習する（2時間程度）。

2時間対面
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第6回 ６．遺産分割と登記　　　　　　テキスト233～238頁 事前に、テキスト（233～238頁）を読み、事実関係を確認
し、当事者間で法的に何が問題なのかチェックしておく（2
時間程度）。
事後に、レジュメで問題点を確認し、どのように解決が図
られるのか復習する（2時間程度）。

2時間対面

第7回 ７．民法177条の第三者の範囲　テキスト239～245頁 事前に、テキスト（239～245頁）を読み、事実関係を確認
し、当事者間で法的に何が問題なのかチェックしておく（2
時間程度）。
事後に、レジュメで問題点を確認し、どのように解決が図
られるのか復習する（2時間程度）。

2時間対面

第8回 ８．即時取得：192条　　　　　テキスト246～250頁 事前に、テキスト（246～250頁）を読み、事実関係を確認
し、当事者間で法的に何が問題なのかチェックしておく（2
時間程度）。
事後に、レジュメで問題点を確認し、どのように解決が図
られるのか復習する（2時間程度）。

2時間対面

第9回 ９．共有物の登記　　　　　　テキスト264～269頁 事前に、テキスト（264～269頁）を読み、事実関係を確認
し、当事者間で法的に何が問題なのかチェックしておく（2
時間程度）。
事後に、レジュメで問題点を確認し、どのように解決が図
られるのか復習する（2時間程度）。

2時間オンデマンド

第10回 10．占有と相続　　　　　テキスト276～280頁 事前に、テキスト（276～280頁）を読み、事実関係を確認
し、当事者間で法的に何が問題なのかチェックしておく（2
時間程度）。
事後に、レジュメで問題点を確認し、どのように解決が図
られるのか復習する（2時間程度）。

2時間対面

第11回 11．抵当権に基づく賃料債権への物上代位　　　　テキスト302～309頁 事前に、テキスト（302～309頁）を読み、事実関係を確認
し、当事者間で法的に何が問題なのかチェックしておく（2
時間程度）。
事後に、レジュメで問題点を確認し、どのように解決が図
られるのか復習する（2時間程度）。

2時間対面

第12回 12．抵当権の効力の及ぶ範囲　　　　テキスト318～324頁 事前に、テキスト（318～324頁）を読み、事実関係を確認
し、当事者間で法的に何が問題なのかチェックしておく（2
時間程度）。
事後に、レジュメで問題点を確認し、どのように解決が図
られるのか復習する（2時間程度）。

2時間対面

第13回 13．不動産譲渡担保　　　　　テキスト363～368頁 事前に、テキスト（363～368頁）を読み、事実関係を確認
し、当事者間で法的に何が問題なのかチェックしておく（2
時間程度）。
事後に、レジュメで問題点を確認し、どのように解決が図
られるのか復習する（2時間程度）。

2時間対面

第14回 14．所有権留保　　　　　テキスト383～389頁 事前に、テキスト（383～389頁）を読み、事実関係を確認
し、当事者間で法的に何が問題なのかチェックしておく（2
時間程度）。
事後に、レジュメで問題点を確認し、どのように解決が図
られるのか復習する（2時間程度）。

2時間対面

第15回 15．代理受領の第三者効　　　　　テキスト390～396頁 事前に、テキスト（390～396頁）を読み、事実関係を確認
し、当事者間で法的に何が問題なのかチェックしておく（2
時間程度）。
事後に、レジュメで問題点を確認し、どのように解決が図
られるのか復習する（2時間程度）。

2時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 物権法Ⅱ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234石尾　賢二

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

法学部専門教育科目

テーマ 物権法の発展的問題

授業の目的及び概要
民法物権法についての発展的な学習。
物権法の発展的な解釈問題について、判例に基づき学習し、事案に即した解決が図れるようにする。
物権法に関する発展的知識を修得し、各種問題解決能力を身につけることを目的とする。

学修の到達目標
1.物権法に関する判例を読み、理解することができる。
2.物権法に関する発展的な問題を正確に把握し、整理し、理解することができる。
3.具体的な問題について適切に解決する能力を身につける。
4.各種試験に必要な知識を身につける。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
「物権法Ⅰ」の履修を推奨する

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
内容に関する疑問点について、授業中、授業後の質問に対応します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

六法は持参すること。
講義にあたって、教科書、事前に配布するレジュメ、課題判例はよく読んでおくこと。
講義で分からなかったことは、講義中、講義後に質問すること。
物権法Ⅰを受講していることが望ましい。
債権法などの民法財産法分野とも連携して学習することが望ましい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
0

600

003010

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

安永正昭『物権・担保物権法』第4版(有斐閣、2021年)、ISBN 978-4-641-13876-6

参考書

①民法判例百選Ⅰ　総則･物権 第9版，潮見　佳男 、道垣内　弘人，有斐閣，2023年

ISBN 978-4-641-13876-6

①978-4-641-11562-0

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 不動産物権変動問題を個別に見ていく前提として、不動産物権変動問
題全体を復習する。
レポート課題を出しますので、期限までに提出すること(レジュメに記
載)。

教科書の第３章物権変動、第４章不動産物権変動におけ
る公示の箇所、レジュメの当該部分を読んでおくこと。疑
問点は質問などによってすぐに解決し、復習しておくこと。

4時間対面

第2回 取消と登記、解除と登記の判例と学説を学習する。 課題判例と判例百選、教科書の第３章物権変動、第４章
不動産物権変動における公示の箇所、レジュメの当該部
分を読んでおくこと。疑問点は質問などによってすぐに解
決し、復習しておくこと。

4時間対面

第3回 取得時効と登記の判例と学説を学習する。 課題判例と判例百選、教科書の第３章物権変動、第４章
不動産物権変動における公示の箇所、レジュメの当該部
分を読んでおくこと。疑問点は質問などによってすぐに解
決し、復習しておくこと。

4時間対面

第4回 相続と登記の判例と学説を学習する。 課題判例と判例百選、教科書の第３章物権変動、第４章
不動産物権変動における公示の箇所、レジュメの当該部
分を読んでおくこと。疑問点は質問などによってすぐに解
決し、復習しておくこと。

4時間対面

第5回 第三者の範囲についての判例と学説を学習する。特に転得者の問題を
学習する。

課題判例と判例百選、教科書の第３章物権変動、第４章
不動産物権変動における公示の箇所、レジュメの当該部
分を読んでおくこと。疑問点は質問などによってすぐに解
決し、復習しておくこと。

4時間対面
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第6回 動産即時取得についての判例と学説を学習する。 課題判例と判例百選、教科書第５章動産物権変動におけ
る公示、レジュメの当該部分を読んでおくこと。疑問点は
質問などによってすぐに解決し、復習しておくこと。

4時間対面

第7回 共有者の権利主張に関する判例と学説を学習する。 課題判例と判例百選、教科書第８章所有権、レジュメの当
該部分を読んでおくこと。疑問点は質問などによってすぐ
に解決し、復習しておくこと。

4時間対面

第8回 共同所有形態の相違に関する判例と学説を学習する。 課題判例と判例百選、教科書第８章所有権、レジュメの当
該部分を読んでおくこと。疑問点は質問などによってすぐ
に解決し、復習しておくこと。

4時間オンデマンド

第9回 抵当権と物上代位についての判例と学説を学習する。 課題判例と判例百選、教科書第12章抵当権、レジュメの
当該部分を読んでおくこと。疑問点は質問などによってす
ぐに解決し、復習しておくこと。

4時間対面

第10回 法定地上権についての判例と学説を学習する。 課題判例と判例百選、教科書第12章抵当権、レジュメの
当該部分を読んでおくこと。疑問点は質問などによってす
ぐに解決し、復習しておくこと。

4時間対面

第11回 抵当権に関する問題点をまとめて検討する。 課題判例と判例百選、教科書第12章抵当権、レジュメの
当該部分を読んでおくこと。疑問点は質問などによってす
ぐに解決し、復習しておくこと。

4時間対面

第12回 不動産譲渡担保についての判例と学説を学習する。 課題判例と判例百選、教科書第14章譲渡担保、レジュメ
の当該部分を読んでおくこと。疑問点は質問などによって
すぐに解決し、復習しておくこと。

4時間対面

第13回 集合動産譲渡担保についての判例と学説を学習する。 課題判例と判例百選、教科書第14章譲渡担保、レジュメ
の当該部分を読んでおくこと。疑問点は質問などによって
すぐに解決し、復習しておくこと。

4時間対面

第14回 集合債権譲渡担保についての判例と学説を学習する。 課題判例と判例百選、教科書第14章譲渡担保、レジュメ
の当該部分を読んでおくこと。疑問点は質問などによって
すぐに解決し、復習しておくこと。

4時間対面

第15回 担保物権におけるその他の問題を概観する。 課題判例と判例百選、教科書担保物件の箇所、レジュメ
の当該部分を読んでおくこと。疑問点は質問などによって
すぐに解決し、復習しておくこと。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 債権総論Ⅰ＜債権法概論＞ 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234比嘉　正

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

法学部専門教育科目

テーマ 債権総論に関する基礎知識の習得。

授業の目的及び概要
平成32年4月1日施行の改正民法第三編「債権」の第一章「総則」を主な対象とし、実際の紛争解決を念頭に置きながら、判例等の事例の検討を中心に
講義を行い、基本的な法規範の体系的理解等の基礎力を養成する。

学修の到達目標
債権総論分野の基本的な法規範（条文・基本判例）を体系的に理解し、これらを典型的な紛争事例に適用し、適切な解決ができるようになることを目標
とする。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
各範囲の基本判例の理解度チェックテスト問題と解説を用意するので、各自で確認してください。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

平成32年4月1日から改正民法が施行されました。特に債権法部分の改正がほとんどなので、参考書等も新民法に対応しているものを利用すること。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

700

０００30

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

大村敦志著「新基本民法４債権編」有斐閣

参考書

窪田充見ほか編「民法判例百選Ⅱ（第8版）」有斐閣

ISBN978-4-641-13752-3
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 UNIT１　契約債権とその実現ー債権総則をどう理解するか？　　テキス
ト1～22頁
UNIT２　債務内容の確定ー債権の内容はいかに決まるか？　　　テキ
スト23～39頁

予習：テキストの目次を概観し、1～39頁を読んでおくこと。
復習：授業で配布したレジュメで復習すること。

2時間対面

第2回 UNIT３　弁済の過程ー弁済の過程で問題になるのは何か？　　　テキ
スト41～57頁

予習：テキストの41～57頁を読んでおくこと。
復習：授業で配布したレジュメで復習すること。

2時間対面

第3回 UNIT4　弁済の当事者ー誰が弁済できるか、誰が受領できるか？　　　
テキスト58～68頁

予習：テキストの58～68頁を読んでおくこと。
復習：授業で配布したレジュメで復習すること。

2時間対面

第4回 UNIT４　弁済の当事者ー誰が弁済できるか、誰が受領できるか？　　　
テキスト68～74頁

予習：テキストの68～74頁を読んでおくこと。
復習：授業で配布したレジュメで復習すること。

2時間対面

第5回 UNIT５　強制履行ー債務は常に強制できるか？　　　テキスト75～86頁 予習：テキストの75～86頁を読んでおくこと。
復習：授業で配布したレジュメで復習すること。

2時間対面

第6回 UNIT６　損害賠償ーいかなる場合に賠償を求められるか？　　　テキス
ト87～97頁

予習：テキストの87～97頁を読んでおくこと。
復習：授業で配布したレジュメで復習すること。

2時間対面

第7回 UNIT７　損害賠償ーどこまでの損害を賠償すべきか？　　　テキスト98
～123頁

予習：テキストの98～123頁を読んでおくこと。
復習：授業で配布したレジュメで復習すること。

2時間対面

第8回 中間テスト 予習：テキストの既習範囲をレジュメでチェックしておくこ
と。
復習：解説をよく読んで理解すること。

2時間対面

第9回 UNIT8　相殺ー相殺の担保的機能とは何か？　　　テキスト125～140頁 予習：テキストの125～140頁を読んでおくこと。
復習：授業で配布したレジュメで復習すること。

2時間対面

第10回 UNIT9　債権者代位権ーなぜ債権を代位行使できるのか？　　　テキス
ト141～155頁

予習：テキストの141～155頁を読んでおくこと。
復習：授業で配布したレジュメで復習すること。

2時間オンデマンド
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第11回 UNIT10　詐害行為取消権ー取消権が行使されるとどうなるか？　　　テ
キスト156～172頁

予習：テキストの156～172頁を読んでおくこと。
復習：授業で配布したレジュメで復習すること。

2時間対面

第12回 UNIT11　債権譲渡ーなぜ債権を譲渡できるのか？　　　テキスト173～
184頁

予習：テキストの173～184頁を読んでおくこと。
復習：授業で配布したレジュメで復習すること。

2時間対面

第13回 UNIT11　債権譲渡ーなぜ債権を譲渡できるのか？　　　テキスト185～
194頁

予習：テキストの185～194頁を読んでおくこと。
復習：授業で配布したレジュメで復習すること。

2時間対面

第14回 UNIT12　更改と債務引受ー債権譲渡とどこが違くか？　　　テキスト195
～210頁

予習：テキストの195～210頁を読んでおくこと。
復習：授業で配布したレジュメで復習すること。

2時間対面

第15回 UNIT13　歴史と法ー制度はどのように変化するか？　　　テキスト211～
217頁

予習：テキストの211～217頁を読んでおくこと。
復習：授業で配布したレジュメで復習すること。

2時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 債権総論Ⅰ＜債権法概論＞ 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234平田　健治

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

法学部専門教育科目

テーマ 債権総論に関する基礎知識を習得する。

授業の目的及び概要
 　「債権総論Ⅰ」は、民法の中で、債権を中心に勉強する授業です。所有権などの物権が物に対する権利であったのに対し、債権は人に対する権利で
あり、たとえば、売買契約の売主が買主に対して売買代金の支払いを請求することのできる代金債権のように、他の特定の人（債務者）に一定の行為
を請求することのできる権利です。
　「債権総論Ⅰ」の授業では、債権法の内容のうち、債権全般の共通制度や一般理論を学習しますが、具体的には、（１）債権とはなにか、（２）債権の目
的、（３）債務不履行、（4）多数当事者の債権および債務、（5）保証、（6）債権譲渡・債務引受、（7）債権の消滅について講義していくことになります。やや
応用的・発展的な内容や制度（例えば、債権者代位権、詐害行為取消権）は債権総論Ⅱに譲られます。

学修の到達目標
債権法のうち、債権総論の部分は、私たちがこの社会で行う取引によって発生する権利・義務関係（債権・債務関係）について、その基本的ルールを定
める部分であり、金融取引など、現実社会の経済活動から生じる法律関係を理解するためには、必須の科目です。
みなさんは、この講義を受講することによって、今後、社会で様々な仕事をする際に必要な債権法の基礎を習得できると思います。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
小テストや定期試験は、解説、講評を、ポータルに掲載します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

紙の条文集必携。
「予習」とは、テキストとレジュメを、条文集で条文を確認したり、法律用語辞典でわからない用語を調べたりしながら、ゆっくり読んで、わからない箇所に
印を付けて、頭を授業のために準備しておくことです。そのための所要時間は個々の学力に応じて個人差があります（シラバスが推奨する予習「2時間」
は90分のことです）。「わからない」という前に、予習を励行しましょう。
２０２０年４月から､債権法改正が施行されました。この点を意識して、受講してください。
本科目で、債権総論の大部分の知識は得られますが、全体ではありません。債権総論Ⅱまで受講して、全体像がはじめて得られることに注意してくださ
い。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0850

00510

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

民法4　債権総論（有斐閣ストゥディア），山本監修・栗田ほか著，有斐閣，2018年

参考書

①プラクティス民法　債権総論［第5版補訂］，潮見佳男，信山社，2020年
②新債権総論Ⅰ，潮見佳男，信山社，2017年
③新債権総論Ⅱ，潮見佳男，信山社，2017年
④債権総論　第四版，中田裕康，岩波書店，2020年

978-4-641-15057-7

①978-4-7972-2795-6
②978-4-7972-8022-7
③978-4-7972-8023-4
④978-4-00-061423-8

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 第１章　債権の意義、債権の種類(種類債権) レジュメと、テキストの関連ページ(XV-15,18-23)を事前に
読んでおくこと（2時間程度）。
授業後に、テキストとレジュメを見直し、復習しておくこと（2
時間程度）。

4時間対面

第2回 第２章　弁済１(第三者弁済、受領権者としての外観を有する者への弁
済)

レジュメと、テキストの関連ページ(238-247,254-260)を事
前に読んでおくこと（２時間程度）。
授業後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（２時間程
度）。

4時間対面

第3回 第３章　弁済２(弁済の時期、場所、特定物債権、利息債権、代物弁済) レジュメと、テキストの関連ページ(263-265,15-18,23-34)
を事前に読んでおくこと（２時間程度）。
授業後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（２時間程
度）。

4時間対面

第4回 第４章　弁済３(弁済の提供、受領遅滞、供託、その他の債権消滅原因) レジュメと、テキストの関連ページ(288-300,265-268)を事
前に読んでおくこと（２時間程度）。
授業後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（２時間程
度）。

4時間対面
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第5回 第５章　債務不履行1(債権の効力、履行の強制) レジュメと、テキストの関連ページ(47-61)を事前に読んで
おくこと（２時間程度）。
授業後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（２時間程
度）。

4時間対面

第6回 第６章　これまでの回の復習ならびに債務不履行2（損害賠償の要件
１(不履行の類型、義務の拡大、主観的要件［帰責事由］)

レジュメと、テキストの関連ページ(62-78)を事前に読んで
おくこと（２時間程度）。
授業後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（２時間程
度）。

4時間オンデマンド

第7回 第７章　債務不履行3（損害賠償の要件２と効果(賠償の範囲、債権侵
害)

レジュメと、テキストの関連ページ(79-101)を事前に読んで
おくこと（２時間程度）。
授業後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（２時間程
度）。

4時間対面

第8回 第８章　債権譲渡１(方法、機能、特約) レジュメと、テキストの関連ページ(200-203,217-220)を事
前に読んでおくこと（２時間程度）。
授業後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（２時間程
度）。

4時間対面

第9回 第９章　債権譲渡２(第三者対抗要件の基本) レジュメと、テキストの関連ページ(208-212)を事前に読ん
でおくこと（２時間程度）。
授業後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（２時間程
度）。

4時間対面

第10回 第１０章　債権譲渡３(債務者対抗要件、債務引受) レジュメと、テキストの関連ページ(204-207,227-236)を事
前に読んでおくこと（２時間程度）。
授業後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（２時間程
度）。

4時間対面

第11回 第１１章　相殺１(要件効果概説) レジュメと、テキストの関連ページ(270-281)を事前に読ん
でおくこと（２時間程度）。
授業後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（２時間程
度）。

4時間対面

第12回 第１２章　相殺２(相殺の認められる限界) レジュメと、テキストの関連ページ(282-287)を事前に読ん
でおくこと（２時間程度）。
授業後に、 レジュメを見直し、復習しておくこと（２時間程
度）。

4時間対面

第13回 第１３章　保証１（要件） レジュメと、テキストの関連ページ(176-183)を事前に読ん
でおくこと（２時間程度）。
授業後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（２時間程
度）。

4時間対面

第14回 第１４章　保証２（効果） レジュメと、テキストの関連ページ(183-193)を事前に読ん
でおくこと（２時間程度）。
授業後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（２時間程
度）。

4時間対面

第15回 第１５章　連帯債務ほか レジュメと、テキストの関連ページ(154-175)を事前に読ん
でおくこと（２時間程度）。
授業後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（２時間程
度）。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 債権総論Ⅰ＜債権法概論＞ 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234平田　健治

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

法学部専門教育科目

テーマ 債権総論に関する基礎知識を習得する。

授業の目的及び概要
 　「債権総論Ⅰ」は、民法の中で、債権を中心に勉強する授業です。所有権などの物権が物に対する権利であったのに対し、債権は人に対する権利で
あり、たとえば、売買契約の売主が買主に対して売買代金の支払いを請求することのできる代金債権のように、他の特定の人（債務者）に一定の行為
を請求することのできる権利です。
　「債権総論Ⅰ」の授業では、債権法の内容のうち、債権全般の共通制度や一般理論を学習しますが、具体的には、（１）債権とはなにか、（２）債権の目
的、（３）債務不履行、（4）多数当事者の債権および債務、（5）保証、（6）債権譲渡・債務引受、（7）債権の消滅について講義していくことになります。やや
応用的・発展的な内容や制度（例えば、債権者代位権、詐害行為取消権）は債権総論Ⅱに譲られます。

学修の到達目標
債権法のうち、債権総論の部分は、私たちがこの社会で行う取引によって発生する権利・義務関係（債権・債務関係）について、その基本的ルールを定
める部分であり、金融取引など、現実社会の経済活動から生じる法律関係を理解するためには、必須の科目です。
みなさんは、この講義を受講することによって、今後、社会で様々な仕事をする際に必要な債権法の基礎を習得できると思います。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
小テストや定期試験は、解説、講評を、ポータルに掲載します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

紙の条文集必携。
「予習」とは、テキストとレジュメを、条文集で条文を確認したり、法律用語辞典でわからない用語を調べたりしながら、ゆっくり読んで、わからない箇所に
印を付けて、頭を授業のために準備しておくことです。そのための所要時間は個々の学力に応じて個人差があります（シラバスが推奨する予習「2時間」
は90分のことです）。「わからない」という前に、予習を励行しましょう。
２０２０年４月から､債権法改正が施行されました。この点を意識して、受講してください。
本科目で、債権総論の大部分の知識は得られますが、全体ではありません。債権総論Ⅱまで受講して、全体像がはじめて得られることに注意してくださ
い。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0850

00510

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

民法4　債権総論（有斐閣ストゥディア），山本監修・栗田ほか著，有斐閣，2018年

参考書

①プラクティス民法　債権総論［第5版補訂］，潮見佳男，信山社，2020年
②新債権総論Ⅰ，潮見佳男，信山社，2017年
③新債権総論Ⅱ，潮見佳男，信山社，2017年
④債権総論　第四版，中田裕康，岩波書店，2020年

978-4-641-15057-7

①978-4-7972-2795-6
②978-4-7972-8022-7
③978-4-7972-8023-4
④978-4-00-061423-8

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 第１章　債権の意義、債権の種類(種類債権) レジュメと、テキストの関連ページ(XV-15,18-23)を事前に
読んでおくこと（2時間程度）。
授業後に、テキストとレジュメを見直し、復習しておくこと（2
時間程度）。

4時間対面

第2回 第２章　弁済１(第三者弁済、受領権者としての外観を有する者への弁
済)

レジュメと、テキストの関連ページ(238-247,254-260)を事
前に読んでおくこと（２時間程度）。
授業後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（２時間程
度）。

4時間対面

第3回 第３章　弁済２(弁済の時期、場所、特定物債権、利息債権、代物弁済) レジュメと、テキストの関連ページ(263-265,15-18,23-34)
を事前に読んでおくこと（２時間程度）。
授業後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（２時間程
度）。

4時間対面

第4回 第４章　弁済３(弁済の提供、受領遅滞、供託、その他の債権消滅原因) レジュメと、テキストの関連ページ(288-300,265-268)を事
前に読んでおくこと（２時間程度）。
授業後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（２時間程
度）。

4時間対面

－198－



第5回 第５章　債務不履行1(債権の効力、履行の強制) レジュメと、テキストの関連ページ(47-61)を事前に読んで
おくこと（２時間程度）。
授業後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（２時間程
度）。

4時間対面

第6回 第６章　これまでの回の復習ならびに債務不履行2（損害賠償の要件
１(不履行の類型、義務の拡大、主観的要件［帰責事由］)

レジュメと、テキストの関連ページ(62-78)を事前に読んで
おくこと（２時間程度）。
授業後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（２時間程
度）。

4時間オンデマンド

第7回 第７章　債務不履行3（損害賠償の要件２と効果(賠償の範囲、債権侵
害)

レジュメと、テキストの関連ページ(79-101)を事前に読んで
おくこと（２時間程度）。
授業後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（２時間程
度）。

4時間対面

第8回 第８章　債権譲渡１(方法、機能、特約) レジュメと、テキストの関連ページ(200-203,217-220)を事
前に読んでおくこと（２時間程度）。
授業後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（２時間程
度）。

4時間対面

第9回 第９章　債権譲渡２(第三者対抗要件の基本) レジュメと、テキストの関連ページ(208-212)を事前に読ん
でおくこと（２時間程度）。
授業後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（２時間程
度）。

4時間対面

第10回 第１０章　債権譲渡３(債務者対抗要件、債務引受) レジュメと、テキストの関連ページ(204-207,227-236)を事
前に読んでおくこと（２時間程度）。
授業後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（２時間程
度）。

4時間対面

第11回 第１１章　相殺１(要件効果概説) レジュメと、テキストの関連ページ(270-281)を事前に読ん
でおくこと（２時間程度）。
授業後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（２時間程
度）。

4時間対面

第12回 第１２章　相殺２(相殺の認められる限界) レジュメと、テキストの関連ページ(282-287)を事前に読ん
でおくこと（２時間程度）。
授業後に、 レジュメを見直し、復習しておくこと（２時間程
度）。

4時間対面

第13回 第１３章　保証１（要件） レジュメと、テキストの関連ページ(176-183)を事前に読ん
でおくこと（２時間程度）。
授業後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（２時間程
度）。

4時間対面

第14回 第１４章　保証２（効果） レジュメと、テキストの関連ページ(183-193)を事前に読ん
でおくこと（２時間程度）。
授業後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（２時間程
度）。

4時間対面

第15回 第１５章　連帯債務ほか レジュメと、テキストの関連ページ(154-175)を事前に読ん
でおくこと（２時間程度）。
授業後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（２時間程
度）。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 債権総論Ⅰ＜債権法概論＞ 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234金　亮完

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

法学部専門教育科目

テーマ 債権総論（民法第3編債権第1章総則）に規定されている諸制度の基礎知識の修得

授業の目的及び概要
１　民法は、私たちの日常生活で生じる紛争を解決するための基本的なルールを定めたものであり、第1編総則・第2編物権・第3編債権・第4編親族・第
5編相続の5つの編からなっています。講学上、総則・物権・債権を財産法、親族・相続を家族法（または親族法）と呼んでいます。このうち債権とは、人
（債権者）が人（債務者）に対して一定の行為をすること、またはしないことを請求できる権利を意味します。そして、講学上、債権は債権総論と債権各論
とに分類されています。
２　この授業は、「債権総論」と呼ばれている「第3編債権・第1章総則」に規定されている諸制度の基礎知識の修得を目的とします。債権総論には、第3
編債権の第2章契約・第3章事務管理・第4章不当利得・第5章不法行為（これらは債権の発生原因を定めたもので、「債権各論」と呼ばれています。）に
共通して適用される規定が体系的にまとめられています。具体的には、発生した債権の効力、多数当事者の債権債務関係、債権譲渡・債務引受、債権
の消滅という、いわば債権の一生が債権総論に規定されています。もっとも、債権総論の規定が一般的・抽象的であるため、初学者にとっては理解が
難しい部分があります。
３　授業に際しては、具体的な事例を多く用いることによって受講生がイメージをつかみやすくするとともに、公務員採用試験や各種の資格試験の受験
にも対応した内容とする予定です。

学修の到達目標
１　債権総論に規定されている諸制度の概要、条文の文言及び専門用語の意味、他の制度との関連について理解し、説明することができる。
２　債権総論に関わる諸問題について、授業で学修した知識を活用し、妥当な結論を導くことができる。
３　論理的思考及び法律文章の読み方・書き方を理解し、自ら活用することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
１　定期試験については、授業支援システム（Learning Portal）に出題の意図、解答例、講評を掲載します。
２　授業の内容に関する質問はいつでも受け付け、回答します。よい質問については、質問者本人の承諾を得たうえで、次回の授業で紹介し、受講生
全員の知識の定着を図ります。
３　各回の授業の最後に行う小テストの解答は、次回の授業の冒頭で解説を行い、受講生の理解を深めるとともに知識の定着を図ります。

アクティブ・ラーニング
の取組み

クリッカー等の理解度把握システムの利用

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

１　授業で使用するレジュメ・資料は、事前に授業支援システム（Learning Portal）に掲載しますので、各自ダウンロードし、予習の上、授業時にお持ちく
ださい。
２　授業時にはノートをとるようにしてください。ノートの取り方は授業時に必要に応じて説明します。
３　債権総論の学修に際しては、債権総論の諸制度が社会でどのような役割を果たしているかを理解しておかないと、妥当な結論を導くことができない
場合があります。また、同時履行の抗弁権や危険負担、契約不適合責任など債権各論で学習する内容の理解が必要な場合もあります。必要に応じ
て、関連する部分についても授業時に説明します。
４　債権総論Ⅰと債権総論Ⅱの授業計画が同一の内容となっていますが、Ⅰでは基礎知識を、Ⅱでは基礎知識を踏まえた応用学修を行います。した
がって、債権総論Ⅰを履修してから債権総論Ⅱを履修することが望ましいです。また、債権総論Ⅰで配布したレジュメ・資料は、債権総論Ⅱでも使用しま
す。
５　携帯用の六法は必携です。また、授業中の私語、授業とは無関係なスマホの使用は厳禁です。違反者に対しては退室を命じるなど厳しく対応しま
す。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

500

00500

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

野村豊弘・栗田哲男・池田真朗・永田眞三郎・野澤正充『有斐閣Ｓシリーズ　民法Ⅲ債権総論〔第5版〕』（有斐
閣、2023年）2,090円：2023年4月に発売予定です。

参考書

窪田充見・森田宏樹編『民法判例百選Ⅱ〔第9版〕』（有斐閣、2023年2月）2,420円

978-4-641-15950-1

978-4-641-11563-7

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス／序論
１　授業の進め方・成績評価方法
２　民法における債権法及び債権総論の位置づけと特徴
３　債権総論の受講上の留意点
４　債権と物権の違い

１　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面
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第2回 債権の目的
１　特定物債権の意味・効果
２　種類債権・制限種類債権の意味・効果
３　金銭債権の特殊性
４　選択債権

１　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面

第3回 債権の効力ー債務者が契約を守らないときに債権者にできること⑴
１　債権の効力：債務・責任の意味
２　債務不履行の種類

１　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面

第4回 債権の効力ー債務者が契約を守らないときに債権者にできること⑵
１　履行の強制
２　損害賠償
３　契約の解除
４　債権者が契約を守らない？　受領遅滞の法的性質と効果

１　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面

第5回 責任財産の保全ー債権を回収するための債権者の防衛策⑴
債権者代位権①

１　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面

第6回 責任財産の保全ー債権を回収するための債権者の防衛策⑵
債権者代位権②

１　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面

第7回 責任財産の保全ー債権を回収するための債権者の防衛策⑶
詐害行為取消権①

１　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面

第8回 責任財産の保全ー債権を回収するための債権者の防衛策⑷
詐害行為取消権②

１　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面

第9回 債権の消滅⑴
１　弁済
２　代物弁済
３　供託

１　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面

第10回 債権の消滅⑵
１　相殺
２　その他の債権の消滅原因：更改・免除・混同

１　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面

第11回 多数当事者の債権債務関係⑴ー食事会の割り勘
１　分割（可分）債権・分割（可分）債務
２　不可分債権・不可分債務
３　連帯債権・連帯債務

１　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面

第12回 多数当事者の債権債務関係⑵―保証人と連帯保証人の違い
１　保証債務
２　連帯保証債務

１　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面

第13回 債権譲渡／債務引受／契約上の地位の移転
１　債権譲渡
２　債務引受
３　契約上の地位の移転

１　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面
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第14回 有価証券
１　有価証券の種類
２　有価証券の権利行使方法

１　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面

第15回 第15回　これまでの学習の振り返り
１　第1回から第14回までの学習の振り返り
２　疑問点の質疑応答

１　事前学修　これまでの授業内容を振り返り、理解が不
十分なところや疑問点を整理して授業時に教員に質問す
る。これには2時間を要する。
２　事後学修　これまでの授業内容を振り返り、定期試験
の準備に取り組む。これには2時間を要する。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 債権総論Ⅰ＜債権法概論＞ 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234坂上　文一

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

法学部専門教育科目

テーマ 債権総論に関する基礎知識を学ぶ。

授業の目的及び概要
 授業の目的は、民法のうち、債権法全般の領域における共通制度や基本的な事柄の意味内容について正しく理解し、基礎的な知識を身につけること
にある。
まず、債権の種類、目的を説明した上で、債権全般に共通する事項（債務不履行、債務消滅原因（弁済・相殺など）、債権譲渡・債務引受、多数当事者
の債権・債務関係、保証、債権者代位権、債権者取消権など）につき、基本的な事柄の意味内容について、事例を取り上げながら正しく理解できるよう、
説明する講義を行う。

学修の到達目標
債権全般における基本的なルール（制度）を正しく理解し、条文に則して説明できる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
対面授業の冒頭で、前回の授業内容の復習ポイントを確認する。
小テスト及び定期試験の出題趣旨、解説、講評等について、ポータル等に掲載するなどの方法により開示する。

アクティブ・ラーニング
の取組み

本科目の担当教員は、1992年に司法試験（旧司法試験）に合格した後、1995年から2022年まで27年間、裁判所において裁判官の仕事に従事し、建築、
労働、医療過誤などの民事訴訟事件を中心に多くの裁判（執行、保全、破産事件を含む。）を担当してきた。本科目では、これらの実務経験を活かした
授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

２０２０年４月から､債権法改正が施行されました。
民事事件を担当していた裁判官の立場から、その改正経過で見聞きした議論の内容も織り交ぜながら、出来る限り、具体例を示して、債権全般におけ
る基本的なルール（制度）を説明していきます。
対面授業出席の際には、必ず六法を持参し、該当条文の文言を確認しながら、基礎知識の習得に努めてください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0700

002010

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

民法4　債権総論（有斐閣ストゥディア），山本敬三監修，有斐閣，2018年

参考書

授業中において、適宜、紹介、説明する予定である。

9784641150577

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 CHAPTER　１　債権の意義、債権総論の意義
CHAPTER　２　債権の目的

【予習】テキスト（１頁から３５頁まで）を読み、引用されてい
る条文内容を六法で確認する。
【復習】上記テキストと授業で配布されたレジュメを参照
し、授業内容を再度、確認し、理解に努める。

3時間対面

第2回 CHAPTER１３　弁済ー債権の消滅① 【予習】テキスト（２３７頁から２６８頁まで）を読み、引用さ
れている条文内容を六法で確認する。
【復習】上記テキストと授業で配布されたレジュメを参照
し、授業内容を再度、確認し、理解に努める。

4時間対面

第3回 CHAPTER１４　弁済以外の債務消滅原因（相殺など） 【予習】テキスト（２６９頁から３００頁まで）を読み、引用さ
れている条文内容を六法で確認する。
【復習】上記テキストと授業で配布されたレジュメを参照
し、授業内容を再度、確認し、理解に努める。

4時間対面

第4回 CHAPTER　３　債務不履行総論ー債務不履行① 【予習】テキスト（３６頁から４６頁まで）を読み、引用されて
いる条文内容を六法で確認する。
【復習】上記テキストと授業で配布されたレジュメを参照
し、授業内容を再度、確認し、理解に努める。

4時間対面

第5回 CHAPTER　４　履行請求権・履行の強制ー債務不履行② 【予習】テキスト（４７頁から６１頁まで）を読み、引用されて
いる条文内容を六法で確認する。
【復習】上記テキストと授業で配布されたレジュメを参照
し、授業内容を再度、確認し、理解に努める。

4時間対面
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第6回 CHAPTER　５　債務不履行による損害賠償の要件ー債務不履行③ 【予習】テキスト（６２頁から７８頁まで）を読み、引用されて
いる条文内容を六法で確認する。
【復習】上記テキストと授業で配布されたレジュメを参照
し、授業内容を再度、確認し、理解に努める。

4時間対面

第7回 CHAPTER　６　債務不履行の効果としての損害賠償ー債務不履行④
最後に小テスト問題を配布する。

【予習】テキスト（７９頁から１０１頁まで）を読み、引用され
ている条文内容を六法で確認する。
【復習】上記テキストと授業で配布されたレジュメを参照
し、授業内容を再度、確認し、理解に努める。配布された
小テスト問題に取り組む。

4.5時間対面

第8回 第１回から第７回までの対面授業のまとめ・復習 【予習】第１回から第７回までの対面授業内容を見直し、
理解できていない部分がないか確認しておく。
【復習】オンデマンド動画を視聴した上、その中で復習の
ポイントとして示唆された内容を中心に、再度確認し、理
解に努める。

4時間オンデマンド

第9回 CHAPTER１１　債権譲渡の要件ー債権譲渡・債務引受① 【予習】テキスト（２００頁から２１５頁まで）を読み、引用さ
れている条文内容を六法で確認する。
【復習】上記テキストと授業で配布されたレジュメを参照
し、授業内容を再度、確認し、理解に努める。

4時間対面

第10回 CHAPTER１２　債権譲渡の効果・債権の譲渡性・債務引受ー債権譲
渡・債務引受②
冒頭、小テスト結果を返却し、その解説、講評を行う。

【予習】テキスト（２１６頁から２３６頁まで）を読み、引用さ
れている条文内容を六法で確認する。
【復習】上記テキストと授業で配布されたレジュメを参照
し、授業内容を再度、確認し、理解に努める。返却を受け
た小テスト内容について、再度、知識を確認する。

4.5時間対面

第11回 CHAPTER　９　多数当事者の債権および債務 【予習】テキスト（１５４頁から１７５頁まで）を読み、引用さ
れている条文内容を六法で確認する。
【復習】上記テキストと授業で配布されたレジュメを参照
し、授業内容を再度、確認し、理解に努める。

4時間対面

第12回 CHAPTER１０　保証 【予習】テキスト（１７６頁から１９９頁まで）を読み、引用さ
れている条文内容を六法で確認する。
【復習】上記テキストと授業で配布されたレジュメを参照
し、授業内容を再度、確認し、理解に努める。

4時間対面

第13回 CHAPTER　７　債権者代位権ー責任財産の保全① 【予習】テキスト（１０２頁から１２２頁まで）を読み、引用さ
れている条文内容を六法で確認する。
【復習】上記テキストと授業で配布されたレジュメを参照
し、授業内容を再度、確認し、理解に努める。

4時間対面

第14回 CHAPTER　８　詐害行為取消権ー責任財産の保全② 【予習】テキスト（１２３頁から１５３頁まで）を読み、引用さ
れている条文内容を六法で確認する。
【復習】上記テキストと授業で配布されたレジュメを参照
し、授業内容を再度、確認し、理解に努める。

4時間対面

第15回 まとめ・総復習 【予習】テキストやこれまでの授業で配布されたレジュメを
読み直し、理解できていない部分がないか確認しておく。
【復習】授業の中で総復習のポイントとして示唆された内
容を中心に、再度確認し、定期試験に向けて、理解に努
める。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 債権総論Ⅱ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234金　亮完

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

法学部専門教育科目

テーマ 債権総論（民法第3編債権第1章総則）に規定されている諸制度の運用力の修得

授業の目的及び概要
１　民法は、私たちの日常生活で生じる紛争を解決するための基本的なルールを定めたものであり、第1編総則・第2編物権・第3編債権・第4編親族・第
5編相続の5つの編からなっています。講学上、総則・物権・債権を財産法、親族・相続を家族法（または親族法）と呼んでいます。このうち債権とは、人
（債権者）が人（債務者）に対して一定の行為をすること、またはしないことを請求できる権利を意味します。そして、講学上、債権は債権総論と債権各論
とに分類されています。
２　この授業は、債権総論Ⅰで学修した基礎知識を活用して債権総論に関わる諸問題について妥当な結論を導く、いわば債権総論の運用力の修得を
目的とします。具体的には、債権総論に関する重要判例と論点を取り上げ、債権総論Ⅰで学習した基礎知識がどのように活用されているかを確認する
とともに、結論の妥当性について自ら考えることを通じて、債権総論の運用力を修得します。
３　授業に際しては、実際の事例を多く用いることによって受講生がイメージをつかみやすくするとともに、公務員採用試験や各種の資格試験の受験に
も対応した内容とする予定です。

学修の到達目標
１　債権総論に規定されている諸制度の概要、条文の文言及び専門用語の意味、他の制度との関連について理解し、説明することができる。
２　債権総論に関わる諸問題について、授業で学修した知識を活用し、妥当な結論を導くことができる。
３　論理的思考及び法律文章の読み方・書き方を理解し、自ら活用することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
「債権総論Ⅰ」の履修を推奨する

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
１　定期試験については、授業支援システム（Learning Portal）に出題の意図、解答例、講評を掲載します。
２　授業の内容に関する質問はいつでも受け付け、回答します。よい質問については、質問者本人の承諾を得たうえで、次回の授業で紹介し、知識の
定着を図ります。
３　各回の授業の最後に行う小テストの解答は、次回の授業の冒頭で解説を行い、受講生の理解を深めるとともに知識の定着を図ります。

アクティブ・ラーニング
の取組み

クリッカー等の理解度把握システムの利用

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

１　授業で使用するレジュメ・資料は、事前に授業支援システム（Learning Portal）に掲載しますので、各自ダウンロードし、予習の上、授業時にお持ちく
ださい。
２　授業時にはノートをとるようにしてください。ノートの取り方は授業時に必要に応じて説明します。
３　債権総論の学修に際しては、債権総論の諸制度が社会でどのような役割を果たしているかを理解しておかないと、妥当な結論を導くことができない
場合があります。また、同時履行の抗弁権や危険負担、契約不適合責任など債権各論で学習する内容の理解が必要となる場合もあります。必要に応
じて、関連する部分についても授業時に説明します。
４　債権総論Ⅰと債権総論Ⅱの授業計画が同一の内容となっていますが、Ⅰでは基礎知識を、Ⅱでは基礎知識を踏まえた応用学修を行います。した
がって、債権総論Ⅰを履修してから債権総論Ⅱを履修することが望ましいです。また、債権総論Ⅰで配布したレジュメ・資料は、債権総論Ⅱでも使用しま
す。
５　携帯用の六法は必携です。また、授業中の私語、授業とは無関係なスマホの使用は厳禁です。違反者に対しては退室を命じるなど厳しく対応しま
す。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

500

00500

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

野村豊弘・栗田哲男・池田真朗・永田眞三郎・野澤正充『有斐閣Ｓシリーズ　民法Ⅲ債権総論〔第5版〕』（有斐
閣、2023年）2,090円：2023年4月に発売予定です。

参考書

窪田充見・森田宏樹編『民法判例百選Ⅱ〔第9版〕』（有斐閣、2023年2月）2,420円

978-4-641-15957-0

978-4-641-11563-7

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
１　授業の進め方・成績評価方法
２　債権総論Ⅱの受講上の留意点
３　債権総論Ⅰの振り返り

１　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面
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第2回 債権の目的
１　特定物債権の意味・効果
２　種類債権・制限種類債権の意味・効果
３　金銭債権
４　選択債権

１　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面

第3回 債権の効力ー債務者が契約を守らないときに債権者にできること⑴
１　債権の効力
２　債務不履行の種類

１　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面

第4回 債権の効力ー債務者が契約を守らないときに債権者にできること⑵
１　履行の強制
２　損害賠償
３　契約の解除
４　債権者が契約を守らない？　受領遅滞の法的性質と効果

１　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面

第5回 責任財産の保全ー債権を回収するための債権者の防衛策⑴
債権者代位権①

１　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面

第6回 責任財産の保全ー債権を回収するための債権者の防衛策⑵
債権者代位権②

１　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面

第7回 責任財産の保全ー債権を回収するための債権者の防衛策⑶
詐害行為取消権①

１　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面

第8回 責任財産の保全ー債権を回収するための債権者の防衛策⑷
詐害行為取消権②

１　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面

第9回 債権の消滅⑴
１　弁済
２　代物弁済
３　供託

１　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面

第10回 債権の消滅⑵
１　相殺
２　その他の消滅原因：更改・免除・混同

１　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面

第11回 多数当事者の債権債務関係⑴ー食事会の割り勘
１　分割（可分）債権・分割（可分）債務
２　不可分債権・不可分債務
３　連帯債権・連帯債務

１　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面

第12回 多数当事者の債権債務関係⑵―保証人と連帯保証人の違い
１　保証債務
２　連帯保証債務

１　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面

第13回 債権譲渡／債務引受／契約上の地位の移転
１　債権譲渡
２　債務引受
３　契約上の地位の移転

１　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面
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第14回 有価証券
１　有価証券の種類
２　有価証券の権利行使方法

１　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面

第15回 第15回　これまでの学習の振り返り
１　第1回から第14回までの学習の振り返り
２　疑問点の質疑応答

１　事前学修　これまでの授業内容を振り返り、理解が不
十分なところや疑問点を整理して授業時に教員に質問す
る。これには2時間を要する。
２　事後学修　これまでの授業内容を振り返り、定期試験
の準備に取り組む。これには2時間を要する。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 債権総論Ⅱ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234坂上　文一

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

法学部専門教育科目

テーマ 債権総論（全般）に関する基礎知識の理解を深め、これを習得する。（債権総論Ⅰの復習・補完・発展編）

授業の目的及び概要
授業の目的は、債権総論の基本的な事項を重点的に学んだ債権総論Ⅰを受けて、そこで取り扱った事項の正しい理解を深めることに加えて、取り扱わ
なかった事項を補完して、幅広い債権総論の範囲全体の基礎知識を過不足なく習得することにある。そのため、債権総論の基本を反復、説明すると共
に、初学者には難解であるが、全体の理解に必要不可欠な分野についても、事例を取り上げながら出来る限りかみ砕いて解説する講義を行う。

学修の到達目標
債権総論の全体像並びに諸制度を正しく理解し、条文に則して、具体例を挙げながら、債権総論Ⅰを学んだ時と比べて、より広く、より深く、説明でき
る。
債権総論の基本的な論点について、具体例を挙げながら説明できる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
「債権総論Ⅰ」の履修を推奨する

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
対面授業の冒頭で、前回の授業内容の復習ポイントを確認する。
小テスト及び定期試験の出題趣旨、解説、講評等について、ポータル等に掲載するなどの方法により開示する。

アクティブ・ラーニング
の取組み

本科目の担当教員は、1992年に司法試験（旧司法試験）に合格した後、1995年から2022年まで27年間、裁判所において裁判官の仕事に従事し、建築、
労働、医療過誤などの民事訴訟事件を中心に多くの裁判（執行、保全、破産事件を含む。）を担当してきた。本科目では、これらの実務経験を活かした
授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

債権総論Ⅰを履修済であることが望ましい。
履修済の債権総論Ⅰの授業で学んだ内容については、その際に使用したテキストや配布されたレジュメ等を参照して確認しておいてください。
２０２０年４月から債権法改正が施行されました。
民事事件を担当していた裁判官の立場から、その改正経過で見聞きした議論の内容も織り交ぜながら、出来る限り、具体例を示して、債権総論の全体
像を過不足なく理解できるよう説明していきます。
対面授業出席の際には、必ず六法を持参し、当該条文の文言を確認しながら、基礎知識や論点等の習得に努めてください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0700

002010

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

民法4　債権総論（有斐閣ストゥディア），山本敬三監修，有斐閣，2018年

参考書

授業中において、適宜、紹介、説明する予定である。

9784641150577

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 CHAPTER　１　債権の意義、債権総論の意義
CHAPTER　２　債権の目的
上記分野の復習、補充、発展

【予習】テキスト（１頁から３５頁まで）を読み、引用されてい
る条文内容を六法で確認すると共に、当該分野について
履修済の債権総論Ⅰの授業で扱われたものがあれば、
その内容について確認しておく。
【復習】上記予習内容と授業で配布されたレジュメ等を参
照し、授業内容を再度、確認し、理解に努める。

3時間対面

第2回 CHAPTER１３　弁済ー債権の消滅①
上記分野の復習、補充、発展

【予習】テキスト（２３７頁から２６８頁まで）を読み、引用さ
れている条文内容を六法で確認すると共に、当該分野に
ついて履修済の債権総論Ⅰの授業で扱われたものがあ
れば、その内容について確認しておく。
【復習】上記予習内容と授業で配布されたレジュメ等を参
照し、授業内容を再度、確認し、理解に努める。

4時間対面

第3回 CHAPTER１４　弁済以外の債務消滅原因（相殺など）
上記分野の復習、補充、発展

【予習】テキスト（２６９頁から３００頁まで）を読み、引用さ
れている条文内容を六法で確認すると共に、当該分野に
ついて履修済の債権総論Ⅰの授業で扱われたものがあ
れば、その内容について確認しておく。
【復習】上記予習内容と授業で配布されたレジュメ等を参
照し、授業内容を再度、確認し、理解に努める。

4時間対面
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第4回 CHAPTER　３　債務不履行総論ー債務不履行①
上記分野の復習、補充、発展

【予習】テキスト（３６頁から４６頁まで）を読み、引用されて
いる条文内容を六法で確認すると共に、当該分野につい
て履修済の債権総論Ⅰの授業で扱われたものがあれば、
その内容について確認しておく。
【復習】上記予習内容と授業で配布されたレジュメ等を参
照し、授業内容を再度、確認し、理解に努める。

4時間対面

第5回 CHAPTER　４　履行請求権・履行の強制ー債務不履行②
上記分野の復習、補充、発展

【予習】テキスト（４７頁から６１頁まで）を読み、引用されて
いる条文内容を六法で確認すると共に、当該分野につい
て履修済の債権総論Ⅰの授業で扱われたものがあれば、
その内容について確認しておく。
【復習】上記予習内容と授業で配布されたレジュメ等を参
照し、授業内容を再度、確認し、理解に努める。

4時間対面

第6回 CHAPTER　５　債務不履行による損害賠償の要件ー債務不履行③
上記分野の復習、補充、発展

【予習】テキスト（６２頁から７８頁まで）を読み、引用されて
いる条文内容を六法で確認すると共に、当該分野につい
て履修済の債権総論Ⅰの授業で扱われたものがあれば、
その内容について確認しておく。
【復習】上記予習内容と授業で配布されたレジュメ等を参
照し、授業内容を再度、確認し、理解に努める。

4時間対面

第7回 CHAPTER　６　債務不履行の効果としての損害賠償ー債務不履行④
上記分野の復習、補充、発展
最後に小テスト問題を配布する。

【予習】テキスト（７９頁から１０１頁まで）を読み、引用され
ている条文内容を六法で確認すると共に、当該分野につ
いて履修済の債権総論Ⅰの授業で扱われたものがあれ
ば、その内容について確認しておく。
【復習】上記予習内容と授業で配布されたレジュメ等を参
照し、授業内容を再度、確認し、理解に努める。配布され
た小テスト問題に取り組む。

4.5時間対面

第8回 第１回から第７回までの対面授業のまとめ・復習 【予習】第１回から第７回までの対面授業内容を見直し、
理解できていない部分がないか確認しておく。
【復習】オンデマンド動画を視聴した上で、その中で復習の
ポイントとして示唆された内容を中心に、再度確認し、理
解に努める。

4時間オンデマンド

第9回 CHAPTER１１　債権譲渡の要件ー債権譲渡・債務引受①
上記分野の復習、補充、発展

【予習】テキスト（２００頁から２１５頁まで）を読み、引用さ
れている条文内容を六法で確認すると共に、当該分野に
ついて履修済の債権総論Ⅰの授業で扱われたものがあ
れば、その内容について確認しておく。
【復習】上記予習内容と授業で配布されたレジュメ等を参
照し、授業内容を再度、確認し、理解に努める。

4時間対面

第10回 CHAPTER１２　債権譲渡の効果・債権の譲渡性・債務引受ー債権譲
渡・債務引受②
上記分野の復習、補充、発展
冒頭、小テスト結果を返却し、その解説、講評を行う。

【予習】テキスト（２１６頁から２３６頁まで）を読み、引用さ
れている条文内容を六法で確認すると共に、当該分野に
ついて履修済の債権総論Ⅰの授業で扱われたものがあ
れば、その内容について確認しておく。
【復習】上記予習内容と授業で配布されたレジュメ等を参
照し、授業内容を再度、確認し、理解に努める。返却を受
けた小テスト内容について、再度、知識を確認する。

4.5時間対面

第11回 CHAPTER　９　多数当事者の債権および債務
上記分野の復習、補充、発展

【予習】テキスト（１５４頁から１７５頁まで）を読み、引用さ
れている条文内容を六法で確認すると共に、当該分野に
ついて履修済の債権総論Ⅰの授業で扱われたものがあ
れば、その内容について確認しておく。
【復習】上記予習内容と授業で配布されたレジュメ等を参
照し、授業内容を再度、確認し、理解に努める。

4時間対面

第12回 CHAPTER１０　保証
上記分野の復習、補充、発展

【予習】テキスト（１７６頁から１９９頁まで）を読み、引用さ
れている条文内容を六法で確認すると共に、当該分野に
ついて履修済の債権総論Ⅰの授業で扱われたものがあ
れば、その内容について確認しておく。
【復習】上記予習内容と授業で配布されたレジュメ等を参
照し、授業内容を再度、確認し、理解に努める。

4時間対面

第13回 CHAPTER　７　債権者代位権ー責任財産の保全①
上記分野の復習、補充、発展

【予習】テキスト（１０２頁から１２２頁まで）を読み、引用さ
れている条文内容を六法で確認すると共に、当該分野に
ついて履修済の債権総論Ⅰの授業で扱われたものがあ
れば、その内容について確認しておく。
【復習】上記予習内容と授業で配布されたレジュメ等を参
照し、授業内容を再度、確認し、理解に努める。

4時間対面

第14回 CHAPTER　８　詐害行為取消権ー責任財産の保全②
上記分野の復習、補充、発展

【予習】テキスト（１０２頁から１２２頁まで）を読み、引用さ
れている条文内容を六法で確認すると共に、当該分野に
ついて履修済の債権総論Ⅰの授業で扱われたものがあ
れば、その内容について確認しておく。
【復習】上記予習内容と授業で配布されたレジュメ等を参
照し、授業内容を再度、確認し、理解に努める。

4時間対面

第15回 まとめ・総復習 【予習】テキストやこれまでの授業で配布されたレジュメ等
を読み直し、理解できていない部分がないか確認してお
く。
【復習】授業の中で総復習のポイントとして示唆された内
容を中心に、再度確認し、定期試験に向けて、理解に努
める。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 債権総論Ⅱ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234比嘉　正

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

法学部専門教育科目

テーマ 債権総論の応用編です。

授業の目的及び概要
債権総論Ⅰで学んだ基礎的知識を具体的事例の検討を通して深化させ、基本的な法規範の体系的理解の基礎力を養成するとともに、理論的・実践的
な応用力の基礎の涵養を図る。

学修の到達目標
債権総論分野の基本的法規範を体系的に理解するとともに、典型的な紛争事例に適用し、適切に解決できるようになること。さらに、発展的な紛争事例
を適切に解決するために必要な理論的・実践的応用力（分析力・思考力・判断力）の基本的な仕組みを理解すること。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
「債権総論Ⅰ」の履修を推奨する

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
毎回のレジュメで、事例分析の仕方を確認する。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

平成32年年４月1日に改正債権法が施行されました。この点に留意して受講してください。
債権総論Ⅰを前提とするので、本科目のみ受講することは、得策ではありません。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

700

0００30

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

千葉恵美子ほか編「Law PracticeⅡ債権編（第4版）」商事法務

参考書

窪田充見ほか編「民法判例百選Ⅱ（第8版）」有斐閣

ISBN978-4-7857-2643-0
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 １．定型約款の拘束力　　　テキスト2～10頁 事前に、レジュメとテキストの関連ページ(2～10頁)を読ん
で、事例と争点を確認しておくこと（2時間程度）。
事後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（2時間程度）。

2時間対面

第2回 ２．事情変更の原則　　　テキスト11～15頁 事前に、レジュメとテキストの関連ページ(11～15頁)を読
んで、事例と争点を確認しておくこと（2時間程度）。
事後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（2時間程度）。

2時間対面

第3回 ３．契約交渉の一方的破棄　　　テキスト16～20頁 事前に、レジュメとテキストの関連ページ(16～20頁)を読
んで、事例と争点を確認しておくこと（2時間程度）。
事後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（2時間程度）。

2時間対面

第4回 ４．契約締結の際の説明義務違反　　　テキスト21～26頁 事前に、レジュメとテキストの関連ページ(21～26頁)を読
んで、事例と争点を確認しておくこと（2時間程度）。
事後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（2時間程度）。

2時間対面

第5回 ５．安全配慮義務違反　　　テキスト27～32頁 事前に、レジュメとテキストの関連ページ(27～32頁)を読
んで、事例と争点を確認しておくこと（2時間程度）。
事後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（2時間程度）。

2時間対面

第6回 ６．特定物売買と手付　　　テキスト33～37頁 事前に、レジュメとテキストの関連ページ(33～37頁)を読
んで、事例と争点を確認しておくこと（2時間程度）。
事後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（2時間程度）。

2時間対面

第7回 ７．種類債務の履行の提供と受領遅滞　　　テキスト38～43頁 事前に、レジュメとテキストの関連ページ(38～43頁)を読
んで、事例と争点を確認しておくこと（2時間程度）。
事後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（2時間程度）。

2時間対面

第8回 ８．理解度チェック 事前に、テキストの関連ページ(2～43頁)の事例と争点を
確認しておくこと（１時間程度）。
事後に、解説を読んで復習しておくこと（１時間程度）。

2時間対面

－210－



第9回 ９．履行補助者の行為と債務不履行を理由とする損害賠償　　　テキス
ト44～51頁

事前に、レジュメとテキストの関連ページ(44～51頁)を読
んで、事例と争点を確認しておくこと（2時間程度）。
事後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（2時間程度）。

2時間オンデマンド

第10回 10．債務不履行における損害賠償の範囲　　　テキスト52～59頁 事前に、レジュメとテキストの関連ページ(52～59頁)を読
んで、事例と争点を確認しておくこと（2時間程度）。
事後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（2時間程度）。

2時間対面

第11回 11．解除と原状回復・損害賠償　　　テキスト68～73頁 事前に、レジュメとテキストの関連ページ(68～73頁)を読
んで、事例と争点を確認しておくこと（2時間程度）。
事後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（2時間程度）。

2時間対面

第12回 12．売買の危険負担　　　テキスト74～79頁 事前に、レジュメとテキストの関連ページ(74～79頁)を読
んで、事例と争点を確認しておくこと（2時間程度）。
事後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（2時間程度）。

2時間対面

第13回 13．他人物売買　　　テキスト80～85頁 事前に、レジュメとテキストの関連ページ(80～85頁)を読
んで、事例と争点を確認しておくこと（2時間程度）。
事後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（2時間程度）。

2時間対面

第14回 14．数量不足を原因とする責任　　　テキスト86～91頁 事前に、レジュメとテキストの関連ページ(86～91頁)を読
んで、事例と争点を確認しておくこと（2時間程度）。
事後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（2時間程度）。

2時間対面

第15回 15．売買目的物の種類・品質に関する契約不適合責任　　　テキスト92
～98頁

事前に、レジュメとテキストの関連ページ(92～98頁)を読
んで、事例と争点を確認しておくこと（2時間程度）。
事後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（2時間程度）。

2時間対面

－211－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 債権総論Ⅱ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234平田　健治

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

法学部専門教育科目

テーマ 債権総論の応用編です。

授業の目的及び概要
債権総論の基礎を学んだ債権総論Ⅰを受けて、本科目は、既習事項の理解を深めると同時に、そこで省略した部分や制度（例えば、債権者代位権、詐
害行為取消権）を補充し、債権総論の現在の全体像を過不足なく捉えることを目標とします。Ⅰでは内容上十分扱えなかった判例もⅡで補います。

学修の到達目標
債権総論の全体像並びに諸制度を条文に則して説明できる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
「債権総論Ⅰ」の履修を推奨する

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
小テストと定期試験は、解説、講評をポータルに載せます。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

紙の条文集必携。
「予習」とは、テキストとレジュメを、条文集で条文を確認したり、法律用語辞典でわからない用語を調べたりしながら、ゆっくり読んで、わからない箇所に
印を付けて、頭を授業のために準備しておくことです。そのための所要時間は個々の学力に応じて個人差があります（シラバスが推奨する予習「2時間」
は90分のことです）。「わからない」という前に、予習を励行しましょう。
２０２０年４月から債権法改正が施行されました。この点に留意して、受講してください。
債権総論Ⅰを前提とするので、本科目のみ受講することは、別途知識を獲得している場合を除き、理解が困難であり、あまり意味がありません。
本科目の各回のレジュメには、予習復習の便を考えて、しばしば、債権総論Ⅰの対応するレジュメを回数で引用しています。授業でも併せて説明するこ
ともあります。授業の際には合わせ持参するとよいでしょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0850

00510

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

民法4　債権総論（有斐閣ストゥディア），山本監修・栗田ほか著，有斐閣，2018年

参考書

①プラクティス民法　債権総論［第5版補訂］，潮見佳男，信山社，2020年
②新債権総論Ⅰ，潮見佳男，信山社，2017年
③新債権総論Ⅱ，潮見佳男，信山社，2017年
④債権総論　第四版，中田裕康，岩波書店，2020年

978-4-641-15057-7

①978-4-7972-2795-6
②978-4-7972-8022-7
③978-4-7972-8023-4
④978-4-00-061423-8

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 債権の種類の復習と深め(新たな義務、制限種類債権) レジュメと、テキストの関連ページ(13-35)を事前に読んで
おくこと（2時間程度）。
授業後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（2時間程
度）。

4時間対面

第2回 弁済の復習と深め(「受領権者としての外観を有する者への弁済」制度
の判例による展開、預貯金者保護法)

レジュメと、テキストの関連ページ(257-260)を事前に読ん
でおくこと（2時間程度）。
授業後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（2時間程
度）。

4時間対面

第3回 弁済に関する応用的制度(弁済充当、弁済代位1) レジュメと、テキストの関連ページ(247-254,260-263)を事
前に読んでおくこと（2時間程度）。
授業後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（2時間程
度）。

4時間対面

第4回 弁済代位２ レジュメと、テキストの関連ページ(247-254)を事前に読ん
でおくこと（2時間程度）。
授業後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（2時間程
度）。

4時間対面

第5回 債務不履行の復習と深め(履行補助者の過失、中間最高価格､債権侵
害)

レジュメと、テキストの関連ページ(75-76,91-93)を事前に
読んでおくこと（2時間程度）。
授業後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（2時間程
度）。

4時間対面

－212－



第6回 これまでの回の復習ならびに債権者代位権 レジュメと、テキストの関連ページ(102-122)を事前に読ん
でおくこと（2時間程度）。
授業後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（2時間程
度）。

4時間オンデマンド

第7回 詐害行為取消権１ レジュメと、テキストの関連ページ(124-142)を事前に読ん
でおくこと（2時間程度）。
授業後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（2時間程
度）。

4時間対面

第8回 詐害行為取消権２(効果) レジュメと、テキストの関連ページ(143-153)を事前に読ん
でおくこと（2時間程度）。
授業後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（2時間程
度）。

4時間対面

第9回 債権譲渡の復習と深め（禁止特約違反譲渡の承諾、多様な二重譲渡
の優劣判断）

レジュメと、テキストの関連ページ(223-227,213-215)を事
前に読んでおくこと（2時間程度）。
授業後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（2時間程
度）。

4時間対面

第10回 債権譲渡の応用的制度(将来債権、集合債権) レジュメと、テキストの関連ページ(220-222)を事前に読ん
でおくこと（2時間程度）。
授業後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（2時間程
度）。

4時間対面

第11回 相殺の復習と深め(相殺充当、相殺判例など) レジュメと、テキストの関連ページ(270-287)を事前に読ん
でおくこと（2時間程度）。
授業後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（2時間程
度）。

4時間対面

第12回 保証の復習と深め（通知義務など） レジュメと、テキストの関連ページ(189-190)を事前に読ん
でおくこと（2時間程度）。
授業後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（2時間程
度）。

4時間対面

第13回 規制を必要とする保証(個人根保証、事業保証) レジュメと、テキストの関連ページ(194-198)を事前に読ん
でおくこと（2時間程度）。
授業後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（2時間程
度）。

4時間対面

第14回 多数当事者債権債務の深め（連帯債権、不可分債権・債務） レジュメと、テキストの関連ページ(164-167)を事前に読ん
でおくこと（2時間程度）。
授業後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（2時間程
度）。

4時間対面

第15回 代位権・取消権の復習と深め レジュメと、テキストの関連ページ(第７章、第８章)を事前
に読んでおくこと（2時間程度）。
授業後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（2時間程
度）。

4時間対面

－213－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 債権各論Ⅰ＜契約と賠償＞ 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234金　亮完

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

法学部専門教育科目

テーマ 債権各論（第3編債権第2章契約・第3章事務管理・第4章不当利得・第5章不法行為）に規定されている諸制度の基礎知識の修得

授業の目的及び概要
１　民法は、私たちの日常生活で生じる紛争を解決するための基本的なルールを定めたものであり、第1編総則・第2編物権・第3編債権・第4編親族・第
5編相続の5つの編からなっています。講学上、総則・物権・債権を財産法、親族・相続を家族法（または親族法）と呼んでいます。このうち債権とは、人
（債権者）が人（債務者）に対して一定の行為をすること、またはしないことを請求できる権利を意味します。そして、講学上、債権は債権総論と債権各論
とに分類されています。
２　この授業は、「債権各論」と呼ばれている第3編債権の第2章契約・第3章事務管理・第4章不当利得・第5章不法行為に規定されている諸制度の基礎
知識の習得を目的とします。債権各論ー契約・事務管理・不当利得・不法行為ーは、債権の発生原因を定めたものであり、これらに共通して適用される
規定は、「債権総論」と呼ばれる第3編第1章総則に体系的にまとめられています。
３　授業に際しては、実際の事例を多く用いることによって受講生がイメージをつかみやすくするとともに、公務員採用試験や各種の資格試験の受験に
も対応した内容とする予定です。

学修の到達目標
１　債権各論に規定されている諸制度の概要、条文の文言及び専門用語の意味、他の制度との関連について理解し、説明することができる。
２　債権各論に関わる諸問題について、授業で学修した知識を活用し、妥当な結論を導くことができる。
３　論理的思考及び法律文章の読み方・書き方を理解し、自ら活用することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
１　定期試験については、授業支援システム（Learning Portal）に出題の意図、解答例、講評を掲載します。
２　授業の内容に関する質問はいつでも受け付け、回答します。よい質問については、質問者本人の承諾を得たうえで、次回の授業で紹介し、受講生
全員の知識の定着を図ります。
３　各回の授業の最後に行う小テストの解答は、次回の授業の冒頭で解説を行い、受講生の理解を深めるとともに知識の定着を図ります。

アクティブ・ラーニング
の取組み

クリッカー等の理解度把握システムの利用

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

１　授業で使用するレジュメ・資料は、事前に授業支援システム（Learning Portal）に掲載しますので、各自ダウンロードし、予習の上、授業時にお持ちく
ださい。
２　授業時にはノートをとるようにしてください。ノートの取り方は授業時に必要に応じて説明します。
３　債権各論の学修に際しては、民法の他の領域の知識が必要となる場合があります。必要に応じて、関連する部分についても授業時に説明します。
４　債権各論Ⅰと債権各論Ⅱの授業計画が同一の内容となっていますが、Ⅰでは基礎知識を、Ⅱでは基礎知識を踏まえた応用学修を行います。した
がって、債権各論Ⅰを履修してから債権各論Ⅱを履修することが望ましいです。また、債権各論Ⅰで配布したレジュメは、債権各論Ⅱでも使用します。
５　携帯用の六法は必携です。また、授業中の私語、授業とは無関係なスマホの使用は厳禁です。違反者に対しては退室を命じるなど厳しく対応しま
す。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

500

00500

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

藤岡康宏・磯村保・浦川道太郎・松本恒雄『有斐閣Ｓシリーズ　民法Ⅳ債権各論〔第5版〕』（有斐閣、2023年4
月）2,860円

参考書

窪田充見・森田宏樹編『民法判例百選Ⅱ〔第9版〕』（有斐閣、2023年2月）2,420円

978-4-641-15956-3

978-4-641-11563-7

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
１　授業の進め方・成績評価方法
２　民法における債権法及び債権各論の位置づけ
３　債権各論の受講上の留意点

１　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面
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第2回 契約総論⑴
１　契約の成立
２　契約の効力

１　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面

第3回 契約総論⑵
契約の解除

１　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面

第4回 契約各論⑴ー権利移転型契約
１　贈与
２　売買
３　交換

１　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面

第5回 契約各論⑵ー貸借型契約
１　消費貸借
２　使用貸借
３　賃貸借

１　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面

第6回 契約各論⑶ー役務提供型契約
１　雇用
２　請負
３　委任
４　寄託

１　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面

第7回 契約各論⑷ーその他の契約
１　組合
２　終身定期金
３　和解

１　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面

第8回 事務管理の意味・要件・効果 １　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面

第9回 不当利得
１　侵害利得の意味
２　給付利得の意味

１　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面

第10回 不法行為⑴ー一般不法行為①
１　不法行為の基本原理
２　一般不法行為の成立要件①

１　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面

第11回 不法行為⑵ー一般不法行為②
一般不法行為の成立要件②

１　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面

第12回 不法行為⑶ー一般不法行為③
１　一般不法行為の効果
２　債務不履行責任との異同

１　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面

第13回 不法行為⑷ー特殊不法行為①
１　責任無能力者の監督義務者の責任
２　使用者の責任
３　注文者責任

１　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面
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第14回 不法行為⑸ー特殊不法行為②
１　土地の工作物等の占有者・所有者の責任
２　動物の占有者・管理者の責任
３　共同不法行為

１　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面

第15回 第15回　これまでの学習の振り返り
１　第1回から第14回までの学習の振り返り
２　疑問点の質疑応答

１　事前学修　これまでの授業内容を振り返り、理解が不
十分なところや疑問点を整理して授業時に教員に質問す
る。これには2時間を要する。
２　事後学修　これまでの授業内容を振り返り、定期試験
の準備に取り組む。これには2時間を要する。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 債権各論Ⅰ＜契約と賠償＞ 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234比嘉　正

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

法学部専門教育科目

テーマ 契約と法定債権を学ぶ。

授業の目的及び概要
民法の中でも特に社会生活全般と密接に関わる分野、例えば、物を買う売買や、物を借りる賃貸借などの「契約」、交通事故の被害者が賠償を請求す
る「不法行為」などの法定債権を学びます。すなわち「債権各論」の骨格を学びます。

学修の到達目標
契約法および不法行為法の基本概念を理解する。
契約法および不法行為法の中の重要条文、重要論点を具体例を挙げながら説明できる。
法的問題解決能力を身につける。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
小テスト、定期試験は、解説、講評をポータルに載せます。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

授業を受講する前に、予め各回の範囲をテキストで確認し、レジュメで各回の内容をチェックしておいてください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

700

0００30

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

大村敦志著「新基本民法５契約編」有斐閣
大村敦志著「新基本民法６不法行為編」有斐閣

参考書

潮見佳男ほか編「民法判例百選Ⅱ（第8版）」有斐閣

ISBN978-4-641-13742-4
ISBN978-4-641-13834-6ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 UNIT１　各種の契約ー「契約法」はどこにあるのか？　　　　テキスト１～
19頁

事前に、レジュメとテキストの関連ページ（1～19頁）を読ん
でおくこと（１時間程度）。
事後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（１時間程
度）。

2時間対面

第2回 UNIT2　契約の成立ー契約はいつ成立するか？　　　　テキスト21～41
頁

事前に、レジュメとテキストの関連ページ（21～41頁）を読
んでおくこと（１時間程度）。
事後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（１時間程
度）。

2時間対面

第3回 UNIT3/4　売買の効力ー履行の過程をどう理解するか？　　　　テキスト
43～73頁

事前に、レジュメとテキストの関連ページ（43～73頁）を読
んでおくこと（１時間程度）。
事後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（１時間程
度）。

2時間対面

第4回 UNIT5　売買の解除ー解除とは何か？　　　　　テキスト74～92頁 事前に、レジュメとテキストの関連ページ（74～92頁）を読
んでおくこと（１時間程度）。
事後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（1時間程度）。

2時間対面

第5回 UNIT6/7　賃貸借ー借地借家の特殊性はどこにあるのか？　　　　テキ
スト93～125頁

事前に、レジュメとテキストの関連ページ（93～125頁）を
読んでおくこと（１時間程度）。
事後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（１時間程
度）。

2時間対面

第6回 UNIT8　消費貸借などーどのように信用供与を行うか？　　　　テキスト
126～142頁

事前に、レジュメとテキストの関連ページ（126～142頁）を
読んでおくこと（１時間程度）。
事後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（１時間程
度）。

2時間対面
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第7回 UNIT9　雇用・請負・委任などー役務提供の規律は十分か？　　　テキ
スト143～171頁

事前に、レジュメとテキストの関連ページ（143～171頁）を
読んでおくこと（１時間程度）。
事後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（１時間程
度）。

2時間オンデマンド

第8回 UNIT10　組合ー契約によるそしきの特徴は？　　　　テキスト173～182
頁

事前に、レジュメとテキストの関連ページ（173～182頁）を
読んでおくこと（１時間程度）。
事後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（１時間程
度）。

2時間対面

第9回 UNIT11　使用貸借・贈与ー無償の契約の特徴は？　　　テキスト183～
195頁

事前に、レジュメとテキストの関連ページ（183～195頁）を
読んでおくこと（１時間程度）。
事後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（１時間程
度）。

2時間対面

第10回 UNIT12　その他の契約ーその他の分類として何が重要か？　　　テキ
スト197～206頁
UNIT13　類型思考と法ー契約各側はなぜ存在するのか？　　　　テキス
ト207～216頁

事前に、レジュメとテキストの関連ページ（197～216頁）を
読んでおくこと（１時間程度）。
事後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（１時間程
度）。

2時間対面

第11回 UNIT1　救済と責任ー不法行為のはたらきは？　　　　　　　　　テキスト7
～16頁
UNIT2　不法行為法の展開ー何が不法行為法を変えたのか？　　　テ
キスト17～30頁
UNIT3/4　過失ー人はなぜ責任を負うのか？　　　　　　　　　　テキスト31
～62頁

事前に、レジュメとテキストの関連ページ（7～62頁）を読ん
でおくこと（１時間程度）。
事後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（１時間程
度）。

2時間対面

第12回 UNIT5　因果関係ー因果関係が問題になるのはどんなときか？　　　テ
キスト63～74頁
UNIT6　損害賠償その他ー損害の算定は可能か？　　　　　　　　　テキ
スト75～98頁

事前に、レジュメとテキストの関連ページ（63～98頁）を読
んでおくこと（1時間程度）。
事後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（１時間程
度）。

2時間対面

第13回 UNIT7　共同不法行為ー共同性は希薄化していないか？　　　テキスト
99～108頁
UNIT8　過失相殺ー過失相殺は常に必要か？　　　　　　　　テキスト109
～123頁

事前に、レジュメとテキストの関連ページ（99～123頁）を
読んでおくこと（１時間程度）。
事後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（１時間程
度）。

2時間対面

第14回 UNIT9　使用者責任・工作物責任などーどこが特殊な責任なのか？　　
テキスト125～144頁
UNIT10　不当利得ーなぜ不当利得が必要なのか？　　　　　　　　　テキ
スト145～163頁

事前に、レジュメとテキストの関連ページ（125～163頁）を
読んでおくこと（１時間程度）。
事後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（１時間程
度）。

2時間対面

第15回 UNIT11　事務管理などー委任と事務管理の限界は？　　　　　　　　　　
テキスト164～172頁
UNIT12　契約・不法行為法の位置づけーどのように協働しているか？
　　テキスト173～186頁

事前に、レジュメとテキストの関連ページ（164～186頁）を
読んでおくこと（１時間程度）。
事後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（１時間程
度）。

2時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 債権各論Ⅰ＜契約と賠償＞ 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234平田　健治

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

法学部専門教育科目

テーマ 契約と法定債権の基礎を学ぶ。

授業の目的及び概要
民法の中でも特に社会生活全般と密接に関わる分野、例えば、物を買う売買、物を借りる賃貸借、などの「契約」、交通事故の被害者が賠償を請求する
「不法行為」などの法定債権、を学びます。すなわち「債権各論」の骨格を学びます。やや応用的な制度や情報（例えば、借地借家法、事務管理、不当
利得）は債権各論Ⅱに譲られます。
債権各論の素材は、債権総論と比べると、約二倍の量があります。それにもかかわらず、どちらもⅠⅡあわせて30回なので、勢い、各論全体を総論と同
程度の詳しさで扱うことはできません。余力のある学習者は、参考書で自主的に補ってください。

学修の到達目標
・契約法および不法行為法の基本概念を理解する。
・契約法および不法行為法の中の重要条文、重要論点を、具体例を挙げながら説明できる。
・法的問題解決能力を身につける。
・債権各論のおもしろさを他人に説明できる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
小テスト、定期試験は、解説、講評をポータルに載せます。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

紙の条文集必携。
「予習」とは、テキストとレジュメを、条文集で条文を確認したり、法律用語辞典でわからない用語を調べたりしながら、ゆっくり読んで、わからない箇所に
印を付けて、頭を授業のために準備しておくことです。そのための所要時間は個々の学力に応じて個人差があります（シラバスが推奨する予習「2時間」
は90分のことです）。「わからない」という前に、予習を励行しましょう。
テキストの各章冒頭にある『課題の設定』は具体的な話を素材にしており、考えるきっかけを与えてくれるでしょう。
債権各論は入門が少々むずかしく感じられる分だけ、学びは楽しいものです。
2020年４月から債権法改正が施行されています。この点に留意して､受講してください。
債権各論Ⅱとセットになっているので、本科目で債権各論の大部分の知識は得られますが、全体像ではありません。全体像を得るには、続けて、債権
各論Ⅱを受講することが必要です。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0850

00510

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

①民法５契約（有斐閣ストゥディア），山本監修・大澤・三枝・田中著，有斐閣，2022年
②民法６事務管理・不当利得・不法行為（有斐閣ストゥディア），山本監修・中原・根本・山本著，有斐閣，2022
年

参考書

①契約法(新版)，中田裕康，有斐閣，2021年
②基本講義　債権各論Ⅰ　契約法・事務管理・不当利得　第4版，潮見佳男，新世社，2022年
③基本講義　債権各論Ⅱ　不法行為法　第4版，潮見佳男，新世社，2021年
④新契約各論Ⅰ，潮見佳男，信山社，2021年
⑤新契約各論Ⅱ，潮見佳男，信山社，2021年
⑥不法行為法Ⅰ[第2版]，潮見佳男，信山社，2009年
⑦不法行為法Ⅱ[第2版]，潮見佳男，信山社，2011年

①978-4-641-15088-1
②978-4-641-15092-8

①978-4-641-13870-4
②978-4-88384-344-2
③978-4-88384-336-7
④978-4-7972-8024-1
⑤978-4-7972-8025-8
⑥978-4-7972-2675-1
⑦978-4-7972-2676-8

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 契約法の基礎 レジュメと、テキストの関連ページ(第1章)を事前に読んで
おくこと（2時間程度）。
授業後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（2時間程
度）。

4時間対面

第2回 契約の成立 レジュメと、テキストの関連ページ(第2章3)を事前に読んで
おくこと（2時間程度）。
授業後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（2時間程
度）。

4時間対面

第3回 契約の交渉・締結・履行 レジュメと、テキストの関連ページ(第2章4)を事前に読んで
おくこと（2時間程度）。
授業後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（2時間程
度）。

4時間対面
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第4回 解除（危険負担含む） レジュメと、テキストの関連ページ(第4章、第3章2)を事前
に読んでおくこと（2時間程度）。
授業後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（2時間程
度）。

4時間対面

第5回 売買１ レジュメと、テキストの関連ページ(第7章1，2，3)を事前に
読んでおくこと（2時間程度）。
授業後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（2時間程
度）。

4時間対面

第6回 売買２（契約不適合責任） レジュメと、テキストの関連ページ(第7章4)を事前に読んで
おくこと（2時間程度）。
授業後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（2時間程
度）。

4時間対面

第7回 これまでの回の復習ならびに賃貸借１（民法における賃貸借：成立、存
続中、終了）

レジュメと、テキストの関連ページ(第10章、第11章1，2，3)
を事前に読んでおくこと（2時間程度）。
授業後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（2時間程
度）。

4時間オンデマンド

第8回 賃貸借２（譲渡転貸など第三者との関係） レジュメと、テキストの関連ページ(第11章4，5，6)を事前に
読んでおくこと（2時間程度）。
授業後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（2時間程
度）。

4時間対面

第9回 消費貸借、請負 レジュメと、テキストの関連ページ(第9章、第12章)を事前
に読んでおくこと（2時間程度）。
授業後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（2時間程
度）。

4時間対面

第10回 委任・寄託 レジュメと、テキストの関連ページ(第13章、第14章1～4)を
事前に読んでおくこと（2時間程度）。
授業後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（2時間程
度）。

4時間対面

第11回 無償契約（贈与・使用貸借） レジュメと、テキストの関連ページ(第8章、第11章7)を事前
に読んでおくこと（2時間程度）。
授業後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（2時間程
度）。

4時間対面

第12回 雇用・組合・和解・終身定期金 レジュメと、テキストの関連ページ(第14章5、第15章)を事
前に読んでおくこと（2時間程度）。
授業後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（2時間程
度）。

4時間対面

第13回 不法行為１(概観、要件：故意過失、権利侵害) レジュメと、テキストの関連ページ(第2章、第3章、第4章)
を事前に読んでおくこと（2時間程度）。
授業後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（2時間程
度）。

4時間対面

第14回 不法行為２(因果関係、賠償の範囲) レジュメと、テキストの関連ページ（第5章2，第6章3)を事
前に読んでおくこと（2時間程度）。
授業後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（2時間程
度）。

4時間対面

第15回 不法行為３(損害、責任能力) レジュメと、テキストの関連ページ(第5章1，3)を事前に読
んでおくこと（2時間程度）。
授業後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（2時間程
度）。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 債権各論Ⅰ＜契約と賠償＞ 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234平田　健治

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

法学部専門教育科目

テーマ 契約と法定債権の基礎を学ぶ。

授業の目的及び概要
民法の中でも特に社会生活全般と密接に関わる分野、例えば、物を買う売買、物を借りる賃貸借、などの「契約」、交通事故の被害者が賠償を請求する
「不法行為」などの法定債権、を学びます。すなわち「債権各論」の骨格を学びます。やや応用的な制度や情報（例えば、借地借家法、事務管理、不当
利得）は債権各論Ⅱに譲られます。
債権各論の素材は、債権総論と比べると、約二倍の量があります。それにもかかわらず、どちらもⅠⅡあわせて30回なので、勢い、各論全体を総論と同
程度の詳しさで扱うことはできません。余力のある学習者は、参考書で自主的に補ってください。

学修の到達目標
・契約法および不法行為法の基本概念を理解する。
・契約法および不法行為法の中の重要条文、重要論点を、具体例を挙げながら説明できる。
・法的問題解決能力を身につける。
・債権各論のおもしろさを他人に説明できる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
小テスト、定期試験は、解説、講評をポータルに載せます。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

紙の条文集必携。
「予習」とは、テキストとレジュメを、条文集で条文を確認したり、法律用語辞典でわからない用語を調べたりしながら、ゆっくり読んで、わからない箇所に
印を付けて、頭を授業のために準備しておくことです。そのための所要時間は個々の学力に応じて個人差があります（シラバスが推奨する予習「2時間」
は90分のことです）。「わからない」という前に、予習を励行しましょう。
テキストの各章冒頭にある『課題の設定』は具体的な話を素材にしており、考えるきっかけを与えてくれるでしょう。
債権各論は入門が少々むずかしく感じられる分だけ、学びは楽しいものです。
2020年４月から債権法改正が施行されています。この点に留意して､受講してください。
債権各論Ⅱとセットになっているので、本科目で債権各論の大部分の知識は得られますが、全体像ではありません。全体像を得るには、続けて、債権
各論Ⅱを受講することが必要です。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0850

00510

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

①民法５契約（有斐閣ストゥディア），山本監修・大澤・三枝・田中著，有斐閣，2022年
②民法６事務管理・不当利得・不法行為（有斐閣ストゥディア），山本監修・中原・根本・山本著，有斐閣，2022
年

参考書

①契約法(新版)，中田裕康，有斐閣，2021年
②基本講義　債権各論Ⅰ　契約法・事務管理・不当利得　第4版，潮見佳男，新世社，2022年
③基本講義　債権各論Ⅱ　不法行為法　第4版，潮見佳男，新世社，2021年
④新契約各論Ⅰ，潮見佳男，信山社，2021年
⑤新契約各論Ⅱ，潮見佳男，信山社，2021年
⑥不法行為法Ⅰ[第2版]，潮見佳男，信山社，2009年
⑦不法行為法Ⅱ[第2版]，潮見佳男，信山社，2011年

①978-4-641-15088-1
②978-4-641-15092-8

①978-4-641-13870-4
②978-4-88384-344-2
③978-4-88384-336-7
④978-4-7972-8024-1
⑤978-4-7972-8025-8
⑥978-4-7972-2675-1
⑦978-4-7972-2676-8

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 契約法の基礎 レジュメと、テキストの関連ページ(第1章)を事前に読んで
おくこと（2時間程度）。
授業後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（2時間程
度）。

4時間対面

第2回 契約の成立 レジュメと、テキストの関連ページ(第2章3)を事前に読んで
おくこと（2時間程度）。
授業後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（2時間程
度）。

4時間対面

第3回 契約の交渉・締結・履行 レジュメと、テキストの関連ページ(第2章4)を事前に読んで
おくこと（2時間程度）。
授業後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（2時間程
度）。

4時間対面
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第4回 解除（危険負担含む） レジュメと、テキストの関連ページ(第4章、第3章2)を事前
に読んでおくこと（2時間程度）。
授業後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（2時間程
度）。

4時間対面

第5回 売買１ レジュメと、テキストの関連ページ(第7章1，2，3)を事前に
読んでおくこと（2時間程度）。
授業後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（2時間程
度）。

4時間対面

第6回 売買２（契約不適合責任） レジュメと、テキストの関連ページ(第7章4)を事前に読んで
おくこと（2時間程度）。
授業後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（2時間程
度）。

4時間対面

第7回 これまでの回の復習ならびに賃貸借１（民法における賃貸借：成立、存
続中、終了）

レジュメと、テキストの関連ページ(第10章、第11章1，2，3)
を事前に読んでおくこと（2時間程度）。
授業後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（2時間程
度）。

4時間オンデマンド

第8回 賃貸借２（譲渡転貸など第三者との関係） レジュメと、テキストの関連ページ(第11章4，5，6)を事前に
読んでおくこと（2時間程度）。
授業後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（2時間程
度）。

4時間対面

第9回 消費貸借、請負 レジュメと、テキストの関連ページ(第9章、第12章)を事前
に読んでおくこと（2時間程度）。
授業後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（2時間程
度）。

4時間対面

第10回 委任・寄託 レジュメと、テキストの関連ページ(第13章、第14章1～4)を
事前に読んでおくこと（2時間程度）。
授業後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（2時間程
度）。

4時間対面

第11回 無償契約（贈与・使用貸借） レジュメと、テキストの関連ページ(第8章、第11章7)を事前
に読んでおくこと（2時間程度）。
授業後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（2時間程
度）。

4時間対面

第12回 雇用・組合・和解・終身定期金 レジュメと、テキストの関連ページ(第14章5、第15章)を事
前に読んでおくこと（2時間程度）。
授業後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（2時間程
度）。

4時間対面

第13回 不法行為１(概観、要件：故意過失、権利侵害) レジュメと、テキストの関連ページ(第2章、第3章、第4章)
を事前に読んでおくこと（2時間程度）。
授業後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（2時間程
度）。

4時間対面

第14回 不法行為２(因果関係、賠償の範囲) レジュメと、テキストの関連ページ（第5章2，第6章3)を事
前に読んでおくこと（2時間程度）。
授業後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（2時間程
度）。

4時間対面

第15回 不法行為３(損害、責任能力) レジュメと、テキストの関連ページ(第5章1，3)を事前に読
んでおくこと（2時間程度）。
授業後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（2時間程
度）。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 債権各論Ⅰ＜契約と賠償＞ 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234坂上　文一

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

法学部専門教育科目

テーマ 債権各論（契約による債権と契約によらない法定債権）の基礎を学ぶ。

授業の目的及び概要
授業の目的は、民法で定められた契約（売買・賃貸借など）による債権と契約によらない法定債権（不法行為・不当利得・事務管理）に関する事柄を規
律している債権各論の意味内容について正しく理解し、基礎的な知識を身につけることにある。
授業の前半（第１回から第１０回まで）において、まず、契約全般の成立、効力、解除について説明した上で、１３種類の典型契約の内容について順に説
明する。
授業の後半（第１１回から第１４回まで）においては、契約によらない法定債権について、主に不法行為に基づく債権を中心に、基本的な事柄の意味内
容について、事例を取り上げながら正しく理解できるよう説明する講義を行う。

学修の到達目標
民法で定められた契約（売買・賃貸借など）による債権と契約によらない法定債権（不法行為・不当利得・事務管理）に関する事柄を規律している債権各
論の意味内容について正しく理解し、条文に則して、説明できる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
対面授業の冒頭で、前回の授業内容の復習ポイントを確認する。
小テスト及び定期試験の出題趣旨、解説、講評等について、ポータル等に掲載するなどの方法により開示する。

アクティブ・ラーニング
の取組み

本科目の担当教員は、1992年に司法試験（旧司法試験）に合格した後、1995年から2022年まで27年間、裁判所において裁判官の仕事に従事し、建築、
労働、医療過誤などの民事訴訟事件を中心に多くの裁判（執行、保全、破産事件を含む。）を担当してきた。本科目では、これらの実務経験を活かした
授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

２０２０年４月から、債権法改正が施行されました。
民事事件を担当していた裁判官の立場から、その改正経過で見聞きした議論の内容も織り交ぜながら、出来る限り、具体例を示して、債権各論におけ
る多種・多様な事柄をかみ砕いて説明していきます。
対面授業出席の際には、必ず六法を持参し、該当条文の文言を確認しながら、基礎知識の習得に努めてください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0700

002010

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

①民法５　契約（有斐閣ストゥディア），山本敬三監修，有斐閣，2022年
②民法６　事務管理・不当利得・不法行為（有斐閣ストゥディア），山本敬三監修，有斐閣，2022年

参考書

授業中において、適宜、紹介、説明する予定である。

①9784641150881
②9784641150928

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 民法５　契約
CHAPTER　１　契約法とは
CHAPTER　２　契約法の一般原則・契約の成立

【予習】テキスト（１頁から３２頁まで）を読み、引用されてい
る条文内容を六法で確認する。
【復習】上記テキストと授業で配布されたレジュメを参照
し、授業内容を再度、確認し、理解に努める。

3時間対面

第2回 民法５　契約
CHAPTER　３　同時履行の抗弁・危険負担・不安の抗弁・事情変更の
法理

【予習】テキスト（３３頁から５８頁まで）を読み、引用されて
いる条文内容を六法で確認する。
【復習】上記テキストと授業で配布されたレジュメを参照
し、授業内容を再度、確認し、理解に努める。

4時間対面

第3回 民法５　契約
CHAPTER　４　解除

【予習】テキスト（５９頁から８４頁まで）を読み、引用されて
いる条文内容を六法で確認する。
【復習】上記テキストと授業で配布されたレジュメを参照
し、授業内容を再度、確認し、理解に努める。

4時間対面

第4回 民法５　契約
CHAPTER　５　第三者のためにする契約・契約上の地位の移転
CHAPTER　６　定型約款

【予習】テキスト（８５頁から１０９頁まで）を読み、引用され
ている条文内容を六法で確認する。
【復習】上記テキストと授業で配布されたレジュメを参照
し、授業内容を再度、確認し、理解に努める。

4時間対面

第5回 民法５　契約
CHAPTER　７　売買・交換

【予習】テキスト（１１０頁から１４５頁まで）を読み、引用さ
れている条文内容を六法で確認する。
【復習】上記テキストと授業で配布されたレジュメを参照
し、授業内容を再度、確認し、理解に努める。

4時間対面
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第6回 民法５　契約
CHAPTER　８　贈与

【予習】テキスト（１４６頁から１５５頁まで）を読み、引用さ
れている条文内容を六法で確認する。
【復習】上記テキストと授業で配布されたレジュメを参照
し、授業内容を再度、確認し、理解に努める。

4時間対面

第7回 民法５　契約
CHAPTER　９　消費貸借
CHAPTER１０　賃貸借１

【予習】テキスト（１５６頁から１９４頁まで）を読み、引用さ
れている条文内容を六法で確認する。
【復習】上記テキストと授業で配布されたレジュメを参照
し、授業内容を再度、確認し、理解に努める。

4時間対面

第8回 民法５　契約
CHAPTER１１　賃貸借２・使用貸借
最後に小テスト問題を配布する。

【予習】テキスト（１９５頁から２２６頁まで）を読み、引用さ
れている条文内容を六法で確認する。
【復習】上記テキストと授業で配布されたレジュメを参照
し、授業内容を再度、確認し、理解に努める。配布された
小テスト問題に取り組む。

4.5時間対面

第9回 民法５　契約
CHAPTER１２　請負
CHAPTER１３　委任

【予習】テキスト（２２７頁から２６８頁まで）を読み、引用さ
れている条文内容を六法で確認する。
【復習】上記テキストと授業で配布されたレジュメを参照
し、授業内容を再度、確認し、理解に努める。

4時間対面

第10回 民法５　契約
CHAPTER１４　寄託・雇用
CHAPTER１５　組合・和解・終身定期金
冒頭、小テスト結果を返却し、その解説、講評を行う。

【予習】テキスト（２６９頁から３０１頁まで）を読み、引用さ
れている条文内容を六法で確認する。
【復習】上記テキストと授業で配布されたレジュメを参照
し、授業内容を再度、確認し、理解に努める。返却を受け
た小テスト内容について、再度、知識を確認する。

4.5時間対面

第11回 民法６　事務管理・不当利得・不法行為
CHAPTER　１　イントロダクション
CHAPTER　２　不法行為総論
CHAPTER　３　故意・過失ー不法行為の要件①
CHAPTER　４　権利・法益侵害ー不法行為の要件②

【予習】テキスト（１頁から５４頁まで）を読み、引用されてい
る条文内容を六法で確認する。
【復習】上記テキストと授業で配布されたレジュメを参照
し、授業内容を再度、確認し、理解に努める。

4時間対面

第12回 民法６　事務管理・不当利得・不法行為
CHAPTER　５　損害／因果関係／責任の阻却事由ー不法行為の要件
③
CHAPTER　６　損害賠償とその請求主体・範囲ー不法行為の効果①
CHAPTER　７　損害額の算定／損害賠償額の減額ー不法行為の効果
②
CHAPTER　８　損害賠償請求権の行使／金銭によらない救済ー不法
行為の効果③

【予習】テキスト（５５頁から１２９頁まで）を読み、引用され
ている条文内容を六法で確認する。
【復習】上記テキストと授業で配布されたレジュメを参照
し、授業内容を再度、確認し、理解に努める。

4時間対面

第13回 民法６　事務管理・不当利得・不法行為
CHAPTER　９　他人の行為についての責任
CHAPTER１０　物の危険についての責任
CHAPTER１１　複数の行為者の責任ー共同不法行為・競合的不法行
為
CHAPTER１２　事務管理

【予習】テキスト（１３０頁から２０６頁まで）を読み、引用さ
れている条文内容を六法で確認する。
【復習】上記テキストと授業で配布されたレジュメを参照
し、授業内容を再度、確認し、理解に努める。

4時間対面

第14回 民法６　事務管理・不当利得・不法行為
CHAPTER１３　不当利得総論／給付利得
CHAPTER１４　侵害利得
CHAPTER１５　多数当事者間における不当利得ー騙取金による支払・
転用物訴権

【予習】テキスト（１９６頁から２６０頁まで）を読み、引用さ
れている条文内容を六法で確認する。
【復習】上記テキストと授業で配布されたレジュメを参照
し、授業内容を再度、確認し、理解に努める。

4時間対面

第15回 まとめ・総復習 【予習】テキストやこれまでの授業で配布されたレジュメを
読み直し、理解できていない部分がないか確認しておく。
【復習】オンデマンド動画を視聴した上で、その中で復習の
ポイントとして示唆された内容を中心に、再度確認し、定
期試験に向けて、理解に努める。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 債権各論Ⅱ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234平田　健治

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

法学部専門教育科目

テーマ 債権各論の復習と深め

授業の目的及び概要
債権各論Ⅰを受けて、契約法の復習と判例を素材とする深め、法定債権三種の深め(不法行為)と補充（事務管理・不当利得）をします。これによって、
債権各論の全貌を過不足なく学習したことになります。

学修の到達目標
債権各論に含まれる諸制度の機能をⅠより深く説明できる。
債権各論の素材は、債権総論と比べると、約二倍の量があります。それにもかかわらず、どちらもⅠⅡあわせて30回なので、勢い、各論は十分扱うこと
ができません。余力のある学習者は、参考書で自主的に補ってください。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
「債権各論Ⅰ」の履修を推奨する

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
小テスト、定期試験は、解説、講評をポータルに載せます。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

紙の条文集必携。
「予習」とは、テキストとレジュメを、条文集で条文を確認したり、法律用語辞典でわからない用語を調べたりしながら、ゆっくり読んで、わからない箇所に
印を付けて、頭を授業のために準備しておくことです。そのための所要時間は個々の学力に応じて個人差があります（シラバスが推奨する予習「2時間」
は90分のことです）。「わからない」という前に、予習を励行しましょう。
テキストの各章冒頭にある『課題の設定』は具体的な話を素材にしており、考えるきっかけを与えてくれるでしょう。
債権各論は入門が少々むずかしく感じられる分だけ、学びは楽しいものです。
債権各論Ⅰと連続しており、Ⅰを前提とし、それを深める内容です。両方を受講することで、はじめて債権各論の全体像が得られます。
テキストも共通です。本科目の各回のレジュメには、予習復習の便を考えて、しばしば、債権各論Ⅰの対応するレジュメを回数で引用しています。授業で
も併せて説明することもあります。授業の際には合わせ持参するとよいでしょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0850

00510

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

①民法５契約（有斐閣ストゥディア），山本監修・大澤・三枝・田中著，有斐閣，2022年
②民法６事務管理・不当利得・不法行為（有斐閣ストゥディア），山本監修・中原・根本・山本著，有斐閣，2022
年

参考書

①契約法(新版)，中田裕康，有斐閣，2021年
②基本講義　債権各論Ⅰ　契約法・事務管理・不当利得　第4版，潮見佳男，新世社，2022年
③基本講義　債権各論Ⅱ　不法行為法　第4版，潮見佳男，新世社、2021年
④新契約各論Ⅰ，潮見佳男，信山社，2021年
⑤新契約各論Ⅱ，潮見佳男，信山社，2021年
⑥不法行為法Ⅰ[第2版]，潮見佳男，信山社，2009年
⑦不法行為法Ⅱ[第2版]、潮見佳男、信山社、2011年

①978-4-641-15088-1
②978-4-641-15092-8

①978-4-641-13870-4
②978-4-88384-344-2
③978-4-88384-336-7
④978-4-7972-8024-1
⑤978-4-7972-8025-8
⑥978-4-7972-2675-1
⑦978-4-7972-2676-8

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 契約法の基礎の復習と深め レジュメと、テキストの関連ページ(第1章、第2章)を事前に
読んでおくこと（2時間程度）。
授業後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（2時間程
度）。

4時間対面

第2回 契約の成立・交渉の復習と深め（定形約款） レジュメと、テキストの関連ページ(第6章)を事前に読んで
おくこと（2時間程度）。
授業後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（2時間程
度）。

4時間対面

第3回 解除の復習と深め（原状回復義務） レジュメと、テキストの関連ページ(第4章4)を事前に読んで
おくこと（2時間程度）。
授業後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（2時間程
度）。

4時間対面

第4回 売買の復習と深め（特別法、手付、追完請求権） レジュメと、テキストの関連ページ(第7章)を事前に読んで
おくこと（2時間程度）。
授業後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（2時間程
度）。

4時間対面
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第5回 賃貸借の復習と深め（借地借家法） レジュメと、テキストの関連ページ(第10章、第11章)を事前
に読んでおくこと（2時間程度）。
授業後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（2時間程
度）。

4時間対面

第6回 これまでの回の復習ならびに無償契約などの復習と深め（贈与、使用
貸借、消費貸借）

レジュメと、テキストの関連ページ(第8章、第9章、第11章
7)を事前に読んでおくこと（2時間程度）。
授業後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（2時間程
度）。

4時間オンデマンド

第7回 その他の契約の復習と深め（請負、委任） レジュメと、テキストの関連ページ(第12章、第13章)を事前
に読んでおくこと（2時間程度）。
授業後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（2時間程
度）。

4時間対面

第8回 不法行為法の復習と深め レジュメと、テキストの関連ページ(第2章)を事前に読んで
おくこと（2時間程度）。
授業後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（2時間程
度）。

4時間対面

第9回 不法行為４（民法上の特殊不法行為） レジュメと、テキストの関連ページ(第9章、第10章1，2)を
事前に読んでおくこと（2時間程度）。
授業後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（2時間程
度）。

4時間対面

第10回 不法行為５（特別法上の不法行為） レジュメと、テキストの関連ページ(第10章3、4)を事前に読
んでおくこと（2時間程度）。
授業後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（2時間程
度）。

4時間対面

第11回 不法行為６（共同不法行為） レジュメと、テキストの関連ページ(第11章)を事前に読んで
おくこと（2時間程度）。
授業後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（2時間程
度）。

4時間対面

第12回 不法行為７（人格的利益、精神的損害、賠償権者） レジュメと、テキストの関連ページ(第4章2、第5章1、第6章
2)を事前に読んでおくこと（2時間程度）。
授業後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（2時間程
度）。

4時間対面

第13回 不法行為８（過失相殺、損益相殺、消滅時効） レジュメと、テキストの関連ページ（第7章2、第8章1)を事
前に読んでおくこと（2時間程度）。
授業後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（2時間程
度）。

4時間対面

第14回 事務管理、不当利得１（概説） レジュメと、テキストの関連ページ(第12章、第13章，第14
章)を事前に読んでおくこと（2時間程度）。
授業後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（2時間程
度）。

4時間対面

第15回 不当利得２（特殊問題） レジュメと、テキストの関連ページ(第15章)を事前に読んで
おくこと（2時間程度）。
授業後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（2時間程
度）。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 債権各論Ⅱ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234坂上　文一

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

法学部専門教育科目

テーマ 債権各論に関する基礎知識の理解を深め、これを習得する。（債権各論Ⅰの復習・補完・発展編）

授業の目的及び概要
授業の目的は、債権各論の基本的な事項を重点的に学んだ債権各論Ⅰを受けて、そこで取り扱った事項の正しい理解を深めることに加えて、取り扱わ
なかった事項を補完して、幅広い債権各論の範囲全体の基礎知識を過不足なく習得することにある。そのため、債権各論の基本を反復、説明すると共
に、初学者には難解であるが、全体の理解に必要不可欠な分野についても、事例を取り上げながら出来る限りかみ砕いて解説する講義を行う。

学修の到達目標
民法で定められた契約（売買・賃貸借など）類型による債権と契約によらない法定債権（事務管理・不当利得・不法行為）の意味内容について、正しく理
解し、条文に則して、具体例を挙げながら、債権各論Ⅰを学んだ時と比べて、より広く、より深く、説明できる。
債権各論の基本的な論点について、具体例を挙げながら説明できる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
「債権各論Ⅰ」の履修を推奨する

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
対面授業の冒頭で、前回の授業内容の復習ポイントを確認する。
小テスト及び定期試験の出題趣旨、解説、講評等について、ポータル等に掲載するなどの方法により開示する。

アクティブ・ラーニング
の取組み

本科目の担当教員は、1992年に司法試験（旧司法試験）に合格した後、1995年から2022年まで27年間、裁判所において裁判官の仕事に従事し、建築、
労働、医療過誤などの民事訴訟事件を中心に多くの裁判（執行、保全、破産事件を含む。）を担当してきた。本科目では、これらの実務経験を活かした
授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

債権各論Ⅰを履修済であることが望ましい。
履修済の債権各論Ⅰの授業で学んだ内容については、その際に使用したテキストや配布されたレジュメ等を参照しておいてください。
２０２０年４月から、債権法改正が施行されました。
民事事件を担当していた裁判官の立場から、その改正経過で見聞きした議論の内容も織り交ぜながら、出来る限り、具体例を示して、債権各論の全体
範囲を過不足なく理解できるよう説明していきます。
対面授業出席の際には、必ず六法を持参し、当該条文の文言を確認しながら、基礎知識や論点等の習得に努めてください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0700

002010

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

①民法５　契約（有斐閣ストゥディア），山本敬三監修，有斐閣，2022年
②民法６　事務管理・不当利得・不法行為（有斐閣ストゥディア），山本敬三監修，有斐閣，2022年

参考書

授業中において、適宜、紹介、説明する予定である。

①9784641150881
②9784641150928

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 民法５　契約
CHAPTER　１　契約法とは
CHAPTER　２　契約法の一般原則・契約の成立
上記分野の復習、補充、発展

【予習】テキスト（１頁から３２頁まで）を読み、引用されてい
る条文内容を六法で確認すると共に、当該分野について
履修済の債権各論Ⅰの授業で扱われたものがあれば、
その内容について確認しておく。
【復習】上記予習内容と授業で配布されたレジュメ等を参
照し、授業内容を再度、確認し、理解に努める。

3時間対面

第2回 民法５　契約
CHAPTER　４　解除
上記分野の復習、補充、発展

【予習】テキスト（５９頁から８４頁まで）を読み、引用されて
いる条文内容を六法で確認すると共に、当該分野につい
て履修済の債権各論Ⅰの授業で扱われたものがあれば、
その内容について確認しておく。
【復習】上記予習内容と授業で配布されたレジュメ等を参
照し、授業内容を再度、確認し、理解に努める。

4時間対面

第3回 民法５　契約
CHAPTER　５　第三者のためにする契約・契約上の地位の移転
CHAPTER　６　定型約款
上記分野の復習、補充、発展

【予習】テキスト（８５頁から１０９頁まで）を読み、引用され
ている条文内容を六法で確認すると共に、当該分野につ
いて履修済の債権各論Ⅰの授業で扱われたものがあれ
ば、その内容について確認しておく。
【復習】上記予習内容と授業で配布されたレジュメ等を参
照し、授業内容を再度、確認し、理解に努める。

4時間対面
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第4回 民法５　契約
CHAPTER　７　売買・交換
上記分野の復習、補充、発展

【予習】テキスト（１１０頁から１４５頁まで）を読み、引用さ
れている条文内容を六法で確認すると共に、当該分野に
ついて履修済の債権各論Ⅰの授業で扱われたものがあ
れば、その内容について確認しておく。
【復習】上記予習内容と授業で配布されたレジュメ等を参
照し、授業内容を再度、確認し、理解に努める。

4時間対面

第5回 民法５　契約
CHAPTER　８　贈与
上記分野の復習、補充、発展

【予習】テキスト（１４６頁から１５５頁まで）を読み、引用さ
れている条文内容を六法で確認すると共に、当該分野に
ついて履修済の債権各論Ⅰの授業で扱われたものがあ
れば、その内容について確認しておく。
【復習】上記予習内容と授業で配布されたレジュメ等を参
照し、授業内容を再度、確認し、理解に努める。

4時間対面

第6回 民法５　契約
CHAPTER　９　消費貸借
CHAPTER１０　賃貸借１
上記分野の復習、補充、発展

【予習】テキスト（１５６頁から１９４頁まで）を読み、引用さ
れている条文内容を六法で確認すると共に、当該分野に
ついて履修済の債権各論Ⅰの授業で扱われたものがあ
れば、その内容について確認しておく。
【復習】上記予習内容と授業で配布されたレジュメ等を参
照し、授業内容を再度、確認し、理解に努める。

4時間対面

第7回 民法５　契約
CHAPTER１１　賃貸借２・使用貸借
上記分野の復習、補充、発展

【予習】テキスト（１９５頁から２２６頁まで）を読み、引用さ
れている条文内容を六法で確認すると共に、当該分野に
ついて履修済の債権各論Ⅰの授業で扱われたものがあ
れば、その内容について確認しておく。
【復習】上記予習内容と授業で配布されたレジュメ等を参
照し、授業内容を再度、確認し、理解に努める。

4時間対面

第8回 民法５　契約
CHAPTER１２　請負
CHAPTER１３　委任
上記分野の復習、補充、発展

【予習】テキスト（２２７頁から２６８頁まで）を読み、引用さ
れている条文内容を六法で確認すると共に、当該分野に
ついて履修済の債権各論Ⅰの授業で扱われたものがあ
れば、その内容について確認しておく。
【復習】上記予習内容と授業で配布されたレジュメ等を参
照し、授業内容を再度、確認し、理解に努める。

4時間対面

第9回 民法５　契約
CHAPTER１４　寄託・雇用
CHAPTER１５　組合・和解・終身定期金
上記分野の復習、補充、発展
最後に小テスト問題を配布する。

【予習】テキスト（２６９頁から３０１頁まで）を読み、引用さ
れている条文内容を六法で確認すると共に、当該分野に
ついて履修済の債権各論Ⅰの授業で扱われたものがあ
れば、その内容について確認しておく。
【復習】上記予習内容と授業で配布されたレジュメ等を参
照し、授業内容を再度、確認し、理解に努める。配布され
た小テスト問題に取り組む。

4.5時間対面

第10回 第１回から第９回までの対面授業のまとめ・復習 【予習】第１回から第９回までの対面授業内容を見直し、
理解できていない部分がないか確認しておく。
【復習】オンデマンド動画を視聴した上で、その中で復習の
ポイントとして示唆された内容を中心に、再度確認し、理
解に努める。

4時間オンデマンド

第11回 民法６　事務管理・不当利得・不法行為
CHAPTER　１　イントロダクション
CHAPTER　２　不法行為総論
CHAPTER　３　故意・過失ー不法行為の要件①
CHAPTER　４　権利・法益侵害ー不法行為の要件②
上記分野の復習、補充、発展

【予習】テキスト（１頁から５４頁まで）を読み、引用されてい
る条文内容を六法で確認すると共に、当該分野について
履修済の債権各論Ⅰの授業で扱われたものがあれば、
その内容について確認しておく。
【復習】上記予習内容と授業で配布されたレジュメ等を参
照し、授業内容を再度、確認し、理解に努める。

4時間対面

第12回 民法６　事務管理・不当利得・不法行為
CHAPTER　５　損害／因果関係／責任の阻却事由ー不法行為の要件
③
CHAPTER　６　損害賠償とその請求主体・範囲ー不法行為の効果①
CHAPTER　７　損害額の算定／損害賠償額の減額ー不法行為の効果
②
CHAPTER　８　損害賠償請求権の行使／金銭によらない救済ー不法
行為の効果③
上記分野の復習、補充、発展
冒頭、小テスト結果を返却し、その解説、講評を行う。

【予習】テキスト（５５頁から１２９頁まで）を読み、引用され
ている条文内容を六法で確認すると共に、当該分野につ
いて履修済の債権各論Ⅰの授業で扱われたものがあれ
ば、その内容について確認しておく。
【復習】上記予習内容と授業で配布されたレジュメ等を参
照し、授業内容を再度、確認し、理解に努める。返却を受
けた小テスト内容について、再度、知識を確認する。

4.5時間対面

第13回 民法６　事務管理・不当利得・不法行為
CHAPTER　９　他人の行為についての責任
CHAPTER１０　物の危険についての責任
CHAPTER１１　複数の行為者の責任ー共同不法行為・競合的不法行
為
CHAPTER１２　事務管理

【予習】テキスト（１３０頁から２０６頁まで）を読み、引用さ
れている条文内容を六法で確認すると共に、当該分野に
ついて履修済の債権各論Ⅰの授業で扱われたものがあ
れば、その内容について確認しておく。
【復習】上記予習内容と授業で配布されたレジュメ等を参
照し、授業内容を再度、確認し、理解に努める。

4時間対面

第14回 民法６　事務管理・不当利得・不法行為
CHAPTER１３　不当利得総論／給付利得
CHAPTER１４　侵害利得
CHAPTER１５　多数当事者間における不当利得ー騙取金による支払・
転用物訴権

【予習】テキスト（２０７頁から２６０頁まで）を読み、引用さ
れている条文内容を六法で確認すると共に、当該分野に
ついて履修済の債権各論Ⅰの授業で扱われたものがあ
れば、その内容について確認しておく。
【復習】上記予習内容と授業で配布されたレジュメ等を参
照し、授業内容を再度、確認し、理解に努める。

4時間対面

第15回 まとめ・総復習 【予習】テキストやこれまでの授業で配布されたレジュメ等
を読み直し、理解できていない部分がないか確認してお
く。
【復習】授業の中で総復習のポイントとして示唆された内
容を中心に、再度確認し、定期試験に向けて、理解に努
める。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 債権各論Ⅱ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234金　亮完

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

法学部専門教育科目

テーマ 債権各論（第3編債権第2章契約・第3章事務管理・第4章不当利得・第5章不法行為）に規定されている諸制度の基礎知識の修得

授業の目的及び概要
１　民法は、私たちの日常生活で生じる紛争を解決するための基本的なルールを定めたものであり、第1編総則・第2編物権・第3編債権・第4編親族・第
5編相続の5つの編からなっています。講学上、総則・物権・債権を財産法、親族・相続を家族法（または親族法）と呼んでいます。このうち債権とは、人
（債権者）が人（債務者）に対して一定の行為をすること、またはしないことを請求できる権利を意味します。そして、講学上、債権は債権総論と債権各論
とに分類されています。
２　この授業は、債権各論Ⅰで学修した基礎知識を活用して債権各論に関わる諸問題について妥当な結論を導く、いわば債権各論の運用力の修得を
目的とします。具体的には、債権各論に関する重要判例と論点を取り上げ、債権各論Ⅰで学習した基礎知識がどのように活用されているかを確認する
とともに、結論の妥当性について自ら考えることを通じて、債権総論の運用力を修得します。
３　授業に際しては、実際の事例を多く用いることによって受講生がイメージをつかみやすくするとともに、公務員採用試験や各種の資格試験の受験に
も対応した内容とする予定です。

学修の到達目標
１　債権各論に規定されている諸制度の概要、条文の文言及び専門用語の意味、他の制度との関連について理解し、説明することができる。
２　債権各論に関わる諸問題について、授業で学修した知識を活用し、妥当な結論を導くことができる。
３　論理的思考及び法律文章の読み方・書き方を理解し、自ら活用することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
「債権各論Ⅰ」の履修を推奨する

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
１　定期試験については、授業支援システム（Learning Portal）に出題の意図、解答例、講評を掲載します。
２　授業の内容に関する質問はいつでも受け付け、回答します。よい質問については、質問者本人の承諾を得たうえで、次回の授業で紹介し、受講生
全員の知識の定着を図ります。
３　各回の授業の最後に行う小テストの解答は、次回の授業の冒頭で解説を行い、受講生の理解を深めるとともに知識の定着を図ります。

アクティブ・ラーニング
の取組み

クリッカー等の理解度把握システムの利用

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

１　授業で使用するレジュメ・資料は、事前に授業支援システム（Learning Portal）に掲載しますので、各自ダウンロードし、予習の上、授業時にお持ちく
ださい。
２　授業時にはノートをとるようにしてください。ノートの取り方は授業時に必要に応じて説明します。
３　債権各論の学修に際しては、民法の他の領域の知識が必要となる場合があります。必要に応じて、関連する部分についても授業時に説明します。
４　債権各論Ⅰと債権各論Ⅱの授業計画が同一の内容となっていますが、Ⅰでは基礎知識を、Ⅱでは基礎知識を踏まえた応用学修を行います。した
がって、債権各論Ⅰを履修してから債権各論Ⅱを履修することが望ましいです。また、債権各論Ⅰで配布したレジュメは、債権各論Ⅱでも使用します。
５　携帯用の六法は必携です。また、授業中の私語、授業とは無関係なスマホの使用は厳禁です。違反者に対しては退室を命じるなど厳しく対応しま
す。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

500

00500

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

藤岡康宏・磯村保・浦川道太郎・松本恒雄『有斐閣Ｓシリーズ　民法Ⅳ債権各論〔第5版〕』（有斐閣、2023年3
月）2,860円

参考書

窪田充見・森田宏樹編『民法判例百選Ⅱ〔第9版〕』（有斐閣、2023年2月）2,420円

978-4-641-15956-3

978-4-641-11563-7

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
１　授業の進め方・成績評価方法
２　債権各論Ⅱの受講上の留意点
３　債権各論Ⅰの振り返り

１　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面
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第2回 契約総論⑴
１　契約の成立
２　契約の効力

１　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面

第3回 契約総論⑵
契約の解除

１　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面

第4回 契約各論⑴ー権利移転型契約
１　贈与
２　売買
３　交換

１　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面

第5回 契約各論⑵ー貸借型契約
１　消費貸借
２　使用貸借
３　賃貸借

１　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面

第6回 契約各論⑶ー役務提供型契約
１　雇用
２　請負
３　委任
４　寄託

１　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面

第7回 契約各論⑷ーその他の契約
１　組合
２　終身定期金
３　和解

１　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面

第8回 事務管理の意味・要件・効果 １　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面

第9回 不当利得
１　侵害利得の意味
２　給付利得の意味

１　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面

第10回 不法行為⑴ー一般不法行為①
１　不法行為の基本原理
２　一般不法行為の成立要件①

１　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面

第11回 不法行為⑵ー一般不法行為②
一般不法行為の成立要件②

１　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面

第12回 不法行為⑶ー一般不法行為③
１　一般不法行為の効果
２　債務不履行責任との異同

１　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面

第13回 不法行為⑷ー特殊不法行為①
１　責任無能力者の監督義務者の責任
２　使用者の責任
３　注文者責任

１　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面
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第14回 不法行為⑸ー特殊不法行為②
１　土地の工作物等の占有者・所有者の責任
２　動物の占有者・管理者の責任
３　共同不法行為

１　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面

第15回 第15回　これまでの学習の振り返り
１　第1回から第14回までの学習の振り返り
２　疑問点の質疑応答

１　事前学修　これまでの授業内容を振り返り、理解が不
十分なところや疑問点を整理して授業時に教員に質問す
る。これには2時間を要する。
２　事後学修　これまでの授業内容を振り返り、定期試験
の準備に取り組む。これには2時間を要する。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 債権各論Ⅱ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234比嘉　正

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

法学部専門教育科目

テーマ 債権各論の復習と知識の深化

授業の目的及び概要
契約各論（各種契約・不当利得・不法行為を含む）の典型的な事例を検討し、基本的な法規範の体系的理解等基礎力を養成するとともに、理論的・実
践的な応用力の基礎の涵養を図る。

学修の到達目標
契約各論分野の基本的な法規範（条文・基本判例）を体系的に理解し、これらを典型的な紛争解決事例に適用し、適切な解決ができるようになること。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
「債権各論Ⅰ」の履修を推奨する

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
毎回レジュメに沿って授業を進めますが、授業終了後に再度レジュメで基本事項を確認してください。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

各回の授業の前にレジュメを配布しますので、レジュメに目を通し、また、事例の事実関係と争点は何かを把握しておいてください。
債権各論Ⅰと連続しており、Ⅰを前提としてそれを深める内容です。両方を受講することで、はじめて債権各論の全体像が得られます。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

700

0００30

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

千葉恵美子ほか編「Law PracticeⅡ債権編（第4版）」有斐閣

参考書

潮見佳男ほか編「民法判例百選Ⅱ（第８版）」有斐閣

ISBN978-4-7857-2643-0
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 １．転貸借　　　テキスト99～104頁 事前に、レジュメとテキストの該当箇所（99～104頁）で事
実関係と争点を把握しておくこと（2時間程度）。
事後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（2時間程度）。

2時間対面

第2回 ２．サブリースと賃料増減額請求権　　　テキスト111～117頁 事前に、レジュメとテキストの該当箇所（111～117頁）で事
実関係と争点を把握しておくこと（2時間程度）。
事後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（2時間程度）。

2時間対面

第3回 ３．請負における所有権の帰趨　　　テキスト124～130頁 事前に、レジュメとテキストの該当箇所（124～130頁）で事
実関係と争点を把握しておくこと（2時間程度）。
事後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（2時間程度）。

2時間対面

第4回 ４．預金債権　　　テキスト160～167頁 事前に、レジュメとテキストの該当箇所（160～167頁）で事
実関係と争点を把握しておくこと（2時間程度）。
事後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（2時間程度）。

2時間対面

第5回 ５．表見受領権者に対する弁済　　　テキスト174～179頁 事前に、レジュメとテキストの該当箇所（174～179頁）で事
実関係と争点を把握しておくこと（2時間程度）。
事後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（2時間程度）。

2時間対面

第6回 ６．相殺の担保的機能　　　テキスト197～203 事前に、レジュメとテキストの該当箇所（197～203頁）で事
実関係と争点を把握しておくこと（2時間程度）。
事後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（2時間程度）。

2時間対面

第7回 ７．詐害行為取消権の効果　　　テキスト241～247頁 事前に、レジュメとテキストの該当箇所（241～247頁）で事
実関係と争点を把握しておくこと（2時間程度）。
事後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（2時間程度）。

2時間対面

第8回 ８．債権譲渡と相殺　　　テキスト263～269頁 事前に、レジュメとテキストの該当箇所（263～269頁）で事
実関係と争点を把握しておくこと（2時間程度）。
事後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（2時間程度）。

2時間対面
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第9回 ９．不当利得：侵害利得　　　テキスト288～294頁 事前に、レジュメとテキストの該当箇所（288～294頁）で事
実関係と争点を把握しておくこと（2時間程度）。
事後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（2時間程度）。

2時間オンデマンド

第10回 10．不法行為の成立要件：権利侵害　　　テキスト300～307頁 事前に、レジュメとテキストの該当箇所（300～307頁）で事
実関係と争点を把握しておくこと（2時間程度）。
事後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（2時間程度）。

2時間対面

第11回 11．過失相殺　　　テキスト326～330頁 事前に、レジュメとテキストの該当箇所（326～330頁）で事
実関係と争点を把握しておくこと（2時間程度）。
事後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（2時間程度）。

2時間対面

第12回 12．名誉棄損・プライバシー侵害　　　テキスト331～337頁 事前に、レジュメとテキストの該当箇所（331～337頁）で事
実関係と争点を把握しておくこと（2時間程度）。
事後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（2時間程度）。

2時間対面

第13回 13．工作物責任　　　テキスト353～359頁 事前に、レジュメとテキストの該当箇所（353～359頁）で事
実関係と争点を把握しておくこと（2時間程度）。
事後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（2時間程度）。

2時間対面

第14回 14．共同不法行為：関連共同性　　　テキスト360～364頁 事前に、レジュメとテキストの該当箇所（360～364頁）で事
実関係と争点を把握しておくこと（2時間程度）。
事後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（2時間程度）。

2時間対面

第15回 15．製造物責任　　　テキスト373～378頁 事前に、レジュメとテキストの該当箇所（373～378頁）で事
実関係と争点を把握しておくこと（2時間程度）。
事後に、レジュメを見直し、復習しておくこと（2時間程度）。

2時間対面

－233－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 家族法Ⅰ＜家族と法＞ 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234金　亮完

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

法学部専門教育科目

テーマ 家族法（民法第4編親族・第5編相続）に規定されている諸制度の基礎知識の修得

授業の目的及び概要
１　民法は、私たちの日常生活で生じる紛争を解決するための基本的なルールを定めたものであり、第1編総則・第2編物権・第3編債権・第4編親族・第
5編相続の5つの編からなっています。講学上、総則・物権・債権を財産法、親族・相続を家族法（または親族法）と呼んでいます。
２　この授業は、家族法と呼ばれる第4編親族・第5編相続に規定されている諸制度の基礎知識の修得を目的とします。具体的には、第4編親族では、夫
婦・親子を中心とした家族（親族）関係の成立・変動・消滅及びその効果に関する基礎知識を、第5編相続では、家族関係を前提とした財産の移転の仕
組みに関する基礎知識を学修します。また、選択的夫婦別氏の問題など、現代社会で生じている家族をめぐる諸問題についても取り上げます。なお、第
1回授業から第7回授業までは第4編親族を、第8回授業から第15回授業までは第5編相続を取り上げます。
３　授業に際しては、実際の事例を多く用いることによって受講生がイメージをつかみやすくするとともに、公務員採用試験や各種の資格試験の受験に
も対応した内容とする予定です。

学修の到達目標
１　家族法に規定されている諸制度の概要、条文の文言及び専門用語の意味、他の制度との関連について理解し、説明することができる。
２　家族法に関わる諸問題について、授業で学修した知識を活用し、妥当な結論を導くことができる。
３　論理的思考及び法律文章の読み方・書き方を理解し、自ら活用することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
１　定期試験については、授業支援システム（Learning Portal）に出題の意図、解答例、講評を掲載します。
２　授業の内容に関する質問はいつでも受け付け、回答します。よい質問については、質問者本人の承諾を得たうえで、次回の授業で紹介し、受講生
全員の知識の定着を図ります。
３　各回の授業の最後に行う小テストの解答は、次回の授業の冒頭で解説を行い、受講生の理解を深めるとともに知識の定着を図ります。

アクティブ・ラーニング
の取組み

クリッカー等の理解度把握システムの利用

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

１　授業で使用するレジュメ・資料は、事前に授業支援システム（Learning Portal）に掲載しますので、各自ダウンロードし、予習の上、授業時にお持ちく
ださい。
２　授業時にはノートをとるようにしてください。ノートの取り方は授業時に必要に応じて説明します。
３　家族法の学修に際しては、民法の他の領域の知識が必要な場合があります。必要に応じて、関連する部分についても授業時に説明します。
４　家族法Ⅰと家族法Ⅱの授業計画が同一の内容となっていますが、Ⅰでは基礎知識を、Ⅱでは基礎知識を踏まえた応用学修を行います。したがっ
て、家族法Ⅰを履修してから家族法Ⅱを履修することが望ましいです。また、家族法Ⅰで配布したレジュメは、家族法Ⅱでも使用します。
５　携帯用の六法は必携です。また、授業中の私語、授業とは無関係なスマホの使用は厳禁です。違反者に対しては退室を命じるなど厳しく対応しま
す。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

500

00500

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

令和4年の嫡出推定規定の改正（令和4年12月16日法律第102号）に伴い、使用予定の教科書が改訂中で
す。改訂版が発売され次第、改めて指示します。それまではレジュメを用いて授業を進めます。

参考書

大村敦志・沖野眞已編『民法判例百選Ⅲ〔第3版〕』（有斐閣、2023年2月）2,420円

未定

978-4-641-11564-4

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
１　授業の進め方・成績評価方法
２　民法における家族法の位置づけと特徴
３　第4編親族の受講上の留意点
４　戸籍全部事項証明書の見方
５　親族の範囲・親等の計算方法

１　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面
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第2回 婚姻の成立
１　婚姻の前段階において生じる問題：婚約・結納
２　婚姻の成立要件
３　婚姻の無効・取消し

１　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面

第3回 婚姻の効果 １　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面

第4回 婚姻の解消
１　婚姻の解消原因
２　離婚の手続
３　婚姻解消の効果

１　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面

第5回 内縁
１　内縁と法律婚の違い
２　内縁の効果

１　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面

第6回 親子
１　実子：嫡出推定制度の概要・婚外子（非嫡出子）
２　養子：普通養子・特別養子
３　生殖補助医療により生まれた子の親子関係：「生殖補助医療の提
供等及びこれにより出生した子の親子関係に関する民法の特例に関す
る法律」9条・10条

１　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面

第7回 親権／後見／扶養／これまでの学習の振り返り
１　親権
２　後見：後見・補佐・補助
３　扶養
４　第1回から第7回までの学習の振り返り・疑問点の質疑応答

１　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面

第8回 相続法総論／相続人
１　第5編相続の受講上の留意点
２　相続法総論
３　相続人の範囲・代襲相続制度の概要

１　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面

第9回 相続の承認・放棄／財産分離／相続人の不存在
１　相続の承認（単純承認と限定承認）・放棄制度の概要
２　財産分離制度の概要
３　相続人不存在の場合の処理

１　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面

第10回 相続財産／遺産共有／遺産分割
１　相続の対象となる権利義務（相続財産）の範囲
２　遺産共有の意味
３　遺産分割の方法・手続

１　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面

第11回 相続分の意味
１　法定相続分
２　指定相続分
３　具体的相続分

１　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面

第12回 相続による財産承継と第三者との利害調整 １　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面

第13回 遺言／遺贈
１　遺言の種類と方式
２　遺贈の意味・種類・効果
３　特定財産承継遺言の意味・効果

１　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面
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第14回 遺留分／配偶者の居住の権利／特別の寄与
１　遺留分
２　配偶者居住権・配偶者短期居住権制度
３　特別の寄与制度

１　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面

第15回 第15回　これまでの学習の振り返り
１　第8回から第14回までの学習の振り返り
２　疑問点の質疑応答

１　事前学修　これまでの授業内容を振り返り、理解が不
十分なところや疑問点を整理して授業時に教員に質問す
る。これには2時間を要する。
２　事後学修　これまでの授業内容を振り返り、定期試験
の準備に取り組む。これには2時間を要する。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 家族法Ⅰ＜家族と法＞ 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234田中　嗣久

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

法学部専門教育科目

テーマ 民法（家族法）の基本的知識の理解

授業の目的及び概要
民法の中で家族法と呼ばれる分野（親族編・相続編）の入門として、これまでの日常生活、また就職後のビジネスにおいて経験することとなる「家族法」
を中心とする事象に関する民法上のルールを基礎から説明します。本科目の学修により、民事法系科目を中心とした専門科目を円滑に履修できるよう
にしていきます。

学修の到達目標
・身の回りやニュース等で接する出来事について、民法（家族法）上の意味・意義を説明できる。
・日常生活や家族・相続における民法（家族法）上のルールを理解し、社会人・職業人として正しい行動ができる。
・法学部推奨資格「法学検定ベーシック」レベルの重要知識を身に着ける。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
前回の小テストの結果感想について授業最初に簡単な講評します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

授業は、皆さん自身の十分な予習と復習を前提として進んでいきます。本科目履修を通じて、専門科目の学修スタイルも身につけていくようにしてくださ
い。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

０
なし

400

004020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

民法がわかった第５版，田中嗣久ほか，法学書院，

参考書

特になし

ＩＳＢＮ：９７８－４－５８７－
５３５０９－４

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
民法（家族法）とは何か

予習　シラバスを事前によく読んでおいてください。
復習　シラバスをもういちど読み直して、講義で得た知識
を確認してください。

4時間対面

第2回 親族全般に関する重要事項を講義し最後に小テストを行います。 予習　テキストのｐ３４４からｐ３４６までをしっかりと目を通
しておいてください。
復習　今回の授業でやった箇所を復習し、ノートを読み直
し、正確な理解を深めてください。

4時間対面

第3回 婚姻（成立）に関する重要事項を講義し最後に小テストを行います。 予習　テキストのｐ３４７からｐ３４８までをしっかりと目を通
しておいてください。
復習　今回の授業でやった箇所を復習し、ノートを読み直
し、正確な理解を深めてください。

4時間対面

第4回 婚姻（無効・取消・効力）に関する重要事項を講義し最後に小テストを行
います。

予習　テキストのｐ３４９からｐ３５３までをしっかりと目を通
しておいてください。
復習　今回の授業でやった箇所を復習し、ノートを読み直
し、正確な理解を深めてください。

4時間対面

第5回 婚姻（解消・内縁） に関する重要事項を講義し最後に小テストを行いま
す。

予習　テキストのｐ３５３からｐ３５７までをしっかりと目を通
しておいてください。
復習　今回の授業でやった箇所を復習し、ノートを読み直
し、正確な理解を深めてください。

4時間対面

第6回 親子（嫡出子）に関する重要事項を講義し最後に小テストを行います。 予習　テキストのｐ３５８からｐ３６３までをしっかりと目を通
しておいてください。
復習　今回の授業でやった箇所を復習し、ノートを読み直
し、正確な理解を深めてください。

4時間対面
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第7回 親子（養子縁組）・親権 に関する重要事項を講義し最後に小テストを行
います。

予習　テキストのｐ３６３からｐ３７２までをしっかりと目を通
しておいてください。
復習　今回の授業でやった箇所を復習し、ノートを読み直
し、正確な理解を深めてください。

4時間対面

第8回 相続全体に関する私が作成した動画で学修してもらいます。この動画
で相続全体に関する理解を深め、第9回から詳しく説明してゆきます。

予習　こテキストのｐ３８０からｐ４１５までザッと目を通して
おいてください。
復習　今回の授業でやった箇所を復習し、ノ正確な理解を
深めてください。

4時間オンデマンド

第9回 相続全般に関する重要事項を講義し最後に小テストを行います。 予習　テキストのｐ３８０からｐ３８１までをしっかりと目を通
しておいてください。
復習　今回の授業でやった箇所を復習し、ノートを読み直
し、正確な理解を深めてください。

4時間対面

第10回 相続人 に関する重要事項を講義し最後に小テストを行います。 予習　テキストのｐ３８２からｐ３８５までをしっかりと目を通
しておいてください。
復習　今回の授業でやった箇所を復習し、ノートを読み直
し、正確な理解を深めてください。

4時間対面

第11回 相続の効力 に関する重要事項を講義し最後に小テストを行います。 予習　テキストのｐ３８６からｐ３９０までをしっかりと目を通
しておいてください。
復習　今回の授業でやった箇所を復習し、ノートを読み直
し、正確な理解を深めてください。

4時間対面

第12回 相続の承認と放棄に関する重要事項を講義し最後に小テストを行いま
す。

予習　テキストのｐ３９３からｐ３９５までをしっかりと目を通
しておいてください。
復習　今回の授業でやった箇所を復習し、ノートを読み直
し、正確な理解を深めてください。

4時間対面

第13回 遺言に関する重要事項を講義し最後に小テストを行います。 予習　テキストのｐ３９９からｐ４０４までをしっかりと目を通
しておいてください。
復習　今回の授業でやった箇所を復習し、ノートを読み直
し、正確な理解を深めてください。

4時間対面

第14回 遺言、配偶者居住権、遺留分に関する重要事項を講義し最後に小テス
トを行います。

予習　テキストのｐ４０４から最後までをしっかりと目を通し
ておいてください。
復習　今回の授業でやった箇所を復習し、ノートを読み直
し、正確な理解を深めてください。

4時間対面

第15回 全体の総括（総復習）をいたします。 予習　これまでノートに記載したこと、学んだテキストで重
要なところをしっかりと目を通しておいてください。
復習　今回の授業でやった箇所を復習し、ノートを読み直
し、正確な理解を深めてください。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 家族法Ⅰ＜家族と法＞ 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234小川　富之

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

法学部専門教育科目

テーマ 家族法の基本的知識の修得

授業の目的及び概要
民法全体の財産法と家族法の位置付けおよび家族法の全体像を概説したうえで、家族法の各論について講義を行う。
講義では、家族法の全範囲の制度趣旨、各条文の内容について解説する。
家族法は、私たちの生活に身近なものであり、自分の人生の中で実際に生じる様々な問題とも関連しており、民法に関連する諸問題の基礎となること
から、適切に学習内容の定着を図るよう講義を進める。

学修の到達目標
1．民法の中の家族法の位置づけを理解し、説明できる。
2．親族、婚姻、親子、親権、後見、補佐及び補助、扶養、相続、遺言、遺留分について理解し、説明できる。
3．家事紛争について理解し、説明できる。

授業の方法
この科目は遠隔授業で行われます。詳細についてはLearning Portalを確認してください。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
各回の講義の最後に提示した課題について、講義中に解説を行い、受講生の理解を深め、学習内容の確実な定着を図る。
試験については、授業支援システム（Learning Potal）に出題の意図、解答のポイントおよび採点基準を掲載する。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

民法は大きく財産法と家族法に分けられ、その一つとして重要な科目であり、民法だけに限らず、私法全体、また、刑法等も含めた日本の法体系全体と
もかかわる重要な内容を含んでいる。
皆さん方の生活、人生とも大きくかかわる分野なので、しっかり学習成果を修得するよう努めてください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

070

00300

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

⼩川富之編『ユーリカ⺠法５（親族・相続）』（法律⽂化社、2019年）

参考書

ISBN-104589040042
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 講義の進め方、予習・復習の方法、成績評価方法、参考書の紹介、家
族法の意義と全体像

事前に、家族法全体に関するテキストの目次を確認し、講
義開始前に全体を通読したときの疑問点を確認しておく（2
時間）。
事後に、初回の講義で扱った内容を、レジュメに沿って確
認し、学習内容の定着を図る（2時間）。

4時間オンデマンド

第2回 家族法総論 事前に、「序論（家族法総論）」に関するテキストの該当部
分を読み、レジュメを使って学習しておく（2時間）。
事後に、「序論（家族法総論）」に関するテキストの内容
を、レジュメに沿って確認し、学習内容の定着を図る（2時
間）。

4時間オンデマンド

第3回 親族・総則 事前に、第1章「総則」に関するテキストの該当部分を読
み、レジュメを使って学習しておく（2時間）。
事後に、第1章「総則」に関するテキストの内容を、レジュメ
に沿って確認し、学習内容の定着を図る（2時間）。

4時間オンデマンド

第4回 婚姻 事前に、第2章「婚姻」に関するテキストの該当部分を読
み、レジュメを使って学習しておく（2時間）。
事後に、第2章「婚姻」に関するテキストの内容を、レジュメ
に沿って確認し、学習内容の定着を図る（2時間）。

4時間オンデマンド

第5回 親子 事前に、第3章「親子」に関するテキストの該当部分を読
み、レジュメを使って学習しておく（2時間）。
事後に、第3章「親子」に関するテキストの内容を、レジュメ
に沿って確認し、学習内容の定着を図る（2時間）。

4時間オンデマンド
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第6回 親権 事前に、第4章「親権」に関するテキストの該当部分を読
み、レジュメを使って学習しておく（2時間）。
事後に、第4章「親権」に関するテキストの内容を、レジュメ
に沿って確認し、学習内容の定着を図る（2時間）。

4時間オンデマンド

第7回 後見・補佐および補助・扶養 事前に、第5章「後見」・第6章「補佐および補助」・第7章
「扶養」に関するテキストの該当部分を読み、レジュメを
使って学習しておく（2時間）。
事後に、第5章「後見」・第6章「補佐および補助」・第7章
「扶養」に関するテキストの内容を、レジュメに沿って確認
し、学習内容の定着を図る（2時間）。

4時間オンデマンド

第8回 前半の復習 事前に第7回までの学習範囲を復習する（2時間）。
事後に、中間試験の準備をする（2時間）。

4時間オンデマンド

第9回 中間テスト 事前に、これまでのレジュメを使って学習しておく（2時
間）。
事後に、中間テストの結果を確認する（2時間）。

4時間オンデマンド

第10回 相続人 事前に、第10章「相続人」に関するテキストの該当部分を
読み、レジュメを使って学習しておく（2時間）。
事後に、第10章「相続人」に関するテキストの内容を、レ
ジュメに沿って確認し、学習内容の定着を図る（2時間）。

4時間オンデマンド

第11回 相続の効力 事前に、第11章「相続の効力」に関するテキストの該当部
分を読み、レジュメを使って学習しておく（2時間）。
事後に、第11章「相続の効力」に関するテキストの内容
を、レジュメに沿って確認し、学習内容の定着を図る（2時
間）。

4時間オンデマンド

第12回 相続の承認および放棄・財産分離・相続人の不存在 事前に、第12章「相続の承認および放棄」・第13章「財産
分離」・第14章「相続人の不存在」に関するテキストの該
当部分を読み、レジュメを使って学習しておく（2時間）。
事後に、第12章「相続の承認および放棄」・第13章「財産
分離」・第14章「相続人の不存在」に関するテキストの内
容を、レジュメに沿って確認し、学習内容の定着を図る（2
時間）。

4時間オンデマンド

第13回 遺言 事前に、第15章「遺言」に関するテキストの該当部分を読
み、レジュメを使って学習しておく（2時間）。
事後に、第15章「遺言」に関するテキストの内容を、レジュ
メに沿って確認し、学習内容の定着を図る（2時間）。

4時間オンデマンド

第14回 遺留分 事前に、第16章「遺留分」に関するテキストの該当部分を
読み、レジュメを使って学習しておく（2時間）。
事後に、第16章「遺留分」に関するテキストの内容を、レ
ジュメに沿って確認し、学習内容の定着を図る（2時間）。

4時間オンデマンド

第15回 家族法全体の確認・質疑応答 事前に、家族法全体の総復習を行う（2時間）。
事後に、レジュメ・テキストを使って全体の確認を行う（2時
間）。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 家族法Ⅱ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234木本　博之

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

法学部専門教育科目

テーマ 家族法の適用

授業の目的及び概要
家族法の全体像を確認したうえで、各条文が具体的な事例に対して、どのような形で適用されるかについて、講義を行う。
講義では、条文に沿って、具体的事件を取り上げ、裁判所の判断について解説する。

学修の到達目標
1．家族法の全体像を理解し、説明できる。
2．家族法の条文に沿って、具体的事件に対して、個々の条文がどのように解釈され、適用されるかについて理解し、説明できる。
3．家族法に関連する判例を、体系的に理解し、説明できる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
「家族法Ⅰ」の履修を推奨する

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
各回の講義の最後に提示した課題について、講義中に解説を行い、受講生の理解を深め、学習内容の更なる定着を促す。
試験については、授業支援システム（Learning Potal）に出題の意図、解答のポイントおよび採点基準を掲載する。

アクティブ・ラーニング
の取組み

本科目の担当教員は、1999年に行政書士試験に合格した後、個人事務所を開設し、20年以上の実務経験を有している。また、2000年からは資格試験
予備校の講師として、憲法、民法、行政法、商法の講義に加え、面接対策、数的処理、文章理解等の授業を担当し、2015年までは本学のSコース等でも
法学系資格の合格実績に貢献している。本科目では、これらの経験を生かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

できるだけ身近な事例、判例を取り上げ、条文と関連付けることにより、法的思考力の向上を図ります。
法の趣旨を理解した上で、説明できる能力を養成します。
『法的に考える楽しさ』を体験しましょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
0

500

00050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキスト：前田陽一・本山敦・浦野由紀子『民法Ⅵ（親族・相続）第６版』（有斐閣、２０２２年）

参考書

指定は行いません。必要な資料を適宜配布します。

９７８ー４－６４１－１７９５３ー
０

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 講義の進め方、予習・復習の方法、成績評価方法
親族法・相続法について

事前に、序　親族法・相続法総論第1節「親族法・相続法
の意義」、第２節「手続きからみた親族法・相続法」に関す
るテキストの該当部分を読み、予習をしておく（2時間）。
事後に、初回の講義で扱った内容を確認し、学習内容の
定着を図る（2時間）。

4時間対面

第2回 家族法関連事件の全体像、親族法序論 事前に、第１編親族法第1章「序論」に関するテキストの該
当部分を読み、予習しておく（2時間）。
事後に、第１編親族法第1章「序論」に関するテキストの内
容を確認し、学習内容の定着を図る（2時間）。

4時間対面

第3回 夫婦 事前に、第１編「親族法」第2章「夫婦」に関するテキストの
該当部分を読み、予習しておく（2時間）。
事後に、第１編「親族法」第2章「夫婦」に関するテキストの
内容を確認し、学習内容の定着を図る（2時間）。

4時間対面

第4回 親子 事前に、第１編「親族法」第３章「親子」に関するテキストの
該当部分を読み、予習しておく（2時間）。
事後に、第１編「親族法」第３章「親子」に関するテキストの
内容を確認し、学習内容の定着を図る（2時間）。

4時間対面

第5回 後見・保佐・補助 事前に、第１編「親族法」第４章「後見・保佐・補助」に関す
るテキストの該当部分を読み、予習しておく（2時間）。
事後に、第１編「親族法」第４章「後見・保佐・補助」に関す
るテキストの内容を確認し、学習内容の定着を図る（2時
間）。

4時間対面
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第6回 扶養 事前に、第１編「親族法」第５章「扶養」に関するテキストの
該当部分を読み、予習しておく（2時間）。
事後に、第１編「親族法」第５章「扶養」に関するテキストの
内容を確認し、学習内容の定着を図る（2時間）。

4時間対面

第7回 前半講義の復習 事前に、第6回までの学習範囲を復習する（2時間）。
事後に、前半講義の復習内容を確認する（2時間）。

4時間対面

第8回 相続法序論 事前に、第２編「相続法」第1章「序論」に関するテキストの
該当部分を読み、予習しておく（2時間）。
事後に、第２編「相続法」第1章「序論」に関するテキストの
内容を確認し、学習内容の定着を図る（2時間）。

4時間対面

第9回 相続人、相続の承認・放棄 事前に、第２編「相続法」第2章「相続人」、第３章「相続の
承認・放棄」に関するテキストの該当部分を読み、予習し
ておく（2時間）。
事後に、第２編「相続法」第2章「相続人」、第３章「相続の
承認・放棄」に関するテキストの内容を確認し、学習内容
の定着を図る（2時間）。

4時間対面

第10回 相続の対象、相続分 事前に、第２編「相続法」第４章「相続の対象」、第５章「相
続分」に関するテキストの該当部分を読み、予習しておく
（2時間）。
事後に、第２編「相続法」第４章「相続の対象」、第５章「相
続分」に関するテキストの内容を確認し、学習内容の定着
を図る（2時間）。

4時間対面

第11回 遺産の共有と分割、配偶者の居住の権利 事前に、第２編「相続法」第６章「遺産の共有と分割」、第７
章「配偶者の居住の権利」に関するテキストの該当部分を
読み、予習しておく（2時間）。
事後に、第２編「相続法」第６章「遺産の共有と分割」、第７
章「配偶者の居住の権利」に関するテキストの内容を確認
し、学習内容の定着を図る（2時間）。

4時間対面

第12回 相続回復請求権、相続財産の清算 事前に、第２編「相続法」第８章「相続回復請求権」、第９
章「相続財産の清算」に関するテキストの該当部分を読
み、予習しておく（2時間）。
事後に、第２編「相続法」第８章「相続回復請求権」、第９
章「相続財産の清算」に関するテキストの内容を確認し、
学習内容の定着を図る（2時間）。

4時間対面

第13回 遺言 事前に、第２編「相続法」第１０章「遺言」に関するテキスト
の該当部分を読み、予習しておく（2時間）。
事後に、第２編「相続法」第１０章「遺言」に関するテキスト
の内容を確認し、学習内容の定着を図る（2時間）。

4時間対面

第14回 遺留分 事前に、第２編「相続法」第１１章「遺留分」に関するテキ
ストの該当部分を読み、予習しておく（2時間）。
事後に、第２編「相続法」第１１章「遺留分」に関するテキ
ストの内容を確認し、学習内容の定着を図る（2時間）。

4時間対面

第15回 家族法全体の確認・復習 事前に、家族法全体の総復習を行う（2時間）。
事後に、テキストを使って全体の確認を行う（2時間）。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 家族法Ⅱ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234金　亮完

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

法学部専門教育科目

テーマ 家族法（民法第4編親族・第5編相続）に規定されている諸制度の運用力の修得

授業の目的及び概要
１　民法は、私たちの日常生活で生じる紛争を解決するための基本的なルールを定めたものであり、第1編総則・第2編物権・第3編債権・第4編親族・第
5編相続の5つの編からなっています。講学上、総則・物権・債権を財産法、親族・相続を家族法（または親族法）と呼んでいます。
２　この授業は、家族法Ⅰで学修した基礎知識を活用して家族法に関わる諸問題について妥当な結論を導く、いわば家族法の運用力の修得を目的とし
ます。具体的には、家族法に関する重要判例と論点を取り上げ、家族法Ⅰで学習した基礎知識がどのように活用されているかを確認するとともに、結論
の妥当性について自ら考えることを通じて、家族法の運用力を修得します。また、家族法Ⅰと同様に、現代社会で生じている家族をめぐる諸問題につい
ても取り上げます。なお、第1回授業から第7回授業までは第4編親族を、第8回授業から第15回授業までは第5編相続を取り上げます。
３　授業に際しては、実際の事例を多く用いることによって受講生がイメージをつかみやすくするとともに、公務員採用試験や各種の資格試験の受験に
も対応した内容とする予定です。

学修の到達目標
１　家族法に規定されている諸制度の概要、条文の文言及び専門用語の意味、他の制度との関連について理解し、説明することができる。
２　家族法に関わる諸問題について、授業で学修した知識を活用し、妥当な結論を導くことができる。
３　論理的思考及び法律文章の読み方・書き方を理解し、自ら活用することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
「家族法Ⅰ」の履修を推奨する

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
１　定期試験については、授業支援システム（Learning Portal）に出題の意図、解答例、講評を掲載します。
２　授業の内容に関する質問はいつでも受け付け、回答します。よい質問については、質問者本人の承諾を得たうえで、次回の授業で紹介し、受講生
全員の知識の定着を図ります。
３　各回の授業の最後に行う小テストの解答は、次回の授業の冒頭で解説を行い、受講生の理解を深めるとともに知識の定着を図ります。

アクティブ・ラーニング
の取組み

クリッカー等の理解度把握システムの利用

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

１　授業で使用するレジュメ・資料は、事前に授業支援システム（Learning Portal）に掲載しますので、各自ダウンロードし、予習の上、授業時にお持ちく
ださい。
２　授業時にはノートをとるようにしてください。ノートの取り方は授業時に必要に応じて説明します。
３　家族法の学修に際しては、民法の他の領域の知識が必要な場合があります。必要に応じて、関連する部分についても授業時に説明します。
４　家族法Ⅰと家族法Ⅱの授業計画が同一の内容となっていますが、Ⅰでは基礎知識を、Ⅱでは基礎知識を踏まえた応用学修を行います。したがっ
て、家族法Ⅰを履修してから家族法Ⅱを履修することが望ましいです。また、家族法Ⅰで配布したレジュメは、家族法Ⅱでも使用します。
５　携帯用の六法は必携です。また、授業中の私語、授業とは無関係なスマホの使用は厳禁です。違反者に対しては退室を命じるなど厳しく対応しま
す。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

500

00500

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

令和4年の嫡出推定規定の改正（令和4年12月16日法律第102号）に伴い、使用予定の教科書が改訂中で
す。改訂版が発売され次第、改めて指示します。それまではレジュメを用いて授業を進めます。

参考書

大村敦志・沖野眞已編『民法判例百選Ⅲ〔第3版〕』（有斐閣、2023年2月）2,420円

未定

978-4-641-11564-4

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
１　授業の進め方・成績評価方法
２　家族法Ⅱの受講上の留意点
３　家族法Ⅰの振り返り

１　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面

－243－



第2回 婚姻の成立
１　婚姻の前段階において生じる問題：婚約・結納
２　婚姻の成立要件
３　婚姻の無効・取消し

１　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面

第3回 婚姻の効果 １　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面

第4回 婚姻の解消
１　婚姻の解消原因
２　離婚の手続
３　婚姻解消の効果

１　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面

第5回 内縁
１　内縁と法律婚の違い
２　内縁の効果

１　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面

第6回 親子
１　実子：嫡出推定制度の概要・婚外子（非嫡出子）
２　養子：普通養子・特別養子
３　生殖補助医療により生まれた子の親子関係：「生殖補助医療の提
供等及びこれにより出生した子の親子関係に関する民法の特例に関す
る法律」9条・10条

１　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面

第7回 親権／後見／扶養／これまでの学習の振り返り
１　親権
２　後見：後見・補佐・補助
３　扶養
４　第1回から第7回までの学習の振り返り・疑問点の質疑応答

１　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面

第8回 相続法総論／相続人
１　相続法総論
２　相続人の範囲
３　代襲相続

１　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面

第9回 相続の承認・放棄／財産分離／相続人の不存在
１　相続の承認（単純承認と限定承認）・放棄制度の概要
２　財産分離制度の概要
３　相続人不存在の場合の処理

１　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面

第10回 相続財産／遺産共有／遺産分割
１　相続の対象となる権利義務（相続財産）の範囲
２　遺産共有の意味
３　遺産分割の方法・手続

１　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面

第11回 相続分の意味
１　法定相続分
２　指定相続分
３　具体的相続分

１　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面

第12回 相続による財産承継と第三者との利害調整 １　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面

第13回 遺言／遺贈
１　遺言の種類と方式
２　遺贈の意味・種類・効果
３　特定財産承継遺言の意味・効果

１　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面
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第14回 遺留分／配偶者の居住の権利／特別の寄与
１　遺留分
２　配偶者居住権・配偶者短期居住権制度
３　特別の寄与制度

１　事前学修　レジュメと教科書の該当箇所を事前に読
み、全体の内容を把握するとともに疑問点があれば整理
し、授業時に教員に質問する。併せて、レジュメの小テスト
にも取り組む。配布資料がある場合にはそれにも目を通し
ておく。これには2時間を要する。
２　事後学修　授業で説明した内容をノート、レジュメ、教
科書の該当箇所を再読して確認するとともに、小テストに
も再度取り組む。理解が不十分なところがあれば、教員に
質問する。これには2時間を要する。

4時間対面

第15回 第15回　これまでの学習の振り返り
１　第8回から第14回までの学習の振り返り
２　疑問点の質疑応答

１　事前学修　これまでの授業内容を振り返り、理解が不
十分なところや疑問点を整理して授業時に教員に質問す
る。これには2時間を要する。
２　事後学修　これまでの授業内容を振り返り、定期試験
の準備に取り組む。これには2時間を要する。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 家族法Ⅱ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234木本　博之

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

法学部専門教育科目

テーマ 家族法の適用

授業の目的及び概要
家族法の全体像を確認したうえで、各条文が具体的な事例に対して、どのような形で適用されるかについて、講義を行う。
講義では、条文に沿って、具体的事件を取り上げ、裁判所の判断について解説する。

学修の到達目標
1．家族法の全体像を理解し、説明できる。
2．家族法の条文に沿って、具体的事件に対して、個々の条文がどのように解釈され、適用されるかについて理解し、説明できる。
3．家族法に関連する判例を、体系的に理解し、説明できる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
「家族法Ⅰ」の履修を推奨する

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
各回の講義の最後に提示した課題について、講義中に解説を行い、受講生の理解を深め、学習内容の更なる定着を促す。
試験については、授業支援システム（Learning Potal）に出題の意図、解答のポイントおよび採点基準を掲載する。

アクティブ・ラーニング
の取組み

本科目の担当教員は、1999年に行政書士試験に合格した後、個人事務所を開設し、20年以上の実務経験を有している。また、2000年からは資格試験
予備校の講師として、憲法、民法、行政法、商法の講義に加え、面接対策、数的処理、文章理解等の授業を担当し、2015年までは本学のSコース等でも
法学系資格の合格実績に貢献している。本科目では、これらの経験を生かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

できるだけ身近な事例、判例を取り上げ、条文と関連付けることにより、法的思考力の向上を図ります。
法の趣旨を理解した上で、説明できる能力を養成します。
『法的に考える楽しさ』を体験しましょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
0

500

00050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキスト：前田陽一・本山敦・浦野由紀子『民法Ⅵ（親族・相続）第６版』（有斐閣、２０２２年）

参考書

指定は行いません。必要な資料を適宜配布します。

９７８ー４－６４１－１７９５３ー
０

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 講義の進め方、予習・復習の方法、成績評価方法
親族法・相続法について

事前に、序　親族法・相続法総論第1節「親族法・相続法
の意義」、第２節「手続きからみた親族法・相続法」に関す
るテキストの該当部分を読み、予習をしておく（2時間）。
事後に、初回の講義で扱った内容を確認し、学習内容の
定着を図る（2時間）。

4時間対面

第2回 家族法関連事件の全体像、親族法序論 事前に、第１編親族法第1章「序論」に関するテキストの該
当部分を読み、予習しておく（2時間）。
事後に、第１編親族法第1章「序論」に関するテキストの内
容を確認し、学習内容の定着を図る（2時間）。

4時間対面

第3回 夫婦 事前に、第１編「親族法」第2章「夫婦」に関するテキストの
該当部分を読み、予習しておく（2時間）。
事後に、第１編「親族法」第2章「夫婦」に関するテキストの
内容を確認し、学習内容の定着を図る（2時間）。

4時間対面

第4回 親子 事前に、第１編「親族法」第３章「親子」に関するテキストの
該当部分を読み、予習しておく（2時間）。
事後に、第１編「親族法」第３章「親子」に関するテキストの
内容を確認し、学習内容の定着を図る（2時間）。

4時間対面

第5回 後見・保佐・補助 事前に、第１編「親族法」第４章「後見・保佐・補助」に関す
るテキストの該当部分を読み、予習しておく（2時間）。
事後に、第１編「親族法」第４章「後見・保佐・補助」に関す
るテキストの内容を確認し、学習内容の定着を図る（2時
間）。

4時間対面
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第6回 扶養 事前に、第１編「親族法」第５章「扶養」に関するテキストの
該当部分を読み、予習しておく（2時間）。
事後に、第１編「親族法」第５章「扶養」に関するテキストの
内容を確認し、学習内容の定着を図る（2時間）。

4時間対面

第7回 前半講義の復習 事前に、第6回までの学習範囲を復習する（2時間）。
事後に、前半講義の復習内容を確認する（2時間）。

4時間対面

第8回 相続法序論 事前に、第２編「相続法」第1章「序論」に関するテキストの
該当部分を読み、予習しておく（2時間）。
事後に、第２編「相続法」第1章「序論」に関するテキストの
内容を確認し、学習内容の定着を図る（2時間）。

4時間対面

第9回 相続人、相続の承認・放棄 事前に、第２編「相続法」第2章「相続人」、第３章「相続の
承認・放棄」に関するテキストの該当部分を読み、予習し
ておく（2時間）。
事後に、第２編「相続法」第2章「相続人」、第３章「相続の
承認・放棄」に関するテキストの内容を確認し、学習内容
の定着を図る（2時間）。

4時間対面

第10回 相続の対象、相続分 事前に、第２編「相続法」第４章「相続の対象」、第５章「相
続分」に関するテキストの該当部分を読み、予習しておく
（2時間）。
事後に、第２編「相続法」第４章「相続の対象」、第５章「相
続分」に関するテキストの内容を確認し、学習内容の定着
を図る（2時間）。

4時間対面

第11回 遺産の共有と分割、配偶者の居住の権利 事前に、第２編「相続法」第６章「遺産の共有と分割」、第７
章「配偶者の居住の権利」に関するテキストの該当部分を
読み、予習しておく（2時間）。
事後に、第２編「相続法」第６章「遺産の共有と分割」、第７
章「配偶者の居住の権利」に関するテキストの内容を確認
し、学習内容の定着を図る（2時間）。

4時間対面

第12回 相続回復請求権、相続財産の清算 事前に、第２編「相続法」第８章「相続回復請求権」、第９
章「相続財産の清算」に関するテキストの該当部分を読
み、予習しておく（2時間）。
事後に、第２編「相続法」第８章「相続回復請求権」、第９
章「相続財産の清算」に関するテキストの内容を確認し、
学習内容の定着を図る（2時間）。

4時間対面

第13回 遺言 事前に、第２編「相続法」第１０章「遺言」に関するテキスト
の該当部分を読み、予習しておく（2時間）。
事後に、第２編「相続法」第１０章「遺言」に関するテキスト
の内容を確認し、学習内容の定着を図る（2時間）。

4時間対面

第14回 遺留分 事前に、第２編「相続法」第１１章「遺留分」に関するテキ
ストの該当部分を読み、予習しておく（2時間）。
事後に、第２編「相続法」第１１章「遺留分」に関するテキ
ストの内容を確認し、学習内容の定着を図る（2時間）。

4時間対面

第15回 家族法全体の確認・復習 事前に、家族法全体の総復習を行う（2時間）。
事後に、テキストを使って全体の確認を行う（2時間）。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 家族法Ⅱ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234木本　博之

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

法学部専門教育科目

テーマ 家族法の適用

授業の目的及び概要
家族法の全体像を確認したうえで、各条文が具体的な事例に対して、どのような形で適用されるかについて、講義を行う。
講義では、条文に沿って、具体的事件を取り上げ、裁判所の判断について解説する。

学修の到達目標
1．家族法の全体像を理解し、説明できる。
2．家族法の条文に沿って、具体的事件に対して、個々の条文がどのように解釈され、適用されるかについて理解し、説明できる。
3．家族法に関連する判例を、体系的に理解し、説明できる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
「家族法Ⅰ」の履修を推奨する

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
各回の講義の最後に提示した課題について、講義中に解説を行い、受講生の理解を深め、学習内容の更なる定着を促す。
試験については、授業支援システム（Learning Potal）に出題の意図、解答のポイントおよび採点基準を掲載する。

アクティブ・ラーニング
の取組み

本科目の担当教員は、1999年に行政書士試験に合格した後、個人事務所を開設し、20年以上の実務経験を有している。また、2000年からは資格試験
予備校の講師として、憲法、民法、行政法、商法の講義に加え、面接対策、数的処理、文章理解等の授業を担当し、2015年までは本学のSコース等でも
法学系資格の合格実績に貢献している。本科目では、これらの経験を生かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

できるだけ身近な事例、判例を取り上げ、条文と関連付けることにより、法的思考力の向上を図ります。
法の趣旨を理解した上で、説明できる能力を養成します。
『法的に考える楽しさ』を体験しましょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
0

500

00050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキスト：前田陽一・本山敦・浦野由紀子『民法Ⅵ（親族・相続）第６版』（有斐閣、２０２２年）

参考書

指定は行いません。必要な資料を適宜配布します。

９７８ー４－６４１－１７９５３ー
０

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 講義の進め方、予習・復習の方法、成績評価方法
親族法・相続法について

事前に、序　親族法・相続法総論第1節「親族法・相続法
の意義」、第２節「手続きからみた親族法・相続法」に関す
るテキストの該当部分を読み、予習をしておく（2時間）。
事後に、初回の講義で扱った内容を確認し、学習内容の
定着を図る（2時間）。

4時間対面

第2回 家族法関連事件の全体像、親族法序論 事前に、第１編親族法第1章「序論」に関するテキストの該
当部分を読み、予習しておく（2時間）。
事後に、第１編親族法第1章「序論」に関するテキストの内
容を確認し、学習内容の定着を図る（2時間）。

4時間対面

第3回 夫婦 事前に、第１編「親族法」第2章「夫婦」に関するテキストの
該当部分を読み、予習しておく（2時間）。
事後に、第１編「親族法」第2章「夫婦」に関するテキストの
内容を確認し、学習内容の定着を図る（2時間）。

4時間対面

第4回 親子 事前に、第１編「親族法」第３章「親子」に関するテキストの
該当部分を読み、予習しておく（2時間）。
事後に、第１編「親族法」第３章「親子」に関するテキストの
内容を確認し、学習内容の定着を図る（2時間）。

4時間対面

第5回 後見・保佐・補助 事前に、第１編「親族法」第４章「後見・保佐・補助」に関す
るテキストの該当部分を読み、予習しておく（2時間）。
事後に、第１編「親族法」第４章「後見・保佐・補助」に関す
るテキストの内容を確認し、学習内容の定着を図る（2時
間）。

4時間対面
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第6回 扶養 事前に、第１編「親族法」第５章「扶養」に関するテキストの
該当部分を読み、予習しておく（2時間）。
事後に、第１編「親族法」第５章「扶養」に関するテキストの
内容を確認し、学習内容の定着を図る（2時間）。

4時間対面

第7回 前半講義の復習 事前に、第6回までの学習範囲を復習する（2時間）。
事後に、前半講義の復習内容を確認する（2時間）。

4時間対面

第8回 相続法序論 事前に、第２編「相続法」第1章「序論」に関するテキストの
該当部分を読み、予習しておく（2時間）。
事後に、第２編「相続法」第1章「序論」に関するテキストの
内容を確認し、学習内容の定着を図る（2時間）。

4時間対面

第9回 相続人、相続の承認・放棄 事前に、第２編「相続法」第2章「相続人」、第３章「相続の
承認・放棄」に関するテキストの該当部分を読み、予習し
ておく（2時間）。
事後に、第２編「相続法」第2章「相続人」、第３章「相続の
承認・放棄」に関するテキストの内容を確認し、学習内容
の定着を図る（2時間）。

4時間対面

第10回 相続の対象、相続分 事前に、第２編「相続法」第４章「相続の対象」、第５章「相
続分」に関するテキストの該当部分を読み、予習しておく
（2時間）。
事後に、第２編「相続法」第４章「相続の対象」、第５章「相
続分」に関するテキストの内容を確認し、学習内容の定着
を図る（2時間）。

4時間対面

第11回 遺産の共有と分割、配偶者の居住の権利 事前に、第２編「相続法」第６章「遺産の共有と分割」、第７
章「配偶者の居住の権利」に関するテキストの該当部分を
読み、予習しておく（2時間）。
事後に、第２編「相続法」第６章「遺産の共有と分割」、第７
章「配偶者の居住の権利」に関するテキストの内容を確認
し、学習内容の定着を図る（2時間）。

4時間対面

第12回 相続回復請求権、相続財産の清算 事前に、第２編「相続法」第８章「相続回復請求権」、第９
章「相続財産の清算」に関するテキストの該当部分を読
み、予習しておく（2時間）。
事後に、第２編「相続法」第８章「相続回復請求権」、第９
章「相続財産の清算」に関するテキストの内容を確認し、
学習内容の定着を図る（2時間）。

4時間対面

第13回 遺言 事前に、第２編「相続法」第１０章「遺言」に関するテキスト
の該当部分を読み、予習しておく（2時間）。
事後に、第２編「相続法」第１０章「遺言」に関するテキスト
の内容を確認し、学習内容の定着を図る（2時間）。

4時間対面

第14回 遺留分 事前に、第２編「相続法」第１１章「遺留分」に関するテキ
ストの該当部分を読み、予習しておく（2時間）。
事後に、第２編「相続法」第１１章「遺留分」に関するテキ
ストの内容を確認し、学習内容の定着を図る（2時間）。

4時間対面

第15回 家族法全体の確認・復習 事前に、家族法全体の総復習を行う（2時間）。
事後に、テキストを使って全体の確認を行う（2時間）。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 民事訴訟法Ⅰ＜民事裁判と法＞ 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

34坂上　文一

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

法学部専門教育科目

テーマ 民事訴訟手続の流れと仕組みを学ぶ。

授業の目的及び概要
授業の目的は、民事訴訟手続の全体の流れと仕組みを学び、その基本構造について理解することにある。
主として第一審の民事訴訟手続の流れに沿って、民事訴訟法の基本的な制度や概念等の意味内容について説明する講義を行う。
民事訴訟手続の初歩を学びたい皆さんを受講対象とします。

学修の到達目標
民事訴訟手続全体の基本構造を正しく理解し、条文に則して説明できる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
対面授業の冒頭で、前回の授業内容の復習ポイントを確認する。
小テスト及び定期試験の出題趣旨、解説、講評等について、ポータルに掲載するなどの方法により開示する。

アクティブ・ラーニング
の取組み

本科目の担当教員は、1992年に司法試験（旧司法試験）に合格した後、1995年から2022年まで27年間、裁判所において裁判官の仕事に従事し、建築、
労働、医療過誤などの民事訴訟事件を中心に多くの裁判（執行、保全、破産事件を含む。）を担当してきた。本科目では、これらの実務経験を活かした
授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

民法総則、物権法、債権総論及び債権各論に関する科目を履修していることが望ましい。
民事裁判の実務経験談を織り交ぜながら、難解で複雑といわれる民事訴訟手続の仕組みや民事訴訟法の概念等を出来る限り、正確に理解できるよう
かみ砕いて解説していきます。公務員への就職や企業法務に携わることを希望する受講生の皆さんにも役立つよう、近時の民事訴訟法改正内容（IT
化）についても触れる予定です。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

０700

0０2010

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

コンパクト版　基礎からわかる民事訴訟法（第2版），和田吉弘，商事法務，2023年
なお、対面授業出席の際には、近時民訴法の改正があったため、その改正後の記載がある2023年度（最新）
版の六法を持参すること。

参考書

授業中において、適宜、紹介、説明する予定である。

978-4-7857-3019-2

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 第１章　民事訴訟法全体の概観 【予習】テキスト（１頁から９頁まで）を読み、引用されてい
る条文内容を六法で確認する。
【復習】テキスト（１頁から９頁まで）と授業で配布されたレ
ジュメを参照し、授業内容を再度、確認する。テキスト（１０
頁）の確認問題を解いて、知識を確認する。

2時間対面

第2回 第２章　裁判所
第３章　訴えの提起

【予習】テキスト（１１頁から４１頁まで）を読み、引用されて
いる条文内容を六法で確認する。
【復習】テキスト（１１頁から４１頁まで）と授業で配布された
レジュメを参照し、授業内容を再度、確認する。テキスト
（２０頁、４１頁）の確認問題を解いて、知識を確認する。

4時間対面

第3回 第４章　当事者 【予習】テキスト（４２頁から５０頁まで）を読み、引用されて
いる条文内容を六法で確認する。
【復習】テキスト（４２頁から５０頁まで）と授業で配布された
レジュメを参照し、授業内容を再度、確認する。テキスト
（４９頁）の確認問題を解いて、知識を確認する。

4時間対面

第4回 第５章　訴訟要件
第６章　訴訟手続の進行

【予習】テキスト（５１頁から６３頁まで）を読み、引用されて
いる条文内容を六法で確認する。
【復習】テキスト（５１頁から６３頁まで）と授業で配布された
レジュメを参照し、授業内容を再度、確認する。テキスト
（５６頁、６２頁）の確認問題を解いて、知識を確認する。

4時間対面

第5回 第７章　口頭弁論とその準備 【予習】テキスト（６４頁から７７頁まで）を読み、引用されて
いる条文内容を六法で確認する。
【復習】テキスト（６４頁から７７頁まで）と授業で配布された
レジュメを参照し、授業内容を再度、確認する。テキスト
（７６頁）の確認問題を解いて、知識を確認する。

4時間対面
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第6回 第８章　弁論主義
最後に小テスト問題を配布する。

【予習】テキスト（７８頁から８６頁まで）を読み、引用されて
いる条文内容を六法で確認する。
【復習】テキスト（７８頁から８６頁まで）と授業で配布された
レジュメを参照し、授業内容を再度、確認する。テキスト
（８５頁）の確認問題を解いて、知識を確認する。配布され
た小テスト問題に取り組む。

5時間対面

第7回 第９章　訴訟行為論 【予習】テキスト（８７頁から９５頁まで）を読み、引用されて
いる条文内容を六法で確認する。
【復習】テキスト（８７頁から９５頁まで）と授業で配布された
レジュメを参照し、授業内容を再度、確認する。テキスト
（９４頁）の確認問題を解いて、知識を確認する。

4時間対面

第8回 第１０章　訴訟法総説
冒頭、小テスト結果を返却し、その解説、講評を行う。

【予習】テキスト（９６頁から１１１頁まで）を読み、引用され
ている条文内容を六法で確認する。
【復習】テキスト（９６頁から１１１頁まで）と授業で配布され
たレジュメを参照し、授業内容を再度、確認する。テキスト
（１１０頁）の確認問題を解いて、知識を確認する。返却を
受けた小テスト内容について、再度、知識を確認する。

5時間対面

第9回 第１１章　証拠調べ 【予習】テキスト（１１２頁から１２０頁まで）を読み、引用さ
れている条文内容を六法で確認する。
【復習】テキスト（１１２頁から１２０頁まで）と授業で配布さ
れたレジュメを参照し、授業内容を再度、確認する。テキ
スト（１１９頁）の確認問題を解いて、知識を確認する。

4時間対面

第10回 第１２章　裁判によらない訴訟の完結 【予習】テキスト（１２１頁から１３１頁まで）を読み、引用さ
れている条文内容を六法で確認する。
【復習】テキスト（１２１頁から１３１頁まで）と授業で配布さ
れたレジュメを参照し、授業内容を再度、確認する。テキ
スト（１３１頁）の確認問題を解いて、知識を確認する。

4時間対面

第11回 第１３章　裁判 【予習】テキスト（１３２頁から１５２頁まで）を読み、引用さ
れている条文内容を六法で確認する。
【復習】テキスト（１３２頁から１５２頁まで）と授業で配布さ
れたレジュメを参照し、授業内容を再度、確認する。テキ
スト（１５１頁）の確認問題を解いて、知識を確認する。

4時間対面

第12回 第１４章　請求の客観的複数 【予習】テキスト（１５３頁から１６４頁まで）を読み、引用さ
れている条文内容を六法で確認する。
【復習】テキスト（１５３頁から１６４頁まで）と授業で配布さ
れたレジュメを参照し、授業内容を再度、確認する。テキ
スト（１６３頁）の確認問題を解いて、知識を確認する。

4時間対面

第13回 第１５章　請求の主観的複数 【予習】テキスト（１６５頁から１８４頁まで）を読み、引用さ
れている条文内容を六法で確認する。
【復習】テキスト（１６５頁から１８４頁まで）と授業で配布さ
れたレジュメを参照し、授業内容を再度、確認する。テキ
スト（１８４頁）の確認問題を解いて、知識を確認する。

4時間対面

第14回 第１回から第１３回までの対面授業内容のまとめ・総復習 【予習】テキストや第１回から第１３回までの対面授業で配
布されたレジュメを読み直し、理解できていない部分がな
いか確認する。
【復習】オンデマンド動画を視聴した上で、その中で復習の
ポイントとして示唆された内容を中心に、再度確認し、定
期試験に向けて、理解に努める。

4時間オンデマンド

第15回 第１６章　上訴・再審
第１７章　その他（少額訴訟、督促手続など）

【予習】テキスト（１８５頁から２０１頁まで）を読み、引用さ
れている条文内容を六法で確認する。
【復習】テキスト（１８５頁から２０１頁まで）と授業で配布さ
れたレジュメを参照し、授業内容を再度、確認する。テキ
スト（１９８頁）の確認問題を解いて、知識を確認する。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 民事訴訟法Ⅰ＜民事裁判と法＞ 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

34坂上　文一

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

法学部専門教育科目

テーマ 民事訴訟手続の流れと仕組みを学ぶ。

授業の目的及び概要
授業の目的は、民事訴訟手続の全体の流れと仕組みを学び、その基本構造について理解することにある。
主として第一審の民事訴訟手続の流れに沿って、民事訴訟法の基本的な制度や概念等の意味内容について説明する講義を行う。
第１回対面授業において民事模擬裁判資料を配布し、翌週の（第３回）対面授業までの間に、民事模擬裁判の動画を視聴（第２回オンデマンド授業）し
て、第一審の民事訴訟手続の流れを視覚的に体験した上で、第３回対面授業以降で、その手続内容の解説を行う。
民事訴訟手続の初歩を学びたい皆さんを受講対象とします。

学修の到達目標
民事訴訟手続全体の基本構造を正しく理解し、条文に則して説明できる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
対面授業の冒頭で、前回の授業内容の復習ポイントを確認する。
小テスト及び定期試験の出題趣旨、解説、講評等について、ポータルに掲載するなどの方法により開示する。

アクティブ・ラーニング
の取組み

本科目の担当教員は、1992年に司法試験（旧司法試験）に合格した後、1995年から2022年まで27年間、裁判所において裁判官の仕事に従事し、建築、
労働、医療過誤などの民事訴訟事件を中心に多くの裁判（執行、保全、破産事件を含む。）を担当してきた。本科目では、これらの実務経験を活かした
授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

民法総則、物権法、債権総論及び債権各論に関する科目を履修していることが望ましい。
民事裁判の実務経験談を織り交ぜながら、難解で複雑といわれる民事訴訟手続の仕組みや民事訴訟法の概念等を出来る限り、正確に理解できるよう
かみ砕いて解説していきます。公務員への就職や企業法務に携わることを希望する受講生の皆さんにも役立つよう、近時の民事訴訟法改正内容（IT
化）についても触れる予定です。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

０600

0０2515

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

コンパクト版　基礎からわかる民事訴訟法（第2版），和田吉弘，商事法務，2023年
なお、対面授業出席の際には、近時民訴法の改正があったため、その改正後の記載がある2023年度（最新）
版の六法を持参すること。

参考書

授業中において、適宜、紹介、説明する予定である。

978-4-7857-3019-2

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス（本講義の進め方など）
第１章　民事訴訟法全体の概観
（オンデマンド授業における民事模擬裁判の事前資料配布・説明を含
む。）

【予習】テキスト（１頁から９頁まで）を読み、引用されてい
る条文内容を六法で確認する。
【復習】テキスト（１頁から９頁まで）と授業で配布されたレ
ジュメを参照し、授業内容を再度、確認する。テキスト（１０
頁）の確認問題を解いて、知識を確認する。

2時間対面

第2回 民事模擬裁判動画の視聴 【予習】第１回対面授業の際、配布する民事模擬裁判資
料を読み、その内容を確認する。
【復習】オンデマンド授業で民事模擬裁判動画を視聴した
上で、ランニングポータルに掲載されたアンケート等に回
答し、再度、民事模擬裁判資料内容を検討する。

4時間オンデマンド

第3回 オンデマンド授業で視聴した民事模擬裁判動画内容の解説
第２章　裁判所
第３章　訴えの提起

※第３回授業を受ける前に、必ず、第２回オンデマンド授
業の民事模擬裁判動画を視聴しておくこと。
【予習】テキスト（１１頁から４１頁まで）を読み、引用されて
いる条文内容を六法で確認する。
【復習】テキスト（１１頁から４１頁まで）と授業で配布された
レジュメを参照し、授業内容を再度、確認する。テキスト
（２０頁、４１頁）の確認問題を解いて、知識を確認する。

4時間対面

第4回 第４章　当事者 【予習】テキスト（４２頁から５０頁まで）を読み、引用されて
いる条文内容を六法で確認する。
【復習】テキスト（４２頁から５０頁まで）と授業で配布された
レジュメを参照し、授業内容を再度、確認する。テキスト
（４９頁）の確認問題を解いて、知識を確認する。

4時間対面
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第5回 第５章　訴訟要件
第６章　訴訟手続の進行

【予習】テキスト（５１頁から６３頁まで）を読み、引用されて
いる条文内容を六法で確認する。
【復習】テキスト（５１頁から６３頁まで）と授業で配布された
レジュメを参照し、授業内容を再度、確認する。テキスト
（５６頁、６２頁）の確認問題を解いて、知識を確認する。

4時間対面

第6回 第７章　口頭弁論とその準備 【予習】テキスト（６４頁から７７頁まで）を読み、引用されて
いる条文内容を六法で確認する。
【復習】テキスト（６４頁から７７頁まで）と授業で配布された
レジュメを参照し、授業内容を再度、確認する。テキスト
（７６頁）の確認問題を解いて、知識を確認する。

5時間対面

第7回 第８章　弁論主義
最後に小テスト問題を配布する。

【予習】テキスト（７８頁から８６頁まで）を読み、引用されて
いる条文内容を六法で確認する。
【復習】テキスト（７８頁から８６頁まで）と授業で配布された
レジュメを参照し、授業内容を再度、確認する。テキスト
（８５頁）の確認問題を解いて、知識を確認する。配布され
た小テスト問題に取り組む。

4時間対面

第8回 第９章　訴訟行為論 【予習】テキスト（８７頁から９５頁まで）を読み、引用されて
いる条文内容を六法で確認する。
【復習】テキスト（８７頁から９５頁まで）と授業で配布された
レジュメを参照し、授業内容を再度、確認する。テキスト
（９４頁）の確認問題を解いて、知識を確認する。

5時間対面

第9回 第１０章　訴訟法総説
冒頭、小テスト結果を返却し、その解説、講評を行う。

【予習】テキスト（９６頁から１１１頁まで）を読み、引用され
ている条文内容を六法で確認する。
【復習】テキスト（９６頁から１１１頁まで）と授業で配布され
たレジュメを参照し、授業内容を再度、確認する。テキスト
（１１０頁）の確認問題を解いて、知識を確認する。返却を
受けた小テスト内容について、再度、知識を確認する。

4時間対面

第10回 第１１章　証拠調べ 【予習】テキスト（１１２頁から１２０頁まで）を読み、引用さ
れている条文内容を六法で確認する。
【復習】テキスト（１１２頁から１２０頁まで）と授業で配布さ
れたレジュメを参照し、授業内容を再度、確認する。テキ
スト（１１９頁）の確認問題を解いて、知識を確認する。

4時間対面

第11回 第１２章　裁判によらない訴訟の完結 【予習】テキスト（１２１頁から１３１頁まで）を読み、引用さ
れている条文内容を六法で確認する。
【復習】テキスト（１２１頁から１３１頁まで）と授業で配布さ
れたレジュメを参照し、授業内容を再度、確認する。テキ
スト（１３１頁）の確認問題を解いて、知識を確認する。

4時間対面

第12回 第１３章　裁判 【予習】テキスト（１３２頁から１５２頁まで）を読み、引用さ
れている条文内容を六法で確認する。
【復習】テキスト（１３２頁から１５２頁まで）と授業で配布さ
れたレジュメを参照し、授業内容を再度、確認する。テキ
スト（１５１頁）の確認問題を解いて、知識を確認する。

4時間対面

第13回 第１４章　請求の客観的複数 【予習】テキスト（１５３頁から１６４頁まで）を読み、引用さ
れている条文内容を六法で確認する。
【復習】テキスト（１５３頁から１６４頁まで）と授業で配布さ
れたレジュメを参照し、授業内容を再度、確認する。テキ
スト（１６３頁）の確認問題を解いて、知識を確認する。

4時間対面

第14回 第１５章　請求の主観的複数　以降 【予習】テキスト（１６５頁から最後まで）を読み、引用され
ている条文内容を六法で確認する。
【復習】テキスト（１６５頁から最後まで）と授業で配布され
たレジュメを参照し、授業内容を再度、確認する。テキスト
（１８４頁など）の確認問題を解いて、知識を確認する。

4時間対面

第15回 第１回から第１４回までの授業内容のまとめ・総復習 【予習】テキストや第１回から第１４回までの対面授業で配
布されたレジュメを読み直し、理解できていない部分がな
いか確認する。
【復習】復習のポイントとして示唆された内容を中心に、再
度確認し、定期試験に向けて、理解に努める。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 民事訴訟法Ⅱ＜民事訴訟法概説＞ 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

34池田　健人

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

法学部専門教育科目

テーマ 民事訴訟手続の流れと基本構造

授業の目的及び概要
授業の目的は，民事訴訟手続の流れと基本構造について理解することにある。
主として第一審の民事訴訟手続の流れに沿って，基本的な仕組みや概念，重要な判例等について講義を行う。

学修の到達目標
民事訴訟法に関する制度・基本的概念を理解するとともに，重要な判例等のより応用的な内容についても理解することができる。
また，法科大学院・司法試験予備試験の受験に必要となる基礎知識を涵養することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
定期試験の出題趣旨，講評等について，資料配付等の方法により開示することを予定している。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

民法総則，物権法，債権総論及び債権各論に関する科目を履修していることが望ましい。
事前事後学修（予習・復習等）の欄に記載したとおり，テキストの該当箇所を読んで予習すること。テキストに条文が引用されている場合には，必ず六法
で当該条文を確認すること。
授業中の私語及び録画・録音は禁止する。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

700

00300

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

コンパクト版基礎からわかる民事訴訟法，和田吉弘，商事法務，2015年

参考書

①六法（法令集。どの出版社でもよい。）必携
②民事訴訟法概説（九訂版），裁判所職員総合研修所監修，司法協会，2014年
③民事訴訟法判例百選〔第５版〕，高橋宏志・ 高田裕成・畑瑞穂，有斐閣，2015年

9784785723378

②9784906929290
③9784641115279

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 民事訴訟法全体の概観
①法体系における民事訴訟法の意義
②訴え提起後の手続
③第一審手続の流れ
④民事訴訟における審理の仕組み

テキスト第１章の予習・復習（各2時間程度）に努める。 4時間対面

第2回 裁判所
①管轄
②広義の裁判所と狭義の裁判所
③除斥，忌避

テキスト第２章の予習・復習（各2時間程度）に努める。 4時間対面

第3回 訴えの提起
①訴え提起の手続
②訴え提起の効果
③訴訟物論
④処分権主義
⑤一部請求

テキスト第３章の予習・復習（各2時間程度）に努める。 4時間対面

第4回 当事者
①当事者の意義
②当事者の確定
③当事者能力
④訴訟上の代理人

テキスト第４章の予習・復習（各2時間程度）に努める。 4時間対面

第5回 訴訟要件
①訴訟要件の意義
②訴えの利益
③当事者適格

テキスト第５章の予習・復習（各2時間程度）に努める。 4時間対面

－254－



第6回 訴訟手続の進行
①職権進行主義
②手続の進行に関する基礎的概念

テキスト第６章の予習・復習（各2時間程度）に努める。 4時間対面

第7回 口頭弁論とその準備
①口頭弁論
②口頭弁論の準備

テキスト第７章の予習・復習（各2時間程度）に努める。 4時間対面

第8回 弁論主義
①弁論主義の意義
②弁論主義の内容
③主要事実，間接事実，補助事実との関係
④釈明権

テキスト第８章の予習・復習（各2時間程度）に努める。 4時間対面

第9回 訴訟行為論
①申立て
②主張

テキスト第９章の予習・復習（各2時間程度）に努める。 4時間対面

第10回 証拠法総説・証拠調べ
①証拠に関する用語
②不要証事実
③自由心証主義
④証明責任
⑤証拠調べ総説
⑥人証の証拠調べ
⑦物証の証拠調べ
⑧証拠保全

テキスト第１０章・第１１章の予習・復習（各2時間程度）に
努める。

4時間対面

第11回 裁判によらない訴訟の完結（終了）
①訴えの取下げ
②請求の放棄・認諾
③訴訟上の和解

テキスト第１２章の予習・復習（各2時間程度）に努める。 4時間対面

第12回 裁判
①総説
②判決の効力

テキスト第１３章の予習・復習（各2時間程度）に努める。 4時間対面

第13回 請求の客観的複数
①請求の併合
②訴えの変更
③反訴
④中間確認の訴え

テキスト第１４章の予習・復習（各2時間程度）に努める。 4時間対面

第14回 請求の主観的複数
①共同訴訟
②補助参加
③独立当事者参加
④訴訟承継

テキスト第１５章の予習・復習（各2時間程度）に努める。 4時間対面

第15回 上訴・再審
①上訴
②再審

テキスト第１６章の予習・復習（各2時間程度）に努める。 4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 民事訴訟法Ⅱ＜民事訴訟法概説＞ 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

34坂上　文一

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

法学部専門教育科目

テーマ 民事訴訟法に関する基礎知識を習得する。

授業の目的及び概要
授業の目的は、民事訴訟手続の仕組みや基本構造について意味内容を理解した上で、民事訴訟法の基本的な論点や判例等について正しく理解し、そ
の基礎知識を身につけることにある。
授業の前半（第１回から第９回まで）では、主として第一審の民事訴訟手続の流れに沿って、民事訴訟法の基本的な制度や概念等を確認した上で、授
業の後半（第１０回から第１５回まで）では、法科大学院や資格試験合格を目指す受講生の皆さんを念頭において、民事訴訟法の基本的な論点や判例
等について解説する講義を行う。
民事裁判と法＜民事訴訟法Ⅰ＞より授業の進行速度は速く、内容が濃いものになるので、しっかり予習・復習を心がけることが出来る皆さんを受講対
象とします。

学修の到達目標
民事訴訟手続全体の仕組みと基本構造を正しく理解し、条文に則して、具体例を挙げながら説明できる。
民事訴訟法の基本的な論点や判例等について正確に理解し、事例を挙げながら説明できる。
法科大学院・司法試験予備試験・司法書士試験などの受験に必要となる基礎知識を習得する。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
対面授業の冒頭で、前回の授業内容の復習ポイントを確認する。
小テスト及び定期試験の出題趣旨、解説、講評等について、ポータルに掲載するなどの方法により開示する。

アクティブ・ラーニング
の取組み

本科目の担当教員は、1992年に司法試験（旧司法試験）に合格した後、1995年から2022年まで27年間、裁判所において裁判官の仕事に従事し、建築、
労働、医療過誤などの民事訴訟事件を中心に多くの裁判（執行、保全、破産事件を含む。）を担当してきた。本科目では、これらの実務経験を活かした
授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

民法総則、物権法、債権総論及び債権各論に関する科目を履修していることが望ましい。
授業前半（第１回から第９回まで）においては、基礎知識の確認に重点を置き、授業後半（第１０回から第１５回まで）においては、法科大学院や資格試
験合格を目指す受講生の皆さんを念頭においた、重要で基本的な分野の論点や判例等を取り上げた解説を行います。
民事裁判の実務経験談を織り交ぜながら、公務員への就職や企業法務の携わることを目標とする受講生の皆さんにも役立つよう、近時の民事訴訟法
改正内容（IT化）についても触れる予定です。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

０700

0０2010

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

コンパクト版　基礎からわかる民事訴訟法（第2版），和田吉弘，商事法務，2023年
なお、対面授業出席の際には、近時民訴法の改正があったため、その改正後の記載がある2023年度（最新）
版の六法を持参すること。

参考書

授業中において、適宜、紹介、説明する予定である。

978-4-7857-3019-2

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 第１章　民事訴訟法全体の概観
第２章　裁判所

【予習】テキスト（１頁から２１頁まで）を読み、引用されてい
る条文内容を六法で確認する。
【復習】テキスト（１頁から２１頁まで）と授業で配布された
レジュメを参照し、授業内容を再度、確認する。テキスト
（１０、２０頁）の確認問題を解いて、知識を確認する。

2時間対面

第2回 第３章　訴えの提起
第４章　当事者
第５章　訴訟要件

【予習】テキスト（２２頁から５７頁まで）を読み、引用されて
いる条文内容を六法で確認する。
【復習】テキスト（２２頁から５７頁まで）と授業で配布された
レジュメを参照し、授業内容を再度、確認する。テキスト
（４１、４９、５６頁）の確認問題を解いて、知識を確認する。

4時間対面

第3回 第６章　訴訟手続の進行
第７章　口頭弁論とその準備

【予習】テキスト（５８頁から７７頁まで）を読み、引用されて
いる条文内容を六法で確認する。
【復習】テキスト（５８頁から７７頁まで）と授業で配布された
レジュメを参照し、授業内容を再度、確認する。テキスト
（６２、７６頁）の確認問題を解いて、知識を確認する。

4時間対面

第4回 第８章　弁論主義
第９章　訴訟行為論

【予習】テキスト（７８頁から９５頁まで）を読み、引用されて
いる条文内容を六法で確認する。
【復習】テキスト（７８頁から９５頁まで）と授業で配布された
レジュメを参照し、授業内容を再度、確認する。テキスト
（８６頁、９４頁）の確認問題を解いて、知識を確認する。

4時間対面
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第5回 第１０章　証拠法総説
第１１章　証拠調べ

【予習】テキスト（９６頁から１２０頁まで）を読み、引用され
ている条文内容を六法で確認する。
【復習】テキスト（９６頁から１２０頁まで）と授業で配布され
たレジュメを参照し、授業内容を再度、確認する。テキスト
（１１０、１１９頁）の確認問題を解いて、知識を確認する。

4時間対面

第6回 第１２章　裁判によらない訴訟の完結
第１３章　裁判

【予習】テキスト（１２１頁から１５２頁まで）を読み、引用さ
れている条文内容を六法で確認する。
【復習】テキスト（１２１頁から１５２頁まで）と授業で配布さ
れたレジュメを参照し、授業内容を再度、確認する。テキ
スト（１３１、１５１頁）の確認問題を解いて、知識を確認す
る。

4時間対面

第7回 第１４章　請求の客観的複数 【予習】テキスト（１５３頁から１６４頁まで）を読み、引用さ
れている条文内容を六法で確認する。
【復習】テキスト（１５３頁から１６４頁まで）と授業で配布さ
れたレジュメを参照し、授業内容を再度、確認する。テキ
スト（１６３頁）の確認問題を解いて、知識を確認する。

4時間対面

第8回 第１５章　請求の主観的複数
最後に小テスト問題を配布する。

【予習】テキスト（１６５頁から１８４頁まで）を読み、引用さ
れている条文内容を六法で確認する。
【復習】テキスト（１６５頁から１８４頁まで）と授業で配布さ
れたレジュメを参照し、授業内容を再度、確認する。テキ
スト（１８４頁）の確認問題を解いて、知識を確認する。配
布された小テスト問題に取り組む。

5時間対面

第9回 第１回から第８回までの対面授業内容のまとめ・総復習
第１６章　上訴・再審
第１７章　その他（少額訴訟・督促手続など）

【予習】上記テキストや第１回から第８回までの対面授業
で配布されたレジュメを読み直し、理解できていない部分
がないか確認する。また、テキスト（１８５頁から２０１頁ま
で）を読み、引用されている条文内容を六法で確認する。
【復習】オンデマンド動画を視聴した上で、その中で復習の
ポイントとして示唆された内容を中心に、再度確認し、そ
の理解に努める。

4時間オンデマンド

第10回 処分権主義（民事訴訟法２４６条）と一部請求 【予習】テキスト（３７頁から４１頁まで）及び第８回の対面
授業で指示した文献を読み、引用されている条文内容を
六法で確認する。
【復習】配布された資料等を参照し、授業で得た知識内容
を再度、確認する。

4時間対面

第11回 弁論主義
冒頭、小テスト結果を返却し、その解説、講評を行う。

【予習】テキスト（７８頁から８６頁まで）及び第１０回の対面
授業で指示した文献を読み、引用されている条文内容を
六法で確認する。
【復習】配布された資料等を参照し、授業で得た知識内容
を再度、確認する。返却を受けた小テスト内容について再
度、知識を確認する。

5時間対面

第12回 既判力の客観的範囲と時的限界 【予習】テキスト（１３９頁から１４７頁まで）及び第１１回の
対面授業で指示した文献を読み、引用されている条文内
容を六法で確認する。
【復習】配布された資料等を参照し、授業で得た知識内容
を再度、確認する。

4時間対面

第13回 既判力の主観的範囲 【予習】テキスト（１４８頁から１５０頁まで）及び第１２回の
対面授業で指示した文献を読み、引用されている条文内
容を六法で確認する。
【復習】配布された資料等を参照し、授業で得た知識内容
を再度、確認する。

4時間対面

第14回 訴えの追加的変更・交換的変更 【予習】テキスト（１５８頁から１６０頁まで）及び第１３回の
対面授業で指示した文献を読み、引用されている条文内
容を六法で確認する。
【復習】配布された資料等を参照し、授業で得た知識内容
を再度、確認する。

4時間対面

第15回 必要的共同訴訟・補助参加・訴訟承継 【予習】テキスト（１７０頁から１８４頁まで）及び第１４回の
対面授業で指示した文献を読み、引用されている条文内
容を六法で確認する。
【復習】配布された資料等を参照し、授業で得た知識内容
を再度、確認する。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 民事執行・保全法　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

34坂上　文一

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

法学部専門教育科目

テーマ 民事執行手続及び民事保全手続の流れと基本構造を学ぶ。

授業の目的及び概要
この授業の目的は、民事執行手続と民事保全手続の仕組みを学び、その全体構造を理解して、社会に出た時に役立つ基礎知識を身につけることにあ
る。
授業の前半（第１回から第１１回まで）では、民事執行手続について、その全体を概観した上で、主に、金銭債権を回収するために債務者所有の財産を
差し押さえる方法（不動産執行、動産執行、債権執行など）について、体系的にその仕組みを説明し、その他の執行手続やこれら手続に対する不服申
立の方法などについても説明する。
授業の後半（第１２回から第１５回まで）では、民事保全手続について、その全体を概観した上で、その種類（仮差押、係争物に関する仮処分、仮の地位
を定める仮処分）毎にその仕組みを説明する。

学修の到達目標
民事訴訟で勝訴判決等（債務名義）を得ても、債務者（被告）が債務を任意に履行してくれない場合、債権者（原告）としては、どのような民事（強制）執
行手続を採るべきか。また、民事（強制）執行手続を採るまでの間、暫定的に自己の権利を保全するためには、どのような民事保全手続を採るべきか。
その選択が自分で出来る程度の基礎知識を習得する。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
対面授業の冒頭で、前回の授業内容の復習ポイントを確認する。
小テスト及び定期試験の出題趣旨、解説、講評等について、ポータル等に掲載するなどの方法により開示する。

アクティブ・ラーニング
の取組み

本科目の担当教員は、1992年に司法試験（旧司法試験）に合格した後、1995年から2022年まで27年間、裁判所において裁判官の仕事に従事し、建築、
労働、医療過誤などの民事訴訟事件を中心に多くの裁判（執行、保全、破産事件を含む。）を担当してきた。本科目では、これらの実務経験を活かした
授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

民事裁判と法＜民事訴訟法Ⅰ＞又は民事訴訟法概説＜民事訴訟法Ⅱ＞を履修していることが望ましい。
民事執行法や民事保全法の分野は、民事訴訟法と同様に、初学者にとって、基本書を読んだだけでは、実際のイメージが湧きにくく、理解しにくい分野
であると思われます。しかしながら、社会人となったときに、取引相手が任意に債務を履行してくれない場面や履行してくれないことが予想される場面に
遭遇することは少なくなく、そのような場面においてどのような手続をとればよいのか、民事執行事件や民事保全事件を実際に担当した裁判官としての
実務経験談も織り込みながら、説明していきます。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

０70０

００2010

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

基礎からわかる民事執行法・民事保全法【第３版】，和田吉弘，弘文堂，2021年

参考書

授業中において、適宜、紹介、説明する予定である。

9784335356629

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 第１章　民事執行法の概観 【予習】テキスト（１頁から１１頁まで）を通読し、引用されて
いる条文を六法で確認しておく。
【復習】上記テキストと授業で配布されたレジュメの内容を
再度、読み直し、その内容の理解に努める。

2時間対面

第2回 第２章第１節から第６節まで
強制執行の意義、種類、債務名義、執行文、執行機関、執行開始要件

【予習】テキスト（１２頁から６２頁まで）を通読し、引用され
ている条文を六法で確認しておく。
【復習】上記テキストと授業で配布されたレジュメの内容を
再度、読み直し、その内容の理解に努める。

4時間対面

第3回 第３章第１節第１項、第２項１、２
金銭執行の序説、不動産執行（強制競売）

【予習】テキスト（８６頁から１３２頁まで）を通読し、引用さ
れている条文を六法で確認しておく。
【復習】上記テキストと授業で配布されたレジュメの内容を
再度、読み直し、その内容の理解に努める。

4時間対面

第4回 第３章第１節第２項３、第３項
不動産執行（強制管理）、船舶執行
最後に小テスト問題を配布する。

【予習】テキスト（１３３頁から１３７頁まで）を通読し、引用さ
れている条文を六法で確認しておく。
【復習】上記テキストと授業で配布されたレジュメの内容を
再度、読み直し、その内容の理解に努める。配布された小
テスト問題に取り組む。

5時間対面
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第5回 第１回から第４回までのまとめ授業 【予習】第１回から第４回までの授業範囲のおけるテキスト
と授業で配布されたレジュメの内容を再度、読み直し、わ
からない部分がないか確認する。
【復習】授業の内容を再度、確認し、その内容の理解に努
める。

4時間対面

第6回 第３章第３項、第４項
動産執行
冒頭、小テスト結果を返却し、その解説、講評を行う。

【予習】テキスト（１３８頁から１４６頁まで）を通読し、引用さ
れている条文を六法で確認しておく。
【復習】上記テキストと授業で配布されたレジュメの内容を
再度、読み直し、その内容の理解に努める。返却を受け
た小テスト内容について、再度、知識を確認する。

5時間対面

第7回 第３章第５項
債権執行（扶養義務等に係る金銭債権についての強制執行の特例）

【予習】テキスト（１４７頁から１７５頁まで）を通読し、引用さ
れている条文を六法で確認しておく。
【復習】上記テキストと授業で配布されたレジュメの内容を
再度、読み直し、その内容の理解に努める。

4時間対面

第8回 第３章第２節
非金銭執行（不動産の引渡し等の強制執行、子の引渡しの強制執行な
ど）

【予習】テキスト（１７６頁から１８９頁まで）を通読し、引用さ
れている条文を六法で確認しておく。
【復習】上記テキストと授業で配布されたレジュメの内容を
再度、読み直し、その内容の理解に努める。

4時間対面

第9回 第４章　担保権の実行としての競売等
第５章　債務者の財産状況の調査

【予習】テキスト（１９０頁から２１６頁まで）を通読し、引用さ
れている条文を六法で確認しておく。
【復習】上記テキストと授業で配布されたレジュメの内容を
再度、読み直し、その内容の理解に努める。

4時間対面

第10回 第２章第３節、第４節２、３、第７節から第１０節、第３章第１節第２項１
（４）ウ（ウ）、（５）ウ、エ、第４章２（２）
民事執行手続に対する不服申立て方法
請求異議の訴え、執行文の付与等に関する異議の申立て、執行文付
与の訴え、執行文付与に対する異議の訴え、強制執行の停止、執行異
議、執行抗告、第三者異議の訴え、違法執行と不当執行、配当異議な
ど

【予習】テキスト（２７頁から３９頁、４２頁から５５頁、６３頁
から８５頁、１１６頁から１１７頁、１２８頁から１３２頁、１９２
頁から１９４頁まで）を通読し、引用されている条文を六法
で確認しておく。
【復習】上記テキストと授業で配布されたレジュメの内容を
再度、読み直し、その内容の理解に努める。

4時間対面

第11回 民事執行法のまとめ講義 【予習】テキスト（民事執行法の部分）及び第１回から第
１０回の対面授業で配布されたレジュメの内容を再度、読
み直し、理解できていない部分がないか確認する。
【復習】オンデマンド動画を視聴した上で、復習のポイント
として示唆された内容を中心として、民事執行手続の基本
知識の理解に努める。

4時間オンデマンド

第12回 第６章第１節　民事保全の序説 【予習】テキスト（２１７頁から２２８頁まで）を通読し、引用さ
れている条文を六法で確認しておく。
【復習】上記テキストと授業で配布されたレジュメの内容を
再度、読み直し、その内容の理解に努める。

4時間対面

第13回 第６章第２節、第３節　保全命令手続、保全執行手続（１）
仮差押え（金銭債権の保全方法）

【予習】テキスト（２２９頁から２４９頁まで）を通読し、引用さ
れている条文を六法で確認しておく。
【復習】上記テキストと授業で配布されたレジュメの内容を
再度、読み直し、その内容の理解に努める。

4時間対面

第14回 第６章第２節、第３節　保全命令手続、保全執行手続（２）
係争物に関する仮処分（特定物に対する給付請求権の保全方法）

【予習】テキスト（２５０頁から２５７頁まで）を通読し、引用さ
れている条文を六法で確認しておく。
【復習】上記テキストと授業で配布されたレジュメの内容を
再度、読み直し、その内容の理解に努める。

4時間対面

第15回 第６章第２節、第３節　保全命令手続、保全執行手続（３）
仮の地位を定める仮処分

【予習】テキスト（２５８頁から２６０頁まで）を通読し、引用さ
れている条文を六法で確認しておく。
【復習】上記テキストと授業で配布されたレジュメの内容を
再度、読み直し、その内容の理解に努める。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 倒産処理法　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

34坂上　文一

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

法学部専門教育科目

テーマ 倒産処理（主に破産や民事再生）手続の流れと基本構造を学ぶ。

授業の目的及び概要
授業の目的は、債務超過となり支払不能となった場合における倒産処理手続、主に破産法及び民事再生法に基づく手続の全体像を学び、社会に出た
ときに役立つ基本知識を習得することにある。
まず、個人と法人とに分けて、倒産処理手続としてどのようなメニューが用意されているか、これらの長所、短所を説明した上で、民法、会社法をはじめ
とした平常時の取引ルール（民事実体法による規律）が、倒産処理時においてどのような変容が加えられ、これに基づき、どのように手続処理されるの
かにつき解説する講義を行う。

学修の到達目標
個人と法人を区別して、我が国で用意されている倒産処理手続の長所と短所を理解し、事案に応じた適切な方法を検討することができる。
民法、会社法をはじめとした平常時の取引ルール（民事実体法の規律）が倒産時にどのように変容された内容となるか理解し、説明することができる。
破産法及び民事再生法に基づく手続及び制度の仕組みを理解し、その違いを説明することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
対面授業の冒頭で、前回授業内容の復習ポイントを確認する。
小テスト及び定期試験の出題趣旨、解説や講評等について、ポータルに掲示するなどの方法により開示する。

アクティブ・ラーニング
の取組み

本科目の担当教員は、1992年に司法試験（旧司法試験）に合格した後、1995年から2022年まで27年間、裁判所において裁判官の仕事に従事し、建築、
労働、医療過誤などの民事訴訟事件を中心に多くの裁判（執行、保全、破産事件を含む。）を担当してきた。本科目では、これらの実務経験を活かした
授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

物権法、債権総論及び債権各論に関する科目を履修していることが望ましい。
倒産手続の全体像の理解を促すことを重視しながら、民法や会社法との相違に留意した講義を行います。
破産事件や民事再生事件を実際に担当した裁判官としての実務経験談を織り交ぜながら、実務上問題となっている点についても触れる予定です。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

０700

００2010

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

有斐閣ストゥディア　倒産法，倉部真由美ほか，有斐閣，2018年

参考書

授業中において、適宜、紹介、説明する予定である。

9784641150539

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 第１編　CHAPTER　１　
倒産法とは

【予習】テキスト（２頁から１９頁まで）を通読し、記述されて
いる用語の説明として、後掲頁が引用されている場合に
は、当該部分も確認しておく。
【復習】上記テキストの内容と授業で配布したレジュメ等を
読み返し、その内容の理解に努める。

3時間対面

第2回 第１編　CHAPTER　２及び３
裁判所で行われる倒産手続、私的整理等

【予習】テキスト（２０頁から５６頁まで）を通読し、記述され
ている用語の説明として、後掲頁が引用されている場合
は、当該部分も確認しておく。
【復習】上記テキストの内容と授業で配布したレジュメ等を
読み返し、その内容の理解に努める。

3時間対面

第3回 第２編　CHAPTER　１及び２
破産手続の開始、破産管財人と破産財団

【予習】テキスト（５７頁から７３頁まで）を通読し、引用され
ている条文の内容を六法で確認しておく。
【復習】上記テキストの内容と授業で配布したレジュメ等を
読み返し、その内容の理解に努める。

4時間対面

第4回 第２編　CHAPTER　３及び４
破産債権、破産と契約関係

【予習】テキスト（７４頁から１０１頁まで）を通読し、引用さ
れている条文の内容を六法で確認しておく。
【復習】上記テキストの内容と授業で配布したレジュメ等を
読み返し、その内容の理解に努める。

4時間対面

第5回 第２編　CHAPTER　５及び６
担保権、相殺権

【予習】テキスト（１０２頁から１２５頁まで）を通読し、引用さ
れている条文の内容を六法で確認しておく。
【復習】上記テキストの内容と授業で配布したレジュメ等を
読み返し、その内容の理解に努める。

4時間対面
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第6回 第２編　CHAPTER　７
否認権
最後に小テスト問題を配布する。

【予習】テキスト（１２６頁から１４４頁まで）を通読し、引用さ
れている条文の内容を六法で確認しておく。
【復習】上記テキストの内容と授業で配布したレジュメ等を
読み返し、その内容の理解に努める。配布された小テスト
問題に取り組む。

5時間対面

第7回 第２編　CHAPTER　８
破産財団の管理・換価・配当と手続の終了

【予習】テキスト（１４５頁から１５６頁まで）を通読し、引用さ
れている条文の内容を六法で確認しておく。
【復習】上記テキストの内容と授業で配布したレジュメ等を
読み返し、その内容の理解に努める。

4時間対面

第8回 第２編　CHAPTER　９　
個人破産と免責
冒頭、小テスト結果を返却し、その解説、講評を行う。

【予習】テキスト（１５７頁から１６８頁まで）を通読し、引用さ
れている条文の内容を六法で確認しておく。
【復習】上記テキストの内容と授業で配布したレジュメ等を
読み返し、その内容の理解に努める。返却を受けた小テ
スト内容について、再度、確認し、その理解に努める。

4時間対面

第9回 第３編　CHAPTER　１　
民事再生手続の概要

【予習】テキスト（１６９頁から１８１頁まで）を通読し、記述さ
れている用語の説明として、後掲頁が引用されている場
合は、当該部分を確認しておく。
【復習】上記テキストの内容と授業で配布したレジュメ等を
読み返し、その内容の理解に努める。

4時間対面

第10回 第３編　CHAPTER　２
（民事再生手続における）機関

【予習】テキスト（１８２頁から１９４頁まで）を通読し、引用さ
れている条文の内容を六法で確認しておく。
【復習】上記テキストの内容と授業で配布したレジュメ等を
読み返し、その内容の理解に努める。

4時間対面

第11回 第３編　CHAPTER　３
再生債権

【予習】テキスト（１９５頁から２０６頁まで）を通読し、引用さ
れている条文の内容を六法で確認しておく。
【復習】上記テキストの内容と授業で配布したレジュメ等を
読み返し、その内容の理解に努める。

4時間対面

第12回 第３編　CHAPTER　４
再生債務者財産の増減

【予習】テキスト（２０７頁から２１９頁まで）を通読し、引用さ
れている条文の内容を六法で確認しておく。
【復習】上記テキストの内容と授業で配布したレジュメ等を
読み返し、その内容の理解に努める。

4時間対面

第13回 第３編　CHAPTER　５及び７
再生計画の作成から履行まで、会社更生との違い

【予習】テキスト（２２０頁から２３８頁まで、２５３頁から２６０
頁まで）を通読し、引用されている条文の内容を六法で確
認しておく。
【復習】上記テキストの内容と授業で配布したレジュメ等を
読み返し、その内容の理解に努める。

4時間対面

第14回 第３編　CHAPTER　６
個人再生手続（小規模個人再生、給与所得者再生）

【予習】テキスト（２３９頁から２５２頁まで）を通読し、引用さ
れている条文の内容を六法で確認しておく。
【復習】上記テキストの内容と授業で配布したレジュメ等を
読み返し、その内容の理解に努める。

4時間対面

第15回 まとめ・総復習講義 【予習】テキストと授業で配布されたレジュメ等を読み直
し、理解できていない部分がないか確認する。
【復習】オンデマンドの動画を視聴した上で、復習ポイント
として示唆された点を中心として、再度確認し、定期試験
に向けて、その理解に努める。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 不動産法＜不動産と法規制＞ 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234石尾　賢二

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

法学部専門教育科目

テーマ 不動産取引等不動産に関する様々な法規制に関する基礎知識の習得。

授業の目的及び概要
不動産法規制に関する知識の習得を目的とする。
民法規定として、物権法規定、利用権規定、請負規定、抵当権規定等があり、特別法として借地借家法、農地法がある。
行政法規定として、国土利用計画法、都市計画法など多数の法律がある。
多数の法規制の中で所有利用に関する主たる法律の内容を理解することを目的とする。
不動産に関する資格の取得に利することを目的とする。

学修の到達目標
主要な不動産法規制の意義・目的・内容を理解する。
不動産取引・担保の意義を理解する。
不動産利用の意義を理解する。
不動産に関する公的規制の意義を理解する。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
レジュメ、授業について、疑問点が生じた場合にはその場で質問する、あとで質問するなど、すぐに解決するように。
こちらも積極的に対応します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

民法科目、特に物権法Ⅰ、Ⅱの授業を受けていることが望ましい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
0

600

003010

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは指定しません。レジュメを中心に進めます。六法は必ず持参してください。不動産についての法律を
総合的にみるためには例えば宅建の各種テキストが参考になります。

参考書

各種民法の教科書(特に物権法)、各種宅建士に関する書籍。

テキストは指定しません．
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 土地建物について。宅建業法と不動産取引制度。民法、行政法など不
動産法制度概観。所有者不明土地に関する制度も見る。

事前に配布されたレジュメを中心に予習・復習をする。 4時間対面

第2回 不動登記制度創設経緯と内容。 事前に配布された不動産登記についてのレジュメを中心
に予習・復習をする。

4時間対面

第3回 不動産物権変動問題1。変動原因の範囲の問題を中心に説明する。 事前に配布されたレジュメの物権変動の箇所を中心に予
習・復習をする。また、物権法の授業を復習しておく。

4時間対面

第4回 不動産物権変動問題2。第三者の範囲の問題を中心に説明する。 事前に配布されたレジュメの物権変動の箇所を中心に予
習・復習をする。また、物権法の授業を復習しておく。

4時間対面

第5回 不動産取引と損害賠償額についての判例。不動産価格について。 事前に配布されたレジュメの不動産取引の箇所を中心に
予習・復習をする。債権法の授業も復習しておく。

4時間対面

第6回 不動産取引における担保責任の問題、特に土壌汚染問題について説
明する。品確法も見る。

事前に配布されたレジュメを不動産取引の箇所を中心に
予習・復習をする。債権法の授業も復習しておく。

4時間対面

第7回 区分所有法について説明する。 事前に配布されたレジュメの区分所有法の箇所を中心に
予習・復習をする。

4時間対面

第8回 不動産担保制度、非典型担保について説明する。 事前に配布されたレジュメの不動産担保法の箇所を中心
に予習・復習をする。物権法の授業も復習しておく。

4時間オンデマンド

第9回 抵当制度、担保法改正について説明する。 事前に配布されたレジュメの不動産担保法の箇所を中心
に予習・復習をする。物権法の授業も復習しておく。

4時間対面

第10回 相隣関係、地上権と賃借権について説明する。 事前に配布されたレジュメの不動産利用権の箇所を中心
に予習・復習をする。物権法の授業も復習しておく。

4時間対面

－262－



第11回 借地借家、農地制度について説明する。 事前に配布されたレジュメの不動産利用権の箇所を中心
に予習・復習をする。物権法の授業も復習しておく。

4時間対面

第12回 建築請負契約について説明する。 事前に配布されたレジュメの建築請負契約の箇所を中心
に予習・復習をする。債権各論の授業も復習しておく。

4時間対面

第13回 行政規制概観する。国土利用計画法、都市計画法等。 事前に配布されたレジュメの不動産の行政規制の箇所を
中心に予習・復習をする。

4時間対面

第14回 景観権、日照権の問題を説明する。 事前に配布されたレジュメの不動産の行政規制の箇所を
中心に予習・復習をする。不法行為法の授業も復習して
おく。

4時間対面

第15回 土地制度史を説明する。 事前に配布されたレジュメの土地制度史の箇所を中心に
予習・復習をする。

4時間対面

－263－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 国際私法＜国際私法概説＞ 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

34ウバイドゥラエフ・ダブロンベック

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

法学部専門教育科目

テーマ 国際私法入門

授業の目的及び概要
経済と社会のグローバル化により私人の国際的な活動は増加して続けており、それに伴い私人間及び私人と国家間の国境を越えた法律関係に関する
問題も複雑化しつつあります。このような複雑な国際的な法律関係を規律する法律が国際私法です。
本講義では、その国際私法に関する基本的な知識を身につけることを目的とし、具体的には次のようなものを扱います。
①国際私法の意義・仕組み、
②婚姻・離婚・親子関係・相続、
③契約と不法行為、
④人の能力と法人の従属法等です。

学修の到達目標
本講義を通じて、以下のようなスキルを身につけます。
・国際私法に関する基本的な概念と考え方を理解します。
・国際私法の具体的な事例についての処理ができます。
・グローバル化した社会における様々な現象を、渉外的法律関係として興味を持ち、国際私法の視点から把握できます。
・国際民事紛争に関する具体的イメージを持てるようになります。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
各種課題や小テストについては、原則次回の授業までに採点して返却し、解説を行います。
講義及びその他についてコメントがあれば、小テストの解答とともに記載してください。当該コメントについても次回授業で解説します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／反転授業

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

本科目の履修にあたって、皆さんに国際私法の背景にある理念の一つを取り上げます、神前教授が『プレップ国際私法』のV頁で取り上げた理念です。
それは「寛容さ」という理念です。私も、神前教授と同様に、国際私法に興味を持った皆さんに、この理念にも興味を持って頂ければ幸いです。
国際私法は、他の法律の分野（家族法、商法、会社法、労働法等）と深い関わりを持っているため、学習の初期段階では、理解が難しいと思います。し
かし、これが国際私法の面白いところでもあり、自分の関心がある分野との関わりで勉強することで国際私法の理解も深まります。私自身も会社法から
スタートしましたが、国際私法の勉強を通じて、最終的には国際会社法に辿り着きました。
学生の皆さんにも、ぜひ国際私法に興味を持っていただければと思う次第です。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

400

300300

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

国際私法（有斐閣ストゥディア），多田望・長田真里・村上愛・申美穂，有斐閣，2021年

参考書

①国際私法（Legal Quest) 第3版，中西康＝北澤安紀＝横溝大＝林貴美，有斐閣，2022年
②プレップ国際私法，神前禎，弘文堂，2015年

978-4-641-15051-5

①978-4-641-17949-3
②978-4-335-31321-9

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 イントロダクション
国際私法とは何か？

【予習内容】シラバスとガイダンス、そして教科書の0章（1
−3頁）を授業前に読んで、疑問点などを確認しておくこと。
（2時間）
【復習内容】配布資料と教科書の該当箇所を熟読し、講義
で得た知識を深めること。（2時間）

2.5時間対面

第2回 国際私法における準拠法決定の仕組み（１）：法律関係の性質決定、連
結点の確定、準拠法の適用

【予習内容】教科書の1章（4−13頁）を授業前に読んで、疑
問点などを確認しておくこと。（2時間）
【復習内容】配布資料と教科書の該当箇所を熟読し、講義
で得た知識を深めること。（2時間）

4時間対面

第3回 国際私法における準拠法決定の仕組（２）：不統一法国の法、反致、公
序

【予習内容】教科書の2章（14−31頁）を授業前に読んで、
疑問点などを確認しておくこと。（2時間）
【復習内容】配布資料と教科書の該当箇所を熟読し、講義
で得た知識を深めること。（2時間）

4時間対面

第4回 婚姻の成立・離婚 【予習内容】教科書の3章（32−53頁）を授業前に読んで、
疑問点などを確認しておくこと。（2時間）
【復習内容】配布資料と教科書の該当箇所を熟読し、講義
で得た知識を深めること。（2時間）

4時間対面
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第5回 親子関係 【予習内容】教科書の4章（54−73頁）を授業前に読んで、
疑問点などを確認しておくこと。（2時間）
【復習内容】配布資料と教科書の該当箇所を熟読し、講義
で得た知識を深めること。（2時間）

4時間対面

第6回 国境を越えた子の連れ去り 【予習内容】教科書の5章（74−81頁）を授業前に読んで、
疑問点などを確認しておくこと。（2時間）
【復習内容】配布資料と教科書の該当箇所を熟読し、講義
で得た知識を深めること。（2時間）

4時間対面

第7回 相続・遺言 【予習内容】教科書の6章（82−91頁）を授業前に読んで、
疑問点などを確認しておくこと。（2時間）
【復習内容】配布資料と教科書の該当箇所を熟読し、講義
で得た知識を深めること。（2時間）

4時間オンデマンド

第8回 契約（１）：契約の成立と効力、契約の方式 【予習内容】教科書の7章（92−123頁）を授業前に読んで、
疑問点などを確認しておくこと。（2時間）
【復習内容】配布資料と教科書の該当箇所を熟読し、講義
で得た知識を深めること。（2時間）

4時間対面

第9回 契約（２）：消費者契約・労働契約 【予習内容】教科書の7章（92−123頁）を授業前に読んで、
疑問点などを確認しておくこと。（2時間）
【復習内容】配布資料と教科書の該当箇所を熟読し、講義
で得た知識を深めること。（2時間）

4時間対面

第10回 不法行為 【予習内容】教科書の8章（124−143頁）を授業前に読ん
で、疑問点などを確認しておくこと。（2時間）
【復習内容】配布資料と教科書の該当箇所を熟読し、講義
で得た知識を深めること。（2時間）

4時間対面

第11回 物権 【予習内容】教科書の9章（144−153頁）を授業前に読ん
で、疑問点などを確認しておくこと。（2時間）
【復習内容】配布資料と教科書の該当箇所を熟読し、講義
で得た知識を深めること。（2時間）

4時間対面

第12回 人の能力：権利能力、失踪宣告、行為能力、後見 【予習内容】教科書の10章（154−175頁）を授業前に読ん
で、疑問点などを確認しておくこと。（2時間）
【復習内容】配布資料と教科書の該当箇所を熟読し、講義
で得た知識を深めること。（2時間）

4時間対面

第13回 法人：法人の従属法、外国法人に対する規制 【予習内容】教科書の11章（176−187頁）を授業前に読ん
で、疑問点などを確認しておくこと。（2時間）
【復習内容】配布資料と教科書の該当箇所を熟読し、講義
で得た知識を深めること。（2時間）

4時間対面

第14回 知的財産権：特許権、著作権 【予習内容】教科書の13章（198−211頁）を授業前に読ん
で、疑問点などを確認しておくこと。（2時間）
【復習内容】配布資料と教科書の該当箇所を熟読し、講義
で得た知識を深めること。（2時間）

4時間対面

第15回 総括
これまでの授業内容を振り返る

【予習内容】教科書の該当部分及び配布資料を再読し、
疑問点をまとめ、授業で積極的に質問をすること。（2時
間）
【復習内容】教科書の該当部分及び配布資料を確認し、
講義で得た知識を深めること。（2時間）

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 知的財産法Ⅰ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

34土井　典子

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

法学部専門教育科目

テーマ 特許法、実用新案法に関する基本的な考え方・知識

授業の目的及び概要
（目的）特許法、実用新案法の基本的な考え方、知識を身に付けることを目的とします。
（概要）特許法、実用新案法の概観、法体系の学習により、知的財産法に関する基本的指標としての特許法の理解を進めます。

学修の到達目標
特許法と実用新案法の全体構造を、高度で多面的な視点から説明することができる。
知的財産技能管理検定等、知的財産に関する検定試験に必要な基礎知識の水準に到達する。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
課題、疑問点については、授業中に解説及び講評を行いますが、併せてレポート等提出物への個別添削を実施します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

知的財産法Ⅱを併せて履修することが望ましいですが、必須ではありません。
AI（人工知能）、UX（ユーザーエクスペリエンス）等、近時のトピックスには必ず知的財産が密接に関わってきます。是非、興味を持って学習してください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
0

400

004020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

知的財産法入門〈第16版〉，土肥　一史著，中央経済社，2019年

上記テキスト以外に、テキストを補足するために必要な資料を適宜配布します。

参考書

特許判例百選（第5版），別冊ジュリスト　244号，有斐閣，2019年

知的財産関連の書籍は多く出版されているので、図書館等も活用し興味のあるものを選んでください。また、
知的財産はインターネット、ニュース等でもしばしば取り上げられているので、アンテナを立てて情報を収集し、
学習に役立てて下さい。

9784502293313

9784641115446

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 知的財産法入門及び特許法１

知的財産法の全体的な概観を、各法の共通点や相違点による分類に
より、点と線と面から具体的なイメージとして学習します。
特許法の目的及び知的財産における特許の位置付け等について学習
します。

（レジュメ、指定テキスト1～3ページ及び143～146ページ）

（予習）
指定テキスト1～3ページ、及び143～146ページを事前に
読んでおいて下さい。（2時間程度）
その他、自分が興味を持てる知的財産法の入門書を読ん
だり、インターネットでの検索を行って下さい。

（復習）
配布レジュメ及び指定テキスト1～3ページ及び143～146
ページを読み直し、講義で得た知識を確認して下さい。（2
時間程度）
検定等の資格試験を視野に入れる場合、特に復習が重
要です。

4時間対面

第2回 特許法2

特許の保護対象である発明及び発明のカテゴリーについて学習しま
す。
（レジュメ、指定テキスト146～153ページ）

（予習）
指定テキスト146～153ページを事前に読んでおいて下さ
い。（2時間程度）
その他、自分が興味を持てる特許法に関する書籍を読ん
だり、インターネットでの検索を行って下さい。

（復習）
配布レジュメ及び指定テキストの146～153ページを読み
直し、講義で得た知識を確認して下さい。（2時間程度）
検定等の資格試験を視野に入れる場合、特に復習が重
要です。

4時間対面
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第3回 特許法3

特許の登録要件（積極的登録要件、消極的登録要件）について学習し
ます。
（レジュメ、指定テキスト186～192ページ）

（予習）
指定テキスト186～192ページを事前に読んでおいて下さ
い。（2時間程度）
その他、自分が興味を持てる特許法に関する書籍を読ん
だり、インターネットでの検索を行って下さい。

（復習）
配布レジュメ及び指定テキストの186～192ページを読み
直し、講義で得た知識を確認して下さい。（2時間程度）
検定等の資格試験を視野に入れる場合、特に復習が重
要です。

4時間対面

第4回 特許法4

特許出願から登録までの流れの概要について学習します。
（レジュメ、指定テキスト165～186ぺージ）

（予習）
指定テキスト165～186ージを事前に読んでおいて下さい。
（2時間程度）
その他、自分が興味を持てる特許法に関する書籍を読ん
だり、インターネットでの検索を行って下さい。

（復習）
配布レジュメ及び指定テキストの165～168ページを読み
直し、講義で得た知識を確認して下さい。（2時間程度）
検定等の資格試験を視野に入れる場合、特に復習が重
要です。

4時間対面

第5回 特許法５

特許出願から登録までの流れにおける審査請求、出願公開、出願取り
下げ等の手続きについて学習します。
（レジュメ、指定テキスト165～186ページ）

（予習）
指定テキスト165～186ページを事前に読んでおいて下さ
い。（2時間程度）
その他、自分が興味を持てる特許法に関する書籍を読ん
だり、インターネットでの検索を行って下さい。

（復習）
配布レジュメ及び指定テキストの165～186ページを読み
直し、講義で得た知識を確認して下さい。（2時間程度）
検定等の資格試験を視野に入れる場合、特に復習が重
要です。

4時間対面

第6回 特許法６

特許出願から登録までの流れにおける補正、分割、出願変更、優先権
主張等の手続きについて学習します。
（レジュメ、指定テキスト165～186ページ、及び192～199ページ）

（予習）
指定テキスト165～186ページ、及び192～199ページを事
前に読んでおいて下さい。（2時間程度）
その他、自分が興味を持てる特許法に関する書籍を読ん
だり、インターネットでの検索を行って下さい。

（復習）
配布レジュメ及び指定テキストの165～186ページ、及び
192～199ページを読み直し、講義で得た知識を確認して
下さい。（2時間程度）
検定等の資格試験を視野に入れる場合、特に復習が重
要です。

4時間対面

第7回 特許法７

特許査定、拒絶査定後の手続き、拒絶査定不服審判について学習しま
す。
（レジュメ、指定テキスト199～202ページ、及び237～242ページ）

（予習）
指定テキスト199～202ページ、及び237～242ページを事
前に読んでおいて下さい。（2時間程度）
その他、特許法に関する書籍を読んだり、インターネットで
の検索を行って下さい。
（復習）
配布レジュメ及び指定テキストの199～202ページ、及び
237～242ページを読み直し、講義で得た知識を確認して
下さい。（2時間程度）
検定等の資格試験を視野に入れる場合、特に復習が重
要です。

4時間対面

第8回 特許法８

職務発明制度と職務発明に関する判例について学習します。
（レジュメ、指定テキスト155～160ページ）

（予習）
指定テキスト155～160ページ、及び職務発明に関する判
例（予め事件番号等告知）を事前に読んでおいて下さい。
（3時間程度）
その他、自分が興味を持てる職務発明に関する書籍を読
んだり、インターネットでの検索を行って下さい。

（復習）
配布レジュメ及び指定テキストの155～160ページ、及び職
務発明に関する判例を読み直し、講義で得た知識を確認
して下さい。（2時間程度）
検定等の資格試験を視野に入れる場合、特に復習が重
要です。

5時間対面

第9回 特許法９

特許権の効力と権利の存続期間について学習します。
（レジュメ、指定テキスト202～209ページ）

（予習）
指定テキスト202～209ページを事前に読んでおいて下さ
い。（2時間程度）
その他、自分が興味を持てる特許法に関する書籍を読ん
だり、インターネットでの検索を行って下さい。

（復習）
配布レジュメ及び指定テキストの202～209ページを読み
直し、講義で得た知識を確認して下さい。（2時間程度）
検定等の資格試験を視野に入れる場合、特に復習が重
要です。

4時間対面

第10回 特許法10

特許権の譲渡と利用（ライセンス）について学習します。
（レジュメ、指定テキスト210～226ページ）

（予習）
指定テキスト210～226ページを事前に読んでおいて下さ
い。（2時間程度）
その他、自分が興味を持てる特許法に関する書籍を読ん
だり、インターネットでの検索を行って下さい。

（復習）
配布レジュメ及び指定テキストの210～226ページを読み
直し、講義で得た知識を確認して下さい。（2時間程度）
検定等の資格試験を視野に入れる場合、特に復習が重
要です。

4時間対面

第11回 特許法11

特許権の侵害と救済について学習します。
（レジュメ、指定テキスト226～237ページ）

（予習）
指定テキスト226～237ページを事前に読んでおいて下さ
い。（2時間程度）
その他、自分が興味を持てる特許法に関する書籍を読ん
だり、インターネットでの検索を行って下さい。

（復習）
配布レジュメ及び指定テキストの226～237ページを読み
直し、講義で得た知識を確認して下さい。（2時間程度）
検定等の資格試験を視野に入れる場合、特に復習が重
要です。

4時間対面
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第12回 特許法12

特許法における審判制度について学習します。
（レジュメ、指定テキスト237～250ページ）

（予習）
指定テキスト237～250ページを事前に読んでおいて下さ
い。（2時間程度）
その他、自分が興味を持てる特許法に関する書籍を読ん
だり、インターネットでの検索を行って下さい。

（復習）
配布レジュメ及び指定テキストの237～250ページを読み
直し、講義で得た知識を確認した上で、著作権法のまとめ
を行って下さい。（2時間程度）
検定等の資格試験を視野に入れる場合、特に復習が重
要です。

4時間対面

第13回 特許法13

審決取り消し訴訟ならびに止血取り消し訴訟に関する判例について学
習します。
（レジュメ、指定テキスト251～254ページ）

（予習）
指定テキスト251～254ページ、及び審決取消訴訟に関す
る判例（予め事件番号等告知）を事前に読んでおいて下さ
い。（3時間程度）
その他、自分が興味を持てる審決取り消し訴訟に関する
書籍を読んだり、インターネットでの検索を行って下さい。

（復習）
配布レジュメ及び指定テキストの251～254ページ、及び審
決取消訴訟に関する判例を読み直し、講義で得た知識を
確認して下さい。（2時間程度）
検定等の資格試験を視野に入れる場合、特に復習が重
要です。

5時間対面

第14回 実用新案法ならびにトレードシークレット（営業秘密）

実用新案法入門、実用新案の概要等について学習します。
また、特許を補完する知的財産として、「オープン＆クローズド戦略」に
不可欠なトレードシークレット（営業秘密）について学習します。
（レジュメ、指定テキスト255～262ページ、及び18～22ページ）

（予習）
指定テキスト255～262ページ、及び18～22ページを事前
に読んでおいて下さい。（2時間程度）
その他、自分が興味を持てる実用新案法に関する書籍を
読んだり、インターネットでの検索を行って下さい。

（復習）
レジュメ及び指定テキストの255～262ページ、及び18～22
ページを読み直し、講義で得た知識を確認した上で、実用
新案法のまとめを行って下さい。（2時間程度）
検定等の資格試験を視野に入れる場合、特に復習が重
要です。

4時間対面

第15回 知的財産法Ⅰ総まとめ

第１回目～第１４回目の授業の復習、各法の要点の整理ならびに定期
試験についてのガイダンスを行います。
受講後、確認小テストをします。
（各回レジュメ、指定テキスト143ページ～262ページ）

（予習）
指定テキスト143～262ページを、これまでの授業内容を振
り返り、要点を整理しながら事前に読んでおいて下さい。
（3時間程度）
特許庁ホームページ等インターネットを活用して調べるこ
とも有効です。

（復習）
レジュメ及び指定テキストの143～262ページを読み直し、
講義で得た知識を確認して下さい。（3時間程度）
定期試験の準備のための復習、試験持ち込みが可能な
手書きノートの準備が重要です。

6時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 知的財産法Ⅱ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

34土井　典子

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

法学部専門教育科目

テーマ 商標法、意匠法、著作権法、不正競争防止法に関する基本的な考え方・知識

授業の目的及び概要
（目的）商標法、意匠法、著作権法、不正競争防止法の基本的な考え方、知識を身に付けることを目的とします。
（概要）商標法、意匠法、著作権法、不正競争防止法の概観、法体系の比較学習により多面的理解を進めます。

学修の到達目標
商標法、意匠法、著作権法及び不正競争防止法の全体構造を、高度で多面的な視点から説明することができる。
知的財産技能管理検定等、知的財産に関する検定試験に必要な基礎知識の水準に到達する。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
課題、疑問点については、授業中に解説及び講評を行いますが、併せてレポート等提出物への個別添削を実施します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

知的財産法Ⅰを併せて履修することが望ましいですが、必須ではありません。
AI（人工知能）、UX（ユーザーエクスペリエンス）等、近時のトピックスには必ず知的財産が密接に関わってきます。是非、興味を持って学習してください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
0

400

004020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

知的財産法入門〈第16版〉，土肥　一史著，中央経済社，2019年

上記テキスト以外に、テキストを補足するために必要な資料を適宜配布します。

参考書

①意匠・商標・不正競争判例百選（第２版），別冊ジュリスト　248号，有斐閣，2020年
②著作権判例百選（第６版），別冊ジュリスト　242号，有斐閣，2019年

知的財産関連の書籍は多く出版されているので、図書館等も活用し興味のあるものを選んでください。また、
知的財産はインターネット、ニュース等でもしばしば取り上げられているので、アンテナを立てて情報を収集し、
学習に役立てて下さい。

9784502293313

①9784641115484
②9784641115422

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 知的財産法入門及び商標法１

知的財産法の全体的な概観を、各法の共通点や相違点による分類に
より、点と線と面から具体的なイメージとして学習します。
商標法入門、商標の概要等について学習します。

（レジュメ、指定テキスト1～3ページ及び53～67ページ）

（予習）
指定テキスト1～3ページ、及び53～67ページを事前に読
んでおいて下さい。（2時間程度）
その他、自分が興味を持てる知的財産法の入門書を読ん
だり、インターネットでの検索を行って下さい。

（復習）
配布レジュメ及び指定テキスト1～3ページ及び53～67
ページを読み直し、講義で得た知識を確認して下さい。（2
時間程度）

4時間対面

第2回 商標法2

商標の使用概念、商標の登録要件等について学習します。
（レジュメ、指定テキスト67～79ページ）

（予習）
指定テキスト67～79ページを事前に読んでおいて下さい。
（2時間程度）
その他、自分が興味を持てる商標法に関する書籍を読ん
だり、インターネットでの検索を行って下さい。

（復習）
配布レジュメ及び指定テキストの67～79ページを読み直
し、講義で得た知識を確認して下さい。（2時間程度）
検定等の資格試験を視野に入れる場合、特に復習が重
要です。

4時間対面

－269－



第3回 商標法3

様々な商標制度、団体商標、地域団体商標等について学習します。
（レジュメ、指定テキスト79～86ページ）

（予習）
指定テキスト79～86ページを事前に読んでおいて下さい。
（2時間程度）
その他、自分が興味を持てる商標法に関する書籍を読ん
だり、インターネットでの検索を行って下さい。

（復習）
配布レジュメ及び指定テキストの79～86ページを読み直
し、講義で得た知識を確認して下さい。（2時間程度）
検定等の資格試験を視野に入れる場合、特に復習が重
要です。

4時間対面

第4回 商標法4

商標権の効力、ライセンスを含む使用権等について学習します。（レ
ジュメ、指定テキスト86～118ぺージ）

（予習）
指定テキスト86～118ージを事前に読んでおいて下さい。
（2時間程度）
その他、自分が興味を持てる商標法に関する書籍を読ん
だり、インターネットでの検索を行って下さい。

（復習）
配布レジュメ及び指定テキストの86～118ページを読み直
し、講義で得た知識を確認して下さい。（2時間程度）
検定等の資格試験を視野に入れる場合、特に復習が重
要です。

4時間対面

第5回 意匠法1

意匠法入門、意匠の概要等について学習します。
（レジュメ、指定テキスト121～127ページ）

（予習）
指定テキスト121～127ページを事前に読んでおいて下さ
い。（2時間程度）
その他、自分が興味を持てる意匠法に関する書籍を読ん
だり、インターネットでの検索を行って下さい。

（復習）
配布レジュメ及び指定テキストの121～127ページを読み
直し、講義で得た知識を確認した上で、商標法のまとめを
行って下さい。（2時間程度）
検定等の資格試験を視野に入れる場合、特に復習が重
要です。

4時間対面

第6回 意匠法2

意匠権、意匠の類比等について学習します。
（レジュメ、指定テキスト127～131ページ）

（予習）
指定テキスト127～131ページを事前に読んでおいて下さ
い。（2時間程度）
その他、自分が興味を持てる意匠法に関する書籍を読ん
だり、インターネットでの検索を行って下さい。

（復習）
配布レジュメ及び指定テキストの127～131ページを読み
直し、講義で得た知識を確認して下さい。（2時間程度）
検定等の資格試験を視野に入れる場合、特に復習が重
要です。

4時間対面

第7回 意匠法3

意匠法に特有な問題、制度等について学習します。
（レジュメ、指定テキスト131～142ページ）

（予習）
指定テキスト131～142ページを事前に読んでおいて下さ
い。（2時間程度）
その他、自分が興味を持てる意匠法に関する書籍を読ん
だり、インターネットでの検索を行って下さい。

（復習）
配布レジュメ及び指定テキストの131～142ページを読み
直し、講義で得た知識を確認して下さい。（2時間程度）
検定等の資格試験を視野に入れる場合、特に復習が重
要です。

4時間対面

第8回 まとめ1：商標法および意匠法

商標法および意匠法全体を通したまとめ、判例、現代的課題について
学習します。
（レジュメ、指定テキスト53～142ページ）

（予習）
指定テキスト53～142ページを事前に読んでおいて下さ
い。（2時間程度）
その他、自分が興味を持てる商標法、意匠法に関する判
例を、判例百選、最高裁ホームページ、インターネットを活
用して調べて下さい。

（復習）
配布レジュメ及び指定テキストの53～142ページ、及び学
習した判例を読み直し、講義で得た知識を確認して下さ
い。（3時間程度）
検定等の資格試験を視野に入れる場合、特に復習が重
要です。

5時間対面

第9回 著作権法1

著作権法入門、著作権の概要等について学習します。
（レジュメ、指定テキスト265～279ページ）

（予習）
指定テキスト265～279ページを事前に読んでおいて下さ
い。（2時間程度）
その他、自分が興味を持てる著作権法に関する書籍を読
んだり、インターネットでの検索を行って下さい。

（復習）
配布レジュメ及び指定テキストの265～279ページを読み
直し、講義で得た知識を確認して下さい。（2時間程度）
検定等の資格試験を視野に入れる場合、特に復習が重
要です。

4時間対面

第10回 著作権法2

財産権と人格権からなる支分権、権利の制限規定等について学習しま
す。
（レジュメ、指定テキスト280～305ページ）

（予習）
指定テキスト280～305ページを事前に読んでおいて下さ
い。（2時間程度）
その他、自分が興味を持てる著作権法に関する書籍を読
んだり、インターネットでの検索を行って下さい。

（復習）
配布レジュメ及び指定テキストの280～305ページを読み
直し、講義で得た知識を確認して下さい。（2時間程度）
検定等の資格試験を視野に入れる場合、特に復習が重
要です。

4時間対面

第11回 著作権法3

著作隣接権、権利侵害等について学習します。
（レジュメ、指定テキスト306～331ページ）

（予習）
指定テキスト306～331ページを事前に読んでおいて下さ
い。（2時間程度）
その他、自分が興味を持てる著作権法に関する書籍を読
んだり、インターネットでの検索を行って下さい。

（復習）
配布レジュメ及び指定テキストの306～331ページを読み
直し、講義で得た知識を確認して下さい。（2時間程度）
検定等の資格試験を視野に入れる場合、特に復習が重
要です。

4時間対面
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第12回 不正競争防止法1

不正競争防止法入門、不正競争防止法の概要等について学習します。
（レジュメ、指定テキスト7～31ページ）

（予習）
指定テキスト7～31ページを事前に読んでおいて下さい。
（2時間程度）
その他、自分が興味を持てる不正競争防止法に関する書
籍を読んだり、インターネットでの検索を行って下さい。

（復習）
配布レジュメ及び指定テキストの7～31ページを読み直
し、講義で得た知識を確認した上で、著作権法のまとめを
行って下さい。（2時間程度）
検定等の資格試験を視野に入れる場合、特に復習が重
要です。

4時間対面

第13回 不正競争防止法2

不正競争行為類型である営業秘密、不正競争防止法の適用除外等に
ついて学習します。
（レジュメ、指定テキスト31～52ページ）

（予習）
指定テキスト31～52ページを事前に読んでおいて下さい。
（2時間程度）
その他、自分が興味を持てる不正競争防止法に関する書
籍を読んだり、インターネットでの検索を行って下さい。

（復習）
配布レジュメ及び指定テキストの31～52ページを読み直
し、講義で得た知識を確認して下さい。（2時間程度）
検定等の資格試験を視野に入れる場合、特に復習が重
要です。

4時間対面

第14回 まとめ2：著作権法および不正競争防止法

著作権法および不正競争防止法全体を通したまとめ、判例、現代的課
題について学習します。
（レジュメ、指定テキスト7～52ページ及び265～331ページ）

（予習）
指定テキスト7～52ページ及び265～331ページを事前に
読んでおいて下さい。（2時間程度）
その他、自分が興味を持てる著作権法、不正競争防止法
に関する書籍を読んだり、インターネットでの検索を行って
下さい。

（復習）
レジュメ及び指定テキストの7～52ページ及び265～331
ページ、学習した判例を読み直し、講義で得た知識を確認
した上で、不正競争防止法のまとめを行って下さい。（3時
間程度）
検定等の資格試験を視野に入れる場合、特に復習が重
要です。

5時間対面

第15回 知的財産法Ⅱ総まとめ

第１回目～第１４回目の授業の復習、各法の要点の整理ならびに定期
試験についてのガイダンスを行います。
受講後、確認小テストをします。
（各回レジュメ、指定テキスト7～142ページ及び265～331ページ）

（予習）
指定テキスト7～142ページ及び265～331ページを、これま
での授業内容を振り返り、要点を整理しながら事前に読ん
でおいて下さい。（3時間程度）
特許庁ホームページ、文化庁ホームページ等インターネッ
トを活用して調べることも有効です。

（復習）
レジュメ及び指定テキストの7～142ページ及び265～331
ページを読み直し、講義で得た知識を確認して下さい。（3
時間程度）
定期試験の準備のための復習、試験持ち込みが可能な
手書きノートの準備が重要です。

6時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 ビジネス法務　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234高田　尚彦

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

法学部専門教育科目

テーマ ビジネスにかかわる法律（民法、商法、会社法、経済法等）の横断的学習

授業の目的及び概要
本講義は、企業等に就職した後に求められる基本的な法律知識を修得することを目的とする。
近年、企業における不祥事が多発し、従業員はもとより取引先や株主に対して大きな影響を及ぼしており、これまで以上にコンプライアンス（法令等遵
守）が強く求められている。
このような状況において、法務部門に関わる者だけでなく、企業に関わる者すべてが基本的な法律知識を修得していることが重要となっている。
そこで、ビジネス実務法務検定３級の範囲を順次学習することにより、ビジネスパーソンに必要な基礎的な法律知識の修得を目的に講義を進める。

学修の到達目標
この授業を通じて学生には、ビジネス実務法務についての基本的な法律知識を理解し、ビジネス実務法務検定３級の合格レベルに到達するようになる
ことが期待される。また、ビジネスにかかわる法律の機能、役割、相互の関係について理解し、法知識を実務において活用できるようになることが求め
られる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
小テストを実施した場合には、採点したうえで返却する。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

法律の細かな知識より、全体像を理解することを目指す。一方、資格検定も意識することで、学んだ達成感を得ることを目指す。また、関連する民法・商
法・会社法・労働法・独占禁止法・知的財産法なども積極的に履修することが望ましい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

700

001515

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

東京商工会議所編『ビジネス実務法務検定試験３級公式テキスト（2023年度版）』（中央経済社, 2023年）

参考書

授業中に適宜指示する。

9784502455414

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 １．ガイダンス：講義の進行方法・評価方法の説明。ビジネスと法律の
関わり、コンプライアンス。

予習：教科書の目次を概観しておくこと
復習：授業で配布したレジュメを見直すこと。

2.5時間対面

第2回 ２．企業活動に関わる法律の基礎知識：近代私法の基本原則、財産権 予習：教科書p.1～38を読んでおくこと。
復習：授業で配布したレジュメ・小テスト等を見直すこと。

4時間対面

第3回 ３．企業取引の法務（１）ー契約ー：契約の成立 予習：教科書p.39～77を読んでおくこと。
復習：授業で配布したレジュメ・小テスト等を見直すこと。

4時間対面

第4回 ４．企業取引の法務（２）ー契約成立後の法律関係ー：債務不履行責
任・担保責任・危険負担

予習：教科書p.78～98を読んでおくこと。
復習：授業で配布したレジュメ・小テスト等を見直すこと。

4時間対面

第5回 ５．企業取引の法務（３）ー売買以外の契約ー：賃貸借契約・消費貸借
契約・請負契約・委任契約・寄託契約

予習：教科書p.99～123を読んでおくこと。
復習：授業で配布したレジュメ・小テスト等を見直すこと。

4時間対面

第6回 ６．ビジネス文章の保存・管理、契約によらない債権・債務の発生：ビジ
ネス文書・契約書、不法行為・不当利得・事務管理

予習：教科書p.124～165を読んでおくこと。
復習：授業で配布したレジュメ・小テスト等を見直すこと。

4時間対面

第7回 ７．企業財産の管理：固定資産・流動資産の管理と法律、知的財産権 予習：教科書p.167～204を読んでおくこと。
復習：授業で配布したレジュメ・小テスト等を見直すこと。

4時間対面

第8回 ８．企業活動に関する法規制：独占禁止法・消費者保護法・特定商取引
法・製造物責任法

予習：教科書p.205～246を読んでおくこと。
復習：授業で配布したレジュメ・小テスト等を見直すこと。

4時間対面

第9回 ９．債権の管理と回収：債権の管理と取引の決済ー手形・小切手等 予習：教科書p.247～293を読んでおくこと。
復習：授業で配布したレジュメ・小テスト等を見直すこと。

4時間対面

第10回 １０．債権の担保：法定担保物権・約定担保物権・人的担保 予習：教科書p.294～319を読んでおくこと。
復習：授業で配布したレジュメ・小テスト等を見直すこと。

4時間対面
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第11回 １１．企業と会社のしくみ（１）：法人と企業、会社の種類 予習：教科書p.321～346を読んでおくこと。
復習：授業で配布したレジュメ・小テスト等を見直すこと。

4時間対面

第12回 １２．企業と会社のしくみ（２）：株式会社 予習：教科書p.346～364を読んでおくこと。
復習：授業で配布したレジュメ・小テスト等を見直すこと。

4時間対面

第13回 １３．企業と従業員の関係：従業員と労働関係、男女雇用機会均等法、
労働者派遣事業

予習：教科書p.366～398を読んでおくこと。
復習：授業で配布したレジュメ・小テスト等を見直すこと。

4時間対面

第14回 １４．ビジネスに関連する家族法：夫婦間の法律関係、相続 予習：教科書p.399～421を読んでおくこと。
復習：授業で配布したレジュメ・小テスト等を見直すこと。

4時間対面

第15回 講義のまとめ：全範囲の復習、定期試験に向けた対策 予習：これまでの講義内容に関する教科書・レジュメを見
直しておくこと。
復習：これまで授業で配布したレジュメ・小テスト等を見直
すこと。

5.5時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 ビジネス法務　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234高田　尚彦

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

法学部専門教育科目

テーマ ビジネスにかかわる法律（民法、商法、会社法、経済法等）の横断的学習

授業の目的及び概要
本講義は、企業等に就職した後に求められる基本的な法律知識を修得することを目的とする。
近年、企業における不祥事が多発し、従業員はもとより取引先や株主に対して大きな影響を及ぼしており、これまで以上にコンプライアンス（法令等遵
守）が強く求められている。
このような状況において、法務部門に関わる者だけでなく、企業に関わる者すべてが基本的な法律知識を修得していることが重要となっている。
そこで、ビジネス実務法務検定３級の範囲を順次学習することにより、ビジネスパーソンに必要な基礎的な法律知識の修得を目的に講義を進める。

学修の到達目標
この授業を通じて学生には、ビジネス実務法務についての基本的な法律知識を理解し、ビジネス実務法務検定３級の合格レベルに到達するようになる
ことが期待される。また、ビジネスにかかわる法律の機能、役割、相互の関係について理解し、法知識を実務において活用できるようになることが求め
られる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
小テストを実施した場合には、採点したうえで返却する。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

法律の細かな知識より、全体像を理解することを目指す。一方、資格検定も意識することで、学んだ達成感を得ることを目指す。また、関連する民法・商
法・会社法・労働法・独占禁止法・知的財産法なども積極的に履修することが望ましい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

700

001515

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

東京商工会議所編『ビジネス実務法務検定試験３級公式テキスト（2023年度版）』（中央経済社, 2023年）

参考書

授業中に適宜指示する。

9784502455414

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 １．ガイダンス：講義の進行方法・評価方法の説明。ビジネスと法律の
関わり、コンプライアンス。

予習：教科書の目次を概観しておくこと
復習：授業で配布したレジュメを見直すこと。

2.5時間対面

第2回 ２．企業活動に関わる法律の基礎知識：近代私法の基本原則、財産権 予習：教科書p.1～38を読んでおくこと。
復習：授業で配布したレジュメ・小テスト等を見直すこと。

4時間対面

第3回 ３．企業取引の法務（１）ー契約ー：契約の成立 予習：教科書p.39～77を読んでおくこと。
復習：授業で配布したレジュメ・小テスト等を見直すこと。

4時間対面

第4回 ４．企業取引の法務（２）ー契約成立後の法律関係ー：債務不履行責
任・担保責任・危険負担

予習：教科書p.78～98を読んでおくこと。
復習：授業で配布したレジュメ・小テスト等を見直すこと。

4時間対面

第5回 ５．企業取引の法務（３）ー売買以外の契約ー：賃貸借契約・消費貸借
契約・請負契約・委任契約・寄託契約

予習：教科書p.99～123を読んでおくこと。
復習：授業で配布したレジュメ・小テスト等を見直すこと。

4時間対面

第6回 ６．ビジネス文章の保存・管理、契約によらない債権・債務の発生：ビジ
ネス文書・契約書、不法行為・不当利得・事務管理

予習：教科書p.124～165を読んでおくこと。
復習：授業で配布したレジュメ・小テスト等を見直すこと。

4時間対面

第7回 ７．企業財産の管理：固定資産・流動資産の管理と法律、知的財産権 予習：教科書p.167～204を読んでおくこと。
復習：授業で配布したレジュメ・小テスト等を見直すこと。

4時間対面

第8回 ８．企業活動に関する法規制：独占禁止法・消費者保護法・特定商取引
法・製造物責任法

予習：教科書p.205～246を読んでおくこと。
復習：授業で配布したレジュメ・小テスト等を見直すこと。

4時間対面

第9回 ９．債権の管理と回収：債権の管理と取引の決済ー手形・小切手等 予習：教科書p.247～293を読んでおくこと。
復習：授業で配布したレジュメ・小テスト等を見直すこと。

4時間対面

第10回 １０．債権の担保：法定担保物権・約定担保物権・人的担保 予習：教科書p.294～319を読んでおくこと。
復習：授業で配布したレジュメ・小テスト等を見直すこと。

4時間対面
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第11回 １１．企業と会社のしくみ（１）：法人と企業、会社の種類 予習：教科書p.321～346を読んでおくこと。
復習：授業で配布したレジュメ・小テスト等を見直すこと。

4時間対面

第12回 １２．企業と会社のしくみ（２）：株式会社 予習：教科書p.346～364を読んでおくこと。
復習：授業で配布したレジュメ・小テスト等を見直すこと。

4時間対面

第13回 １３．企業と従業員の関係：従業員と労働関係、男女雇用機会均等法、
労働者派遣事業

予習：教科書p.366～398を読んでおくこと。
復習：授業で配布したレジュメ・小テスト等を見直すこと。

4時間対面

第14回 １４．ビジネスに関連する家族法：夫婦間の法律関係、相続 予習：教科書p.399～421を読んでおくこと。
復習：授業で配布したレジュメ・小テスト等を見直すこと。

4時間対面

第15回 講義のまとめ：全範囲の復習、定期試験に向けた対策 予習：これまでの講義内容に関する教科書・レジュメを見
直しておくこと。
復習：これまで授業で配布したレジュメ・小テスト等を見直
すこと。

5.5時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 会社法Ⅰ＜会社法概論＞ 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234高田　尚彦

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

法学部専門教育科目

テーマ 会社法の基礎を学ぶ

授業の目的及び概要
経済活動の中心的役割を担う会社について、その基本的な仕組みや会社法に関する専門的知識を習得することを目的とする。会社法をはじめて学習
する者でも十分に理解できるよう、具体的な例をまじえながら、指定教科書とレジュメを用いて講義をすすめる。受講にあたり、民法等の法律系科目を
先行履修していることが望ましいが必須ではない。また、学習意欲のある者のために講義で参考書を紹介する。  会社就職後に必要な知識を習得でき
るとともに、各種試験（法学検定、法科大学院、公務員、公認会計士など）の対策にもなる。

学修の到達目標
この授業を通じて学生には、会社法における各種会社の概念を理解し、その構成員たる社員の責任について異同点を理解し、とくに株式会社における
株主の権利や会社の機関とその役割について理解するようになることが期待される。その際には、必ず条文を確認して、理解するように努めること。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
「ビジネス法務」の履修を推奨する

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
小テストを実施した場合には、採点したうえで返却する。また、レポート課題について、優秀なレポートについては、授業中に紹介する。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

将来皆さんの多くは「会社」に就職すると思われます。その際に、実際に「会社」とはいったいどういうものかについて理解しておくことは、実際に実務を
行う上で非常に重要であると思われます。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

650

002015

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

加藤徹・笹川敏彦編『会社法の基礎（第２版）』（法律文化社, 2021年）

参考書

講義内で適宜示す。

9784589041777

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 １．イントロダクション、会社法総論  
授業内容、授業の進め方、評価方法についての説明。
会社法の概要、会社の概念、会社の種類、会社法総則。

事前学習：教科書p.1～p.20を読んでおくこと。
事後学習：授業で配布したレジュメ・判例を見直すこと。

2.5時間対面

第2回 ２． 株式会社の設立
 株式会社の設立総説、設立手続、設立の無効。

事前学習：教科書p.21～p.38を読んでおくこと。
事後学習：授業で配布したレジュメ・判例を見直すこと。

4時間対面

第3回 ３．株式（１）  
 株式総説、株主名簿、株式の譲渡。

事前学習：教科書p.38～p.48を読んでおくこと。
事後学習：授業で配布したレジュメ・判例を見直すこと。

4時間対面

第4回 ４． 株式（２）  
自己株式、株式の併合・分割・無償割当て、単元株式数、募集株式の
発行、株券。

事前学習：教科書p.48～p.61を読んでおくこと。
事後学習：授業で配布したレジュメ・判例を見直すこと。

4時間対面

第5回 ５．新株予約権
新株予約権の意義、新株予約権原簿、新株予約権の譲渡。

事前学習：教科書p.61～p.67を読んでおくこと。
事後学習：授業で配布したレジュメ・判例を見直すこと。

4時間対面

第6回 ６．株式会社の機関（１） 
株式会社の機関総説、株主総会、種類株主総会。

事前学習：教科書p.67～p.84を読んでおくこと。
事後学習：授業で配布したレジュメ・判例を見直すこと。

4時間対面

第7回 ７．株式会社の機関（２） 
役員等の選任および終任、取締役、取締役会、会計参与、監査役・監
査役会、会計監査人。

事前学習：教科書p.85～p.118を読んでおくこと。
事後学習：授業で配布したレジュメ・判例を見直すこと。

4時間対面

第8回 ８．株式会社の機関（３）
指名委員会等設置会社、監査等委員会設置会社。

事前学習： 教科書p.118～p.125を読んでおくこと。
事後学習：授業で配布したレジュメ・判例を見直すこと。

4時間対面

第9回 ９．役員等の責任、株主による役員等の責任追及訴訟  
役員等の責任、株主の差止請求権、株主代表訴訟、多重代表訴訟。

事前学習：教科書p.125～p.139を読んでおくこと。
事後学習：授業で配布したレジュメ・判例を見直すこと。

4時間対面
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第10回 １０． 計算、定款の変更、解散、清算   　
会計帳簿、計算書類、資本金と準備金、剰余金の配当、定款の変更、
解散原因、解散の効果、通常清算、特別清算。

事前学習：教科書p.139～p.157を読んでおくこと。
事後学習：授業で配布したレジュメ・判例を見直すこと。

4時間対面

第11回 11．持分会社  　
持分会社の設立、社員、計算等。

事前学習： 教科書p.158～p.176を読んでおくこと。
事後学習：授業で配布したレジュメ・判例を見直すこと。

4時間対面

第12回 12．社債  
社債の種類、社債の発行、社債権者の権利、社債権者集会。

事前学習：教科書p.177～p.188を読んでおくこと。
事後学習：授業で配布したレジュメ・判例を見直すこと。

4時間対面

第13回 13．組織再編（１） 
 組織再編総説、合併の手続き、簡易合併、合併無効の訴え、合併対価
の柔軟化、会社分割の意義、吸収分割と新設分割、分割手続、会社分
割無効の訴え。

事前学習：教科書p.189～p.204を読んでおくこと。
事後学習：授業で配布したレジュメ・判例を見直すこと。

4時間対面

第14回 14．組織再編（２）  
株式交換の意義、手続、株式交換の無効の訴え、株式移転の意義、手
続、株式移転の無効の訴え、事業譲渡、事業の譲受け、組織変更。

事前学習：教科書p.204～p.213を読んでおくこと。
事後学習：授業で配布したレジュメ・判例を見直すこと。

4時間対面

第15回 15．外国会社・雑則、会社法まとめ  
外国会社、会社の解散命令、公告、会社法の総括。
定期試験向けた対策

事前学習：教科書p.214～p.223を読んでおくこと。
事後学習：会社法で学習したことを見直しておくこと。

5.5時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 会社法Ⅱ＜商法Ⅰ＞ 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

34高田　尚彦

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

法学部専門教育科目

テーマ 会社法の基礎をかため、事例問題に対応する。

授業の目的及び概要
経済活動の中心的役割を担う会社について、その基本的な仕組みや会社法に関する専門的知識を習得することを目的とする。会社法をはじめて学習
する者でも十分に理解できるよう、具体的な例をまじえながら、指定教科書とレジュメを用いて講義をすすめる。受講にあたり、会社法概論や民法系科
目を先行履修していることが望ましいが必須ではない。また、学習意欲のある者のために講義で参考書を紹介する。  会社就職後に必要な知識を習得
できるとともに、各種試験（法学検定、法科大学院、公務員、公認会計士など）の対策にもなる。

学修の到達目標
この授業を通じて学生には、会社法における各種会社の概念を理解し、その構成員たる社員の責任について異同点を理解し、とくに株式会社における
株主の権利や会社の機関とその役割について理解するようになることが期待される。その際には、必ず条文を確認して、理解するように努めること。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
「会社法Ⅰ＜会社法概論＞」の履修を推奨する

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
小テストを実施した場合には、採点したうえで返却する。また、レポート課題について、優秀なレポートについては、授業中に紹介する。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

会社法は、誰の立場から制度を見るかによって、かなり見え方が変わる科目です。それぞれの立場から制度を分析・検討できることを目指しましょう。
また、将来皆さんの多くは「会社」に就職すると思われます。その際に、実際に「会社」とはいったいどういうものかについて理解しておくことは、実際に実
務を行う上で非常に重要であると思われます。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

650

002015

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

加藤徹・笹川敏彦編『会社法の基礎（第２版）』（法律文化社, 2021年）

参考書

神作ほか，会社法判例百選〔第4版〕，有斐閣，2021年

9784589041777

9784641115545

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 １．イントロダクション、会社法総論  
授業内容、授業の進め方、評価方法についての説明。
会社法の概要、会社の概念、会社の種類、会社法総則。

事前学習：教科書p.1～p.20を読んでおくこと。
事後学習：授業で配布したレジュメ・判例を見直すこと。

2.5時間対面

第2回 ２． 株式会社の設立
 株式会社の設立総説、設立手続、設立の無効。

事前学習：教科書p.21～p.38を読んでおくこと。
事後学習：授業で配布したレジュメ・判例を見直すこと。

4時間対面

第3回 ３．株式（１）  
 株式総説、株主名簿、株式の譲渡。

事前学習：教科書p.38～p.48を読んでおくこと。
事後学習：授業で配布したレジュメ・判例を見直すこと。

4時間対面

第4回 ４． 株式（２）  
自己株式、株式の併合・分割・無償割当て、単元株式数、募集株式の
発行、株券。

事前学習：教科書p.48～p.61を読んでおくこと。
事後学習：授業で配布したレジュメ・判例を見直すこと。

4時間対面

第5回 ５．新株予約権
新株予約権の意義、新株予約権原簿、新株予約権の譲渡。

事前学習：教科書p.61～p.67を読んでおくこと。
事後学習：授業で配布したレジュメ・判例を見直すこと。

4時間対面

第6回 ６．株式会社の機関（１） 
株式会社の機関総説、株主総会、種類株主総会。

事前学習：教科書p.67～p.84を読んでおくこと。
事後学習：授業で配布したレジュメ・判例を見直すこと。

4時間対面

第7回 ７．株式会社の機関（２） 
役員等の選任および終任、取締役、取締役会、会計参与、監査役・監
査役会、会計監査人。

事前学習：教科書p.85～p.118を読んでおくこと。
事後学習：授業で配布したレジュメ・判例を見直すこと。

4時間対面

第8回 ８．株式会社の機関（３）
指名委員会等設置会社、監査等委員会設置会社。

事前学習： 教科書p.118～p.125を読んでおくこと。
事後学習：授業で配布したレジュメ・判例を見直すこと。

4時間対面

第9回 ９．役員等の責任、株主による役員等の責任追及訴訟  
役員等の責任、株主の差止請求権、株主代表訴訟、多重代表訴訟。

事前学習：教科書p.125～p.139を読んでおくこと。
事後学習：授業で配布したレジュメ・判例を見直すこと。

4時間対面
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第10回 １０． 計算、定款の変更、解散、清算   　
会計帳簿、計算書類、資本金と準備金、剰余金の配当、定款の変更、
解散原因、解散の効果、通常清算、特別清算。

事前学習：教科書p.139～p.157を読んでおくこと。
事後学習：授業で配布したレジュメ・判例を見直すこと。

4時間対面

第11回 11．これまでのまとめ
　　オンデマンド授業とレポートまたは課題の提出

事前学習： これまでの授業資料等を確認すること。
事後学習：動画を視聴して、レポートまたは課題に取り組
むこと。

5.5時間オンデマンド

第12回 12．①持分会社  　
　　　持分会社の設立、社員、計算等。
　　②社債  
　　　社債の種類、社債の発行、社債権者の権利、社債権者集会。

事前学習：①教科書p.158～p.176を読んでおくこと。
　　　　　②教科書p.177～p.188を読んでおくこと。
事後学習：授業で配布したレジュメ・判例を見直すこと。

4時間対面

第13回 13．組織再編（１） 
 組織再編総説、合併の手続き、簡易合併、合併無効の訴え、合併対価
の柔軟化、会社分割の意義、吸収分割と新設分割、分割手続、会社分
割無効の訴え。

事前学習：教科書p.189～p.204を読んでおくこと。
事後学習：授業で配布したレジュメ・判例を見直すこと。

4時間対面

第14回 14．組織再編（２）  
株式交換の意義、手続、株式交換の無効の訴え、株式移転の意義、手
続、株式移転の無効の訴え、事業譲渡、事業の譲受け、組織変更。

事前学習：教科書p.204～p.213を読んでおくこと。
事後学習：授業で配布したレジュメ・判例を見直すこと。

4時間対面

第15回 15．外国会社・雑則、会社法まとめ  
外国会社、会社の解散命令、公告、会社法の総括。

事前学習：教科書p.214～p.223を読んでおくこと。
事後学習：会社法で学習したことを見直しておくこと。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 商取引法Ⅰ＜商取引法概論＞ 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234伊藤　政也

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

法学部専門教育科目

テーマ 商法総則・商行為法（商取引法）

授業の目的及び概要
会社（商人）がかかわる取引に関するルールについて、商法総則、商行為法を中心に横断的に学ぶ。民法の知識を前提に、商法がどのようなことを定
めているのか、どうしてそのようなルールが必要なのかといったことを考えることで、各特別法を学んでいく際の基礎を獲得する。

学修の到達目標
・商取引法の基本概念を理解できる。
・商取引法の中の重要条文、重要論点を、具体例を挙げながら説明できる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
「ビジネス法務」の履修を推奨する

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
全体のまとめとして理解度確認テストを行い、講義内で解説を行う。
各回のコメントペーパーに対して、適宜応答の時間を設ける。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

民法等の基本科目を履修済みまたは同時に履修することが望ましい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

400

003030

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

弥永真生，リーガルマインド商法総則・商行為法（第3版），有斐閣，平成31年

参考書

商取引法<第9版>, 江頭憲治郎, 弘文堂, 2022年

978-4641138070

978-4-335-31557-2

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 授業の概要や到達目標等について、ガイダンスを行います。 【予習】シラバスとガイダンス資料を事前に読んでおくこ
と。
【復習】配布資料と教科書の該当箇所を読み直し、講義で
得た知識を確認してください。

4時間オンデマンド

第2回 商法総則・商行為法の概要 【予習】教科書1-5頁を事前に読んで疑問点などを確認し
ておくこと。
【復習】配布資料と教科書の該当箇所を読み直し、講義で
得た知識を確認してください。

4時間オンデマンド

第3回 商法総則・商行為法の適用範囲 【予習】教科書9-22頁を事前に読んで疑問点などを確認し
ておくこと。
【復習】配布資料と教科書の該当箇所を読み直し、講義で
得た知識を確認してください。

4時間オンデマンド

第4回 商業登記 【予習】教科書23-32頁を事前に読んで疑問点などを確認
しておくこと。
【復習】配布資料と教科書の該当箇所を読み直し、講義で
得た知識を確認してください。

4時間オンデマンド

第5回 商号 【予習】教科書33ｰ46頁を事前に読んで疑問点などを確認
しておくこと。
【復習】配布資料と教科書の該当箇所を読み直し、講義で
得た知識を確認してください。

4時間オンデマンド

第6回 営業譲渡・事業の譲渡 【予習】教科書47-60頁を事前に読んで疑問点などを確認
しておくこと。
【復習】配布資料と教科書の該当箇所を読み直し、講義で
得た知識を確認してください。

4時間オンデマンド
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第7回 商取引の分析 【予習】配布資料と教科書の該当箇所を事前に読んで疑
問点などを確認しておくこと。
【復習】配布資料と教科書の該当箇所を読み直し、講義で
得た知識を確認してください。

4時間オンデマンド

第8回 商業使用人と代理商 【予習】教科書67-84頁を事前に読んで疑問点などを確認
しておくこと。
【復習】配布資料と教科書の該当箇所を読み直し、講義で
得た知識を確認してください。

4時間オンデマンド

第9回 商行為・商人の行為に関する規定 【予習】教科書85ｰ102頁を事前に読んで疑問点などを確
認しておくこと。
【復習】配布資料と教科書の該当箇所を読み直し、講義で
得た知識を確認してください。

4時間オンデマンド

第10回 商事売買 【予習】教科書103ｰ108頁を事前に読んで疑問点などを確
認しておくこと。
【復習】配布資料と教科書の該当箇所を読み直し、講義で
得た知識を確認してください。

4時間オンデマンド

第11回 仲立と取次ぎ 【予習】教科書109-124頁を事前に読んで疑問点などを確
認しておくこと。
【復習】配布資料と教科書の該当箇所を読み直し、講義で
得た知識を確認してください。

4時間オンデマンド

第12回 運送営業と倉庫営業（１） 【予習】教科書125ｰ152頁を事前に読んで疑問点などを確
認しておくこと。
【復習】配布資料と教科書の該当箇所を読み直し、講義で
得た知識を確認してください。

4時間オンデマンド

第13回 運送営業と倉庫営業（２） 【予習】教科書125ｰ152頁を事前に読んで疑問点などを確
認しておくこと。
【復習】配布資料と教科書の該当箇所を読み直し、講義で
得た知識を確認してください。

4時間オンデマンド

第14回 場屋営業者の責任 【予習】教科書153ｰ160頁を事前に読んで疑問点などを確
認しておくこと。
【復習】配布資料と教科書の該当箇所を読み直し、講義で
得た知識を確認してください。

4時間オンデマンド

第15回 授業全体の総括を行います。 【予習】これまでの配布資料と教科書の該当箇所を事前
に読んで疑問点などを確認しておくこと。
【復習】配布資料と教科書の該当箇所を読み直し、講義で
得た知識を確認してください。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 商取引法Ⅱ＜商法Ⅱ＞ 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

34伊藤　政也

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

法学部専門教育科目

テーマ 商取引法の発展

授業の目的及び概要
会社（商人）がかかわる取引に関するルールについて、深い理解を獲得する。特に消費者法分野について、事業者側からの視点を含みつつ学習する。
民法との相違や、商取引に関連する制度の知識を獲得することで、実際にビジネスの現場で求められる法務知識を獲得する。

学修の到達目標
・商取引法について、理解を深める。
・商取引のうち特に、消費者取引、保険取引について理解を深める。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
「商取引法Ⅰ＜商取引法概論＞」の履修を推奨する

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
全体のまとめとして理解度確認テストを行い、講義内で解説を行う。
各回のコメントペーパーに対して、適宜応答の時間を設ける。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

民法の基本科目(総則・債権など)および商取引法概論を履修済み、または同時に履修することが望ましい。
消費者法というと消費者の側から見ることが多い分野に聞こえますが、事業者側にとっても非常に重要な法律です。自分が仕事をするときにどういった
ことに気を付けるか、そういったことに意識をしながら学んでいきましょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

500

50000

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

杉浦市郎編，新・消費者法これだけは（第3版），法律文化社，2020年

参考書

基本講義消費者法　第５版, 中田邦博=鹿野菜穂子編著, 日本評論社, 2022年

978-4589040725

978-4535526204

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 授業の概要や到達目標等について、ガイダンスを行います。 【予習】シラバスとガイダンス資料を事前に読んでおくこ
と。
【復習】配布資料と教科書の該当箇所を読み直し、講義で
得た知識を確認してください。

4時間対面

第2回 商取引の側面から見た消費者法 【予習】教科書1-24頁を事前に読んで疑問点などを確認し
ておくこと。
【復習】配布資料と教科書の該当箇所を読み直し、講義で
得た知識を確認してください。

4時間対面

第3回 消費者契約法（１） 【予習】教科書25-44頁を事前に読んで疑問点などを確認
しておくこと。
【復習】配布資料と教科書の該当箇所を読み直し、講義で
得た知識を確認してください。

4時間対面

第4回 消費者契約法（２） 【予習】教科書25-44頁を事前に読んで疑問点などを確認
しておくこと。
【復習】配布資料と教科書の該当箇所を読み直し、講義で
得た知識を確認してください。

4時間対面

第5回 消費者契約法（３） 【予習】教科書25-44頁を事前に読んで疑問点などを確認
しておくこと。
【復習】配布資料と教科書の該当箇所を読み直し、講義で
得た知識を確認してください。

4時間対面

第6回 消費者契約法（４） 【予習】教科書25-44頁を事前に読んで疑問点などを確認
しておくこと。
【復習】配布資料と教科書の該当箇所を読み直し、講義で
得た知識を確認してください。

4時間対面
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第7回 中間テスト 【予習】これまでの配布資料を事前に読んで疑問点などを
確認しておくこと。
【復習】配布資料と教科書の該当箇所を読み直し、講義で
得た知識を確認してください。

4時間対面

第8回 中間テストの解説 【予習】これまでの配布資料を事前に読んで疑問点などを
確認しておくこと。
【復習】配布資料と教科書の該当箇所を読み直し、講義で
得た知識を確認してください。

4時間オンデマンド

第9回 特定商取引法（１） 【予習】教科書45-67頁を事前に読んで疑問点などを確認
しておくこと。
【復習】配布資料と教科書の該当箇所を読み直し、講義で
得た知識を確認してください。

4時間対面

第10回 特定商取引法（２） 【予習】教科書67-78頁を事前に読んで疑問点などを確認
しておくこと。
【復習】配布資料と教科書の該当箇所を読み直し、講義で
得た知識を確認してください。

4時間対面

第11回 特定商取引法（３） 【予習】教科書78-88頁を事前に読んで疑問点などを確認
しておくこと。
【復習】配布資料と教科書の該当箇所を読み直し、講義で
得た知識を確認してください。

4時間対面

第12回 特定商取引法（４） 【予習】教科書88-95頁を事前に読んで疑問点などを確認
しておくこと。
【復習】配布資料と教科書の該当箇所を読み直し、講義で
得た知識を確認してください。

4時間対面

第13回 消費者契約法の復習 【予習】これまで学習した消費者契約法の資料を事前に読
んで疑問点などを確認しておくこと。
【復習】配布資料と教科書の該当箇所を読み直し、講義で
得た知識を確認してください。

4時間対面

第14回 特定商取引法の復習 【予習】これまで学習した特定商取引法の資料を事前に読
んで疑問点などを確認しておくこと。
【復習】配布資料と教科書の該当箇所を読み直し、講義で
得た知識を確認してください。

4時間対面

第15回 これまでの授業のまとめ 【予習】これまでの配布資料を事前に読んで疑問点などを
確認しておくこと。
【復習】配布資料と教科書の該当箇所を読み直し、講義で
得た知識を確認してください。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 支払決済法＜資金決済法＞ 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

34高田　尚彦

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

法学部専門教育科目

テーマ 多様な支払手段の概要と関連する法令に関する基礎的な知識を学習する。

授業の目的及び概要
この授業では、多様な支払手段についてその意義と機能について理解することを目的とする。支払決済システムは、近年急速に変化してきている。たと
えば、現金、銀行振込、約束手形、小切手による支払方法に加えて、電子マネーやプリペイドカードなどの比較的新しい支払方法の仕組みを理解すると
ともに、それらに関してどのような法ルールが規定されているのかについて基礎的知識を修得することを目的とする。

学修の到達目標
１．私たちが日常利用する様々な支払手段について、その意義・仕組み・法ルールを理解することができる。
２．企業が利用する特殊な支払システムについて、その意義・仕組み・法ルールを理解することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
小テストを実施した場合には、採点したうえで返却する。また、レポート課題について、優秀なレポートについては、授業中に紹介する。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

民法の基礎科目（民法総則、債権総論、債権各論等）が履修済みであることが望ましいが必須ではない。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

650

002015

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

小塚荘一郎・森田果『支払決済法〔第3版〕』（商事法務, 2020年）

参考書

授業中に適宜指示する。

9784785726041
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス：講義の進行方法・評価方法の説明。支払手段法の役割：多
様な支払手段、支払手段法の機能。

予習：教科書の目次を概観し、p.1～11を読んでおくこと。
復習：授業で配布したレジュメを見直すこと。

2.5時間対面

第2回 支払手段の特徴、決済システム：様々な支払手段、決済システムの機
能。

予習：教科書p.11～19を読んでおくこと。
復習：授業で配布したレジュメ・小テスト等を見直すこと。

4時間対面

第3回 電子マネーと仮想通貨：電子マネー、プリペイドカード、仮想通貨、擬似
通貨

予習：教科書p.21～34を読んでおくこと。
復習：授業で配布したレジュメ・小テスト等を見直すこと。

4時間対面

第4回 銀行振込・資金移動業等①：銀行振込の仕組み、預金取引、振込の取
消し・撤回。

予習：教科書p.35～51を読んでおくこと。
復習：授業で配布したレジュメ・小テスト等を見直すこと。

4時間対面

第5回 銀行振込・資金移動業等②：デビットカード、銀行間資金決済システム、
資金移動業・収納代行・代引き。

予習：教科書p.51～63を読んでおくこと。
復習：授業で配布したレジュメ・小テスト等を見直すこと。

4時間対面

第6回 小切手①：小切手の基本、小切手の振出し 予習：教科書p.65～81を読んでおくこと。
復習：授業で配布したレジュメ・小テスト等を見直すこと。

4時間対面

第7回 小切手②、為替手形：無権限取引、線引小切手、為替手形の仕組み。 予習：教科書p.81～95を読んでおくこと。
復習：授業で配布したレジュメ・小テスト等を見直すこと。

4時間対面

第8回 約束手形①：約束手形の基本、一括手形と一括支払システム。 予習：教科書p.97～107を読んでおくこと。
復習：授業で配布したレジュメ・小テスト等を見直すこと。

4時間対面

第9回 約束手形②：振出、流通①（譲渡の手続、善意取得） 予習：教科書p.107～118を読んでおくこと。
復習：授業で配布したレジュメ・小テスト等を見直すこと。

4時間対面

第10回 約束手形③：流通②（抗弁） 予習：教科書p.119～133を読んでおくこと。
復習：授業で配布したレジュメ・小テスト等を見直すこと。

4時間対面

第11回 約束手形④：流通③（特殊な裏書、変造・白地手形） 予習：教科書p.134～141を読んでおくこと。
復習：授業で配布したレジュメ・小テスト等を見直すこと。

4時間対面

－284－



第12回 約束手形⑤：支払い、遡求、手形上の権利の消滅、手形訴訟。 予習：教科書p.141～158を読んでおくこと。
復習：授業で配布したレジュメ・小テスト等を見直すこと。

4時間対面

第13回 電子記録債権：電子記録債権の発生・譲渡・消滅・利用。 予習：教科書p.159～178を読んでおくこと。
復習：授業で配布したレジュメ・小テスト等を見直すこと。

4時間対面

第14回 クレジットカード：クレジットカードの仕組み、抗弁の接続、不正利用。 予習：教科書p.179～191を読んでおくこと。
復習：授業で配布したレジュメ・小テスト等を見直すこと。

4時間対面

第15回 有価証券理論および総復習：手形・小切手以外の有価証券、除権判決
定期試験に向けた対策。

予習：教科書p.193～203を読んでおくこと。これまでの講
義内容に関する教科書・レジュメを見直しておくこと。
復習：これまで授業で配布したレジュメ・小テスト等を見直
すこと

5.5時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 経済法＜独占禁止法＞ 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

34伊藤　政也

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

法学部専門教育科目

テーマ 経済法（独占禁止法）

授業の目的及び概要
経済法の中心である独占禁止法の基礎知識を身につける。事業者による取引に対してどのような規制があるのか、その規制がどのように市場に影響
を与え得るのかといったことを考えることで、法執行にとどまらない制度の知識や考え方を身につける。

学修の到達目標
・独占禁止法の基本概念を理解する。
・独占禁止法の中の重要条文、重要論点を、具体例を挙げながら説明できる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
課題については、授業中に解説及び講評を行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

独占禁止法は、事業者による行為が市場にどのような影響があるのかを考えながら学習する点に面白さがあり、また、そこが難しいところでもありま
す。法学に限らず、広く興味をもって学習してほしいと思っています。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

400

300300

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

はじめて学ぶ独占禁止法 第3版, 菅久修一編著, 商事法務, 2021年

参考書

独占禁止法〔第4版〕, 菅久修一編著, 商事法務, 2020年

978-4785728496

978-4-7857-2822-9

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 授業の概要や到達⽬標等について、ガイダンスを⾏います。 【予習】シラバスとガイダンス資料を事前に読んでおいてく
ださい。
【復習】配布資料と教科書の該当箇所を読み直し、講義で
得た知識を確認してください。

4時間対面

第2回 独占禁止法の全体像（１） 【予習】教科書1ｰ16頁を事前に読んで疑問点などを確認
しておくこと。
【復習】配布資料と教科書の該当箇所を読み直し、講義で
得た知識を確認してください。

4時間対面

第3回 独占禁止法の全体像（２）
独占禁止法の手続について学びます。

【予習】教科書89-116頁を事前に読んで疑問点などを確
認しておくこと。
【復習】配布資料と教科書の該当箇所を読み直し、講義で
得た知識を確認してください。

4時間対面

第4回 不当な取引制限・事業者団体規制（１） 【予習】教科書17ｰ36頁を事前に読んで疑問点などを確認
しておくこと。
【復習】配布資料と教科書の該当箇所を読み直し、講義で
得た知識を確認してください。

4時間対面

第5回 不当な取引制限･事業者団体規制（２） 【予習】教科書17-36頁を事前に読んで疑問点などを確認
しておくこと。
【復習】配布資料と教科書の該当箇所を読み直し、講義で
得た知識を確認してください。

4時間対面

第6回 私的独占 【予習】教科書37-48頁を事前に読んで疑問点などを確認
しておくこと。
【復習】配布資料と教科書の該当箇所を読み直し、講義で
得た知識を確認してください。

4時間対面
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第7回 中間テスト 【予習】これまで配布した資料や教科書の該当箇所を事前
に読んで疑問点などを確認しておくこと。
【復習】配布資料と教科書の該当箇所を読み直し、講義で
得た知識を確認してください。

4時間対面

第8回 中間テスト解説 【予習】これまでの配布資料を事前に読んで疑問点などを
確認しておくこと。
【復習】配布資料と教科書の該当箇所を読み直し、講義で
得た知識を確認してください。

4時間オンデマンド

第9回 不公正な取引方法　総論・各論（１） 【予習】教科書49ｰ65頁を事前に読んで疑問点などを確認
しておくこと。
【復習】配布資料と教科書の該当箇所を読み直し、講義で
得た知識を確認してください。

4時間対面

第10回 不公正な取引方法　各論（２） 【予習】教科書66ｰ88頁を事前に読んで疑問点などを確認
しておくこと。
【復習】配布資料と教科書の該当箇所を読み直し、講義で
得た知識を確認してください。

4時間対面

第11回 不公正な取引方法　各論（３） 【予習】教科書49-88頁を事前に読んで疑問点などを確認
しておくこと。
【復習】配布資料と教科書の該当箇所を読み直し、講義で
得た知識を確認してください。

4時間対面

第12回 不当な取引制限・私的独占の復習 【予習】教科書17ｰ48頁を事前に読んで疑問点などを確認
しておくこと。
【復習】配布資料と教科書の該当箇所を読み直し、講義で
得た知識を確認してください。

4時間対面

第13回 不公正な取引方法の復習1 【予習】教科書49-88頁を事前に読んで疑問点などを確認
しておくこと。
【復習】配布資料と教科書の該当箇所を読み直し、講義で
得た知識を確認してください。

4時間対面

第14回 不公正な取引方法の復習2 【予習】教科書49-88頁を事前に読んで疑問点などを確認
しておくこと。
【復習】配布資料と教科書の該当箇所を読み直し、講義で
得た知識を確認してください。

4時間対面

第15回 授業全体の総括・外国競争法・独占規制の歴史 【予習】教科書187ｰ208頁を事前に読んで疑問点などを確
認しておくこと。
【復習】配布資料と教科書の該当箇所を読み直し、講義で
得た知識を確認してください。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 金融商品取引法＜金融と法＞ 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

34伊藤　政也

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

法学部専門教育科目

テーマ 金融商品取引法の基礎を学ぶ

授業の目的及び概要
株式会社が証券市場を通じて資金調達をするため株式を公開すれば金融商品取引法による規制をうける。また、金融商品取引法は、投資者が株式や
社債など資産を運用する手段となっている投資信託等の勧誘・販売等について規制している。本講義では、このような金融商品取引法の基本を理解す
ることを目的とする。

学修の到達目標
この授業を通じて学生には、金融商品取引法の基本を理解するにとどまらず、具体的な問題点も意識しつつ知識を習得することが期待される。また、裁
判例や時事問題にも関心を持ち、講義で習得した知識に基づきどのように解決することができるのかを考えることも期待される。

授業の方法
この科目は遠隔授業で行われます。詳細についてはLearning Portalを確認してください。

履修の条件・注意
会社法概論を履修済みか履修中であることが望ましい。

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
全体のまとめとして理解度確認テストを行い、講義内で解説を行う。
各回のコメントペーパーに対して、適宜応答の時間を設ける。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

会社法概論を履修済み、商法Iを履修済みまたは履修中であることが望ましい。
企業金融だけでなく、それを支える制度について関心があることが望ましい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

050

002030

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

金融商品取引法入門（第8版）, 黒沼悦郎, 日本経済新聞社, 2021年

参考書

基礎から学べる金融商品取引法 第5版, 近藤=志谷=石田=釜田, 弘文堂, 2022年

978-4532114466

978-4335359064

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 授業の概要や到達目標について、ガイダンスを行います。
金融と法を学んでいくのに必要になる基礎知識について学びます。

【予習】シラバスを事前に読んでおいてください。また、教
科書22ｰ28頁を事前に読んでおいてください。
【復習】シラバスとガイダンス資料を読み直し、講義で得た
知識を確認してください。

4時間オンデマンド

第2回 金融と法の基礎知識（１）
会社法の基本知識の確認と金融の基本的なシステムと金商法等の法
律についての基礎知識を学びます。

【予習】教科書22ｰ57頁を事前に読んで疑問点などを確認
しておくこと。
【復習】配布資料を参考に、講義で得た知識を確認してく
ださい。

4時間オンデマンド

第3回 金融と法の基礎知識（２）
金融の基本的なシステムと金商法の全体像について学びます。

【予習】教科書22-57頁を事前に読んで疑問点などを確認
しておくこと。
【復習】配布資料を参考に、講義で得た知識を確認してく
ださい。

4時間オンデマンド

第4回 有価証券の発行 【予習】教科書60ｰ87頁を事前に読んで疑問点などを確認
しておくこと。
【復習】配布資料と教科書の該当箇所を読み直し、講義で
得た知識を確認してください。

4時間オンデマンド

第5回 上場会社のディスクロージャー（１） 【予習】教科書89ｰ103頁を事前に読んで疑問点などを確
認しておくこと。
【復習】配布資料と教科書の該当箇所を読み直し、講義で
得た知識を確認してください。

4時間オンデマンド

第6回 上場会社のディスクロージャー（２） 【予習】教科書103ｰ122頁を事前に読んで疑問点などを確
認しておくこと。
【復習】配布資料と教科書の該当箇所を読み直し、講義で
得た知識を確認してください。

4時間オンデマンド
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第7回 発行開示・継続開示の整理、小テスト 【予習】これまで学習した内容を整理し、疑問点を見つけ
ておくこと。
【復習】配布資料と教科書の該当箇所を読み直し、講義で
得た知識を確認してください。

4時間オンデマンド

第8回 公開買付けの規制、大量保有報告制度 【予習】教科書123ｰ142頁を事前に読んで疑問点などを確
認しておくこと。
【復習】配布資料と教科書の該当箇所を読み直し、講義で
得た知識を確認してください。

4時間オンデマンド

第9回 市場における有価証券の売買・デリバティブ取引 【予習】教科書144-163頁を事前に読んで疑問点などを確
認しておくこと。
【復習】配布資料と教科書の該当箇所を読み直し、講義で
得た知識を確認してください。

4時間オンデマンド

第10回 市場における不公正な取引の禁止（１） 【予習】教科書165ｰ191頁を事前に読んで疑問点などを確
認しておくこと。
【復習】配布資料と教科書の該当箇所を読み直し、講義で
得た知識を確認してください。

4時間オンデマンド

第11回 市場における不公正な取引の禁止（２） 【予習】教科書165ｰ191頁を事前に読んで疑問点などを確
認しておくこと。
【復習】配布資料と教科書の該当箇所を読み直し、講義で
得た知識を確認してください。

4時間オンデマンド

第12回 発行開示・継続開示の復習１ 【予習】教科書59ｰ123頁を事前に読んで疑問点などを確
認しておくこと。
【復習】配布資料と教科書の該当箇所を読み直し、講義で
得た知識を確認してください。

4時間オンデマンド

第13回 発行開示・継続開示の復習２ 【予習】教科書59ｰ123頁を事前に読んで疑問点などを確
認しておくこと。
【復習】配布資料と教科書の該当箇所を読み直し、講義で
得た知識を確認してください。

4時間オンデマンド

第14回 市場における不公正な取引の禁止の復習 【予習】教科書163-191頁を事前に読んで疑問点などを確
認しておくこと。
【復習】配布資料と教科書の該当箇所を読み直し、講義で
得た知識を確認してください。

4時間オンデマンド

第15回 授業全体の総括・近時の法改正など 【予習】これまでの授業回の配布資料や教科書の該当箇
所を事前に読んでおいてください。
【復習】これまでの授業回の配布資料を読み直し、講義で
得た知識を総復習してください。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 スポーツ・ビジネス法務　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

34西脇　邦雄、石上　敬子、芳中　千裕

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

法学部専門教育科目

テーマ スポーツ関連企業へのインターンシップを目標とした、スポーツビジネスを切り口とする実践的なビジネス法務教育

授業の目的及び概要
「企業法務コース」における、最も実践的な発展科目である。
科目のテーマは「スポーツビジネス」という、一見特殊なビジネスにおける法務課題を扱うものだが、
スポーツビジネスはプロスポーツなどにおいて身近であるとともに、
スポーツ用品メーカー、スポーツ教室・施設経営まで広い裾野を有する。
したがって「スポーツ」に関心がある者は元より、「ビジネス法務」に関心がある者の受講を歓迎する。
さらに、この科目では授業内の選抜特別プログラムとして「スポーツ関連企業への個別インターンシップ（夏季休暇期間）」を予定している。
4月中に行う対象企業の講師の授業を踏まえて、希望者を募り、5月授業内のグループワークなどの取り組みを評価して派遣学生を選考する。
6月〜7月は授業と並行して個別の事前研修を行い、夏のインターンシップ派遣につながってゆく。
選考は行うものの、担当教員が積極的なサポートを行うため、ぜひ積極的に応募してほしい。

学修の到達目標
１．ビジネスにかかわる法律の知識をスポーツビジネスにおいて活用し、その意義を具体例を挙げながら説明できる。
２．ビジネスにかかわる法律の機能、役割、相互の関係についての理解を踏まえて、実践的な法務感覚を身につけることができる。
３．スポーツ関連企業へのインターンシップを目標に学ぶことで、就業力向上につながるキャリアビジョンを身につけることができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
毎回、コメントペーパーを課し、講師に対する質問には次の講義で回答する。また、理解度確認の小テストを実施し、直後に正解を公表して解説を行う。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／フィールドワーク、学外見学、体験学習

本科目の担当教員は、大阪府議会議員を16年務めた経験を有する。府議会議員として、自治体における日中友好、日華友好、日韓友好（韓国大使表
彰）、日ロ友好、日本モンゴル友好活動に取り組んできた。本科目では、これらの経験を活かしながら、地方自治と国際協力について、具体事例を交え
ながら、実践的な教育を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

・この科目の受講にあたっては、「ビジネス法務」「スポーツ法」を既に履修しているか、同時に履修することを推奨する。
・個別インターンなど、企業キャリアでの就職につながる科目である。積極的な受講者を歓迎する。
・授業の順序は、COVID-19の影響及び講師の都合により入れ替わる可能性がある。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

300

004030

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

指定しない

参考書

①『標準テキストスポーツ法学〔第3版〕』浦川道太郎、吉⽥勝光編著（2020年、エイデル研究所）
②『Q&Aスポーツの法律問題(第４版）』スポーツ問題研究会（2018年、⺠事法研究会）
③『スポーツ法務の最前線―ビジネスと法の統合』エンターテインメントロイヤーズネットワーク（2015年、⺠事
法研究会）

なし

①ISBN:978-4871686501
②ISBN:978-4865560213
③ISBN:978-4865562231

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 授業の進め方・ねらい、スポーツビジネス概論（西脇） 予習（2時間程度）：スポーツ基本法ではスポーツをどう定
義しているか、TOTOスポーツ振興くじの制定の経緯につ
いて事前に調べておくこと。
復習（2時間程度）：レジュメ等を見直し、残った疑問点を次
回質問できるよう用意しておくこと。

4時間対面

第2回 スポーツビジネスの現場から：新しいスポーツジャンルDリーグ立ち上げ
（西脇）
【ゲスト講師による授業】

予習（2時間程度）：オリンピック種目にブレイキンが加わっ
た経緯や競技の内容をwebで事前に調べること。
復習（2時間程度）：レジュメ等を見直し、疑問点を次回質
問できるよう用意しておくこと。

4時間対面

第3回 スポーツビジネスの現場から：プロバスケットボールとアリーナビジネス
（西脇）
【インターンシップ受入企業ゲスト】

予習（2時間程度）：スポーツ庁の設立やアリーナ改革の
動向、大阪市の舞洲プロジェクトについて事前に調べてお
くこと。
復習（2時間程度）：レジュメ等を見直し、残った疑問点を次
回質問できるよう用意しておくこと。

4時間対面

第4回 スポーツビジネスの現場から：サッカーナショナルトレセンと地域振興
（西脇）
【インターンシップ受入企業ゲスト】

予習（2時間程度）： 日本サッカー協会JFA、またJGREEN
堺について事前に調べておくこと。
復習（2時間程度）：レジュメ等を見直し、残った疑問点を次
回質問できるよう用意しておくこと。

4時間対面
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第5回 スポーツビジネスの現場から：アスリートマネジメントと価値創造（西脇）
【インターンシップ受入企業ゲスト】

予習（2時間程度）：自分の好きなスポーツジャンルの選手
がyoutubeなどSNSを活用して発信している例を調べてお
くこと。
復習（2時間程度）：レジュメ等を見直し、残った疑問点を次
回質問できるよう用意しておくこと。

4時間対面

第6回 法務部ロールプレイ・１（芳中）
女子プロ野球の経営をテーマに、具体的な事例課題演習に取り組む。

予習（2時間程度）：事前に選手契約、スポンサーシップ、
命名権、景品表示法など参考書等の関連箇所に目を通
し、疑問点をピックアップしておくこと。
復習（2時間程度）：レジュメ等を見直し、残った疑問点を次
回質問できるよう用意しておくこと。

4時間対面

第7回 法務部ロールプレイ・2（芳中）
女子プロ野球の経営をテーマに、具体的な事例課題演習に取り組む。

予習（2時間程度）：事前に選手契約、スポンサーシップ、
命名権、景品表示法など参考書等の関連箇所に目を通
し、疑問点をピックアップしておくこと。
復習（2時間程度）：レジュメ等を見直し、残った疑問点を次
回質問できるよう用意しておくこと。

4時間対面

第8回 ビジネス法概論（石上）
ビジネス法務の観点からスポーツビジネスを整理する
小テストによるこれまでの振り返りを行う。

予習（2時間程度）：事前にガイダンスおよびグループワー
クでの法的課題について学修しておくこと。
復習（2時間程度）：スポーツビジネスを実践するゲストの
教材を振り返り、法的課題について把握する。

4時間オンデマンド

第9回 スポーツ用品業と法的問題１（西脇）
【スポーツ関連企業法務担当ゲスト】

予習（2時間程度）：事前に参考書等の関連箇所に目を通
し、疑問点をピックアップしておくこと。
復習（2時間程度）：レジュメ等を見直し、残った疑問点を次
回質問できるよう用意しておくこと。

4時間対面

第10回 スポーツ用品業と法的問題2（西脇）
【スポーツ関連企業法務担当ゲスト】

予習（2時間程度）：事前に参考書等の関連箇所に目を通
し、疑問点をピックアップしておくこと。
復習（2時間程度）：レジュメ等を見直し、残った疑問点を次
回質問できるよう用意しておくこと。

4時間対面

第11回 スポーツサービス業と法的問題１（西脇）
【スポーツ関連企業法務担当ゲスト】

予習（2時間程度）：事前に参考書等の関連箇所に目を通
し、疑問点をピックアップしておくこと。
復習（2時間程度）：レジュメ等を見直し、残った疑問点を次
回質問できるよう用意しておくこと。

4時間対面

第12回 スポーツ興行と法的問題（芳中）
【スポーツ関連企業法務担当ゲスト】

予習（2時間程度）：事前に参考書等の関連箇所に目を通
し、疑問点をピックアップしておくこと。
復習（2時間程度）：レジュメ等を見直し、残った疑問点を次
回質問できるよう用意しておくこと。

4時間対面

第13回 スポーツマインドとビジネス法務1（芳中）
【スポーツ関連企業法務担当ゲスト】

予習（2時間程度）：事前に参考書等の関連箇所に目を通
し、疑問点をピックアップしておくこと。
復習（2時間程度）：レジュメ等を見直し、残った疑問点を次
回質問できるよう用意しておくこと。

4時間対面

第14回 スポーツマインドとビジネス法務２（芳中）
【スポーツ関連企業法務担当ゲスト】

予習（2時間程度）：事前に参考書等の関連箇所に目を通
し、疑問点をピックアップしておくこと。
復習（2時間程度）：レジュメ等を見直し、残った疑問点を次
回質問できるよう用意しておくこと。

4時間対面

第15回 総括（芳中） 予習（2時間程度）：事前に参考書等の関連箇所に目を通
し、疑問点をピックアップしておくこと。
復習（2時間程度）：レジュメ等を見直し、残った疑問点を次
回質問できるよう用意しておくこと。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 労働基準法　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

法学部専門教育科目

テーマ 労働法分野の基礎である労働基準法を中心に個別的労働関係法の内容を習得し、その背景にある理念や基本的な考え方を理解する。

授業の目的及び概要
労働基準法は個別的労働関係法の中核をなす法律であり、労働条件の最低基準などを定めた重要な法律である。具体的には、労働時間・休日、賃
金、有給休暇、就業規則などまた男女雇用機会均等法、育児・介護休業法、労働安全衛生法、労災保険法などがある。本授業では、労働基準法の内
容を中心としつつ、これらの関連法規等を紹介しながら講義する。

学修の到達目標
・労働基準法をはじめ個別労働関係法に関する基本的な事項について理解し、説明することができる。
・職場で出会う基本的な労働問題を理解し、法的に考えるための基礎知識を習得することができる。
・具体的問題の解決方法を考える力を身につけることが期待できる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
・中間テストについては解説する。
・授業内容に関する質問については適宜回答する。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

・本授業では多くの条文・判例を取扱うため、予習および復習を充分にしなければならない。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
0

700

30000

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

『労働法』，川田智子、長谷川聡，弘文堂，2020年
特に指定しない。授業は配布するレジュメに沿って進行する。

参考書

①『労働法 第5版』，荒木尚志，有斐閣，2022年
②『労働基準法・労働契約法』，西谷敏・奥田香子外多数，日本評論社，2020年

9784335358388

①9784641243576
②9784535402805

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 授業のガイダンス（授業の進め方や成績評価の説明など）
‐最低規程の法規整
‐労働者の人権と自由保障

・事前に必ずシラバスを読むこと（0.5時間程度）。
・学習した内容について説明できるように、レジュメや参考
書を用いて復習すること（3.5時間程度）。

4時間対面

第2回 賃金(1)
　‐労基法上の賃金の定義
　‐賃金保護

・予習：ランニングボータルでアップロードされている授業
レジュメを十分に予習すること（2時間）
・復習：レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）

4時間対面

第3回 賃金(２)
　‐賞与
　‐退職金

・予習：ランニングボータルでアップロードされている授業
レジュメを十分に予習すること（2時間）
・復習：レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）

4時間対面

第4回 労働時間(1)
　‐法定労働時間
　‐休憩‐休日

・予習：ランニングボータルでアップロードされている授業
レジュメを十分に予習すること（2時間）
・復習：レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）

4時間対面

第5回 労働時間(2)
　‐弾力的労働時間制度
　‐労働時間の計算とみなし労働時間制

・予習：ランニングボータルでアップロードされている授業
レジュメを十分に予習すること（2時間）
・復習：レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）

4時間対面

第6回 時間外労働時間
　‐休日労働
　‐適用除外

・予習：ランニングボータルでアップロードされている授業
レジュメを十分に予習すること（2時間）
・復習：レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）

4時間対面

第7回 年次有給休暇
　‐年次有給休暇
　‐育児介護休業法

・予習：ランニングボータルでアップロードされている授業
レジュメを十分に予習すること（2時間）
・復習：レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）

4時間対面

第8回 年少者と妊産婦
　‐年少者の保護
　‐妊産婦の保護

・予習：ランニングボータルでアップロードされている授業
レジュメを十分に予習すること（2時間）
・復習：レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）

4時間対面
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第9回 労働災害の補償（1）
・労基法上の責任
・労働安全衛生
・労災補償

・予習：ランニングボータルでアップロードされている授業
レジュメを十分に予習すること（2時間）
・復習：レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）

4時間対面

第10回 労働者の人権
　・雇用における平等
　・均等待遇原則

・予習：ランニングボータルでアップロードされている授業
レジュメを十分に予習すること（2時間）
・復習：レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）

4時間対面

第11回 男女雇用機会均等法
　・男女同一賃金
　・女性活躍推進法

・予習：ランニングボータルでアップロードされている授業
レジュメを十分に予習すること（2時間）
・復習：レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）

4時間対面

第12回 障害者の雇用均等
　・雇用義務制度
　・障害者差別禁止

・予習：ランニングボータルでアップロードされている授業
レジュメを十分に予習すること（2時間）
・復習：レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）

4時間対面

第13回 労働者の人格保障
　・ハラスメント
　・プライバシー保護

・予習：ランニングボータルでアップロードされている授業
レジュメを十分に予習すること（2時間）
・復習：レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）

4時間対面

第14回 非典型雇用
　・パートタイム労働
　・有期労働

・予習：ランニングボータルでアップロードされている授業
レジュメを十分に予習すること（2時間）
・復習：レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）

4時間対面

第15回 授業の総括：まとめ ・試験に向けて全体の復習をすること（4時間） 4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 労働基準法　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

法学部専門教育科目

テーマ 労働法分野の基礎である労働基準法を中心に個別的労働関係法の内容を習得し、その背景にある理念や基本的な考え方を理解する。

授業の目的及び概要
労働基準法は個別的労働関係法の中核をなす法律であり、労働条件の最低基準などを定めた重要な法律である。具体的には、労働時間・休日、賃
金、有給休暇、就業規則などまた男女雇用機会均等法、育児・介護休業法、労働安全衛生法、労災保険法などがある。本授業では、労働基準法の内
容を中心としつつ、これらの関連法規等を紹介しながら講義する。

学修の到達目標
・労働基準法をはじめ個別労働関係法に関する基本的な事項について理解し、説明することができる。
・職場で出会う基本的な労働問題を理解し、法的に考えるための基礎知識を習得することができる。
・具体的問題の解決方法を考える力を身につけることが期待できる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
・中間テストについては解説する。
・授業内容に関する質問については適宜回答する。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

・本授業では多くの条文・判例を取扱うため、予習および復習を充分にしなければならない。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
0

700

30000

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

『労働法』，川田智子、長谷川聡，弘文堂，2020年
特に指定しない。授業は配布するレジュメに沿って進行する。

参考書

①『労働法 第5版』，荒木尚志，有斐閣，2022年
②『労働基準法・労働契約法』，西谷敏・奥田香子外多数，日本評論社，2020年

9784335358388

①9784641243576
②9784535402805

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 授業のガイダンス（授業の進め方や成績評価の説明など）
‐最低規程の法規整
‐労働者の人権と自由保障

・事前に必ずシラバスを読むこと（0.5時間程度）。
・学習した内容について説明できるように、レジュメや参考
書を用いて復習すること（3.5時間程度）。

4時間対面

第2回 賃金(1)
　‐労基法上の賃金の定義
　‐賃金保護

・予習：ランニングボータルでアップロードされている授業
レジュメを十分に予習すること（2時間）
・復習：レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）

4時間対面

第3回 賃金(２)
　‐賞与
　‐退職金

・予習：ランニングボータルでアップロードされている授業
レジュメを十分に予習すること（2時間）
・復習：レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）

4時間対面

第4回 労働時間(1)
　‐法定労働時間
　‐休憩‐休日

・予習：ランニングボータルでアップロードされている授業
レジュメを十分に予習すること（2時間）
・復習：レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）

4時間対面

第5回 労働時間(2)
　‐弾力的労働時間制度
　‐労働時間の計算とみなし労働時間制

・予習：ランニングボータルでアップロードされている授業
レジュメを十分に予習すること（2時間）
・復習：レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）

4時間対面

第6回 時間外労働時間
　‐休日労働
　‐適用除外

・予習：ランニングボータルでアップロードされている授業
レジュメを十分に予習すること（2時間）
・復習：レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）

4時間対面

第7回 年次有給休暇
　‐年次有給休暇
　‐育児介護休業法

・予習：ランニングボータルでアップロードされている授業
レジュメを十分に予習すること（2時間）
・復習：レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）

4時間対面

第8回 年少者と妊産婦
　‐年少者の保護
　‐妊産婦の保護

・予習：ランニングボータルでアップロードされている授業
レジュメを十分に予習すること（2時間）
・復習：レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）

4時間対面
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第9回 労働災害の補償（1）
・労基法上の責任
・労働安全衛生
・労災補償

・予習：ランニングボータルでアップロードされている授業
レジュメを十分に予習すること（2時間）
・復習：レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）

4時間対面

第10回 労働者の人権
　・雇用における平等
　・均等待遇原則

・予習：ランニングボータルでアップロードされている授業
レジュメを十分に予習すること（2時間）
・復習：レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）

4時間対面

第11回 男女雇用機会均等法
　・男女同一賃金
　・女性活躍推進法

・予習：ランニングボータルでアップロードされている授業
レジュメを十分に予習すること（2時間）
・復習：レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）

4時間対面

第12回 障害者の雇用均等
　・雇用義務制度
　・障害者差別禁止

・予習：ランニングボータルでアップロードされている授業
レジュメを十分に予習すること（2時間）
・復習：レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）

4時間対面

第13回 労働者の人格保障
　・ハラスメント
　・プライバシー保護

・予習：ランニングボータルでアップロードされている授業
レジュメを十分に予習すること（2時間）
・復習：レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）

4時間対面

第14回 非典型雇用
　・パートタイム労働
　・有期労働

・予習：ランニングボータルでアップロードされている授業
レジュメを十分に予習すること（2時間）
・復習：レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）

4時間対面

第15回 授業の総括：まとめ ・試験に向けて全体の復習をすること（4時間） 4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 労働契約法　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

34

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

法学部専門教育科目

テーマ 労働法制の概要と論点を理解し、この理解を用いて雇用の場で生起する諸問題の問題構造を自身で明らかにすることができる。

授業の目的及び概要
個別的労働法に分類される後述のような諸問題について、使用者と労働者との間の契約関係の成立や内容、終了等に関する規定を適用する領域であ
る。労働契約に関する判例等を参考にしながら検討する。法の趣旨目的やその背景にある理念や社会実態を理解することで、労働法の基本知識を学
ぶことを目的とする。

学修の到達目標
労働法の基礎知識として労働契約法をはじめ個別労働関係法に関する基本的な事項について理解し、説明することができる。
職場で出会う基本的な労働問題を理解し、法的に考えるための基礎知識を習得することができる。
この理解を用いて雇用の場で生起する諸問題の問題構造を自身で明らかにすることができるとともに、自身の意見を構築することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
中間テストについては解説する。
さらに、課題や疑問点については、授業中に解説する。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

・本授業では多くの条文・判例を取扱うため、予習および復習を充分にしなければならない。 
・日ごろから、雇用問題に関するニュース等に接することや、各自のアルバイトの経験などで遭遇する法的問題について意識することが授業の理解に
役立つ。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

700

30000

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

『労働法』，川田知子・長谷川聡，弘文党，2020年
授業の前に講義レジュメを配布する。

参考書

①『労働法 第５版』，荒木尚志，有斐閣，20222年
②『労働判例百選 第10版』，村中孝史・荒木尚志編，有斐閣，2022年

9784335358388

①9784641243576
②9784641115576

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 授業のガイダンス
・講義の進め方を示し、労働法の学修方法や成績評価について紹介す
る。

・予習：必ず、シラバスを読むこと（1時間）
・復習：学習した内容に対して説明可能出来るようにレ
ジュメやテキストを用いて復習すること（3時間）

4時間対面

第2回 労働法の意義と基本構造（１）
　・労働法の体系及び歴史
　・労働法の体系と憲法

・予習：ランニングボータルでアップロードされている授業
レジュメを十分に予習すること（2時間）
・復習：レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）

4時間対面

第3回 労働法の意義と基本構造（２）
　‐労働法の当事者
　‐労働者の概念および使用者の概念

・予習：ランニングボータルでアップロードされている授業
レジュメを十分に予習すること（2時間）
・復習：レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）

4時間対面

第4回 労働条件及び労働紛争決定システム
　‐労使による履行確保
　‐行政による履行確保

・予習：ランニングボータルでアップロードされている授業
レジュメを十分に予習すること（2時間）
・復習：レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）

4時間対面

第5回 労働契約の法規整
　‐労働契約の基本原理
　‐労働契約上の権利義務

・予習：ランニングボータルでアップロードされている授業
レジュメを十分に予習すること（2時間）
・復習：レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）

4時間対面

第6回 労働契約の成立（１）
　‐労働契約の締結
　‐採用の事由とその制限

・予習：ランニングボータルでアップロードされている授業
レジュメを十分に予習すること（2時間）
・復習：レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）

4時間対面

第7回 労働契約の成立（２）
　‐採用内定、内々定
　‐試用期間

・予習：ランニングボータルでアップロードされている授業
レジュメを十分に予習すること（2時間）
・復習：レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）

4時間対面
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第8回 人事（１）
　‐配転
　・出向
　・転籍

・予習：ランニングボータルでアップロードされている授業
レジュメを十分に予習すること（2時間）
・復習：レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）

4時間対面

第9回 人事（２）
　‐昇進
　・昇格
　・降格

・予習：ランニングボータルでアップロードされている授業
レジュメを十分に予習すること（2時間）
・復習：レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）

4時間対面

第10回 ‐休職
　‐企業再編

・予習：ランニングボータルでアップロードされている授業
レジュメを十分に予習すること（2時間）
・復習：レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）

4時間対面

第11回 労働条件の変更
　‐当事者による変更　
　‐就業規則による労働条件の変更

・予習：ランニングボータルでアップロードされている授業
レジュメを十分に予習すること（2時間）
・復習：レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）

4時間対面

第12回 服務規律
　・懲戒
　‐内部告発

・予習：ランニングボータルでアップロードされている授業
レジュメを十分に予習すること（2時間）
・復習：レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）

4時間対面

第13回 労働契約の終了（１）
　‐解雇規制
　‐退職、合意解約

・予習：ランニングボータルでアップロードされている授業
レジュメを十分に予習すること（2時間）
・復習：レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）

4時間対面

第14回 労働契約の終了（２）
　‐定年制
　・再雇用

・予習：ランニングボータルでアップロードされている授業
レジュメを十分に予習すること（2時間）
・復習：レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）

4時間対面

第15回 総括
　‐全体的に習得した内容を整理及び復習
　‐定期試験対策

・予習：ランニングボータルでアップロードされている授業
レジュメを十分に予習すること（2時間）
・復習：レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 労働契約法　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

34

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

法学部専門教育科目

テーマ 労働法制の概要と論点を理解し、この理解を用いて雇用の場で生起する諸問題の問題構造を自身で明らかにすることができる。

授業の目的及び概要
個別的労働法に分類される後述のような諸問題について、使用者と労働者との間の契約関係の成立や内容、終了等に関する規定を適用する領域であ
る。労働契約に関する判例等を参考にしながら検討する。法の趣旨目的やその背景にある理念や社会実態を理解することで、労働法の基本知識を学
ぶことを目的とする。

学修の到達目標
労働法の基礎知識として労働契約法をはじめ個別労働関係法に関する基本的な事項について理解し、説明することができる。
職場で出会う基本的な労働問題を理解し、法的に考えるための基礎知識を習得することができる。
この理解を用いて雇用の場で生起する諸問題の問題構造を自身で明らかにすることができるとともに、自身の意見を構築することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
中間テストについて解説を行う。
さらに、課題や疑問点については、授業中に解説する。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

・本授業では多くの条文・判例を取扱うため、予習および復習を充分にしなければならない。 
・日ごろから、雇用問題に関するニュース等に接することや、各自のアルバイトの経験などで遭遇する法的問題について意識することが授業の理解に
役立つ。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

700

30000

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

『労働法』，川田知子・長谷川聡，弘文党，2020年
授業の前に講義レジュメを配布する。

参考書

①『労働法 第５版』，荒木尚志，有斐閣，20222年
②『労働判例百選 第10版』，村中孝史・荒木尚志編，有斐閣，2022年

9784335358388

①9784641243576
②9784641115576

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 授業のガイダンス
・講義の進め方を示し、労働法の学修方法や成績評価について紹介す
る。

・予習：必ず、シラバスを読むこと（1時間）
・復習：学習した内容に対して説明可能出来るようにレ
ジュメやテキストを用いて復習すること（3時間）

4時間対面

第2回 労働法の意義と基本構造（１）
　・労働法の体系及び歴史
　・労働法の体系と憲法

・予習：ランニングボータルでアップロードされている授業
レジュメを十分に予習すること（2時間）
・復習：レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）

4時間対面

第3回 労働法の意義と基本構造（２）
　‐労働法の当事者
　‐労働者の概念および使用者の概念

・予習：ランニングボータルでアップロードされている授業
レジュメを十分に予習すること（2時間）
・復習：レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）

4時間対面

第4回 労働条件及び労働紛争決定システム
　‐労使による履行確保
　‐行政による履行確保

・予習：ランニングボータルでアップロードされている授業
レジュメを十分に予習すること（2時間）
・復習：レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）

4時間対面

第5回 労働契約の法規整
　‐労働契約の基本原理
　‐労働契約上の権利義務

・予習：ランニングボータルでアップロードされている授業
レジュメを十分に予習すること（2時間）
・復習：レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）

4時間対面

第6回 労働契約の成立（１）
　‐労働契約の締結
　‐採用の事由とその制限

・予習：ランニングボータルでアップロードされている授業
レジュメを十分に予習すること（2時間）
・復習：レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）

4時間対面

第7回 労働契約の成立（２）
　‐採用内定、内々定
　‐試用期間

・予習：ランニングボータルでアップロードされている授業
レジュメを十分に予習すること（2時間）
・復習：レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）

4時間対面
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第8回 人事（１）
　‐配転
　・出向
　・転籍

・予習：ランニングボータルでアップロードされている授業
レジュメを十分に予習すること（2時間）
・復習：レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）

4時間対面

第9回 人事（２）
　‐昇進
　・昇格
　・降格

・予習：ランニングボータルでアップロードされている授業
レジュメを十分に予習すること（2時間）
・復習：レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）

4時間対面

第10回 ‐休職
　‐企業再編

・予習：ランニングボータルでアップロードされている授業
レジュメを十分に予習すること（2時間）
・復習：レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）

4時間対面

第11回 労働条件の変更
　‐当事者による変更　
　‐就業規則による労働条件の変更

・予習：ランニングボータルでアップロードされている授業
レジュメを十分に予習すること（2時間）
・復習：レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）

4時間対面

第12回 服務規律
　・懲戒
　‐内部告発

・予習：ランニングボータルでアップロードされている授業
レジュメを十分に予習すること（2時間）
・復習：レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）

4時間対面

第13回 労働契約の終了（１）
　‐解雇規制
　‐退職、合意解約

・予習：ランニングボータルでアップロードされている授業
レジュメを十分に予習すること（2時間）
・復習：レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）

4時間対面

第14回 労働契約の終了（２）
　‐定年制
　・再雇用

・予習：ランニングボータルでアップロードされている授業
レジュメを十分に予習すること（2時間）
・復習：レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）

4時間対面

第15回 総括
　‐全体的に習得した内容を整理及び復習
　‐定期試験対策

・予習：ランニングボータルでアップロードされている授業
レジュメを十分に予習すること（2時間）
・復習：レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 労使関係法　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

34

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

法学部専門教育科目

テーマ 集団的な労働関係として労働組合と使用者、労働組合と労働者の関係に関する法規について学修する。

授業の目的及び概要
労働法は憲法第28条による労働基本権の保障を基礎に、労働組合の組織と活動を制度的に保障する（集団的労働関係法）ことを対象とする。労働契
約法や労働基準法（個別的労働関係法）と区分されているが、とりわけ、その問題構造は社会的・経済的な関係ごとに、労使関係の歴史的・現実的構
造と深く関連しており、それらの学修・理解は本講座において解明に努める。

学修の到達目標
講義を通して、『労働基本権』保障の意義を深く理解し、それを基礎に集団的な労働関係上の紛争処理に関し日々の労働生活の場において労働者の
人権尊厳が十全に確保された状況を構築できるような方向での法理論を学修・構築出来るようにする。その内容は労働組合の結成・運営、団体交渉、
労働協約、争議行為、不当労働行為の順である。本授業は、単なる条文暗記ではなく法の趣旨目的やその背景にある理念等を理解することにより、労
使関係法の基本知識と思考枠組みを学ぶことを目標とする。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
中間テストについては解説する。
さらに、課題や疑問点については、授業中に解説する。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

・本授業では多くの条文・判例を取扱うため、予習および復習を充分にしなければならない。
・日ごろから、雇用問題に関するニュース等に接することや、各自のアルバイトの経験などで遭遇する法的問題について意識することが授業の理解に
役立つ。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
0

700

30000

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

『労働法』，川田知子・長谷川聡，弘文党，2020年
授業の前に講義レジュメを配布する。

参考書

①『労働法 第3版』、西谷敏、日本評論社、2020年
②『労働法 第5版』，荒木尚志，有斐閣，2022年
③『労働判例百選 第10版』，村中孝史・荒木尚志編，有斐閣，2022年

9784335358388

①9784535524217
②9784641243576
③9784641115576

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 イントロダクション
（授業のガイダンス）
　・労働基本権の保障

・予習：必ず、シラバシをよむこと（1時間）
・復習：学習した内容について説明可能用にレジュメのを
用いて復習すること（３時間）

4時間対面

第2回 団結権と労働組合
　・労働組合法上の労働組合

・予習：ランニングボータルでアップロードされている授業
レジュメを十分に予習すること（2時間）
・復習：レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）

4時間対面

第3回 労働組合の結成と内部運営
　・労働組合の機関
　・加入・脱退

・予習：ランニングボータルでアップロードされている授業
レジュメを十分に予習すること（2時間）
・復習：レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）

4時間対面

第4回 労働組合の活動
　・企業施設の利用
　・就労時間中の組合活動

・予習：ランニングボータルでアップロードされている授業
レジュメを十分に予習すること（2時間）
・復習：レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）

4時間対面

第5回 団体交渉（１）
　・交渉の概説と当事者など

・予習：ランニングボータルでアップロードされている授業
レジュメを十分に予習すること（2時間）
・復習：レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）

4時間対面

第6回 団体交渉（２）
　・団体交渉の対象と交渉拒否の救済

・予習：ランニングボータルでアップロードされている授業
レジュメを十分に予習すること（2時間）
・復習：レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）

4時間対面

第7回 労働協約（１）
　・労働協約の効力

・予習：ランニングボータルでアップロードされている授業
レジュメを十分に予習すること（2時間）
・復習：レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）

4時間対面
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第8回 労働協約（２）
　・労働協約の拡張適用

・予習：ランニングボータルでアップロードされている授業
レジュメを十分に予習すること（2時間）
・復習：レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）

4時間オンデマンド

第9回 争議行為（１）
　・争議行為の意義及び実態

・予習：ランニングボータルでアップロードされている授業
レジュメを十分に予習すること（2時間）
・復習：レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）

4時間対面

第10回 争議行為（２）
　・争議行為の正当性

・予習：ランニングボータルでアップロードされている授業
レジュメを十分に予習すること（2時間）
・復習：レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）

4時間対面

第11回 争議行為（３）
　・使用者の争議対抗行為

・予習：ランニングボータルでアップロードされている授業
レジュメを十分に予習すること（2時間）
・復習：レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）

4時間対面

第12回 不当労働行為制度
　・不当労働行為制度の意義、目的

・予習：ランニングボータルでアップロードされている授業
レジュメを十分に予習すること（2時間）
・復習：レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）

4時間対面

第13回 不当労働行為の成立要件
　・労働組合法第7条1号～5号

・予習：ランニングボータルでアップロードされている授業
レジュメを十分に予習すること（2時間）
・復習：レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）

4時間対面

第14回 不当労働行為の救済制度
　・行政救済
　・司法救済

・予習：ランニングボータルでアップロードされている授業
レジュメを十分に予習すること（2時間）
・復習：レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）

4時間対面

第15回 全体的な授業内容に対する評価及び復習 ・予習：全体に関する復習
・復習：定期試験対策

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 労使関係法　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

34

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

法学部専門教育科目

テーマ 集団的な労働関係として労働組合と使用者、労働組合と労働者の関係に関する法規について学修する。

授業の目的及び概要
労働法は憲法第28条による労働基本権の保障を基礎に、労働組合の組織と活動を制度的に保障する（集団的労働関係法）ことを対象とする。労働契
約法や労働基準法（個別的労働関係法）と区分されているが、とりわけ、その問題構造は社会的・経済的な関係ごとに、労使関係の歴史的・現実的構
造と深く関連しており、それらの学修・理解は本講座において解明に努める。

学修の到達目標
講義を通して、『労働基本権』保障の意義を深く理解し、それを基礎に集団的な労働関係上の紛争処理に関し日々の労働生活の場において労働者の
人権尊厳が十全に確保された状況を構築できるような方向での法理論を学修・構築出来るようにする。その内容は労働組合の結成・運営、団体交渉、
労働協約、争議行為、不当労働行為の順である。本授業は、単なる条文暗記ではなく法の趣旨目的やその背景にある理念等を理解することにより、労
使関係法の基本知識と思考枠組みを学ぶことを目標とする。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
中間テストについては解説する。
さらに、課題や疑問点については、授業中に解説する。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

・本授業では多くの条文・判例を取扱うため、予習および復習を充分にしなければならない。
・日ごろから、雇用問題に関するニュース等に接することや、各自のアルバイトの経験などで遭遇する法的問題について意識することが授業の理解に
役立つ。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
0

700

30000

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

『労働法』，川田知子・長谷川聡，弘文党，2020年
授業の前に講義レジュメを配布する。

参考書

①『労働法 第3版』、西谷敏、日本評論社、2020年
②『労働法 第5版』，荒木尚志，有斐閣，2022年
③『労働判例百選 第10版』，村中孝史・荒木尚志編，有斐閣，2022年

9784335358388

①9784535524217
②9784641243576
③9784641115576

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 イントロダクション
（授業のガイダンス）
　・労働基本権の保障

・予習：必ず、シラバシをよむこと（1時間）
・復習：学習した内容について説明可能用にレジュメのを
用いて復習すること（３時間）

4時間対面

第2回 団結権と労働組合
　・労働組合法上の労働組合

・予習：ランニングボータルでアップロードされている授業
レジュメを十分に予習すること（2時間）
・復習：レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）

4時間対面

第3回 労働組合の結成と内部運営
　・労働組合の機関
　・加入・脱退

・予習：ランニングボータルでアップロードされている授業
レジュメを十分に予習すること（2時間）
・復習：レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）

4時間対面

第4回 労働組合の活動
　・企業施設の利用
　・就労時間中の組合活動

・予習：ランニングボータルでアップロードされている授業
レジュメを十分に予習すること（2時間）
・復習：レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）

4時間対面

第5回 団体交渉（１）
　・交渉の概説と当事者など

・予習：ランニングボータルでアップロードされている授業
レジュメを十分に予習すること（2時間）
・復習：レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）

4時間対面

第6回 団体交渉（２）
　・団体交渉の対象と交渉拒否の救済

・予習：ランニングボータルでアップロードされている授業
レジュメを十分に予習すること（2時間）
・復習：レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）

4時間対面

第7回 労働協約（１）
　・労働協約の効力

・予習：ランニングボータルでアップロードされている授業
レジュメを十分に予習すること（2時間）
・復習：レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）

4時間対面
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第8回 労働協約（２）
　・労働協約の拡張適用

・予習：ランニングボータルでアップロードされている授業
レジュメを十分に予習すること（2時間）
・復習：レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）

4時間オンデマンド

第9回 争議行為（１）
　・争議行為の意義及び実態

・予習：ランニングボータルでアップロードされている授業
レジュメを十分に予習すること（2時間）
・復習：レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）

4時間対面

第10回 争議行為（２）
　・争議行為の正当性

・予習：ランニングボータルでアップロードされている授業
レジュメを十分に予習すること（2時間）
・復習：レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）

4時間対面

第11回 争議行為（３）
　・使用者の争議対抗行為

・予習：ランニングボータルでアップロードされている授業
レジュメを十分に予習すること（2時間）
・復習：レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）

4時間対面

第12回 不当労働行為制度
　・不当労働行為制度の意義、目的

・予習：ランニングボータルでアップロードされている授業
レジュメを十分に予習すること（2時間）
・復習：レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）

4時間対面

第13回 不当労働行為の成立要件
　・労働組合法第7条1号～5号

・予習：ランニングボータルでアップロードされている授業
レジュメを十分に予習すること（2時間）
・復習：レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）

4時間対面

第14回 不当労働行為の救済制度
　・行政救済
　・司法救済

・予習：ランニングボータルでアップロードされている授業
レジュメを十分に予習すること（2時間）
・復習：レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）

4時間対面

第15回 全体的な授業内容に対する評価及び復習 ・予習：全体に関する復習
・復習：定期試験対策

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 雇用政策法　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

34

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

法学部専門教育科目

テーマ 働く意欲のある全ての人が自分の能力・適性に合った雇用を得ることを可能にするための政策やルールについて解説する。

授業の目的及び概要
雇用政策法とは、労働法の一分野であり、企業（求人者）と労働者（求職者）が、労働力を取引する市場（労働市場）に関する法的ルールの総体である。
具体的には、求職段階のルール（職業紹介・職業教育等）や、労働者の特定の属性に着目したルール（女性。高年齢者、障害者等）、近年急増している
非正規雇用に関するルールが含まれる。これらのルールは、働こうとする全ての人が自分の能力・適性に合った雇用を得ることを可能にするために必
要なものであり、社会の変化に応じたルールの変化が激しい分野です。本講義では、これまでの雇用政策の経緯や内容について解説していきます。

学修の到達目標
・雇用政策法に関する基礎的な知識を修得している。
・労働に関わる社会問題を正確に理解している。
・現代社会における雇用政策の課題について法的な観点から考察できる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
授業内容に関する質問には適宜答える。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

・本授業では多くの条文・判例を取扱うため、予習および復習を充分にしなければならない。
・日ごろから雇用問題に関するニュース等に接しておくことや、各自のアルバイトの中で遭遇する法的問題について意識しておくことが授業の理解に役
立つ。
・労働基準法、労働契約法を履修することが望ましい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
0

700

30000

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

特に指定しない。授業は配布するレジュメに沿って行う。

参考書

詳細は初回の授業で説明する
・『労働法 第5版』、荒木尚志、弘文堂 、2022年
・『労働判例百選10版』、村中孝史、荒木尚志、有斐閣 、2022年

なし

9784641243576
9784641115576

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス・雇用政策法の目的 ・事前に必ずシラバスを読むこと（0.5時間程度）。
・学習した内容について説明できるように、レジュメや参考
書を用いて復習すること（3.5時間程度）。

4時間対面

第2回 日本型雇用システムの特徴と変容 ・（予習）ラーニングポータルでアップされている授業用レ
ジュメや資料を用いて十分に予習する（2時間）。
・（復習）レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）。

4時間対面

第3回 職業紹介・職業能力開発 ・（予習）ラーニングポータルでアップされている授業用レ
ジュメや資料を用いて十分に予習する（2時間）。
・（復習）レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）。

4時間対面

第4回 失業者への生活保障 ・（予習）ラーニングポータルでアップされている授業用レ
ジュメや資料を用いて十分に予習する（2時間）。
・（復習）レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）。

4時間対面

第5回 ワーク・ライフ・バランスと法政策 ・（予習）ラーニングポータルでアップされている授業用レ
ジュメや資料を用いて十分に予習する（2時間）。
・（復習）レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）。

4時間対面

第6回 労働者の人格保護
・ハラスメントと法政策
・プライバシーと個人情報保護

・（予習）ラーニングポータルでアップされている授業用レ
ジュメや資料を用いて十分に予習する（2時間）。
・（復習）レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）。

4時間対面

第7回 非典型雇用(1)
・パートタイム労働
・派遣労働

・（予習）ラーニングポータルでアップされている授業用レ
ジュメや資料を用いて十分に予習する（2時間）。
・（復習）レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）。

4時間対面
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第8回 非典型雇用(２)
・有期雇用

・（予習）ラーニングポータルでアップされている授業用レ
ジュメや資料を用いて十分に予習する（2時間）。
・（復習）レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）。

4時間対面

第9回 非典型雇用(３)
・正規・非正規の待遇格差

・（予習）ラーニングポータルでアップされている授業用レ
ジュメや資料を用いて十分に予習する（2時間）。
・（復習）レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）。

4時間対面

第10回 雇用政策の課題(1)
・雇用社会の変化

・（予習）ラーニングポータルでアップされている授業用レ
ジュメや資料を用いて十分に予習する（2時間）。
・（復習）レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）。

4時間対面

第11回 雇用政策の課題(2)
・高年齢者の雇用

・（予習）ラーニングポータルでアップされている授業用レ
ジュメや資料を用いて十分に予習する（2時間）。
・（復習）レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）。

4時間対面

第12回 雇用政策の課題(3)
・外国人労働者の雇用

・（予習）ラーニングポータルでアップされている授業用レ
ジュメや資料を用いて十分に予習する（2時間）。
・（復習）レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）。

4時間対面

第13回 雇用政策の課題(4)
・障害者の雇用

・（予習）ラーニングポータルでアップされている授業用レ
ジュメや資料を用いて十分に予習する（2時間）。
・（復習）レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）。

4時間対面

第14回 雇用政策の課題(５)
・若年者の雇用

・（予習）ラーニングポータルでアップされている授業用レ
ジュメや資料を用いて十分に予習する（2時間）。
・（復習）レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）。

4時間対面

第15回 総まとめ
・試験に向けて全体の復習をすること

・試験に向けて全体の復習をすること（4時間） 4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 雇用政策法　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

34

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

法学部専門教育科目

テーマ 働く意欲のある全ての人が自分の能力・適性に合った雇用を得ることを可能にするための政策やルールについて解説する。

授業の目的及び概要
雇用政策法とは、労働法の一分野であり、企業（求人者）と労働者（求職者）が、労働力を取引する市場（労働市場）に関する法的ルールの総体である。
具体的には、求職段階のルール（職業紹介・職業教育等）や、労働者の特定の属性に着目したルール（女性。高年齢者、障害者等）、近年急増している
非正規雇用に関するルールが含まれる。これらのルールは、働こうとする全ての人が自分の能力・適性に合った雇用を得ることを可能にするために必
要なものであり、社会の変化に応じたルールの変化が激しい分野です。本講義では、これまでの雇用政策の経緯や内容について解説していきます。

学修の到達目標
・雇用政策法に関する基礎的な知識を修得している。
・労働に関わる社会問題を正確に理解している。
・現代社会における雇用政策の課題について法的な観点から考察できる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
授業内容に関する質問には適宜答える。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

・本授業では多くの条文・判例を取扱うため、予習および復習を充分にしなければならない。
・日ごろから雇用問題に関するニュース等に接しておくことや、各自のアルバイトの中で遭遇する法的問題について意識しておくことが授業の理解に役
立つ。
・労働基準法、労働契約法を履修することが望ましい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
0

700

30000

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

特に指定しない。授業は配布するレジュメに沿って行う。

参考書

詳細は初回の授業で説明する
・『労働法 第5版』、荒木尚志、弘文堂 、2022年
・『労働判例百選10版』、村中孝史、荒木尚志、有斐閣 、2022年

なし

9784641243576
9784641115576

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス・雇用政策法の目的 ・事前に必ずシラバスを読むこと（0.5時間程度）。
・学習した内容について説明できるように、レジュメや参考
書を用いて復習すること（3.5時間程度）。

4時間対面

第2回 日本型雇用システムの特徴と変容 ・（予習）ラーニングポータルでアップされている授業用レ
ジュメや資料を用いて十分に予習する（2時間）。
・（復習）レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）。

4時間対面

第3回 職業紹介・職業能力開発 ・（予習）ラーニングポータルでアップされている授業用レ
ジュメや資料を用いて十分に予習する（2時間）。
・（復習）レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）。

4時間対面

第4回 失業者への生活保障 ・（予習）ラーニングポータルでアップされている授業用レ
ジュメや資料を用いて十分に予習する（2時間）。
・（復習）レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）。

4時間対面

第5回 ワーク・ライフ・バランスと法政策 ・（予習）ラーニングポータルでアップされている授業用レ
ジュメや資料を用いて十分に予習する（2時間）。
・（復習）レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）。

4時間対面

第6回 労働者の人格保護
・ハラスメントと法政策
・プライバシーと個人情報保護

・（予習）ラーニングポータルでアップされている授業用レ
ジュメや資料を用いて十分に予習する（2時間）。
・（復習）レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）。

4時間対面

第7回 非典型雇用(1)
・パートタイム労働
・派遣労働

・（予習）ラーニングポータルでアップされている授業用レ
ジュメや資料を用いて十分に予習する（2時間）。
・（復習）レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）。

4時間対面
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第8回 非典型雇用(２)
・有期雇用

・（予習）ラーニングポータルでアップされている授業用レ
ジュメや資料を用いて十分に予習する（2時間）。
・（復習）レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）。

4時間対面

第9回 非典型雇用(３)
・正規・非正規の待遇格差

・（予習）ラーニングポータルでアップされている授業用レ
ジュメや資料を用いて十分に予習する（2時間）。
・（復習）レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）。

4時間対面

第10回 雇用政策の課題(1)
・雇用社会の変化

・（予習）ラーニングポータルでアップされている授業用レ
ジュメや資料を用いて十分に予習する（2時間）。
・（復習）レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）。

4時間対面

第11回 雇用政策の課題(2)
・高年齢者の雇用

・（予習）ラーニングポータルでアップされている授業用レ
ジュメや資料を用いて十分に予習する（2時間）。
・（復習）レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）。

4時間対面

第12回 雇用政策の課題(3)
・外国人労働者の雇用

・（予習）ラーニングポータルでアップされている授業用レ
ジュメや資料を用いて十分に予習する（2時間）。
・（復習）レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）。

4時間対面

第13回 雇用政策の課題(4)
・障害者の雇用

・（予習）ラーニングポータルでアップされている授業用レ
ジュメや資料を用いて十分に予習する（2時間）。
・（復習）レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）。

4時間対面

第14回 雇用政策の課題(５)
・若年者の雇用

・（予習）ラーニングポータルでアップされている授業用レ
ジュメや資料を用いて十分に予習する（2時間）。
・（復習）レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）。

4時間対面

第15回 総まとめ
・試験に向けて全体の復習をすること

・試験に向けて全体の復習をすること（4時間） 4時間オンデマンド

－307－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 社会保険法　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

34呉　紅敏

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

法学部専門教育科目

テーマ 社会保険法

授業の目的及び概要
法学における社会保障制度の歴史、概念と範囲、機能、財政、制度の体系と概要およびそれらの問題について概観する。

学修の到達目標
社会保障法にかかわる基本的知識、いわば社会保障法の基礎的な常識をみにつけることを第一目標とし、少子高齢化社会の中で改革が急務といわ
れている社会保障制度の現状や改革議論について、身近な例を挙げながら具体的にわかりやすく説明し、その上で、社会保険制度の個別制度の基礎
知識について解説し、社会保険制度の基礎知識を得ることを第二の目標とする。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
毎回の講義において、コメントカードに質問、意見、感想、提案などを書いてもらい、次の授業で回答する。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

社会保障法全体の勉強のためには、秋学期の社会福祉法の履修もお勧めします。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0400

200040

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

古橋エツ子編『新・初めての社会保障論』（第3版）法律文化社、2021年

参考書

ISBN978-4-589-03889-0
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 何のために社会保障があるの？ 授業後に、レジュメを用いて講義内容について復習してく
ださい（2時間程度）。
また、配布するレジュメを用い予習してください（2時間程
度）。

4時間対面

第2回 社会保険法の全体像について説明 授業後に、レジュメを用いて講義内容について復習してく
ださい（2時間程度）。
また、16~35頁の医療保険を予習してください（2時間程
度）。

4時間対面

第3回 医療保険
・医療保険とはー
・医療保障を実現するしくみ

授業後に、教科書の16頁～20頁の内容を読んで、講義内
容について復習してください（2時間程度）。
また、教科書の21頁～35頁を読んで予習してください（2時
間程度）。

4時間対面

第4回 医療保険
・医療保険の仕組み
・医療保険制度の問題と課題

授業後に、教科書の21頁～35頁を読んで復習してくださ
い（2時間程度）。
また、教科書38頁～４１頁を読んで「介護保険」について
予習してください（2時間程度）。

4時間対面

第5回 介護保険
介護保険制度とは
・介護保険制度の概要

授業後に、教科書38頁～４１頁を読んで「介護保険」につ
いて復習してください（2時間程度）。
また、教科書４２頁～５４頁を読んで「介護保険」の概要と
課題について予習してください（2時間程度）。

4時間対面

第6回 介護保険制度
・介護保険制度の概要
・介護保険制度の課題

授業後に、教科書４２頁～５４頁を読んで「介護保険」の概
要と課題について復習してください（2時間程度）。
また、教科書５８頁～６９頁の「年金」制度について予習し
てください（2時間程度）。

4時間対面
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第7回 年金制度
・年金制度とは何か
・年金制度の仕組み

授業後に、教科書５８頁～６９頁の「年金」制度の仕組み
について復習してください（2時間程度）。
また、教科書の７０頁～８１頁の「年金」制度の現状と課題
について予習してください（2時間程度）。

4時間対面

第8回 年金制度
・年金制度の現状
・公的年金制度の課題

授業後に、教科書の７０頁～８１頁の「年金」制度の現状と
課題について復習してください。

4時間対面

第9回 中間総括・まとめ
・医療・介護・年金制度の総括、まとめ

授業後に、医療、介護、年金制度について教科書やレ
ジュメを用い、復習してください（2時間程度）。
また、教科書の８６頁～９５頁の「労働者災害補償保険制
度」について予習してください（2時間程度）。

4時間対面

第10回 労働保険
・労働保険とは
・労働者災害補償保険制度について

授業後に、教科書の８６頁～９５頁の「労働者災害補償保
険制度」について復習してください（2時間程度）。
また、教科書の９６頁～１０７頁の「雇用保険制度」と今後
の課題について予習してください（2時間程度）。

4時間対面

第11回 雇用保険制度
・雇用保険制度とは
・今後の課題

授業後に、教科書の９６頁～１０７頁の「雇用保険制度」と
今後の課題について復習してください（2時間程度）。
また、教科書の１０８頁～１１５頁の「民間保険と社会保
険」について予習してください（2時間程度）。

4時間対面

第12回 民間保険と社会保険
・保険とは
・民間保険の仕組み
・現状と今後の課題

授業後に、教科書の１０８頁～１１５頁の「民間保険と社会
保険」について復習してください（2時間程度）。
配布するレジュメを用い予習してください（2時間程度）。

4時間オンデマンド

第13回 社会保険制度における現状と課題 授業後に、レジュメを用いて講義内容について復習してく
ださい（2時間程度）。
配布するレジュメを用い予習してくだささい（2時間程度）。

4時間対面

第14回 少子高齢化社会における社会保障制度の現状と課題 授業後に、レジュメを用いて講義内容について復習してく
ださい（4時間程度）。

4時間対面

第15回 講義全体内容のまとめと総括 授業後に、教科書やレジュメを用いて講義内容について
復習してください。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 社会保険法　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

34呉　紅敏

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

法学部専門教育科目

テーマ 社会保険法

授業の目的及び概要
法学における社会保障制度の歴史、概念と範囲、機能、財政、制度の体系と概要およびそれらの問題について概観する。

学修の到達目標
社会保障法にかかわる基本的知識、いわば社会保障法の基礎的な常識を身につけることを第一目標とし、少子高齢化社会の中で改革が急務といわ
れている社会保障制度の現状や改革議論について、身近な例を挙げながら具体的にわかりやすく説明し、その上で、社会保険制度の個別制度の基礎
知識について解説し、社会保険制度の基礎知識を得ることを第二の目標とする。

授業の方法
この科目は遠隔授業で行われます。詳細についてはLearning Portalを確認してください。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
毎回の講義において、ディスカッションに質問、意見、感想、提案などを書いてもらい、次の授業で回答する。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

社会保障法全体の勉強のためには、秋学期の社会福祉法と経済学部の社会保障の科目の履修もお勧めします。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0400

200040

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

古橋エツ子編『新・初めての社会保障論』（第3版）法律文化社、2021年

参考書

ISBN978-4-589-03889-0
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 何のために社会保障があるの？ 授業後に、レジュメを用いて講義内容について復習してく
ださい（2時間程度）。
また、配布するレジュメを用い予習してください（2時間程
度）。

4時間オンデマンド

第2回 社会保険法の全体像について説明 授業後に、レジュメを用いて講義内容について復習してく
ださい（2時間程度）。
また、16~35頁の医療保険を予習してください（2時間程
度）。

4時間オンデマンド

第3回 医療保険
・医療保険とはー
・医療保障を実現するしくみ

授業後に、教科書の16頁～20頁の内容を読んで、講義内
容について復習してください（2時間程度）。
また、教科書の21頁～35頁を読んで予習してください（2時
間程度）。

4時間オンデマンド

第4回 医療保険
・医療保険の仕組み
・医療保険制度の問題と課題

授業後に、教科書の21頁～35頁を読んで復習してくださ
い（2時間程度）。
また、教科書38頁～41頁を読んで「介護保険」について予
習してください（2時間程度）。

4時間オンデマンド

第5回 介護保険
介護保険制度とは
・介護保険制度の概要

授業後に、教科書38頁～41頁を読んで「介護保険」につい
て復習してください（2時間程度）。
また、教科書42頁～54頁を読んで「介護保険」の概要と課
題について予習してください（2時間程度）。

4時間オンデマンド

第6回 介護保険制度
・介護保険制度の概要
・介護保険制度の課題

授業後に、教科書42頁～54頁を読んで「介護保険」の概
要と課題について復習してください（2時間程度）。
また、教科書58頁～69頁の「年金」制度について予習して
ください（2時間程度）。

4時間オンデマンド

－310－



第7回 年金制度
・年金制度とは何か
・年金制度の仕組み

授業後に、教科書58頁～69頁の「年金」制度の仕組みに
ついて復習してください（2時間程度）。
また、教科書の70頁～81頁の「年金」制度の現状と課題
について予習してください（2時間程度）。

4時間オンデマンド

第8回 年金制度
・年金制度の現状
・公的年金制度の課題

授業後に、教科書の70頁～81頁の「年金」制度の現状と
課題について復習してください。

4時間オンデマンド

第9回 中間総括・まとめ
・医療・介護・年金制度の総括、まとめ

授業後に、医療、介護、年金制度について教科書やレ
ジュメを用い、復習してください（2時間程度）。
また、教科書の86頁～95頁の「労働者災害補償保険制
度」について予習してください（2時間程度）。

4時間オンデマンド

第10回 労働保険
・労働保険とは
・労働者災害補償保険制度について

授業後に、教科書の86頁～95頁の「労働者災害補償保険
制度」について復習してください（2時間程度）。
また、教科書の96頁～107頁の「雇用保険制度」と今後の
課題について予習してください（2時間程度）。

4時間オンデマンド

第11回 雇用保険制度
・雇用保険制度とは
・今後の課題

授業後に、教科書の96頁～107頁の「雇用保険制度」と今
後の課題について復習してください（2時間程度）。
また、教科書の108頁～115頁の「民間保険と社会保険」
について予習してください（2時間程度）。

4時間オンデマンド

第12回 民間保険と社会保険
・保険とは
・民間保険の仕組み
・現状と今後の課題

授業後に、教科書の108頁～115頁の「民間保険と社会保
険」について復習してください（2時間程度）。
配布するレジュメを用い予習してください（2時間程度）。

4時間オンデマンド

第13回 社会保険制度における現状と課題 授業後に、レジュメを用いて講義内容について復習してく
ださい（2時間程度）。
配布するレジュメを用い予習してください（2時間程度）。

4時間オンデマンド

第14回 少子高齢化社会における社会保障制度の現状と課題 授業後に、レジュメを用いて講義内容について復習してく
ださい（4時間程度）。

4時間オンデマンド

第15回 講義全体内容のまとめと総括 授業後に、教科書やレジュメを用いて講義内容について
復習してください。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 社会福祉法　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

34呉　紅敏

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

法学部専門教育科目

テーマ 社会福祉法

授業の目的及び概要
社会福祉を学修するために、社会福祉の基本となる理念や歴史、社会福祉の権利などを学ぶとともに、福祉制度の個別制度の基礎知識について概説
する。

学修の到達目標
この講義では、社会福祉とはなにかという疑問を解き明かすため、福祉の歴史や体系など基本的・基礎的な内容を学ぶうえで、社会環境の変化と動
向、そして社会福祉法制度の現状と課題についての認識を得ることを目標とする。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
毎回の講義において、コメントカードに質問、意見、感想、提案などを書いてもらい、次の授業で回答する。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

社会保障法全体の勉強のためには、春学期の社会保険法の履修もお勧めします。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

400

200040

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

社会保険法と同じ教科書
古橋エツ子編『新・初めての社会保障論』（第3版）法律文化社、2021年

参考書

ISBN978-4-589-03889-0
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 何のために社会保障制度があるの？ 授業後は、教科書1－12頁の第1章「社会保障とは」を復
習してください（2時間程度）。
また、118～127頁の第7章社会福祉とはを予習してくださ
い（2時間程度）。

4時間対面

第2回 社会福祉の法体系と目的
・社会福祉とは

授業後に、118～127頁の第7章社会福祉とはを復習してく
ださい（2時間程度）。
また、128～137頁の児童福祉を予習してください（2時間
程度）。

4時間対面

第3回 児童福祉
・児童福祉とは
・児童福祉の仕組みと現状
・課題

授業後に、28～137頁の児童福祉を復習してください（2時
間程度）。
また、138～146頁の障碍者福祉を予習してください（2時
間程度）。

4時間対面

第4回 障碍者福祉とは
・障碍がある人の福祉とは
・障碍者福祉の仕組みと現状
・今後の課題

授業後に、138～146頁の障碍者福祉を復習してください
（2時間程度）。
また、147～158頁の高齢者福祉を復習してください（2時
間程度）。

4時間対面

第5回 高齢者福祉
・高齢者福祉とは
・高齢者福祉の歴史的変遷
・高齢者福祉に関する法律

授業後に、教科書147～158頁の高齢者福祉を復習してく
ださい（2時間程度）。
また、教科書159～167頁の社会手当を予習してください
（2時間程度）。

4時間対面

第6回 社会手当
・社会手当とは
・社会手当の種類と概要
・今後の課題

授業後は、教科書159～167頁の社会手当を復習してくだ
さい（2時間程度）。
また、38～45頁の介護保険について予習してください（2時
間程度）。

4時間対面
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第7回 介護保険
・介護保険とは
・介護保険の概要

授業後は、38～45頁の介護保険について復習してくださ
い（2時間程度）。
また、46～57頁の介護保険の概要と課題について予習し
てください（2時間程度）。

4時間対面

第8回 介護保険
・介護保険の概要
・今後の課題

授業後に、教科書の46～57頁の介護保険の概要と課題
について予習してください（2時間程度）。
また、168～185頁の生活保護について予習してください（2
時間程度）。

4時間対面

第9回 生活保護
・生活保護とは
・生活保護のしくみ
今後の課題

授業後に、教科書の168～185頁の生活保護について復
習してください（2時間程度）。
また、186～193頁の権利擁護と成年後見制度を予習して
ください（2時間程度）。

4時間対面

第10回 権利擁護と成年後見制度
・権利擁護とは
・成年後見制度とは
・今後の課題

授業後に、教科書の186～193頁の権利擁護と成年後見
制度を復習してください（2時間程度）。
また、くばるレジュメの社会福祉の展開と福祉人材を予習
してください（2時間程度）

4時間対面

第11回 社会福祉の展開と福祉人材
・福祉人材難
・今後の課題

授業後に、配布したレジュメの社会福祉の展開と福祉人
材を用い復習してください（2時間程度）。
また、配布する社会福祉と社会保険の違いのレジュメを用
い予習してください（2時間程度）。

4時間オンデマンド

第12回 社会福祉と社会保険の違いは？ 授業後は配布したレジュメを用い復習してください（2時間
程度）。
配布する社会福祉制度の現状課題のレジュメを用い復習
してください（2時間程度）。

4時間対面

第13回 社会福祉制度の現状と課題 授業後に、配布したレジュメを用いて講義内容について復
習してください（2時間程度）。
教科書の194頁～200頁の「少子高齢化社会における課
題」の内容を読んで予習してください（2時間程度）。

4時間対面

第14回 少子高齢化社会における課題
・少子高齢化とは
・若年者における課題
・子育て世代における課題
・高齢者における課題

授業後に、教科書の１９４頁～２００頁の「少子高齢化社
会における課題」の内容を読んで復習してください（4時間
程度）。

4時間対面

第15回 秋学期講義内容のまとめと総括 授業後に、レジュメや教科書を用いて講義内容について
復習してください（4時間程度）。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 社会福祉法　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

34呉　紅敏

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

法学部専門教育科目

テーマ 社会福祉法

授業の目的及び概要
社会福祉を学修するために、社会福祉の基本となる理念や歴史、社会福祉の権利などを学ぶとともに、福祉制度の個別制度の基礎知識について概説
する。

学修の到達目標
この講義では、社会福祉とはなにかという疑問を解き明かすため、福祉の歴史や体系など基本的・基礎的な内容を学ぶうえで、社会環境の変化と動
向、そして社会福祉法制度の現状と課題についての認識を得ることを目標とする。

授業の方法
この科目は遠隔授業で行われます。詳細についてはLearning Portalを確認してください。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
毎回の講義において、コメントカードに質問、意見、感想、提案などを書いてもらい、次の授業で回答する。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

社会保障法全体の勉強のためには、春学期の社会保険法の履修もお勧めします。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

400

200040

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

社会保険法と同じ教科書
古橋エツ子編『新・初めての社会保障論』（第3版）法律文化社、2021年

参考書

ISBN978-4-589-03889-0
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 何のために社会保障制度があるの？ 授業後は、教科書1－12頁の第1章社会保障とはを復習し
てください（2時間程度）。
また、118～127頁の第7章社会福祉とはを予習してくださ
い（2時間程度）。

4時間オンデマンド

第2回 社会福祉の法体系と目的
・社会福祉とは

授業後に、118～127頁の第7章社会福祉とはを復習してく
ださい（2時間程度）。
また、128～137頁の児童福祉を予習してください（2時間
程度）。

4時間オンデマンド

第3回 児童福祉
・児童福祉とは
・児童福祉の仕組みと現状
・課題

授業後に、28～137頁の児童福祉を復習してください（2時
間程度）。
また、138～146頁の障碍者福祉を予習してください（2時
間程度）。

4時間オンデマンド

第4回 障碍者福祉とは
・障碍がある人の福祉とは
・障碍者福祉の仕組みと現状
・今後の課題

授業後に、138～146頁の障碍者福祉を復習してください
（2時間程度）。
また、147～158頁の高齢者福祉を復習してください（2時
間程度）。

4時間オンデマンド

第5回 高齢者福祉
・高齢者福祉とは
・高齢者福祉の歴史的変遷
・高齢者福祉に関する法律

授業後に、教科書147～158頁の高齢者福祉を復習してく
ださい（2時間程度）。
また、教科書159～167頁の社会手当を予習してください
（2時間程度）。

4時間オンデマンド

第6回 社会手当
・社会手当とは
・社会手当の種類と概要
・今後の課題

授業後は、教科書159～167頁の社会手当を復習してくだ
さい（2時間程度）。
また、38～45頁の介護保険について予習してください（2時
間程度）。

4時間オンデマンド
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第7回 介護保険
・介護保険とは
・介護保険の概要

授業後は、38～45頁の介護保険について復習してくださ
い（2時間程度）。
また、46～57頁の介護保険の概要と課題について予習し
てください（2時間程度）。

4時間オンデマンド

第8回 介護保険
・介護保険の概要
・今後の課題

授業後に、教科書の46～57頁の介護保険の概要と課題
について予習してください（2時間程度）。
また、168～185頁の生活保護について予習してください（2
時間程度）。

4時間オンデマンド

第9回 生活保護
・生活保護とは
・生活保護のしくみ
今後の課題

授業後に、教科書の168～185頁の生活保護について復
習してください（2時間程度）。
また、186～193頁の権利擁護と成年後見制度を予習して
ください（2時間程度）。

4時間オンデマンド

第10回 権利擁護と成年後見制度
・権利擁護とは
・成年後見制度とは
・今後の課題

授業後に、教科書の186～193頁の権利擁護と成年後見
制度を復習してください（2時間程度）。
また、くばるレジュメの社会福祉の展開と福祉人材を予習
してください（2時間程度）

4時間オンデマンド

第11回 社会福祉の展開と福祉人材
・福祉人材難
・今後の課題

授業後に、配布したレジュメの社会福祉の展開と福祉人
材を用い復習してください（2時間程度）。
また、配布する社会福祉と社会保険の違いのレジュメを用
い予習してください（2時間程度）。

4時間オンデマンド

第12回 社会福祉と社会保険の違いは？ 授業後は配布したレジュメを用い復習してください（2時間
程度）。
配布する社会福祉制度の現状課題のレジュメを用い復習
してください（2時間程度）。

4時間オンデマンド

第13回 社会福祉制度の現状と課題 授業後に、配布したレジュメを用いて講義内容について復
習してください（2時間程度）。
教科書の194頁～200頁の「少子高齢化社会における課
題」の内容を読んで予習してください（2時間程度）。

4時間オンデマンド

第14回 少子高齢化社会における課題
・少子高齢化とは
・若年者における課題
・子育て世代における課題
・高齢者における課題

授業後に、教科書の１９４頁～２００頁の「少子高齢化社
会における課題」の内容を読んで復習してください（4時間
程度）。

4時間オンデマンド

第15回 秋学期講義内容のまとめと総括 授業後に、レジュメや教科書を用いて講義内容について
復習してください（4時間程度）。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 国際法Ⅰ＜国際法概論＞ 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234松山　沙織

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

法学部専門教育科目

テーマ 現代国際社会を規律する国際法の基本的事項

授業の目的及び概要
国際法（international law)は伝統的には国家間の関係を規律する法だが、その扱う内容は実に様々であり、今日では関与するアクターも多様となってい
る。そのため、本講義では国際法の基本構造を理解する上で必要となる論点に加えて、現代国際法上の問題を概説する。基本的には講義スタイルを
採るが、講義中の質問を奨励し、講義中の講師からの問いかけに積極的に回答する姿勢が求められる。

学修の到達目標
試験やレポート課題を通じて、以下の事項を会得することが目標となる。
①国際法の基本的事項に関する体系的理解（学説の位置づけの理解、専門用語の使用法の適切さ）
②法的思考能力（適切な法源の特定、法規範の根拠や理由の理解、文献や資料の効果的使用、法規範の事実関係への当てはめ）
③分析能力・論理的思考（記述の内容の正確さ、背景説明・問題の抽出・法的分析・個人の意見が区別されている）

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
講義中や講義外でも質問は歓迎する。また、アンケートやリアクションペーパーの配布を適宜行い、講義中にフィードバックを行う。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

講義では教科書＋αの内容を扱うので、事前に教科書の該当箇所および配付資料を読み、理解できない箇所を明確にしておくことが望ましい。また日
常からマスメディアやインターネットを通じて情報収集を行い、現在生じている国際問題について国際法の観点から考えるようにすること。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0500

003020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

①国際法　第4版，中谷和弘ほか，有斐閣，2021年
教科書の他に、条約集を用意する。できれば最新版（2023年版）のものを入手すること（5年以上前のものは
不可）。
推奨するのは下記のうちいずれか。最新版は2023年3月出版予定。
②ベーシック条約集、薬師寺公夫ほか編、東信堂
③国際条約集、岩沢雄司編、有斐閣

参考書

扱うテーマに応じて適宜案内する。

①9784641221734
②・③は2023年3月出版予定
のため未記載。

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 導入（国際法とはなにか） （予習）テキストの目次を通覧する。また、シラバス、
Learning portal からダウンロードしたレジュメおよび資料
に目を通す（1時間程度）。
（復習）シラバス、レジュメ、ノート等に基づいて講義内容を
復習する（3時間程度）

4時間対面

第2回 国際法の存在形式（法源） （予習）シラバス、Learning portal からダウンロードしたレ
ジュメおよび資料に目を通す（1時間程度）。
（復習）テキスト、レジュメおよび資料を参照し、条約および
慣習国際法、法の一般原則の意味とその成立要件につ
いて復習する（3時間程度）。

4時間対面

第3回 国際法主体としての国家 （予習）シラバス、Learning portal からダウンロードしたレ
ジュメおよび資料に目を通す（1時間程度）。
（復習）テキスト、レジュメおよび資料を参照し、いかなる実
体が国家と呼ばれるのか理解する（3時間程度）。

4時間対面

第4回 国家主権（国家の権利義務） （予習）シラバス、Learning portal からダウンロードしたレ
ジュメおよび資料に目を通す（1時間程度）。
（復習）テキスト、レジュメおよび資料を参照し、国家主権
の基本的内容について復習する（3時間程度）。

4時間対面
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第5回 国家の管轄権 （予習）シラバス、Learning portal からダウンロードしたレ
ジュメおよび資料に目を通す（1時間程度）。
（復習）テキスト、レジュメおよび資料を参照し、国家が管
轄権を行使することを根拠づける原則について理解する
（3時間程度）。

4時間対面

第6回 国家機関①（免除に関する国際法） （予習）シラバス、Learning portal からダウンロードしたレ
ジュメおよび資料に目を通す（1時間程度）。
（復習）テキスト、レジュメおよび資料を参照し、国際法の
基本原則である国家平等原則と主権不可侵原則につい
て理解する（3時間程度）。

4時間対面

第7回 国家機関②（外交関係、領事関係） （予習）シラバス、Learning portal からダウンロードしたレ
ジュメおよび資料に目を通す（1時間程度）。
（復習）テキスト、レジュメおよび資料に目を通し、国家とし
て行動する個人に与えられる特別な保護を理解する（3時
間程度）。

4時間対面

第8回 条約法（条約をどう読むか） （予習）シラバス、Learning portal からダウンロードしたレ
ジュメおよび資料に目を通す（1時間程度）。
（復習）テキスト、レジュメおよび資料に目を通し、条約の
成立，留保，条約の解釈について復習する（3時間程度）。

4時間対面

第9回 国際法と国内法の関係 （予習）シラバス、Learning portal からダウンロードしたレ
ジュメおよび資料に目を通す（1時間程度）。
（復習）テキスト、レジュメおよび資料を参照し、国際法を
国内法がいかに受容するか、あるいは抵触した場合の処
理について復習する（3時間程度）。

4時間対面

第10回 国家責任法① （予習）シラバス、Learning portal からダウンロードしたレ
ジュメおよび資料に目を通す（1時間程度）。
（復習）テキスト、レジュメおよび資料を参照し、国家が国
際法違反をした場合の法的責任について復習する（3時間
程度）。

4時間対面

第11回 国家責任法② （予習）シラバス、Learning portal からダウンロードしたレ
ジュメおよび資料に目を通す（1時間程度）。
（復習）テキスト、レジュメおよび資料を参照し、国家責任
の発生要件と履行方法について理解する（3時間程度）。

4時間対面

第12回 紛争の平和的解決 （予習）シラバス、Learning portal からダウンロードしたレ
ジュメおよび資料に目を通す（1時間程度）。
（復習）テキスト、レジュメおよび資料に目を通し、国際紛
争が発生した際にとられうる裁判手続・非裁判手続につい
て復習する（3時間程度）。

4時間対面

第13回 個人に関する国際法①（国籍、外国人の地位） （予習）シラバス、Learning portal からダウンロードしたレ
ジュメおよび資料に目を通す（1時間程度）。
（復習）テキスト、レジュメおよび資料を参照し、国家とその
管轄下にある個人を紐づける概念を把握する（3時間程
度）。

4時間対面

第14回 個人と国際法に関する国際法②（国際的な人権保障） （予習）シラバス、Learning portal からダウンロードしたレ
ジュメおよび資料に目を通す（1時間程度）。
（復習）テキスト、レジュメおよび資料を参照し、いかにして
国際法で人権が保障されるに至ったかその展開を理解す
る（3時間程度）。

4時間対面

第15回 今学期の講義総括
(定期試験に向けて、これまでの内容の総復習をオンデマンドで配信予
定。授業前に授業内容に関する質問を募集する)

（予習）これまでの配布レジュメおよび資料に目を通す（1
時間程度）。
（復習）オンデマンド動画を視聴した上で、今学期に学習し
た内容全体について、テキスト、レジュメ、資料を参照して
復習する（3時間程度）。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 国際法Ⅱ＜国際法各論Ⅰ＞ 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

34松山　沙織

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

法学部専門教育科目

テーマ 現代国際社会を規律する法的枠組み

授業の目的及び概要
国際法（international law)は伝統的には国家間の関係を規律する法だが、その扱う内容は実に様々であり、今日では関与するアクターも多様となってい
る。本講義では、現代国際法における課題を踏まえながら、国際法の基本構造を理解する上で必要となる論点を中⼼に扱う。基本的には講義スタイル
を採るが、講義中の質問を奨励し、講義中の講師からの問いかけに積極的に回答する姿勢が求められる。

学修の到達目標
試験やレポート課題を通じて、以下の事項を会得することが目標となる。
①国際法に関する体系的理解（学説の位置づけの理解、専門用語の使用法の適切さ、理論的課題の指摘）
②法的思考能力（適切な法源の特定、法規範の根拠や理由の理解、文献や資料の効果的使用、法規範の事実関係への当てはめ）
③分析能力・論理的思考（記述の内容の正確さ、既存の知識を踏まえた論理的・多角的な検討、背景説明・問題の抽出・法的分析・個人の意見が区別
されている）

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
講義中や講義外でも質問は歓迎する。また、アンケートやリアクションペーパーの配布を適宜行い、講義中にフィードバックを行う。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

講義では教科書＋αの内容を扱うので、事前に教科書の該当箇所および配付資料を読み、理解できない箇所を明確にしておくことが望ましい。また日
常からマスメディアやインターネットを通じて情報収集を行い、現在生じている国際問題について国際法の観点から考えるようにすること。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0500

003020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

①国際法　第4版，中谷和弘ほか，有斐閣，2021年
教科書の他に、条約集を用意する。できれば最新版（2023年版）のものを入手すること（5年以上前のものは
不可）。
推奨するのは下記のうちいずれか。最新版は2023年3月出版予定。
②ベーシック条約集、薬師寺公夫ほか編、東信堂
③国際条約集、岩沢雄司編、有斐閣

参考書

扱うテーマに応じて適宜案内する。

①9784641221734
②・③は2023年3月出版予定
のため未記載。

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 導入（国際法とはなにか、国際法Ⅰ（国際法概論）の振り返り） （予習）テキストの目次を通覧する。また、シラバス、
Learning portal からダウンロードしたレジュメおよび資料
に目を通す（1時間程度）。
（復習）シラバス、レジュメ、ノート等に基づいて講義内容を
復習する（3時間程度）

4時間対面

第2回 国際法の存在形式（法源） （予習）シラバス、Learning portal からダウンロードしたレ
ジュメおよび資料に目を通す（1時間程度）。
（復習）テキスト、レジュメおよび資料を参照し、条約および
慣習国際法、法の一般原則の意味とその成立要件につ
いて復習する（3時間程度）。

4時間対面

第3回 国際法主体としての国家・国家の構成要素 （予習）シラバス、Learning portal からダウンロードしたレ
ジュメおよび資料に目を通す（1時間程度）。
（復習）テキスト、レジュメおよび資料を参照し、特に国家
の要件について復習する（3時間程度）。

4時間対面

第4回 新国家の独立と承認 （予習）シラバス、Learning portal からダウンロードしたレ
ジュメおよび資料に目を通す（1時間程度）。
（復習）テキスト、レジュメおよび資料を参照し、新国家の
成立の方法（いかにして国際社会の一員となるか）につい
て復習する（3時間程度）。

4時間対面
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第5回 国家主権（国家の権利義務） （予習）シラバス、Learning portal からダウンロードしたレ
ジュメおよび資料に目を通す（1時間程度）。
（復習）テキスト、レジュメおよび資料を参照し、国家主権
の具体的内容について理解する（3時間程度）。

4時間対面

第6回 国家の管轄権① （予習）シラバス、Learning portal からダウンロードしたレ
ジュメおよび資料に目を通す（1時間程度）。
（復習）テキスト、レジュメおよび資料を参照し、国家が管
轄権を行使することを根拠づける原則について理解する
（3時間程度）。

4時間対面

第7回 国家の管轄権②（領域権限を中心に） （予習）シラバス、Learning portal からダウンロードしたレ
ジュメおよび資料に目を通す（1時間程度）。
（復習）テキスト、レジュメおよび資料に目を通し、国家が
その領域において持つ権限の内容を理解する（3時間程
度）。

4時間対面

第8回 国家機関①（国家免除を中心に） （予習）シラバス、Learning portal からダウンロードしたレ
ジュメおよび資料に目を通す（1時間程度）。
（復習）テキスト、レジュメおよび資料に目を通し、国際法
の基本原則である国家平等原則と主権不可侵原則につ
いて復習する（3時間程度）。

4時間対面

第9回 国家機関②（外交関係、領事関係） （予習）シラバス、Learning portal からダウンロードしたレ
ジュメおよび資料に目を通す（1時間程度）。
（復習）テキスト、レジュメおよび資料を参照し、国家間関
係を円滑に維持するために、国家として活動する個人に
与えられる特別な保護について復習する（3時間程度）。

4時間対面

第10回 条約法①（国際法をどう読むか・使うか） （予習）シラバス、Learning portal からダウンロードしたレ
ジュメおよび資料に目を通す（1時間程度）。
（復習）テキスト、レジュメおよび資料を参照し、条約の成
立，留保，条約の解釈について復習する（3時間程度）。

4時間対面

第11回 条約法②（国際法をどう読むか・使うか） （予習）シラバス、Learning portal からダウンロードしたレ
ジュメおよび資料に目を通す（1時間程度）。
（復習）テキスト、レジュメおよび資料を参照し、条約と第三
国の関係，条約の無効・終了・運用停止 について復習す
る（3時間程度）。

4時間対面

第12回 国際法と国内法の関係 （予習）シラバス、Learning portal からダウンロードしたレ
ジュメおよび資料に目を通す（1時間程度）。
（復習）テキスト、レジュメおよび資料に目を通し、国際法を
国内法がいかに受容するか、あるいは抵触した場合の処
理について復習する（3時間程度）。

4時間対面

第13回 国際法上の責任①（国家が果たす責任とは） （予習）シラバス、Learning portal からダウンロードしたレ
ジュメおよび資料に目を通す（1時間程度）。
（復習）テキスト、レジュメおよび資料を参照し、国家が国
際法違反をした場合の法的責任についての考え方を把握
する（3時間程度）。

4時間対面

第14回 国際法上の責任②（国家の責任を国際的に追及する手段） （予習）シラバス、Learning portal からダウンロードしたレ
ジュメおよび資料に目を通す（1時間程度）。
（復習）テキスト、レジュメおよび資料を参照し、国家責任
の発生要件と履行方法について把握する（3時間程度）。

4時間対面

第15回 今学期の講義総括
(定期試験に向けて、これまでの内容の総復習をオンデマンドで配信予
定。授業前に授業内容に関する質問を募集する)

（予習）これまでの配布レジュメ、資料に目を通し、教員が
指定した期日までに分からない点について質問を送信す
る（1時間程度）。
（復習）オンデマンド動画を視聴した上で、今学期に学習し
た内容全体について、テキスト、レジュメ、資料を参照して
復習する（3時間程度）。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 国際法Ⅲ＜国際法各論Ⅱ＞ 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

34松山　沙織

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

法学部専門教育科目

テーマ 現代国際社会を規律する法的枠組み

授業の目的及び概要
国際法（international law)は伝統的には国家間の関係を規律する法だが、その扱う内容は実に様々であり、今日では関与するアクターも多様となってい
る。本講義は国際法Ⅰ・Ⅱの内容を踏まえつつ、国際法の基本構造および国際法違反が発生した場合にいかに解決するかを理解することを目的とす
る。基本的には講義スタイルを採るが、講義中の質問を奨励し、講義中の講師からの問いかけに積極的に回答する姿勢が求められる。

学修の到達目標
試験やレポート課題を通じて、以下の事項を会得することが目標となる。
①国際法に関する体系的理解（学説の位置づけの理解、専門用語の使用法の適切さ、理論的課題の指摘）
②法的思考能力（適切な法源の特定、法規範の根拠や理由の理解、文献や資料の効果的使用、法規範の事実関係への当てはめ）
③分析能力・論理的思考（記述の内容の正確さ、既存の知識を踏まえた論理的・多角的な検討、背景説明・問題の抽出・法的分析・個人の意見が区別
されている）

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
講義中や講義外でも質問は歓迎する。また、アンケートやリアクションペーパーの配布を適宜行い、講義中にフィードバックを行う。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

講義では教科書＋αの内容を扱うので、事前に教科書の該当箇所および配付資料を読み、理解できない箇所を明確にしておくことが望ましい。また日
常からマスメディアやインターネットを通じて情報収集を行い、現在生じている国際問題について国際法の観点から考えるようにすること。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0500

003020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

①国際法　第4版，中谷和弘ほか，有斐閣，2021年
教科書の他に、条約集を用意する。できれば最新版（2023年版）のものを入手すること（5年以上前のものは
不可）。
推奨するのは下記のうちいずれか。最新版は2023年3月出版予定。
②ベーシック条約集、薬師寺公夫ほか編、東信堂
③国際条約集、岩沢雄司編、有斐閣

参考書

扱うテーマに応じて適宜案内する。

①9784641221734
②・③は2023年3月出版予定
のため未記載。

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 導入、国際法Ⅰ/Ⅱのふりかえり （予習）テキストの目次を通覧する。また、シラバス、
Learning portal からダウンロードしたレジュメおよび資料
に目を通す（1時間程度）。
（復習）シラバス、レジュメ、ノート等に基づいて講義内容を
復習する（3時間程度）

4時間対面

第2回 個人に関する国際法①（国籍、外国人の地位） （予習）シラバス、Learning portal からダウンロードしたレ
ジュメおよび資料に目を通す（1時間程度）。
（復習）テキスト、レジュメおよび資料を参照し、国家とその
管轄下にある個人を紐づける概念について理解する（3時
間程度）。

4時間対面

第3回 個人に関する国際法②（国際人権法） （予習）シラバス、Learning portal からダウンロードしたレ
ジュメおよび資料に目を通す（1時間程度）。
（復習）テキスト、レジュメおよび資料を参照し、いかにして
国際法上人権が保障されるに至ったかについて理解する
（3時間程度）。

4時間対面

第4回 個人に関する国際法（難民問題） （予習）シラバス、Learning portal からダウンロードしたレ
ジュメおよび資料に目を通す（1時間程度）。
（復習）テキスト、レジュメおよび資料を参照し、難民の定
義やその保護のための条約、制度について理解する（3時
間程度）。

4時間対面
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第5回 武力紛争法①（武力紛争法の基本原則） （予習）シラバス、Learning portal からダウンロードしたレ
ジュメおよび資料に目を通す（1時間程度）。
（復習）テキスト、レジュメおよび資料を参照し、武力紛争
法の諸原則について理解する（3時間程度）。

4時間対面

第6回 武力紛争法②（新たな形態の暴力と武力紛争法） （予習）シラバス、Learning portal からダウンロードしたレ
ジュメおよび資料に目を通す（1時間程度）。
（復習）テキスト、レジュメおよび資料を参照し、現代にお
ける武力紛争法の課題について理解する（3時間程度）。

4時間対面

第7回 国際刑事法① （予習）シラバス、Learning portal からダウンロードしたレ
ジュメおよび資料に目を通す（1時間程度）。
（復習）テキスト、レジュメおよび資料に目を通し、国際刑
事法の歴史的展開とその特徴を理解する（3時間程度）。

4時間対面

第8回 国際刑事法② （予習）シラバス、Learning portal からダウンロードしたレ
ジュメおよび資料に目を通す（1時間程度）。
（復習）テキスト、レジュメおよび資料に目を通し、重大な
国際犯罪（コア・クライム）を裁くために発展した国際刑事
法を概観する（3時間程度）。

4時間対面

第9回 武力行使に関する国際法 （予習）シラバス、Learning portal からダウンロードしたレ
ジュメおよび資料に目を通す（1時間程度）。
（復習）テキスト、レジュメおよび資料を参照し、武力行使
禁止原則成立に至るまでの歴史的展開について復習する
（3時間程度）。

4時間対面

第10回 軍備管理の国際法 （予習）シラバス、Learning portal からダウンロードしたレ
ジュメおよび資料に目を通す（1時間程度）。
（復習）テキスト、レジュメおよび資料を参照し、軍備管理・
軍縮交渉の道筋について復習する（3時間程度）。

4時間対面

第11回 集団安全保障システム① （予習）シラバス、Learning portal からダウンロードしたレ
ジュメおよび資料に目を通す（1時間程度）。
（復習）テキスト、レジュメおよび資料を参照し、国連を中
心とした集団安全保障の枠組み（および集団的自衛権と
の違い）について復習する（3時間程度）。

4時間対面

第12回 集団安全保障システム② （予習）シラバス、Learning portal からダウンロードしたレ
ジュメおよび資料に目を通す（1時間程度）。
（復習）テキスト、レジュメおよび資料に目を通し、平和維
持活動や地域機構の取り組みについて、復習する（3時間
程度）。

4時間対面

第13回 自衛権 （予習）シラバス、Learning portal からダウンロードしたレ
ジュメおよび資料に目を通す（1時間程度）。
（復習）テキスト、レジュメおよび資料を参照し、個別的自
衛権および集団的自衛権の概念や要件を理解する（3時
間程度）。

4時間対面

第14回 紛争の平和的解決 （予習）シラバス、Learning portal からダウンロードしたレ
ジュメおよび資料に目を通す（1時間程度）。
（復習）テキスト、レジュメおよび資料を参照し、国際紛争
が発生した際の裁判手続・非裁判手続について把握する
（3時間程度）。

4時間対面

第15回 今学期の講義総括
(定期試験に向けて、これまでの内容の総復習をオンデマンドで配信予
定。授業前に授業内容に関する質問を募集する)

（予習）これまでの配布レジュメ、資料に目を通し、教員が
指定した期日までに分からない点について質問を送信す
る（1時間程度）。
（復習）オンデマンド動画を視聴した上で、今学期に学習し
た内容全体について、テキスト、レジュメ、資料を参照して
復習する（3時間程度）。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 国際機構法　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

34松山　沙織

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

法学部専門教育科目

テーマ 国際社会における国際機構の活動

授業の目的及び概要
「国際機構(International Organizations)」という名称は、ほかに「国際組織」または「国際機関」と呼ばれることがある。本科目では、今日、国際社会で活
動している国連をはじめ多数の国際機構がどのように設立され、その活動がどのような法により規律されているのか、その機能と役割、これまでの発展
の経緯等について学ぶ。

学修の到達目標
国際法の発展科目として、国際機構の形成と発展の歴史的な過程、国際機構の概念と種類について理解する。また、国家と国際機構の関係、国際機
構相互の関係、国際機構の組織と活動を規律する法について理解する。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
講義中や講義外でも質問は歓迎する。また、アンケートやリアクションペーパーの配布を適宜行い、講義中にフィードバックを行う。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

国際法系科目を既に履修しているか、または本科目と同時に履修することが望ましい。
新聞、雑誌、テレビなどのマスメディアで取り上げられる国際社会での話題となっている紛争、交渉、出来事について常に関心を持つように心がける。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0500

003020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

なし。各回のテーマに応じて参考となる書籍・資料を適宜配布あるいは紹介する。

参考書

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 導入（現代国際社会におけるアクターの多様化、国際機構とは） （予習）learning portalからダウンロードしたレジュメおよび
資料を読んでおく（1時間程度）。
（復習）レジュメ、資料およびノートを参照し、現代国際社
会における各アクターおよびその中における国際機構の
位置づけについて復習する（3時間程度）。

4時間対面

第2回 国際機構の法的地位 （予習）learning portalからダウンロードしたレジュメおよび
資料を読んでおく（1時間程度）。
（復習）レジュメ、資料およびノートを参照し、国際機構の
国際法・国内法上の地位について復習する（3時間程
度）。

4時間対面

第3回 国際機構の歴史的発展（国際連盟、国際連合を中心に） （予習）learning portalからダウンロードしたレジュメおよび
資料を読んでおく（1時間程度）。
（復習）レジュメ、資料およびノートを参照し、国際連合の
成立に至るまでの歴史的発展について把握する（3時間程
度）。

4時間対面

第4回 国際連合①（国連の組織構造） （予習）learning portalからダウンロードしたレジュメおよび
資料を読んでおく（1時間程度）。
（復習）レジュメ、資料およびノートを参照し、国連憲章を概
観しながら国連の目的や組織構造について把握する（3時
間程度）。

4時間対面

第5回 国際連合②（国連の機能と課題） （予習）learning portalからダウンロードしたレジュメおよび
資料を読んでおく（1時間程度）。
（復習）レジュメ、資料およびノートを参照し、国連の機能と
発展について復習する（3時間程度）。

4時間対面
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第6回 国際連合③（国連改革） （予習）learning portalからダウンロードしたレジュメおよび
資料を読んでおく（1時間程度）。
（復習）レジュメ、資料およびノートを参照し、平和維持活
動の再生を中心に国連改革の議論について理解する（3
時間程度）。

4時間対面

第7回 専門機関① （予習）learning portalからダウンロードしたレジュメおよび
資料を読んでおく（1時間程度）。
（復習）レジュメ、資料およびノートを参照し、国際行政連
合をその系譜とする専門機関について復習する（3時間程
度）。

4時間対面

第8回 専門機関② （予習）learning portalからダウンロードしたレジュメおよび
資料を読んでおく（1時間程度）。
（復習）レジュメ、資料およびノートを参照し、多様な専門
機関の役割について復習する（3時間程度）。

4時間対面

第9回 地域的国際機構① （予習）learning portalからダウンロードしたレジュメおよび
資料を読んでおく（1時間程度）。
（復習）レジュメ、資料およびノートを参照し、各地域的国
際機構の目的や活動について国連組織と比較しながらそ
の特徴を理解する（3時間程度）。

4時間対面

第10回 地域的国際機構②（国連との関係） （予習）learning portalからダウンロードしたレジュメおよび
資料を読んでおく（1時間程度）。
（復習）レジュメ、資料およびノートを参照し、地域的国際
機構と国連との関係や協力のあり方について復習する（3
時間程度）。

4時間対面

第11回 国際機構と加盟国 （予習）learning portalからダウンロードしたレジュメおよび
資料を読んでおく（1時間程度）。
（復習）レジュメ、資料およびノートを参照し、国際機構に
加盟する国家にかかる主権の制限、代表権について復習
する（3時間程度）。

4時間対面

第12回 国際機構の意思決定 （予習）learning portalからダウンロードしたレジュメおよび
資料を読んでおく（1時間程度）。
（復習）レジュメ、資料およびノートを参照し、国際機構にお
ける意思決定やその決議の法的効力について復習する
（3時間程度）。

4時間対面

第13回 国際機構の運用 （予習）learning portalからダウンロードしたレジュメおよび
資料を読んでおく（1時間程度）。
（復習）レジュメ、資料およびノートを参照し、国際機構の
財政問題や運用上の諸問題について復習する（3時間程
度）。

4時間対面

第14回 国際公務員 （予習）learning portalからダウンロードしたレジュメおよび
資料を読んでおく（1時間程度）。
（復習）レジュメ、資料およびノートを参照し、国際公務員
の特権免除、諸問題等について復習する（3時間程度）。

4時間対面

第15回 今学期の講義総括
(定期試験に向けて、これまでの内容の総復習をオンデマンドで配信予
定。授業前に授業内容に関する質問を募集する)

（予習）これまでの配布レジュメ、資料に目を通し、教員が
指定した期日までに分からない点について質問を送信す
る（1時間程度）。
（復習）オンデマンド動画を視聴した上で、今学期に学習し
た内容全体について、テキスト、レジュメ、資料を参照して
復習する（3時間程度）。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 政治過程論＜政治過程論Ⅰ＞ 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234矢野　哲也

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

法学部専門教育科目

テーマ 現代政治の動態分析（Ⅰ）

授業の目的及び概要
現実の政治が動いていくプロセス（政治過程）について、現代の日本が直面している政治諸課題を中心に多角的な視点から考えていくとともに、これか
らの社会人として必要な現代政治の基礎知識を深めていってほしいと思います。なおこの際、政治指導者（層）と大衆の力関係という視点から一貫性の
ある授業を行いたいと思います。

学修の到達目標
自由、平等、民主主義などの価値原理を基礎とする、法学を中心とする高度な専門知識を体系的に理解している。また、現代社会の諸課題を理解し、
法的知識・技能をもとにして、多様な価値観や利害関係に適した解決策を考える力を身につけている。あわせて、論理的な法的思考力と豊かな表現力
とともに、情報、数理、英語等の汎用的技能を修得し、社会科学を中心とした幅広い教養を身につけている。

授業の方法
この科目は遠隔授業で行われます。詳細についてはLearning Portalを確認してください。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
随時メールによる質問や意見を受付け、その都度メールにて回答や説明を行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

授業では従来の定説にとらわれない創造的な発想や意見を重視したいと思います。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0050

003020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは特に使用しません。

参考書

矢部貞治『政治学入門』青空文庫（インターネットで検索して下さい。）

なし

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ・政治過程論とは
・政治的多元論とは
・政策決定論とは

【予習】授業前に、本シラバスを熟読し、授業内容を確認・
理解するとともに、参考書などを通じて政治に関する考え
方を概観した上で、授業に参加して下さい。
【復讐】授業後に、授業で配布した「政治過程論等」に関す
るレジュメを読んで復習して下さい。

4時間オンデマンド

第2回 ・政治的リーダーシップの概念
・政治的リーダーシップのあり方
・政治的リーダー（エリート）理論

【予習】授業前に、青空文庫HPにアクセスし、矢部貞治
『政治学入門』の「三　政治と人間性」を読み、政治的リー
ダーシップについて予習して下さい。
【復習】授業後に、授業で配布した「リーダーシップの概念
等」に関するレジュメを読んで復習して下さい。

4時間オンデマンド

第3回 ・政党の定義
・政党の起源と発展
・政党の類型
・政党の機能

【予習】授業前に、青空文庫HPにアクセスし、矢部貞治
『政治学入門』の「四　政治闘争の要因及び手段と統合の
態様」を読み、政党について予習して下さい。
【復習】授業後に、授業で配布した「政党の定義等」に関す
るレジュメを読んで復習して下さい。

4時間オンデマンド

第4回 ・日本の政党
・各国の政党
・政党システム
・政党外交について

【予習】授業前に、日本の政党のHPにアクセスし、政党の
綱領や選挙公約などを各自で調べ、その相違点などにつ
いて予習して下さい。
【復習】授業後に、授業で配布した「日本の政党等」に関す
るレジュメを読んで復習して下さい。

4時間オンデマンド

第5回 ・官僚とは
・日本の官僚の役割
・官僚と政治家

【予習】授業前に、人事院HPにアクセスし、国家公務員の
役割や制度の仕組みなどについて予習して下さい。
【復習】授業後に、授業で配布した「官僚制」に関するレ
ジュメを読んで復習して下さい。

4時間オンデマンド
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第6回 ・戦前の日本の官僚
・戦後の日本の官僚
・現代日本の官僚

【予習】授業前に、青空文庫HPにアクセスし、末弘厳太郎
『役人学三則』『役人の頭』を読み、官僚とは何かについて
考えて下さい。
【復習】授業後に、授業で配布した「戦前・後、現代の日本
の官僚」に関するレジュメを読んで復習して下さい。

4時間オンデマンド

第7回 ・圧力団体の定義
・圧力団体の機能
・圧力団体の活動

【予習】授業前に、高校の政治経済の教科書やインター
ネットを通じ、圧力団体とは何かについて各自で調べて考
えて下さい。
【復習】授業後に、授業で配布した「圧力団体の定義等」に
関するレジュメを読んで復習して下さい。

4時間オンデマンド

第8回 ・メディアの特徴・機能
・メディアと政治
・世論とは
・世論調査

【予習】授業前に、高校の政治経済の教科書やインター
ネットを通じ、メデイア及び世論とは何かについて各自で
調べて考えて下さい。
【復習】授業後に、授業で配布した「メディア・世論」に関す
るレジュメを読んで復習して下さい。

4時間オンデマンド

第9回 ・情報革命と情報化社会
・インターネットとメディア・世論
・インターネットと政治

【予習】授業前に、高校の政治経済の教科書やインター
ネットを通じ、情報化社会とは何かについて各自で調べて
考えて下さい。
【復習】授業後に、授業で配布した「情報革命と情報化社
会等」に関するレジュメを読んで復習して下さい。

4時間オンデマンド

第10回 ・政治意識
・政治における社会的性格
・政治文化

【予習】授業前に、高校の政治経済の教科書やインター
ネットを通じて、日本と米国の選挙活動の相違点について
調べて考えて下さい。
【復習】授業後に、授業で配布した「政治意識等」に関する
レジュメを読んで復習して下さい。

4時間オンデマンド

第11回 ・イデオロギーとは
・保守主義と自由主義
・ファシズムとナショナリズム
・リージョナリズムとグローバリズム

【予習】授業前に、青空文庫HPにアクセスし、堺利彦訳
『共産党宣言』を読み、イデオロギーとは何かについて考
えて下さい。
【復習】授業後に、授業で配布した「イデオロギー等」に関
するレジュメを読んで復習して下さい。

4時間オンデマンド

第12回 ・政治的無関心とは
・政治的無関心の類型
・政治的無関心層と政治

【予習】授業前に、インターネットで「政治的無関心」という
言葉の意味を各自で調べ、それが政治に及ぼす影響につ
いて考えて下さい。
【復習】授業後に、授業で配布した「政治的無関心」に関す
るレジュメを読んで復習して下さい。

4時間オンデマンド

第13回 ・投票行動の研究
・日本の選挙運動
・日本の投票行動

【予習】授業前に、インターネットで「政治的無関心」という
言葉の意味を各自で調べ、若者の選挙離れについて考え
て下さい。
【復習】授業後に、授業で配布した「投票行動の研究等」に
関するレジュメを読んで復習して下さい。

4時間オンデマンド

第14回 ・冷戦下の日本の防衛に関する政治過程 【予習】授業前に、高校の政治経済の教科書やインター
ネットを通じ、防衛省・自衛隊の歴史を各自で調べて予習
して下さい。
【復習】授業後に、授業で配布した「冷戦下の日本の防衛
政治過程」に関するレジュメを読んで復習して下さい。

4時間オンデマンド

第15回 ・冷戦後の日本の防衛に関する政治過程 【予習】授業前に、防衛省HPで最近の防衛白書を読み、
日本の防衛政治の現状について予習して下さい。
【復習】授業後に、授業で配布した「冷戦後の日本の防衛
政治過程」に関するレジュメを読んで自分の考えをまとめ
て下さい。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 政治過程論＜政治過程論Ⅰ＞ 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234矢野　哲也

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

法学部専門教育科目

テーマ 現代政治の動態分析（Ⅰ）

授業の目的及び概要
現実の政治が動いていくプロセス（政治過程）について、現代の日本が直面している政治諸課題を中心に多角的な視点から考えていくとともに、これか
らの社会人として必要な現代政治の基礎知識を深めていってほしいと思います。なおこの際、政治指導者（層）と大衆の力関係という視点から一貫性の
ある授業を行いたいと思います。

学修の到達目標
自由、平等、民主主義などの価値原理を基礎とする、法学を中心とする高度な専門知識を体系的に理解している。また、現代社会の諸課題を理解し、
法的知識・技能をもとにして、多様な価値観や利害関係に適した解決策を考える力を身につけている。あわせて、論理的な法的思考力と豊かな表現力
とともに、情報、数理、英語等の汎用的技能を修得し、社会科学を中心とした幅広い教養を身につけている。

授業の方法
この科目は遠隔授業で行われます。詳細についてはLearning Portalを確認してください。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
随時メールによる質問や意見を受付け、その都度メールにて回答や説明を行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

授業では従来の定説にとらわれない創造的な発想や意見を重視したいと思います。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0500

003020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは特に使用しません。

参考書

矢部貞治『政治学入門』青空文庫（インターネットで検索して下さい。）

なし

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ・政治過程論とは
・政治的多元論とは
・政策決定論とは

【予習】授業前に、本シラバスを熟読し、授業内容を確認・
理解するとともに、参考書などを通じて政治に関する考え
方を概観した上で、授業に参加して下さい。
【復讐】授業後に、授業で配布した「政治過程論等」に関す
るレジュメを読んで復習して下さい。

4時間オンデマンド

第2回 ・政治的リーダーシップの概念
・政治的リーダーシップのあり方
・政治的リーダー（エリート）理論

【予習】授業前に、青空文庫HPにアクセスし、矢部貞治
『政治学入門』の「三　政治と人間性」を読み、政治的リー
ダーシップについて予習して下さい。
【復習】授業後に、授業で配布した「リーダーシップの概念
等」に関するレジュメを読んで復習して下さい。

4時間オンデマンド

第3回 ・政党の定義
・政党の起源と発展
・政党の類型
・政党の機能

【予習】授業前に、青空文庫HPにアクセスし、矢部貞治
『政治学入門』の「四　政治闘争の要因及び手段と統合の
態様」を読み、政党について予習して下さい。
【復習】授業後に、授業で配布した「政党の定義等」に関す
るレジュメを読んで復習して下さい。

4時間オンデマンド

第4回 ・日本の政党
・各国の政党
・政党システム
・政党外交について

【予習】授業前に、日本の政党のHPにアクセスし、政党の
綱領や選挙公約などを各自で調べ、その相違点などにつ
いて予習して下さい。
【復習】授業後に、授業で配布した「日本の政党等」に関す
るレジュメを読んで復習して下さい。

4時間オンデマンド

第5回 ・官僚とは
・日本の官僚の役割
・官僚と政治家

【予習】授業前に、人事院HPにアクセスし、国家公務員の
役割や制度の仕組みなどについて予習して下さい。
【復習】授業後に、授業で配布した「官僚制」に関するレ
ジュメを読んで復習して下さい。

4時間オンデマンド
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第6回 ・戦前の日本の官僚
・戦後の日本の官僚
・現代日本の官僚

【予習】授業前に、青空文庫HPにアクセスし、末弘厳太郎
『役人学三則』『役人の頭』を読み、官僚とは何かについて
考えて下さい。
【復習】授業後に、授業で配布した「戦前・後、現代の日本
の官僚」に関するレジュメを読んで復習して下さい。

4時間オンデマンド

第7回 ・圧力団体の定義
・圧力団体の機能
・圧力団体の活動

【予習】授業前に、高校の政治経済の教科書やインター
ネットを通じ、圧力団体とは何かについて各自で調べて考
えて下さい。
【復習】授業後に、授業で配布した「圧力団体の定義等」に
関するレジュメを読んで復習して下さい。

4時間オンデマンド

第8回 ・メディアの特徴・機能
・メディアと政治
・世論とは
・世論調査

【予習】授業前に、高校の政治経済の教科書やインター
ネットを通じ、メデイア及び世論とは何かについて各自で
調べて考えて下さい。
【復習】授業後に、授業で配布した「メディア・世論」に関す
るレジュメを読んで復習して下さい。

4時間オンデマンド

第9回 ・情報革命と情報化社会
・インターネットとメディア・世論
・インターネットと政治

【予習】授業前に、高校の政治経済の教科書やインター
ネットを通じ、情報化社会とは何かについて各自で調べて
考えて下さい。
【復習】授業後に、授業で配布した「情報革命と情報化社
会等」に関するレジュメを読んで復習して下さい。

4時間オンデマンド

第10回 ・政治意識
・政治における社会的性格
・政治文化

【予習】授業前に、高校の政治経済の教科書やインター
ネットを通じて、日本と米国の選挙活動の相違点について
調べて考えて下さい。
【復習】授業後に、授業で配布した「政治意識等」に関する
レジュメを読んで復習して下さい。

4時間オンデマンド

第11回 ・イデオロギーとは
・保守主義と自由主義
・ファシズムとナショナリズム
・リージョナリズムとグローバリズム

【予習】授業前に、青空文庫HPにアクセスし、堺利彦訳
『共産党宣言』を読み、イデオロギーとは何かについて考
えて下さい。
【復習】授業後に、授業で配布した「イデオロギー等」に関
するレジュメを読んで復習して下さい。

4時間オンデマンド

第12回 ・政治的無関心とは
・政治的無関心の類型
・政治的無関心層と政治

【予習】授業前に、インターネットで「政治的無関心」という
言葉の意味を各自で調べ、それが政治に及ぼす影響につ
いて考えて下さい。
【復習】授業後に、授業で配布した「政治的無関心」に関す
るレジュメを読んで復習して下さい。

4時間オンデマンド

第13回 ・投票行動の研究
・日本の選挙運動
・日本の投票行動

【予習】授業前に、インターネットで「政治的無関心」という
言葉の意味を各自で調べ、若者の選挙離れについて考え
て下さい。
【復習】授業後に、授業で配布した「投票行動の研究等」に
関するレジュメを読んで復習して下さい。

4時間オンデマンド

第14回 ・冷戦下の日本の防衛に関する政治過程 【予習】授業前に、高校の政治経済の教科書やインター
ネットを通じ、防衛省・自衛隊の歴史を各自で調べて予習
して下さい。
【復習】授業後に、授業で配布した「冷戦下の日本の防衛
政治過程」に関するレジュメを読んで復習して下さい。

4時間オンデマンド

第15回 ・冷戦後の日本の防衛に関する政治過程 【予習】授業前に、防衛省HPで最近の防衛白書を読み、
日本の防衛政治の現状について予習して下さい。
【復習】授業後に、授業で配布した「冷戦後の日本の防衛
政治過程」に関するレジュメを読んで自分の考えをまとめ
て下さい。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 行政学＜行政学Ⅰ＞ 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234壬生　裕子

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

法学部専門教育科目

テーマ 行政の制度・組織・活動を理解する

授業の目的及び概要
私たちの生活はもちろん、政治・経済・社会の分野で今日起こるさまざまな出来事は行政と密接に関係しています。
この授業では、行政国家の成立と行政学の発展について学んだのち、行政を制度・組織・活動の3つの要素でとらえて順に考察を加えながら、行政が政
治・経済・社会に与える影響、政治・経済・社会が行政に与える影響を考えていきます。

学修の到達目標
行政の制度・組織・活動に関する基本的な専門知識を理解し、政治・経済・社会のさまざまな出来事と行政との関係を自ら分析できるようになること。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
コメントシートの提出結果は翌週以降の授業で紹介し、質問への回答や補足説明をします。
その他寄せられた質問も、授業中に共有します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

国や地方の行政に関心のある方の受講を望みます。
授業を受けるだけでなく、日頃から、行政とのかかわりを考えながら、新聞記事やニュースをみてください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

20
コメントシート（4回程度）の提出状況

080

0００0

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストはとくに指定しません。

参考書

①新版　現代の行政[第2版]、森田朗、第一法規、2022年
②行政学[新版]、真渕勝、有斐閣、2020年

なし

①9784474077003
②9784641149359

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 「行政学」とはどのような学問か、この授業で学ぶことと到達目標、授業
の進め方、成績評価の方法・基準などのガイダンスを行います。

【予習】シラバスを事前に読んでおいてください。
【復習】ガイダンス資料および講義ノートを読み直し、今後
の講義の内容を確認すること。

4時間対面

第2回 行政国家の形成について学びます。 【予習】「Learning Portal」に掲載する資料「行政国家」に目
を通しておくこと。
【復習】資料「行政国家」および講義ノートを読み直し、講
義の内容を確認すること。

4時間対面

第3回 行政学の学説がどのように展開してきたかを学びます。 【予習】「Learning Portal」に掲載する資料「行政学の発
展」に目を通しておくこと。
【復習】資料「行政学の発展」および講義ノートを読み直
し、講義の内容を確認すること。

4時間対面

第4回 日本の政府体系、とくに行政の制度について学びます。 【予習】「Learning Portal」に掲載する資料「日本の政府体
系」に目を通しておくこと。
【復習】資料「日本の政府体系」および講義ノートを読み直
し、講義の内容を確認すること。

4時間対面

第5回 日本の政府体系、とくに内閣制度と国と地方の関係について学びます。 【予習】「Learning Portal」に掲載する資料「内閣と国地方
関係」に目を通しておくこと。
【復習】資料「内閣と国地方関係」および講義ノートを読み
直し、講義の内容を確認すること。

4時間対面

第6回 ウェーバーの官僚制から組織論（人間関係論）までを学びます。 【予習】「Learning Portal」に掲載する資料「官僚制と組織
論」に目を通しておくこと。
【復習】資料「官僚制と組織論」および講義ノートを読み直
し、講義の内容を確認すること。

4時間対面

－328－



第7回 現代組織論を学びます。 【予習】「Learning Portal」に掲載する資料「現代組織論」に
目を通しておくこと。
【復習】資料「現代組織論」および講義ノートを読み直し、
講義の内容を確認すること。

4時間対面

第8回 日本の行政組織の特徴と、これまで取り組まれてきた改革について学
びます。

【予習】「Learning Portal」に掲載する資料「日本の行政組
織」に目を通しておくこと。
【復習】資料「日本の行政組織」および講義ノートを読み直
し、講義の内容を確認すること。

4時間対面

第9回 日本の公務員制度の現状と課題について学びます。 【予習】「Learning Portal」に掲載する資料「日本の公務員
制度」に目を通しておくこと。
【復習】資料「日本の公務員制度」および講義ノートを読み
直し、講義の内容を確認すること。

4時間対面

第10回 財政と予算編成の現状と課題を学びます。 【予習】「Learning Portal」に掲載する資料「日本の財政」に
目を通しておくこと。
【復習】資料「日本の財政」および講義ノートを読み直し、
講義の内容を確認すること。

4時間対面

第11回 政策の構造と政策過程を学びます。 【予習】「Learning Portal」に掲載する資料「行政活動と政
策」に目を通しておくこと。
【復習】資料「行政活動と政策」および講義ノートを読み直
し、講義の内容を確認すること。

4時間対面

第12回 政策決定における合理性の限界について学びます。 【予習】「Learning Portal」に掲載する資料「政策決定」に目
を通しておくこと。
【復習】資料「政策決定」および講義ノートを読み直し、講
義の内容を確認すること。

4時間対面

第13回 政策を実施につなげるための基準の設定・適用について学びます。 【予習】「Learning Portal」に掲載する資料「政策実施」に目
を通しておくこと。
【復習】資料「政策実施」および講義ノートを読み直し、講
義の内容を確認すること。

4時間対面

第14回 政策評価の重要性と方法について学びます。 【予習】「Learning Portal」に掲載する資料「政策評価」に目
を通しておくこと。
【復習】資料「政策評価」および講義ノートを読み直し、講
義の内容を確認すること。

4時間対面

第15回 これまでの授業の内容を総括し、行政学の役割と可能性を考えます。 【予習】「Learning Portal」に掲載する資料「まとめ」に目を
通しておくこと。
【復習】資料「まとめ」および講義ノートを読み直し、講義の
内容を確認すること。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 政治思想史＜政治思想史Ⅰ＞ 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

34川﨑　修敬

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

法学部専門教育科目

テーマ 政治における自由と民主主義。そのルーツと近現代的な自由と民主主義のあり方の検討。

授業の目的及び概要
本講義は「政治思想史Ⅱ」とセットとなり、全体でひとつの前半部分と考えてもらいたい。よって可能ならば「政治思想史Ⅱ」と合わせて聴講してほしい。
　まず民主主義のあり方を考察するため、最初にそのルーツとなる古代ギリシャに焦点を当てる。そこではアテナイの民主的都市国家（ポリス）において
現在の我々が通常もちいる「政治」や「民主主義」といった考え方のプロトタイプ、原型が生み出されていく経緯を確認する。次にその時代の政治理論を
プラトン、アリストテレスの順で概観し、両者がさらにその次の時代の考え方におよぼした影響をトマス・アクィナスの思想などを例に考察する。

学修の到達目標
政治に対するさまざまな歴史的・思想的見方を学ぶことにより、現在の私たちが暮らす自由民主社会の特長や問題点について、より深化された観察眼
を養うことが目指される。またそれを踏まえたうえで、学生自らの立場を広い歴史的思想的視野のもとで考える理論的枠組の提供を目標にしている。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
学生に各講義終了後に書いてもらうペーパーについて一般的講評と回答を次回講義の冒頭に行う。また希望者には個別的に質問の回答と解説を行
う。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

私語など講義中のマナーには、くれぐれも気をつけるように。うるさい場合には退室を命じる。なお授業を受ける前に、高校世界史のヨーロッパに関わる
部分を復習しておくこと。具体的にいえば古代ギリシャから中世キリスト教世界、ルネッサンスまでの歴史を忘れている場合、高校の教科書の該当箇所
をもう一度読んできて欲しい。また、分からない点については授業終了後など私に質問してもらえれば、出来る限り丁寧に答えていく。学問上の質問は
大歓迎である。また授業中に学生諸君の意見を求める場合には積極的に参加して欲しい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

060

010030

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

なし。なお授業中に講義内容のレジュメ、プリント等を配布する。

参考書

①藤原保信著作集〈第3巻〉西洋政治理論史(上)，藤原保信，新評論，2005年
②藤原保信著作集〈第4巻〉西洋政治理論史(下)，藤原保信，新評論，2005年
③西洋政治思想史講義――精神史的考察 ，小野紀明，岩波書店， 2015年
④古代ギリシアの民主政，橋場弦，岩波新書，2022年
⑤自由主義に先立つ自由 ，クェンティン スキナー，聖学院大学出版会，2001年

テキスト指定は行いません。I
SBN:なし

参考書
①藤原保信著作集〈第3巻〉
西洋政治理論史(上)，藤原保
信，新評論，2005年，ISBN-1
3 : 978-4794806734
②藤原保信著作集〈第4巻〉
西洋政治理論史(下)，藤原保
信，新評論，2005年，ISBN-1
3 : 978-4794806833
③西洋政治思想史講義――
精神史的考察，小野紀明，岩
波書店，2015年，ISBN-13  :  
978-4000610179
④古代ギリシアの民主政，橋
場弦，岩波新書，2022年，IS
BN-13: 978-4-00-431943-6
⑤自由主義に先立つ自由 
，クェンティン 
スキナー．聖学院大学出版
会，2001年，ISBN-13  :  
978-4915832482

ISBN

ISBN
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授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 政治思想という学問の性質と方法論。講義についての全体的な概要と
ガイダンス。成績評価方法についての詳細。

【予習】高校のとき使った世界史の教科書で古代ギリシア
やキリスト教、ルネッサンスの部分をおさらいしておく（2時
間程度）。
【復習】授業のノートや板書の内容を確認する（2時間程
度）。

4時間対面

第2回 古代ギリシアの政治世界。都市国家（ポリス）の成立と変遷 【予習】高校世界史の古代ギリシアの部分を読み直して、
疑問点を整理しておく（2時間程度）。
【復習】配布資料を読み返し、当初の疑問点を再考してみ
る（2時間程度）。

4時間対面

第3回 古代ギリシアの民主政治。その確立と変容 【予習】前回の授業内容を配布したレジュメやノートで確認
し、疑問点についても回答を探っておく（2時間程度）。
【復習】民主政治の成立していく各時代とその特徴をノート
と配布資料で再確認する（2時間程度）。

4時間対面

第4回 都市国家（ポリス）における政治と個人の運命。ソフォクレスの悲劇『ア
ンティゴネー』を手掛かりに

【予習】３大悲劇詩人とソフォクレスについて一般的知識を
高校教科書などで学習しておく（1時間程度）。
【復習】『アンティゴネー』における個人と政治の緊張につ
いて説明できるようにレジュメやノートを読み直す（3時間
程度）。

4時間対面

第5回 都市国家（ポリス）における政治と議論。ソクラテスの討議と政治性につ
いて

【予習】高校教科書などでソクラテスの歴史的意義を確認
しておく（2時間程度）。
【復習】それ以前の哲学者とソクラテスの哲学の違い、及
び政治的含意について説明できるようにレジュメやノート
を読み直す（2時間程度）。

4時間対面

第6回 都市国家（ポリス）における政治と個人のあり方。ソクラテスの『弁明』に
ついて

【予習】前回使用した資料を読み直してソクラテスの特徴
と立場を確認しておく（2時間程度）。
【復習】ソクラテスの処刑とその政治的・哲学的意味につ
いて説明できるようにレジュメやノートを読み返す（2時間
程度）。

4時間対面

第7回 都市国家（ポリス）の民主主義とその問題点。ソフィストと初期プラトンの
政治観

【予習】高校の教科書などでプラトンの特徴と立場を確認
しておく（2時間程度）。
【復習】ソクラテスの処刑と民主主義に対するプラトンの評
価を説明できるようにレジュメやノートを読み返す（2時間
程度）。

4時間対面

第8回 都市国家（ポリス）における民主主義の腐敗とその超克。プラトンの『国
家』と『法律』

【予習】前回の講義でふれた民主主義の問題点と腐敗に
ついて確認しておく（2時間程度）。
【復習】ソクラテスとの思想的差異とプラトン独自の政治的
特徴を理解できるようレジュメやノートを読み返す（2時間
程度）。

4時間対面

第9回 都市国家（ポリス）の衰退と再興。アリストテレスによるプラトン批判 【予習】高校の教科書などでアリストテレスの歴史的意義
を確認しておく（1時間程度）。
【復習】プラトン批判のなかから知ることができるアリストテ
レス独自の特徴を確認しておく（3時間程度）。

4時間対面

第10回 民主主義と都市国家（ポリス）の遺産。アリストテレスにおける言葉と政
治性

【予習】前回講義の配布資料を読み直し、プラトン批判か
らアリストテレスの立場を確認しておく（2時間程度）。
【復習】都市国家（ポリス）はアリストテレスにとって結局い
かなる思想的意味を有していたかについて確認する（2時
間程度）。

4時間対面

第11回 ヘレニズムからキリスト教世界への思想的変遷。アウグスティヌスにお
ける神と政治

【予習】高校の教科書などでヘレニズム時代とキリスト教
世界の成立について学んでおく（2時間程度）。
【復習】アウグスティヌスにとって人間と政治はいかなるも
のか説明できるようにレジュメやノートを読み直しておく（2
時間程度）。

4時間対面

第12回 中世ヨーロッパにおける思想的確立。アクィナスの政治思想、ならびに
12世紀ルネッサンス

【予習】高校の教科書などで中世ヨーロッパの封建社会と
教会制度について学んでおく（2時間程度）。
【復習】アクィナスにおいて古代ギリシアの遺産はどのよう
に生かされていたか説明できるようにレジュメやノートを読
み直しておく（2時間程度）。

4時間対面

第13回 ルネッサンスの始まり。古代の政治的遺産の発見とマキアベリの共和
主義について

【予習】高校の教科書などでルネッサンスについて学んで
おく（2時間程度）。
【復習】マキアベリがどのような形で古代の政治的影響を
受けているか説明できるようにレジュメやノートを読み直し
ておく（2時間程度）。

4時間対面

第14回 ルネッサンスと政治思想。マキアベリにおける「権力」について 【予習】マキアベリの共和主義についてレジュメやノート、
または参考書で学習する（2時間程度）。
【復習】マキアベリの「権力」理解と近代性についてレジュ
メやノートを読み直しておく（2時間程度）。

4時間対面

第15回 オンデマンド授業回
学期末の成績判定に向けて、今までの授業のおさらいと疑問点の解
消。また学生の個別学習への手引き。

【予習】今まで配布したすべての資料の確認（2時間程
度）。
【復讐】授業で扱ったノートと配布資料の総復習。また特に
重要なポイントは授業で触れる（2時間程度）

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 政治思想史＜政治思想史Ⅰ＞ 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

34川﨑　修敬

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

法学部専門教育科目

テーマ 政治における自由と民主主義。そのルーツと近現代的な自由と民主主義のあり方の検討。

授業の目的及び概要
本講義は「政治思想史Ⅱ」とセットとなり、全体でひとつの前半部分と考えてもらいたい。よって可能ならば「政治思想史Ⅱ」と合わせて聴講してほしい。
　まず民主主義のあり方を考察するため、最初にそのルーツとなる古代ギリシャに焦点を当てる。そこではアテナイの民主的都市国家（ポリス）において
現在の我々が通常もちいる「政治」や「民主主義」といった考え方のプロトタイプ、原型が生み出されていく経緯を確認する。次にその時代の政治理論を
プラトン、アリストテレスの順で概観し、両者がさらにその次の時代の考え方におよぼした影響をトマス・アクィナスの思想などを例に考察する。

学修の到達目標
政治に対するさまざまな歴史的・思想的見方を学ぶことにより、現在の私たちが暮らす自由民主社会の特長や問題点について、より深化された観察眼
を養うことが目指される。またそれを踏まえたうえで、学生自らの立場を広い歴史的思想的視野のもとで考える理論的枠組の提供を目標にしている。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
学生に各講義終了後に書いてもらうペーパーについて一般的講評と回答を次回講義の冒頭に行う。また希望者には個別的に質問の回答と解説を行
う。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

私語など講義中のマナーには、くれぐれも気をつけるように。うるさい場合には退室を命じる。なお授業を受ける前に、高校世界史のヨーロッパに関わる
部分を復習しておくこと。具体的にいえば古代ギリシャから中世キリスト教世界、ルネッサンスまでの歴史を忘れている場合、高校の教科書の該当箇所
をもう一度読んできて欲しい。また、分からない点については授業終了後など私に質問してもらえれば、出来る限り丁寧に答えていく。学問上の質問は
大歓迎である。また授業中に学生諸君の意見を求める場合には積極的に参加して欲しい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

060

010030

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

なし。なお授業中に講義内容のレジュメ、プリント等を配布する。

参考書

①藤原保信著作集〈第3巻〉西洋政治理論史(上)，藤原保信，新評論，2005年
②藤原保信著作集〈第4巻〉西洋政治理論史(下)，藤原保信，新評論，2005年
③西洋政治思想史講義――精神史的考察 ，小野紀明，岩波書店， 2015年
④古代ギリシアの民主政，橋場弦，岩波新書，2022年
⑤自由主義に先立つ自由 ，クェンティン スキナー，聖学院大学出版会，2001年

テキスト指定は行いません。I
SBN:なし

参考書
①藤原保信著作集〈第3巻〉
西洋政治理論史(上)，藤原保
信，新評論，2005年，ISBN-1
3 : 978-4794806734
②藤原保信著作集〈第4巻〉
西洋政治理論史(下)，藤原保
信，新評論，2005年，ISBN-1
3 : 978-4794806833
③西洋政治思想史講義――
精神史的考察，小野紀明，岩
波書店，2015年，ISBN-13  :  
978-4000610179
④古代ギリシアの民主政，橋
場弦，岩波新書，2022年，IS
BN-13: 978-4-00-431943-6
⑤自由主義に先立つ自由 
，クェンティン 
スキナー．聖学院大学出版
会，2001年，ISBN-13  :  
978-4915832482

ISBN

ISBN
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授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 政治思想という学問の性質と方法論。講義についての全体的な概要と
ガイダンス。成績評価方法についての詳細。

【予習】高校のとき使った世界史の教科書で古代ギリシア
やキリスト教、ルネッサンスの部分をおさらいしておく（2時
間程度）。
【復習】授業のノートや板書の内容を確認する（2時間程
度）。

4時間対面

第2回 古代ギリシアの政治世界。都市国家（ポリス）の成立と変遷 【予習】高校世界史の古代ギリシアの部分を読み直して、
疑問点を整理しておく（2時間程度）。
【復習】配布資料を読み返し、当初の疑問点を再考してみ
る（2時間程度）。

4時間対面

第3回 古代ギリシアの民主政治。その確立と変容 【予習】前回の授業内容を配布したレジュメやノートで確認
し、疑問点についても回答を探っておく（2時間程度）。
【復習】民主政治の成立していく各時代とその特徴をノート
と配布資料で再確認する（2時間程度）。

4時間対面

第4回 都市国家（ポリス）における政治と個人の運命。ソフォクレスの悲劇『ア
ンティゴネー』を手掛かりに

【予習】３大悲劇詩人とソフォクレスについて一般的知識を
高校教科書などで学習しておく（1時間程度）。
【復習】『アンティゴネー』における個人と政治の緊張につ
いて説明できるようにレジュメやノートを読み直す（3時間
程度）。

4時間対面

第5回 都市国家（ポリス）における政治と議論。ソクラテスの討議と政治性につ
いて

【予習】高校教科書などでソクラテスの歴史的意義を確認
しておく（2時間程度）。
【復習】それ以前の哲学者とソクラテスの哲学の違い、及
び政治的含意について説明できるようにレジュメやノート
を読み直す（2時間程度）。

4時間対面

第6回 都市国家（ポリス）における政治と個人のあり方。ソクラテスの『弁明』に
ついて

【予習】前回使用した資料を読み直してソクラテスの特徴
と立場を確認しておく（2時間程度）。
【復習】ソクラテスの処刑とその政治的・哲学的意味につ
いて説明できるようにレジュメやノートを読み返す（2時間
程度）。

4時間対面

第7回 都市国家（ポリス）の民主主義とその問題点。ソフィストと初期プラトンの
政治観

【予習】高校の教科書などでプラトンの特徴と立場を確認
しておく（2時間程度）。
【復習】ソクラテスの処刑と民主主義に対するプラトンの評
価を説明できるようにレジュメやノートを読み返す（2時間
程度）。

4時間対面

第8回 都市国家（ポリス）における民主主義の腐敗とその超克。プラトンの『国
家』と『法律』

【予習】前回の講義でふれた民主主義の問題点と腐敗に
ついて確認しておく（2時間程度）。
【復習】ソクラテスとの思想的差異とプラトン独自の政治的
特徴を理解できるようレジュメやノートを読み返す（2時間
程度）。

4時間対面

第9回 都市国家（ポリス）の衰退と再興。アリストテレスによるプラトン批判 【予習】高校の教科書などでアリストテレスの歴史的意義
を確認しておく（1時間程度）。
【復習】プラトン批判のなかから知ることができるアリストテ
レス独自の特徴を確認しておく（3時間程度）。

4時間対面

第10回 民主主義と都市国家（ポリス）の遺産。アリストテレスにおける言葉と政
治性

【予習】前回講義の配布資料を読み直し、プラトン批判か
らアリストテレスの立場を確認しておく（2時間程度）。
【復習】都市国家（ポリス）はアリストテレスにとって結局い
かなる思想的意味を有していたかについて確認する（2時
間程度）。

4時間対面

第11回 ヘレニズムからキリスト教世界への思想的変遷。アウグスティヌスにお
ける神と政治

【予習】高校の教科書などでヘレニズム時代とキリスト教
世界の成立について学んでおく（2時間程度）。
【復習】アウグスティヌスにとって人間と政治はいかなるも
のか説明できるようにレジュメやノートを読み直しておく（2
時間程度）。

4時間対面

第12回 中世ヨーロッパにおける思想的確立。アクィナスの政治思想、ならびに
12世紀ルネッサンス

【予習】高校の教科書などで中世ヨーロッパの封建社会と
教会制度について学んでおく（2時間程度）。
【復習】アクィナスにおいて古代ギリシアの遺産はどのよう
に生かされていたか説明できるようにレジュメやノートを読
み直しておく（2時間程度）。

4時間対面

第13回 ルネッサンスの始まり。古代の政治的遺産の発見とマキアベリの共和
主義について

【予習】高校の教科書などでルネッサンスについて学んで
おく（2時間程度）。
【復習】マキアベリがどのような形で古代の政治的影響を
受けているか説明できるようにレジュメやノートを読み直し
ておく（2時間程度）。

4時間対面

第14回 ルネッサンスと政治思想。マキアベリにおける「権力」について 【予習】マキアベリの共和主義についてレジュメやノート、
または参考書で学習する（2時間程度）。
【復習】マキアベリの「権力」理解と近代性についてレジュ
メやノートを読み直しておく（2時間程度）。

4時間対面

第15回 オンデマンド授業回
学期末の成績判定に向けて、今までの授業のおさらいと疑問点の解
消。また学生の個別学習への手引き。

【予習】今まで配布したすべての資料の確認（2時間程
度）。
【復讐】授業で扱ったノートと配布資料の総復習。また特に
重要なポイントは授業で触れる（2時間程度）

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 日本政治史＜日本政治史Ⅰ＞ 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

34田中　慎吾

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

法学部専門教育科目

テーマ 日本にとって北東アジアとは何かを史的に考える

授業の目的及び概要
・本授業は、日本はこれまで他国とどのような関係を構築してきたのか、日本の対外政策の展開を史的に考察するものである。日本を中心とした北東ア
ジア関係史ともいえる。 
　こうした考察により、本授業は次の2点を目指す。 
　　第1に、現代の日本が中国や韓国、ロシアといった近隣国との間に抱える様々な問題を、歴史的な背景を踏まえて理解することである。 
　　第2に、国内の出来事を中心に教えられてきた高校時代までの日本史の知識を、対外的な要素と絡めて総合的に捉え直すというものである。 

・なお、前期の日本政治史Iにおいては古代から江戸時代までを、明治時代から冷戦期までを後期の日本政治史IIにおいて取り扱うこととする。

学修の到達目標
本授業の履修者にはゴールとして以下の2点の習得を期待したい。 
 
１．日本にとって中国や朝鮮半島とはどのような存在なのか、歴史的知識を踏まえて、自分の意見を持てるようになる。 
 
２．21世紀の日本の外交・安全保障政策のあるべき方針を、自らの言葉で言語化出来る。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
・毎回の授業についてはコメントシートを配布するので、質問や意見等を自由に記入してもらい、翌授業回に講師からのコメントを付して返却する。

・2回の小テストについては、翌授業回で全問解説を行う。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

・日本の対外関係史である本授業は、日本史や世界史についての予備知識がある事が望ましいが必須ではない。
　高校時代に歴史系統の未履修者でも理解出来る内容になっているので、少しでも日本の対外関係史に興味がある学生は積極的に受講をお願いした
い。

・また本授業は、高校時代の暗記型の歴史の授業とは大きく異なり、現代的な事柄と結びつけて理解を目的とする授業であるので、
　暗記・歴史が苦手な学生も歓迎である。

・本授業は前期後期を履修することで初めて授業の目的が真に達成されるので、
　是非とも前期後期続けて履修をお願いしたい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

700

002010

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

指定しない。必要な資料は全て配布する。

参考書

授業内で適宜紹介する

教科書指定なし。
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 オリエンテーション 
　・教員と受講生の自己紹介 
　・授業概要の説明と目的意識のすり合わせ 
　・成績評価の方法と注意事項の説明

事前学習：シラバスを熟読し、授業の概要を理解した上で
初回の授業に臨む。
事後学習：配布資料とシラバスを熟読し、本授業の履修の
有無を真剣に検討する。

5時間対面

第2回 古代日本の外交発進（朝貢と冊封、対高句麗出征、倭の五王外交） 事前学習：当該授業回の日本史について、基礎的な用語
や概念を高校時代の教科書やネットを利用して理解して
おく。
事後学習：授業にて配布資料を改めて熟読し、分からな
かった点をリスト化して次回のコメントシートに記入の準備
をする。

4時間対面
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第3回 飛鳥時代〜奈良時代の対外関係（白村江の意義とその影響） 事前学習：当該授業回の日本史について、基礎的な用語
や概念を高校時代の教科書やネットを利用して理解して
おく。
事後学習：授業にて配布資料を改めて熟読し、分からな
かった点をリスト化して次回のコメントシートに記入の準備
をする。

4時間対面

第4回 平安時代の対外関係（東大寺大仏開眼、遣唐使廃止） 事前学習：当該授業回の日本史について、基礎的な用語
や概念を高校時代の教科書やネットを利用して理解して
おく。
事後学習：授業にて配布資料を改めて熟読し、分からな
かった点をリスト化して次回のコメントシートに記入の準備
をする。

4時間対面

第5回 平安から鎌倉期の対外関係（国境意識の形成、刀伊入寇と元寇） 事前学習：当該授業回の日本史について、基礎的な用語
や概念を高校時代の教科書やネットを利用して理解して
おく。
事後学習：授業にて配布資料を改めて熟読し、分からな
かった点をリスト化して次回のコメントシートに記入の準備
をする。

4時間対面

第6回 室町幕府の対外関係（懐良＆義満の冊封、勘合貿易） 事前学習：当該授業回の日本史について、基礎的な用語
や概念を高校時代の教科書やネットを利用して理解して
おく。
事後学習：授業にて配布資料を改めて熟読し、分からな
かった点をリスト化して次回のコメントシートに記入の準備
をする。

4時間対面

第7回 織豊時代の対外関係（西欧との邂逅、秀吉の朝鮮侵攻） 事前学習：当該授業回の日本史について、基礎的な用語
や概念を高校時代の教科書やネットを利用して理解して
おく。
事後学習：授業にて配布資料を改めて熟読し、分からな
かった点をリスト化して次回のコメントシートに記入の準備
をする。

4時間対面

第8回 第1回ミニテスト 事前学習：ミニテストに備えこれまでの資料を読み直す。
事後学習：分からなかった点についてリスト化しておく。

4時間対面

第9回 第1回ミニテストの解説と授業前半の復習 事前学習：問題点を改めて予習しておく
事後学習：今回の解説を踏まえて、前期の内容を理解す
る

4時間対面

第10回 江戸時代の対外関係（朱印船、関係改善政策） 事前学習：当該授業回の日本史について、基礎的な用語
や概念を高校時代の教科書やネットを利用して理解して
おく。
事後学習：授業にて配布資料を改めて熟読し、分からな
かった点をリスト化して次回のコメントシートに記入の準備
をする。

4時間対面

第11回 鎖国への過程とその実態（島原の乱、カトリックとプロテスタント、日蘭
会談）

事前学習：当該授業回の日本史について、基礎的な用語
や概念を高校時代の教科書やネットを利用して理解して
おく。
事後学習：授業にて配布資料を改めて熟読し、分からな
かった点をリスト化して次回のコメントシートに記入の準備
をする。

4時間対面

第12回 鎖国の崩壊過程（武威の揺らぎ、ロシアとアメリカの登場） 事前学習：当該授業回の日本史について、基礎的な用語
や概念を高校時代の教科書やネットを利用して理解して
おく。
事後学習：授業にて配布資料を改めて熟読し、分からな
かった点をリスト化して次回のコメントシートに記入の準備
をする。

4時間対面

第13回 江戸幕府の崩壊（尊王攘夷、大政奉還） 事前学習：当該授業回の日本史について、基礎的な用語
や概念を高校時代の教科書やネットを利用して理解して
おく。
事後学習：授業にて配布資料を改めて熟読し、分からな
かった点をリスト化して次回のコメントシートに記入の準備
をする。

4時間対面

第14回 第2回ミニテスト 事前学習：ミニテストに備えこれまでの資料を読み直す。
事後学習：分からなかった点についてリスト化しておく。

4時間対面

第15回 第２回ミニテストの解説と定期試験に向けた授業全体の総括 事前学習：問題点を改めて予習しておく
事後学習：解説を踏まえて、定期試験において間違わな
いように授業の要点を理解する

5時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 西洋政治史＜西洋政治史Ⅰ＞ 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

34山口　治男

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

法学部専門教育科目

テーマ 近代以前のヨーロッパの歴史を通じて、技術・経済・社会の変化と政治との連関を考える

授業の目的及び概要
この講義では、現代の政治システムの基礎ともなっている西洋の政治を、歴史を辿りながら学んでいく。西洋政治史Ⅰ（春学期）では主に絶対王政より
前の政治を、西洋政治史Ⅱ（秋学期）では市民革命から世界大戦までの世界の政治を中心に扱う。時間軸としては通史だが、それぞれ単体での受講も
可能。

学修の到達目標
西洋の技術・経済・社会の変化に関する知識を固めつつ、社会が変化する中で政治や国家がどのような変化を遂げてきたのかを知り、そこから現代社
会についても考察を広げられるようになること

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
講義中および前後の質問を積極的に受け付けることで、講義内容への理解を深めるとともに、関心に合わせて議論を広げられるようにしていく。また、
そこで議論された内容について、必要・有益な場合には全体へフィードバックしていく。

アクティブ・ラーニング
の取組み

クリッカー等の理解度把握システムの利用

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

歴史を学ぶことは過去を知るというだけではなく、現代をより深く理解することにもつながります。
社会、世界に出た後恥ずかしくない常識を身につけるために知識を蓄えることも重要ですし、さらに、現代の問題に結び付けて考えられる思考力も身に
つけられるようにしていきましょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

050

004010

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは原則として利用しない。

参考書

歴史の教科書や資料集などが参考になるが、より深く学ぶための参考資料については適宜講義内で紹介して
いく。

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 講義のイントロダクション この講義の全体像について理解し、政治や西洋の歴史を
学ぶ意義についてまとめておくこと

4時間対面

第2回 ギリシャの政治 ポリスがなぜ必要とされたのかについて理解し、まとめて
おくこと

4時間対面

第3回 帝国の時代へ ギリシャがなぜ崩壊し、次に求められた政治がどのような
ものだったかを知り、考える

4時間対面

第4回 ローマ帝国 ローマがどのように成立し、発展したのかを知り、理解す
る

4時間対面

第5回 キリスト教の衝撃 政治と宗教の緊張関係について理解し、まとめておくこと 4時間対面

第6回 ゲルマン人の大移動 帝国の崩壊までの流れについて理解し、まとめておくこと 4時間対面

第7回 教皇と国王 現代とは異なる特殊な権力構造について理解し、まとめて
おくこと

4時間対面

第8回 十字軍の時代 十字軍がなぜ行われたのかを、社会との関係で理解する 4時間対面

第9回 中間のまとめと考察 ここまでの講義の流れを確認し、ポイントをまとめ、レポー
ト作成に向けた準備を進める

4時間オンデマンド

第10回 封建制の崩壊 封建制度の内実を理解し、その変化について考察する 4時間対面

第11回 百年戦争の時代 百年戦争がなぜ起き、それはどのような意味を持つのか
を考える

4時間対面
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第12回 絶対王政の実態 絶対王政が実際にどのようなものだったのかを、社会経
済的な側面から理解する

4時間対面

第13回 大航海時代 西洋が海外へと拡張する動因について知り、その意義を
考える

4時間対面

第14回 論点の補足と発展 ここまでの講義についてまとめ、レポートを作成すること 4時間対面

第15回 前期西洋政治のまとめ レポートを作成するとともに、絶対王政が崩壊していく大き
な流れを理解し、まとめておくこと

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 国際政治学＜国際政治学Ⅰ＞ 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234宮﨑　寛

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

法学部専門教育科目

テーマ 「世界」の政治を複眼的に読む

授業の目的及び概要
当講義では、国際政治の舞台で繰り広げられる出来事だけでなく、その出来事の「読み方」が複数あるということを学んでいきます。つまり、この講義は
「出来事」と「理論」の二つの側面からできています。
　理論は眼鏡のレンズにも例えられます。色の付いたレンズをかけることは、「世界」をその色を通じて把握することになります。理論（レンズの色）の違
いを知ることで、国際政治の出来事がどう違って見えてくるのかを理解すること。これが本講義のねらいです。
また、こうした理論を応用しながら、普段目にする「世界のニュース」がどのように分析・解釈できるのかを自分なりに考える力を付けることも目標としま
す。できるだけわかりやすく説明していきますが、様々な理論を扱いますので、理解の努力が求められます。

学修の到達目標
「世界」がどう見えるのか、「世界の政治の仕組み」をどう説明できるのかは視点/理論によって変わってくることを理解すること。
メディアを通じて届く情報は断片的な場合がほとんどです。その断片を組み合わせながら、また多角的に吟味しながら「読む」ことができるようになるこ
と。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
毎週リアクションペーパーを書いてもらいますが、そのリアクションペーパーには毎回こちらからのコメントを書き込んで返却します。
期末試験については試験後に「模範解答」をラーニングポータルにアップします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

現在問題になっている国際政治・国際社会に関する事柄に、自分の生活に結び付けて強い関心を持つよう心掛けてください。

この授業では、「何を知る・知っている」かではなく、自分の頭で「どう考えるか」を大切にします。ニュースや政治的出来事について、マスメディアの情報
を鵜呑みにするのではなく自分で批判的に分析する力をつけましょう。

「恥ずかしい質問」は存在しません。授業内容に関して分からないことや気になることがあれば、どんどん質問してください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0700

00030

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

指定テキストは特にありません。教材はこちらで用意します。

参考書

①国際関係論入門：思考の作法、初瀬龍平編著、法律文化社、 2012
②グローバル・コモンズのための国際関係論、森彰夫、彩流社、 2020
③新版 国際関係論へのファーストステップ、中村都、法律文化社、2017
④批判的安全保障論：アプローチとイシューを理解する、南山淳・ 前田幸男編、2022

特にありません。

①9784589034250
②9784779126840
③9784589038524
④9784589041814

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 授業概要の説明
「国際」と「世界」

以下の資料を読む（復習する）こと。（2時間程度）
※資料はLearning Portalにアップします。清水耕介（2003）
『テキスト国際政治経済学：多様な視点から「世界」を読
む』京都：ミネルヴァ書房、第1章（特にpp2－8）。「多様な
意見を認めることが重要：若者に新聞は向き合えている
か」『朝日新聞』2016.8.23．

2時間対面

第2回 伝統的アプローチ１：リアリズム（現実主義） 以下の資料を読む（復習する）こと。（2時間程度）
※資料はLearning Portalにアップします。
山田高敬・大矢根聡編（2011）『グローバル社会の国際関
係論 新版』東京：有斐閣、第1章。
初瀬龍平編著（2012）『国際関係論入門：思考の作法』京
都：法律文化社、第10章の「１ はじめに」と「２ パワー・ポ
リティクスの世界」。
授業で配布したレジュメおよびパワーポイント

2時間対面

第3回 国家とナショナリズム 以下の資料を読む（復習する）こと。（2時間程度）
※資料はLearning Portalにアップします。塩川伸明（ 
2008 ）『民族とネイション：ナリズムいう難題』東京：岩波書
店（岩波新書）、第1章。授業で配布したレジュメおよびパ
ワーポイント

2時間対面
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第4回 安全保障とは何か：伝統的アプローチとその課題 以下の資料を読む（復習する）こと。（2時間程度）
遠藤乾（2014）「第1章 安全保障論の転回」遠藤誠治・遠
藤乾編『安全保障とは何か』東京：岩波書店。
更に理解を深めるために：
初瀬龍平編著（2012）『国際関係論入門：思考の作法』京
都：法律文化社、第10章。
森彰夫（2020）『グローバル・コモンズのための国際関係
論』第2章。

2時間対面

第5回 核兵器、核不拡散レジームとその弱点 以下の資料を読む（復習する）こと。（2時間程度）
※資料はLearning Portalにアップします。秋山信将(2015)
『NPT：核のグローバル・ガバナンス』東京：岩波書店、第1
章。
初瀬龍平編著（2012）『国際関係論入門：思考の作法』京
都：法律文化社、第10章の「５ 核戦略」。

2時間オンデマンド

第6回 伝統的なアプローチ2：リベラリズム 授業で配布したレジュメ、パワーポイント、補足資料を復
習すること。（2時間程度）

2時間対面

第7回 グローバル政治経済と経済格差 授業で配布したレジュメ、パワーポイント、補足資料を復
習すること。（2時間程度）
※資料はLearning Portalにアップします。
小澤卓也(2010）『コーヒーのグローバル・ヒストリー：赤い
ダイヤか、黒い悪魔か』京都：ミネルヴァ書房、序章＆第1
章。
更に理解をふかめるために：
初瀬龍平編著（2012）『国際関係論入門：思考の作法』京
都：法律文化社、第3章。

2時間対面

第8回 グローバル金融経済の問題、構造調整政策 授業で配布したレジュメ、パワーポイント、および以下の資
料を読む（復習する）こと。（2時間程度）
※資料はLearning Portalにアップします。
戸田真紀子（2015）「5 グローバリゼーションとアフリカの
人々の暮らし：構造調整政策の影響を中心に」初瀬・松田
編『人間存在の国際関係論：グローバル化の中で考える』
東京：法政大学出版局。
森彰夫（2020）『グローバル・コモンズのための国際関係
論』第7章。

2時間対面

第9回 新しいアプローチ1：ポスト構造主義：
支配されている本人がそう認識していない時こそ、支配は成功する

以下の資料を読む（復習する）こと。（2時間程度）
※資料はLearning Portalにアップします。清水耕介（2003）
『テキスト国際政治経済学：多様な視点から「世界」を読
む』京都：ミネルヴァ書房、第3章。授業で配布したレジュメ
およびパワーポイント
更に理解を深めるために：
南山淳・前田幸男編（2022）『批判的安全保障論：アプロー
チとイシューを理解する』京都：法律文化社、第1章_2章。

2時間対面

第10回 セキュリタイゼーション：統治としてのセキュリティ問題 以下の資料を読む（復習する）こと。（2時間程度）
※資料はLearning Portalにアップします。伊勢崎賢治
（2015）『本当の戦争の話をしよう：世界の「対立」を仕切
る』東京：朝日出版社、第2章。
授業で配布したレジュメおよびパワーポイント。
更に理解を深めるために：
南山淳・前田幸男編（2022）『批判的安全保障論：アプロー
チとイシューを理解する』京都：法律文化社、第3章。

2時間対面

第11回 国際政治におけるジェンダー：Where are wemen? から Private is 
Politicalへ

以下の資料を読む（復習する）こと。（2時間程度）
※資料はLearning Portalにアップします。池尾靖志編著
（2009）『平和学をつくる』京都：晃洋書房。授業で配布した
レジュメおよびパワーポイント。

2時間対面

第12回 新しいアプローチ2：ポストコロニアリズム：「君はまだ未熟だから、僕が
代わりに君のことを説明してあげるよ」

以下の資料を読む（復習する）こと。（2時間程度）
※資料はLearning Portalにアップします。
森彰夫（2017）『インクルーシブ国際社会論』東京：彩流
社、第5章（できれば6章も）。
更に理解を深めるために：
南山淳・前田幸男編（2022）『批判的安全保障論：アプロー
チとイシューを理解する』京都：法律文化社、第4章。

2時間対面

第13回 国際開発援助：エンパワーメントか？新たな植民地化か？ 以下の資料を読む（復習する）こと。（2時間程度）
※資料はLearning Portalにアップします。東海大学教養学
部国際学科編（2013）『国際学のすすめ: グローバル時代
を生きる人のために 第4版』東海大学出版会、第4章。授
業で配布したレジュメおよびパワーポイント
更に理解を深めるために：
森彰夫（2020）『グローバル・コモンズのための国際関係
論』第8章。

2時間対面

第14回 グローバル市民社会論：トランスナショナルな公共圏は可能か？ 以下の資料を読む（復習する）こと。（2時間程度）
※資料はLearning Portalにアップします。清水耕介（2003）
『テキスト国際政治経済学：多様な視点から「世界」を読
む』京都：ミネルヴァ書房、第12章。授業で配布したレジュ
メおよびパワーポイント。
更に理解を深めるために：
初瀬龍平編著（2012）『国際関係論入門：思考の作法』京
都：法律文化社、第19章。

2時間対面

第15回 「世界」観を問い直す これまでのレジュメおよびパワーポイント、補足資料。
（2時間程度）

2時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 国際政治学＜国際政治学Ⅰ＞ 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234田代　和也

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

法学部専門教育科目

テーマ 国際政治学の基礎となる概念、理論、歴史

授業の目的及び概要
この授業では、国際政治学の基礎的な概念と理論を学びます。学習では近代以降の国際政治史を事例を取り上げ、それをどのように分析できるのか
を解説します。授業を通じて、国際政治の理解を深め、戦争、外交、貿易などに対する理解を深めます。

学修の到達目標
この科目は、国際政治学の領域で、各自が関心を持ったテーマについて調査を行い、その成果をレポートにまとめることができることを目標とします。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
コメントシートを翌週の授業で紹介し、質問への回答や補足の説明を実施します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

理論を学ぶだけでなく、具体的な歴史上の実例に当てはめて、それを活用できるようになることが重要です。複雑な事象からどのような因果を推論する
ことができるのかを常に意識して受講して頂ければと思います。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

080

00020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

なし

参考書

ジョセフ・S・ナイ・ジュニア、デイヴィッド・A・ウェルチ『国際紛争』原書第10版、有斐閣、2017年

なし

4641149178

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 国際政治学とは何か、どのように発達してきたのかを学説史を中心に
解説します。第一次世界大戦以降の国際政治史の流れについても解
説します。

【事前学修】Learning Portalの配布資料と用語解説を前
もって確認してください。（2時間）。
【事後学修】配布資料と用語解説を読み返し、自分が取り
組みたいテーマの候補を考えてください（2時間）

4時間対面

第2回 国際政治の無政府性を解説し、リアリズムの理論を概観した上で、第一
次世界大戦、第二次世界大戦の原因を考察します。勢力均衡の安定
性が各国の勢力関係で左右されることを理解することが目標です。

【事前学修】Learning Portalの配布資料と用語解説を前
もって確認してください。（2時間）。
【事後学修】配布資料を読み返し、自分のテーマに関して
調査を続けてください（2時間）。

4時間対面

第3回 国際政治における国際法、制度、規範の役割を解説した上で、リベラリ
ズムとコンストラクティビズムの理論を概観し、戦間期の国際連盟と、戦
後の国際連合の役割を考察します。国際秩序の維持における規範の
意義と限界を理解することが目標です。

【事前学修】Learning Portalの配布資料と用語解説を前
もって確認してください。（2時間）。
【事後学修】配布資料を読み返し、自分のテーマに関して
調査を続けてください（2時間）。

4時間対面

第4回 国際政治と国際経済との関係を解説し、国際政治経済学の理論を概観
した上で、経済的相互依存と戦争の関係を第一次世界大戦と冷戦の事
例で考察します。貿易と戦争にどのような相互関係があるのかを理解
することが目標です。

【事前学修】Learning Portalの配布資料と用語解説を前
もって確認してください。（2時間）。
【事後学修】配布資料を読み返し、自分のテーマに関して
調査を続けてください（2時間）。

4時間対面

第5回 国際政治と国内政治の関係を解説し、民主的平和論と対外政策分析
の議論を概観した上で、第一次世界大戦におけるドイツと、第二次世界
大戦における日本の事例を考察します。一見すると非合理に見える対
外政策が国内の要因から選択される場合があることを理解することが
目標です。

【事前学修】Learning Portalの配布資料と用語解説を前
もって確認してください。（2時間）。
【事後学修】配布資料を読み返し、研究ノートの作成を開
始してください（2時間）。

4時間対面

第6回 第一次世界大戦、第二次世界大戦におけるドイツの外交と戦略を概観
し、国際政治学の理論で、その政策をどのように説明できるのかを考察
します。

【事前学修】Learning Portalの配布資料と用語解説を前
もって確認してください。（2時間）。
【事後学修】配布資料を読み返し、研究ノートの作成を続
けてください（2時間）。

4時間対面
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第7回 第一次世界大戦、第二次世界大戦におけるイギリスの外交と戦略を概
観し、国際政治学の理論で、その政策をどのように説明できるのかを考
察します。

【事前学修】Learning Portalの配布資料と用語解説を前
もって確認してください。（2時間）。
【事後学修】配布資料を読み返し、研究ノートの作成を続
けてください（2時間）。

4時間対面

第8回 第一次世界大戦、第二次世界大戦におけるオーストリアの外交と戦略
を概観し、国際政治学の理論で、その政策をどのように説明できるのか
を考察します。

【事前学修】Learning Portalの配布資料と用語解説を前
もって確認してください。（2時間）。
【事後学修】配布資料を読み返し、研究ノートの作成を続
けてください（2時間）。

4時間対面

第9回 期末の試験に向けた課題レポートの作成方法について動画教材で解
説します。どのような構成をとればよいのか、どのような内容を盛り込め
ばよいのかを述べます。

【事前学修】Learning Portalの配布資料と用語解説を前
もって確認してください。（2時間）。
【事後学修】配布資料と動画教材を再確認し、レポートの
作成を始めてください。添削希望の方は中間成果報告を
準備してください（2時間）。

4時間オンデマンド

第10回 第一次世界大戦、第二次世界大戦におけるロシア（ソ連）の外交と戦略
を概観し、国際政治学の理論で、その政策をどのように説明できるのか
を考察します。

【事前学修】Learning Portalの配布資料と用語解説を前
もって確認してください。（2時間）。
【事後学修】配布資料を再確認し、レポートの作成を始め
てください（2時間）。

4時間対面

第11回 第一次世界大戦、第二次世界大戦におけるフランスの外交と戦略を概
観し、国際政治学の理論で、その政策をどのように説明できるのかを考
察します。

【事前学修】Learning Portalの配布資料と用語解説を前
もって確認してください。（2時間）。
【事後学修】配布資料を再確認し、レポートの作成を始め
てください（2時間）。

4時間対面

第12回 第一次世界大戦、第二次世界大戦におけるオスマン・トルコの外交と戦
略を概観し、国際政治学の理論で、その政策をどのように説明できるの
かを考察します。

【事前学修】Learning Portalの配布資料と用語解説を前
もって確認してください。（2時間）。
【事後学修】配布資料を再確認し、レポートの作成を始め
てください（2時間）。

4時間対面

第13回 第一次世界大戦、第二次世界大戦における日本の外交と戦略を概観
し、国際政治学の理論で、その政策をどのように説明できるのかを考察
します。

【事前学修】Learning Portalの配布資料と用語解説を前
もって確認してください。（2時間）。
【事後学修】配布資料を再確認し、レポートの作成を始め
てください（2時間）。

4時間対面

第14回 第一次世界大戦、第二次世界大戦におけるアメリカの外交と戦略を概
観し、国際政治学の理論で、その政策をどのように説明できるのかを考
察します。

【事前学修】Learning Portalの配布資料と用語解説を前
もって確認してください。（2時間）。
【事後学修】配布資料を再確認し、レポートの作成を始め
てください（2時間）。

4時間対面

第15回 全体の総括を行った上で、国際政治学の意義や課題について考察しま
す。現代の国際情勢を理解する上で、どのような価値があるのかを討
議します。

【事前学修】Learning Portalの配布資料と用語解説を前
もって確認してください。（2時間）。
【事後学修】レポートを仕上げ、提出に向けた準備を完成
させてください（2時間）。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 国際関係史＜国際関係史Ⅰ＞ 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234矢野　哲也

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

法学部専門教育科目

テーマ これからの国際情勢を考える手掛かりとして

授業の目的及び概要
今日の国際社会が抱える諸問題は、いずれにおいても過去にその原因を求めることができます。つまり歴史とは現在と過去との対話と言われるように、
私たちが直面する課題を解決する手掛かりとなります。このことを踏まえ、授業では今日の国際政治の枠組みが形成されたウェストファリア体制以降の
国際関係の歴史を振り返り、それぞれの時代が現代といかに深く結びついているかということを理解するとともに、現代の国際問題を解決するための手
掛かりを探っていきたいと思います。なおこの際、政治指導者（層）と大衆の力関係という視点から一貫性のある授業を行いたいと思います。

学修の到達目標
自由、平等、民主主義などの価値原理を基礎とする、法学を中心とする高度な専門知識を体系的に理解している。そのほか、現代社会の諸課題を理解
し、法的知識・技能をもとにして、多様な価値観や利害関係に適した解決策を考える力を身につけるとともに、論理的な法的思考力と豊かな表現力とと
もに、情報、数理、英語等の汎用的技能を修得し、社会科学を中心とした幅広い教養を身につけている。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
コメントペーパーを翌週の授業で紹介し、質問への回答や補足説明を行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

授業では従来の定説にとらわれない創造的な発想や意見を重視したいと思います。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0500

003020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

特にテキストは使用しません。

参考書

－
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ・参考書に挙げたE.H.カー及びマルクス、エンゲルスの著作を手掛かり
に国際関係の歴史を考える
・国際関係史Ⅰ（近代以降の諸外国の外交関係史）を学ぶ目的
・国際関係史Ⅰの学び方

【予習】授業前に、本シラバスをよく読んで、授業の内容を
確認・理解するとともに、近代以降の世界史を概観した上
で授業に参加して下さい。
【復習】授業後に、次回の授業テーマ（ウェストファリア体
制と現代）について、インターネット等を通じて予習して下
さい。

4時間対面

第2回 ウェストファリア体制と現代－近代国際外交の出発点 【予習】授業前に、高校の世界史教科書やインターネット
を通じ、ウェストファリア体制について各自で調べて予習し
て下さい。
【復習】授業後に、授業で配布したレジュメを読み、授業の
テーマについて関心を抱いた事柄について各自で調べる
等復習して下さい。

4時間オンデマンド

第3回 産業革命と現代－技術と国際政治の問題 【予習】授業前に、高校の世界史教科書やインターネット
を通じ、産業革命について各自で調べて予習して下さい。
【復習】授業後に、授業で配布したレジュメを読み、授業の
テーマについて関心を抱いた事柄について各自で調べる
等復習して下さい。

4時間対面

第4回 帝国主義と現代－資本主義と植民地の問題 【予習】授業前に、高校の世界史教科書やインターネット
を通じ、帝国主義について各自で調べて予習して下さい。
【復習】授業後に、授業で配布したレジュメを読み、授業の
テーマについて関心を抱いた事柄について各自で調べる
等復習して下さい。

4時間対面
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第5回 第１次世界大戦と現代－戦争と革命の問題 【予習】授業前に、高校の世界史教科書やインターネット
を通じ、第１次世界大戦とロシア革命について各自で調べ
て予習して下さい。
【復習】授業後に、授業で配布したレジュメを読み、授業の
テーマについて関心を抱いた事柄について各自で調べる
等復習して下さい。

4時間対面

第6回 ファシズム、ナチズム、コミュニズムと現代－理想主義的国際協調体制
の挫折

【予習】授業前に、高校の世界史教科書やインターネット
を通じ、ファシズム、ナチズム及びコミュニズムについて各
自で調べて予習して下さい。
【復習】授業後に、授業で配布したレジュメを読み、授業の
テーマについて関心を抱いた事柄について各自で調べる
等復習して下さい。

4時間対面

第7回 第２次世界大戦と現代－現実主義的国際協調体制の出発点 【予習】授業前に、高校の世界史教科書やインターネット
を通じ、第２次世界大戦について各自で調べて予習して下
さい。
【復習】授業後に、授業で配布したレジュメを読み、授業の
テーマについて関心を抱いた事柄について各自で調べる
等復習して下さい。

4時間対面

第8回 米ソ冷戦と現代－超大国外交の展開 【予習】授業前に、高校の世界史教科書やインターネット
を通じ、冷戦及び核兵器について各自で調べて予習して
下さい。
【復習】授業後に、授業で配布したレジュメを読み、授業の
テーマについて関心を抱いた事柄について各自で調べる
等復習して下さい。

4時間対面

第9回 朝鮮戦争と現代－現代アジア情勢の原型⑴ 【予習】授業前に、高校の世界史教科書やインターネット
を通じ、朝鮮戦争について各自で調べて予習して下さい。
【復習】授業後に、授業で配布したレジュメを読み、授業の
テーマについて関心を抱いた事柄について各自で調べる
等復習して下さい。

4時間対面

第10回 ヴェトナム戦争と現代－現代アジア情勢の原型⑵ 【予習】授業前に、高校の世界史教科書やインターネット
を通じ、ヴェトナム戦争について各自で調べて予習して下
さい。
【復習】授業後に、授業で配布したレジュメを読み、授業の
テーマについて関心を抱いた事柄について各自で調べる
等復習して下さい。

4時間対面

第11回 中東戦争と現代－現代中東情勢の原型⑴ 【予習】授業前に、高校の世界史教科書やインターネット
を通じ、中東戦争について各自で調べて予習して下さい。
【復習】授業後に、授業で配布したレジュメを読み、授業の
テーマについて関心を抱いた事柄について各自で調べる
等復習して下さい。

4時間対面

第12回 イスラム革命と現代－現代中東情勢の原型⑵ 【予習】授業前に、高校の世界史教科書やインターネット
を通じ、イスラム革命について各自で調べて予習して下さ
い。
【復習】授業後に、授業で配布したレジュメを読み、授業の
テーマについて関心を抱いた事柄について各自で調べる
等復習して下さい。

4時間対面

第13回 冷戦後の世界と現代－インターネット革命の影響とその問題 【予習】授業前に、高校の世界史教科書やインターネット
を通じ、インターネットの誕生とその影響力の大きさについ
て各自で調べて予習して下さい。
【復習】授業後に、授業で配布したレジュメを読み、授業の
テーマについて関心を抱いた事柄について各自で調べる
等復習して下さい。

4時間対面

第14回 9/11テロと現代－対テロ戦争時代の始まり 【予習】授業前に、高校の世界史教科書やインターネット
を通じ、9/11テロについて各自で調べて予習して下さい。
【復習】授業後に、授業で配布したレジュメを読み、授業の
テーマについて関心を抱いた事柄について各自で調べる
等復習して下さい。

4時間対面

第15回 これからの国際関係と現代－授業の総括 【予習】授業前に、高校の世界史教科書やインターネット
を通じ、これからの国際社会が抱える諸問題（気候温暖
化、テロ・地域紛争、人間の安全保障、人工知能など）に
ついて各自で調べて予習して下さい。
【復習】授業後に、授業で配布したレジュメを読み、授業の
テーマに対する自らの考えをまとめて下さい。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 政治制度論＜政治制度論Ⅰ＞ 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

34長澤　高明

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

法学部専門教育科目

テーマ 政治制度の類型とその運用の比較

授業の目的及び概要
さまざまな政治制度の特徴を理解することで日本の政治制度の特徴も理解できるようになる。なぜ現在は単なる議会制ではなく議会制民主主義という
のか。各国の選挙制度はかなり異なるが、その基本には共通する点が多いのはなぜか。大統領職のある国でも国によってその権限が異なるのはなぜ
か。それらがわかれば、世界各国のニュースを見ても理解が深まるはずである。
様々な制度を比較しながら、視野を広げていってほしい。

学修の到達目標
政治制度に関する概念をしっかり把握できるようになる。それらについて自分の見解を持てるようになる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
コメントシートを適宜書いてもらい、授業改善に役立てる。小テストは採点し、返却時に解説する。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

制度論は一見退屈そうに見えるが、そこは私の外国での体験を紹介しつつ、面白い話もするので、履修者は具体的な事柄がイメージできるようになる
はずである。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0060

003010

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは使用しません。毎回、レジュメを用意します。レジュメは、ラーニングポータルにアップします。

参考書

適宜、紹介します。

テキストは使用しません。
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 講義の概要・到達目標・講義方法についてのガイダンスを行う。この回
の後半で、政治文化や政治意識についても概説する。

授業後に今回配付のレジュメを読み直しておくこと。でき
ればポイントを自分で整理しておくこと。
なお、小テストは3回行なう予定（5回目の講義時。9回目
の講義時。13回目の講義時）。
レポート試験は1500字程度のものを定期試験期間中に2
本提出してもらうので、復習に時間をかけてほしい。詳し
い内容は追って知らせる。

4時間対面

第2回 近代政治制度の歴史と体系について。ポリスから国民国家への発展。
国民国家と主権国家の相違。
この回のみ、オンデマンドで実施する。詳細は初回講義時に連絡する。

授業後に今回配付のレジュメを読み直しておくこと。特に
国民国家と主権国家のところ。講義内容をレジュメに書き
込んでノートにすること。

4時間オンデマンド

第3回 国家とはなにかについて。国家類型と国家形態の違い。政治支配の類
型について。

授業後に今回配付のレジュメを読み直しておくこと。特に
国家形態のところ。講義内容をレジュメに書き込んでノート
にすること。

4時間対面

第4回 議会制民主主義とその歴史について。近代と現代の国家像の違い。消
極的国家と積極的国家の違い。

授業後に今回配付のレジュメを読み直しておくこと。特に
議会制の発展のところ。講義内容をレジュメに書き込んで
ノートにすること。

6時間対面

第5回 民主主義的諸制度の比較と政党制。政党の分類と政権の類型。 授業後に今回配付のレジュメを読み直しておくこと。特に
国家形態と政党の類型を関連させて理解すること。講義
内容をレジュメに書き込んでノートにすること。

4時間対面

第6回 議院内閣制の特徴。日本、イギリス、ドイツの比較。 授業後に今回配付のレジュメを読み直しておくこと。特に
議院内閣制の特徴のところ。講義内容をレジュメに書き込
んでノートにすること。

4時間対面
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第7回 大統領制の諸形態とその特徴。フランス、アメリカの特徴。 授業後に今回配付のレジュメを読み直しておくこと。特に
大統領制の形態のところ。講義内容をレジュメに書き込ん
でノートにすること。

4時間対面

第8回 二院制と一院制。その特徴と歴史。二院制をめぐる議論と二院制の意
味。

授業後に今回配付のレジュメを読み直しておくこと。特に
二院制を採用する理由のところ。講義内容をレジュメに書
き込んでノートにすること。

6時間対面

第9回 さまざまな選挙制度について。その特徴の比較。小選挙区制。大選挙
区制。比例代表制。議席確定方式など。

授業後に今回配付のレジュメを読み直しておくこと。とくに
選挙制度の類型は完全にマスターしておくこと。講義内容
をレジュメに書き込んでノートにすること。

4時間対面

第10回 日本の選挙制度について。衆議院議員選挙と参議院議員選挙の仕組
み。選挙区とブロック。ドント式。

授業後に今回配付のレジュメを読み直しておくこと。選挙
の仕組みのところをマスターしておくこと。講義内容をレ
ジュメに書き込んでノートにすること。

4時間対面

第11回 現代の君主制の諸形態について。立憲君主制、専制君主制。君主制を
めぐる議論の紹介。

授業後に今回配付のレジュメを読み直しておくこと。特に
君主制を採用している国家の歴史的背景のところ。講義
内容をレジュメに書き込んでノートにすること。

4時間対面

第12回 独裁の政治制度について。独裁の意味。古典的独裁と現代の独裁の
違い。

授業後に今回配付のレジュメを読み直しておくこと。特に
現代の独裁のところ。講義内容をレジュメに書き込んで
ノートにすること。

6時間対面

第13回 独裁の政治制度の続き。二十世紀の独裁体制。イタリア、ドイツ、ソ連
各国の比較。

授業後に今回配付のレジュメを読み直しておくこと。特に
各国の相違についてのところ。講義内容をレジュメに書き
込んでノートにすること。

4時間対面

第14回 ファシズムとは何か。心理学的アプローチと社会学的アプローチ、政治
学的アプローチ。制度論とは少し異なる視角からのアプローチの紹介。

授業後に今回配付のレジュメを読み直しておくこと。特に
政治学的アプローチのところ。講義内容をレジュメに書き
込んでノートにすること。

4時間対面

第15回 第1回から第14回までのポイントを整理・解説し、基礎知識が身につい
ているか確認します。

総復習です。今まで習った概念を整理しておきましょう。 4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 政治制度論＜政治制度論Ⅰ＞ 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

34長澤　高明

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

法学部専門教育科目

テーマ 政治制度の類型とその運用の比較

授業の目的及び概要
さまざまな政治制度の特徴を理解することで日本の政治制度の特徴も理解できるようになる。なぜ現在は単なる議会制ではなく議会制民主主義という
のか。各国の選挙制度はかなり異なるが、その基本には共通する点が多いのはなぜか。大統領職のある国でも国によってその権限が異なるのはなぜ
か。それらがわかれば、世界各国のニュースを見ても理解が深まるはずである。
様々な制度を比較しながら、視野を広げていってほしい。

学修の到達目標
政治制度に関する概念をしっかり把握できるようになる。それらについて自分の見解を持てるようになる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
コメントシートを適宜書いてもらい、授業改善に役立てる。小テストは採点し、返却時に解説する。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

制度論は一見退屈そうに見えるが、そこは私の外国での体験を紹介しつつ、面白い話もするので、履修者は具体的な事柄がイメージできるようになる
はずである。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0600

003010

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは使用しません。毎回、レジュメを用意します。レジュメは、ラーニングポータルにアップします。

参考書

適宜、紹介します。

テキストは使用しません。
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 講義の概要・到達目標・講義方法についてのガイダンスを行う。この回
の後半で、政治文化や政治意識についても概説する。

授業後に今回配付のレジュメを読み直しておくこと。でき
ればポイントを自分で整理しておくこと。
なお、小テストは3回行なう予定（5回目の講義時。9回目
の講義時。13回目の講義時）。
レポート試験は1500字程度のものを定期試験期間中に2
本提出してもらうので、復習に時間をかけてほしい。詳し
い内容は追って知らせる。

4時間対面

第2回 近代政治制度の歴史と体系について。ポリスから国民国家への発展。
国民国家と主権国家の相違。
この回のみ、オンデマンドで実施する。詳細は初回講義時に連絡する。

授業後に今回配付のレジュメを読み直しておくこと。特に
国民国家と主権国家のところ。講義内容をレジュメに書き
込んでノートにすること。

4時間オンデマンド

第3回 国家とはなにかについて。国家類型と国家形態の違い。政治支配の類
型について。

授業後に今回配付のレジュメを読み直しておくこと。特に
国家形態のところ。講義内容をレジュメに書き込んでノート
にすること。

4時間対面

第4回 議会制民主主義とその歴史について。近代と現代の国家像の違い。消
極的国家と積極的国家の違い。

授業後に今回配付のレジュメを読み直しておくこと。特に
議会制の発展のところ。講義内容をレジュメに書き込んで
ノートにすること。

6時間対面

第5回 民主主義的諸制度の比較と政党制。政党の分類と政権の類型。 授業後に今回配付のレジュメを読み直しておくこと。特に
国家形態と政党の類型を関連させて理解すること。講義
内容をレジュメに書き込んでノートにすること。

4時間対面

第6回 議院内閣制の特徴。日本、イギリス、ドイツの比較。 授業後に今回配付のレジュメを読み直しておくこと。特に
議院内閣制の特徴のところ。講義内容をレジュメに書き込
んでノートにすること。

4時間対面
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第7回 大統領制の諸形態とその特徴。フランス、アメリカの特徴。 授業後に今回配付のレジュメを読み直しておくこと。特に
大統領制の形態のところ。講義内容をレジュメに書き込ん
でノートにすること。

4時間対面

第8回 二院制と一院制。その特徴と歴史。二院制をめぐる議論と二院制の意
味。

授業後に今回配付のレジュメを読み直しておくこと。特に
二院制を採用する理由のところ。講義内容をレジュメに書
き込んでノートにすること。

6時間対面

第9回 さまざまな選挙制度について。その特徴の比較。小選挙区制。大選挙
区制。比例代表制。議席確定方式など。

授業後に今回配付のレジュメを読み直しておくこと。とくに
選挙制度の類型は完全にマスターしておくこと。講義内容
をレジュメに書き込んでノートにすること。

4時間対面

第10回 日本の選挙制度について。衆議院議員選挙と参議院議員選挙の仕組
み。選挙区とブロック。ドント式。

授業後に今回配付のレジュメを読み直しておくこと。選挙
の仕組みのところをマスターしておくこと。講義内容をレ
ジュメに書き込んでノートにすること。

4時間対面

第11回 現代の君主制の諸形態について。立憲君主制、専制君主制。君主制を
めぐる議論の紹介。

授業後に今回配付のレジュメを読み直しておくこと。特に
君主制を採用している国家の歴史的背景のところ。講義
内容をレジュメに書き込んでノートにすること。

4時間対面

第12回 独裁の政治制度について。独裁の意味。古典的独裁と現代の独裁の
違い。

授業後に今回配付のレジュメを読み直しておくこと。特に
現代の独裁のところ。講義内容をレジュメに書き込んで
ノートにすること。

6時間対面

第13回 独裁の政治制度の続き。二十世紀の独裁体制。イタリア、ドイツ、ソ連
各国の比較。

授業後に今回配付のレジュメを読み直しておくこと。特に
各国の相違についてのところ。講義内容をレジュメに書き
込んでノートにすること。

4時間対面

第14回 ファシズムとは何か。心理学的アプローチと社会学的アプローチ、政治
学的アプローチ。制度論とは少し異なる視角からのアプローチの紹介。

授業後に今回配付のレジュメを読み直しておくこと。特に
政治学的アプローチのところ。講義内容をレジュメに書き
込んでノートにすること。

4時間対面

第15回 第1回から第14回までのポイントを整理・解説し、基礎知識が身につい
ているか確認します。

総復習です。今まで習った概念を整理しておきましょう。 4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 比較政治学＜比較政治学Ⅰ＞ 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

34矢野　哲也

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

法学部専門教育科目

テーマ これからの日本の政治と外交を考える手掛かりとして

授業の目的及び概要
明治の日本は、今後の国の進むべき方向を探るため、欧米諸国に使節団を派遣し、その成果を後の政治や外交に活かしました。そして、今また世界は
混沌としたポスト真実の時代に入り、日本も進むべき方向を模索しています。このような中で、世界の主な国々の政治や外交（大統領によるリーダー
シップ重視型あるいは議会における合意重視型など）を学ぶことは、明日の日本を考える手掛かりとなることでしょう。

学修の到達目標
現代社会の諸課題に積極的に取り組む市民として、他者と協調・協働できる能力を身につけている。あわせて、自由、平等、民主主義などの価値原理
を基礎とする、法学を中心とする高度な専門知識を体系的に理解するとともに、現代社会の諸課題を理解し、法的知識・技能をもとにして、多様な価値
観や利害関係に適した解決策を考える力を身につけている。そのほか、論理的な法的思考力と豊かな表現力とともに、情報、数理、英語等の汎用的技
能を修得し、社会科学を中心とした幅広い教養を身につけている。

授業の方法
この科目は遠隔授業で行われます。詳細についてはLearning Portalを確認してください。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
随時メールによる質問や意見を受付け、その都度メールにて回答や説明を行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

授業では従来の定説にとらわれない創造的な発想や意見を重視したいと思います。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0050

003020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

特にテキストはありません。

参考書

国会図書館刊行物『レファレンス』『外国の立法』など（インターネットで検索して下さい。）

－
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ・授業ガイダンス
・比較政治学を学ぶ目的
・インターネットを通じた資料の調査研究方法

【予習】授業前に、本シラバスを熟読・理解するとともに、
外務省やJETROのホームページを通じて世界の国々の
概況を理解した上で授業に参加して下さい。
【復習】授業後に、次回の授業のテーマ（アメリカの風土と
歴史など）に関する予習を各自で行って下さい。

4時間オンデマンド

第2回 ・アメリカの歴史と風土
・アメリカの政治と経済のしくみ

【予習】授業前に、アメリカン・センターのHPにアクセスし、
「米国の歴史・政治・憲法」の概要について予習して下さ
い。
【復習】授業後に、授業で配布した「アメリカの歴史と風土
など」に関するレジュメを読んで復習して下さい。

4時間オンデマンド

第3回 アメリカの外交・防衛のしくみ 【予習】授業前に、外務省HPの「国・地域～米国」及び防
衛省HPの『防衛白書～米国の国防政策』を読み、米国の
外交・安全保障について予習して下さい。
【復習】授業後に、授業で配布した「アメリカの外交・防衛
のしくみ」に関するレジュメを読んで復習して下さい。

4時間オンデマンド

第4回 ・ロシアの歴史と風土
・ロシアの政治と経済のしくみ

【予習】授業前に、外務省HPの「国・地域～ロシア」にアク
セスし、ロシアの政治・経済の概要について予習して下さ
い。
【復習】授業後に、授業で配布した「ロシアの歴史と風土な
ど」に関するレジュメを読んで復習して下さい。

4時間オンデマンド

第5回 ロシアの外交・防衛のしくみ 【予習】授業前に、外務省HPの「国・地域～ロシア」及び防
衛省HPの『防衛白書～ロシアの国防政策』を読み、ロシア
の外交・安全保障について予習して下さい。
【復習】授業後に、授業で配布した「ロシアの外交・防衛の
しくみ」に関するレジュメを読んで復習して下さい。

4時間オンデマンド
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第6回 ・中国の歴史と風土
・中国の政治と経済のしくみ

【予習】授業前に、外務省HPの「国・地域～中国」にアクセ
スし、中国の政治・経済の概要について予習して下さい。
【復習】授業後に、授業で配布した「中国の歴史と風土な
ど」に関するレジュメを読んで復習して下さい。

4時間オンデマンド

第7回 中国の外交・防衛のしくみ 【予習】授業前に、外務省HPの「国・地域～中国」及び防
衛省HPの『防衛白書～中国の国防政策』を読み、中国の
外交・安全保障について予習して下さい。
【復習】授業後に、授業で配布した「中国の外交・防衛のし
くみ」に関するレジュメを読んで復習して下さい。

4時間オンデマンド

第8回 イギリスの政治・経済と外交・防衛のしくみ 【予習】授業前に、外務省HPの「国・地域～英国」を閲覧
し、英国の政治・経済及び外交・安全保障について予習し
て下さい。
【復習】授業後に、授業で配布した「イギリスの政治・経済
と外交・防衛のしくみ」に関するレジュメを読んで復習して
下さい。

4時間オンデマンド

第9回 フランスの政治・経済と外交・防衛のしくみ 【予習】授業前に、外務省HPの「国・地域～フランス」を閲
覧し、フランスの政治・経済及び外交・安全保障について
予習して下さい。
【復習】授業後に、授業で配布した「フランスの政治・経済
と外交・防衛のしくみ」に関するレジュメを読んで復習して
下さい。

4時間オンデマンド

第10回 ドイツの政治・経済と外交・防衛のしくみ 【予習】授業前に、外務省HPの「国・地域～ドイツ」を閲覧
し、ドイツの政治・経済及び外交・安全保障について予習
して下さい。
【復習】授業後に、授業で配布した「ドイツの政治・経済と
外交・防衛のしくみ」に関するレジュメを読んで復習して下
さい。

4時間オンデマンド

第11回 EUの政治・経済と外交・防衛のしくみ 【予習】授業前に、外務省HPの「国・地域～欧州連合」及
び防衛省HPの『防衛白書～EU・NATO関連部分』を読み、
EUの政治・経済及び外交・安全保障について予習して下
さい。
【復習】授業後に、授業で配布した「EUの政治・経済と外
交・防衛のしくみ」に関するレジュメを読んで復習して下さ
い。

4時間オンデマンド

第12回 中東・南アジア諸国の政治と外交・防衛のしくみ 【予習】授業前に、外務省HPの「国・地域～中東・南アジア
諸国」及び防衛省HPの『防衛白書～中東・南アジア地域』
を読み、中東・南アジア諸国の政治・経済及び外交・安全
保障について予習して下さい。
【復習】授業後に、授業で配布した「中東・南アジア諸国の
政治・経済と外交・防衛のしくみ」に関するレジュメを読ん
で復習して下さい。

4時間オンデマンド

第13回 アフリカ諸国の政治・経済と外交・防衛のしくみ 【予習】授業前に、外務省HPの「国・地域～アフリカ諸国」
及び防衛省HPの『版防衛白書～アフリカ関連部分』を読
み、アフリカ諸国の政治・経済及び外交・安全保障につい
て予習して下さい。
【復習】授業後に、授業で配布した「アフリカ諸国の政治・
経済と外交・防衛のしくみ」に関するレジュメを読んで復習
して下さい。

4時間オンデマンド

第14回 アセアン諸国の政治・経済と外交・防衛のしくみ 【予習】授業前に、外務省HPの「国・地域～アセアン」及び
防衛省HPの『防衛白書～東南アジア関連部分』を読み、
アセアン諸国の政治・経済及び外交・安全保障について
予習して下さい。
【復習】授業後に、授業で配布した「アセアン諸国の政治・
経済と外交・防衛のしくみ」に関するレジュメを読んで復習
して下さい。

4時間オンデマンド

第15回 ・オセアニア諸国の政治・経済と外交・防衛のしくみ 【予習】授業前に、外務省HPの「国・地域～オセアニア」及
び防衛省HPの『防衛白書～豪州関連部分』を読み、アセ
アン諸国の政治・経済及び外交・安全保障について予習
して下さい。
【復習】授業後に、授業で配布した「オセアニア諸国の政
治・経済と外交・防衛のしくみ」に関するレジュメを読んで
復習して下さい。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 地方自治論＜２１世紀日本の議会と行政＞ 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234西脇　邦雄、伍　躍

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

法学部専門教育科目

テーマ 地方自治体の仕事について理解を深め、市民として地方自治のあり方を主体的に考える力を身につける

授業の目的及び概要
21世紀の地方自治体では地方分権改革や平成の大合併を経て、
公共サービスの担い手が民間にシフトするとともに、人口減少社会にどのように向き合うかが大きなテーマである。
この授業は公務員コースの推奨科目として、地方自治体と地方議会の機能と役割を中心的に学修する。
また関連する税制や入管行政などの分野も取り上げる。
ゲストスピーカーは、大阪府、大阪市、入管行政の元幹部、現職の地方議員であり、
地方自治体が直面する課題を理解し、住民自治を担う市民として主体的に考える力を身につける。

学修の到達目標
1本授業を通じて、政治や選挙に関する知識や関心を高めるだけでなく、身近な課題を主体的に考える力を養成する。
2将来、公務員を目指す際には、国と地方の行政組織の仕組み、人口減少社会やまちづくりなど政策課題への理解を深めることができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
1 アンケート機能での質問やコメントについてフィードバックを行う。
2小テストの解答について、終了後に講評を行う。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／フィールドワーク、学外見学、体験学習

本科目の担当教員は、大阪府議会議員を16年務めた経験を有する。府議会議員として、自治体における日中友好、日華友好、日韓友好（韓国大使表
彰）、日ロ友好、日本モンゴル友好活動に取り組んできた。本科目では、これらの経験を活かしながら、地方自治と国際協力について、具体事例を交え
ながら、実践的な教育を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

「日本の政治」政治学入門、公務員特別演習と合わせて受講し、問題意識を発展させてほしい。
時事問題に注意を払い、同時代に起きている様々な社会問題に対して興味関心を持ちながら、授業に臨んでもらいたい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0400

001050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

特に指定しない

参考書

①「政治学の第一歩」　砂原庸介　有斐閣　2015年
②「地方自治論　２つの自律性のはざまで」北村亘　有斐閣　2017年
③「大阪都構想の対案」西脇邦雄　晃洋書房　2019年
④「これからの地方自治の教科書」大森彌　大杉覚　第一法規

なし

①978-4-641-15025-6
②978-4-641-15048-5
③978-4-771-03138-8
④978-4-474-07699-0

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 授業の趣旨説明　暮らしに身近な地方自治体の活動
担当：西脇　伍　躍

復習：住民になる意味、相談サービス、生活インフラ、防
災などに関する資料を復習すること（２時間）
予習：シラバスを読むこと、また日本国憲法の国会、内
閣、地方自治の各章を読むこと（２時間）

4時間対面

第2回 地方自治の仕組みー首長、地方議会、住民自治、条例制定など
担当：西脇

予習：総務省のHPから地方自治の歴史について概観する
こと（２時間）
復習：教材から地方自治の仕組みについて理解すること
（２時間）

4時間対面

第3回 八尾市及び八尾市議会の見学
担当：西脇、伍　躍

復習：地方自治法の第6章議会7章執行機関について復
習しておくこと（２時間）
予習：八尾市のHPから地域の課題や市議会の仕組みを
予習すること（２時間）

4時間対面

第4回 新型コロナ感染症と地方自治体
【ゲストスピーカーによる講演】新型コロナ感染症に対する地方自治体
の対応や課題について、ゲストスピーカーによる授業を行う。
担当：伍躍

復習：教材の資料を利用して大阪市の感染対策や現場の
課題について復習しておくこと（２時間）
予習：新型インフルエンザ等特別措置法について条文を
読み理解する（２時間）

4時間対面

第5回 子どもの貧困など教育行政の現状と課題
【ゲストスピーカーによる講演】人口減少の中での小中学校を中心とし
た教育の課題についてゲストスピーカーによる授業を行う。
担当：伍躍

予習：子どもの貧困についての法律、教育委員会の仕組
みについて文科省HPを見て予習しておくこと（２時間）
復習：ゲストの教材から大阪市の課題について理解する
こと（２時間）

4時間対面
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第6回 住民参加のまちづくり
[ゲストスピーカーによる講演】地域住民と共に活躍するスーパー公務
員と言われる最近の公務員像にふれ、
最新の住民参加のまちづくりをゲストスピーカーが授業を行う。
担当：伍躍

復習：住民参加のまちづくりについて資料を読むこと（２時
間）
予習：地方自治法第2章住民の項目を読むこと（２時間）

4時間対面

第7回 税務行政について：日本の税制、地方税の仕組み
担当：伍躍

復習：日本の税制、特に地方税の仕組みについての資料
を読むこと（２時間）
予習：所得税、法人税、日本の税制について財務省HPを
見て調べること（２時間）

4時間対面

第8回 地方自治の仕組み　
[ゲストスピーカーによる講演】
中央と地方、府県の役割と市町村、大都市制度、公務員の種類につい
てゲストスピーカーが授業を行う。
担当：西脇

復習：地方自治の仕組みについて教材資料を読むこと（２
時間）
予習：地方自治法第11章国と地方の関係、第12章大都市
に関する特例の項目を読むこと（２時間）

4時間対面

第9回 地方財政の仕組みと課題
[ゲストスピーカーによる講演】
地方交付税など地方自治体の財政制度についてゲストスピーカーが授
業を行う。
担当：西脇

復習：地方財政の仕組みの資料を読むこと（２時間）
予習：地方自治法第9章財政章を読むこと（２時間）

4時間対面

第10回 人口減少社会と地方自治体の課題
[ゲストスピーカーによる講演】
人口減少社会の現状と地方創生や少子化対策の課題についてゲスト
スピーカーが授業を行う。
担当：西脇

復習：人口減少社会の教材資料を読むこと（２時間）
予習：総務省HPから2040問題研究会の資料を読み課題
について考えること（２時間）

4時間対面

第11回 18才選挙権及び地方自治体に関する内容の中間まとめ（オンデマンド）
担当：西脇

復習：ゲスト講師の資料を読み地方自治の仕組みについ
て基本的な理解を得ること（２時間）
予習：18才成人への民法改正や選挙権など主権者として
の義務と権利を考えること（２時間）

4時間オンデマンド

第12回 入国管理行政について
[ゲストスピーカーによる講演 ]新型コロナ水際作戦の実際や、検疫など
入国管理行政の実際についてゲスト講師が授業を行う。
担当：伍　躍

復習：教材で３つの Qについて復習し、入国管理行政の
役割を理解すること（２時間）
予習：法務省の入国管理行政の HPを見て基本的な制度
を理解すること（２時間）

4時間対面

第13回 住民参加と地域共生社会の課題
[ゲストスピーカーによる講演 ]新型コロナ感染で問題となった医療、介
護、福祉の現場の課題や
政策決定への住民の参加についてゲスト講師が授業を行う。
担当：伍　躍

復習：地域共生社会とはどのような取り組みか、資料を読
むこと（2時間）
予習：地方自治法第2章住民から住民自治の仕組みを調
べること（２時間）

4時間対面

第14回 福島原発事故を考える
担当：西脇

予習：福島民報など事故の地元メディアのHPから原発事
故の経緯を読むこと（２時間）
復習：原発事故の原因究明の実際、核のゴミ廃炉問題な
とを復習し問題点を理解すること（２時間）

4時間対面

第15回 新型コロナ感染症と人権及び授業のまとめ
担当：西脇

予習：厚生労働省 HPからハンセン病の歴史や新型インフ
ルエンザ等特別措置法について調べること（２時間）
復習：特措法改正が行政罰を制定した点、知事の時短命
令、公表の法的な検討を行うこと（2時間）

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 英書講読Ⅰ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

34吉川　真理子

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

法学部専門教育科目

テーマ アメリカやイギリスにおける興味深い判例を英語で学んでみよう

授業の目的及び概要
この授業では、アメリカやイギリスにおける興味深い判例を大学生が理解できるような比較的、分かり易い英語で読み解いていきます。学生の皆さんは
これらの判例を知る事で、その国の司法判断の拠り所を学ぶ事が出来ます。また裁判について学ぶことを通して、実際にそこに暮らす人々の歴史や文
化の積み重ねを理解していきます。また、今までに学んできた単語が法律英語として使用されると大きく意味が変わります。既存の語彙知識も活用しな
がら司法英語の語彙や表現を学びましょう。また授業では、リーディングだけではなく、リスニングも行い、英語を聞き取る能力をつけることが出来ます。
ペア/グループワークの活動も取り入れ、学修内容の理解度を上げていきます。

学修の到達目標
この授業を通じて、学生は以下の事が出来るようになります。
（１）法律に関する基礎的な語彙や表現を英語で理解できる。
（２）アメリカとイギリスの判例を英語で読み、その法体系や、その背景にある歴史や文化的側面を知る。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
フィードバックは授業時間内で適宜行います。レビュークイズ等の講評を授業で行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

授業には、間違いを恐れずに積極的に参加して下さい。イギリスやアメリカで実際に行われた裁判の本物の訴状や召喚状、上訴趣意書等から一部を
抜粋したものを英語で読み解いていきます。授業では、様々な法律に関する語彙や表現を基礎的なものから体系立てじっくりと学んでいきます。学生の
皆さんは、しっかりと予習をして授業に臨んでください。授業では、積極的にペア/グループワークを取り入れ、クラス全体で学修内容の理解度を上げて
いきます。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

000

０06040

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキスト：Legal Minds15 Journeys in Law, Author: Shinichiro Torikai, Masayuki Tamaruya, Bett Cumming, 
2014, 金星堂

参考書

978-4-7647-3984-0
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 授業に関するガイダンス（教材、評価、授業の進め方について等）
 
*注意：この科目では、受講生の理解度に応じて授業を進めるため、授
業計画を変更することが有ります。

①予習　テキスト　Case 1 “Shouldn’t be That Hot” 「訴
訟社会アメリカ？ホットコーヒーやけど裁判の真実」の語
彙や表現を調べ全体を通読する。
②復習　オリエンテーションを振り返り自らの学修計画を
立てる。

4時間対面

第2回 Case 1 “Shouldn’t be That Hot” 「訴訟社会アメリカ？ホットコーヒーや
けど裁判の真実」

①予習　テキストCase 2　“Damage for a Five-Day 
Delay” 『「知らなかった」ではすまされない？！配達遅れ
で被った損害への支払い』 の語彙や表現を調べ全体を通
読する。
②復習　授業内容を振り返り確認する。

4時間対面

第3回 “Case 2 “Damage for a Five-Day Delay” 『「知らなかった」ではすまさ
れない？！配達遅れで被った損害への支払い』

①予習　テキストCase 3 “A Brand New Car (Well, 
Almost)” 「高すぎる勉強代？顧客がBMWに求めた一罰
百戒」 の語彙や表現を調べ全体を通読する。
②復習　授業内容を振り返り確認する。

4時間対面

第4回 Case 3 “A Brand New Car (Well, Almost)”「高すぎる勉強代？顧客が
BMWに求めた一罰百戒」

①予習　テキスト　Case 5 “Dangerous Driving” 「スピード
違反のドライバーと警察のカーチェイスが生んだ悲劇」の
語彙や表現を調べ全体を通読する。
②復習　授業内容を振り返り確認する。

4時間対面

第5回 Case 5 “Dangerous Driving” 「スピード違反のドライバーと警察のカー
チェイスが生んだ悲劇」

①予習　テキストCase 6 “I won’t Tell You My Source” 
「CIA工作員の身元暴露事件ー国家機密漏えいと報道の
自由」の語彙や表現を調べ全体を通読する。
②復習　授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。

4時間対面
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第6回 Case 6 “I won’t Tell You My Source” 「CIA工作員の身元暴露事件ー
国家機密漏えいと報道の自由」

①予習　テキスト　Case 7 “A Fair Trail? Choosing the 
Jury”　「なぜこんなことに？陪審員が全員女性の裁判は
こうして始まった」 の語彙や表現を調べ全体を通読する。
②復習　授業内容を振り返り確認する。

4時間対面

第7回 Case 7 “A Fair Trail? Choosing the Jury”　「なぜこんなことに？陪審員
が全員女性の裁判はこうして始まった」

①予習　中間レビュークイズに向けた学修を行う。
②復習　授業内容を振り返り確認する。

4時間対面

第8回 中間レビュークイズ ①予習　Case ８ “Objection, Your Honor!” 「プロに徹して
公平に裁けるかー当事者からの献金を受けた裁判官」の
語彙や表現を調べ全体を通読する。
②復習　中間レビュークイズの内容を振り返り、疑問点を
纏める。

4時間対面

第9回 レビュークイズ１のフィードバック・講評

Case ８ “Objection, Your Honor!” 「プロに徹して公平に裁けるかー当
事者からの献金を受けた裁判官」

①予習　テキストCase ９　“Made the U.S. My Home” 「戦
時中の強制収容と闘った日系アメリカ人フレッド・コマツ」
の語彙や表現を調べ全体を通読する。
②復習　授業内容を振り返り確認する。

4時間対面

第10回 Case ９　“Made the U.S. My Home” 「戦時中の強制収容と闘った日系
アメリカ人フレッド・コマツ」

①予習　テキストCase 10 “Separate and Not Equal”「人
種差別の壁を無くすために裁判に挑んだ、父の想い」 の
語彙や表現を調べ全体を通読する。
②復習　授業内容を振り返り確認する。

4時間対面

第11回 Case 10  “Separate and Not Equal”「人種差別の壁を無くすために裁判
に挑んだ、父の想い」

①予習　テキストCase 14 “ObamaCare – Care for All 
Americans” 「自由と自己責任の精神に挑戦―オバマ大
統領の医療制度改革」の語彙や表現を調べ全体を通読
する。
②復習　授業内容を振り返り確認する。

4時間対面

第12回 Case 14  “ObamaCare – Care for All Americans” 「自由と自己責任の
精神に挑戦―オバマ大統領の医療制度改革」

①予習　テキストCase 15 “A Gift on Foreign Soil” 「ナイ
ジェリアでの丸紅の活動、なぜアメリカ司法省に摘発され
る」の語彙や表現を調べ全体を通読する。
②復習　授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。

4時間対面

第13回 Case 15 “A Gift on Foreign Soil” 「ナイジェリアでの丸紅の活動、なぜ
アメリカ司法省に摘発される」

①予習　期末レビュークイズに向けた学修
②復習　授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。

4時間対面

第14回 レビュークイズ２ ①予習　授業全体の振り返りに向けて、疑問点やコメント
を纏める。
②復習　レビュークイズ２の内容を振り返り、疑問点を纏
めて整理する。

4時間対面

第15回 まとめ
レビュークイズ２のフィードバック・講評
授業の総括

復習　授業全体について復習しておくこと。 4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 子ども法＜子どもと法＞ 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234森　征樹

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

法学部専門教育科目

テーマ 子どもをめぐる法と社会

授業の目的及び概要
成人年齢の18歳への引き下げにともなって、成年と未成年との区別、そこでの取り扱いの違いなどが大きな関心をよんだことは記憶に新しい。子ども
（未成年）は大人（成年）とどこが同じで、どこが違うのか。同じなのに違って扱っていいのか、あるいは違っているのに同じように扱っていいのか。子ども
は発達途上といわれるが、その発達段階はどう考えたらいいのか。このような子どもの特性に合わせた制度はどうなっているのか。このことを法制度の
面から、法は子どもとどのように向き合うべきなのかを考える。
一般的な法のあるべき形を検討した後、子どもが生活する空間をいくつかに分類しながら個別の法がどのようになっているのかを見ていく。

学修の到達目標
子どもを成長発達段階の中に位置づけ、子どもの保護と自立・自律という観点から現行の法制度を批判的に見ることができることを目標にしている。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
講義終了後には毎回コメントカードを提出してもらい、その中で質問等も受けつける。コメントカードを翌週の講義で紹介し、質問への回答や補足説明を
行う。

アクティブ・ラーニング
の取組み

反転授業／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

だれでもが通過してきた子ども期である。あらためて振り返えるとともに「子ども」とは何であるかを今一度考え直してみてほしい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
0

600

002020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

丹羽徹（編）『子どもと法』法律文化社、2016年。

参考書

テキストの各章末に記載されているものを参照。

978-4589037862
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 講義の進め方、最終試験及びレポート課題、単位認定について レポートなどの詳細についてはこの時間に話すので、必ず
出席すること。テキストを準備し、一通り目を通しておくこと
（２時間程度）。
授業後に、授業で配布したレジュメおよびテキストに目を
通し、自分の関心のあるテーマを決めておくこと（２時間程
度）。

4時間対面

第2回 『子どもと法』における「子ども」とは誰なのか テキストの第１部 第２章を事前に読んでおくこと（２時間程
度）。
授業後に、テキスト２０頁の図を見て、各種法令における
子ども・若者の年齢区分を頭に入れておくこと（２時間程
度）。

4時間対面

第3回 子どもが犯罪をしたら手続きはどうなるのか テキスト第４部 第１２章を事前に読んでおくこと（２時間程
度）。
授業後に、少年法の概要について復習しておくこと（２時
間程度）。

4時間対面

第4回 少年法はどうあるべきなのか テキスト第４部 第１３章を事前に読んでおくこと（２時間程
度）。
授業後、少年法改正は「厳罰化」なのか「適正化」なのか
を自分で調べてみること。また、少年法の対象年齢引き下
げ問題について調べること（２時間程度）。

4時間対面

第5回 学校は何のためにあるのか テキスト第３部 第８章を事前に読んでよくこと（２時間程
度）。
授業後に、日本の学校教育制度が、どのような法に依っ
ているのか、まとめておくこと（２時間程度）。

4時間対面
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第6回 子どもにとって教育が権利であるとはどういう意味なのか テキスト第３部 第９章を事前に読んでおくこと（２時間程
度）。
授業後に、「教育を受ける権利」について復習すること（２
時間程度）。

4時間対面

第7回 いじめや体罰に遭ったら学校は守ってくれるのか① テキスト第３部 第１１章の１～３を事前に読んでおくこと（２
時間程度）。
授業後に、いじめをなくすためにどうしたらよいか自分の
考えをまとめておくこと（２時間程度）。

4時間対面

第8回 中間レポート課題の説明
いじめや体罰に遭ったら学校は守ってくれるのか②

テキスト第３部 第１１章の４～７を事前に読んでおくこと（２
時間程度）。
授業後に、「体罰」の概念と「体罰」の是非について、自分
の意見をまとめておくこと（２時間程度）。

4時間オンデマンド

第9回 現代の日本でも「子どもの貧困」はあるのか テキスト第４部 第１４章を事前に読んでおくこと（２時間程
度）。
授業後に、日本と世界の「子どもの貧困率」を調べ、まと
めておくこと（２時間程度）。

4時間対面

第10回 子どもの人権と憲法のかかわりはどうなっているか① テキスト第１部 第１章を事前に読んでおくこと（２時間程
度）。
授業後に、配布したプリントの内容をしっかり把握しておく
こと（２時間程度）。

4時間対面

第11回 子どもの人権と憲法のかかわりはどうなっているか② 子ども保護論・子ども自律論について、事前に調べておく
こと（２時間程度）。
子どもの自律を促すためには、どのような法や政策が必
要か、自分の考えをまとめておくこと（２時間程度）。

4時間対面

第12回 子どもの人権と憲法のかかわりはどうなっているか③ 子どもを保護する法令を、事前に調べてくること（２時間程
度）。
授業後に、大阪府青少年健全育成条例の内容について
の自分の意見をまとめておくこと（２時間程度）。

4時間対面

第13回 親権の範囲はどこまで及ぶのか テキスト第２部 第６章を事前に読んでおくこと（２時間程
度）。
授業後に、親権争いに関する訴訟について調べてみるこ
と（２時間程度）。

4時間対面

第14回 子どもを育てるためにどんな福祉制度が使えるのか テキスト第２部 第７章を事前に読んでおくこと（２時間程
度）。
授業後に、配布したプリントの各制度を復習しておくこと
（２時間程度）。

4時間対面

第15回 まとめ 事前に、講義で扱ったテキストの箇所を、今一度読み返
し、理解できていないところなどを洗い出しておくこと（２時
間程度）。
授業後に、これまでやった内容のうち、理解の浅い箇所を
復習しておくこと（４時間程度）。

6時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 国際平和学　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234矢野　哲也

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

法学部専門教育科目

テーマ 国際平和の理想と現実

授業の目的及び概要
平和という概念が戦争の対極にあるものとして位置付けられていることを踏まえ、本授業では平和と戦争を国際社会における理想と現実ととらえて考え
ていきます。また平和と戦争を考えるにあたっては、それを従来の善悪二元論で評価する理想主義的な視点からではなく、疫学療法的な発想などを参
考に現実主義的な視点から理解することの重要性について考えていきたいと思います。

学修の到達目標
論理的な法的思考力と豊かな表現力とともに、情報、数理、英語等の汎用的技能を修得し、社会科学を中心とした幅広い教養を身につけている。その
ほか、現代社会の諸課題を理解し、法的知識・技能をもとにして、多様な価値観や利害関係に適した解決策を考える力を身につけている。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
コメントシートを翌週の授業で紹介し、質問への回答や補足説明をします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

授業では従来の定説にとらわれない創造的な発想や意見を重視したいと思います。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

500

003020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

特にテキストは使用しません。

参考書

授業で、その都度配布します。

－
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ・授業ガイダンス
・国際平和学を学ぶ目的について

【予習】授業前に、本シラバスを読み、授業内容について
確認・理解するとともに、参考書などを通じて平和につい
て概観した上で授業に参加して下さい。
【復習】授業後に、次回の授業テーマ（国際平和と歴史）に
関連し、高校の世界史や日本史の教科書を読んで予習し
て下さい。

4時間対面

第2回 ・国際平和と歴史 【予習】授業前に、インターネットで青空文庫HPにアクセス
し、坂口安吾『戦争論』を読んで予習して下さい。
【復習】授業後に、授業で配布した「国際平和と歴史」に関
するレジュメを読んで復習して下さい。

4時間オンデマンド

第3回 ・国際平和と学問 【予習】授業前に、インターネットで青空文庫HPにアクセス
し、丘浅次郎『動物界における善と悪』を読んで予習して
下さい。
【復習】授業後に、授業で配布した「国際平和と学問」に関
するレジュメを読んで復習して下さい。

4時間対面

第4回 ・戦争と平和 【予習】授業前に、インターネットで青空文庫HPにアクセス
し、丘浅次郎『戦争と平和』を読んで予習して下さい。
【復習】授業後に、授業で配布した「国際平和と戦争」に関
するレジュメを読んで復習して下さい。

4時間対面

第5回 ・国際平和と法 【予習】授業前に、インターネットで青空文庫HPにアクセス
し、蜷川新『私の歩んだ道』を読んで予習して下さい。
【復習】授業後に、授業で配布した「国際平和と法」に関す
るレジュメを読んで復習して下さい。

4時間対面

－356－



第6回 ・国際平和と信仰 【予習】授業前に、インターネットで青空文庫HPにアクセス
し、内村鑑三『デンマルク国の話－信仰と樹木とをもって
国を救いし話』を読んで予習して下さい。
【復習】授業後に、授業で配布した「国際平和と信仰」に関
するレジュメを読んで復習して下さい。

4時間対面

第7回 ・国際平和と感情 【予習】授業前に、インターネットで青空文庫HPにアクセス
し、丘浅次郎『人道の正体』を読んで予習して下さい。
【復習】授業後に、授業で配布した「国際平和と感情」に関
するレジュメを読んで復習して下さい。

4時間対面

第8回 ・国際平和と文化 【予習】授業前に、インターネットで外務省HPにアクセス
し、「広報文化外交」のページを読んで予習して下さい。
【復習】授業後に、授業で配布した「国際平和と文化」に関
するレジュメを読んで復習して下さい。

4時間対面

第9回 ・国際平和と思想 【予習】授業前に、インターネットで青空文庫HPにアクセス
し、堺利彦訳『共産党宣言』を読んで予習して下さい。
【復習】授業後に、授業で配布した「国際平和と思想」に関
するレジュメを読んで復習して下さい。

4時間対面

第10回 ・国際平和と兵器 【予習】授業前に、インターネットで青空文庫HPにアクセス
し、芥川龍之介『侏儒の言葉』（武器など）を読んで予習し
て下さい。
【復習】授業後に、授業で配布した「国際平和と兵器」に関
するレジュメを読んで復習して下さい。

4時間対面

第11回 ・国際平和と人間の安全保障 【予習】授業前に、インターネットで外務省HPにアクセス
し、「人間の安全保障」のページを読んで予習して下さい。
【復習】授業後に、授業で配布した「国際平和と人間の安
全保障」に関するレジュメを読んで復習して下さい。

4時間対面

第12回 ・国際平和とグローバリゼーション 【予習】授業前に、インターネットで外務省HPにアクセス
し、「日本の安全保障と国際社会の平和と安定」のページ
を読んで予習して下さい。
【復習】授業後に、授業で配布した「国際平和とグローバリ
ゼーション」に関するレジュメを読んで復習して下さい。

4時間対面

第13回 ・国際平和と構造的暴力 【予習】授業前に、インターネットで青空文庫HPにアクセス
し、寺田寅彦『天災と国防』を読んで予習して下さい。
【復習】授業後に、授業で配布した「国際平和と構造的暴
力」に関するレジュメを読んで復習して下さい。

4時間対面

第14回 ・国際平和と未来 【予習】授業前に、インターネットで青空文庫HPにアクセス
し、丘浅次郎『人類の将来』を読んで予習して下さい。
【復習】授業後に、授業で配布した「国際平和と未来」に関
するレジュメを読んで復習して下さい。

4時間対面

第15回 ・まとめ
授業の総括

【予習】授業前に、配布した国際平和学に関する各レジュ
メを読んで授業を振り返って下さい。
【復習】授業後に、レジュメを参考に国際平和の理想と現
実について自分の考えをまとめて下さい。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 ＮＰＯ・ＮＧＯ論　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234金森　康

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

法学部専門教育科目

テーマ 世界や日本のNPOの動向，企業の社会責任（CSR）の事例などを通じて，関連分野の最新動向を学ぶ

授業の目的及び概要
State（国家や地方政府），Market（市場），Third Sector（NPO/NGO），Communityという社会経済システムの４領域の相互関係をふまえて，NPOや社会
的起業家の現状理解，地域政策における位置づけ，地域開発における役割について考えていく．
・事例の解説を中心に行う．
・講義ビデオを適宜使用し，最新の動向の紹介を中心に講義を行う．
・ケーススタディを通じてNPO・NGOの基礎を理解する．

学修の到達目標
・NPO（Not-for-Profit Organization）や社会起業家が果たす社会的役割について理解する．
・最新事例のケーススタディを通じて，NPOの最新動向をつかむ
・専門用語や考え方を理解する

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
講義内容→小テストまたはレポート→小テストの解説とこれまでの講義内容の再解説→次の講義内容→小テストまたはレポート→小テストの解説とこ
れまでの講義内容の再解説→次の内容，という様に，ひとつの講義テーマが終了する毎に小テストと解説・振り返り行う．

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

サークルやゼミで学外活動，特に社会貢献・地域貢献系を希望する方に受講していただきたいと思います．

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

20104030

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは指定しません．
講師作成講義資料にて行う．

参考書

テキスト無し
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 世界のNPOの現状を解説し，日本の現状を理解する． 授業計画1では，講義全体を通じたキーワードを説明する
ので，キーワードの意味や重要度を復習する．

2時間対面

第2回 社会システム論，ウェルフェアミックス，政策評価，協働 授業計画2では，理論的背景を説明するので，NPOの社
会的位置づけや理論的背景について整理し，復習する．

4時間対面

第3回 社会政策論，地域政策論，地域経営，地域マーケティング 授業計画3では，理論的背景を説明するので，NPOの社
会的位置づけや理論的背景について整理し，復習する．

4時間対面

第4回 社会保障，政策評価，PPP（Public Private Partnership），地方分権 授業計画4では，理論的背景を説明するので，NPOの社
会的位置づけや理論的背景について整理し，復習する．

4時間対面

第5回 社会保障，政策評価，PPP（Public Private Partnership），地方分権 授業計画5では，理論的背景を説明するので，NPOの社
会的位置づけや理論的背景について整理し，復習する．
授業計画4-5で解説する英国の若者失業者対策の仕組
みは特に重要なので，制度の主旨と運営面での効率性を
理解すること．

4時間対面

第6回 NPO・NGO・社会起業家の世界的動向 授業計画6では，ビデオ教材を使用して，先進事例のケー
ススタディを行うので，参考モデルとなる要素について整
理し，復習する．
先進事例のケーススタディに関するレポート課題を予定し
ている．
これまでの講義内容を復習したうえで，講義を受講するこ
と．
なお，講義の進捗によっては，レポート課題実施が前後す
ることがある．

4時間対面
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第7回 NPO・NGO・社会起業家の世界的動向 授業計画7では，ビデオ教材を使用して，先進事例のケー
ススタディを行うので，参考モデルとなる要素について整
理し，復習する．

4時間対面

第8回 NPO・NGO・社会起業家の世界的動向 授業計画8では，ビデオ教材を使用して，先進事例のケー
ススタディを行うので，参考モデルとなる要素について整
理し，復習する．先進事例のケーススタディに関するレ
ポート課題を予定している．
これまでの講義内容を復習したうえで，講義を受講するこ
と．
なお，講義の進捗によっては，レポート課題実施が前後す
ることがある．

4時間対面

第9回 NPO・NGO・社会起業家の世界的動向 授業計画9では，ビデオ教材を使用して，先進事例のケー
ススタディを行うので，参考モデルとなる要素について整
理し，復習する．

4時間対面

第10回 NPO・NGO・社会起業家の世界的動向 授業計画10では，ビデオ教材を使用して，先進事例の
ケーススタディを行うので，参考モデルとなる要素につい
て整理し，復習する．
先進事例のケーススタディに関するレポート課題を予定し
ている．
これまでの講義内容を復習したうえで，講義を受講するこ
と．
なお，講義の進捗によっては，レポート課題実施が前後す
ることがある．

4時間対面

第11回 企業の社会的責任（CSR），社会的マーケティング，社会的責任投資
（SRI）

授業計画11では，企業の社会的責任（CSR）に関する理
論的背景を説明するので，キーワードを整理し，復習す
る．

4時間対面

第12回 企業の社会的責任（CSR），社会的マーケティング，社会的責任投資
（SRI）

先進事例のケーススタディに関するレポート課題を予定し
ている．
これまでの講義内容を復習したうえで，講義を受講するこ
と．
なお，講義の進捗によっては，レポート課題実施が前後す
ることがある．

4時間対面

第13回 企業の社会的責任（CSR），社会的マーケティング，社会的責任投資
（SRI）

先進事例のケーススタディに関するレポート課題を予定し
ている．
これまでの講義内容を復習したうえで，講義を受講するこ
と．
なお，講義の進捗によっては，レポート課題実施が前後す
ることがある．

4時間対面

第14回 テストまたはグループワーク これまでの講義内容にもとづき，総括的な講義中テストを
実施する．
これまでの講義内容の復習をおこない，受講すること．

5時間オンデマンド

第15回 総括テスト解説
講義の総括

これまでの講義内容について復習を行い，疑問点や質問
事項をまとめたうえで受講すること．

5時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 地域政策　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

34金森　康

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

法学部専門教育科目

テーマ 世界各地の地域政策に関連する最新の動向を把握する

授業の目的及び概要
地方分権化が進行する中で，政策評価，地域再生，ウェルフェアミックス，協働，パートナーシップ，地域経営，地方創生などが地域政策のキーワードと
なっている．
従来のような産業誘致やハードインフラ整備ではなく，地域のソフトを整備することで地域の魅力を高めるような地域政策が求められている．また，AIの
進化により，人間の仕事そのものの在り方が問い直されている．10年後に，人は何を生業にしているのか？ 雇用創出という地域政策の命題はどのよう
に変化していくのか？
本講義ではそのような地域政策の最新動向について理解する

学修の到達目標
世界の若者雇用・失業問題，日本の若者雇用・若者ホームレス問題，企業誘致は地域再生につながるのか？，世界で一番進んだ国は？EUと地域な
ど，最新事例を解説しつつ，地域政策の動向を学ぶ．

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
講義内容→小テストまたはレポート→小テストの解説とこれまでの講義内容の再解説→次の講義内容→小テストまたはレポート→小テストの解説とこ
れまでの講義内容の再解説→次の内容，という様に，ひとつの講義テーマが終了する毎に小テストと解説・振り返り行う．

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

サークルやゼミで学外活動（特に社会貢献・地域貢献系）を行っている方，行政機関等への就職を希望する方に受講していただきたいと思います．

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

20104030

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは指定しません．
講師作成講義資料にて行う．

参考書

テキスト無し
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 地域政策の全体像の解説 授業計画1では，講義全体を通じたキーワードを説明する
ので，キーワードの意味や重要度を復習する．

4時間対面

第2回 政策評価理論，地域政策理論，地域マーケティングほか
ウェルフェアミックスと地域政策，英国の第３の道，ほか

授業計画2では，理論的背景を説明するので，特に近年
の動向について，その理論背景を整理し復習すること．

4時間対面

第3回 EUの雇用・職業訓練，貧困問題等に関するケーススタディ 授業計画3で解説する英国の若者失業者対策の仕組み
は特に重要なので，制度の主旨と運営面での効率性を理
解すること．

4時間対面

第4回 ケーススタディ；フィンランドの職業訓練ほか 授業計画4で解説するフィンランドの雇用政策の仕組みは
特に重要なので，制度の主旨と運営面での効率性を理解
すること．

4時間対面

第5回 日本の地域政策先進事例のケーススタディ 先進事例のケーススタディに関するレポート課題を予定し
ている．
これまでの講義内容を復習したうえで，講義を受講するこ
と．
なお，講義の進捗によっては，レポート課題実施が前後す
ることがある．

4時間対面

第6回 日本の地域政策先進事例のケーススタディ 先進事例のケーススタディに関するレポート課題を予定し
ている．
これまでの講義内容を復習したうえで，講義を受講するこ
と．
なお，講義の進捗によっては，レポート課題実施が前後す
ることがある．

4時間対面
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第7回 日本の地域政策先進事例のケーススタディ 先進事例のケーススタディに関するレポート課題を予定し
ている．
これまでの講義内容を復習したうえで，講義を受講するこ
と．
なお，講義の進捗によっては，レポート課題実施が前後す
ることがある．

4時間対面

第8回 ケーススタディ；日本の地域再生事例ほか 授業計画8では，日本の地域政策に関するキーワードを
説明するので，キーワードの意味や重要度を復習する．

4時間対面

第9回 コンパクトシティ，高齢者介護と地域政策，高齢者にターゲットを絞った
まちづくり，公共交通，環境対策ほかケーススタディ

先進事例のケーススタディに関するレポート課題を予定し
ている．
これまでの講義内容を復習したうえで，講義を受講するこ
と．
なお，講義の進捗によっては，レポート課題実施が前後す
ることがある．

4時間対面

第10回 ケーススタディ：米国サンシティ 先進事例のケーススタディに関するレポート課題を予定し
ている．
これまでの講義内容を復習したうえで，講義を受講するこ
と．
なお，講義の進捗によっては，レポート課題実施が前後す
ることがある．

4時間対面

第11回 ケーススタディ：日本の農業その1 先進事例のケーススタディに関するレポート課題を予定し
ている．
これまでの講義内容を復習したうえで，講義を受講するこ
と．
なお，講義の進捗によっては，レポート課題実施が前後す
ることがある．

4時間対面

第12回 ケーススタディ：日本の農業その2 先進事例のケーススタディに関するレポート課題を予定し
ている．
これまでの講義内容を復習したうえで，講義を受講するこ
と．
なお，講義の進捗によっては，レポート課題実施が前後す
ることがある．

4時間対面

第13回 ケーススタディ：日本の農業その3 先進事例のケーススタディに関するレポート課題を予定し
ている．
これまでの講義内容を復習したうえで，講義を受講するこ
と．
なお，講義の進捗によっては，レポート課題実施が前後す
ることがある．

4時間対面

第14回 AI進化により人間が失う仕事・雇用，地域の生き残りをかけた地域政
策．
その両者が重なる領域に，これからの地域政策の優先課題がある．

先進事例のケーススタディに関するレポート課題を予定し
ている．
これまでの講義内容を復習したうえで，講義を受講するこ
と．
なお，講義の進捗によっては，レポート課題実施が前後す
ることがある．

3時間対面

第15回 全体総括 これまでの講義内容について復習を行い，疑問点や質問
事項をまとめたうえで受講すること．

5時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 地域共生論＜地域生活と法＞ 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

34西脇　邦雄

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

法学部専門教育科目

テーマ テーマ「多様性を認め支え合う社会へ」（地域共生論）

授業の目的及び概要
共生とは、「民族、言語、宗教、国籍、地域、ジェンダー・セクシュアリティ、世代、病気・障がい等をふくむ、
さまざまな違いを有する人々が、それぞれの文化やアイデンティティの多様性を互いに認め合い、
対等な関係を築きながら、ともに暮らし生きることを意味する。」
今や子どもの貧困対策、高齢者の介護、障害者への差別解消と合理的配慮、外国人との共生、
生活困窮者の支援などが必要とされ、多様な人々が共に地域で生きていくためのしくみづくりが課題となっている。
第１線で活躍するゲスト講師の講義から、より良き共生社会の実現方法等を考える。

学修の到達目標
障がい者差別解消法が差別の禁止と合理的配慮を明記しているが、
障がいの社会モデルという考え方を理解し、他の人権分野へ応用を検討する。
形式的平等から実質的平等を進めるための是正措置の意味を理解する。
この授業を通じて教職、社会福祉、また、公務員に必要な共生の考え方を学修することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
授業でのアンケート、小テストに対し、ゲスト講師からコメントと講評を行う。
ゲストの講義で、グループ討論を行ったうえで、アイデアをブレーンストーミングの手法で議論する。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク

本科目の担当教員は、大阪府議会議員を16年務めた経験を有する。府議会議員として、自治体における日中友好、日華友好、日韓友好（韓国大使表
彰）、日ロ友好、日本モンゴル友好活動に取り組んできた。本科目では、これらの経験を活かしながら、地方自治と国際協力について、具体事例を交え
ながら、実践的な教育を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

教職の単位となる科目。
公務員や社会福祉関係をめざす学生にも役立つ社会福祉主事任用資格の説明も行う。
福祉介護の仕事に関心を持つ学生の参加も期待する。
八尾市との連携講座であり、八尾市の職員のお話を伺える大切な機会として積極的に参加してほしい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0300

002050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

特に指定しない

参考書

①18歳から考える人権　宍戸常寿　法律文化社　2020年
②13歳から考える住まいの権利　葛西リサ　かもがわ出版　2023年
③アンダークラス化する若者たち　宮本みち子ほか　明石書店　2021年

なし

①978-4-589-04117
②978-4-7803-1247-8
③978-4-7503-5152-0

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス　新型コロナ感染と人権、母子家庭の居住貧困など共生社
会の課題
（担当：西脇）

復習4時間　地域共生社会の課題について教材から復習
する。

4時間対面

第2回 子どもの貧困と学力格差1　
子どもの貧困の実態と大阪の学力実態調査の結果から問題解決の取
り組みを学修する。
「ゲスト講師による授業」（担当：西脇）

予習2時間　八尾市のHPから子どもの貧困対策基本法と
自治体の計画を学び、貧困率などの概念を理解する。
復習2時間　教材から学力と階層差についての理解を深
める。

4時間対面

第3回 子どもの貧困と学力格差2
希望格差社会と言われる状況をどう変えるか（グループワーク）
「ゲスト講師による授業」（担当：西脇）

予習2時間　階層差の影響を減らす経済支援について、
授業料支援、奨学金などの制度を調べる。
復習2時間　階層差との相関を乗り越える教育とは、グ
ループワークから理解する。

4時間対面

第4回 外国籍住民の人権　
在日コリアンへのヘイトスピーチの実例を知り
ヘイトスピーチ解消法や大阪市などの規制条例の効力などについて現
場の実態を学ぶ。
「ゲスト講師による授業」（担当：西脇）

予習2時間　大阪市のHPから外国籍住民、外国人住民に
ついて調べ、学修する。
復習2時間　ヘイトスピーチの現状とヘイトスピーチ解消法
の課題を教材から理解する。

4時間対面

第5回 外国籍住民の教育福祉の課題　
難民条約批准まで放置されてきた在日コリアンの教育や社会保障の権
利について学ぶ。
「ゲスト講師による授業」（担当：西脇）

復習4時間　外国籍住民の人権保障について特に、社会
保障の歴史と現状を理解する。

4時間対面
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第6回 新型コロナ感染症と人権
（担当：西脇）

予習2時間　まん防や緊急事態宣言の根拠となった新型
インフルエンザ等特別措置法ついて調べる。
復習2時間　新型コロナ感染症と私たちの行動がリテラ
シーに基づいているか教材を踏まえ復習する。

4時間オンデマンド

第7回 障がい者施策と人権　
障がいの多様性、特徴などを講義いただき、入門的に理解する。
「ゲスト講師による授業」（担当：西脇）

予習2時間　障がい者差別解消法の条文についてe-GOV
から検索して事前に読む。
復習2時間　発達障がいについての基本的な理解を得る
とともに、障害者差別解消法の内容を教材から読むとる。

4時間対面

第8回 障がい者権利条約と日本の障がい者施策　
国際的な条約が日本の施策に影響を与えてきた点、
障がいについての医療モデル、社会モデルの理解を深める。
「ゲスト講師による授業」（担当：西脇）

復習4時間　国際条約を調べるとともに、障がいの医療モ
デルと社会モデルについて理解し、教材を読む。

4時間対面

第9回 社会のためにと思ったことが会社のためにもなった
障がい者雇用２5％を達成している企業の取り組みを聞く。
「ゲスト講師による授業」（担当：西脇）

復習4時間　障がい者雇用が社員、企業の活性化につな
がる好循環となった事例について理解する。

4時間対面

第10回 八尾市の教育課題について　教育委員会の仕組みと課題について
「ゲスト講師による授業」（担当：西脇）

予習2時間　八尾市の HPから教育委員会の仕組み、現
場の課題について事前学習を行う。
復習2時間　八尾市の教育課題と施策ついて教材を読み
復習する。

4時間対面

第11回 八尾市の地域福祉の課題　地域共生課を中心とする取り組み
「ゲスト講師による授業」（担当：西脇）

予習2時間　厚生労働省のHPから地域構成社会をどのよ
うに構想しているか事前に調べる。
復習2時間　八尾市の地域福祉の課題、地域コミュニティ
の再生や孤立の防止についての教材を理解する。

4時間対面

第12回 八尾市の地域福祉の課題ーボランティア入門　
社会福祉協議会について理解し、ボランティア活動と地域デビューを考
える。
「ゲスト講師による授業」（担当：西脇）

予習2時間　大阪ボランティア協会のHPからボランティア
参加の基礎知識を学修する。
復習2時間　八尾の地域で活動するボランティアについて
配布資料から理解する。

4時間対面

第13回 ワーキングプア、生活保護とセイフティーネット　
生活困窮者支援法の枠組みを理解する
「ゲスト講師による授業」（担当：西脇）

予習2時間　生活困窮者支援法をe-GOVから検索して条
文を読む。
復習2時間　生活困窮者自立支援法が対象とする生活困
窮者の課題を理解し配布資料を読む。

4時間対面

第14回 生活困窮者自立支援法？私たちの何を助けてくれるのか？！
学生の就活と結び付けて就職氷河期の問題や、行き詰った時の対応
策を身につける。
「ゲスト講師による授業」（担当：西脇）

復習4時間　大卒で就活がうまくいかずニートになる例もあ
り、自分ごととして考える、教材を読む。

4時間対面

第15回 授業の総括　
地域共生の考え方についてそれぞれの分野の基本的な理解を確認す
る。
（担当：西脇）

予習4時間　ラーニングポータルの掲示した資料に対する
それぞれの授業の重要なポイントの復習を行う。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 医事法＜医療と法＞ 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

34大島　由美子

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

法学部専門教育科目

テーマ 医療と法について学ぶ

授業の目的及び概要
医療をめぐる諸問題を法的な観点をふまえつつ検討する。
具体的には、医事法や法医学等の基本的知識を習得するとともに、これまでに学修した憲法、民法、刑法などの法律や判例を生きた知識として使用で
きるような科目とする。
この授業を受講することで、将来、法律に携わる仕事に就くことを希望している学生の就業力を育成することも、目的のひとつとする。

学修の到達目標
医療をめぐる諸問題を法的な観点をふまえつつ考察することができるようになる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
いずれかの回（第８回を予定）の授業中に行う中間テストについては、中間テスト実施回以降の授業中（第15回を予定）に出題趣旨や間違いの多い問
題についての解説をする。

アクティブ・ラーニング
の取組み

本科目の担当教員は、医師免許および弁護士資格を有しており、病院および弁護士事務所にて、それぞれの業務に従事した経験を持つ。これらの実
務経験を活かし、具体的な事例を紹介しながら医療と法について実践的な指導を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

一つの法律を体系的に学んだ先には、複数の法律を横断的に考えることも必要となります。この授業では法医学や医事法に関わる複数の法律を扱い
ますので、問題点を考えると同時にどの法律が関わってくるのかも考えてみてください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

700

150015

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストの指定は行いません。必要な資料・レジュメを適宜配布します。

参考書

参考書の指定は行いません。必要な資料は適宜授業内で指示します。

なし

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 授業の概要、成績評価方法、授業の方法、参考書等の紹介 （予習）ラーニングポータルに掲載する第１回授業資料を
事前に読んでおくこと
（復習）第１回授業資料を授業後に読んで復習しておくこと

4時間対面

第2回 法医学に関わる法律、死の判定と死因、解剖 （予習）ラーニングポータルに掲載する第２回授業資料を
事前に読んでおくこと
（復習）第２回授業資料を授業後に読んで復習しておくこ
と。授業資料掲載の設例を解くこと。

4時間対面

第3回 早期死体現象、晩期死体現象、死後経過時間の推定、診断書 （予習）ラーニングポータルに掲載する第３回授業資料を
事前に読んでおくこと
（復習）第３回授業資料を授業後に読んで復習しておくこ
と。法医学の損傷と刑事事件における殺意の認定がどの
ようにかかわるか考察する

4時間対面

第4回 損傷 （予習）ラーニングポータルに掲載する第４回授業資料を
事前に読んでおくこと
（復習）第４回授業資料を授業後に読んで復習しておくこと

4時間対面

第5回 窒息、溺死 （予習）ラーニングポータルに掲載する第５回授業資料を
事前に読んでおくこと
（復習）第５回授業資料を授業後に読んで復習しておくこと

4時間対面

第6回 異常温度による死 （予習）ラーニングポータルに掲載する第６回授業資料を
事前に読んでおくこと
（復習）第６回授業資料を授業後に読んで復習しておくこと

4時間対面
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第7回 中毒総論・薬毒 （予習）ラーニングポータルに掲載する第７回授業資料を
事前に読んでおくこと
（復習）第７回授業資料を授業後に読んで復習しておくこ
と。薬物に関してどのような法的問題があるのかを検討す
る（例えば、憲法では包括的規制の問題や、刑事訴訟法
はコントロールド・デリバリーなど）

4時間対面

第8回 中毒各論 （予習）ラーニングポータルに掲載する第８回授業資料を
事前に読んでおくこと
（復習）第８回授業資料を授業後に読んで復習しておくこ
と。授業資料掲載の設例を解く。

4時間対面

第9回 検査・個人識別 （予習）ラーニングポータルに掲載する第９回授業資料を
事前に読んでおくこと
（復習）第９回授業資料を授業後に読んで復習しておくこ
と。 DNA鑑定が問題となった冤罪事件について確認する

4時間対面

第10回 医療行為、診療契約 （予習）ラーニングポータルに掲載する第１０回授業資料を
事前に読んでおくこと。医師法及び医療法の条文を通覧
する
（復習）第１０回授業資料を授業後に読んで復習しておくこ
と

4時間対面

第11回 医療事故、医療過誤 （予習）ラーニングポータルに掲載する第１１回授業資料を
事前に読んでおくこと。民法の不法行為及び債務不履行
の要件や両者の比較を確認する
（復習）第１１回授業資料を授業後に読んで復習しておくこ
と

4時間対面

第12回 薬害問題、生殖補助医療 （予習）ラーニングポータルに掲載する第１２回授業資料を
事前に読んでおくこと。薬害訴訟に関わる国家賠償法や
製造物責任法の条文を確認する
（復習）第１２回授業資料を授業後に読んで復習しておくこ
と。授業で扱った薬害問題以外の事例についてどのような
ものがあるか調べる

4時間対面

第13回 患者の権利と自己決定権、インフォームドコンセント （予習）ラーニングポータルに掲載する第１３回授業資料を
事前に読んでおくこと。憲法分野の自己決定権や信教の
自由について確認する
（復習）第１３回授業資料を授業後に読んで復習しておくこ
と。授業資料の最後に記載されているcaseについて検討
する

4時間対面

第14回 終末期医療、脳死問題、臓器移植、医学研究 （予習）ラーニングポータルに掲載する第１４回授業資料を
事前に読んでおくこと。安楽死に関わる犯罪（殺人罪、自
殺関与・同意殺人罪）や法的問題点を確認する
（復習）第１４回授業資料を授業後に読んで復習しておくこ
と

4時間対面

第15回 医療と法のまとめ （予習）第１回ないし第１４回授業資料を事前に読んだうえ
で、疑問点があれば書き出しておく
（復習）第１回ないし第１４回授業資料を授業後に読んで
復習しておくこと

4時間オンデマンド

－365－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 医事法＜医療と法＞ 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

34大島　由美子

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

法学部専門教育科目

テーマ 医療と法について学ぶ

授業の目的及び概要
医療をめぐる諸問題を法的な観点をふまえつつ検討する。
具体的には、医事法や法医学等の基本的知識を習得するとともに、これまでに学修した憲法、民法、刑法などの法律や判例を生きた知識として使用で
きるような科目とする。
この授業を受講することで、将来、法律に携わる仕事に就くことを希望している学生の就業力を育成することも、目的のひとつとする。

学修の到達目標
医療をめぐる諸問題を法的な観点をふまえつつ考察することができるようになる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
いずれかの回（第８回を予定）の授業中に行う中間テストについては、中間テスト実施回以降の授業中（第15回を予定）に出題趣旨や間違いの多い問
題についての解説をする。

アクティブ・ラーニング
の取組み

本科目の担当教員は、医師免許および弁護士資格を有しており、病院および弁護士事務所にて、それぞれの業務に従事した経験を持つ。これらの実
務経験を活かし、具体的な事例を紹介しながら医療と法について実践的な指導を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

一つの法律を体系的に学んだ先には、複数の法律を横断的に考えることも必要となります。この授業では法医学や医事法に関わる複数の法律を扱い
ますので、問題点を考えると同時にどの法律が関わってくるのかも考えてみてください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

700

150015

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストの指定は行いません。必要な資料・レジュメを適宜配布します。

参考書

参考書の指定は行いません。必要な資料は適宜授業内で指示します。

なし

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 授業の概要、成績評価方法、授業の方法、参考書等の紹介 （予習）ラーニングポータルに掲載する第１回授業資料を
事前に読んでおくこと
（復習）第１回授業資料を授業後に読んで復習しておくこと

4時間対面

第2回 法医学に関わる法律、死の判定と死因、解剖 （予習）ラーニングポータルに掲載する第２回授業資料を
事前に読んでおくこと
（復習）第２回授業資料を授業後に読んで復習しておくこ
と。授業資料掲載の設例を解くこと。

4時間対面

第3回 早期死体現象、晩期死体現象、死後経過時間の推定、診断書 （予習）ラーニングポータルに掲載する第３回授業資料を
事前に読んでおくこと
（復習）第３回授業資料を授業後に読んで復習しておくこ
と。法医学の損傷と刑事事件における殺意の認定がどの
ようにかかわるか考察する

4時間対面

第4回 損傷 （予習）ラーニングポータルに掲載する第４回授業資料を
事前に読んでおくこと
（復習）第４回授業資料を授業後に読んで復習しておくこと

4時間対面

第5回 窒息、溺死 （予習）ラーニングポータルに掲載する第５回授業資料を
事前に読んでおくこと
（復習）第５回授業資料を授業後に読んで復習しておくこと

4時間対面

第6回 異常温度による死 （予習）ラーニングポータルに掲載する第６回授業資料を
事前に読んでおくこと
（復習）第６回授業資料を授業後に読んで復習しておくこと

4時間対面

－366－



第7回 中毒総論・薬毒 （予習）ラーニングポータルに掲載する第７回授業資料を
事前に読んでおくこと
（復習）第７回授業資料を授業後に読んで復習しておくこ
と。薬物に関してどのような法的問題があるのかを検討す
る（例えば、憲法では包括的規制の問題や、刑事訴訟法
はコントロールド・デリバリーなど）

4時間対面

第8回 中毒各論 （予習）ラーニングポータルに掲載する第８回授業資料を
事前に読んでおくこと
（復習）第８回授業資料を授業後に読んで復習しておくこ
と。授業資料掲載の設例を解く。

4時間対面

第9回 検査・個人識別 （予習）ラーニングポータルに掲載する第９回授業資料を
事前に読んでおくこと
（復習）第９回授業資料を授業後に読んで復習しておくこ
と。 DNA鑑定が問題となった冤罪事件について確認する

4時間対面

第10回 医療行為、診療契約 （予習）ラーニングポータルに掲載する第１０回授業資料を
事前に読んでおくこと。医師法及び医療法の条文を通覧
する
（復習）第１０回授業資料を授業後に読んで復習しておくこ
と

4時間対面

第11回 医療事故、医療過誤 （予習）ラーニングポータルに掲載する第１１回授業資料を
事前に読んでおくこと。民法の不法行為及び債務不履行
の要件や両者の比較を確認する
（復習）第１１回授業資料を授業後に読んで復習しておくこ
と

4時間対面

第12回 薬害問題、生殖補助医療 （予習）ラーニングポータルに掲載する第１２回授業資料を
事前に読んでおくこと。薬害訴訟に関わる国家賠償法や
製造物責任法の条文を確認する
（復習）第１２回授業資料を授業後に読んで復習しておくこ
と。授業で扱った薬害問題以外の事例についてどのような
ものがあるか調べる

4時間対面

第13回 患者の権利と自己決定権、インフォームドコンセント （予習）ラーニングポータルに掲載する第１３回授業資料を
事前に読んでおくこと。憲法分野の自己決定権や信教の
自由について確認する
（復習）第１３回授業資料を授業後に読んで復習しておくこ
と。授業資料の最後に記載されているcaseについて検討
する

4時間対面

第14回 終末期医療、脳死問題、臓器移植、医学研究 （予習）ラーニングポータルに掲載する第１４回授業資料を
事前に読んでおくこと。安楽死に関わる犯罪（殺人罪、自
殺関与・同意殺人罪）や法的問題点を確認する
（復習）第１４回授業資料を授業後に読んで復習しておくこ
と

4時間対面

第15回 医療と法のまとめ （予習）第１回ないし第１４回授業資料を事前に読んだうえ
で、疑問点があれば書き出しておく
（復習）第１回ないし第１４回授業資料を授業後に読んで
復習しておくこと

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 警察行政概論＜警察学入門＞ 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234中久保　寛幸

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

法学部専門教育科目

テーマ 警察法制と治安維持の在り方

授業の目的及び概要
我が国の治安維持を担う警察の組織や適正な権限行使などを学修し、治安維持の在り方について理解を深めることを目的としています。
本講義では、警察の歴史、警察法制の変遷のほか、警察組織法である「警察法」、警察活動(権限)法である「警察官職務執行法」などの警察関係法令
に基づいて、警察の組織、警察官の義務及び権利、国及び国民を守るための適正な権限行使などがどのように規定されているかを学修します。
本講義を受講することにより、国民に直結している治安維持のための警察法制の在り方について理解を深めることができます。

学修の到達目標
①現行の警察基本法である警察法や警察官職務執行法等の警察関係法令の概要を理解する。
②警察関係法令の規定に基づき、警察の組織や権限の適正執行の在り方が、国及び国民にどのように作用して治安が維持されているかを理解する。
③警察の組織と権限行使などの警察法制の現状を理解し、その在り方について自らの見解を持つことができるようになる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
コメントシートでの質疑等については、原則として次回授業で回答や補足説明をします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

本科目の担当教員は、警察官として38年間勤務し、管理官・調査官・署長などに従事して、経験を積み重ねてきた。本科目では、実務経験を活かし、職
種に必要な法律解釈や業務の理解、職務倫理や心構え、実務で要求される知識・技能などを教授し、実際の事例を交えつつ解説する実践的な授業を
展開する。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

治安情勢や警察組織に関するニュース・報道に関心を持ち、本講義内容と関連させて記事等の内容を見聞してください。
中間レポートの作成については、学年暦により実施する時期を変更することがあります。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

040

003030

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは指定しません。
各回講義資料を配布し、必要により補助資料等も配布します。

参考書

①警察行政法解説　第三版，田村正博，東京法令出版，2022年9月20日
②注釈警察官職務執行法　５訂版，古谷洋一，立花書房，2021年2月10日

なし

①9784809014444
②9784803722314

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 授業の目的、授業概要の説明等、ガイダンスを行います。
公務員とは何か、警察官とは何かについて解説します。

【予習】シラバス、ガイダンス資料等を事前に読んでおくこ
と。六法の警察法、警察官職務執行法の目次を一読して
おく。
【復習】授業内で示した授業方針、授業計画をよく理解し
ておく。講義内容に基づく自己のメモやノート等を再度読
み込み、理解を深めておく。

4時間対面

第2回 警察の歴史について解説します。 【予習】ガイダンスで示した授業のテーマや概略に基づい
て、関係する制度や法令等について、自己研鑽しておく。
【復習】配布した講義資料や講義内容に基づく自己のメ
モ、ノート等を再度読み込み、理解を深めておく。

4時間対面

第3回 警察制度の変遷について解説します。 【予習】ガイダンスで示した授業のテーマや概略に基づい
て、関係する制度や法令等について、自己研鑽しておく。
【復習】配布した講義資料や講義内容に基づく自己のメ
モ、ノート等を再度読み込み、理解を深めておく。

4時間対面

第4回 警察組織法概論について解説します。 【予習】ガイダンスで示した授業のテーマや概略に基づい
て、関係する制度や法令等について、自己研鑽しておく。
【復習】配布した講義資料や講義内容に基づく自己のメ
モ、ノート等を再度読み込み、理解を深めておく。

4時間対面

第5回 警察の責務について解説します。 【予習】ガイダンスで示した授業のテーマや概略に基づい
て、関係する制度や法令等について、自己研鑽しておく。
【復習】配布した講義資料や講義内容に基づく自己のメ
モ、ノート等を再度読み込み、理解を深めておく。

4時間対面
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第6回 国の警察機関について解説します。 【予習】ガイダンスで示した授業のテーマや概略に基づい
て、関係する制度や法令等について、自己研鑽しておく。
【復習】配布した講義資料や講義内容に基づく自己のメ
モ、ノート等を再度読み込み、理解を深めておく。

4時間対面

第7回 都道府県警察について解説します。 【予習】ガイダンスで示した授業のテーマや概略に基づい
て、関係する制度や法令等について、自己研鑽しておく。
【復習】配布した講義資料や講義内容に基づく自己のメ
モ、ノート等を再度読み込み、理解を深めておく。

4時間対面

第8回 中間レポート作成（課題レポート）
これまでの講義内容の理解度、各学生個人の見解による自己研鑽の
度合いを確認します。

【予習】これまでの講義資料や補助資料、自己のメモや
ノート等に基づいてまとめをしておく。
【復習】自己のレポート作成の成果を検証し、以後の受講
について検討しておく。

4時間オンデマンド

第9回 都道府県警察相互の関係、管轄区域と職権行使について解説します。 【予習】ガイダンスで示した授業のテーマや概略に基づい
て、関係する制度や法令等について、自己研鑽しておく。
【復習】配布した講義資料や講義内容に基づく自己のメ
モ、ノート等を再度読み込み、理解を深めておく。

4時間対面

第10回 都道府県警察の職員について解説します。(第１回目) 【予習】ガイダンスで示した授業のテーマや概略に基づい
て、関係する制度や法令等について、自己研鑽しておく。
【復習】配布した講義資料や講義内容に基づく自己のメ
モ、ノート等を再度読み込み、理解を深めておく。

4時間対面

第11回 都道府県警察の職員について解説します。(第２回目) 【予習】ガイダンスで示した授業のテーマや概略に基づい
て、関係する制度や法令等について、自己研鑽しておく。
【復習】配布した講義資料や講義内容に基づく自己のメ
モ、ノート等を再度読み込み、理解を深めておく。

4時間対面

第12回 警察官の職務倫理について解説します。 【予習】ガイダンスで示した授業のテーマや概略に基づい
て、関係する制度や法令等について、自己研鑽しておく。
【復習】配布した講義資料や講義内容に基づく自己のメ
モ、ノート等を再度読み込み、理解を深めておく。

4時間対面

第13回 警察官等のその他の規定や緊急事態の特則について解説します。 【予習】ガイダンスで示した授業のテーマや概略に基づい
て、関係する制度や法令等について、自己研鑽しておく。
【復習】配布した講義資料や講義内容に基づく自己のメ
モ、ノート等を再度読み込み、理解を深めておく。

4時間対面

第14回 職務質問について解説します。 【予習】ガイダンスで示した授業のテーマや概略に基づい
て、関係する制度や法令等について、自己研鑽しておく。
【復習】配布した講義資料や講義内容に基づく自己のメ
モ、ノート等を再度読み込み、理解を深めておく。

4時間対面

第15回 武器の使用について解説します。 【予習】ガイダンスで示した授業のテーマや概略に基づい
て、関係する制度や法令等について、自己研鑽しておく。
【復習】配布した講義資料や講義内容に基づく自己のメ
モ、ノート等を再度読み込み、理解を深めておく。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 警察法令概論　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234中久保　寛幸

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

法学部専門教育科目

テーマ 治安維持のための社会政策と警察実務

授業の目的及び概要
日常的に発生している事件等を取り上げ、これらに対峙する警察機関や現場警察官の活動、政府の諸対策等を通じて、治安を維持していくための社会
政策と警察活動実務について理解することを目的としています。
本講義では、刑事警察の概略、組織犯罪対策や人身安全対策など多岐にわたる警察活動、犯罪対策などの政府の諸対策について学修します。
本講義を受講することにより、各種事案に対する警察活動の実情、政府の諸施策と警察及び他機関との連携等について理解を深めることができます。
将来、住民の安全・安心に携わる職種を志望する学生はもとより、一市民としても社会政策とはいかにあるべきかを考察することができます。

学修の到達目標
①多岐にわたる警察活動の実情について理解する。
②警察を含めた多くの組織の様々な活動による治安維持について理解する。
③治安維持に対する社会政策について、自らが当事者意識をもって、いかにあるべきかを考察できるようになる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
コメントシートでの質疑等については、原則として次回授業で回答や補足説明をする。

アクティブ・ラーニング
の取組み

本科目の担当教員は、警察官として38年間勤務し、管理官・調査官・署長などに従事して、経験を積み重ねてきた。本科目では、実務経験を活かし、職
種に必要な法律解釈や業務の理解、職務倫理や心構え、実務で要求される知識・技能などを教授し、実際の事例を交えつつ解説する実践的な授業を
展開する。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

日常発生する事件事故に関するニュース・報道に関心を持ち、本講義内容と関連させて記事等の内容を見聞してください。
中間レポートの作成については、学年暦により実施時期等を変更することがあります。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

040

003030

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは指定しません。
毎回講義資料を配布し、必要により補助資料等も配布します。

参考書

①新版　警察行政概論，金山泰介，立花書房，２０１９年４月
②現場警察官権限解説　第３版（上・下巻），田村正博，立花書房，２０１４年１２月

なし

①9784803722307
②上巻9784803700282　下巻
9784803700299

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 授業の目的、授業概要の説明等、ガイダンスを行います。
犯罪に対峙する警察組織の仕組みについて解説します。

【予習】シラバス、ガイダンス資料等を事前に読んでおく。
【復習】授業内で示した授業方針、授業計画をよく理解し
ておく。配布した資料、講義内容に基づく自己のメモや
ノート等を再度読み込み理解を深めておく。

4時間対面

第2回 刑事手続の概略について解説します。 【予習】ガイダンスで示した授業のテーマや概略につい
て、関係する制度や法令等について自己研鑽しておく。
【復習】配布した資料や講義内容に基づく自己のメモや
ノート等を再度読み込み理解を深めておく。

4時間対面

第3回 法の適正執行と証拠価値について解説します。 【予習】ガイダンスで示した授業のテーマや概略につい
て、関係する制度や法令等について自己研鑽しておく。
【復習】配布した資料や講義内容に基づく自己のメモや
ノート等を再度読み込み理解を深めておく。

4時間対面

第4回 法の適正執行と証拠価値について解説します。(判例研究) 【予習】ガイダンスで示した授業のテーマや概略につい
て、関係する制度や法令等について自己研鑽しておく。
【復習】配布した資料や講義内容に基づく自己のメモや
ノート等を再度読み込み理解を深めておく。

4時間対面

第5回 中間レポート作成(課題レポート)
これまでの講義内容の理解度、各学生の見解による自己研鑽の度合
いを確認します。

【予習】これまでの授業の資料、自己のメモやノート等に基
づいてまとめをしておく。
【復習】自己のレポートの成果を検証し、以後の受講につ
いて検討しておく。

4時間オンデマンド
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第6回 警察捜査及び他の捜査機関との関係について解説します。 【予習】ガイダンスで示した授業のテーマや概略につい
て、関係する制度や法令等について自己研鑽しておく。
【復習】配布した資料や講義内容に基づく自己のメモや
ノート等を再度読み込み理解を深めておく。

4時間対面

第7回 刑事警察における捜査実務について、窃盗犯捜査及び強行犯捜査を
事例に解説します。

【予習】ガイダンスで示した授業のテーマや概略につい
て、関係する制度や法令等について自己研鑽しておく。
【復習】配布した資料や講義内容に基づく自己のメモや
ノート等を再度読み込み理解を深めておく。

4時間対面

第8回 組織犯罪対策について、薬物犯罪捜査を事例に解説します。 【予習】ガイダンスで示した授業のテーマや概略につい
て、関係する制度や法令等について自己研鑽しておく。
【復習】配布した資料や講義内容に基づく自己のメモや
ノート等を再度読み込み理解を深めておく。

4時間対面

第9回 取調べの録音・録画制度について解説します。 【予習】ガイダンスで示した授業のテーマや概略につい
て、関係する制度や法令等について自己研鑽しておく。
【復習】配布した資料や講義内容に基づく自己のメモや
ノート等を再度読み込み理解を深めておく。

4時間対面

第10回 ストーカー犯罪対策について解説します。 【予習】ガイダンスで示した授業のテーマや概略につい
て、関係する制度や法令等について自己研鑽しておく。
【復習】配布した資料や講義内容に基づく自己のメモや
ノート等を再度読み込み理解を深めておく。

4時間対面

第11回 児童虐待防止対策について解説します。 【予習】ガイダンスで示した授業のテーマや概略につい
て、関係する制度や法令等について自己研鑽しておく。
【復習】配布した資料や講義内容に基づく自己のメモや
ノート等を再度読み込み理解を深めておく。

4時間対面

第12回 災害対策について解説します。 【予習】ガイダンスで示した授業のテーマや概略につい
て、関係する制度や法令等について自己研鑽しておく。
【復習】配布した資料や講義内容に基づく自己のメモや
ノート等を再度読み込み理解を深めておく。

4時間対面

第13回 交通安全対策について解説します。 【予習】ガイダンスで示した授業のテーマや概略につい
て、関係する制度や法令等について自己研鑽しておく。
【復習】配布した資料や講義内容に基づく自己のメモや
ノート等を再度読み込み理解を深めておく。

4時間対面

第14回 犯罪被害者等支援について解説します。 【予習】ガイダンスで示した授業のテーマや概略につい
て、関係する制度や法令等について自己研鑽しておく。
【復習】配布した資料や講義内容に基づく自己のメモや
ノート等を再度読み込み理解を深めておく。

4時間対面

第15回 犯罪対策について解説します。 【予習】ガイダンスで示した授業のテーマや概略につい
て、関係する制度や法令等について自己研鑽しておく。
【復習】配布した資料や講義内容に基づく自己のメモや
ノート等を再度読み込み理解を深めておく。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 犯罪心理学Ⅰ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234喜入　暁

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

法学部専門教育科目

テーマ 犯罪者の⾏動パターンを科学的な⽴場から理解する

授業の目的及び概要
犯罪者にはそれぞれ類似する⾏動パターンがあります。また、ドラマや映画などのプロファイリングは犯罪者個⼈の「⼼を読む」ように描かれたりするこ
とがありますが、実際のプロファイリングやこれにかかわる研究は、その犯⼈個⼈の⼼的状態よりもむしろ、観察された⾏動パターンへのアプローチが
なされます。そこでこの授業では、犯罪に対する科学的アプローチとその⾒地から明らかにされた各犯罪者の⾏動パターンを理解することを⽬的としま
す。授業では、凶悪犯罪を含む各種犯罪を取り扱い、プロファイリング⼿法に基づく犯罪者のタイプを紹介します。授業を通して、科学的・客観的に事象
を捉える能⼒と、それを他者に説明する能⼒を⾝につけます。

学修の到達目標
・科学的⼿法に基づく各種犯罪の類型を説明できるようになる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
各回で実施する小テストは、その回の中で解答および解説をします。各回で報告してもらった考えたこと・学修したことは、次回講義で共有し、適宜コメン
トします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／クリッカー等の理解度把握システムの利用

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

犯罪捜査において、経験に基づく直観はもちろん重要です。しかし、そのような直観は個⼈の能⼒に依存します。⼀⽅、この授業で扱う科学的・客観的
な視点からシステマティックに明らかにされた⼼理学的な研究知⾒は経験の有無にかかわらず有効です。さらには、個⼈の経験だけではカバーできな
いものです。この授業を通して、経験とは異なる客観的な視点を⾝につけ、実務への応⽤能⼒や⽇常⽣活での犯罪に関する情報へのクリティカルな視
点を養っていただければと思います。
※1授業は基本的にはスライドを⽤いた講義形式で⾏い、配布資料は用意しません。各⾃でノートをとりながらまとめる必要があります。また、実験実施
やペア・グループワークを⾏う時間を設けます。なお、各回で⼩テストの実施と講義で学んだことや考えたことを報告してもらい、次回講義で共有と返答
をします。
※2授業への積極的な参加度・取組み（30%）は、各回での⼩テストへの回答と講義内容に関する報告をもって評価します。⼩テストの正誤は成績に反
映しません。
※3定期試験（70%）はレポート（70%）に切り替わる可能性があります。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

700

00030

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは指定しません。

参考書

①「テキスト 司法・犯罪⼼理学」，越智啓太・桐⽣正幸編，北⼤路書房，2017年 
②「ケースで学ぶ犯罪⼼理学」，越智啓太，北⼤路書房，2013年
③「Progress & Application 司法犯罪心理学」，越智啓太，サイエンス社，2020年
④「犯罪捜査の⼼理学―凶悪犯の⼼理と⾏動に迫るプロファイリングの最先端」，越智啓太，新曜社，2015年

テキストは使用しません。

①978-4762829758
②978-4762828157
③978-4781914817
④978-4788514416

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 暴⼒と殺⼈: 国内外における殺⼈に着⽬し、犯⼈の⾏動パターンと類型
に関する研究知⾒を紹介します。

事後学習：講義内容と小テストの内容を参考書ないし各
自でとったノートを用いて復習し、テストに備えておくこと。

4時間対面

第2回 ガイダンス：授業の進め方と成績評価について説明し、犯罪心理学の
概要や心理学領域における立ち位置について概説します。

事後学習：講義内容と小テストの内容を参考書ないし各
自でとったノートを用いて復習し、テストに備えておくこと。

4時間オンデマンド

第3回 連続殺⼈1: 特に連続殺⼈に着⽬し、犯⼈の⾏動パターンと類型に関す
る研究知⾒を紹介します。

事後学習：講義内容と小テストの内容を参考書ないし各
自でとったノートを用いて復習し、テストに備えておくこと。

4時間対面

第4回 連続殺⼈2: 連続殺⼈のうち、特に⼥性が加害者となるケースに着⽬
し、犯⼈の⾏動パターンと類型に関する研究知⾒を紹介します。

事後学習：講義内容と小テストの内容を参考書ないし各
自でとったノートを用いて復習し、テストに備えておくこと。

4時間対面

第5回 ⼤量殺⼈: 特に⼤量殺⼈に着⽬し、犯⼈の⾏動パターンと類型に関す
る研究知⾒を紹介します。

事後学習：講義内容と小テストの内容を参考書ないし各
自でとったノートを用いて復習し、テストに備えておくこと。

4時間対面

第6回 テロリズム: テロリズムを⾏う犯⼈の⾏動パターンと類型に関する研究
知⾒を紹介します。

事後学習：講義内容と小テストの内容を参考書ないし各
自でとったノートを用いて復習し、テストに備えておくこと。

4時間対面

第7回 窃盗: 窃盗を⾏う犯⼈の⾏動パターンと類型に関する研究知⾒を紹介
します。

事後学習：講義内容と小テストの内容を参考書ないし各
自でとったノートを用いて復習し、テストに備えておくこと。

4時間対面
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第8回 強盗: 強盗を⾏う犯⼈の⾏動パターンと類型に関する研究知⾒を紹介
します。

事後学習：講義内容と小テストの内容を参考書ないし各
自でとったノートを用いて復習し、テストに備えておくこと。

4時間対面

第9回 放⽕: 放⽕を⾏う犯⼈の⾏動パターンと類型に関する研究知⾒を紹介
します。

事後学習：講義内容と小テストの内容を参考書ないし各
自でとったノートを用いて復習し、テストに備えておくこと。

4時間対面

第10回 性犯罪1: 性犯罪のうち、特に強制性交等に着⽬し、犯⼈の⾏動パター
ンと類型に関する研究知⾒を紹介します。

事後学習：講義内容と小テストの内容を参考書ないし各
自でとったノートを用いて復習し、テストに備えておくこと。

4時間対面

第11回 性犯罪2: 性犯罪のうち、特に⼦どもに対するものに関する研究知⾒を
紹介します。

事後学習：講義内容と小テストの内容を参考書ないし各
自でとったノートを用いて復習し、テストに備えておくこと。

4時間対面

第12回 ストーキング: ストーキングを⾏う犯⼈の⾏動パターンと類型に関する研
究知⾒を紹介します。

事後学習：講義内容と小テストの内容を参考書ないし各
自でとったノートを用いて復習し、テストに備えておくこと。

4時間対面

第13回 パートナー暴⼒: パートナー暴⼒を⾏う犯⼈の⾏動パターンと類型に関
する研究知⾒を紹介します。

事後学習：講義内容と小テストの内容を参考書ないし各
自でとったノートを用いて復習し、テストに備えておくこと。

4時間対面

第14回 薬物: 多くの犯罪に関連する薬物に関する犯罪⼼理学的知⾒を紹介し
ます。

事後学習：講義内容と小テストの内容を参考書ないし各
自でとったノートを用いて復習し、テストに備えておくこと。

4時間対面

第15回 まとめ: 授業の振り返りを行います。 事後学習：授業全体を振り返り、参考書ないし各自でとっ
たノートを用いて復習し、テストに備えておくこと。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 犯罪心理学Ⅱ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234喜入　暁

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

法学部専門教育科目

テーマ 犯罪捜査⼿法を理解し犯罪のメカニズムを理解する

授業の目的及び概要
⼼理学の知⾒は犯罪捜査の実務にさまざまな場⾯で応⽤されています。また、犯罪のメカニズムについてのさまざまな研究がなされています。そこでこ
の授業では、実際の犯罪捜査で⼼理学的知⾒（特にその⽅法論）がどのように活⽤されているのかを理解すること、また、犯罪に⾄る要因を含む犯罪
のメカニズムに関する知識を⾝につけることを⽬的とします。

学修の到達目標
・⼼理学の知⾒が犯罪捜査でどのように⽤いられているのかを説明できるようになる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
各回で実施する⼩テストは、その回の中で解答および解説をします。各回で報告してもらった考えたこと・学修したこは、次回講義で共有し、適宜コメント
します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／クリッカー等の理解度把握システムの利用

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

⼼理学は実証科学であり、歴史は浅いながらも膨⼤な研究がなされてきました。そしてこれらの知⾒はさまざまな領域で応⽤されており、もちろん犯罪
捜査への応⽤もなされてきました。この授業を通して具体的な研究知⾒の応⽤事例を学び、実務はもちろん、⽇常⽣活にも役⽴てていくためのスキル
を養っていただければと思います。
※1授業は基本的にはスライドを⽤いた講義形式で⾏い、配布資料は⽤意しません。各⾃でノートをとりながらまとめる必要があります。また、実験実施
やペア・グループワークを⾏う時間を設けます。なお、各回で⼩テストの実施と講義で学んだことや考えたことを報告してもらい、次回講義で共有と返答
をします。
※2授業への積極的な参加度・取組み（30%）は、各回での⼩テストへの回答と講義内容に関する報告をもって評価します。⼩テストの正誤は成績に反
映しません。
※3定期試験（70%）はレポート（70%）に切り替わる可能性があります。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

700

00030

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは使用しません。

参考書

・越智啓太・桐⽣正幸編「テキスト 司法・犯罪⼼理学」（北⼤路書房、2017年）

テキストは使用しません。

978-4781914817

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 犯罪者プロファイリング: 犯⼈像の推定についての研究知⾒を紹介し、
⼿法を説明します。

事後学習：講義内容と⼩テストの内容を参考書ないし各
⾃でとったノートを⽤いて復習し、テストに備えておくこと。

4時間対面

第2回 ガイダンス：授業の進め⽅と授業評価の⽅法を説明し、リヴァプール⽅
式のプロファイリングについて説明します。

事後学習：講義内容と⼩テストの内容を参考書ないし各
⾃でとったノートを⽤いて復習し、テストに備えておくこと。

4時間オンデマンド

第3回 地理的プロファイリング: 次の犯⾏地点の予測や犯⼈の居住地の推定
についての研究知⾒を紹介し、⼿法を説明します。

事後学習：講義内容と⼩テストの内容を参考書ないし各
⾃でとったノートを⽤いて復習し、テストに備えておくこと。

4時間対面

第4回 ⽬撃証⾔: ⽬撃証⾔とそれにかかわる⼼理学的知⾒についての研究を
紹介します。

事後学習：講義内容と⼩テストの内容を参考書ないし各
⾃でとったノートを⽤いて復習し、テストに備えておくこと。

4時間対面

第5回 取り調べ: 取り調べの⽅法にかかわる⼼理学的知⾒についての研究を
紹介します。

事後学習：講義内容と⼩テストの内容を参考書ないし各
⾃でとったノートを⽤いて復習し、テストに備えておくこと。

4時間対面

第6回 ポリグラフ検査: ポリグラフ検査について、そのメカニズムを説明し、⼼
理学的知⾒についての研究を紹介します。

事後学習：講義内容と⼩テストの内容を参考書ないし各
⾃でとったノートを⽤いて復習し、テストに備えておくこと。

4時間対面

第7回 ⼈質交渉: ⼈質⽴てこもり事件と⼈質交渉の⼼理学的知⾒についての
研究を紹介します。

事後学習：講義内容と⼩テストの内容を参考書ないし各
⾃でとったノートを⽤いて復習し、テストに備えておくこと。

4時間対面

第8回 量刑判断: 司法場⾯での⼼理学的知⾒に関する研究を、量刑判断を中
⼼に紹介します。

事後学習：講義内容と⼩テストの内容を参考書ないし各
⾃でとったノートを⽤いて復習し、テストに備えておくこと。

4時間対面
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第9回 犯罪理論: なぜ犯罪を起こしてしまうのかに関する理論について説明し
ます。

事後学習：講義内容と⼩テストの内容を参考書ないし各
⾃でとったノートを⽤いて復習し、テストに備えておくこと。

4時間対面

第10回 特性的要因: 犯罪にかかわる個⼈特性や遺伝的要因に関する研究知
⾒を紹介します。

事後学習：講義内容と⼩テストの内容を参考書ないし各
⾃でとったノートを⽤いて復習し、テストに備えておくこと。

4時間対面

第11回 発達的要因: 犯罪にかかわる発達的要因や犯罪⾏動の学習について
の研究知⾒を紹介します。

事後学習：講義内容と⼩テストの内容を参考書ないし各
⾃でとったノートを⽤いて復習し、テストに備えておくこと。

4時間対面

第12回 環境的要因: 犯罪にかかわる環境的要因についての研究知⾒を紹介し
ます。

事後学習：講義内容と⼩テストの内容を参考書ないし各
⾃でとったノートを⽤いて復習し、テストに備えておくこと。

4時間対面

第13回 防犯: 犯罪を防ぐための⽅法と研究知⾒を紹介します。 事後学習：講義内容と⼩テストの内容を参考書ないし各
⾃でとったノートを⽤いて復習し、テストに備えておくこと。

4時間対面

第14回 進化⼼理学的研究: 犯罪のメカニズムについて進化の観点から説明を
紹介します。

事後学習：講義内容と⼩テストの内容を参考書ないし各
⾃でとったノートを⽤いて復習し、テストに備えておくこと。

4時間対面

第15回 まとめ：授業の振り返りを行います 事後学習：講義内容と⼩テストの内容を参考書ないし各
⾃でとったノートを⽤いて復習し、テストに備えておくこと。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 スポーツ法＜スポーツ法概論＞ 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234古結　誠

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

法学部専門教育科目

テーマ スポーツを素材に憲法・民法・刑法の各法律を学び直し、スポーツの場面で適用される法律や制度も理解する。

授業の目的及び概要
ドイツの戦後復興を支えたゴールデンプラン、スポーツシューレ、地域クラブの制作に刺激を受け、わが国でも学校体育から地域総合型クラブへの転
換、国民皆スポーツを理念とするスポーツ基本法が成立した。国、自治体の責務やスポーツ団体の努力が明記され、スポーツを心身の健康づくり、国
際協調の重要な柱として発展さえることが戦略となった。
このような時代の要請、また、近年話題の体罰と指導者の姿勢等も踏まえて、スポーツと人権に関する問題やスポーツの場面における紛争解決方法な
どを学ぶとともに、スポーツと事故についてもスポーツ法学の観点から基本的な理解を深める。また、スポーツにまつわる法律問題を題材として、憲法
や民法、刑法などの基本的な法律科目について学び直し、その理解を深めることを目的とする。
また、「スポーツ・ビジネス法務」においてスポーツビジネス分野での法律の活用を学ぶ前提として、スポーツ法に関する基礎を習得することも目的とす
る。そのため、この授業と、「ビジネス法務」及び民事法・企業法科目を合わせて履修し、次年度の「スポーツビジネス法務」及びその特別プログラムとし
てのスポーツ関連企業インターンにもチャレンジしてほしい。

学修の到達目標
・スポーツの歴史を学び、我が国のスポーツ基本法の理念を理解できる。
・スポーツと人権、スポーツとインテグリティの問題（ドーピングや体罰等の不祥事）を学ぶことにより、スポーツのあるべき姿について考える力を身につ
ける。
・スポーツと人権、スポーツと契約、スポーツと事故等に関して学習することにより、憲法、民法（契約法、不法行為法）、刑法の基礎についての理解を深
める。
・また、近年話題の体罰と指導者の姿勢、スポーツ事故の対応についてもスポーツ法学の観点から考察し、防止のための対策や対処を実際の事例を
通じて理

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
毎回、授業の最後に小テストを実施して、授業内で解説を行う。
中間テストは授業の最終回までに講評を行う。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

普段ニュースで触れることの多いスポーツ界の問題について、法的にはどのような問題になるのかということを学ぶことができ、かつ、これまで学修して
きた憲法、民法、刑法などの法律も復習にもなります。また、オリンピックに関するホットな話題についても検討してもらう機会があるので、積極的に参加
してもらいたい。
また、この授業と、「ビジネス法務」及び民事法・企業法科目を合わせて履修し、次年度の「スポーツビジネス法務」及びその特別プログラムとしてのス
ポーツ関連企業インターンにもチャレンジしてほしい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

300

400030

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

特に指定しません。配布資料を用いて授業を行います。

参考書

①『”平和学”としてのスポーツ法入門』辻口信良（2016年、民事法研究会）ISBN-13 : 978-4865561302
②『スポーツ法へのファーストステップ』石堂典秀ほか編著（2018年、法律文化社） ISBN-13 : 978-
4589039651
③『標準テキストスポーツ法学』浦川道太郎、吉田勝光編著（2020年、エイデル研究所）ISBN-13 : 978-
4871686501
④『Q&Aスポーツの法律問題ープロ選手から愛好者までの必修知識』スポーツ問題研究会（2018年、民事法
研究会）ISBN-1

なし

①978-4865561302
②978-4589039651
③978-4871686501
④978-4865562231

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 オリエンテーション、スポーツ法とは何か 予習：特になし
復習（2時間程度）：レジュメ等を見直し、残った疑問点を次
回の講義の際に質問できるように用意しておくこと。

2時間対面

第2回 スポーツと契約・規則（１）
・スポーツ界で締結されるさまざまな契約
・民法上の契約類型とスポーツ界の契約の類型の検討

予習（2時間程度）：事前に参考書等の関連箇所に目を通
し、疑問点等をピックアップしておくこと。
復習（2時間程度）：レジュメ等を見直し、残った疑問点を次
回の講義の際に質問できるように用意しておくこと。

4時間対面

第3回 スポーツと契約・規則（２）
・スポーツ界で締結されるさまざまな契約
・民法上の契約類型とスポーツ界の契約の類型の検討

予習（2時間程度）：事前に参考書等の関連箇所に目を通
し、疑問点等をピックアップしておくこと。
復習（2時間程度）：レジュメ等を見直し、残った疑問点を次
回の講義の際に質問できるように用意しておくこと。

4時間対面

－376－



第4回 スポーツと契約・規則（３）
・労働者の保護とスポーツ選手の労働者性等

予習（2時間程度）：事前に参考書等の関連箇所に目を通
し、疑問点等をピックアップしておくこと。
復習（2時間程度）：レジュメ等を見直し、残った疑問点を次
回の講義の際に質問できるように用意しておくこと。

4時間対面

第5回 スポーツ事故（１）
・スポーツ事故の実例
・民法上の不法行為責任、使用者責任、国家賠償法、製造物責任等
・安全配慮義務等の契約上の責任
・スポーツ事故に関する裁判例の紹介

予習（2時間程度）：事前に参考書等の関連箇所に目を通
し、疑問点等をピックアップしておくこと。
復習（2時間程度）：レジュメ等を見直し、残った疑問点を次
回の講義の際に質問できるように用意しておくこと。

4時間対面

第6回 スポーツ事故（２）
・スポーツ事故の実例
・民法上の不法行為責任、使用者責任、国家賠償法、製造物責任等
・安全配慮義務等の契約上の責任
・スポーツ事故に関する裁判例の紹介

予習（2時間程度）：事前に参考書等の関連箇所に目を通
し、疑問点等をピックアップしておくこと。
復習（2時間程度）：レジュメ等を見直し、残った疑問点を次
回の講義の際に質問できるように用意しておくこと。

4時間対面

第7回 スポーツ事故（３）
・スポーツ事故の実例
・民法上の不法行為責任、使用者責任、国家賠償法、製造物責任等
・安全配慮義務等の契約上の責任
・スポーツ事故に関する裁判例の紹介

予習（2時間程度）：事前に参考書等の関連箇所に目を通
し、疑問点等をピックアップしておくこと。
復習（2時間程度）：レジュメ等を見直し、残った疑問点を次
回の講義の際に質問できるように用意しておくこと。

4時間対面

第8回 スポーツと人権（１）
・日本国憲法における身体の自由、平等権（差別の禁止）等
・私人間効力と間接適用説

予習（2時間程度）：事前に参考書等の関連箇所に目を通
し、疑問点等をピックアップしておくこと。
復習（2時間程度）：レジュメ等を見直し、残った疑問点を次
回の講義の際に質問できるように用意しておくこと。

4時間オンデマンド

第9回 スポーツと人権（２）
・子どもの保護、体罰、セクハラ、パワハラ、人種差別等と事例紹介

予習（2時間程度）：事前に参考書等の関連箇所に目を通
し、疑問点等をピックアップしておくこと。
復習（2時間程度）：レジュメ等を見直し、残った疑問点を次
回の講義の際に質問できるように用意しておくこと。

4時間対面

第10回 スポーツにおけるドーピングの禁止
・ドーピングが禁止されている理由
・アンチ・ドーピング制度の紹介

予習（2時間程度）：事前に参考書等の関連箇所に目を通
し、疑問点等をピックアップしておくこと。
復習（2時間程度）：レジュメ等を見直し、残った疑問点を次
回の講義の際に質問できるように用意しておくこと。

4時間対面

第11回 オリンピック・パラリンピックとスポーツ法
・オリンピック・パラリンピックに関わる法的問題（スポンサー契約、代表
選考等）
・延期に関連する諸問題

予習（2時間程度）：事前に参考書等の関連箇所に目を通
し、疑問点等をピックアップしておくこと。
復習（2時間程度）：レジュメ等を見直し、残った疑問点を次
回の講義の際に質問できるように用意しておくこと。

4時間対面

第12回 スポーツに関する不祥事処分
・処分権者、処分の根拠等
・不利益処分に関する適正手続の確保
・第三者委員会の役割等

予習（2時間程度）：事前に参考書等の関連箇所に目を通
し、疑問点等をピックアップしておくこと。
復習（2時間程度）：レジュメ等を見直し、残った疑問点を次
回の講義の際に質問できるように用意しておくこと。

4時間対面

第13回 スポーツ紛争の解決手段
・訴訟、日本スポーツ仲裁機構による仲裁等の解決手段の紹介
・紛争解決における適正手続の確保

予習（2時間程度）：事前に参考書等の関連箇所に目を通
し、疑問点等をピックアップしておくこと。
復習（2時間程度）：レジュメ等を見直し、残った疑問点を次
回の講義の際に質問できるように用意しておくこと。

4時間対面

第14回 スポーツと犯罪
・罪刑法定主義、正当業務行為、危険の引受け等

予習（2時間程度）：事前に参考書等の関連箇所に目を通
し、疑問点等をピックアップしておくこと。
復習（2時間程度）：レジュメ等を見直し、残った疑問点を次
回の講義の際に質問できるように用意しておくこと。

5時間対面

第15回 まとめ 予習（2時間程度）：事前に参考書等の関連箇所に目を通
し、疑問点等をピックアップしておくこと。
復習（2時間程度）：レジュメ等を見直しておくこと。

5時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 海外フィールドスタディ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

実習

G1

法学部専門教育科目

テーマ 世界に対する関⼼を⾼め、同世代の韓国人学生と交流し「気づき」を得る

授業の目的及び概要
世界の情勢が大きく変化する中でICTビジネスは発展を続けている。その中でもアジアにおけるICTビジネスはアメリカと二分するグローバルビジネスの
中心地である。ICTビジネスのアジアダイナミズム中心地としての韓国には国際的に展開するICT企業が多数ある。ビジネスの分野でグローバルに常に
新しい挑戦を続けている企業の実態を自らの目で確かめることで、国際的なビジネス感覚や最新の経営学上の課題を学ぶことが肝心である。
学生に事前学習として、ICTまたはコンテンツ産業に関わる課題を設定させ、その情報収集や調査等を事前に取り組組む。現地において想定した課題
についての調査や検討を行い、相違点について考える。IoTやICTビジネス企業（Samsung, Naver等）を訪問しイノベーションの最先端を理解し、グロー
バル・メディア・コンテンツ関連企業（Hibe等）の訪問等を通じてマーケティング戦略の理解を深める。それに加え、現地でのフィールドワークを行うことに
より、政治、経済、文化、言語等の学修をする。

学修の到達目標
（１）事前学習を通じて、研修先の政治、経済、文化、言語学び、理解を深める。
（２）ICT企業のアジアダイナミクスについて概説できるようになる。
（３）韓国ICT企業視察やKカルチャーのビジネス現場を訪問することで、そのビジネス戦略やマーケティング戦略への理解を深め、グローバル化するビ
ジネス意義について説明できるようになる。
（４）歴史・文化施設や世界遺産などを訪問することで、研修先の国の歴史と文化を肌で感じていくことで、その国の特徴や多様性を探る手掛かりを得
る。
（５）現地での韓国語研修並びに、提携先大学生・留学生との交流を通して、異なる人々との協働を促し、言語運用能力とコミュニケーション能力の向
上、並びに国際理解と国際性の涵養を図る。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
優秀なレポートや発表報告は授業中に紹介したり、良い質問や課題についてはディスカッションしていきます。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告／フィールドワーク、学外見学、体験学習

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

世界に対する興味・関⼼を広げ、⾃国の歴史・⽂化・社会について研修先国との歴史・⽂化・社会との相違から、多くの「気づき」を得てほしいと思いま
す。そのためにも、学⽣はプログラムにおける積極性が強く求められ、どんどん⾒聞きし、経験していく姿勢が重要です。
日本ではなく、全く異なった歴史や文化背景をもつ国に行くことで、「日本」という枠組みから離れ「マイノリティー」になってみる。そうすることで文化とは
何か、社会とは何かを、普段自分が当たり前と思っていた状況とは正反対の状況で考えることになります。危機管理や不慣れな状況を体験することで、
国際感覚を研ぎ澄ますことが大切です。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

30
現地での研修評価

00

004030

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキスト指定は行いません。必要な資料を適宜配布します。

参考書

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 "プログラムの概要説明と意義と意図について理解
渡航に当た っての注意（危機管理オリエンテーション（ビザ情報含む）、
 
・グループ分けと取り組む課題について話し合い、テーマや取り組み方
を決める"

事後学修：韓国現代文化特徴について調べ、自分の関心
をまとめておく

2時間対面

第2回 現代韓国社会と文化について理解を深め、その発展の過程を考える 事前学修：現代韓国社会の特徴とアジアでの経済的発展
について調べる
事後学修：世界的に流行するKカルチャーの強みや戦略
について調べまとめておく

4時間対面

第3回 Kカルチャーのビジネス戦略とその発展について学び、理解を深める 事前学修：日本でのKカルチャーの人気の理由や戦略に
ついて考える
事後学修：文化とビジネスマーケティングの可能性につい
て理解を深めるため、Kカルチャーの事例について調べる

4時間対面
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第4回 アジアダイナミズムと韓国のICTビジネスについて理解を深める 事前学修：サムスン、LG、Naverとはどのような企業で、日
本市場での知名度について調べておく
事後学修：グローバルなICTビジネスとそのビジネス課題
について調べ理解を深める

4時間対面

第5回 日本のICTビジネス企業の特徴について 事前学修：日本におけるICT企業の規模やビジネス内容
について理解を深める
事後学修：韓国と日本のICTビジネスの違いについて調
べ、現地企業訪問で学修したいことを明確にしておく

4時間オンデマンド

第6回 現地での学修
フィールドワーク①

事前学修：課題の調査のための方法や情報を準備する
事後学修：今回得られた情報と知識についてまとめ、次の
フィールドワークでの方法や目標を考える

4時間対面

第7回 現地での学修
現地企業訪問①

事前学修：訪問先の企業情報及びビジネス戦略について
調べ、関連する日本企業との違いを把握
事後学修：現地学修や自分の課題の取り組みができてい
たかを考え、企業訪問レポート作成

4時間対面

第8回 現地での学修
フィールドワーク②

事前学修：課題の調査のための方法や情報を準備する
事後学修：今回得られた情報と知識についてまとめ、次の
フィールドワークでの方法や目標を考える

4時間対面

第9回 現地での学修
フィールドワーク③

事前学修：課題の調査のための方法や情報を準備する
事後学修：今回得られた情報と知識についてまとめ、次の
フィールドワークでの方法や目標を考える

4時間対面

第10回 現地での学修
現地企業訪問②

事前学修：訪問先の企業情報及びビジネス戦略について
調べ、関連する日本企業との違いを把握。
事後学修：現地学修や自分の課題の取り組みができてい
たかをかんがえ、企業訪問レポート作成

4時間対面

第11回 現地での学修
フィールドワーク④

事前学修：課題の調査のための方法や情報を準備する
事後学修：今回得られた情報と知識についてまとめ、次の
フィールドワークでの方法や目標を考える

4時間対面

第12回 現地での学修
現地企業訪問③

事前学修：訪問先の企業情報及びビジネス戦略について
調べ、関連する日本企業との違いを把握。
事後学修：現地学修や自分の課題の取り組みができてい
たかを考え、企業訪問レポート作成

4時間対面

第13回 現地での学修
フィールドワーク⑤

事前学修：課題の調査のための方法や情報を準備する
事後学修：これまで得られた情報と知識についてまとめ、
グループでプレゼン内容ついてディスカッション

4時間対面

第14回 帰国後のグループワーク
課題発表のまとめ作業

事前学修：企業訪問レポートとグループ課題についてまと
めておく。
事後学修：グループで討議した内容に基づいてプレゼン
作成

6時間対面

第15回 成果発表
海外フィールドスタディについての成果発表のフィードバックと総括

事前学修：これまでのグループで議論し作成した プレゼン
資料等について読み返し、成果と課題について 明らかに
しておく 
事後学修：グループ課題発表を今後の⾃⾝の学修にどの
ように生かすかを考える

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 基礎演習Ａ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1雜喉　浩久

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G1

法学部専門教育科目

テーマ 大学における学び方・アカデミックスキルの修得

授業の目的及び概要
1年生が、高校における「学習」から大学における「学修」にスムーズに移行し、大学生活を送る上で必要な能力・態度等を身につけることを目的とした科
目です。大学においては、自ら学び、行動する主体的な学修態度が重要です。この科目では、そのような大学における学び方や学修技法（アカデミック
スキル）を学びつつ、法・政治等に関するテーマを取り扱いながら社会の諸問題への興味・関心を持てるようにします。また、大学における良好な人間関
係のもと、他者への理解やコミュニケーション能力の向上、将来に向けたキャリア意識の形成を主な目的とします。
　1年生を対象とした、大学における学修技法や姿勢・態度、基礎知識の修得等を目標とする入門的な内容の演習です。秋学期に「基礎演習B」を引き
続き受講します。

学修の到達目標
①主体的な学修態度を確立し、基本的な情報収集・整理・発信ができるようになる。
②法・政治等に関するテーマから社会の諸問題へアプローチする方法を身につける。
③多様な活動を通じて、よりよい人間関係を形成する方法を身につける。
④自己の大学生活のプランを考え、将来への関心・意欲を高め、行動できるようになる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
提出された課題につきコメントなどを行う。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

本科目の担当教員は、警察官として38年間勤務し、警察署副署長まで務めた実績を有する。また、警察学校において後進の教育経験も有している。本
科目では、これら警察官の実務経験、警察学校での教育経験を生かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この授業を通じ、大学における学び方や学修技法（アカデミックスキル）を身につけるとともに、大学生活における豊かな人間関係を築いてください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

003070

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

クラスごとに担当教員が指示します。

参考書

①伊藤光利，『ポリティカル・サイエンス事始め[第３版]』，有斐閣，2009年
②佐藤望・湯川武・横山千晶・近藤明彦，『アカデミックスキルズ　第3版』，慶応義塾大学出版会，2020年
③横田明美，『カフェパウゼで法学を』，弘文堂，2018年
④弥永真生，『法律学習マニュアル　第４版』，有斐閣，2016年

なし

①4641183724
②4766426568
③4335357338
④4641125848

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス：シラバス・授業計画説明・大学生活での時間管理等
ＵＰＩテスト
（以下は授業計画の一例です）
アイスブレイク
春学期の目標レポートの作成
個人面談の実施

ガイダンスの内容についての復習・春学期の目標を達成
するための計画の作成

2時間対面

第2回 図書館の使い方（データベースの使い方を含む）を学ぶ。
個人面談の実施

図書館を各自で利用する
オンラインデータベースの利用方法を復習する

4時間対面

第3回 法学の学び方講座
ノートテイク・レジュメ・レポートの作成方法

各種六法の「はしがき」・「使い方」を読んでおく
配布資料等を活用してノートテイク、レジュメ・レポートの
作成方法について復習する

4時間対面

第4回 電子メールの書き方講座、社会人マナー講座 電子メールとSNSメッセージの違いについて調べてくる
配布資料などを活用して社会人としてのマナーについて
復習する

4時間対面

第5回 キャリア関係の合同授業① 合同授業に関わる内容について、担当教員の指示に従っ
て予習を行う
合同授業に関わる内容について、担当教員の指示に従っ
て復習を行う

4時間対面

第6回 本の読み方講座（要約とクリティカルリーディング） 指定テクストの要約を行っておく
授業内容を踏まえて指定テクストの要約を行う

4時間対面
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第7回 オンデマンド回（中間レポートや発表に向けた資料作成などの課題に取
り組む）

担当教員の指示に従って予習を行う
動画を視聴し、担当教員の指示に従って復習を行う

2時間オンデマンド

第8回 グループワーク（昔話法廷、コンセンサスゲーム等） 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第9回 資格ガイダンス 取得したい資格について調べておく 4時間対面

第10回 プレゼン方法・発表技術講座 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第11回 キャリア関係の合同授業② 合同授業に関わる内容について、担当教員の指示に従っ
て予習を行う
合同授業に関わる内容について、担当教員の指示に従っ
て復習を行う

4時間対面

第12回 設定したテーマに基づく学生報告、発表とこれらに対するディスカッショ
ン
パワーポイントの利用方法と作成要領の講義（１）

担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

6時間対面

第13回 設定したテーマに基づく学生報告、発表とこれらに対するディスカッショ
ン
パワーポイントの利用方法と作成要領の講義（２）

担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

6時間対面

第14回 設定したテーマに基づく学生報告、発表とこれらに対するディスカッショ
ン
パワーポイントを利用したプレゼンテーション

担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

6時間対面

第15回 定期試験対策講座
春学期の振り返りレポートの作成

春学期の学生生活を振り返って自己評価する 2時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 基礎演習Ａ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1杉本　拓海

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G1

法学部専門教育科目

テーマ 大学における学び方・アカデミックスキルの修得

授業の目的及び概要
1年生が、高校における「学習」から大学における「学修」にスムーズに移行し、大学生活を送る上で必要な能力・態度等を身につけることを目的とした科
目です。大学においては、自ら学び、行動する主体的な学修態度が重要です。この科目では、そのような大学における学び方や学修技法（アカデミック
スキル）を学びつつ、法・政治等に関するテーマを取り扱いながら社会の諸問題への興味・関心を持てるようにします。また、大学における良好な人間関
係のもと、他者への理解やコミュニケーション能力の向上、将来に向けたキャリア意識の形成を主な目的とします。
　1年生を対象とした、大学における学修技法や姿勢・態度、基礎知識の修得等を目標とする入門的な内容の演習です。秋学期に「基礎演習B」を引き
続き受講します。

学修の到達目標
①主体的な学修態度を確立し、基本的な情報収集・整理・発信ができるようになる。
②法・政治等に関するテーマから社会の諸問題へアプローチする方法を身につける。
③多様な活動を通じて、よりよい人間関係を形成する方法を身につける。
④自己の大学生活のプランを考え、将来への関心・意欲を高め、行動できるようになる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
提出された課題につきコメントなどを行う。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この授業を通じ、大学における学び方や学修技法（アカデミックスキル）を身につけるとともに、大学生活における豊かな人間関係を築いてください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

003070

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

クラスごとに担当教員が指示します。

参考書

①伊藤光利，『ポリティカル・サイエンス事始め[第３版]』，有斐閣，2009年
②佐藤望・湯川武・横山千晶・近藤明彦，『アカデミックスキルズ　第3版』，慶応義塾大学出版会，2020年
③横田明美，『カフェパウゼで法学を』，弘文堂，2018年
④弥永真生，『法律学習マニュアル　第４版』，有斐閣，2016年

なし

①4641183724
②4766426568
③4335357338
④4641125848

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス：シラバス・授業計画説明・大学生活での時間管理等
ＵＰＩテスト
（以下は授業計画の一例です）
アイスブレイク
春学期の目標レポートの作成
個人面談の実施

ガイダンスの内容についての復習・春学期の目標を達成
するための計画の作成

2時間対面

第2回 図書館の使い方（データベースの使い方を含む）を学ぶ。
個人面談の実施

図書館を各自で利用する
オンラインデータベースの利用方法を復習する

4時間対面

第3回 法学の学び方講座
ノートテイク・レジュメ・レポートの作成方法

各種六法の「はしがき」・「使い方」を読んでおく
配布資料等を活用してノートテイク、レジュメ・レポートの
作成方法について復習する

4時間対面

第4回 電子メールの書き方講座、社会人マナー講座 電子メールとSNSメッセージの違いについて調べてくる
配布資料などを活用して社会人としてのマナーについて
復習する

4時間対面

第5回 キャリア関係の合同授業① 合同授業に関わる内容について、担当教員の指示に従っ
て予習を行う
合同授業に関わる内容について、担当教員の指示に従っ
て復習を行う

4時間対面

第6回 本の読み方講座（要約とクリティカルリーディング） 指定テクストの要約を行っておく
授業内容を踏まえて指定テクストの要約を行う

4時間対面
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第7回 オンデマンド回（中間レポートや発表に向けた資料作成などの課題に取
り組む）

担当教員の指示に従って予習を行う
動画を視聴し、担当教員の指示に従って復習を行う

2時間オンデマンド

第8回 グループワーク（昔話法廷、コンセンサスゲーム等） 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第9回 資格ガイダンス 取得したい資格について調べておく 4時間対面

第10回 プレゼン方法・発表技術講座 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第11回 キャリア関係の合同授業② 合同授業に関わる内容について、担当教員の指示に従っ
て予習を行う
合同授業に関わる内容について、担当教員の指示に従っ
て復習を行う

4時間対面

第12回 設定したテーマに基づく学生報告、発表とこれらに対するディスカッショ
ン
パワーポイントの利用方法と作成要領の講義（１）

担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

6時間対面

第13回 設定したテーマに基づく学生報告、発表とこれらに対するディスカッショ
ン
パワーポイントの利用方法と作成要領の講義（２）

担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

6時間対面

第14回 設定したテーマに基づく学生報告、発表とこれらに対するディスカッショ
ン
パワーポイントを利用したプレゼンテーション

担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

6時間対面

第15回 定期試験対策講座
春学期の振り返りレポートの作成

春学期の学生生活を振り返って自己評価する 2時間対面

－383－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 基礎演習Ａ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1吉原　裕樹

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G1

法学部専門教育科目

テーマ 大学における学び方・アカデミックスキルの修得

授業の目的及び概要
1年生が、高校における「学習」から大学における「学修」にスムーズに移行し、大学生活を送る上で必要な能力・態度等を身につけることを目的とした科
目です。大学においては、自ら学び、行動する主体的な学修態度が重要です。この科目では、そのような大学における学び方や学修技法（アカデミック
スキル）を学びつつ、法・政治等に関するテーマを取り扱いながら社会の諸問題への興味・関心を持てるようにします。また、大学における良好な人間関
係のもと、他者への理解やコミュニケーション能力の向上、将来に向けたキャリア意識の形成を主な目的とします。
　1年生を対象とした、大学における学修技法や姿勢・態度、基礎知識の修得等を目標とする入門的な内容の演習です。秋学期に「基礎演習B」を引き
続き受講します。

学修の到達目標
①主体的な学修態度を確立し、基本的な情報収集・整理・発信ができるようになる。
②法・政治等に関するテーマから社会の諸問題へアプローチする方法を身につける。
③多様な活動を通じて、よりよい人間関係を形成する方法を身につける。
④自己の大学生活のプランを考え、将来への関心・意欲を高め、行動できるようになる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
提出された課題につきコメントなどを行う。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

本科目の担当教員は、2012年に弁護士資格を取得したのち、弁護士として執務し、憲法訴訟のほか、民事裁判・刑事裁判等の弁護士経験を有してい
る。また、弁護士会の役職として、日本弁護士連合会憲法問題対策本部 幹事・大阪弁護士会 憲法問題特別委員会 副委員長・大阪弁護士会常議員
などを歴任してきた。本科目では、これらの弁護士実務経験を活かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この授業を通じ、大学における学び方や学修技法（アカデミックスキル）を身につけるとともに、大学生活における豊かな人間関係を築いてください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

003070

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

クラスごとに担当教員が指示します。

参考書

①伊藤光利，『ポリティカル・サイエンス事始め[第３版]』，有斐閣，2009年
②佐藤望・湯川武・横山千晶・近藤明彦，『アカデミックスキルズ　第3版』，慶応義塾大学出版会，2020年
③横田明美，『カフェパウゼで法学を』，弘文堂，2018年
④弥永真生，『法律学習マニュアル　第４版』，有斐閣，2016年

なし

①4641183724
②4766426568
③4335357338
④4641125848

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス：シラバス・授業計画説明・大学生活での時間管理等
ＵＰＩテスト
（以下は授業計画の一例です）
アイスブレイク
春学期の目標レポートの作成
個人面談の実施

ガイダンスの内容についての復習・春学期の目標を達成
するための計画の作成

2時間対面

第2回 図書館の使い方（データベースの使い方を含む）を学ぶ。
個人面談の実施

図書館を各自で利用する
オンラインデータベースの利用方法を復習する

4時間対面

第3回 法学の学び方講座
ノートテイク・レジュメ・レポートの作成方法

各種六法の「はしがき」・「使い方」を読んでおく
配布資料等を活用してノートテイク、レジュメ・レポートの
作成方法について復習する

4時間対面

第4回 電子メールの書き方講座、社会人マナー講座 電子メールとSNSメッセージの違いについて調べてくる
配布資料などを活用して社会人としてのマナーについて
復習する

4時間対面

第5回 キャリア関係の合同授業① 合同授業に関わる内容について、担当教員の指示に従っ
て予習を行う
合同授業に関わる内容について、担当教員の指示に従っ
て復習を行う

4時間対面

第6回 本の読み方講座（要約とクリティカルリーディング） 指定テクストの要約を行っておく
授業内容を踏まえて指定テクストの要約を行う

4時間対面

－384－



第7回 オンデマンド回（中間レポートや発表に向けた資料作成などの課題に取
り組む）

担当教員の指示に従って予習を行う
動画を視聴し、担当教員の指示に従って復習を行う

2時間オンデマンド

第8回 グループワーク（昔話法廷、コンセンサスゲーム等） 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第9回 資格ガイダンス 取得したい資格について調べておく 4時間対面

第10回 プレゼン方法・発表技術講座 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第11回 キャリア関係の合同授業② 合同授業に関わる内容について、担当教員の指示に従っ
て予習を行う
合同授業に関わる内容について、担当教員の指示に従っ
て復習を行う

4時間対面

第12回 設定したテーマに基づく学生報告、発表とこれらに対するディスカッショ
ン
パワーポイントの利用方法と作成要領の講義（１）

担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

6時間対面

第13回 設定したテーマに基づく学生報告、発表とこれらに対するディスカッショ
ン
パワーポイントの利用方法と作成要領の講義（２）

担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

6時間対面

第14回 設定したテーマに基づく学生報告、発表とこれらに対するディスカッショ
ン
パワーポイントを利用したプレゼンテーション

担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

6時間対面

第15回 定期試験対策講座
春学期の振り返りレポートの作成

春学期の学生生活を振り返って自己評価する 2時間対面

－385－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 基礎演習Ａ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1平阪　美穂

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G1

法学部専門教育科目

テーマ 大学における学び方・アカデミックスキルの修得

授業の目的及び概要
1年生が、高校における「学習」から大学における「学修」にスムーズに移行し、大学生活を送る上で必要な能力・態度等を身につけることを目的とした科
目です。大学においては、自ら学び、行動する主体的な学修態度が重要です。この科目では、そのような大学における学び方や学修技法（アカデミック
スキル）を学びつつ、法・政治等に関するテーマを取り扱いながら社会の諸問題への興味・関心を持てるようにします。また、大学における良好な人間関
係のもと、他者への理解やコミュニケーション能力の向上、将来に向けたキャリア意識の形成を主な目的とします。
　1年生を対象とした、大学における学修技法や姿勢・態度、基礎知識の修得等を目標とする入門的な内容の演習です。秋学期に「基礎演習B」を引き
続き受講します。

学修の到達目標
①主体的な学修態度を確立し、基本的な情報収集・整理・発信ができるようになる。
②法・政治等に関するテーマから社会の諸問題へアプローチする方法を身につける。
③多様な活動を通じて、よりよい人間関係を形成する方法を身につける。
④自己の大学生活のプランを考え、将来への関心・意欲を高め、行動できるようになる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
提出された課題につきコメントなどを行う。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この授業を通じ、大学における学び方や学修技法（アカデミックスキル）を身につけるとともに、大学生活における豊かな人間関係を築いてください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

003070

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

クラスごとに担当教員が指示します。

参考書

①伊藤光利，『ポリティカル・サイエンス事始め[第３版]』，有斐閣，2009年
②佐藤望・湯川武・横山千晶・近藤明彦，『アカデミックスキルズ　第3版』，慶応義塾大学出版会，2020年
③横田明美，『カフェパウゼで法学を』，弘文堂，2018年
④弥永真生，『法律学習マニュアル　第４版』，有斐閣，2016年

なし

①4641183724
②4766426568
③4335357338
④4641125848

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス：シラバス・授業計画説明・大学生活での時間管理等
ＵＰＩテスト
（以下は授業計画の一例です）
アイスブレイク
春学期の目標レポートの作成
個人面談の実施

ガイダンスの内容についての復習・春学期の目標を達成
するための計画の作成

2時間対面

第2回 図書館の使い方（データベースの使い方を含む）を学ぶ。
個人面談の実施

図書館を各自で利用する
オンラインデータベースの利用方法を復習する

4時間対面

第3回 法学の学び方講座
ノートテイク・レジュメ・レポートの作成方法

各種六法の「はしがき」・「使い方」を読んでおく
配布資料等を活用してノートテイク、レジュメ・レポートの
作成方法について復習する

4時間対面

第4回 電子メールの書き方講座、社会人マナー講座 電子メールとSNSメッセージの違いについて調べてくる
配布資料などを活用して社会人としてのマナーについて
復習する

4時間対面

第5回 キャリア関係の合同授業① 合同授業に関わる内容について、担当教員の指示に従っ
て予習を行う
合同授業に関わる内容について、担当教員の指示に従っ
て復習を行う

4時間対面

第6回 本の読み方講座（要約とクリティカルリーディング） 指定テクストの要約を行っておく
授業内容を踏まえて指定テクストの要約を行う

4時間対面

－386－



第7回 オンデマンド回（中間レポートや発表に向けた資料作成などの課題に取
り組む）

担当教員の指示に従って予習を行う
動画を視聴し、担当教員の指示に従って復習を行う

2時間オンデマンド

第8回 グループワーク（昔話法廷、コンセンサスゲーム等） 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第9回 資格ガイダンス 取得したい資格について調べておく 4時間対面

第10回 プレゼン方法・発表技術講座 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第11回 キャリア関係の合同授業② 合同授業に関わる内容について、担当教員の指示に従っ
て予習を行う
合同授業に関わる内容について、担当教員の指示に従っ
て復習を行う

4時間対面

第12回 設定したテーマに基づく学生報告、発表とこれらに対するディスカッショ
ン
パワーポイントの利用方法と作成要領の講義（１）

担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

6時間対面

第13回 設定したテーマに基づく学生報告、発表とこれらに対するディスカッショ
ン
パワーポイントの利用方法と作成要領の講義（２）

担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

6時間対面

第14回 設定したテーマに基づく学生報告、発表とこれらに対するディスカッショ
ン
パワーポイントを利用したプレゼンテーション

担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

6時間対面

第15回 定期試験対策講座
春学期の振り返りレポートの作成

春学期の学生生活を振り返って自己評価する 2時間対面

－387－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 基礎演習Ａ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1松山　沙織

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G1

法学部専門教育科目

テーマ 大学における学び方・アカデミックスキルの修得

授業の目的及び概要
1年生が、高校における「学習」から大学における「学修」にスムーズに移行し、大学生活を送る上で必要な能力・態度等を身につけることを目的とした科
目です。大学においては、自ら学び、行動する主体的な学修態度が重要です。この科目では、そのような大学における学び方や学修技法（アカデミック
スキル）を学びつつ、法・政治等に関するテーマを取り扱いながら社会の諸問題への興味・関心を持てるようにします。また、大学における良好な人間関
係のもと、他者への理解やコミュニケーション能力の向上、将来に向けたキャリア意識の形成を主な目的とします。
　1年生を対象とした、大学における学修技法や姿勢・態度、基礎知識の修得等を目標とする入門的な内容の演習です。秋学期に「基礎演習B」を引き
続き受講します。

学修の到達目標
①主体的な学修態度を確立し、基本的な情報収集・整理・発信ができるようになる。
②法・政治等に関するテーマから社会の諸問題へアプローチする方法を身につける。
③多様な活動を通じて、よりよい人間関係を形成する方法を身につける。
④自己の大学生活のプランを考え、将来への関心・意欲を高め、行動できるようになる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
提出された課題につきコメントなどを行う。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この授業を通じ、大学における学び方や学修技法（アカデミックスキル）を身につけるとともに、大学生活における豊かな人間関係を築いてください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

003070

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

クラスごとに担当教員が指示します。

参考書

①伊藤光利，『ポリティカル・サイエンス事始め[第３版]』，有斐閣，2009年
②佐藤望・湯川武・横山千晶・近藤明彦，『アカデミックスキルズ　第3版』，慶応義塾大学出版会，2020年
③横田明美，『カフェパウゼで法学を』，弘文堂，2018年
④弥永真生，『法律学習マニュアル　第４版』，有斐閣，2016年

なし

①4641183724
②4766426568
③4335357338
④4641125848

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス：シラバス・授業計画説明・大学生活での時間管理等
ＵＰＩテスト
（以下は授業計画の一例です）
アイスブレイク
春学期の目標レポートの作成
個人面談の実施

ガイダンスの内容についての復習・春学期の目標を達成
するための計画の作成

2時間対面

第2回 図書館の使い方（データベースの使い方を含む）を学ぶ。
個人面談の実施

図書館を各自で利用する
オンラインデータベースの利用方法を復習する

4時間対面

第3回 法学の学び方講座
ノートテイク・レジュメ・レポートの作成方法

各種六法の「はしがき」・「使い方」を読んでおく
配布資料等を活用してノートテイク、レジュメ・レポートの
作成方法について復習する

4時間対面

第4回 電子メールの書き方講座、社会人マナー講座 電子メールとSNSメッセージの違いについて調べてくる
配布資料などを活用して社会人としてのマナーについて
復習する

4時間対面

第5回 キャリア関係の合同授業① 合同授業に関わる内容について、担当教員の指示に従っ
て予習を行う
合同授業に関わる内容について、担当教員の指示に従っ
て復習を行う

4時間対面

第6回 本の読み方講座（要約とクリティカルリーディング） 指定テクストの要約を行っておく
授業内容を踏まえて指定テクストの要約を行う

4時間対面
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第7回 オンデマンド回（中間レポートや発表に向けた資料作成などの課題に取
り組む）

担当教員の指示に従って予習を行う
動画を視聴し、担当教員の指示に従って復習を行う

2時間オンデマンド

第8回 グループワーク（昔話法廷、コンセンサスゲーム等） 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第9回 資格ガイダンス 取得したい資格について調べておく 4時間対面

第10回 プレゼン方法・発表技術講座 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第11回 キャリア関係の合同授業② 合同授業に関わる内容について、担当教員の指示に従っ
て予習を行う
合同授業に関わる内容について、担当教員の指示に従っ
て復習を行う

4時間対面

第12回 設定したテーマに基づく学生報告、発表とこれらに対するディスカッショ
ン
パワーポイントの利用方法と作成要領の講義（１）

担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

6時間対面

第13回 設定したテーマに基づく学生報告、発表とこれらに対するディスカッショ
ン
パワーポイントの利用方法と作成要領の講義（２）

担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

6時間対面

第14回 設定したテーマに基づく学生報告、発表とこれらに対するディスカッショ
ン
パワーポイントを利用したプレゼンテーション

担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

6時間対面

第15回 定期試験対策講座
春学期の振り返りレポートの作成

春学期の学生生活を振り返って自己評価する 2時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 基礎演習Ａ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1高田　尚彦

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G1

法学部専門教育科目

テーマ 大学における学び方・アカデミックスキルの修得

授業の目的及び概要
1年生が、高校における「学習」から大学における「学修」にスムーズに移行し、大学生活を送る上で必要な能力・態度等を身につけることを目的とした科
目です。大学においては、自ら学び、行動する主体的な学修態度が重要です。この科目では、そのような大学における学び方や学修技法（アカデミック
スキル）を学びつつ、法・政治等に関するテーマを取り扱いながら社会の諸問題への興味・関心を持てるようにします。また、大学における良好な人間関
係のもと、他者への理解やコミュニケーション能力の向上、将来に向けたキャリア意識の形成を主な目的とします。
　1年生を対象とした、大学における学修技法や姿勢・態度、基礎知識の修得等を目標とする入門的な内容の演習です。秋学期に「基礎演習B」を引き
続き受講します。

学修の到達目標
①主体的な学修態度を確立し、基本的な情報収集・整理・発信ができるようになる。
②法・政治等に関するテーマから社会の諸問題へアプローチする方法を身につける。
③多様な活動を通じて、よりよい人間関係を形成する方法を身につける。
④自己の大学生活のプランを考え、将来への関心・意欲を高め、行動できるようになる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
提出された課題につきコメントなどを行う。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この授業を通じ、大学における学び方や学修技法（アカデミックスキル）を身につけるとともに、大学生活における豊かな人間関係を築いてください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

003070

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

クラスごとに担当教員が指示します。

参考書

①伊藤光利，『ポリティカル・サイエンス事始め[第３版]』，有斐閣，2009年
②佐藤望・湯川武・横山千晶・近藤明彦，『アカデミックスキルズ　第3版』，慶応義塾大学出版会，2020年
③横田明美，『カフェパウゼで法学を』，弘文堂，2018年
④弥永真生，『法律学習マニュアル　第４版』，有斐閣，2016年

なし

①4641183724
②4766426568
③4335357338
④4641125848

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス：シラバス・授業計画説明・大学生活での時間管理等
ＵＰＩテスト
（以下は授業計画の一例です）
アイスブレイク
春学期の目標レポートの作成
個人面談の実施

ガイダンスの内容についての復習・春学期の目標を達成
するための計画の作成

2時間対面

第2回 図書館の使い方（データベースの使い方を含む）を学ぶ。
個人面談の実施

図書館を各自で利用する
オンラインデータベースの利用方法を復習する

4時間対面

第3回 法学の学び方講座
ノートテイク・レジュメ・レポートの作成方法

各種六法の「はしがき」・「使い方」を読んでおく
配布資料等を活用してノートテイク、レジュメ・レポートの
作成方法について復習する

4時間対面

第4回 電子メールの書き方講座、社会人マナー講座 電子メールとSNSメッセージの違いについて調べてくる
配布資料などを活用して社会人としてのマナーについて
復習する

4時間対面

第5回 キャリア関係の合同授業① 合同授業に関わる内容について、担当教員の指示に従っ
て予習を行う
合同授業に関わる内容について、担当教員の指示に従っ
て復習を行う

4時間対面

第6回 本の読み方講座（要約とクリティカルリーディング） 指定テクストの要約を行っておく
授業内容を踏まえて指定テクストの要約を行う

4時間対面

－390－



第7回 オンデマンド回（中間レポートや発表に向けた資料作成などの課題に取
り組む）

担当教員の指示に従って予習を行う
動画を視聴し、担当教員の指示に従って復習を行う

2時間オンデマンド

第8回 グループワーク（昔話法廷、コンセンサスゲーム等） 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第9回 資格ガイダンス 取得したい資格について調べておく 4時間対面

第10回 プレゼン方法・発表技術講座 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第11回 キャリア関係の合同授業② 合同授業に関わる内容について、担当教員の指示に従っ
て予習を行う
合同授業に関わる内容について、担当教員の指示に従っ
て復習を行う

4時間対面

第12回 設定したテーマに基づく学生報告、発表とこれらに対するディスカッショ
ン
パワーポイントの利用方法と作成要領の講義（１）

担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

6時間対面

第13回 設定したテーマに基づく学生報告、発表とこれらに対するディスカッショ
ン
パワーポイントの利用方法と作成要領の講義（２）

担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

6時間対面

第14回 設定したテーマに基づく学生報告、発表とこれらに対するディスカッショ
ン
パワーポイントを利用したプレゼンテーション

担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

6時間対面

第15回 定期試験対策講座
春学期の振り返りレポートの作成

春学期の学生生活を振り返って自己評価する 2時間対面

－391－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 基礎演習Ａ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1大関　龍一

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G1

法学部専門教育科目

テーマ 大学における学び方・アカデミックスキルの修得

授業の目的及び概要
1年生が、高校における「学習」から大学における「学修」にスムーズに移行し、大学生活を送る上で必要な能力・態度等を身につけることを目的とした科
目です。大学においては、自ら学び、行動する主体的な学修態度が重要です。この科目では、そのような大学における学び方や学修技法（アカデミック
スキル）を学びつつ、法・政治等に関するテーマを取り扱いながら社会の諸問題への興味・関心を持てるようにします。また、大学における良好な人間関
係のもと、他者への理解やコミュニケーション能力の向上、将来に向けたキャリア意識の形成を主な目的とします。
　1年生を対象とした、大学における学修技法や姿勢・態度、基礎知識の修得等を目標とする入門的な内容の演習です。秋学期に「基礎演習B」を引き
続き受講します。

学修の到達目標
①主体的な学修態度を確立し、基本的な情報収集・整理・発信ができるようになる。
②法・政治等に関するテーマから社会の諸問題へアプローチする方法を身につける。
③多様な活動を通じて、よりよい人間関係を形成する方法を身につける。
④自己の大学生活のプランを考え、将来への関心・意欲を高め、行動できるようになる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
提出された課題につきコメントなどを行う。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この授業を通じ、大学における学び方や学修技法（アカデミックスキル）を身につけるとともに、大学生活における豊かな人間関係を築いてください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

003070

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

クラスごとに担当教員が指示します。

参考書

①伊藤光利，『ポリティカル・サイエンス事始め[第３版]』，有斐閣，2009年
②佐藤望・湯川武・横山千晶・近藤明彦，『アカデミックスキルズ　第3版』，慶応義塾大学出版会，2020年
③横田明美，『カフェパウゼで法学を』，弘文堂，2018年
④弥永真生，『法律学習マニュアル　第４版』，有斐閣，2016年

なし

①4641183724
②4766426568
③4335357338
④4641125848

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス：シラバス・授業計画説明・大学生活での時間管理等
ＵＰＩテスト
（以下は授業計画の一例です）
アイスブレイク
春学期の目標レポートの作成
個人面談の実施

ガイダンスの内容についての復習・春学期の目標を達成
するための計画の作成

2時間対面

第2回 図書館の使い方（データベースの使い方を含む）を学ぶ。
個人面談の実施

図書館を各自で利用する
オンラインデータベースの利用方法を復習する

4時間対面

第3回 法学の学び方講座
ノートテイク・レジュメ・レポートの作成方法

各種六法の「はしがき」・「使い方」を読んでおく
配布資料等を活用してノートテイク、レジュメ・レポートの
作成方法について復習する

4時間対面

第4回 電子メールの書き方講座、社会人マナー講座 電子メールとSNSメッセージの違いについて調べてくる
配布資料などを活用して社会人としてのマナーについて
復習する

4時間対面

第5回 キャリア関係の合同授業① 合同授業に関わる内容について、担当教員の指示に従っ
て予習を行う
合同授業に関わる内容について、担当教員の指示に従っ
て復習を行う

4時間対面

第6回 本の読み方講座（要約とクリティカルリーディング） 指定テクストの要約を行っておく
授業内容を踏まえて指定テクストの要約を行う

4時間対面

－392－



第7回 オンデマンド回（中間レポートや発表に向けた資料作成などの課題に取
り組む）

担当教員の指示に従って予習を行う
動画を視聴し、担当教員の指示に従って復習を行う

2時間オンデマンド

第8回 グループワーク（昔話法廷、コンセンサスゲーム等） 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第9回 資格ガイダンス 取得したい資格について調べておく 4時間対面

第10回 プレゼン方法・発表技術講座 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第11回 キャリア関係の合同授業② 合同授業に関わる内容について、担当教員の指示に従っ
て予習を行う
合同授業に関わる内容について、担当教員の指示に従っ
て復習を行う

4時間対面

第12回 設定したテーマに基づく学生報告、発表とこれらに対するディスカッショ
ン
パワーポイントの利用方法と作成要領の講義（１）

担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

6時間対面

第13回 設定したテーマに基づく学生報告、発表とこれらに対するディスカッショ
ン
パワーポイントの利用方法と作成要領の講義（２）

担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

6時間対面

第14回 設定したテーマに基づく学生報告、発表とこれらに対するディスカッショ
ン
パワーポイントを利用したプレゼンテーション

担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

6時間対面

第15回 定期試験対策講座
春学期の振り返りレポートの作成

春学期の学生生活を振り返って自己評価する 2時間対面

－393－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 基礎演習Ａ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1朴　永炅

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G1

法学部専門教育科目

テーマ 大学における学び方・アカデミックスキルの修得

授業の目的及び概要
1年生が、高校における「学習」から大学における「学修」にスムーズに移行し、大学生活を送る上で必要な能力・態度等を身につけることを目的とした科
目です。大学においては、自ら学び、行動する主体的な学修態度が重要です。この科目では、そのような大学における学び方や学修技法（アカデミック
スキル）を学びつつ、法・政治等に関するテーマを取り扱いながら社会の諸問題への興味・関心を持てるようにします。また、大学における良好な人間関
係のもと、他者への理解やコミュニケーション能力の向上、将来に向けたキャリア意識の形成を主な目的とします。
　1年生を対象とした、大学における学修技法や姿勢・態度、基礎知識の修得等を目標とする入門的な内容の演習です。秋学期に「基礎演習B」を引き
続き受講します。

学修の到達目標
①主体的な学修態度を確立し、基本的な情報収集・整理・発信ができるようになる。
②法・政治等に関するテーマから社会の諸問題へアプローチする方法を身につける。
③多様な活動を通じて、よりよい人間関係を形成する方法を身につける。
④自己の大学生活のプランを考え、将来への関心・意欲を高め、行動できるようになる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
提出された課題につきコメントなどを行う。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この授業を通じ、大学における学び方や学修技法（アカデミックスキル）を身につけるとともに、大学生活における豊かな人間関係を築いてください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

003070

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

クラスごとに担当教員が指示します。

参考書

①伊藤光利，『ポリティカル・サイエンス事始め[第３版]』，有斐閣，2009年
②佐藤望・湯川武・横山千晶・近藤明彦，『アカデミックスキルズ　第3版』，慶応義塾大学出版会，2020年
③横田明美，『カフェパウゼで法学を』，弘文堂，2018年
④弥永真生，『法律学習マニュアル　第４版』，有斐閣，2016年

なし

①4641183724
②4766426568
③4335357338
④4641125848

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス：シラバス・授業計画説明・大学生活での時間管理等
ＵＰＩテスト
（以下は授業計画の一例です）
アイスブレイク
春学期の目標レポートの作成
個人面談の実施

ガイダンスの内容についての復習・春学期の目標を達成
するための計画の作成

2時間対面

第2回 図書館の使い方（データベースの使い方を含む）を学ぶ。
個人面談の実施

図書館を各自で利用する
オンラインデータベースの利用方法を復習する

4時間対面

第3回 法学の学び方講座
ノートテイク・レジュメ・レポートの作成方法

各種六法の「はしがき」・「使い方」を読んでおく
配布資料等を活用してノートテイク、レジュメ・レポートの
作成方法について復習する

4時間対面

第4回 電子メールの書き方講座、社会人マナー講座 電子メールとSNSメッセージの違いについて調べてくる
配布資料などを活用して社会人としてのマナーについて
復習する

4時間対面

第5回 キャリア関係の合同授業① 合同授業に関わる内容について、担当教員の指示に従っ
て予習を行う
合同授業に関わる内容について、担当教員の指示に従っ
て復習を行う

4時間対面

第6回 本の読み方講座（要約とクリティカルリーディング） 指定テクストの要約を行っておく
授業内容を踏まえて指定テクストの要約を行う

4時間対面
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第7回 オンデマンド回（中間レポートや発表に向けた資料作成などの課題に取
り組む）

担当教員の指示に従って予習を行う
動画を視聴し、担当教員の指示に従って復習を行う

2時間オンデマンド

第8回 グループワーク（昔話法廷、コンセンサスゲーム等） 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第9回 資格ガイダンス 取得したい資格について調べておく 4時間対面

第10回 プレゼン方法・発表技術講座 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第11回 キャリア関係の合同授業② 合同授業に関わる内容について、担当教員の指示に従っ
て予習を行う
合同授業に関わる内容について、担当教員の指示に従っ
て復習を行う

4時間対面

第12回 設定したテーマに基づく学生報告、発表とこれらに対するディスカッショ
ン
パワーポイントの利用方法と作成要領の講義（１）

担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

6時間対面

第13回 設定したテーマに基づく学生報告、発表とこれらに対するディスカッショ
ン
パワーポイントの利用方法と作成要領の講義（２）

担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

6時間対面

第14回 設定したテーマに基づく学生報告、発表とこれらに対するディスカッショ
ン
パワーポイントを利用したプレゼンテーション

担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

6時間対面

第15回 定期試験対策講座
春学期の振り返りレポートの作成

春学期の学生生活を振り返って自己評価する 2時間対面

－395－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 基礎演習Ａ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1西脇　邦雄

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G1

法学部専門教育科目

テーマ 大学における学び方・アカデミックスキルの修得

授業の目的及び概要
1年生が、高校における「学習」から大学における「学修」にスムーズに移行し、大学生活を送る上で必要な能力・態度等を身につけることを目的とした科
目です。大学においては、自ら学び、行動する主体的な学修態度が重要です。この科目では、そのような大学における学び方や学修技法（アカデミック
スキル）を学びつつ、法・政治等に関するテーマを取り扱いながら社会の諸問題への興味・関心を持てるようにします。また、大学における良好な人間関
係のもと、他者への理解やコミュニケーション能力の向上、将来に向けたキャリア意識の形成を主な目的とします。
　1年生を対象とした、大学における学修技法や姿勢・態度、基礎知識の修得等を目標とする入門的な内容の演習です。秋学期に「基礎演習B」を引き
続き受講します。

学修の到達目標
①主体的な学修態度を確立し、基本的な情報収集・整理・発信ができるようになる。
②法・政治等に関するテーマから社会の諸問題へアプローチする方法を身につける。
③多様な活動を通じて、よりよい人間関係を形成する方法を身につける。
④自己の大学生活のプランを考え、将来への関心・意欲を高め、行動できるようになる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
提出された課題につきコメントなどを行う。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

本科目の担当教員は、大阪府議会議員を16年務めた経験を有する。府議会議員として、自治体における日中友好、日華友好、日韓友好（韓国大使表
彰）、日ロ友好、日本モンゴル友好活動に取り組んできた。本科目では、これらの経験を活かしながら、地方自治と国際協力について、具体事例を交え
ながら、実践的な教育を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この授業を通じ、大学における学び方や学修技法（アカデミックスキル）を身につけるとともに、大学生活における豊かな人間関係を築いてください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

003070

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

クラスごとに担当教員が指示します。

参考書

①伊藤光利，『ポリティカル・サイエンス事始め[第３版]』，有斐閣，2009年
②佐藤望・湯川武・横山千晶・近藤明彦，『アカデミックスキルズ　第3版』，慶応義塾大学出版会，2020年
③横田明美，『カフェパウゼで法学を』，弘文堂，2018年
④弥永真生，『法律学習マニュアル　第４版』，有斐閣，2016年

なし

①4641183724
②4766426568
③4335357338
④4641125848

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス：シラバス・授業計画説明・大学生活での時間管理等
ＵＰＩテスト
（以下は授業計画の一例です）
アイスブレイク
春学期の目標レポートの作成
個人面談の実施

ガイダンスの内容についての復習・春学期の目標を達成
するための計画の作成

2時間対面

第2回 図書館の使い方（データベースの使い方を含む）を学ぶ。
個人面談の実施

図書館を各自で利用する
オンラインデータベースの利用方法を復習する

4時間対面

第3回 法学の学び方講座
ノートテイク・レジュメ・レポートの作成方法

各種六法の「はしがき」・「使い方」を読んでおく
配布資料等を活用してノートテイク、レジュメ・レポートの
作成方法について復習する

4時間対面

第4回 電子メールの書き方講座、社会人マナー講座 電子メールとSNSメッセージの違いについて調べてくる
配布資料などを活用して社会人としてのマナーについて
復習する

4時間対面

第5回 キャリア関係の合同授業① 合同授業に関わる内容について、担当教員の指示に従っ
て予習を行う
合同授業に関わる内容について、担当教員の指示に従っ
て復習を行う

4時間対面

第6回 本の読み方講座（要約とクリティカルリーディング） 指定テクストの要約を行っておく
授業内容を踏まえて指定テクストの要約を行う

4時間対面
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第7回 オンデマンド回（中間レポートや発表に向けた資料作成などの課題に取
り組む）

担当教員の指示に従って予習を行う
動画を視聴し、担当教員の指示に従って復習を行う

2時間オンデマンド

第8回 グループワーク（昔話法廷、コンセンサスゲーム等） 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第9回 資格ガイダンス 取得したい資格について調べておく 4時間対面

第10回 プレゼン方法・発表技術講座 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第11回 キャリア関係の合同授業② 合同授業に関わる内容について、担当教員の指示に従っ
て予習を行う
合同授業に関わる内容について、担当教員の指示に従っ
て復習を行う

4時間対面

第12回 設定したテーマに基づく学生報告、発表とこれらに対するディスカッショ
ン
パワーポイントの利用方法と作成要領の講義（１）

担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

6時間対面

第13回 設定したテーマに基づく学生報告、発表とこれらに対するディスカッショ
ン
パワーポイントの利用方法と作成要領の講義（２）

担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

6時間対面

第14回 設定したテーマに基づく学生報告、発表とこれらに対するディスカッショ
ン
パワーポイントを利用したプレゼンテーション

担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

6時間対面

第15回 定期試験対策講座
春学期の振り返りレポートの作成

春学期の学生生活を振り返って自己評価する 2時間対面

－397－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 基礎演習Ａ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1田中　曜次

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G1

法学部専門教育科目

テーマ 大学における学び方・アカデミックスキルの修得

授業の目的及び概要
1年生が、高校における「学習」から大学における「学修」にスムーズに移行し、大学生活を送る上で必要な能力・態度等を身につけることを目的とした科
目です。大学においては、自ら学び、行動する主体的な学修態度が重要です。この科目では、そのような大学における学び方や学修技法（アカデミック
スキル）を学びつつ、法・政治等に関するテーマを取り扱いながら社会の諸問題への興味・関心を持てるようにします。また、大学における良好な人間関
係のもと、他者への理解やコミュニケーション能力の向上、将来に向けたキャリア意識の形成を主な目的とします。
　1年生を対象とした、大学における学修技法や姿勢・態度、基礎知識の修得等を目標とする入門的な内容の演習です。秋学期に「基礎演習B」を引き
続き受講します。

学修の到達目標
①主体的な学修態度を確立し、基本的な情報収集・整理・発信ができるようになる。
②法・政治等に関するテーマから社会の諸問題へアプローチする方法を身につける。
③多様な活動を通じて、よりよい人間関係を形成する方法を身につける。
④自己の大学生活のプランを考え、将来への関心・意欲を高め、行動できるようになる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
提出された課題につきコメントなどを行う。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

本科目の担当教員は、1985年に小学校、中学校、高等学校の教員免許状を取得し、京都府の公立中学校等で2008年まで20年以上にわたって勤務し
た経験を有している。本科目では、教職課程に関わる教員としての豊富な経験を生かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この授業を通じ、大学における学び方や学修技法（アカデミックスキル）を身につけるとともに、大学生活における豊かな人間関係を築いてください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

003070

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

クラスごとに担当教員が指示します。

参考書

①伊藤光利，『ポリティカル・サイエンス事始め[第３版]』，有斐閣，2009年
②佐藤望・湯川武・横山千晶・近藤明彦，『アカデミックスキルズ　第3版』，慶応義塾大学出版会，2020年
③横田明美，『カフェパウゼで法学を』，弘文堂，2018年
④弥永真生，『法律学習マニュアル　第４版』，有斐閣，2016年

なし

①4641183724
②4766426568
③4335357338
④4641125848

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス：シラバス・授業計画説明・大学生活での時間管理等
ＵＰＩテスト
（以下は授業計画の一例です）
アイスブレイク
春学期の目標レポートの作成
個人面談の実施

ガイダンスの内容についての復習・春学期の目標を達成
するための計画の作成

2時間対面

第2回 図書館の使い方（データベースの使い方を含む）を学ぶ。
個人面談の実施

図書館を各自で利用する
オンラインデータベースの利用方法を復習する

4時間対面

第3回 法学の学び方講座
ノートテイク・レジュメ・レポートの作成方法

各種六法の「はしがき」・「使い方」を読んでおく
配布資料等を活用してノートテイク、レジュメ・レポートの
作成方法について復習する

4時間対面

第4回 電子メールの書き方講座、社会人マナー講座 電子メールとSNSメッセージの違いについて調べてくる
配布資料などを活用して社会人としてのマナーについて
復習する

4時間対面

第5回 キャリア関係の合同授業① 合同授業に関わる内容について、担当教員の指示に従っ
て予習を行う
合同授業に関わる内容について、担当教員の指示に従っ
て復習を行う

4時間対面

第6回 本の読み方講座（要約とクリティカルリーディング） 指定テクストの要約を行っておく
授業内容を踏まえて指定テクストの要約を行う

4時間対面

－398－



第7回 オンデマンド回（中間レポートや発表に向けた資料作成などの課題に取
り組む）

担当教員の指示に従って予習を行う
動画を視聴し、担当教員の指示に従って復習を行う

2時間オンデマンド

第8回 グループワーク（昔話法廷、コンセンサスゲーム等） 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第9回 資格ガイダンス 取得したい資格について調べておく 4時間対面

第10回 プレゼン方法・発表技術講座 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第11回 キャリア関係の合同授業② 合同授業に関わる内容について、担当教員の指示に従っ
て予習を行う
合同授業に関わる内容について、担当教員の指示に従っ
て復習を行う

4時間対面

第12回 設定したテーマに基づく学生報告、発表とこれらに対するディスカッショ
ン
パワーポイントの利用方法と作成要領の講義（１）

担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

6時間対面

第13回 設定したテーマに基づく学生報告、発表とこれらに対するディスカッショ
ン
パワーポイントの利用方法と作成要領の講義（２）

担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

6時間対面

第14回 設定したテーマに基づく学生報告、発表とこれらに対するディスカッショ
ン
パワーポイントを利用したプレゼンテーション

担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

6時間対面

第15回 定期試験対策講座
春学期の振り返りレポートの作成

春学期の学生生活を振り返って自己評価する 2時間対面

－399－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 基礎演習Ａ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1金　亮完

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G1

法学部専門教育科目

テーマ 大学における学び方・アカデミックスキルの修得

授業の目的及び概要
1年生が、高校における「学習」から大学における「学修」にスムーズに移行し、大学生活を送る上で必要な能力・態度等を身につけることを目的とした科
目です。大学においては、自ら学び、行動する主体的な学修態度が重要です。この科目では、そのような大学における学び方や学修技法（アカデミック
スキル）を学びつつ、法・政治等に関するテーマを取り扱いながら社会の諸問題への興味・関心を持てるようにします。また、大学における良好な人間関
係のもと、他者への理解やコミュニケーション能力の向上、将来に向けたキャリア意識の形成を主な目的とします。
　1年生を対象とした、大学における学修技法や姿勢・態度、基礎知識の修得等を目標とする入門的な内容の演習です。秋学期に「基礎演習B」を引き
続き受講します。

学修の到達目標
①主体的な学修態度を確立し、基本的な情報収集・整理・発信ができるようになる。
②法・政治等に関するテーマから社会の諸問題へアプローチする方法を身につける。
③多様な活動を通じて、よりよい人間関係を形成する方法を身につける。
④自己の大学生活のプランを考え、将来への関心・意欲を高め、行動できるようになる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
提出された課題につきコメントなどを行う。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この授業を通じ、大学における学び方や学修技法（アカデミックスキル）を身につけるとともに、大学生活における豊かな人間関係を築いてください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

003070

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

クラスごとに担当教員が指示します。

参考書

①伊藤光利，『ポリティカル・サイエンス事始め[第３版]』，有斐閣，2009年
②佐藤望・湯川武・横山千晶・近藤明彦，『アカデミックスキルズ　第3版』，慶応義塾大学出版会，2020年
③横田明美，『カフェパウゼで法学を』，弘文堂，2018年
④弥永真生，『法律学習マニュアル　第４版』，有斐閣，2016年

なし

①4641183724
②4766426568
③4335357338
④4641125848

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス：シラバス・授業計画説明・大学生活での時間管理等
ＵＰＩテスト
（以下は授業計画の一例です）
アイスブレイク
春学期の目標レポートの作成
個人面談の実施

ガイダンスの内容についての復習・春学期の目標を達成
するための計画の作成

2時間対面

第2回 図書館の使い方（データベースの使い方を含む）を学ぶ。
個人面談の実施

図書館を各自で利用する
オンラインデータベースの利用方法を復習する

4時間対面

第3回 法学の学び方講座
ノートテイク・レジュメ・レポートの作成方法

各種六法の「はしがき」・「使い方」を読んでおく
配布資料等を活用してノートテイク、レジュメ・レポートの
作成方法について復習する

4時間対面

第4回 電子メールの書き方講座、社会人マナー講座 電子メールとSNSメッセージの違いについて調べてくる
配布資料などを活用して社会人としてのマナーについて
復習する

4時間対面

第5回 キャリア関係の合同授業① 合同授業に関わる内容について、担当教員の指示に従っ
て予習を行う
合同授業に関わる内容について、担当教員の指示に従っ
て復習を行う

4時間対面

第6回 本の読み方講座（要約とクリティカルリーディング） 指定テクストの要約を行っておく
授業内容を踏まえて指定テクストの要約を行う

4時間対面

－400－



第7回 オンデマンド回（中間レポートや発表に向けた資料作成などの課題に取
り組む）

担当教員の指示に従って予習を行う
動画を視聴し、担当教員の指示に従って復習を行う

2時間オンデマンド

第8回 グループワーク（昔話法廷、コンセンサスゲーム等） 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第9回 資格ガイダンス 取得したい資格について調べておく 4時間対面

第10回 プレゼン方法・発表技術講座 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第11回 キャリア関係の合同授業② 合同授業に関わる内容について、担当教員の指示に従っ
て予習を行う
合同授業に関わる内容について、担当教員の指示に従っ
て復習を行う

4時間対面

第12回 設定したテーマに基づく学生報告、発表とこれらに対するディスカッショ
ン
パワーポイントの利用方法と作成要領の講義（１）

担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

6時間対面

第13回 設定したテーマに基づく学生報告、発表とこれらに対するディスカッショ
ン
パワーポイントの利用方法と作成要領の講義（２）

担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

6時間対面

第14回 設定したテーマに基づく学生報告、発表とこれらに対するディスカッショ
ン
パワーポイントを利用したプレゼンテーション

担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

6時間対面

第15回 定期試験対策講座
春学期の振り返りレポートの作成

春学期の学生生活を振り返って自己評価する 2時間対面

－401－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 基礎演習Ａ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1喜入　暁

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G1

法学部専門教育科目

テーマ 大学における学び方・アカデミックスキルの修得

授業の目的及び概要
1年生が、高校における「学習」から大学における「学修」にスムーズに移行し、大学生活を送る上で必要な能力・態度等を身につけることを目的とした科
目です。大学においては、自ら学び、行動する主体的な学修態度が重要です。この科目では、そのような大学における学び方や学修技法（アカデミック
スキル）を学びつつ、法・政治等に関するテーマを取り扱いながら社会の諸問題への興味・関心を持てるようにします。また、大学における良好な人間関
係のもと、他者への理解やコミュニケーション能力の向上、将来に向けたキャリア意識の形成を主な目的とします。
　1年生を対象とした、大学における学修技法や姿勢・態度、基礎知識の修得等を目標とする入門的な内容の演習です。秋学期に「基礎演習B」を引き
続き受講します。

学修の到達目標
①主体的な学修態度を確立し、基本的な情報収集・整理・発信ができるようになる。
②法・政治等に関するテーマから社会の諸問題へアプローチする方法を身につける。
③多様な活動を通じて、よりよい人間関係を形成する方法を身につける。
④自己の大学生活のプランを考え、将来への関心・意欲を高め、行動できるようになる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
提出された課題につきコメントなどを行う。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この授業を通じ、大学における学び方や学修技法（アカデミックスキル）を身につけるとともに、大学生活における豊かな人間関係を築いてください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

003070

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

クラスごとに担当教員が指示します。

参考書

①伊藤光利，『ポリティカル・サイエンス事始め[第３版]』，有斐閣，2009年
②佐藤望・湯川武・横山千晶・近藤明彦，『アカデミックスキルズ　第3版』，慶応義塾大学出版会，2020年
③横田明美，『カフェパウゼで法学を』，弘文堂，2018年
④弥永真生，『法律学習マニュアル　第４版』，有斐閣，2016年

なし

①4641183724
②4766426568
③4335357338
④4641125848

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス：シラバス・授業計画説明・大学生活での時間管理等
ＵＰＩテスト
（以下は授業計画の一例です）
アイスブレイク
春学期の目標レポートの作成
個人面談の実施

ガイダンスの内容についての復習・春学期の目標を達成
するための計画の作成

2時間対面

第2回 図書館の使い方（データベースの使い方を含む）を学ぶ。
個人面談の実施

図書館を各自で利用する
オンラインデータベースの利用方法を復習する

4時間対面

第3回 法学の学び方講座
ノートテイク・レジュメ・レポートの作成方法

各種六法の「はしがき」・「使い方」を読んでおく
配布資料等を活用してノートテイク、レジュメ・レポートの
作成方法について復習する

4時間対面

第4回 電子メールの書き方講座、社会人マナー講座 電子メールとSNSメッセージの違いについて調べてくる
配布資料などを活用して社会人としてのマナーについて
復習する

4時間対面

第5回 キャリア関係の合同授業① 合同授業に関わる内容について、担当教員の指示に従っ
て予習を行う
合同授業に関わる内容について、担当教員の指示に従っ
て復習を行う

4時間対面

第6回 本の読み方講座（要約とクリティカルリーディング） 指定テクストの要約を行っておく
授業内容を踏まえて指定テクストの要約を行う

4時間対面
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第7回 オンデマンド回（中間レポートや発表に向けた資料作成などの課題に取
り組む）

担当教員の指示に従って予習を行う
動画を視聴し、担当教員の指示に従って復習を行う

2時間オンデマンド

第8回 グループワーク（昔話法廷、コンセンサスゲーム等） 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第9回 資格ガイダンス 取得したい資格について調べておく 4時間対面

第10回 プレゼン方法・発表技術講座 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第11回 キャリア関係の合同授業② 合同授業に関わる内容について、担当教員の指示に従っ
て予習を行う
合同授業に関わる内容について、担当教員の指示に従っ
て復習を行う

4時間対面

第12回 設定したテーマに基づく学生報告、発表とこれらに対するディスカッショ
ン
パワーポイントの利用方法と作成要領の講義（１）

担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

6時間対面

第13回 設定したテーマに基づく学生報告、発表とこれらに対するディスカッショ
ン
パワーポイントの利用方法と作成要領の講義（２）

担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

6時間対面

第14回 設定したテーマに基づく学生報告、発表とこれらに対するディスカッショ
ン
パワーポイントを利用したプレゼンテーション

担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

6時間対面

第15回 定期試験対策講座
春学期の振り返りレポートの作成

春学期の学生生活を振り返って自己評価する 2時間対面

－403－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 基礎演習Ａ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1石川　英樹

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G1

法学部専門教育科目

テーマ 大学における学び方・アカデミックスキルの修得

授業の目的及び概要
1年生が、高校における「学習」から大学における「学修」にスムーズに移行し、大学生活を送る上で必要な能力・態度等を身につけることを目的とした科
目です。大学においては、自ら学び、行動する主体的な学修態度が重要です。この科目では、そのような大学における学び方や学修技法（アカデミック
スキル）を学びつつ、法・政治等に関するテーマを取り扱いながら社会の諸問題への興味・関心を持てるようにします。また、大学における良好な人間関
係のもと、他者への理解やコミュニケーション能力の向上、将来に向けたキャリア意識の形成を主な目的とします。
　1年生を対象とした、大学における学修技法や姿勢・態度、基礎知識の修得等を目標とする入門的な内容の演習です。秋学期に「基礎演習B」を引き
続き受講します。

学修の到達目標
①主体的な学修態度を確立し、基本的な情報収集・整理・発信ができるようになる。
②法・政治等に関するテーマから社会の諸問題へアプローチする方法を身につける。
③多様な活動を通じて、よりよい人間関係を形成する方法を身につける。
④自己の大学生活のプランを考え、将来への関心・意欲を高め、行動できるようになる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
提出された課題につきコメントなどを行う。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

担当教員は奈良県警察本部にて、３６年間警察官として勤務し、調査官・監察官・地域指導室長など、第一線を始め管理部門での実務経験と警察庁近
畿管区警察局監察課への出向などの警察行政における人事、業務管理・企画立案及び服務・業務指導、若手警察官の育成、指導に従事してきた。
本科目では、こうした実務経験を活かして、警察官・消防官などの公安職に必要とされる職務倫理や心構え、実務で要求される知識技能など、事例を
交えつつ解説する実践的な授業を展開する。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この授業を通じ、大学における学び方や学修技法（アカデミックスキル）を身につけるとともに、大学生活における豊かな人間関係を築いてください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

003070

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

クラスごとに担当教員が指示します。

参考書

①伊藤光利，『ポリティカル・サイエンス事始め[第３版]』，有斐閣，2009年
②佐藤望・湯川武・横山千晶・近藤明彦，『アカデミックスキルズ　第3版』，慶応義塾大学出版会，2020年
③横田明美，『カフェパウゼで法学を』，弘文堂，2018年
④弥永真生，『法律学習マニュアル　第４版』，有斐閣，2016年

なし

①4641183724
②4766426568
③4335357338
④4641125848

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス：シラバス・授業計画説明・大学生活での時間管理等
ＵＰＩテスト
（以下は授業計画の一例です）
アイスブレイク
春学期の目標レポートの作成
個人面談の実施

ガイダンスの内容についての復習・春学期の目標を達成
するための計画の作成

2時間対面

第2回 図書館の使い方（データベースの使い方を含む）を学ぶ。
個人面談の実施

図書館を各自で利用する
オンラインデータベースの利用方法を復習する

4時間対面

第3回 法学の学び方講座
ノートテイク・レジュメ・レポートの作成方法

各種六法の「はしがき」・「使い方」を読んでおく
配布資料等を活用してノートテイク、レジュメ・レポートの
作成方法について復習する

4時間対面

第4回 電子メールの書き方講座、社会人マナー講座 電子メールとSNSメッセージの違いについて調べてくる
配布資料などを活用して社会人としてのマナーについて
復習する

4時間対面

第5回 キャリア関係の合同授業① 合同授業に関わる内容について、担当教員の指示に従っ
て予習を行う
合同授業に関わる内容について、担当教員の指示に従っ
て復習を行う

4時間対面

第6回 本の読み方講座（要約とクリティカルリーディング） 指定テクストの要約を行っておく
授業内容を踏まえて指定テクストの要約を行う

4時間対面
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第7回 オンデマンド回（中間レポートや発表に向けた資料作成などの課題に取
り組む）

担当教員の指示に従って予習を行う
動画を視聴し、担当教員の指示に従って復習を行う

2時間オンデマンド

第8回 グループワーク（昔話法廷、コンセンサスゲーム等） 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第9回 資格ガイダンス 取得したい資格について調べておく 4時間対面

第10回 プレゼン方法・発表技術講座 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第11回 キャリア関係の合同授業② 合同授業に関わる内容について、担当教員の指示に従っ
て予習を行う
合同授業に関わる内容について、担当教員の指示に従っ
て復習を行う

4時間対面

第12回 設定したテーマに基づく学生報告、発表とこれらに対するディスカッショ
ン
パワーポイントの利用方法と作成要領の講義（１）

担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

6時間対面

第13回 設定したテーマに基づく学生報告、発表とこれらに対するディスカッショ
ン
パワーポイントの利用方法と作成要領の講義（２）

担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

6時間対面

第14回 設定したテーマに基づく学生報告、発表とこれらに対するディスカッショ
ン
パワーポイントを利用したプレゼンテーション

担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

6時間対面

第15回 定期試験対策講座
春学期の振り返りレポートの作成

春学期の学生生活を振り返って自己評価する 2時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 基礎演習Ａ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1中久保　寛幸

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G1

法学部専門教育科目

テーマ 大学における学び方・アカデミックスキルの修得

授業の目的及び概要
1年生が、高校における「学習」から大学における「学修」にスムーズに移行し、大学生活を送る上で必要な能力・態度等を身につけることを目的とした科
目です。大学においては、自ら学び、行動する主体的な学修態度が重要です。この科目では、そのような大学における学び方や学修技法（アカデミック
スキル）を学びつつ、法・政治等に関するテーマを取り扱いながら社会の諸問題への興味・関心を持てるようにします。また、大学における良好な人間関
係のもと、他者への理解やコミュニケーション能力の向上、将来に向けたキャリア意識の形成を主な目的とします。
　1年生を対象とした、大学における学修技法や姿勢・態度、基礎知識の修得等を目標とする入門的な内容の演習です。秋学期に「基礎演習B」を引き
続き受講します。

学修の到達目標
①主体的な学修態度を確立し、基本的な情報収集・整理・発信ができるようになる。
②法・政治等に関するテーマから社会の諸問題へアプローチする方法を身につける。
③多様な活動を通じて、よりよい人間関係を形成する方法を身につける。
④自己の大学生活のプランを考え、将来への関心・意欲を高め、行動できるようになる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
提出された課題につきコメントなどを行う。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

本科目の担当教員は、警察官として38年間勤務し、管理官・調査官・署長などに従事して、経験を積み重ねてきた。本科目では、実務経験を活かし、職
種に必要な法律解釈や業務の理解、職務倫理や心構え、実務で要求される知識・技能などを教授し、実際の事例を交えつつ解説する実践的な授業を
展開する。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この授業を通じ、大学における学び方や学修技法（アカデミックスキル）を身につけるとともに、大学生活における豊かな人間関係を築いてください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

003070

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

クラスごとに担当教員が指示します。

参考書

①伊藤光利，『ポリティカル・サイエンス事始め[第３版]』，有斐閣，2009年
②佐藤望・湯川武・横山千晶・近藤明彦，『アカデミックスキルズ　第3版』，慶応義塾大学出版会，2020年
③横田明美，『カフェパウゼで法学を』，弘文堂，2018年
④弥永真生，『法律学習マニュアル　第４版』，有斐閣，2016年

なし

①4641183724
②4766426568
③4335357338
④4641125848

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス：シラバス・授業計画説明・大学生活での時間管理等
ＵＰＩテスト
（以下は授業計画の一例です）
アイスブレイク
春学期の目標レポートの作成
個人面談の実施

ガイダンスの内容についての復習・春学期の目標を達成
するための計画の作成

2時間対面

第2回 図書館の使い方（データベースの使い方を含む）を学ぶ。
個人面談の実施

図書館を各自で利用する
オンラインデータベースの利用方法を復習する

4時間対面

第3回 法学の学び方講座
ノートテイク・レジュメ・レポートの作成方法

各種六法の「はしがき」・「使い方」を読んでおく
配布資料等を活用してノートテイク、レジュメ・レポートの
作成方法について復習する

4時間対面

第4回 電子メールの書き方講座、社会人マナー講座 電子メールとSNSメッセージの違いについて調べてくる
配布資料などを活用して社会人としてのマナーについて
復習する

4時間対面

第5回 キャリア関係の合同授業① 合同授業に関わる内容について、担当教員の指示に従っ
て予習を行う
合同授業に関わる内容について、担当教員の指示に従っ
て復習を行う

4時間対面

第6回 本の読み方講座（要約とクリティカルリーディング） 指定テクストの要約を行っておく
授業内容を踏まえて指定テクストの要約を行う

4時間対面
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第7回 オンデマンド回（中間レポートや発表に向けた資料作成などの課題に取
り組む）

担当教員の指示に従って予習を行う
動画を視聴し、担当教員の指示に従って復習を行う

2時間オンデマンド

第8回 グループワーク（昔話法廷、コンセンサスゲーム等） 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第9回 資格ガイダンス 取得したい資格について調べておく 4時間対面

第10回 プレゼン方法・発表技術講座 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第11回 キャリア関係の合同授業② 合同授業に関わる内容について、担当教員の指示に従っ
て予習を行う
合同授業に関わる内容について、担当教員の指示に従っ
て復習を行う

4時間対面

第12回 設定したテーマに基づく学生報告、発表とこれらに対するディスカッショ
ン
パワーポイントの利用方法と作成要領の講義（１）

担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

6時間対面

第13回 設定したテーマに基づく学生報告、発表とこれらに対するディスカッショ
ン
パワーポイントの利用方法と作成要領の講義（２）

担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

6時間対面

第14回 設定したテーマに基づく学生報告、発表とこれらに対するディスカッショ
ン
パワーポイントを利用したプレゼンテーション

担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

6時間対面

第15回 定期試験対策講座
春学期の振り返りレポートの作成

春学期の学生生活を振り返って自己評価する 2時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 基礎演習Ｂ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1杉本　拓海

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G1

法学部専門教育科目

テーマ 大学における学び方・アカデミックスキルの修得

授業の目的及び概要
１年生が、高校における「学習」から大学における「学修」にスムーズに移行し、大学生活を送る上で必要な能力・態度等を身につけることを目的とした
科目です。大学においては、自ら学び、行動する主体的な学修態度が重要です。この科目では、そのような大学における学び方や学修技法（アカデミッ
クスキル）を学びつつ、法・政治等に関するテーマを取り扱いながら社会の諸問題への興味・関心を持てるようにします。また、大学における良好な人間
関係のもと、他者への理解やコミュニケーション能力の向上、将来に向けたキャリア意識の形成を主な目的とします。
　１年生を対象とした、大学における学修技法や姿勢・態度、基礎知識の修得等を目標とする入門的な内容の演習です。春学期の「基礎演習A」に引き
続き受講します。

学修の到達目標
①主体的な学修態度を確立し、基本的な情報収集・整理・発信ができるようになる。
②法・政治等に関するテーマから社会の諸問題へアプローチする方法を身につける。
③多様な活動を通じて、よりよい人間関係を形成する方法を身につける。
④自己の大学生活のプランを考え、将来への関心・意欲を高め、行動できるようになる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
提出された課題につきコメントなどを行う。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この授業を通じ、大学における学び方の態度・姿勢や学修技法を身につけるとともに、大学生活における豊かな人間関係を築いてください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

000

003070

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

クラスごとに担当教員が指示します。

参考書

①伊藤光利，『ポリティカル・サイエンス事始め[第３版]』，有斐閣，2009年
②佐藤望・湯川武・横山千晶・近藤明彦，『アカデミックスキルズ　第3版』，慶応義塾大学出版会，2020年
③横田明美，『カフェパウゼで法学を』，弘文堂，2018年
④弥永真生，『法律学習マニュアル　第４版』，有斐閣，2016年

なし

①4641183724
②4766426568
③4335357338
④4641125848

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス：シラバス・授業計画説明、履修相談等
（以下は授業計画の一覧です）
春学期の振り返りと秋学期の目標設定

ガイダンスの内容についての復習・春学期の目標を達成
するための計画の作成

2時間対面

第2回 希望進路に関係するワーク① 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第3回 希望進路に関係するワーク② 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第4回 学外見学に向けた事前学習 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第5回 希望進路に関係する学外見学① 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第6回 希望進路に関係するワーク③ 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第7回 希望進路に関係するワーク④ 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第8回 オンデマンド回（中間レポートや発表に向けた資料作成などの課題に取
り組む）
あるいは学生研究発表大会への参加（傍聴も含む）

担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間オンデマンド
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第9回 学外見学に向けた事前学習 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第10回 希望進路に関係する学外見学② 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第11回 ディベート準備 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第12回 ディベート① 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

6時間対面

第13回 ディベート② 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

6時間対面

第14回 ディベート③ 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

6時間対面

第15回 次年度以降の演習について
秋学期の振り返りレポートの作成
総括

秋学期の学生生活を振り返って自己評価する 2時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 基礎演習Ｂ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1雜喉　浩久

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G1

法学部専門教育科目

テーマ 大学における学び方・アカデミックスキルの修得

授業の目的及び概要
１年生が、高校における「学習」から大学における「学修」にスムーズに移行し、大学生活を送る上で必要な能力・態度等を身につけることを目的とした
科目です。大学においては、自ら学び、行動する主体的な学修態度が重要です。この科目では、そのような大学における学び方や学修技法（アカデミッ
クスキル）を学びつつ、法・政治等に関するテーマを取り扱いながら社会の諸問題への興味・関心を持てるようにします。また、大学における良好な人間
関係のもと、他者への理解やコミュニケーション能力の向上、将来に向けたキャリア意識の形成を主な目的とします。
　１年生を対象とした、大学における学修技法や姿勢・態度、基礎知識の修得等を目標とする入門的な内容の演習です。春学期の「基礎演習A」に引き
続き受講します。

学修の到達目標
①主体的な学修態度を確立し、基本的な情報収集・整理・発信ができるようになる。
②法・政治等に関するテーマから社会の諸問題へアプローチする方法を身につける。
③多様な活動を通じて、よりよい人間関係を形成する方法を身につける。
④自己の大学生活のプランを考え、将来への関心・意欲を高め、行動できるようになる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
提出された課題につきコメントなどを行う。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／プレゼンテーション、発表、報告

本科目の担当教員は、警察官として38年間勤務し、警察署副署長まで務めた実績を有する。また、警察学校において後進の教育経験も有している。本
科目では、これら警察官の実務経験、警察学校での教育経験を生かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この授業を通じ、大学における学び方の態度・姿勢や学修技法を身につけるとともに、大学生活における豊かな人間関係を築いてください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

000

003070

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

クラスごとに担当教員が指示します。

参考書

①伊藤光利，『ポリティカル・サイエンス事始め[第３版]』，有斐閣，2009年
②佐藤望・湯川武・横山千晶・近藤明彦，『アカデミックスキルズ　第3版』，慶応義塾大学出版会，2020年
③横田明美，『カフェパウゼで法学を』，弘文堂，2018年
④弥永真生，『法律学習マニュアル　第４版』，有斐閣，2016年

なし

①4641183724
②4766426568
③4335357338
④4641125848

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス：シラバス・授業計画説明、履修相談等
（以下は授業計画の一覧です）
春学期の振り返りと秋学期の目標設定

ガイダンスの内容についての復習・春学期の目標を達成
するための計画の作成

2時間対面

第2回 希望進路に関係するワーク① 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第3回 希望進路に関係するワーク② 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第4回 学外見学に向けた事前学習 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第5回 希望進路に関係する学外見学① 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第6回 希望進路に関係するワーク③ 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第7回 希望進路に関係するワーク④ 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第8回 オンデマンド回（中間レポートや発表に向けた資料作成などの課題に取
り組む）
あるいは学生研究発表大会への参加（傍聴も含む）

担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間オンデマンド
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第9回 学外見学に向けた事前学習 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第10回 希望進路に関係する学外見学② 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第11回 ディベート準備 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第12回 ディベート① 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

6時間対面

第13回 ディベート② 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

6時間対面

第14回 ディベート③ 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

6時間対面

第15回 次年度以降の演習について
秋学期の振り返りレポートの作成
総括

秋学期の学生生活を振り返って自己評価する 2時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 基礎演習Ｂ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1吉原　裕樹

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G1

法学部専門教育科目

テーマ 大学における学び方・アカデミックスキルの修得

授業の目的及び概要
１年生が、高校における「学習」から大学における「学修」にスムーズに移行し、大学生活を送る上で必要な能力・態度等を身につけることを目的とした
科目です。大学においては、自ら学び、行動する主体的な学修態度が重要です。この科目では、そのような大学における学び方や学修技法（アカデミッ
クスキル）を学びつつ、法・政治等に関するテーマを取り扱いながら社会の諸問題への興味・関心を持てるようにします。また、大学における良好な人間
関係のもと、他者への理解やコミュニケーション能力の向上、将来に向けたキャリア意識の形成を主な目的とします。
　１年生を対象とした、大学における学修技法や姿勢・態度、基礎知識の修得等を目標とする入門的な内容の演習です。春学期の「基礎演習A」に引き
続き受講します。

学修の到達目標
①主体的な学修態度を確立し、基本的な情報収集・整理・発信ができるようになる。
②法・政治等に関するテーマから社会の諸問題へアプローチする方法を身につける。
③多様な活動を通じて、よりよい人間関係を形成する方法を身につける。
④自己の大学生活のプランを考え、将来への関心・意欲を高め、行動できるようになる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
提出された課題につきコメントなどを行う。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／プレゼンテーション、発表、報告

本科目の担当教員は、2012年に弁護士資格を取得したのち、弁護士として執務し、憲法訴訟のほか、民事裁判・刑事裁判等の弁護士経験を有してい
る。また、弁護士会の役職として、日本弁護士連合会憲法問題対策本部 幹事・大阪弁護士会 憲法問題特別委員会 副委員長・大阪弁護士会常議員
などを歴任してきた。本科目では、これらの弁護士実務経験を活かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この授業を通じ、大学における学び方の態度・姿勢や学修技法を身につけるとともに、大学生活における豊かな人間関係を築いてください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

000

003070

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

クラスごとに担当教員が指示します。

参考書

①伊藤光利，『ポリティカル・サイエンス事始め[第３版]』，有斐閣，2009年
②佐藤望・湯川武・横山千晶・近藤明彦，『アカデミックスキルズ　第3版』，慶応義塾大学出版会，2020年
③横田明美，『カフェパウゼで法学を』，弘文堂，2018年
④弥永真生，『法律学習マニュアル　第４版』，有斐閣，2016年

なし

①4641183724
②4766426568
③4335357338
④4641125848

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス：シラバス・授業計画説明、履修相談等
（以下は授業計画の一覧です）
春学期の振り返りと秋学期の目標設定

ガイダンスの内容についての復習・春学期の目標を達成
するための計画の作成

2時間対面

第2回 希望進路に関係するワーク① 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第3回 希望進路に関係するワーク② 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第4回 学外見学に向けた事前学習 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第5回 希望進路に関係する学外見学① 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第6回 希望進路に関係するワーク③ 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第7回 希望進路に関係するワーク④ 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第8回 オンデマンド回（中間レポートや発表に向けた資料作成などの課題に取
り組む）
あるいは学生研究発表大会への参加（傍聴も含む）

担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間オンデマンド

－412－



第9回 学外見学に向けた事前学習 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第10回 希望進路に関係する学外見学② 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第11回 ディベート準備 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第12回 ディベート① 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

6時間対面

第13回 ディベート② 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

6時間対面

第14回 ディベート③ 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

6時間対面

第15回 次年度以降の演習について
秋学期の振り返りレポートの作成
総括

秋学期の学生生活を振り返って自己評価する 2時間対面

－413－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 基礎演習Ｂ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1平阪　美穂

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G1

法学部専門教育科目

テーマ 大学における学び方・アカデミックスキルの修得

授業の目的及び概要
１年生が、高校における「学習」から大学における「学修」にスムーズに移行し、大学生活を送る上で必要な能力・態度等を身につけることを目的とした
科目です。大学においては、自ら学び、行動する主体的な学修態度が重要です。この科目では、そのような大学における学び方や学修技法（アカデミッ
クスキル）を学びつつ、法・政治等に関するテーマを取り扱いながら社会の諸問題への興味・関心を持てるようにします。また、大学における良好な人間
関係のもと、他者への理解やコミュニケーション能力の向上、将来に向けたキャリア意識の形成を主な目的とします。
　１年生を対象とした、大学における学修技法や姿勢・態度、基礎知識の修得等を目標とする入門的な内容の演習です。春学期の「基礎演習A」に引き
続き受講します。

学修の到達目標
①主体的な学修態度を確立し、基本的な情報収集・整理・発信ができるようになる。
②法・政治等に関するテーマから社会の諸問題へアプローチする方法を身につける。
③多様な活動を通じて、よりよい人間関係を形成する方法を身につける。
④自己の大学生活のプランを考え、将来への関心・意欲を高め、行動できるようになる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
提出された課題につきコメントなどを行う。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この授業を通じ、大学における学び方の態度・姿勢や学修技法を身につけるとともに、大学生活における豊かな人間関係を築いてください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

000

003070

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

クラスごとに担当教員が指示します。

参考書

①伊藤光利，『ポリティカル・サイエンス事始め[第３版]』，有斐閣，2009年
②佐藤望・湯川武・横山千晶・近藤明彦，『アカデミックスキルズ　第3版』，慶応義塾大学出版会，2020年
③横田明美，『カフェパウゼで法学を』，弘文堂，2018年
④弥永真生，『法律学習マニュアル　第４版』，有斐閣，2016年

なし

①4641183724
②4766426568
③4335357338
④4641125848

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス：シラバス・授業計画説明、履修相談等
（以下は授業計画の一覧です）
春学期の振り返りと秋学期の目標設定

ガイダンスの内容についての復習・春学期の目標を達成
するための計画の作成

2時間対面

第2回 希望進路に関係するワーク① 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第3回 希望進路に関係するワーク② 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第4回 学外見学に向けた事前学習 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第5回 希望進路に関係する学外見学① 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第6回 希望進路に関係するワーク③ 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第7回 希望進路に関係するワーク④ 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第8回 オンデマンド回（中間レポートや発表に向けた資料作成などの課題に取
り組む）
あるいは学生研究発表大会への参加（傍聴も含む）

担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間オンデマンド

－414－



第9回 学外見学に向けた事前学習 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第10回 希望進路に関係する学外見学② 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第11回 ディベート準備 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第12回 ディベート① 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

6時間対面

第13回 ディベート② 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

6時間対面

第14回 ディベート③ 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

6時間対面

第15回 次年度以降の演習について
秋学期の振り返りレポートの作成
総括

秋学期の学生生活を振り返って自己評価する 2時間対面

－415－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 基礎演習Ｂ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1松山　沙織

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G1

法学部専門教育科目

テーマ 大学における学び方・アカデミックスキルの修得

授業の目的及び概要
１年生が、高校における「学習」から大学における「学修」にスムーズに移行し、大学生活を送る上で必要な能力・態度等を身につけることを目的とした
科目です。大学においては、自ら学び、行動する主体的な学修態度が重要です。この科目では、そのような大学における学び方や学修技法（アカデミッ
クスキル）を学びつつ、法・政治等に関するテーマを取り扱いながら社会の諸問題への興味・関心を持てるようにします。また、大学における良好な人間
関係のもと、他者への理解やコミュニケーション能力の向上、将来に向けたキャリア意識の形成を主な目的とします。
　１年生を対象とした、大学における学修技法や姿勢・態度、基礎知識の修得等を目標とする入門的な内容の演習です。春学期の「基礎演習A」に引き
続き受講します。

学修の到達目標
①主体的な学修態度を確立し、基本的な情報収集・整理・発信ができるようになる。
②法・政治等に関するテーマから社会の諸問題へアプローチする方法を身につける。
③多様な活動を通じて、よりよい人間関係を形成する方法を身につける。
④自己の大学生活のプランを考え、将来への関心・意欲を高め、行動できるようになる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
提出された課題につきコメントなどを行う。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この授業を通じ、大学における学び方の態度・姿勢や学修技法を身につけるとともに、大学生活における豊かな人間関係を築いてください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

000

003070

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

クラスごとに担当教員が指示します。

参考書

①伊藤光利，『ポリティカル・サイエンス事始め[第３版]』，有斐閣，2009年
②佐藤望・湯川武・横山千晶・近藤明彦，『アカデミックスキルズ　第3版』，慶応義塾大学出版会，2020年
③横田明美，『カフェパウゼで法学を』，弘文堂，2018年
④弥永真生，『法律学習マニュアル　第４版』，有斐閣，2016年

なし

①4641183724
②4766426568
③4335357338
④4641125848

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス：シラバス・授業計画説明、履修相談等
（以下は授業計画の一覧です）
春学期の振り返りと秋学期の目標設定

ガイダンスの内容についての復習・春学期の目標を達成
するための計画の作成

2時間対面

第2回 希望進路に関係するワーク① 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第3回 希望進路に関係するワーク② 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第4回 学外見学に向けた事前学習 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第5回 希望進路に関係する学外見学① 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第6回 希望進路に関係するワーク③ 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第7回 希望進路に関係するワーク④ 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第8回 オンデマンド回（中間レポートや発表に向けた資料作成などの課題に取
り組む）
あるいは学生研究発表大会への参加（傍聴も含む）

担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間オンデマンド

－416－



第9回 学外見学に向けた事前学習 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第10回 希望進路に関係する学外見学② 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第11回 ディベート準備 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第12回 ディベート① 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

6時間対面

第13回 ディベート② 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

6時間対面

第14回 ディベート③ 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

6時間対面

第15回 次年度以降の演習について
秋学期の振り返りレポートの作成
総括

秋学期の学生生活を振り返って自己評価する 2時間対面

－417－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 基礎演習Ｂ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1高田　尚彦

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G1

法学部専門教育科目

テーマ 大学における学び方・アカデミックスキルの修得

授業の目的及び概要
１年生が、高校における「学習」から大学における「学修」にスムーズに移行し、大学生活を送る上で必要な能力・態度等を身につけることを目的とした
科目です。大学においては、自ら学び、行動する主体的な学修態度が重要です。この科目では、そのような大学における学び方や学修技法（アカデミッ
クスキル）を学びつつ、法・政治等に関するテーマを取り扱いながら社会の諸問題への興味・関心を持てるようにします。また、大学における良好な人間
関係のもと、他者への理解やコミュニケーション能力の向上、将来に向けたキャリア意識の形成を主な目的とします。
　１年生を対象とした、大学における学修技法や姿勢・態度、基礎知識の修得等を目標とする入門的な内容の演習です。春学期の「基礎演習A」に引き
続き受講します。

学修の到達目標
①主体的な学修態度を確立し、基本的な情報収集・整理・発信ができるようになる。
②法・政治等に関するテーマから社会の諸問題へアプローチする方法を身につける。
③多様な活動を通じて、よりよい人間関係を形成する方法を身につける。
④自己の大学生活のプランを考え、将来への関心・意欲を高め、行動できるようになる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
提出された課題につきコメントなどを行う。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この授業を通じ、大学における学び方の態度・姿勢や学修技法を身につけるとともに、大学生活における豊かな人間関係を築いてください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

000

003070

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

クラスごとに担当教員が指示します。

参考書

①伊藤光利，『ポリティカル・サイエンス事始め[第３版]』，有斐閣，2009年
②佐藤望・湯川武・横山千晶・近藤明彦，『アカデミックスキルズ　第3版』，慶応義塾大学出版会，2020年
③横田明美，『カフェパウゼで法学を』，弘文堂，2018年
④弥永真生，『法律学習マニュアル　第４版』，有斐閣，2016年

なし

①4641183724
②4766426568
③4335357338
④4641125848

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス：シラバス・授業計画説明、履修相談等
（以下は授業計画の一覧です）
春学期の振り返りと秋学期の目標設定

ガイダンスの内容についての復習・春学期の目標を達成
するための計画の作成

2時間対面

第2回 希望進路に関係するワーク① 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第3回 希望進路に関係するワーク② 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第4回 学外見学に向けた事前学習 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第5回 希望進路に関係する学外見学① 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第6回 希望進路に関係するワーク③ 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第7回 希望進路に関係するワーク④ 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第8回 オンデマンド回（中間レポートや発表に向けた資料作成などの課題に取
り組む）
あるいは学生研究発表大会への参加（傍聴も含む）

担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間オンデマンド

－418－



第9回 学外見学に向けた事前学習 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第10回 希望進路に関係する学外見学② 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第11回 ディベート準備 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第12回 ディベート① 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

6時間対面

第13回 ディベート② 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

6時間対面

第14回 ディベート③ 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

6時間対面

第15回 次年度以降の演習について
秋学期の振り返りレポートの作成
総括

秋学期の学生生活を振り返って自己評価する 2時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 基礎演習Ｂ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1大関　龍一

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G1

法学部専門教育科目

テーマ 大学における学び方・アカデミックスキルの修得

授業の目的及び概要
１年生が、高校における「学習」から大学における「学修」にスムーズに移行し、大学生活を送る上で必要な能力・態度等を身につけることを目的とした
科目です。大学においては、自ら学び、行動する主体的な学修態度が重要です。この科目では、そのような大学における学び方や学修技法（アカデミッ
クスキル）を学びつつ、法・政治等に関するテーマを取り扱いながら社会の諸問題への興味・関心を持てるようにします。また、大学における良好な人間
関係のもと、他者への理解やコミュニケーション能力の向上、将来に向けたキャリア意識の形成を主な目的とします。
　１年生を対象とした、大学における学修技法や姿勢・態度、基礎知識の修得等を目標とする入門的な内容の演習です。春学期の「基礎演習A」に引き
続き受講します。

学修の到達目標
①主体的な学修態度を確立し、基本的な情報収集・整理・発信ができるようになる。
②法・政治等に関するテーマから社会の諸問題へアプローチする方法を身につける。
③多様な活動を通じて、よりよい人間関係を形成する方法を身につける。
④自己の大学生活のプランを考え、将来への関心・意欲を高め、行動できるようになる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
提出された課題につきコメントなどを行う。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この授業を通じ、大学における学び方の態度・姿勢や学修技法を身につけるとともに、大学生活における豊かな人間関係を築いてください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

000

003070

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

クラスごとに担当教員が指示します。

参考書

①伊藤光利，『ポリティカル・サイエンス事始め[第３版]』，有斐閣，2009年
②佐藤望・湯川武・横山千晶・近藤明彦，『アカデミックスキルズ　第3版』，慶応義塾大学出版会，2020年
③横田明美，『カフェパウゼで法学を』，弘文堂，2018年
④弥永真生，『法律学習マニュアル　第４版』，有斐閣，2016年

なし

①4641183724
②4766426568
③4335357338
④4641125848

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス：シラバス・授業計画説明、履修相談等
（以下は授業計画の一覧です）
春学期の振り返りと秋学期の目標設定

ガイダンスの内容についての復習・春学期の目標を達成
するための計画の作成

2時間対面

第2回 希望進路に関係するワーク① 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第3回 希望進路に関係するワーク② 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第4回 学外見学に向けた事前学習 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第5回 希望進路に関係する学外見学① 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第6回 希望進路に関係するワーク③ 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第7回 希望進路に関係するワーク④ 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第8回 オンデマンド回（中間レポートや発表に向けた資料作成などの課題に取
り組む）
あるいは学生研究発表大会への参加（傍聴も含む）

担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間オンデマンド
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第9回 学外見学に向けた事前学習 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第10回 希望進路に関係する学外見学② 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第11回 ディベート準備 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第12回 ディベート① 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

6時間対面

第13回 ディベート② 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

6時間対面

第14回 ディベート③ 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

6時間対面

第15回 次年度以降の演習について
秋学期の振り返りレポートの作成
総括

秋学期の学生生活を振り返って自己評価する 2時間対面

－421－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 基礎演習Ｂ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1朴　永炅

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G1

法学部専門教育科目

テーマ 大学における学び方・アカデミックスキルの修得

授業の目的及び概要
１年生が、高校における「学習」から大学における「学修」にスムーズに移行し、大学生活を送る上で必要な能力・態度等を身につけることを目的とした
科目です。大学においては、自ら学び、行動する主体的な学修態度が重要です。この科目では、そのような大学における学び方や学修技法（アカデミッ
クスキル）を学びつつ、法・政治等に関するテーマを取り扱いながら社会の諸問題への興味・関心を持てるようにします。また、大学における良好な人間
関係のもと、他者への理解やコミュニケーション能力の向上、将来に向けたキャリア意識の形成を主な目的とします。
　１年生を対象とした、大学における学修技法や姿勢・態度、基礎知識の修得等を目標とする入門的な内容の演習です。春学期の「基礎演習A」に引き
続き受講します。

学修の到達目標
①主体的な学修態度を確立し、基本的な情報収集・整理・発信ができるようになる。
②法・政治等に関するテーマから社会の諸問題へアプローチする方法を身につける。
③多様な活動を通じて、よりよい人間関係を形成する方法を身につける。
④自己の大学生活のプランを考え、将来への関心・意欲を高め、行動できるようになる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
提出された課題につきコメントなどを行う。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この授業を通じ、大学における学び方の態度・姿勢や学修技法を身につけるとともに、大学生活における豊かな人間関係を築いてください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

000

003070

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

クラスごとに担当教員が指示します。

参考書

①伊藤光利，『ポリティカル・サイエンス事始め[第３版]』，有斐閣，2009年
②佐藤望・湯川武・横山千晶・近藤明彦，『アカデミックスキルズ　第3版』，慶応義塾大学出版会，2020年
③横田明美，『カフェパウゼで法学を』，弘文堂，2018年
④弥永真生，『法律学習マニュアル　第４版』，有斐閣，2016年

なし

①4641183724
②4766426568
③4335357338
④4641125848

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス：シラバス・授業計画説明、履修相談等
（以下は授業計画の一覧です）
春学期の振り返りと秋学期の目標設定

ガイダンスの内容についての復習・春学期の目標を達成
するための計画の作成

2時間対面

第2回 希望進路に関係するワーク① 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第3回 希望進路に関係するワーク② 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第4回 学外見学に向けた事前学習 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第5回 希望進路に関係する学外見学① 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第6回 希望進路に関係するワーク③ 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第7回 希望進路に関係するワーク④ 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第8回 オンデマンド回（中間レポートや発表に向けた資料作成などの課題に取
り組む）
あるいは学生研究発表大会への参加（傍聴も含む）

担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間オンデマンド

－422－



第9回 学外見学に向けた事前学習 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第10回 希望進路に関係する学外見学② 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第11回 ディベート準備 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第12回 ディベート① 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

6時間対面

第13回 ディベート② 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

6時間対面

第14回 ディベート③ 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

6時間対面

第15回 次年度以降の演習について
秋学期の振り返りレポートの作成
総括

秋学期の学生生活を振り返って自己評価する 2時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 基礎演習Ｂ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1西脇　邦雄

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G1

法学部専門教育科目

テーマ 大学における学び方・アカデミックスキルの修得

授業の目的及び概要
１年生が、高校における「学習」から大学における「学修」にスムーズに移行し、大学生活を送る上で必要な能力・態度等を身につけることを目的とした
科目です。大学においては、自ら学び、行動する主体的な学修態度が重要です。この科目では、そのような大学における学び方や学修技法（アカデミッ
クスキル）を学びつつ、法・政治等に関するテーマを取り扱いながら社会の諸問題への興味・関心を持てるようにします。また、大学における良好な人間
関係のもと、他者への理解やコミュニケーション能力の向上、将来に向けたキャリア意識の形成を主な目的とします。
　１年生を対象とした、大学における学修技法や姿勢・態度、基礎知識の修得等を目標とする入門的な内容の演習です。春学期の「基礎演習A」に引き
続き受講します。

学修の到達目標
①主体的な学修態度を確立し、基本的な情報収集・整理・発信ができるようになる。
②法・政治等に関するテーマから社会の諸問題へアプローチする方法を身につける。
③多様な活動を通じて、よりよい人間関係を形成する方法を身につける。
④自己の大学生活のプランを考え、将来への関心・意欲を高め、行動できるようになる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
提出された課題につきコメントなどを行う。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／プレゼンテーション、発表、報告

本科目の担当教員は、大阪府議会議員を16年務めた経験を有する。府議会議員として、自治体における日中友好、日華友好、日韓友好（韓国大使表
彰）、日ロ友好、日本モンゴル友好活動に取り組んできた。本科目では、これらの経験を活かしながら、地方自治と国際協力について、具体事例を交え
ながら、実践的な教育を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この授業を通じ、大学における学び方の態度・姿勢や学修技法を身につけるとともに、大学生活における豊かな人間関係を築いてください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

000

003070

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

クラスごとに担当教員が指示します。

参考書

①伊藤光利，『ポリティカル・サイエンス事始め[第３版]』，有斐閣，2009年
②佐藤望・湯川武・横山千晶・近藤明彦，『アカデミックスキルズ　第3版』，慶応義塾大学出版会，2020年
③横田明美，『カフェパウゼで法学を』，弘文堂，2018年
④弥永真生，『法律学習マニュアル　第４版』，有斐閣，2016年

なし

①4641183724
②4766426568
③4335357338
④4641125848

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス：シラバス・授業計画説明、履修相談等
（以下は授業計画の一覧です）
春学期の振り返りと秋学期の目標設定

ガイダンスの内容についての復習・春学期の目標を達成
するための計画の作成

2時間対面

第2回 希望進路に関係するワーク① 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第3回 希望進路に関係するワーク② 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第4回 学外見学に向けた事前学習 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第5回 希望進路に関係する学外見学① 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第6回 希望進路に関係するワーク③ 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第7回 希望進路に関係するワーク④ 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第8回 オンデマンド回（中間レポートや発表に向けた資料作成などの課題に取
り組む）
あるいは学生研究発表大会への参加（傍聴も含む）

担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間オンデマンド
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第9回 学外見学に向けた事前学習 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第10回 希望進路に関係する学外見学② 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第11回 ディベート準備 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第12回 ディベート① 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

6時間対面

第13回 ディベート② 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

6時間対面

第14回 ディベート③ 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

6時間対面

第15回 次年度以降の演習について
秋学期の振り返りレポートの作成
総括

秋学期の学生生活を振り返って自己評価する 2時間対面

－425－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 基礎演習Ｂ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1田中　曜次

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G1

法学部専門教育科目

テーマ 大学における学び方・アカデミックスキルの修得

授業の目的及び概要
１年生が、高校における「学習」から大学における「学修」にスムーズに移行し、大学生活を送る上で必要な能力・態度等を身につけることを目的とした
科目です。大学においては、自ら学び、行動する主体的な学修態度が重要です。この科目では、そのような大学における学び方や学修技法（アカデミッ
クスキル）を学びつつ、法・政治等に関するテーマを取り扱いながら社会の諸問題への興味・関心を持てるようにします。また、大学における良好な人間
関係のもと、他者への理解やコミュニケーション能力の向上、将来に向けたキャリア意識の形成を主な目的とします。
　１年生を対象とした、大学における学修技法や姿勢・態度、基礎知識の修得等を目標とする入門的な内容の演習です。春学期の「基礎演習A」に引き
続き受講します。

学修の到達目標
①主体的な学修態度を確立し、基本的な情報収集・整理・発信ができるようになる。
②法・政治等に関するテーマから社会の諸問題へアプローチする方法を身につける。
③多様な活動を通じて、よりよい人間関係を形成する方法を身につける。
④自己の大学生活のプランを考え、将来への関心・意欲を高め、行動できるようになる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
提出された課題につきコメントなどを行う。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／プレゼンテーション、発表、報告

本科目の担当教員は、1985年に小学校、中学校、高等学校の教員免許状を取得し、京都府の公立中学校等で2008年まで20年以上にわたって勤務し
た経験を有している。本科目では、教職課程に関わる教員としての豊富な経験を生かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この授業を通じ、大学における学び方の態度・姿勢や学修技法を身につけるとともに、大学生活における豊かな人間関係を築いてください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

000

003070

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

クラスごとに担当教員が指示します。

参考書

①伊藤光利，『ポリティカル・サイエンス事始め[第３版]』，有斐閣，2009年
②佐藤望・湯川武・横山千晶・近藤明彦，『アカデミックスキルズ　第3版』，慶応義塾大学出版会，2020年
③横田明美，『カフェパウゼで法学を』，弘文堂，2018年
④弥永真生，『法律学習マニュアル　第４版』，有斐閣，2016年

なし

①4641183724
②4766426568
③4335357338
④4641125848

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス：シラバス・授業計画説明、履修相談等
（以下は授業計画の一覧です）
春学期の振り返りと秋学期の目標設定

ガイダンスの内容についての復習・春学期の目標を達成
するための計画の作成

2時間対面

第2回 希望進路に関係するワーク① 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第3回 希望進路に関係するワーク② 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第4回 学外見学に向けた事前学習 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第5回 希望進路に関係する学外見学① 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第6回 希望進路に関係するワーク③ 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第7回 希望進路に関係するワーク④ 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第8回 オンデマンド回（中間レポートや発表に向けた資料作成などの課題に取
り組む）
あるいは学生研究発表大会への参加（傍聴も含む）

担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間オンデマンド
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第9回 学外見学に向けた事前学習 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第10回 希望進路に関係する学外見学② 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第11回 ディベート準備 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第12回 ディベート① 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

6時間対面

第13回 ディベート② 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

6時間対面

第14回 ディベート③ 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

6時間対面

第15回 次年度以降の演習について
秋学期の振り返りレポートの作成
総括

秋学期の学生生活を振り返って自己評価する 2時間対面

－427－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 基礎演習Ｂ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1金　亮完

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G1

法学部専門教育科目

テーマ 大学における学び方・アカデミックスキルの修得

授業の目的及び概要
１年生が、高校における「学習」から大学における「学修」にスムーズに移行し、大学生活を送る上で必要な能力・態度等を身につけることを目的とした
科目です。大学においては、自ら学び、行動する主体的な学修態度が重要です。この科目では、そのような大学における学び方や学修技法（アカデミッ
クスキル）を学びつつ、法・政治等に関するテーマを取り扱いながら社会の諸問題への興味・関心を持てるようにします。また、大学における良好な人間
関係のもと、他者への理解やコミュニケーション能力の向上、将来に向けたキャリア意識の形成を主な目的とします。
　１年生を対象とした、大学における学修技法や姿勢・態度、基礎知識の修得等を目標とする入門的な内容の演習です。春学期の「基礎演習A」に引き
続き受講します。

学修の到達目標
①主体的な学修態度を確立し、基本的な情報収集・整理・発信ができるようになる。
②法・政治等に関するテーマから社会の諸問題へアプローチする方法を身につける。
③多様な活動を通じて、よりよい人間関係を形成する方法を身につける。
④自己の大学生活のプランを考え、将来への関心・意欲を高め、行動できるようになる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
提出された課題につきコメントなどを行う。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この授業を通じ、大学における学び方の態度・姿勢や学修技法を身につけるとともに、大学生活における豊かな人間関係を築いてください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

000

003070

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

クラスごとに担当教員が指示します。

参考書

①伊藤光利，『ポリティカル・サイエンス事始め[第３版]』，有斐閣，2009年
②佐藤望・湯川武・横山千晶・近藤明彦，『アカデミックスキルズ　第3版』，慶応義塾大学出版会，2020年
③横田明美，『カフェパウゼで法学を』，弘文堂，2018年
④弥永真生，『法律学習マニュアル　第４版』，有斐閣，2016年

なし

①4641183724
②4766426568
③4335357338
④4641125848

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス：シラバス・授業計画説明、履修相談等
（以下は授業計画の一覧です）
春学期の振り返りと秋学期の目標設定

ガイダンスの内容についての復習・春学期の目標を達成
するための計画の作成

2時間対面

第2回 希望進路に関係するワーク① 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第3回 希望進路に関係するワーク② 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第4回 学外見学に向けた事前学習 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第5回 希望進路に関係する学外見学① 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第6回 希望進路に関係するワーク③ 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第7回 希望進路に関係するワーク④ 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第8回 オンデマンド回（中間レポートや発表に向けた資料作成などの課題に取
り組む）
あるいは学生研究発表大会への参加（傍聴も含む）

担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間オンデマンド
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第9回 学外見学に向けた事前学習 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第10回 希望進路に関係する学外見学② 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第11回 ディベート準備 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第12回 ディベート① 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

6時間対面

第13回 ディベート② 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

6時間対面

第14回 ディベート③ 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

6時間対面

第15回 次年度以降の演習について
秋学期の振り返りレポートの作成
総括

秋学期の学生生活を振り返って自己評価する 2時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 基礎演習Ｂ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1喜入　暁

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G1

法学部専門教育科目

テーマ 大学における学び方・アカデミックスキルの修得

授業の目的及び概要
１年生が、高校における「学習」から大学における「学修」にスムーズに移行し、大学生活を送る上で必要な能力・態度等を身につけることを目的とした
科目です。大学においては、自ら学び、行動する主体的な学修態度が重要です。この科目では、そのような大学における学び方や学修技法（アカデミッ
クスキル）を学びつつ、法・政治等に関するテーマを取り扱いながら社会の諸問題への興味・関心を持てるようにします。また、大学における良好な人間
関係のもと、他者への理解やコミュニケーション能力の向上、将来に向けたキャリア意識の形成を主な目的とします。
　１年生を対象とした、大学における学修技法や姿勢・態度、基礎知識の修得等を目標とする入門的な内容の演習です。春学期の「基礎演習A」に引き
続き受講します。

学修の到達目標
①主体的な学修態度を確立し、基本的な情報収集・整理・発信ができるようになる。
②法・政治等に関するテーマから社会の諸問題へアプローチする方法を身につける。
③多様な活動を通じて、よりよい人間関係を形成する方法を身につける。
④自己の大学生活のプランを考え、将来への関心・意欲を高め、行動できるようになる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
提出された課題につきコメントなどを行う。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この授業を通じ、大学における学び方の態度・姿勢や学修技法を身につけるとともに、大学生活における豊かな人間関係を築いてください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

000

003070

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

クラスごとに担当教員が指示します。

参考書

①伊藤光利，『ポリティカル・サイエンス事始め[第３版]』，有斐閣，2009年
②佐藤望・湯川武・横山千晶・近藤明彦，『アカデミックスキルズ　第3版』，慶応義塾大学出版会，2020年
③横田明美，『カフェパウゼで法学を』，弘文堂，2018年
④弥永真生，『法律学習マニュアル　第４版』，有斐閣，2016年

なし

①4641183724
②4766426568
③4335357338
④4641125848

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス：シラバス・授業計画説明、履修相談等
（以下は授業計画の一覧です）
春学期の振り返りと秋学期の目標設定

ガイダンスの内容についての復習・春学期の目標を達成
するための計画の作成

2時間対面

第2回 希望進路に関係するワーク① 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第3回 希望進路に関係するワーク② 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第4回 学外見学に向けた事前学習 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第5回 希望進路に関係する学外見学① 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第6回 希望進路に関係するワーク③ 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第7回 希望進路に関係するワーク④ 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第8回 オンデマンド回（中間レポートや発表に向けた資料作成などの課題に取
り組む）
あるいは学生研究発表大会への参加（傍聴も含む）

担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間オンデマンド
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第9回 学外見学に向けた事前学習 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第10回 希望進路に関係する学外見学② 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第11回 ディベート準備 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第12回 ディベート① 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

6時間対面

第13回 ディベート② 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

6時間対面

第14回 ディベート③ 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

6時間対面

第15回 次年度以降の演習について
秋学期の振り返りレポートの作成
総括

秋学期の学生生活を振り返って自己評価する 2時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 基礎演習Ｂ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1石川　英樹

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G1

法学部専門教育科目

テーマ 大学における学び方・アカデミックスキルの修得

授業の目的及び概要
１年生が、高校における「学習」から大学における「学修」にスムーズに移行し、大学生活を送る上で必要な能力・態度等を身につけることを目的とした
科目です。大学においては、自ら学び、行動する主体的な学修態度が重要です。この科目では、そのような大学における学び方や学修技法（アカデミッ
クスキル）を学びつつ、法・政治等に関するテーマを取り扱いながら社会の諸問題への興味・関心を持てるようにします。また、大学における良好な人間
関係のもと、他者への理解やコミュニケーション能力の向上、将来に向けたキャリア意識の形成を主な目的とします。
　１年生を対象とした、大学における学修技法や姿勢・態度、基礎知識の修得等を目標とする入門的な内容の演習です。春学期の「基礎演習A」に引き
続き受講します。

学修の到達目標
①主体的な学修態度を確立し、基本的な情報収集・整理・発信ができるようになる。
②法・政治等に関するテーマから社会の諸問題へアプローチする方法を身につける。
③多様な活動を通じて、よりよい人間関係を形成する方法を身につける。
④自己の大学生活のプランを考え、将来への関心・意欲を高め、行動できるようになる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
提出された課題につきコメントなどを行う。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／プレゼンテーション、発表、報告

担当教員は奈良県警察本部にて、３６年間警察官として勤務し、調査官・監察官・地域指導室長など、第一線を始め管理部門での実務経験と警察庁近
畿管区警察局監察課への出向などの警察行政における人事、業務管理・企画立案及び服務・業務指導、若手警察官の育成、指導に従事してきた。
本科目では、こうした実務経験を活かして、警察官・消防官などの公安職に必要とされる職務倫理や心構え、実務で要求される知識技能など、事例を
交えつつ解説する実践的な授業を展開する。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この授業を通じ、大学における学び方の態度・姿勢や学修技法を身につけるとともに、大学生活における豊かな人間関係を築いてください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

000

003070

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

クラスごとに担当教員が指示します。

参考書

①伊藤光利，『ポリティカル・サイエンス事始め[第３版]』，有斐閣，2009年
②佐藤望・湯川武・横山千晶・近藤明彦，『アカデミックスキルズ　第3版』，慶応義塾大学出版会，2020年
③横田明美，『カフェパウゼで法学を』，弘文堂，2018年
④弥永真生，『法律学習マニュアル　第４版』，有斐閣，2016年

なし

①4641183724
②4766426568
③4335357338
④4641125848

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス：シラバス・授業計画説明、履修相談等
（以下は授業計画の一覧です）
春学期の振り返りと秋学期の目標設定

ガイダンスの内容についての復習・春学期の目標を達成
するための計画の作成

2時間対面

第2回 希望進路に関係するワーク① 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第3回 希望進路に関係するワーク② 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第4回 学外見学に向けた事前学習 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第5回 希望進路に関係する学外見学① 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第6回 希望進路に関係するワーク③ 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第7回 希望進路に関係するワーク④ 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第8回 オンデマンド回（中間レポートや発表に向けた資料作成などの課題に取
り組む）
あるいは学生研究発表大会への参加（傍聴も含む）

担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間オンデマンド
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第9回 学外見学に向けた事前学習 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第10回 希望進路に関係する学外見学② 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第11回 ディベート準備 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第12回 ディベート① 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

6時間対面

第13回 ディベート② 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

6時間対面

第14回 ディベート③ 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

6時間対面

第15回 次年度以降の演習について
秋学期の振り返りレポートの作成
総括

秋学期の学生生活を振り返って自己評価する 2時間対面

－433－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 基礎演習Ｂ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1中久保　寛幸

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G1

法学部専門教育科目

テーマ 大学における学び方・アカデミックスキルの修得

授業の目的及び概要
１年生が、高校における「学習」から大学における「学修」にスムーズに移行し、大学生活を送る上で必要な能力・態度等を身につけることを目的とした
科目です。大学においては、自ら学び、行動する主体的な学修態度が重要です。この科目では、そのような大学における学び方や学修技法（アカデミッ
クスキル）を学びつつ、法・政治等に関するテーマを取り扱いながら社会の諸問題への興味・関心を持てるようにします。また、大学における良好な人間
関係のもと、他者への理解やコミュニケーション能力の向上、将来に向けたキャリア意識の形成を主な目的とします。
　１年生を対象とした、大学における学修技法や姿勢・態度、基礎知識の修得等を目標とする入門的な内容の演習です。春学期の「基礎演習A」に引き
続き受講します。

学修の到達目標
①主体的な学修態度を確立し、基本的な情報収集・整理・発信ができるようになる。
②法・政治等に関するテーマから社会の諸問題へアプローチする方法を身につける。
③多様な活動を通じて、よりよい人間関係を形成する方法を身につける。
④自己の大学生活のプランを考え、将来への関心・意欲を高め、行動できるようになる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
提出された課題につきコメントなどを行う。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／プレゼンテーション、発表、報告

本科目の担当教員は、警察官として38年間勤務し、管理官・調査官・署長などに従事して、経験を積み重ねてきた。本科目では、実務経験を活かし、職
種に必要な法律解釈や業務の理解、職務倫理や心構え、実務で要求される知識・技能などを教授し、実際の事例を交えつつ解説する実践的な授業を
展開する。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この授業を通じ、大学における学び方の態度・姿勢や学修技法を身につけるとともに、大学生活における豊かな人間関係を築いてください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

000

003070

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

クラスごとに担当教員が指示します。

参考書

①伊藤光利，『ポリティカル・サイエンス事始め[第３版]』，有斐閣，2009年
②佐藤望・湯川武・横山千晶・近藤明彦，『アカデミックスキルズ　第3版』，慶応義塾大学出版会，2020年
③横田明美，『カフェパウゼで法学を』，弘文堂，2018年
④弥永真生，『法律学習マニュアル　第４版』，有斐閣，2016年

なし

①4641183724
②4766426568
③4335357338
④4641125848

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス：シラバス・授業計画説明、履修相談等
（以下は授業計画の一覧です）
春学期の振り返りと秋学期の目標設定

ガイダンスの内容についての復習・春学期の目標を達成
するための計画の作成

2時間対面

第2回 希望進路に関係するワーク① 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第3回 希望進路に関係するワーク② 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第4回 学外見学に向けた事前学習 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第5回 希望進路に関係する学外見学① 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第6回 希望進路に関係するワーク③ 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第7回 希望進路に関係するワーク④ 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第8回 オンデマンド回（中間レポートや発表に向けた資料作成などの課題に取
り組む）
あるいは学生研究発表大会への参加（傍聴も含む）

担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間オンデマンド
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第9回 学外見学に向けた事前学習 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第10回 希望進路に関係する学外見学② 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第11回 ディベート準備 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

4時間対面

第12回 ディベート① 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

6時間対面

第13回 ディベート② 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

6時間対面

第14回 ディベート③ 担当教員の指示に従って予習を行う
担当教員の指示に従って復習を行う

6時間対面

第15回 次年度以降の演習について
秋学期の振り返りレポートの作成
総括

秋学期の学生生活を振り返って自己評価する 2時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 基礎演習Ｂ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1畑佐　伸英、片岡　浩史

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G1

経済学部専門教育科目

テーマ 大学における学び方・アカデミックスキルの修得および経営学部で学ぶための予備知識の習得

授業の目的及び概要
科⽬等履修⽣が⽇本で⼤学⽣活を送る上で必要な能⼒・態度等を⾝につけることを⽬的とした科⽬です。⼤学においては、 科目等履修生が日本で大
学生活を送る上で必要な能力態度等を身につけることを目的と した科目です。 大学においては、 ⾃ら学び、⾏動する主体的な学修態度が重要です。
この科⽬では、そのような⼤学における学び⽅や学修技法（アカデミック 自ら学び丶 行動する主体的な学修態度が重要です。 この科目では、 そのよう
な大学における学び方や学修技法 (アカデミックスキル）を学びつつ、⼤学における良好な⼈間関係のもと、他者への理解やコミュニケーション能⼒の
向上、将来に向けたキャリア意識の形成を主な目的とします。

学修の到達目標
①主体的な学修態度を確⽴し、基本的な情報収集・整理・発信ができるようになる。
②多様な活動を通じて、よりよい⼈間関係を形成する⽅法を⾝につける。
③⾃⼰の⼤学⽣活のプランを考え、将来への関⼼・意欲を⾼め、⾏動できるようになる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
提出された課題につきコメントなどを行う。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この授業を通じ、⼤学における学び⽅の態度・姿勢や学修技法を⾝につけるとともに、⼤学⽣活における豊かな⼈間関係を築いてください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

003070

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

クラスごとに担当教員が指⽰します。

参考書

クラスごとに担当教員が指⽰
します。ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイ ダンス シラバス 授業計画説明、 ガイダンス：シラバス・授業計画
説明、履修相談等 
春学期の振り返り と秋学期の目標設定

ガイダンスの内容についての復習・春学期の⽬標を達成 
ガイダンスの内容についての復習

2時間対面

第2回 希望進路に関係するワーク①
日本での就職について

事前学習　担当教員の指⽰に従って予習を⾏う
事後学習　担当教員の指⽰に従って予習を⾏う

4時間対面

第3回 希望進路に関係するワーク②
日本での就職のシステムについて

事前学習　担当教員の指⽰に従って予習を⾏う
事後学習　担当教員の指⽰に従って予習を⾏う

4時間対面

第4回 希望進路に関係するワーク③
日本での就職に必要な資格取得について

事前学習　担当教員の指⽰に従って予習を⾏う
事後学習　担当教員の指⽰に従って予習を⾏う

4時間対面

第5回 希望進路に関係するワーク④
日本での就職　業界と職種

事前学習　担当教員の指⽰に従って予習を⾏う
事後学習　担当教員の指⽰に従って予習を⾏う

4時間対面

第6回 法学を学ぶ① 事前学習　担当教員の指⽰に従って予習を⾏う
事後学習　担当教員の指⽰に従って予習を⾏う

4時間対面

第7回 法学を学ぶ① 事前学習　担当教員の指⽰に従って予習を⾏う
事後学習　担当教員の指⽰に従って予習を⾏う

4時間対面

第8回 法学を学ぶ① 事前学習　担当教員の指⽰に従って予習を⾏う
事後学習　担当教員の指⽰に従って予習を⾏う

4時間対面

第9回 図書館の使い方　専門書の探し方 事前学習　担当教員の指⽰に従って予習を⾏う
事後学習　担当教員の指⽰に従って予習を⾏う

4時間対面

第10回 パワーポイントの使い方とプレゼン課題選び 事前学習　担当教員の指⽰に従って予習を⾏う
事後学習　担当教員の指⽰に従って予習を⾏う

4時間対面
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第11回 プレゼン発表テーマの設定
グループ分け

事前学習　担当教員の指⽰に従って予習を⾏う
事後学習　担当教員の指⽰に従って予習を⾏う

4時間対面

第12回 プレゼン発表① 事前学習　担当教員の指⽰に従って予習を⾏う
事後学習　担当教員の指⽰に従って予習を⾏う

6時間対面

第13回 プレゼン発表② 事前学習　担当教員の指⽰に従って予習を⾏う
事後学習　担当教員の指⽰に従って予習を⾏う

6時間対面

第14回 プレゼン発表③ 事前学習　担当教員の指⽰に従って予習を⾏う
事後学習　担当教員の指⽰に従って予習を⾏う

6時間オンデマンド

第15回 秋学期の学⽣⽣活を振り返って⾃⼰評価し、大学入学に向けて目標を
考える

秋学期の学⽣⽣活を振り返って⾃⼰評価する 2時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅠＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

2藤島　光雄

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G2

法学部専門教育科目

テーマ 行政法の基礎を学ぶ

授業の目的及び概要
行政法とは何か、行政法の基礎・基本が理解できるように、各回の演習で、テキストの各章を担当者が、レジメやパワーポイント等を使用して、報告・発
表し、それに基づいて全員で議論します。
その後、担当教員が、適宜解説し、まとめを行います。
・議論の時間を、発表の時間と同程度にとります。また、グループで協力して発表してもらうこともあります。
・初回演習で、各受講生が取り扱う章等を議論・決定します。
・適宜、自治体における行政法に関する裁判事例等についても紹介します。

学修の到達目標
①行政法の基本的な概念を理解し、その全体像を理解できる。
②行政は誰がするのか（行政組織法）を理解し、説明することができる。
③行政は何をするのか(行政作用法)を理解し、説明することができる。
④行政から国民を守る(行政救済法)を理解し、説明することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
各回の報告に対しては講評を行い、レジュメの作成や報告方法について、アドバイスを行う。
各章が終わるごとに、それまでの資料等を含めて、再度まとめを行う。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

憲法（人権・統治を含む）、行政法総論を履修済か履修中であることが望ましい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

50
報告内容

00

00050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

『行政法の基礎がわかった』，田中嗣久・藤島光雄，法学書院，2018年

参考書

①『行政判例百選Ⅰ（第8版）』，斎藤誠他編，有斐閣，2022年　
②『行政判例百選Ⅱ（第8版）』，斎藤誠他編，有斐閣，2022年

978-4-587-53825-5

① 978-4-641-11560-6
② 978-4-641-11561-3

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
発表テーマ・スケジュール、役割分担等の決定
第１章　１　行政ってなんだ
　　　　２　行政法ってなんだ

【予習】シラバスとガイダンス資料を事前に読んでおくこと
（2時間）
【復習】シラバスとガイダンス資料を読み直し、演習で配布
した資料を確認しておくこと（2時間）

4時間対面

第2回 第１章　３　行政法見つけた
第１章のまとめ、行政法とはなにか

予習として、教科書の該当頁(16-27頁)を予習しておくこと
（2時間）
復習として、教科書該当箇所、演習でとりあげた判例につ
いて確認しておくこと（2時間）

4時間対面

第3回 第２章　行政は誰がするのか
　　　１　それが行政組織法だ
　　　２　行政主体がするのだ

予習として、教科書の該当頁(28-35頁)を予習しておくこと
（2時間）
復習として、教科書該当箇所、演習でとりあげた判例につ
いて確認しておくこと（2時間）

4時間対面

第4回 第２章　３　行政機関が動く
　　　　４　行政機関は組織化されている

予習として、教科書の該当頁(36-87頁)を予習しておくこと
（2時間）
復習として、教科書該当箇所、演習でとりあげた判例につ
いて確認しておくこと（2時間）

4時間対面

第5回 第２章　５　現実には公務員が動く
　　　　６　公物はみんなのものだ

予習として、教科書の該当頁(88-96頁)を予習しておくこと
（2時間）
復習として、教科書該当箇所、演習でとりあげた判例につ
いて確認しておくこと（2時間）

4時間対面
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第6回 第２章　行政は誰がするのか　まとめ
　　　　関連する判例を読む

予習として、教科書の該当頁を予習しておくこと（2時間）
復習として、教科書該当箇所、演習でとりあげた判例につ
いて確認しておくこと（2時間）

4時間対面

第7回 第３章　行政は何をするのか
　　　１　それが行政作用法だ
　　　２　行政行為をする

予習として、教科書の該当頁(98-118頁)を予習しておくこ
と（2時間）
復習として、教科書該当箇所、演習でとりあげた判例につ
いて確認しておくこと（2時間）

4時間対面

第8回 第３章　３　行政立法をする
　　　　４　行政契約をする

予習として、教科書の該当頁(119-133頁)を予習しておくこ
と（2時間）
復習として、教科書該当箇所、演習でとりあげた判例につ
いて確認しておくこと（2時間）

4時間対面

第9回 第３章　５　行政計画をする 予習として、教科書の該当頁(134-137頁)を予習しておくこ
と（2時間）
復習として、教科書該当箇所、演習でとりあげた判例につ
いて確認しておくこと（2時間）

4時間対面

第10回 第３章　６　行政指導をする
　　　　７　行政上の強制措置をする

予習として、教科書の該当頁(138-154頁)を予習しておくこ
と（2時間）
復習として、教科書該当箇所、演習でとりあげた判例につ
いて確認しておくこと（2時間）

4時間対面

第11回 第３章　行政は誰がするのか　まとめ
　　　　関連する判例を読む

予習として、教科書の該当頁を予習しておくこと（2時間）
復習として、教科書該当箇所、演習でとりあげた判例につ
いて確認しておくこと（2時間）

4時間対面

第12回 第４章　行政から国民を守る
　　　１　それが行政救済法だ
　　　２　行政手続法で守る

予習として、教科書の該当頁(156-175頁)を予習しておくこ
と（2時間）
復習として、教科書該当箇所、演習でとりあげた判例につ
いて確認しておくこと（2時間）

4時間対面

第13回 第４章　３　情報公開法で守る
　　　　４　個人情報保護法で守る

予習として、教科書の該当頁(176-189頁)を予習しておくこ
と（2時間）
復習として、教科書該当箇所、演習でとりあげた判例につ
いて確認しておくこと（2時間）

4時間対面

第14回 第４章　行政から国民を守る　まとめ
　　　　関連する判例を読む

予習として、教科書の該当頁を予習しておくこと（2時間）
復習として、教科書該当箇所、演習でとりあげた判例につ
いて確認しておくこと（2時間）

4時間対面

第15回 これまでのまとめと判例の整理
【復習】オンデマンド動画を視聴した上で、これまでの学修内容の総復
習を行ってください。

【復習】オンデマンド動画を視聴した上で、これまでの学修
内容の総復習を行ってください。

5.5時間オンデマンド

－439－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅠＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

2大場　史朗

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G2

法学部専門教育科目

テーマ 映像で学ぶ刑事手続（１）

授業の目的及び概要
（目的）
刑事法とは、一般に、刑法、刑事訴訟法、刑事政策を総称したものです。情報化社会の現代、犯罪に関するニュースは毎日尽きることがありません。あ
る意味で、とても身近な存在です。しかし、ほとんどの人は「犯罪者」ではありませんし、また将来「犯罪者」になることもほとんどないでしょう。それゆえ刑
事法はとても身近なようで、とても遠い存在ともいえます。この演習では、映画や動画教材等を用いて、刑事手続を中心に刑事法に関する諸問題にアプ
ローチします。
（概要）
ゼミナール形式です。受講生に報告してもらい、質疑応答・議論を行います。また、担当教員が適宜、議論の整理・解説を行います。受講生は積極的に
発言をしなければなりません。また、グループで協力して発表してもらうこともあります。映画や動画教材等は刑事手続の流れ、魅力、難しさ、恐ろしさな
どを理解する一助とし、刑事手続に関する理論的な検討を中心に授業を行います。

学修の到達目標
（１）刑事手続の基本的な概念を理解し、その全体像を理解できる。
（２）刑事手続に関する精確な現状分析をすることができる。
（３）他人の痛みを自分の痛みにすることができる。
（４）相手の意見を尊重し、それに対して自分の意見を言うことができる。
（５）チームワークを身に付けることができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
報告内容等については、授業中に解説及び講評を行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告／フィールドワーク、学外見学、体験学習

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この演習では半期に必ず１～２回報告（発表）を担当し、別途レポート（刑事裁判傍聴レポートなど）も課すことがあるため、必ずしも「楽」な演習ではあり
ません。報告準備には映画を視聴しテキスト等を熟読する必要があるため、一定の熱量と事前学習が必要です（映画・動画を見て終わりの演習ではあ
りません）。もっとも教員ができる限りサポートしますので心配は不要です。対面での対話の重要性を大切にしながら、みなさんと一緒に刑事法に関わる
諸問題について積極的に意見交換し、「楽しい」演習にしたいと思っています。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

000

050050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

刑事訴訟法，池田公博・笹倉宏紀，有斐閣，2022年
『六法』（小型のもので可。電子版も可）を毎回持参のこと。

参考書

必要に応じて授業内で紹介します。

978-4-641-15091-1

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
自己紹介、授業の進め方などのレクチャー。
＊授業計画は柔軟に変更することがある。

【予習】担当教員が指示したテキスト等を通読してきてくだ
さい。
【復習】レジュメ・資料を読み直し、授業で得た知識等を確
認してください。

4時間対面

第2回 刑事裁判傍聴
　各自で裁判所に行き、刑事裁判を傍聴してレポートを提出

【予習】担当教員が指示したテキスト等の該当部分を読
み、刑事裁判の流れを確認してください。
【復習】テキストを読み直し、刑事裁判傍聴で得た知識等
を確認してください。

4時間オンデマンド

第3回 受講生による報告と議論（１） 【予習】担当教員が指示したテキスト等の該当部分を読ん
できてください。
【復習】レジュメ・資料を読み直し、授業で得た知識等を確
認してください。

4時間対面

第4回 受講生による報告と議論（２） 【予習】担当教員が指示したテキスト等の該当部分を読ん
できてください。
【復習】レジュメ・資料を読み直し、授業で得た知識等を確
認してください。

4時間対面
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第5回 受講生による報告と議論（３） 【予習】担当教員が指示したテキスト等の該当部分を読ん
できてください。
【復習】レジュメ・資料を読み直し、授業で得た知識等を確
認してください。

4時間対面

第6回 受講生による報告と議論（４） 【予習】担当教員が指示したテキスト等の該当部分を読ん
できてください。
【復習】レジュメ・資料を読み直し、授業で得た知識等を確
認してください。

4時間対面

第7回 受講生による報告と議論（５） 【予習】担当教員が指示したテキスト等の該当部分を読ん
できてください。
【復習】レジュメ・資料を読み直し、授業で得た知識等を確
認してください。

4時間対面

第8回 受講生による報告と議論（６） 【予習】担当教員が指示したテキスト等の該当部分を読ん
できてください。
【復習】レジュメ・資料を読み直し、授業で得た知識等を確
認してください。

4時間対面

第9回 受講生による報告と議論（７） 【予習】担当教員が指示したテキスト等の該当部分を読ん
できてください。
【復習】レジュメ・資料を読み直し、授業で得た知識等を確
認してください。

4時間対面

第10回 受講生による報告と議論（８） 【予習】担当教員が指示したテキスト等の該当部分を読ん
できてください。
【復習】レジュメ・資料を読み直し、授業で得た知識等を確
認してください。

4時間対面

第11回 受講生による報告と議論（９） 【予習】担当教員が指示したテキスト等の該当部分を読ん
できてください。
【復習】レジュメ・資料を読み直し、授業で得た知識等を確
認してください。

4時間対面

第12回 受講生による報告と議論（１０） 【予習】担当教員が指示したテキスト等の該当部分を読ん
できてください。
【復習】レジュメ・資料を読み直し、授業で得た知識等を確
認してください。

4時間対面

第13回 受講生による報告と議論（１１） 【予習】担当教員が指示したテキスト等の該当部分を読ん
できてください。
【復習】レジュメ・資料を読み直し、授業で得た知識等を確
認してください。

4時間対面

第14回 受講生による報告と議論（１２） 【予習】担当教員が指示したテキスト等の該当部分を読ん
できてください。
【復習】レジュメ・資料を読み直し、授業で得た知識等を確
認してください。

4時間対面

第15回 まとめ
半期のまとめと総括。

【予習】担当教員が指示したテキスト等の該当部分を読ん
できてください。
【復習】レジュメ・資料を読み直し、授業で得た知識等を確
認してください。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅠＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

2渡邉　康行

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G2

法学部専門教育科目

テーマ 憲法と家族を考える

授業の目的及び概要
近年、家族法の分野に関して、憲法違反が争われる事例が大変多くなっています。婚外子法定相続分違憲訴訟、再婚禁止期間違憲訴訟、夫婦同氏制
違憲訴訟、同姓婚訴訟、性同一性障害者特例法違憲訴訟などです。この演習では、報告者がこうした訴訟に関する判決や論文を素材としてプレゼン
テーションを行い、それに基づいて参加者全員が議論を行います。本演習担当者は、2022年度まで一橋大学法科大学院・公共政策大学で長年にわた
り授業を担当していたため、その経験を踏まえて演習参加者に対してたびたび発言を求める。したがって、報告担当者は周到な準備が必要であること
はもちろんであるが、それ以外の学生も十分に予習をしてくることが求められる。
学期を通じて、共通するテーマを扱うことにより、憲法と家族という問題について深い理解を得ることを目的とする。特定の問題領域について詳しい理解
を得ることは、その他の憲法問題への関心と理解を深めることにつながるだろう。

学修の到達目標
関連する判例・文献を調査することができる能力、それらを精読する能力、それを基に自分の意見を作り、他人に対して説明する能力、報告者の見解を
的確に理解し、それとは異なった観点を提示する能力などを養う。それらを通じて、法科大学院既修者入試試験を突破できる程度の学力の基礎を身に
着ける。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
報告内容等については、授業のなかで解説・講評を行う。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

1年次に配当されている憲法関係科目の単位を取得済み（又は取得見込み）であり、かつ2年次に配当されている憲法・行政法関係科目を履修予定で
あることを要件とする。法曹・公務員・研究者など、将来法律に関係する職業を志望している、意欲の高い学生が履修することを想定している。楽に単位
を取得したいと思っている学生には不向きな演習であるため、厳にご遠慮願いたい。他方で、視線を高くもち、積極的に演習に参加する学生にとって
は、学力を向上させる良い機会になるはずである。当然ながら、正当な理由がない限り欠席は認めない。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

００

０30０70

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストとしては、判決文や論文などを配布する。

参考書

参考書としては、さしあたり、憲法研究4号「特集『個人の尊重』と家族」（信山社、2019年）を挙げておく。本演
習担当者の体系書として、渡辺・宍戸・松本・工藤『憲法Ⅰ〔第２版〕』（2023年）、『憲法Ⅱ　総論・統治』（2020
年）（いずれも日本評論社）がある。これらは現在、司法試験や国家公務員総合職試験などの受験生にとって
定番の基本書となっているものである。

なし。
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 授業の進め方などのガイダンス。報告の担当の決定など。 自分が報告したいテーマについて、予めいくつか候補を考
えておく。

1時間対面

第2回 履修者による報告 報告者はレジュメを作成して、報告する。担当者以外の受
講生は、配布された資料を事前に熟読し、討論に参加で
きるように準備する。

4時間対面

第3回 履修者による報告 報告者はレジュメを作成して、報告する。担当者以外の受
講生は、配布された資料を事前に熟読し、討論に参加で
きるように準備する。

4時間対面

第4回 履修者による報告 報告者はレジュメを作成して、報告する。担当者以外の受
講生は、配布された資料を事前に熟読し、討論に参加で
きるように準備する。

4時間対面

第5回 履修者による報告 報告者はレジュメを作成して、報告する。担当者以外の受
講生は、配布された資料を事前に熟読し、討論に参加で
きるように準備する。

4時間対面

第6回 履修者による報告 報告者はレジュメを作成して、報告する。担当者以外の受
講生は、配布された資料を事前に熟読し、討論に参加で
きるように準備する。

4時間対面
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第7回 履修者による報告 報告者はレジュメを作成して、報告する。担当者以外の受
講生は、配布された資料を事前に熟読し、討論に参加で
きるように準備する。

4時間対面

第8回 履修者による報告 報告者はレジュメを作成して、報告する。担当者以外の受
講生は、配布された資料を事前に熟読し、討論に参加で
きるように準備する。

4時間対面

第9回 履修者による報告 報告者はレジュメを作成して、報告する。担当者以外の受
講生は、配布された資料を事前に熟読し、討論に参加で
きるように準備する。

4時間対面

第10回 履修者による報告 報告者はレジュメを作成して、報告する。担当者以外の受
講生は、配布された資料を事前に熟読し、討論に参加で
きるように準備する。

4時間対面

第11回 履修者による報告 報告者はレジュメを作成して、報告する。担当者以外の受
講生は、配布された資料を事前に熟読し、討論に参加で
きるように準備する。

4時間対面

第12回 履修者による報告 報告者はレジュメを作成して、報告する。担当者以外の受
講生は、配布された資料を事前に熟読し、討論に参加で
きるように準備する。

4時間対面

第13回 履修者による報告 報告者はレジュメを作成して、報告する。担当者以外の受
講生は、配布された資料を事前に熟読し、討論に参加で
きるように準備する。

4時間対面

第14回 履修者による報告 報告者はレジュメを作成して、報告する。担当者以外の受
講生は、配布された資料を事前に熟読し、討論に参加で
きるように準備する。

4時間対面

第15回 これまでの授業のまとめ これまでの授業内容を復習する。 4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅠＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

2伊藤　政也

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G2

法学部専門教育科目

テーマ ビジネスと法律を学ぶ

授業の目的及び概要
ビジネス関連の話題をベースに、法学部で必要とされる法的知識の基礎的な事項を学習します（特に民事法分野について扱います）。学習の過程にお
いて、文献調査やプレゼンテーション、ディベートなどの各種手法を用いて、「（資料に依拠しながら）自分で考える」、「自分が考えたことを他人に伝え
る」、「相手からの反論を予測しつつ自分の主張を組みたたえる」といったことを実践していきます。それゆえ、必然的に基本的なアカデミックスキルの修
得も目的に含まれます。

学修の到達目標
・ビジネスに関する基礎知識を獲得する。
・ビジネスに関連する法的知識を身に着け、実践として活用することができる。
・他者と協力して、調査・報告・プレゼンテーション等を行うことができる。
・自己の主張だけでなく、相手の主張も予測・分析することができる。
・大学生活を送るうえでの基本的なアカデミックスキルを獲得する。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
・報告方法やレジュメの作成については、初回に指導を行う。
・テーマに関する調査方法などについても適宜指導を行う。
・学生が作成したレジュメに基づき、教員が改善点などを指摘する形で行う。特に、理解していない単語の使用については念入りに指摘する。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

・わかったふりやわかりませんと答える安直な姿勢は認めません。一度、「考える」ことと真剣に向き合ってみましょう。
・授業の準備は相当程度大変なものになると思います。「大変でも実力をつけたい。」、そのように考える受講生の参加を期待しています。
・資格試験・公務員試験の受験等で個別の相談が必要な場合は申し出るようにしてください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

050０50

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストについては、授業内で適宜指示をします。

参考書

ビジネス実務法務検定3級・2級のテキストを使用します。

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 授業の概要や到達目標について、ガイダンスを行います。 【予習】シラバスとガイダンス資料を事前に確認しておくこ
と。
【復習】配布資料の該当箇所を読み直し、講義で得た知識
を確認してください。

4時間対面

第2回 法的問題の取扱方法１　総論 【予習】配布資料を事前に確認しておくこと。
【復習】配布資料の該当箇所を読み直し、講義で得た知識
を確認してください。

4時間オンデマンド

第3回 法的問題の取扱方法２　民事法 【予習】配布資料を事前に確認しておくこと。
【復習】配布資料の該当箇所を読み直し、講義で得た知識
を確認してください。

4時間対面

第4回 法的問題の取扱方法３　刑事法 【予習】配布資料を事前に確認しておくこと。
【復習】配布資料の該当箇所を読み直し、講義で得た知識
を確認してください。

4時間対面

第5回 法的問題の取扱方法４　実践編 【予習】配布資料を事前に確認しておくこと。
【復習】配布資料の該当箇所を読み直し、講義で得た知識
を確認してください。

4時間対面

第6回 資料調査・分析の方法１　条文 【予習】配布資料を事前に確認しておくこと。
【復習】配布資料の該当箇所を読み直し、講義で得た知識
を確認してください。

4時間対面

第7回 資料調査・分析の方法２　判例 【予習】配布資料を事前に確認しておくこと。
【復習】配布資料の該当箇所を読み直し、講義で得た知識
を確認してください。

4時間対面
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第8回 研究報告１ 【予習】配布資料を事前に確認しておくこと。
【復習】配布資料の該当箇所を読み直し、講義で得た知識
を確認してください。

4時間対面

第9回 研究報告２ 【予習】配布資料を事前に確認しておくこと。
【復習】配布資料の該当箇所を読み直し、講義で得た知識
を確認してください。

4時間対面

第10回 研究報告３ 【予習】配布資料を事前に確認しておくこと。
【復習】配布資料の該当箇所を読み直し、講義で得た知識
を確認してください。

4時間対面

第11回 自分の意見を組み立てる１　論理 【予習】配布資料を事前に確認しておくこと。
【復習】配布資料の該当箇所を読み直し、講義で得た知識
を確認してください。

4時間対面

第12回 自分の意見を組み立てる２　表現技法 【予習】配布資料を事前に確認しておくこと。
【復習】配布資料の該当箇所を読み直し、講義で得た知識
を確認してください。

4時間対面

第13回 自分の意見を組み立てる３　発表技法 【予習】配布資料を事前に確認しておくこと。
【復習】配布資料の該当箇所を読み直し、講義で得た知識
を確認してください。

4時間対面

第14回 ディベート技法　総論 【予習】配布資料を事前に確認しておくこと。
【復習】配布資料の該当箇所を読み直し、講義で得た知識
を確認してください。

4時間対面

第15回 ディベート技法　各論 【予習】配布資料を事前に確認しておくこと。
【復習】配布資料の該当箇所を読み直し、講義で得た知識
を確認してください。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅠＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

2高田　尚彦

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G2

法学部専門教育科目

テーマ 企業（会社・個人事業）に関わる法的問題を考える。

授業の目的及び概要
私たちは、生きていくために働く。自分一人でモノ作りなどして働く者もいれば、プロスポーツ選手もいるし、自ら起業して人を雇う者、会社を立ち上げて
経営する者、会社に就職して働く者、さまざまである。ただ、その周りには、必ず誰かが存在し、トラブルや法的問題が生じることが少なくない。
　大雑把にいえば、そのようなビジネスに関わる法的問題に関心を寄せ、それらを検討・分析・議論し、一定の結論に導き、それを報告することにより、
今後の人生に活かすことができることを目的とする。
　演習は、受け身ではなく、自分で考え、疑問があれば質問し、自由に見解を述べることが最も重要であり、それこそが将来にも役立つ。
　演習の進め方は（１）ビジネスシーンで起こりうる事件を題材に、個人またはグループで検討し、報告する。
（２）報告者以外のメンバーも同じ題材を学修し、質疑やディスカッションを積極的に行う。
　演習の人数規模やメンバーの興味関心により、進め方は柔軟に変更する。

学修の到達目標
・積極的に自分の意見を述べることができる。
・企業に関する基礎的な法的知識を獲得することができる。
・報告資料の作成、プレゼンテーション能力を獲得することができる。
・論理的・発展的思考力を身につけることができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
発表・報告内容については、レジュメ等を含めて授業内において、修正・アドバイスを行う。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告／フィールドワーク、学外見学、体験学習

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

ゼミは、仲間とともに楽しく有意義な時間を過ごす素晴らしい機会です。ただ、ダラダラと楽しむのではなく、ゼミ生の皆さんが「自分自身を鍛える」ため、
毎週決まった時間に集まる楽しい勉強会としたい。
メリハリをつけて一緒に頑張りましょう。
積極的・意欲的に楽しく学修しようと考える皆さんの参加をお待ちしています。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

050050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキスト・参考書については、授業内で適宜案内する。

参考書

テキスト・参考書については、
授業内で適宜案内する。ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
自己紹介、授業の進め方・報告方法の説明、報告者の決定。

【予習】担当教員が指示したテキスト等に目を通しておくこ
と。
【復習】テキスト・レジュメ・資料等を読み直し、授業で得た
知識等を確認すること。

4時間対面

第2回 判例の検索方法・レジュメの作成方法・報告方法の説明。 【予習】担当教員が指示したテキスト等に目を通しておくこ
と。
【復習】テキスト・レジュメ・資料等を読み直し、授業で得た
知識等を確認すること。

4時間オンデマンド

第3回 受講生による報告と議論（１） 【予習】担当教員が指示したテキスト等に目を通しておくこ
と。
【復習】テキスト・レジュメ・資料等を読み直し、授業で得た
知識等を確認すること。

4時間対面

第4回 受講生による報告と議論（２） 【予習】担当教員が指示したテキスト等に目を通しておくこ
と。
【復習】テキスト・レジュメ・資料等を読み直し、授業で得た
知識等を確認すること。

4時間対面
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第5回 受講生による報告と議論（３） 【予習】担当教員が指示したテキスト等に目を通しておくこ
と。
【復習】テキスト・レジュメ・資料等を読み直し、授業で得た
知識等を確認すること。

4時間対面

第6回 受講生による報告と議論（４） 【予習】担当教員が指示したテキスト等に目を通しておくこ
と。
【復習】テキスト・レジュメ・資料等を読み直し、授業で得た
知識等を確認すること。

4時間対面

第7回 受講生による報告と議論（５） 【予習】担当教員が指示したテキスト等に目を通しておくこ
と。
【復習】テキスト・レジュメ・資料等を読み直し、授業で得た
知識等を確認すること。

4時間対面

第8回 受講生による報告と議論（６） 【予習】担当教員が指示したテキスト等に目を通しておくこ
と。
【復習】テキスト・レジュメ・資料等を読み直し、授業で得た
知識等を確認すること。

4時間対面

第9回 受講生による報告と議論（７） 【予習】担当教員が指示したテキスト等に目を通しておくこ
と。
【復習】テキスト・レジュメ・資料等を読み直し、授業で得た
知識等を確認すること。

4時間対面

第10回 受講生による報告と議論（８） 【予習】担当教員が指示したテキスト等に目を通しておくこ
と。
【復習】テキスト・レジュメ・資料等を読み直し、授業で得た
知識等を確認すること。

4時間対面

第11回 受講生による報告と議論（９） 【予習】担当教員が指示したテキスト等に目を通しておくこ
と。
【復習】テキスト・レジュメ・資料等を読み直し、授業で得た
知識等を確認すること。

4時間対面

第12回 受講生による報告と議論（10） 【予習】担当教員が指示したテキスト等に目を通しておくこ
と。
【復習】テキスト・レジュメ・資料等を読み直し、授業で得た
知識等を確認すること。

4時間対面

第13回 受講生による報告と議論（11） 【予習】担当教員が指示したテキスト等に目を通しておくこ
と。
【復習】テキスト・レジュメ・資料等を読み直し、授業で得た
知識等を確認すること。

4時間対面

第14回 受講生による報告と議論（12） 【予習】担当教員が指示したテキスト等に目を通しておくこ
と。
【復習】テキスト・レジュメ・資料等を読み直し、授業で得た
知識等を確認すること。

4時間対面

第15回 受講生による報告と議論（13）、春学期の総括。 【予習】担当教員が指示したテキスト等に目を通しておくこ
と。
【復習】テキスト・レジュメ・資料等を読み直し、授業で得た
知識等を確認すること。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅠＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

2西脇　邦雄

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G2

法学部専門教育科目

テーマ 18才から学ぶー政治学の第一歩

授業の目的及び概要
PISA調査で上位を続けるフィンランドの教育について調べ
問題解決能力や主体的な学習とは何かについて考える。
新井紀子「  AIに負けない子どもたちを育てる」 RSTテストや大学入学共通テストのプレテスト、
野矢茂樹「論理トレーニング」を活用し、読解力、論理的思考のトレーニングを行う。
「大学1年生のための日本語技法」「大学生のための読む書くプレゼンディベートの方法」を参考に、
問いを立てる、トピックの設定、序論、本論、結論の３部構成で小論文を書く力を養う。
ケーキの分け方を考え数学的思考と法律の関係、社会と法律の関係を理解する。

学修の到達目標
年間を通じ主権者教育を受けた市民としての政治的リテラシーを身に付ける。
春学期は、RSTテスト、大学入学共通テスト、論理トレーニングの問題に取り組み、AIに負けない読解力、
アカデミックライティングの基礎と、法学部生の情報検索術を修得する。
研究課題を見つけ、夏休みに研究を進める準備を行う。
秋学期研究発表大会で、15分6000字程度の研究発表が可能なレベルを目指す。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
提出物について添削、コメントを付記して返却し、フィードバックする。
RSTテスト、大学入学共通テストなどで読解力を評価する。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告／フィールドワーク、学外見学、体験学習

本科目の担当教員は、大阪府議会議員を16年務めた経験を有する。府議会議員として、自治体における日中友好、日華友好、日韓友好（韓国大使表
彰）、日ロ友好、日本モンゴル友好活動に取り組んできた。本科目では、これらの経験を活かしながら、地方自治と国際協力について、具体事例を交え
ながら、実践的な教育を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

論理的な思考、読解力、表現力を重視した大学入学共通テストに時代は変わろうとしてる。
AIができない読解力や論理的に思考する力を身につけることがこれからの社会では重要となる。
秋の研究発表大会に参加することを目標に、春学期の基礎的な学修を進めてほしい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

10
秋学期の研究発表大会への研究
テーマの設定ができれば加点する。00

003060

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

特になし

参考書

①大学1年性のための日本語技法　長尾佳代子　ナカニシヤ出版　2015年
②大学生のための読む書くプレゼンディベートの方法　松本茂　玉川大学出版　2015年
③論文の教室　戸田山和久　NHKブックス　2012年
④ AIに負けない子どもを育てる　新井紀子　東洋経済新報社　2019年
⑤論理トレーニング101題　野矢茂樹　産業図書　2001年
⑥文系もハマる数学　横山明日希　青春出版社　2020年
⑦18歳から考える人権　宍戸常寿　法律文化社　2020年
⑧13歳から考える住まいの権利　葛西リサ　かもがわ出版　2023年

なし

①9784779509025
②9784472405136
③978-4-14-091194-5
④9784492762509
⑤9784782801369
⑥ 9784413211703
⑦978-4-589-04117
⑧978-4-7803-1247-8

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 授業ガイダンス
大学1年生のための日本語技法、読む書くプレゼンディベートの方法、
論文の教室など参考図書の紹介
法学部課題図書を推奨　クラス幹事選出など

復習4時間　大学1年生のための日本語技法振り返りを行
うこと。

4時間対面

第2回 小論文の書き方１
フィンランドはなぜ学力が高いのか　PISA調査為替レート問題
自己紹介プレゼン１

予習2時間　自己紹介のプレゼン資料の作成。フィンランド
について地理学上の予備知識を調べる。
復習2時間　授業中に配布したプリント課題を完成させる。

4時間対面

第3回 小論文の書き方２
メールの書き方、三部構成、要約、レポートの書き方、プレゼン方法
自己紹介プレゼン２

予習2時間　メールの書き方、3部構成について予習する。
復習2時間　レポート、小論文の書き方の基本を復習す
る。

4時間対面

第4回 AIと人間１
記憶の仕組み ロボットは東大に入れるか ChatGPTについて
自己紹介プレゼン３

予習2時間　AIの最新情報、 Chat GPTについて情報を調
べる。
復習2時間　 AIに奪われる雇用とその特徴を理解し、人間
が必要な能力を理解する。

4時間対面

－448－



第5回 AIと人間2
RSTテストによる読解力の判定および解説

復習4時間　授業中に配布したプリント課題を完成させる
とともに自身の課題を把握する。

4時間対面

第6回 AIと人間３
新井紀子さん読み解く力の授業を DVD視聴する
グループワーク　条件から問いの文章を作成する

予習２時間　RSTテストの結果から課題を把握する。
復習２時間　新井さんの授業のDVDを視聴して、問いを立
てる、文章化できる力を理解する。

4時間対面

第7回 大学入学共通テスト国語問題を解く　中間まとめ 復習4時間　ラーニングポータルでテストを受験する。
大学共通テストの問題から求められる新しい学力観を理
解する。

4時間オンデマンド

第8回 スポーツ交流またはフィールドワーク　福祉作業所またはNPO運営施
設

予習2時間　フィールドワークという調査手法を予習する。
復習2時間　見学の際の説明の要点をレポートに作成す
る。

4時間対面

第9回 フィールド調査報告の相互参照
大学入学共通プレテスト国語問題振り返り
論理のトレーニング101

予習2時間　大学共通テストの論述式問題を振り返る。
復習2時間　論理トレーニングの課題に取り組む。

4時間対面

第10回 法学部生の情報検索術１
蔵書検索、論文検索、データーベースへのアクセス

復習４時間　情報検索術ワークシートの課題を完成させて
提出する。

4時間対面

第11回 法学部生の情報検索術２
判例データーベース、日経、聞蔵などから課題検索を行い
小論文のトピックの設定、問題のフィールドをまとめる

復習４時間　トピックの設定と問題のフィールドをまとめて
提出する。

4時間対面

第12回 経法SP Iテスト35分
ルールができるまで１
校則は必要か　身近なルールの形成を考える

予習2時間　校則の問題点と文科省の見解や裁判につい
て調べる。
復習2時間　校則や集団のルールはなぜ必要か考える。

4時間対面

第13回 ルールができるまで2
ゲームの理論入門　囚人のジレンマと集合行為問題

予習2時間　ゲームの理論について指定されたwebにより
予習する。
復習2時間　教材を振り返り、集合行為問題を理解する。

4時間対面

第14回 ルールができるまで３
放置自転車問題グループワーク

予習2時間　大阪市の放置自転車問題を大阪市webより
調べて何が課題か予習する。
復習2時間　集合行為問題として放置自転車問題を理解
する。

4時間対面

第15回 春学期の総括とまとめ　
振り返りと交流会　幹事の運営

復習４時間　春学期の授業を通じて自らの研究テーマを
決める準備を行う。

4時間対面

－449－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅠＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

2小川　富之

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G2

法学部専門教育科目

テーマ 人の一生と法

授業の目的及び概要
私たちは、家族の一員として誕生し、成長し、学校に通い、独立して一人暮らしを始め、就職してからも様々な契約の中で生活を送り、結婚し、マイホー
ムを購入し家具をそろえ、子どもが誕生し、仕事を辞めて老後を過ごし、最終的には死亡して、その一生を終えることになる。
この講義では、私たちの人生の中で生じる様々な法律問題について、主に民法とのかかわりで考える。人の一生（ライフステージ）に沿って、法律問題
を眺めることで、自分の身近な問題として民法を理解し、法的思考力を醸成することを目的とする。

学修の到達目標
１．人の一生と民法とのかかわりを理解し、具体的な事例に対して、どのような法的対応がなされるかを、説明することができる。
２．民法の全体像を理解したうえで、その中で規定される内容の位置づけについて理解し、それを適切に説明することができる。
３．人の一生の中で生じる様々な問題から、自分の関心のある報告テーマを選択し、それについて説明するために必要な準備をし、わかりやすくみんな
に説明できるようになる。
４．報告者の説明を聞いて、その内容について理解したうえで、自分の考えを法的根拠を基に説明できるようになる

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
報告レジュメの作成方法をわかりやすく指導し、提出された内容について、必要な修正等、より完成度の高いものが準備できるようになるよう指導する。
演習での報告に関しては、自分の理解していることを、どのようにしたら、適切に説明できるようになるか、適宜指導し、改善を図る。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

人の一生の中で生じる様々な法律問題について考える演習なので、このような演習の内容に興味のある、積極的な受講生の参加を期待している。
法律の中でも、基本となる民法について学習し、法律を学ぶ基礎学力をきちんと修得したいと思っている、熱心な学生を歓迎している。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

50
報告用のレジュメの作成

00

00050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

小川富之他編『法学: 人の一生と法律とのかかわり』（八千代出版、2,018年）

参考書

参考書については、必要に応じて紹介する。
基本的には、配布された教材、補助教材および六法を基に、各⾃で必要とする図書館等の資料を使って学習
を進める。
六法は必ず持参すること。

ISBN-10   :   4842917318
ISBN-13   :   978-4842917313ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 「ガイダンス」
自己紹介
教材配布・説明
補助教材の指定および活用方法の説明
2回目以降の報告者担当の決定

第1回の演習なので、シラバスを確認して、民法全体の構
成を確認する。（2時間）
事後学習として、教材および補助教材の概要の確認をす
る。（2時間）

4時間対面

第2回 「人の誕生と法」
法とは何か
近代市民法の原理
権利や義務の主体

事前学習として、法学入門で学習した内容を確認し、近代
市民法の原理としての「所有権絶対」「契約の自由」「過失
責任主義」について理解する。（2時間）
事後学習として、事前学習での理解が、子の誕生という場
面でどのようなかかわりを持つかを考えてみる。（2時間）

4時間対面

第3回 「学校生活と法」
学校での事故やいじめと不法行為責任
一般不法行為の要件と効果
特殊の不法行為の要件と効果
責任能力と法定の監督義務者

事前学習として、不法行為について理解する。（2時間）
事後学習として、学校で生じる事故やいじめの問題と不法
行為ついて、具体的にどのような責任が生じるかを考えて
みる。（2時間）

4時間対面

第4回 「就職と法」
役務提供型契約
雇用契約と労働契約の関係
就職活動で生じる法律問題

事前学習として、役務提供型契約について理解する。（2
時間）
事後学習として、就職活動、雇用契約および退職の問題
について法律的に考えてみる。（2時間）

4時間対面

－450－



第5回 「結婚と法」
婚約および結納の法律問題
内縁と事実婚
婚姻の成立と効果

事前学習として、婚姻制度について理解する。（2時間）
事後学習として、男女の交際、婚約、結婚式、夫婦生活の
場面で生じる法律問題について考えてみる。（2時間）

4時間対面

第6回 「住居と法」
物権と債権
権利の客体としての物
物権の効力
不動産と物権変動
所有権

事前学習として、物権と債権について理解する。（2時間）
事後学習として、居住のために家を購入する際に生じる
法律問題について考えてみる。（2時間）

4時間対面

第7回 「家財の購入と法」
占有権
動産の物権変動と即時取得
売買契約
担保責任

事前学習として、売買契約、動産の物権変動について理
解する。（2時間）
自宅を購入した後で、家財道具をそろえる際に生じる法律
問題について考えてみる。（2時間）

4時間対面

第8回 「子の誕生と法」
実親子関係
養親子関係
生殖補助医療と親子関係

事前学習として、親子関係について理解する。（2時間）
事後学習として、子が誕生することから生じる法律問題に
ついて考えてみる。（2時間）

4時間オンデマンド

第9回 「ビジネスと法」
法人
債権と債務
責任財産の保全

事前学習として、法人の設立について理解する。（2時間）
事後学習として、事業を立ち上げて運営する上で生じる法
律問題について考えてみる。（2時間）

4時間対面

第10回 「借金と法」
財貨貸与型契約
保証と担保

事前学習として、財貨貸与型契約である、消費貸借、使用
貸借および賃貸借について理解する。（2時間）
事後学習として、銀行からお金を借りる場合に生じる法律
問題について考えてみる。（2時間）

4時間対面

第11回 「離婚と法」
離婚制度
離婚手続きと離婚原因
離婚の効果
離婚後の子の養育問題

事前学習として、離婚制度について理解する。（2時間）
事後学習として、離婚に際して生じる法律問題について考
えてみる。（2時間）

4時間対面

第12回 「老後の生活と法」
扶養制度
後見制度

事前学習として、扶養制度と後見制度について理解する。
（2時間）
事後学習として、老後の生活との関係で生じる法律問題
について考えてみる。（2時間）

4時間対面

第13回 「死亡と法１」
相続制度
遺言
遺留分

事前学習として、相続制度について理解する。（2時間）
事後学習として、遺言を残して死亡した場合の法律問題
について考えてみる。（2時間）

4時間対面

第14回 「死亡と法２」
法定相続
相続人
相続の効力
相続の承認と放棄
相続人不存在

事前学習として、法定相続について理解する。（2時間）
事後学習として、人が死亡し、相続が開始した場合に生じ
る法律問題について考えてみる。（2時間）

4時間対面

第15回 「死亡と法３」
葬儀と香典
埋葬とお墓
お寺と法事

事前学習として、埋葬にかかわる法制度について理解す
る。（2時間）
事後学習として、人が死亡した後で生じる法律問題につい
て考えてみる。（2時間）

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅠＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

2石尾　賢二

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G2

法学部専門教育科目

テーマ 民法不法行為法の基礎

授業の目的及び概要
民法の法律問題の中で基礎的な問題を学ぶ。分野は不法行為法を中心とする。
不法行為分野における重要な判例を取り上げ、事実関係を分析し、問題点を明らかにし、裁判所の判断を検討する。
授業において各担当者が個々の判決について検討・報告し、その後、全員で議論する。
集団での討論によって問題解決を図ることを目的とし、報告者の適切な問題提起と報告を受けた者の適切に意見表明の促進を意図する。
これらのことを通して様々に部門での自主的な問題解決能力が促進されることを企図する。自主的な勉学は各種試験のためにも役立つものである。

学修の到達目標
1.不法行為法に関する基本的な事項について理解し、判断することができる。
2.不法行為法に関する事例において、事案を正確に把握し、問題点を整理し、裁判所の判断を的確に説明できる。
3.報告者は検討したことを授業で適切に報告することができる。
4.報告者以外の者は報告に対して適切に自分の意見を述べることができる。
5.各人の意見表明を受けて適切な結論を導く方法を探求する。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
教員は報告者のレジュメについての事前に質疑を受け、事後に意見を述べ。授業での議論について意見を述べる。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

民法に関心があり、積極的に参加することを希望します。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

40
担当報告。

00

00060

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

①民法判例百選Ⅱ 債権 第9版，窪田　充見 、森田　宏樹，有斐閣，2023年

参考書

事前に指示した判例について検討するために、各種判例集(民集、判例時報、判例タイムズ)、判例百選が有
用である。これらはデータベースでも利用できる。

①978-4-641-11563-7
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
自己紹介から始めます。
その後、ゼミの方法を説明し、取り上げる判決を紹介し、各人の担当を
決定する。

取り上げる判決については、民法判例百選Ⅱの中の過失
の意義――1.大阪アルカリ事件、2.医療機関に要求される
医療水準の判断――姫路日赤未熟児網膜症事、3.建物
の設計・施工者の責任、4.通常有すべき安全性――イレッ
サ薬害訴訟、5.因果関係の立証――東大病院ルンバー
ル事件、6.生存の相当程度の可能性、7.景観利益――国
立マンション事件、8.意見ないし論評の表明と名誉毀損、
9.未成年者と監督義務者の責任、10.取引先の外観信頼、
11.使用者から被用者への求償権の制限、12.共同不法行
為の要件、13.共同不法行為と使用者責任の競合と求償、
14.民法４１６条と不法行為、15.企業損害（間接損害）、16.
年少女子の逸失利益と家事労働分の加算、17.過失相殺
と身体的特徴の斟酌、18.共同不法行為と過失相殺、民法
判例百選Ⅰの中の19.権利濫用、20.北方ジャーナル事
件、その他、21.国賠事件等の中から当日に選ぶ。

4時間対面

第2回 ２回目の授業はまず教員が報告し、全員で議論を実施する。テーマは
前回示したものの中の余ったものの中の一つになる。

事前に当該判決を読み、民法判例百選を読み、全体の議
論を把握し、個別に必要な文献を調べ、自分の意見をまと
めておく。事後には議論を踏まえて自ら再度判決を読み、
問題点を整理し、再度意見をまとめる。

4時間対面
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第3回 担当の順番は、一番最初に提示したテーマの順番となる。 事前に当該判決を読み、民法判例百選を読み、全体の議
論を把握し、個別に必要な文献を調べ、自分の意見をまと
めておく。事後には議論を踏まえて自ら再度判決を読み、
問題点を整理し、再度意見をまとめる。

4時間対面

第4回 担当の順番は、一番最初に提示したテーマの順番となる。 事前に当該判決を読み、民法判例百選を読み、全体の議
論を把握し、個別に必要な文献を調べ、自分の意見をまと
めておく。事後には議論を踏まえて自ら再度判決を読み、
問題点を整理し、再度意見をまとめる。

4時間対面

第5回 担当の順番は、一番最初に提示したテーマの順番となる。 事前に当該判決を読み、民法判例百選を読み、全体の議
論を把握し、個別に必要な文献を調べ、自分の意見をまと
めておく。事後には議論を踏まえて自ら再度判決を読み、
問題点を整理し、再度意見をまとめる。

4時間対面

第6回 担当の順番は、一番最初に提示したテーマの順番となる。 事前に当該判決を読み、民法判例百選を読み、全体の議
論を把握し、個別に必要な文献を調べ、自分の意見をまと
めておく。事後には議論を踏まえて自ら再度判決を読み、
問題点を整理し、再度意見をまとめる。

4時間対面

第7回 担当の順番は、一番最初に提示したテーマの順番となる。 事前に当該判決を読み、民法判例百選を読み、全体の議
論を把握し、個別に必要な文献を調べ、自分の意見をまと
めておく。事後には議論を踏まえて自ら再度判決を読み、
問題点を整理し、再度意見をまとめる。

4時間対面

第8回 担当の順番は、一番最初に提示したテーマの順番となる。 事前に当該判決を読み、民法判例百選を読み、全体の議
論を把握し、個別に必要な文献を調べ、自分の意見をまと
めておく。事後には議論を踏まえて自ら再度判決を読み、
問題点を整理し、再度意見をまとめる。

4時間オンデマンド

第9回 担当の順番は、一番最初に提示したテーマの順番となる。 事前に当該判決を読み、民法判例百選を読み、全体の議
論を把握し、個別に必要な文献を調べ、自分の意見をまと
めておく。事後には議論を踏まえて自ら再度判決を読み、
問題点を整理し、再度意見をまとめる。

4時間対面

第10回 担当の順番は、一番最初に提示したテーマの順番となる。 事前に当該判決を読み、民法判例百選を読み、全体の議
論を把握し、個別に必要な文献を調べ、自分の意見をまと
めておく。事後には議論を踏まえて自ら再度判決を読み、
問題点を整理し、再度意見をまとめる。

4時間対面

第11回 担当の順番は、一番最初に提示したテーマの順番となる。 事前に当該判決を読み、民法判例百選を読み、全体の議
論を把握し、個別に必要な文献を調べ、自分の意見をまと
めておく。事後には議論を踏まえて自ら再度判決を読み、
問題点を整理し、再度意見をまとめる。

4時間対面

第12回 担当の順番は、一番最初に提示したテーマの順番となる。 事前に当該判決を読み、民法判例百選を読み、全体の議
論を把握し、個別に必要な文献を調べ、自分の意見をまと
めておく。事後には議論を踏まえて自ら再度判決を読み、
問題点を整理し、再度意見をまとめる。

4時間対面

第13回 担当の順番は、一番最初に提示したテーマの順番となる。 事前に当該判決を読み、民法判例百選を読み、全体の議
論を把握し、個別に必要な文献を調べ、自分の意見をまと
めておく。事後には議論を踏まえて自ら再度判決を読み、
問題点を整理し、再度意見をまとめる。

4時間対面

第14回 担当の順番は、一番最初に提示したテーマの順番となる。 事前に当該判決を読み、民法判例百選を読み、全体の議
論を把握し、個別に必要な文献を調べ、自分の意見をまと
めておく。事後には議論を踏まえて自ら再度判決を読み、
問題点を整理し、再度意見をまとめる。

4時間対面

第15回 担当の順番は、一番最初に提示したテーマの順番となる。 事前に当該判決を読み、民法判例百選を読み、全体の議
論を把握し、個別に必要な文献を調べ、自分の意見をまと
めておく。事後には議論を踏まえて自ら再度判決を読み、
問題点を整理し、再度意見をまとめる。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅠＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

2田中　嗣久

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G2

法学部専門教育科目

テーマ 民法（財産法・家族法）の基本的知識の理解

授業の目的及び概要
授業のレベルは非常に基本的なものです。私たちの生活における基本法である「民法」を理解することで、卒業後の企業人としての社会生活力を大きく
身につける授業とします。

学修の到達目標
・社会人として必要な法的なものの考え方が行えるようになる。
・自分の考え方をしっかりと主張できるようになる。
・他人の意見を正確にきくことができるようになる。
・他者とのコミュニケーションが円滑に行えるようになる。
・宅建試験を受検できるようになる

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
授業内で講評します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

・この授業を受講すると民法に興味をもち民法が好きになります。
・日常生活は民法に囲まれた生活です。絶えず身の回りの民法を意識すると、学修に対する意欲・モチベーションが高められると思います。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
0

00

050050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

特にありません。

参考書

特にありません。

なし

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 今後の授業についての説明と心構えを説明し全員の考えを聞く。 予習　次回のテーマについてどのような討論をするか自
分なりに考える。
復習　発表者が作成し配布したレジュメを読み直す。ま
た、前回行われた討論内容を思い出し復習し理解を深め
る。

4時間対面

第2回 民法の問題を、学生が調査研究し、レジュメを作成し、全員に配布し、
発表する。その後質疑応答し、全員で討論する。一人持ち時間４５分間
で、２人発表する。

予習　次回のテーマについてどのような討論をするか自
分なりに考える。
復習　発表者が作成し配布したレジュメを読み直す。ま
た、前回行われた討論内容を思い出し復習し理解を深め
る。

4時間対面

第3回 民法の問題を、学生が調査研究し、レジュメを作成し、全員に配布し、
発表する。その後質疑応答し、全員で討論する。一人持ち時間４５分間
で、２人発表する。

予習　次回のテーマについてどのような討論をするか自
分なりに考える。
復習　発表者が作成し配布したレジュメを読み直す。ま
た、前回行われた討論内容を思い出し復習し理解を深め
る。

4時間対面

第4回 民法の問題を、学生が調査研究し、レジュメを作成し、全員に配布し、
発表する。その後質疑応答し、全員で討論する。一人持ち時間４５分間
で、２人発表する。

予習　次回のテーマについてどのような討論をするか自
分なりに考える。
復習　発表者が作成し配布したレジュメを読み直す。ま
た、前回行われた討論内容を思い出し復習し理解を深め
る。

4時間対面
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第5回 民法の問題を、学生が調査研究し、レジュメを作成し、全員に配布し、
発表する。その後質疑応答し、全員で討論する。一人持ち時間４５分間
で、２人発表する。

予習　次回のテーマについてどのような討論をするか自
分なりに考える。
復習　発表者が作成し配布したレジュメを読み直す。ま
た、前回行われた討論内容を思い出し復習し理解を深め
る。

4時間対面

第6回 民法の問題を、学生が調査研究し、レジュメを作成し、全員に配布し、
発表する。その後質疑応答し、全員で討論する。一人持ち時間４５分間
で、２人発表する。

予習　次回のテーマについてどのような討論をするか自
分なりに考える。
復習　発表者が作成し配布したレジュメを読み直す。ま
た、前回行われた討論内容を思い出し復習し理解を深め
る。

4時間対面

第7回 民法の問題を、学生が調査研究し、レジュメを作成し、全員に配布し、
発表する。その後質疑応答し、全員で討論する。一人持ち時間４５分間
で、２人発表する。

予習　次回のテーマについてどのような討論をするか自
分なりに考える。
復習　発表者が作成し配布したレジュメを読み直す。ま
た、前回行われた討論内容を思い出し復習し理解を深め
る。

4時間対面

第8回 これまでの授業を総復習し、自分以外で記憶に残った発表（1つ以上）
について、その内容・自分の考え等をWord形式で1000字以内にまと
め、教員宛に添付メールで送付し、その内容を次回以降に考える。

予習　まず、これまでの発表のレジュメを総復習する。
復習　1000字作成後に、再度、レジュメを読み直しこれま
での発表を総復習する。

4時間オンデマンド

第9回 民法の問題を、学生が調査研究し、レジュメを作成し、全員に配布し、
発表する。その後質疑応答し、全員で討論する。一人持ち時間４５分間
で、２人発表する。

予習　次回のテーマについてどのような討論をするか自
分なりに考える。
復習　発表者が作成し配布したレジュメを読み直す。ま
た、前回行われた討論内容を思い出し復習し理解を深め
る。

4時間対面

第10回 民法の問題を、学生が調査研究し、レジュメを作成し、全員に配布し、
発表する。その後質疑応答し、全員で討論する。一人持ち時間４５分間
で、２人発表する。

予習　次回のテーマについてどのような討論をするか自
分なりに考える。
復習　発表者が作成し配布したレジュメを読み直す。ま
た、前回行われた討論内容を思い出し復習し理解を深め
る。

4時間対面

第11回 民法の問題を、学生が調査研究し、レジュメを作成し、全員に配布し、
発表する。その後質疑応答し、全員で討論する。一人持ち時間４５分間
で、２人発表する。

予習　次回のテーマについてどのような討論をするか自
分なりに考える。
復習　発表者が作成し配布したレジュメを読み直す。ま
た、前回行われた討論内容を思い出し復習し理解を深め
る。

4時間対面

第12回 民法の問題を、学生が調査研究し、レジュメを作成し、全員に配布し、
発表する。その後質疑応答し、全員で討論する。一人持ち時間４５分間
で、２人発表する。

予習　次回のテーマについてどのような討論をするか自
分なりに考える。
復習　発表者が作成し配布したレジュメを読み直す。ま
た、前回行われた討論内容を思い出し復習し理解を深め
る。

4時間対面

第13回 民法の問題を、学生が調査研究し、レジュメを作成し、全員に配布し、
発表する。その後質疑応答し、全員で討論する。一人持ち時間４５分間
で、２人発表する。

予習　次回のテーマについてどのような討論をするか自
分なりに考える。
復習　発表者が作成し配布したレジュメを読み直す。ま
た、前回行われた討論内容を思い出し復習し理解を深め
る。

4時間対面

第14回 民法関連の問題を、学生が調査研究し、レジュメを作成し、全員に配布
し、発表する。その後質疑応答し、全員で討論する。一人持ち時間４５
分間で、２人発表する。

予習　次回のテーマについてどのような討論をするか自
分なりに考える。
復習　発表者が作成し配布したレジュメを読み直す。ま
た、前回行われた討論内容を思い出し復習し理解を深め
る。

4時間対面

第15回 今学期の演習の全体の総括（総復習）をする。 総復習したことを考えること。（4時間程度） 4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅠＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

2石川　英樹

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G2

法学部専門教育科目

テーマ 警察と法～警察官としての判断基準と行動原理～

授業の目的及び概要
国家存立の基盤の一つである治安維持を担う警察について、「警察官の身分、服務などはどうなっているのか」「社会情勢、国民の意識の変化や要請
にどう対応しているのか」など警察の実際と治安再生に向けた改革状況等について基本的な知識を認識し、治安の現状、警察のあるべき姿について研
究をすることにより、警察官として職務を執行する上において、法的根拠に基づく揺るぎない「判断基準」と「行動原理」を習得する。

学修の到達目標
・　公務員の仕事は社会全体への奉仕の道である。全体の奉仕者として社会に貢献し、治安に当たる職業が理解できる。
・　公務員としての警察官の身分や服務等、警察の現状と課題に関する基本的知識が習得できる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
・次回授業でコメントシートを紹介し、質問への回答や補足説明を行い、理解を深めます。
・授業で発表、討議した研究結果はその都度授業で担当教員から実学に直結する講評をコメントします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

担当教員は奈良県警察本部にて、３６年間警察官として勤務し、調査官・監察官・地域指導室長など、第一線を始め管理部門での実務経験と警察庁近
畿管区警察局監察課への出向などの警察行政における人事、業務管理・企画立案及び服務・業務指導、若手警察官の育成、指導に従事してきた。
本科目では、こうした実務経験を活かして、警察官・消防官などの公安職に必要とされる職務倫理や心構え、実務で要求される知識技能など、事例を
交えつつ解説する実践的な授業を展開する。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

・　治安を担う職業を志望するにあたって憧れと不安が交錯している学生諸君、公務員の道は奉仕の道である。時には怖がられ、疎まれ、そして時々感
謝され、その行動には国民の様々な声が聞こえます。
・　しかし警察官として３６年間勤務した私が確信しているのは、多くの国民が「声の小さい多数派」であり、治安の任にあたる者を信頼し、応援している
ことです。その人達のたった一つの命と財産、安全・安心を守る仕事に「誇りと使命感」を持って最後まで駆け抜ける志を抱く君たちの「夢を支え」、君た
ちが「現実」にアタックしゴールしてくれることを願って止みません。
・　「人の悲しみを自分の悲しみ」と感じ、「人の喜びを自分の喜び」と受け止め、被害に苦しみ困り果てている人に正面から向き合い、手を差し伸べ、人
の役に立つ仕事にやりがいを感じる君達と共に学んでいきたいと思います。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

20
コメントシート

00

0０4040

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

・　指定しません。
・　教員から研究発表課題を事前に提示します。

参考書

・　指定しません。
・　関連する規則、条例等についてはその都度紹介する。

なし。

なし。

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ・　自己紹介、授業方針の説明を行い、発表グループを編成、受講生の
意思統一を構築する。
・　授業計画は必要性、受講生の希望等により変更することがある。
・　担当教員が地方公務員法について概説する。
・　担当教員が地方公務員法に関する次回の研究発表課題を提示す
る。

地方公務員法の概要について読了しておくこと。担当教員
が地方公務員法に関する次回の研究発表課題を提示す
るので、関係条文、判例等を予習し理解を深めておくこ
と。

4時間対面

第2回 ・　発表グループが調査研究結果を発表後、全員で討論。最後に担当
教員が講評を加える。
・　各学生はコメントシートを作成、提出。

授業で研究、討議した課題についてノートに整理して復習
しておくこと。担当教員が地方公務員法に関する次回の
研究発表課題を提示するので、関係条文、判例等を予習
し理解を深めておくこと。

4時間対面

第3回 ・　発表グループが調査研究結果を発表後、全員で討論。最後に担当
教員が講評を加える。
・　各学生はコメントシートを作成、提出。

授業で研究、討議した課題についてノートに整理して復習
しておくこと。担当教員が地方公務員法に関する次回の
研究発表課題を提示するので、関係条文、判例等を予習
し理解を深めておくこと。

4時間対面

第4回 ・　発表グループが調査研究結果を発表後、全員で討論。最後に担当
教員が講評を加える。
・　各学生はコメントシートを作成、提出。

授業で研究、討議した課題についてノートに整理して復習
しておくこと。担当教員が地方公務員法に関する次回の
研究発表課題を提示するので、関係条文、判例等を予習
し理解を深めておくこと。

4時間対面
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第5回 ・　発表グループが調査研究結果を発表後、全員で討論。最後に担当
教員が講評を加える。
・　各学生はコメントシートを作成、提出。

授業で研究、討議した課題についてノートに整理して復習
しておくこと。担当教員が地方公務員法に関する次回の
研究発表課題を提示するので、関係条文、判例等を予習
し理解を深めておくこと。

4時間対面

第6回 ・　発表グループが調査研究結果を発表後、全員で討論。最後に担当
教員が講評を加える。
・　各学生はコメントシートを作成、提出。

授業で研究、討議した課題についてノートに整理して復習
しておくこと。
次回授業において、これまで討議した、地方公務員法に
関する小テストを行うので、予習しておくこと。

4時間対面

第7回 小テスト実施。 小テストに関して理解不足な点を検証し復習しておくこと。
予習として前半の自身の学修結果に関する総括をしてお
くこと。

4時間対面

第8回 前半の総括を実施し、後半の演習に反映する。 春学期前半の総括結果を復習しておくこと。当教員が地
方公務員法に関する次回の研究発表課題を提示するの
で、関係条文、判例等を予習し理解を深めておくこと。

4時間対面

第9回 ・　発表グループが調査研究結果を発表後、全員で討論。最後に担当
教員が講評を加える。
・　各学生はコメントシートを作成、提出。

授業で研究、討議した課題についてノートに整理して復習
しておくこと。担当教員が地方公務員法に関する次回の
研究発表課題を提示するので、関係条文、判例等を予習
し理解を深めておくこと。

4時間対面

第10回 ・　発表グループが調査研究結果を発表後、全員で討論。最後に担当
教員が講評を加える。
・　各学生はコメントシートを作成、提出。

授業で研究、討議した課題についてノートに整理して復習
しておくこと。担当教員が地方公務員法に関する次回の
研究発表課題を提示するので、関係条文、判例等を予習
し理解を深めておくこと。

4時間対面

第11回 ・　発表グループが調査研究結果を発表後、全員で討論。最後に担当
教員が講評を加える。
・　各学生はコメントシートを作成、提出。

授業で研究、討議した課題についてノートに整理して復習
しておくこと。担当教員が地方公務員法に関する次回の
研究発表課題を提示するので、関係条文、判例等を予習
し理解を深めておくこと。

4時間対面

第12回 ・　発表グループが調査研究結果を発表後、全員で討論。最後に担当
教員が講評を加える。
・　各学生はコメントシートを作成、提出。

授業で研究、討議した課題についてノートに整理して復習
しておくこと。担当教員が地方公務員法に関する次回の
研究発表課題を提示するので、関係条文、判例等を予習
し理解を深めておくこと。

4時間対面

第13回 ・　発表グループが調査研究結果を発表後、全員で討論。最後に担当
教員が講評を加える。
・　各学生はコメントシートを作成、提出。

授業で研究、討議した課題についてノートに整理して復習
しておくこと。
次回授業において、これまで研究、討議した、地方公務員
法に関する小テストを行うので、予習しておくこと。

4時間対面

第14回 小テスト実施。 小テストに関して理解不足な点を検証し復習しておくこと。
予習として春学期の自身の学修結果に関する総括をして
おくこと。

4時間対面

第15回 春学期の演習を振り返り総括を行う。 復習として春学期の自身の学修結果に関してノートにまと
め総括しておくこと。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅠＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

2喜入　暁

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G2

法学部専門教育科目

テーマ 心理学的アプローチの実践と報告（1）

授業の目的及び概要
心理学はデータに基づく実証的研究を基盤とする学問です。そのため，解明する現象の仮説や実際に得られた結果に対する客観的な考察はもちろん
重要ですが，まずはデータがあってこその学問です。そのため，データ収集のための研究計画を立て実施する能力を身につけます。また，研究計画の
発表とディスカッションを通して，問題解決能力とそれを可能にする他者との建設的なコミュニケーション能力を身につけます。

学修の到達目標
・実験または調査を実施できるようになる。
・他者に課題解決のための計画を説明することができるようになる。
・他者の意見を客観的に評価し，建設的な意見を伝えることができるようになる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
都度対応します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／反転授業／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告／フィールドワーク、学外見
学、体験学習／クリッカー等の理解度把握システムの利用

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

本来の研究は綿密な研究計画を立てる必要がありますが，実施したことがなければ研究計画のイメージも沸きませんし，したがって，綿密な研究計画も
立てることができません。そのため，本演習では実際のデータ収集を重視します。また，研究はグループで取り組むことを想定しています。犯罪心理学
にかかわらず，広く心理学的研究をします。なお，計画や実施の発表を通じて適宜統計的解析のレクチャーをしますが，数学的側面ではなくツールとし
ての側面を説明しますので，数学が苦手であっても心配する必要はありません。
※1授業の進め方：初回でグループを作り，グループごとに研究を進めます。初めに，⽇常的に気になる事象（犯罪にかかわるか否かは問わない）をグ
ループで⼀つ決め，⼼理学の方法論に則りデータを取得します。研究計画および実施の各回では，計画・実施の進捗および結果を発表してもらいま
す。各発表で，オーディエンスにはその発表に対する意⾒や提案を求めます。
※2進捗の程度によって，各回での発表なども成績評価に含めることがあります。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

40
実験・調査実施

030

00030

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは使用しません。

参考書

・南風原朝和ほか「心理学研究法入門: 調査・実験から実施まで」（東京大学出版会，2001年）
・三浦麻子「なるほど! 心理学研究法」（北大路書房，2017年）
・松井豊「三訂版 心理学論文の書き方: 卒業論⽂や修⼠論⽂を書くために」（河出書房新社，2022年）
・都築学「心理学論文の読み方: 学問の世界を旅する」（有斐閣アルマ，2022年）

テキストは使用しません。

978-4309245225
978-4762829666
978-4309254494
978-4641221864

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス：研究計画と実施のための基礎知識として，⼼理学がどのよ
うな⽴場の学問で，何にどのようにアプローチするのかを紹介します。
また，グループを決めます。

事後学習：⼼理学のアプローチを復習し，⾃分⾃⾝の⽇
常⽣活のどのようなところに応⽤できるのかを広くピック
アップしてみること。

4時間対面

第2回 計画1：各グループで，⼼理学的に検討したい内容の候補を挙げます。 事前学習：興味のある事柄を複数ピックアップし，A4⽤紙1
枚程度でまとめること（2時間程度）。
事後学習：グループ内で挙がった候補の興味ある点を整
理すること（2時間程度）。

4時間対面

第3回 計画2：各グループで，⼼理学的に検討したい内容の絞り込みをしま
す。

事前学習：グループ内で挙がった候補の興味ある点をA4
⽤紙１枚程度でまとめること（2時間程度）。
事後学習：グループ内で絞り込んだ候補の中で最も興味
が持てるものを選び，理由をまとめること（2時間程度）。

4時間対面

第4回 計画3：各グループで，⼼理学的に検討したい内容を確定します。 事前学習：グループ内で絞り込んだ候補の中で最も興味
が持てるものについて，その理由を説明できるようにする
こと（2時間程度）。
事後学習：確定した内容について，どのような検討ができ
るのかを複数挙げ，A4⽤紙1枚程度でまとめること（2時間
程度）。

4時間対面
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第5回 計画4：各グループで，⼼理学的に検討したい内容の仮説を⽴て，その
ための⽅法を確⽴します。

事前学習：検討⽅法の候補を説明できるようにすること（2
時間程度）。
事後学習；仮説と⽅法を整理し，発表資料を作成すること
（2時間程度）。

4時間対面

第6回 計画発表1：半数のグループが仮説と⽅法を発表し，その内容が妥当
かどうかを全員で討議します。

事前学習：発表資料に基づいて仮説と⽅法を説明できる
ようにすること（2時間程度）。
事後学習：討議のコメントを踏まえ，研究計画の改善点を
整理すること（2時間程度）。

4時間対面

第7回 計画発表2：残りの半数のグループが仮説と⽅法を発表し，その内容が
妥当かどうかを全員で討議します。

事前学習：発表資料に基づいて仮説と⽅法を説明できる
ようにすること（2時間程度）。
事後学習：討議のコメントを踏まえ，研究計画の改善点を
整理すること（2時間程度）。

4時間対面

第8回 実施準備1：計画発表での討議を踏まえ，研究計画の修正案を発表しま
す。

事前学習：改善点についてグループ内で討議し，発表資
料を作成すること（2時間程度）。
事後学習：修正案に対するコメントについてグループ内で
討議し必要があれば改善すること（2時間程度）。

4時間対面

第9回 実施準備2：各グループで，研究実施のための刺激や測定ツールを作
成します。

事前学習：グループ内で，どのような刺激や測定ツールが
必要になるのかをまとめること（2時間程度）。
事後学習：刺激や測定ツールの作成を完了すること（2時
間程度）。

4時間対面

第10回 実施準備3：各グループで作成された刺激や測定ツールが適切かどう
かを検証するために，演習内で実際に実施します。

事前学習：プレ実施をシミュレーションすること（2時間程
度）。
事後学習：グループ内で実施したうえでの問題点を改善
すること（2時間程度）。

4時間対面

第11回 研究実施1：研究計画に沿って調査あるいは実験を実施します。 事前学習：グループ内で，実施の流れを確認しておくこと
（1時間程度）。
事後学習：データを整理すること（3時間程度）。

4時間対面

第12回 研究実施2：調査あるいは実験を終え，データをまとめます。 事前学習：グループ内で，実施の流れを確認しておくこと
（1時間程度）。
事後学習：データを整理すること（3時間程度）。

4時間対面

第13回 進捗報告1：半数のグループがデータの取得状況，データの要約を報告
します。

事前学習：データを集計し，発表資料を作成すること（2時
間程度）。
事後学習：コメントも踏まえながら，レポート執筆に取り組
むこと（2時間程度）。

4時間対面

第14回 進捗報告2：残りの半数のグループがデータの取得状況，データの要約
を報告します。

事前学習：データを集計し，発表資料を作成すること（2時
間程度）。
事後学習：コメントも踏まえながら，レポート執筆に取り組
むこと（2時間程度）。

4時間対面

第15回 まとめ：振り返りと総括をします。また，レポートを提出してもらいます。 事前学習：レポート執筆を完了すること（2時間程度）。
事後学習：レポート内容を確認し，秋学期に向けて分析⽅
法について調べること（2時間程度）。

4時間オンデマンド

－459－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅠＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

2中久保　寛幸

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G2

法学部専門教育科目

テーマ 犯罪捜査と法　～犯罪捜査における判断基準と実務手続き～

授業の目的及び概要
犯罪捜査の実情とその法手続きについて理解することを目的としています。
犯罪捜査において、「犯罪とはどのようにして認知しているのか」「その捜査はどのように行われているのか」など、実際の現場における捜査の現状やそ
れに必要な基礎的知識を修得し、犯罪に対してとるべき適法な捜査手続きについて研究をします。

学修の到達目標
①犯罪捜査がどのような規定に基づき、どのように行われているのかを理解し、説明することができる。
②捜査手続きに関する適法事例、違法事例の詳細について研究・理解し、説明することができる。
③日常発生する事件に対する犯罪捜査の適法性について、自らの意見を法的根拠や判例に基づいて説明できるようになる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
研究課題のレポート等には、授業中にコメント、補足説明をします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

本科目の担当教員は、警察官として38年間勤務し、管理官・調査官・署長などに従事して、経験を積み重ねてきた。本科目では、実務経験を活かし、職
種に必要な法律解釈や業務の理解、職務倫理や心構え、実務で要求される知識・技能などを教授し、実際の事例を交えつつ解説する実践的な授業を
展開する。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

「捜査」というと「刑事がやるもの」と認識している学生が多いかも知れませんが、警察官となり交番に配属された段階から、また刑事だけではなく生活安
全、交通、警備の各部門に配属されても「捜査」は必要とされます。
また、警察以外の海上保安官、入国警備官、自衛隊の警務官などの公安職においても、刑事訴訟法に規定された特別司法警察職員として捜査に従事
しなければなりません。
公安職を目指す学生が即戦力となるためには、実際の犯罪捜査の基礎を学び、自ら進んで考えることにより、判断力・行動力を身に付けることが最も
重要です。本演習はそのような学生に非常に有益だと思います。
私のこれまでの経験を活かし、犯罪捜査の実務で要求される知識・技能などを伝えたいと考えています。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

0402040

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは指定しません。
必要により資料を配布します。

参考書

①警察官のための刑事訴訟法講義　第４版，津田隆好，東京法令出版，2019年４月
②実例中心捜査法解説　第４版　－捜査手続・証拠法の詳説と公判手続入門－，幕田英雄，東京法令出版，
2019年4月
③刑事訴訟法講義　第7版，池田修・前田雅英，東京大学出版会，2022年7月

なし

①9784809013959
②9784809013973
③9784130323963

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 自己紹介、授業方針の説明等のガイダンスを行います。
捜査手続きの流れについて学修します。

【予習】シラバスを事前に読んでおく。自己紹介内容（本演
習選択の動機、自己の目標、演習に関する希望等）につ
いて、自分の意見をまとめておく。
【復習】担当教員が示した授業方針、授業計画を基に「警
察捜査」に関する法令・制度等について自己研鑽する。

4時間対面

第2回 指定グループが、事前に担当教員から提示された発表テーマ・課題の
研究結果について発表する。
指定グループの発表後、全員で討論し、最後に担当教員が講評等をす
る。

【予習】担当教員が提示した発表テーマ・課題に関する条
文等に目を通して、自己の研究結果・意見をまとめてお
く。
【復習】授業で発表された内容・教員の講評等に基づき、
自己の研究結果・意見を再度整理しておく。

4時間対面

第3回 指定グループが、事前に担当教員から提示された発表テーマ・課題の
研究結果について発表する。
指定グループの発表後、全員で討論し、最後に担当教員が講評等をす
る。

【予習】担当教員が提示した発表テーマ・課題に関する条
文等に目を通して、自己の研究結果・意見をまとめてお
く。
【復習】授業で発表された内容・教員の講評等に基づき、
自己の研究結果・意見を再度整理しておく。

4時間対面

第4回 指定グループが、事前に担当教員から提示された発表テーマ・課題の
研究結果について発表する。
指定グループの発表後、全員で討論し、最後に担当教員が講評等をす
る。

【予習】担当教員が提示した発表テーマ・課題に関する条
文等に目を通して、自己の研究結果・意見をまとめてお
く。
【復習】授業で発表された内容・教員の講評等に基づき、
自己の研究結果・意見を再度整理しておく。

4時間対面

－460－



第5回 指定グループが、事前に担当教員から提示された発表テーマ・課題の
研究結果について発表する。
指定グループの発表後、全員で討論し、最後に担当教員が講評等をす
る。

【予習】担当教員が提示した発表テーマ・課題に関する条
文等に目を通して、自己の研究結果・意見をまとめてお
く。
【復習】授業で発表された内容・教員の講評等に基づき、
自己の研究結果・意見を再度整理しておく。

4時間対面

第6回 指定グループが、事前に担当教員から提示された発表テーマ・課題の
研究結果について発表する。
指定グループの発表後、全員で討論し、最後に担当教員が講評等をす
る。

【予習】担当教員が提示した発表テーマ・課題に関する条
文等に目を通して、自己の研究結果・意見をまとめてお
く。
【復習】授業で発表された内容・教員の講評等に基づき、
自己の研究結果・意見を再度整理しておく。

4時間対面

第7回 指定グループが、事前に担当教員から提示された発表テーマ・課題の
研究結果について発表する。
指定グループの発表後、全員で討論し、最後に担当教員が講評等をす
る。

【予習】担当教員が提示した発表テーマ・課題に関する条
文等に目を通して、自己の研究結果・意見をまとめてお
く。
【復習】授業で発表された内容・教員の講評等に基づき、
自己の研究結果・意見を再度整理しておく。

4時間対面

第8回 担当教員から提示された小テストや提出課題について、取り組みます。 【予習】これまでの各グループの発表内容等に関する条文
等に目を通して、自己の研究結果・意見をまとめておく。
【復習】小テスト・提出課題結果について検証し、自己の研
究結果・意見を再度整理しておく。

4時間オンデマンド

第9回 指定グループが、事前に担当教員から提示された発表テーマ・課題の
研究結果について発表する。
指定グループの発表後、全員で討論し、最後に担当教員が講評等をす
る。

【予習】担当教員が提示した発表テーマ・課題に関する条
文等に目を通して、自己の研究結果・意見をまとめてお
く。
【復習】授業で発表された内容・教員の講評等に基づき、
自己の研究結果・意見を再度整理しておく。

4時間対面

第10回 指定グループが、事前に担当教員から提示された発表テーマ・課題の
研究結果について発表する。
指定グループの発表後、全員で討論し、最後に担当教員が講評等をす
る。

【予習】担当教員が提示した発表テーマ・課題に関する条
文等に目を通して、自己の研究結果・意見をまとめてお
く。
【復習】授業で発表された内容・教員の講評等に基づき、
自己の研究結果・意見を再度整理しておく。

4時間対面

第11回 指定グループが、事前に担当教員から提示された発表テーマ・課題の
研究結果について発表する。
指定グループの発表後、全員で討論し、最後に担当教員が講評等をす
る。

【予習】担当教員が提示した発表テーマ・課題に関する条
文等に目を通して、自己の研究結果・意見をまとめてお
く。
【復習】授業で発表された内容・教員の講評等に基づき、
自己の研究結果・意見を再度整理しておく。

4時間対面

第12回 指定グループが、事前に担当教員から提示された発表テーマ・課題の
研究結果について発表する。
指定グループの発表後、全員で討論し、最後に担当教員が講評等をす
る。

【予習】担当教員が提示した発表テーマ・課題に関する条
文等に目を通して、自己の研究結果・意見をまとめてお
く。
【復習】授業で発表された内容・教員の講評等に基づき、
自己の研究結果・意見を再度整理しておく。

4時間対面

第13回 指定グループが、事前に担当教員から提示された発表テーマ・課題の
研究結果について発表する。
指定グループの発表後、全員で討論し、最後に担当教員が講評等をす
る。

【予習】担当教員が提示した発表テーマ・課題に関する条
文等に目を通して、自己の研究結果・意見をまとめてお
く。
【復習】授業で発表された内容・教員の講評等に基づき、
自己の研究結果・意見を再度整理しておく。

4時間対面

第14回 指定グループが、事前に担当教員から提示された発表テーマ・課題の
研究結果について発表する。
指定グループの発表後、全員で討論し、最後に担当教員が講評等をす
る。

【予習】担当教員が提示した発表テーマ・課題に関する条
文等に目を通して、自己の研究結果・意見をまとめてお
く。
【復習】授業で発表された内容・教員の講評等に基づき、
自己の研究結果・意見を再度整理しておく。

4時間対面

第15回 春学期の演習を振り返り、総括を行います。 【予習】春学期の自身の学習結果に関する総括をしてお
く。
【復習】春学期の自身の学習結果に関する総括に基づ
き、秋学期の目標をたてる。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅠＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

2

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G2

法学部専門教育科目

テーマ 労働問題や労働現場の実態について判例を検討する

授業の目的及び概要
労働法は労働者の一生，企業の存立に関わる問題で具体的な利害関係に対して実際に生じた争いを解決する実定法であります。法解釈は社会情勢
と密接に関連してありますので労働法を学ぶには具体的事例の検討が重要だと思います。演習では、労働契約法、労働基準法など個別的労働関係を
題材として、重要判例を「労働判例百選」などを中心に，実際の労働現場でどのような利益対立があり，それに対して労働法がどのように解釈されて結
論が導かれたのか等々，演習を通じて皆さんと討論しながら理解を深めたいと思います。

学修の到達目標
基本的な労働判例における利害関係，争点，具体的処理とその妥当性の検討等を通じて実務演習における応用を学ぶことができます。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
報告のやり方やレジュメ作成については、初回及び2回の授業で指導します。重要判例についてテーマを決め、演習授業の前に事案の概要，争点，事
実認定、判断根拠，判定理由順に検討および発表してもらい、その後，担当教授のコメント、学生たちの質疑応答の時間をとり、結論を出します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

演習は労働法を題材に、労働問題の解決能力を修得し、法理論と関連事例などの多様なテーマについて討論を楽しみながら勉強します。雇用関係と
労使関係に対する探究は将来的に就労活動にも対応できるような知識になるだろうと思います。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

50
報告内容

00

00050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

荒木尚志・奥田香子外多数『ケースブック労働法第4版』有斐閣　2019年

参考書

村中孝史・荒木尚志『労働判例百選第10版』有斐閣、2022年　　　ISBN 9784641115576
野田進外多数『判例労働法入門第7版』有斐閣、2021年                    ISBN 9784641243477

9784641144743C1032

9784641115576
9784641243477

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス・自己紹介、発表担当者を決めます。 【予習】シラバスを確認する
【復習】レジュメ・配付資料を読み直す。

4時間対面

第2回 主題：大日本印刷事件
‐労働法の位置

【予習】大日本印刷事件に対して事件の概要を把握し、労
働法の位置を理解する。
【復習】レジュメ・配付資料を読み直し、授業で学んだこと
を確認する。

4時間対面

第3回 主題：高知放送事件
‐基本構造

【予習】高知放送事件に対して事件の概要を把握し、労働
法の基本構造を理解する。
【復習】レジュメ・配付資料を読み直し、授業で学んだこと
を確認する。

4時間対面

第4回 主題：横浜南労基署長事件
‐労働者性

【予習】横浜南労基署長事件に対して事件概要を把握し、
労働者性を理解する。
【復習】レジュメ・配付資料を読み直し、授業で学んだこと
を確認する。

4時間対面

第5回 主題：朝日放送事件
‐使用者性

【予習】朝日放送事件に対して事件概要を把握し、使用者
性を理解する。
【復習】レジュメ・配付資料を読み直し、授業で学んだこと
を確認する。

4時間対面

第6回 主題：三菱樹脂事件
‐採用の自由

【予習】三菱樹脂事件に対して、事件概要を把握し、採用
の自由を理解する。
【復習】レジュメ・配付資料を読み直し、授業で学んだこと
を確認する。

4時間対面
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第7回 主題：電電公社近畿電通局事件
‐採用内定

【予習】電電公社近畿電通局事件に対して、事件概要を把
握し、採用内定を理解する。
【復習】レジュメ・配付資料を読み直し、授業で学んだこと
を確認する。

4時間対面

第8回 主題：B金融公庫事件
‐採用過程とプライバシー

【予習】B金融公庫事件に対して、事件概要を把握し、採
用過程とプライバシーを理解する。
【復習】レジュメ・配付資料を読み直し、授業で学んだこと
を確認する。

4時間対面

第9回 主題：神戸弘陵学園事件
‐労働契約期間

【予習】神戸弘陵学園事件に対して、事件概要を把握し、
労働契約期間を理解する。
【復習】レジュメ・配付資料を読み直し、授業で学んだこと
を確認する。

4時間対面

第10回 主題：日立メディコ事件
‐雇止め法理

【予習】日立メディコ事件に対して、事件概要を把握し、雇
止め法理を理解する。
【復習】レジュメ・配付資料を読み直し、授業で学んだこと
を確認する。

4時間対面

第11回 主題：茨石事件
‐労働義務

【予習】茨石事件に対して、事件概要を把握し、労働義務
を理解する。
【復習】レジュメ・配付資料を読み直し、授業で学んだこと
を確認する。

4時間対面

第12回 主題：片山組事件
‐賃金支払い義務

【予習】片山組事件に対して、事件概要を把握し、賃金支
払い義務を理解する。
【復習】レジュメ・配付資料を読み直し、授業で学んだこと
を確認する。

4時間対面

第13回 主題：秋北バス事件
‐就業規則の法的性質

【予習】秋北バス事件に対して、事件概要を把握し、就業
規則の法的性質を理解する。
【復習】レジュメ・配付資料を読み直し、授業で学んだこと
を確認する。

4時間対面

第14回 主題：スカンジナビア航空事件
‐労働契約の変更

【予習】スカンジナビア航空事件に対して、事件概要を把
握し、労働契約の変更を理解する。
【復習】レジュメ・配付資料を読み直し、授業で学んだこと
を確認する。

4時間対面

第15回 総括まとめ 総合的に整理する。 4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅠＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

2吉原　裕樹

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G2

法学部専門教育科目

テーマ 憲法テーマ演習・判例研究

授業の目的及び概要
憲法のテーマ演習・判例研究を行う。テーマ演習の例としては、「同性婚と婚姻の自由」・「ヘイトスピーチと表現の自由」・「マイナンバー制度とプライバ
シー権」などがありうる。判例研究の題材としては、憲法判例百選掲載の判例、及び、憲法判例百選に掲載されていない、最新の重要判例などが考え
られる。なお、過去に担当教員吉原裕樹（以下、単に「担当教員」という）の演習科目を履修したことがある場合、過去の発表時とは異なるテーマ・判例
を選択する必要がある。
テーマ演習・判例研究のいずれに重点を置くかは、受講生の問題関心も考慮して、最終的に担当教員が決定する。１年間ずっと、テーマ演習・判例研究
のいずれかを取り扱う可能性もある。受講生が少ない場合、受講生１人当たりの発表回数が多くなる可能性が高い。
受講生は、発表本番１週間前までに、発表資料（レジュメなど）を準備する。発表資料としては、パワーポイントでも構わないが、それよりもレジュメを推
奨する。
発表に先立って、参考文献・関連判例等を十分に調査する必要がある。事前に担当教員に質問してもらえれば、参考文献・関連判例等についてアドバ
イスする。判例研究の場合、関連判例を調査する必要があるし、最高裁判所判例の場合、最高裁判所調査官解説を十分に理解し、レジュメに引用する
必要がある。レジュメには、参考文献のページ番号等の表示を含め、参考文献を適切な方法で引用する必要がある。

学修の到達目標
特定のテーマについて、口頭及び書面にて、憲法上の意義を分かりやすく説明し、適切に憲法解釈論を展開することができる。特定の判例について、
口頭及び書面にて、憲法判例としての意義（憲法との関連性、判例としての新規性など）を分かりやすく説明し、その射程を適切に論ずることができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
担当者の発表、及び、発表担当者以外の受講生による質疑等について、担当教員が適宜コメントする。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／プレゼンテーション、発表、報告

本科目の担当教員は、2012年に弁護士資格を取得したのち、弁護士として執務し、憲法訴訟のほか、民事裁判・刑事裁判等の弁護士経験を有してい
る。また、弁護士会の役職として、日本弁護士連合会憲法問題対策本部 幹事・大阪弁護士会 憲法問題特別委員会 副委員長・大阪弁護士会常議員
などを歴任してきた。本科目では、これらの弁護士実務経験を活かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

担当教員は、2022年４月に本学に着任する前、約10年間、弁護士を本業としてきた。
本科目は、法曹志望者・研究者志望者を主な対象とする（ただし本科目は、司法試験対策を直接の目的とするわけではない）。
それ以外の方は、履修にあたって、以下の点に特に留意されたい。本科目の内容は発展的・専門的で、予習の負担が大きい。また、発表担当回はもち
ろん、それ以外の回でも、担当教員から数多くの質問を受けるので、自発的・積極的な予習と授業参加が必要となる。
本科目では、原則として、各学期15回のすべてに出席することが必要である。出席回数が十分でない場合、本科目の単位を取得することができない。
本科目の履修にあたっては、憲法全体について十分に学修し、理解していることが必要である。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

000

030070

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは使用しない。

参考書

①憲法判例百選１・２（第７版），長谷部恭男ほか編，有斐閣，2019年
②憲法（第３版），渋谷秀樹，有斐閣，2017年
③講座　立憲主義と憲法学　全６巻，信山社，2022年以降続刊中
④憲法研究　第１号以下，辻村みよ子責任編集，信山社，2017年以降続刊中

③・④は、発表テーマを検討するのに有益である。

テキストは使用しない。

①9784641115453，
9784641115460
②9784641227231
③9784797212259，
9784797212266，
9784797212273
④9784797265217，
9784797265224，
9784797265231，
9784797265248，
9784797265255，
9784797265262，
9784797265279，
9784797265286，
9784797265293，
9784797279009

ISBN

ISBN
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授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 各受講生が取り扱うテーマないし判例を議論・決定する。
テーマ演習の方法としては、最近話題になっている社会現象を憲法の
観点から検討するとか、参考書③・④から適宜の論文を選択し文献購
読を行うなど、さまざまなものが考えられる。
テーマがどのようなものであっても、憲法とどのように関連するかをはっ
きりと意識する必要があるし、関連する学術資料（論文）・判例などを、
しっかりと調べる必要がある。

発表担当者は、事前にレジュメ等の資料を準備し、遅くと
も担当回の前の回までに、他の受講生と担当教員に配
布・共有する（ただし、第２回授業については、特別の取
扱いをするので、第１回にて詳細を説明する。また、受講
人数によっては、異なる取扱いをする場合がある）。
担当者以外の受講生は、配布・共有された資料を事前に
熟読し、担当者に質問したり意見を述べたりすることがで
きるように、準備する。
予習・復習としては、とりわけ予習（受講生の担当回だけ
でなく、他の受講生の担当回を含む）を重点的に行う必要
がある。

4時間対面

第2回 受講生による発表 発表担当者は、事前にレジュメ等の資料を準備し、遅くと
も担当回の前の回までに、他の受講生と担当教員に配
布・共有する（ただし、受講人数によっては、異なる取扱い
をする場合がある）。
担当者以外の受講生は、配布・共有された資料を事前に
熟読し、担当者に質問したり意見を述べたりすることがで
きるように、準備する。
予習・復習としては、とりわけ予習（受講生の担当回だけ
でなく、他の受講生の担当回を含む）を重点的に行う必要
がある。

4時間対面

第3回 受講生による発表 発表担当者は、事前にレジュメ等の資料を準備し、遅くと
も担当回の前の回までに、他の受講生と担当教員に配
布・共有する（ただし、受講人数によっては、異なる取扱い
をする場合がある）。
担当者以外の受講生は、配布・共有された資料を事前に
熟読し、担当者に質問したり意見を述べたりすることがで
きるように、準備する。
予習・復習としては、とりわけ予習（受講生の担当回だけ
でなく、他の受講生の担当回を含む）を重点的に行う必要
がある。

4時間対面

第4回 受講生による発表 発表担当者は、事前にレジュメ等の資料を準備し、遅くと
も担当回の前の回までに、他の受講生と担当教員に配
布・共有する（ただし、受講人数によっては、異なる取扱い
をする場合がある）。
担当者以外の受講生は、配布・共有された資料を事前に
熟読し、担当者に質問したり意見を述べたりすることがで
きるように、準備する。
予習・復習としては、とりわけ予習（受講生の担当回だけ
でなく、他の受講生の担当回を含む）を重点的に行う必要
がある。

4時間対面

第5回 受講生による発表 発表担当者は、事前にレジュメ等の資料を準備し、遅くと
も担当回の前の回までに、他の受講生と担当教員に配
布・共有する（ただし、受講人数によっては、異なる取扱い
をする場合がある）。
担当者以外の受講生は、配布・共有された資料を事前に
熟読し、担当者に質問したり意見を述べたりすることがで
きるように、準備する。
予習・復習としては、とりわけ予習（受講生の担当回だけ
でなく、他の受講生の担当回を含む）を重点的に行う必要
がある。

4時間対面

第6回 受講生による発表 発表担当者は、事前にレジュメ等の資料を準備し、遅くと
も担当回の前の回までに、他の受講生と担当教員に配
布・共有する（ただし、受講人数によっては、異なる取扱い
をする場合がある）。
担当者以外の受講生は、配布・共有された資料を事前に
熟読し、担当者に質問したり意見を述べたりすることがで
きるように、準備する。
予習・復習としては、とりわけ予習（受講生の担当回だけ
でなく、他の受講生の担当回を含む）を重点的に行う必要
がある。

4時間対面

第7回 受講生による発表 発表担当者は、事前にレジュメ等の資料を準備し、遅くと
も担当回の前の回までに、他の受講生と担当教員に配
布・共有する（ただし、受講人数によっては、異なる取扱い
をする場合がある）。
担当者以外の受講生は、配布・共有された資料を事前に
熟読し、担当者に質問したり意見を述べたりすることがで
きるように、準備する。
予習・復習としては、とりわけ予習（受講生の担当回だけ
でなく、他の受講生の担当回を含む）を重点的に行う必要
がある。

4時間対面

第8回 受講生による発表 発表担当者は、事前にレジュメ等の資料を準備し、遅くと
も担当回の前の回までに、他の受講生と担当教員に配
布・共有する（ただし、受講人数によっては、異なる取扱い
をする場合がある）。
担当者以外の受講生は、配布・共有された資料を事前に
熟読し、担当者に質問したり意見を述べたりすることがで
きるように、準備する。
予習・復習としては、とりわけ予習（受講生の担当回だけ
でなく、他の受講生の担当回を含む）を重点的に行う必要
がある。

4時間対面

第9回 受講生による発表 発表担当者は、事前にレジュメ等の資料を準備し、遅くと
も担当回の前の回までに、他の受講生と担当教員に配
布・共有する（ただし、受講人数によっては、異なる取扱い
をする場合がある）。
担当者以外の受講生は、配布・共有された資料を事前に
熟読し、担当者に質問したり意見を述べたりすることがで
きるように、準備する。
予習・復習としては、とりわけ予習（受講生の担当回だけ
でなく、他の受講生の担当回を含む）を重点的に行う必要
がある。

4時間対面

第10回 受講生による発表 発表担当者は、事前にレジュメ等の資料を準備し、遅くと
も担当回の前の回までに、他の受講生と担当教員に配
布・共有する（ただし、受講人数によっては、異なる取扱い
をする場合がある）。
担当者以外の受講生は、配布・共有された資料を事前に
熟読し、担当者に質問したり意見を述べたりすることがで
きるように、準備する。
予習・復習としては、とりわけ予習（受講生の担当回だけ
でなく、他の受講生の担当回を含む）を重点的に行う必要
がある。

4時間対面
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第11回 受講生による発表 発表担当者は、事前にレジュメ等の資料を準備し、遅くと
も担当回の前の回までに、他の受講生と担当教員に配
布・共有する（ただし、受講人数によっては、異なる取扱い
をする場合がある）。
担当者以外の受講生は、配布・共有された資料を事前に
熟読し、担当者に質問したり意見を述べたりすることがで
きるように、準備する。
予習・復習としては、とりわけ予習（受講生の担当回だけ
でなく、他の受講生の担当回を含む）を重点的に行う必要
がある。

4時間対面

第12回 受講生による発表 発表担当者は、事前にレジュメ等の資料を準備し、遅くと
も担当回の前の回までに、他の受講生と担当教員に配
布・共有する（ただし、受講人数によっては、異なる取扱い
をする場合がある）。
担当者以外の受講生は、配布・共有された資料を事前に
熟読し、担当者に質問したり意見を述べたりすることがで
きるように、準備する。
予習・復習としては、とりわけ予習（受講生の担当回だけ
でなく、他の受講生の担当回を含む）を重点的に行う必要
がある。

4時間対面

第13回 受講生による発表 発表担当者は、事前にレジュメ等の資料を準備し、遅くと
も担当回の前の回までに、他の受講生と担当教員に配
布・共有する（ただし、受講人数によっては、異なる取扱い
をする場合がある）。
担当者以外の受講生は、配布・共有された資料を事前に
熟読し、担当者に質問したり意見を述べたりすることがで
きるように、準備する。
予習・復習としては、とりわけ予習（受講生の担当回だけ
でなく、他の受講生の担当回を含む）を重点的に行う必要
がある。

4時間対面

第14回 受講生による発表 発表担当者は、事前にレジュメ等の資料を準備し、遅くと
も担当回の前の回までに、他の受講生と担当教員に配
布・共有する（ただし、受講人数によっては、異なる取扱い
をする場合がある）。
担当者以外の受講生は、配布・共有された資料を事前に
熟読し、担当者に質問したり意見を述べたりすることがで
きるように、準備する。
予習・復習としては、とりわけ予習（受講生の担当回だけ
でなく、他の受講生の担当回を含む）を重点的に行う必要
がある。

4時間対面

第15回 総括と課題の指摘
これまでの授業内容を振り返り、今後の学修に向けた課題を指摘す
る。

これまでの各発表内容を復習する。 4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅠＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

2松山　沙織

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G2

法学部専門教育科目

テーマ 国際社会と法

授業の目的及び概要
国際社会における諸問題についての法的アプローチについて学ぶ。同時に、参考文献の調べ方（図書館リソースやインターネット検索ツールの使い
方）、資料の扱い方（読み方や出典表記の方法）、報告や議論の技術（建設的な議論のための批判的思考）を習得することを目的とする。

学修の到達目標
国際紛争処理に関する基本的知識の取得はもちろんのこと、国際法関連文献の読解および分析の作業に慣れてもらう。また、報告や模擬裁判を通じ
て、国際的な問題を「自分事」のように感じて、（国際）法的感覚を養ってもらいたい。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
取り上げるテーマや報告については、授業中に解説および講評を行う。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／反転授業／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

本演習では資料共有などにMicrosoft Teamsを使用することを予定しているため、その操作に慣れておくこと。
グループによる報告や模擬裁判を行う場合、その準備のためには、グループ内の協力が特に重要となる。「ゴースト班員」にならないことが肝心である
（いわゆる「報告・連絡・相談」を欠かさないこと）。
基本的には日本語で書かれた文献資料を参照するが、必要に応じて外国語で書かれた文献や一次資料を参照する場合もあるため、一定の語学力を
要する。
また、専門分野に関するゲストスピーカーを招く可能性がある。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

10
報告資料の完成度等

00

00090

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

＜基本書・体系書＞
自分に合う基本書等がすでにある場合それを使ってもよい（下記は教員のおすすめ）
①国際法　第4版，中谷和弘ほか，有斐閣，2021年
＜判例集＞
これも基本書と同様、自分に合うものがすでにある場合それを使ってもよい（下記は教員のおすすめ）
②薬師寺公夫他（編），判例国際法（第３版），東信堂、2019年
③森川幸一他（編），国際法判例百選（第３版）， 有斐閣，2021年
上記テキストに加えて、条約集を毎回持参してください（毎年出版されるので最新版を用意）。下記のうち、い
ずれか1冊を選ぶ。
④国際条約集2023年版，有斐閣，2023年3月出版予定
⑤ベーシック条約集2023，東信堂，2023年3月出版予定

参考書

その他参考となる書籍・資料については適宜紹介する。

①9784641221734
②9784798915586
③9784641115552
④・⑤2023年3月に出版予定
のため未記載

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 イントロダクション（自己紹介、今後の進行の相談）、本演習における
Teamsの使い方
＊春学期はSDGsの各ゴールを題材とした報告を実施することを検討中

（予習）指定のテキストや条約集を通覧し（最低限の準備
としてテキストの目次に目を通すこと）、関心のあるテーマ
/判例をできるだけ複数ピックアップする（1時間）。
（復習）担当となったテーマ/判例について、何が「法的」論
点となっているのか理解する。またグループ報告を希望す
る場合、グループの内部で連絡手段・相談のスケジュー
ルを相談する。（3時間）。

4時間対面

第2回 演習の題材となったテーマ/判例の基本的論点の解説、春学期に取り
組む課題詳細説明

（予習）担当となったテーマ/判例について、法的論点や関
連する事項についてさらに掘り下げて調べる（1時間）。
（復習）解説を踏まえて、報告に向けて準備する（3時間）。

4時間対面

第3回 資料の探し方① （予習）事前課題として図書館やインターネットのリソース
を使用する練習をする（1時間）。
（復習）報告に向けて、準備する（3時間）。

4時間対面
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第4回 資料の探し方②（提出された資料の妥当性についてレビュー） （予習）使用する資料を探し、事前にTeamsフォルダで共
有する（1時間）。
（復習）報告に向けて、準備する（3時間）。

4時間対面

第5回 資料の探し方③（提出された資料の妥当性についてレビュー） （予習）使用する資料を探し、事前にTeamsフォルダで共
有する（1時間）。
（復習）報告に向けて、準備する（3時間）。

4時間対面

第6回 資料の読み方① （予習）事前に配布された資料を通読する（1時間）。
（復習）報告に向けて、準備する（3時間）。

4時間対面

第7回 資料の読み方②（各自が作成した資料まとめについてレビュー） （予習）資料まとめを作成し、事前にTeamsフォルダで共有
する（1時間）。
（復習）報告に向けて、準備する（3時間）。

4時間対面

第8回 資料の読み方③（各自が作成した資料まとめについてレビュー） （予習）資料まとめを作成し、事前にTeamsフォルダで共有
する（1時間）。
（復習）報告に向けて、準備する（3時間）。

4時間対面

第9回 発表・報告のための技術、質疑応答のための技術 （予習）事前に共有された資料を確認する（1時間）。
（復習）報告に向けて準備する（3時間）。

4時間対面

第10回 オンデマンド回（発表に向けた資料のブラッシュアップのための課題に
取り組む）

動画を確認し、報告準備を行う。 4時間オンデマンド

第11回 報告会① （予習）報告担当者は事前にTeamsに報告資料をアップ
ロードする。報告者以外はその資料を確認し、論点を把握
しておく（1時間）。
（復習）担当者は振り返りを行う。担当者以外は報告に向
けて、準備する（3時間）。

4時間対面

第12回 報告会② （予習）報告担当者は事前にTeamsに報告資料をアップ
ロードする。報告者以外はその資料を確認し、論点を把握
しておく（1時間）。
（復習）担当者は振り返りを行う。担当者以外は報告に向
けて、準備する（3時間）。

4時間対面

第13回 報告会③ （予習）報告担当者は事前にTeamsに報告資料をアップ
ロードする。報告者以外はその資料を確認し、論点を把握
しておく（1時間）。
（復習）担当者は振り返りを行う。担当者以外は報告に向
けて、準備する（3時間）。

4時間対面

第14回 報告会④ （予習）報告担当者は事前にTeamsに報告資料をアップ
ロードする。報告者以外はその資料を確認し、論点を把握
しておく（1時間）。
（復習）担当者は振り返りを行う。担当者以外は報告に向
けて、準備する（3時間）。

4時間対面

第15回 学期の総括、秋学期に向けた準備説明 （予習）今学期の内容について、各自で振り返りを行い、
教員への要望、反省点をまとめる（1時間）。
（復習）担当あるいは担当以外のテーマや判例について、
各自の関心に応じて関連事項を調べる（3時間）。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅠＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

2大島　一悟

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G2

法学部専門教育科目

テーマ 日常生活と民法

授業の目的及び概要
私たちは、日常生活において、意識しなくても色々な分野で法律問題に関与している。
この演習では、日常生活の中で関わる法律問題の中でも、特に民法に関する事例を検討する。 　
授業では、具体的な事例を通して、問題発見能力を養うとともに、民法（特に民法総則・物権）の基礎的知識を修得する。 　
また、法科大学院進学、行政職公務員試験、司法書士・行政書士・宅建士など、民法が必要となる国家試験受験のための基礎力を養うことも目標のひ
とつとする。

学修の到達目標
１．民法総則・物権に関する基本的な事項について理解し、説明することができる。
２．民法総則・物権に関する事例について、事案を正確に理解し、問題点を指摘して、解決方法を説明できる。
３．他者と協力して共同調査・共同での報告・質疑応答へ参加できる。 　
１．については、日常生活における基本的な法律問題に対して、何が問題となっているのかを理解し、条文を使って問題解決を図る基礎的能力を養うこ
とを目標とする。 　
２．については、民法総則・物権に関連する事例を通して、事案を正確に理解し、問題点を把握した上で、民法総則・物権の基礎的知識を修得すること
を目標とする。 　
３．については、共同での調査報告（各回の報告はグループ単位で行う）・質疑応答・討論を通して、楽しみながら自主的に学ぶ姿勢を身につけることを
目標とする。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
作成したレジュメについて、授業中や授業外の時間に講評やより良いレジュメにするためのアドバイスを行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

民法に興味があり、ゼミに積極的に参加する意欲のある者の履修を期待している。 　
特に、法科大学院進学、行政職公務員、司法書士・行政書士・宅建士などの国家資格取得などを目指している者には、積極的に履修してもらいたい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

050050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

指定しません。各受講生が使っている民法に関するテキストを使用・持参してください（民法総則・物権法の授
業で使用するものを予定していますが、手持ちのテキストがある場合には新たに購入する必要はありませ
ん）。

参考書

田中嗣久・田中義雄・大島一悟『民法がわかった[改訂第５版]』（法学書院、2019年）

該当なし

ISBN :  978-4587535094

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
自己紹介、テキスト・ゼミの運営方法・各回の報告グループの決定など
を行う。

事前に民法総則・物権法の全体を予習しておく。
事後に各自の報告部分の予習をはじめるとともに、報告
担当グループのメンバーでレジュメ作成等の報告準備の
計画をたて、準備を進める。

4時間対面

第2回 民法総則：民法の基本原理・権利濫用・信義則
報告グループによる報告の後、全員で質疑応答及び討論を行う。

事前に「民法の基本原理・権利濫用・信義則」に関するテ
キストの該当部分を読み、内容を予習しておく。報告担当
グループは報告レジュメを作成する
事後に今回の報告内容と質疑応答の復習を行い、「民法
の基本原理・権利濫用・信義則」に関するテキストを通読
する。

4時間対面

第3回 民法総則：人（権利能力・制限行為能力者・失踪宣告）
報告グループによる報告の後、全員で質疑応答及び討論を行う。

事前に「人（権利能力・制限行為能力者・失踪宣告）」に関
するテキストの該当部分を読み、内容を予習しておく。報
告担当グループは報告レジュメを作成する
事後に今回の報告内容と質疑応答の復習を行い、「人
（権利能力・制限行為能力者・失踪宣告）」に関するテキス
トを通読する。

4時間対面
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第4回 民法総則：法人・中間法人・権利能力なき社団
報告グループによる報告の後、全員で質疑応答及び討論を行う。

事前に「法人・中間法人・権利能力なき社団」に関するテ
キストの該当部分を読み、内容を予習しておく。報告担当
グループは報告レジュメを作成する
事後に今回の報告内容と質疑応答の復習を行い、「法
人・中間法人・権利能力なき社団」に関するテキストを通
読する。

4時間対面

第5回 民法総則：法律行為
報告グループによる報告の後、全員で質疑応答及び討論を行う。

事前に「法律行為」に関するテキストの該当部分を読み、
内容を予習しておく。報告担当グループは報告レジュメを
作成する
事後に今回の報告内容と質疑応答の復習を行い、「法律
行為」に関するテキストを通読する。

4時間対面

第6回 民法総則：代理
報告グループによる報告の後、全員で質疑応答及び討論を行う。

事前に「代理」に関するテキストの該当部分を読み、内容
を予習しておく。報告担当グループは報告レジュメを作成
する
事後に今回の報告内容と質疑応答の復習を行い、「代
理」に関するテキストを通読する。

4時間対面

第7回 民法総則：時効
報告グループによる報告の後、全員で質疑応答及び討論を行う。

事前に「時効」に関するテキストの該当部分を読み、内容
を予習しておく。報告担当グループは報告レジュメを作成
する
事後に今回の報告内容と質疑応答の復習を行い、「時
効」に関するテキストを通読する。

4時間対面

第8回 物権：公示の原則・公信の原則・物権的請求権・物権変動の時期
報告グループによる報告の後、全員で質疑応答及び討論を行う。

事前に「公示の原則・公信の原則・物権的請求権・物権変
動の時期」に関するテキストの該当部分を読み、内容を予
習しておく。報告担当グループは報告レジュメを作成する
事後に今回の報告内容と質疑応答の復習を行い、「公示
の原則・公信の原則・物権的請求権・物権変動の時期」に
関するテキストを通読する。

4時間対面

第9回 物権：物権変動
報告グループによる報告の後、全員で質疑応答及び討論を行う。

事前に「物権変動」に関するテキストの該当部分を読み、
内容を予習しておく。報告担当グループは報告レジュメを
作成する
事後に今回の報告内容と質疑応答の復習を行い、「物権
変動」に関するテキストを通読する。

4時間対面

第10回 課題レポートを提出することで、第10回授業に振り替える。 レポート課題の内容や提出方法等については、ラーニン
グポータル等で案内するので、課題の内容を確認し、作
成して提出すること。

4時間オンデマンド

第11回 物権：占有権
報告グループによる報告の後、全員で質疑応答及び討論を行う。

事前に「占有権」に関するテキストの該当部分を読み、内
容を予習しておく。報告担当グループは報告レジュメを作
成する
事後に今回の報告内容と質疑応答の復習を行い、「占有
権」に関するテキストを通読する。

4時間対面

第12回 物権：所有権
報告グループによる報告の後、全員で質疑応答及び討論を行う。

事前に「所有権」に関するテキストの該当部分を読み、内
容を予習しておく。報告担当グループは報告レジュメを作
成する
事後に今回の報告内容と質疑応答の復習を行い、「所有
権」に関するテキストを通読する。

4時間対面

第13回 物権：通行地役権・入会権・質権
報告グループによる報告の後、全員で質疑応答及び討論を行う。

事前に「通行地役権・入会権・質権」に関するテキストの該
当部分を読み、内容を予習しておく。報告担当グループは
報告レジュメを作成する
事後に今回の報告内容と質疑応答の復習を行い、「通行
地役権・入会権・質権」に関するテキストを通読する。

4時間対面

第14回 物権：抵当権
報告グループによる報告の後、全員で質疑応答及び討論を行う。

事前に「抵当権」に関するテキストの該当部分を読み、内
容を予習しておく。報告担当グループは報告レジュメを作
成する
事後に今回の報告内容と質疑応答の復習を行い、「抵当
権」に関するテキストを通読する。

4時間対面

第15回 物権：非典型担保
報告グループによる報告の後、全員で質疑応答及び討論を行う。

事前に「非典型担保」に関するテキストの該当部分を読
み、内容を予習しておく。報告担当グループは報告レジュ
メを作成する
事後に今回の報告内容と質疑応答の復習を行い、「非典
型担保」に関するテキストを通読する。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅠＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

2藤島　光雄

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G2

法学部専門教育科目

テーマ 行政法の基礎を学ぶ

授業の目的及び概要
行政法とは何か、行政法の基礎・基本が理解できるように、各回の演習で、テキストの各章を担当者が、レジメやパワーポイント等を使用して、報告・発
表し、それに基づいて全員で議論します。
その後、担当教員が、適宜解説し、まとめを行います。
・議論の時間を、発表の時間と同程度にとります。また、グループで協力して発表してもらうこともあります。
・初回演習で、各受講生が取り扱う章等を議論・決定します。
・適宜、自治体における行政法に関する裁判事例等についても紹介します。

学修の到達目標
①行政法の基本的な概念を理解し、その全体像を理解できる。
②行政は誰がするのか（行政組織法）を理解し、説明することができる。
③行政は何をするのか(行政作用法)を理解し、説明することができる。
④行政から国民を守る(行政救済法)を理解し、説明することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
各回の報告に対しては講評を行い、レジュメの作成や報告方法について、アドバイスを行う。
各章が終わるごとに、それまでの資料等を含めて、再度まとめを行う。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

憲法(人権・統治を含む)、行政法総論を履修済か履修中であることが望ましい。
公務員行政職を志望する学生を歓迎します。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

50
報告内容

00

00050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

『行政法の基礎がわかった』，田中嗣久・藤島光雄，法学書院，2018年

参考書

①『行政判例百選Ⅰ（第8版）』，斎藤誠他編，有斐閣，2022年　
②『行政判例百選Ⅱ（第8版）』，斎藤誠他編，有斐閣，2022年

978-4-587-53825-5

① 978-4-641-11560-6
② 978-4-641-11561-3

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
発表テーマ・スケジュール、役割分担等の決定

【予習】シラバスとガイダンス資料を事前に読んでおくこと
【復習】シラバスとガイダンス資料を読み直し、演習で配布
した資料を確認しておくこと

4時間対面

第2回 第４章　行政から国民を守る
　　　５　国家行政法で守る　その１

予習として、教科書の該当頁(190-201頁)を予習しておくこ
と（2時間）
復習として、教科書該当箇所、講義内でとりあげた判例に
ついて確認しておくこと（2時間）

4時間対面

第3回 第４章　行政から国民を守る
　　　５　国家行政法で守る　その２

予習として、教科書の該当頁(190-201頁)を予習しておくこ
と（2時間）
復習として、教科書該当箇所、講義内でとりあげた判例に
ついて確認しておくこと（2時間）

4時間対面

第4回 第４章　行政から国民を守る
　　　６　損失補償で守る　その１

予習として、教科書の該当頁(198-201頁)を予習しておくこ
と（2時間）
復習として、教科書該当箇所、講義内でとりあげた判例に
ついて確認しておくこと（2時間）

4時間対面

第5回 第４章　行政から国民を守る
　　　６　損失補償で守る　その２

予習として、教科書の該当頁(198-201頁)を予習しておくこ
と（2時間）
復習として、教科書該当箇所、講義内でとりあげた判例に
ついて確認しておくこと（2時間）

4時間対面
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第6回 第４章　行政から国民を守る
　　　７　行政不服審査法で守る　その１

予習として、教科書の該当頁(202-217頁)を予習しておくこ
と（2時間）
復習として、教科書該当箇所、講義内でとりあげた判例に
ついて確認しておくこと（2時間）

4時間対面

第7回 第４章　行政から国民を守る
　　　７　行政不服審査法で守る　その２

予習として、教科書の該当頁(202-217頁)を予習しておくこ
と（2時間）
復習として、教科書該当箇所、講義内でとりあげた判例に
ついて確認しておくこと（2時間）

4時間対面

第8回 第４章　行政から国民を守る
　　　８　行政事件訴訟法で守る　その１

予習として、教科書の該当頁(218-241頁)を予習しておくこ
と（2時間）
復習として、教科書該当箇所、講義内でとりあげた判例に
ついて確認しておくこと（2時間）

4時間対面

第9回 第４章　行政から国民を守る
　　　８　行政事件訴訟法で守る　その２　　
　　　　　抗告訴訟

予習として、教科書の該当頁(218-241頁)を予習しておくこ
と（2時間）
復習として、教科書該当箇所、講義内でとりあげた判例に
ついて確認しておくこと（2時間）

4時間対面

第10回 第４章　行政から国民を守る
　　　８　行政事件訴訟法で守る　その３　　
　　　　　当事者訴訟

予習として、教科書の該当頁(218-241頁)を予習しておくこ
と（2時間）
復習として、教科書該当箇所、講義内でとりあげた判例に
ついて確認しておくこと（2時間）

4時間対面

第11回 第４章　行政から国民を守る
　　　８　行政事件訴訟法で守る　その４
　　　　　客観訴訟

予習として、教科書の該当頁(218-241頁)を予習しておくこ
と（2時間）
復習として、教科書該当箇所、講義内でとりあげた判例に
ついて確認しておくこと（2時間）

4時間対面

第12回 第４章　行政から国民を守る
　　　８　行政事件訴訟法で守る　その５
　　　　　民集訴訟・機関訴訟

予習として、教科書の該当頁(218-241頁)を予習しておくこ
と（2時間）
復習として、教科書該当箇所、講義内でとりあげた判例に
ついて確認しておくこと（2時間）

4時間対面

第13回 第４章　行政から国民を守る
　　　９　苦情処理・オンブズマン制度で守る①
　　　　　苦情処理

予習として、教科書の該当頁(242-243頁)を予習しておくこ
と（2時間）
復習として、教科書該当箇所、講義内でとりあげた判例に
ついて確認しておくこと（2時間）

4時間対面

第14回 第４章　行政から国民を守る
　　　９　苦情処理・オンブズマン制度で守る②
　　　　　オンブズマン制度

予習として、教科書の該当頁(242-243頁)を予習しておくこ
と（2時間）
復習として、教科書該当箇所、講義内でとりあげた判例に
ついて確認しておくこと（2時間）

4時間対面

第15回 まとめ 定期試験に向けて、これまでの内容の総復習をオンデマ
ンドで配信する。
【復習】オンデマンド動画を視聴した上で、これまでの学修
内容の総復習を行ってください。

5.5時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅠＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

2大場　史朗

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G2

法学部専門教育科目

テーマ 映像で学ぶ刑事手続（２）

授業の目的及び概要
（目的）
刑事法とは、一般に、刑法、刑事訴訟法、刑事政策を総称したものです。情報化社会の現代、犯罪に関するニュースは毎日尽きることがありません。あ
る意味で、とても身近な存在です。しかし、ほとんどの人は「犯罪者」ではありませんし、また将来「犯罪者」になることもほとんどないでしょう。それゆえ刑
事法はとても身近なようで、とても遠い存在ともいえます。この演習では、映画や動画教材等を用いて、刑事手続を中心に刑事法に関する諸問題にアプ
ローチします。
（概要）
ゼミナール形式です。受講生に報告してもらい、質疑応答・議論を行います。また、担当教員が適宜、議論の整理・解説を行います。受講生は積極的に
発言をしなければなりません。また、グループで協力して発表してもらうこともあります。映画や動画教材等は刑事手続の流れ、魅力、難しさ、恐ろしさな
どを理解する一助とし、刑事手続に関する理論的な検討を中心に授業を行います。

学修の到達目標
（１）刑事手続の基本的な概念を理解し、その全体像を理解できる。
（２）刑事手続に関する精確な現状分析をすることができる。
（３）他人の痛みを自分の痛みにすることができる。
（４）相手の意見を尊重し、それに対して自分の意見を言うことができる。
（５）チームワークを身に付けることができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
報告内容等については、授業中に解説及び講評を行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告／フィールドワーク、学外見学、体験学習

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この演習では半期に必ず１～２回報告（発表）を担当し、別途レポート（刑事裁判傍聴レポートなど）も課すことがあるため、必ずしも「楽」な演習ではあり
ません。報告準備には映画を視聴しテキスト等を熟読する必要があるため、一定の熱量と事前学習が必要です（映画・動画を見て終わりの演習ではあ
りません）。もっとも教員ができる限りサポートしますので心配は不要です。対面での対話の重要性を大切にしながら、みなさんと一緒に刑事法に関わる
諸問題について積極的に意見交換し、「楽しい」演習にしたいと思っています。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

000

050050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

刑事訴訟法，池田公博・笹倉宏紀，有斐閣，2022年
『六法』（小型のもので可。電子版も可）を毎回持参のこと。

参考書

必要に応じて授業内で紹介します。

978-4-641-15091-1

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
自己紹介、授業の進め方などのレクチャー。
＊授業計画は柔軟に変更することがある。

【予習】担当教員が指示したテキスト等を通読してきてくだ
さい。
【復習】レジュメ・資料を読み直し、授業で得た知識等を確
認してください。

4時間対面

第2回 研究発表大会への参加
　研究発表大会の研究発表を聞き、レポートを提出

【予習】担当教員が指示したテキスト等の該当部分を読ん
できてください。
【復習】レジュメ・資料を読み直し、授業で得た知識等を確
認してください。

4時間オンデマンド

第3回 受講生による報告と議論（１） 【予習】担当教員が指示したテキスト等の該当部分を読ん
できてください。
【復習】レジュメ・資料を読み直し、授業で得た知識等を確
認してください。

4時間対面

第4回 受講生による報告と議論（２） 【予習】担当教員が指示したテキスト等の該当部分を読ん
できてください。
【復習】レジュメ・資料を読み直し、授業で得た知識等を確
認してください。

4時間対面
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第5回 受講生による報告と議論（３） 【予習】担当教員が指示したテキスト等の該当部分を読ん
できてください。
【復習】レジュメ・資料を読み直し、授業で得た知識等を確
認してください。

4時間対面

第6回 受講生による報告と議論（４） 【予習】担当教員が指示したテキスト等の該当部分を読ん
できてください。
【復習】レジュメ・資料を読み直し、授業で得た知識等を確
認してください。

4時間対面

第7回 受講生による報告と議論（５） 【予習】担当教員が指示したテキスト等の該当部分を読ん
できてください。
【復習】レジュメ・資料を読み直し、授業で得た知識等を確
認してください。

4時間対面

第8回 受講生による報告と議論（６） 【予習】担当教員が指示したテキスト等の該当部分を読ん
できてください。
【復習】レジュメ・資料を読み直し、授業で得た知識等を確
認してください。

4時間対面

第9回 受講生による報告と議論（７） 【予習】担当教員が指示したテキスト等の該当部分を読ん
できてください。
【復習】レジュメ・資料を読み直し、授業で得た知識等を確
認してください。

4時間対面

第10回 受講生による報告と議論（８） 【予習】担当教員が指示したテキスト等の該当部分を読ん
できてください。
【復習】レジュメ・資料を読み直し、授業で得た知識等を確
認してください。

4時間対面

第11回 受講生による報告と議論（９） 【予習】担当教員が指示したテキスト等の該当部分を読ん
できてください。
【復習】レジュメ・資料を読み直し、授業で得た知識等を確
認してください。

4時間対面

第12回 受講生による報告と議論（１０） 【予習】担当教員が指示したテキスト等の該当部分を読ん
できてください。
【復習】レジュメ・資料を読み直し、授業で得た知識等を確
認してください。

4時間対面

第13回 受講生による報告と議論（１１） 【予習】担当教員が指示したテキスト等の該当部分を読ん
できてください。
【復習】レジュメ・資料を読み直し、授業で得た知識等を確
認してください。

4時間対面

第14回 受講生による報告と議論（１２） 【予習】担当教員が指示したテキスト等の該当部分を読ん
できてください。
【復習】レジュメ・資料を読み直し、授業で得た知識等を確
認してください。

4時間対面

第15回 まとめ
半期のまとめと総括。

【予習】担当教員が指示したテキスト等の該当部分を読ん
できてください。
【復習】レジュメ・資料を読み直し、授業で得た知識等を確
認してください。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅠＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

2渡邉　康行

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G2

法学部専門教育科目

テーマ 憲法と家族を考える

授業の目的及び概要
近年、家族法の分野に関して、憲法違反が争われる事例が大変多くなっています。婚外子法定相続分違憲訴訟、再婚禁止期間違憲訴訟、夫婦同氏制
違憲訴訟、同姓婚訴訟、性同一性障害者特例法違憲訴訟などです。この演習では、報告者がこうした訴訟に関する判決や論文を素材としてプレゼン
テーションを行い、それに基づいて参加者全員が議論を行います。本演習担当者は、2022年度まで一橋大学法科大学院・公共政策大学で長年にわた
り授業を担当していたため、その経験を踏まえて演習参加者に対してたびたび発言を求める。したがって、報告担当者は周到な準備が必要であること
はもちろんであるが、それ以外の学生も十分に予習をしてくることが求められる。
学期を通じて、共通するテーマを扱うことにより、憲法と家族という問題について深い理解を得ることを目的とする。特定の問題領域について詳しい理解
を得ることは、その他の憲法問題への関心と理解を深めることにつながるだろう。

学修の到達目標
関連する判例・文献を調査することができる能力、それらを精読する能力、それを基に自分の意見を作り、他人に対して説明する能力、報告者の見解を
的確に理解し、それとは異なった観点を提示する能力などを養う。それらを通じて、法科大学院既修者入試試験を突破できる程度の学力の基礎を身に
着ける。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
報告内容等については、授業のなかで解説・講評を行う。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

1年次に配当されている憲法関係科目の単位を取得済み（又は取得見込み）であり、かつ2年次に配当されている憲法・行政法関係科目を履修予定で
あることを要件とする。法曹・公務員・研究者など、将来法律に関係する職業を志望している、意欲の高い学生が履修することを想定している。楽に単位
を取得したいと思っている学生には不向きな演習であるため、厳にご遠慮願いたい。他方で、視線を高くもち、積極的に演習に参加する学生にとって
は、学力を向上させる良い機会になるはずである。当然ながら、正当な理由がない限り欠席は認めない。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

００

０30０70

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストとしては、判決文や論文などを配布する。

参考書

参考書としては、さしあたり、憲法研究4号「特集『個人の尊重』と家族」（信山社、2019年）を挙げておく。本演
習担当者の体系書として、渡辺・宍戸・松本・工藤『憲法Ⅰ〔第２版〕』（2023年）、『憲法Ⅱ　総論・統治』（2020
年）（いずれも日本評論社）がある。これらは現在、司法試験や国家公務員総合職試験などの受験生にとって
定番の基本書となっているものである。

なし。

978-4-7972-6524-8
978-4-535-5271-9
978-4-535-52479-8

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 授業の進め方などのガイダンス。報告の担当の決定など。 自分が報告したいテーマについて、予めいくつか候補を考
えておく。

1時間対面

第2回 履修者による報告 報告者はレジュメを作成して、報告する。担当者以外の受
講生は、配布された資料を事前に熟読し、討論に参加で
きるように準備する。

4時間対面

第3回 履修者による報告 報告者はレジュメを作成して、報告する。担当者以外の受
講生は、配布された資料を事前に熟読し、討論に参加で
きるように準備する。

4時間対面

第4回 履修者による報告 報告者はレジュメを作成して、報告する。担当者以外の受
講生は、配布された資料を事前に熟読し、討論に参加で
きるように準備する。

4時間対面

第5回 履修者による報告 報告者はレジュメを作成して、報告する。担当者以外の受
講生は、配布された資料を事前に熟読し、討論に参加で
きるように準備する。

4時間対面

第6回 履修者による報告 報告者はレジュメを作成して、報告する。担当者以外の受
講生は、配布された資料を事前に熟読し、討論に参加で
きるように準備する。

4時間対面
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第7回 履修者による報告 報告者はレジュメを作成して、報告する。担当者以外の受
講生は、配布された資料を事前に熟読し、討論に参加で
きるように準備する。

4時間対面

第8回 履修者による報告 報告者はレジュメを作成して、報告する。担当者以外の受
講生は、配布された資料を事前に熟読し、討論に参加で
きるように準備する。

4時間対面

第9回 履修者による報告 報告者はレジュメを作成して、報告する。担当者以外の受
講生は、配布された資料を事前に熟読し、討論に参加で
きるように準備する。

4時間対面

第10回 履修者による報告 報告者はレジュメを作成して、報告する。担当者以外の受
講生は、配布された資料を事前に熟読し、討論に参加で
きるように準備する。

4時間対面

第11回 履修者による報告 報告者はレジュメを作成して、報告する。担当者以外の受
講生は、配布された資料を事前に熟読し、討論に参加で
きるように準備する。

4時間対面

第12回 履修者による報告 報告者はレジュメを作成して、報告する。担当者以外の受
講生は、配布された資料を事前に熟読し、討論に参加で
きるように準備する。

4時間対面

第13回 履修者による報告 報告者はレジュメを作成して、報告する。担当者以外の受
講生は、配布された資料を事前に熟読し、討論に参加で
きるように準備する。

4時間対面

第14回 履修者による報告 報告者はレジュメを作成して、報告する。担当者以外の受
講生は、配布された資料を事前に熟読し、討論に参加で
きるように準備する。

4時間対面

第15回 これまでの授業のまとめ これまでの授業内容を復習する。 4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅠＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

2伊藤　政也

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G2

法学部専門教育科目

テーマ ビジネスと法律を学ぶ

授業の目的及び概要
ビジネス関連の話題をベースに、法学部で必要とされる法的知識の基礎的な事項を学習します（特に民事法分野について扱います）。学習の過程にお
いて、文献調査やプレゼンテーション、ディベートなどの各種手法を用いて、「（資料に依拠しながら）自分で考える」、「自分が考えたことを他人に伝え
る」、「相手からの反論を予測しつつ自分の主張を組みたたえる」といったことを実践していきます。それゆえ、必然的に基本的なアカデミックスキルの修
得も目的に含まれます。

学修の到達目標
・ビジネスに関する基礎知識を獲得する。
・ビジネスに関連する法的知識を身に着け、実践として活用することができる。
・他者と協力して、調査・報告・プレゼンテーション等を行うことができる。
・自己の主張だけでなく、相手の主張も予測・分析することができる。
・大学生活を送るうえでの基本的なアカデミックスキルを獲得する。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
・報告方法やレジュメの作成については、初回に指導を行う。
・テーマに関する調査方法などについても適宜指導を行う。
・学生が作成したレジュメに基づき、教員が改善点などを指摘する形で行う。特に、理解していない単語の使用については念入りに指摘する。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

・わかったふりやわかりませんと答える安直な姿勢は認めません。一度、「考える」ことと真剣に向き合ってみましょう。
・授業の準備は相当程度大変なものになると思います。「大変でも実力をつけたい。」、そのように考える受講生の参加を期待しています。
・資格試験・公務員試験の受験等で個別の相談が必要な場合は申し出るようにしてください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

050050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキスト・参考書については、授業内で適時紹介します。

参考書

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 授業の概要や到達目標について、ガイダンスを行います。 【予習】シラバスとガイダンス資料を事前に確認しておくこ
と。
【復習】配布資料の該当箇所を読み直し、講義で得た知識
を確認してください。

4時間対面

第2回 法的紛争を分析する　ビジネス法 【予習】配布資料を事前に確認しておくこと。
【復習】配布資料の該当箇所を読み直し、講義で得た知識
を確認してください。

4時間対面

第3回 法律ディベート１　調査 【予習】配布資料を事前に確認しておくこと。
【復習】配布資料の該当箇所を読み直し、講義で得た知識
を確認してください。

4時間対面

第4回 法律ディベート２　立論 【予習】配布資料を事前に確認しておくこと。
【復習】配布資料の該当箇所を読み直し、講義で得た知識
を確認してください。

4時間対面

第5回 法律ディベート３　実践① 【予習】配布資料を事前に確認しておくこと。
【復習】配布資料の該当箇所を読み直し、講義で得た知識
を確認してください。

4時間対面

第6回 法律ディベート４　実践② 【予習】配布資料を事前に確認しておくこと。
【復習】配布資料の該当箇所を読み直し、講義で得た知識
を確認してください。

4時間対面

第7回 資料調査・分析の方法　応用 【予習】配布資料を事前に確認しておくこと。
【復習】配布資料の該当箇所を読み直し、講義で得た知識
を確認してください。

4時間オンデマンド
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第8回 研究報告１ 【予習】配布資料を事前に確認しておくこと。
【復習】配布資料の該当箇所を読み直し、講義で得た知識
を確認してください。

4時間対面

第9回 研究報告２ 【予習】配布資料を事前に確認しておくこと。
【復習】配布資料の該当箇所を読み直し、講義で得た知識
を確認してください。

4時間対面

第10回 研究報告３ 【予習】配布資料を事前に確認しておくこと。
【復習】配布資料の該当箇所を読み直し、講義で得た知識
を確認してください。

4時間対面

第11回 ディベート１　課題分析 【予習】配布資料を事前に確認しておくこと。
【復習】配布資料の該当箇所を読み直し、講義で得た知識
を確認してください。

4時間対面

第12回 ディベート２　法分野・他分野の調査 【予習】配布資料を事前に確認しておくこと。
【復習】配布資料の該当箇所を読み直し、講義で得た知識
を確認してください。

4時間対面

第13回 ディベート３　立論と演習 【予習】配布資料を事前に確認しておくこと。
【復習】配布資料の該当箇所を読み直し、講義で得た知識
を確認してください。

4時間対面

第14回 ディベート４　実践 【予習】配布資料を事前に確認しておくこと。
【復習】配布資料の該当箇所を読み直し、講義で得た知識
を確認してください。

4時間対面

第15回 これまでの学習のまとめ 【予習】配布資料を事前に確認しておくこと。
【復習】配布資料の該当箇所を読み直し、講義で得た知識
を確認してください。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅠＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

2高田　尚彦

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G2

法学部専門教育科目

テーマ 企業（会社・個人事業）に関わる法的問題を考える。

授業の目的及び概要
私たちは、生きていくために働く。自分一人でモノ作りなどして働く者もいれば、プロスポーツ選手もいるし、自ら起業して人を雇う者、会社を立ち上げて
経営する者、会社に就職して働く者、さまざまである。ただ、その周りには、必ず誰かが存在し、トラブルや法的問題が生じることが少なくない。
　大雑把にいえば、そのようなビジネスに関わる法的問題に関心を寄せ、それらを検討・分析・議論し、一定の結論に導き、それを報告することにより、
今後の人生に活かすことができることを目的とする。
　演習は、受け身ではなく、自分で考え、疑問があれば質問し、自由に見解を述べることが最も重要であり、それこそが将来にも役立つ。
　演習の進め方は（１）ビジネスシーンで起こりうる事件を題材に、個人またはグループで検討し、報告する。
（２）報告者以外のメンバーも同じ題材を学修し、質疑やディスカッションを積極的に行う。
　演習の人数規模やメンバーの興味関心により、進め方は柔軟に変更する。

学修の到達目標
・積極的に自分の意見を述べることができる。
・企業に関する基礎的な法的知識を獲得することができる。
・報告資料の作成、プレゼンテーション能力を獲得することができる。
・論理的・発展的思考力を身につけることができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
発表・報告内容については、レジュメ等を含めて授業内において、修正・アドバイスを行う。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告／フィールドワーク、学外見学、体験学習

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

ゼミは、仲間とともに楽しく有意義な時間を過ごす素晴らしい機会です。ただ、ダラダラと楽しむのではなく、ゼミ生の皆さんが「自分自身を鍛える」ため、
毎週決まった時間に集まる楽しい勉強会としたい。
メリハリをつけて一緒に頑張りましょう。
積極的・意欲的に楽しく学修しようと考える皆さんの参加をお待ちしています。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

050050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキスト・参考書については、授業内で適宜案内する。

参考書

テキスト・参考書については、
授業内で適宜案内する。ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス、春学期の総括、授業の進め方・報告方法の説明、報告者
の決定。

【予習】担当教員が指示したテキスト等に目を通しておくこ
と。
【復習】テキスト・レジュメ・資料等を読み直し、授業で得た
知識等を確認すること。

4時間対面

第2回 判例の検索方法・レジュメの作成方法・報告方法の再確認。 【予習】担当教員が指示したテキスト等に目を通しておくこ
と。
【復習】テキスト・レジュメ・資料等を読み直し、授業で得た
知識等を確認すること。

4時間オンデマンド

第3回 受講生による報告と議論（１） 【予習】担当教員が指示したテキスト等に目を通しておくこ
と。
【復習】テキスト・レジュメ・資料等を読み直し、授業で得た
知識等を確認すること。

4時間対面

第4回 受講生による報告と議論（２） 【予習】担当教員が指示したテキスト等に目を通しておくこ
と。
【復習】テキスト・レジュメ・資料等を読み直し、授業で得た
知識等を確認すること。

4時間対面
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第5回 受講生による報告と議論（３） 【予習】担当教員が指示したテキスト等に目を通しておくこ
と。
【復習】テキスト・レジュメ・資料等を読み直し、授業で得た
知識等を確認すること。

4時間対面

第6回 受講生による報告と議論（４） 【予習】担当教員が指示したテキスト等に目を通しておくこ
と。
【復習】テキスト・レジュメ・資料等を読み直し、授業で得た
知識等を確認すること。

4時間対面

第7回 受講生による報告と議論（５） 【予習】担当教員が指示したテキスト等に目を通しておくこ
と。
【復習】テキスト・レジュメ・資料等を読み直し、授業で得た
知識等を確認すること。

4時間対面

第8回 受講生による報告と議論（６） 【予習】担当教員が指示したテキスト等に目を通しておくこ
と。
【復習】テキスト・レジュメ・資料等を読み直し、授業で得た
知識等を確認すること。

4時間対面

第9回 受講生による報告と議論（７） 【予習】担当教員が指示したテキスト等に目を通しておくこ
と。
【復習】テキスト・レジュメ・資料等を読み直し、授業で得た
知識等を確認すること。

4時間対面

第10回 受講生による報告と議論（８） 【予習】担当教員が指示したテキスト等に目を通しておくこ
と。
【復習】テキスト・レジュメ・資料等を読み直し、授業で得た
知識等を確認すること。

4時間対面

第11回 受講生による報告と議論（９） 【予習】担当教員が指示したテキスト等に目を通しておくこ
と。
【復習】テキスト・レジュメ・資料等を読み直し、授業で得た
知識等を確認すること。

4時間対面

第12回 受講生による報告と議論（10） 【予習】担当教員が指示したテキスト等に目を通しておくこ
と。
【復習】テキスト・レジュメ・資料等を読み直し、授業で得た
知識等を確認すること。

4時間対面

第13回 受講生による報告と議論（11） 【予習】担当教員が指示したテキスト等に目を通しておくこ
と。
【復習】テキスト・レジュメ・資料等を読み直し、授業で得た
知識等を確認すること。

4時間対面

第14回 受講生による報告と議論（12） 【予習】担当教員が指示したテキスト等に目を通しておくこ
と。
【復習】テキスト・レジュメ・資料等を読み直し、授業で得た
知識等を確認すること。

4時間対面

第15回 受講生による報告と議論（13）、今年度の総括。 【予習】担当教員が指示したテキスト等に目を通しておくこ
と。
【復習】テキスト・レジュメ・資料等を読み直し、授業で得た
知識等を確認すること。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅠＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

2西脇　邦雄

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G2

法学部専門教育科目

テーマ １８歳から学ぶー政治学の第１歩

授業の目的及び概要
春学期を踏まえ、秋学期は学部研究発表大会への参加を目標にトピックから研究のアウトラインを発表する。
池上彰「大人の教養３」をテキストに、最新の政治のテーマである、気候変動、現代社会とウイルス
データー経済と DXの各章を輪読する。
 SDGsカードゲームをアクティブラーニングとして実施する。
年間を通じて主権者教育としての授業を構成する。

学修の到達目標
秋学期はトピックを整理し、研究アウトラインを作成し、小論文を書く力を修得する。
 池上彰「大人の教養３」の各章を輪読し、 SDGsカードゲームに参加することで
気候変動や国連が目指す持続可能な社会の目標について説明できる。
政治的なリテラシーを理解することで、主権者教育を受けた市民としての素養を身につけることができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
提出物に対し、添削などコメントをフィードバックする。
研究発表大会参加についてはグループや個別面談で、時間をかけての指導を行う。
（昨年度3組で45時間）

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告／フィールドワーク、学外見学、体験学習

本科目の担当教員は、大阪府議会議員を16年務めた経験を有する。府議会議員として、自治体における日中友好、日華友好、日韓友好（韓国大使表
彰）、日ロ友好、日本モンゴル友好活動に取り組んできた。本科目では、これらの経験を活かしながら、地方自治と国際協力について、具体事例を交え
ながら、実践的な教育を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

ポストコロナの世界は、気候変動対策や新しい資本主義の考え方による大きな変化が起こる可能性が高い。
これからの未来を生きるみなさんが、どのように生きるのか考えてほしい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

20
研究発表大会への出場による15分の
発表を評価する。00

003050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

特になし

参考書

①おとなの教養3　池上彰　NHK出版新書　2021年
②18歳から考える人権　宍戸常寿　法律文化社　2020年
③13歳から考える住まいの権利　葛西リサ　かもがわ出版　2023年

なし

① 978-4-14-088650-2
②978-4-589-04117
③978-4-7803-1247-8

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 秋学期ガイダンス
研究発表大会の準備

復習４時間　春学期の情報検索でのトピックを研究のアウ
トラインに仕上げるための計画を練る。
輪読の章の要約と発表の準備を行う。

4時間対面

第2回 ニュー試、google入社試験　論理的思考を磨く 予習2時間　google入社試験などを調べて予習する。
復習2時間　授業での課題について再読し理解を深める。

4時間対面

第3回 大人の教養を読む1　１章気候変動 予習2時間　大人の教養を読む、発表の準備をする。
復習2時間　授業での課題について再読し理解を深める。

4時間対面

第4回 大人の教養を読む2　１章気候変動 予習2時間　大人の教養を読む、発表の準備をする。
復習2時間　授業での課題について再読し理解を深める。

4時間対面

第5回 国連の開発目標であるSDGsの理解のために
カードゲームをアクティブラーニングの方法で実施

予習2時間　SDGsの目標について事前学習を行う。
復習2時間　 経済の発展と格差や社会指標がトレードオフ
になった理由を考察する。

4時間対面

第6回 大人の教養を読む3　1章気候変動 予習2時間　大人の教養を読む、発表の準備をする。
復習2時間　授業での課題について再読し理解を深める。

4時間対面

第7回 研究発表大会の準備　発表の練習
大人の教養を読む４２章現代社会とウイルス

予習2時間　大人の教養を読む、発表の準備をする。
復習2時間　授業での課題について再読し理解を深める。

4時間対面

第8回 気候変動についての知識確認テスト及び中間まとめ 復習4時間　1章気候変動についてレポートを相互参照し
て復習する。

4時間オンデマンド
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第9回 研究発表大会での取り組みを総括する。
研究発表大会のアーカイブを視聴し、ルーブリック審査を行う。
大人の教養を読む５２章現代社会とウイルス

予習2時間　大人の教養を読む、発表の準備をする。
復習2時間　発表者の内容をルーブリック評価で審査を体
験し、理解を深める。
授業での課題について再読し理解を深める。

4時間対面

第10回 大人の教養を読む６２章現代社会とウイルス 予習2時間　大人の教養を読む、発表の準備をする。
復習2時間　授業での課題について再読し理解を深める。

4時間対面

第11回 大人の教養を読む７３章データー経済とDX 予習2時間　大人の教養を読む、発表の準備をする。
復習2時間　授業での課題について再読し理解を深める。

4時間対面

第12回 大人の教養を読む8 3章データー経済とDX 予習2時間　大人の教養を読む、発表の準備をする。
復習2時間　授業での課題について再読し理解を深める。

4時間対面

第13回 留学生交流 予習2時間　留学生の出身地を調べ国の事情や文化など
質問を準備する。
復習2時間　対話を振り返り相互理解を深めるために何が
必要か考える。

4時間対面

第14回 大人の教養を読む９　３章データー経済とDX 予習2時間　大人の教養を読む、発表の準備をする。
復習2時間　授業での課題について再読し理解を深める。

4時間対面

第15回 秋学期のまとめ 交流会 復習４時間　秋学期の発表や研究成果をラーニングポー
タルや学修ポートフォリオなどに蓄積し、各自自己評価を
行う。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅠＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

2小川　富之

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G2

法学部専門教育科目

テーマ 家族と法

授業の目的及び概要
私たちは、家族の一員として誕生し、成長し、学校に通い、独立して一人暮らしを始め、就職してからも様々な契約の中で生活を送り、結婚し、マイホー
ムを購入し家具をそろえ、子どもが誕生し、仕事を辞めて老後を過ごし、最終的には死亡して、その一生を終えることになる。
この講義では、前期で学習した人の一生の中で生じる様々な法律問題の理解を前提に、家族としての生活に焦点を当て法律問題を学習することで民
法を理解し、法的思考力を醸成することを目的とする。

学修の到達目標
１．家族生活と民法とのかかわりを理解し、具体的な事例に対して、どのような法的対応がなされるかを、説明することができる。
２．民法の全体像を理解したうえで、その中で規定される家族法の位置づけについて理解し、それを適切に説明することができる。
３．家族生活の中で生じる様々な問題から、自分の関心のある報告テーマを選択し、それについて説明するために必要な準備をし、わかりやすくみんな
に説明できるようになる。
４．報告者の説明を聞いて、その内容について理解したうえで、自分の考えを法的根拠を基に説明できるようになる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
報告レジュメの作成方法をわかりやすく指導し、提出された内容について、必要な修正等、より完成度の高いものが準備できるようになるよう指導する。
演習での報告に関しては、自分の理解していることを、どのようにしたら、適切に説明できるようになるか、適宜指導し、改善を図る。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

家族生活の中で生じる様々な法律問題について考える演習なので、このような演習の内容に興味のある、積極的な受講生の参加を期待している。
民法の中の家族法について学習し、法律を学ぶ基礎学力をきちんと修得したいと思っている、熱心な学生を歓迎している。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

50
報告レジュメの作成

00

0０050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

小川富之他編『家族法〔第３版〕』（法律文化社、2023年）

参考書

必要に応じて紹介する。

ISBN-978-4-589-04284-2
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 「ガイダンス」
自己紹介
テキストの説明
参考書等の指定および活用方法の説明
2回目以降の報告者担当の決定

第1回の演習なので、シラバスを確認して、民法全体の構
成を理解する。（2時間）
事後学習として、テキスト全体の概要をする。（2時間）

4時間対面

第2回 「家族法の基礎知識」
家族法の意義
家族法の基本原則の変遷
家族関係と親族関係
家族関係の公示と戸籍

事前学習として、テキストの第1章「家族法の基礎知識」を
読んで概要を理解する。（2時間）
事後学習として、報告および質疑応答で提示された問題
について考えてみる。（2時間）

4時間対面

第3回 「婚姻の成立」
婚姻制度の理念
婚姻の成立要件
婚姻の無効および取消し
婚約

事前学習として、テキストの第2章「婚姻の成立」を読んで
概要を理解する。（2時間）
事後学習として、報告および質疑応答で提示された問題
について考えてみる。（2時間）

4時間対面

第4回 「内縁関係」
内縁保護の歴史
内縁の成立
内縁の効果
内縁の解消
婚姻外関係に対する法的保護の在り方

事前学習として、テキストの第3章「内縁関係」を読んで概
要を理解する。（2時間）
事後学習として、報告および質疑応答で提示された問題
について考えてみる。（2時間）

4時間オンデマンド
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第5回 「夫婦の法律関係」
婚姻の一般的効果
貞操義務
夫婦の財産関係
婚姻費用の分担
日常家事債務の連帯責任

事前学習として、テキストの第4章「夫婦の法律関係」を読
んで概要を理解する。（2時間）
事後学習として、報告および質疑応答で提示された問題
について考えてみる。（2時間）

4時間対面

第6回 「婚姻の解消」
離婚の方法
裁判離婚
離婚の効果

事前学習として、テキストの第5章「婚姻の解消」を読んで
概要を理解する。（2時間）
事後学習として、報告および質疑応答で提示された問題
について考えてみる。（2時間）

4時間対面

第7回 「実子」
実親子関係の成立
嫡出親子関係の成立
非嫡出親子関係の成立
生殖補助医療と法的親子関係

事前学習として、テキストの第6章「実子」を読んで概要を
理解する。（2時間）
事後学習として、報告および質疑応答で提示された問題
について考えてみる。（2時間）

4時間対面

第8回 「養子」
養子縁組制度の歴史
普通養子縁組の成立要件
普通養子縁組の効果
普通養子縁組の無効・取消し・離縁
特別養子縁組

事前学習として、テキストの第7章「養子」を読んで概要を
理解する。（2時間）
事後学習として、報告および質疑応答で提示された問題
について考えてみる。（2時間）

4時間対面

第9回 「親権と子どもの保護」
親権の意義
親権者と子
親権の内容
親権濫用への法的対応
未成年後見

事前学習として、テキストの第8章「親権と子どもの保護」
を読んで概要を理解する。（2時間）
事後学習として、報告および質疑応答で提示された問題
について考えてみる。（2時間）

4時間オンデマンド

第10回 「高齢者の生活保障と法」
高齢社会と社会保障制度
意思無能力
成年後見制度
扶養

事前学習として、テキストの第9章「高齢者の生活保障と
法」を読んで概要を理解する。（2時間）
事後学習として、報告および質疑応答で提示された問題
について考えてみる。（2時間）

4時間対面

第11回 「死亡と相続」
相続制度の歴史
相続制度の意義
相続の開始
相続回復請求権
相続財産に関する費用

事前学習として、テキストの第10章「死亡と法」を読んで概
要を理解する。（2時間）
事後学習として、報告および質疑応答で提示された問題
について考えてみる。（2時間）

4時間対面

第12回 「相続人と相続分」
相続人
相続欠格と推定相続人の廃除
相続の承認と放棄
相続分

事前学習として、テキストの第11章「相続人と相続分」を読
んで概要を理解する。（2時間）
事後学習として、報告および質疑応答で提示された問題
について考えてみる。（2時間）

4時間対面

第13回 「相続財産・遺産分割」
相続財産の範囲
相続と登記
遺産共有
遺産分割

事前学習として、テキストの第12章「相続財産・遺産分割」
を読んで概要を理解する。（2時間）
事後学習として、報告および質疑応答で提示された問題
について考えてみる。（2時間）

4時間対面

第14回 「遺言と相続」
遺言制度
遺言の方式
遺言の取消し・無効・撤回
遺贈
遺言の執行
遺留分

事前学習として、テキストの第13章「遺言と相続」を読んで
概要を理解する。（2時間）
事後学習として、報告および質疑応答で提示された問題
について考えてみる。（2時間）

4時間対面

第15回 「国際的な家族関係」
国籍と国際的な家族関係
婚姻関係の国際化
離婚関係の国際化
親子関係の国際化
親族関係の国際化
相続関係の国際化

事前学習として、テキストの第14章「国際的な家族関係」
を読んで概要を理解する。（2時間）
事後学習として、報告および質疑応答で提示された問題
について考えてみる。（2時間）

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅠＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

2石尾　賢二

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G2

法学部専門教育科目

テーマ 民法家族法の基礎

授業の目的及び概要
民法の法律問題の中で基礎的な問題を学ぶ。分野は家族法を中心とする。
家族法分野における重要な判例を取り上げ、事実関係を分析し、問題点を明らかにし、裁判所の判断を検討する。
授業において各担当者が個々の判決について検討・報告し、その後、全員で議論する。
集団での討論によって問題解決を図ることを目的とし、報告者の適切な問題提起と報告を受けた者の適切に意見表明の促進を意図する。
これらのことを通して様々に部門での自主的な問題解決能力が促進されることを企図する。自主的な勉学は各種試験のためにも役立つものである。

学修の到達目標
1.家族法に関する基本的な事項について理解し、判断することができる。
2.家族法に関する事例において、事案を正確に把握し、問題点を整理し、裁判所の判断を的確に説明できる。
3.報告者は検討したことを授業で適切に報告することができる。
4.報告者以外の者は報告に対して適切に自分の意見を述べることができる。
5.各人の意見表明を受けて適切な結論を導く方法を探求する。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
教員は報告者のレジュメについての事前に質疑を受け、事後に意見を述べ。授業での議論について意見を述べる。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

民法に関心があり、積極的に参加することを希望します。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

40
担当報告

00

00060

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

①民法判例百選III 親族・相続〔第3版〕，大村 敦志 、沖野 眞已 編，有斐閣，2023年

参考書

事前に指示した判例について検討するために、各種判例集(民集、判例時報、判例タイムズ)、判例百選が有
用である。これらはデータベースでも利用できる。

①978-4641115644
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
自己紹介から始めます。
その後、ゼミの方法を説明し、判例百選の中から1回目の予習復習に
係れている判決を紹介し(別のテーマを選んでもよい)、各人の担当を決
定する。
1回目のゼミでその後の内容が決定される。

嫡出性を付与婚姻の効力、夫婦日常家事代理権、夫と通
じた者への慰謝料請求権、離婚原因・精神病、有責配偶
者の離婚請求、財産分与と詐害行為取消範囲、婚約の成
立、婚姻外男女関係の解消と不法行為、遺族給付の重婚
的内縁配偶者への帰属、推定の及ばない嫡出子、親子
関係不存在確認請求、虚偽の嫡出子出生届等と認知の
効力、認知無効と養子縁組の成否、嫡出子として届出し
た者の代諾養子縁組の効力、特別養子の要件、子の引
渡請求と拘束の顕著な違法性、遺産分割と利益相反行
為、児童相談所長の親権喪失の宣告、相続放棄と後見人
の利益相反行為、父母の養育費支払合意と子の扶養料
請求、寄与分と遺留分の関係、共同相続人間の相続回復
請求、遺産分割協議と詐害行為取消権、遺産分割後の負
担不履行解除、相続と登記、限定承認相続人の死因贈与
取得、受遺者選定委託遺言の効力、相続債務の際の遺
留分侵害額算定方法、１０３４条の目的の価額、減殺の順
序等

4時間対面

第2回 ２回目の授業はまず教員が報告し、全員で議論を実施する。テーマは
前回示したものの中の余ったものの中の一つになる。

事前に当該判決を読み、民法判例百選を読み、全体の議
論を把握し、個別に必要な文献を調べ、自分の意見をまと
めておく。事後には議論を踏まえて自ら再度判決を読み、
問題点を整理し、再度意見をまとめる。

4時間対面
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第3回 担当の順番は、一番最初に提示したテーマの順番となる。 事前に当該判決を読み、民法判例百選を読み、全体の議
論を把握し、個別に必要な文献を調べ、自分の意見をまと
めておく。事後には議論を踏まえて自ら再度判決を読み、
問題点を整理し、再度意見をまとめる。

4時間対面

第4回 担当の順番は、一番最初に提示したテーマの順番となる。 事前に当該判決を読み、民法判例百選を読み、全体の議
論を把握し、個別に必要な文献を調べ、自分の意見をまと
めておく。事後には議論を踏まえて自ら再度判決を読み、
問題点を整理し、再度意見をまとめる。

4時間対面

第5回 担当の順番は、一番最初に提示したテーマの順番となる。 事前に当該判決を読み、民法判例百選を読み、全体の議
論を把握し、個別に必要な文献を調べ、自分の意見をまと
めておく。事後には議論を踏まえて自ら再度判決を読み、
問題点を整理し、再度意見をまとめる。

4時間対面

第6回 担当の順番は、一番最初に提示したテーマの順番となる。 事前に当該判決を読み、民法判例百選を読み、全体の議
論を把握し、個別に必要な文献を調べ、自分の意見をまと
めておく。事後には議論を踏まえて自ら再度判決を読み、
問題点を整理し、再度意見をまとめる。

4時間対面

第7回 担当の順番は、一番最初に提示したテーマの順番となる。 事前に当該判決を読み、民法判例百選を読み、全体の議
論を把握し、個別に必要な文献を調べ、自分の意見をまと
めておく。事後には議論を踏まえて自ら再度判決を読み、
問題点を整理し、再度意見をまとめる。

4時間対面

第8回 担当の順番は、一番最初に提示したテーマの順番となる。 事前に当該判決を読み、民法判例百選を読み、全体の議
論を把握し、個別に必要な文献を調べ、自分の意見をまと
めておく。事後には議論を踏まえて自ら再度判決を読み、
問題点を整理し、再度意見をまとめる。

4時間対面

第9回 担当の順番は、一番最初に提示したテーマの順番となる。 事前に当該判決を読み、民法判例百選を読み、全体の議
論を把握し、個別に必要な文献を調べ、自分の意見をまと
めておく。事後には議論を踏まえて自ら再度判決を読み、
問題点を整理し、再度意見をまとめる。

4時間対面

第10回 担当の順番は、一番最初に提示したテーマの順番となる。 事前に当該判決を読み、民法判例百選を読み、全体の議
論を把握し、個別に必要な文献を調べ、自分の意見をまと
めておく。事後には議論を踏まえて自ら再度判決を読み、
問題点を整理し、再度意見をまとめる。

4時間対面

第11回 担当の順番は、一番最初に提示したテーマの順番となる。 事前に当該判決を読み、民法判例百選を読み、全体の議
論を把握し、個別に必要な文献を調べ、自分の意見をまと
めておく。事後には議論を踏まえて自ら再度判決を読み、
問題点を整理し、再度意見をまとめる。

4時間対面

第12回 担当の順番は、一番最初に提示したテーマの順番となる。 事前に当該判決を読み、民法判例百選を読み、全体の議
論を把握し、個別に必要な文献を調べ、自分の意見をまと
めておく。事後には議論を踏まえて自ら再度判決を読み、
問題点を整理し、再度意見をまとめる。

4時間対面

第13回 担当の順番は、一番最初に提示したテーマの順番となる。 事前に当該判決を読み、民法判例百選を読み、全体の議
論を把握し、個別に必要な文献を調べ、自分の意見をまと
めておく。事後には議論を踏まえて自ら再度判決を読み、
問題点を整理し、再度意見をまとめる。

4時間対面

第14回 担当の順番は、一番最初に提示したテーマの順番となる。 事前に当該判決を読み、民法判例百選を読み、全体の議
論を把握し、個別に必要な文献を調べ、自分の意見をまと
めておく。事後には議論を踏まえて自ら再度判決を読み、
問題点を整理し、再度意見をまとめる。

4時間対面

第15回 担当の順番は、一番最初に提示したテーマの順番となる。 事前に当該判決を読み、民法判例百選を読み、全体の議
論を把握し、個別に必要な文献を調べ、自分の意見をまと
めておく。事後には議論を踏まえて自ら再度判決を読み、
問題点を整理し、再度意見をまとめる。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅠＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

2田中　嗣久

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G2

法学部専門教育科目

テーマ 民法（財産法・家族法）の基本的知識の理解

授業の目的及び概要
授業のレベルは非常に基本的なものです。私たちの生活における基本法である「民法」を理解することで、卒業後の企業人としての社会生活力を大きく
身につける授業とします。

学修の到達目標
・社会人として必要な法的なものの考え方が行えるようになる。
・自分の考え方をしっかりと主張できるようになる。
・他人の意見を正確にきくことができるようになる。
・他者とのコミュニケーションが円滑に行えるようになる。
・宅建試験を受検できるようになる

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
授業内で講評します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

・この授業を受講すると民法に興味をもち民法が好きになります。
・日常生活は民法に囲まれた生活です。絶えず身の回りの民法を意識すると、学修に対する意欲・モチベーションが高められると思います。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

000

050０50

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

特にありません。

参考書

特にありません。

なし

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 今後の授業についての説明と心構えを説明し全員の考えを聞く。 予習　次回のテーマについてどのような討論をするか自
分なりに考える。
復習　発表者が作成し配布したレジュメを読み直す。ま
た、前回行われた討論内容を思い出し復習し理解を深め
る。

4時間対面

第2回 民法の問題を、学生が調査研究し、レジュメを作成し、全員に配布し、
発表する。その後質疑応答し、全員で討論する。一人持ち時間４５分間
で、２人発表する。

予習　次回のテーマについてどのような討論をするか自
分なりに考える。
復習　発表者が作成し配布したレジュメを読み直す。ま
た、前回行われた討論内容を思い出し復習し理解を深め
る。

4時間対面

第3回 民法の問題を、学生が調査研究し、レジュメを作成し、全員に配布し、
発表する。その後質疑応答し、全員で討論する。一人持ち時間４５分間
で、２人発表する。

予習　次回のテーマについてどのような討論をするか自
分なりに考える。
復習　発表者が作成し配布したレジュメを読み直す。ま
た、前回行われた討論内容を思い出し復習し理解を深め
る。

4時間対面

第4回 民法の問題を、学生が調査研究し、レジュメを作成し、全員に配布し、
発表する。その後質疑応答し、全員で討論する。一人持ち時間４５分間
で、２人発表する。

予習　次回のテーマについてどのような討論をするか自
分なりに考える。
復習　発表者が作成し配布したレジュメを読み直す。ま
た、前回行われた討論内容を思い出し復習し理解を深め
る。

4時間対面
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第5回 民法の問題を、学生が調査研究し、レジュメを作成し、全員に配布し、
発表する。その後質疑応答し、全員で討論する。一人持ち時間４５分間
で、２人発表する。

予習　次回のテーマについてどのような討論をするか自
分なりに考える。
復習　発表者が作成し配布したレジュメを読み直す。ま
た、前回行われた討論内容を思い出し復習し理解を深め
る。

4時間対面

第6回 民法の問題を、学生が調査研究し、レジュメを作成し、全員に配布し、
発表する。その後質疑応答し、全員で討論する。一人持ち時間４５分間
で、２人発表する。

予習　次回のテーマについてどのような討論をするか自
分なりに考える。
復習　発表者が作成し配布したレジュメを読み直す。ま
た、前回行われた討論内容を思い出し復習し理解を深め
る。

4時間対面

第7回 民法の問題を、学生が調査研究し、レジュメを作成し、全員に配布し、
発表する。その後質疑応答し、全員で討論する。一人持ち時間４５分間
で、２人発表する。

予習　次回のテーマについてどのような討論をするか自
分なりに考える。
復習　発表者が作成し配布したレジュメを読み直す。ま
た、前回行われた討論内容を思い出し復習し理解を深め
る。

4時間対面

第8回 これまでの授業を総復習し、自分以外で記憶に残った発表（1つ以上）
について、その内容・自分の考え等をWord形式で1000字以内にまと
め、教員宛に添付メールで送付し、その内容を次回以降に考える。

予習　まず、これまでの発表のレジュメを総復習する。
復習　1000字作成後に、再度、レジュメを読み直しこれま
での発表を総復習する。

4時間オンデマンド

第9回 民法の問題を、学生が調査研究し、レジュメを作成し、全員に配布し、
発表する。その後質疑応答し、全員で討論する。一人持ち時間４５分間
で、２人発表する。

予習　次回のテーマについてどのような討論をするか自
分なりに考える。
復習　発表者が作成し配布したレジュメを読み直す。ま
た、前回行われた討論内容を思い出し復習し理解を深め
る。

4時間対面

第10回 民法の問題を、学生が調査研究し、レジュメを作成し、全員に配布し、
発表する。その後質疑応答し、全員で討論する。一人持ち時間４５分間
で、２人発表する。

予習　次回のテーマについてどのような討論をするか自
分なりに考える。
復習　発表者が作成し配布したレジュメを読み直す。ま
た、前回行われた討論内容を思い出し復習し理解を深め
る。

4時間対面

第11回 民法の問題を、学生が調査研究し、レジュメを作成し、全員に配布し、
発表する。その後質疑応答し、全員で討論する。一人持ち時間４５分間
で、２人発表する。

予習　次回のテーマについてどのような討論をするか自
分なりに考える。
復習　発表者が作成し配布したレジュメを読み直す。ま
た、前回行われた討論内容を思い出し復習し理解を深め
る。

4時間対面

第12回 民法の問題を、学生が調査研究し、レジュメを作成し、全員に配布し、
発表する。その後質疑応答し、全員で討論する。一人持ち時間４５分間
で、２人発表する。

予習　次回のテーマについてどのような討論をするか自
分なりに考える。
復習　発表者が作成し配布したレジュメを読み直す。ま
た、前回行われた討論内容を思い出し復習し理解を深め
る。

4時間対面

第13回 民法の問題を、学生が調査研究し、レジュメを作成し、全員に配布し、
発表する。その後質疑応答し、全員で討論する。一人持ち時間４５分間
で、２人発表する。

予習　次回のテーマについてどのような討論をするか自
分なりに考える。
復習　発表者が作成し配布したレジュメを読み直す。ま
た、前回行われた討論内容を思い出し復習し理解を深め
る。

4時間対面

第14回 民法関連の問題を、学生が調査研究し、レジュメを作成し、全員に配布
し、発表する。その後質疑応答し、全員で討論する。一人持ち時間４５
分間で、２人発表する。

予習　次回のテーマについてどのような討論をするか自
分なりに考える。
復習　発表者が作成し配布したレジュメを読み直す。ま
た、前回行われた討論内容を思い出し復習し理解を深め
る。

4時間対面

第15回 今学期の演習の全体の総括（総復習）をする。 総復習したことを考えること。（4時間程度） 4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅠＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

2石川　英樹

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G2

法学部専門教育科目

テーマ 警察と法～警察官としての判断基準と行動原理～

授業の目的及び概要
国家存立の基盤の一つである治安維持を担う警察について、「警察官の身分、服務などはどうなっているのか」「社会情勢、国民の意識の変化や要請
にどう対応しているのか」など警察の実際と治安再生に向けた改革状況等について基本的な知識を認識し、治安の現状、警察のあるべき姿について研
究をすることにより、警察官として職務を執行する上において、法的根拠に基づく揺るぎない「判断基準」と「行動原理」を習得する。

学修の到達目標
・　公務員の仕事は社会全体への奉仕の道である。全体の奉仕者として社会に貢献し、治安にあたる職業が理解できる。
・　公務員としての警察官の身分や服務等、警察の現状と課題に関する基本的知識が習得できる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
・次回授業でコメントシートを紹介し、質問への回答や補足説明を行い、理解を深めます。
・授業で発表、討議した研究結果はその都度授業で担当教員から実学に直結する講評をコメントします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

担当教員は奈良県警察本部にて、３６年間警察官として勤務し、調査官・監察官・地域指導室長など、第一線を始め管理部門での実務経験と警察庁近
畿管区警察局監察課への出向などの警察行政における人事、業務管理・企画立案及び服務・業務指導、若手警察官の育成、指導に従事してきた。
本科目では、こうした実務経験を活かして、警察官・消防官などの公安職に必要とされる職務倫理や心構え、実務で要求される知識技能など、事例を
交えつつ解説する実践的な授業を展開する。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

・　治安を担う職業を志望するにあたって憧れと不安が交錯している学生諸君、公務員の道は奉仕の道である。時には怖がられ、疎まれ、そして時々感
謝され、その行動には国民の様々な声が聞こえます。
・　しかし警察官として３６年間勤務した私が確信しているのは、多くの国民が「声の小さい多数派」であり、治安の任にあたる者を信頼し、応援している
ことです。その人達のたった一つの命と財産、安全・安心を守る仕事に「誇りと使命感」を持って最後まで駆け抜ける志を抱く君たちの「夢を支え」、君た
ちが「現実」にアタックしゴールしてくれることを願って止みません。
・　「人の悲しみを自分の悲しみ」と感じ、「人の喜びを自分の喜び」と受け止め、被害に苦しみ困り果てている人に正面から向き合い、手を差し伸べ、人
の役に立つ仕事にやりがいを感じる君達と共に学んでいきたいと思います。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

20
コメントシート

00

004040

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

・　指定しません。
・　教員から研究発表課題を事前に提示します。

参考書

・　指定しません。
   ・　関連する通達、規則、条例等についてはその都度紹介します。

なし。

なし。

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ・　秋学期の授業方針の説明を行い、発表グループを再編成、受講生
の意思統一を構築する。
・　授業計画は必要性、受講生の希望等により変更することがある。
・　担当教員が警察改革要綱について概説する。
・　担当教員が警察改革要綱に関する次回の研究発表課題を提示す
る。

警察改革要綱を読了して復習しておくこと。担当教員が警
察改革要綱に関する次回の研究発表課題を提示するの
で予習し理解を深めておくこと。

4時間対面

第2回 ・　発表グループが調査研究結果を発表後、全員で討論。最後に担当
教員が講評を加える。
・　各学生はコメントシートを作成、提出。

授業で研究、討議した課題についてノートに整理して復習
しておくこと。担当教員が警察改革要綱に関する次回の
研究発表課題を提示するので予習し理解を深めておくこ
と。

4時間対面

第3回 ・　発表グループが調査研究結果を発表後、全員で討論。最後に担当
教員が講評を加える。
・　各学生はコメントシートを作成、提出。

授業で研究、討議した課題についてノートに整理して復習
しておくこと。担当教員が警察改革要綱に関する次回の
研究発表課題を提示するので予習し理解を深めておくこ
と。

4時間対面

第4回 ・　発表グループが調査研究結果を発表後、全員で討論。最後に担当
教員が講評を加える。
・　各学生はコメントシートを作成、提出。

授業で研究、討議した課題についてノートに整理して復習
しておくこと。担当教員が警察改革要綱に関する次回の
研究発表課題を提示するので予習し理解を深めておくこ
と。

4時間対面
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第5回 ・　発表グループが調査研究結果を発表後、全員で討論。最後に担当
教員が講評を加える。
・　各学生はコメントシートを作成、提出。

授業で研究、討議した課題についてノートに整理して復習
しておくこと。担当教員が警察改革要綱に関する次回の
研究発表課題を提示するので予習し理解を深めておくこ
と。

4時間対面

第6回 ・　発表グループが調査研究結果を発表後、全員で討論。最後に担当
教員が講評を加える。
・　各学生はコメントシートを作成、提出。

授業で研究、討議した課題についてノートに整理して復習
しておくこと。
次回授業において、これまで研究、討議した、警察改革要
綱に関する小テストを実施を行うので、復習しておくこと。

4時間対面

第7回 小テスト実施。 小テストに関して理解不足な点を検証し復習しておくこと。
予習として前半の自身の学修結果に関する総括をしてお
くこと。

4時間対面

第8回 前半の総括を実施し、後半の演習に反映する。 授業の総括結果をノートに整理し、復習しておくこと。担当
教員が警察改革要綱に関する次回の研究発表課題を提
示するので予習し理解を深めておくこと。

4時間対面

第9回 ・　発表グループが調査研究結果を発表後、全員で討論。最後に担当
教員が講評を加える。
・　各学生はコメントシートを作成、提出。

授業で研究、討議した課題についてノートに整理して復習
しておくこと。担当教員が警察改革要綱に関する次回の
研究発表課題を提示するので予習し理解を深めておくこ
と。

4時間対面

第10回 ・　発表グループが調査研究結果を発表後、全員で討論。最後に担当
教員が講評を加える。
・　各学生はコメントシートを作成、提出。

授業で研究、討議した課題についてノートに整理して復習
しておくこと。担当教員が警察改革要綱に関する次回の
研究発表課題を提示するので予習し理解を深めておくこ
と。

4時間対面

第11回 ・　発表グループが調査研究結果を発表後、全員で討論。最後に担当
教員が講評を加える。
・　各学生はコメントシートを作成、提出。

授業で研究、討議した課題についてノートに整理して復習
しておくこと。担当教員が警察改革要綱に関する次回の
研究発表課題を提示するので予習し理解を深めておくこ
と。

4時間対面

第12回 ・　発表グループが調査研究結果を発表後、全員で討論。最後に担当
教員が講評を加える。
・　各学生はコメントシートを作成、提出。

授業で研究、討議した課題についてノートに整理して復習
しておくこと。担当教員が警察改革要綱に関する次回の
研究発表課題を提示するので予習し理解を深めておくこ
と。

4時間対面

第13回 ・　発表グループが調査研究結果を発表後、全員で討論。最後に担当
教員が講評を加える。
・　各学生はコメントシートを作成、提出。

授業で発表、討議した課題についてノートに整理して復習
しておくこと。
次回授業において、これまで研究、討議した、警察改革要
綱に関する小テストを行うので、復習しておくこと。

4時間対面

第14回 小テスト実施。 小テストに関して理解不足な点を検証し復習しておくこと。
予習として秋学期の自身の学修結果に関する総括をして
おくこと。

4時間対面

第15回 秋学期を振り返り総括を行う。 復習として秋学期の自身の学修結果に関して総括し、ノー
トに整理しておくこと。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅠＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

2喜入　暁

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G2

法学部専門教育科目

テーマ 心理学的アプローチの実践と報告（2）

授業の目的及び概要
心理学はデータに基づく実証的研究を基盤とする学問です。データによって明らかになった現象のメカニズムを、理論的・客観的に説明することが求め
られます。そのため、文章およびプレゼンテーションによる適切な報告の方法を学び、実践します。同時に、発表とディスカッションを通して、問題解決能
力とそれを可能にする他者との建設的なコミュニケーション能力を身につけます。

学修の到達目標
・形式に則って自身が測定したデータの結果を報告することができるようになる。
・論理的・効果的に他者にプレゼンテーションできるようになる。
・他者の意見を客観的に評価し、論理的でクリティカルな意見を伝えることができるようになる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
都度対応します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／反転授業／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告／フィールドワーク、学外見
学、体験学習／クリッカー等の理解度把握システムの利用

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

心理学の研究法に基づき実験や調査を実施しただけでは自己満足でしかありません。そのため、知見を適切な形にしてアウトプットすることを重視しま
す。特に、報告の機会や媒体によって重要視する点が異なりますので、状況に合った適切なアウトプット能力を養っていきましょう。これらは心理学に限
らずさまざまな社会的状況で必要・有効な能力です。なお、レポート作成にあたり、文献収集や統計解析などを行ってもらう場合があります。それらの方
法については授業内で適宜レクチャーします。
※1授業の進め方：前半ではデータの統計解析をします。各回では進捗状況を発表してもらいます。また、後半では限られた成果をまとめ，発表と論⽂
形式のレポート作成をします。いずれの回でも、オーディエンスには各発表に対しての論理的・クリティカルな意⾒を求めます。
※2進捗の程度によって，各回での発表なども成績評価に含めることがあります。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

40
発表・論文提出

030

00030

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

使用しません。

参考書

・南風原朝和ほか「心理学研究法入門: 調査・実験から実施まで」（東京大学出版会，2001年）
・三浦麻子「なるほど! 心理学研究法」（北大路書房，2017年）
・松井豊「三訂版 心理学論文の書き方: 卒業論⽂や修⼠論⽂を書くために」（河出書房新社，2022年）
・都築学「心理学論文の読み方: 学問の世界を旅する」（有斐閣アルマ，2022年）

使用しません。

978-4309245225
978-4762829666
978-4309254494
978-4641221864

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス：春学期の確認と，秋学期の進め⽅について説明します。 事前学習：レポートを確認し，春学期に⾏った研究を確認
しておくこと（2時間程度）。
事後学習：グループ内で，春学期に⾏った研究状況を共
有し，何を明らかにするための研究なのかを確認すること
（2時間程度）。

4時間対面

第2回 統計解析1：相関分析と回帰分析について説明します。 事後学習：実際にダミーデータを使って分析してみること
（4時間程度）

4時間対面

第3回 統計解析2：分散分析について説明します。 事後学習：実際にダミーデータを使って分析してみること
（4時間程度）

4時間対面

第4回 統計解析3：グループごとに，各々のデータを⽤いて統計解析をします。 事前学習：グループ内で，どのような分析が適切かを整理
すること（2時間程度）。
事後学習：グループ内で，結果の解釈をまとめること（2時
間程度）。

4時間対面

第5回 統計解析4：グループごとに，統計解析の結果をまとめます。 事前学習：分析⼿法と結果の解釈について説明できるよ
うにすること（2時間程度）。
事後学習：結果の解釈をグループのメンバー全員が説明
できるようにすること（2時間程度）。

4時間対面

第6回 資料作成1：グループごとに，統計解析で⽤いた分析をpptでまとめま
す。

事前学習：グループ内で，⽤いた分析に関する資料を⼊
⼿すること（2時間程度）。
事後学習：グループ内で，資料作成を進めること（2時間程
度）。

4時間対面
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第7回 資料作成2：グループごとに，仮説と統計解析の結果についてpptでまと
めます。

事前学習：グループ内で，資料作成をすること（2時間程
度）。
事後学習：グループ内で，資料作成を進めること（2時間程
度）。

4時間対面

第8回 資料作成3：グループごとに，結果の考察をpptでまとめます。 事前学習：グループ内で，資料作成をすること（2時間程
度）。
事後学習：グループ内で，資料作成を進めること（2時間程
度）。

4時間対面

第9回 成果発表1：半数のグループが研究の結果を報告し，研究内容につい
て全員で討議します。

事前学習：グループ内で，全員が研究全体を説明できる
ようにすること（2時間程度）。
事後学習：グループ内で，討議のコメントを踏まえ，追加
的にすべきことを整理すること（2時間程度）。

4時間対面

第10回 成果発表2：残りの半数のグループが研究の結果を報告し，研究内容
について全員で討議します。

事前学習：グループ内で，全員が研究全体を説明できる
ようにすること（2時間程度）。
事後学習：グループ内で，討議のコメントを踏まえ，追加
的にすべきことを整理すること（2時間程度）。

4時間対面

第11回 追加の分析：成果発表で得たコメントを踏まえ，追加的な分析や資料収
集を⾏います。

事前学習：グループ内で，追加的な研究のための資料収
集や分析を実施すること（2時間程度）。
事後学習：グループ内で，追加的な研究のための資料収
集や分析を実施すること（2時間程度）。

4時間対面

第12回 レポート作成1：論⽂形式のまとめ⽅を学修します。 事前学習：研究の全体的な流れを箇条書きでまとめること
（2時間程度）。
事後学習：論⽂形式でのレポート執筆を進めること（2時間
程度）。

4時間対面

第13回 レポート作成2：レポートを作成し，相互評価を⾏います。 事前学習：レポートを完成させること（2時間程度）。
事後学習：相互評価による修正点をまとめること（2時間程
度）。

4時間対面

第14回 レポート作成3：相互評価に基づきレポートを修正し，再度相互評価を⾏
います。

事前学習：相互評価による修正点を改善したレポートを完
成させること（2時間程度）。
事後学習：相互評価による修正点をまとめること（2時間程
度）。

4時間対面

第15回 まとめ：振り返りと総括をします。また，レポートを提出してもらいます。 事前学習：レポートを完成させること（4時間程度） 4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅠＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

2中久保　寛幸

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G2

法学部専門教育科目

テーマ 犯罪捜査と法　～犯罪捜査における判断基準と実務手続き～

授業の目的及び概要
犯罪捜査の実情とその法手続きについて理解することを目的としています。
犯罪捜査において、「犯罪はどのようにして認知しているのか」「その捜査はどのように行われているのか」など、実際の現場における捜査の現状やそ
れに必要な基礎的知識を修得し、犯罪に対してとるべき適法な捜査手続きについて研究します。

学修の到達目標
①犯罪捜査がどのような規定に基づき、どのように行われているのかを理解し、説明することができる。
②捜査手続きに関する適法事例、違法事例の詳細について研究・理解し、説明することができる。
③日常発生する事件に対する警察捜査の適法性について、自らの意見を法的根拠や判例に基づいて説明できるようになる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
研究課題のレポートには、授業中にコメント、補足説明をします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

本科目の担当教員は、警察官として38年間勤務し、管理官・調査官・署長などに従事して、経験を積み重ねてきた。本科目では、実務経験を活かし、職
種に必要な法律解釈や業務の理解、職務倫理や心構え、実務で要求される知識・技能などを教授し、実際の事例を交えつつ解説する実践的な授業を
展開する。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

「捜査」というと「刑事がやるもの」と認識している学生が多いかも知れませんが、警察官となり交番に配属された段階から、また刑事だけではなく生活安
全、交通、警備などの部門に配属されても「捜査」は必要とされます。
また、警察以外の海上保安官、入国警備官、自衛隊の警務官などの公安職においても、刑事訴訟法に規定された特別司法警察職員として捜査に従事
しなければなりません。
公安職を目指す学生が即戦力としての人材になるためには、実際の犯罪捜査の基礎を学び、自ら進んで考えることにより、判断力・行動力を身に付け
ることが最も重要です。本演習は、そのような学生に非常に有益だと思います。
私のこれまでの経験を活かし、犯罪捜査の実務で要求される知識・技能などを伝えたいと考えています。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

0402040

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは指定しません。
必要により資料を配布します。

参考書

①警察官のための刑事訴訟法講義　第４版，津田隆好，東京法令出版，2019年４月
②実例中心捜査法解説　第４版　－捜査手続き・証拠法の詳説と公判手続入門－，幕田英雄，東京法令出
版，2019年4月
③刑事訴訟法講義　第7版，池田修・前田雅英，東京大学出版会，2022年7月

なし

① 9784809013959
② 9784809013973
③9784130323963

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 秋学期の授業方針の説明を行い、発表グループの再編成を行います。
各グループごとの研究テーマについて討議と選定を行います。

【予習】春学期の総括を元に秋学期の取組みについてま
とめておく。関心のある過去の事件・判例について調べて
おく。
【復習】研究課題に関する関係法令、判例等について見
直しておく。

4時間対面

第2回 「テーマや争点の絞り込み方法、その問題点や課題」を行います。
テーマ選定理由等について発表します。

【予習】研究テーマに関する条文や判例について調べてお
く。捜査手続きのどの部分に焦点を当てるか検討してお
く。
【復習】研究テーマやその焦点に関する条文や判例につ
いて再確認しておく。

4時間対面

第3回 「研究テーマの絞り込みと研究の分担①」を行います。 【予習】研究テーマに関する条文や判例について調べてお
く。捜査手続きのどの部分に焦点を当てるか検討してお
く。
【復習】研究テーマやその焦点に関する条文や判例につ
いて再確認しておく。

4時間対面

第4回 「研究テーマの絞り込みと研究の分担②」を行います。 【予習】研究テーマに関する条文や判例について調べてお
く。捜査手続きのどの部分に焦点を当てるか検討してお
く。
【復習】研究テーマやその焦点に関する条文や判例につ
いて再確認しておく。

4時間対面
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第5回 「研究テーマの絞り込みと研究の分担③」を行います。 【予習】研究テーマに関する条文や判例について調べてお
く。捜査手続きのどの部分に焦点を当てるか検討してお
く。
【復習】研究テーマやその焦点に関する条文や判例につ
いて再確認しておく。

4時間対面

第6回 「研究テーマの中間発表準備と役割分担①」　を行います。 【予習】研究テーマに関する条文や判例について調べ、捜
査手続きの適法性、違法性について検討しておく。
【復習】研究テーマやその焦点に関する条文や判例とその
適法性、違法性について再確認しておく。

4時間対面

第7回 「研究テーマの中間発表準備と役割分担②」を行います。 【予習】研究テーマに関する条文や判例について調べ、捜
査手続きの適法性、違法性について検討しておく。
【復習】研究テーマやその焦点に関する条文や判例とその
適法性、違法性について再確認しておく。

4時間対面

第8回 担当教員から示した提出課題に取り組みます。 【予習】研究テーマに関する条文や判例について調べ、捜
査手続きの適法性、違法性について検討しておく。
【復習】研究テーマやその焦点に関する条文や判例とその
適法性、違法性について再確認しておく。

4時間オンデマンド

第9回 「研究結果の中間発表と全体討議①」を行います。 【予習】研究テーマに関する条文、判例等について十分に
理解し説明できるようにしておく。
【復習】発表内容に関する指摘、講評について検討してお
く。

4時間対面

第10回 「研究結果の中間発表と全体討議②」を行います。 【予習】研究テーマに関する条文、判例等について十分に
理解し説明できるようにしておく。
【復習】発表内容に関する指摘、講評について検討してお
く。

4時間対面

第11回 「研究結果の集約とプレゼン準備①」を行います。 【予習】検討・修正が必要な部分・内容についてよく理解
し、その経緯や理由について説明できるようにしておく。
【復習】発表内容に関する指摘、講評について再度検討
し、修正しておく。

4時間対面

第12回 「研究結果の集約とプレゼン準備②」を行います。 【予習】検討・修正が必要な部分・内容についてよく理解
し、その経緯や理由について説明できるようにしておく。
【復習】発表内容に関する指摘、講評について再度検討
し、修正しておく。

4時間対面

第13回 「研究結果の発表と全体討議①」を行います。 【予習】発表に関する分担の確認とリハーサルをしておく。
【復習】指摘や講評に関して、改善点を検討し修正してお
く。

4時間対面

第14回 「研究結果の発表と全体討議②」を行います。 【予習】発表に関する分担の確認とリハーサルをしておく。
【復習】指摘や講評に関して、改善点を検討し修正してお
く。

4時間対面

第15回 秋学期の振り返りと総括を行います。 【予習】秋学期の自身の学修結果について、発表できるよ
うにまとめをしておく。
【復習】秋学期の自身の学修結果に関して総括をしてお
く。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅠＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

2

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G2

法学部専門教育科目

テーマ 労働問題や労働現場の実態について判例を検討する。

授業の目的及び概要
労働法は労働者の一生，企業の存立に関わる問題で具体的な利害関係に対して実際に生じた争いを解決する実定法であります。法解釈は社会情勢
と密接に関連してありますので労働法を学ぶには具体的事例の検討が重要だと思います。演習では、労働契約法、労働基準法など個別的労働関係を
題材として、重要判例を「労働判例百選」などを中心に，実際の労働現場でどのような利益対立があり，それに対して労働法がどのように解釈されて結
論が導かれたのか等々，演習を通じて皆さんと討論しながら理解を深めたいと思います。

学修の到達目標
基本的な労働判例における利害関係，争点，具体的処理とその妥当性の検討等を通じて実務演習における応用を学ぶことができます。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
報告のやり方やレジュメ作成については、初回及び2回の授業で指導します。重要判例についてテーマを決め、演習授業の前に事案の概要，争点，事
実認定、判断根拠，判定理由順に発表してもらい、その後，担当教授のコメント、学生たちの質疑応答の時間をとり結論を出します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

演習は労働法を題材に、労働問題の解決能力を修得し、法理論と関連事例などの多様なテーマについて討論を楽しみながら勉強します。雇用関係と
労使関係に対する探究は将来的に就労活動にも対応できるような知識になるだろうと思います。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

50
報告内容

00

00050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

荒木尚志・奥田香子『ケースブック労働法第4版』有斐閣2019年　　　　ISBN 9784641144743

参考書

村中孝史・荒木尚志『労働判例百選第10版』 有斐閣2022年　　　　　　ISBN 9784641115576
野田進外多数『判例労働法入門第7版』有斐閣2021年　　　　　　　　　ISBN 9784641243477

ISBN 9784641144743

ISBN 9784641115576
ISBN 9784641243477

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス・自己紹介、発表担当者を決める。 【予習】シラバシを確認する
【復習】レジュメ・配付資料を読み直す。

4時間対面

第2回 主題：山梨県民信用組合事件
‐労働契約の変更

【予習】山梨県民信用組合事件に対して確認する。
【復習】レジュメ・配付資料を読み直し、授業で学んだこと
を確認する。

4時間対面

第3回 主題：秋田バス事件
‐労働契約の変更

【予習】秋田バス事件に対して確認する。
【復習】レジュメ・配付資料を読み直し、授業で学んだこと
を確認する。

4時間対面

第4回 主題：スナック事件
‐人事考課

【予習】山スナック事件に対して確認する。
【復習】レジュメ・配付資料を読み直し、授業で学んだこと
を確認する。

4時間対面

第5回 主題：東亜ペイント事件
‐配転

【予習】東亜ペイント事件に対して確認する。
【復習】レジュメ・配付資料を読み直し、授業で学んだこと
を確認する。

4時間対面

第6回 主題：新日本製鐵事件
‐出向命令権

【予習】新日本製鐵事件に対して確認する。シラバシを確
認する
【復習】レジュメ・配付資料を読み直し、授業で学んだこと
を確認する。

4時間対面

第7回 主題：三和機材事件
‐転籍

【予習】三和機材事件に対して確認する。
【復習】レジュメ・配付資料を読み直し、授業で学んだこと
を確認する。

4時間対面
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第8回 主題：コナミデジタルエンタテインメント事件
‐育児介護休業

【予習】山コナミデジタルエンタテインメント事件に対して確
認する。
【復習】レジュメ・配付資料を読み直し、授業で学んだこと
を確認する。

4時間対面

第9回 主題：日本ヒューレット・パッカード事件
‐病気休職

【予習】山日本ヒューレット・パッカード事件に対して確認す
る。
【復習】レジュメ・配付資料を読み直し、授業で学んだこと
を確認する。

4時間対面

第10回 主題：全日本空輸事件
‐懲戒権

【予習】山全日本空輸事件に対して確認する。シラバシを
確認する
【復習】レジュメ・配付資料を読み直し、授業で学んだこと
を確認する。

4時間対面

第11回 主題：オリエンタルモーター事件
‐組合活動の正当性

【予習】山オリエンタルモーター事件に対して確認する。
【復習】レジュメ・配付資料を読み直し、授業で学んだこと
を確認する。

4時間対面

第12回 主題：日産自動車事件
‐複数組合の中立性

【予習】日産自動車事件シ山梨県民信用組合事件に対し
て確認する。
【復習】レジュメ・配付資料を読み直し、授業で学んだこと
を確認する。

4時間対面

第13回 主題：ノースウィスト航空事件
‐争議行為と賃金

【予習】山梨県民信用組合事件に対して確認する。
【復習】レジュメ・配付資料を読み直し、授業で学んだこと
を確認する。

4時間対面

第14回 主題：平尾事件
‐労働協約の効力

【予習】平尾事件山梨県民信用組合事件に対して確認す
る。
【復習】レジュメ・配付資料を読み直し、授業で学んだこと
を確認する。

4時間対面

第15回 総括まとめ 総合的に整理する。 4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅠＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

2松山　沙織

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G2

法学部専門教育科目

テーマ 国際社会と法

授業の目的及び概要
国際社会における諸問題についての法的アプローチについて学ぶ。同時に、参考文献の調べ方（図書館リソースやインターネット検索ツールの使い
方）、資料の扱い方（読み方や出典表記の方法）、報告や議論の技術（建設的な議論のための批判的思考）を習得することを目的とする。

学修の到達目標
国際紛争処理に関する基本的知識の取得はもちろんのこと、国際法関連文献の読解および分析の作業に慣れてもらう。また、報告や模擬裁判を通じ
て、国際的な問題を「自分事」のように感じて、（国際）法的感覚を養ってもらいたい。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
取り上げるテーマや報告については、授業中に解説および講評を行う。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／反転授業／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

春学期と同様、本演習では資料共有などにMicrosoft Teamsを使用することを予定しているため、その操作に慣れておくこと。
グループによる報告や模擬裁判を行う場合、その準備のためには、グループ内の協力が特に重要となる。「ゴースト班員」にならないことが肝心である
（いわゆる「報告・連絡・相談」を欠かさないこと）。
基本的には日本語で書かれた文献資料を参照するが、必要に応じて外国語で書かれた文献や一次資料を参照する場合もあるため、一定の語学力を
要する。
また、専門分野に関するゲストスピーカーを招く可能性がある。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

10
報告資料の完成度等

00

00090

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

＜基本書・体系書＞
自分に合う基本書等がすでにある場合それを使ってもよい（下記は教員のおすすめ）
①国際法　第4版，中谷和弘ほか，有斐閣，2021年
＜判例集＞
これも基本書と同様、自分に合うものがすでにある場合それを使ってもよい（下記は教員のおすすめ）
②薬師寺公夫他（編），判例国際法（第３版），東信堂、2019年
③森川幸一他（編），国際法判例百選（第３版）， 有斐閣，2021年
上記テキストに加えて、条約集を毎回持参してください（毎年出版されるので最新版を用意）。下記のうち、い
ずれか1冊を選ぶ。
④国際条約集2023年版，有斐閣，2023年3月出版予定
⑤ベーシック条約集2023，東信堂，2023年3月出版予定

参考書

その他参考となる書籍・資料については適宜紹介する。

①9784641221734
②9784798915586
③9784641115552
④・⑤2023年3月に出版予定
のため未記載

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 イントロダクション（今後の進行の相談、相談の結果、シラバス記載の
内容が変更されることもありうる）

（予習）指定のテキストや条約集を通覧し（最低限の準備
としてテキストの目次に目を通すこと）、関心のあるテーマ
/判例をできるだけ複数ピックアップする（1時間）。
（復習）担当となったテーマ/判例について、何が「法的」論
点となっているのか理解する。またグループ報告を希望す
る場合、グループの内部で連絡手段・相談のスケジュー
ルを相談する。（3時間）。

4時間対面

第2回 演習の題材となったテーマ/判例の基本的論点の解説、秋学期に取り
組む課題詳細説明

（予習）担当となったテーマ/判例について、法的論点や関
連する事項についてさらに掘り下げて調べる（1時間）。
（復習）解説を踏まえて、報告に向けて準備する（3時間）。

4時間対面

第3回 資料の探し方① （予習）事前課題として図書館やインターネットのリソース
を使用する練習をする（1時間）。
（復習）報告に向けて、準備する（3時間）。

4時間対面
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第4回 資料の探し方②（提出された資料の妥当性についてレビュー） （予習）使用する資料を探し、事前にTeamsフォルダで共
有する（1時間）。
（復習）報告に向けて、準備する（3時間）。

4時間対面

第5回 資料の探し方③（提出された資料の妥当性についてレビュー） （予習）使用する資料を探し、事前にTeamsフォルダで共
有する（1時間）。
（復習）報告に向けて、準備する（3時間）。

4時間対面

第6回 資料の読み方① （予習）事前に配布された資料を通読する（1時間）。
（復習）報告に向けて、準備する（3時間）。

4時間対面

第7回 資料の読み方②（各自が作成した資料まとめについてレビュー） （予習）資料まとめを作成し、事前にTeamsフォルダで共有
する（1時間）。
（復習）報告に向けて、準備する（3時間）。

4時間対面

第8回 資料の読み方③（各自が作成した資料まとめについてレビュー） （予習）資料まとめを作成し、事前にTeamsフォルダで共有
する（1時間）。
（復習）報告に向けて、準備する（3時間）。

4時間対面

第9回 発表・報告のための技術、質疑応答のための技術 （予習）事前に共有された資料を確認する（1時間）。
（復習）報告に向けて準備する（3時間）。

4時間対面

第10回 オンデマンド回（発表に向けた資料のブラッシュアップのための課題に
取り組む）

動画を確認し、報告準備を行う。 4時間オンデマンド

第11回 報告会① （予習）報告担当者は事前にTeamsに報告資料をアップ
ロードする。報告者以外はその資料を確認し、論点を把握
しておく（1時間）。
（復習）担当者は振り返りを行う。担当者以外は報告に向
けて、準備する（3時間）。

4時間対面

第12回 報告会② （予習）報告担当者は事前にTeamsに報告資料をアップ
ロードする。報告者以外はその資料を確認し、論点を把握
しておく（1時間）。
（復習）担当者は振り返りを行う。担当者以外は報告に向
けて、準備する（3時間）。

4時間対面

第13回 報告会③ （予習）報告担当者は事前にTeamsに報告資料をアップ
ロードする。報告者以外はその資料を確認し、論点を把握
しておく（1時間）。
（復習）担当者は振り返りを行う。担当者以外は報告に向
けて、準備する（3時間）。

4時間対面

第14回 報告会④ （予習）報告担当者は事前にTeamsに報告資料をアップ
ロードする。報告者以外はその資料を確認し、論点を把握
しておく（1時間）。
（復習）担当者は振り返りを行う。担当者以外は報告に向
けて、準備する（3時間）。

4時間対面

第15回 学期の総括 （予習）今学期の内容について、各自で振り返りを行い、
教員への要望、反省点をまとめる（1時間）。
（復習）担当あるいは担当以外のテーマや判例について、
各自の関心に応じて関連事項を調べる（3時間）。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅠＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

2吉原　裕樹

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G2

法学部専門教育科目

テーマ 憲法テーマ演習・判例研究

授業の目的及び概要
憲法のテーマ演習・判例研究を行う。テーマ演習の例としては、「同性婚と婚姻の自由」・「ヘイトスピーチと表現の自由」・「マイナンバー制度とプライバ
シー権」などがありうる。判例研究の題材としては、憲法判例百選掲載の判例、及び、憲法判例百選に掲載されていない、最新の重要判例などが考え
られる。なお、過去に担当教員吉原裕樹（以下、単に「担当教員」という）の演習科目を履修したことがある場合、過去の発表時とは異なるテーマ・判例
を選択する必要がある。
テーマ演習・判例研究のいずれに重点を置くかは、受講生の問題関心も考慮して、最終的に担当教員が決定する。１年間ずっと、テーマ演習・判例研究
のいずれかを取り扱う可能性もある。受講生が少ない場合、受講生１人当たりの発表回数が多くなる可能性が高い。
受講生は、発表本番１週間前までに、発表資料（レジュメなど）を準備する。発表資料としては、パワーポイントでも構わないが、それよりもレジュメを推
奨する。
発表に先立って、参考文献・関連判例等を十分に調査する必要がある。事前に担当教員に質問してもらえれば、参考文献・関連判例等についてアドバ
イスする。判例研究の場合、関連判例を調査する必要があるし、最高裁判所判例の場合、最高裁判所調査官解説を十分に理解し、レジュメに引用する
必要がある。レジュメには、参考文献のページ番号等の表示を含め、参考文献を適切な方法で引用する必要がある。

学修の到達目標
特定のテーマについて、口頭及び書面にて、憲法上の意義を分かりやすく説明し、適切に憲法解釈論を展開することができる。特定の判例について、
口頭及び書面にて、憲法判例としての意義（憲法との関連性、判例としての新規性など）を分かりやすく説明し、その射程を適切に論ずることができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
担当者の発表、及び、発表担当者以外の受講生による質疑等について、担当教員が適宜コメントする。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／プレゼンテーション、発表、報告

本科目の担当教員は、2012年に弁護士資格を取得したのち、弁護士として執務し、憲法訴訟のほか、民事裁判・刑事裁判等の弁護士経験を有してい
る。また、弁護士会の役職として、日本弁護士連合会憲法問題対策本部 幹事・大阪弁護士会 憲法問題特別委員会 副委員長・大阪弁護士会常議員
などを歴任してきた。本科目では、これらの弁護士実務経験を活かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

担当教員は、2022年４月に本学に着任する前、約10年間、弁護士を本業としてきた。
本科目は、法曹志望者・研究者志望者を主な対象とする（ただし本科目は、司法試験対策を直接の目的とするわけではない）。
それ以外の方は、履修にあたって、以下の点に特に留意されたい。本科目の内容は発展的・専門的で、予習の負担が大きい。また、発表担当回はもち
ろん、それ以外の回でも、担当教員から数多くの質問を受けるので、自発的・積極的な予習と授業参加が必要となる。
本科目では、原則として、各学期15回のすべてに出席することが必要である。出席回数が十分でない場合、本科目の単位を取得することができない。
本科目の履修にあたっては、憲法全体について十分に学修し、理解していることが必要である。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

000

030070

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは使用しない。

参考書

①憲法判例百選１・２（第７版），長谷部恭男ほか編，有斐閣，2019年
②憲法（第３版），渋谷秀樹，有斐閣，2017年
③講座　立憲主義と憲法学　全６巻，信山社，2022年以降続刊中
④憲法研究　第１号以下，辻村みよ子責任編集，信山社，2017年以降続刊中

③・④は、発表テーマを検討するのに有益である。

テキストは使用しない。

①9784641115453，
9784641115460
②9784641227231
③9784797212259，
9784797212266，
9784797212273
④9784797265217，
9784797265224，
9784797265231，
9784797265248，
9784797265255，
9784797265262，
9784797265279，
9784797265286，
9784797265293，
9784797279009

ISBN

ISBN
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授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 各受講生が取り扱うテーマないし判例を議論・決定する。
テーマ演習の方法としては、最近話題になっている社会現象を憲法の
観点から検討するとか、参考書③・④から適宜の論文を選択し文献購
読を行うなど、さまざまなものが考えられる。
テーマがどのようなものであっても、憲法とどのように関連するかをはっ
きりと意識する必要があるし、関連する学術資料（論文）・判例などを、
しっかりと調べる必要がある。

発表担当者は、事前にレジュメ等の資料を準備し、遅くと
も担当回の前の回までに、他の受講生と担当教員に配
布・共有する（ただし、第２回授業については、特別の取
扱いをするので、第１回にて詳細を説明する。また、受講
人数によっては、異なる取扱いをする場合がある）。
担当者以外の受講生は、配布・共有された資料を事前に
熟読し、担当者に質問したり意見を述べたりすることがで
きるように、準備する。
予習・復習としては、とりわけ予習（受講生の担当回だけ
でなく、他の受講生の担当回を含む）を重点的に行う必要
がある。

4時間対面

第2回 受講生による発表 発表担当者は、事前にレジュメ等の資料を準備し、遅くと
も担当回の前の回までに、他の受講生と担当教員に配
布・共有する（ただし、受講人数によっては、異なる取扱い
をする場合がある）。
担当者以外の受講生は、配布・共有された資料を事前に
熟読し、担当者に質問したり意見を述べたりすることがで
きるように、準備する。
予習・復習としては、とりわけ予習（受講生の担当回だけ
でなく、他の受講生の担当回を含む）を重点的に行う必要
がある。

4時間対面

第3回 受講生による発表 発表担当者は、事前にレジュメ等の資料を準備し、遅くと
も担当回の前の回までに、他の受講生と担当教員に配
布・共有する（ただし、受講人数によっては、異なる取扱い
をする場合がある）。
担当者以外の受講生は、配布・共有された資料を事前に
熟読し、担当者に質問したり意見を述べたりすることがで
きるように、準備する。
予習・復習としては、とりわけ予習（受講生の担当回だけ
でなく、他の受講生の担当回を含む）を重点的に行う必要
がある。

4時間対面

第4回 受講生による発表 発表担当者は、事前にレジュメ等の資料を準備し、遅くと
も担当回の前の回までに、他の受講生と担当教員に配
布・共有する（ただし、受講人数によっては、異なる取扱い
をする場合がある）。
担当者以外の受講生は、配布・共有された資料を事前に
熟読し、担当者に質問したり意見を述べたりすることがで
きるように、準備する。
予習・復習としては、とりわけ予習（受講生の担当回だけ
でなく、他の受講生の担当回を含む）を重点的に行う必要
がある。

4時間対面

第5回 受講生による発表 発表担当者は、事前にレジュメ等の資料を準備し、遅くと
も担当回の前の回までに、他の受講生と担当教員に配
布・共有する（ただし、受講人数によっては、異なる取扱い
をする場合がある）。
担当者以外の受講生は、配布・共有された資料を事前に
熟読し、担当者に質問したり意見を述べたりすることがで
きるように、準備する。
予習・復習としては、とりわけ予習（受講生の担当回だけ
でなく、他の受講生の担当回を含む）を重点的に行う必要
がある。

4時間対面

第6回 受講生による発表 発表担当者は、事前にレジュメ等の資料を準備し、遅くと
も担当回の前の回までに、他の受講生と担当教員に配
布・共有する（ただし、受講人数によっては、異なる取扱い
をする場合がある）。
担当者以外の受講生は、配布・共有された資料を事前に
熟読し、担当者に質問したり意見を述べたりすることがで
きるように、準備する。
予習・復習としては、とりわけ予習（受講生の担当回だけ
でなく、他の受講生の担当回を含む）を重点的に行う必要
がある。

4時間対面

第7回 受講生による発表 発表担当者は、事前にレジュメ等の資料を準備し、遅くと
も担当回の前の回までに、他の受講生と担当教員に配
布・共有する（ただし、受講人数によっては、異なる取扱い
をする場合がある）。
担当者以外の受講生は、配布・共有された資料を事前に
熟読し、担当者に質問したり意見を述べたりすることがで
きるように、準備する。
予習・復習としては、とりわけ予習（受講生の担当回だけ
でなく、他の受講生の担当回を含む）を重点的に行う必要
がある。

4時間対面

第8回 受講生による発表 発表担当者は、事前にレジュメ等の資料を準備し、遅くと
も担当回の前の回までに、他の受講生と担当教員に配
布・共有する（ただし、受講人数によっては、異なる取扱い
をする場合がある）。
担当者以外の受講生は、配布・共有された資料を事前に
熟読し、担当者に質問したり意見を述べたりすることがで
きるように、準備する。
予習・復習としては、とりわけ予習（受講生の担当回だけ
でなく、他の受講生の担当回を含む）を重点的に行う必要
がある。

4時間対面

第9回 受講生による発表 発表担当者は、事前にレジュメ等の資料を準備し、遅くと
も担当回の前の回までに、他の受講生と担当教員に配
布・共有する（ただし、受講人数によっては、異なる取扱い
をする場合がある）。
担当者以外の受講生は、配布・共有された資料を事前に
熟読し、担当者に質問したり意見を述べたりすることがで
きるように、準備する。
予習・復習としては、とりわけ予習（受講生の担当回だけ
でなく、他の受講生の担当回を含む）を重点的に行う必要
がある。

4時間対面

第10回 受講生による発表 発表担当者は、事前にレジュメ等の資料を準備し、遅くと
も担当回の前の回までに、他の受講生と担当教員に配
布・共有する（ただし、受講人数によっては、異なる取扱い
をする場合がある）。
担当者以外の受講生は、配布・共有された資料を事前に
熟読し、担当者に質問したり意見を述べたりすることがで
きるように、準備する。
予習・復習としては、とりわけ予習（受講生の担当回だけ
でなく、他の受講生の担当回を含む）を重点的に行う必要
がある。

4時間対面
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第11回 受講生による発表 発表担当者は、事前にレジュメ等の資料を準備し、遅くと
も担当回の前の回までに、他の受講生と担当教員に配
布・共有する（ただし、受講人数によっては、異なる取扱い
をする場合がある）。
担当者以外の受講生は、配布・共有された資料を事前に
熟読し、担当者に質問したり意見を述べたりすることがで
きるように、準備する。
予習・復習としては、とりわけ予習（受講生の担当回だけ
でなく、他の受講生の担当回を含む）を重点的に行う必要
がある。

4時間対面

第12回 受講生による発表 発表担当者は、事前にレジュメ等の資料を準備し、遅くと
も担当回の前の回までに、他の受講生と担当教員に配
布・共有する（ただし、受講人数によっては、異なる取扱い
をする場合がある）。
担当者以外の受講生は、配布・共有された資料を事前に
熟読し、担当者に質問したり意見を述べたりすることがで
きるように、準備する。
予習・復習としては、とりわけ予習（受講生の担当回だけ
でなく、他の受講生の担当回を含む）を重点的に行う必要
がある。

4時間対面

第13回 受講生による発表 発表担当者は、事前にレジュメ等の資料を準備し、遅くと
も担当回の前の回までに、他の受講生と担当教員に配
布・共有する（ただし、受講人数によっては、異なる取扱い
をする場合がある）。
担当者以外の受講生は、配布・共有された資料を事前に
熟読し、担当者に質問したり意見を述べたりすることがで
きるように、準備する。
予習・復習としては、とりわけ予習（受講生の担当回だけ
でなく、他の受講生の担当回を含む）を重点的に行う必要
がある。

4時間対面

第14回 受講生による発表 発表担当者は、事前にレジュメ等の資料を準備し、遅くと
も担当回の前の回までに、他の受講生と担当教員に配
布・共有する（ただし、受講人数によっては、異なる取扱い
をする場合がある）。
担当者以外の受講生は、配布・共有された資料を事前に
熟読し、担当者に質問したり意見を述べたりすることがで
きるように、準備する。
予習・復習としては、とりわけ予習（受講生の担当回だけ
でなく、他の受講生の担当回を含む）を重点的に行う必要
がある。

4時間対面

第15回 総括と課題の指摘
これまでの授業内容を振り返り、今後の学修に向けた課題を指摘す
る。

これまでの各発表内容を復習する。 4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅠＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

2大島　一悟

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G2

法学部専門教育科目

テーマ 日常生活と民法

授業の目的及び概要
私たちは、日常生活において、意識しなくても色々な分野で法律問題に関与している。この演習では、日常生活の中で関わる法律問題の中でも、特に
民法に関する事例を検討する。 　
授業では、具体的な事例を通して、問題発見能力を養うとともに、民法（特に債権総論・債権各論）の基礎的知識を修得する。 　
また、法科大学院進学、行政職公務員試験、司法書士・行政書士・宅建士など、民法が必要となる国家試験受験のための基礎力を養うことも目標のひ
とつとする。

学修の到達目標
１．債権総論・債権各論に関する基本的な事項について理解し、説明することができる。
２．債権総論・債権各論に関する事例について、事案を正確に理解し、問題点を指摘して、解決方法を説明できる。
３．他者と協力して共同調査・共同での報告・質疑応答へ参加できる。 　
１．については、日常生活における基本的な法律問題に対して、何が問題となっているのかを理解し、条文を使って問題解決を図る基礎的能力を養うこ
とを目標とする。 　
２．については、債権総論・債権各論に関連する事例を通して、事案を正確に理解し、問題点を把握した上で、債権総論・債権各論の基礎的知識を修得
することを目標とする。 　
３．については、共同での調査報告（各回の報告はグループ単位で行う）・質疑応答・討論を通して、楽しみながら自主的に学ぶ姿勢を身につけることを
目標とする。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
作成したレジュメについて、授業中や授業外の時間に講評やより良いレジュメにするためのアドバイスを行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

民法に興味があり、ゼミに積極的に参加する意欲のある者の履修を期待している。 　
特に、法科大学院進学、行政職公務員、司法書士・行政書士・宅建士などの国家資格取得を目指している者には、積極的に履修してもらいたい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

050050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

指定しません。各受講生が使っている民法に関するテキストを使用・持参してください（主に債権法の授業で使
用するものを予定していますが、手持ちのテキストがある場合には新たに購入する必要はありません）。

参考書

田中嗣久・田中義雄・大島一悟『民法がわかった[改訂第５版]』（法学書院、2019年）

なし

ISBN :  978-4587535094

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
自己紹介、テキスト・ゼミの運営方法・各回の報告グループの決定など
を行う。

事前に債権法と家族法の全体を予習しておく。
事後に各自の報告部分の予習をはじめるとともに、報告
担当グループのメンバーで資料作成等の報告準備の計
画をたて、準備を進める。

4時間対面

第2回 債権総論：債権の目的と効力
報告グループによる報告の後、全員で質疑応答及び討論を行う。

事前に「債権の目的と効力」に関するテキストの該当部分
を読み、内容を予習しておく。報告担当グループはレジュ
メを作成する。
事後に今回の報告内容と質疑応答の復習を行い、「債権
の目的と効力」に関するテキストを通読する。

4時間対面

第3回 債権総論：多数当事者の債権関係
報告グループによる報告の後、全員で質疑応答及び討論を行う。

事前に「多数当事者の債権関係」に関するテキストの該当
部分を読み、内容を予習しておく。報告担当グループはレ
ジュメを作成する。
事後に今回の報告内容と質疑応答の復習を行い、「多数
当事者の債権関係」に関するテキストを通読する。

4時間対面
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第4回 債権総論：債権譲渡と債務引受
報告グループによる報告の後、全員で質疑応答及び討論を行う。

事前に「債権譲渡と債務引受」に関するテキストの該当部
分を読み、内容を予習しておく。報告担当グループはレ
ジュメを作成する。
事後に今回の報告内容と質疑応答の復習を行い、「債権
譲渡と債務引受」に関するテキストを通読する。

4時間対面

第5回 債権総論：債権の消滅
報告グループによる報告の後、全員で質疑応答及び討論を行う。

事前に「債権の消滅」に関するテキストの該当部分を読
み、内容を予習しておく。報告担当グループはレジュメを
作成する。
事後に今回の報告内容と質疑応答の復習を行い、「債権
の消滅」に関するテキストを通読する。

4時間対面

第6回 契約総論：契約の成立と解除
報告グループによる報告の後、全員で質疑応答及び討論を行う。

事前に「契約の成立と解除」に関するテキストの該当部分
を読み、内容を予習しておく。報告担当グループはレジュ
メを作成する。
事後に今回の報告内容と質疑応答の復習を行い、「契約
の成立と解除」に関するテキストを通読する。

4時間対面

第7回 契約各論：売買・贈与
報告グループによる報告の後、全員で質疑応答及び討論を行う。

事前に「売買・贈与」に関するテキストの該当部分を読み、
内容を予習しておく。報告担当グループはレジュメを作成
する。
事後に今回の報告内容と質疑応答の復習を行い、「売
買・贈与」に関するテキストを通読する。

4時間対面

第8回 契約各論：賃貸借・使用貸借
報告グループによる報告の後、全員で質疑応答及び討論を行う。

事前に「賃貸借・使用貸借」に関するテキストの該当部分
を読み、内容を予習しておく。報告担当グループはレジュ
メを作成する。
事後に今回の報告内容と質疑応答の復習を行い、「賃貸
借・使用貸借」に関するテキストを通読する。

4時間対面

第9回 債権法：不当利得
報告グループによる報告の後、全員で質疑応答及び討論を行う。

事前に「不当利得」に関するテキストの該当部分を読み、
内容を予習しておく。報告担当グループはレジュメを作成
する。
事後に今回の報告内容と質疑応答の復習を行い、「不当
利得」に関するテキストを通読する。

4時間対面

第10回 研究発表大会へ参加することで、第10回授業に振り替える。発表者とし
て参加しない者は、発表を参観し、レポートを作成して提出する。

研究発表大会への参加によるため、参加後、レポートを
提出する。提出するレポートの形式等については、ラーニ
ングポータル等で案内する。

4時間オンデマンド

第11回 債権法：不法行為
報告グループによる報告の後、全員で質疑応答及び討論を行う。

事前に「不法行為」に関するテキストの該当部分を読み、
内容を予習しておく。報告担当グループはレジュメを作成
する。
事後に今回の報告内容と質疑応答の復習を行い、「不法
行為」に関するテキストを通読する。

4時間対面

第12回 債権法：特殊の不法行為
報告グループによる報告の後、全員で質疑応答及び討論を行う。

事前に「特殊の不法行為」に関するテキストの該当部分を
読み、内容を予習しておく。報告担当グループはレジュメ
を作成する。
事後に今回の報告内容と質疑応答の復習を行い、「特殊
の不法行為」に関するテキストを通読する。

4時間対面

第13回 親族法：婚姻・親子
報告グループによる報告の後、全員で質疑応答及び討論を行う。

事前に「婚姻・親子」に関するテキストの該当部分を読み、
内容を予習しておく。報告担当グループはレジュメを作成
する。
事後に今回の報告内容と質疑応答の復習を行い、「婚
姻・親子」に関するテキストを通読する。

4時間対面

第14回 親族法：親権・後見・保佐及び補助・扶養
報告グループによる報告の後、全員で質疑応答及び討論を行う。

事前に「親権・後見・保佐及び補助・扶養」に関するテキス
トの該当部分を読み、内容を予習しておく。報告担当グ
ループはレジュメを作成する。
事後に今回の報告内容と質疑応答の復習を行い、「親
権・後見・保佐及び補助・扶養」に関するテキストを通読す
る。

4時間対面

第15回 相続法：相続・遺言
報告グループによる報告の後、全員で質疑応答及び討論を行う。

事前に「相続・遺言」に関するテキストの該当部分を読み、
内容を予習しておく。報告担当グループはレジュメを作成
する。
事後に今回の報告内容と質疑応答の復習を行い、「相
続・遺言」に関するテキストを通読する。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅡＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

3中久保　寛幸

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G3

法学部専門教育科目

テーマ 犯罪捜査と法　～犯罪捜査における判断基準と実務手続き～

授業の目的及び概要
犯罪捜査の実情とその法手続きについて理解することを目的としています。
犯罪捜査において、「犯罪とはどのようにして認知しているのか」「その捜査はどのように行われているのか」など、実際の現場における捜査の現状やそ
れに必要な基礎的知識を修得し、犯罪に対してとるべき適法な捜査手続きについて研究をします。

学修の到達目標
①犯罪捜査がどのような規定に基づき、どのように行われているのかを理解し、説明することができる。
②捜査手続きに関する適法事例、違法事例の詳細について研究・理解し、説明することができる。
③日常発生する事件に対する犯罪捜査の適法性について、自らの意見を法的根拠や判例に基づいて説明できるようになる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
研究課題のレポート等には、授業中にコメント、補足説明をします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

本科目の担当教員は、警察官として38年間勤務し、管理官・調査官・署長などに従事して、経験を積み重ねてきた。本科目では、実務経験を活かし、職
種に必要な法律解釈や業務の理解、職務倫理や心構え、実務で要求される知識・技能などを教授し、実際の事例を交えつつ解説する実践的な授業を
展開する。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

「捜査」というと「刑事がやるもの」と認識している学生が多いかも知れませんが、警察官となり交番に配属された段階から、また刑事だけではなく生活安
全、交通、警備の各部門に配属されても「捜査」は必要とされます。
また、警察以外の海上保安官、入国警備官、自衛隊の警務官などの公安職においても、刑事訴訟法に規定された特別司法警察職員として捜査に従事
しなければなりません。
公安職を目指す学生が即戦力となるためには、実際の犯罪捜査の基礎を学び、自ら進んで考えることにより、判断力・行動力を身に付けることが最も
重要です。本演習はそのような学生に非常に有益だと思います。
私のこれまでの経験を活かし、犯罪捜査の実務で要求される知識・技能などを伝えたいと考えています。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

0402040

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは指定しません。
必要により資料を配布します。

参考書

①警察官のための刑事訴訟法講義　第４版，津田隆好，東京法令出版，2019年４月
②実例中心捜査法解説　第４版　－捜査手続・証拠法の詳説と公判手続入門－，幕田英雄，東京法令出版，
2019年4月
③刑事訴訟法講義　第7版，池田修・前田雅英，東京大学出版会，2022年7月

なし

①9784809013959
②9784809013973
③9784130323963

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 自己紹介、授業方針の説明等のガイダンスを行います。
捜査手続きの流れについて学修します。

【予習】シラバスを事前に読んでおく。自己紹介内容（本演
習選択の動機、自己の目標、演習に関する希望等）につ
いて、自分の意見をまとめておく。
【復習】担当教員が示した授業方針、授業計画を基に「警
察捜査」に関する法令・制度等について自己研鑽する。

4時間対面

第2回 指定グループが、事前に担当教員から提示された発表テーマ・課題の
研究結果について発表する。
指定グループの発表後、全員で討論し、最後に担当教員が講評等をす
る。

【予習】担当教員が提示した発表テーマ・課題に関する条
文等に目を通して、自己の研究結果・意見をまとめてお
く。
【復習】授業で発表された内容・教員の講評等に基づき、
自己の研究結果・意見を再度整理しておく。

4時間対面

第3回 指定グループが、事前に担当教員から提示された発表テーマ・課題の
研究結果について発表する。
指定グループの発表後、全員で討論し、最後に担当教員が講評等をす
る。

【予習】担当教員が提示した発表テーマ・課題に関する条
文等に目を通して、自己の研究結果・意見をまとめてお
く。
【復習】授業で発表された内容・教員の講評等に基づき、
自己の研究結果・意見を再度整理しておく。

4時間対面

第4回 指定グループが、事前に担当教員から提示された発表テーマ・課題の
研究結果について発表する。
指定グループの発表後、全員で討論し、最後に担当教員が講評等をす
る。

【予習】担当教員が提示した発表テーマ・課題に関する条
文等に目を通して、自己の研究結果・意見をまとめてお
く。
【復習】授業で発表された内容・教員の講評等に基づき、
自己の研究結果・意見を再度整理しておく。

4時間対面
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第5回 指定グループが、事前に担当教員から提示された発表テーマ・課題の
研究結果について発表する。
指定グループの発表後、全員で討論し、最後に担当教員が講評等をす
る。

【予習】担当教員が提示した発表テーマ・課題に関する条
文等に目を通して、自己の研究結果・意見をまとめてお
く。
【復習】授業で発表された内容・教員の講評等に基づき、
自己の研究結果・意見を再度整理しておく。

4時間対面

第6回 指定グループが、事前に担当教員から提示された発表テーマ・課題の
研究結果について発表する。
指定グループの発表後、全員で討論し、最後に担当教員が講評等をす
る。

【予習】担当教員が提示した発表テーマ・課題に関する条
文等に目を通して、自己の研究結果・意見をまとめてお
く。
【復習】授業で発表された内容・教員の講評等に基づき、
自己の研究結果・意見を再度整理しておく。

4時間対面

第7回 指定グループが、事前に担当教員から提示された発表テーマ・課題の
研究結果について発表する。
指定グループの発表後、全員で討論し、最後に担当教員が講評等をす
る。

【予習】担当教員が提示した発表テーマ・課題に関する条
文等に目を通して、自己の研究結果・意見をまとめてお
く。
【復習】授業で発表された内容・教員の講評等に基づき、
自己の研究結果・意見を再度整理しておく。

4時間対面

第8回 担当教員から提示された小テストや提出課題について、取り組みます。 【予習】これまでの各グループの発表内容等に関する条文
等に目を通して、自己の研究結果・意見をまとめておく。
【復習】小テスト・提出課題結果について検証し、自己の研
究結果・意見を再度整理しておく。

4時間オンデマンド

第9回 指定グループが、事前に担当教員から提示された発表テーマ・課題の
研究結果について発表する。
指定グループの発表後、全員で討論し、最後に担当教員が講評等をす
る。

【予習】担当教員が提示した発表テーマ・課題に関する条
文等に目を通して、自己の研究結果・意見をまとめてお
く。
【復習】授業で発表された内容・教員の講評等に基づき、
自己の研究結果・意見を再度整理しておく。

4時間対面

第10回 指定グループが、事前に担当教員から提示された発表テーマ・課題の
研究結果について発表する。
指定グループの発表後、全員で討論し、最後に担当教員が講評等をす
る。

【予習】担当教員が提示した発表テーマ・課題に関する条
文等に目を通して、自己の研究結果・意見をまとめてお
く。
【復習】授業で発表された内容・教員の講評等に基づき、
自己の研究結果・意見を再度整理しておく。

4時間対面

第11回 指定グループが、事前に担当教員から提示された発表テーマ・課題の
研究結果について発表する。
指定グループの発表後、全員で討論し、最後に担当教員が講評等をす
る。

【予習】担当教員が提示した発表テーマ・課題に関する条
文等に目を通して、自己の研究結果・意見をまとめてお
く。
【復習】授業で発表された内容・教員の講評等に基づき、
自己の研究結果・意見を再度整理しておく。

4時間対面

第12回 指定グループが、事前に担当教員から提示された発表テーマ・課題の
研究結果について発表する。
指定グループの発表後、全員で討論し、最後に担当教員が講評等をす
る。

【予習】担当教員が提示した発表テーマ・課題に関する条
文等に目を通して、自己の研究結果・意見をまとめてお
く。
【復習】授業で発表された内容・教員の講評等に基づき、
自己の研究結果・意見を再度整理しておく。

4時間対面

第13回 指定グループが、事前に担当教員から提示された発表テーマ・課題の
研究結果について発表する。
指定グループの発表後、全員で討論し、最後に担当教員が講評等をす
る。

【予習】担当教員が提示した発表テーマ・課題に関する条
文等に目を通して、自己の研究結果・意見をまとめてお
く。
【復習】授業で発表された内容・教員の講評等に基づき、
自己の研究結果・意見を再度整理しておく。

4時間対面

第14回 指定グループが、事前に担当教員から提示された発表テーマ・課題の
研究結果について発表する。
指定グループの発表後、全員で討論し、最後に担当教員が講評等をす
る。

【予習】担当教員が提示した発表テーマ・課題に関する条
文等に目を通して、自己の研究結果・意見をまとめてお
く。
【復習】授業で発表された内容・教員の講評等に基づき、
自己の研究結果・意見を再度整理しておく。

4時間対面

第15回 春学期の演習を振り返り、総括を行います。 【予習】春学期の自身の学習結果に関する総括をしてお
く。
【復習】春学期の自身の学習結果に関する総括に基づ
き、秋学期の目標をたてる。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅡＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

3渡邉　康行

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G3

法学部専門教育科目

テーマ 憲法と家族を考える

授業の目的及び概要
近年、家族法の分野に関して、憲法違反が争われる事例が大変多くなっています。婚外子法定相続分違憲訴訟、再婚禁止期間違憲訴訟、夫婦同氏制
違憲訴訟、同姓婚訴訟、性同一性障害者特例法違憲訴訟などです。この演習では、報告者がこうした訴訟に関する判決や論文を素材としてプレゼン
テーションを行い、それに基づいて参加者全員が議論を行います。本演習担当者は、2022年度まで一橋大学法科大学院・公共政策大学で長年にわた
り授業を担当していたため、その経験を踏まえて演習参加者に対してたびたび発言を求める。したがって、報告担当者は周到な準備が必要であること
はもちろんであるが、それ以外の学生も十分に予習をしてくることが求められる。
　学期を通じて、共通するテーマを扱うことにより、憲法と家族という問題について深い理解を得ることを目的とする。特定の問題領域について詳しい理
解を得ることは、その他の憲法問題への関心と理解を深めることにつながるだろう。

学修の到達目標
関連する判例・文献を調査することができる能力、それらを精読する能力、それを基に自分の意見を作り、他人に対して説明する能力、報告者の見解を
的確に理解し、それとは異なった観点を提示する能力などを養う。それらを通じて、法科大学院既修者入試試験を突破できる程度の学力を身に着け
る。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
報告内容等については、授業のなかで解説・講評を行う。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

1・２年次に配当されている憲法関係科目の単位を取得済み（又は取得見込み）であることを要件とする。法曹・公務員・研究者など、将来法律に関係す
る職業を志望している、意欲の高い学生が履修することを想定している。楽に単位を取得したいと思っている学生には不向きな演習であるため、厳にご
遠慮願いたい。他方で、視線を高くもち、積極的に演習に参加する学生にとっては、学力を向上させる良い機会になるはずである。当然ながら、正当な
理由がない限り欠席は認めない。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

００

０30０70

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストとしては、判決文や論文などを配布する。

参考書

参考書としては、さしあたり、憲法研究4号「特集『個人の尊重』と家族」（信山社、2019年）を挙げておく。本演
習担当者の体系書として、渡辺・宍戸・松本・工藤『憲法Ⅰ〔第２版〕』（2023年）、『憲法Ⅱ　総論・統治』（2020
年）（いずれも日本評論社）がある。これらは現在、司法試験や国家公務員総合職試験などの受験生にとって
定番の基本書となっているものである。

なし。

978-4-7972-6524-8
978-4-535-52711-9
978-4-535-52479-8

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 授業の進め方などのガイダンス。報告の担当の決定など。 自分が報告したいテーマについて、予めいくつか候補を考
えておく。

1時間対面

第2回 履修者による報告 報告者はレジュメを作成して、報告する。担当者以外の受
講生は、配布された資料を事前に熟読し、討論に参加で
きるように準備する。

4時間対面

第3回 履修者による報告 報告者はレジュメを作成して、報告する。担当者以外の受
講生は、配布された資料を事前に熟読し、討論に参加で
きるように準備する。

4時間対面

第4回 履修者による報告 報告者はレジュメを作成して、報告する。担当者以外の受
講生は、配布された資料を事前に熟読し、討論に参加で
きるように準備する。

4時間対面

第5回 履修者による報告 報告者はレジュメを作成して、報告する。担当者以外の受
講生は、配布された資料を事前に熟読し、討論に参加で
きるように準備する。

4時間対面

第6回 履修者による報告 報告者はレジュメを作成して、報告する。担当者以外の受
講生は、配布された資料を事前に熟読し、討論に参加で
きるように準備する。

4時間対面
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第7回 履修者による報告 報告者はレジュメを作成して、報告する。担当者以外の受
講生は、配布された資料を事前に熟読し、討論に参加で
きるように準備する。

4時間対面

第8回 履修者による報告 報告者はレジュメを作成して、報告する。担当者以外の受
講生は、配布された資料を事前に熟読し、討論に参加で
きるように準備する。

4時間対面

第9回 履修者による報告 報告者はレジュメを作成して、報告する。担当者以外の受
講生は、配布された資料を事前に熟読し、討論に参加で
きるように準備する。

4時間対面

第10回 履修者による報告 報告者はレジュメを作成して、報告する。担当者以外の受
講生は、配布された資料を事前に熟読し、討論に参加で
きるように準備する。

4時間対面

第11回 履修者による報告 報告者はレジュメを作成して、報告する。担当者以外の受
講生は、配布された資料を事前に熟読し、討論に参加で
きるように準備する。

4時間対面

第12回 履修者による報告 報告者はレジュメを作成して、報告する。担当者以外の受
講生は、配布された資料を事前に熟読し、討論に参加で
きるように準備する。

4時間対面

第13回 履修者による報告 報告者はレジュメを作成して、報告する。担当者以外の受
講生は、配布された資料を事前に熟読し、討論に参加で
きるように準備する。

4時間対面

第14回 履修者による報告 報告者はレジュメを作成して、報告する。担当者以外の受
講生は、配布された資料を事前に熟読し、討論に参加で
きるように準備する。

4時間対面

第15回 これまでの授業のまとめ これまでの授業内容を復習する。 4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅡＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

3伊藤　政也

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G3

法学部専門教育科目

テーマ 競争政策と法を学ぶ

授業の目的及び概要
本演習では、競争政策と法をテーマに学習を進めていきます。独占禁止法は、民事法・行政法・刑事法といった多様な法領域に関わる法分野です。
前期・後期を通して、日本の競争政策と公正取引委員会が運用する行政処分をきちんと理解してもらうため、学習の前提となる行政法・民事法分野の
課 題を特に扱います。各回の授業では、学生による報告を中心に進めていくことになります。判例・審決に含まれる課題を適切に理解し、それが社会に
どのような影響を与えうるかという点に注目してプレゼンテーションを行ってもらいます。必要に応じ、独占禁止法が定める各規制類型に関する経済分
析も扱います。

学修の到達目標
・競争政策と法の関係について理解を深める。
・公正取引委員会の法執行に伴い生じる行政法上の問題について基礎的な知識を獲得する。
・企業間紛争の前提となる民事法の問題について基礎的な知識を獲得する。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
・報告方法やレジュメの作成については、初回に指導を行う。
・テーマに関する調査方法などについても適宜指導を行う。
・学生が作成したレジュメに基づき、教員が改善点などを指摘する形で行う。特に、理解していない単語の使用については念入りに指摘する。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

・演習では各自文献を読んでのプレゼンテーションを求めます。演習の準備は相当程度大変なものになると思いま
す。「大変でも実力をつけたい。」、そのように考える受講生の参加を期待しています。
・行政職公務員試験の受験者については、専門試験対策等の必要に応じ、個別に申し出るようにしてください。
・資格試験・大学院受験希望者については、個別に申し出るようにしてください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

000

050050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

授業内で適宜指示をします。

参考書

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 授業の概要や到達目標について、ガイダンスを行います。 【予習】シラバスとガイダンス資料を事前に確認しておくこ
と。
【復習】配布資料の該当箇所を読み直し、講義で得た知識
を確認してください。

4時間対面

第2回 経済法の体系１　総論 【予習】シラバスとガイダンス資料を事前に確認しておくこ
と。
【復習】配布資料の該当箇所を読み直し、講義で得た知識
を確認してください。

4時間対面

第3回 経済法の体系２　市場 【予習】シラバスとガイダンス資料を事前に確認しておくこ
と。
【復習】配布資料の該当箇所を読み直し、講義で得た知識
を確認してください。

4時間対面

第4回 経済法の体系３　法規制の社会への影響 【予習】シラバスとガイダンス資料を事前に確認しておくこ
と。
【復習】配布資料の該当箇所を読み直し、講義で得た知識
を確認してください。

4時間対面

第5回 資料調査１　事例報告 【予習】シラバスとガイダンス資料を事前に確認しておくこ
と。
【復習】配布資料の該当箇所を読み直し、講義で得た知識
を確認してください。

4時間対面
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第6回 資料調査２　事例報告 【予習】シラバスとガイダンス資料を事前に確認しておくこ
と。
【復習】配布資料の該当箇所を読み直し、講義で得た知識
を確認してください。

4時間対面

第7回 資料調査３　事例報告 【予習】シラバスとガイダンス資料を事前に確認しておくこ
と。
【復習】配布資料の該当箇所を読み直し、講義で得た知識
を確認してください。

4時間対面

第8回 資料調査４　事例報告 【予習】シラバスとガイダンス資料を事前に確認しておくこ
と。
【復習】配布資料の該当箇所を読み直し、講義で得た知識
を確認してください。

4時間対面

第9回 資料調査５　事例報告 【予習】シラバスとガイダンス資料を事前に確認しておくこ
と。
【復習】配布資料の該当箇所を読み直し、講義で得た知識
を確認してください。

4時間対面

第10回 研究報告１ 【予習】シラバスとガイダンス資料を事前に確認しておくこ
と。
【復習】配布資料の該当箇所を読み直し、講義で得た知識
を確認してください。

4時間対面

第11回 研究報告２ 【予習】シラバスとガイダンス資料を事前に確認しておくこ
と。
【復習】配布資料の該当箇所を読み直し、講義で得た知識
を確認してください。

4時間対面

第12回 研究報告３ 【予習】シラバスとガイダンス資料を事前に確認しておくこ
と。
【復習】配布資料の該当箇所を読み直し、講義で得た知識
を確認してください。

4時間対面

第13回 研究報告４ 【予習】シラバスとガイダンス資料を事前に確認しておくこ
と。
【復習】配布資料の該当箇所を読み直し、講義で得た知識
を確認してください。

4時間対面

第14回 これまでのまとめと後期への課題発見 【予習】シラバスとガイダンス資料を事前に確認しておくこ
と。
【復習】配布資料の該当箇所を読み直し、講義で得た知識
を確認してください。

4時間対面

第15回 資料調査・文献研究の基本 【予習】シラバスとガイダンス資料を事前に確認しておくこ
と。
【復習】配布資料の該当箇所を読み直し、講義で得た知識
を確認してください。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅡＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

3大場　史朗

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G3

法学部専門教育科目

テーマ 刑事訴訟法の判例研究（１）

授業の目的及び概要
（目的）
本演習は、現代刑事法、とくに刑事手続の諸課題につき批判的かつ自由に研究することを目的としています。刑事手続では、一般に、社会の治安維持
の要請と被疑者・被告人の人権擁護の要請が問題となります。前者が強すぎれば後者が脅かされ、後者が強すぎれば前者が全うされないこともおこり
えます。どのようにバランスを図っていくかが問題となります。その運用に当たっては一定の「物差し」が必要となりますが、１つの「物差し」となるのが歴
史的に形成されてきた価値です。特に刑事法は合法的に人の生命を剥奪し、身体等を制約することができる法です。刑事法はこれまで人類がおかして
きた多くの過ちの上に成り立っています。この演習では歴史的な視点から刑事手続の諸問題を考えていきます。
4年生の演習Ⅲとあわせて2年間の演習となりますので、4年生終了時の卒業論文（ゼミ論文）等の作成を１つの大きな目標として、学修を進めることを
予定しています。
（概要）
ゼミナール形式です。受講生に報告してもらい、質疑応答・議論を行います。また、担当教員が適宜、議論の整理・解説を行います。演習の運営・司会
進行は原則としてすべて受講生で行います。
授業の内容は、刑事訴訟法の判例研究を中心とする予定ですが、受講生の希望に応じて柔軟に内容を検討します。受講生は初回の演習までに「自分
のやりたいこと、勉強したいこと」をまとめてきてください。初回の演習の際に、半期ないし１年間の計画を立てます。

学修の到達目標
（１）刑事手続の基本的な概念と流れについて理解し、説明することができる。
（２）刑事手続の判例の論点を把握・理解し、説明することができる。
（３）他人の痛みを自分の痛みにすることができる。
（４）相手の意見を尊重し、それに対して自分の意見を言うことができる。
（５）勉強する「基礎体力」を身につけることができる。
（６）チームワークを身につけることができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
報告内容等については、授業中に解説及び講評を行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告／フィールドワーク、学外見学、体験学習

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この演習では受講生の自主性が重要となります。２年次までの学修を基礎として、刑事法、とくに刑事手続に関するより高度な内容を扱います。情報検
索・文献収集の方法、論文の書き方、判例の読み方等もあわせて学習します。半期に必ず１～２回は報告（発表）を担当し、判例・関連文献を精読する
必要があるため、報告準備には一定の熱量と事前学習が必要です。もっとも教員ができる限りサポートしますので心配は不要です。対面での対話の重
要性を大切にしながら、みなさんと一緒に刑事法に関わる諸問題について積極的に意見交換し、「楽しい」演習にしたいと思っています。この演習の履
修と合わせて、刑事訴訟法の講義（春・秋学期開講）、その他の刑事法科目の履修を推奨します。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

000

050050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストを指定する場合は別途指示します。

参考書

授業内で適宜指示します。

なし

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 授業の進め方などのレクチャー。

＊授業計画は柔軟に変更することがある。

【予習】担当教員が指示した資料等を事前に読んできてく
ださい。
【復習】レジュメ・資料を読み直し、授業で得た知識等を確
認してください。

4時間対面

第2回 受講生による報告と議論（１） 【予習】担当教員が指示した資料等を事前に読んできてく
ださい。
【復習】レジュメ・資料を読み直し、授業で得た知識等を確
認してください。

4時間対面
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第3回 受講生による報告と議論（２） 【予習】担当教員が指示した資料等を事前に読んできてく
ださい。
【復習】レジュメ・資料を読み直し、授業で得た知識等を確
認してください。

4時間対面

第4回 受講生による報告と議論（３） 【予習】担当教員が指示した資料等を事前に読んできてく
ださい。
【復習】レジュメ・資料を読み直し、授業で得た知識等を確
認してください。

4時間対面

第5回 受講生による報告と議論（４） 【予習】担当教員が指示した資料等を事前に読んできてく
ださい。
【復習】レジュメ・資料を読み直し、授業で得た知識等を確
認してください。

4時間対面

第6回 受講生による報告と議論（５） 【予習】担当教員が指示した資料等を事前に読んできてく
ださい。
【復習】レジュメ・資料を読み直し、授業で得た知識等を確
認してください。

4時間対面

第7回 受講生による報告と議論（６） 【予習】担当教員が指示した資料等を事前に読んできてく
ださい。
【復習】レジュメ・資料を読み直し、授業で得た知識等を確
認してください。

4時間対面

第8回 受講生による報告と議論（７） 【予習】担当教員が指示した資料等を事前に読んできてく
ださい。
【復習】レジュメ・資料を読み直し、授業で得た知識等を確
認してください。

4時間対面

第9回 受講生による報告と議論（８） 【予習】担当教員が指示した資料等を事前に読んできてく
ださい。
【復習】レジュメ・資料を読み直し、授業で得た知識等を確
認してください。

4時間対面

第10回 受講生による報告と議論（９） 【予習】担当教員が指示した資料等を事前に読んできてく
ださい。
【復習】レジュメ・資料を読み直し、授業で得た知識等を確
認してください。

4時間対面

第11回 受講生による報告と議論（１０） 【予習】担当教員が指示した資料等を事前に読んできてく
ださい。
【復習】レジュメ・資料を読み直し、授業で得た知識等を確
認してください。

4時間対面

第12回 受講生による報告と議論（１１） 【予習】担当教員が指示した資料等を事前に読んできてく
ださい。
【復習】レジュメ・資料を読み直し、授業で得た知識等を確
認してください。

4時間対面

第13回 受講生による報告と議論（１２） 【予習】担当教員が指示した資料等を事前に読んできてく
ださい。
【復習】レジュメ・資料を読み直し、授業で得た知識等を確
認してください。

4時間対面

第14回 報告内容の整理・検討
　演習内で報告した内容を、演習内での議論・指摘を踏まえて、再度整
理・検討し、レポートの形で提出してください。

演習内で報告した内容を、演習内での議論・指摘を踏まえ
て、再度整理・検討してください。

4時間オンデマンド

第15回 まとめと総括 【予習】担当教員が指示した資料等を事前に読んできてく
ださい。
【復習】レジュメ・資料を読み直し、授業で得た知識等を確
認してください。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅡＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

3石川　英樹

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G3

法学部専門教育科目

テーマ 警察と法～警察官としての判断基準と行動原理～

授業の目的及び概要
・　警察官として職務を執行する上において、法的根拠に基づく揺るぎない「判断基準」と「行動原理」を習得する。

学修の到達目標
・　警察の民主的運営の保障、警察組織の効率的運営、政治的中立性の確保、政府の治安責任等を基本理念とする警察法を学び警察の組織、責務、
職務権限の範囲等警察官として必要な基本的知識を習得できる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
・次回授業でコメントシートを紹介し、質問への回答や補足説明を行い、理解を深めます
・授業で発表、討議した研究結果はその都度授業で担当教員から実学に直結する講評をコメントします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

担当教員は奈良県警察本部にて、３６年間警察官として勤務し、調査官・監察官・地域指導室長など、第一線を始め管理部門での実務経験と警察庁近
畿管区警察局監察課への出向などの警察行政における人事、業務管理・企画立案及び服務・業務指導、若手警察官の育成、指導に従事してきた。
本科目では、こうした実務経験を活かして、警察官・消防官などの公安職に必要とされる職務倫理や心構え、実務で要求される知識技能など、事例を
交えつつ解説する実践的な授業を展開する。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

・　治安を担う職業を志望するにあたって憧れと不安が交錯している学生諸君、公務員の道は奉仕の道である。時には怖がられ、疎まれ、そして時々感
謝され、その行動には国民の様々な声が聞こえます。
・　しかし警察官として３６年間勤務した私が確信しているのは、多くの国民が「声の小さい多数派」であり、治安の任にあたる者を信頼し、応援している
ことです。その人達のたった一つの命と財産、安全・安心を守る仕事に「誇りと使命感」を持って最後まで駆け抜ける志を抱く君たちの「夢を支え」、君た
ちが「現実」にアタックしゴールしてくれることを願って止みません。
・　「人の悲しみを自分の悲しみ」と感じ、「人の喜びを自分の喜び」と受け止め、被害に苦しみ困り果てている人に正面から向き合い、手を差し伸べ、人
の役に立つ仕事にやりがいを感じる君達と共に学んでいきたいと思います。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

20
コメントシート

00

004040

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

・　指定はしません。
・　教員から研究発表課題を事前に提示します。

参考書

・　指定はしません。
・　教員から研究発表課題を事前に提示します。

なし。

なし。

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ・　自己紹介、授業方針の説明を行い、発表グループを編成、受講生の
意思統一を構築する。
・　授業計画は必要性、受講生の希望等により変更することがある。
・　担当教員が警察法の概要を説明する。
・　担当教員が警察法に関する次回の研究発表課題を提示する。

警察法の概要について読了し理解しておくこと。
担当教員が警察法に関する次回の研究発表課題を提示
するので、提示された課題について関係条文、判例を予
習し理解を深めておくこと。

4時間対面

第2回 ・　発表グループが調査研究結果を発表後、全員で討論。最後に担当
教員が講評を加える。
・　各学生はコメントシートを作成、提出。

授業で研究、討議した課題についてノートに整理して復習
しておくこと。担当教員が警察法に関する次回の研究発
表課題を提示するので、関係条文、判例等を予習し理解
を深めておくこと。

4時間対面

第3回 ・　発表グループが調査研究結果を発表後、全員で討論。最後に担当
教員が講評を加える。
・　各学生はコメントシートを作成、提出。

授業で研究、討議した課題についてノートに整理して復習
しておくこと。担当教員が警察法に関する次回の研究発
表課題を提示するので、関係条文、判例等を予習し理解
を深めておくこと。

4時間対面

第4回 ・　発表グループが調査研究結果を発表後、全員で討論。最後に担当
教員が講評を加える。
・　各学生はコメントシートを作成、提出。

授業で研究、討議した課題についてノートに整理して復習
しておくこと。担当教員が警察法に関する次回の研究発
表課題を提示するので、関係条文、判例等を予習し理解
を深めておくこと。

4時間対面

第5回 ・　発表グループが調査研究結果を発表後、全員で討論。最後に担当
教員が講評を加える。
・　各学生はコメントシートを作成、提出。

授業で研究、討議した課題についてノートに整理して復習
しておくこと。担当教員が警察法に関する次回の研究発
表課題を提示するので、関係条文、判例等を予習し理解
を深めておくこと。

4時間対面
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第6回 ・　発表グループが調査研究結果を発表後、全員で討論。最後に担当
教員が講評を加える。
・　各学生はコメントシートを作成、提出。

授業で研究、討議した課題についてノートに整理して復習
しておくこと。
次回授業において、これまで討議した、警察法に関する小
テストを行うので、予習しておくこと。

4時間対面

第7回 小テスト実施。 小テストに関して理解不足な点を検証し復習しておくこと。
予習として前半の自身の学修結果に関する総括をしてお
くこと。

4時間対面

第8回 前半の総括を実施し、後半の演習に反映する。 授業の総括結果を復習しておくこと。担当教員が警察法
に関する次回の研究発表課題を提示するので、関係条
文、判例等を予習し理解を深めておくこと。

4時間対面

第9回 ・　発表グループが調査研究結果を発表後、全員で討論。最後に担当
教員が講評を加える。
・　各学生はコメントシートを作成、提出。

授業で研究、討議した課題についてノートに整理して復習
しておくこと。担当教員が警察法に関する次回の研究発
表課題を提示するので、関係条文、判例等を予習し理解
を深めておくこと。

4時間対面

第10回 ・　発表グループが調査研究結果を発表後、全員で討論。最後に担当
教員が講評を加える。
・　各学生はコメントシートを作成、提出。

授業で研究、討議した課題についてノートに整理して復習
しておくこと。担当教員が警察法に関する次回の研究発
表課題を提示するので、関係条文、判例等を予習し理解
を深めておくこと。

4時間対面

第11回 ・　発表グループが調査研究結果を発表後、全員で討論。最後に担当
教員が講評を加える。
・　各学生はコメントシートを作成、提出。

授業で研究、討議した課題についてノートに整理して復習
しておくこと。担当教員が警察法に関する次回の研究発
表課題を提示するので、関係条文、判例等を予習し理解
を深めておくこと。

4時間対面

第12回 ・　発表グループが調査研究結果を発表後、全員で討論。最後に担当
教員が講評を加える。
・　各学生はコメントシートを作成、提出。

授業で研究、討議した課題についてノートに整理して復習
しておくこと。担当教員が警察法に関する次回の研究発
表課題を提示するので、関係条文、判例等を予習し理解
を深めておくこと。

4時間対面

第13回 ・　発表グループが調査研究結果を発表後、全員で討論。最後に担当
教員が講評を加える。
・　各学生はコメントシートを作成、提出。

授業で研究、討議した課題についてノートに整理して復習
しておくこと。
次回授業において、これまで研究、討議した、警察法に関
する小テストを行うので、復習しておくこと。

4時間対面

第14回 小テスト実施。 小テストに関して理解不足な点を検証し復習しておくこと。
予習として春学期の自身の学修結果に関する総括をして
おくこと。

4時間対面

第15回 春学期の演習を振り返り総括を行う。 復習として春学期の自身の学修結果に関して総括し、ノー
トに整理しておくこと。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅡＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

3平田　健治

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G3

法学部専門教育科目

テーマ 設例を通して民法を理解する

授業の目的及び概要
民法総則の設例を学びます

学修の到達目標
簡単な設例で何が問題とされているかを説明できる

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
予習レポート、復習レポートには解説をつけ、適宜、個人的コメントも返します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

民法を学ぶとは、頭に汗をかいて、何度も考えることです。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

000

0304030

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

民法1　総則（有斐閣ストゥディア），山本監修・香川ほか著，有斐閣，2021年

参考書

ISBN 978-4-641-15008-9
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 導入 レジュメとそこに指示された資料を読み、予習レポートを
提出する（2時間）。
ゼミでやったことを復習しつつ、復習レポートを提出する（2
時間）。

4時間対面

第2回 権利能力 レジュメとそこに指示された資料を読み、予習レポートを
提出する（2時間）。
ゼミでやったことを復習しつつ、復習レポートを提出する（2
時間）。

4時間対面

第3回 行為能力 レジュメとそこに指示された資料を読み、予習レポートを
提出する（2時間）。
ゼミでやったことを復習しつつ、復習レポートを提出する（2
時間）。

4時間対面

第4回 法人 レジュメとそこに指示された資料を読み、予習レポートを
提出する（2時間）。
ゼミでやったことを復習しつつ、復習レポートを提出する（2
時間）。

4時間対面

第5回 物 レジュメとそこに指示された資料を読み、予習レポートを
提出する（2時間）。
ゼミでやったことを復習しつつ、復習レポートを提出する（2
時間）。

4時間対面

第6回 それまでの回の復習ならびに法律行為 レジュメとそこに指示された資料を読み、予習レポートを
提出する（2時間）。
ゼミでやったことを復習しつつ、復習レポートを提出する（2
時間）。

4時間オンデマンド
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第7回 心裡留保・虚偽表示 レジュメとそこに指示された資料を読み、予習レポートを
提出する（2時間）。
ゼミでやったことを復習しつつ、復習レポートを提出する（2
時間）。

4時間対面

第8回 錯誤 レジュメとそこに指示された資料を読み、予習レポートを
提出する（2時間）。
ゼミでやったことを復習しつつ、復習レポートを提出する（2
時間）。

4時間対面

第9回 詐欺・強迫 レジュメとそこに指示された資料を読み、予習レポートを
提出する（2時間）。
ゼミでやったことを復習しつつ、復習レポートを提出する（2
時間）。

4時間対面

第10回 内容規制 レジュメとそこに指示された資料を読み、予習レポートを
提出する（2時間）。
ゼミでやったことを復習しつつ、復習レポートを提出する（2
時間）。

4時間対面

第11回 表見代理 レジュメとそこに指示された資料を読み、予習レポートを
提出する（2時間）。
ゼミでやったことを復習しつつ、復習レポートを提出する（2
時間）。

4時間対面

第12回 無権代理 レジュメとそこに指示された資料を読み、予習レポートを
提出する（2時間）。
ゼミでやったことを復習しつつ、復習レポートを提出する（2
時間）。

4時間対面

第13回 時効の完成 レジュメとそこに指示された資料を読み、予習レポートを
提出する（2時間）。
ゼミでやったことを復習しつつ、復習レポートを提出する（2
時間）。

4時間対面

第14回 完成猶予と更新 レジュメとそこに指示された資料を読み、予習レポートを
提出する（2時間）。
ゼミでやったことを復習しつつ、復習レポートを提出する（2
時間）。

4時間対面

第15回 取得時効・消滅時効 レジュメとそこに指示された資料を読み、予習レポートを
提出する（2時間）。
ゼミでやったことを復習しつつ、復習レポートを提出する（2
時間）。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅡＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

3藤島　光雄

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G3

法学部専門教育科目

テーマ 行政法の重要判例を読む

授業の目的及び概要
行政法に関する重要判例・事例をもとに、法律による行政、行政課題について、課題解決する能力を養う。
また、行政職公務員試験、司法書士・行政書士など、行政法が必要となる国家試験に合格できる能力を養うことも目指す。
重要判例の問題点を把握し、行政課題を解決する能力を身につけることを目標とする。
判例の発表・質疑応答・討論を通して、問題解決を図る能力を身につけることを目標とする。

学修の到達目標
１．判決文を正確に読めるようになる。
２、行政法に関する重要判例を理解し、課題について説明することができる。
３．行政法の重要判例をもとに、行政課題を正確に把握し、具体的な解決方法を示すことができる。
４．他者と協力して共同調査・研究・報告・質疑応答をすることができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
各回の報告に対しては講評を行い、レジュメの作成や報告方法等について、アドバイスを行う。
報告内容等につき、授業中に適宜解説を行う。
各章が終わるごとに、それまでの資料等を含めて、再度まとめを行う。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

憲法(人権・統治を含む)、行政法総論を履修済か履修中であることが望ましい。
公務員行政職を志望する学生を歓迎します。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

50
報告内容

00

00050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

『行政法の基礎がわかった』，田中嗣久・藤島光雄，法学書院，2018年

参考書

①『行政判例百選Ⅰ（第8版）』，斎藤誠他編，有斐閣，2022年　
②『行政判例百選Ⅱ（第8版）』，斎藤誠他編、有斐閣，2022年

978-4-587-53825-5

① 978-4-641-11560-6
② 978-4-641-11561-3

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
具体的な進め方及び2回目以降の授業での報告担当グループを決定
する。
２回目以降の授業では、各回の報告担当グループが協力し合ってレ
ジュメを作成し、報告を行う。

【予習】シラバスとガイダンス資料を事前に読んでおくこと
（2時間）
【復習】シラバスとガイダンス資料を読み直し、演習で配布
した資料を確認しておくこと（2時間）

4時間対面

第2回 第5章　行政法の重要判例だ　　　　
１　判例の読み方

予習として、教科書の該当頁(245ー248頁)を予習しておく
こと（2時間）
復習として、教科書該当箇所、演習でとりあげた判例につ
いて確認しておくこと（2時間）

4時間対面

第3回 ２　判例を読むときの留意点　　
３　判例に挑戦～基礎的な需要判例

予習として、教科書の該当頁(249ー252頁)を予習しておく
こと（2時間）
復習として、教科書該当箇所、演習でとりあげた判例につ
いて確認しておくこと（2時間）

4時間対面

第4回 ①　民法は適用されないの？―行政上の法律関係　　
   ア　民法の適用を認めない判例  
   イ　民法の適用を認めた判例

予習として、教科書の該当頁(253ー256頁)を予習しておく
こと（2時間）
復習として、教科書該当箇所、演習でとりあげた判例につ
いて確認しておくこと（2時間）

4時間対面

第5回 ②　法律の根拠はいらないの？―法律の留保 予習として、教科書の該当(256ー257)頁を予習しておくこ
と（2時間）
復習として、教科書該当箇所、演習でとりあげた判例につ
いて確認しておくこと（2時間）

4時間対面
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第6回 ③　行政行為（行政処分）ってなに？ 予習として、教科書の該当(258)頁を予習しておくこと（2時
間）
復習として、教科書該当箇所、演習でとりあげた判例につ
いて確認しておくこと（2時間）

4時間対面

第7回 ④　行政行為が違法とか不当だったらどうなるの？ 予習として、教科書の該当(259)頁を予習しておくこと（2時
間）
復習として、教科書該当箇所、演習でとりあげた判例につ
いて確認しておくこと（2時間）

4時間対面

第8回 ⑤　行政権の濫用ってどんな場合？ 予習として、教科書の該当(260ー261)頁を予習しておくこ
と（2時間）
復習として、教科書該当箇所、演習でとりあげた判例につ
いて確認しておくこと（2時間）

4時間対面

第9回 ⑥　行政行為の取消しと撤回ってどう違うの？ 予習として、教科書の該当(262ー263)頁を予習しておくこ
と（2時間）
復習として、教科書該当箇所、演習でとりあげた判例につ
いて確認しておくこと（2時間）

4時間対面

第10回 ⑦　行政立法ってなに？ 予習として、教科書の該当(264ー266)頁を予習しておくこ
と（2時間）
復習として、教科書該当箇所、演習でとりあげた判例につ
いて確認しておくこと（2時間）

4時間対面

第11回 ⑧　法律と条例はどんな関係なの？ 予習として、教科書の該当頁(267ー269頁)を予習しておく
こと（2時間）
復習として、教科書該当箇所、演習でとりあげた判例につ
いて確認しておくこと（2時間）

4時間対面

第12回 ⑨　狙い撃ち条例条例ってなに？ 予習として、教科書の該当頁(270)頁を予習しておくこと（2
時間）
復習として、教科書該当箇所、演習でとりあげた判例につ
いて確認しておくこと（2時間）

4時間対面

第13回 ⑩　行政指導ってなに？ 予習として、教科書の該当頁(271-273)頁を予習しておくこ
と（2時間）
復習として、教科書該当箇所、演習でとりあげた判例につ
いて確認しておくこと（2時間）

4時間対面

第14回 ⑪　行政上の強制措置をめぐってどんな問題があるの？ 予習として、教科書の該当頁(273-275)頁を予習しておくこ
と（2時間）
復習として、教科書該当箇所、演習でとりあげた判例につ
いて確認しておくこと（2時間）

4時間対面

第15回 これまでの内容の総復習をオンデマンドで配信する。
【復習】オンデマンド動画を視聴した上で、これまでの学修内容の総復
習を行ってください。

これまでの内容の総復習を行う。
【復習】オンデマンド動画を視聴した上で、これまでの学修
内容の総復習を行ってください。

5.5時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅡＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

3矢野　哲也

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G3

法学部専門教育科目

テーマ 情報社会における安全保障・防衛問題について考える（１）

授業の目的及び概要
【授業の目的】
　インターネットの普及によって地球規模の情報化が進展している現代における安全保障・防衛問題の新たな様相について理解するとともに、これから
の日本の防衛及び世界の軍事情勢について自らの視点で考察する力を修得していきます。

【授業の概要】
　授業については、2022年のロシアによるウクライナ軍事侵攻などを取り上げ、リアルタイムで世界の動きを実感できる内容を心掛けるとともに、防衛
省・自衛隊で勤務してきた実務経験を積極的に紹介していきたいと思います。

学修の到達目標
現代社会の諸課題を理解し、法的知識・技能をもとにして、多様な価値観や利害関係に適した解決策を考える力を身につけている。そのほか、自由、平
等、民主主義などの価値原理を基礎とする、法学を中心とする高度な専門知識を体系的に理解するとともに、現代社会の諸課題に積極的に取り組む
市民として、他者と協調・協働できる能力を身につけている。あわせて、論理的な法的思考力と豊かな表現力とともに、情報、数理、英語等の汎用的技
能を修得し、社会科学を中心とした幅広い教養を身につけている。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
口頭発表及び質疑応答の内容について、授業中に解説及び講評を行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

日本の防衛や世界の軍事情勢に少しでも興味がある方であれば、この演習の履修を歓迎します。
また授業を履修するにあたっては、日ごろから防衛問題に関するニュースに関心を持つように心掛けて下さい。
そして授業における評価では、定説にとらわれない独創的な発想や意見を重視します。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
０

00

050050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

防衛省『令和4年版防衛白書』（防衛省ホームページ）

参考書

授業で、その都度紹介します。

－
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 授業ガイダンスなど
・授業ガイダンス
・インターネットによる調査研究の方法
・各種コミュニケーションの方法

【予習】授業前に、本シラバスを熟読し、その内容を確認・
理解した上で授業に参加して下さい。
【復習】授業後に、自分が興味のある安全保障・防衛問題
に関するテーマについて考えて下さい。

4時間対面

第2回 研究テーマ：わが国を取り巻く安全保障環境－概観について 【予習】授業前に、防衛省HPで『令和4年版防衛白書－第
Ⅰ部第1章』を読んで予習して下さい。
【復習】授業後に、授業で配布したテキスト及び参考資料
を読んで復習して下さい。

4時間オンデマンド

第3回 研究テーマ：ロシアによるウクライナ侵略について 【予習】授業前に、防衛省HPで『令和4年版防衛白書－第
Ⅰ部第2章』を読んで予習して下さい。
【復習】授業後に、授業で配布したテキスト及び参考資料
を読んで復習して下さい。

4時間対面

第4回 研究テーマ：諸外国の防衛政策など－米国について 【予習】授業前に、防衛省HPで『令和4年版防衛白書－第
Ⅰ部第3章第1節』を読んで予習して下さい。
【復習】授業後に、授業で配布したテキスト及び参考資料
を読んで復習して下さい。

4時間対面

第5回 研究テーマ：諸外国の防衛政策など－中国について 【予習】授業前に、防衛省HPで『令和4年版防衛白書－第
Ⅰ部第3章第2節』を読んで予習して下さい。
【復習】授業後に、授業で配布したテキスト及び参考資料
を読んで復習して下さい。

4時間対面
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第6回 研究テーマ：諸外国の防衛政策などー米国と中国の関係などについて 【予習】授業前に、防衛省HPで『令和4年版防衛白書－第
Ⅰ部第3章第3節』を読んで予習して下さい。
【復習】授業後に、授業で配布したテキスト及び参考資料
を読んで復習して下さい。

4時間対面

第7回 研究テーマ：諸外国の防衛政策など－朝鮮半島について 【予習】授業前に、防衛省HPで『令和4年版防衛白書－第
Ⅰ部第3章第4節』を読んで予習して下さい。
【復習】授業後に、授業で配布したテキスト及び参考資料
を読んで復習して下さい。

4時間対面

第8回 研究テーマ：諸外国の防衛政策など－ロシアについて 【予習】授業前に、防衛省HPで『令和4年版防衛白書－第
Ⅰ部第3章第5節』を読んで予習して下さい。
【復習】授業後に、授業で配布したテキスト及び参考資料
を読んで復習して下さい。

4時間対面

第9回 研究テーマ：諸外国の防衛政策など－大洋州について 【予習】授業前に、防衛省HPで『令和4年版防衛白書－第
Ⅰ部第3章第6節』を読んで予習して下さい。
【復習】授業後に、授業で配布したテキスト及び参考資料
を読んで復習して下さい。

4時間対面

第10回 研究テーマ：諸外国の防衛政策など－東南アジアについて 【予習】授業前に、防衛省HPで『令和4年版防衛白書－第
Ⅰ部第3章第7節』を読んで予習して下さい。
【復習】授業後に、授業で配布したテキスト及び参考資料
を読んで復習して下さい。

4時間対面

第11回 研究テーマ：諸外国の防衛政策など－南アジアについて 【予習】授業前に、防衛省HPで『令和4年版防衛白書－第
Ⅰ部第3章第8節』を読んで予習して下さい。
【復習】授業後に、授業で配布したテキスト及び参考資料
を読んで復習して下さい。

4時間対面

第12回 研究テーマ：諸外国の防衛政策など－欧州・カナダについて 【予習】授業前に、防衛省HPで『令和4年版防衛白書－第
Ⅰ部第3章第9節』を読んで予習して下さい。
【復習】授業後に、授業で配布したテキスト及び参考資料
を読んで復習して下さい。

4時間対面

第13回 研究テーマ：諸外国の防衛政策など－中東・アフリカについて 【予習】授業前に、防衛省HPで『令和4年版防衛白書－第
Ⅰ部第3章第10節』を読んで予習して下さい。
【復習】授業後に、授業で配布したテキスト及び参考資料
を読んで復習して下さい。

4時間対面

第14回 研究テーマ：宇宙・サイバー・電磁波といった新たな領域について（１） 【予習】授業前に、防衛省HPで『令和4年版防衛白書－第
Ⅰ部第4章第1～4節』を読んで予習して下さい。
【復習】授業後に、授業で配布したテキスト及び参考資料
を読んで復習して下さい。

4時間対面

第15回 研究テーマ：宇宙・サイバー・電磁波といった新たな領域について（２） 【予習】授業前に、防衛省HPで『令和4年版防衛白書－第
Ⅰ部第4章第5～7節』を読んで予習して下さい。
【復習】授業後に、授業で配布したテキスト及び参考資料
を読んで復習して下さい。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅡＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

3

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G3

法学部専門教育科目

テーマ 労働問題や労働現場の実態について判例を検討する

授業の目的及び概要
労働法は労働者の一生，企業の存立に関わる問題で具体的な利害関係に対して実際に生じた争いを解決する実定法であります。法解釈は社会情勢
と密接に関連してありますので労働法を学ぶには具体的事例の検討が重要だと思います。演習では、労働契約法、労働基準法など個別的労働関係を
題材として、重要判例を「労働判例百選」などを中心に，実際の労働現場でどのような利益対立があり，それに対して労働法がどのように解釈されて結
論が導かれたのか等々，演習を通じて皆さんと討論しながら理解を深めたいと思います。

学修の到達目標
基本的な労働判例における利害関係，争点，具体的処理とその妥当性の検討等を通じて実務演習における応用を学ぶことができます

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
報告のやり方やレジュメ作成については、初回及び2回の授業で指導します。重要判例についてテーマを決め、演習授業の前に事案の概要，争点，事
実認定、判断根拠，判定理由順に発表してもらい、その後，担当教授のコメント、学生たちの質疑応答の時間をとり結論を出します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

演習は労働法を題材に、労働問題の解決能力を修得し、法理論と関連事例などの多様なテーマについて討論を楽しみながら勉強します。雇用関係と
労使関係に対する探究は将来的に就労活動にも対応できるような知識になるだろうと思います。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

50
報告内容

00

0００50

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

荒木尚志・奥田香子『ケースブック労働法第4版』有斐閣2019年　　　　ISBN 9784641144743

参考書

村中孝史・荒木尚志『労働判例百選第10版』 有斐閣2022年　　　　　　ISBN 9784641115576
野田進外多数『判例労働法入門第7版』有斐閣2021年　　　　　　　　　ISBN 9784641243477

ISBN 9784641144743

ISBN 9784641115576
ISBN 9784641243477

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス・自己紹介、発表担当者の決める。 【予習】シラバシを確認する
【復習】レジュメ・配付資料を読み直す。

4時間対面

第2回 主題：国鉄札幌駅事件
‐懲戒権

【予習】取扱う判例を読んでおく
【復習】レジュメ・配付資料を読み直し、授業で学んだこと
を確認する。

4時間対面

第3回 主題：ネスレ日本懲戒解雇事件
‐懲戒権の行使濫用

【予習】取扱う判例を読んでおく
【復習】レジュメ・配付資料を読み直し、授業で学んだこと
を確認する。

4時間対面

第4回 主題：小田急電鉄事件
‐私生活の非行

【予習】取扱う判例を読んでおく
【復習】レジュメ・配付資料を読み直し、授業で学んだこと
を確認する。

4時間対面

第5回 主題：敬愛学園事件事件
‐解雇の合理性

【予習】取扱う判例を読んでおく
【復習】レジュメ・配付資料を読み直し、授業で学んだこと
を確認する。

4時間対面

第6回 主題：日本航空事件
‐整理解雇

【予習】取扱う判例を読んでおく
【復習】レジュメ・配付資料を読み直し、授業で学んだこと
を確認する。

4時間対面

第7回 主題：フォセコ・ジャパン・リミテット事件
‐競業避止義務

【予習】取扱う判例を読んでおく
【復習】レジュメ・配付資料を読み直し、授業で学んだこと
を確認する。

4時間対面

第8回 主題：津田電機計器事件
‐定年と継続雇用

【予習】取扱う判例を読んでおく
【復習】レジュメ・配付資料を読み直し、授業で学んだこと
を確認する。

4時間対面
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第9回 主題：川崎市水道局事件
‐職場のいじめ

【予習】取扱う判例を読んでおく
【復習】レジュメ・配付資料を読み直し、授業で学んだこと
を確認する。

4時間対面

第10回 主題：時事通信社事件
‐年次有給休暇

【予習】取扱う判例を読んでおく
【復習】レジュメ・配付資料を読み直し、授業で学んだこと
を確認する。

4時間対面

第11回 主題：札幌中央労基署長事件
‐通勤災害

【予習】取扱う判例を読んでおく
【復習】レジュメ・配付資料を読み直し、授業で学んだこと
を確認する。

4時間対面

第12回 主題：名古屋グィツ労組事件
‐組合の分裂

【予習】取扱う判例を読んでおく
【復習】レジュメ・配付資料を読み直し、授業で学んだこと
を確認する。

4時間対面

第13回 主題：国鉄団交拒否事件
‐団体交渉対象

【予習】取扱う判例を読んでおく
【復習】レジュメ・配付資料を読み直し、授業で学んだこと
を確認する。

4時間対面

第14回 主題：大阪運輸振興事件
‐契約期間の途中解約

【予習】取扱う判例を読んでおく
【復習】レジュメ・配付資料を読み直し、授業で学んだこと
を確認する。

4時間対面

第15回 総括まとめ 総合的に整理する。 4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅡＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

3吉原　裕樹

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G3

法学部専門教育科目

テーマ 憲法テーマ演習・判例研究

授業の目的及び概要
憲法のテーマ演習・判例研究を行う。テーマ演習の例としては、「同性婚と婚姻の自由」・「ヘイトスピーチと表現の自由」・「マイナンバー制度とプライバ
シー権」などがありうる。判例研究の題材としては、憲法判例百選掲載の判例、及び、憲法判例百選に掲載されていない、最新の重要判例などが考え
られる。なお、過去に担当教員吉原裕樹（以下、単に「担当教員」という）の演習科目を履修したことがある場合、過去の発表時とは異なるテーマ・判例
を選択する必要がある。
テーマ演習・判例研究のいずれに重点を置くかは、受講生の問題関心も考慮して、最終的に担当教員が決定する。１年間ずっと、テーマ演習・判例研究
のいずれかを取り扱う可能性もある。受講生が少ない場合、受講生１人当たりの発表回数が多くなる可能性が高い。
受講生は、発表本番１週間前までに、発表資料（レジュメなど）を準備する。発表資料としては、パワーポイントでも構わないが、それよりもレジュメを推
奨する。
発表に先立って、参考文献・関連判例等を十分に調査する必要がある。事前に担当教員に質問してもらえれば、参考文献・関連判例等についてアドバ
イスする。判例研究の場合、関連判例を調査する必要があるし、最高裁判所判例の場合、最高裁判所調査官解説を十分に理解し、レジュメに引用する
必要がある。レジュメには、参考文献のページ番号等の表示を含め、参考文献を適切な方法で引用する必要がある。

学修の到達目標
特定のテーマについて、口頭及び書面にて、憲法上の意義を分かりやすく説明し、適切に憲法解釈論を展開することができる。特定の判例について、
口頭及び書面にて、憲法判例としての意義（憲法との関連性、判例としての新規性など）を分かりやすく説明し、その射程を適切に論ずることができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
担当者の発表、及び、発表担当者以外の受講生による質疑等について、担当教員が適宜コメントする。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／プレゼンテーション、発表、報告

本科目の担当教員は、2012年に弁護士資格を取得したのち、弁護士として執務し、憲法訴訟のほか、民事裁判・刑事裁判等の弁護士経験を有してい
る。また、弁護士会の役職として、日本弁護士連合会憲法問題対策本部 幹事・大阪弁護士会 憲法問題特別委員会 副委員長・大阪弁護士会常議員
などを歴任してきた。本科目では、これらの弁護士実務経験を活かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

担当教員は、2022年４月に本学に着任する前、約10年間、弁護士を本業としてきた。
本科目は、法曹志望者・研究者志望者を主な対象とする（ただし本科目は、司法試験対策を直接の目的とするわけではない）。
それ以外の方は、履修にあたって、以下の点に特に留意されたい。本科目の内容は発展的・専門的で、予習の負担が大きい。また、発表担当回はもち
ろん、それ以外の回でも、担当教員から数多くの質問を受けるので、自発的・積極的な予習と授業参加が必要となる。
本科目では、原則として、各学期15回のすべてに出席することが必要である。出席回数が十分でない場合、本科目の単位を取得することができない。
なお、以上については、４年生時も同様である。
本科目の履修にあたっては、憲法全体について十分に学修し、理解していることが必要である。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

000

030070

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは使用しない。

参考書

①憲法判例百選１・２（第７版），長谷部恭男ほか編，有斐閣，2019年
②憲法（第３版），渋谷秀樹，有斐閣，2017年
③講座　立憲主義と憲法学　全６巻，信山社，2022年以降続刊中
④憲法研究　第１号以下，辻村みよ子責任編集，信山社，2017年以降続刊中

③・④は、発表テーマを検討するのに有益である。

テキストは使用しない。

①9784641115453，
9784641115460
②9784641227231
③9784797212259，
9784797212266，
9784797212273
④9784797265217，
9784797265224，
9784797265231，
9784797265248，
9784797265255，
9784797265262，
9784797265279，
9784797265286，
9784797265293，
9784797279009

ISBN

ISBN

－522－



授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 各受講生が取り扱うテーマないし判例を議論・決定する。
テーマ演習の方法としては、最近話題になっている社会現象を憲法の
観点から検討するとか、参考書③・④から適宜の論文を選択し文献購
読を行うなど、さまざまなものが考えられる。
テーマがどのようなものであっても、憲法とどのように関連するかをはっ
きりと意識する必要があるし、関連する学術資料（論文）・判例などを、
しっかりと調べる必要がある。

発表担当者は、事前にレジュメ等の資料を準備し、遅くと
も担当回の前の回までに、他の受講生と担当教員に配
布・共有する（ただし、第２回授業については、特別の取
扱いをするので、第１回にて詳細を説明する。また、受講
人数によっては、異なる取扱いをする場合がある）。
担当者以外の受講生は、配布・共有された資料を事前に
熟読し、担当者に質問したり意見を述べたりすることがで
きるように、準備する。
予習・復習としては、とりわけ予習（受講生の担当回だけ
でなく、他の受講生の担当回を含む）を重点的に行う必要
がある。

4時間対面

第2回 受講生による発表 発表担当者は、事前にレジュメ等の資料を準備し、遅くと
も担当回の前の回までに、他の受講生と担当教員に配
布・共有する（ただし、受講人数によっては、異なる取扱い
をする場合がある）。
担当者以外の受講生は、配布・共有された資料を事前に
熟読し、担当者に質問したり意見を述べたりすることがで
きるように、準備する。
予習・復習としては、とりわけ予習（受講生の担当回だけ
でなく、他の受講生の担当回を含む）を重点的に行う必要
がある。

4時間対面

第3回 受講生による発表 発表担当者は、事前にレジュメ等の資料を準備し、遅くと
も担当回の前の回までに、他の受講生と担当教員に配
布・共有する（ただし、受講人数によっては、異なる取扱い
をする場合がある）。
担当者以外の受講生は、配布・共有された資料を事前に
熟読し、担当者に質問したり意見を述べたりすることがで
きるように、準備する。
予習・復習としては、とりわけ予習（受講生の担当回だけ
でなく、他の受講生の担当回を含む）を重点的に行う必要
がある。

4時間対面

第4回 受講生による発表 発表担当者は、事前にレジュメ等の資料を準備し、遅くと
も担当回の前の回までに、他の受講生と担当教員に配
布・共有する（ただし、受講人数によっては、異なる取扱い
をする場合がある）。
担当者以外の受講生は、配布・共有された資料を事前に
熟読し、担当者に質問したり意見を述べたりすることがで
きるように、準備する。
予習・復習としては、とりわけ予習（受講生の担当回だけ
でなく、他の受講生の担当回を含む）を重点的に行う必要
がある。

4時間対面

第5回 受講生による発表 発表担当者は、事前にレジュメ等の資料を準備し、遅くと
も担当回の前の回までに、他の受講生と担当教員に配
布・共有する（ただし、受講人数によっては、異なる取扱い
をする場合がある）。
担当者以外の受講生は、配布・共有された資料を事前に
熟読し、担当者に質問したり意見を述べたりすることがで
きるように、準備する。
予習・復習としては、とりわけ予習（受講生の担当回だけ
でなく、他の受講生の担当回を含む）を重点的に行う必要
がある。

4時間対面

第6回 受講生による発表 発表担当者は、事前にレジュメ等の資料を準備し、遅くと
も担当回の前の回までに、他の受講生と担当教員に配
布・共有する（ただし、受講人数によっては、異なる取扱い
をする場合がある）。
担当者以外の受講生は、配布・共有された資料を事前に
熟読し、担当者に質問したり意見を述べたりすることがで
きるように、準備する。
予習・復習としては、とりわけ予習（受講生の担当回だけ
でなく、他の受講生の担当回を含む）を重点的に行う必要
がある。

4時間対面

第7回 受講生による発表 発表担当者は、事前にレジュメ等の資料を準備し、遅くと
も担当回の前の回までに、他の受講生と担当教員に配
布・共有する（ただし、受講人数によっては、異なる取扱い
をする場合がある）。
担当者以外の受講生は、配布・共有された資料を事前に
熟読し、担当者に質問したり意見を述べたりすることがで
きるように、準備する。
予習・復習としては、とりわけ予習（受講生の担当回だけ
でなく、他の受講生の担当回を含む）を重点的に行う必要
がある。

4時間対面

第8回 受講生による発表 発表担当者は、事前にレジュメ等の資料を準備し、遅くと
も担当回の前の回までに、他の受講生と担当教員に配
布・共有する（ただし、受講人数によっては、異なる取扱い
をする場合がある）。
担当者以外の受講生は、配布・共有された資料を事前に
熟読し、担当者に質問したり意見を述べたりすることがで
きるように、準備する。
予習・復習としては、とりわけ予習（受講生の担当回だけ
でなく、他の受講生の担当回を含む）を重点的に行う必要
がある。

4時間対面

第9回 受講生による発表 発表担当者は、事前にレジュメ等の資料を準備し、遅くと
も担当回の前の回までに、他の受講生と担当教員に配
布・共有する（ただし、受講人数によっては、異なる取扱い
をする場合がある）。
担当者以外の受講生は、配布・共有された資料を事前に
熟読し、担当者に質問したり意見を述べたりすることがで
きるように、準備する。
予習・復習としては、とりわけ予習（受講生の担当回だけ
でなく、他の受講生の担当回を含む）を重点的に行う必要
がある。

4時間対面

第10回 受講生による発表 発表担当者は、事前にレジュメ等の資料を準備し、遅くと
も担当回の前の回までに、他の受講生と担当教員に配
布・共有する（ただし、受講人数によっては、異なる取扱い
をする場合がある）。
担当者以外の受講生は、配布・共有された資料を事前に
熟読し、担当者に質問したり意見を述べたりすることがで
きるように、準備する。
予習・復習としては、とりわけ予習（受講生の担当回だけ
でなく、他の受講生の担当回を含む）を重点的に行う必要
がある。

4時間対面
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第11回 受講生による発表 発表担当者は、事前にレジュメ等の資料を準備し、遅くと
も担当回の前の回までに、他の受講生と担当教員に配
布・共有する（ただし、受講人数によっては、異なる取扱い
をする場合がある）。
担当者以外の受講生は、配布・共有された資料を事前に
熟読し、担当者に質問したり意見を述べたりすることがで
きるように、準備する。
予習・復習としては、とりわけ予習（受講生の担当回だけ
でなく、他の受講生の担当回を含む）を重点的に行う必要
がある。

4時間対面

第12回 受講生による発表 発表担当者は、事前にレジュメ等の資料を準備し、遅くと
も担当回の前の回までに、他の受講生と担当教員に配
布・共有する（ただし、受講人数によっては、異なる取扱い
をする場合がある）。
担当者以外の受講生は、配布・共有された資料を事前に
熟読し、担当者に質問したり意見を述べたりすることがで
きるように、準備する。
予習・復習としては、とりわけ予習（受講生の担当回だけ
でなく、他の受講生の担当回を含む）を重点的に行う必要
がある。

4時間対面

第13回 受講生による発表 発表担当者は、事前にレジュメ等の資料を準備し、遅くと
も担当回の前の回までに、他の受講生と担当教員に配
布・共有する（ただし、受講人数によっては、異なる取扱い
をする場合がある）。
担当者以外の受講生は、配布・共有された資料を事前に
熟読し、担当者に質問したり意見を述べたりすることがで
きるように、準備する。
予習・復習としては、とりわけ予習（受講生の担当回だけ
でなく、他の受講生の担当回を含む）を重点的に行う必要
がある。

4時間対面

第14回 受講生による発表 発表担当者は、事前にレジュメ等の資料を準備し、遅くと
も担当回の前の回までに、他の受講生と担当教員に配
布・共有する（ただし、受講人数によっては、異なる取扱い
をする場合がある）。
担当者以外の受講生は、配布・共有された資料を事前に
熟読し、担当者に質問したり意見を述べたりすることがで
きるように、準備する。
予習・復習としては、とりわけ予習（受講生の担当回だけ
でなく、他の受講生の担当回を含む）を重点的に行う必要
がある。

4時間対面

第15回 総括と課題の指摘
これまでの授業内容を振り返り、今後の学修に向けた課題を指摘す
る。

これまでの各発表内容を復習する。 4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅡＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

3松山　沙織

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G3

法学部専門教育科目

テーマ 国際社会と法

授業の目的及び概要
国際社会における諸問題についての法的アプローチについて学ぶ。同時に、参考文献の調べ方（図書館リソースやインターネット検索ツールの使い
方）、資料の扱い方（読み方や出典表記の方法）、報告や議論の技術（建設的な議論のための批判的思考）を習得することを目的とする。

学修の到達目標
国際紛争処理に関する基本的知識の取得はもちろんのこと、国際法関連文献の読解および分析の作業に慣れてもらう。また、報告や模擬裁判を通じ
て、国際的な問題を「自分事」のように感じて、（国際）法的感覚を養ってもらいたい。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
取り上げるテーマや報告については、授業中に解説および講評を行う。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／反転授業／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

本演習では資料共有などにMicrosoft Teamsを使用することを予定しているため、その操作に慣れておくこと。
グループによる報告や模擬裁判を行う場合、その準備のためには、グループ内の協力が特に重要となる。「ゴースト班員」にならないことが肝心である
（いわゆる「報告・連絡・相談」を欠かさないこと）。
基本的には日本語で書かれた文献資料を参照するが、必要に応じて外国語で書かれた文献や一次資料を参照する場合もあるため、一定の語学力を
要する。
また、専門分野に関するゲストスピーカーを招く可能性がある。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

10
報告資料の完成度等

00

00090

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

＜基本書・体系書＞
自分に合う基本書等がすでにある場合それを使ってもよい（下記は教員のおすすめ）
①国際法　第4版，中谷和弘ほか，有斐閣，2021年
＜判例集＞
これも基本書と同様、自分に合うものがすでにある場合それを使ってもよい（下記は教員のおすすめ）
②薬師寺公夫他（編），判例国際法（第３版），東信堂、2019年
③森川幸一他（編），国際法判例百選（第３版）， 有斐閣，2021年
上記テキストに加えて、条約集を毎回持参してください（毎年出版されるので最新版を用意）。下記のうち、い
ずれか1冊を選ぶ。
④国際条約集2023年版，有斐閣，2023年3月出版予定
⑤ベーシック条約集2023，東信堂，2023年3月出版予定

参考書

その他参考となる書籍・資料については適宜紹介する。

①9784641221734
②9784798915586
③9784641115552
④・⑤2023年3月に出版予定
のため未記載

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 イントロダクション（自己紹介、今後の進行の相談）、本演習における
Teamsの使い方
＊春学期はSDGsの各ゴールを題材とした報告を実施することを検討中

（予習）指定のテキストや条約集を通覧し（最低限の準備
としてテキストの目次に目を通すこと）、関心のあるテーマ
/判例をできるだけ複数ピックアップする（1時間）。
（復習）担当となったテーマ/判例について、何が「法的」論
点となっているのか理解する。またグループ報告を希望す
る場合、グループの内部で連絡手段・相談のスケジュー
ルを相談する。（3時間）。

4時間対面

第2回 演習の題材となったテーマ/判例の基本的論点の解説、春学期に取り
組む課題詳細説明

（予習）担当となったテーマ/判例について、法的論点や関
連する事項についてさらに掘り下げて調べる（1時間）。
（復習）解説を踏まえて、報告に向けて準備する（3時間）。

4時間対面

第3回 資料の探し方① （予習）事前課題として図書館やインターネットのリソース
を使用する練習をする（1時間）。
（復習）報告に向けて、準備する（3時間）。

4時間対面
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第4回 資料の探し方②（提出された資料の妥当性についてレビュー） （予習）使用する資料を探し、事前にTeamsフォルダで共
有する（1時間）。
（復習）報告に向けて、準備する（3時間）。

4時間対面

第5回 資料の探し方③（提出された資料の妥当性についてレビュー） （予習）使用する資料を探し、事前にTeamsフォルダで共
有する（1時間）。
（復習）報告に向けて、準備する（3時間）。

4時間対面

第6回 資料の読み方① （予習）事前に配布された資料を通読する（1時間）。
（復習）報告に向けて、準備する（3時間）。

4時間対面

第7回 資料の読み方②（各自が作成した資料まとめについてレビュー） （予習）資料まとめを作成し、事前にTeamsフォルダで共有
する（1時間）。
（復習）報告に向けて、準備する（3時間）。

4時間対面

第8回 資料の読み方③（各自が作成した資料まとめについてレビュー） （予習）資料まとめを作成し、事前にTeamsフォルダで共有
する（1時間）。
（復習）報告に向けて、準備する（3時間）。

4時間対面

第9回 発表・報告のための技術、質疑応答のための技術 （予習）事前に共有された資料を確認する（1時間）。
（復習）報告に向けて準備する（3時間）。

4時間対面

第10回 オンデマンド回（発表に向けた資料のブラッシュアップのための課題に
取り組む）

動画を確認し、報告準備を行う。 4時間オンデマンド

第11回 報告会① （予習）報告担当者は事前にTeamsに報告資料をアップ
ロードする。報告者以外はその資料を確認し、論点を把握
しておく（1時間）。
（復習）担当者は振り返りを行う。担当者以外は報告に向
けて、準備する（3時間）。

4時間対面

第12回 報告会② （予習）報告担当者は事前にTeamsに報告資料をアップ
ロードする。報告者以外はその資料を確認し、論点を把握
しておく（1時間）。
（復習）担当者は振り返りを行う。担当者以外は報告に向
けて、準備する（3時間）。

4時間対面

第13回 報告会③ （予習）報告担当者は事前にTeamsに報告資料をアップ
ロードする。報告者以外はその資料を確認し、論点を把握
しておく（1時間）。
（復習）担当者は振り返りを行う。担当者以外は報告に向
けて、準備する（3時間）。

4時間対面

第14回 報告会④ （予習）報告担当者は事前にTeamsに報告資料をアップ
ロードする。報告者以外はその資料を確認し、論点を把握
しておく（1時間）。
（復習）担当者は振り返りを行う。担当者以外は報告に向
けて、準備する（3時間）。

4時間対面

第15回 学期の総括、秋学期に向けた準備説明 （予習）今学期の内容について、各自で振り返りを行い、
教員への要望、反省点をまとめる（1時間）。
（復習）担当あるいは担当以外のテーマや判例について、
各自の関心に応じて関連事項を調べる（3時間）。

4時間対面

－526－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅡＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

3大島　一悟

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G3

法学部専門教育科目

テーマ 判例で学ぶ民法

授業の目的及び概要
民法に関する主要な最高裁判例を用いて、事実を正確に把握し、問題点を発見し、問題を解決する能力を養う。 　
また、法科大学院進学、行政職公務員試験、司法書士・行政書士・宅建士など、民法が必要となる国家試験受験のための能力を養うことも目標とする。

学修の到達目標
１．民法総則・物権に関する基本事項を理解し、条文を使って説明することができる。
２．民法総則・物権に関する事例に対し、事案・問題点を正確に把握し、具体的な解決方法を示すことができる。
３．他者と協力して共同調査・研究・報告・質疑応答をすることができる。 　
１．については、民法に関連する法律問題に対して、問題点を把握し、条文を使って問題解決を図る能力を養うことを目標とする。 　
２．については、民法総則・物権に関連する判例を通して、事案を正確に把握する能力、問題発見能力を養うとともに、条文を使って問題を解決する能
力を身につけることを目標とする。 　
３．については、共同での調査報告（各回の報告はグループ単位で行う）・質疑応答・討論を通して、他者と協力しながら学び、問題解決を図る能力を身
につけることを目標とする。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
作成したレジュメについて、授業中や授業外の時間に講評やより良いレジュメにするためのアドバイスを行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

民法に興味があり、ゼミに積極的に参加する意欲のある者の履修を期待している。 　
特に、法科大学院進学、行政職公務員、司法書士・行政書士・宅建士などの国家資格取得を目指している者には、積極的に履修してもらいたい。 　
判例の事案を正確に分析し、問題点を把握して検討するには、民法に関する幅広い知識が必要となるため、民法の基礎的知識を修得していることが望
ましい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

050050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

潮見佳男ほか編『民法判例百選Ⅰ[第9版]』（有斐閣、2023年）

参考書

授業中に適宜アドバイスする。

ISBN :  978-4641115620
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
自己紹介、テキスト・ゼミの運営方法・各回の報告者の決定などを行う。

事前に民法総則・物権法の全体を予習しておく。
事後に各自の報告部分の予習をはじめるとともに、報告
担当グループのメンバーで資料作成等の報告準備の計
画をたて、準備を進める。

4時間対面

第2回 民法総則：民法の基本原理・権利濫用・信義則
具体的な事案（重要とされている最高裁判例）について、報告グループ
による報告の後、全員で質疑応答及び討論を行う。

事前に「民法の基本原理・権利濫用・信義則」に関するテ
キストの該当部分を読み、内容を予習しておく。報告担当
グループは他のメンバーと協力してレジュメを作成する。
事後に今回の報告内容と質疑応答の復習を行い、「民法
の基本原理・権利濫用・信義則」に関するテキストを通読
する。

4時間対面

第3回 民法総則：人（権利能力・制限行為能力者など）
具体的な事案（重要とされている最高裁判例）について、報告グループ
による報告の後、全員で質疑応答及び討論を行う。

事前に「人（権利能力・制限行為能力者など）」に関するテ
キストの該当部分を読み、内容を予習しておく。報告担当
グループは他のメンバーと協力してレジュメを作成する。
事後に今回の報告内容と質疑応答の復習を行い、「人
（権利能力・制限行為能力者など）」に関するテキストを通
読する。

4時間対面
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第4回 民法総則：法人・権利能力なき社団
具体的な事案（重要とされている最高裁判例）について、報告グループ
による報告の後、全員で質疑応答及び討論を行う。

事前に「法人・権利能力なき社団」に関するテキストの該
当部分を読み、内容を予習しておく。報告担当グループは
他のメンバーと協力してレジュメを作成する。
事後に今回の報告内容と質疑応答の復習を行い、「法
人・権利能力なき社団」に関するテキストを通読する。

4時間対面

第5回 民法総則：法律行為
具体的な事案（重要とされている最高裁判例）について、報告グループ
による報告の後、全員で質疑応答及び討論を行う。

事前に「法律行為」に関するテキストの該当部分を読み、
内容を予習しておく。報告担当グループは他のメンバーと
協力してレジュメを作成する。
事後に今回の報告内容と質疑応答の復習を行い、「法律
行為」に関するテキストを通読する。

4時間対面

第6回 民法総則：代理
具体的な事案（重要とされている最高裁判例）について、報告グループ
による報告の後、全員で質疑応答及び討論を行う。

事前に「代理」に関するテキストの該当部分を読み、内容
を予習しておく。報告担当グループは他のメンバーと協力
してレジュメを作成する。
事後に今回の報告内容と質疑応答の復習を行い、「代
理」に関するテキストを通読する。

4時間対面

第7回 民法総則：時効
具体的な事案（重要とされている最高裁判例）について、報告グループ
による報告の後、全員で質疑応答及び討論を行う。

事前に「時効」に関するテキストの該当部分を読み、内容
を予習しておく。報告担当グループは他のメンバーと協力
してレジュメを作成する。
事後に今回の報告内容と質疑応答の復習を行い、「時
効」に関するテキストを通読する。

4時間対面

第8回 物権：公示の原則・公信の原則・物権的請求権・物権変動の時期
具体的な事案（重要とされている最高裁判例）について、報告グループ
による報告の後、全員で質疑応答及び討論を行う。

事前に「公示の原則・公信の原則・物権的請求権・物権変
動の時期」に関するテキストの該当部分を読み、内容を予
習しておく。報告担当グループは他のメンバーと協力して
レジュメを作成する。
事後に今回の報告内容と質疑応答の復習を行い、「公示
の原則・公信の原則・物権的請求権・物権変動の時期」に
関するテキストを通読する。

4時間対面

第9回 物権：物権変動
具体的な事案（重要とされている最高裁判例）について、報告グループ
による報告の後、全員で質疑応答及び討論を行う。

事前に「物権変動」に関するテキストの該当部分を読み、
内容を予習しておく。報告担当グループは他のメンバーと
協力してレジュメを作成する。
事後に今回の報告内容と質疑応答の復習を行い、「物権
変動」に関するテキストを通読する。

4時間対面

第10回 課題レポートを提出することで、第10回授業に振り替える。 レポート課題の内容や提出方法等については、ラーニン
グポータル等で案内するので、課題の内容を確認し、作
成して提出すること。

4時間オンデマンド

第11回 物権：占有権
具体的な事案（重要とされている最高裁判例）について、報告グループ
による報告の後、全員で質疑応答及び討論を行う。

事前に「占有権」に関するテキストの該当部分を読み、内
容を予習しておく。報告担当グループは他のメンバーと協
力してレジュメを作成する。
事後に今回の報告内容と質疑応答の復習を行い、「占有
権」に関するテキストを通読する。

4時間対面

第12回 物権：所有権
具体的な事案（重要とされている最高裁判例）について、報告グループ
による報告の後、全員で質疑応答及び討論を行う。

事前に「所有権」に関するテキストの該当部分を読み、内
容を予習しておく。報告担当グループは他のメンバーと協
力してレジュメを作成する。
事後に今回の報告内容と質疑応答の復習を行い、「所有
権」に関するテキストを通読する。

4時間対面

第13回 物権：通行地役権・入会権・質権
具体的な事案（重要とされている最高裁判例）について、報告グループ
による報告の後、全員で質疑応答及び討論を行う。

事前に「通行地役権・入会権・質権」に関するテキストの該
当部分を読み、内容を予習しておく。報告担当グループは
他のメンバーと協力してレジュメを作成する。
事後に今回の報告内容と質疑応答の復習を行い、「通行
地役権・入会権・質権」に関するテキストを通読する。

4時間対面

第14回 物権：抵当権
具体的な事案（重要とされている最高裁判例）について、報告グループ
による報告の後、全員で質疑応答及び討論を行う。

事前に「抵当権」に関するテキストの該当部分を読み、内
容を予習しておく。報告担当グループは他のメンバーと協
力してレジュメを作成する。
事後に今回の報告内容と質疑応答の復習を行い、「抵当
権」に関するテキストを通読する。

4時間対面

第15回 物権：非典型担保
具体的な事案（重要とされている最高裁判例）について、報告グループ
による報告の後、全員で質疑応答及び討論を行う。

事前に「非典型担保」に関するテキストの該当部分を読
み、内容を予習しておく。報告担当グループは他のメン
バーと協力してレジュメを作成する。
事後に今回の報告内容と質疑応答の復習を行い、「非典
型担保」に関するテキストを通読する。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅡＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

3小川　富之

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G3

法学部専門教育科目

テーマ 家族法に関する重要判例の研究

授業の目的及び概要
家族法に関する重要判例について、事実の概要を正確に理解し、裁判所の判断を適切に整理することで、家族問題の法的解決に必要な法的思考力を
醸成することを目的とする。

学修の到達目標
1．家族法に関する条文を体系的に把握し、具体的問題解決に必要とされる規定を適切に説明することができる。
2．家族法に関する重要判例について、事実の概要を把握したうえで、裁判所の判断基準を整理して説明することがでる。
3．具体的事例の説明に必要とされるレジュメを作成し、それを使って、わかりやすく説明することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
1．メール等で質問等を受け付け、個別および全体へのフィードバックを行う。
2．レポート等についてのフォードバックを個別および全体に対して適切に行う。
3．講義の前後に、対面で質問等を受け付け、個別および全体へのフィードバックを行う。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

家族法を履修していることが望ましい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

50
報告用レジュメの作成。

00

00050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

松本・潮見・羽生編『判例プラクティス 民法Ⅲ 親族・相続〔第2版〕』（信山社、2020 年）

参考書

小川富之編『ユーリカ民法５ 親族・相続』（法律文化社、2019 年）

9784797226393

ISBN978-4-589-04004-6

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 講義の進め⽅、予習・復習の⽅法、成績評価⽅法、参考書の紹介、家
族法関連事件の全体像

事前に、家族法全体に関連するテキストの⽬次を確認し、
講義開始前に全体を通読したときの疑問点を確認しておく
（2時間）。
事後に、初回の講義で扱った内容を、レジュメに沿って確
認し、学習内容の定着を図る（2時間）。

4時間対面

第2回 親族法総則・婚姻 事前に、第4編「親族」第1章「総則」・第2章「婚姻」に関す
るテキストの該当部分を読み、レジュメを使って学習して
おく（2時間）。
事後に、第4編「親族」第1章「総則」・第2章「婚姻」に関す
るテキストの内容を、レジュメに沿って確認し、学習内容の
定着を図る（2時間）。

4時間対面

第3回 親⼦ 事前に、第4編「親族」第3章「親⼦」に関するテキストの該
当部分を読み、レジュメを使って学習しておく（2時間）。
事後に、第4編「親族」第3章「親⼦」に関するテキストの内
容を、レジュメに沿って確認し、学習内容の定着を図る（2
時間）。

4時間対面

第4回 親権 事前に、第4編「親族」第4章「親権」に関するテキストの該
当部分を読み、レジュメを使って学習しておく（2時間）。
事後に、第4編「親族」第4章「親権」に関するテキストの内
容を、レジュメに沿って確認し、学習内容の定着を図る（2
時間）。

4時間対面
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第5回 後⾒・補佐及び補助 事前に、第4編「親族」第5章「後⾒」・第6章「補佐及び補
助」に関するテキストの該当部分を読み、レジュメを使って
学習しておく（2時間）。
事後に、第4編「親族」第5章「後⾒」・第6章「補佐及び補
助」に関するテキストの内容を、レジュメに沿って確認し、
学習内容の定着を図る（2時間）。

4時間対面

第6回 扶養 事前に、第4編「親族」第7章「扶養」に関するテキストの該
当部分を読み、レジュメを使って学習しておく（2時間）。
事後に、第4編「親族」第7章「扶養」に関するテキストの内
容を、レジュメに沿って確認し、学習内容の定着を図る（2
時間）。

4時間対面

第7回 相続法総則 事前に、第5編「相続」第1章「総則」に関するテキストの該
当部分を読み、レジュメを使って学習しておく（2時間）。
事後に、第5編「相続」第1章「総則」に関するテキストの内
容を、レジュメに沿って確認し、学習内容の定着を図る（2
時間）。

4時間対面

第8回 相続⼈ 事前に、第5編「相続」第2章「相続⼈」に関するテキストの
該当部分を読み、レジュメを使って学習しておく（2時間）。
事後に、第5編「相続」第2章「相続⼈」に関するテキストの
内容を、レジュメに沿って確認し、学習内容の定着を図る
（2時間）。

4時間オンデマンド

第9回 相続の効⼒ 事前に、第5編「相続」第3章「相続の効⼒」に関するテキス
トの該当部分を読み、レジュメを使って学習しておく（2時
間）。
事後に、第5編「相続」第3章「相続の効⼒」に関するテキス
トの内容を、レジュメに沿って確認し、学習内容の定着を
図る（2時間）。

4時間対面

第10回 相続の承認及び放棄 事前に、第5編「相続」第4章「相続の承認及び放棄」に関
するテキストの該当部分を読み、レジュメを使って学習し
ておく（2時間）。
事後に、第5編「相続」第4章「相続の承認及び放棄」に関
するテキストの内容を、レジュメに沿って確認し、学習内容
の定着を図る（2時間）。

4時間対面

第11回 財産分離・相続⼈の不存在 事前に、第5編「相続」第5章「財産分離」・第6章「相続⼈の
不存在」に関するテキストの該当部分を読み、レジュメを
使って学習しておく（2時間）。
事後に、第5編「相続」第5章「財産分離」・第6章「相続⼈の
不存在」に関するテキストの内容を、レジュメに沿って確認
し、学習内容の定着を図る（2時間）。

4時間対面

第12回 遺⾔１ 事前に、第5編「相続」第7章「遺⾔」に関するテキストの該
当部分を読み、レジュメを使って学習しておく（2時間）。
事後に、第5編「相続」第7章「遺⾔」に関するテキストの内
容を、レジュメに沿って確認し、学習内容の定着を図る（2
時間）。

4時間対面

第13回 遺言２ 事前に、第5編「相続」第7章「遺⾔」に関するテキストの該
当部分を再度読み、レジュメを使って学習しておく（2時
間）。
事後に、第5編「相続」第7章「遺⾔」に関するテキストの内
容を、レジュメに沿って確認し、学習内容の定着を図る（2
時間）。

4時間対面

第14回 遺留分 事前に、第5編「相続」第8章「遺留分」に関するテキストの
該当部分を読み、レジュメを使って学習しておく（2時間）。
事後に、第5編「相続」第8章「遺留分」に関するテキストの
内容を、レジュメに沿って確認し、学習内容の定着を図る
（2時間）。

4時間対面

第15回 家族法の具体的適⽤に関する全体の確認・質疑応答 事前に、家族法の具体的適⽤に関する総復習を⾏う（2時
間）。
事後に、レジュメ・テキストを使って全体の確認を⾏う（2時
間）。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅡＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

3中久保　寛幸

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G3

法学部専門教育科目

テーマ 犯罪捜査と法　～犯罪捜査における判断基準と実務手続き～

授業の目的及び概要
犯罪捜査の実情とその法手続きについて理解することを目的としています。
犯罪捜査において、「犯罪はどのようにして認知しているのか」「その捜査はどのように行われているのか」など、実際の現場における捜査の現状やそ
れに必要な基礎的知識を修得し、犯罪に対してとるべき適法な捜査手続きについて研究します。

学修の到達目標
①犯罪捜査がどのような規定に基づき、どのように行われているのかを理解し、説明することができる。
②捜査手続きに関する適法事例、違法事例の詳細について研究・理解し、説明することができる。
③日常発生する事件に対する警察捜査の適法性について、自らの意見を法的根拠や判例に基づいて説明できるようになる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
研究課題のレポートには、授業中にコメント、補足説明をします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

本科目の担当教員は、警察官として38年間勤務し、管理官・調査官・署長などに従事して、経験を積み重ねてきた。本科目では、実務経験を活かし、職
種に必要な法律解釈や業務の理解、職務倫理や心構え、実務で要求される知識・技能などを教授し、実際の事例を交えつつ解説する実践的な授業を
展開する。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

「捜査」というと「刑事がやるもの」と認識している学生が多いかも知れませんが、警察官となり交番に配属された段階から、また刑事だけではなく生活安
全、交通、警備などの部門に配属されても「捜査」は必要とされます。
また、警察以外の海上保安官、入国警備官、自衛隊の警務官などの公安職においても、刑事訴訟法に規定された特別司法警察職員として捜査に従事
しなければなりません。
公安職を目指す学生が即戦力としての人材になるためには、実際の犯罪捜査の基礎を学び、自ら進んで考えることにより、判断力・行動力を身に付け
ることが最も重要です。本演習は、そのような学生に非常に有益だと思います。
私のこれまでの経験を活かし、犯罪捜査の実務で要求される知識・技能などを伝えたいと考えています。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

0402040

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは指定しません。
必要により資料を配布します。

参考書

①警察官のための刑事訴訟法講義　第４版，津田隆好，東京法令出版，2019年４月
②実例中心捜査法解説　第４版　－捜査手続き・証拠法の詳説と公判手続入門－，幕田英雄，東京法令出
版，2019年4月
③刑事訴訟法講義　第7版，池田修・前田雅英，東京大学出版会，2022年7月

なし

① 9784809013959
② 9784809013973
③9784130323963

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 秋学期の授業方針の説明を行い、発表グループの再編成を行います。
各グループごとの研究テーマについて討議と選定を行います。

【予習】春学期の総括を元に秋学期の取組みについてま
とめておく。関心のある過去の事件・判例について調べて
おく。
【復習】研究課題に関する関係法令、判例等について見
直しておく。

4時間対面

第2回 「テーマや争点の絞り込み方法、その問題点や課題」を行います。
テーマ選定理由等について発表します。

【予習】研究テーマに関する条文や判例について調べてお
く。捜査手続きのどの部分に焦点を当てるか検討してお
く。
【復習】研究テーマやその焦点に関する条文や判例につ
いて再確認しておく。

4時間対面

第3回 「研究テーマの絞り込みと研究の分担①」を行います。 【予習】研究テーマに関する条文や判例について調べてお
く。捜査手続きのどの部分に焦点を当てるか検討してお
く。
【復習】研究テーマやその焦点に関する条文や判例につ
いて再確認しておく。

4時間対面

第4回 「研究テーマの絞り込みと研究の分担②」を行います。 【予習】研究テーマに関する条文や判例について調べてお
く。捜査手続きのどの部分に焦点を当てるか検討してお
く。
【復習】研究テーマやその焦点に関する条文や判例につ
いて再確認しておく。

4時間対面
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第5回 「研究テーマの絞り込みと研究の分担③」を行います。 【予習】研究テーマに関する条文や判例について調べてお
く。捜査手続きのどの部分に焦点を当てるか検討してお
く。
【復習】研究テーマやその焦点に関する条文や判例につ
いて再確認しておく。

4時間対面

第6回 「研究テーマの中間発表準備と役割分担①」　を行います。 【予習】研究テーマに関する条文や判例について調べ、捜
査手続きの適法性、違法性について検討しておく。
【復習】研究テーマやその焦点に関する条文や判例とその
適法性、違法性について再確認しておく。

4時間対面

第7回 「研究テーマの中間発表準備と役割分担②」を行います。 【予習】研究テーマに関する条文や判例について調べ、捜
査手続きの適法性、違法性について検討しておく。
【復習】研究テーマやその焦点に関する条文や判例とその
適法性、違法性について再確認しておく。

4時間対面

第8回 担当教員から示した提出課題に取り組みます。 【予習】研究テーマに関する条文や判例について調べ、捜
査手続きの適法性、違法性について検討しておく。
【復習】研究テーマやその焦点に関する条文や判例とその
適法性、違法性について再確認しておく。

4時間オンデマンド

第9回 「研究結果の中間発表と全体討議①」を行います。 【予習】研究テーマに関する条文、判例等について十分に
理解し説明できるようにしておく。
【復習】発表内容に関する指摘、講評について検討してお
く。

4時間対面

第10回 「研究結果の中間発表と全体討議②」を行います。 【予習】研究テーマに関する条文、判例等について十分に
理解し説明できるようにしておく。
【復習】発表内容に関する指摘、講評について検討してお
く。

4時間対面

第11回 「研究結果の集約とプレゼン準備①」を行います。 【予習】検討・修正が必要な部分・内容についてよく理解
し、その経緯や理由について説明できるようにしておく。
【復習】発表内容に関する指摘、講評について再度検討
し、修正しておく。

4時間対面

第12回 「研究結果の集約とプレゼン準備②」を行います。 【予習】検討・修正が必要な部分・内容についてよく理解
し、その経緯や理由について説明できるようにしておく。
【復習】発表内容に関する指摘、講評について再度検討
し、修正しておく。

4時間対面

第13回 「研究結果の発表と全体討議①」を行います。 【予習】発表に関する分担の確認とリハーサルをしておく。
【復習】指摘や講評に関して、改善点を検討し修正してお
く。

4時間対面

第14回 「研究結果の発表と全体討議②」を行います。 【予習】発表に関する分担の確認とリハーサルをしておく。
【復習】指摘や講評に関して、改善点を検討し修正してお
く。

4時間対面

第15回 秋学期の振り返りと総括を行います。 【予習】秋学期の自身の学修結果について、発表できるよ
うにまとめをしておく。
【復習】秋学期の自身の学修結果に関して総括をしてお
く。

4時間対面

－532－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅡＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

3渡邉　康行

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G3

法学部専門教育科目

テーマ 憲法と家族を考える

授業の目的及び概要
近年、家族法の分野に関して、憲法違反が争われる事例が大変多くなっています。婚外子法定相続分違憲訴訟、再婚禁止期間違憲訴訟、夫婦同氏制
違憲訴訟、同姓婚訴訟、性同一性障害者特例法違憲訴訟などです。この演習では、報告者がこうした訴訟に関する判決や論文を素材としてプレゼン
テーションを行い、それに基づいて参加者全員が議論を行います。本演習担当者は、2022年度まで一橋大学法科大学院・公共政策大学で長年にわた
り授業を担当していたため、その経験を踏まえて演習参加者に対してたびたび発言を求める。したがって、報告担当者は周到な準備が必要であること
はもちろんであるが、それ以外の学生も十分に予習をしてくることが求められる。
　学期を通じて、共通するテーマを扱うことにより、憲法と家族という問題について深い理解を得ることを目的とする。特定の問題領域について詳しい理
解を得ることは、その他の憲法問題への関心と理解を深めることにつながるだろう。

学修の到達目標
関連する判例・文献を調査することができる能力、それらを精読する能力、それを基に自分の意見を作り、他人に対して説明する能力、報告者の見解を
的確に理解し、それとは異なった観点を提示する能力などを養う。それらを通じて、法科大学院既修者入試試験を突破できる程度の学力を身に着け
る。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
報告内容等については、授業のなかで解説・講評を行う。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

1・２年次に配当されている憲法関係科目の単位を取得済み（又は取得見込み）であることを要件とする。法曹・公務員・研究者など、将来法律に関係す
る職業を志望している、意欲の高い学生が履修することを想定している。楽に単位を取得したいと思っている学生には不向きな演習であるため、厳にご
遠慮願いたい。他方で、視線を高くもち、積極的に演習に参加する学生にとっては、学力を向上させる良い機会になるはずである。当然ながら、正当な
理由がない限り欠席は認めない。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

００

０30０70

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストとしては、判決文や論文などを配布する。

参考書

参考書としては、さしあたり、憲法研究4号「特集『個人の尊重』と家族」（信山社、2019年）を挙げておく。本演
習担当者の体系書として、渡辺・宍戸・松本・工藤『憲法Ⅰ〔第２版〕』（2023年）、『憲法Ⅱ　総論・統治』（2020
年）（いずれも日本評論社）がある。これらは現在、司法試験や国家公務員総合職試験などの受験生にとって
定番の基本書となっているものである。

なし。

978-4-7972-6524-8
978-4-535-52711-9
978-4-535-52479-8

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 授業の進め方などのガイダンス。報告の担当の決定など。 自分が報告したいテーマについて、予めいくつか候補を考
えておく。

1時間対面

第2回 履修者による報告 報告者はレジュメを作成して、報告する。担当者以外の受
講生は、配布された資料を事前に熟読し、討論に参加で
きるように準備する。

4時間対面

第3回 履修者による報告 報告者はレジュメを作成して、報告する。担当者以外の受
講生は、配布された資料を事前に熟読し、討論に参加で
きるように準備する。

4時間対面

第4回 履修者による報告 報告者はレジュメを作成して、報告する。担当者以外の受
講生は、配布された資料を事前に熟読し、討論に参加で
きるように準備する。

4時間対面

第5回 履修者による報告 報告者はレジュメを作成して、報告する。担当者以外の受
講生は、配布された資料を事前に熟読し、討論に参加で
きるように準備する。

4時間対面

第6回 履修者による報告 報告者はレジュメを作成して、報告する。担当者以外の受
講生は、配布された資料を事前に熟読し、討論に参加で
きるように準備する。

4時間対面
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第7回 履修者による報告 報告者はレジュメを作成して、報告する。担当者以外の受
講生は、配布された資料を事前に熟読し、討論に参加で
きるように準備する。

4時間対面

第8回 履修者による報告 報告者はレジュメを作成して、報告する。担当者以外の受
講生は、配布された資料を事前に熟読し、討論に参加で
きるように準備する。

4時間対面

第9回 履修者による報告 報告者はレジュメを作成して、報告する。担当者以外の受
講生は、配布された資料を事前に熟読し、討論に参加で
きるように準備する。

4時間対面

第10回 履修者による報告 報告者はレジュメを作成して、報告する。担当者以外の受
講生は、配布された資料を事前に熟読し、討論に参加で
きるように準備する。

4時間対面

第11回 履修者による報告 報告者はレジュメを作成して、報告する。担当者以外の受
講生は、配布された資料を事前に熟読し、討論に参加で
きるように準備する。

4時間対面

第12回 履修者による報告 報告者はレジュメを作成して、報告する。担当者以外の受
講生は、配布された資料を事前に熟読し、討論に参加で
きるように準備する。

4時間対面

第13回 履修者による報告 報告者はレジュメを作成して、報告する。担当者以外の受
講生は、配布された資料を事前に熟読し、討論に参加で
きるように準備する。

4時間対面

第14回 履修者による報告 報告者はレジュメを作成して、報告する。担当者以外の受
講生は、配布された資料を事前に熟読し、討論に参加で
きるように準備する。

4時間対面

第15回 これまでの授業のまとめ これまでの授業内容を復習する。 4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅡＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

3伊藤　政也

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G3

法学部専門教育科目

テーマ 競争政策と法を学ぶ

授業の目的及び概要
本演習では、競争政策と法をテーマに学習を進めていきます。独占禁止法は、民事法・行政法・刑事法といった多様な法領域に関わる法分野です。
前期・後期を通して、日本の競争政策と公正取引委員会が運用する行政処分をきちんと理解してもらうため、学習の前提となる行政法・民事法分野の
課 題を特に扱います。各回の授業では、学生による報告を中心に進めていくことになります。判例・審決に含まれる課題を適切に理解し、それが社会に
どのような影響を与えうるかという点に注目してプレゼンテーションを行ってもらいます。必要に応じ、独占禁止法が定める各規制類型に関する経済分
析も扱います。

学修の到達目標
・競争政策と法の関係について理解を深める。
・公正取引委員会の法執行に伴い生じる行政法上の問題について基礎的な知識を獲得する。
・企業間紛争の前提となる民事法の問題について基礎的な知識を獲得する。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
・報告方法やレジュメの作成については、初回に指導を行う。
・テーマに関する調査方法などについても適宜指導を行う。
・学生が作成したレジュメに基づき、教員が改善点などを指摘する形で行う。特に、理解していない単語の使用については念入りに指摘する。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

・演習では各自文献を読んでのプレゼンテーションを求めます。演習の準備は相当程度大変なものになると思いま
す。「大変でも実力をつけたい。」、そのように考える受講生の参加を期待しています。
・行政職公務員試験の受験者については、専門試験対策等の必要に応じ、個別に申し出るようにしてください。
・資格試験・大学院受験希望者については、個別に申し出るようにしてください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

000

050050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

授業内で適宜指示をする。

参考書

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 授業の概要や到達目標について、ガイダンスを行います。 【予習】シラバスとガイダンス資料を事前に確認しておくこ
と。
【復習】配布資料の該当箇所を読み直し、講義で得た知識
を確認してください。

4時間対面

第2回 個別報告 【予習】シラバスとガイダンス資料を事前に確認しておくこ
と。
【復習】配布資料の該当箇所を読み直し、講義で得た知識
を確認してください。

4時間対面

第3回 個別報告 【予習】シラバスとガイダンス資料を事前に確認しておくこ
と。
【復習】配布資料の該当箇所を読み直し、講義で得た知識
を確認してください。

4時間対面

第4回 個別報告 【予習】シラバスとガイダンス資料を事前に確認しておくこ
と。
【復習】配布資料の該当箇所を読み直し、講義で得た知識
を確認してください。

4時間対面

第5回 個別報告 【予習】シラバスとガイダンス資料を事前に確認しておくこ
と。
【復習】配布資料の該当箇所を読み直し、講義で得た知識
を確認してください。

4時間対面
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第6回 個別報告 【予習】シラバスとガイダンス資料を事前に確認しておくこ
と。
【復習】配布資料の該当箇所を読み直し、講義で得た知識
を確認してください。

4時間対面

第7回 個別報告 【予習】シラバスとガイダンス資料を事前に確認しておくこ
と。
【復習】配布資料の該当箇所を読み直し、講義で得た知識
を確認してください。

4時間対面

第8回 個別報告 【予習】シラバスとガイダンス資料を事前に確認しておくこ
と。
【復習】配布資料の該当箇所を読み直し、講義で得た知識
を確認してください。

4時間対面

第9回 個別報告 【予習】シラバスとガイダンス資料を事前に確認しておくこ
と。
【復習】配布資料の該当箇所を読み直し、講義で得た知識
を確認してください。

4時間対面

第10回 個別報告 【予習】シラバスとガイダンス資料を事前に確認しておくこ
と。
【復習】配布資料の該当箇所を読み直し、講義で得た知識
を確認してください。

4時間対面

第11回 個別報告 【予習】シラバスとガイダンス資料を事前に確認しておくこ
と。
【復習】配布資料の該当箇所を読み直し、講義で得た知識
を確認してください。

4時間対面

第12回 個別報告 【予習】シラバスとガイダンス資料を事前に確認しておくこ
と。
【復習】配布資料の該当箇所を読み直し、講義で得た知識
を確認してください。

4時間対面

第13回 論文執筆に向けたガイダンス１ 【予習】シラバスとガイダンス資料を事前に確認しておくこ
と。
【復習】配布資料の該当箇所を読み直し、講義で得た知識
を確認してください。

4時間対面

第14回 論文執筆に向けたガイダンス２ 【予習】シラバスとガイダンス資料を事前に確認しておくこ
と。
【復習】配布資料の該当箇所を読み直し、講義で得た知識
を確認してください。

4時間対面

第15回 法解釈・立法論・法政策についての概論 【予習】シラバスとガイダンス資料を事前に確認しておくこ
と。
【復習】配布資料の該当箇所を読み直し、講義で得た知識
を確認してください。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅡＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

3大場　史朗

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G3

法学部専門教育科目

テーマ 刑事訴訟法の判例研究（２）

授業の目的及び概要
（目的）
本演習は、現代刑事法、とくに刑事手続の諸課題につき批判的かつ自由に研究することを目的としています。刑事手続では、一般に、社会の治安維持
の要請と被疑者・被告人の人権擁護の要請が問題となります。前者が強すぎれば後者が脅かされ、後者が強すぎれば前者が全うされないこともおこり
えます。どのようにバランスを図っていくかが問題となります。その運用に当たっては一定の「物差し」が必要となりますが、１つの「物差し」となるのが歴
史的に形成されてきた価値です。特に刑事法は合法的に人の生命を剥奪し、身体等を制約することができる法です。刑事法はこれまで人類がおかして
きた多くの過ちの上に成り立っています。この演習では歴史的な視点から刑事手続の諸問題を考えていきます。
4年生の演習Ⅲとあわせて2年間の演習となりますので、4年生終了時の卒業論文（ゼミ論文）等の作成を１つの大きな目標として、学修を進めることを
予定しています。
（概要）
ゼミナール形式です。受講生に報告してもらい、質疑応答・議論を行います。また、担当教員が適宜、議論の整理・解説を行います。演習の運営・司会
進行は原則としてすべて受講生で行います。
授業の内容は、刑事訴訟法の判例研究を中心とする予定ですが、受講生の希望に応じて柔軟に内容を検討します。受講生は初回の演習までに「自分
のやりたいこと、勉強したいこと」をまとめてきてください。初回の演習の際に、半期ないし１年間の計画を立てます。

学修の到達目標
（１）刑事手続の基本的な概念と流れについて理解し、説明することができる。
（２）刑事手続の判例の論点を把握・理解し、説明することができる。
（３）他人の痛みを自分の痛みにすることができる。
（４）相手の意見を尊重し、それに対して自分の意見を言うことができる。
（５）勉強する「基礎体力」を身につけることができる。
（６）チームワークを身につけることができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
報告内容等については、授業中に解説及び講評を行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告／フィールドワーク、学外見学、体験学習

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この演習では受講生の自主性が重要となります。２年次までの学修を基礎として、刑事法、とくに刑事手続に関するより高度な内容を扱います。情報検
索・文献収集の方法、論文の書き方、判例の読み方等もあわせて学習します。半期に必ず１～２回は報告（発表）を担当し、判例・関連文献を精読する
必要があるため、報告準備には一定の熱量と事前学習が必要です。もっとも教員ができる限りサポートしますので心配は不要です。対面での対話の重
要性を大切にしながら、みなさんと一緒に刑事法に関わる諸問題について積極的に意見交換し、「楽しい」演習にしたいと思っています。この演習の履
修と合わせて、刑事訴訟法の講義（春・秋学期開講）、その他の刑事法科目の履修を推奨します。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

000

050050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストを指定する場合は別途指示します。

参考書

授業内で適宜指示します。

なし

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 授業の進め方などのレクチャー。

＊授業計画は柔軟に変更することがある。

【予習】担当教員が指示した資料等を事前に読んできてく
ださい。
【復習】レジュメ・資料を読み直し、授業で得た知識等を確
認してください。

4時間対面

第2回 受講生による報告と議論（１） 【予習】担当教員が指示した資料等を事前に読んできてく
ださい。
【復習】レジュメ・資料を読み直し、授業で得た知識等を確
認してください。

4時間対面
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第3回 受講生による報告と議論（２） 【予習】担当教員が指示した資料等を事前に読んできてく
ださい。
【復習】レジュメ・資料を読み直し、授業で得た知識等を確
認してください。

4時間対面

第4回 受講生による報告と議論（３） 【予習】担当教員が指示した資料等を事前に読んできてく
ださい。
【復習】レジュメ・資料を読み直し、授業で得た知識等を確
認してください。

4時間対面

第5回 受講生による報告と議論（４） 【予習】担当教員が指示した資料等を事前に読んできてく
ださい。
【復習】レジュメ・資料を読み直し、授業で得た知識等を確
認してください。

4時間対面

第6回 受講生による報告と議論（５） 【予習】担当教員が指示した資料等を事前に読んできてく
ださい。
【復習】レジュメ・資料を読み直し、授業で得た知識等を確
認してください。

4時間対面

第7回 受講生による報告と議論（６） 【予習】担当教員が指示した資料等を事前に読んできてく
ださい。
【復習】レジュメ・資料を読み直し、授業で得た知識等を確
認してください。

4時間対面

第8回 受講生による報告と議論（７） 【予習】担当教員が指示した資料等を事前に読んできてく
ださい。
【復習】レジュメ・資料を読み直し、授業で得た知識等を確
認してください。

4時間対面

第9回 受講生による報告と議論（８） 【予習】担当教員が指示した資料等を事前に読んできてく
ださい。
【復習】レジュメ・資料を読み直し、授業で得た知識等を確
認してください。

4時間対面

第10回 受講生による報告と議論（９） 【予習】担当教員が指示した資料等を事前に読んできてく
ださい。
【復習】レジュメ・資料を読み直し、授業で得た知識等を確
認してください。

4時間対面

第11回 受講生による報告と議論（１０） 【予習】担当教員が指示した資料等を事前に読んできてく
ださい。
【復習】レジュメ・資料を読み直し、授業で得た知識等を確
認してください。

4時間対面

第12回 受講生による報告と議論（１１） 【予習】担当教員が指示した資料等を事前に読んできてく
ださい。
【復習】レジュメ・資料を読み直し、授業で得た知識等を確
認してください。

4時間対面

第13回 受講生による報告と議論（１２） 【予習】担当教員が指示した資料等を事前に読んできてく
ださい。
【復習】レジュメ・資料を読み直し、授業で得た知識等を確
認してください。

4時間対面

第14回 報告内容の整理・検討
　演習内で報告した内容を、演習内での議論・指摘を踏まえて、再度整
理・検討し、レポートの形で提出してください。

演習内で報告した内容を、演習内での議論・指摘を踏まえ
て、再度整理・検討してください。

4時間オンデマンド

第15回 まとめと総括 【予習】担当教員が指示した資料等を事前に読んできてく
ださい。
【復習】レジュメ・資料を読み直し、授業で得た知識等を確
認してください。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅡＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

3石川　英樹

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G3

法学部専門教育科目

テーマ 警察と法～警察官の判断基準と行動原理～

授業の目的及び概要
・　警察官として職務を執行する上において、法的根拠に基づく揺るぎない「判断基準」と「行動原理」を習得する。

学修の到達目標
・　警察の民主的運営の保障、警察組織の効率的運営、政治的中立性の確保、政府の治安責任等を基本理念とする警察法を学び警察の組織、責務、
職務権限の範囲等警察官として必要な基本的知識を習得できる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
・次回授業でコメントシートを紹介し、質問への回答や補足説明を行い、理解を深めます。
・授業で発表、討議した研究結果はその都度授業で担当教員から実学に直結する講評をコメントします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

担当教員は奈良県警察本部にて、３６年間警察官として勤務し、調査官・監察官・地域指導室長など、第一線を始め管理部門での実務経験と警察庁近
畿管区警察局監察課への出向などの警察行政における人事、業務管理・企画立案及び服務・業務指導、若手警察官の育成、指導に従事してきた。
本科目では、こうした実務経験を活かして、警察官・消防官などの公安職に必要とされる職務倫理や心構え、実務で要求される知識技能など、事例を
交えつつ解説する実践的な授業を展開する。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

・　治安を担う職業を志望するにあたって憧れと不安が交錯している学生諸君、公務員の道は奉仕の道である。時には怖がられ、疎まれ、そして時々感
謝され、その行動には国民の様々な声が聞こえます。
・　しかし警察官として３６年間勤務した私が確信しているのは、多くの国民が「声の小さい多数派」であり、治安の任にあたる者を信頼し、応援している
ことです。その人達のたった一つの命と財産、安全・安心を守る仕事に「誇りと使命感」を持って最後まで駆け抜ける志を抱く君たちの「夢を支え」、君た
ちが「現実」にアタックしゴールしてくれることを願って止みません。
・　「人の悲しみを自分の悲しみ」と感じ、「人の喜びを自分の喜び」と受け止め、被害に苦しみ困り果てている人に正面から向き合い、手を差し伸べ、人
の役に立つ仕事にやりがいを感じる君達と共に学んでいきたいと思います。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

20
コメントシート

00

004040

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

・　指定しません。
・　教員から研究発表課題を事前に提示します。

参考書

・　指定はしません。
・　教員から研究発表課題を事前に提示します。

なし。

なし。

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ・　秋学期の授業方針の説明を行い、発表グループを再編成、受講生
の意思統一を構築する。
・　授業計画は必要性、受講生の希望等により変更することがある。
・　担当教員が警察法の概要を再説明する。
・　担当教員が警察法に関する次回の研究発表課題を提示する。

警察法の概要について再度復習しておくこと。
担当教員が警察法に関する次回の研究発表課題を提示
するので、提示された課題について関係条文、判例を予
習し理解を深めておくこと。

4時間対面

第2回 ・　発表グループが調査研究結果を発表後、全員で討論。最後に担当
教員が講評を加える。
・　各学生はコメントシートを作成、提出。

授業で研究、討議した課題についてノートに整理して復習
しておくこと。担当教員が警察法に関する次回の研究発
表課題を提示するので、関係条文、判例等を予習し理解
を深めておくこと。

4時間対面

第3回 ・　発表グループが調査研究結果を発表後、全員で討論。最後に担当
教員が講評を加える。
・　各学生はコメントシートを作成、提出。

授業で研究、討議した課題についてノートに整理して復習
しておくこと。担当教員が警察法に関する次回の研究発
表課題を提示するので、関係条文、判例等を予習し理解
を深めておくこと。

4時間対面

第4回 ・　発表グループが調査研究結果を発表後、全員で討論。最後に担当
教員が講評を加える。
・　各学生はコメントシートを作成、提出。

授業で研究、討議した課題についてノートに整理して復習
しておくこと。担当教員が警察法に関する次回の研究発
表課題を提示するので、関係条文、判例等を予習し理解
を深めておくこと。

4時間対面

第5回 ・　発表グループが調査研究結果を発表後、全員で討論。最後に担当
教員が講評を加える。
・　各学生はコメントシートを作成、提出。

授業で研究、討議した課題についてノートに整理して復習
しておくこと。担当教員が警察法に関する次回の研究発
表課題を提示するので、関係条文、判例等を予習し理解
を深めておくこと。

4時間対面
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第6回 ・　発表グループが調査研究結果を発表後、全員で討論。最後に担当
教員が講評を加える。
・　各学生はコメントシートを作成、提出。

授業で研究、討議した課題についてノートに整理して復習
しておくこと。
次回授業において、これまで研究、討議した、警察法に関
する小テストを行うので、復習しておくこと。

4時間対面

第7回 小テスト実施。 小テストに関して理解不足な点を検証し復習しておくこと。
予習として前半の自身の学習結果に関する総括をしてお
くこと。

4時間対面

第8回 前半の総括を実施し、後半の演習に反映する。 授業の総括結果を復習しておくこと。
担当教員が警察法に関する次回の研究発表課題を提示
するので、関係条文、判例等を予習し理解を深めておくこ
と）。

4時間対面

第9回 ・　発表グループが調査研究結果を発表後、全員で討論。最後に担当
教員が講評を加える。
・　各学生はコメントシートを作成、提出。

授業で研究、討議した課題についてノートに整理して復習
しておくこと。担当教員が警察法に関する次回の研究発
表課題を提示するので、関係条文、判例等を予習し理解
を深めておくこと。

4時間対面

第10回 ・　発表グループが調査研究結果を発表後、全員で討論。最後に担当
教員が講評を加える。
・　各学生はコメントシートを作成、提出。

授業で研究、討議した課題についてノートに整理して復習
しておくこと。担当教員が警察法に関する次回の研究発
表課題を提示するので、関係条文、判例等を予習し理解
を深めておくこと。

4時間対面

第11回 ・　発表グループが調査研究結果を発表後、全員で討論。最後に担当
教員が講評を加える。
・　各学生はコメントシートを作成、提出。

授業で研究、討議した課題についてノートに整理して復習
しておくこと。担当教員が警察法に関する次回の研究発
表課題を提示するので、関係条文、判例等を予習し理解
を深めておくこと。

4時間対面

第12回 ・　発表グループが調査研究結果を発表後、全員で討論。最後に担当
教員が講評を加える。
・　各学生はコメントシートを作成、提出。

授業で研究、討議した課題についてノートに整理して復習
しておくこと。担当教員が警察法に関する次回の研究発
表課題を提示するので、関係条文、判例等を予習し理解
を深めておくこと。

4時間対面

第13回 ・　発表グループが調査研究結果を発表後、全員で討論。最後に担当
教員が講評を加える。
・　各学生はコメントシートを作成、提出。

授業で研究、討議した課題についてノートに整理して復習
しておくこと。
次回授業において、これまで討議した、警察法に関する小
テストを行うのでので、予習しておくこと。

4時間対面

第14回 小テスト実施。 小テストに関して理解不足な点を検証し復習しておくこと。
予習として秋学期の自身の学修結果に関する総括をして
おくこと。

4時間対面

第15回 秋学期の演習を振り返り総括を行う。 復習として秋学期の自身の学修結果に関して総括し、ノー
トに整理しておくこと。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅡＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

3藤島　光雄

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G3

法学部専門教育科目

テーマ 行政法の重要判例を読む

授業の目的及び概要
行政法に関する重要判例・事例をもとに、法律による行政、行政課題について、課題解決する能力を養う。
また、行政職公務員試験、司法書士・行政書士など、行政法が必要となる国家試験に合格できる能力を養うことも目指す。
重要判例の問題点を把握し、行政課題を解決する能力を身につけることを目標とする。
判例の発表・質疑応答・討論を通して、問題解決を図る能力を身につけることを目標とする。

学修の到達目標
１．判決文を正確に読めるようになる。
２、行政法に関する重要判例を理解し、課題について説明することができる。
３．行政法の重要判例をもとに、行政課題を正確に把握し、具体的な解決方法を示すことができる。
４．他者と協力して共同調査・研究・報告・質疑応答をすることができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
各回の報告に対しては講評を行い、作成したレジュメについて、講評やアドバイスを行う。
報告内容等につき、授業中に適宜解説等を行う。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

憲法（人権・統治を含む）、行政法総論を履修済か履修中であることが望ましい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

50
報告内容

00

00050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

『行政法の基礎がわかった』，田中嗣久・藤島光雄，法学書院，2018年

参考書

①『行政判例百選Ⅰ（第8版）』，斎藤誠他編，有斐閣，2022年　
②『行政判例百選Ⅱ（第8版）』，斎藤誠他編，有斐閣，2022年

978-4-587-53825-5

① 978-4-641-11560-6
② 978-4-641-11561-3

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
　具体的な進め方及び2回目以降の授業での報告担当グループを決定
する。
　２回目以降の授業では、各回の報告担当グループが協力し合ってレ
ジュメを作成し、報告を行う。

【予習】シラバスとガイダンス資料を事前に読んでおくこと
（2時間）
【復習】シラバスとガイダンス資料を読み直し、演習で配布
した資料を確認しておくこと（2時間）

4時間対面

第2回 ⑫　損失補償がいらない場合ってなに？ 予習として、教科書の該当頁(275ー276頁)を予習しておく
こと（2時間）
復習として、教科書該当箇所、演習でとりあげた判例につ
いて確認しておくこと（2時間）

4時間対面

第3回 ⑬　不服申立てってなに？ 予習として、教科書の該当頁(276ー277頁)を予習しておく
こと（2時間）
復習として、教科書該当箇所、演習でとりあげた判例につ
いて確認しておくこと（2時間）

4時間対面

第4回 ⑭　抗告訴訟の対象ってなに？ 予習として、教科書の該当頁(277ー278頁)を予習しておく
こと（2時間）
復習として、教科書該当箇所、演習でとりあげた判例につ
いて確認しておくこと（2時間）

4時間対面

第5回 ⑮　原告適格ってなに？ 予習として、教科書の該当頁(278ー280頁)を予習しておく
こと（2時間）
復習として、教科書該当箇所、演習でとりあげた判例につ
いて確認しておくこと（2時間）

4時間対面
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第6回 ⑯　人口公物の瑕疵ってどういうの？　
       国家賠償

予習として、教科書の該当頁(280ー282頁)を予習しておく
こと（2時間）
復習として、教科書該当箇所、演習でとりあげた判例につ
いて確認しておくこと（2時間）

4時間対面

第7回 ⑰　自然公物の瑕疵ってどういうの？ 予習として、教科書の該当頁(282ー284頁)を予習しておく
こと（2時間）
復習として、教科書該当箇所、演習でとりあげた判例につ
いて確認しておくこと（2時間）

4時間対面

第8回 ⑱　国家補償の谷間の問題ってなに？ 予習として、教科書の該当頁(284ー286頁)を予習しておく
こと（2時間）
復習として、教科書該当箇所、演習でとりあげた判例につ
いて確認しておくこと（2時間）

4時間対面

第9回 ⑲　公文書の開示をめぐってどんな問題があるの？ 予習として、教科書の該当頁(286ー288頁)を予習しておく
こと（2時間）
復習として、教科書該当箇所、演習でとりあげた判例につ
いて確認しておくこと（2時間）

4時間対面

第10回 ⑳　法定外普通税ってなに？ 予習として、教科書の該当頁(288ー289頁)を予習しておく
こと（2時間）
復習として、教科書該当箇所、演習でとりあげた判例につ
いて確認しておくこと（2時間）

4時間対面

第11回 その他の重要判例
①　委任の範囲～旧薬事法施行規則
　　百選46(94－95頁)
　　最高裁平成25年1月11日判決

予習として、教科書の該当頁等を予習しておくこと（2時
間）
復習として、教科書該当箇所、演習でとりあげた判例につ
いて確認しておくこと（2時間）

4時間対面

第12回 その他の重要判例
②　河川管理の瑕疵～多摩川水害訴訟
　　百選233(478－479頁)
　　最高裁平成25年1月11日判決

予習として、教科書の該当頁等を予習しておくこと（2時
間）
復習として、教科書該当箇所、演習でとりあげた判例につ
いて確認しておくこと（2時間）

4時間対面

第13回 その他の重要判例
③　ため池の堤とうの使用禁止と損失補償
　　百選246(504－505頁)
　　最高裁昭和38年6月26日判決

予習として、教科書の該当頁等を予習しておくこと（2時
間）
復習として、教科書該当箇所、演習でとりあげた判例につ
いて確認しておくこと（2時間）

4時間対面

第14回 その他の重要判例
④　予防接種と国家賠償責任
　　百選211(434－435頁)　
　　最高裁平成３年４月19日判決

予習として、教科書等の該当頁を予習しておくこと（2時
間）
復習として、教科書該当箇所、演習でとりあげた判例につ
いて確認しておくこと（2時間）

4時間対面

第15回 これまでの内容の総復習をオンデマンドで配信する。
【復習】オンデマンド動画を視聴した上で、これまでの学修内容の総復
習を行ってください。

【復習】オンデマンド動画を視聴した上で、これまでのレジ
メ・配布資料等を読み直し、学修内容の総復習を行ってく
ださい。

5.5時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅡＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

3平田　健治

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G3

法学部専門教育科目

テーマ 設例を通して民法を学ぶ

授業の目的及び概要
家族法の設例を学びます

学修の到達目標
家族法の設例において何が問題となっているかを説明できる

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
予習レポート、復習レポートに解説をつけます。適宜、個人的にコメントを与えます。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

家族法の改正が慌ただしく進んでいます。本ゼミでもそれらの現状を取り上げる機会をできるだけ設けます。法が社会の要請に反応して動いていること
を目の当たりに観察でき、学習するのにおもしろい時代に、私たちはいます。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

000

0304030

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

家族法　第3版（日評ベーシック），本山・青竹・羽生・水野共著，日本評論社，2021年

参考書

適宜、紹介します。

9784535806924
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 婚姻 レジュメとそこに指示された資料を読み、予習レポートを
提出する（2時間）。
ゼミでやったことを復習しつつ、復習レポートを提出する（2
時間）。

4時間対面

第2回 離婚 レジュメとそこに指示された資料を読み、予習レポートを
提出する（2時間）。
ゼミでやったことを復習しつつ、復習レポートを提出する（2
時間）。

4時間対面

第3回 内縁 レジュメとそこに指示された資料を読み、予習レポートを
提出する（2時間）。
ゼミでやったことを復習しつつ、復習レポートを提出する（2
時間）。

4時間対面

第4回 実子 レジュメとそこに指示された資料を読み、予習レポートを
提出する（2時間）。
ゼミでやったことを復習しつつ、復習レポートを提出する（2
時間）。

4時間対面

第5回 養子 レジュメとそこに指示された資料を読み、予習レポートを
提出する（2時間）。
ゼミでやったことを復習しつつ、復習レポートを提出する（2
時間）。

4時間対面

第6回 それまでの回の復習ならびに親権等 レジュメとそこに指示された資料を読み、予習レポートを
提出する（2時間）。
ゼミでやったことを復習しつつ、復習レポートを提出する（2
時間）。

4時間オンデマンド
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第7回 相続人 レジュメとそこに指示された資料を読み、予習レポートを
提出する（2時間）。
ゼミでやったことを復習しつつ、復習レポートを提出する（2
時間）。

4時間対面

第8回 相続の効力 レジュメとそこに指示された資料を読み、予習レポートを
提出する（2時間）。
ゼミでやったことを復習しつつ、復習レポートを提出する（2
時間）。

4時間対面

第9回 相続の効力その2 レジュメとそこに指示された資料を読み、予習レポートを
提出する（2時間）。
ゼミでやったことを復習しつつ、復習レポートを提出する（2
時間）。

4時間対面

第10回 相続の承認 レジュメとそこに指示された資料を読み、予習レポートを
提出する（2時間）。
ゼミでやったことを復習しつつ、復習レポートを提出する（2
時間）。

4時間対面

第11回 遺言 レジュメとそこに指示された資料を読み、予習レポートを
提出する（2時間）。
ゼミでやったことを復習しつつ、復習レポートを提出する（2
時間）。

4時間対面

第12回 遺言その2 レジュメとそこに指示された資料を読み、予習レポートを
提出する（2時間）。
ゼミでやったことを復習しつつ、復習レポートを提出する（2
時間）。

4時間対面

第13回 遺留分 レジュメとそこに指示された資料を読み、予習レポートを
提出する（2時間）。
ゼミでやったことを復習しつつ、復習レポートを提出する（2
時間）。

4時間対面

第14回 遺留分その2 レジュメとそこに指示された資料を読み、予習レポートを
提出する（2時間）。
ゼミでやったことを復習しつつ、復習レポートを提出する（2
時間）。

4時間対面

第15回 まとめ レジュメとそこに指示された資料を読み、予習レポートを
提出する（2時間）。
ゼミでやったことを復習しつつ、復習レポートを提出する（2
時間）。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅡＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

3矢野　哲也

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G3

法学部専門教育科目

テーマ 情報社会における安全保障・防衛問題について考える（２）

授業の目的及び概要
【授業の目的】
　インターネットの普及によって地球規模の情報化が進展している現代における安全保障・防衛問題の新たな様相について理解するとともに、これから
の日本の防衛及び世界の軍事情勢について自らの視点で考察する力を修得していきます。

【授業の概要】
　授業については、2022年のロシアによるウクライナ軍事侵攻などを取り上げ、リアルタイムで世界の動きを実感できる内容を心掛けるとともに、防衛
省・自衛隊で勤務してきた実務経験を積極的に紹介していきたいと思います。

学修の到達目標
現代社会の諸課題を理解し、法的知識・技能をもとにして、多様な価値観や利害関係に適した解決策を考える力を身につけている。そのほか、自由、平
等、民主主義などの価値原理を基礎とする、法学を中心とする高度な専門知識を体系的に理解するとともに、現代社会の諸課題に積極的に取り組む
市民として、他者と協調・協働できる能力を身につけている。あわせて、論理的な法的思考力と豊かな表現力とともに、情報、数理、英語等の汎用的技
能を修得し、社会科学を中心とした幅広い教養を身につけている。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
口頭発表及び質疑応答の内容について、授業中に解説及び講評を行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

日本の防衛や世界の軍事情勢に少しでも興味がある方であれば、この演習の履修を歓迎します。
また授業を履修するにあたっては、日ごろから防衛問題に関するニュースに関心を持つように心掛けて下さい。
そして授業における評価では、定説にとらわれない独創的な発想や意見を重視します。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
０

00

050０50

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

外務省『令和4年版外交青書』（外務省ホームページ）

参考書

授業で、その都度配布します。

－
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 授業ガイダンスなど
・授業ガイダンス
・インターネットによる調査研究の方法
・各種コミュニケーションの技法

【予習】授業前に、本シラバスを熟読し、その内容を確認・
理解した上で授業に参加して下さい。
【復習】授業後に、自分が興味のある安全保障・防衛問題
に関するテーマについて考えて下さい。

4時間対面

第2回 研究テーマ：新型コロナの発生・拡大と国際社会への影響について 【予習】授業前に、外務省HPで『令和4年版外交青書－巻
頭特集』を読んで予習して下さい。
【復習】授業後に、授業で配布したテキスト及び参考資料
を読んで復習して下さい。

4時間オンデマンド

第3回 研究テーマ：国際認識と日本外交の展望について 【予習】授業前に、外務省HPで『令和3年版外交青書－第
1章』を読んで予習して下さい。
【復習】授業後に、授業で配布したテキスト及び参考資料
を読んで復習して下さい。

4時間対面

第4回 研究テーマ：「自由で開かれたインド太平洋」の推進について 【予習】授業前に、外務省HPで『令和4年版外交青書－第
2章第1節』を読んで予習して下さい。
【復習】授業後に、授業で配布したテキスト及び参考資料
を読んで復習して下さい。

4時間対面

第5回 研究テーマ：アジア・大洋州について 【予習】授業前に、外務省HPで『令和3年版外交青書－第
2章第2節』を読んで予習して下さい。
【復習】授業後に、授業で配布したテキスト及び参考資料
を読んで復習して下さい。

4時間対面
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第6回 研究テーマ：北米について 【予習】授業前に、外務省HPで『令和4年版外交青書－第
2章第3節』を読んで予習して下さい。
【復習】授業後に、授業で配布したテキスト及び参考資料
を読んで復習して下さい。

4時間対面

第7回 研究テーマ：中南米について 【予習】授業前に、外務省HPで『令和4年版外交青書－第
2章第4節』を読んで予習して下さい。
【復習】授業後に、授業で配布したテキスト及び参考資料
を読んで復習して下さい。

4時間対面

第8回 研究テーマ：欧州について 【予習】授業前に、外務省HPで『令和4年版外交青書－第
2章第5節』を読んで予習して下さい。
【復習】授業後に、授業で配布したテキスト及び参考資料
を読んで復習して下さい。

4時間対面

第9回 研究テーマ：ロシア、中央アジアとコーカサスについて 【予習】授業前に、外務省HPで『令和4年版外交青書－第
2章第6節』を読んで予習して下さい。
【復習】授業後に、授業で配布したテキスト及び参考資料
を読んで復習して下さい。

4時間対面

第10回 研究テーマ：中東と北アフリカについて 【予習】授業前に、外務省HPで『令和4年版外交青書－第
2章第7節』を読んで予習して下さい。
【復習】授業後に、授業で配布したテキスト及び参考資料
を読んで復習して下さい。

4時間対面

第11回 研究テーマ：アフリカについて 【予習】授業前に、外務省HPで『令和4年版外交青書－第
2章第8節』を読んで予習して下さい。
【復習】授業後に、授業で配布したテキスト及び参考資料
を読んで復習して下さい。

4時間対面

第12回 研究テーマ：日本と国際社会の平和と安定に向けた取組について 【予習】授業前に、外務省HPで『令和4年版外交青書－第
3章第1節』を読んで予習して下さい。
【復習】授業後に、授業で配布したテキスト及び参考資料
を読んで復習して下さい。

4時間対面

第13回 研究テーマ：日本の国際協力について 【予習】授業前に、外務省HPで『令和4年版外交青書－第
3章第2節』を読んで予習して下さい。
【復習】授業後に、授業で配布したテキスト及び参考資料
を読んで復習して下さい。

4時間対面

第14回 研究テーマ：国益と世界全体の利益を増進する経済外交について 【予習】授業前に、外務省HPで『令和4年版外交青書－第
3章第3節』を読んで予習して下さい。
【復習】授業後に、授業で配布したテキスト及び参考資料
を読んで復習して下さい。

4時間対面

第15回 研究テーマ：日本への理解と信頼の促進に向けた取組について 【予習】授業前に、外務省HPで『令和4年版外交青書－第
3章第4節』を読んで予習して下さい。
【復習】授業後に、授業で配布したテキスト及び参考資料
を読んで復習して下さい。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅡＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

3

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G3

法学部専門教育科目

テーマ 労働問題や労働現場の実態について判例を検討する

授業の目的及び概要
労働法は労働者の一生，企業の存立に関わる問題で具体的な利害関係に対して実際に生じた争いを解決する実定法であります。法解釈は社会情勢
と密接に関連してありますので労働法を学ぶには具体的事例の検討が重要だと思います。演習では、労働契約法、労働基準法など個別的労働関係を
題材として、重要判例を「労働判例百選」などを中心に，実際の労働現場でどのような利益対立があり，それに対して労働法がどのように解釈されて結
論が導かれたのか等々，演習を通じて皆さんと討論しながら理解を深めたいと思います。

学修の到達目標
基本的な労働判例における利害関係，争点，具体的処理とその妥当性の検討等を通じて実務演習における応用を学ぶことができます。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
報告のやり方やレジュメ作成については、初回及び2回の授業で指導します。重要判例についてテーマを決め、演習授業の前に事案の概要，争点，事
実認定、判断根拠，判定理由順に発表してもらい、その後，担当教授のコメント、学生たちの質疑応答の時間をとり結論を出します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

演習は労働法を題材に、労働問題の解決能力を修得し、法理論と関連事例などの多様なテーマについて討論を楽しみながら勉強します。雇用関係と
労使関係に対する探究は将来的に就労活動にも対応できるような知識になるだろうと思います。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

50
報告内容

00

00050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

荒木尚志・奥田香子『ケースブック労働法第4版』有斐閣2019年

参考書

村中孝史・荒木尚志『労働判例百選第10版』 有斐閣2022年　　　　　　ISBN 9784641115576
野田進外多数『判例労働法入門第7版』有斐閣2021年　　　　　　　　　ISBN 9784641243477

978464114474

9784641115576
9784641243477

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス・自己紹介、発表担当者の決まる。 【予習】シラバスを確認する
【復習】レジュメ・配付資料を読み直す。

4時間対面

第2回 主題：みちのく銀行事件
‐労働契約の変更

【予習】取扱う判例を読んでおく
【復習】レジュメ・配付資料を読み直し、授業で学んだこと
を確認する。

4時間対面

第3回 主題：山口観光事件
‐懲戒権行使の濫用

【予習】取扱う判例を読んでおく
【復習】レジュメ・配付資料を読み直し、授業で学んだこと
を確認する。

4時間対面

第4回 主題：下関商業高校事件
‐勧誘退職

【予習】取扱う判例を読んでおく
【復習】レジュメ・配付資料を読み直し、授業で学んだこと
を確認する。

4時間対面

第5回 主題：関西電力（ロッカー撮影）事件
‐労働者の人権

【予習】取扱う判例を読んでおく
【復習】レジュメ・配付資料を読み直し、授業で学んだこと
を確認する。

4時間対面

第6回 主題：トナミ運輸事件
‐内部告発

【予習】取扱う判例を読んでおく
【復習】レジュメ・配付資料を読み直し、授業で学んだこと
を確認する。

4時間対面

第7回 主題：エッソ石油事件
‐チィック・オフ

【予習】取扱う判例を読んでおく
【復習】レジュメ・配付資料を読み直し、授業で学んだこと
を確認する。

4時間対面

第8回 主題：平尾事件
‐労働協約の効力

【予習】取扱う判例を読んでおく
【復習】レジュメ・配付資料を読み直し、授業で学んだこと
を確認する。

4時間対面
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第9回 主題：朝日災海上保険（高田）事件
‐労働協約の拡張適用

【予習】取扱う判例を読んでおく
【復習】レジュメ・配付資料を読み直し、授業で学んだこと
を確認する。

4時間対面

第10回 主題：御国ハイヤー事件
‐ピケッティング

【予習】取扱う判例を読んでおく
【復習】レジュメ・配付資料を読み直し、授業で学んだこと
を確認する。

4時間対面

第11回 主題：丸島水門製作所事件
‐ロックアウトの正当性

【予習】取扱う判例を読んでおく
【復習】レジュメ・配付資料を読み直し、授業で学んだこと
を確認する。

4時間対面

第12回 主題：済生会中央病院事件
‐支配介入

【予習】取扱う判例を読んでおく
【復習】レジュメ・配付資料を読み直し、授業で学んだこと
を確認する。

4時間対面

第13回 主題：第二鳩タクシー事件
‐不当労働行為の救済命令

【予習】取扱う判例を読んでおく
【復習】レジュメ・配付資料を読み直し、授業で学んだこと
を確認する。

4時間対面

第14回 主題：中労委（西神テトラパック）事件
‐不利益取り扱い

【予習】取扱う判例を読んでおく
【復習】レジュメ・配付資料を読み直し、授業で学んだこと
を確認する。

4時間対面

第15回 総括まとめ 総合的に整理する 4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅡＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

3吉原　裕樹

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G3

法学部専門教育科目

テーマ 憲法テーマ演習・判例研究

授業の目的及び概要
憲法のテーマ演習・判例研究を行う。テーマ演習の例としては、「同性婚と婚姻の自由」・「ヘイトスピーチと表現の自由」・「マイナンバー制度とプライバ
シー権」などがありうる。判例研究の題材としては、憲法判例百選掲載の判例、及び、憲法判例百選に掲載されていない、最新の重要判例などが考え
られる。なお、過去に担当教員吉原裕樹（以下、単に「担当教員」という）の演習科目を履修したことがある場合、過去の発表時とは異なるテーマ・判例
を選択する必要がある。
テーマ演習・判例研究のいずれに重点を置くかは、受講生の問題関心も考慮して、最終的に担当教員が決定する。１年間ずっと、テーマ演習・判例研究
のいずれかを取り扱う可能性もある。受講生が少ない場合、受講生１人当たりの発表回数が多くなる可能性が高い。
受講生は、発表本番１週間前までに、発表資料（レジュメなど）を準備する。発表資料としては、パワーポイントでも構わないが、それよりもレジュメを推
奨する。
発表に先立って、参考文献・関連判例等を十分に調査する必要がある。事前に担当教員に質問してもらえれば、参考文献・関連判例等についてアドバ
イスする。判例研究の場合、関連判例を調査する必要があるし、最高裁判所判例の場合、最高裁判所調査官解説を十分に理解し、レジュメに引用する
必要がある。レジュメには、参考文献のページ番号等の表示を含め、参考文献を適切な方法で引用する必要がある。

学修の到達目標
特定のテーマについて、口頭及び書面にて、憲法上の意義を分かりやすく説明し、適切に憲法解釈論を展開することができる。特定の判例について、
口頭及び書面にて、憲法判例としての意義（憲法との関連性、判例としての新規性など）を分かりやすく説明し、その射程を適切に論ずることができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
担当者の発表、及び、発表担当者以外の受講生による質疑等について、担当教員が適宜コメントする。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／プレゼンテーション、発表、報告

本科目の担当教員は、2012年に弁護士資格を取得したのち、弁護士として執務し、憲法訴訟のほか、民事裁判・刑事裁判等の弁護士経験を有してい
る。また、弁護士会の役職として、日本弁護士連合会憲法問題対策本部 幹事・大阪弁護士会 憲法問題特別委員会 副委員長・大阪弁護士会常議員
などを歴任してきた。本科目では、これらの弁護士実務経験を活かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

担当教員は、2022年４月に本学に着任する前、約10年間、弁護士を本業としてきた。
本科目は、法曹志望者・研究者志望者を主な対象とする（ただし本科目は、司法試験対策を直接の目的とするわけではない）。
それ以外の方は、履修にあたって、以下の点に特に留意されたい。本科目の内容は発展的・専門的で、予習の負担が大きい。また、発表担当回はもち
ろん、それ以外の回でも、担当教員から数多くの質問を受けるので、自発的・積極的な予習と授業参加が必要となる。
本科目では、原則として、各学期15回のすべてに出席することが必要である。出席回数が十分でない場合、本科目の単位を取得することができない。
なお、以上については、４年生時も同様である。
本科目の履修にあたっては、憲法全体について十分に学修し、理解していることが必要である。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

000

030070

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは使用しない。

参考書

①憲法判例百選１・２（第７版），長谷部恭男ほか編，有斐閣，2019年
②憲法（第３版），渋谷秀樹，有斐閣，2017年
③講座　立憲主義と憲法学　全６巻，信山社，2022年以降続刊中
④憲法研究　第１号以下，辻村みよ子責任編集，信山社，2017年以降続刊中

③・④は、発表テーマを検討するのに有益である。

テキストは使用しない。

①9784641115453，
9784641115460
②9784641227231
③9784797212259，
9784797212266，
9784797212273
④9784797265217，
9784797265224，
9784797265231，
9784797265248，
9784797265255，
9784797265262，
9784797265279，
9784797265286，
9784797265293，
9784797279009

ISBN

ISBN
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授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 各受講生が取り扱うテーマないし判例を議論・決定する。
テーマ演習の方法としては、最近話題になっている社会現象を憲法の
観点から検討するとか、参考書③・④から適宜の論文を選択し文献購
読を行うなど、さまざまなものが考えられる。
テーマがどのようなものであっても、憲法とどのように関連するかをはっ
きりと意識する必要があるし、関連する学術資料（論文）・判例などを、
しっかりと調べる必要がある。

発表担当者は、事前にレジュメ等の資料を準備し、遅くと
も担当回の前の回までに、他の受講生と担当教員に配
布・共有する（ただし、第２回授業については、特別の取
扱いをするので、第１回にて詳細を説明する。また、受講
人数によっては、異なる取扱いをする場合がある）。
担当者以外の受講生は、配布・共有された資料を事前に
熟読し、担当者に質問したり意見を述べたりすることがで
きるように、準備する。
予習・復習としては、とりわけ予習（受講生の担当回だけ
でなく、他の受講生の担当回を含む）を重点的に行う必要
がある。

4時間対面

第2回 受講生による発表 発表担当者は、事前にレジュメ等の資料を準備し、遅くと
も担当回の前の回までに、他の受講生と担当教員に配
布・共有する（ただし、受講人数によっては、異なる取扱い
をする場合がある）。
担当者以外の受講生は、配布・共有された資料を事前に
熟読し、担当者に質問したり意見を述べたりすることがで
きるように、準備する。
予習・復習としては、とりわけ予習（受講生の担当回だけ
でなく、他の受講生の担当回を含む）を重点的に行う必要
がある。

4時間対面

第3回 受講生による発表 発表担当者は、事前にレジュメ等の資料を準備し、遅くと
も担当回の前の回までに、他の受講生と担当教員に配
布・共有する（ただし、受講人数によっては、異なる取扱い
をする場合がある）。
担当者以外の受講生は、配布・共有された資料を事前に
熟読し、担当者に質問したり意見を述べたりすることがで
きるように、準備する。
予習・復習としては、とりわけ予習（受講生の担当回だけ
でなく、他の受講生の担当回を含む）を重点的に行う必要
がある。

4時間対面

第4回 受講生による発表 発表担当者は、事前にレジュメ等の資料を準備し、遅くと
も担当回の前の回までに、他の受講生と担当教員に配
布・共有する（ただし、受講人数によっては、異なる取扱い
をする場合がある）。
担当者以外の受講生は、配布・共有された資料を事前に
熟読し、担当者に質問したり意見を述べたりすることがで
きるように、準備する。
予習・復習としては、とりわけ予習（受講生の担当回だけ
でなく、他の受講生の担当回を含む）を重点的に行う必要
がある。

4時間対面

第5回 受講生による発表 発表担当者は、事前にレジュメ等の資料を準備し、遅くと
も担当回の前の回までに、他の受講生と担当教員に配
布・共有する（ただし、受講人数によっては、異なる取扱い
をする場合がある）。
担当者以外の受講生は、配布・共有された資料を事前に
熟読し、担当者に質問したり意見を述べたりすることがで
きるように、準備する。
予習・復習としては、とりわけ予習（受講生の担当回だけ
でなく、他の受講生の担当回を含む）を重点的に行う必要
がある。

4時間対面

第6回 受講生による発表 発表担当者は、事前にレジュメ等の資料を準備し、遅くと
も担当回の前の回までに、他の受講生と担当教員に配
布・共有する（ただし、受講人数によっては、異なる取扱い
をする場合がある）。
担当者以外の受講生は、配布・共有された資料を事前に
熟読し、担当者に質問したり意見を述べたりすることがで
きるように、準備する。
予習・復習としては、とりわけ予習（受講生の担当回だけ
でなく、他の受講生の担当回を含む）を重点的に行う必要
がある。

4時間対面

第7回 受講生による発表 発表担当者は、事前にレジュメ等の資料を準備し、遅くと
も担当回の前の回までに、他の受講生と担当教員に配
布・共有する（ただし、受講人数によっては、異なる取扱い
をする場合がある）。
担当者以外の受講生は、配布・共有された資料を事前に
熟読し、担当者に質問したり意見を述べたりすることがで
きるように、準備する。
予習・復習としては、とりわけ予習（受講生の担当回だけ
でなく、他の受講生の担当回を含む）を重点的に行う必要
がある。

4時間対面

第8回 受講生による発表 発表担当者は、事前にレジュメ等の資料を準備し、遅くと
も担当回の前の回までに、他の受講生と担当教員に配
布・共有する（ただし、受講人数によっては、異なる取扱い
をする場合がある）。
担当者以外の受講生は、配布・共有された資料を事前に
熟読し、担当者に質問したり意見を述べたりすることがで
きるように、準備する。
予習・復習としては、とりわけ予習（受講生の担当回だけ
でなく、他の受講生の担当回を含む）を重点的に行う必要
がある。

4時間対面

第9回 受講生による発表 発表担当者は、事前にレジュメ等の資料を準備し、遅くと
も担当回の前の回までに、他の受講生と担当教員に配
布・共有する（ただし、受講人数によっては、異なる取扱い
をする場合がある）。
担当者以外の受講生は、配布・共有された資料を事前に
熟読し、担当者に質問したり意見を述べたりすることがで
きるように、準備する。
予習・復習としては、とりわけ予習（受講生の担当回だけ
でなく、他の受講生の担当回を含む）を重点的に行う必要
がある。

4時間対面

第10回 受講生による発表 発表担当者は、事前にレジュメ等の資料を準備し、遅くと
も担当回の前の回までに、他の受講生と担当教員に配
布・共有する（ただし、受講人数によっては、異なる取扱い
をする場合がある）。
担当者以外の受講生は、配布・共有された資料を事前に
熟読し、担当者に質問したり意見を述べたりすることがで
きるように、準備する。
予習・復習としては、とりわけ予習（受講生の担当回だけ
でなく、他の受講生の担当回を含む）を重点的に行う必要
がある。

4時間対面
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第11回 受講生による発表 発表担当者は、事前にレジュメ等の資料を準備し、遅くと
も担当回の前の回までに、他の受講生と担当教員に配
布・共有する（ただし、受講人数によっては、異なる取扱い
をする場合がある）。
担当者以外の受講生は、配布・共有された資料を事前に
熟読し、担当者に質問したり意見を述べたりすることがで
きるように、準備する。
予習・復習としては、とりわけ予習（受講生の担当回だけ
でなく、他の受講生の担当回を含む）を重点的に行う必要
がある。

4時間対面

第12回 受講生による発表 発表担当者は、事前にレジュメ等の資料を準備し、遅くと
も担当回の前の回までに、他の受講生と担当教員に配
布・共有する（ただし、受講人数によっては、異なる取扱い
をする場合がある）。
担当者以外の受講生は、配布・共有された資料を事前に
熟読し、担当者に質問したり意見を述べたりすることがで
きるように、準備する。
予習・復習としては、とりわけ予習（受講生の担当回だけ
でなく、他の受講生の担当回を含む）を重点的に行う必要
がある。

4時間対面

第13回 受講生による発表 発表担当者は、事前にレジュメ等の資料を準備し、遅くと
も担当回の前の回までに、他の受講生と担当教員に配
布・共有する（ただし、受講人数によっては、異なる取扱い
をする場合がある）。
担当者以外の受講生は、配布・共有された資料を事前に
熟読し、担当者に質問したり意見を述べたりすることがで
きるように、準備する。
予習・復習としては、とりわけ予習（受講生の担当回だけ
でなく、他の受講生の担当回を含む）を重点的に行う必要
がある。

4時間対面

第14回 受講生による発表 発表担当者は、事前にレジュメ等の資料を準備し、遅くと
も担当回の前の回までに、他の受講生と担当教員に配
布・共有する（ただし、受講人数によっては、異なる取扱い
をする場合がある）。
担当者以外の受講生は、配布・共有された資料を事前に
熟読し、担当者に質問したり意見を述べたりすることがで
きるように、準備する。
予習・復習としては、とりわけ予習（受講生の担当回だけ
でなく、他の受講生の担当回を含む）を重点的に行う必要
がある。

4時間対面

第15回 総括と課題の指摘
これまでの授業内容を振り返り、今後の学修に向けた課題を指摘す
る。

これまでの各発表内容を復習する。 4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅡＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

3松山　沙織

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G3

法学部専門教育科目

テーマ 国際社会と法

授業の目的及び概要
国際社会における諸問題についての法的アプローチについて学ぶ。同時に、参考文献の調べ方（図書館リソースやインターネット検索ツールの使い
方）、資料の扱い方（読み方や出典表記の方法）、報告や議論の技術（建設的な議論のための批判的思考）を習得することを目的とする。

学修の到達目標
国際紛争処理に関する基本的知識の取得はもちろんのこと、国際法関連文献の読解および分析の作業に慣れてもらう。また、報告や模擬裁判を通じ
て、国際的な問題を「自分事」のように感じて、（国際）法的感覚を養ってもらいたい。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
取り上げるテーマや報告については、授業中に解説および講評を行う。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／反転授業／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

春学期と同様、本演習では資料共有などにMicrosoft Teamsを使用することを予定しているため、その操作に慣れておくこと。
グループによる報告や模擬裁判を行う場合、その準備のためには、グループ内の協力が特に重要となる。「ゴースト班員」にならないことが肝心である
（いわゆる「報告・連絡・相談」を欠かさないこと）。
基本的には日本語で書かれた文献資料を参照するが、必要に応じて外国語で書かれた文献や一次資料を参照する場合もあるため、一定の語学力を
要する。
また、専門分野に関するゲストスピーカーを招く可能性がある。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

10
報告資料の完成度等

00

00090

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

＜基本書・体系書＞
自分に合う基本書等がすでにある場合それを使ってもよい（下記は教員のおすすめ）
①国際法　第4版，中谷和弘ほか，有斐閣，2021年
＜判例集＞
これも基本書と同様、自分に合うものがすでにある場合それを使ってもよい（下記は教員のおすすめ）
②薬師寺公夫他（編），判例国際法（第３版），東信堂、2019年
③森川幸一他（編），国際法判例百選（第３版）， 有斐閣，2021年
上記テキストに加えて、条約集を毎回持参してください（毎年出版されるので最新版を用意）。下記のうち、い
ずれか1冊を選ぶ。
④国際条約集2023年版，有斐閣，2023年3月出版予定
⑤ベーシック条約集2023，東信堂，2023年3月出版予定

参考書

その他参考となる書籍・資料については適宜紹介する。

①9784641221734
②9784798915586
③9784641115552
④・⑤2023年3月に出版予定
のため未記載

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 イントロダクション（今後の進行の相談、相談の結果、シラバス記載の
内容が変更されることもありうる）

（予習）指定のテキストや条約集を通覧し（最低限の準備
としてテキストの目次に目を通すこと）、関心のあるテーマ
/判例をできるだけ複数ピックアップする（1時間）。
（復習）担当となったテーマ/判例について、何が「法的」論
点となっているのか理解する。またグループ報告を希望す
る場合、グループの内部で連絡手段・相談のスケジュー
ルを相談する。（3時間）。

4時間対面

第2回 演習の題材となったテーマ/判例の基本的論点の解説、秋学期に取り
組む課題詳細説明

（予習）担当となったテーマ/判例について、法的論点や関
連する事項についてさらに掘り下げて調べる（1時間）。
（復習）解説を踏まえて、報告に向けて準備する（3時間）。

4時間対面

第3回 資料の探し方① （予習）事前課題として図書館やインターネットのリソース
を使用する練習をする（1時間）。
（復習）報告に向けて、準備する（3時間）。

4時間対面
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第4回 資料の探し方②（提出された資料の妥当性についてレビュー） （予習）使用する資料を探し、事前にTeamsフォルダで共
有する（1時間）。
（復習）報告に向けて、準備する（3時間）。

4時間対面

第5回 資料の探し方③（提出された資料の妥当性についてレビュー） （予習）使用する資料を探し、事前にTeamsフォルダで共
有する（1時間）。
（復習）報告に向けて、準備する（3時間）。

4時間対面

第6回 資料の読み方① （予習）事前に配布された資料を通読する（1時間）。
（復習）報告に向けて、準備する（3時間）。

4時間対面

第7回 資料の読み方②（各自が作成した資料まとめについてレビュー） （予習）資料まとめを作成し、事前にTeamsフォルダで共有
する（1時間）。
（復習）報告に向けて、準備する（3時間）。

4時間対面

第8回 資料の読み方③（各自が作成した資料まとめについてレビュー） （予習）資料まとめを作成し、事前にTeamsフォルダで共有
する（1時間）。
（復習）報告に向けて、準備する（3時間）。

4時間対面

第9回 発表・報告のための技術、質疑応答のための技術 （予習）事前に共有された資料を確認する（1時間）。
（復習）報告に向けて準備する（3時間）。

4時間対面

第10回 オンデマンド回（発表に向けた資料のブラッシュアップのための課題に
取り組む）

動画を確認し、報告準備を行う。 4時間オンデマンド

第11回 報告会① （予習）報告担当者は事前にTeamsに報告資料をアップ
ロードする。報告者以外はその資料を確認し、論点を把握
しておく（1時間）。
（復習）担当者は振り返りを行う。担当者以外は報告に向
けて、準備する（3時間）。

4時間対面

第12回 報告会② （予習）報告担当者は事前にTeamsに報告資料をアップ
ロードする。報告者以外はその資料を確認し、論点を把握
しておく（1時間）。
（復習）担当者は振り返りを行う。担当者以外は報告に向
けて、準備する（3時間）。

4時間対面

第13回 報告会② （予習）報告担当者は事前にTeamsに報告資料をアップ
ロードする。報告者以外はその資料を確認し、論点を把握
しておく（1時間）。
（復習）担当者は振り返りを行う。担当者以外は報告に向
けて、準備する（3時間）。

4時間対面

第14回 報告会③ （予習）報告担当者は事前にTeamsに報告資料をアップ
ロードする。報告者以外はその資料を確認し、論点を把握
しておく（1時間）。
（復習）担当者は振り返りを行う。担当者以外は報告に向
けて、準備する（3時間）。

4時間対面

第15回 学期の総括 （予習）今学期の内容について、各自で振り返りを行い、
教員への要望、反省点をまとめる（1時間）。
（復習）担当あるいは担当以外のテーマや判例について、
各自の関心に応じて関連事項を調べる（3時間）。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅡＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

3大島　一悟

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G3

法学部専門教育科目

テーマ 判例で学ぶ民法

授業の目的及び概要
民法に関する主要な最高裁判例を用いて、事実を正確に把握し、問題点を発見し、問題を解決する能力を養う。 　
また、法科大学院進学、行政職公務員試験、司法書士・行政書士・宅建士など、民法が必要となる国家試験受験のための能力を養うことも目標とする。

学修の到達目標
１．債権総論・債権各論に関する基本事項を理解し、条文を使って説明できる。
２．債権総論・債権各論に関する事例に対し、事案・問題点を正確に把握し、具体的な解決方法を示すことができる。
３．他者と協力して共同調査・研究・報告・質疑応答をすることができる。 　
１．については、民法に関連する法律問題に対して、問題点を把握し、条文を使って問題解決を図る能力を養うことを目標とする。 　
２．については、債権総論・債権各論に関連する判例を通して、事案を正確に把握する能力、問題発見能力を養うとともに、条文を使って問題を解決す
る能力を身につけることを目標とする。 　
３．については、共同での調査報告（各回の報告はグループ単位で行う）・質疑応答・討論を通して、他者と協力しながら学び、問題解決を図る能力を身
につけることを目標とする。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
作成したレジュメについて、授業中や授業外の時間に講評やより良いレジュメにするためのアドバイスを行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

民法に興味があり、ゼミに積極的に参加する意欲のある者の履修を期待している。 　
特に、法科大学院進学、行政職公務員、司法書士・行政書士・宅建士などの国家資格取得を目指している者には、積極的に履修してもらいたい。 　
判例の事案を正確に分析し、問題点を把握して検討するには、民法に関する幅広い知識が必要となるため、民法の基礎的知識を修得していることが望
ましい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

050050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

窪田充見ほか編『民法判例百選Ⅱ[第9版]』（有斐閣、2023年）

参考書

授業中に適宜アドバイスする。

ISBN :  978-4641115637
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
自己紹介、テキスト・ゼミの運営方法・各回の報告者の決定などを行う。

事前に民法総則・物権法・債権法の全体を予習しておく。
事後に各自の報告部分の予習をはじめるとともに、報告
担当グループのメンバーで資料作成等の報告準備の計
画をたて、準備を進める。

4時間対面

第2回 債権総論：債権の目的と効力
具体的な事案（重要とされている最高裁判例）について、報告グループ
による報告の後、全員で質疑応答及び討論を行う。

事前に「債権の目的と効力」に関するテキストの該当部分
を読み、内容を予習しておく。報告担当グループは他のメ
ンバーと協力してレジュメを作成する。
事後に今回の報告内容と質疑応答の復習を行い、「債権
の目的と効力」に関するテキストを通読する。

4時間対面

第3回 債権総論：多数当事者の債権関係
具体的な事案（重要とされている最高裁判例）について、報告グループ
による報告の後、全員で質疑応答及び討論を行う。

事前に「多数当事者の債権関係」に関するテキストの該当
部分を読み、内容を予習しておく。報告担当グループは他
のメンバーと協力してレジュメを作成する。
事後に今回の報告内容と質疑応答の復習を行い、「多数
当事者の債権関係」に関するテキストを通読する。

4時間対面

第4回 債権総論：債権譲渡と債務引受
具体的な事案（重要とされている最高裁判例）について、報告グループ
による報告の後、全員で質疑応答及び討論を行う。

事前に「債権譲渡と債務引受」に関するテキストの該当部
分を読み、内容を予習しておく。報告担当グループは他の
メンバーと協力してレジュメを作成する。
事後に今回の報告内容と質疑応答の復習を行い、「債権
譲渡と債務引受」に関するテキストを通読する。

4時間対面
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第5回 債権総論：債権の消滅
具体的な事案（重要とされている最高裁判例）について、報告グループ
による報告の後、全員で質疑応答及び討論を行う。

事前に「債権の消滅」に関するテキストの該当部分を読
み、内容を予習しておく。報告担当グループは他のメン
バーと協力してレジュメを作成する。
事後に今回の報告内容と質疑応答の復習を行い、「債権
の消滅」に関するテキストを通読する。

4時間対面

第6回 契約総論：契約の成立と解除
具体的な事案（重要とされている最高裁判例）について、報告グループ
による報告の後、全員で質疑応答及び討論を行う。

事前に「契約の成立と解除」に関するテキストの該当部分
を読み、内容を予習しておく。報告担当グループは他のメ
ンバーと協力してレジュメを作成する。
事後に今回の報告内容と質疑応答の復習を行い、「契約
の成立と解除」に関するテキストを通読する。

4時間対面

第7回 契約各論：売買・贈与
具体的な事案（重要とされている最高裁判例）について、報告グループ
による報告の後、全員で質疑応答及び討論を行う。

事前に「売買・贈与」に関するテキストの該当部分を読み、
内容を予習しておく。報告担当グループは他のメンバーと
協力してレジュメを作成する。
事後に今回の報告内容と質疑応答の復習を行い、「売
買・贈与」に関するテキストを通読する。

4時間対面

第8回 契約各論：賃貸借・使用貸借
具体的な事案（重要とされている最高裁判例）について、報告グループ
による報告の後、全員で質疑応答及び討論を行う。

事前に「賃貸借・使用貸借」に関するテキストの該当部分
を読み、内容を予習しておく。報告担当グループは他のメ
ンバーと協力してレジュメを作成する。
事後に今回の報告内容と質疑応答の復習を行い、「賃貸
借・使用貸借」に関するテキストを通読する。

4時間対面

第9回 債権法：不当利得
具体的な事案（重要とされている最高裁判例）について、報告グループ
による報告の後、全員で質疑応答及び討論を行う。

事前に「不当利得」に関するテキストの該当部分を読み、
内容を予習しておく。報告担当グループは他のメンバーと
協力してレジュメを作成する。
事後に今回の報告内容と質疑応答の復習を行い、「不当
利得」に関するテキストを通読する。

4時間対面

第10回 研究発表大会へ参加することで、第10回授業に振り替える。発表者とし
て参加しない者は、発表を参観し、レポートを作成して提出する。

研究発表大会への参加によるため、参加後、レポートを
提出する。提出するレポートの形式等については、ラーニ
ングポータル等で案内する。

4時間オンデマンド

第11回 債権法：不法行為
具体的な事案（重要とされている最高裁判例）について、報告グループ
による報告の後、全員で質疑応答及び討論を行う。

事前に「不法行為」に関するテキストの該当部分を読み、
内容を予習しておく。報告担当グループは他のメンバーと
協力してレジュメを作成する。
事後に今回の報告内容と質疑応答の復習を行い、「不法
行為」に関するテキストを通読する。

4時間対面

第12回 債権法：特殊の不法行為
具体的な事案（重要とされている最高裁判例）について、報告グループ
による報告の後、全員で質疑応答及び討論を行う。

事前に「特殊の不法行為」に関するテキストの該当部分を
読み、内容を予習しておく。報告担当グループは他のメン
バーと協力してレジュメを作成する。
事後に今回の報告内容と質疑応答の復習を行い、「特殊
の不法行為」に関するテキストを通読する。

4時間対面

第13回 親族法：婚姻・親子
具体的な事案（重要とされている最高裁判例）について、報告グループ
による報告の後、全員で質疑応答及び討論を行う。

事前に「婚姻・親子」に関するテキストの該当部分を読み、
内容を予習しておく。報告担当グループは他のメンバーと
協力してレジュメを作成する。
事後に今回の報告内容と質疑応答の復習を行い、「婚
姻・親子」に関するテキストを通読する。

4時間対面

第14回 親族法：親権・後見・保佐・補助・扶養
具体的な事案（重要とされている最高裁判例）について、報告グループ
による報告の後、全員で質疑応答及び討論を行う。

事前に「親権・後見・保佐・補助・扶養」に関するテキストの
該当部分を読み、内容を予習しておく。報告担当グループ
は他のメンバーと協力してレジュメを作成する。
事後に今回の報告内容と質疑応答の復習を行い、「親
権・後見・保佐・補助・扶養」に関するテキストを通読する。

4時間対面

第15回 相続法：相続・遺言
具体的な事案（重要とされている最高裁判例）について、報告グループ
による報告の後、全員で質疑応答及び討論を行う。

事前に「相続・遺言」に関するテキストの該当部分を読み、
内容を予習しておく。報告担当グループは他のメンバーと
協力してレジュメを作成する。
事後に今回の報告内容と質疑応答の復習を行い、「相
続・遺言」に関するテキストを通読する。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅡＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

3小川　富之

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G3

法学部専門教育科目

テーマ 家族法に関する重要判例の研究２

授業の目的及び概要
演習ⅡAでの学習を踏まえて、家族法に関する重要判例について、事実の概要を正確に理解し、裁判所の判断を適切に整理することで、家族問題の法
的解決に必要な法的思考力を醸成することを目的とする。

学修の到達目標
1．家族法に関する条文を体系的に把握し、具体的問題解決に必要とされる規定を適切に説明することができる。
2．家族法に関する重要判例について、事実の概要を把握したうえで、裁判所の判断基準を整理して説明することがでる。
3．具体的事例の説明に必要とされるレジュメを作成し、それを使って、わかりやすく説明することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
報告に際しては、あらかじめ提出されたレジュメを担当教員が印刷して配布の準備をする。また、必要に応じて資料等を担当教員が準備して配布する。
報告レジュメの作成方法をわかりやすく指導し、提出された内容について、必要な修正等、より完成度の高いものが準備できるよう指導する。
演習での報告に関しては、自分の理解していることを、どのようにしたら、適切に説明できるようになるか、適宜指導し、改善を図る。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

家族法Ⅰを履修していることが望ましい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

50
報告用レジュメの作成。

00

00050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

松本・潮見・羽生編『判例プラクティス 民法Ⅲ 親族・相続』（信山社、2020 年）

参考書

小川富之編『ユーリカ民法５ 親族・相続』（法律文化社、2019 年）

ISBN：9784797226393

ISBN978-4-589-04004-6

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 講義の進め⽅、予習・復習の⽅法、成績評価⽅法、参考書の紹介、家
族法関連事件の全体像

事前に、家族法全体に関連するテキストの⽬次を確認し、
講義開始前に全体を通読したときの疑問点を確認しておく
（2時間）。
事後に、初回の講義で扱った内容を、レジュメに沿って確
認し、学習内容の定着を図る（2時間）。

4時間対面

第2回 親族法総則・婚姻２ 事前に、第4編「親族」第1章「総則」・第2章「婚姻」に関す
るテキストの該当部分を読み、レジュメを使って学習して
おく（2時間）。
事後に、第4編「親族」第1章「総則」・第2章「婚姻」に関す
るテキストの内容を、レジュメに沿って確認し、学習内容の
定着を図る（2時間）。

4時間対面

第3回 親⼦２ 事前に、第4編「親族」第3章「親⼦」に関するテキストの該
当部分を読み、レジュメを使って学習しておく（2時間）。
事後に、第4編「親族」第3章「親⼦」に関するテキストの内
容を、レジュメに沿って確認し、学習内容の定着を図る（2
時間）。

4時間対面

第4回 親権２ 事前に、第4編「親族」第4章「親権」に関するテキストの該
当部分を読み、レジュメを使って学習しておく（2時間）。
事後に、第4編「親族」第4章「親権」に関するテキストの内
容を、レジュメに沿って確認し、学習内容の定着を図る（2
時間）。

4時間対面
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第5回 後⾒・補佐及び補助２ 事前に、第4編「親族」第5章「後⾒」・第6章「補佐及び補
助」に関するテキストの該当部分を読み、レジュメを使って
学習しておく（2時間）。
事後に、第4編「親族」第5章「後⾒」・第6章「補佐及び補
助」に関するテキストの内容を、レジュメに沿って確認し、
学習内容の定着を図る（2時間）。

4時間オンデマンド

第6回 扶養２ 事前に、第4編「親族」第7章「扶養」に関するテキストの該
当部分を読み、レジュメを使って学習しておく（2時間）。
事後に、第4編「親族」第7章「扶養」に関するテキストの内
容を、レジュメに沿って確認し、学習内容の定着を図る（2
時間）。

4時間オンデマンド

第7回 相続法総則２ 事前に、第5編「相続」第1章「総則」に関するテキストの該
当部分を読み、レジュメを使って学習しておく（2時間）。
事後に、第5編「相続」第1章「総則」に関するテキストの内
容を、レジュメに沿って確認し、学習内容の定着を図る（2
時間）。

4時間対面

第8回 相続⼈２ 事前に、第5編「相続」第2章「相続⼈」に関するテキストの
該当部分を読み、レジュメを使って学習しておく（2時間）。
事後に、第5編「相続」第2章「相続⼈」に関するテキストの
内容を、レジュメに沿って確認し、学習内容の定着を図る
（2時間）。

4時間対面

第9回 相続の効⼒２ 事前に、第5編「相続」第3章「相続の効⼒」に関するテキス
トの該当部分を読み、レジュメを使って学習しておく（2時
間）。
事後に、第5編「相続」第3章「相続の効⼒」に関するテキス
トの内容を、レジュメに沿って確認し、学習内容の定着を
図る（2時間）。

4時間対面

第10回 相続の承認及び放棄２ 事前に、第5編「相続」第4章「相続の承認及び放棄」に関
するテキストの該当部分を読み、レジュメを使って学習し
ておく（2時間）。
事後に、第5編「相続」第4章「相続の承認及び放棄」に関
するテキストの内容を、レジュメに沿って確認し、学習内容
の定着を図る（2時間）。

4時間対面

第11回 財産分離・相続⼈の不存在２ 事前に、第5編「相続」第5章「財産分離」・第6章「相続⼈の
不存在」に関するテキストの該当部分を読み、レジュメを
使って学習しておく（2時間）。
事後に、第5編「相続」第5章「財産分離」・第6章「相続⼈の
不存在」に関するテキストの内容を、レジュメに沿って確認
し、学習内容の定着を図る（2時間）。

4時間対面

第12回 遺⾔全般 事前に、第5編「相続」第7章「遺⾔」に関するテキストの該
当部分を読み、レジュメを使って学習しておく（2時間）。
事後に、第5編「相続」第7章「遺⾔」に関するテキストの内
容を、レジュメに沿って確認し、学習内容の定着を図る（2
時間）。

4時間対面

第13回 普通方式遺言 事前に、第5編「相続」第7章「遺⾔」に関するテキストの該
当部分を読み、レジュメを使って学習しておく（2時間）。
事後に、第5編「相続」第7章「遺⾔」に関するテキストの内
容を、レジュメに沿って確認し、学習内容の定着を図る（2
時間）。

4時間対面

第14回 特別方式遺言 事前に、第5編「相続」第7章「遺⾔」に関するテキストの該
当部分を読み、レジュメを使って学習しておく（2時間）。
事後に、第5編「相続」第7章「遺⾔」に関するテキストの内
容を、レジュメに沿って確認し、学習内容の定着を図る（2
時間）。

4時間対面

第15回 遺留分２ 事前に、第5編「相続」第8章「遺留分」に関するテキストの
該当部分を読み、レジュメを使って学習しておく（2時間）。
事後に、第5編「相続」第8章「遺留分」に関するテキストの
内容を、レジュメに沿って確認し、学習内容の定着を図る
（2時間）。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅢＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

4比嘉　正

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G4

法学部専門教育科目

テーマ 民法総則・物権法（担保物権を含む）の基礎的内容を事例を通して学ぶ。

授業の目的及び概要
民法総則・物権法（担保物権を含む）の基本的法規範（条文・基本判例）を具体的事例に適用し、適切な紛争解決ができる過程を全員で検討する。。

学修の到達目標
民法総則・物権法（担保物権を含む）の基本的法規範（条文・基本判例）を具体的事例を通して体系的に理解し、適切な解決ができるようにする。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
事例と関連する条文・判例をチェックする。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

毎回条文を参照するので、小六法を持参すること。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

0203050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

千葉恵美子ほか編「Law PracticeⅠ総則・物権編（第4版）」　商事法務

参考書

潮見佳男ほか編「民法判例百選Ⅰ（第８版）」有斐閣

978-4-7857-2642-3
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 制限行為能力：未成年者　　　テキストP2～8 事前に、事例問題に目を通し、争点は何かを考えておく。
事後に、レジュメで規範・あてはめ・解決の手順を押さえ
る。

2時間対面

第2回 消費者契約における不当条項　　　　　テキストP59～65 事前に、事例問題に目を通し、争点は何かを考えておく。
事後に、レジュメで規範・あてはめ・解決の手順を押さえ
る。

2時間対面

第3回 民法94条2項類推適用とその限界①　　　　テキストP73～77 事前に、事例問題に目を通し、争点は何かを考えておく。
事後に、レジュメで規範・あてはめ・解決の手順を押さえ
る。

2時間対面

第4回 詐欺・錯誤と消費者契約法　　　　　テキストP91～99 事前に、事例問題に目を通し、争点は何かを考えておく。
事後に、レジュメで規範・あてはめ・解決の手順を押さえ
る。

2時間対面

第5回 表見代理：名義利用許諾　　　　　テキストP135～141 事前に、事例問題に目を通し、争点は何かを考えておく。
事後に、レジュメで規範・あてはめ・解決の手順を押さえ
る。

2時間対面

第6回 無権代理と相続　　　　　テキストP148～155 事前に、事例問題に目を通し、争点は何かを考えておく。
事後に、レジュメで規範・あてはめ・解決の手順を押さえ
る。

2時間対面

第7回 賃借権の取得時効　　　　　テキストP162～167 事前に、事例問題に目を通し、争点は何かを考えておく。
事後に、レジュメで規範・あてはめ・解決の手順を押さえ
る。

2時間対面

第8回 物権的請求権　　　　　テキストP189～193 事前に、事例問題に目を通し、争点は何かを考えておく。
事後に、レジュメで規範・あてはめ・解決の手順を押さえ
る。

2時間対面

－558－



第9回 所有権の移転時期　　　　　テキストＰ202～206 事前に、事例問題に目を通し、争点は何かを考えておく。
60分
事後に、レジュメで規範・あてはめ・解決の手順を押さえ
る。60分

1時間オンデマンド

第10回 共同相続と登記　　　　　テキストP226～232 事前に、事例問題に目を通し、争点は何かを考えておく。
60分
事後に、レジュメで規範・あてはめ・解決の手順を押さえ
る。60分

2時間対面

第11回 民法177条の第三者の範囲　　　　　　テキストP239～245 事前に、事例問題に目を通し、争点は何かを考えておく。
60分
事後に、レジュメで規範・あてはめ・解決の手順を押さえ
る。60分

2時間対面

第12回 抵当権に基づく賃料債権への物上代位　　　　　　テキストP302～309 事前に、事例問題に目を通し、争点は何かを考えておく。
60分
事後に、レジュメで規範・あてはめ・解決の手順を押さえ
る。60分

2時間対面

第13回 抵当権の効力の及ぶ範囲　　　　　テキストP318～324 事前に、事例問題に目を通し、争点は何かを考えておく。
60分
事後に、レジュメで規範・あてはめ・解決の手順を押さえ
る。60分

2時間対面

第14回 抵当権に基づく明渡請求　　　　テキストP325～330 事前に、事例問題に目を通し、争点は何かを考えておく。
60分
事後に、レジュメで規範・あてはめ・解決の手順を押さえ
る。60分

2時間対面

第15回 所有権留保　　　　テキストP383～388 事前に、事例問題に目を通し、争点は何かを考えておく。
60分
事後に、レジュメで規範・あてはめ・解決の手順を押さえ
る。60分

2時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅢＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

4吉原　裕樹

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G4

法学部専門教育科目

テーマ 憲法判例研究

授業の目的及び概要
双方向・多方向型授業により、憲法の判例研究を行う。主に、憲法判例百選に掲載された判例（及び、憲法判例百選に掲載されていない、最新の重要
判例）をとり上げる。
受講生は毎回、担当教員が事前に指定した判例について、下記「学修内容」を予習する必要がある。事前・事後学習としては、予習が中心となる。
毎回の授業では、担当教員が出席者をランダムに指名して、下記「学修内容」及びこれに関連する内容を質問する。
以上は、2022年度秋学期「専門演習２Ｂ（吉原裕樹クラス）」と同様である。

＜学修内容＞
１　事案の概要。
　ア　民事・行政事件の場合、原告・被告は誰か（国・地方公共団体など。事件によっては民間企業の場合もある）。
　イ　刑事事件の場合、被告人は誰か。
　ウ　民事・行政事件の場合、原告の請求の内容（国家賠償請求など）。
　エ　刑事事件の場合、起訴罪名と公訴事実の内容。
　オ　民事・行政事件の場合、最終的に原告の請求は認容されたか（全部認容／全部棄却／一部認容・一部棄却など）。
　カ　刑事事件の場合、最終的に被告人は有罪とされたか。
２　問題となった憲法上の人権・原理とその根拠条項。
３　憲法解釈上の争点。
４　上記３の争点に対する最高裁判所の判断内容。
５　上記４の判断内容が、裁判の結論にどのように影響したか。
６　判例の意義・新規性。
　ア　関連する判例（今回の判例の前・後とも）とその内容。
　イ　今回の判例が、従来の判例と異なる点はどこか。
　ウ　憲法解釈上の争点について、憲法学説の一般的見解はどのように論じてきたか。
　エ　憲法学説の上記一般的見解と、今回の判例の判示内容とは同じか。
７　判例の射程。
　ア　他のどのような事件であれば、今回の判例の論理が妥当すると論ずることができるか。
　イ　他のどのような事件であれば、今回の判例の論理が妥当しないと論ずることができるか。

学修の到達目標
特定の判例について、憲法判例としての意義（憲法との関連性、判例としての新規性など）を分かりやすく説明し、その射程を適切に論ずることができ
る。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
双方向・多方向型授業にて、受講生の理解の程度を確認する。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

本科目の担当教員は、2012年に弁護士資格を取得したのち、弁護士として執務し、憲法訴訟のほか、民事裁判・刑事裁判等の弁護士経験を有してい
る。また、弁護士会の役職として、日本弁護士連合会憲法問題対策本部 幹事・大阪弁護士会 憲法問題特別委員会 副委員長・大阪弁護士会常議員
などを歴任してきた。本科目では、これらの弁護士実務経験を活かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

担当教員は、2022年４月に本学に着任する前、約10年間、弁護士を本業としてきた。
本科目の履修にあたっては、憲法全体について十分に学修し、理解していることが必要である。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

40
予習の内容及び程度

00

00060

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

憲法判例百選１・２（第７版），長谷部恭男ほか編，有斐閣，2019年

参考書

9784641115453，
9784641115460ISBN

ISBN
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授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 憲法判例研究
担当教員が出席者をランダムに指名して、「授業の目的及び概要」欄記
載の「学修内容」及びこれに関連する内容を質問する。

担当教員が事前に指定した判例について、「授業の目的
及び概要」欄記載の「学修内容」及びこれに関連する内容
を予習する。

4時間対面

第2回 憲法判例研究
担当教員が出席者をランダムに指名して、「授業の目的及び概要」欄記
載の「学修内容」及びこれに関連する内容を質問する。

担当教員が事前に指定した判例について、「授業の目的
及び概要」欄記載の「学修内容」及びこれに関連する内容
を予習する。

4時間対面

第3回 憲法判例研究
担当教員が出席者をランダムに指名して、「授業の目的及び概要」欄記
載の「学修内容」及びこれに関連する内容を質問する。

担当教員が事前に指定した判例について、「授業の目的
及び概要」欄記載の「学修内容」及びこれに関連する内容
を予習する。

4時間対面

第4回 憲法判例研究
担当教員が出席者をランダムに指名して、「授業の目的及び概要」欄記
載の「学修内容」及びこれに関連する内容を質問する。

担当教員が事前に指定した判例について、「授業の目的
及び概要」欄記載の「学修内容」及びこれに関連する内容
を予習する。

4時間対面

第5回 憲法判例研究
担当教員が出席者をランダムに指名して、「授業の目的及び概要」欄記
載の「学修内容」及びこれに関連する内容を質問する。

担当教員が事前に指定した判例について、「授業の目的
及び概要」欄記載の「学修内容」及びこれに関連する内容
を予習する。

4時間対面

第6回 憲法判例研究
担当教員が出席者をランダムに指名して、「授業の目的及び概要」欄記
載の「学修内容」及びこれに関連する内容を質問する。

担当教員が事前に指定した判例について、「授業の目的
及び概要」欄記載の「学修内容」及びこれに関連する内容
を予習する。

4時間対面

第7回 憲法判例研究
担当教員が出席者をランダムに指名して、「授業の目的及び概要」欄記
載の「学修内容」及びこれに関連する内容を質問する。

担当教員が事前に指定した判例について、「授業の目的
及び概要」欄記載の「学修内容」及びこれに関連する内容
を予習する。

4時間対面

第8回 憲法判例研究
担当教員が出席者をランダムに指名して、「授業の目的及び概要」欄記
載の「学修内容」及びこれに関連する内容を質問する。

担当教員が事前に指定した判例について、「授業の目的
及び概要」欄記載の「学修内容」及びこれに関連する内容
を予習する。

4時間対面

第9回 憲法判例研究
担当教員が出席者をランダムに指名して、「授業の目的及び概要」欄記
載の「学修内容」及びこれに関連する内容を質問する。

担当教員が事前に指定した判例について、「授業の目的
及び概要」欄記載の「学修内容」及びこれに関連する内容
を予習する。

4時間対面

第10回 憲法判例研究
担当教員が出席者をランダムに指名して、「授業の目的及び概要」欄記
載の「学修内容」及びこれに関連する内容を質問する。

担当教員が事前に指定した判例について、「授業の目的
及び概要」欄記載の「学修内容」及びこれに関連する内容
を予習する。

4時間対面

第11回 憲法判例研究
担当教員が出席者をランダムに指名して、「授業の目的及び概要」欄記
載の「学修内容」及びこれに関連する内容を質問する。

担当教員が事前に指定した判例について、「授業の目的
及び概要」欄記載の「学修内容」及びこれに関連する内容
を予習する。

4時間対面

第12回 憲法判例研究
担当教員が出席者をランダムに指名して、「授業の目的及び概要」欄記
載の「学修内容」及びこれに関連する内容を質問する。

担当教員が事前に指定した判例について、「授業の目的
及び概要」欄記載の「学修内容」及びこれに関連する内容
を予習する。

4時間対面

第13回 憲法判例研究
担当教員が出席者をランダムに指名して、「授業の目的及び概要」欄記
載の「学修内容」及びこれに関連する内容を質問する。

担当教員が事前に指定した判例について、「授業の目的
及び概要」欄記載の「学修内容」及びこれに関連する内容
を予習する。

4時間対面

第14回 憲法判例研究
担当教員が出席者をランダムに指名して、「授業の目的及び概要」欄記
載の「学修内容」及びこれに関連する内容を質問する。

担当教員が事前に指定した判例について、「授業の目的
及び概要」欄記載の「学修内容」及びこれに関連する内容
を予習する。

4時間対面

第15回 総括と課題の指摘
これまでの授業内容を振り返り、今後の学修に向けた課題を指摘す
る。

これまでにとり上げた判例及び授業内容を復習する。 4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅢＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

4杉本　拓海

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G4

法学部専門教育科目

テーマ 刑法とアクチュアリティ

授業の目的及び概要
刑法学を学ぶとき、紙の上で完結するものとして捉えていませんか？刑法は私たちの社会において実際に適用され、時として「実在する人」の人生を決
定づけるほど大きな影響を及ぼすものです。この演習では、実際の裁判例を題材に、刑法が机上のものではなく「現実」のものであるということをみんな
で意識して議論を進めていきたいと思っています。
この演習では、刑法に関する重要なテーマについて、判例に分析を加え、抽出された論点についての議論を通して、自分なりの「見解」を探求し、表現し
ていくことを目的とします。

現時点での授業方法のイメージは以下の通りです。
（１）班または個人がその回のテーマについて、学説判例の状況を調査・分析し、自身の見解も添えて報告を行う。
（２）報告をもとに、質疑やディスカッションを行う。ディベート形式をとることもある。

※授業計画はあくまでも目安です。受講生のみなさんと希望や興味関心に応じて、相談の上で柔軟に対応することを予定しています。

学修の到達目標
・具体的な事実を元に、問題となる点を抽出することができる。
・問題となる点に対して、学説・判例のとるアプローチを複数提示することができるようになる。
・上記のアプローチの関係性を論理的に整理して把握することができるようになる。
・上記のアプローチをもとに、理論的考察を行い、自身の見解を提示することができるようになる。
・以上について、自身の理解を自身の言葉で表現し、他者に説得的に伝えることができるようになる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
授業内で教員がそのつど助言や補足をし、授業の最後には総評を述べます。また、個別の相談や指導も必要に応じておこないます。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

【注意事項】
・演習は、報告者の報告とそれ以外の学生が活発に意見をやりとりすることによって成立します。報告者はもちろんのこと、報告者以外の学生も予習を
してから演習に臨んでください。
・この演習は、報告と報告以外での発言の双方が評価対象（計50%、及び、レポート50%）となります。
【メッセージ】
ゼミで刑法をする意義ってなんだと思いますか？「法曹や警察官になる人以外はあまり縁のない法律だし、それよりは就活や公務員試験に役に立つこ
とに時間を使いたいな…」なんて思ってはいませんか？
ですが、事実を分析し、問題点を抽出し、大量の情報から問題解決に必要なものを整理し、他者に伝達するという技能が、役に立たないなんてことがど
うしてありましょうか。
本気で取り組めば取り組むだけ、みなさんのこれからの人生で役立つ力が身についていくかけがえのない時間です。
もっとも、これは法学系のゼミ一般のことだと思いますので、ゼミで刑法をする意義については、このゼミが終わる頃にみなさんの考えをきかせてくださ
いね。
真剣に、楽しく取り組んでいきましょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

050

025025

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

【基本書・体系書】※自分に合う基本書等がすでにある人はそれで OK です。教員のおすすめは以下の 4冊
です。4冊全てを買う必要はありません。総論と各論を各一冊ずつ所持してください。
①講義刑法学・総論［第2版］井田良，有斐閣，2018年
②基本刑法I 総論［第3版］，大塚裕史・十河太朗・塩谷毅・豊田兼彦，日本評論社，2019年
③講義刑法学・各論［第2版］，井田良，有斐閣，2020年
④基本刑法Ⅱ［第3版］，大塚裕史・十河太朗・塩谷毅・豊田兼彦，日本評論社，2023年
※こちらは4月7日発売予定です

【判例集】
⑤刑法判例百選Ⅰ〔第8版〕，佐伯仁志・橋爪隆編，有斐閣，2020年
⑥刑法判例百選Ⅱ〔第8版〕，佐伯仁志・橋爪隆編，有斐閣，2020年
※紙媒体の六法は当然必携です。

参考書

①9784641139329
②9784535523838
③9784641139329
④9784535526884
⑤9784641115507
⑥9784641115514

ISBN

ISBN
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授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【ガイダンス】
自己紹介、今後の進め方の相談・確認
各回の報告の担当者の決定

刑法を一通り復習しておいてください。どういったテーマに
関心があるかについて考えておいてください。

4時間対面

第2回 【次回以降の報告の準備】
今後の授業進行のための基本的な事項の確認・個別対応など

授業時間中に確認・相談したことをもとに、各自でも準備
を進めておいてください。

4時間対面

第3回 【判例の読み方】（オンデマンド）
判例の読み方、着眼点などについて学びます。

【予習】
指示する判例をしっかりと読み込んでください。

【復習】
講義内容で指摘された点を意識して判例を読み直してくだ
さい。また、各自で報告の準備を進めておいてください。

4時間オンデマンド

第4回 報告と質疑およびディスカッション（またはディベート）① 【予習】
報告担当者は報告準備を行ってください。報告担当者以
外は報告の核となる判例を読み、報告テーマについてお
およその法的論点について把握しておいてください。（1時
間）

【復習】
報告担当者は、教員や他の学生からの指摘を踏まえて報
告を見直し、レポート執筆作業を進めてください。担当者
以外は報告に向けて準備を行ってください。（3時間）

4時間対面

第5回 報告と質疑およびディスカッション（またはディベート）② 【予習】
報告担当者は報告準備を行ってください。報告担当者以
外は報告の核となる判例を読み、報告テーマについてお
およその法的論点について把握しておいてください。（1時
間）

【復習】
報告担当者は、教員や他の学生からの指摘を踏まえて報
告を見直し、レポート執筆作業を進めてください。担当者
以外は報告に向けて準備を行ってください。（3時間）

4時間対面

第6回 報告と質疑およびディスカッション（またはディベート）③ 【予習】
報告担当者は報告準備を行ってください。報告担当者以
外は報告の核となる判例を読み、報告テーマについてお
およその法的論点について把握しておいてください。（1時
間）

【復習】
報告担当者は、教員や他の学生からの指摘を踏まえて報
告を見直し、レポート執筆作業を進めてください。担当者
以外は報告に向けて準備を行ってください。（3時間）

4時間対面

第7回 報告と質疑およびディスカッション（またはディベート）④ 【予習】
報告担当者は報告準備を行ってください。報告担当者以
外は報告の核となる判例を読み、報告テーマについてお
およその法的論点について把握しておいてください。（1時
間）

【復習】
報告担当者は、教員や他の学生からの指摘を踏まえて報
告を見直し、レポート執筆作業を進めてください。担当者
以外は報告に向けて準備を行ってください。（3時間）

4時間対面

第8回 中間地点におけるふりかえり 【予習】
これまで扱った内容を復習の上、前半のゼミにおける反
省点を抽出し、それに対する改善案を考えてみてくださ
い。

【復習】
レポート執筆と報告に向けた準備を進めてください。

4時間対面

第9回 報告と質疑およびディスカッション（またはディベート）⑤ 【予習】
報告担当者は報告準備を行ってください。報告担当者以
外は報告の核となる判例を読み、報告テーマについてお
およその法的論点について把握しておいてください。（1時
間）

【復習】
報告担当者は、教員や他の学生からの指摘を踏まえて報
告を見直し、レポート執筆作業を進めてください。担当者
以外は報告に向けて準備を行ってください。（3時間）

4時間対面

第10回 報告と質疑およびディスカッション（またはディベート）⑥ 【予習】
報告担当者は報告準備を行ってください。報告担当者以
外は報告の核となる判例を読み、報告テーマについてお
およその法的論点について把握しておいてください。（1時
間）

【復習】
報告担当者は、教員や他の学生からの指摘を踏まえて報
告を見直し、レポート執筆作業を進めてください。担当者
以外は報告に向けて準備を行ってください。（3時間）

4時間対面

第11回 報告と質疑およびディスカッション（またはディベート）⑦ 【予習】
報告担当者は報告準備を行ってください。報告担当者以
外は報告の核となる判例を読み、報告テーマについてお
およその法的論点について把握しておいてください。（1時
間）

【復習】
報告担当者は、教員や他の学生からの指摘を踏まえて報
告を見直し、レポート執筆作業を進めてください。担当者
以外は報告に向けて準備を行ってください。（3時間）

4時間対面

第12回 報告と質疑およびディスカッション（またはディベート）⑧ 【予習】
報告担当者は報告準備を行ってください。報告担当者以
外は報告の核となる判例を読み、報告テーマについてお
およその法的論点について把握しておいてください。（1時
間）

【復習】
報告担当者は、教員や他の学生からの指摘を踏まえて報
告を見直し、レポート執筆作業を進めてください。担当者
以外は報告に向けて準備を行ってください。（3時間）

4時間対面
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第13回 報告と質疑およびディスカッション（またはディベート）⑨ 【予習】
報告担当者は報告準備を行ってください。報告担当者以
外は報告の核となる判例を読み、報告テーマについてお
およその法的論点について把握しておいてください。（1時
間）

【復習】
報告担当者は、教員や他の学生からの指摘を踏まえて報
告を見直し、レポート執筆作業を進めてください。担当者
以外は報告に向けて準備を行ってください。（3時間）

4時間対面

第14回 報告と質疑およびディスカッション（またはディベート）⑩ 【予習】
報告担当者は報告準備を行ってください。報告担当者以
外は報告の核となる判例を読み、報告テーマについてお
およその法的論点について把握しておいてください。（1時
間）

【復習】
報告担当者は、教員や他の学生からの指摘を踏まえて報
告を見直し、レポート執筆作業を進めてください。担当者
以外は報告に向けて準備を行ってください。（3時間）

4時間対面

第15回 まとめと総括 これまでの自身の取り組みを振り返り、期末レポートを仕
上げて提出してください。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅢＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

4松山　沙織

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G4

法学部専門教育科目

テーマ 国際社会と法

授業の目的及び概要
国際社会における諸問題についての法的アプローチについて学ぶ。さらに、卒業研究を通じて、参考文献の調べ方（図書館リソースやインターネット検
索ツールの使い方）、資料の扱い方（読み方や出典表記の方法）、報告や議論の技術（建設的な議論のための批判的思考）を習得することを目的とす
る。

学修の到達目標
卒業研究を通じて、読解・分析・報告のスキルを身に着け、他者に自分の考えを明確に伝えられるようにする。国際的な問題を「自分事」のように感じ
て、（国際）法的感覚を養ってもらいたい。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
取り上げるテーマや報告については、授業中に解説および講評を行う。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／反転授業／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

本演習では資料共有などにMicrosoft Teamsを使用することを予定しているため、その操作に慣れておくこと。
春学期の終盤は、秋学期の本発表に向けた中間報告会を予定している。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

10
報告資料の完成度等

00

00090

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

＜基本書・体系書＞
自分に合う基本書等がすでにある場合それを使ってもよい（下記は教員のおすすめ）
①国際法　第4版，中谷和弘ほか，有斐閣，2021年
＜判例集＞
これも基本書と同様、自分に合うものがすでにある場合それを使ってもよい（下記は教員のおすすめ）
②薬師寺公夫他（編），判例国際法（第３版），東信堂、2019年
③森川幸一他（編），国際法判例百選（第３版）， 有斐閣，2021年
上記テキストに加えて、条約集を毎回持参してください（毎年出版されるので最新版を用意）。下記のうち、い
ずれか1冊を選ぶ。
④国際条約集2023年版，有斐閣，2023年3月出版予定
⑤ベーシック条約集2023，東信堂，2023年3月出版予定

参考書

その他参考となる書籍・資料については適宜紹介する。

①9784641221734
②9784798915586
③9784641115552
④・⑤2023年3月に出版予定
のため未記載

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 イントロダクション（今後の進行の相談）、本演習におけるTeamsの使い
方

（予習）研究テーマ候補につき調べておく（3年次演習で報
告した内容から変更可）（1時間）。
（復習）研究テーマを確定させる（3時間）。

4時間対面

第2回 研究テーマ決定、それに対するフィードバック （予習）決定した研究テーマについて法的論点や関連する
事項についてさらに掘り下げて調べる（1時間）。
（復習）フィードバックを踏まえて資料を収集する（3時間）。

4時間対面

第3回 資料の探し方① （予習）事前課題として図書館やインターネットのリソース
を使用する練習をする（1時間）。
（復習）報告に向けて、準備する（3時間）。

4時間対面

第4回 資料の探し方②（提出された資料の妥当性についてレビュー） （予習）使用する資料を探し、事前にTeamsフォルダで共
有する（1時間）。
（復習）報告に向けて、準備する（3時間）。

4時間対面

第5回 資料の探し方③（提出された資料の妥当性についてレビュー） （予習）使用する資料を探し、事前にTeamsフォルダで共
有する（1時間）。
（復習）報告に向けて、準備する（3時間）。

4時間対面

第6回 資料の読み方① （予習）事前に配布された資料を通読する（1時間）。
（復習）報告に向けて、準備する（3時間）。

4時間対面
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第7回 資料の読み方②（各自が作成した資料まとめについてレビュー） （予習）資料まとめを作成し、事前にTeamsフォルダで共有
する（1時間）。
（復習）報告に向けて、準備する（3時間）。

4時間対面

第8回 資料の読み方③（各自が作成した資料まとめについてレビュー） （予習）資料まとめを作成し、事前にTeamsフォルダで共有
する（1時間）。
（復習）報告に向けて、準備する（3時間）。

4時間対面

第9回 発表・報告のための技術、質疑応答のための技術 （予習）事前に共有された資料を確認する（1時間）。
（復習）報告に向けて準備する（3時間）。

4時間対面

第10回 オンデマンド回（発表に向けた資料のブラッシュアップのための課題に
取り組む）

動画を確認し、報告準備を行う。 4時間オンデマンド

第11回 中間報告会① （予習）報告担当者は事前にTeamsに報告資料をアップ
ロードする。報告者以外はその資料を確認し、論点を把握
しておく（1時間）。
（復習）担当者は振り返りを行う。担当者以外は報告に向
けて、準備する（3時間）。

4時間対面

第12回 中間報告会② （予習）報告担当者は事前にTeamsに報告資料をアップ
ロードする。報告者以外はその資料を確認し、論点を把握
しておく（1時間）。
（復習）担当者は振り返りを行う。担当者以外は報告に向
けて、準備する（3時間）。

4時間対面

第13回 中間報告会② （予習）報告担当者は事前にTeamsに報告資料をアップ
ロードする。報告者以外はその資料を確認し、論点を把握
しておく（1時間）。
（復習）担当者は振り返りを行う。担当者以外は報告に向
けて、準備する（3時間）。

4時間対面

第14回 中間報告会③ （予習）報告担当者は事前にTeamsに報告資料をアップ
ロードする。報告者以外はその資料を確認し、論点を把握
しておく（1時間）。
（復習）担当者は振り返りを行う。担当者以外は報告に向
けて、準備する（3時間）。

4時間対面

第15回 学期の総括、秋学期に向けた準備説明 （予習）今学期の内容について、各自で振り返りを行い、
教員への要望、反省点をまとめる（1時間）。
（復習）秋学期の卒業研究の本発表に向けて準備を行う
（3時間）。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅢＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

4大場　史朗

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G4

法学部専門教育科目

テーマ 刑事訴訟法演習（１） 卒業論文作成の準備

授業の目的及び概要
本演習は、現代刑事法、とりわけ刑事訴訟法の最先端の課題を批判的かつ自由に研究することを目的とします。
授業の中身は、受講生相互の自由で民主主義的な合議により決定します。もっとも、演習の時間等が限られていることから、個々の受講生の意見が完
全に反映されるとは限りませんが、受講生相互の熟議と歩み寄りにより授業の内容と方法が決定されることになります。場合によって、担当教員の方で
素案を用意することがあります。

学修の到達目標
（１）他人の痛みを自分の痛みにすることができる。
（２）他人の個性を尊重し、自分の可能性を信じることができる。
（３）刑事法について理解を深めることができる。
（４）精確な現状分析をすることができる。
（５）勉強する「基礎体力」を身につけることができる。
（６）チームワークを身につけることができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
報告内容等については、授業中に解説及び講評を行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告／フィールドワーク、学外見学、体験学習

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この演習では受講生の自主性が重要となります。３年次までの学修を基礎として、４年生終了時の卒業論文（ゼミ論文）等の作成を１つの大きな目標と
して、学修を進めることを予定しています。情報検索・文献収集の方法、論文の書き方、判例の読み方等もあわせて学習します。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

000

050050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは使用しません。

参考書

授業内で適宜指示します。

なし

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 授業の進め方などのレクチャー。

＊授業計画は柔軟に変更することがある。

【予習】担当教員が指示した資料等を事前に読んできてく
ださい。
【復習】レジュメ・資料を読み直し、授業で得た知識等を確
認してください。

4時間対面

第2回 受講生による報告と議論（１） 【予習】担当教員が指示した資料等を事前に読んできてく
ださい。
【復習】レジュメ・資料を読み直し、授業で得た知識等を確
認してください。

4時間対面

第3回 受講生による報告と議論（２） 【予習】担当教員が指示した資料等を事前に読んできてく
ださい。
【復習】レジュメ・資料を読み直し、授業で得た知識等を確
認してください。

4時間対面

第4回 受講生による報告と議論（３） 【予習】担当教員が指示した資料等を事前に読んできてく
ださい。
【復習】レジュメ・資料を読み直し、授業で得た知識等を確
認してください。

4時間対面

第5回 受講生による報告と議論（４） 【予習】担当教員が指示した資料等を事前に読んできてく
ださい。
【復習】レジュメ・資料を読み直し、授業で得た知識等を確
認してください。

4時間対面
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第6回 受講生による報告と議論（５） 【予習】担当教員が指示した資料等を事前に読んできてく
ださい。
【復習】レジュメ・資料を読み直し、授業で得た知識等を確
認してください。

4時間対面

第7回 受講生による報告と議論（６） 【予習】担当教員が指示した資料等を事前に読んできてく
ださい。
【復習】レジュメ・資料を読み直し、授業で得た知識等を確
認してください。

4時間対面

第8回 受講生による報告と議論（７） 【予習】担当教員が指示した資料等を事前に読んできてく
ださい。
【復習】レジュメ・資料を読み直し、授業で得た知識等を確
認してください。

4時間対面

第9回 受講生による報告と議論（８） 【予習】担当教員が指示した資料等を事前に読んできてく
ださい。
【復習】レジュメ・資料を読み直し、授業で得た知識等を確
認してください。

4時間対面

第10回 受講生による報告と議論（９） 【予習】担当教員が指示した資料等を事前に読んできてく
ださい。
【復習】レジュメ・資料を読み直し、授業で得た知識等を確
認してください。

4時間対面

第11回 受講生による報告と議論（１０） 【予習】担当教員が指示した資料等を事前に読んできてく
ださい。
【復習】レジュメ・資料を読み直し、授業で得た知識等を確
認してください。

4時間対面

第12回 受講生による報告と議論（１１） 【予習】担当教員が指示した資料等を事前に読んできてく
ださい。
【復習】レジュメ・資料を読み直し、授業で得た知識等を確
認してください。

4時間対面

第13回 受講生による報告と議論（１２） 【予習】担当教員が指示した資料等を事前に読んできてく
ださい。
【復習】レジュメ・資料を読み直し、授業で得た知識等を確
認してください。

4時間対面

第14回 卒業論文のアウトラインの作成 演習内での議論・指摘を踏まえて、卒業論文のアウトライ
ンを提出してください。

4時間オンデマンド

第15回 まとめと総括 【予習】担当教員が指示した資料等を事前に読んできてく
ださい。
【復習】レジュメ・資料を読み直し、授業で得た知識等を確
認してください。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅢＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

4石川　英樹

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G4

法学部専門教育科目

テーマ 警察と法～警察官の判断基準と行動原理～

授業の目的及び概要
・　第一線で単独執行を求められることのある警察官の法的根拠に基づく判断基準と行動原理を修得する。

学修の到達目標
・　警察官職務執行法を学び警察官を主体とする職務権限の範囲と限界等第一線で単独執行を求められることのある警察官として必要な基本的知識
等を習得できる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
・次回授業でコメントシートを紹介し、質問への回答や補足説明を行い、理解を深めます。
・授業で発表、討議した研究結果はその都度授業で担当教員から実学に直結する講評をコメントします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

担当教員は奈良県警察本部にて、３６年間警察官として勤務し、調査官・監察官・地域指導室長など、第一線を始め管理部門での実務経験と警察庁近
畿管区警察局監察課への出向などの警察行政における人事、業務管理・企画立案及び服務・業務指導、若手警察官の育成、指導に従事してきた。
本科目では、こうした実務経験を活かして、警察官・消防官などの公安職に必要とされる職務倫理や心構え、実務で要求される知識技能など、事例を
交えつつ解説する実践的な授業を展開する。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

・　治安を担う職業を志望するにあたって憧れと不安が交錯している学生諸君、公務員の道は奉仕の道である。時には怖がられ、疎まれ、そして時々感
謝され、その行動には国民の様々な声が聞こえます。
・　しかし警察官として３６年間勤務した私が確信しているのは、多くの国民が「声の小さい多数派」であり、治安の任にあたる者を信頼し、応援している
ことです。その人達のたった一つの命と財産、安全・安心を守る仕事に「誇りと使命感」を持って最後まで駆け抜ける志を抱く君たちの「夢を支え」、君た
ちが「現実」にアタックしゴールしてくれることを願って止みません。
・　「人の悲しみを自分の悲しみ」と感じ、「人の喜びを自分の喜び」と受け止め、被害に苦しみ困り果てている人に正面から向き合い、手を差し伸べ、人
の役に立つ仕事にやりがいを感じる君達と共に学んでいきたいと思います。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

20
コメントシート

00

004040

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

・　指定しません。
・　教員から研究発表課題を事前に提示します。

参考書

・　指定しません。
・　教員から研究課題を事前に提示します。

なし。

なし。

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ・　春学期の授業方針の説明を行い、発表グループを編成、受講生の
意思統一を構築する。
・　授業計画は必要性、受講生の希望等により変更することがある。
・　担当教員が警察官職務執行法の概要を説明する。
・　担当教員が警察官職務執行法に関する次回の研究発表課題を提
示する。

警察官職務執行法についてあらかじめ概要について読了
し理解をしておくこと。
担当教員が警察官職務執行法に関する次回の研究発表
課題を提示するので、提示された課題について関係条
文、判例を予習し理解を深めておくこと。

4時間対面

第2回 ・　発表グループが調査研究結果を発表後、全員で討論。最後に担当
教員が講評を加える。
・　各学生はコメントシートを作成、提出。

授業で研究、討議した課題についてノートに整理して復習
しておくこと。担当教員が警察官職務執行法に関する次
回の研究発表課題を提示するので、関係条文、判例等を
予習し理解を深めておくこと。

4時間対面

第3回 ・　発表グループが調査研究結果を発表後、全員で討論。最後に担当
教員が講評を加える。
・　各学生はコメントシートを作成、提出。

授業で研究、討議した課題についてノートに整理して復習
しておくこと。担当教員が警察官職務執行法に関する次
回の研究発表課題を提示するので、関係条文、判例等を
予習し理解を深めておくこと。

4時間対面

第4回 ・　発表グループが調査研究結果を発表後、全員で討論。最後に担当
教員が講評を加える。
・　各学生はコメントシートを作成、提出。

授業で研究、討議した課題についてノートに整理して復習
しておくこと。担当教員が警察官職務執行法に関する次
回の研究発表課題を提示するので、関係条文、判例等を
予習し理解を深めておくこと。

4時間対面
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第5回 ・　発表グループが調査研究結果を発表後、全員で討論。最後に担当
教員が講評を加える。
・　各学生はコメントシートを作成、提出。

授業で研究、討議した課題についてノートに整理して復習
しておくこと。担当教員が警察官職務執行法に関する次
回の研究発表課題を提示するので、関係条文、判例等を
予習し理解を深めておくこと。

4時間対面

第6回 ・　発表グループが調査研究結果を発表後、全員で討論。最後に担当
教員が講評を加える。
・　各学生はコメントシートを作成、提出。

授業で発表、討議した課題についてノートに整理して復習
しておくこと。
次回授業において、これまで研究、討議した、警察官職務
執行法に関する小テストを行うので、復習しておくこと。

4時間対面

第7回 小テスト実施。 小テストに関して理解不足な点を検証し復習しておくこと。
予習として前半の自身の学修結果に関する総括をしてお
くこと。

4時間対面

第8回 前半の総括を実施し、後半の演習に反映する。 授業の総括結果を復習しておくこと。
担当教員が警察官職務執行法に関する次回の研究発表
課題を提示するので、関係条文、判例等を予習し理解を
深めておくこと。

4時間対面

第9回 ・　発表グループが調査研究結果を発表後、全員で討論。最後に担当
教員が講評を加える。
・　各学生はコメントシートを作成、提出。

授業で研究、討議した課題についてノートに整理して復習
しておくこと。担当教員が警察官職務執行法に関する次
回の研究発表課題を提示するので、関係条文、判例等を
予習し理解を深めておくこと。

4時間対面

第10回 ・　発表グループが調査研究結果を発表後、全員で討論。最後に担当
教員が講評を加える。
・　各学生はコメントシートを作成、提出。

授業で研究、討議した課題についてノートに整理して復習
しておくこと。担当教員が警察官職務執行法に関する次
回の研究発表課題を提示するので、関係条文、判例等を
予習し理解を深めておくこと。

4時間対面

第11回 ・　発表グループが調査研究結果を発表後、全員で討論。最後に担当
教員が講評を加える。
・　各学生はコメントシートを作成、提出。

授業で研究、討議した課題についてノートに整理して復習
しておくこと。担当教員が警察官職務執行法に関する次
回の研究発表課題を提示するので、関係条文、判例等を
予習し理解を深めておくこと。

4時間対面

第12回 ・　発表グループが調査研究結果を発表後、全員で討論。最後に担当
教員が講評を加える。
・　各学生はコメントシートを作成、提出。

授業で研究、討議した課題についてノートに整理して復習
しておくこと。担当教員が警察官職務執行法に関する次
回の研究発表課題を提示するので、関係条文、判例等を
予習し理解を深めておくこと。

4時間対面

第13回 ・　発表グループが調査研究結果を発表後、全員で討論。最後に担当
教員が講評を加える。
・　各学生はコメントシートを作成、提出。

授業で研究、討議した課題についてノートに整理して復習
しておくこと。
次回授業において、これまで討議した、警察官職務執行
法に関する小テストを行うので、予習しておくこと。

4時間対面

第14回 小テスト実施。 小テストに関して理解不足な点を検証し復習しておくこと。
予習として春学期の自身の学修結果に関する総括をして
おくこと。

4時間対面

第15回 春学期の演習を振り返り総括を行う。 復習として春学期の自身の学修結果に関して総括し、ノー
トに整理しておくこと。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅢＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

4高田　尚彦

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G4

法学部専門教育科目

テーマ 企業（会社・個人事業）に関わる法的問題を考える。

授業の目的及び概要
私たちは、生きていくために働く。自分一人でモノ作りなどして働く者もいれば、プロスポーツ選手もいるし、自ら起業して人を雇う者、会社を立ち上げて
経営する者、会社に就職して働く者、さまざまである。ただ、その周りには、必ず誰かが存在し、トラブルや法的問題が生じることが少なくない。
　大雑把にいえば、そのようなビジネスに関わる法的問題に関心を寄せ、それらを検討・分析・議論し、一定の結論に導き、それを報告することにより、
今後の人生に活かすことができることを目的とする。
　演習は、受け身ではなく、自分で考え、疑問があれば質問し、自由に見解を述べることが最も重要であり、それこそが将来にも役立つ。
　演習の進め方は（１）ビジネスシーンで起こりうる事件を題材に、個人またはグループで検討し、報告する。
（２）報告者以外のメンバーも同じ題材を学修し、質疑やディスカッションを積極的に行う。
　演習の人数規模やメンバーの興味関心により、進め方は柔軟に変更する。

学修の到達目標
・積極的に自分の意見を述べることができる。
・企業に関する基礎的な法的知識を獲得することができる。
・報告資料の作成、プレゼンテーション能力を獲得することができる。
・論理的・発展的思考力を身につけることができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
発表・報告内容については、レジュメ等を含めて授業内において、修正・アドバイスを行う。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告／フィールドワーク、学外見学、体験学習

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

ゼミは、仲間とともに楽しく有意義な時間を過ごす素晴らしい機会です。ただ、ダラダラと楽しむのではなく、ゼミ生の皆さんが「自分自身を鍛える」ため、
毎週決まった時間に集まる楽しい勉強会としたい。
メリハリをつけて一緒に頑張りましょう。
積極的・意欲的に楽しく学修しようと考える皆さんの参加をお待ちしています。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

050050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキスト・参考書については、授業内で適宜案内する。

参考書

テキスト・参考書については、
授業内で適宜案内する。ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス、授業の進め方・報告方法の説明、報告者の決定。 【予習】担当教員が指示したテキスト等に目を通しておくこ
と。
【復習】テキスト・レジュメ・資料等を読み直し、授業で得た
知識等を確認すること。

4時間対面

第2回 判例の検索方法・レジュメの作成方法・報告方法の再確認。 【予習】担当教員が指示したテキスト等に目を通しておくこ
と。
【復習】テキスト・レジュメ・資料等を読み直し、授業で得た
知識等を確認すること。

4時間オンデマンド

第3回 受講生による報告と議論（１） 【予習】担当教員が指示したテキスト等に目を通しておくこ
と。
【復習】テキスト・レジュメ・資料等を読み直し、授業で得た
知識等を確認すること。

4時間対面

第4回 受講生による報告と議論（２） 【予習】担当教員が指示したテキスト等に目を通しておくこ
と。
【復習】テキスト・レジュメ・資料等を読み直し、授業で得た
知識等を確認すること。

4時間対面
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第5回 受講生による報告と議論（３） 【予習】担当教員が指示したテキスト等に目を通しておくこ
と。
【復習】テキスト・レジュメ・資料等を読み直し、授業で得た
知識等を確認すること。

4時間対面

第6回 受講生による報告と議論（４） 【予習】担当教員が指示したテキスト等に目を通しておくこ
と。
【復習】テキスト・レジュメ・資料等を読み直し、授業で得た
知識等を確認すること。

4時間対面

第7回 受講生による報告と議論（５） 【予習】担当教員が指示したテキスト等に目を通しておくこ
と。
【復習】テキスト・レジュメ・資料等を読み直し、授業で得た
知識等を確認すること。

4時間対面

第8回 受講生による報告と議論（６） 【予習】担当教員が指示したテキスト等に目を通しておくこ
と。
【復習】テキスト・レジュメ・資料等を読み直し、授業で得た
知識等を確認すること。

4時間対面

第9回 受講生による報告と議論（７） 【予習】担当教員が指示したテキスト等に目を通しておくこ
と。
【復習】テキスト・レジュメ・資料等を読み直し、授業で得た
知識等を確認すること。

4時間対面

第10回 受講生による報告と議論（８） 【予習】担当教員が指示したテキスト等に目を通しておくこ
と。
【復習】テキスト・レジュメ・資料等を読み直し、授業で得た
知識等を確認すること。

4時間対面

第11回 受講生による報告と議論（９） 【予習】担当教員が指示したテキスト等に目を通しておくこ
と。
【復習】テキスト・レジュメ・資料等を読み直し、授業で得た
知識等を確認すること。

4時間対面

第12回 受講生による報告と議論（10） 【予習】担当教員が指示したテキスト等に目を通しておくこ
と。
【復習】テキスト・レジュメ・資料等を読み直し、授業で得た
知識等を確認すること。

4時間対面

第13回 受講生による報告と議論（11） 【予習】担当教員が指示したテキスト等に目を通しておくこ
と。
【復習】テキスト・レジュメ・資料等を読み直し、授業で得た
知識等を確認すること。

4時間対面

第14回 受講生による報告と議論（12） 【予習】担当教員が指示したテキスト等に目を通しておくこ
と。
【復習】テキスト・レジュメ・資料等を読み直し、授業で得た
知識等を確認すること。

4時間対面

第15回 受講生による報告と議論（13）、春学期の総括。 【予習】担当教員が指示したテキスト等に目を通しておくこ
と。
【復習】テキスト・レジュメ・資料等を読み直し、授業で得た
知識等を確認すること。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅢＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

4矢野　哲也

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G4

法学部専門教育科目

テーマ 情報社会における安全保障・防衛問題について考える（１）

授業の目的及び概要
【授業の目的】
　インターネットの普及によって地球規模の情報化が進展している現代における安全保障・防衛問題の新たな様相について理解するとともに、これから
の日本の防衛及び世界の軍事情勢について自らの視点で考察する力を修得していきます。

【授業の概要】
　授業については、2022年のロシアによるウクライナ軍事侵攻などを取り上げ、リアルタイムで世界の動きを実感できる内容を心掛けるとともに、防衛
省・自衛隊で勤務してきた実務経験を積極的に紹介していきたいと思います。

学修の到達目標
現代社会の諸課題を理解し、法的知識・技能をもとにして、多様な価値観や利害関係に適した解決策を考える力を身につけている。そのほか、自由、平
等、民主主義などの価値原理を基礎とする、法学を中心とする高度な専門知識を体系的に理解するとともに、現代社会の諸課題に積極的に取り組む
市民として、他者と協調・協働できる能力を身につけている。あわせて、論理的な法的思考力と豊かな表現力とともに、情報、数理、英語等の汎用的技
能を修得し、社会科学を中心とした幅広い教養を身につけている。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
口頭発表及び質疑応答の内容について、授業中に解説及び講評を行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

日本の防衛や世界の軍事情勢に少しでも興味がある方であれば、この演習の履修を歓迎します。
また授業を履修するにあたっては、日ごろから防衛問題に関するニュースに関心を持つように心掛けて下さい。
そして授業における評価では、定説にとらわれない独創的な発想や意見を重視します。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
０

00

050050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

防衛省『令和4年版防衛白書』（防衛省ホームページ）

参考書

授業で、その都度紹介します。

－
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 授業ガイダンスなど
・授業ガイダンス
・インターネットによる調査研究の方法
・各種コミュニケーションの方法

【予習】授業前に、本シラバスを熟読し、その内容を確認・
理解した上で授業に参加して下さい。
【復習】授業後に、自分が興味のある安全保障・防衛問題
に関するテーマについて考えて下さい。

4時間対面

第2回 研究テーマ：わが国を取り巻く安全保障環境－概観について 【予習】授業前に、防衛省HPで『令和4年版防衛白書－第
Ⅰ部第1章』を読んで予習して下さい。
【復習】授業後に、授業で配布したテキスト及び参考資料
を読んで復習して下さい。

4時間オンデマンド

第3回 研究テーマ：ロシアによるウクライナ侵略について 【予習】授業前に、防衛省HPで『令和4年版防衛白書－第
Ⅰ部第2章』を読んで予習して下さい。
【復習】授業後に、授業で配布したテキスト及び参考資料
を読んで復習して下さい。

4時間対面

第4回 研究テーマ：諸外国の防衛政策など－米国について 【予習】授業前に、防衛省HPで『令和4年版防衛白書－第
Ⅰ部第3章第1節』を読んで予習して下さい。
【復習】授業後に、授業で配布したテキスト及び参考資料
を読んで復習して下さい。

4時間対面

第5回 研究テーマ：諸外国の防衛政策など－中国について 【予習】授業前に、防衛省HPで『令和4年版防衛白書－第
Ⅰ部第3章第2節』を読んで予習して下さい。
【復習】授業後に、授業で配布したテキスト及び参考資料
を読んで復習して下さい。

4時間対面
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第6回 研究テーマ：諸外国の防衛政策などー米国と中国の関係などについて 【予習】授業前に、防衛省HPで『令和4年版防衛白書－第
Ⅰ部第3章第3節』を読んで予習して下さい。
【復習】授業後に、授業で配布したテキスト及び参考資料
を読んで復習して下さい。

4時間対面

第7回 研究テーマ：諸外国の防衛政策など－朝鮮半島について 【予習】授業前に、防衛省HPで『令和4年版防衛白書－第
Ⅰ部第3章第4節』を読んで予習して下さい。
【復習】授業後に、授業で配布したテキスト及び参考資料
を読んで復習して下さい。

4時間対面

第8回 研究テーマ：諸外国の防衛政策など－ロシアについて 【予習】授業前に、防衛省HPで『令和4年版防衛白書－第
Ⅰ部第3章第5節』を読んで予習して下さい。
【復習】授業後に、授業で配布したテキスト及び参考資料
を読んで復習して下さい。

4時間対面

第9回 研究テーマ：諸外国の防衛政策など－大洋州について 【予習】授業前に、防衛省HPで『令和4年版防衛白書－第
Ⅰ部第3章第6節』を読んで予習して下さい。
【復習】授業後に、授業で配布したテキスト及び参考資料
を読んで復習して下さい。

4時間対面

第10回 研究テーマ：諸外国の防衛政策など－東南アジアについて 【予習】授業前に、防衛省HPで『令和4年版防衛白書－第
Ⅰ部第3章第7節』を読んで予習して下さい。
【復習】授業後に、授業で配布したテキスト及び参考資料
を読んで復習して下さい。

4時間対面

第11回 研究テーマ：諸外国の防衛政策など－南アジアについて 【予習】授業前に、防衛省HPで『令和4年版防衛白書－第
Ⅰ部第3章第8節』を読んで予習して下さい。
【復習】授業後に、授業で配布したテキスト及び参考資料
を読んで復習して下さい。

4時間対面

第12回 研究テーマ：諸外国の防衛政策など－欧州・カナダについて 【予習】授業前に、防衛省HPで『令和4年版防衛白書－第
Ⅰ部第3章第9節』を読んで予習して下さい。
【復習】授業後に、授業で配布したテキスト及び参考資料
を読んで復習して下さい。

4時間対面

第13回 研究テーマ：諸外国の防衛政策など－中東・アフリカについて 【予習】授業前に、防衛省HPで『令和4年版防衛白書－第
Ⅰ部第3章第10節』を読んで予習して下さい。
【復習】授業後に、授業で配布したテキスト及び参考資料
を読んで復習して下さい。

4時間対面

第14回 研究テーマ：宇宙・サイバー・電磁波といった新たな領域について（１） 【予習】授業前に、防衛省HPで『令和4年版防衛白書－第
Ⅰ部第4章第1～4節』を読んで予習して下さい。
【復習】授業後に、授業で配布したテキスト及び参考資料
を読んで復習して下さい。

4時間対面

第15回 研究テーマ：宇宙・サイバー・電磁波といった新たな領域について（２） 【予習】授業前に、防衛省HPで『令和4年版防衛白書－第
Ⅰ部第4章第5～7節』を読んで予習して下さい。
【復習】授業後に、授業で配布したテキスト及び参考資料
を読んで復習して下さい。

4時間対面

－574－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅢＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

4田中　嗣久

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G4

法学部専門教育科目

テーマ 民法（財産法・家族法）の応用的知識の理解

授業の目的及び概要
民法の中で財産法と呼ばれる分野（民法総則・物権法・債権法）の応用として、これまでの日常生活、また就職後のビジネスにおいて経験することとなる
「契約」を中心とする事象に関する民法上のルールの応用を説明します（民法の応用編）。就職を控えた４回生について、本演習の履修により、民事法
の理解をさらに一層深化させるようにしていきます。

学修の到達目標
・身の回りやニュース等で接する出来事について、法学部４回生に必要な応用的な民法上の意味・意義を説明できる。
・面接に際して、法学部４回生として必要な民法的な知識使用して自らの判断を説明できる。
・日常生活や企業取引における民法上のルールを理解し、社会人・職業人として正しい行動ができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
各発表の後に、発表方法、内容的評価、追加あるいは修正を要する知識等の評価を教員から行い、また、全員での討論の後に、他のゼミ生の反応も
総合して、全体としての感想等を伝える。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

授業は、皆さん自身の十分な予習と復習を前提として進んでいきます。本科目履修を通じて、専門科目の学修スタイルも身につけていくようにしてくださ
い。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

000

050０50

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

特になし

参考書

特になし

なし

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 今後の授業についての説明と心構えを説明し全員の考えを聞く。 予習　次回のテーマについてどのような討論をするか自
分なりに考える。
復習　発表者が作成し配布したレジュメを読み直す。ま
た、前回行われた討論内容を思い出し復習し理解を深め
る。

4時間対面

第2回 民法の問題を、学生が調査研究し、レジュメを作成し、全員に配布し、
発表する（３０分）。その後、私から補足の説明をし（２０分）、質疑応答
し、全員もしくはグループで討論する（３０分）。

予習　次回のテーマについてどのような討論をするか自
分なりに考える。
復習　発表者が作成し配布したレジュメを読み直す。ま
た、前回行われた討論内容を思い出し復習し理解を深め
る。

4時間対面

第3回 民法の問題を、学生が調査研究し、レジュメを作成し、全員に配布し、
発表する（３０分）。その後、私から補足の説明をし（２０分）、質疑応答
し、全員もしくはグループで討論する（３０分）。

予習　次回のテーマについてどのような討論をするか自
分なりに考える。
復習　発表者が作成し配布したレジュメを読み直す。ま
た、前回行われた討論内容を思い出し復習し理解を深め
る。

4時間対面

第4回 民法の問題を、学生が調査研究し、レジュメを作成し、全員に配布し、
発表する（３０分）。その後、私から補足の説明をし（２０分）、質疑応答
し、全員もしくはグループで討論する（３０分）。

予習　次回のテーマについてどのような討論をするか自
分なりに考える。
復習　発表者が作成し配布したレジュメを読み直す。ま
た、前回行われた討論内容を思い出し復習し理解を深め
る。

4時間対面

第5回 民法の問題を、学生が調査研究し、レジュメを作成し、全員に配布し、
発表する（３０分）。その後、私から補足の説明をし（２０分）、質疑応答
し、全員もしくはグループで討論する（３０分）。

予習　次回のテーマについてどのような討論をするか自
分なりに考える。
復習　発表者が作成し配布したレジュメを読み直す。ま
た、前回行われた討論内容を思い出し復習し理解を深め
る。

4時間対面

－575－



第6回 民法の問題を、学生が調査研究し、レジュメを作成し、全員に配布し、
発表する（３０分）。その後、私から補足の説明をし（２０分）、質疑応答
し、全員もしくはグループで討論する（３０分）。

予習　次回のテーマについてどのような討論をするか自
分なりに考える。
復習　発表者が作成し配布したレジュメを読み直す。ま
た、前回行われた討論内容を思い出し復習し理解を深め
る。

4時間対面

第7回 民法の問題を、学生が調査研究し、レジュメを作成し、全員に配布し、
発表する（３０分）。その後、私から補足の説明をし（２０分）、質疑応答
し、全員もしくはグループで討論する（３０分）。

予習　次回のテーマについてどのような討論をするか自
分なりに考える。
復習　発表者が作成し配布したレジュメを読み直す。ま
た、前回行われた討論内容を思い出し復習し理解を深め
る。

4時間対面

第8回 これまでの授業を総復習し、自分以外で記憶に残った発表（1つ以上）
について、その内容・自分の考え等をWord形式で1000字以内にまと
め、教員宛に添付メールで送付し、その内容を次回以降に考える。

予習　まず、これまでの発表のレジュメを総復習する。
復習　1000字作成後に、再度、レジュメを読み直しこれま
での発表を総復習する。

4時間オンデマンド

第9回 民法の問題を、学生が調査研究し、レジュメを作成し、全員に配布し、
発表する（３０分）。その後、私から補足の説明をし（２０分）、質疑応答
し、全員もしくはグループで討論する（３０分）。

予習　次回のテーマについてどのような討論をするか自
分なりに考える。
復習　発表者が作成し配布したレジュメを読み直す。ま
た、前回行われた討論内容を思い出し復習し理解を深め
る。

4時間対面

第10回 民法の問題を、学生が調査研究し、レジュメを作成し、全員に配布し、
発表する（３０分）。その後、私から補足の説明をし（２０分）、質疑応答
し、全員もしくはグループで討論する（３０分）。

予習　次回のテーマについてどのような討論をするか自
分なりに考える。
復習　発表者が作成し配布したレジュメを読み直す。ま
た、前回行われた討論内容を思い出し復習し理解を深め
る。

4時間対面

第11回 民法の問題を、学生が調査研究し、レジュメを作成し、全員に配布し、
発表する（３０分）。その後、私から補足の説明をし（２０分）、質疑応答
し、全員もしくはグループで討論する（３０分）。

予習　次回のテーマについてどのような討論をするか自
分なりに考える。
復習　発表者が作成し配布したレジュメを読み直す。ま
た、前回行われた討論内容を思い出し復習し理解を深め
る。

4時間対面

第12回 民法の問題を、学生が調査研究し、レジュメを作成し、全員に配布し、
発表する（３０分）。その後、私から補足の説明をし（２０分）、質疑応答
し、全員もしくはグループで討論する（３０分）。

予習　次回のテーマについてどのような討論をするか自
分なりに考える。
復習　発表者が作成し配布したレジュメを読み直す。ま
た、前回行われた討論内容を思い出し復習し理解を深め
る。

4時間対面

第13回 民法の問題を、学生が調査研究し、レジュメを作成し、全員に配布し、
発表する（３０分）。その後、私から補足の説明をし（２０分）、質疑応答
し、全員もしくはグループで討論する（３０分）。

予習　次回のテーマについてどのような討論をするか自
分なりに考える。
復習　発表者が作成し配布したレジュメを読み直す。ま
た、前回行われた討論内容を思い出し復習し理解を深め
る。

4時間対面

第14回 民法の問題を、学生が調査研究し、レジュメを作成し、全員に配布し、
発表する（３０分）。その後、私から補足の説明をし（２０分）、質疑応答
し、全員もしくはグループで討論する（３０分）。

予習　次回のテーマについてどのような討論をするか自
分なりに考える。
復習　発表者が作成し配布したレジュメを読み直す。ま
た、前回行われた討論内容を思い出し復習し理解を深め
る。

4時間対面

第15回 民法の問題を、学生が調査研究し、レジュメを作成し、全員に配布し、
発表する（３０分）。その後、私から補足の説明をし（２０分）、質疑応答
し、全員もしくはグループで討論する（３０分）。

予習　次回のテーマについてどのような討論をするか自
分なりに考える。
復習　発表者が作成し配布したレジュメを読み直す。ま
た、前回行われた討論内容を思い出し復習し理解を深め
る。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅢＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

4

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G4

法学部専門教育科目

テーマ -労働問題や労働現場の実態について判例を検討する。
 -進路指導および論文指導

授業の目的及び概要
労働法は労働者の一生，企業の存立に関わる問題で具体的な利害関係に対して実際に生じた争いを解決する実定法であります。法解釈は社会情勢
と密接に関連してありますので労働法を学ぶには具体的事例の検討が重要だと思います。演習では、労働契約法、労働基準法など個別的労働関係を
題材として、重要判例を「労働判例百選」などを中心に，実際の労働現場でどのような利益対立があり，それに対して労働法がどのように解釈されて結
論が導かれたのか等々，演習を通じて皆さんと討論しながら理解を深めたいと思います。

学修の到達目標
‐基本的な労働判例における利害関係，争点，具体的処理とその妥当性の検討等を通じて実務演習における応用を学ぶことができます。
‐進路指導を相談する。論文の書き方に対して指導する。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
報告のやり方やレジュメ作成については、初回及び2回の授業で指導します。重要判例についてテーマを決め、演習授業の前に事案の概要，争点，事
実認定、判断根拠，判定理由順に発表してもらい、その後，担当教授のコメント、学生たちの質疑応答の時間をとり結論を出します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

演習は労働法を題材に、労働問題の解決能力を修得し、法理論と関連事例などの多様なテーマについて討論を楽しみながら勉強します。雇用関係と
労使関係に対する探究は将来的に就労活動にも対応できるような知識になるだろうと思います。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

50
報告内容

00

00050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

荒木尚志・奥田香子『ケースブック労働法第4版』有斐閣2019年　　
荒木尚志『労働判例百選第10版』有斐閣2022年

参考書

村中孝史・荒木尚志『労働判例百選第10版』 有斐閣2022年　　　　　
野田進外多数『判例労働法入門第7版』有斐閣2021年

9784641144743
9784641115576

9784641115576
9784641243477

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス・自己紹介、発表担当者の決める。 【予習】シラバシを確認する
【復習】レジュメ・配付資料を読み直す。

4時間対面

第2回 主題：個別的労働関係における使用者
　　　‐黒川建設事件

【予習】取扱う判例を読んでおく
【復習】レジュメ・配付資料を読み直し、授業で学んだこと
を確認する。

4時間対面

第3回 主題：ネスレ日本懲戒解雇事件
　‐懲戒権の行使濫用

【予習】取扱う判例を読んでおく
【復習】レジュメ・配付資料を読み直し、授業で学んだこと
を確認する。

4時間対面

第4回 主題：小田急電鉄事件
　　‐私生活の非行

【予習】取扱う判例を読んでおく
【復習】レジュメ・配付資料を読み直し、授業で学んだこと
を確認する。

4時間対面

第5回 主題：労働基本権の制限
　　　‐全農林警職法事件

【予習】取扱う判例を読んでおく
【復習】レジュメ・配付資料を読み直し、授業で学んだこと
を確認する。

4時間対面

第6回 主題：日本航空事件
　　‐整理解雇

【予習】取扱う判例を読んでおく
【復習】レジュメ・配付資料を読み直し、授業で学んだこと
を確認する。

4時間対面

第7回 主題：フォセコ・ジャパン・リミテット事件
　　‐競業避止義務

【予習】取扱う判例を読んでおく
【復習】レジュメ・配付資料を読み直し、授業で学んだこと
を確認する。

4時間対面

第8回 主題：津田電機計器事件
　　‐定年と継続雇用

【予習】取扱う判例を読んでおく
【復習】レジュメ・配付資料を読み直し、授業で学んだこと
を確認する。

4時間対面
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第9回 主題：川崎市水道局事件
　　‐職場のいじめ

【予習】取扱う判例を読んでおく
【復習】レジュメ・配付資料を読み直し、授業で学んだこと
を確認する。

4時間対面

第10回 主題：採用の内定
　　‐大日本印刷事件

【予習】取扱う判例を読んでおく
【復習】レジュメ・配付資料を読み直し、授業で学んだこと
を確認する。

4時間対面

第11回 主題：札幌中央労基署長事件
　　　‐通勤災害

【予習】取扱う判例を読んでおく
【復習】レジュメ・配付資料を読み直し、授業で学んだこと
を確認する。

4時間対面

第12回 主題：人格権の尊重
　　‐関西電力事件

【予習】取扱う判例を読んでおく
【復習】レジュメ・配付資料を読み直し、授業で学んだこと
を確認する。

4時間対面

第13回 主題：国鉄団交拒否事件
　　‐団体交渉対象

【予習】取扱う判例を読んでおく
【復習】レジュメ・配付資料を読み直し、授業で学んだこと
を確認する。

4時間対面

第14回 主題：プライバシー保護
　　‐社会医療法人天神会事件

【予習】取扱う判例を読んでおく
【復習】レジュメ・配付資料を読み直し、授業で学んだこと
を確認する。

4時間対面

第15回 総括まとめ 総合的に整理する。 4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅢＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

4石尾　賢二

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G4

法学部専門教育科目

テーマ 卒論準備

授業の目的及び概要
法律問題の中から自分が問題と思う問題を見つける。
その問題について扱った文献を調べる。判例があれば判例を調べる。
調べた結果、自らの意見を明確にして、報告する。
議論を実施し、その結果を結論に反映する。
卒論を完成させる。
集団での討論によって問題解決を図ることを目的とし、報告者の適切な問題提起と報告を受けた者の適切に意見表明の促進を意図する。
これらのことを通して様々な部門での自主的な問題解決能力が促進されることを企図する。自主的な勉学は各種試験のためにも役立つものである。

学修の到達目標
1.社会問題について問題点の基本的な事項について理解し、判断することができる。
2.報告者は検討したことを授業で適切に報告することができる。
3.報告者以外の者は報告に対して適切に自分の意見を述べることができる。
4.各人の意見表明を受けて適切な結論を導く方法を探求する。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
教員は報告者のレジュメについての事前に質疑を受け、事後に意見を述べ。授業での議論について意見を述べる。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

民法について、積極的に学ぶことを希望します。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

80
報告・提出

00

00020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

なし

参考書

各種判例集(民集、判例時報、判例タイムズ)、判例百選が有用である。これらはデータベースでも利用できる。

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
ゼミの方法を説明する。

皆さんからの意見を中心に進めます。 4時間対面

第2回 ２回目の授業はまず教員が報告し、全員で議論を実施する。 事前に資料を読む。 4時間対面

第3回 担当の順番は学生が決定する。 事前にレジュメを作り、報告し、議論する。全体の議論を
把握し、個別に必要な文献を調べ、自分の意見をまとめて
おく。事後には議論を踏まえて自ら再度問題点を整理し、
意見をまとめる。

4時間対面

第4回 担当の順番による報告となる。 事前にレジュメを作り、報告し、議論する。全体の議論を
把握し、個別に必要な文献を調べ、自分の意見をまとめて
おく。事後には議論を踏まえて自ら再度、問題点を整理
し、意見をまとめる。

4時間対面

第5回 担当の順番は、一番最初に提示する。 事前にレジュメを作り、報告し、議論する。全体の議論を
把握し、個別に必要な文献を調べ、自分の意見をまとめて
おく。事後には議論を踏まえて自ら再度、問題点を整理
し、意見をまとめる。

4時間対面

第6回 担当の順番は、一番最初に提示する。 事前にレジュメを作り、報告し、議論する。全体の議論を
把握し、個別に必要な文献を調べ、自分の意見をまとめて
おく。事後には議論を踏まえて自ら再度、問題点を整理
し、意見をまとめる。

4時間対面
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第7回 担当の順番は、一番最初に提示する。 事前にレジュメを作り、報告し、議論する。全体の議論を
把握し、個別に必要な文献を調べ、自分の意見をまとめて
おく。事後には議論を踏まえて自ら再度、問題点を整理
し、意見をまとめる。

4時間対面

第8回 担当の順番は、一番最初に提示する。 事前にレジュメを作り、報告し、議論する。全体の議論を
把握し、個別に必要な文献を調べ、自分の意見をまとめて
おく。事後には議論を踏まえて自ら再度、問題点を整理
し、意見をまとめる。

4時間対面

第9回 担当の順番は、一番最初に提示する。 事前にレジュメを作り、報告し、議論する。全体の議論を
把握し、個別に必要な文献を調べ、自分の意見をまとめて
おく。事後には議論を踏まえて自ら再度、問題点を整理
し、意見をまとめる。

4時間対面

第10回 担当の順番は、一番最初に提示する。 事前にレジュメを作り、報告し、議論する。全体の議論を
把握し、個別に必要な文献を調べ、自分の意見をまとめて
おく。事後には議論を踏まえて自ら再度、問題点を整理
し、意見をまとめる。

4時間対面

第11回 担当の順番は、一番最初に提示する。 事前にレジュメを作り、報告し、議論する。全体の議論を
把握し、個別に必要な文献を調べ、自分の意見をまとめて
おく。事後には議論を踏まえて自ら再度、問題点を整理
し、意見をまとめる。

4時間対面

第12回 担当の順番は、一番最初に提示する。 事前にレジュメを作り、報告し、議論する。全体の議論を
把握し、個別に必要な文献を調べ、自分の意見をまとめて
おく。事後には議論を踏まえて自ら再度、問題点を整理
し、意見をまとめる。

4時間対面

第13回 担当の順番は、一番最初に提示する。 事前にレジュメを作り、報告し、議論する。全体の議論を
把握し、個別に必要な文献を調べ、自分の意見をまとめて
おく。事後には議論を踏まえて再度、問題点を整理し、意
見をまとめる。

4時間対面

第14回 担当の順番は、一番最初に提示する。 事前にレジュメを作り、報告し、議論する。全体の議論を
把握し、個別に必要な文献を調べ、自分の意見をまとめて
おく。事後には議論を踏まえて自ら再度、問題点を整理
し、意見をまとめる。

4時間対面

第15回 担当の順番は、一番最初に提示する。 事前にレジュメを作り、報告し、議論する。全体の議論を
把握し、個別に必要な文献を調べ、自分の意見をまとめて
おく。事後には議論を踏まえて自ら再度、問題点を整理
し、意見をまとめる。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅢＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

4坂上　文一

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G4

法学部専門教育科目

テーマ 現代社会の労働問題やその紛争解決方法などについて考察する。

授業の目的及び概要
労働法や労働問題などに関心のある学生を対象にします。本演習では、各自で関心のあるテーマを決め、そのテーマに関する法制度や判例等を調べ
報告・検討することにより労働法や近時の労働問題などの理解を深めることを目的とします。
毎週１つのテーマについて担当者（個人又はグループ）が報告した後、全員で質疑応答及び議論をしていきます。
担当者（個人又はグループ）が報告した後、全員で質疑応答及び議論を行うため、担当者以外の皆さんにも積極的な参加・発言を求めます。
初回の授業で報告の順番や担当テーマを決定します。

学修の到達目標
１．自ら関心のあるテーマに関する法制度・改正の具体的な内容について調べ、解説することができる。
２．関連する裁判例や学説を調査・分析することができる。
３．労働問題を含む、民事紛争の解決手段・方法についても理解を深める。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
報告のやり方やレジュメの作成方法については適宜、授業中において、助言、指導します。
報告内容等につき、授業中において、適宜、解説や講評を行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

労働基準法、労働契約法に関する科目を履修していることが望ましい。
また、労働問題を含む、民事紛争の解決手段について理解を深めたい者は、民事裁判と法＜民事訴訟法Ⅰ＞、民事訴訟法概説＜民事訴訟法Ⅱ＞、
民事執行・保全法、倒産処理法の授業の履修を推奨する。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

50
報告内容

00

0０050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

授業中において、適宜、紹介、説明する予定である。

参考書

授業中において、適宜、紹介、説明する予定である。
労働法や近時の労働問題の中から自らの研究テーマを検討するための参考資料として
労働判例百選 第10版，村中 孝史ほか，有斐閣，2022年

なし

9784641115576

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス・担当テーマを考える。
報告担当の決定。

【予習】自分が希望する担当テーマ（出来れば、複数）を検
討、抽出する。
【復習】自分が担当することになったテーマに関する文献、
裁判例を探し、事後の報告のための準備を行う。

4時間対面

第2回 教員による模擬報告・議論 【予習】事前に配付された資料を読んでおく。
【復習】配付資料等を読み直し、授業で学んだことを確認
する。

4時間対面

第3回 担当者による報告・議論 【予習】担当者が事前作成、配布した資料を読み、自らも
当該テーマに関して質問、議論したい内容を検討してお
く。
【復習】配付資料等を読み直し、授業で学んだことを確認
する。

4時間対面

第4回 担当者による報告・議論 【予習】担当者が事前作成、配布した資料を読み、自らも
当該テーマに関して質問、議論したい内容を検討してお
く。
【復習】配付資料等を読み直し、授業で学んだことを確認
する。

4時間対面

第5回 担当者による報告・議論 【予習】担当者が事前作成、配布した資料を読み、自らも
当該テーマに関して質問、議論したい内容を検討してお
く。
【復習】配付資料等を読み直し、授業で学んだことを確認
する。

4時間対面
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第6回 担当者による報告・議論 【予習】担当者が事前作成、配布した資料を読み、自らも
当該テーマに関して質問、議論したい内容を検討してお
く。
【復習】配付資料等を読み直し、授業で学んだことを確認
する。

4時間対面

第7回 教員によるオンデマンド授業 【予習】事前配布された資料を読んでおく。
【復習】オンデマンド動画を視聴した上で、配付資料等を
読み直し、授業で学んだことを確認する。

4時間オンデマンド

第8回 担当者による報告・議論 【予習】担当者が事前作成、配布した資料を読み、自らも
当該テーマに関して質問、議論したい内容を検討してお
く。
【復習】配付資料等を読み直し、授業で学んだことを確認
する。

4時間対面

第9回 担当者による報告・議論 【予習】担当者が事前作成、配布した資料を読み、自らも
当該テーマに関して質問、議論したい内容を検討してお
く。
【復習】配付資料等を読み直し、授業で学んだことを確認
する。

4時間対面

第10回 担当者による報告・議論 【予習】担当者が事前作成、配布した資料を読み、自らも
当該テーマに関して質問、議論したい内容を検討してお
く。
【復習】配付資料等を読み直し、授業で学んだことを確認
する。

4時間対面

第11回 担当者による報告・議論 【予習】担当者が事前作成、配布した資料を読み、自らも
当該テーマに関して質問、議論したい内容を検討してお
く。
【復習】配付資料等を読み直し、授業で学んだことを確認
する。

4時間対面

第12回 担当者による報告・議論 【予習】担当者が事前作成、配布した資料を読み、自らも
当該テーマに関して質問、議論したい内容を検討してお
く。
【復習】配付資料等を読み直し、授業で学んだことを確認
する。

4時間対面

第13回 担当者による報告・議論 【予習】担当者が事前作成、配布した資料を読み、自らも
当該テーマに関して質問、議論したい内容を検討してお
く。
【復習】配付資料等を読み直し、授業で学んだことを確認
する。

4時間対面

第14回 担当者による報告・議論 【予習】担当者が事前作成、配布した資料を読み、自らも
当該テーマに関して質問、議論したい内容を検討してお
く。
【復習】配付資料等を読み直し、授業で学んだことを確認
する。

4時間対面

第15回 春学期のまとめ 【予習】これまでに配布された資料等を再度、読み直し、
理解できていない部分がないか確認しておく。
【復習】授業で示唆された復習ポイントを中心に、知識の
確認に努める。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅢＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

4大島　一悟

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G4

法学部専門教育科目

テーマ 民法重要課題の研究

授業の目的及び概要
民法の特定課題に関する卒業研究のため、研究対象とするテーマを選定し、関連する資料・文献を集め、基本的な研究を行う。

学修の到達目標
１．研究テーマとして、自身が関心のある民法の課題を選定する。
２．自身が選定したテーマについて基本的な研究を行い、レポートを作成する。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
作成したレポートや授業中に発表した研究成果については、授業中や授業外の時間に講評やより良いレポートにするためのアドバイスを行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

作成する研究レポートは、秋学期の卒業研究に生かせるよう、充実したもの仕上げてもらいたい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

050050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

各自の研究テーマに応じて適宜アドバイスを行うため、テキストは指定しません。

参考書

各自の研究テーマに応じて適宜アドバイスを行うため、参考書は指定しません。

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ゼミの運営方法の説明を行った後、各自の研究テーマを決定し、各回
の報告担当者を決定する。

事前に３年次までに学修した民法上の課題や論点のう
ち、関心があるものについて学修し、卒業研究のテーマを
考えておく。
事後に自身の報告日までの研究スケジュールをたて、報
告日の報告に向けた資料収集などの準備を始める。

4時間対面

第2回 報告担当者は、研究の進捗状況を説明し、研究成果をレジュメで報告
する。その後、全参加者で質疑応答・討論を行う。

報告担当者は、事前に自身の卒業研究レポートを作成
し、準備をしたうえで当日報告する。報告担当者以外は、
自身の卒業研究を計画的に進めておく。
事後に今回の報告内容と質疑応答の復習を行い、自身
の卒業研究の参考にするとともに、報告や質疑応答の内
容を参考に、自身の卒業研究レポートの修正を行う。

4時間対面

第3回 報告担当者は、研究の進捗状況を説明し、研究成果をレジュメで報告
する。その後、全参加者で質疑応答・討論を行う。

報告担当者は、事前に自身の卒業研究レポートを作成
し、準備をしたうえで当日報告する。報告担当者以外は、
自身の卒業研究を計画的に進めておく。
事後に今回の報告内容と質疑応答の復習を行い、自身
の卒業研究の参考にするとともに、報告や質疑応答の内
容を参考に、自身の卒業研究レポートの修正を行う。

4時間対面

第4回 報告担当者は、研究の進捗状況を説明し、研究成果をレジュメで報告
する。その後、全参加者で質疑応答・討論を行う。

報告担当者は、事前に自身の卒業研究レポートを作成
し、準備をしたうえで当日報告する。報告担当者以外は、
自身の卒業研究を計画的に進めておく。
事後に今回の報告内容と質疑応答の復習を行い、自身
の卒業研究の参考にするとともに、報告や質疑応答の内
容を参考に、自身の卒業研究レポートの修正を行う。

4時間対面
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第5回 報告担当者は、研究の進捗状況を説明し、研究成果をレジュメで報告
する。その後、全参加者で質疑応答・討論を行う。

報告担当者は、事前に自身の卒業研究レポートを作成
し、準備をしたうえで当日報告する。報告担当者以外は、
自身の卒業研究を計画的に進めておく。
事後に今回の報告内容と質疑応答の復習を行い、自身
の卒業研究の参考にするとともに、報告や質疑応答の内
容を参考に、自身の卒業研究レポートの修正を行う。

4時間対面

第6回 報告担当者は、研究の進捗状況を説明し、研究成果をレジュメで報告
する。その後、全参加者で質疑応答・討論を行う。

報告担当者は、事前に自身の卒業研究レポートを作成
し、準備をしたうえで当日報告する。報告担当者以外は、
自身の卒業研究を計画的に進めておく。
事後に今回の報告内容と質疑応答の復習を行い、自身
の卒業研究の参考にするとともに、報告や質疑応答の内
容を参考に、自身の卒業研究レポートの修正を行う。

4時間対面

第7回 報告担当者は、研究の進捗状況を説明し、研究成果をレジュメで報告
する。その後、全参加者で質疑応答・討論を行う。

報告担当者は、事前に自身の卒業研究レポートを作成
し、準備をしたうえで当日報告する。報告担当者以外は、
自身の卒業研究を計画的に進めておく。
事後に今回の報告内容と質疑応答の復習を行い、自身
の卒業研究の参考にするとともに、報告や質疑応答の内
容を参考に、自身の卒業研究レポートの修正を行う。

4時間対面

第8回 報告担当者は、研究の進捗状況を説明し、研究成果をレジュメで報告
する。その後、全参加者で質疑応答・討論を行う。

報告担当者は、事前に自身の卒業研究レポートを作成
し、準備をしたうえで当日報告する。報告担当者以外は、
自身の卒業研究を計画的に進めておく。
事後に今回の報告内容と質疑応答の復習を行い、自身
の卒業研究の参考にするとともに、報告や質疑応答の内
容を参考に、自身の卒業研究レポートの修正を行う。

4時間対面

第9回 報告担当者は、研究の進捗状況を説明し、研究成果をレジュメで報告
する。その後、全参加者で質疑応答・討論を行う。

報告担当者は、事前に自身の卒業研究レポートを作成
し、準備をしたうえで当日報告する。報告担当者以外は、
自身の卒業研究を計画的に進めておく。
事後に今回の報告内容と質疑応答の復習を行い、自身
の卒業研究の参考にするとともに、報告や質疑応答の内
容を参考に、自身の卒業研究レポートの修正を行う。

4時間対面

第10回 課題レポートを提出することで、第10回授業に振り替える。 レポート課題の内容や提出方法等については、ラーニン
グポータル等で案内するので、課題の内容を確認し、作
成して提出すること。

4時間オンデマンド

第11回 報告担当者は、研究の進捗状況を説明し、研究成果をレジュメで報告
する。その後、全参加者で質疑応答・討論を行う。

報告担当者は、事前に自身の卒業研究レポートを作成
し、準備をしたうえで当日報告する。報告担当者以外は、
自身の卒業研究を計画的に進めておく。
事後に今回の報告内容と質疑応答の復習を行い、自身
の卒業研究の参考にするとともに、報告や質疑応答の内
容を参考に、自身の卒業研究レポートの修正を行う。

4時間対面

第12回 報告担当者は、研究の進捗状況を説明し、研究成果をレジュメで報告
する。その後、全参加者で質疑応答・討論を行う。

報告担当者は、事前に自身の卒業研究レポートを作成
し、準備をしたうえで当日報告する。報告担当者以外は、
自身の卒業研究を計画的に進めておく。
事後に今回の報告内容と質疑応答の復習を行い、自身
の卒業研究の参考にするとともに、報告や質疑応答の内
容を参考に、自身の卒業研究レポートの修正を行う。

4時間対面

第13回 報告担当者は、研究の進捗状況を説明し、研究成果をレジュメで報告
する。その後、全参加者で質疑応答・討論を行う。

報告担当者は、事前に自身の卒業研究レポートを作成
し、準備をしたうえで当日報告する。報告担当者以外は、
自身の卒業研究を計画的に進めておく。
事後に今回の報告内容と質疑応答の復習を行い、自身
の卒業研究の参考にするとともに、報告や質疑応答の内
容を参考に、自身の卒業研究レポートの修正を行う。

4時間対面

第14回 報告担当者は、研究の進捗状況を説明し、研究成果をレジュメで報告
する。その後、全参加者で質疑応答・討論を行う。

報告担当者は、事前に自身の卒業研究レポートを作成
し、準備をしたうえで当日報告する。報告担当者以外は、
自身の卒業研究を計画的に進めておく。
事後に今回の報告内容と質疑応答の復習を行い、自身
の卒業研究の参考にするとともに、報告や質疑応答の内
容を参考に、自身の卒業研究レポートの修正を行う。

4時間対面

第15回 全参加者が、春学期の研究成果を報告し、研究レポートを作成して提
出する。

事前に自身の卒業研究レポートを作成し、準備をしたうえ
で当日報告する。
事後に報告や質疑応答の内容を参考に、自身の卒業研
究レポートの修正を行う。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅢＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

4小川　富之

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G4

法学部専門教育科目

テーマ 民法（家族法と財産法）重要課題の研究

授業の目的及び概要
民法（家族法と財産法）の特定課題に関する卒業研究（論文）のため、研究対象とするテーマを選定し、関連する資料・文献を集め、基本的な研究を行
う。

学修の到達目標
１．研究テーマとして、各自が関心のある民法（家族法と財産法）の課題を選定する。
２．各自が選定したテーマについて基本的な研究を行い、卒業論文を作成する。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
作成した卒業論文や演習中に発表した研究成果については、演習中や演習外の時間に講評やより良い卒業論文にするためのアドバイスを行う。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

作成する卒業研究（論文）は、秋学期の卒業研究（論文）集にまとめる。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
0

00

005050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

各自の研究テーマに応じて適宜アドバイスを行うため、テキストは指定しない。

参考書

小川富之他編『家族法の理論と実務』（日本加除出版、2011年）。
これ以外のものについては、各自の研究テーマに応じて適宜アドバイスを行う。

無し

ISBN/ISSN：978-4-8178-
3928-2

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 演習の運営方法の説明を行った後、各自の研究テーマを決定し、各回
の報告担当者を決定する。

報告担当者は、事前に各自の卒業研究（論文）を作成し、
準備をしたうえで当日報告する。報告担当者以外は、各
自の卒業研究を計画的に進めておく。
事後に今回の報告内容と質疑応答の復習を行い、各自
の卒業研究の参考にするとともに、報告や質疑応答の内
容を参考に、各自の卒業研究（論文）の修正を行う。

4時間対面

第2回 報告担当者は、研究の進捗状況を説明し、研究成果をレジュメで報告
する。その後、全参加者で質疑応答・討論を行う。

報告担当者は、事前に各自の卒業研究（論文）を作成し、
準備をしたうえで当日報告する。報告担当者以外は、各
自の卒業研究を計画的に進めておく。
事後に今回の報告内容と質疑応答の復習を行い、各自
の卒業研究の参考にするとともに、報告や質疑応答の内
容を参考に、各自の卒業研究（論文）の修正を行う。

4時間対面

第3回 報告担当者は、研究の進捗状況を説明し、研究成果をレジュメで報告
する。その後、全参加者で質疑応答・討論を行う。

報告担当者は、事前に各自の卒業研究（論文）を作成し、
準備をしたうえで当日報告する。報告担当者以外は、各
自の卒業研究を計画的に進めておく。
事後に今回の報告内容と質疑応答の復習を行い、各自
の卒業研究の参考にするとともに、報告や質疑応答の内
容を参考に、各自の卒業研究（論文）の修正を行う。

4時間対面

第4回 報告担当者は、研究の進捗状況を説明し、研究成果をレジュメで報告
する。その後、全参加者で質疑応答・討論を行う。

報告担当者は、事前に各自の卒業研究（論文）を作成し、
準備をしたうえで当日報告する。報告担当者以外は、各
自の卒業研究を計画的に進めておく。
事後に今回の報告内容と質疑応答の復習を行い、各自
の卒業研究の参考にするとともに、報告や質疑応答の内
容を参考に、各自の卒業研究（論文）の修正を行う。

4時間対面
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第5回 報告担当者は、研究の進捗状況を説明し、研究成果をレジュメで報告
する。その後、全参加者で質疑応答・討論を行う。

報告担当者は、事前に各自の卒業研究（論文）を作成し、
準備をしたうえで当日報告する。報告担当者以外は、各
自の卒業研究を計画的に進めておく。
事後に今回の報告内容と質疑応答の復習を行い、各自
の卒業研究の参考にするとともに、報告や質疑応答の内
容を参考に、各自の卒業研究（論文）の修正を行う。

4時間対面

第6回 報告担当者は、研究の進捗状況を説明し、研究成果をレジュメで報告
する。その後、全参加者で質疑応答・討論を行う。

報告担当者は、事前に各自の卒業研究（論文）を作成し、
準備をしたうえで当日報告する。報告担当者以外は、各
自の卒業研究を計画的に進めておく。
事後に今回の報告内容と質疑応答の復習を行い、各自
の卒業研究の参考にするとともに、報告や質疑応答の内
容を参考に、各自の卒業研究（論文）の修正を行う。

4時間対面

第7回 報告担当者は、研究の進捗状況を説明し、研究成果をレジュメで報告
する。その後、全参加者で質疑応答・討論を行う。

報告担当者は、事前に各自の卒業研究（論文）を作成し、
準備をしたうえで当日報告する。報告担当者以外は、各
自の卒業研究を計画的に進めておく。
事後に今回の報告内容と質疑応答の復習を行い、各自
の卒業研究の参考にするとともに、報告や質疑応答の内
容を参考に、各自の卒業研究（論文）の修正を行う。

4時間対面

第8回 報告担当者は、研究の進捗状況を説明し、研究成果をレジュメで報告
する。その後、全参加者で質疑応答・討論を行う。

報告担当者は、事前に各自の卒業研究（論文）を作成し、
準備をしたうえで当日報告する。報告担当者以外は、各
自の卒業研究を計画的に進めておく。
事後に今回の報告内容と質疑応答の復習を行い、各自
の卒業研究の参考にするとともに、報告や質疑応答の内
容を参考に、各自の卒業研究（論文）の修正を行う。

4時間オンデマンド

第9回 報告担当者は、研究の進捗状況を説明し、研究成果をレジュメで報告
する。その後、全参加者で質疑応答・討論を行う。

報告担当者は、事前に各自の卒業研究（論文）を作成し、
準備をしたうえで当日報告する。報告担当者以外は、各
自の卒業研究を計画的に進めておく。
事後に今回の報告内容と質疑応答の復習を行い、各自
の卒業研究の参考にするとともに、報告や質疑応答の内
容を参考に、各自の卒業研究（論文）の修正を行う。

4時間対面

第10回 報告担当者は、研究の進捗状況を説明し、研究成果をレジュメで報告
する。その後、全参加者で質疑応答・討論を行う。

報告担当者は、事前に各自の卒業研究（論文）を作成し、
準備をしたうえで当日報告する。報告担当者以外は、各
自の卒業研究を計画的に進めておく。
事後に今回の報告内容と質疑応答の復習を行い、各自
の卒業研究の参考にするとともに、報告や質疑応答の内
容を参考に、各自の卒業研究（論文）の修正を行う。

4時間対面

第11回 報告担当者は、研究の進捗状況を説明し、研究成果をレジュメで報告
する。その後、全参加者で質疑応答・討論を行う。

報告担当者は、事前に各自の卒業研究（論文）を作成し、
準備をしたうえで当日報告する。報告担当者以外は、各
自の卒業研究を計画的に進めておく。
事後に今回の報告内容と質疑応答の復習を行い、各自
の卒業研究の参考にするとともに、報告や質疑応答の内
容を参考に、各自の卒業研究（論文）の修正を行う。

4時間対面

第12回 報告担当者は、研究の進捗状況を説明し、研究成果をレジュメで報告
する。その後、全参加者で質疑応答・討論を行う。

報告担当者は、事前に各自の卒業研究（論文）を作成し、
準備をしたうえで当日報告する。報告担当者以外は、各
自の卒業研究を計画的に進めておく。
事後に今回の報告内容と質疑応答の復習を行い、各自
の卒業研究の参考にするとともに、報告や質疑応答の内
容を参考に、各自の卒業研究（論文）の修正を行う。

4時間対面

第13回 報告担当者は、研究の進捗状況を説明し、研究成果をレジュメで報告
する。その後、全参加者で質疑応答・討論を行う。

報告担当者は、事前に各自の卒業研究（論文）を作成し、
準備をしたうえで当日報告する。報告担当者以外は、各
自の卒業研究を計画的に進めておく。
事後に今回の報告内容と質疑応答の復習を行い、各自
の卒業研究の参考にするとともに、報告や質疑応答の内
容を参考に、各自の卒業研究（論文）の修正を行う。

4時間対面

第14回 報告担当者は、研究の進捗状況を説明し、研究成果をレジュメで報告
する。その後、全参加者で質疑応答・討論を行う。

報告担当者は、事前に各自の卒業研究（論文）を作成し、
準備をしたうえで当日報告する。報告担当者以外は、各
自の卒業研究を計画的に進めておく。
事後に今回の報告内容と質疑応答の復習を行い、各自
の卒業研究の参考にするとともに、報告や質疑応答の内
容を参考に、各自の卒業研究（論文）の修正を行う。

4時間対面

第15回 全参加者が、春学期の研究成果を報告し、卒業研究（論文）を作成して
提出する。

事前に各自の卒業研究（論文）を作成し、準備をしたうえ
で当日報告する。
事後に報告や質疑応答の内容を参考に、各自の卒業研
究（論文）の修正を行う。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅢＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

4比嘉　正

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G4

法学部専門教育科目

テーマ 債権法の基礎的内容を事例を通して学ぶ。

授業の目的及び概要
債権法の基本的法規範（条文・基本判例）を具体的事例に適用し、適切な紛争解決ができる過程を全員で検討する。。

学修の到達目標
債権法の基本的法規範（条文・基本判例）を具体的事例を通して体系的に理解し、適切な解決ができるようにする。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
事例と関連する条文・判例をチェックする。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

毎回条文を参照するので、小六法を持参すること。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0０

0203050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

千葉恵美子ほか編「Law PracticeⅡ債権編（第4版）」　商事法務

参考書

潮見佳男ほか編「民法判例百選Ⅱ（第８版）」有斐閣

978-4-7857-2643-0
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 定型約款の拘束力　　　テキストP2～10 事前に、事例問題に目を通し、争点は何かを考えておく。
事後に、レジュメで規範・あてはめ・解決の手順を押さえ
る。

2時間対面

第2回 契約交渉の一方的破棄　　　　　テキストP16～20 事前に、事例問題に目を通し、争点は何かを考えておく。
事後に、レジュメで規範・あてはめ・解決の手順を押さえ
る。

2時間対面

第3回 契約締結の際の説明義務違反　　　テキストP21～26 事前に、事例問題に目を通し、争点は何かを考えておく。
事後に、レジュメで規範・あてはめ・解決の手順を押さえ
る。

2時間対面

第4回 安全配慮義務違反　　　　　テキストP27～32 事前に、事例問題に目を通し、争点は何かを考えておく。
事後に、レジュメで規範・あてはめ・解決の手順を押さえ
る。

2時間対面

第5回 履行補助者の行為と債務不履行を理由とする損害賠償　　　テキスト
P44～51

事前に、事例問題に目を通し、争点は何かを考えておく。
事後に、レジュメで規範・あてはめ・解決の手順を押さえ
る。

2時間対面

第6回 債務不履行における損害賠償の範囲　　　　テキストP52～59 事前に、事例問題に目を通し、争点は何かを考えておく。
事後に、レジュメで規範・あてはめ・解決の手順を押さえ
る。

2時間対面

第7回 他人物売買　　　テキストP80～85 事前に、事例問題に目を通し、争点は何かを考えておく。
事後に、レジュメで規範・あてはめ・解決の手順を押さえ
る。

2時間対面

第8回 売買目的物の種類・品質に関する契約不適合責任　　　　　テキストP92
～98

事前に、事例問題に目を通し、争点は何かを考えておく。
事後に、レジュメで規範・あてはめ・解決の手順を押さえ
る。

2時間対面
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第9回 転貸借　　　テキストＰ99～104 事前に、事例問題に目を通し、争点は何かを考えておく。
60分
事後に、レジュメで規範・あてはめ・解決の手順を押さえ
る。60分

2時間オンデマンド

第10回 サブリースと賃料増減額請求権　　　　テキストP111～117 事前に、事例問題に目を通し、争点は何かを考えておく。
60分
事後に、レジュメで規範・あてはめ・解決の手順を押さえ
る。60分

2時間対面

第11回 請負における所有権の帰趨　　　　テキストP124～130 事前に、事例問題に目を通し、争点は何かを考えておく。
60分
事後に、レジュメで規範・あてはめ・解決の手順を押さえ
る。60分

2時間対面

第12回 預金債権　　　テキストP160～167 事前に、事例問題に目を通し、争点は何かを考えておく。
60分
事後に、レジュメで規範・あてはめ・解決の手順を押さえ
る。60分

2時間対面

第13回 表見受領権者に対する弁済　　　　テキストP174～179 事前に、事例問題に目を通し、争点は何かを考えておく。
60分
事後に、レジュメで規範・あてはめ・解決の手順を押さえ
る。60分

2時間対面

第14回 事務管理　　　テキストP276～280 事前に、事例問題に目を通し、争点は何かを考えておく。
60分
事後に、レジュメで規範・あてはめ・解決の手順を押さえ
る。60分

2時間対面

第15回 工作物責任　　　　テキストP353～359 事前に、事例問題に目を通し、争点は何かを考えておく。
60分
事後に、レジュメで規範・あてはめ・解決の手順を押さえ
る。60分

2時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅢＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

4吉原　裕樹

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G4

法学部専門教育科目

テーマ 憲法判例研究

授業の目的及び概要
双方向・多方向型授業により、憲法の判例研究を行う。主に、憲法判例百選に掲載された判例（及び、憲法判例百選に掲載されていない、最新の重要
判例）をとり上げる。
受講生は毎回、担当教員が事前に指定した判例について、下記「学修内容」を予習する必要がある。事前・事後学習としては、予習が中心となる。
毎回の授業では、担当教員が出席者をランダムに指名して、下記「学修内容」及びこれに関連する内容を質問する。
以上は、2022年度秋学期「専門演習２Ｂ（吉原裕樹クラス）」と同様である。

＜学修内容＞
１　事案の概要。
　ア　民事・行政事件の場合、原告・被告は誰か（国・地方公共団体など。事件によっては民間企業の場合もある）。
　イ　刑事事件の場合、被告人は誰か。
　ウ　民事・行政事件の場合、原告の請求の内容（国家賠償請求など）。
　エ　刑事事件の場合、起訴罪名と公訴事実の内容。
　オ　民事・行政事件の場合、最終的に原告の請求は認容されたか（全部認容／全部棄却／一部認容・一部棄却など）。
　カ　刑事事件の場合、最終的に被告人は有罪とされたか。
２　問題となった憲法上の人権・原理とその根拠条項。
３　憲法解釈上の争点。
４　上記３の争点に対する最高裁判所の判断内容。
５　上記４の判断内容が、裁判の結論にどのように影響したか。
６　判例の意義・新規性。
　ア　関連する判例（今回の判例の前・後とも）とその内容。
　イ　今回の判例が、従来の判例と異なる点はどこか。
　ウ　憲法解釈上の争点について、憲法学説の一般的見解はどのように論じてきたか。
　エ　憲法学説の上記一般的見解と、今回の判例の判示内容とは同じか。
７　判例の射程。
　ア　他のどのような事件であれば、今回の判例の論理が妥当すると論ずることができるか。
　イ　他のどのような事件であれば、今回の判例の論理が妥当しないと論ずることができるか。

学修の到達目標
特定の判例について、憲法判例としての意義（憲法との関連性、判例としての新規性など）を分かりやすく説明し、その射程を適切に論ずることができ
る。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
双方向・多方向型授業にて、受講生の理解の程度を確認する。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

本科目の担当教員は、2012年に弁護士資格を取得したのち、弁護士として執務し、憲法訴訟のほか、民事裁判・刑事裁判等の弁護士経験を有してい
る。また、弁護士会の役職として、日本弁護士連合会憲法問題対策本部 幹事・大阪弁護士会 憲法問題特別委員会 副委員長・大阪弁護士会常議員
などを歴任してきた。本科目では、これらの弁護士実務経験を活かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

担当教員は、2022年４月に本学に着任する前、約10年間、弁護士を本業としてきた。
本科目の履修にあたっては、憲法全体について十分に学修し、理解していることが必要である。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

40
予習の内容及び程度

00

00060

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

憲法判例百選１・２（第７版），長谷部恭男ほか編，有斐閣，2019年

参考書

9784641115453，
9784641115460ISBN

ISBN
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授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 憲法判例研究
担当教員が出席者をランダムに指名して、「授業の目的及び概要」欄記
載の「学修内容」及びこれに関連する内容を質問する。

担当教員が事前に指定した判例について、「授業の目的
及び概要」欄記載の「学修内容」及びこれに関連する内容
を予習する。

4時間対面

第2回 憲法判例研究
担当教員が出席者をランダムに指名して、「授業の目的及び概要」欄記
載の「学修内容」及びこれに関連する内容を質問する。

担当教員が事前に指定した判例について、「授業の目的
及び概要」欄記載の「学修内容」及びこれに関連する内容
を予習する。

4時間対面

第3回 憲法判例研究
担当教員が出席者をランダムに指名して、「授業の目的及び概要」欄記
載の「学修内容」及びこれに関連する内容を質問する。

担当教員が事前に指定した判例について、「授業の目的
及び概要」欄記載の「学修内容」及びこれに関連する内容
を予習する。

4時間対面

第4回 憲法判例研究
担当教員が出席者をランダムに指名して、「授業の目的及び概要」欄記
載の「学修内容」及びこれに関連する内容を質問する。

担当教員が事前に指定した判例について、「授業の目的
及び概要」欄記載の「学修内容」及びこれに関連する内容
を予習する。

4時間対面

第5回 憲法判例研究
担当教員が出席者をランダムに指名して、「授業の目的及び概要」欄記
載の「学修内容」及びこれに関連する内容を質問する。

担当教員が事前に指定した判例について、「授業の目的
及び概要」欄記載の「学修内容」及びこれに関連する内容
を予習する。

4時間対面

第6回 憲法判例研究
担当教員が出席者をランダムに指名して、「授業の目的及び概要」欄記
載の「学修内容」及びこれに関連する内容を質問する。

担当教員が事前に指定した判例について、「授業の目的
及び概要」欄記載の「学修内容」及びこれに関連する内容
を予習する。

4時間対面

第7回 憲法判例研究
担当教員が出席者をランダムに指名して、「授業の目的及び概要」欄記
載の「学修内容」及びこれに関連する内容を質問する。

担当教員が事前に指定した判例について、「授業の目的
及び概要」欄記載の「学修内容」及びこれに関連する内容
を予習する。

4時間対面

第8回 憲法判例研究
担当教員が出席者をランダムに指名して、「授業の目的及び概要」欄記
載の「学修内容」及びこれに関連する内容を質問する。

担当教員が事前に指定した判例について、「授業の目的
及び概要」欄記載の「学修内容」及びこれに関連する内容
を予習する。

4時間対面

第9回 憲法判例研究
担当教員が出席者をランダムに指名して、「授業の目的及び概要」欄記
載の「学修内容」及びこれに関連する内容を質問する。

担当教員が事前に指定した判例について、「授業の目的
及び概要」欄記載の「学修内容」及びこれに関連する内容
を予習する。

4時間対面

第10回 憲法判例研究
担当教員が出席者をランダムに指名して、「授業の目的及び概要」欄記
載の「学修内容」及びこれに関連する内容を質問する。

担当教員が事前に指定した判例について、「授業の目的
及び概要」欄記載の「学修内容」及びこれに関連する内容
を予習する。

4時間対面

第11回 憲法判例研究
担当教員が出席者をランダムに指名して、「授業の目的及び概要」欄記
載の「学修内容」及びこれに関連する内容を質問する。

担当教員が事前に指定した判例について、「授業の目的
及び概要」欄記載の「学修内容」及びこれに関連する内容
を予習する。

4時間対面

第12回 憲法判例研究
担当教員が出席者をランダムに指名して、「授業の目的及び概要」欄記
載の「学修内容」及びこれに関連する内容を質問する。

担当教員が事前に指定した判例について、「授業の目的
及び概要」欄記載の「学修内容」及びこれに関連する内容
を予習する。

4時間対面

第13回 憲法判例研究
担当教員が出席者をランダムに指名して、「授業の目的及び概要」欄記
載の「学修内容」及びこれに関連する内容を質問する。

担当教員が事前に指定した判例について、「授業の目的
及び概要」欄記載の「学修内容」及びこれに関連する内容
を予習する。

4時間対面

第14回 憲法判例研究
担当教員が出席者をランダムに指名して、「授業の目的及び概要」欄記
載の「学修内容」及びこれに関連する内容を質問する。

担当教員が事前に指定した判例について、「授業の目的
及び概要」欄記載の「学修内容」及びこれに関連する内容
を予習する。

4時間対面

第15回 総括と課題の指摘
これまでの授業内容を振り返り、今後の学修に向けた課題を指摘す
る。

これまでにとり上げた判例及び授業内容を復習する。 4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅢＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

4杉本　拓海

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G4

法学部専門教育科目

テーマ 刑法とアクチュアリティ

授業の目的及び概要
刑法学を学ぶとき、紙の上で完結するものとして捉えていませんか？刑法は私たちの社会において実際に適用され、時として「実在する人」の人生を決
定づけるほど大きな影響を及ぼすものです。この演習では、実際の裁判例を題材に、刑法が机上のものではなく「現実」のものであるということをみんな
で意識して議論を進めていきたいと思っています。
この演習では、刑法に関する重要なテーマについて、判例に分析を加え、抽出された論点についての議論を通して、自分なりの「見解」を探求し、表現し
ていくことを目的とします。

現時点での授業方法のイメージは以下の通りです。
（１）班または個人がその回のテーマについて、学説判例の状況を調査・分析し、自身の見解も添えて報告を行う。
（２）報告をもとに、質疑やディスカッションを行う。ディベート形式をとることもある。

※授業計画はあくまでも目安です。受講生のみなさんと希望や興味関心に応じて、相談の上で柔軟に対応することを予定しています。

学修の到達目標
・具体的な事実を元に、問題となる点を抽出することができる。
・問題となる点に対して、学説・判例のとるアプローチを複数提示することができるようになる。
・上記のアプローチの関係性を論理的に整理して把握することができるようになる。
・上記のアプローチをもとに、理論的考察を行い、自身の見解を提示することができるようになる。
・以上について、自身の理解を自身の言葉で表現し、他者に説得的に伝えることができるようになる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
授業内で教員がそのつど助言や補足をし、授業の最後には総評を述べます。また、個別の相談や指導も必要に応じておこないます。

アクティブ・ラーニング
の取組み

反転授業／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

【注意事項】
・演習は、報告者の報告とそれ以外の学生が活発に意見をやりとりすることによって成立します。報告者はもちろんのこと、報告者以外の学生も予習を
してから演習に臨んでください。
・この演習は、報告と報告以外での発言の双方が評価対象（計50%、及び、レポート50%）となります。
【メッセージ】
ゼミで刑法をする意義ってなんだと思いますか？「法曹や警察官になる人以外はあまり縁のない法律だし、それよりは就活や公務員試験に役に立つこ
とに時間を使いたいな…」なんて思ってはいませんか？
ですが、事実を分析し、問題点を抽出し、大量の情報から問題解決に必要なものを整理し、他者に伝達するという技能が、役に立たないなんてことがど
うしてありましょうか。
本気で取り組めば取り組むだけ、みなさんのこれからの人生で役立つ力が身についていくかけがえのない時間です。
もっとも、これは法学系のゼミ一般のことだと思いますので、ゼミで刑法をする意義については、このゼミが終わる頃にみなさんの考えをきかせてくださ
いね。
真剣に、楽しく取り組んでいきましょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

050

025025

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

【基本書・体系書】※自分に合う基本書等がすでにある人はそれで OK です。教員のおすすめは以下の 4冊
です。4冊全てを買う必要はありません。総論と各論を各一冊ずつ所持してください。
①講義刑法学・総論［第2版］井田良，有斐閣，2018年
②基本刑法I 総論［第3版］，大塚裕史・十河太朗・塩谷毅・豊田兼彦，日本評論社，2019年
③講義刑法学・各論［第2版］，井田良，有斐閣，2020年
④基本刑法Ⅱ［第3版］，大塚裕史・十河太朗・塩谷毅・豊田兼彦，日本評論社，2023年
※こちらは4月7日発売予定です

【判例集】
⑤刑法判例百選Ⅰ〔第8版〕，佐伯仁志・橋爪隆編，有斐閣，2020年
⑥刑法判例百選Ⅱ〔第8版〕，佐伯仁志・橋爪隆編，有斐閣，2020年
※紙媒体の六法は当然必携です。

参考書

①9784641139329
②9784535523838
③9784641139329
④9784535526884
⑤9784641115507
⑥9784641115514

ISBN

ISBN
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授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【ガイダンス】
自己紹介、今後の進め方の相談・確認
各回の報告の担当者の決定

刑法を一通り復習しておいてください。どういったテーマに
関心があるかについて考えておいてください。

4時間対面

第2回 【次回以降の報告の準備】
今後の授業進行のための基本的な事項の確認・個別対応など

授業時間中に確認・相談したことをもとに、各自でも準備
を進めておいてください。

4時間対面

第3回 【判例の読み方】（オンデマンド）
判例の読み方、着眼点などについて学びます。

【予習】
指示する判例をしっかりと読み込んでください。

【復習】
講義内容で指摘された点を意識して判例を読み直してくだ
さい。また、各自で報告の準備を進めておいてください。

4時間オンデマンド

第4回 報告と質疑およびディスカッション（またはディベート）① 【予習】
報告担当者は報告準備を行ってください。報告担当者以
外は報告の核となる判例を読み、報告テーマについてお
およその法的論点について把握しておいてください。（1時
間）

【復習】
報告担当者は、教員や他の学生からの指摘を踏まえて報
告を見直し、レポート執筆作業を進めてください。担当者
以外は報告に向けて準備を行ってください。（3時間）

4時間対面

第5回 報告と質疑およびディスカッション（またはディベート）② 【予習】
報告担当者は報告準備を行ってください。報告担当者以
外は報告の核となる判例を読み、報告テーマについてお
およその法的論点について把握しておいてください。（1時
間）

【復習】
報告担当者は、教員や他の学生からの指摘を踏まえて報
告を見直し、レポート執筆作業を進めてください。担当者
以外は報告に向けて準備を行ってください。（3時間）

4時間対面

第6回 報告と質疑およびディスカッション（またはディベート）③ 【予習】
報告担当者は報告準備を行ってください。報告担当者以
外は報告の核となる判例を読み、報告テーマについてお
およその法的論点について把握しておいてください。（1時
間）

【復習】
報告担当者は、教員や他の学生からの指摘を踏まえて報
告を見直し、レポート執筆作業を進めてください。担当者
以外は報告に向けて準備を行ってください。（3時間）

4時間対面

第7回 報告と質疑およびディスカッション（またはディベート）④ 【予習】
報告担当者は報告準備を行ってください。報告担当者以
外は報告の核となる判例を読み、報告テーマについてお
およその法的論点について把握しておいてください。（1時
間）

【復習】
報告担当者は、教員や他の学生からの指摘を踏まえて報
告を見直し、レポート執筆作業を進めてください。担当者
以外は報告に向けて準備を行ってください。（3時間）

4時間対面

第8回 中間地点におけるふりかえり 【予習】
これまで扱った内容を復習の上、前半のゼミにおける反
省点を抽出し、それに対する改善案を考えてみてくださ
い。

【復習】
レポート執筆と報告に向けた準備を進めてください。

4時間対面

第9回 報告と質疑およびディスカッション（またはディベート）⑤ 【予習】
報告担当者は報告準備を行ってください。報告担当者以
外は報告の核となる判例を読み、報告テーマについてお
およその法的論点について把握しておいてください。（1時
間）

【復習】
報告担当者は、教員や他の学生からの指摘を踏まえて報
告を見直し、レポート執筆作業を進めてください。担当者
以外は報告に向けて準備を行ってください。（3時間）

4時間対面

第10回 報告と質疑およびディスカッション（またはディベート）⑥ 【予習】
報告担当者は報告準備を行ってください。報告担当者以
外は報告の核となる判例を読み、報告テーマについてお
およその法的論点について把握しておいてください。（1時
間）

【復習】
報告担当者は、教員や他の学生からの指摘を踏まえて報
告を見直し、レポート執筆作業を進めてください。担当者
以外は報告に向けて準備を行ってください。（3時間）

4時間対面

第11回 報告と質疑およびディスカッション（またはディベート）⑦ 【予習】
報告担当者は報告準備を行ってください。報告担当者以
外は報告の核となる判例を読み、報告テーマについてお
およその法的論点について把握しておいてください。（1時
間）

【復習】
報告担当者は、教員や他の学生からの指摘を踏まえて報
告を見直し、レポート執筆作業を進めてください。担当者
以外は報告に向けて準備を行ってください。（3時間）

4時間対面

第12回 報告と質疑およびディスカッション（またはディベート）⑧ 【予習】
報告担当者は報告準備を行ってください。報告担当者以
外は報告の核となる判例を読み、報告テーマについてお
およその法的論点について把握しておいてください。（1時
間）

【復習】
報告担当者は、教員や他の学生からの指摘を踏まえて報
告を見直し、レポート執筆作業を進めてください。担当者
以外は報告に向けて準備を行ってください。（3時間）

4時間対面
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第13回 報告と質疑およびディスカッション（またはディベート）⑨ 【予習】
報告担当者は報告準備を行ってください。報告担当者以
外は報告の核となる判例を読み、報告テーマについてお
およその法的論点について把握しておいてください。（1時
間）

【復習】
報告担当者は、教員や他の学生からの指摘を踏まえて報
告を見直し、レポート執筆作業を進めてください。担当者
以外は報告に向けて準備を行ってください。（3時間）

4時間対面

第14回 報告と質疑およびディスカッション（またはディベート）⑩ 【予習】
報告担当者は報告準備を行ってください。報告担当者以
外は報告の核となる判例を読み、報告テーマについてお
およその法的論点について把握しておいてください。（1時
間）

【復習】
報告担当者は、教員や他の学生からの指摘を踏まえて報
告を見直し、レポート執筆作業を進めてください。担当者
以外は報告に向けて準備を行ってください。（3時間）

4時間対面

第15回 まとめと総括 これまでの自身の取り組みを振り返り、期末レポートを仕
上げて提出してください。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅢＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

4松山　沙織

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G4

法学部専門教育科目

テーマ 国際社会と法

授業の目的及び概要
自身の関心に基づいて卒業研究テーマを選び、資料の充分な収集・正確な分析を行ったうえで、報告ないしゼミ論文執筆に向けて準備する。演習中に
進捗報告や最終報告を行うことで、プレゼンテーション技術の向上も併せて目的とする。

学修の到達目標
国際法に関する基本的知識はもちろんのこと、報告準備や論文執筆を通じて報告や文章の構成能力を養うことができる。国際法関連文献（外国語文献
資料を含む）の読解能力および分析能力を向上させることができる。また、報告を通じて、報告/弁論技術を会得することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
各自の論文の内容や報告について、授業時間内および授業後にはメール等の手段で、進捗状況に応じて適宜コメントを行う。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／反転授業／ディスカッション、ディベート、討議／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

卒業研究発表は単位取得の必須要件である。自力での取得が困難な資料については、できるだけ早くに教員に相談すること。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

50
報告の内容の精度

00

00050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

＜基本書・体系書＞
自分に合う基本書等がすでにある場合それを使ってもよい（下記は教員のおすすめ）
①国際法　第4版，中谷和弘ほか，有斐閣，2021年
＜判例集＞
これも基本書と同様、自分に合うものがすでにある場合それを使ってもよい（下記は教員のおすすめ）
②薬師寺公夫他（編），判例国際法（第３版），東信堂、2019年
③森川幸一他（編），国際法判例百選（第３版）， 有斐閣，2021年
上記テキストに加えて、条約集を毎回持参してください（毎年出版されるので最新版を用意）。下記のうち、い
ずれか1冊を選ぶ。
④国際条約集2023年版，有斐閣，2023年3月出版予定
⑤ベーシック条約集2023，東信堂，2023年3月出版予定

参考書

①9784641221734
②9784798915586
③9784641115552
④・⑤2023年3月に出版予定
のため未記載

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス（研究テーマの再確認、報告に向けたロードマップ作成） （予習）テーマを再度確認する（変更がある場合には要相
談）。また、事前に共有された論文執筆に関する資料を読
む（1時間）。
（復習）テーマが決定している場合、報告に向けて引き続
き資料収集を行い、報告内容の骨子を作成する。テーマ
がまだ決まっていない場合、できるだけ早くに決定する（3
時間）。

4時間対面

第2回 進捗報告 （予習）報告担当者は報告準備を行う。報告担当者以外
は報告テーマについておおよその法的論点について把握
する（1時間）。
（復習）担当者は、教員やその他の学生からの指摘を踏
まえて、研究の完成に向けて更なる資料収集や分析を進
める。担当者以外は報告に向けて、準備する（3時間）。

4時間対面
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第3回 進捗報告 （予習）報告担当者は報告準備を行う。報告担当者以外
は報告テーマについておおよその法的論点について把握
する（1時間）。
（復習）担当者は、教員やその他の学生からの指摘を踏
まえて、研究の完成に向けて更なる資料収集や分析を進
める。担当者以外は報告に向けて、準備する（3時間）。

4時間対面

第4回 進捗報告 （予習）報告担当者は報告準備を行う。報告担当者以外
は報告テーマについておおよその法的論点について把握
する（1時間）。
（復習）担当者は、教員やその他の学生からの指摘を踏
まえて、研究の完成に向けて更なる資料収集や分析を進
める。担当者以外は報告に向けて、準備する（3時間）。

4時間対面

第5回 進捗報告 （予習）報告担当者は報告準備を行う。報告担当者以外
は報告テーマについておおよその法的論点について把握
する（1時間）。
（復習）担当者は、教員やその他の学生からの指摘を踏
まえて、研究の完成に向けて更なる資料収集や分析を進
める。担当者以外は報告に向けて、準備する（3時間）。

4時間対面

第6回 進捗報告 （予習）報告担当者は報告準備を行う。報告担当者以外
は報告テーマについておおよその法的論点について把握
する（1時間）。
（復習）担当者は、教員やその他の学生からの指摘を踏
まえて、研究の完成に向けて更なる資料収集や分析を進
める。担当者以外は報告に向けて、準備する（3時間）。

4時間対面

第7回 オンデマンド回（発表に向けた資料のブラッシュアップのための課題に
取り組む）

動画を確認し、報告準備を行う。 4時間オンデマンド

第8回 報告に向けた相談会 報告に向けて、教員に相談したい点をまとめる。 4時間対面

第9回 最終報告会 （予習）報告担当者は報告準備を行う。報告担当者以外
は報告テーマについておおよその法的論点について把握
する（1時間）。
（復習）担当者は、教員やその他の学生からの指摘を踏
まえて、研究の完成に向けて更なる資料収集や分析を進
める。担当者以外は報告に向けて、準備する（3時間）。

4時間対面

第10回 最終報告会 （予習）報告担当者は報告準備を行う。報告担当者以外
は報告テーマについておおよその法的論点について把握
する（1時間）。
（復習）担当者は、教員やその他の学生からの指摘を踏
まえて、研究の完成に向けて更なる資料収集や分析を進
める。担当者以外は報告に向けて、準備する（3時間）。

4時間対面

第11回 最終報告会 （予習）報告担当者は報告準備を行う。報告担当者以外
は報告テーマについておおよその法的論点について把握
する（1時間）。
（復習）担当者は、教員やその他の学生からの指摘を踏
まえて、研究の完成に向けて更なる資料収集や分析を進
める。担当者以外は報告に向けて、準備する（3時間）。

4時間対面

第12回 最終報告会 （予習）報告担当者は報告準備を行う。報告担当者以外
は報告テーマについておおよその法的論点について把握
する（1時間）。
（復習）担当者は、教員やその他の学生からの指摘を踏
まえて、研究の完成に向けて更なる資料収集や分析を進
める。担当者以外は報告に向けて、準備する（3時間）。

4時間対面

第13回 最終報告会 （予習）報告担当者は報告準備を行う。報告担当者以外
は報告テーマについておおよその法的論点について把握
する（1時間）。
（復習）担当者は、教員やその他の学生からの指摘を踏
まえて、研究の完成に向けて更なる資料収集や分析を進
める。担当者以外は報告に向けて、準備する（3時間）。

4時間対面

第14回 最終報告会 （予習）報告担当者は報告準備を行う。報告担当者以外
は報告テーマについておおよその法的論点について把握
する（1時間）。
（復習）各自指摘を踏まえて、研究をまとめる（3時間）。

4時間対面

第15回 最終報告会・学期総括 （予習復習）研究の完成、あるいはゼミ論文完成に向け
て、引き続き執筆・校正を行う（4時間）。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅢＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

4大場　史朗

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G4

法学部専門教育科目

テーマ 刑事訴訟法演習（２） 卒業論文の執筆と提出

授業の目的及び概要
本演習は、現代刑事法、とりわけ刑事訴訟法の最先端の課題を批判的かつ自由に研究することを目的とします。
授業の中身は、受講生相互の自由で民主主義的な合議により決定します。もっとも、演習の時間等が限られていることから、個々の受講生の意見が完
全に反映されるとは限りませんが、受講生相互の熟議と歩み寄りにより授業の内容と方法が決定されることになります。場合によって、担当教員の方で
素案を用意することがあります。

学修の到達目標
（１）他人の痛みを自分の痛みにすることができる。
（２）他人の個性を尊重し、自分の可能性を信じることができる。
（３）刑事法について理解を深めることができる。
（４）精確な現状分析をすることができる。
（５）勉強する「基礎体力」を身につけることができる。
（６）チームワークを身につけることができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
報告内容等については、授業中に解説及び講評を行います。
卒業論文の執筆過程で添削指導を行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告／フィールドワーク、学外見学、体験学習

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この演習では受講生の自主性が重要となります。３年次までの学修を基礎として、４年生終了時の卒業論文（ゼミ論文）等の作成を１つの大きな目標と
して、学修を進めることを予定しています。情報検索・文献収集の方法、論文の書き方、判例の読み方等もあわせて学習します。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

000

050050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは使用しません。

参考書

授業内で適宜指示します。

なし

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 授業の進め方などのレクチャー。

＊授業計画は柔軟に変更することがある。

【予習】担当教員が指示した資料等を事前に読んできてく
ださい。
【復習】レジュメ・資料を読み直し、授業で得た知識等を確
認してください。

4時間対面

第2回 受講生による報告と議論（１） 【予習】担当教員が指示した資料等を事前に読んできてく
ださい。
【復習】レジュメ・資料を読み直し、授業で得た知識等を確
認してください。

4時間対面

第3回 受講生による報告と議論（２） 【予習】担当教員が指示した資料等を事前に読んできてく
ださい。
【復習】レジュメ・資料を読み直し、授業で得た知識等を確
認してください。

4時間対面

第4回 受講生による報告と議論（３） 【予習】担当教員が指示した資料等を事前に読んできてく
ださい。
【復習】レジュメ・資料を読み直し、授業で得た知識等を確
認してください。

4時間対面

第5回 受講生による報告と議論（４） 【予習】担当教員が指示した資料等を事前に読んできてく
ださい。
【復習】レジュメ・資料を読み直し、授業で得た知識等を確
認してください。

4時間対面
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第6回 受講生による報告と議論（５） 【予習】担当教員が指示した資料等を事前に読んできてく
ださい。
【復習】レジュメ・資料を読み直し、授業で得た知識等を確
認してください。

4時間対面

第7回 受講生による報告と議論（６） 【予習】担当教員が指示した資料等を事前に読んできてく
ださい。
【復習】レジュメ・資料を読み直し、授業で得た知識等を確
認してください。

4時間対面

第8回 受講生による報告と議論（７） 【予習】担当教員が指示した資料等を事前に読んできてく
ださい。
【復習】レジュメ・資料を読み直し、授業で得た知識等を確
認してください。

4時間対面

第9回 受講生による報告と議論（８） 【予習】担当教員が指示した資料等を事前に読んできてく
ださい。
【復習】レジュメ・資料を読み直し、授業で得た知識等を確
認してください。

4時間対面

第10回 受講生による報告と議論（９） 【予習】担当教員が指示した資料等を事前に読んできてく
ださい。
【復習】レジュメ・資料を読み直し、授業で得た知識等を確
認してください。

4時間対面

第11回 受講生による報告と議論（１０） 【予習】担当教員が指示した資料等を事前に読んできてく
ださい。
【復習】レジュメ・資料を読み直し、授業で得た知識等を確
認してください。

4時間対面

第12回 受講生による報告と議論（１１） 【予習】担当教員が指示した資料等を事前に読んできてく
ださい。
【復習】レジュメ・資料を読み直し、授業で得た知識等を確
認してください。

4時間対面

第13回 受講生による報告と議論（１２） 【予習】担当教員が指示した資料等を事前に読んできてく
ださい。
【復習】レジュメ・資料を読み直し、授業で得た知識等を確
認してください。

4時間対面

第14回 卒業論文の提出 演習内での議論・指摘、添削指導等を踏まえて、卒業論
文を期日までに提出してください。

4時間オンデマンド

第15回 まとめと総括 【予習】担当教員が指示した資料等を事前に読んできてく
ださい。
【復習】レジュメ・資料を読み直し、授業で得た知識等を確
認してください。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅢＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

4石川　英樹

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G4

法学部専門教育科目

テーマ 警察と法～警察官の判断基準と行動原理～

授業の目的及び概要
・　第一線で単独執行を求められることのある警察官の法的根拠に基づく判断基準と行動原理を修得する。

学修の到達目標
・　警察官職務執行法を学び警察官を主体とする職務権限の範囲と限界等第一線で単独執行を求められることのある警察官として必要な基本的知識
等を習得できる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
・次回授業でコメントシートを紹介し、質問への回答や補足説明を行い、理解を深めます。
・授業で発表、討議した研究結果はその都度授業で担当教員から実学に直結する講評をコメントします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

担当教員は奈良県警察本部にて、３６年間警察官として勤務し、調査官・監察官・地域指導室長など、第一線を始め管理部門での実務経験と警察庁近
畿管区警察局監察課への出向などの警察行政における人事、業務管理・企画立案及び服務・業務指導、若手警察官の育成、指導に従事してきた。
本科目では、こうした実務経験を活かして、警察官・消防官などの公安職に必要とされる職務倫理や心構え、実務で要求される知識技能など、事例を
交えつつ解説する実践的な授業を展開する。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

・　治安を担う職業を志望するにあたって憧れと不安が交錯している学生諸君、公務員の道は奉仕の道である。時には怖がられ、疎まれ、そして時々感
謝され、その行動には国民の様々な声が聞こえます。
・　しかし警察官として３６年間勤務した私が確信しているのは、多くの国民が「声の小さい多数派」であり、治安の任にあたる者を信頼し、応援している
ことです。その人達のたった一つの命と財産、安全・安心を守る仕事に「誇りと使命感」を持って最後まで駆け抜ける志を抱く君たちの「夢を支え」、君た
ちが「現実」にアタックしゴールしてくれることを願って止みません。
・　「人の悲しみを自分の悲しみ」と感じ、「人の喜びを自分の喜び」と受け止め、被害に苦しみ困り果てている人に正面から向き合い、手を差し伸べ、人
の役に立つ仕事にやりがいを感じる君達と共に学んでいきたいと思います。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

20
コメントシート

00

004040

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

・　指定しません。
・　教員から研究発表課題を事前に提示します。

参考書

・　指定しません。
・　教員から研究発表課題を事前に提示します。

なし。

なし。

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ・　秋学期の授業方針の説明を行い、発表グループを再編成、受講生
の意思統一を構築する。
・　授業計画は必要性、受講生の希望等により変更することがある。
・　担当教員が警察官職務執行法の概要を再説明する。
・　担当教員が警察官職務執行法に関する次回の研究発表課題を提
示するので、提示された課題について関係条文、判例を予習し理解を
深めておくこと。

警察官職務執行法の概要について再度予習をしておくこ
と。
担当教員が警察官職務執行法に関する次回の研究発表
課題を提示するので、提示された課題について関係条
文、判例を予習し理解を深めておくこと。

4時間対面

第2回 ・　発表グループが調査研究結果を発表後、全員で討論。最後に担当
教員が講評を加える。
・　各学生はコメントシートを作成、提出。

授業で研究、討議した課題についてノートに整理して復習
しておくこと。担当教員が警察官職務執行法に関する次
回の研究発表課題を提示するので、関係条文、判例等を
予習し理解を深めておくこと。

4時間対面

第3回 ・　発表グループが調査研究結果を発表後、全員で討論。最後に担当
教員が講評を加える。
・　各学生はコメントシートを作成、提出。

授業で研究、討議した課題についてノートに整理して復習
しておくこと。担当教員が警察官職務執行法に関する次
回の研究発表課題を提示するので、関係条文、判例等を
予習し理解を深めておくこと。

4時間対面

第4回 ・　発表グループが調査研究結果を発表後、全員で討論。最後に担当
教員が講評を加える。
・　各学生はコメントシートを作成、提出。

授業で研究、討議した課題についてノートに整理して復習
しておくこと。担当教員が警察官職務執行法に関する次
回の研究発表課題を提示するので、関係条文、判例等を
予習し理解を深めておくこと。

4時間対面
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第5回 ・　発表グループが調査研究結果を発表後、全員で討論。最後に担当
教員が講評を加える。
・　各学生はコメントシートを作成、提出。

授業で研究、討議した課題についてノートに整理して復習
しておくこと。担当教員が警察官職務執行法に関する次
回の研究発表課題を提示するので、関係条文、判例等を
予習し理解を深めておくこと。

4時間対面

第6回 ・　発表グループが調査研究結果を発表後、全員で討論。最後に担当
教員が講評を加える。
・　各学生はコメントシートを作成、提出。

授業で研究、討議した課題についてノートに整理して復習
しておくこと。
次回授業において、これまで研究、討議した、警察官職務
執行法に関する小テストを行うので、復習しておくこと。

4時間対面

第7回 小テスト実施。 小テストに関して理解不足な点を検証し復習しておくこと。
予習として前半の自身の学修結果に関する総括をしてお
くこと。

4時間対面

第8回 前半の総括を実施し、後半の演習に反映する。 授業の総括結果を復習しておくこと。
担当教員が警察官職務執行法に関する次回の研究発表
課題を提示するので、関係条文、判例等を予習し理解を
深めておくこと。

4時間対面

第9回 ・　発表グループが調査研究結果を発表後、全員で討論。最後に担当
教員が講評を加える。
・　各学生はコメントシートを作成、提出。

授業で研究、討議した課題についてノートに整理して復習
しておくこと。担当教員が警察官職務執行法に関する次
回の研究発表課題を提示するので、関係条文、判例等を
予習し理解を深めておくこと。

4時間対面

第10回 ・　発表グループが調査研究結果を発表後、全員で討論。最後に担当
教員が講評を加える。
・　各学生はコメントシートを作成、提出。

授業で研究、討議した課題についてノートに整理して復習
しておくこと。担当教員が警察官職務執行法に関する次
回の研究発表課題を提示するので、関係条文、判例等を
予習し理解を深めておくこと。

4時間対面

第11回 ・　発表グループが調査研究結果を発表後、全員で討論。最後に担当
教員が講評を加える。
・　各学生はコメントシートを作成、提出。

授業で研究、討議した課題についてノートに整理して復習
しておくこと。担当教員が警察官職務執行法に関する次
回の研究発表課題を提示するので、関係条文、判例等を
予習し理解を深めておくこと

4時間対面

第12回 ・　発表グループが調査研究結果を発表後、全員で討論。最後に担当
教員が講評を加える。
・　各学生はコメントシートを作成、提出。

授業で研究、討議した課題についてノートに整理して復習
しておくこと。担当教員が警察官職務執行法に関する次
回の研究発表課題を提示するので、関係条文、判例等を
予習し理解を深めておくこと。

4時間対面

第13回 ・　発表グループが調査研究結果を発表後、全員で討論。最後に担当
教員が講評を加える。
・　各学生はコメントシートを作成、提出。

授業で研究、討議した課題についてノートに整理して復習
しておくこと。
次回授業において、これまで討議した、警察官職務執行
法に関する小テストを行うので、予習しておくこと。

4時間対面

第14回 小テスト実施。 小テストに関して理解不足な点を検証し復習しておくこと。
予習として秋学期の自身の学修結果に関する総括をして
おくこと。

4時間対面

第15回 秋学期の演習を振り返り総括を行う。 復習として春、秋学期の自身の学修結果に関して総括し、
ノートを再度整理しておくこと。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅢＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

4高田　尚彦

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G4

法学部専門教育科目

テーマ 企業（会社・個人事業）に関わる法的問題を考える。

授業の目的及び概要
私たちは、生きていくために働く。自分一人でモノ作りなどして働く者もいれば、プロスポーツ選手もいるし、自ら起業して人を雇う者、会社を立ち上げて
経営する者、会社に就職して働く者、さまざまである。ただ、その周りには、必ず誰かが存在し、トラブルや法的問題が生じることが少なくない。
　大雑把にいえば、そのようなビジネスに関わる法的問題に関心を寄せ、それらを検討・分析・議論し、一定の結論に導き、それを報告することにより、
今後の人生に活かすことができることを目的とする。
　演習は、受け身ではなく、自分で考え、疑問があれば質問し、自由に見解を述べることが最も重要であり、それこそが将来にも役立つ。
　演習の進め方は（１）ビジネスシーンで起こりうる事件を題材に、個人またはグループで検討し、報告する。
（２）報告者以外のメンバーも同じ題材を学修し、質疑やディスカッションを積極的に行う。
　演習の人数規模やメンバーの興味関心により、進め方は柔軟に変更する。

学修の到達目標
・積極的に自分の意見を述べることができる。
・企業に関する基礎的な法的知識を獲得することができる。
・報告資料の作成、プレゼンテーション能力を獲得することができる。
・論理的・発展的思考力を身につけることができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
発表・報告内容については、レジュメ等を含めて授業内において、修正・アドバイスを行う。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告／フィールドワーク、学外見学、体験学習

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

ゼミは、仲間とともに楽しく有意義な時間を過ごす素晴らしい機会です。ただ、ダラダラと楽しむのではなく、ゼミ生の皆さんが「自分自身を鍛える」ため、
毎週決まった時間に集まる楽しい勉強会としたい。
メリハリをつけて一緒に頑張りましょう。
積極的・意欲的に楽しく学修しようと考える皆さんの参加をお待ちしています。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

050050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキスト・参考書については、授業内で適宜案内する。

参考書

テキスト・参考書については、
授業内で適宜案内する。ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス、春学期の総括、授業の進め方・報告方法の説明、報告者
の決定。

【予習】担当教員が指示したテキスト等に目を通しておくこ
と。
【復習】テキスト・レジュメ・資料等を読み直し、授業で得た
知識等を確認すること。

4時間対面

第2回 判例の検索方法・レジュメの作成方法・報告方法の再確認。 【予習】担当教員が指示したテキスト等に目を通しておくこ
と。
【復習】テキスト・レジュメ・資料等を読み直し、授業で得た
知識等を確認すること。

4時間オンデマンド

第3回 受講生による報告と議論（１） 【予習】担当教員が指示したテキスト等に目を通しておくこ
と。
【復習】テキスト・レジュメ・資料等を読み直し、授業で得た
知識等を確認すること。

4時間対面

第4回 受講生による報告と議論（２） 【予習】担当教員が指示したテキスト等に目を通しておくこ
と。
【復習】テキスト・レジュメ・資料等を読み直し、授業で得た
知識等を確認すること。

4時間対面
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第5回 受講生による報告と議論（３） 【予習】担当教員が指示したテキスト等に目を通しておくこ
と。
【復習】テキスト・レジュメ・資料等を読み直し、授業で得た
知識等を確認すること。

4時間対面

第6回 受講生による報告と議論（４） 【予習】担当教員が指示したテキスト等に目を通しておくこ
と。
【復習】テキスト・レジュメ・資料等を読み直し、授業で得た
知識等を確認すること。

4時間対面

第7回 受講生による報告と議論（５） 【予習】担当教員が指示したテキスト等に目を通しておくこ
と。
【復習】テキスト・レジュメ・資料等を読み直し、授業で得た
知識等を確認すること。

4時間対面

第8回 受講生による報告と議論（６） 【予習】担当教員が指示したテキスト等に目を通しておくこ
と。
【復習】テキスト・レジュメ・資料等を読み直し、授業で得た
知識等を確認すること。

4時間対面

第9回 受講生による報告と議論（７） 【予習】担当教員が指示したテキスト等に目を通しておくこ
と。
【復習】テキスト・レジュメ・資料等を読み直し、授業で得た
知識等を確認すること。

4時間対面

第10回 受講生による報告と議論（８） 【予習】担当教員が指示したテキスト等に目を通しておくこ
と。
【復習】テキスト・レジュメ・資料等を読み直し、授業で得た
知識等を確認すること。

4時間対面

第11回 受講生による報告と議論（９） 【予習】担当教員が指示したテキスト等に目を通しておくこ
と。
【復習】テキスト・レジュメ・資料等を読み直し、授業で得た
知識等を確認すること。

4時間対面

第12回 受講生による報告と議論（10） 【予習】担当教員が指示したテキスト等に目を通しておくこ
と。
【復習】テキスト・レジュメ・資料等を読み直し、授業で得た
知識等を確認すること。

4時間対面

第13回 受講生による報告と議論（11） 【予習】担当教員が指示したテキスト等に目を通しておくこ
と。
【復習】テキスト・レジュメ・資料等を読み直し、授業で得た
知識等を確認すること。

4時間対面

第14回 受講生による報告と議論（12） 【予習】担当教員が指示したテキスト等に目を通しておくこ
と。
【復習】テキスト・レジュメ・資料等を読み直し、授業で得た
知識等を確認すること。

4時間対面

第15回 受講生による報告と議論（13）、今年度の総括。 【予習】担当教員が指示したテキスト等に目を通しておくこ
と。
【復習】テキスト・レジュメ・資料等を読み直し、授業で得た
知識等を確認すること。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅢＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

4矢野　哲也

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G4

法学部専門教育科目

テーマ 情報社会における安全保障・防衛問題について考える（２）

授業の目的及び概要
【授業の目的】
　インターネットの普及によって地球規模の情報化が進展している現代における安全保障・防衛問題の新たな様相について理解するとともに、これから
の日本の防衛及び世界の軍事情勢について自らの視点で考察する力を修得していきます。

【授業の概要】
　授業については、2022年のロシアによるウクライナ軍事侵攻などを取り上げ、リアルタイムで世界の動きを実感できる内容を心掛けるとともに、防衛
省・自衛隊で勤務してきた実務経験を積極的に紹介していきたいと思います。

学修の到達目標
現代社会の諸課題を理解し、法的知識・技能をもとにして、多様な価値観や利害関係に適した解決策を考える力を身につけている。そのほか、自由、平
等、民主主義などの価値原理を基礎とする、法学を中心とする高度な専門知識を体系的に理解するとともに、現代社会の諸課題に積極的に取り組む
市民として、他者と協調・協働できる能力を身につけている。あわせて、論理的な法的思考力と豊かな表現力とともに、情報、数理、英語等の汎用的技
能を修得し、社会科学を中心とした幅広い教養を身につけている。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
口頭発表及び質疑応答の内容について、授業中に解説及び講評を行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

日本の防衛や世界の軍事情勢に少しでも興味がある方であれば、この演習の履修を歓迎します。
また授業を履修するにあたっては、日ごろから防衛問題に関するニュースに関心を持つように心掛けて下さい。
そして授業における評価では、定説にとらわれない独創的な発想や意見を重視します。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
０

00

050０50

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

外務省『令和4年版外交青書』（外務省ホームページ）

参考書

授業で、その都度配布します。

－
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 授業ガイダンスなど
・授業ガイダンス
・インターネットによる調査研究の方法
・各種コミュニケーションの技法

【予習】授業前に、本シラバスを熟読し、その内容を確認・
理解した上で授業に参加して下さい。
【復習】授業後に、自分が興味のある安全保障・防衛問題
に関するテーマについて考えて下さい。

4時間対面

第2回 研究テーマ：新型コロナの発生・拡大と国際社会への影響について 【予習】授業前に、外務省HPで『令和4年版外交青書－巻
頭特集』を読んで予習して下さい。
【復習】授業後に、授業で配布したテキスト及び参考資料
を読んで復習して下さい。

4時間オンデマンド

第3回 研究テーマ：国際認識と日本外交の展望について 【予習】授業前に、外務省HPで『令和3年版外交青書－第
1章』を読んで予習して下さい。
【復習】授業後に、授業で配布したテキスト及び参考資料
を読んで復習して下さい。

4時間対面

第4回 研究テーマ：「自由で開かれたインド太平洋」の推進について 【予習】授業前に、外務省HPで『令和4年版外交青書－第
2章第1節』を読んで予習して下さい。
【復習】授業後に、授業で配布したテキスト及び参考資料
を読んで復習して下さい。

4時間対面

第5回 研究テーマ：アジア・大洋州について 【予習】授業前に、外務省HPで『令和3年版外交青書－第
2章第2節』を読んで予習して下さい。
【復習】授業後に、授業で配布したテキスト及び参考資料
を読んで復習して下さい。

4時間対面
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第6回 研究テーマ：北米について 【予習】授業前に、外務省HPで『令和4年版外交青書－第
2章第3節』を読んで予習して下さい。
【復習】授業後に、授業で配布したテキスト及び参考資料
を読んで復習して下さい。

4時間対面

第7回 研究テーマ：中南米について 【予習】授業前に、外務省HPで『令和4年版外交青書－第
2章第4節』を読んで予習して下さい。
【復習】授業後に、授業で配布したテキスト及び参考資料
を読んで復習して下さい。

4時間対面

第8回 研究テーマ：欧州について 【予習】授業前に、外務省HPで『令和4年版外交青書－第
2章第5節』を読んで予習して下さい。
【復習】授業後に、授業で配布したテキスト及び参考資料
を読んで復習して下さい。

4時間対面

第9回 研究テーマ：ロシア、中央アジアとコーカサスについて 【予習】授業前に、外務省HPで『令和4年版外交青書－第
2章第6節』を読んで予習して下さい。
【復習】授業後に、授業で配布したテキスト及び参考資料
を読んで復習して下さい。

4時間対面

第10回 研究テーマ：中東と北アフリカについて 【予習】授業前に、外務省HPで『令和4年版外交青書－第
2章第7節』を読んで予習して下さい。
【復習】授業後に、授業で配布したテキスト及び参考資料
を読んで復習して下さい。

4時間対面

第11回 研究テーマ：アフリカについて 【予習】授業前に、外務省HPで『令和4年版外交青書－第
2章第8節』を読んで予習して下さい。
【復習】授業後に、授業で配布したテキスト及び参考資料
を読んで復習して下さい。

4時間対面

第12回 研究テーマ：日本と国際社会の平和と安定に向けた取組について 【予習】授業前に、外務省HPで『令和4年版外交青書－第
3章第1節』を読んで予習して下さい。
【復習】授業後に、授業で配布したテキスト及び参考資料
を読んで復習して下さい。

4時間対面

第13回 研究テーマ：日本の国際協力について 【予習】授業前に、外務省HPで『令和4年版外交青書－第
3章第2節』を読んで予習して下さい。
【復習】授業後に、授業で配布したテキスト及び参考資料
を読んで復習して下さい。

4時間対面

第14回 研究テーマ：国益と世界全体の利益を増進する経済外交について 【予習】授業前に、外務省HPで『令和4年版外交青書－第
3章第3節』を読んで予習して下さい。
【復習】授業後に、授業で配布したテキスト及び参考資料
を読んで復習して下さい。

4時間対面

第15回 研究テーマ：日本への理解と信頼の促進に向けた取組について 【予習】授業前に、外務省HPで『令和4年版外交青書－第
3章第4節』を読んで予習して下さい。
【復習】授業後に、授業で配布したテキスト及び参考資料
を読んで復習して下さい。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅢＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

4田中　嗣久

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G4

法学部専門教育科目

テーマ 民法（財産法・家族法）の応用的知識の理解

授業の目的及び概要
民法の中で財産法と呼ばれる分野（民法総則・物権法・債権法）の応用として、これまでの日常生活、また就職後のビジネスにおいて経験することとなる
「契約」を中心とする事象に関する民法上のルールの応用を説明します（民法の応用編）。就職を控えた４回生について、本演習の履修により、民事法
の理解をさらに一層深化させるようにしていきます。

学修の到達目標
・身の回りやニュース等で接する出来事について、法学部４回生に必要な応用的な民法上の意味・意義を説明できる。
・面接に際して法学部４回生として必要な民法的な知識を使用して自らの判断を説明できる。
・日常生活や企業取引における民法上のルールを理解し、社会人・職業人として正しい行動ができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
各発表の後に、発表方法、内容的評価、追加あるいは修正を要する知識等の評価を教員から行い、また、全員での討論の後に、他のゼミ生の反応も
総合して、全体としての感想等を伝える。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

授業は、皆さん自身の十分な予習と復習を前提として進んでいきます。本科目履修を通じて、専門科目の学修スタイルも身につけていくようにしてくださ
い。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

000

050050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

特になし

参考書

なし

なし

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 今後の授業についての説明と心構えを説明し全員の考えを聞く。 予習　次回のテーマについてどのような討論をするか自
分なりに考える。
復習　発表者が作成し配布したレジュメを読み直す。ま
た、前回行われた討論内容を思い出し復習し理解を深め
る。

4時間対面

第2回 民法の問題を、学生が調査研究し、レジュメを作成し、全員に配布し、
発表する（３０分）。その後、私から補足の説明をし（２０分）、質疑応答
し、全員もしくはグループで討論する（３０分）。

予習　次回のテーマについてどのような討論をするか自
分なりに考える。
復習　発表者が作成し配布したレジュメを読み直す。ま
た、前回行われた討論内容を思い出し復習し理解を深め
る。

4時間対面

第3回 民法の問題を、学生が調査研究し、レジュメを作成し、全員に配布し、
発表する（３０分）。その後、私から補足の説明をし（２０分）、質疑応答
し、全員もしくはグループで討論する（３０分）。

予習　次回のテーマについてどのような討論をするか自
分なりに考える。
復習　発表者が作成し配布したレジュメを読み直す。ま
た、前回行われた討論内容を思い出し復習し理解を深め
る。

4時間対面

第4回 民法の問題を、学生が調査研究し、レジュメを作成し、全員に配布し、
発表する（３０分）。その後、私から補足の説明をし（２０分）、質疑応答
し、全員もしくはグループで討論する（３０分）。

予習　次回のテーマについてどのような討論をするか自
分なりに考える。
復習　発表者が作成し配布したレジュメを読み直す。ま
た、前回行われた討論内容を思い出し復習し理解を深め
る。

4時間対面

第5回 民法の問題を、学生が調査研究し、レジュメを作成し、全員に配布し、
発表する（３０分）。その後、私から補足の説明をし（２０分）、質疑応答
し、全員もしくはグループで討論する（３０分）。

予習　次回のテーマについてどのような討論をするか自
分なりに考える。
復習　発表者が作成し配布したレジュメを読み直す。ま
た、前回行われた討論内容を思い出し復習し理解を深め
る。

4時間対面
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第6回 民法の問題を、学生が調査研究し、レジュメを作成し、全員に配布し、
発表する（３０分）。その後、私から補足の説明をし（２０分）、質疑応答
し、全員もしくはグループで討論する（３０分）。

予習　次回のテーマについてどのような討論をするか自
分なりに考える。
復習　発表者が作成し配布したレジュメを読み直す。ま
た、前回行われた討論内容を思い出し復習し理解を深め
る。

4時間対面

第7回 民法の問題を、学生が調査研究し、レジュメを作成し、全員に配布し、
発表する（３０分）。その後、私から補足の説明をし（２０分）、質疑応答
し、全員もしくはグループで討論する（３０分）。

予習　次回のテーマについてどのような討論をするか自
分なりに考える。
復習　発表者が作成し配布したレジュメを読み直す。ま
た、前回行われた討論内容を思い出し復習し理解を深め
る。

4時間対面

第8回 これまでの授業を総復習し、自分以外で記憶に残った発表（1つ以上）
について、その内容・自分の考え等をWord形式で1000字以内にまと
め、教員宛に添付メールで送付し、その内容を次回以降に考える。

予習　まず、これまでの発表のレジュメを総復習する。
復習　1000字作成後に、再度、レジュメを読み直しこれま
での発表を総復習する。

4時間オンデマンド

第9回 民法の問題を、学生が調査研究し、レジュメを作成し、全員に配布し、
発表する（３０分）。その後、私から補足の説明をし（２０分）、質疑応答
し、全員もしくはグループで討論する（３０分）。

予習　次回のテーマについてどのような討論をするか自
分なりに考える。
復習　発表者が作成し配布したレジュメを読み直す。ま
た、前回行われた討論内容を思い出し復習し理解を深め
る。

4時間対面

第10回 民法の問題を、学生が調査研究し、レジュメを作成し、全員に配布し、
発表する（３０分）。その後、私から補足の説明をし（２０分）、質疑応答
し、全員もしくはグループで討論する（３０分）。

予習　次回のテーマについてどのような討論をするか自
分なりに考える。
復習　発表者が作成し配布したレジュメを読み直す。ま
た、前回行われた討論内容を思い出し復習し理解を深め
る。

4時間対面

第11回 民法の問題を、学生が調査研究し、レジュメを作成し、全員に配布し、
発表する（３０分）。その後、私から補足の説明をし（２０分）、質疑応答
し、全員もしくはグループで討論する（３０分）。

予習　次回のテーマについてどのような討論をするか自
分なりに考える。
復習　発表者が作成し配布したレジュメを読み直す。ま
た、前回行われた討論内容を思い出し復習し理解を深め
る。

4時間対面

第12回 民法の問題を、学生が調査研究し、レジュメを作成し、全員に配布し、
発表する（３０分）。その後、私から補足の説明をし（２０分）、質疑応答
し、全員もしくはグループで討論する（３０分）。

予習　次回のテーマについてどのような討論をするか自
分なりに考える。
復習　発表者が作成し配布したレジュメを読み直す。ま
た、前回行われた討論内容を思い出し復習し理解を深め
る。

4時間対面

第13回 民法の問題を、学生が調査研究し、レジュメを作成し、全員に配布し、
発表する（３０分）。その後、私から補足の説明をし（２０分）、質疑応答
し、全員もしくはグループで討論する（３０分）。

予習　次回のテーマについてどのような討論をするか自
分なりに考える。
復習　発表者が作成し配布したレジュメを読み直す。ま
た、前回行われた討論内容を思い出し復習し理解を深め
る。

4時間対面

第14回 民法の問題を、学生が調査研究し、レジュメを作成し、全員に配布し、
発表する（３０分）。その後、私から補足の説明をし（２０分）、質疑応答
し、全員もしくはグループで討論する（３０分）。

予習　次回のテーマについてどのような討論をするか自
分なりに考える。
復習　発表者が作成し配布したレジュメを読み直す。ま
た、前回行われた討論内容を思い出し復習し理解を深め
る。

4時間対面

第15回 民法の問題を、学生が調査研究し、レジュメを作成し、全員に配布し、
発表する（３０分）。その後、私から補足の説明をし（２０分）、質疑応答
し、全員もしくはグループで討論する（３０分）。

予習　次回のテーマについてどのような討論をするか自
分なりに考える。
復習　発表者が作成し配布したレジュメを読み直す。ま
た、前回行われた討論内容を思い出し復習し理解を深め
る。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅢＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

4

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G4

法学部専門教育科目

テーマ ‐労働問題や労働現場の実態について判例を検討する。
‐進路指導及び論文指導

授業の目的及び概要
労働法は労働者の一生，企業の存立に関わる問題で具体的な利害関係に対して実際に生じた争いを解決する実定法であります。法解釈は社会情勢
と密接に関連してありますので労働法を学ぶには具体的事例の検討が重要だと思います。演習では、労働契約法、労働基準法など個別的労働関係を
題材として、重要判例を「労働判例百選」などを中心に，実際の労働現場でどのような利益対立があり，それに対して労働法がどのように解釈されて結
論が導かれたのか等々，演習を通じて皆さんと討論しながら理解を深めたいと思います。

学修の到達目標
‐基本的な労働判例における利害関係，争点，具体的処理とその妥当性の検討等を通じて実務演習における応用を学ぶことができます。
‐論文の書き方を指導

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
報告のやり方やレジュメ作成については、初回及び2回の授業で指導します。重要判例についてテーマを決め、演習授業の前に事案の概要，争点，事
実認定、判断根拠，判定理由順に発表してもらい、その後，担当教授のコメント、学生たちの質疑応答の時間をとり結論を出します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

演習は労働法を題材に、労働問題の解決能力を修得し、法理論と関連事例などの多様なテーマについて討論を楽しみながら勉強します。雇用関係と
労使関係に対する探究は将来的に就労活動にも対応できるような知識になるだろうと思います。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

50
報告内容

00

0０050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

荒木尚志・奥田香子『ケースブック労働法第4版』有斐閣2019年
荒木尚志『労働判例百選第10版』有斐閣2022年

参考書

村中孝史・荒木尚志『労働判例百選第10版』 有斐閣2022年　　　　　　ISBN 9784641115576
野田進外多数『判例労働法入門第7版』有斐閣2021年　　　　　　　　　ISBN 9784641243477

978464114474
9784641115576

9784641115576
9784641243477

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス・自己紹介、発表担当者の決まる。 【予習】シラバスを確認する
【復習】レジュメ・配付資料を読み直す。

4時間対面

第2回 主題：セクシュアルハラスメント
　　‐福岡セクシュアルハラスメント事件

【予習】取扱う判例を読んでおく
【復習】レジュメ・配付資料を読み直し、授業で学んだこと
を確認する。

4時間対面

第3回 主題：山口観光事件
　　‐懲戒権行使の濫用

【予習】取扱う判例を読んでおく
【復習】レジュメ・配付資料を読み直し、授業で学んだこと
を確認する。

4時間対面

第4回 主題：就業規則の法的性質
　　‐秋北バス事件

【予習】取扱う判例を読んでおく
【復習】レジュメ・配付資料を読み直し、授業で学んだこと
を確認する。

4時間対面

第5回 主題：関西電力（ロッカー撮影）事件
　　‐労働者の人権

【予習】取扱う判例を読んでおく
【復習】レジュメ・配付資料を読み直し、授業で学んだこと
を確認する。

4時間対面

第6回 主題：就業規則の不利益変更の拘束力
　　　‐第四銀行事件

【予習】取扱う判例を読んでおく
【復習】レジュメ・配付資料を読み直し、授業で学んだこと
を確認する。

4時間対面

第7回 主題：労働時間の概念
　　　三菱重工長崎造船所事件

【予習】取扱う判例を読んでおく
【復習】レジュメ・配付資料を読み直し、授業で学んだこと
を確認する。

4時間対面

第8回 主題：平尾事件
　　‐労働協約の効力

【予習】取扱う判例を読んでおく
【復習】レジュメ・配付資料を読み直し、授業で学んだこと
を確認する。

4時間対面
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第9回 主題：朝日災海上保険（高田）事件
　　‐労働協約の拡張適用

【予習】取扱う判例を読んでおく
【復習】レジュメ・配付資料を読み直し、授業で学んだこと
を確認する。

4時間対面

第10回 主題：年次有給休暇権の法的性質
　　　‐白石営林署事件

【予習】取扱う判例を読んでおく
【復習】レジュメ・配付資料を読み直し、授業で学んだこと
を確認する。

4時間対面

第11回 主題：丸島水門製作所事件
　　　‐ロックアウトの正当性

【予習】取扱う判例を読んでおく
【復習】レジュメ・配付資料を読み直し、授業で学んだこと
を確認する。

4時間対面

第12回 主題：済生会中央病院事件
　　　‐支配介入

【予習】取扱う判例を読んでおく
【復習】レジュメ・配付資料を読み直し、授業で学んだこと
を確認する。

4時間対面

第13回 主題：第二鳩タクシー事件
　　‐不当労働行為の救済命令

【予習】取扱う判例を読んでおく
【復習】レジュメ・配付資料を読み直し、授業で学んだこと
を確認する。

4時間対面

第14回 主題：中労委（西神テトラパック）事件
　　　‐不利益取り扱い

【予習】取扱う判例を読んでおく
【復習】レジュメ・配付資料を読み直し、授業で学んだこと
を確認する。

4時間対面

第15回 総括まとめ 総合的に整理する 4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅢＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

4石尾　賢二

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G4

法学部専門教育科目

テーマ 民法家族法の基礎

授業の目的及び概要
民法の法律問題の中で基礎的な問題を学ぶ。分野は家族法を中心とする。
家族法分野における重要な判例を取り上げ、事実関係を分析し、問題点を明らかにし、裁判所の判断を検討する。
授業において各担当者が個々の判決について検討・報告し、その後、全員で議論する。
集団での討論によって問題解決を図ることを目的とし、報告者の適切な問題提起と報告を受けた者の適切に意見表明の促進を意図する。
これらのことを通して様々に部門での自主的な問題解決能力が促進されることを企図する。自主的な勉学は各種試験のためにも役立つものである。

学修の到達目標
1.家族法に関する基本的な事項について理解し、判断することができる。
2.家族法に関する事例において、事案を正確に把握し、問題点を整理し、裁判所の判断を的確に説明できる。
3.報告者は検討したことを授業で適切に報告することができる。
4.報告者以外の者は報告に対して適切に自分の意見を述べることができる。
5.各人の意見表明を受けて適切な結論を導く方法を探求する。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
教員は報告者のレジュメについての事前に質疑を受け、事後に意見を述べ。授業での議論について意見を述べる。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

民法について、積極的に学ぶことを希望します。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

80
報告

00

00020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

大村敦志・水野紀子編『民法判例百選Ⅲ(第2版)』(有斐閣、2018年)

参考書

事前に指示した判例について検討するために、各種判例集(民集、判例時報、判例タイムズ)、判例百選が有
用である。これらはデータベースでも利用できる。

ISBN 978-4-641-11539-2
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
ゼミの方法を説明する。

皆さんからの意見を中心に進めます。 4時間対面

第2回 ２回目の授業はまず教員が報告し、全員で議論を実施する。 事前に資料を読む。 4時間対面

第3回 担当の順番は学生が決定する。 事前にレジュメを作り、報告し、議論する。全体の議論を
把握し、個別に必要な文献を調べ、自分の意見をまとめて
おく。事後には議論を踏まえて自ら再度判決を読み、問題
点を整理し、再度意見をまとめる。

4時間対面

第4回 担当の順番による報告となる。 事前にレジュメを作り、報告し、議論する。全体の議論を
把握し、個別に必要な文献を調べ、自分の意見をまとめて
おく。事後には議論を踏まえて自ら再度判決を読み、問題
点を整理し、再度意見をまとめる。

4時間対面

第5回 担当の順番は、一番最初に提示する。 事前にレジュメを作り、報告し、議論する。全体の議論を
把握し、個別に必要な文献を調べ、自分の意見をまとめて
おく。事後には議論を踏まえて自ら再度判決を読み、問題
点を整理し、再度意見をまとめる。

4時間対面

第6回 担当の順番は、一番最初に提示する。 事前にレジュメを作り、報告し、議論する。全体の議論を
把握し、個別に必要な文献を調べ、自分の意見をまとめて
おく。事後には議論を踏まえて自ら再度判決を読み、問題
点を整理し、再度意見をまとめる。

4時間対面
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第7回 担当の順番は、一番最初に提示する。 事前にレジュメを作り、報告し、議論する。全体の議論を
把握し、個別に必要な文献を調べ、自分の意見をまとめて
おく。事後には議論を踏まえて自ら再度判決を読み、問題
点を整理し、再度意見をまとめる。

4時間対面

第8回 担当の順番は、一番最初に提示する。 事前にレジュメを作り、報告し、議論する。全体の議論を
把握し、個別に必要な文献を調べ、自分の意見をまとめて
おく。事後には議論を踏まえて自ら再度判決を読み、問題
点を整理し、再度意見をまとめる。

4時間対面

第9回 担当の順番は、一番最初に提示する。 事前にレジュメを作り、報告し、議論する。全体の議論を
把握し、個別に必要な文献を調べ、自分の意見をまとめて
おく。事後には議論を踏まえて自ら再度判決を読み、問題
点を整理し、再度意見をまとめる。

4時間対面

第10回 担当の順番は、一番最初に提示する。 事前にレジュメを作り、報告し、議論する。全体の議論を
把握し、個別に必要な文献を調べ、自分の意見をまとめて
おく。事後には議論を踏まえて自ら再度判決を読み、問題
点を整理し、再度意見をまとめる。

4時間対面

第11回 担当の順番は、一番最初に提示する。 事前にレジュメを作り、報告し、議論する。全体の議論を
把握し、個別に必要な文献を調べ、自分の意見をまとめて
おく。事後には議論を踏まえて自ら再度判決を読み、問題
点を整理し、再度意見をまとめる。

4時間対面

第12回 担当の順番は、一番最初に提示する。 事前にレジュメを作り、報告し、議論する。全体の議論を
把握し、個別に必要な文献を調べ、自分の意見をまとめて
おく。事後には議論を踏まえて自ら再度判決を読み、問題
点を整理し、再度意見をまとめる。

4時間対面

第13回 担当の順番は、一番最初に提示する。 事前にレジュメを作り、報告し、議論する。全体の議論を
把握し、個別に必要な文献を調べ、自分の意見をまとめて
おく。事後には議論を踏まえて自ら再度判決を読み、問題
点を整理し、再度意見をまとめる。

4時間対面

第14回 担当の順番は、一番最初に提示する。 事前にレジュメを作り、報告し、議論する。全体の議論を
把握し、個別に必要な文献を調べ、自分の意見をまとめて
おく。事後には議論を踏まえて自ら再度判決を読み、問題
点を整理し、再度意見をまとめる。

4時間対面

第15回 担当の順番は、一番最初に提示する。 事前にレジュメを作り、報告し、議論する。全体の議論を
把握し、個別に必要な文献を調べ、自分の意見をまとめて
おく。事後には議論を踏まえて自ら再度判決を読み、問題
点を整理し、再度意見をまとめる。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅢＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

4坂上　文一

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G4

法学部専門教育科目

テーマ 現代社会の労働問題やその紛争解決方法などについて考察する。

授業の目的及び概要
労働法や労働問題などに関心のある学生を対象にします。本演習では、各自で関心のあるテーマを決め、そのテーマに関する法制度や判例等を調べ
報告・検討することにより労働法や近時の労働問題などの理解を深めることを目的とします。
毎週１つのテーマについて担当者（個人又はグループ）が報告した後、全員で質疑応答及び議論をしていきます。
担当者（個人又はグループ）が報告した後、全員で質疑応答及び議論を行うため、担当者以外の皆さんにも積極的な参加・発言を求めます。
初回の授業で報告の順番や担当テーマを決定します。

学修の到達目標
１．自ら関心のあるテーマに関する法制度・改正の具体的な内容について調べ、解説することができる。
２．関連する裁判例や学説を調査・分析することができる。
３．労働問題を含む、民事紛争の解決手段・方法についても理解を深める。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
報告内容等につき、授業中において、適宜、解説や講評を行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

労働基準法、労働契約法に関する科目を履修していることが望ましい。
また、労働問題を含む、民事紛争の解決手段について理解を深めたい者は、民事裁判と法＜民事訴訟法Ⅰ＞、民事訴訟法概説＜民事訴訟法Ⅱ＞、
民事執行・保全法、倒産処理法の授業の履修を推奨する。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

50
報告内容

00

0０050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

授業において、適宜、指示、紹介、説明する予定である。

参考書

授業において、適宜、紹介、説明する予定である。
労働法や近時の労働問題の中から自らの研究テーマを検討するための参考資料として
労働判例百選 第10版，村中 孝史ほか，有斐閣，2022年

なし

9784641115576

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス・担当テーマを考える。
報告担当の決定。

【予習】自分が希望する担当テーマ（出来れば、複数）を検
討、抽出する。
【復習】自分が担当することになったテーマに関する文献、
裁判例を探し、事後の報告のための準備を行う。

4時間対面

第2回 担当者による報告・議論 【予習】担当者が事前作成、配布した資料を読み、自らも
当該テーマに関して質問、議論したい内容を検討してお
く。
【復習】配付資料等を読み直し、授業で学んだことを確認
する。

4時間対面

第3回 担当者による報告・議論 【予習】担当者が事前作成、配布した資料を読み、自らも
当該テーマに関して質問、議論したい内容を検討してお
く。
【復習】配付資料等を読み直し、授業で学んだことを確認
する。

4時間対面

第4回 担当者による報告・議論 【予習】担当者が事前作成、配布した資料を読み、自らも
当該テーマに関して質問、議論したい内容を検討してお
く。
【復習】配付資料等を読み直し、授業で学んだことを確認
する。

4時間対面

第5回 担当者による報告・議論 【予習】担当者が事前作成、配布した資料を読み、自らも
当該テーマに関して質問、議論したい内容を検討してお
く。
【復習】配付資料等を読み直し、授業で学んだことを確認
する。

4時間対面
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第6回 担当者による報告・議論 【予習】担当者が事前作成、配布した資料を読み、自らも
当該テーマに関して質問、議論したい内容を検討してお
く。
【復習】配付資料等を読み直し、授業で学んだことを確認
する。

4時間対面

第7回 教員によるオンデマンド授業 【予習】事前配布された資料を読んでおく。
【復習】オンデマンド動画を視聴した上で、配付資料等を
読み直し、授業で学んだことを確認する。

4時間オンデマンド

第8回 担当者による報告・議論 【予習】担当者が事前作成、配布した資料を読み、自らも
当該テーマに関して質問、議論したい内容を検討してお
く。
【復習】配付資料等を読み直し、授業で学んだことを確認
する。

4時間対面

第9回 担当者による報告・議論 【予習】担当者が事前作成、配布した資料を読み、自らも
当該テーマに関して質問、議論したい内容を検討してお
く。
【復習】配付資料等を読み直し、授業で学んだことを確認
する。

4時間対面

第10回 担当者による報告・議論 【予習】担当者が事前作成、配布した資料を読み、自らも
当該テーマに関して質問、議論したい内容を検討してお
く。
【復習】配付資料等を読み直し、授業で学んだことを確認
する。

4時間対面

第11回 担当者による報告・議論 【予習】担当者が事前作成、配布した資料を読み、自らも
当該テーマに関して質問、議論したい内容を検討してお
く。
【復習】配付資料等を読み直し、授業で学んだことを確認
する。

4時間対面

第12回 担当者による報告・議論 【予習】担当者が事前作成、配布した資料を読み、自らも
当該テーマに関して質問、議論したい内容を検討してお
く。
【復習】配付資料等を読み直し、授業で学んだことを確認
する。

4時間対面

第13回 担当者による報告・議論 【予習】担当者が事前作成、配布した資料を読み、自らも
当該テーマに関して質問、議論したい内容を検討してお
く。
【復習】配付資料等を読み直し、授業で学んだことを確認
する。

4時間対面

第14回 担当者による報告・議論 【予習】担当者が事前作成、配布した資料を読み、自らも
当該テーマに関して質問、議論したい内容を検討してお
く。
【復習】配付資料等を読み直し、授業で学んだことを確認
する。

4時間対面

第15回 秋学期のまとめ 【予習】これまでに配布された資料等を再度読み直し、理
解できていない部分がないか確認しておく。
【復習】授業で示唆された復習ポイントを中心に、知識の
確認に努める。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅢＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

4大島　一悟

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G4

法学部専門教育科目

テーマ 民法重要課題の研究

授業の目的及び概要
春学期の演習ⅢAで作成した研究レポートを参考にしながら卒業研究を行い、論文を作成する。
また、完成した論文をまとめたゼミ論文集の作成を行う。

学修の到達目標
自身が選定したテーマについて、問題設定をしたうえで、資料を集め、分析を行い、論文を作成する。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
作成したレポートや授業中に発表した研究成果については、授業中や授業外の時間に講評やより良いレポートにするためのアドバイスを行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

授業時の報告の際に得られたヒントや参加者の質問から得た視点などを今後の研究に生かすように心がけ、より良い論文に仕上げてほしい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

050050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

各自の研究テーマに応じて適宜アドバイスを行うため、テキストは指定しません。

参考書

各自の研究テーマに応じて適宜アドバイスを行うため、参考書は指定しません。

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ゼミの運営方法の説明を行った後、各自の研究テーマを決定し、各回
の報告担当者を決定する。

事前に春学期の作成した卒業研究レポートを修正し、卒
業論文作成に向けた準備をしておく。
事後に自身の報告日までの研究スケジュールをたて、報
告日の報告に向けた卒業研究（卒業論文）の準備を始め
る。

4時間対面

第2回 報告担当者は、研究の進捗状況を説明し、研究成果をレジュメで報告
する。その後、全参加者で質疑応答・討論を行う。

報告担当者は、事前に自身の卒業研究（卒業論文）を作
成し、準備をしたうえで当日報告する。報告担当者以外
は、自身の卒業研究を計画的に進めておく。
事後に今回の報告内容と質疑応答の復習を行い、自身
の卒業研究の参考にするとともに、報告や質疑応答の内
容を参考に、自身の卒業論文の修正を行う。

4時間対面

第3回 報告担当者は、研究の進捗状況を説明し、研究成果をレジュメで報告
する。その後、全参加者で質疑応答・討論を行う。

報告担当者は、事前に自身の卒業研究（卒業論文）を作
成し、準備をしたうえで当日報告する。報告担当者以外
は、自身の卒業研究を計画的に進めておく。
事後に今回の報告内容と質疑応答の復習を行い、自身
の卒業研究の参考にするとともに、報告や質疑応答の内
容を参考に、自身の卒業論文の修正を行う。

4時間対面

第4回 報告担当者は、研究の進捗状況を説明し、研究成果をレジュメで報告
する。その後、全参加者で質疑応答・討論を行う。

報告担当者は、事前に自身の卒業研究（卒業論文）を作
成し、準備をしたうえで当日報告する。報告担当者以外
は、自身の卒業研究を計画的に進めておく。
事後に今回の報告内容と質疑応答の復習を行い、自身
の卒業研究の参考にするとともに、報告や質疑応答の内
容を参考に、自身の卒業論文の修正を行う。

4時間対面
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第5回 報告担当者は、研究の進捗状況を説明し、研究成果をレジュメで報告
する。その後、全参加者で質疑応答・討論を行う。

報告担当者は、事前に自身の卒業研究（卒業論文）を作
成し、準備をしたうえで当日報告する。報告担当者以外
は、自身の卒業研究を計画的に進めておく。
事後に今回の報告内容と質疑応答の復習を行い、自身
の卒業研究の参考にするとともに、報告や質疑応答の内
容を参考に、自身の卒業論文の修正を行う。

4時間対面

第6回 報告担当者は、研究の進捗状況を説明し、研究成果をレジュメで報告
する。その後、全参加者で質疑応答・討論を行う。

報告担当者は、事前に自身の卒業研究（卒業論文）を作
成し、準備をしたうえで当日報告する。報告担当者以外
は、自身の卒業研究を計画的に進めておく。
事後に今回の報告内容と質疑応答の復習を行い、自身
の卒業研究の参考にするとともに、報告や質疑応答の内
容を参考に、自身の卒業論文の修正を行う。

4時間対面

第7回 報告担当者は、研究の進捗状況を説明し、研究成果をレジュメで報告
する。その後、全参加者で質疑応答・討論を行う。

報告担当者は、事前に自身の卒業研究（卒業論文）を作
成し、準備をしたうえで当日報告する。報告担当者以外
は、自身の卒業研究を計画的に進めておく。
事後に今回の報告内容と質疑応答の復習を行い、自身
の卒業研究の参考にするとともに、報告や質疑応答の内
容を参考に、自身の卒業論文の修正を行う。

4時間対面

第8回 報告担当者は、研究の進捗状況を説明し、研究成果をレジュメで報告
する。その後、全参加者で質疑応答・討論を行う。

報告担当者は、事前に自身の卒業研究（卒業論文）を作
成し、準備をしたうえで当日報告する。報告担当者以外
は、自身の卒業研究を計画的に進めておく。
事後に今回の報告内容と質疑応答の復習を行い、自身
の卒業研究の参考にするとともに、報告や質疑応答の内
容を参考に、自身の卒業論文の修正を行う。

4時間対面

第9回 報告担当者は、研究の進捗状況を説明し、研究成果をレジュメで報告
する。その後、全参加者で質疑応答・討論を行う。

報告担当者は、事前に自身の卒業研究（卒業論文）を作
成し、準備をしたうえで当日報告する。報告担当者以外
は、自身の卒業研究を計画的に進めておく。
事後に今回の報告内容と質疑応答の復習を行い、自身
の卒業研究の参考にするとともに、報告や質疑応答の内
容を参考に、自身の卒業論文の修正を行う。

4時間対面

第10回 研究発表大会へ参加することで、第10回授業に振り替える。発表者とし
て参加しない者は、発表を参観し、レポートを作成して提出する。

研究発表大会への参加によるため、参加後、レポートを
提出する。提出するレポートの形式等については、ラーニ
ングポータル等で案内する。

4時間オンデマンド

第11回 報告担当者は、研究の進捗状況を説明し、研究成果をレジュメで報告
する。その後、全参加者で質疑応答・討論を行う。

報告担当者は、事前に自身の卒業研究（卒業論文）を作
成し、準備をしたうえで当日報告する。報告担当者以外
は、自身の卒業研究を計画的に進めておく。
事後に今回の報告内容と質疑応答の復習を行い、自身
の卒業研究の参考にするとともに、報告や質疑応答の内
容を参考に、自身の卒業論文の修正を行う。

4時間対面

第12回 報告担当者は、研究の進捗状況を説明し、研究成果をレジュメで報告
する。その後、全参加者で質疑応答・討論を行う。

報告担当者は、事前に自身の卒業研究（卒業論文）を作
成し、準備をしたうえで当日報告する。報告担当者以外
は、自身の卒業研究を計画的に進めておく。
事後に今回の報告内容と質疑応答の復習を行い、自身
の卒業研究の参考にするとともに、報告や質疑応答の内
容を参考に、自身の卒業論文の修正を行う。

4時間対面

第13回 報告担当者は、研究の進捗状況を説明し、研究成果をレジュメで報告
する。その後、全参加者で質疑応答・討論を行う。

報告担当者は、事前に自身の卒業研究（卒業論文）を作
成し、準備をしたうえで当日報告する。報告担当者以外
は、自身の卒業研究を計画的に進めておく。
事後に今回の報告内容と質疑応答の復習を行い、自身
の卒業研究の参考にするとともに、報告や質疑応答の内
容を参考に、自身の卒業論文の修正を行う。

4時間対面

第14回 報告担当者は、研究の進捗状況を説明し、研究成果をレジュメで報告
する。その後、全参加者で質疑応答・討論を行う。

報告担当者は、事前に自身の卒業研究（卒業論文）を作
成し、準備をしたうえで当日報告する。報告担当者以外
は、自身の卒業研究を計画的に進めておく。
事後に今回の報告内容と質疑応答の復習を行い、自身
の卒業研究の参考にするとともに、報告や質疑応答の内
容を参考に、自身の卒業論文の修正を行う。

4時間対面

第15回 全参加者が、秋学期の研究成果を報告し、論文を作成して提出する。
ゼミ論文集の作成についての打ち合わせも行う。

事前に自身の卒業研究（卒業論文）を作成し、準備をした
うえで当日報告する。
事後に今回の報告内容と質疑応答の復習を行い、自身
の卒業研究を完成させる。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 演習ⅢＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

4小川　富之

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G4

法学部専門教育科目

テーマ 重要課題の研究
春学期の演習ⅢAで作成した民法（家族法と財産法）に関する卒業研究（論文）を参考にしながら卒業研究を行い、完成した論文をまとめたゼミ論文集
の作成を行う。

授業の目的及び概要
民法の特定課題（家族法と財産法）に関する卒業研究のため、研究対象とするテーマを選定し、関連する資料・文献を集め、基本的な研究を行う。

学修の到達目標
１．受講生の研究テーマとして、各自の関心のある民法（家族法と財産法）の課題を選定する。
２．各自が選定した卒業研究（論文）のテーマについて基本的な研究を行い、卒業研究（論文）を作成する。
授業の方法 
この科目は対面授業で行われます。なお、今後の新型コロナウイルスの感染状況等により授業方法が途中で変更となる場合があります。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
作成した卒業論文や演習中に発表した研究成果については、演習中や演習外の時間に講評やより良い卒業論文にするためのアドバイスを行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

秋学期の所定の期日までに完成度の高い卒業研究（論文）を完成させること。
演習の内容や学習上の問題などについて質問や相談を行いたい場合は、担当教員にメールで事前に連絡をして、指導を受けること。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
0

00

005050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

各自の研究テーマに応じて適宜アドバイスを行うため、テキストは指定しません。

参考書

小川富之他編『家族法の理論と実務』（日本加除出版、2011年）。
これ以外のものについては、各自の研究テーマに応じて適宜アドバイスを行う。

無し

ISBN/ISSN：978-4-8178-
3928-2

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 演習の進め方について説明を行った後、各自の研究テーマを決定し、
報告担当者を決定する。

事前に３年次までに学修した民法（家族法と財産法）上の
課題や論点のうち、関心があるものについて学修し、卒業
研究（論文）のテーマを考えておく。
事後に各自の報告日までの研究スケジュールをたて、報
告日の報告に向けた資料収集などの準備を始める。

4時間対面

第2回 報告担当者は、研究の進捗状況を説明し、研究成果をレジュメで報告
する。その後、全参加者で質疑応答・討論を行う。

報告担当者は、事前に各自の卒業研究（論文）を作成し、
準備をしたうえで当日報告する。報告担当者以外は、各
自の卒業研究を計画的に進めておく。
事後に今回の報告内容と質疑応答の復習を行い、各自
の卒業研究の参考にするとともに、報告や質疑応答の内
容を参考に、各自の卒業研究（論文）の修正を行う。

4時間対面

第3回 報告担当者は、研究の進捗状況を説明し、研究成果をレジュメで報告
する。その後、全参加者で質疑応答・討論を行う。

報告担当者は、事前に各自の卒業研究（論文）を作成し、
準備をしたうえで当日報告する。報告担当者以外は、各
自の卒業研究を計画的に進めておく。
事後に今回の報告内容と質疑応答の復習を行い、各自
の卒業研究の参考にするとともに、報告や質疑応答の内
容を参考に、各自の卒業研究（論文）の修正を行う。

4時間対面

第4回 報告担当者は、研究の進捗状況を説明し、研究成果をレジュメで報告
する。その後、全参加者で質疑応答・討論を行う。

報告担当者は、事前に各自の卒業研究（論文）を作成し、
準備をしたうえで当日報告する。報告担当者以外は、各
自の卒業研究を計画的に進めておく。
事後に今回の報告内容と質疑応答の復習を行い、各自
の卒業研究の参考にするとともに、報告や質疑応答の内
容を参考に、各自の卒業研究（論文）の修正を行う。

4時間対面
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第5回 報告担当者は、研究の進捗状況を説明し、研究成果をレジュメを作成し
て報告する。

報告担当者は、事前に各自の卒業研究（論文）を作成し、
準備をしたうえで当日報告する。報告担当者以外は、各
自の卒業研究を計画的に進めておく。
事後に今回の報告内容と質疑応答の復習を行い、各自
の卒業研究の参考にするとともに、報告や質疑応答の内
容を参考に、各自の卒業研究（論文）の修正を行う。

4時間オンデマンド

第6回 報告担当者は、研究の進捗状況を説明し、研究成果をレジュメ作成して
報告する。

報告担当者は、事前に各自の卒業研究（論文）を作成し、
準備をしたうえで当日報告する。報告担当者以外は、各
自の卒業研究を計画的に進めておく。
事後に今回の報告内容と質疑応答の復習を行い、各自
の卒業研究の参考にするとともに、報告や質疑応答の内
容を参考に、各自の卒業研究（論文）の修正を行う。

4時間オンデマンド

第7回 報告担当者は、研究の進捗状況を説明し、研究成果をレジュメで報告
する。その後、全参加者で質疑応答・討論を行う。

報告担当者は、事前に各自の卒業研究（論文）を作成し、
準備をしたうえで当日報告する。報告担当者以外は、各
自の卒業研究を計画的に進めておく。
事後に今回の報告内容と質疑応答の復習を行い、各自
の卒業研究の参考にするとともに、報告や質疑応答の内
容を参考に、各自の卒業研究（論文）の修正を行う。

4時間対面

第8回 報告担当者は、研究の進捗状況を説明し、研究成果をレジュメで報告
する。その後、全参加者で質疑応答・討論を行う。

報告担当者は、事前に各自の卒業研究（論文）を作成し、
準備をしたうえで当日報告する。報告担当者以外は、各
自の卒業研究を計画的に進めておく。

4時間対面

第9回 報告担当者は、研究の進捗状況を説明し、研究成果をレジュメで報告
する。その後、全参加者で質疑応答・討論を行う。

報告担当者は、事前に各自の卒業研究（論文）を作成し、
準備をしたうえで当日報告する。報告担当者以外は、各
自の卒業研究を計画的に進めておく。
事後に今回の報告内容と質疑応答の復習を行い、各自
の卒業研究の参考にするとともに、報告や質疑応答の内
容を参考に、各自の卒業研究（論文）の修正を行う。

4時間対面

第10回 報告担当者は、研究の進捗状況を説明し、研究成果をレジュメで報告
する。その後、全参加者で質疑応答・討論を行う。

報告担当者は、事前に各自の卒業研究（論文）を作成し、
準備をしたうえで当日報告する。報告担当者以外は、各
自の卒業研究を計画的に進めておく。
事後に今回の報告内容と質疑応答の復習を行い、各自
の卒業研究の参考にするとともに、報告や質疑応答の内
容を参考に、各自の卒業研究（論文）の修正を行う。

4時間対面

第11回 報告担当者は、研究の進捗状況を説明し、研究成果をレジュメで報告
する。その後、全参加者で質疑応答・討論を行う。

報告担当者は、事前に各自の卒業研究（論文）を作成し、
準備をしたうえで当日報告する。報告担当者以外は、各
自の卒業研究を計画的に進めておく。
事後に今回の報告内容と質疑応答の復習を行い、各自
の卒業研究の参考にするとともに、報告や質疑応答の内
容を参考に、各自の卒業研究（論文）の修正を行う。

4時間対面

第12回 報告担当者は、研究の進捗状況を説明し、研究成果をレジュメで報告
する。その後、全参加者で質疑応答・討論を行う。

報告担当者は、事前に各自の卒業研究（論文）を作成し、
準備をしたうえで当日報告する。報告担当者以外は、各
自の卒業研究を計画的に進めておく。
事後に今回の報告内容と質疑応答の復習を行い、各自
の卒業研究の参考にするとともに、報告や質疑応答の内
容を参考に、各自の卒業研究（論文）の修正を行う。

4時間対面

第13回 報告担当者は、研究の進捗状況を説明し、研究成果をレジュメで報告
する。その後、全参加者で質疑応答・討論を行う。

報告担当者は、事前に各自の卒業研究（論文）を作成し、
準備をしたうえで当日報告する。報告担当者以外は、各
自の卒業研究を計画的に進めておく。
事後に今回の報告内容と質疑応答の復習を行い、各自
の卒業研究の参考にするとともに、報告や質疑応答の内
容を参考に、各自の卒業研究（論文）の修正を行う。

4時間対面

第14回 報告担当者は、研究の進捗状況を説明し、研究成果をレジュメで報告
する。その後、全参加者で質疑応答・討論を行う。

報告担当者は、事前に各自の卒業研究（論文）を作成し、
準備をしたうえで当日報告する。報告担当者以外は、各
自の卒業研究を計画的に進めておく。
事後に今回の報告内容と質疑応答の復習を行い、各自
の卒業研究の参考にするとともに、報告や質疑応答の内
容を参考に、各自の卒業研究（論文）の修正を行う。

4時間対面

第15回 全参加者が、秋学期の研究成果を報告し、論文を作成して提出する。
ゼミ論文集の作成についての打ち合わせも行う。

事前に各自の卒業研究（卒業論文）を作成し、準備をした
うえで当日報告する。
事後に今回の報告内容と質疑応答の復習を行い、各自
の卒業研究を完成させる。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 法曹特別演習Ａ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234吉原　裕樹

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G4

法学部専門教育科目

テーマ 実務法曹志望者のための憲法事例問題演習

授業の目的及び概要
実務法曹志望者を主たる対象として、憲法の事例問題の演習を行う。事前・事後学習としては、予習が中心となる。

担当教員は、2012年の弁護士登録以来、2022年4月の本学着任まで、弁護士として執務してきた（担当教員の経歴の詳細については、
https://researchmap.jp/yuki-yoshihara）。本科目では、担当教員の下記経験を踏まえた指導も行う（いうまでもなく、具体的な説明は、守秘義務の範囲
内にとどめる）。
①担当教員は、日本弁護士連合会 憲法問題対策本部 幹事・大阪弁護士会 憲法問題特別委員会 副委員長等を務め、憲法に精通した多くの弁護士
らと継続的に交流・討議してきた。そのため、本科目では、担当教員はもちろん、同弁護士らの実務的知見をも教示する。
②担当教員は、大阪弁護士会 司法修習委員会 委員等として、多くの司法修習生を指導してきた。司法修習生は、司法試験合格後、実務法曹として活
動するための研修中の者であるから、担当教員は、彼らに対する指導を通じて、司法試験合格水準たる法律知識・事案検討能力・書面作成能力を、肌
で感じてきた。
③担当教員は、大阪弁護士会 常議員・大阪弁護士会 紛議調停委員会 委員等として、弁護士会の立場から、いわゆる弁護士不祥事に対する対応・制
裁を行ってきた。また、担当教員は、大阪弁護士会 裁判官情報連絡協議会 副座長等として、裁判官の問題行動に対する対応等を検討してきた。担当
教員は、これらの経験を通じて、実務法曹としてのいかなる能力の欠如が、いかなる弁護士不祥事等に結び付くかを理解することができた。

学修の到達目標
憲法について、実務法曹となるのに必要な判例・学説の知識、事案検討能力、書面作成能力が身についている。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
受講生が事前に提出した答案について、教員によるコメント、他の受講生も含めた討論を行う（双方向・多方向型授業）。
討論実施のため、受講生から提出された答案は、氏名を明らかにしたまま他の受講生に共有する。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

本科目の担当教員は、2012年に弁護士資格を取得したのち、弁護士として執務し、憲法訴訟のほか、民事裁判・刑事裁判等の弁護士経験を有してい
る。また、弁護士会の役職として、日本弁護士連合会憲法問題対策本部 幹事・大阪弁護士会 憲法問題特別委員会 副委員長・大阪弁護士会常議員
などを歴任してきた。本科目では、これらの弁護士実務経験を活かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

履修に当たって、以下の点が必要である。
第一に、「憲法学１・２」を履修済み（あるいは自修済み）であり、憲法の全体について、相当程度学修が進んでいること。
第二に、実務法曹を真剣に志望しており、毎回十分な予習を行うことができること（予習のために十分な時間を確保できることを含む）。
毎回の授業で、事前予習として、①教科書のうち担当教員が指定した事例問題について、手書きで答案を作成し、そのデジタル画像を、授業の１週間
前までに提出する、②教科書の解説部分と体系書の関連箇所を熟読する、③他の受講生の答案を検討する、ことが必要である。答案作成は、司法試
験・予備試験等と同様に、指定の解答用紙に手書きで行う。したがって、予習量は、毎回非常に大きなものとなる。
第三に、答案の鮮明なデジタル画像を撮影可能な機器を準備すること。
鮮明な画像を撮影可能であれば、スマートフォンのカメラ機能を使用しても構わないが、基本的にスキャナが望ましい。受講生は、事前作成した手書き
答案のデジタル画像（pdf、jpg又はtiff）を、授業の１週間前までに、指定したフォルダにアップロードする必要がある。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

50
事前に提出した答案の内容

00

00050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

宍戸常寿編著『憲法演習ノート――憲法を楽しむ21問（第2版）』（弘文堂、2020年）。
また、授業には適宜の六法を持参すること。

参考書

9784335358258
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 演習の進め方、憲法事例演習問題に対する解答のポイントを説明す
る。

予習として、教科書全体を一読する。 4時間対面

第2回 事例問題演習 予習として、①授業の１週間前までに、教科書のうち担当
教員が事前に指定した事例問題について、手書き答案を
作成し、画像データを指定のフォルダにアップロードして提
出する、②教科書の解説部分と体系書の関連箇所を熟読
する、③他の受講生の答案を検討する。

5時間対面
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第3回 事例問題演習 予習として、①授業の１週間前までに、教科書のうち担当
教員が事前に指定した事例問題について、手書き答案を
作成し、画像データを指定のフォルダにアップロードして提
出する、②教科書の解説部分と体系書の関連箇所を熟読
する、③他の受講生の答案を検討する。

5時間対面

第4回 事例問題演習 予習として、①授業の１週間前までに、教科書のうち担当
教員が事前に指定した事例問題について、手書き答案を
作成し、画像データを指定のフォルダにアップロードして提
出する、②教科書の解説部分と体系書の関連箇所を熟読
する、③他の受講生の答案を検討する。

5時間対面

第5回 事例問題演習 予習として、①授業の１週間前までに、教科書のうち担当
教員が事前に指定した事例問題について、手書き答案を
作成し、画像データを指定のフォルダにアップロードして提
出する、②教科書の解説部分と体系書の関連箇所を熟読
する、③他の受講生の答案を検討する。

5時間対面

第6回 事例問題演習 予習として、①授業の１週間前までに、教科書のうち担当
教員が事前に指定した事例問題について、手書き答案を
作成し、画像データを指定のフォルダにアップロードして提
出する、②教科書の解説部分と体系書の関連箇所を熟読
する、③他の受講生の答案を検討する。

5時間対面

第7回 事例問題演習 予習として、①授業の１週間前までに、教科書のうち担当
教員が事前に指定した事例問題について、手書き答案を
作成し、画像データを指定のフォルダにアップロードして提
出する、②教科書の解説部分と体系書の関連箇所を熟読
する、③他の受講生の答案を検討する。

5時間対面

第8回 事例問題演習 予習として、①授業の１週間前までに、教科書のうち担当
教員が事前に指定した事例問題について、手書き答案を
作成し、画像データを指定のフォルダにアップロードして提
出する、②教科書の解説部分と体系書の関連箇所を熟読
する、③他の受講生の答案を検討する。

5時間対面

第9回 事例問題演習 予習として、①授業の１週間前までに、教科書のうち担当
教員が事前に指定した事例問題について、手書き答案を
作成し、画像データを指定のフォルダにアップロードして提
出する、②教科書の解説部分と体系書の関連箇所を熟読
する、③他の受講生の答案を検討する。

5時間対面

第10回 事例問題演習 予習として、①授業の１週間前までに、教科書のうち担当
教員が事前に指定した事例問題について、手書き答案を
作成し、画像データを指定のフォルダにアップロードして提
出する、②教科書の解説部分と体系書の関連箇所を熟読
する、③他の受講生の答案を検討する。

5時間対面

第11回 事例問題演習 予習として、①授業の１週間前までに、教科書のうち担当
教員が事前に指定した事例問題について、手書き答案を
作成し、画像データを指定のフォルダにアップロードして提
出する、②教科書の解説部分と体系書の関連箇所を熟読
する、③他の受講生の答案を検討する。

5時間対面

第12回 事例問題演習 予習として、①授業の１週間前までに、教科書のうち担当
教員が事前に指定した事例問題について、手書き答案を
作成し、画像データを指定のフォルダにアップロードして提
出する、②教科書の解説部分と体系書の関連箇所を熟読
する、③他の受講生の答案を検討する。

5時間対面

第13回 事例問題演習 予習として、①授業の１週間前までに、教科書のうち担当
教員が事前に指定した事例問題について、手書き答案を
作成し、画像データを指定のフォルダにアップロードして提
出する、②教科書の解説部分と体系書の関連箇所を熟読
する、③他の受講生の答案を検討する。

5時間対面

第14回 事例問題演習 予習として、①授業の１週間前までに、教科書のうち担当
教員が事前に指定した事例問題について、手書き答案を
作成し、画像データを指定のフォルダにアップロードして提
出する、②教科書の解説部分と体系書の関連箇所を熟読
する、③他の受講生の答案を検討する。

5時間対面

第15回 総括と課題の指摘
本授業の内容を振り返り、今後の学修に向けた課題を指摘する。

予習として、本科目の自分自身の答案を復習するととも
に、他の受講生の答案を一読する。

5時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 法曹特別演習Ｂ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234大島　一悟

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G4

法学部専門教育科目

テーマ 法曹志望者のための民法（民法総則・物権）

授業の目的及び概要
法曹（法科大学院進学などの法律専門職）を目指す受講生を対象とする演習科目である。 　
民法の重要箇所に関する事例問題に関して、関連箇所についての基礎知識を確認し、問題点を発見したうえで、実際に論文式の答案を作成し、当該
答案に基づいた報告を行い、参加者で議論することを通して、民法（民法総則・物権）の総合力を養う。

学修の到達目標
１．民法総則・物権に関する基礎知識を修得し、その内容を他者に対して説明することができる。
２．民法総則・物権に関する基本的な事例問題について、問題点を的確に把握し、法的な解決方法を示すことができる。
３．法科大学院既修者コースの入学試験で出題されるのと同程度の民法の事例問題に対して、問題点を指摘して答案を作成することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
作成した答案については、授業中や授業外の時間に講評やより良い答案にするためのアドバイスを行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

法科大学院進学を考えている者のほか、民法が必要な国家資格受験予定者、民法に強い関心がある者の履修を期待している。 特に、法科大学院進
学希望者には積極的に履修してもらいたい。 なお、受講者は、本講義と法曹特別演習Ｃの履修を通して、民法の財産法全体の理解を深めてほしい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

050050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは、特に指定はしないので、各自が普段使用しているテキストを使用する。

参考書

参考書については、適宜アドバイスする。

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
自己紹介、ゼミの運営方法・各回の報告担当者の決定などを行う。２回
目の授業で扱う事例問題についても、ガイダンスの際に配布する。

事前に民法総則・物権法（可能であれば債権法も含む）の
全体を予習しておく。
事後に配布された問題の答案を作成する。

6時間対面

第2回 民法総則：人
事例問題について、全員が予習として答案作成を行い、その中の報告
担当者（複数）が作成した答案に基づいて報告を行う。その報告を受け
て、関連項目の基本事項を確認し、全員で質疑応答・討論を行う。

事前に配布された課題に対して答案を作成する。
事後に今回の課題に関する教科書の該当箇所を読んで
復習する。

4時間対面

第3回 民法総則：法律行為（１）
事例問題について、全員が予習として答案作成を行い、その中の報告
担当者（複数）が作成した答案に基づいて報告を行う。その報告を受け
て、関連項目の基本事項を確認し、全員で質疑応答・討論を行う。

事前に配布された課題に対して答案を作成する。
事後に今回の課題に関する教科書の該当箇所を読んで
復習する。

4時間対面

第4回 民法総則：法律行為（２）
事例問題について、全員が予習として答案作成を行い、その中の報告
担当者（複数）が作成した答案に基づいて報告を行う。その報告を受け
て、関連項目の基本事項を確認し、全員で質疑応答・討論を行う。

事前に配布された課題に対して答案を作成する。
事後に今回の課題に関する教科書の該当箇所を読んで
復習する。

4時間対面

第5回 民法総則：代理（１）
事例問題について、全員が予習として答案作成を行い、その中の報告
担当者（複数）が作成した答案に基づいて報告を行う。その報告を受け
て、関連項目の基本事項を確認し、全員で質疑応答・討論を行う。

事前に配布された課題に対して答案を作成する。
事後に今回の課題に関する教科書の該当箇所を読んで
復習する。

4時間対面

第6回 民法総則：代理（２）
事例問題について、全員が予習として答案作成を行い、その中の報告
担当者（複数）が作成した答案に基づいて報告を行う。その報告を受け
て、関連項目の基本事項を確認し、全員で質疑応答・討論を行う。

事前に配布された課題に対して答案を作成する。
事後に今回の課題に関する教科書の該当箇所を読んで
復習する。

4時間対面
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第7回 民法総則：時効
事例問題について、全員が予習として答案作成を行い、その中の報告
担当者（複数）が作成した答案に基づいて報告を行う。その報告を受け
て、関連項目の基本事項を確認し、全員で質疑応答・討論を行う。

事前に配布された課題に対して答案を作成する。
事後に今回の課題に関する教科書の該当箇所を読んで
復習する。

4時間対面

第8回 物権：物権的請求権・物権変動時期
事例問題について、全員が予習として答案作成を行い、その中の報告
担当者（複数）が作成した答案に基づいて報告を行う。その報告を受け
て、関連項目の基本事項を確認し、全員で質疑応答・討論を行う。

事前に配布された課題に対して答案を作成する。
事後に今回の課題に関する教科書の該当箇所を読んで
復習する。

4時間対面

第9回 物権：不動産物権変動
事例問題について、全員が予習として答案作成を行い、その中の報告
担当者（複数）が作成した答案に基づいて報告を行う。その報告を受け
て、関連項目の基本事項を確認し、全員で質疑応答・討論を行う。

事前に配布された課題に対して答案を作成する。
事後に今回の課題に関する教科書の該当箇所を読んで
復習する。

4時間対面

第10回 物権：動産物権変動
事例問題について、全員が予習として答案作成を行い、その中の報告
担当者（複数）が作成した答案に基づいて報告を行う。その報告を受け
て、関連項目の基本事項を確認し、全員で質疑応答・討論を行う。

事前に配布された課題に対して答案を作成する。
事後に今回の課題に関する教科書の該当箇所を読んで
復習する。

4時間対面

第11回 物権：占有権・所有権
事例問題について、全員が予習として答案作成を行い、その中の報告
担当者（複数）が作成した答案に基づいて報告を行う。その報告を受け
て、関連項目の基本事項を確認し、全員で質疑応答・討論を行う。

事前に配布された課題に対して答案を作成する。
事後に今回の課題に関する教科書の該当箇所を読んで
復習する。

4時間対面

第12回 物権：通行地役権・入会権・質権
事例問題について、全員が予習として答案作成を行い、その中の報告
担当者（複数）が作成した答案に基づいて報告を行う。その報告を受け
て、関連項目の基本事項を確認し、全員で質疑応答・討論を行う。

事前に配布された課題に対して答案を作成する。
事後に今回の課題に関する教科書の該当箇所を読んで
復習する。

4時間対面

第13回 物権：抵当権（１）
事例問題について、全員が予習として答案作成を行い、その中の報告
担当者（複数）が作成した答案に基づいて報告を行う。その報告を受け
て、関連項目の基本事項を確認し、全員で質疑応答・討論を行う。

事前に配布された課題に対して答案を作成する。
事後に今回の課題に関する教科書の該当箇所を読んで
復習する。

4時間対面

第14回 物権：抵当権（２）
事例問題について、全員が予習として答案作成を行い、その中の報告
担当者（複数）が作成した答案に基づいて報告を行う。その報告を受け
て、関連項目の基本事項を確認し、全員で質疑応答・討論を行う。

事前に配布された課題に対して答案を作成する。
事後に今回の課題に関する教科書の該当箇所を読んで
復習する。

4時間対面

第15回 これまでの内容の総復習をオンデマンドで配信します。今まで扱った問
題等の復習をしてください。

事前に、第14回の授業までに扱った課題を見直しておく。
事後に、オンデマンド動画を視聴した上で、これまでの問
題の総復習をする。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 法曹特別演習Ｄ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234大関　龍一

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G4

法学部専門教育科目

テーマ 法曹志望者のための事例演習

授業の目的及び概要
本演習は、主に、法科大学院進学などの法律専門職（採用試験等で法律科目の論文試験がある職業・資格を含む）を目指す２年生を対象とする演習
科目です（したがって、目指す職業に関連する専門知識の高度化を図るものです。）。 刑法の事例問題を素材として、答案を作成し、それに基づき全員
で議論することを通じて、法的思考力および文章作成力を養うことを目的とします。基礎的な事例問題から始まり、最終的には各種ロースクール入試や
予備試験レベルの問題を扱う予定です。
刑法を含む法律科目の事例問題では、適切に問題点（論点）を発見し、それに対する法解釈を行い、事案を分析して事実を当てはめることが必要とさ
れます。しかし、独学でこれができるようになるのは困難でしょう。そこで、本演習を通じて、実際に事例問題を検討し、文章を作成し、議論することによっ
て、実践的に事例問題を解く力を身につけてもらいたいと思います。なお、担当者はロースクールでの教育経験があるので、その経験を踏まえた授業を
展開したいと考えています。

学修の到達目標
①具体的事例を見て、刑法上の問題点（論点）を適切に発見し、問題の所在を正確に言語化することができる。
②刑法の重要論点に関して、判例および主要な学説の正確な理解を前提に、具体的事例に即した法解釈を展開することができる。
③刑法の事例問題について、事案を丁寧に分析し、自ら定立した規範を正確に適用し、論理的かつ説得的に結論を導くことができる。
➃上記①～③について考えたことを、法的文章の作法に則って、論理性をもち、平易かつ正確な文章で表現することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
受講生が作成した答案は、添削したうえで返却します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

反転授業／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この授業では、法科大学院入試や司法試験を想定した答案作成のトレーニングを行います。その前提として、一定の刑法の知識が不可欠ですので、事
前に刑法総論・各論の授業を履修してから本演習を受講することを強く推奨します。
本演習では、各回の授業で事例問題を扱います。事例問題は事前に配布し、各回の担当者に答案を事前に作成してもらい、授業ではその答案をもとに
全員で議論します。また、授業内で起案してもらう機会を2回程設ける予定です（小テストとして成績評価に含めます）。多くの文章を作成することになる
ので大変だとは思いますが、実力はつくはずです。
担当者は、予備試験および司法試験に合格しており、また、ロース―クール等で司法試験合格者を多数見てきましたが、これらの経験を踏まえて感じる
のは、事例問題をマスターするためには、自分の頭で考えるクセを身につけるとともに、自分で考えたことを文章で表現する訓練を積むことが重要であ
るということです。単なる暗記ではなく、社会に目を向け、広い視野をもって深く考えることを意識すると良いでしょう。目先の試験にとどまらず、より広い
視点から皆さんと議論できることを楽しみにしています。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
0

00

0103060

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

①基本刑法Ⅰ総論〔第3版〕，大塚裕史・十河太朗・塩谷毅・豊田兼彦，日本評論社，2019年
②基本刑法Ⅱ各論〔第3版〕，大塚裕史・十河太朗・塩谷毅・豊田兼彦，日本評論社，2023年
※ただし、すでに使用している刑法の教科書（予備校本を除く）が他にあれば、そちらを使用しても構いませ
ん。
※言うまでもなく、六法（紙媒体に限る）は、毎回持参してください。

参考書

【判例集】
①刑法判例百選Ⅰ総論〔第8版〕，佐伯仁志・橋爪隆編，有斐閣，2020年
②刑法判例百選Ⅱ各論〔第8版〕，佐伯仁志・橋爪隆編，有斐閣，2020年
【演習書】
③徹底チェック刑法，嶋矢貴之・小池信太郎・品田智史・遠藤聡太，有斐閣，2022年
【学習参考書】
➃応用刑法Ⅰ総論，大塚裕史，日本評論社，2023年
※その他の参考書については、授業内で適宜紹介します。

①978-4-535-52383-8
②978-4-535-52688-4

①978-4-641-11550-7
②978-4-641-11551-4
③978-4-641-13954-1
➃978-4-535-52385-2

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
・自己紹介、ゼミの進行方法についての確認を行います。
・扱う問題の選定、各回の報告担当者の決定などを行います。

【予習】Learning Portalに掲載する講義資料を読んでおい
てください。これまでの刑事法の学修をふりかえり、足りな
い部分やこれまでの勉強方法を再検討しておいてくださ
い。
【復習】授業で配付した資料を読み直しておいてください。

4時間対面
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第2回 刑法事例問題の解き方・考え方、答案作成の作法
・刑法の事例問題を解くにあたって注意すべきポイントについて、解説し
ます。
・答案を作成するにあたって注意すべきポイントについて、解説します。

【予習】Learning Portalに掲載する講義資料を読んでおい
てください。
【復習】授業で配付した資料を読んでおいてください。授業
で扱った事例問題について、答案を作成してみてくださ
い。

4時間オンデマンド

第3回 事例問題の検討（１）
・報告担当者は、作成したレジュメ（答案）を使って報告を行います。
・報告に基づき、全員で当該分野の基礎知識を確認したうえで、質疑応
答・討論を行います。
・報告および議論について、教員から口頭でフィードバックを行います。

【予習】Learning Portalに掲載する事例問題を検討してお
いてください。報告担当者は、答案を作成してきてくださ
い。
【復習】授業で配付した資料を読んでおいてください。各自
が作成した答案または答案構成を見直し、授業内容を踏
まえて、修正してみてください。基本知識が不十分と感じ
た分野については、教科書を読み直してください。

4時間対面

第4回 事例問題の検討（２）
・報告担当者は、作成したレジュメ（答案）を使って報告を行います。
・報告に基づき、全員で当該分野の基礎知識を確認したうえで、質疑応
答・討論を行います。
・報告および議論について、教員から口頭でフィードバックを行います。

【予習】Learning Portalに掲載する事例問題を検討してお
いてください。報告担当者は、答案を作成してきてくださ
い。
【復習】授業で配付した資料を読んでおいてください。各自
が作成した答案または答案構成を見直し、授業内容を踏
まえて、修正してみてください。基本知識が不十分と感じ
た分野については、教科書を読み直してください。

4時間対面

第5回 事例問題の検討（３）
・報告担当者は、作成したレジュメ（答案）を使って報告を行います。
・報告に基づき、全員で当該分野の基礎知識を確認したうえで、質疑応
答・討論を行います。
・報告および議論について、教員から口頭でフィードバックを行います。

【予習】Learning Portalに掲載する事例問題を検討してお
いてください。報告担当者は、答案を作成してきてくださ
い。
【復習】授業で配付した資料を読んでおいてください。各自
が作成した答案または答案構成を見直し、授業内容を踏
まえて、修正してみてください。基本知識が不十分と感じ
た分野については、教科書を読み直してください。

4時間対面

第6回 事例問題の検討（４）
・報告担当者は、作成したレジュメ（答案）を使って報告を行います。
・報告に基づき、全員で当該分野の基礎知識を確認したうえで、質疑応
答・討論を行います。
・報告および議論について、教員から口頭でフィードバックを行います。

【予習】Learning Portalに掲載する事例問題を検討してお
いてください。報告担当者は、答案を作成してきてくださ
い。
【復習】授業で配付した資料を読んでおいてください。各自
が作成した答案または答案構成を見直し、授業内容を踏
まえて、修正してみてください。基本知識が不十分と感じ
た分野については、教科書を読み直してください。

4時間対面

第7回 事例問題の検討（５）
・報告担当者は、作成したレジュメ（答案）を使って報告を行います。
・報告に基づき、全員で当該分野の基礎知識を確認したうえで、質疑応
答・討論を行います。
・報告および議論について、教員から口頭でフィードバックを行います。

【予習】Learning Portalに掲載する事例問題を検討してお
いてください。報告担当者は、答案を作成してきてくださ
い。
【復習】授業で配付した資料を読んでおいてください。各自
が作成した答案または答案構成を見直し、授業内容を踏
まえて、修正してみてください。基本知識が不十分と感じ
た分野については、教科書を読み直してください。

4時間対面

第8回 授業内起案（１）
・授業時に提示される事例問題について、その場で答案を作成します。
・当該事例問題を素材に、グループで議論します。

【予習】これまでの授業で扱った内容について復習してお
いてください。
【復習】授業で配付した資料を読んでおいてください。各自
が作成した答案または答案構成を見直し、授業内容を踏
まえて、修正してみてください。基本知識が不十分と感じ
た分野については、教科書を読み直してください。

4時間対面

第9回 事例問題の検討（６）
・報告担当者は、作成したレジュメ（答案）を使って報告を行います。
・報告に基づき、全員で当該分野の基礎知識を確認したうえで、質疑応
答・討論を行います。
・報告および議論について、教員から口頭でフィードバックを行います。

【予習】Learning Portalに掲載する事例問題を検討してお
いてください。報告担当者は、答案を作成してきてくださ
い。
【復習】授業で配付した資料を読んでおいてください。各自
が作成した答案または答案構成を見直し、授業内容を踏
まえて、修正してみてください。基本知識が不十分と感じ
た分野については、教科書を読み直してください。

4時間対面

第10回 事例問題の検討（７）
・報告担当者は、作成したレジュメ（答案）を使って報告を行います。
・報告に基づき、全員で当該分野の基礎知識を確認したうえで、質疑応
答・討論を行います。
・報告および議論について、教員から口頭でフィードバックを行います。

【予習】Learning Portalに掲載する事例問題を検討してお
いてください。報告担当者は、答案を作成してきてくださ
い。
【復習】授業で配付した資料を読んでおいてください。各自
が作成した答案または答案構成を見直し、授業内容を踏
まえて、修正してみてください。基本知識が不十分と感じ
た分野については、教科書を読み直してください。

4時間対面

第11回 事例問題の検討（８）
・報告担当者は、作成したレジュメ（答案）を使って報告を行います。
・報告に基づき、全員で当該分野の基礎知識を確認したうえで、質疑応
答・討論を行います。
・報告および議論について、教員から口頭でフィードバックを行います。

【予習】Learning Portalに掲載する事例問題を検討してお
いてください。報告担当者は、答案を作成してきてくださ
い。
【復習】授業で配付した資料を読んでおいてください。各自
が作成した答案または答案構成を見直し、授業内容を踏
まえて、修正してみてください。基本知識が不十分と感じ
た分野については、教科書を読み直してください。

4時間対面

第12回 事例問題の検討（９）
・報告担当者は、作成したレジュメ（答案）を使って報告を行います。
・報告に基づき、全員で当該分野の基礎知識を確認したうえで、質疑応
答・討論を行います。
・報告および議論について、教員から口頭でフィードバックを行います。

【予習】Learning Portalに掲載する事例問題を検討してお
いてください。報告担当者は、答案を作成してきてくださ
い。
【復習】授業で配付した資料を読んでおいてください。各自
が作成した答案または答案構成を見直し、授業内容を踏
まえて、修正してみてください。基本知識が不十分と感じ
た分野については、教科書を読み直してください。

4時間対面

第13回 事例問題の検討（10）
・報告担当者は、作成したレジュメ（答案）を使って報告を行います。
・報告に基づき、全員で当該分野の基礎知識を確認したうえで、質疑応
答・討論を行います。
・報告および議論について、教員から口頭でフィードバックを行います。

【予習】Learning Portalに掲載する事例問題を検討してお
いてください。報告担当者は、答案を作成してきてくださ
い。
【復習】授業で配付した資料を読んでおいてください。各自
が作成した答案または答案構成を見直し、授業内容を踏
まえて、修正してみてください。基本知識が不十分と感じ
た分野については、教科書を読み直してください。

4時間対面

第14回 授業内起案（２）
・授業時に提示される事例問題について、その場で答案を作成します。
・当該事例問題を素材に、グループで議論します。

【予習】これまでの授業で扱った内容について復習してお
いてください。
【復習】授業で配付した資料を読んでおいてください。各自
が作成した答案または答案構成を見直し、授業内容を踏
まえて、修正してみてください。基本知識が不十分と感じ
た分野については、教科書を読み直してください。

4時間対面

第15回 総まとめ、現実の事案との向き合い方
・本演習で学んだこと、本演習を通じて得られたことについて、全員で議
論します。
・社会的に問題となっている事案を取り上げ、刑事法上の問題点につい
て、全員で議論します。

【予習】本演習で何を学び、何を得られたかについて、考
えてきてください。
【復習】授業での議論を踏まえて、今後の刑事法の学修に
あたって取り組むべきことを整理しておいてください。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 法曹特別演習Ｄ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234金　亮完

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G4

法学部専門教育科目

テーマ 事例演習を通じた民法の知識の運用力および答案作成力の修得・向上

授業の目的及び概要
本演習は、法科大学院既修者課程への進学を目指す学生を対象として、２年次までに学修した民法の知識を正確に運用して答案を作成する能力を修
得することを目的とする。
　本年は、みなさんが苦手としている債権総論・各論を取り上げる。演習は、30～40分程度で書き上げられる論述問題(法科大学院入試過去問や演習
教材から作成したもの)の答案を作成し、その後、各自が作成した答案を全員で検討することを通じて、論点の抽出方法、要件と効果の正確な理解と表
現方法を学修するという形で進める。また、必要に応じて、法科大学院入試対策講座(合格答案作成)で扱った法科大学院入試の過去問に関する判例・
学説の状況も説明し、知識の定着を図る。
　法科大学院を受験するうえで３年の秋学期は非常に大事な時期である。本演習を通じて、受講生が自信をもって民法の答案が作成できるようになるこ
とを期待する。

学修の到達目標
①　与えられた事例問題から論点(法律問題)を発見し、根拠条文(要件・効果)と制度趣旨、根拠条文に関する判例法理を説明できる。
②　与えられた事例問題から①の規範に対応する事実を発見し、当てはめることができる。
③　法的三段論法に従って明確な結論(効果)を示した、正確な日本語を駆使した答案を作成できる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
①　受講生の作成した答案に対しては、コメントまたは添削を行う。
②　授業時間外の質問等に対しては、対面・オンライン(メールやラーニングポータルなど)・オフィスアワーで対応する。また、質問の内容と回答は全員
で共有する。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／反転授業／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

①　月１回、受講生全員とミーティングを実施し、学習の進捗状況を確認するとともに、受講生からの相談等にも応じる。
②　予習も重要であるが、復習をしっかり行うこと。
③　自習の際には、常に条文を参照すること。民法は条文で始まり、条文で終わることを忘れずに。
④　起案の際には、今までの授業で学修した要件・効果をしっかり押さえるようにしておくこと。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
0

00

030070

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

特定の教科書は使用しない。各自が使用している教科書を授業時に持参すること。

参考書

①　潮見佳男ほか編『民法判例百選Ⅰ〔第９版〕』(有斐閣、2023年２月)2,420円
②　窪田充見ほか編『民法判例百選Ⅱ〔第９版〕』(有斐閣、2023年２月)2,420円

なし。

①　978-4-641-11562-0
②　978-4-641-11563-7

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【ガイダンス】
・演習の進め方および演習で取り扱う内容について確認する。

【事前学修】Learning Portalに掲載する資料に目を通す。
【事後学修】答案作成に必要な基礎知識を整理する。

4時間対面

第2回 【起案練習】
答案作成後、教員との質疑応答と全員での議論により知識の定着を図
るとともに答案の作成方法を学修する。

【事前学修】Learning Portalに掲載する問題に目を通し、
答案作成時に必要な事項を教科書等で確認する。
【事後学修】授業の内容を踏まえ、理解が不十分または間
違っている箇所を正確に理解しておく。

4時間対面

第3回 【起案練習】
答案作成後、教員との質疑応答と全員での議論により知識の定着を図
るとともに答案の作成方法を学修する。

【事前学修】Learning Portalに掲載する問題に目を通し、
答案作成時に必要な事項を教科書等で確認する。
【事後学修】授業の内容を踏まえ、理解が不十分または間
違っている箇所を正確に理解しておく。

4時間オンデマンド

第4回 【起案練習】
答案作成後、教員との質疑応答と全員での議論により知識の定着を図
るとともに答案の作成方法を学修する。

【事前学修】Learning Portalに掲載する問題に目を通し、
答案作成時に必要な事項を教科書等で確認する。
【事後学修】授業の内容を踏まえ、理解が不十分または間
違っている箇所を正確に理解しておく。

4時間対面

第5回 【起案練習】
答案作成後、教員との質疑応答と全員での議論により知識の定着を図
るとともに答案の作成方法を学修する。

【事前学修】Learning Portalに掲載する問題に目を通し、
答案作成時に必要な事項を教科書等で確認する。
【事後学修】授業の内容を踏まえ、理解が不十分または間
違っている箇所を正確に理解しておく。

4時間対面
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第6回 【起案練習】
答案作成後、教員との質疑応答と全員での議論により知識の定着を図
るとともに答案の作成方法を学修する。

【事前学修】Learning Portalに掲載する問題に目を通し、
答案作成時に必要な事項を教科書等で確認する。
【事後学修】授業の内容を踏まえ、理解が不十分または間
違っている箇所を正確に理解しておく。

4時間対面

第7回 【起案練習】
答案作成後、教員との質疑応答と全員での議論により知識の定着を図
るとともに答案の作成方法を学修する。

【事前学修】Learning Portalに掲載する問題に目を通し、
答案作成時に必要な事項を教科書等で確認する。
【事後学修】授業の内容を踏まえ、理解が不十分または間
違っている箇所を正確に理解しておく。

4時間対面

第8回 【起案練習】
答案作成後、教員との質疑応答と全員での議論により知識の定着を図
るとともに答案の作成方法を学修する。

【事前学修】Learning Portalに掲載する問題に目を通し、
答案作成時に必要な事項を教科書等で確認する。
【事後学修】授業の内容を踏まえ、理解が不十分または間
違っている箇所を正確に理解しておく。

4時間対面

第9回 【起案練習】
答案作成後、教員との質疑応答と全員での議論により知識の定着を図
るとともに答案の作成方法を学修する。

【事前学修】Learning Portalに掲載する問題に目を通し、
答案作成時に必要な事項を教科書等で確認する。
【事後学修】授業の内容を踏まえ、理解が不十分または間
違っている箇所を正確に理解しておく。

4時間対面

第10回 【起案練習】
答案作成後、教員との質疑応答と全員での議論により知識の定着を図
るとともに答案の作成方法を学修する。

【事前学修】Learning Portalに掲載する問題に目を通し、
答案作成時に必要な事項を教科書等で確認する。
【事後学修】授業の内容を踏まえ、理解が不十分または間
違っている箇所を正確に理解しておく。

4時間対面

第11回 【起案練習】
答案作成後、教員との質疑応答と全員での議論により知識の定着を図
るとともに答案の作成方法を学修する。

【事前学修】Learning Portalに掲載する問題に目を通し、
答案作成時に必要な事項を教科書等で確認する。
【事後学修】授業の内容を踏まえ、理解が不十分または間
違っている箇所を正確に理解しておく。

4時間対面

第12回 【起案練習】
答案作成後、教員との質疑応答と全員での議論により知識の定着を図
るとともに答案の作成方法を学修する。

【事前学修】Learning Portalに掲載する問題に目を通し、
答案作成時に必要な事項を教科書等で確認する。
【事後学修】授業の内容を踏まえ、理解が不十分または間
違っている箇所を正確に理解しておく。

4時間対面

第13回 【起案練習】
答案作成後、教員との質疑応答と全員での議論により知識の定着を図
るとともに答案の作成方法を学修する。

【事前学修】Learning Portalに掲載する問題に目を通し、
答案作成時に必要な事項を教科書等で確認する。
【事後学修】授業の内容を踏まえ、理解が不十分または間
違っている箇所を正確に理解しておく。

4時間対面

第14回 【起案練習】
起案後、テーマについて教員との質疑応答と全員での議論により知識
の定着を図るとともに答案の作成方法を学修する。

【事前学修】Learning Portalに掲載する問題に目を通し、
答案作成時に必要な事項を教科書等で確認する。
【事後学修】授業の内容を踏まえ、理解が不十分または間
違っている箇所を正確に理解しておく。

4時間対面

第15回 【まとめ】
これまで学修した答案作成の方法・さらなる学修を要する部分・答案作
成における要改善点を各自で整理し、発表する。

【事前学修】本演習を通じて気づいた点を整理する。
【事後学修】授業での意見交換を踏まえ、今後の民法の
学修にあたって取り組むべきことを明確にする。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 公務員特別演習ⅠＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

2漆畑　貴久

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G2

法学部専門教育科目

テーマ 現代の公務労働の意義を考える

授業の目的及び概要
公務労働の意義を認識し、公務員に求められる基礎的な素養を身につける。
１国や自治体の置かれた状況や課題について調べ、ディスカッションやディベート、グループワーク、論述対策を行う。
２求められる人物像、業務に必要な知識、能力について理解し、企業研究の手法で自治体などの研究を行う。
３近年重視されているSPIなど職種を越えて要求される知的能力を身につける。
４行政職公務員を招き現場の課題について合同授業を実施する。

学修の到達目標
一般行政職（国家一般、地方公務員など）の公務員には何が求められるかが理解できる。
公務労働の基本について学ぶとともに、求められる知識、思考力はもとより、表現力などの基礎的な素養が身につく。
 傾聴力とともに、自分自身の意見をまとめて、わかりやすく伝えられるようになる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
提出された課題は、授業中に口頭でフィードバックを行うか、あるいは添削をして返却を行う。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告／フィールドワーク、学外見学、体験学
習

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

担当教員が、自身の知識・経験に基づき、公務員行政職を目指す皆さんとともに授業を構成する。
国や自治体の置かれた状況や課題について調べ、ディスカッションやディベート、グループワーク、論述対策を行う。
憲法、民法、刑法、マクロ経済学、ミクロ経済学の履修とともに、
公務員コース推奨科目「地方自治論」（21世紀日本の議会と行政）水２限、
また「地域共生論」（地域生活と法）金３限についても受講してほしい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

000

0203050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

特に指定しない。

参考書

①「大学生のための「読む・書く・プレゼン・ディベート」の方法　改訂第二版　玉川大学出版　 
ISBN9784472405136
②「地方自治論」北村亘ほか　有斐閣ストウディア　 ISBN978-641-15048-5
③「はじめての行政学」伊藤正次ほか　有斐閣ストウディア　ISBN978-641-15035-5

なし

①ISBN9784472405136
②ISBN978-641-15048-5
③ISBN978-641-15035-5

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
授業概略の説明

事前学習：自分の志望する自治体などについて調べる。
自己紹介の準備をする。（2時間）
事後学習：自分の長所短所、なぜ公務員を目指すのか、
公務員になって何をしたいのかを考える。（2時間）

4時間対面

第2回 春学期の文献の指定と発表の準備
アカデミックライティング入門１
メールの書き方、原稿用紙の使い方、日本語技法

事前学習：アカデミックライティングの入門書を読む。（2時
間）
事後学習：日本語技法の基礎について復習する。（2時
間）

4時間対面

第3回 アカデミックライティング入門２
文章の要約、小論文の書き方について学ぶ

事前学習：アカデミックライティング入門書を読む（2時間）
事後学習：小論文の書き方について文献を復習する。（2
時間）

4時間対面

第4回 アカデミックライティング入門3
プレゼンテーションの方法について学ぶ

事前学習：アカデミックライティングの入門書を読む。（2時
間）
事後学習：プレゼンテーションの方法について復習する（2
時間）

4時間対面

第5回 報告・議論1
発表、ディスカッション、コメントペーパー作成。

事前学習：文献の該当箇所を読む。（2時間）
事後学習：文献の該当箇所の内容をまとめる。語彙力を
高めるため、新たに知った言葉を覚え、使えるようにす
る。（2時間）

4時間対面

－624－



第6回 報告・議論2
発表、ディスカッション、コメントペーパー作成。

事前学習：文献の該当箇所を読む。（2時間）
事後学習：文献の該当箇所の内容をまとめる。語彙力を
高めるため、新たに知った言葉を覚え、使えるようにす
る。（2時間）

4時間対面

第7回 報告・議論3
発表、ディスカッション、コメントペーパー作成。
言語、非言語、発表技術、課題研究、志望動機などのレベルをレー
ダーチャートで確認する。

事前学習：文献の該当箇所を読む。（2時間）
事後学習：文献の該当箇所の内容をまとめる。語彙力を
高めるため、新たに知った言葉を覚え、使えるようにす
る。（2時間）

4時間対面

第8回 合同授業1
行政職員の方のお話を伺い、現場の課題と問題解決能力とについて理
解する

事前学習：公務員ナビブックから行政系の公務員の種類
について調べてみる。（2時間）
事後学習：自分が志望する自治体や地元の自治体のHP
をみて、求められる職員像や行政課題を調べる。（2時間）

4時間対面

第9回 合同授業2
行政職員の方のお話を伺い、現場の課題と問題解決能力とについて理
解する

事前学習：公務員ナビブックから行政系の公務員の種類
について調べてみる。（2時間）
事後学習：自分が志望する自治体や地元の自治体のHP
をみて、求められる職員像や行政課題を調べる。（2時間）

4時間対面

第10回 合同授業の振り返り
行政の危機管理の実際と公務員の仕事の意義について考える

事前学習：行政の危機管理の実際について答えのない現
場での対応について振り返る。（2時間）
事後学習：自分が志望する自治体などの実際の課題につ
いて調べ、課題解決にいかに貢献できるか検討する。（2
時間）

4時間対面

第11回 SPIの基礎試験の実施
数的処理の分野の欠点を早めに克服する

事前学習： SPI試験についての解説を読む。（2時間）
事後学習：SPI試験について自らの課題を分析する（2時
間）

4時間対面

第12回 SPIの基礎試験の振り返り　
グループワーク１またはフィールド調査

事前学習：実際の行政課題についてグループワークまた
はフィールド調査を行う。（2時間）
事後学習：グループワークにおける役割、発言などについ
て振り返り、改善点を考える。
フィールド調査の際は報告書の作成を行う。（2時間）

4時間対面

第13回 グループワーク２またはフィールド調査 事前学習：実際の行政課題についてグループワークまた
はフィールド調査を行う。（2時間）
事後学習：グループワークにおける役割、発言などについ
て振り返り、改善点を考える。
フィールド調査の際は報告書の作成を行う。（2時間）

4時間対面

第14回 採用内定の先輩の動画を視聴し、仕事の理解や求められる人物像を
理解する
行政職の採用試験内容について調べた結果を表にまとめ、エントリー
シートを書くための準備をする

事前学習：公務員ナビブックを使って、行政系の公務員の
種類について調べてみる。（2時間）
事後学習：自分の志望先の業務、求められる人物像、採
用試験について調べ、エントリーシートを書く準備をする。
（2時間）

4時間オンデマンド

第15回 春学期のまとめ
夏休みの計画を作成するとともに秋学期に向けてエントリーシートを準
備する

事前学習：公務員の種類や仕事の課題についてのまとめ
を行う（2時間）
事後学習：エントリーシートの作成に向けて、フィールド調
査、行政訪問など夏休みにやるべきことを計画する。（2時
間）

4時間対面

－625－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 公務員特別演習ⅠＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

2中久保　寛幸

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G2

法学部専門教育科目

テーマ 警察官・消防官等公安職となり社会に貢献する立志と求められる適性・資質の醸成。

授業の目的及び概要
本演習は、警察官・消防官（ほかにも刑務官・入国警備官・海上保安官など公安職）志望者を対象に開講される「公務員特別演習」の初年度の科目で
ある。
　警察官・消防官等の採用試験では、面接、集団討論等において人物評価が重視されており、基本的知識、幅広い教養とともに、国民に奉仕するため
の公務員としての必要な適性・資質等を備えていることが求められている。
　本演習では、志望する警察・消防等の組織・職務とはどのようなものであるのか、志望する業界、自治体の現状やその機関等がどのような人物を求
めているのか、どのような課題を抱えているのか等を分析し、志望先が求める人物として成長していく基礎を固めていきます。

学修の到達目標
①自己分析・課題発表・グループ討論等を通して、警察官・消防官等として求められる基本的な姿勢・態度、コミュニケーション能力、職業人意識等の適
性・資質が習得できる。
②業界研究、自治体等調査を通して、志望先の都道府県等の治安状況、求められる人物像等について認識を深め見識と人格を形成できる。
③社会情勢等を分析して、志望先の治安情勢等の課題等について認識を深め、課題解決に向けた考え抜く能力が養える。
＊本演習は、筆記試験対策目的の講座ではないことに注意すること。警察官・消防官等として所属する組織と社会に適応できる適性・資質を習得する
ことを目標とする。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
・　課題研究の発表や実践的なワークの結果については、授業中に解説や講評を行います。
・　授業で発表・グループ討議した結果はその都度授業で担当教員から実学に直結する講評をコメントします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告／フィールドワーク、学外見学、体験学
習

本科目の担当教員は、警察官として38年間勤務し、管理官・調査官・署長などに従事して、経験を積み重ねてきた。本科目では、実務経験を活かし、職
種に必要な法律解釈や業務の理解、職務倫理や心構え、実務で要求される知識・技能などを教授し、実際の事例を交えつつ解説する実践的な授業を
展開する。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

・　治安を担う職業を志望するにあたって憧れと不安が交錯している学生諸君、公務員の道は奉仕の道である。時には怖がられ、疎まれ、そして時々感
謝され、その行動には国民の様々な声が聞こえます。
・　しかし、多くの国民が「声の小さい多数派」であり、治安の任にあたる者を信頼し、応援していることです。その人達のたった一つの命と財産、安全・安
心を守る仕事に「誇りと使命感」を持って最後まで駆け抜ける志を抱く君たちの「夢を支え」、君たちが「現実」にアタックしゴールしてくれることを願って止
みません。
・　「人の悲しみを自分の悲しみ」と感じ、「人の喜びを自分の喜び」と受け止め、被害に苦しみ困り果てている人に正面から向き合い、手を差し伸べ、人
の役に立つ仕事にやりがいを感じる君達と共に学んでいきたいと思います。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

20
コメントシート

00

0０2060

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

・　指定しません。
・　教員から必要な資料を適宜配布、課題を提示します。

参考書

・　指定しません。
・　教員から必要な資料を適宜配布、課題を提示します。

なし。

なし。

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 春学期の授業方針等ガイダンス。
警察官、消防官等に求められる基本的な適性・資質について解説。
授業計画は担当教員により異なることがあります。また、必要性、受講
生の希望、外部ガイダンス、施設見学の可能性等により変更することが
ある。

復習として、2時間程度、授業で取り組んだ課題をノートに
整理しておくこと。
2時間程度以下2点について予習しておくこと。
　・　志望する業界に関する治安情勢等を新聞、ニュース
報道等で分析し、課題解決に向けた自分自身の考えをま
とめておくこと。
　・　教員が提示する警察官、消防官等に求められる適
性・資質に関する課題を自己分析し整理しておくこと。

4時間対面

第2回 ・　受講生は自己分析して取組んだ課題を授業中にプレゼンテーション
し、グループ討論を行う。それを受けて教員が解説を加えることにより
自身の知識・見識　を深める。
・　受講生は治安情勢等に関する課題について新聞、ニュース報道等
で検証した結果を短時間プレゼンテーションを行い、グループ討議を行
う。それを受けて教員が解説を加えることにより、志望する業界の現状
と課題に対する自分自身の問題意識を深める。
・　授業の最後にコメントシートを作成、提出する。

復習として、2時間程度、授業で取り組んだ課題をノートに
整理しておくこと。
2時間程度以下2点について予習しておくこと。
　・　志望する業界に関する治安情勢等を新聞、ニュース
報道等で分析し、課題解決に向けた自分自身の考えをま
とめておくこと。
　・　教員が提示する警察官、消防官等に求められる適
性・資質に関する課題を自己分析し整理しておくこと。

4時間対面
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第3回 ・　受講生は自己分析して取組んだ課題を授業中にプレゼンテーション
し、グループ討論を行う。それを受けて教員が解説を加えることにより
自身の知識・見識　を深める。
・　受講生は治安情勢等に関する課題について新聞、ニュース報道等
で検証した結果を短時間プレゼンテーションを行い、グループ討議を行
う。それを受けて教員が解説を加えることにより、志望する業界の現状
と課題に対する自分自身の問題意識を深める。
・　授業の最後にコメントシートを作成、提出する。

復習として、2時間程度、授業で取り組んだ課題をノートに
整理しておくこと。
2時間程度以下2点について予習しておくこと。
　・　志望する業界に関する治安情勢等を新聞、ニュース
報道等で分析し、課題解決に向けた自分自身の考えをま
とめておくこと。
　・　教員が提示する警察官、消防官等に求められる適
性・資質に関する課題を自己分析し整理しておくこと。

4時間対面

第4回 ・　受講生は自己分析して取組んだ課題を授業中にプレゼンテーション
し、グループ討論を行う。それを受けて教員が解説を加えることにより
自身の知識・見識　を深める。
・　受講生は治安情勢等に関する課題について新聞、ニュース報道等
で検証した結果を短時間プレゼンテーションを行い、グループ討議を行
う。それを受けて教員が解説を加えることにより、志望する業界の現状
と課題に対する自分自身の問題意識を深める。
・　授業の最後にコメントシートを作成、提出する。

復習として、2時間程度、授業で取り組んだ課題をノートに
整理しておくこと。
2時間程度以下2点について予習しておくこと。
　・　志望する業界に関する治安情勢等を新聞、ニュース
報道等で分析し、課題解決に向けた自分自身の考えをま
とめておくこと。
　・　教員が提示する警察官、消防官等に求められる適
性・資質に関する課題を自己分析し整理しておくこと。

4時間対面

第5回 ・　受講生は自己分析して取組んだ課題を授業中にプレゼンテーション
し、グループ討論を行う。それを受けて教員が解説を加えることにより
自身の知識・見識　を深める。
・　受講生は治安情勢等に関する課題について新聞、ニュース報道等
で検証した結果を短時間プレゼンテーションを行い、グループ討議を行
う。それを受けて教員が解説を加えることにより、志望する業界の現状
と課題に対する自分自身の問題意識を深める。
・　授業の最後にコメントシートを作成、提出する。

復習として、2時間程度、授業で取り組んだ課題をノートに
整理しておくこと。
2時間程度以下2点について予習しておくこと。
　・　志望する業界に関する治安情勢等を新聞、ニュース
報道等で分析し、課題解決に向けた自分自身の考えをま
とめておくこと。
　・　教員が提示する警察官、消防官等に求められる適
性・資質に関する課題を自己分析し整理しておくこと。

4時間対面

第6回 ・　受講生は自己分析して取組んだ課題を授業中にプレゼンテーション
し、グループ討論を行う。それを受けて教員が解説を加えることにより
自身の知識・見識　を深める。
・　受講生は治安情勢等に関する課題について新聞、ニュース報道等
で検証した結果を短時間プレゼンテーションを行い、グループ討議を行
う。それを受けて教員が解説を加えることにより、志望する業界の現状
と課題に対する自分自身の問題意識を深める。
・　授業の最後にコメントシートを作成、提出する。

復習として、2時間程度、授業で取り組んだ課題をノートに
整理しておくこと。
予習として次回授業でこれまで授業中に取り組んできた
志望する業界に関する課題について調査、研究結果の小
テストを行うので準備しておくこと。

4時間対面

第7回 小テスト実施。 復習として前回授業で実施した小テストについて見直し、
パソコンでノートにまとめて完成度を高めておくこと。
以下2点について予習しておくこと。
　・　志望する業界に関する治安情勢等を新聞、ニュース
報道等で分析し、課題解決に向けた自分自身の考えをま
とめておくこと。
　・　教員が提示する志望する業界に関する課題について
調査、研究して整理しておくこと。

4時間対面

第8回 ・　受講生は自己分析して取組んだ課題を授業中にプレゼンテーション
し、グループ討論を行う。それを受けて教員が解説を加えることにより
自身の知識・見識　を深める。
・　受講生は治安情勢等に関する課題について新聞、ニュース報道等
で検証した結果を短時間プレゼンテーションを行い、グループ討議を行
う。それを受けて教員が解説を加えることにより、志望する業界の現状
と課題に対する自分自身の問題意識を深める。
・　授業の最後にコメントシートを作成、提出する。

復習として、2時間程度、授業で取り組んだ課題をノートに
整理しておくこと。
2時間程度以下2点について予習しておくこと。
　・　志望する業界に関する治安情勢等を新聞、ニュース
報道等で分析し、課題解決に向けた自分自身の考えをま
とめておくこと。
　・　教員が提示する警察官、消防官等に求められる適
性・資質に関する課題を自己分析し整理しておくこと。

4時間対面

第9回 ・　受講生は自己分析して取組んだ課題を授業中にプレゼンテーション
し、グループ討論を行う。それを受けて教員が解説を加えることにより
自身の知識・見識　を深める。
・　受講生は治安情勢等に関する課題について新聞、ニュース報道等
で検証した結果を短時間プレゼンテーションを行い、グループ討議を行
う。それを受けて教員が解説を加えることにより、志望する業界の現状
と課題に対する自分自身の問題意識を深める。
・　授業の最後にコメントシートを作成、提出する。

復習として、2時間程度、授業で取り組んだ課題をノートに
整理しておくこと。
2時間程度以下2点について予習しておくこと。
　・　志望する業界に関する治安情勢等を新聞、ニュース
報道等で分析し、課題解決に向けた自分自身の考えをま
とめておくこと。
　・　教員が提示する警察官、消防官等に求められる適
性・資質に関する課題を自己分析し整理しておくこと。

4時間対面

第10回 ・　受講生は自己分析して取組んだ課題を授業中にプレゼンテーション
し、グループ討論を行う。それを受けて教員が解説を加えることにより
自身の知識・見識　を深める。
・　受講生は治安情勢等に関する課題について新聞、ニュース報道等
で検証した結果を短時間プレゼンテーションを行い、グループ討議を行
う。それを受けて教員が解説を加えることにより、志望する業界の現状
と課題に対する自分自身の問題意識を深める。
・　授業の最後にコメントシートを作成、提出する。

復習として、2時間程度、授業で取り組んだ課題をノートに
整理しておくこと。
2時間程度以下2点について予習しておくこと。
　・　志望する業界に関する治安情勢等を新聞、ニュース
報道等で分析し、課題解決に向けた自分自身の考えをま
とめておくこと。
　・　教員が提示する警察官、消防官等に求められる適
性・資質に関する課題を自己分析し整理しておくこと。

4時間対面

第11回 ・　受講生は自己分析して取組んだ課題を授業中にプレゼンテーション
し、グループ討論を行う。それを受けて教員が解説を加えることにより
自身の知識・見識　を深める。
・　受講生は治安情勢等に関する課題について新聞、ニュース報道等
で検証した結果を短時間プレゼンテーションを行い、グループ討議を行
う。それを受けて教員が解説を加えることにより、志望する業界の現状
と課題に対する自分自身の問題意識を深める。
・　授業の最後にコメントシートを作成、提出する。

復習として、2時間程度、授業で取り組んだ課題をノートに
整理しておくこと。
2時間程度以下2点について予習しておくこと。
　・　志望する業界に関する治安情勢等を新聞、ニュース
報道等で分析し、課題解決に向けた自分自身の考えをま
とめておくこと。
　・　教員が提示する警察官、消防官等に求められる適
性・資質に関する課題を自己分析し整理しておくこと。

4時間対面

第12回 ・　受講生は自己分析して取組んだ課題を授業中にプレゼンテーション
し、グループ討論を行う。それを受けて教員が解説を加えることにより
自身の知識・見識　を深める。
・　受講生は治安情勢等に関する課題について新聞、ニュース報道等
で検証した結果を短時間プレゼンテーションを行い、グループ討議を行
う。それを受けて教員が解説を加えることにより、志望する業界の現状
と課題に対する自分自身の問題意識を深める。
・　授業の最後にコメントシートを作成、提出する。

復習として、2時間程度、授業で取り組んだ課題をノートに
整理しておくこと。
2時間程度以下2点について予習しておくこと。
　・　志望する業界に関する治安情勢等を新聞、ニュース
報道等で分析し、課題解決に向けた自分自身の考えをま
とめておくこと。
　・　教員が提示する警察官、消防官等に求められる適
性・資質に関する課題を自己分析し整理しておくこと。

4時間対面

第13回 ・　受講生は自己分析して取組んだ課題を授業中にプレゼンテーション
し、グループ討論を行う。それを受けて教員が解説を加えることにより
自身の知識・見識　を深める。
・　受講生は治安情勢等に関する課題について新聞、ニュース報道等
で検証した結果を短時間プレゼンテーションを行い、グループ討議を行
う。それを受けて教員が解説を加えることにより、志望する業界の現状
と課題に対する自分自身の問題意識を深める。
・　授業の最後にコメントシートを作成、提出する。

復習として、2時間程度、授業で取り組んだ課題をノートに
整理しておくこと。
予習として次回授業でこれまで授業中に取り組んできた
志望する業界に関する課題について調査、研究結果の小
テストを行うので準備しておくこと。

4時間対面

第14回 小テスト実施。 復習として前回授業で実施した小テストについて見直し、
パソコンでノートにまとめて完成度を高めておくこと。
予習として春学期の自身の学修成果に関する総括をして
おくこと。

4時間対面

第15回 春学期の演習を振り返り総括を行う。 春学期の総括を復習しておくこと。 4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 公務員特別演習ⅠＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

2雜喉　浩久

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G2

法学部専門教育科目

テーマ 警察官・消防官等公安職となり社会に貢献する立志と求められる適性・資質の醸成。

授業の目的及び概要
本演習は、警察官・消防官（ほかにも刑務官・入国警備官・海上保安官など公安職）志望者を対象に開講される「公務員特別演習」の初年度の科目で
ある。
　警察官・消防官等の採用試験では、面接、集団討論等において人物評価が重視されており、基本的知識、幅広い教養とともに、国民に奉仕するため
の公務員としての必要な適性・資質等を備えていることが求められている。
　本演習では、志望する警察・消防等の組織・職務とはどのようなものであるのか、志望する業界、自治体の現状やその機関等がどのような人物を求
めているのか、どのような課題を抱えているのか等を分析し、志望先が求める人物として成長していく基礎を固めていきます。

学修の到達目標
①自己分析・課題発表・グループ討論等を通して、警察官・消防官等として求められる基本的な姿勢・態度、コミュニケーション能力、職業人意識等の適
性・資質が習得できる。
②業界研究、自治体等調査を通して、志望先の都道府県等の治安状況、求められる人物像等について認識を深め見識と人格を形成できる。
③社会情勢等を分析して、志望先の治安情勢等の課題等について認識を深め、課題解決に向けた考え抜く能力が養える。
＊本演習は、筆記試験対策目的の講座ではないことに注意すること。警察官・消防官等として所属する組織と社会に適応できる適性・資質を習得する
ことを目標とする。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
・　課題研究の発表や実践的なワークの結果については、授業中に解説や講評を行います。
・　授業で発表・グループ討議した結果はその都度授業で担当教員から実学に直結する講評をコメントします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告／フィールドワーク、学外見学、体験学
習

本科目の担当教員は、警察官として38年間勤務し、警察署副署長まで務めた実績を有する。また、警察学校において後進の教育経験も有している。本
科目では、これら警察官の実務経験、警察学校での教育経験を生かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

・　治安を担う職業を志望するにあたって憧れと不安が交錯している学生諸君、公務員の道は奉仕の道である。時には怖がられ、疎まれ、そして時々感
謝され、その行動には国民の様々な声が聞こえます。
・　しかし、多くの国民が「声の小さい多数派」であり、治安の任にあたる者を信頼し、応援していることです。その人達のたった一つの命と財産、安全・安
心を守る仕事に「誇りと使命感」を持って最後まで駆け抜ける志を抱く君たちの「夢を支え」、君たちが「現実」にアタックしゴールしてくれることを願って止
みません。
・　「人の悲しみを自分の悲しみ」と感じ、「人の喜びを自分の喜び」と受け止め、被害に苦しみ困り果てている人に正面から向き合い、手を差し伸べ、人
の役に立つ仕事にやりがいを感じる君達と共に学んでいきたいと思います。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

20
コメントシート

00

0０2060

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

・　指定しません。
・　教員から必要な資料を適宜配布、課題を提示します。

参考書

・　指定しません。
・　教員から必要な資料を適宜配布、課題を提示します。

なし。

なし。

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 春学期の授業方針等ガイダンス。
警察官、消防官等に求められる基本的な適性・資質について解説。
授業計画は担当教員により異なることがあります。また、必要性、受講
生の希望、外部ガイダンス、施設見学の可能性等により変更することが
ある。

復習として、2時間程度、授業で取り組んだ課題をノートに
整理しておくこと。
2時間程度以下2点について予習しておくこと。
　・　志望する業界に関する治安情勢等を新聞、ニュース
報道等で分析し、課題解決に向けた自分自身の考えをま
とめておくこと。
　・　教員が提示する警察官、消防官等に求められる適
性・資質に関する課題を自己分析し整理しておくこと。

4時間対面

第2回 ・　受講生は自己分析して取組んだ課題を授業中にプレゼンテーション
し、グループ討論を行う。それを受けて教員が解説を加えることにより
自身の知識・見識　を深める。
・　受講生は治安情勢等に関する課題について新聞、ニュース報道等
で検証した結果を短時間プレゼンテーションを行い、グループ討議を行
う。それを受けて教員が解説を加えることにより、志望する業界の現状
と課題に対する自分自身の問題意識を深める。
・　授業の最後にコメントシートを作成、提出する。

復習として、2時間程度、授業で取り組んだ課題をノートに
整理しておくこと。
2時間程度以下2点について予習しておくこと。
　・　志望する業界に関する治安情勢等を新聞、ニュース
報道等で分析し、課題解決に向けた自分自身の考えをま
とめておくこと。
　・　教員が提示する警察官、消防官等に求められる適
性・資質に関する課題を自己分析し整理しておくこと。

4時間対面
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第3回 ・　受講生は自己分析して取組んだ課題を授業中にプレゼンテーション
し、グループ討論を行う。それを受けて教員が解説を加えることにより
自身の知識・見識　を深める。
・　受講生は治安情勢等に関する課題について新聞、ニュース報道等
で検証した結果を短時間プレゼンテーションを行い、グループ討議を行
う。それを受けて教員が解説を加えることにより、志望する業界の現状
と課題に対する自分自身の問題意識を深める。
・　授業の最後にコメントシートを作成、提出する。

復習として、2時間程度、授業で取り組んだ課題をノートに
整理しておくこと。
2時間程度以下2点について予習しておくこと。
　・　志望する業界に関する治安情勢等を新聞、ニュース
報道等で分析し、課題解決に向けた自分自身の考えをま
とめておくこと。
　・　教員が提示する警察官、消防官等に求められる適
性・資質に関する課題を自己分析し整理しておくこと。

4時間対面

第4回 ・　受講生は自己分析して取組んだ課題を授業中にプレゼンテーション
し、グループ討論を行う。それを受けて教員が解説を加えることにより
自身の知識・見識　を深める。
・　受講生は治安情勢等に関する課題について新聞、ニュース報道等
で検証した結果を短時間プレゼンテーションを行い、グループ討議を行
う。それを受けて教員が解説を加えることにより、志望する業界の現状
と課題に対する自分自身の問題意識を深める。
・　授業の最後にコメントシートを作成、提出する。

復習として、2時間程度、授業で取り組んだ課題をノートに
整理しておくこと。
2時間程度以下2点について予習しておくこと。
　・　志望する業界に関する治安情勢等を新聞、ニュース
報道等で分析し、課題解決に向けた自分自身の考えをま
とめておくこと。
　・　教員が提示する警察官、消防官等に求められる適
性・資質に関する課題を自己分析し整理しておくこと。

4時間対面

第5回 ・　受講生は自己分析して取組んだ課題を授業中にプレゼンテーション
し、グループ討論を行う。それを受けて教員が解説を加えることにより
自身の知識・見識　を深める。
・　受講生は治安情勢等に関する課題について新聞、ニュース報道等
で検証した結果を短時間プレゼンテーションを行い、グループ討議を行
う。それを受けて教員が解説を加えることにより、志望する業界の現状
と課題に対する自分自身の問題意識を深める。
・　授業の最後にコメントシートを作成、提出する。

復習として、2時間程度、授業で取り組んだ課題をノートに
整理しておくこと。
2時間程度以下2点について予習しておくこと。
　・　志望する業界に関する治安情勢等を新聞、ニュース
報道等で分析し、課題解決に向けた自分自身の考えをま
とめておくこと。
　・　教員が提示する警察官、消防官等に求められる適
性・資質に関する課題を自己分析し整理しておくこと。

4時間対面

第6回 ・　受講生は自己分析して取組んだ課題を授業中にプレゼンテーション
し、グループ討論を行う。それを受けて教員が解説を加えることにより
自身の知識・見識　を深める。
・　受講生は治安情勢等に関する課題について新聞、ニュース報道等
で検証した結果を短時間プレゼンテーションを行い、グループ討議を行
う。それを受けて教員が解説を加えることにより、志望する業界の現状
と課題に対する自分自身の問題意識を深める。
・　授業の最後にコメントシートを作成、提出する。

復習として、2時間程度、授業で取り組んだ課題をノートに
整理しておくこと。
予習として次回授業でこれまで授業中に取り組んできた
志望する業界に関する課題について調査、研究結果の小
テストを行うので準備しておくこと。

4時間対面

第7回 小テスト実施。 復習として前回授業で実施した小テストについて見直し、
パソコンでノートにまとめて完成度を高めておくこと。
以下2点について予習しておくこと。
　・　志望する業界に関する治安情勢等を新聞、ニュース
報道等で分析し、課題解決に向けた自分自身の考えをま
とめておくこと。
　・　教員が提示する志望する業界に関する課題について
調査、研究して整理しておくこと。

4時間対面

第8回 ・　受講生は自己分析して取組んだ課題を授業中にプレゼンテーション
し、グループ討論を行う。それを受けて教員が解説を加えることにより
自身の知識・見識　を深める。
・　受講生は治安情勢等に関する課題について新聞、ニュース報道等
で検証した結果を短時間プレゼンテーションを行い、グループ討議を行
う。それを受けて教員が解説を加えることにより、志望する業界の現状
と課題に対する自分自身の問題意識を深める。
・　授業の最後にコメントシートを作成、提出する。

復習として、2時間程度、授業で取り組んだ課題をノートに
整理しておくこと。
2時間程度以下2点について予習しておくこと。
　・　志望する業界に関する治安情勢等を新聞、ニュース
報道等で分析し、課題解決に向けた自分自身の考えをま
とめておくこと。
　・　教員が提示する警察官、消防官等に求められる適
性・資質に関する課題を自己分析し整理しておくこと。

4時間対面

第9回 ・　受講生は自己分析して取組んだ課題を授業中にプレゼンテーション
し、グループ討論を行う。それを受けて教員が解説を加えることにより
自身の知識・見識　を深める。
・　受講生は治安情勢等に関する課題について新聞、ニュース報道等
で検証した結果を短時間プレゼンテーションを行い、グループ討議を行
う。それを受けて教員が解説を加えることにより、志望する業界の現状
と課題に対する自分自身の問題意識を深める。
・　授業の最後にコメントシートを作成、提出する。

復習として、2時間程度、授業で取り組んだ課題をノートに
整理しておくこと。
2時間程度以下2点について予習しておくこと。
　・　志望する業界に関する治安情勢等を新聞、ニュース
報道等で分析し、課題解決に向けた自分自身の考えをま
とめておくこと。
　・　教員が提示する警察官、消防官等に求められる適
性・資質に関する課題を自己分析し整理しておくこと。

4時間対面

第10回 ・　受講生は自己分析して取組んだ課題を授業中にプレゼンテーション
し、グループ討論を行う。それを受けて教員が解説を加えることにより
自身の知識・見識　を深める。
・　受講生は治安情勢等に関する課題について新聞、ニュース報道等
で検証した結果を短時間プレゼンテーションを行い、グループ討議を行
う。それを受けて教員が解説を加えることにより、志望する業界の現状
と課題に対する自分自身の問題意識を深める。
・　授業の最後にコメントシートを作成、提出する。

復習として、2時間程度、授業で取り組んだ課題をノートに
整理しておくこと。
2時間程度以下2点について予習しておくこと。
　・　志望する業界に関する治安情勢等を新聞、ニュース
報道等で分析し、課題解決に向けた自分自身の考えをま
とめておくこと。
　・　教員が提示する警察官、消防官等に求められる適
性・資質に関する課題を自己分析し整理しておくこと。

4時間対面

第11回 ・　受講生は自己分析して取組んだ課題を授業中にプレゼンテーション
し、グループ討論を行う。それを受けて教員が解説を加えることにより
自身の知識・見識　を深める。
・　受講生は治安情勢等に関する課題について新聞、ニュース報道等
で検証した結果を短時間プレゼンテーションを行い、グループ討議を行
う。それを受けて教員が解説を加えることにより、志望する業界の現状
と課題に対する自分自身の問題意識を深める。
・　授業の最後にコメントシートを作成、提出する。

復習として、2時間程度、授業で取り組んだ課題をノートに
整理しておくこと。
2時間程度以下2点について予習しておくこと。
　・　志望する業界に関する治安情勢等を新聞、ニュース
報道等で分析し、課題解決に向けた自分自身の考えをま
とめておくこと。
　・　教員が提示する警察官、消防官等に求められる適
性・資質に関する課題を自己分析し整理しておくこと。

4時間対面

第12回 ・　受講生は自己分析して取組んだ課題を授業中にプレゼンテーション
し、グループ討論を行う。それを受けて教員が解説を加えることにより
自身の知識・見識　を深める。
・　受講生は治安情勢等に関する課題について新聞、ニュース報道等
で検証した結果を短時間プレゼンテーションを行い、グループ討議を行
う。それを受けて教員が解説を加えることにより、志望する業界の現状
と課題に対する自分自身の問題意識を深める。
・　授業の最後にコメントシートを作成、提出する。

復習として、2時間程度、授業で取り組んだ課題をノートに
整理しておくこと。
2時間程度以下2点について予習しておくこと。
　・　志望する業界に関する治安情勢等を新聞、ニュース
報道等で分析し、課題解決に向けた自分自身の考えをま
とめておくこと。
　・　教員が提示する警察官、消防官等に求められる適
性・資質に関する課題を自己分析し整理しておくこと。

4時間対面

第13回 ・　受講生は自己分析して取組んだ課題を授業中にプレゼンテーション
し、グループ討論を行う。それを受けて教員が解説を加えることにより
自身の知識・見識　を深める。
・　受講生は治安情勢等に関する課題について新聞、ニュース報道等
で検証した結果を短時間プレゼンテーションを行い、グループ討議を行
う。それを受けて教員が解説を加えることにより、志望する業界の現状
と課題に対する自分自身の問題意識を深める。
・　授業の最後にコメントシートを作成、提出する。

復習として、2時間程度、授業で取り組んだ課題をノートに
整理しておくこと。
予習として次回授業でこれまで授業中に取り組んできた
志望する業界に関する課題について調査、研究結果の小
テストを行うので準備しておくこと。

4時間対面

第14回 小テスト実施。 復習として前回授業で実施した小テストについて見直し、
パソコンでノートにまとめて完成度を高めておくこと。
予習として春学期の自身の学修成果に関する総括をして
おくこと。

4時間対面

第15回 春学期の演習を振り返り総括を行う。 春学期の総括を復習しておくこと。 4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 公務員特別演習ⅠＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

2雜喉　浩久

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G2

法学部専門教育科目

テーマ 警察官・消防官等公安職となり社会に貢献する立志と求められる適性・資質の醸成。

授業の目的及び概要
本演習は、警察官・消防官（ほかにも刑務官・入国警備官・海上保安官など公安職）志望者を対象に開講される「公務員特別演習」の初年度の科目で
ある。
　警察官・消防官等の採用試験では、面接、集団討論等において人物評価が重視されており、基本的知識、幅広い教養とともに、国民に奉仕するため
の公務員としての必要な適性・資質等を備えていることが求められている。
　本演習では、志望する警察・消防等の組織・職務とはどのようなものであるのか、志望する業界、自治体の現状やその機関等がどのような人物を求
めているのか、どのような課題を抱えているのか等を分析し、志望先が求める人物として成長していく基礎を固めていきます。

学修の到達目標
①自己分析・課題発表・グループ討論等を通して、警察官・消防官等として求められる基本的な姿勢・態度、コミュニケーション能力、職業人意識等の適
性・資質が習得できる。
②業界研究、自治体等調査を通して、志望先の都道府県等の治安状況、求められる人物像等について認識を深め見識と人格を形成できる。
③社会情勢等を分析して、志望先の治安情勢等の課題等について認識を深め、課題解決に向けた考え抜く能力が養える。
＊本演習は、筆記試験対策目的の講座ではないことに注意すること。警察官・消防官等として所属する組織と社会に適応できる適性・資質を習得する
ことを目標とする。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
・　課題研究の発表や実践的なワークの結果については、授業中に解説や講評を行います。
・　授業で発表・グループ討議した結果はその都度授業で担当教員から実学に直結する講評をコメントします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告／フィールドワーク、学外見学、体験学
習

本科目の担当教員は、警察官として38年間勤務し、警察署副署長まで務めた実績を有する。また、警察学校において後進の教育経験も有している。本
科目では、これら警察官の実務経験、警察学校での教育経験を生かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

・　治安を担う職業を志望するにあたって憧れと不安が交錯している学生諸君、公務員の道は奉仕の道である。時には怖がられ、疎まれ、そして時々感
謝され、その行動には国民の様々な声が聞こえます。
・　しかし、多くの国民が「声の小さい多数派」であり、治安の任にあたる者を信頼し、応援していることです。その人達のたった一つの命と財産、安全・安
心を守る仕事に「誇りと使命感」を持って最後まで駆け抜ける志を抱く君たちの「夢を支え」、君たちが「現実」にアタックしゴールしてくれることを願って止
みません。
・　「人の悲しみを自分の悲しみ」と感じ、「人の喜びを自分の喜び」と受け止め、被害に苦しみ困り果てている人に正面から向き合い、手を差し伸べ、人
の役に立つ仕事にやりがいを感じる君達と共に学んでいきたいと思います。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

20
コメントシート

00

0０2060

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

・　指定しません。
・　教員から必要な資料を適宜配布、課題を提示します。

参考書

・　指定しません。
・　教員から必要な資料を適宜配布、課題を提示します。

なし。

なし。

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 春学期の授業方針等ガイダンス。
警察官、消防官等に求められる基本的な適性・資質について解説。
授業計画は担当教員により異なることがあります。また、必要性、受講
生の希望、外部ガイダンス、施設見学の可能性等により変更することが
ある。

復習として、2時間程度、授業で取り組んだ課題をノートに
整理しておくこと。
2時間程度以下2点について予習しておくこと。
　・　志望する業界に関する治安情勢等を新聞、ニュース
報道等で分析し、課題解決に向けた自分自身の考えをま
とめておくこと。
　・　教員が提示する警察官、消防官等に求められる適
性・資質に関する課題を自己分析し整理しておくこと。

4時間対面

第2回 ・　受講生は自己分析して取組んだ課題を授業中にプレゼンテーション
し、グループ討論を行う。それを受けて教員が解説を加えることにより
自身の知識・見識　を深める。
・　受講生は治安情勢等に関する課題について新聞、ニュース報道等
で検証した結果を短時間プレゼンテーションを行い、グループ討議を行
う。それを受けて教員が解説を加えることにより、志望する業界の現状
と課題に対する自分自身の問題意識を深める。
・　授業の最後にコメントシートを作成、提出する。

復習として、2時間程度、授業で取り組んだ課題をノートに
整理しておくこと。
2時間程度以下2点について予習しておくこと。
　・　志望する業界に関する治安情勢等を新聞、ニュース
報道等で分析し、課題解決に向けた自分自身の考えをま
とめておくこと。
　・　教員が提示する警察官、消防官等に求められる適
性・資質に関する課題を自己分析し整理しておくこと。

4時間対面
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第3回 ・　受講生は自己分析して取組んだ課題を授業中にプレゼンテーション
し、グループ討論を行う。それを受けて教員が解説を加えることにより
自身の知識・見識　を深める。
・　受講生は治安情勢等に関する課題について新聞、ニュース報道等
で検証した結果を短時間プレゼンテーションを行い、グループ討議を行
う。それを受けて教員が解説を加えることにより、志望する業界の現状
と課題に対する自分自身の問題意識を深める。
・　授業の最後にコメントシートを作成、提出する。

復習として、2時間程度、授業で取り組んだ課題をノートに
整理しておくこと。
2時間程度以下2点について予習しておくこと。
　・　志望する業界に関する治安情勢等を新聞、ニュース
報道等で分析し、課題解決に向けた自分自身の考えをま
とめておくこと。
　・　教員が提示する警察官、消防官等に求められる適
性・資質に関する課題を自己分析し整理しておくこと。

4時間対面

第4回 ・　受講生は自己分析して取組んだ課題を授業中にプレゼンテーション
し、グループ討論を行う。それを受けて教員が解説を加えることにより
自身の知識・見識　を深める。
・　受講生は治安情勢等に関する課題について新聞、ニュース報道等
で検証した結果を短時間プレゼンテーションを行い、グループ討議を行
う。それを受けて教員が解説を加えることにより、志望する業界の現状
と課題に対する自分自身の問題意識を深める。
・　授業の最後にコメントシートを作成、提出する。

復習として、2時間程度、授業で取り組んだ課題をノートに
整理しておくこと。
2時間程度以下2点について予習しておくこと。
　・　志望する業界に関する治安情勢等を新聞、ニュース
報道等で分析し、課題解決に向けた自分自身の考えをま
とめておくこと。
　・　教員が提示する警察官、消防官等に求められる適
性・資質に関する課題を自己分析し整理しておくこと。

4時間対面

第5回 ・　受講生は自己分析して取組んだ課題を授業中にプレゼンテーション
し、グループ討論を行う。それを受けて教員が解説を加えることにより
自身の知識・見識　を深める。
・　受講生は治安情勢等に関する課題について新聞、ニュース報道等
で検証した結果を短時間プレゼンテーションを行い、グループ討議を行
う。それを受けて教員が解説を加えることにより、志望する業界の現状
と課題に対する自分自身の問題意識を深める。
・　授業の最後にコメントシートを作成、提出する。

復習として、2時間程度、授業で取り組んだ課題をノートに
整理しておくこと。
2時間程度以下2点について予習しておくこと。
　・　志望する業界に関する治安情勢等を新聞、ニュース
報道等で分析し、課題解決に向けた自分自身の考えをま
とめておくこと。
　・　教員が提示する警察官、消防官等に求められる適
性・資質に関する課題を自己分析し整理しておくこと。

4時間対面

第6回 ・　受講生は自己分析して取組んだ課題を授業中にプレゼンテーション
し、グループ討論を行う。それを受けて教員が解説を加えることにより
自身の知識・見識　を深める。
・　受講生は治安情勢等に関する課題について新聞、ニュース報道等
で検証した結果を短時間プレゼンテーションを行い、グループ討議を行
う。それを受けて教員が解説を加えることにより、志望する業界の現状
と課題に対する自分自身の問題意識を深める。
・　授業の最後にコメントシートを作成、提出する。

復習として、2時間程度、授業で取り組んだ課題をノートに
整理しておくこと。
予習として次回授業でこれまで授業中に取り組んできた
志望する業界に関する課題について調査、研究結果の小
テストを行うので準備しておくこと。

4時間対面

第7回 小テスト実施。 復習として前回授業で実施した小テストについて見直し、
パソコンでノートにまとめて完成度を高めておくこと。
以下2点について予習しておくこと。
　・　志望する業界に関する治安情勢等を新聞、ニュース
報道等で分析し、課題解決に向けた自分自身の考えをま
とめておくこと。
　・　教員が提示する志望する業界に関する課題について
調査、研究して整理しておくこと。

4時間対面

第8回 ・　受講生は自己分析して取組んだ課題を授業中にプレゼンテーション
し、グループ討論を行う。それを受けて教員が解説を加えることにより
自身の知識・見識　を深める。
・　受講生は治安情勢等に関する課題について新聞、ニュース報道等
で検証した結果を短時間プレゼンテーションを行い、グループ討議を行
う。それを受けて教員が解説を加えることにより、志望する業界の現状
と課題に対する自分自身の問題意識を深める。
・　授業の最後にコメントシートを作成、提出する。

復習として、2時間程度、授業で取り組んだ課題をノートに
整理しておくこと。
2時間程度以下2点について予習しておくこと。
　・　志望する業界に関する治安情勢等を新聞、ニュース
報道等で分析し、課題解決に向けた自分自身の考えをま
とめておくこと。
　・　教員が提示する警察官、消防官等に求められる適
性・資質に関する課題を自己分析し整理しておくこと。

4時間対面

第9回 ・　受講生は自己分析して取組んだ課題を授業中にプレゼンテーション
し、グループ討論を行う。それを受けて教員が解説を加えることにより
自身の知識・見識　を深める。
・　受講生は治安情勢等に関する課題について新聞、ニュース報道等
で検証した結果を短時間プレゼンテーションを行い、グループ討議を行
う。それを受けて教員が解説を加えることにより、志望する業界の現状
と課題に対する自分自身の問題意識を深める。
・　授業の最後にコメントシートを作成、提出する。

復習として、2時間程度、授業で取り組んだ課題をノートに
整理しておくこと。
2時間程度以下2点について予習しておくこと。
　・　志望する業界に関する治安情勢等を新聞、ニュース
報道等で分析し、課題解決に向けた自分自身の考えをま
とめておくこと。
　・　教員が提示する警察官、消防官等に求められる適
性・資質に関する課題を自己分析し整理しておくこと。

4時間対面

第10回 ・　受講生は自己分析して取組んだ課題を授業中にプレゼンテーション
し、グループ討論を行う。それを受けて教員が解説を加えることにより
自身の知識・見識　を深める。
・　受講生は治安情勢等に関する課題について新聞、ニュース報道等
で検証した結果を短時間プレゼンテーションを行い、グループ討議を行
う。それを受けて教員が解説を加えることにより、志望する業界の現状
と課題に対する自分自身の問題意識を深める。
・　授業の最後にコメントシートを作成、提出する。

復習として、2時間程度、授業で取り組んだ課題をノートに
整理しておくこと。
2時間程度以下2点について予習しておくこと。
　・　志望する業界に関する治安情勢等を新聞、ニュース
報道等で分析し、課題解決に向けた自分自身の考えをま
とめておくこと。
　・　教員が提示する警察官、消防官等に求められる適
性・資質に関する課題を自己分析し整理しておくこと。

4時間対面

第11回 ・　受講生は自己分析して取組んだ課題を授業中にプレゼンテーション
し、グループ討論を行う。それを受けて教員が解説を加えることにより
自身の知識・見識　を深める。
・　受講生は治安情勢等に関する課題について新聞、ニュース報道等
で検証した結果を短時間プレゼンテーションを行い、グループ討議を行
う。それを受けて教員が解説を加えることにより、志望する業界の現状
と課題に対する自分自身の問題意識を深める。
・　授業の最後にコメントシートを作成、提出する。

復習として、2時間程度、授業で取り組んだ課題をノートに
整理しておくこと。
2時間程度以下2点について予習しておくこと。
　・　志望する業界に関する治安情勢等を新聞、ニュース
報道等で分析し、課題解決に向けた自分自身の考えをま
とめておくこと。
　・　教員が提示する警察官、消防官等に求められる適
性・資質に関する課題を自己分析し整理しておくこと。

4時間対面

第12回 ・　受講生は自己分析して取組んだ課題を授業中にプレゼンテーション
し、グループ討論を行う。それを受けて教員が解説を加えることにより
自身の知識・見識　を深める。
・　受講生は治安情勢等に関する課題について新聞、ニュース報道等
で検証した結果を短時間プレゼンテーションを行い、グループ討議を行
う。それを受けて教員が解説を加えることにより、志望する業界の現状
と課題に対する自分自身の問題意識を深める。
・　授業の最後にコメントシートを作成、提出する。

復習として、2時間程度、授業で取り組んだ課題をノートに
整理しておくこと。
2時間程度以下2点について予習しておくこと。
　・　志望する業界に関する治安情勢等を新聞、ニュース
報道等で分析し、課題解決に向けた自分自身の考えをま
とめておくこと。
　・　教員が提示する警察官、消防官等に求められる適
性・資質に関する課題を自己分析し整理しておくこと。

4時間対面

第13回 ・　受講生は自己分析して取組んだ課題を授業中にプレゼンテーション
し、グループ討論を行う。それを受けて教員が解説を加えることにより
自身の知識・見識　を深める。
・　受講生は治安情勢等に関する課題について新聞、ニュース報道等
で検証した結果を短時間プレゼンテーションを行い、グループ討議を行
う。それを受けて教員が解説を加えることにより、志望する業界の現状
と課題に対する自分自身の問題意識を深める。
・　授業の最後にコメントシートを作成、提出する。

復習として、2時間程度、授業で取り組んだ課題をノートに
整理しておくこと。
予習として次回授業でこれまで授業中に取り組んできた
志望する業界に関する課題について調査、研究結果の小
テストを行うので準備しておくこと。

4時間対面

第14回 小テスト実施。 復習として前回授業で実施した小テストについて見直し、
パソコンでノートにまとめて完成度を高めておくこと。
予習として春学期の自身の学修成果に関する総括をして
おくこと。

4時間対面

第15回 春学期の演習を振り返り総括を行う。 春学期の総括を復習しておくこと。 4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 公務員特別演習ⅠＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

2大関　龍一

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G2

法学部専門教育科目

テーマ 現代の公務労働の意義を考える

授業の目的及び概要
公務労働の意義を認識し、公務員に求められる基礎的な素養を身につける。
１国や自治体の置かれた状況や課題について調べ、ディスカッションやディベート、グループワーク、論述対策を行う。
２求められる人物像、業務に必要な知識、能力について理解し、企業研究の手法で自治体などの研究を行う。
３近年重視されているSPIなど職種を越えて要求される知的能力を身につける。
４行政職公務員を招き現場の課題について合同授業を実施する。

学修の到達目標
一般行政職（国家一般、地方公務員など）の公務員には何が求められるかが理解できる。
公務労働の基本について学ぶとともに、求められる知識、思考力はもとより、表現力などの基礎的な素養が身につく。
 傾聴力とともに、自分自身の意見をまとめて、わかりやすく伝えられるようになる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
提出された課題は、授業中に口頭でフィードバックを行うか、あるいは添削をして返却を行う。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告／フィールドワーク、学外見学、体験学
習

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

担当教員が、自身の知識・経験に基づき、公務員行政職を目指す皆さんとともに授業を構成する。
国や自治体の置かれた状況や課題について調べ、ディスカッションやディベート、グループワーク、論述対策を行う。
憲法、民法、刑法、マクロ経済学、ミクロ経済学の履修とともに、
公務員コース推奨科目「地方自治論」（21世紀日本の議会と行政）水２限、
また「地域共生論」（地域生活と法）金３限についても受講してほしい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

000

0203050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

特に指定しない。

参考書

①「大学生のための「読む・書く・プレゼン・ディベート」の方法　改訂第二版　玉川大学出版　 
ISBN9784472405136
②「地方自治論」北村亘ほか　有斐閣ストウディア　 ISBN978-641-15048-5
③「はじめての行政学」伊藤正次ほか　有斐閣ストウディア　ISBN978-641-15035-5

なし

①ISBN9784472405136
②ISBN978-641-15048-5
③ISBN978-641-15035-5

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
授業概略の説明

事前学習：自分の志望する自治体などについて調べる。
自己紹介の準備をする。（2時間）
事後学習：自分の長所短所、なぜ公務員を目指すのか、
公務員になって何をしたいのかを考える。（2時間）

4時間対面

第2回 春学期の文献の指定と発表の準備
アカデミックライティング入門１
メールの書き方、原稿用紙の使い方、日本語技法

事前学習：アカデミックライティングの入門書を読む。（2時
間）
事後学習：日本語技法の基礎について復習する。（2時
間）

4時間対面

第3回 アカデミックライティング入門２
文章の要約、小論文の書き方について学ぶ

事前学習：アカデミックライティング入門書を読む（2時間）
事後学習：小論文の書き方について文献を復習する。（2
時間）

4時間対面

第4回 アカデミックライティング入門3
プレゼンテーションの方法について学ぶ

事前学習：アカデミックライティングの入門書を読む。（2時
間）
事後学習：プレゼンテーションの方法について復習する（2
時間）

4時間対面

第5回 報告・議論1
発表、ディスカッション、コメントペーパー作成。

事前学習：文献の該当箇所を読む。（2時間）
事後学習：文献の該当箇所の内容をまとめる。語彙力を
高めるため、新たに知った言葉を覚え、使えるようにす
る。（2時間）

4時間対面
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第6回 報告・議論2
発表、ディスカッション、コメントペーパー作成。

事前学習：文献の該当箇所を読む。（2時間）
事後学習：文献の該当箇所の内容をまとめる。語彙力を
高めるため、新たに知った言葉を覚え、使えるようにす
る。（2時間）

4時間対面

第7回 報告・議論3
発表、ディスカッション、コメントペーパー作成。
言語、非言語、発表技術、課題研究、志望動機などのレベルをレー
ダーチャートで確認する。

事前学習：文献の該当箇所を読む。（2時間）
事後学習：文献の該当箇所の内容をまとめる。語彙力を
高めるため、新たに知った言葉を覚え、使えるようにす
る。（2時間）

4時間対面

第8回 合同授業1
行政職員の方のお話を伺い、現場の課題と問題解決能力とについて理
解する

事前学習：公務員ナビブックから行政系の公務員の種類
について調べてみる。（2時間）
事後学習：自分が志望する自治体や地元の自治体のHP
をみて、求められる職員像や行政課題を調べる。（2時間）

4時間対面

第9回 合同授業2
行政職員の方のお話を伺い、現場の課題と問題解決能力とについて理
解する

事前学習：公務員ナビブックから行政系の公務員の種類
について調べてみる。（2時間）
事後学習：自分が志望する自治体や地元の自治体のHP
をみて、求められる職員像や行政課題を調べる。（2時間）

4時間対面

第10回 合同授業の振り返り
行政の危機管理の実際と公務員の仕事の意義について考える

事前学習：行政の危機管理の実際について答えのない現
場での対応について振り返る。（2時間）
事後学習：自分が志望する自治体などの実際の課題につ
いて調べ、課題解決にいかに貢献できるか検討する。（2
時間）

4時間対面

第11回 SPIの基礎試験の実施
数的処理の分野の欠点を早めに克服する

事前学習： SPI試験についての解説を読む。（2時間）
事後学習：SPI試験について自らの課題を分析する（2時
間）

4時間対面

第12回 SPIの基礎試験の振り返り　
グループワーク１またはフィールド調査

事前学習：実際の行政課題についてグループワークまた
はフィールド調査を行う。（2時間）
事後学習：グループワークにおける役割、発言などについ
て振り返り、改善点を考える。
フィールド調査の際は報告書の作成を行う。（2時間）

4時間対面

第13回 グループワーク２またはフィールド調査 事前学習：実際の行政課題についてグループワークまた
はフィールド調査を行う。（2時間）
事後学習：グループワークにおける役割、発言などについ
て振り返り、改善点を考える。
フィールド調査の際は報告書の作成を行う。（2時間）

4時間対面

第14回 採用内定の先輩の動画を視聴し、仕事の理解や求められる人物像を
理解する
行政職の採用試験内容について調べた結果を表にまとめ、エントリー
シートを書くための準備をする

事前学習：公務員ナビブックを使って、行政系の公務員の
種類について調べてみる。（2時間）
事後学習：自分の志望先の業務、求められる人物像、採
用試験について調べ、エントリーシートを書く準備をする。
（2時間）

4時間オンデマンド

第15回 春学期のまとめ
夏休みの計画を作成するとともに秋学期に向けてエントリーシートを準
備する

事前学習：公務員の種類や仕事の課題についてのまとめ
を行う（2時間）
事後学習：エントリーシートの作成に向けて、フィールド調
査、行政訪問など夏休みにやるべきことを計画する。（2時
間）

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 公務員特別演習ⅠＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

2伊藤　政也

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G2

法学部専門教育科目

テーマ 現代の公務労働の意義を考える

授業の目的及び概要
公務労働の意義を認識し、公務員に求められる基礎的な素養を身につける。
１国や自治体の置かれた状況や課題について調べ、ディスカッションやディベート、グループワーク、論述対策を行う。
２求められる人物像、業務に必要な知識、能力について理解し、企業研究の手法で自治体などの研究を行う。
３近年重視されているSPIなど職種を越えて要求される知的能力を身につける。
４行政職公務員を招き現場の課題について合同授業を実施する。

学修の到達目標
一般行政職（国家一般、地方公務員など）の公務員には何が求められるかが理解できる。
公務労働の基本について学ぶとともに、求められる知識、思考力はもとより、表現力などの基礎的な素養が身につく。
 傾聴力とともに、自分自身の意見をまとめて、わかりやすく伝えられるようになる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
提出された課題は、授業中に口頭でフィードバックを行うか、あるいは添削をして返却を行う。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告／フィールドワーク、学外見学、体験学
習

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

担当教員が、自身の知識・経験に基づき、公務員行政職を目指す皆さんとともに授業を構成する。
国や自治体の置かれた状況や課題について調べ、ディスカッションやディベート、グループワーク、論述対策を行う。
憲法、民法、刑法、マクロ経済学、ミクロ経済学の履修とともに、
公務員コース推奨科目「地方自治論」（21世紀日本の議会と行政）水２限、
また「地域共生論」（地域生活と法）金３限についても受講してほしい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

000

0203050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

特に指定しない。

参考書

①「大学生のための「読む・書く・プレゼン・ディベート」の方法　改訂第二版　玉川大学出版　 
ISBN9784472405136
②「地方自治論」北村亘ほか　有斐閣ストウディア　 ISBN978-641-15048-5
③「はじめての行政学」伊藤正次ほか　有斐閣ストウディア　ISBN978-641-15035-5

なし

①ISBN9784472405136
②ISBN978-641-15048-5
③ISBN978-641-15035-5

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
授業概略の説明

事前学習：自分の志望する自治体などについて調べる。
自己紹介の準備をする。（2時間）
事後学習：自分の長所短所、なぜ公務員を目指すのか、
公務員になって何をしたいのかを考える。（2時間）

4時間対面

第2回 春学期の文献の指定と発表の準備
アカデミックライティング入門１
メールの書き方、原稿用紙の使い方、日本語技法

事前学習：アカデミックライティングの入門書を読む。（2時
間）
事後学習：日本語技法の基礎について復習する。（2時
間）

4時間対面

第3回 アカデミックライティング入門２
文章の要約、小論文の書き方について学ぶ

事前学習：アカデミックライティング入門書を読む（2時間）
事後学習：小論文の書き方について文献を復習する。（2
時間）

4時間対面

第4回 アカデミックライティング入門3
プレゼンテーションの方法について学ぶ

事前学習：アカデミックライティングの入門書を読む。（2時
間）
事後学習：プレゼンテーションの方法について復習する（2
時間）

4時間対面

第5回 報告・議論1
発表、ディスカッション、コメントペーパー作成。

事前学習：文献の該当箇所を読む。（2時間）
事後学習：文献の該当箇所の内容をまとめる。語彙力を
高めるため、新たに知った言葉を覚え、使えるようにす
る。（2時間）

4時間対面
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第6回 報告・議論2
発表、ディスカッション、コメントペーパー作成。

事前学習：文献の該当箇所を読む。（2時間）
事後学習：文献の該当箇所の内容をまとめる。語彙力を
高めるため、新たに知った言葉を覚え、使えるようにす
る。（2時間）

4時間対面

第7回 報告・議論3
発表、ディスカッション、コメントペーパー作成。
言語、非言語、発表技術、課題研究、志望動機などのレベルをレー
ダーチャートで確認する。

事前学習：文献の該当箇所を読む。（2時間）
事後学習：文献の該当箇所の内容をまとめる。語彙力を
高めるため、新たに知った言葉を覚え、使えるようにす
る。（2時間）

4時間対面

第8回 合同授業1
行政職員の方のお話を伺い、現場の課題と問題解決能力とについて理
解する

事前学習：公務員ナビブックから行政系の公務員の種類
について調べてみる。（2時間）
事後学習：自分が志望する自治体や地元の自治体のHP
をみて、求められる職員像や行政課題を調べる。（2時間）

4時間対面

第9回 合同授業2
行政職員の方のお話を伺い、現場の課題と問題解決能力とについて理
解する

事前学習：公務員ナビブックから行政系の公務員の種類
について調べてみる。（2時間）
事後学習：自分が志望する自治体や地元の自治体のHP
をみて、求められる職員像や行政課題を調べる。（2時間）

4時間対面

第10回 合同授業の振り返り
行政の危機管理の実際と公務員の仕事の意義について考える

事前学習：行政の危機管理の実際について答えのない現
場での対応について振り返る。（2時間）
事後学習：自分が志望する自治体などの実際の課題につ
いて調べ、課題解決にいかに貢献できるか検討する。（2
時間）

4時間対面

第11回 SPIの基礎試験の実施
数的処理の分野の欠点を早めに克服する

事前学習： SPI試験についての解説を読む。（2時間）
事後学習：SPI試験について自らの課題を分析する（2時
間）

4時間対面

第12回 SPIの基礎試験の振り返り　
グループワーク１またはフィールド調査

事前学習：実際の行政課題についてグループワークまた
はフィールド調査を行う。（2時間）
事後学習：グループワークにおける役割、発言などについ
て振り返り、改善点を考える。
フィールド調査の際は報告書の作成を行う。（2時間）

4時間対面

第13回 グループワーク２またはフィールド調査 事前学習：実際の行政課題についてグループワークまた
はフィールド調査を行う。（2時間）
事後学習：グループワークにおける役割、発言などについ
て振り返り、改善点を考える。
フィールド調査の際は報告書の作成を行う。（2時間）

4時間対面

第14回 採用内定の先輩の動画を視聴し、仕事の理解や求められる人物像を
理解する
行政職の採用試験内容について調べた結果を表にまとめ、エントリー
シートを書くための準備をする

事前学習：公務員ナビブックを使って、行政系の公務員の
種類について調べてみる。（2時間）
事後学習：自分の志望先の業務、求められる人物像、採
用試験について調べ、エントリーシートを書く準備をする。
（2時間）

4時間オンデマンド

第15回 春学期のまとめ
夏休みの計画を作成するとともに秋学期に向けてエントリーシートを準
備する

事前学習：公務員の種類や仕事の課題についてのまとめ
を行う（2時間）
事後学習：エントリーシートの作成に向けて、フィールド調
査、行政訪問など夏休みにやるべきことを計画する。（2時
間）

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 公務員特別演習ⅠＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

2石川　英樹

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G2

法学部専門教育科目

テーマ 警察官・消防官等公安職となり社会に貢献する立志と求められる適性・資質の醸成。

授業の目的及び概要
本演習は、警察官・消防官（ほかにも刑務官・入国警備官・海上保安官など公安職）志望者を対象に開講される「公務員特別演習」の初年度の科目で
ある。
　警察官・消防官等の採用試験では、面接、集団討論等において人物評価が重視されており、基本的知識、幅広い教養とともに、国民に奉仕するため
の公務員としての必要な適性・資質等を備えていることが求められている。
　本演習では、志望する警察・消防等の組織・職務とはどのようなものであるのか、志望する業界、自治体の現状やその機関等がどのような人物を求
めているのか、どのような課題を抱えているのか等を分析し、志望先が求める人物として成長していく基礎を固めていきます。

学修の到達目標
①自己分析・課題発表・グループ討論等を通して、警察官・消防官等として求められる基本的な姿勢・態度、コミュニケーション能力、職業人意識等の適
性・資質が習得できる。
②業界研究、自治体等調査を通して、志望先の都道府県等の治安状況、求められる人物像等について認識を深め見識と人格を形成できる。
③社会情勢等を分析して、志望先の治安情勢等の課題等について認識を深め、課題解決に向けた考え抜く能力が養える。
＊本演習は、筆記試験対策目的の講座ではないことに注意すること。警察官・消防官等として所属する組織と社会に適応できる適性・資質を習得する
ことを目標とする。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
・　課題研究の発表や実践的なワークの結果については、授業中に解説や講評を行います。
・　授業で発表・グループ討議した結果はその都度授業で担当教員から実学に直結する講評をコメントします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告／フィールドワーク、学外見学、体験学
習

担当教員は奈良県警察本部にて、３６年間警察官として勤務し、調査官・監察官・地域指導室長など、第一線を始め管理部門での実務経験と警察庁近
畿管区警察局監察課への出向などの警察行政における人事、業務管理・企画立案及び服務・業務指導、若手警察官の育成、指導に従事してきた。
本科目では、こうした実務経験を活かして、警察官・消防官などの公安職に必要とされる職務倫理や心構え、実務で要求される知識技能など、事例を
交えつつ解説する実践的な授業を展開する。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

・　治安を担う職業を志望するにあたって憧れと不安が交錯している学生諸君、公務員の道は奉仕の道である。時には怖がられ、疎まれ、そして時々感
謝され、その行動には国民の様々な声が聞こえます。
・　しかし、多くの国民が「声の小さい多数派」であり、治安の任にあたる者を信頼し、応援していることです。その人達のたった一つの命と財産、安全・安
心を守る仕事に「誇りと使命感」を持って最後まで駆け抜ける志を抱く君たちの「夢を支え」、君たちが「現実」にアタックしゴールしてくれることを願って止
みません。
・　「人の悲しみを自分の悲しみ」と感じ、「人の喜びを自分の喜び」と受け止め、被害に苦しみ困り果てている人に正面から向き合い、手を差し伸べ、人
の役に立つ仕事にやりがいを感じる君達と共に学んでいきたいと思います。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

20
コメントシート

00

0０2060

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

・　指定しません。
・　教員から必要な資料を適宜配布、課題を提示します。

参考書

・　指定しません。
・　教員から必要な資料を適宜配布、課題を提示します。

なし。

なし。

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 春学期の授業方針等ガイダンス。
警察官、消防官等に求められる基本的な適性・資質について解説。
授業計画は担当教員により異なることがあります。また、必要性、受講
生の希望、外部ガイダンス、施設見学の可能性等により変更することが
ある。

復習として、2時間程度、授業で取り組んだ課題をノートに
整理しておくこと。
2時間程度以下2点について予習しておくこと。
　・　志望する業界に関する治安情勢等を新聞、ニュース
報道等で分析し、課題解決に向けた自分自身の考えをま
とめておくこと。
　・　教員が提示する警察官、消防官等に求められる適
性・資質に関する課題を自己分析し整理しておくこと。

4時間対面

第2回 ・　受講生は自己分析して取組んだ課題を授業中にプレゼンテーション
し、グループ討論を行う。それを受けて教員が解説を加えることにより
自身の知識・見識　を深める。
・　受講生は治安情勢等に関する課題について新聞、ニュース報道等
で検証した結果を短時間プレゼンテーションを行い、グループ討議を行
う。それを受けて教員が解説を加えることにより、志望する業界の現状
と課題に対する自分自身の問題意識を深める。
・　授業の最後にコメントシートを作成、提出する。

復習として、2時間程度、授業で取り組んだ課題をノートに
整理しておくこと。
2時間程度以下2点について予習しておくこと。
　・　志望する業界に関する治安情勢等を新聞、ニュース
報道等で分析し、課題解決に向けた自分自身の考えをま
とめておくこと。
　・　教員が提示する警察官、消防官等に求められる適
性・資質に関する課題を自己分析し整理しておくこと。

4時間対面
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第3回 ・　受講生は自己分析して取組んだ課題を授業中にプレゼンテーション
し、グループ討論を行う。それを受けて教員が解説を加えることにより
自身の知識・見識　を深める。
・　受講生は治安情勢等に関する課題について新聞、ニュース報道等
で検証した結果を短時間プレゼンテーションを行い、グループ討議を行
う。それを受けて教員が解説を加えることにより、志望する業界の現状
と課題に対する自分自身の問題意識を深める。
・　授業の最後にコメントシートを作成、提出する。

復習として、2時間程度、授業で取り組んだ課題をノートに
整理しておくこと。
2時間程度以下2点について予習しておくこと。
　・　志望する業界に関する治安情勢等を新聞、ニュース
報道等で分析し、課題解決に向けた自分自身の考えをま
とめておくこと。
　・　教員が提示する警察官、消防官等に求められる適
性・資質に関する課題を自己分析し整理しておくこと。

4時間対面

第4回 ・　受講生は自己分析して取組んだ課題を授業中にプレゼンテーション
し、グループ討論を行う。それを受けて教員が解説を加えることにより
自身の知識・見識　を深める。
・　受講生は治安情勢等に関する課題について新聞、ニュース報道等
で検証した結果を短時間プレゼンテーションを行い、グループ討議を行
う。それを受けて教員が解説を加えることにより、志望する業界の現状
と課題に対する自分自身の問題意識を深める。
・　授業の最後にコメントシートを作成、提出する。

復習として、2時間程度、授業で取り組んだ課題をノートに
整理しておくこと。
2時間程度以下2点について予習しておくこと。
　・　志望する業界に関する治安情勢等を新聞、ニュース
報道等で分析し、課題解決に向けた自分自身の考えをま
とめておくこと。
　・　教員が提示する警察官、消防官等に求められる適
性・資質に関する課題を自己分析し整理しておくこと。

4時間対面

第5回 ・　受講生は自己分析して取組んだ課題を授業中にプレゼンテーション
し、グループ討論を行う。それを受けて教員が解説を加えることにより
自身の知識・見識　を深める。
・　受講生は治安情勢等に関する課題について新聞、ニュース報道等
で検証した結果を短時間プレゼンテーションを行い、グループ討議を行
う。それを受けて教員が解説を加えることにより、志望する業界の現状
と課題に対する自分自身の問題意識を深める。
・　授業の最後にコメントシートを作成、提出する。

復習として、2時間程度、授業で取り組んだ課題をノートに
整理しておくこと。
2時間程度以下2点について予習しておくこと。
　・　志望する業界に関する治安情勢等を新聞、ニュース
報道等で分析し、課題解決に向けた自分自身の考えをま
とめておくこと。
　・　教員が提示する警察官、消防官等に求められる適
性・資質に関する課題を自己分析し整理しておくこと。

4時間対面

第6回 ・　受講生は自己分析して取組んだ課題を授業中にプレゼンテーション
し、グループ討論を行う。それを受けて教員が解説を加えることにより
自身の知識・見識　を深める。
・　受講生は治安情勢等に関する課題について新聞、ニュース報道等
で検証した結果を短時間プレゼンテーションを行い、グループ討議を行
う。それを受けて教員が解説を加えることにより、志望する業界の現状
と課題に対する自分自身の問題意識を深める。
・　授業の最後にコメントシートを作成、提出する。

復習として、2時間程度、授業で取り組んだ課題をノートに
整理しておくこと。
予習として次回授業でこれまで授業中に取り組んできた
志望する業界に関する課題について調査、研究結果の小
テストを行うので準備しておくこと。

4時間対面

第7回 小テスト実施。 復習として前回授業で実施した小テストについて見直し、
パソコンでノートにまとめて完成度を高めておくこと。
以下2点について予習しておくこと。
　・　志望する業界に関する治安情勢等を新聞、ニュース
報道等で分析し、課題解決に向けた自分自身の考えをま
とめておくこと。
　・　教員が提示する志望する業界に関する課題について
調査、研究して整理しておくこと。

4時間対面

第8回 ・　受講生は自己分析して取組んだ課題を授業中にプレゼンテーション
し、グループ討論を行う。それを受けて教員が解説を加えることにより
自身の知識・見識　を深める。
・　受講生は治安情勢等に関する課題について新聞、ニュース報道等
で検証した結果を短時間プレゼンテーションを行い、グループ討議を行
う。それを受けて教員が解説を加えることにより、志望する業界の現状
と課題に対する自分自身の問題意識を深める。
・　授業の最後にコメントシートを作成、提出する。

復習として、2時間程度、授業で取り組んだ課題をノートに
整理しておくこと。
2時間程度以下2点について予習しておくこと。
　・　志望する業界に関する治安情勢等を新聞、ニュース
報道等で分析し、課題解決に向けた自分自身の考えをま
とめておくこと。
　・　教員が提示する警察官、消防官等に求められる適
性・資質に関する課題を自己分析し整理しておくこと。

4時間対面

第9回 ・　受講生は自己分析して取組んだ課題を授業中にプレゼンテーション
し、グループ討論を行う。それを受けて教員が解説を加えることにより
自身の知識・見識　を深める。
・　受講生は治安情勢等に関する課題について新聞、ニュース報道等
で検証した結果を短時間プレゼンテーションを行い、グループ討議を行
う。それを受けて教員が解説を加えることにより、志望する業界の現状
と課題に対する自分自身の問題意識を深める。
・　授業の最後にコメントシートを作成、提出する。

復習として、2時間程度、授業で取り組んだ課題をノートに
整理しておくこと。
2時間程度以下2点について予習しておくこと。
　・　志望する業界に関する治安情勢等を新聞、ニュース
報道等で分析し、課題解決に向けた自分自身の考えをま
とめておくこと。
　・　教員が提示する警察官、消防官等に求められる適
性・資質に関する課題を自己分析し整理しておくこと。

4時間対面

第10回 ・　受講生は自己分析して取組んだ課題を授業中にプレゼンテーション
し、グループ討論を行う。それを受けて教員が解説を加えることにより
自身の知識・見識　を深める。
・　受講生は治安情勢等に関する課題について新聞、ニュース報道等
で検証した結果を短時間プレゼンテーションを行い、グループ討議を行
う。それを受けて教員が解説を加えることにより、志望する業界の現状
と課題に対する自分自身の問題意識を深める。
・　授業の最後にコメントシートを作成、提出する。

復習として、2時間程度、授業で取り組んだ課題をノートに
整理しておくこと。
2時間程度以下2点について予習しておくこと。
　・　志望する業界に関する治安情勢等を新聞、ニュース
報道等で分析し、課題解決に向けた自分自身の考えをま
とめておくこと。
　・　教員が提示する警察官、消防官等に求められる適
性・資質に関する課題を自己分析し整理しておくこと。

4時間対面

第11回 ・　受講生は自己分析して取組んだ課題を授業中にプレゼンテーション
し、グループ討論を行う。それを受けて教員が解説を加えることにより
自身の知識・見識　を深める。
・　受講生は治安情勢等に関する課題について新聞、ニュース報道等
で検証した結果を短時間プレゼンテーションを行い、グループ討議を行
う。それを受けて教員が解説を加えることにより、志望する業界の現状
と課題に対する自分自身の問題意識を深める。
・　授業の最後にコメントシートを作成、提出する。

復習として、2時間程度、授業で取り組んだ課題をノートに
整理しておくこと。
2時間程度以下2点について予習しておくこと。
　・　志望する業界に関する治安情勢等を新聞、ニュース
報道等で分析し、課題解決に向けた自分自身の考えをま
とめておくこと。
　・　教員が提示する警察官、消防官等に求められる適
性・資質に関する課題を自己分析し整理しておくこと。

4時間対面

第12回 ・　受講生は自己分析して取組んだ課題を授業中にプレゼンテーション
し、グループ討論を行う。それを受けて教員が解説を加えることにより
自身の知識・見識　を深める。
・　受講生は治安情勢等に関する課題について新聞、ニュース報道等
で検証した結果を短時間プレゼンテーションを行い、グループ討議を行
う。それを受けて教員が解説を加えることにより、志望する業界の現状
と課題に対する自分自身の問題意識を深める。
・　授業の最後にコメントシートを作成、提出する。

復習として、2時間程度、授業で取り組んだ課題をノートに
整理しておくこと。
2時間程度以下2点について予習しておくこと。
　・　志望する業界に関する治安情勢等を新聞、ニュース
報道等で分析し、課題解決に向けた自分自身の考えをま
とめておくこと。
　・　教員が提示する警察官、消防官等に求められる適
性・資質に関する課題を自己分析し整理しておくこと。

4時間対面

第13回 ・　受講生は自己分析して取組んだ課題を授業中にプレゼンテーション
し、グループ討論を行う。それを受けて教員が解説を加えることにより
自身の知識・見識　を深める。
・　受講生は治安情勢等に関する課題について新聞、ニュース報道等
で検証した結果を短時間プレゼンテーションを行い、グループ討議を行
う。それを受けて教員が解説を加えることにより、志望する業界の現状
と課題に対する自分自身の問題意識を深める。
・　授業の最後にコメントシートを作成、提出する。

復習として、2時間程度、授業で取り組んだ課題をノートに
整理しておくこと。
予習として次回授業でこれまで授業中に取り組んできた
志望する業界に関する課題について調査、研究結果の小
テストを行うので準備しておくこと。

4時間対面

第14回 小テスト実施。 復習として前回授業で実施した小テストについて見直し、
パソコンでノートにまとめて完成度を高めておくこと。
予習として春学期の自身の学修成果に関する総括をして
おくこと。

4時間対面

第15回 春学期の演習を振り返り総括を行う。 春学期の総括を復習しておくこと。 4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 公務員特別演習ⅠＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

2西脇　邦雄

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G2

法学部専門教育科目

テーマ 現代の公務労働の意義を考える

授業の目的及び概要
公務労働の意義を認識し、公務員に求められる基礎的な素養を身につける。
１国や自治体の置かれた状況や課題について調べ、ディスカッションやディベート、グループワーク、論述対策を行う。
２求められる人物像、業務に必要な知識、能力について理解し、企業研究の手法で自治体などの研究を行う。
３近年重視されているSPIなど職種を越えて要求される知的能力を身につける。
４行政職公務員を招き現場の課題について合同授業を実施する。

学修の到達目標
一般行政職（国家一般、地方公務員など）の公務員には何が求められるかが理解できる。
公務労働の基本について学ぶとともに、求められる知識、思考力はもとより、表現力などの基礎的な素養が身につく。
 傾聴力とともに、自分自身の意見をまとめて、わかりやすく伝えられるようになる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
提出された課題は、授業中に口頭でフィードバックを行うか、あるいは添削をして返却を行う。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告／フィールドワーク、学外見学、体験学
習

本科目の担当教員は、大阪府議会議員を16年務めた経験を有する。府議会議員として、自治体における日中友好、日華友好、日韓友好（韓国大使表
彰）、日ロ友好、日本モンゴル友好活動に取り組んできた。本科目では、これらの経験を活かしながら、地方自治と国際協力について、具体事例を交え
ながら、実践的な教育を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

担当教員が、自身の知識・経験に基づき、公務員行政職を目指す皆さんとともに授業を構成する。
国や自治体の置かれた状況や課題について調べ、ディスカッションやディベート、グループワーク、論述対策を行う。
憲法、民法、刑法、マクロ経済学、ミクロ経済学の履修とともに、
公務員コース推奨科目「地方自治論」（21世紀日本の議会と行政）水２限、
また「地域共生論」（地域生活と法）金３限についても受講してほしい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

000

0203050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

特に指定しない。

参考書

①「大学生のための「読む・書く・プレゼン・ディベート」の方法　改訂第二版　玉川大学出版　 
ISBN9784472405136
②「地方自治論」北村亘ほか　有斐閣ストウディア　 ISBN978-641-15048-5
③「はじめての行政学」伊藤正次ほか　有斐閣ストウディア　ISBN978-641-15035-5

なし

①ISBN9784472405136
②ISBN978-641-15048-5
③ISBN978-641-15035-5

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
授業概略の説明

事前学習：自分の志望する自治体などについて調べる。
自己紹介の準備をする。（2時間）
事後学習：自分の長所短所、なぜ公務員を目指すのか、
公務員になって何をしたいのかを考える。（2時間）

4時間対面

第2回 春学期の文献の指定と発表の準備
アカデミックライティング入門１
メールの書き方、原稿用紙の使い方、日本語技法

事前学習：アカデミックライティングの入門書を読む。（2時
間）
事後学習：日本語技法の基礎について復習する。（2時
間）

4時間対面

第3回 アカデミックライティング入門２
文章の要約、小論文の書き方について学ぶ

事前学習：アカデミックライティング入門書を読む（2時間）
事後学習：小論文の書き方について文献を復習する。（2
時間）

4時間対面

第4回 アカデミックライティング入門3
プレゼンテーションの方法について学ぶ

事前学習：アカデミックライティングの入門書を読む。（2時
間）
事後学習：プレゼンテーションの方法について復習する（2
時間）

4時間対面

第5回 報告・議論1
発表、ディスカッション、コメントペーパー作成。

事前学習：文献の該当箇所を読む。（2時間）
事後学習：文献の該当箇所の内容をまとめる。語彙力を
高めるため、新たに知った言葉を覚え、使えるようにす
る。（2時間）

4時間対面
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第6回 報告・議論2
発表、ディスカッション、コメントペーパー作成。

事前学習：文献の該当箇所を読む。（2時間）
事後学習：文献の該当箇所の内容をまとめる。語彙力を
高めるため、新たに知った言葉を覚え、使えるようにす
る。（2時間）

4時間対面

第7回 報告・議論3
発表、ディスカッション、コメントペーパー作成。
言語、非言語、発表技術、課題研究、志望動機などのレベルをレー
ダーチャートで確認する。

事前学習：文献の該当箇所を読む。（2時間）
事後学習：文献の該当箇所の内容をまとめる。語彙力を
高めるため、新たに知った言葉を覚え、使えるようにす
る。（2時間）

4時間対面

第8回 合同授業1
行政職員の方のお話を伺い、現場の課題と問題解決能力とについて理
解する

事前学習：公務員ナビブックから行政系の公務員の種類
について調べてみる。（2時間）
事後学習：自分が志望する自治体や地元の自治体のHP
をみて、求められる職員像や行政課題を調べる。（2時間）

4時間対面

第9回 合同授業2
行政職員の方のお話を伺い、現場の課題と問題解決能力とについて理
解する

事前学習：公務員ナビブックから行政系の公務員の種類
について調べてみる。（2時間）
事後学習：自分が志望する自治体や地元の自治体のHP
をみて、求められる職員像や行政課題を調べる。（2時間）

4時間対面

第10回 合同授業の振り返り
行政の危機管理の実際と公務員の仕事の意義について考える

事前学習：行政の危機管理の実際について答えのない現
場での対応について振り返る。（2時間）
事後学習：自分が志望する自治体などの実際の課題につ
いて調べ、課題解決にいかに貢献できるか検討する。（2
時間）

4時間対面

第11回 SPIの基礎試験の実施
数的処理の分野の欠点を早めに克服する

事前学習： SPI試験についての解説を読む。（2時間）
事後学習：SPI試験について自らの課題を分析する（2時
間）

4時間対面

第12回 SPIの基礎試験の振り返り　
グループワーク１またはフィールド調査

事前学習：実際の行政課題についてグループワークまた
はフィールド調査を行う。（2時間）
事後学習：グループワークにおける役割、発言などについ
て振り返り、改善点を考える。
フィールド調査の際は報告書の作成を行う。（2時間）

4時間対面

第13回 グループワーク２またはフィールド調査 事前学習：実際の行政課題についてグループワークまた
はフィールド調査を行う。（2時間）
事後学習：グループワークにおける役割、発言などについ
て振り返り、改善点を考える。
フィールド調査の際は報告書の作成を行う。（2時間）

4時間対面

第14回 採用内定の先輩の動画を視聴し、仕事の理解や求められる人物像を
理解する
行政職の採用試験内容について調べた結果を表にまとめ、エントリー
シートを書くための準備をする

事前学習：公務員ナビブックを使って、行政系の公務員の
種類について調べてみる。（2時間）
事後学習：自分の志望先の業務、求められる人物像、採
用試験について調べ、エントリーシートを書く準備をする。
（2時間）

4時間オンデマンド

第15回 春学期のまとめ
夏休みの計画を作成するとともに秋学期に向けてエントリーシートを準
備する

事前学習：公務員の種類や仕事の課題についてのまとめ
を行う（2時間）
事後学習：エントリーシートの作成に向けて、フィールド調
査、行政訪問など夏休みにやるべきことを計画する。（2時
間）

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 公務員特別演習ⅠＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

2漆畑　貴久

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G2

法学部専門教育科目

テーマ 現代の公務労働の意義を考える

授業の目的及び概要
公務労働の意義を認識し、公務員に求められる基礎的な素養を身につける。
１国や自治体の置かれた状況や課題について調べ、ディスカッションやディベート、グループワーク、論述対策を行う。
２求められる人物像、業務に必要な知識、能力について理解し、企業研究の手法で自治体などの研究を行う。
３実際の行政事例を検討し条例や行政文書から政策法務の入門的な学修を行う。
４先輩からキャリア形成を学ぶ合同授業を実施する。

学修の到達目標
一般行政職（国家一般、地方公務員など）の公務員には何が求められるかが理解できる。
公務労働の基本について学ぶとともに、求められる知識、思考力はもとより、表現力などの基礎的な素養が身につく。
 傾聴力とともに、自分自身の意見をまとめて、わかりやすく伝えられるようになる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
提出された課題は、授業中に口頭でフィードバックを行うか、あるいは添削をして返却を行う。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告／フィールドワーク、学外見学、体験学
習

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

担当教員が、自身の知識・経験に基づき、公務員行政職を目指す皆さんとともに人口減少社会、防災や危機管理、
町の魅力発信など答えのない問題を考える授業。
憲法、民法、刑法、マクロ経済学、ミクロ経済学の履修とともに、
公務員コース推奨科目「地方自治論」（21世紀日本の議会と行政）水２限、
また「地域共生論」（地域生活と法）金３限（いずれも春学期）についても受講してほしい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

000

0203050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

指定しない

参考書

①「大学生のための「読む・書く・プレゼン・ディベート」の方法　改訂第二版　玉川大学出版　 
ISBN9784472405136
②「地方自治論」北村亘ほか　有斐閣ストウディア　 ISBN978-641-15048-5
③「はじめての行政学」伊藤正次ほか　有斐閣ストウディア　ISBN978-641-15035-5

なし

ISBN9784472405136
ISBN978-641-15048-5
ISBN978-641-15035-5

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
秋学期概略の説明
ES作成に向けた準備

事前学習：夏休みに訪問した志望先の情報をまとめる。（2
時間）
事後学習：志望する自治体などの研究を行い、秋学期に 
ES発表の準備をする。（2時間）

4時間対面

第2回 自分の目指す公務員の調査１
求める人物像、組織構成、給与条件、昇進、試験内容、スケジュールな
どをまとめる。

事前学習：志望する自治体などの政策課題、求める人
材、試験内容の調査を行い、ES発表の準備をする。（2時
間）
事後学習：  ES発表の内容を作成しプレゼンの準備を行

4時間対面

第3回 自分の目指す公務員の調査2
求める人物像、組織構成、給与条件、昇進、試験内容、スケジュールな
どをまとめる。

事前学習：志望する自治体などの政策課題、求める人
材、試験内容の調査を行い、ES発表の準備をする（2時
間）
事後学習： ES発表の内容を作成し、プレゼンの準備をす

4時間対面

第4回 自分の目指す公務員の調査3
求める人物像、組織構成、給与条件、昇進、試験内容、スケジュールな
どをまとめる。

事前学習：志望する自治体などの政策課題、求める人
材、試験内容の調査を行い、ES発表の準備をする（2時
間）
事後学習： ES発表の内容を作成し、プレゼンの準備をす

4時間対面

第5回 合同授業
行政実務を担当している弁護士の講義を聞き
課題解決型グループワークを行う

事前学習：事前に合同授業の行政文書や条例を読み、課
題解決の意見を考える。（2時間）
事後学習：参加度、役割、発言などグループワークにより
明らかになった課題を振り返る。（2時間）

4時間対面
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第6回 合同授業の振り返り
行政法を学ぶ意味や政策法務を理解する

事前学習：グループワークで出された課題について検討
する。（2時間）
事後学習：行政法を学ぶ意味や政策法務について理解す
る。（2時間）

4時間対面

第7回 フィールド調査または行政施設訪問 事前学習： フィールド調査先や訪問先の情報を検索し事
前に課題を調べる。（2時間）
事後学習：フィールド調査や行政施設訪問のレポートの作
成を行う。（2時間）

4時間対面

第8回 第1回ES発表 事前学習：ES発表のデーターを集め作成する。（2時間）
事後学習：どのように話し、どのようにまとめればよかった
か振り返る。（2時間）

4時間対面

第9回 第2回 ES発表 事前学習：ES発表のデーターを集め作成する。（2時間）
事後学習：どのように話し、どのようにまとめればよかった
か振り返る。（2時間）

4時間対面

第10回 第3回ES発表及び総括 事前学習： ESの発表で指摘された点、相互参照での意見
についてどう改善できるか検討する。（2時間）
事後学習： ES作成について、現地調査の重要性を再確
認し実施計画を立てる。（2時間）

4時間対面

第11回 合同授業
実際の仕事や採用試験の経験を先輩の話を通じて理解する

事前学習：先輩への質問事項を準備し、講義資料を読
む。（2時間）
事後学習：先輩の話を踏まえ学修計画を再度練り直す。
（2時間）

4時間対面

第12回 合同授業振り返り
SPI確認テストまたは課題作文1
人口減少社会、防災、子育て支援、魅力発信など課題作文に取り組む

事前学習：課題作文の準備を行う（2時間）
事後学習： 作文のルーブリック審査を相互に行う（2時間）

4時間対面

第13回 SPI確認テストまたは課題作文を実施2
人口減少社会、防災、子育て支援、魅力発信など課題作文に取り組む

事前学習：課題作文の準備を行う（2時間）
事後学習： 作文のルーブリック審査を相互に行う（2時間）

4時間対面

第14回 ようこそ先輩授業の振り返り（録画視聴）及び採用試験への計画づくり
のために
SPI確認テストまたは課題作文の解説
SP I確認テストの解答例解説または課題作文の解説を行う

事前学習：課題作文についての評価から取り組む課題を
考える。（2時間）
事後学習：動画を視聴し、今後の学修計画について検討
する。 （2時間）

4時間オンデマンド

第15回 秋学期のまとめ
秋学期エントリーシートの作成発表の内容、
SPI確認テストまたは課題作文を踏まえて学修計画を作成する。

事前学習：秋学期全体を通じて振り返り、レーダーチャー
トによるレベルの自己評価を行う。（2時間）
事後学習：年間を通じて学んだ課題を整理し、3年生から
の学修計画を作成する。（2時間）

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 公務員特別演習ⅠＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

2中久保　寛幸

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G2

法学部専門教育科目

テーマ 警察官・消防官等公安職となり社会に貢献する立志と求められる適性・資質の醸成。

授業の目的及び概要
本演習は、警察官・消防官（ほかにも刑務官・入国警備官・海上保安官など公安職）志望者を対象に開講される「公務員特別演習」の初年度の科目で
ある。
　警察官・消防官等の採用試験では、面接、集団討論等において人物評価が重視されており、基本的知識、幅広い教養とともに、国民に奉仕するため
の公務員としての必要な適性・資質等を備えていることが求められている。
　本演習では、志望する警察・消防等の組織・職務とはどのようなものであるのか、志望する業界、自治体の現状やその機関等がどのような人物を求
めているのか、どのような課題を抱えているのか等を分析し、志望先が求める人物として成長していく基礎を固めていきます。

学修の到達目標
①自己分析・課題発表・グループ討論等を通して、警察官・消防官等として求められる基本的な姿勢・態度、コミュニケーション能力、職業人意識等の適
性・資質が習得できる。
②業界研究、自治体等調査を通して、志望先の都道府県等の治安状況、求められる人物像等について認識を深め見識と人格を形成できる。
③社会情勢等を分析して、志望先の治安情勢等の課題等について認識を深め、課題解決に向けた考え抜く能力が養える。
＊本演習は、筆記試験対策目的の講座ではないことに注意すること。警察官・消防官等として所属する組織と社会に適応できる適性・資質を習得する
ことを目標とする。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
・次回授業でコメントシートを紹介し、質問への回答や補足説明を行い、理解を深めます。
・授業で発表・グループ討議した結果はその都度授業で担当教員から実学に直結する講評をコメントします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告／フィールドワーク、学外見学、体験学
習

本科目の担当教員は、警察官として38年間勤務し、管理官・調査官・署長などに従事して、経験を積み重ねてきた。本科目では、実務経験を活かし、職
種に必要な法律解釈や業務の理解、職務倫理や心構え、実務で要求される知識・技能などを教授し、実際の事例を交えつつ解説する実践的な授業を
展開する。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

・　治安を担う職業を志望するにあたって憧れと不安が交錯している学生諸君、公務員の道は奉仕の道である。時には怖がられ、疎まれ、そして時々感
謝され、その行動には国民の様々な声が聞こえます。
・　しかし、多くの国民が「声の小さい多数派」であり、治安の任にあたる者を信頼し、応援していることです。その人達のたった一つの命と財産、安全・安
心を守る仕事に「誇りと使命感」を持って最後まで駆け抜ける志を抱く君たちの「夢を支え」、君たちが「現実」にアタックしゴールしてくれることを願って止
みません。
・　「人の悲しみを自分の悲しみ」と感じ、「人の喜びを自分の喜び」と受け止め、被害に苦しみ困り果てている人に正面から向き合い、手を差し伸べ、人
の役に立つ仕事にやりがいを感じる君達と共に学んでいきたいと思います。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

20
コメントシート

00

0０2060

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

・　指定しません。
・　教員から必要な資料を適宜配布、課題を提示します。

参考書

・　指定しません。
・　教員から必要な資料を適宜配布、課題を提示します。

なし。

なし。

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 秋学期の授業方針等ガイダンス。
警察官、消防官等に求められる基本的な人間力について解説。
授業計画は担当教員により異なることがあります。また、必要性、受講
生の希望、外部ガイダンス、施設見学の可能性等により変更することが
ある。

復習として、2時間程度、授業で取り組んだ課題をノートに
整理しておくこと。
2時間程度以下2点について予習しておくこと。
　・　志望する業界に関する治安情勢等を新聞、ニュース
報道等で分析し、課題解決に向けた自分自身の考えをま
とめておくこと。
　・　教員が提示する警察官、消防官等に求められる適
性・資質に関する課題を自己分析し整理しておくこと。

4時間対面

第2回 ・　受講生は自己分析して取組んだ課題を授業中にプレゼンテーション
し、グループ討論を行う。それを受けて教員が解説を加えることにより
自身の知識・見識　を深める。
・　受講生は治安情勢等に関する課題について新聞、ニュース報道等
で検証した結果を短時間プレゼンテーションを行い、グループ討議を行
う。それを受けて教員が解説を加えることにより、志望する業界の現状
と課題に対する自分自身の問題意識を深める。
・　授業の最後にコメントシートを作成、提出する。

復習として、2時間程度、授業で取り組んだ課題をノートに
整理しておくこと。
2時間程度以下2点について予習しておくこと。
　・　志望する業界に関する治安情勢等を新聞、ニュース
報道等で分析し、課題解決に向けた自分自身の考えをま
とめておくこと。
　・　教員が提示する警察官、消防官等に求められる適
性・資質に関する課題を自己分析し整理しておくこと。

4時間対面
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第3回 ・　受講生は自己分析して取組んだ課題を授業中にプレゼンテーション
し、グループ討論を行う。それを受けて教員が解説を加えることにより
自身の知識・見識　を深める。
・　受講生は治安情勢等に関する課題について新聞、ニュース報道等
で検証した結果を短時間プレゼンテーションを行い、グループ討議を行
う。それを受けて教員が解説を加えることにより、志望する業界の現状
と課題に対する自分自身の問題意識を深める。
・　授業の最後にコメントシートを作成、提出する。

復習として、2時間程度、授業で取り組んだ課題をノートに
整理しておくこと。
2時間程度以下2点について予習しておくこと。
　・　志望する業界に関する治安情勢等を新聞、ニュース
報道等で分析し、課題解決に向けた自分自身の考えをま
とめておくこと。
　・　教員が提示する警察官、消防官等に求められる適
性・資質に関する課題を自己分析し整理しておくこと。

4時間対面

第4回 ・　受講生は自己分析して取組んだ課題を授業中にプレゼンテーション
し、グループ討論を行う。それを受けて教員が解説を加えることにより
自身の知識・見識　を深める。
・　受講生は治安情勢等に関する課題について新聞、ニュース報道等
で検証した結果を短時間プレゼンテーションを行い、グループ討議を行
う。それを受けて教員が解説を加えることにより、志望する業界の現状
と課題に対する自分自身の問題意識を深める。
・　授業の最後にコメントシートを作成、提出する。

復習として、2時間程度、授業で取り組んだ課題をノートに
整理しておくこと。
2時間程度以下2点について予習しておくこと。
　・　志望する業界に関する治安情勢等を新聞、ニュース
報道等で分析し、課題解決に向けた自分自身の考えをま
とめておくこと。
　・　教員が提示する警察官、消防官等に求められる適
性・資質に関する課題を自己分析し整理しておくこと。

4時間対面

第5回 ・　受講生は自己分析して取組んだ課題を授業中にプレゼンテーション
し、グループ討論を行う。それを受けて教員が解説を加えることにより
自身の知識・見識　を深める。
・　受講生は治安情勢等に関する課題について新聞、ニュース報道等
で検証した結果を短時間プレゼンテーションを行い、グループ討議を行
う。それを受けて教員が解説を加えることにより、志望する業界の現状
と課題に対する自分自身の問題意識を深める。
・　授業の最後にコメントシートを作成、提出する。

復習として、2時間程度、授業で取り組んだ課題をノートに
整理しておくこと。
2時間程度以下2点について予習しておくこと。
　・　志望する業界に関する治安情勢等を新聞、ニュース
報道等で分析し、課題解決に向けた自分自身の考えをま
とめておくこと。
　・　教員が提示する警察官、消防官等に求められる適
性・資質に関する課題を自己分析し整理しておくこと。

4時間対面

第6回 ・　受講生は自己分析して取組んだ課題を授業中にプレゼンテーション
し、グループ討論を行う。それを受けて教員が解説を加えることにより
自身の知識・見識　を深める。
・　受講生は治安情勢等に関する課題について新聞、ニュース報道等
で検証した結果を短時間プレゼンテーションを行い、グループ討議を行
う。それを受けて教員が解説を加えることにより、志望する業界の現状
と課題に対する自分自身の問題意識を深める。
・　授業の最後にコメントシートを作成、提出する。

復習として、2時間程度、授業で取り組んだ課題をノートに
整理しておくこと。
予習として次回授業でこれまで授業中に取り組んできた
志望する業界に関する課題について調査、研究結果の小
テストを行うので準備しておくこと。

4時間対面

第7回 小テスト実施。 復習として小テストについて見直し、パソコンでノートにま
とめて完成度を高めておくこと。
以下2点について予習しておくこと。
　・　志望する業界に関する治安情勢等を新聞、ニュース
報道等で分析し、課題解決に向けた自分自身の考えをま
とめておくこと。
　・　教員が提示する志望する業界に関する課題について
調査、研究して整理しておくこと。

4時間対面

第8回 ・　受講生は自己分析して取組んだ課題を授業中にプレゼンテーション
し、グループ討論を行う。それを受けて教員が解説を加えることにより
自身の知識・見識　を深める。
・　受講生は治安情勢等に関する課題について新聞、ニュース報道等
で検証した結果を短時間プレゼンテーションを行い、グループ討議を行
う。それを受けて教員が解説を加えることにより、志望する業界の現状
と課題に対する自分自身の問題意識を深める。
・　授業の最後にコメントシートを作成、提出する。

復習として、2時間程度、授業で取り組んだ課題をノートに
整理しておくこと。
2時間程度以下2点について予習しておくこと。
　・　志望する業界に関する治安情勢等を新聞、ニュース
報道等で分析し、課題解決に向けた自分自身の考えをま
とめておくこと。
　・　教員が提示する警察官、消防官等に求められる適
性・資質に関する課題を自己分析し整理しておくこと。

4時間対面

第9回 ・　受講生は自己分析して取組んだ課題を授業中にプレゼンテーション
し、グループ討論を行う。それを受けて教員が解説を加えることにより
自身の知識・見識　を深める。
・　受講生は治安情勢等に関する課題について新聞、ニュース報道等
で検証した結果を短時間プレゼンテーションを行い、グループ討議を行
う。それを受けて教員が解説を加えることにより、志望する業界の現状
と課題に対する自分自身の問題意識を深める。
・　授業の最後にコメントシートを作成、提出する。

復習として、2時間程度、授業で取り組んだ課題をノートに
整理しておくこと。
2時間程度以下2点について予習しておくこと。
　・　志望する業界に関する治安情勢等を新聞、ニュース
報道等で分析し、課題解決に向けた自分自身の考えをま
とめておくこと。
　・　教員が提示する警察官、消防官等に求められる適
性・資質に関する課題を自己分析し整理しておくこと。

4時間対面

第10回 ・　受講生は自己分析して取組んだ課題を授業中にプレゼンテーション
し、グループ討論を行う。それを受けて教員が解説を加えることにより
自身の知識・見識　を深める。
・　受講生は治安情勢等に関する課題について新聞、ニュース報道等
で検証した結果を短時間プレゼンテーションを行い、グループ討議を行
う。それを受けて教員が解説を加えることにより、志望する業界の現状
と課題に対する自分自身の問題意識を深める。
・　授業の最後にコメントシートを作成、提出する。

復習として、2時間程度、授業で取り組んだ課題をノートに
整理しておくこと。
2時間程度以下2点について予習しておくこと。
　・　志望する業界に関する治安情勢等を新聞、ニュース
報道等で分析し、課題解決に向けた自分自身の考えをま
とめておくこと。
　・　教員が提示する警察官、消防官等に求められる適
性・資質に関する課題を自己分析し整理しておくこと。

4時間対面

第11回 ・　受講生は自己分析して取組んだ課題を授業中にプレゼンテーション
し、グループ討論を行う。それを受けて教員が解説を加えることにより
自身の知識・見識　を深める。
・　受講生は治安情勢等に関する課題について新聞、ニュース報道等
で検証した結果を短時間プレゼンテーションを行い、グループ討議を行
う。それを受けて教員が解説を加えることにより、志望する業界の現状
と課題に対する自分自身の問題意識を深める。
・　授業の最後にコメントシートを作成、提出する。

復習として、2時間程度、授業で取り組んだ課題をノートに
整理しておくこと。
2時間程度以下2点について予習しておくこと。
　・　志望する業界に関する治安情勢等を新聞、ニュース
報道等で分析し、課題解決に向けた自分自身の考えをま
とめておくこと。
　・　教員が提示する警察官、消防官等に求められる適
性・資質に関する課題を自己分析し整理しておくこと。

4時間対面

第12回 ・　受講生は自己分析して取組んだ課題を授業中にプレゼンテーション
し、グループ討論を行う。それを受けて教員が解説を加えることにより
自身の知識・見識　を深める。
・　受講生は治安情勢等に関する課題について新聞、ニュース報道等
で検証した結果を短時間プレゼンテーションを行い、グループ討議を行
う。それを受けて教員が解説を加えることにより、志望する業界の現状
と課題に対する自分自身の問題意識を深める。
・　授業の最後にコメントシートを作成、提出する。

復習として、2時間程度、授業で取り組んだ課題をノートに
整理しておくこと。
2時間程度以下2点について予習しておくこと。
　・　志望する業界に関する治安情勢等を新聞、ニュース
報道等で分析し、課題解決に向けた自分自身の考えをま
とめておくこと。
　・　教員が提示する警察官、消防官等に求められる適
性・資質に関する課題を自己分析し整理しておくこと。

4時間対面

第13回 ・　受講生は自己分析して取組んだ課題を授業中にプレゼンテーション
し、グループ討論を行う。それを受けて教員が解説を加えることにより
自身の知識・見識　を深める。
・　受講生は治安情勢等に関する課題について新聞、ニュース報道等
で検証した結果を短時間プレゼンテーションを行い、グループ討議を行
う。それを受けて教員が解説を加えることにより、志望する業界の現状
と課題に対する自分自身の問題意識を深める。
・　授業の最後にコメントシートを作成、提出する。

復習として、2時間程度、授業で取り組んだ課題をノートに
整理しておくこと。
予習として次回授業でこれまで授業中に取り組んできた
志望する業界に関する課題について調査、研究結果に関
する小テストを行うので準備しておくこと。

4時間対面

第14回 小テスト実施。 復習として前回授業で実施した小テストについて見直し、
パソコンでノートにまとめて完成度を高めておくこと。
秋学期の自身の学修成果に関する総括をしておくこと。

4時間対面

第15回 秋学期の演習を振り返り総括を行う。 秋学期の総括の復習をしておくこと。 4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 公務員特別演習ⅠＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

2雜喉　浩久

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G2

法学部専門教育科目

テーマ 警察官・消防官等公安職となり社会に貢献する立志と求められる適性・資質の醸成。

授業の目的及び概要
本演習は、警察官・消防官（ほかにも刑務官・入国警備官・海上保安官など公安職）志望者を対象に開講される「公務員特別演習」の初年度の科目で
ある。
　警察官・消防官等の採用試験では、面接、集団討論等において人物評価が重視されており、基本的知識、幅広い教養とともに、国民に奉仕するため
の公務員としての必要な適性・資質等を備えていることが求められている。
　本演習では、志望する警察・消防等の組織・職務とはどのようなものであるのか、志望する業界、自治体の現状やその機関等がどのような人物を求
めているのか、どのような課題を抱えているのか等を分析し、志望先が求める人物として成長していく基礎を固めていきます。

学修の到達目標
①自己分析・課題発表・グループ討論等を通して、警察官・消防官等として求められる基本的な姿勢・態度、コミュニケーション能力、職業人意識等の適
性・資質が習得できる。
②業界研究、自治体等調査を通して、志望先の都道府県等の治安状況、求められる人物像等について認識を深め見識と人格を形成できる。
③社会情勢等を分析して、志望先の治安情勢等の課題等について認識を深め、課題解決に向けた考え抜く能力が養える。
＊本演習は、筆記試験対策目的の講座ではないことに注意すること。警察官・消防官等として所属する組織と社会に適応できる適性・資質を習得する
ことを目標とする。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
・次回授業でコメントシートを紹介し、質問への回答や補足説明を行い、理解を深めます。
・授業で発表・グループ討議した結果はその都度授業で担当教員から実学に直結する講評をコメントします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告／フィールドワーク、学外見学、体験学
習

本科目の担当教員は、警察官として38年間勤務し、警察署副署長まで務めた実績を有する。また、警察学校において後進の教育経験も有している。本
科目では、これら警察官の実務経験、警察学校での教育経験を生かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

・　治安を担う職業を志望するにあたって憧れと不安が交錯している学生諸君、公務員の道は奉仕の道である。時には怖がられ、疎まれ、そして時々感
謝され、その行動には国民の様々な声が聞こえます。
・　しかし、多くの国民が「声の小さい多数派」であり、治安の任にあたる者を信頼し、応援していることです。その人達のたった一つの命と財産、安全・安
心を守る仕事に「誇りと使命感」を持って最後まで駆け抜ける志を抱く君たちの「夢を支え」、君たちが「現実」にアタックしゴールしてくれることを願って止
みません。
・　「人の悲しみを自分の悲しみ」と感じ、「人の喜びを自分の喜び」と受け止め、被害に苦しみ困り果てている人に正面から向き合い、手を差し伸べ、人
の役に立つ仕事にやりがいを感じる君達と共に学んでいきたいと思います。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

20
コメントシート

00

0０2060

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

・　指定しません。
・　教員から必要な資料を適宜配布、課題を提示します。

参考書

・　指定しません。
・　教員から必要な資料を適宜配布、課題を提示します。

なし。

なし。

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 秋学期の授業方針等ガイダンス。
警察官、消防官等に求められる基本的な人間力について解説。
授業計画は担当教員により異なることがあります。また、必要性、受講
生の希望、外部ガイダンス、施設見学の可能性等により変更することが
ある。

復習として、2時間程度、授業で取り組んだ課題をノートに
整理しておくこと。
2時間程度以下2点について予習しておくこと。
　・　志望する業界に関する治安情勢等を新聞、ニュース
報道等で分析し、課題解決に向けた自分自身の考えをま
とめておくこと。
　・　教員が提示する警察官、消防官等に求められる適
性・資質に関する課題を自己分析し整理しておくこと。

4時間対面

第2回 ・　受講生は自己分析して取組んだ課題を授業中にプレゼンテーション
し、グループ討論を行う。それを受けて教員が解説を加えることにより
自身の知識・見識　を深める。
・　受講生は治安情勢等に関する課題について新聞、ニュース報道等
で検証した結果を短時間プレゼンテーションを行い、グループ討議を行
う。それを受けて教員が解説を加えることにより、志望する業界の現状
と課題に対する自分自身の問題意識を深める。
・　授業の最後にコメントシートを作成、提出する。

復習として、2時間程度、授業で取り組んだ課題をノートに
整理しておくこと。
2時間程度以下2点について予習しておくこと。
　・　志望する業界に関する治安情勢等を新聞、ニュース
報道等で分析し、課題解決に向けた自分自身の考えをま
とめておくこと。
　・　教員が提示する警察官、消防官等に求められる適
性・資質に関する課題を自己分析し整理しておくこと。

4時間対面
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第3回 ・　受講生は自己分析して取組んだ課題を授業中にプレゼンテーション
し、グループ討論を行う。それを受けて教員が解説を加えることにより
自身の知識・見識　を深める。
・　受講生は治安情勢等に関する課題について新聞、ニュース報道等
で検証した結果を短時間プレゼンテーションを行い、グループ討議を行
う。それを受けて教員が解説を加えることにより、志望する業界の現状
と課題に対する自分自身の問題意識を深める。
・　授業の最後にコメントシートを作成、提出する。

復習として、2時間程度、授業で取り組んだ課題をノートに
整理しておくこと。
2時間程度以下2点について予習しておくこと。
　・　志望する業界に関する治安情勢等を新聞、ニュース
報道等で分析し、課題解決に向けた自分自身の考えをま
とめておくこと。
　・　教員が提示する警察官、消防官等に求められる適
性・資質に関する課題を自己分析し整理しておくこと。

4時間対面

第4回 ・　受講生は自己分析して取組んだ課題を授業中にプレゼンテーション
し、グループ討論を行う。それを受けて教員が解説を加えることにより
自身の知識・見識　を深める。
・　受講生は治安情勢等に関する課題について新聞、ニュース報道等
で検証した結果を短時間プレゼンテーションを行い、グループ討議を行
う。それを受けて教員が解説を加えることにより、志望する業界の現状
と課題に対する自分自身の問題意識を深める。
・　授業の最後にコメントシートを作成、提出する。

復習として、2時間程度、授業で取り組んだ課題をノートに
整理しておくこと。
2時間程度以下2点について予習しておくこと。
　・　志望する業界に関する治安情勢等を新聞、ニュース
報道等で分析し、課題解決に向けた自分自身の考えをま
とめておくこと。
　・　教員が提示する警察官、消防官等に求められる適
性・資質に関する課題を自己分析し整理しておくこと。

4時間対面

第5回 ・　受講生は自己分析して取組んだ課題を授業中にプレゼンテーション
し、グループ討論を行う。それを受けて教員が解説を加えることにより
自身の知識・見識　を深める。
・　受講生は治安情勢等に関する課題について新聞、ニュース報道等
で検証した結果を短時間プレゼンテーションを行い、グループ討議を行
う。それを受けて教員が解説を加えることにより、志望する業界の現状
と課題に対する自分自身の問題意識を深める。
・　授業の最後にコメントシートを作成、提出する。

復習として、2時間程度、授業で取り組んだ課題をノートに
整理しておくこと。
2時間程度以下2点について予習しておくこと。
　・　志望する業界に関する治安情勢等を新聞、ニュース
報道等で分析し、課題解決に向けた自分自身の考えをま
とめておくこと。
　・　教員が提示する警察官、消防官等に求められる適
性・資質に関する課題を自己分析し整理しておくこと。

4時間対面

第6回 ・　受講生は自己分析して取組んだ課題を授業中にプレゼンテーション
し、グループ討論を行う。それを受けて教員が解説を加えることにより
自身の知識・見識　を深める。
・　受講生は治安情勢等に関する課題について新聞、ニュース報道等
で検証した結果を短時間プレゼンテーションを行い、グループ討議を行
う。それを受けて教員が解説を加えることにより、志望する業界の現状
と課題に対する自分自身の問題意識を深める。
・　授業の最後にコメントシートを作成、提出する。

復習として、2時間程度、授業で取り組んだ課題をノートに
整理しておくこと。
予習として次回授業でこれまで授業中に取り組んできた
志望する業界に関する課題について調査、研究結果の小
テストを行うので準備しておくこと。

4時間対面

第7回 小テスト実施。 復習として小テストについて見直し、パソコンでノートにま
とめて完成度を高めておくこと。
以下2点について予習しておくこと。
　・　志望する業界に関する治安情勢等を新聞、ニュース
報道等で分析し、課題解決に向けた自分自身の考えをま
とめておくこと。
　・　教員が提示する志望する業界に関する課題について
調査、研究して整理しておくこと。

4時間対面

第8回 ・　受講生は自己分析して取組んだ課題を授業中にプレゼンテーション
し、グループ討論を行う。それを受けて教員が解説を加えることにより
自身の知識・見識　を深める。
・　受講生は治安情勢等に関する課題について新聞、ニュース報道等
で検証した結果を短時間プレゼンテーションを行い、グループ討議を行
う。それを受けて教員が解説を加えることにより、志望する業界の現状
と課題に対する自分自身の問題意識を深める。
・　授業の最後にコメントシートを作成、提出する。

復習として、2時間程度、授業で取り組んだ課題をノートに
整理しておくこと。
2時間程度以下2点について予習しておくこと。
　・　志望する業界に関する治安情勢等を新聞、ニュース
報道等で分析し、課題解決に向けた自分自身の考えをま
とめておくこと。
　・　教員が提示する警察官、消防官等に求められる適
性・資質に関する課題を自己分析し整理しておくこと。

4時間対面

第9回 ・　受講生は自己分析して取組んだ課題を授業中にプレゼンテーション
し、グループ討論を行う。それを受けて教員が解説を加えることにより
自身の知識・見識　を深める。
・　受講生は治安情勢等に関する課題について新聞、ニュース報道等
で検証した結果を短時間プレゼンテーションを行い、グループ討議を行
う。それを受けて教員が解説を加えることにより、志望する業界の現状
と課題に対する自分自身の問題意識を深める。
・　授業の最後にコメントシートを作成、提出する。

復習として、2時間程度、授業で取り組んだ課題をノートに
整理しておくこと。
2時間程度以下2点について予習しておくこと。
　・　志望する業界に関する治安情勢等を新聞、ニュース
報道等で分析し、課題解決に向けた自分自身の考えをま
とめておくこと。
　・　教員が提示する警察官、消防官等に求められる適
性・資質に関する課題を自己分析し整理しておくこと。

4時間対面

第10回 ・　受講生は自己分析して取組んだ課題を授業中にプレゼンテーション
し、グループ討論を行う。それを受けて教員が解説を加えることにより
自身の知識・見識　を深める。
・　受講生は治安情勢等に関する課題について新聞、ニュース報道等
で検証した結果を短時間プレゼンテーションを行い、グループ討議を行
う。それを受けて教員が解説を加えることにより、志望する業界の現状
と課題に対する自分自身の問題意識を深める。
・　授業の最後にコメントシートを作成、提出する。

復習として、2時間程度、授業で取り組んだ課題をノートに
整理しておくこと。
2時間程度以下2点について予習しておくこと。
　・　志望する業界に関する治安情勢等を新聞、ニュース
報道等で分析し、課題解決に向けた自分自身の考えをま
とめておくこと。
　・　教員が提示する警察官、消防官等に求められる適
性・資質に関する課題を自己分析し整理しておくこと。

4時間対面

第11回 ・　受講生は自己分析して取組んだ課題を授業中にプレゼンテーション
し、グループ討論を行う。それを受けて教員が解説を加えることにより
自身の知識・見識　を深める。
・　受講生は治安情勢等に関する課題について新聞、ニュース報道等
で検証した結果を短時間プレゼンテーションを行い、グループ討議を行
う。それを受けて教員が解説を加えることにより、志望する業界の現状
と課題に対する自分自身の問題意識を深める。
・　授業の最後にコメントシートを作成、提出する。

復習として、2時間程度、授業で取り組んだ課題をノートに
整理しておくこと。
2時間程度以下2点について予習しておくこと。
　・　志望する業界に関する治安情勢等を新聞、ニュース
報道等で分析し、課題解決に向けた自分自身の考えをま
とめておくこと。
　・　教員が提示する警察官、消防官等に求められる適
性・資質に関する課題を自己分析し整理しておくこと。

4時間対面

第12回 ・　受講生は自己分析して取組んだ課題を授業中にプレゼンテーション
し、グループ討論を行う。それを受けて教員が解説を加えることにより
自身の知識・見識　を深める。
・　受講生は治安情勢等に関する課題について新聞、ニュース報道等
で検証した結果を短時間プレゼンテーションを行い、グループ討議を行
う。それを受けて教員が解説を加えることにより、志望する業界の現状
と課題に対する自分自身の問題意識を深める。
・　授業の最後にコメントシートを作成、提出する。

復習として、2時間程度、授業で取り組んだ課題をノートに
整理しておくこと。
2時間程度以下2点について予習しておくこと。
　・　志望する業界に関する治安情勢等を新聞、ニュース
報道等で分析し、課題解決に向けた自分自身の考えをま
とめておくこと。
　・　教員が提示する警察官、消防官等に求められる適
性・資質に関する課題を自己分析し整理しておくこと。

4時間対面

第13回 ・　受講生は自己分析して取組んだ課題を授業中にプレゼンテーション
し、グループ討論を行う。それを受けて教員が解説を加えることにより
自身の知識・見識　を深める。
・　受講生は治安情勢等に関する課題について新聞、ニュース報道等
で検証した結果を短時間プレゼンテーションを行い、グループ討議を行
う。それを受けて教員が解説を加えることにより、志望する業界の現状
と課題に対する自分自身の問題意識を深める。
・　授業の最後にコメントシートを作成、提出する。

復習として、2時間程度、授業で取り組んだ課題をノートに
整理しておくこと。
予習として次回授業でこれまで授業中に取り組んできた
志望する業界に関する課題について調査、研究結果に関
する小テストを行うので準備しておくこと。

4時間対面

第14回 小テスト実施。 復習として前回授業で実施した小テストについて見直し、
パソコンでノートにまとめて完成度を高めておくこと。
秋学期の自身の学修成果に関する総括をしておくこと。

4時間対面

第15回 秋学期の演習を振り返り総括を行う。 秋学期の総括の復習をしておくこと。 4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 公務員特別演習ⅠＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

2雜喉　浩久

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G2

法学部専門教育科目

テーマ 警察官・消防官等公安職となり社会に貢献する立志と求められる適性・資質の醸成。

授業の目的及び概要
本演習は、警察官・消防官（ほかにも刑務官・入国警備官・海上保安官など公安職）志望者を対象に開講される「公務員特別演習」の初年度の科目で
ある。
　警察官・消防官等の採用試験では、面接、集団討論等において人物評価が重視されており、基本的知識、幅広い教養とともに、国民に奉仕するため
の公務員としての必要な適性・資質等を備えていることが求められている。
　本演習では、志望する警察・消防等の組織・職務とはどのようなものであるのか、志望する業界、自治体の現状やその機関等がどのような人物を求
めているのか、どのような課題を抱えているのか等を分析し、志望先が求める人物として成長していく基礎を固めていきます。

学修の到達目標
①自己分析・課題発表・グループ討論等を通して、警察官・消防官等として求められる基本的な姿勢・態度、コミュニケーション能力、職業人意識等の適
性・資質が習得できる。
②業界研究、自治体等調査を通して、志望先の都道府県等の治安状況、求められる人物像等について認識を深め見識と人格を形成できる。
③社会情勢等を分析して、志望先の治安情勢等の課題等について認識を深め、課題解決に向けた考え抜く能力が養える。
＊本演習は、筆記試験対策目的の講座ではないことに注意すること。警察官・消防官等として所属する組織と社会に適応できる適性・資質を習得する
ことを目標とする。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
・次回授業でコメントシートを紹介し、質問への回答や補足説明を行い、理解を深めます。
・授業で発表・グループ討議した結果はその都度授業で担当教員から実学に直結する講評をコメントします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告／フィールドワーク、学外見学、体験学
習

本科目の担当教員は、警察官として38年間勤務し、警察署副署長まで務めた実績を有する。また、警察学校において後進の教育経験も有している。本
科目では、これら警察官の実務経験、警察学校での教育経験を生かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

・　治安を担う職業を志望するにあたって憧れと不安が交錯している学生諸君、公務員の道は奉仕の道である。時には怖がられ、疎まれ、そして時々感
謝され、その行動には国民の様々な声が聞こえます。
・　しかし、多くの国民が「声の小さい多数派」であり、治安の任にあたる者を信頼し、応援していることです。その人達のたった一つの命と財産、安全・安
心を守る仕事に「誇りと使命感」を持って最後まで駆け抜ける志を抱く君たちの「夢を支え」、君たちが「現実」にアタックしゴールしてくれることを願って止
みません。
・　「人の悲しみを自分の悲しみ」と感じ、「人の喜びを自分の喜び」と受け止め、被害に苦しみ困り果てている人に正面から向き合い、手を差し伸べ、人
の役に立つ仕事にやりがいを感じる君達と共に学んでいきたいと思います。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

20
コメントシート

00

0０2060

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

・　指定しません。
・　教員から必要な資料を適宜配布、課題を提示します。

参考書

・　指定しません。
・　教員から必要な資料を適宜配布、課題を提示します。

なし。

なし。

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 秋学期の授業方針等ガイダンス。
警察官、消防官等に求められる基本的な人間力について解説。
授業計画は担当教員により異なることがあります。また、必要性、受講
生の希望、外部ガイダンス、施設見学の可能性等により変更することが
ある。

復習として、2時間程度、授業で取り組んだ課題をノートに
整理しておくこと。
2時間程度以下2点について予習しておくこと。
　・　志望する業界に関する治安情勢等を新聞、ニュース
報道等で分析し、課題解決に向けた自分自身の考えをま
とめておくこと。
　・　教員が提示する警察官、消防官等に求められる適
性・資質に関する課題を自己分析し整理しておくこと。

4時間対面

第2回 ・　受講生は自己分析して取組んだ課題を授業中にプレゼンテーション
し、グループ討論を行う。それを受けて教員が解説を加えることにより
自身の知識・見識　を深める。
・　受講生は治安情勢等に関する課題について新聞、ニュース報道等
で検証した結果を短時間プレゼンテーションを行い、グループ討議を行
う。それを受けて教員が解説を加えることにより、志望する業界の現状
と課題に対する自分自身の問題意識を深める。
・　授業の最後にコメントシートを作成、提出する。

復習として、2時間程度、授業で取り組んだ課題をノートに
整理しておくこと。
2時間程度以下2点について予習しておくこと。
　・　志望する業界に関する治安情勢等を新聞、ニュース
報道等で分析し、課題解決に向けた自分自身の考えをま
とめておくこと。
　・　教員が提示する警察官、消防官等に求められる適
性・資質に関する課題を自己分析し整理しておくこと。

4時間対面
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第3回 ・　受講生は自己分析して取組んだ課題を授業中にプレゼンテーション
し、グループ討論を行う。それを受けて教員が解説を加えることにより
自身の知識・見識　を深める。
・　受講生は治安情勢等に関する課題について新聞、ニュース報道等
で検証した結果を短時間プレゼンテーションを行い、グループ討議を行
う。それを受けて教員が解説を加えることにより、志望する業界の現状
と課題に対する自分自身の問題意識を深める。
・　授業の最後にコメントシートを作成、提出する。

復習として、2時間程度、授業で取り組んだ課題をノートに
整理しておくこと。
2時間程度以下2点について予習しておくこと。
　・　志望する業界に関する治安情勢等を新聞、ニュース
報道等で分析し、課題解決に向けた自分自身の考えをま
とめておくこと。
　・　教員が提示する警察官、消防官等に求められる適
性・資質に関する課題を自己分析し整理しておくこと。

4時間対面

第4回 ・　受講生は自己分析して取組んだ課題を授業中にプレゼンテーション
し、グループ討論を行う。それを受けて教員が解説を加えることにより
自身の知識・見識　を深める。
・　受講生は治安情勢等に関する課題について新聞、ニュース報道等
で検証した結果を短時間プレゼンテーションを行い、グループ討議を行
う。それを受けて教員が解説を加えることにより、志望する業界の現状
と課題に対する自分自身の問題意識を深める。
・　授業の最後にコメントシートを作成、提出する。

復習として、2時間程度、授業で取り組んだ課題をノートに
整理しておくこと。
2時間程度以下2点について予習しておくこと。
　・　志望する業界に関する治安情勢等を新聞、ニュース
報道等で分析し、課題解決に向けた自分自身の考えをま
とめておくこと。
　・　教員が提示する警察官、消防官等に求められる適
性・資質に関する課題を自己分析し整理しておくこと。

4時間対面

第5回 ・　受講生は自己分析して取組んだ課題を授業中にプレゼンテーション
し、グループ討論を行う。それを受けて教員が解説を加えることにより
自身の知識・見識　を深める。
・　受講生は治安情勢等に関する課題について新聞、ニュース報道等
で検証した結果を短時間プレゼンテーションを行い、グループ討議を行
う。それを受けて教員が解説を加えることにより、志望する業界の現状
と課題に対する自分自身の問題意識を深める。
・　授業の最後にコメントシートを作成、提出する。

復習として、2時間程度、授業で取り組んだ課題をノートに
整理しておくこと。
2時間程度以下2点について予習しておくこと。
　・　志望する業界に関する治安情勢等を新聞、ニュース
報道等で分析し、課題解決に向けた自分自身の考えをま
とめておくこと。
　・　教員が提示する警察官、消防官等に求められる適
性・資質に関する課題を自己分析し整理しておくこと。

4時間対面

第6回 ・　受講生は自己分析して取組んだ課題を授業中にプレゼンテーション
し、グループ討論を行う。それを受けて教員が解説を加えることにより
自身の知識・見識　を深める。
・　受講生は治安情勢等に関する課題について新聞、ニュース報道等
で検証した結果を短時間プレゼンテーションを行い、グループ討議を行
う。それを受けて教員が解説を加えることにより、志望する業界の現状
と課題に対する自分自身の問題意識を深める。
・　授業の最後にコメントシートを作成、提出する。

復習として、2時間程度、授業で取り組んだ課題をノートに
整理しておくこと。
予習として次回授業でこれまで授業中に取り組んできた
志望する業界に関する課題について調査、研究結果の小
テストを行うので準備しておくこと。

4時間対面

第7回 小テスト実施。 復習として小テストについて見直し、パソコンでノートにま
とめて完成度を高めておくこと。
以下2点について予習しておくこと。
　・　志望する業界に関する治安情勢等を新聞、ニュース
報道等で分析し、課題解決に向けた自分自身の考えをま
とめておくこと。
　・　教員が提示する志望する業界に関する課題について
調査、研究して整理しておくこと。

4時間対面

第8回 ・　受講生は自己分析して取組んだ課題を授業中にプレゼンテーション
し、グループ討論を行う。それを受けて教員が解説を加えることにより
自身の知識・見識　を深める。
・　受講生は治安情勢等に関する課題について新聞、ニュース報道等
で検証した結果を短時間プレゼンテーションを行い、グループ討議を行
う。それを受けて教員が解説を加えることにより、志望する業界の現状
と課題に対する自分自身の問題意識を深める。
・　授業の最後にコメントシートを作成、提出する。

復習として、2時間程度、授業で取り組んだ課題をノートに
整理しておくこと。
2時間程度以下2点について予習しておくこと。
　・　志望する業界に関する治安情勢等を新聞、ニュース
報道等で分析し、課題解決に向けた自分自身の考えをま
とめておくこと。
　・　教員が提示する警察官、消防官等に求められる適
性・資質に関する課題を自己分析し整理しておくこと。

4時間対面

第9回 ・　受講生は自己分析して取組んだ課題を授業中にプレゼンテーション
し、グループ討論を行う。それを受けて教員が解説を加えることにより
自身の知識・見識　を深める。
・　受講生は治安情勢等に関する課題について新聞、ニュース報道等
で検証した結果を短時間プレゼンテーションを行い、グループ討議を行
う。それを受けて教員が解説を加えることにより、志望する業界の現状
と課題に対する自分自身の問題意識を深める。
・　授業の最後にコメントシートを作成、提出する。

復習として、2時間程度、授業で取り組んだ課題をノートに
整理しておくこと。
2時間程度以下2点について予習しておくこと。
　・　志望する業界に関する治安情勢等を新聞、ニュース
報道等で分析し、課題解決に向けた自分自身の考えをま
とめておくこと。
　・　教員が提示する警察官、消防官等に求められる適
性・資質に関する課題を自己分析し整理しておくこと。

4時間対面

第10回 ・　受講生は自己分析して取組んだ課題を授業中にプレゼンテーション
し、グループ討論を行う。それを受けて教員が解説を加えることにより
自身の知識・見識　を深める。
・　受講生は治安情勢等に関する課題について新聞、ニュース報道等
で検証した結果を短時間プレゼンテーションを行い、グループ討議を行
う。それを受けて教員が解説を加えることにより、志望する業界の現状
と課題に対する自分自身の問題意識を深める。
・　授業の最後にコメントシートを作成、提出する。

復習として、2時間程度、授業で取り組んだ課題をノートに
整理しておくこと。
2時間程度以下2点について予習しておくこと。
　・　志望する業界に関する治安情勢等を新聞、ニュース
報道等で分析し、課題解決に向けた自分自身の考えをま
とめておくこと。
　・　教員が提示する警察官、消防官等に求められる適
性・資質に関する課題を自己分析し整理しておくこと。

4時間対面

第11回 ・　受講生は自己分析して取組んだ課題を授業中にプレゼンテーション
し、グループ討論を行う。それを受けて教員が解説を加えることにより
自身の知識・見識　を深める。
・　受講生は治安情勢等に関する課題について新聞、ニュース報道等
で検証した結果を短時間プレゼンテーションを行い、グループ討議を行
う。それを受けて教員が解説を加えることにより、志望する業界の現状
と課題に対する自分自身の問題意識を深める。
・　授業の最後にコメントシートを作成、提出する。

復習として、2時間程度、授業で取り組んだ課題をノートに
整理しておくこと。
2時間程度以下2点について予習しておくこと。
　・　志望する業界に関する治安情勢等を新聞、ニュース
報道等で分析し、課題解決に向けた自分自身の考えをま
とめておくこと。
　・　教員が提示する警察官、消防官等に求められる適
性・資質に関する課題を自己分析し整理しておくこと。

4時間対面

第12回 ・　受講生は自己分析して取組んだ課題を授業中にプレゼンテーション
し、グループ討論を行う。それを受けて教員が解説を加えることにより
自身の知識・見識　を深める。
・　受講生は治安情勢等に関する課題について新聞、ニュース報道等
で検証した結果を短時間プレゼンテーションを行い、グループ討議を行
う。それを受けて教員が解説を加えることにより、志望する業界の現状
と課題に対する自分自身の問題意識を深める。
・　授業の最後にコメントシートを作成、提出する。

復習として、2時間程度、授業で取り組んだ課題をノートに
整理しておくこと。
2時間程度以下2点について予習しておくこと。
　・　志望する業界に関する治安情勢等を新聞、ニュース
報道等で分析し、課題解決に向けた自分自身の考えをま
とめておくこと。
　・　教員が提示する警察官、消防官等に求められる適
性・資質に関する課題を自己分析し整理しておくこと。

4時間対面

第13回 ・　受講生は自己分析して取組んだ課題を授業中にプレゼンテーション
し、グループ討論を行う。それを受けて教員が解説を加えることにより
自身の知識・見識　を深める。
・　受講生は治安情勢等に関する課題について新聞、ニュース報道等
で検証した結果を短時間プレゼンテーションを行い、グループ討議を行
う。それを受けて教員が解説を加えることにより、志望する業界の現状
と課題に対する自分自身の問題意識を深める。
・　授業の最後にコメントシートを作成、提出する。

復習として、2時間程度、授業で取り組んだ課題をノートに
整理しておくこと。
予習として次回授業でこれまで授業中に取り組んできた
志望する業界に関する課題について調査、研究結果に関
する小テストを行うので準備しておくこと。

4時間対面

第14回 小テスト実施。 復習として前回授業で実施した小テストについて見直し、
パソコンでノートにまとめて完成度を高めておくこと。
秋学期の自身の学修成果に関する総括をしておくこと。

4時間対面

第15回 秋学期の演習を振り返り総括を行う。 秋学期の総括の復習をしておくこと。 4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 公務員特別演習ⅠＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

2石川　英樹

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G2

法学部専門教育科目

テーマ 警察官・消防官等公安職となり社会に貢献する立志と求められる適性・資質の醸成。

授業の目的及び概要
本演習は、警察官・消防官（ほかにも刑務官・入国警備官・海上保安官など公安職）志望者を対象に開講される「公務員特別演習」の初年度の科目で
ある。
　警察官・消防官等の採用試験では、面接、集団討論等において人物評価が重視されており、基本的知識、幅広い教養とともに、国民に奉仕するため
の公務員としての必要な適性・資質等を備えていることが求められている。
　本演習では、志望する警察・消防等の組織・職務とはどのようなものであるのか、志望する業界、自治体の現状やその機関等がどのような人物を求
めているのか、どのような課題を抱えているのか等を分析し、志望先が求める人物として成長していく基礎を固めていきます。

学修の到達目標
①自己分析・課題発表・グループ討論等を通して、警察官・消防官等として求められる基本的な姿勢・態度、コミュニケーション能力、職業人意識等の適
性・資質が習得できる。
②業界研究、自治体等調査を通して、志望先の都道府県等の治安状況、求められる人物像等について認識を深め見識と人格を形成できる。
③社会情勢等を分析して、志望先の治安情勢等の課題等について認識を深め、課題解決に向けた考え抜く能力が養える。
＊本演習は、筆記試験対策目的の講座ではないことに注意すること。警察官・消防官等として所属する組織と社会に適応できる適性・資質を習得する
ことを目標とする。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
・次回授業でコメントシートを紹介し、質問への回答や補足説明を行い、理解を深めます。
・授業で発表・グループ討議した結果はその都度授業で担当教員から実学に直結する講評をコメントします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告／フィールドワーク、学外見学、体験学
習

担当教員は奈良県警察本部にて、３６年間警察官として勤務し、調査官・監察官・地域指導室長など、第一線を始め管理部門での実務経験と警察庁近
畿管区警察局監察課への出向などの警察行政における人事、業務管理・企画立案及び服務・業務指導、若手警察官の育成、指導に従事してきた。
本科目では、こうした実務経験を活かして、警察官・消防官などの公安職に必要とされる職務倫理や心構え、実務で要求される知識技能など、事例を
交えつつ解説する実践的な授業を展開する。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

・　治安を担う職業を志望するにあたって憧れと不安が交錯している学生諸君、公務員の道は奉仕の道である。時には怖がられ、疎まれ、そして時々感
謝され、その行動には国民の様々な声が聞こえます。
・　しかし、多くの国民が「声の小さい多数派」であり、治安の任にあたる者を信頼し、応援していることです。その人達のたった一つの命と財産、安全・安
心を守る仕事に「誇りと使命感」を持って最後まで駆け抜ける志を抱く君たちの「夢を支え」、君たちが「現実」にアタックしゴールしてくれることを願って止
みません。
・　「人の悲しみを自分の悲しみ」と感じ、「人の喜びを自分の喜び」と受け止め、被害に苦しみ困り果てている人に正面から向き合い、手を差し伸べ、人
の役に立つ仕事にやりがいを感じる君達と共に学んでいきたいと思います。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

20
コメントシート

00

0０2060

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

・　指定しません。
・　教員から必要な資料を適宜配布、課題を提示します。

参考書

・　指定しません。
・　教員から必要な資料を適宜配布、課題を提示します。

なし。

なし。

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 秋学期の授業方針等ガイダンス。
警察官、消防官等に求められる基本的な人間力について解説。
授業計画は担当教員により異なることがあります。また、必要性、受講
生の希望、外部ガイダンス、施設見学の可能性等により変更することが
ある。

復習として、2時間程度、授業で取り組んだ課題をノートに
整理しておくこと。
2時間程度以下2点について予習しておくこと。
　・　志望する業界に関する治安情勢等を新聞、ニュース
報道等で分析し、課題解決に向けた自分自身の考えをま
とめておくこと。
　・　教員が提示する警察官、消防官等に求められる適
性・資質に関する課題を自己分析し整理しておくこと。

4時間対面

第2回 ・　受講生は自己分析して取組んだ課題を授業中にプレゼンテーション
し、グループ討論を行う。それを受けて教員が解説を加えることにより
自身の知識・見識　を深める。
・　受講生は治安情勢等に関する課題について新聞、ニュース報道等
で検証した結果を短時間プレゼンテーションを行い、グループ討議を行
う。それを受けて教員が解説を加えることにより、志望する業界の現状
と課題に対する自分自身の問題意識を深める。
・　授業の最後にコメントシートを作成、提出する。

復習として、2時間程度、授業で取り組んだ課題をノートに
整理しておくこと。
2時間程度以下2点について予習しておくこと。
　・　志望する業界に関する治安情勢等を新聞、ニュース
報道等で分析し、課題解決に向けた自分自身の考えをま
とめておくこと。
　・　教員が提示する警察官、消防官等に求められる適
性・資質に関する課題を自己分析し整理しておくこと。

4時間対面
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第3回 ・　受講生は自己分析して取組んだ課題を授業中にプレゼンテーション
し、グループ討論を行う。それを受けて教員が解説を加えることにより
自身の知識・見識　を深める。
・　受講生は治安情勢等に関する課題について新聞、ニュース報道等
で検証した結果を短時間プレゼンテーションを行い、グループ討議を行
う。それを受けて教員が解説を加えることにより、志望する業界の現状
と課題に対する自分自身の問題意識を深める。
・　授業の最後にコメントシートを作成、提出する。

復習として、2時間程度、授業で取り組んだ課題をノートに
整理しておくこと。
2時間程度以下2点について予習しておくこと。
　・　志望する業界に関する治安情勢等を新聞、ニュース
報道等で分析し、課題解決に向けた自分自身の考えをま
とめておくこと。
　・　教員が提示する警察官、消防官等に求められる適
性・資質に関する課題を自己分析し整理しておくこと。

4時間対面

第4回 ・　受講生は自己分析して取組んだ課題を授業中にプレゼンテーション
し、グループ討論を行う。それを受けて教員が解説を加えることにより
自身の知識・見識　を深める。
・　受講生は治安情勢等に関する課題について新聞、ニュース報道等
で検証した結果を短時間プレゼンテーションを行い、グループ討議を行
う。それを受けて教員が解説を加えることにより、志望する業界の現状
と課題に対する自分自身の問題意識を深める。
・　授業の最後にコメントシートを作成、提出する。

復習として、2時間程度、授業で取り組んだ課題をノートに
整理しておくこと。
2時間程度以下2点について予習しておくこと。
　・　志望する業界に関する治安情勢等を新聞、ニュース
報道等で分析し、課題解決に向けた自分自身の考えをま
とめておくこと。
　・　教員が提示する警察官、消防官等に求められる適
性・資質に関する課題を自己分析し整理しておくこと。

4時間対面

第5回 ・　受講生は自己分析して取組んだ課題を授業中にプレゼンテーション
し、グループ討論を行う。それを受けて教員が解説を加えることにより
自身の知識・見識　を深める。
・　受講生は治安情勢等に関する課題について新聞、ニュース報道等
で検証した結果を短時間プレゼンテーションを行い、グループ討議を行
う。それを受けて教員が解説を加えることにより、志望する業界の現状
と課題に対する自分自身の問題意識を深める。
・　授業の最後にコメントシートを作成、提出する。

復習として、2時間程度、授業で取り組んだ課題をノートに
整理しておくこと。
2時間程度以下2点について予習しておくこと。
　・　志望する業界に関する治安情勢等を新聞、ニュース
報道等で分析し、課題解決に向けた自分自身の考えをま
とめておくこと。
　・　教員が提示する警察官、消防官等に求められる適
性・資質に関する課題を自己分析し整理しておくこと。

4時間対面

第6回 ・　受講生は自己分析して取組んだ課題を授業中にプレゼンテーション
し、グループ討論を行う。それを受けて教員が解説を加えることにより
自身の知識・見識　を深める。
・　受講生は治安情勢等に関する課題について新聞、ニュース報道等
で検証した結果を短時間プレゼンテーションを行い、グループ討議を行
う。それを受けて教員が解説を加えることにより、志望する業界の現状
と課題に対する自分自身の問題意識を深める。
・　授業の最後にコメントシートを作成、提出する。

復習として、2時間程度、授業で取り組んだ課題をノートに
整理しておくこと。
予習として次回授業でこれまで授業中に取り組んできた
志望する業界に関する課題について調査、研究結果の小
テストを行うので準備しておくこと。

4時間対面

第7回 小テスト実施。 復習として小テストについて見直し、パソコンでノートにま
とめて完成度を高めておくこと。
以下2点について予習しておくこと。
　・　志望する業界に関する治安情勢等を新聞、ニュース
報道等で分析し、課題解決に向けた自分自身の考えをま
とめておくこと。
　・　教員が提示する志望する業界に関する課題について
調査、研究して整理しておくこと。

4時間対面

第8回 ・　受講生は自己分析して取組んだ課題を授業中にプレゼンテーション
し、グループ討論を行う。それを受けて教員が解説を加えることにより
自身の知識・見識　を深める。
・　受講生は治安情勢等に関する課題について新聞、ニュース報道等
で検証した結果を短時間プレゼンテーションを行い、グループ討議を行
う。それを受けて教員が解説を加えることにより、志望する業界の現状
と課題に対する自分自身の問題意識を深める。
・　授業の最後にコメントシートを作成、提出する。

復習として、2時間程度、授業で取り組んだ課題をノートに
整理しておくこと。
2時間程度以下2点について予習しておくこと。
　・　志望する業界に関する治安情勢等を新聞、ニュース
報道等で分析し、課題解決に向けた自分自身の考えをま
とめておくこと。
　・　教員が提示する警察官、消防官等に求められる適
性・資質に関する課題を自己分析し整理しておくこと。

4時間対面

第9回 ・　受講生は自己分析して取組んだ課題を授業中にプレゼンテーション
し、グループ討論を行う。それを受けて教員が解説を加えることにより
自身の知識・見識　を深める。
・　受講生は治安情勢等に関する課題について新聞、ニュース報道等
で検証した結果を短時間プレゼンテーションを行い、グループ討議を行
う。それを受けて教員が解説を加えることにより、志望する業界の現状
と課題に対する自分自身の問題意識を深める。
・　授業の最後にコメントシートを作成、提出する。

復習として、2時間程度、授業で取り組んだ課題をノートに
整理しておくこと。
2時間程度以下2点について予習しておくこと。
　・　志望する業界に関する治安情勢等を新聞、ニュース
報道等で分析し、課題解決に向けた自分自身の考えをま
とめておくこと。
　・　教員が提示する警察官、消防官等に求められる適
性・資質に関する課題を自己分析し整理しておくこと。

4時間対面

第10回 ・　受講生は自己分析して取組んだ課題を授業中にプレゼンテーション
し、グループ討論を行う。それを受けて教員が解説を加えることにより
自身の知識・見識　を深める。
・　受講生は治安情勢等に関する課題について新聞、ニュース報道等
で検証した結果を短時間プレゼンテーションを行い、グループ討議を行
う。それを受けて教員が解説を加えることにより、志望する業界の現状
と課題に対する自分自身の問題意識を深める。
・　授業の最後にコメントシートを作成、提出する。

復習として、2時間程度、授業で取り組んだ課題をノートに
整理しておくこと。
2時間程度以下2点について予習しておくこと。
　・　志望する業界に関する治安情勢等を新聞、ニュース
報道等で分析し、課題解決に向けた自分自身の考えをま
とめておくこと。
　・　教員が提示する警察官、消防官等に求められる適
性・資質に関する課題を自己分析し整理しておくこと。

4時間対面

第11回 ・　受講生は自己分析して取組んだ課題を授業中にプレゼンテーション
し、グループ討論を行う。それを受けて教員が解説を加えることにより
自身の知識・見識　を深める。
・　受講生は治安情勢等に関する課題について新聞、ニュース報道等
で検証した結果を短時間プレゼンテーションを行い、グループ討議を行
う。それを受けて教員が解説を加えることにより、志望する業界の現状
と課題に対する自分自身の問題意識を深める。
・　授業の最後にコメントシートを作成、提出する。

復習として、2時間程度、授業で取り組んだ課題をノートに
整理しておくこと。
2時間程度以下2点について予習しておくこと。
　・　志望する業界に関する治安情勢等を新聞、ニュース
報道等で分析し、課題解決に向けた自分自身の考えをま
とめておくこと。
　・　教員が提示する警察官、消防官等に求められる適
性・資質に関する課題を自己分析し整理しておくこと。

4時間対面

第12回 ・　受講生は自己分析して取組んだ課題を授業中にプレゼンテーション
し、グループ討論を行う。それを受けて教員が解説を加えることにより
自身の知識・見識　を深める。
・　受講生は治安情勢等に関する課題について新聞、ニュース報道等
で検証した結果を短時間プレゼンテーションを行い、グループ討議を行
う。それを受けて教員が解説を加えることにより、志望する業界の現状
と課題に対する自分自身の問題意識を深める。
・　授業の最後にコメントシートを作成、提出する。

復習として、2時間程度、授業で取り組んだ課題をノートに
整理しておくこと。
2時間程度以下2点について予習しておくこと。
　・　志望する業界に関する治安情勢等を新聞、ニュース
報道等で分析し、課題解決に向けた自分自身の考えをま
とめておくこと。
　・　教員が提示する警察官、消防官等に求められる適
性・資質に関する課題を自己分析し整理しておくこと。

4時間対面

第13回 ・　受講生は自己分析して取組んだ課題を授業中にプレゼンテーション
し、グループ討論を行う。それを受けて教員が解説を加えることにより
自身の知識・見識　を深める。
・　受講生は治安情勢等に関する課題について新聞、ニュース報道等
で検証した結果を短時間プレゼンテーションを行い、グループ討議を行
う。それを受けて教員が解説を加えることにより、志望する業界の現状
と課題に対する自分自身の問題意識を深める。
・　授業の最後にコメントシートを作成、提出する。

復習として、2時間程度、授業で取り組んだ課題をノートに
整理しておくこと。
予習として次回授業でこれまで授業中に取り組んできた
志望する業界に関する課題について調査、研究結果に関
する小テストを行うので準備しておくこと。

4時間対面

第14回 小テスト実施。 復習として前回授業で実施した小テストについて見直し、
パソコンでノートにまとめて完成度を高めておくこと。
秋学期の自身の学修成果に関する総括をしておくこと。

4時間対面

第15回 秋学期の演習を振り返り総括を行う。 秋学期の総括の復習をしておくこと。 4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 公務員特別演習ⅠＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

2伊藤　政也

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G2

法学部専門教育科目

テーマ 現代の公務労働の意義を考える

授業の目的及び概要
公務労働の意義を認識し、公務員に求められる基礎的な素養を身につける。
１国や自治体の置かれた状況や課題について調べ、ディスカッションやディベート、グループワーク、論述対策を行う。
２求められる人物像、業務に必要な知識、能力について理解し、企業研究の手法で自治体などの研究を行う。
３実際の行政事例を検討し条例や行政文書から政策法務の入門的な学修を行う。
４先輩からキャリア形成を学ぶ合同授業を実施する。

学修の到達目標
一般行政職（国家一般、地方公務員など）の公務員には何が求められるかが理解できる。
公務労働の基本について学ぶとともに、求められる知識、思考力はもとより、表現力などの基礎的な素養が身につく。
 傾聴力とともに、自分自身の意見をまとめて、わかりやすく伝えられるようになる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
提出された課題は、授業中に口頭でフィードバックを行うか、あるいは添削をして返却を行う。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告／フィールドワーク、学外見学、体験学
習

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

担当教員が、自身の知識・経験に基づき、公務員行政職を目指す皆さんとともに人口減少社会、防災や危機管理、
町の魅力発信など答えのない問題を考える授業。
憲法、民法、刑法、マクロ経済学、ミクロ経済学の履修とともに、
公務員コース推奨科目「地方自治論」（21世紀日本の議会と行政）水２限、
また「地域共生論」（地域生活と法）金３限（いずれも春学期）についても受講してほしい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

000

0203050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

指定しない

参考書

①「大学生のための「読む・書く・プレゼン・ディベート」の方法　改訂第二版　玉川大学出版　 
ISBN9784472405136
②「地方自治論」北村亘ほか　有斐閣ストウディア　 ISBN978-641-15048-5
③「はじめての行政学」伊藤正次ほか　有斐閣ストウディア　ISBN978-641-15035-5

なし

ISBN9784472405136
ISBN978-641-15048-5
ISBN978-641-15035-5

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
秋学期概略の説明
ES作成に向けた準備

事前学習：夏休みに訪問した志望先の情報をまとめる。（2
時間）
事後学習：志望する自治体などの研究を行い、秋学期に 
ES発表の準備をする。（2時間）

4時間対面

第2回 自分の目指す公務員の調査１
求める人物像、組織構成、給与条件、昇進、試験内容、スケジュールな
どをまとめる。

事前学習：志望する自治体などの政策課題、求める人
材、試験内容の調査を行い、ES発表の準備をする。（2時
間）
事後学習：  ES発表の内容を作成しプレゼンの準備を行

4時間対面

第3回 自分の目指す公務員の調査2
求める人物像、組織構成、給与条件、昇進、試験内容、スケジュールな
どをまとめる。

事前学習：志望する自治体などの政策課題、求める人
材、試験内容の調査を行い、ES発表の準備をする（2時
間）
事後学習： ES発表の内容を作成し、プレゼンの準備をす

4時間対面

第4回 自分の目指す公務員の調査3
求める人物像、組織構成、給与条件、昇進、試験内容、スケジュールな
どをまとめる。

事前学習：志望する自治体などの政策課題、求める人
材、試験内容の調査を行い、ES発表の準備をする（2時
間）
事後学習： ES発表の内容を作成し、プレゼンの準備をす

4時間対面

第5回 合同授業
行政実務を担当している弁護士の講義を聞き
課題解決型グループワークを行う

事前学習：事前に合同授業の行政文書や条例を読み、課
題解決の意見を考える。（2時間）
事後学習：参加度、役割、発言などグループワークにより
明らかになった課題を振り返る。（2時間）

4時間対面

－650－



第6回 合同授業の振り返り
行政法を学ぶ意味や政策法務を理解する

事前学習：グループワークで出された課題について検討
する。（2時間）
事後学習：行政法を学ぶ意味や政策法務について理解す
る。（2時間）

4時間対面

第7回 フィールド調査または行政施設訪問 事前学習： フィールド調査先や訪問先の情報を検索し事
前に課題を調べる。（2時間）
事後学習：フィールド調査や行政施設訪問のレポートの作
成を行う。（2時間）

4時間対面

第8回 第1回ES発表 事前学習：ES発表のデーターを集め作成する。（2時間）
事後学習：どのように話し、どのようにまとめればよかった
か振り返る。（2時間）

4時間対面

第9回 第2回 ES発表 事前学習：ES発表のデーターを集め作成する。（2時間）
事後学習：どのように話し、どのようにまとめればよかった
か振り返る。（2時間）

4時間対面

第10回 第3回ES発表及び総括 事前学習： ESの発表で指摘された点、相互参照での意見
についてどう改善できるか検討する。（2時間）
事後学習： ES作成について、現地調査の重要性を再確
認し実施計画を立てる。（2時間）

4時間対面

第11回 合同授業
実際の仕事や採用試験の経験を先輩の話を通じて理解する

事前学習：先輩への質問事項を準備し、講義資料を読
む。（2時間）
事後学習：先輩の話を踏まえ学修計画を再度練り直す。
（2時間）

4時間対面

第12回 合同授業振り返り
SPI確認テストまたは課題作文1
人口減少社会、防災、子育て支援、魅力発信など課題作文に取り組む

事前学習：課題作文の準備を行う（2時間）
事後学習： 作文のルーブリック審査を相互に行う（2時間）

4時間対面

第13回 SPI確認テストまたは課題作文を実施2
人口減少社会、防災、子育て支援、魅力発信など課題作文に取り組む

事前学習：課題作文の準備を行う（2時間）
事後学習： 作文のルーブリック審査を相互に行う（2時間）

4時間対面

第14回 ようこそ先輩授業の振り返り（録画視聴）及び採用試験への計画づくり
のために
SPI確認テストまたは課題作文の解説
SP I確認テストの解答例解説または課題作文の解説を行う

事前学習：課題作文についての評価から取り組む課題を
考える。（2時間）
事後学習：動画を視聴し、今後の学修計画について検討
する。 （2時間）

4時間オンデマンド

第15回 秋学期のまとめ
秋学期エントリーシートの作成発表の内容、
SPI確認テストまたは課題作文を踏まえて学修計画を作成する。

事前学習：秋学期全体を通じて振り返り、レーダーチャー
トによるレベルの自己評価を行う。（2時間）
事後学習：年間を通じて学んだ課題を整理し、3年生から
の学修計画を作成する。（2時間）

4時間対面

－651－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 公務員特別演習ⅠＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

2西脇　邦雄

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G2

法学部専門教育科目

テーマ 現代の公務労働の意義を考える

授業の目的及び概要
公務労働の意義を認識し、公務員に求められる基礎的な素養を身につける。
１国や自治体の置かれた状況や課題について調べ、ディスカッションやディベート、グループワーク、論述対策を行う。
２求められる人物像、業務に必要な知識、能力について理解し、企業研究の手法で自治体などの研究を行う。
３実際の行政事例を検討し条例や行政文書から政策法務の入門的な学修を行う。
４先輩からキャリア形成を学ぶ合同授業を実施する。

学修の到達目標
一般行政職（国家一般、地方公務員など）の公務員には何が求められるかが理解できる。
公務労働の基本について学ぶとともに、求められる知識、思考力はもとより、表現力などの基礎的な素養が身につく。
 傾聴力とともに、自分自身の意見をまとめて、わかりやすく伝えられるようになる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
提出された課題は、授業中に口頭でフィードバックを行うか、あるいは添削をして返却を行う。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告／フィールドワーク、学外見学、体験学
習

本科目の担当教員は、大阪府議会議員を16年務めた経験を有する。府議会議員として、自治体における日中友好、日華友好、日韓友好（韓国大使表
彰）、日ロ友好、日本モンゴル友好活動に取り組んできた。本科目では、これらの経験を活かしながら、地方自治と国際協力について、具体事例を交え
ながら、実践的な教育を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

担当教員が、自身の知識・経験に基づき、公務員行政職を目指す皆さんとともに人口減少社会、防災や危機管理、
町の魅力発信など答えのない問題を考える授業。
憲法、民法、刑法、マクロ経済学、ミクロ経済学の履修とともに、
公務員コース推奨科目「地方自治論」（21世紀日本の議会と行政）水２限、
また「地域共生論」（地域生活と法）金３限（いずれも春学期）についても受講してほしい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

000

0203050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

指定しない

参考書

①「大学生のための「読む・書く・プレゼン・ディベート」の方法　改訂第二版　玉川大学出版　 
ISBN9784472405136
②「地方自治論」北村亘ほか　有斐閣ストウディア　 ISBN978-641-15048-5
③「はじめての行政学」伊藤正次ほか　有斐閣ストウディア　ISBN978-641-15035-5

なし

ISBN9784472405136
ISBN978-641-15048-5
ISBN978-641-15035-5

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
秋学期概略の説明
ES作成に向けた準備

事前学習：夏休みに訪問した志望先の情報をまとめる。（2
時間）
事後学習：志望する自治体などの研究を行い、秋学期に 
ES発表の準備をする。（2時間）

4時間対面

第2回 自分の目指す公務員の調査１
求める人物像、組織構成、給与条件、昇進、試験内容、スケジュールな
どをまとめる。

事前学習：志望する自治体などの政策課題、求める人
材、試験内容の調査を行い、ES発表の準備をする。（2時
間）
事後学習：  ES発表の内容を作成しプレゼンの準備を行

4時間対面

第3回 自分の目指す公務員の調査2
求める人物像、組織構成、給与条件、昇進、試験内容、スケジュールな
どをまとめる。

事前学習：志望する自治体などの政策課題、求める人
材、試験内容の調査を行い、ES発表の準備をする（2時
間）
事後学習： ES発表の内容を作成し、プレゼンの準備をす

4時間対面

第4回 自分の目指す公務員の調査3
求める人物像、組織構成、給与条件、昇進、試験内容、スケジュールな
どをまとめる。

事前学習：志望する自治体などの政策課題、求める人
材、試験内容の調査を行い、ES発表の準備をする（2時
間）
事後学習： ES発表の内容を作成し、プレゼンの準備をす

4時間対面

第5回 合同授業
行政実務を担当している弁護士の講義を聞き
課題解決型グループワークを行う

事前学習：事前に合同授業の行政文書や条例を読み、課
題解決の意見を考える。（2時間）
事後学習：参加度、役割、発言などグループワークにより
明らかになった課題を振り返る。（2時間）

4時間対面

－652－



第6回 合同授業の振り返り
行政法を学ぶ意味や政策法務を理解する

事前学習：グループワークで出された課題について検討
する。（2時間）
事後学習：行政法を学ぶ意味や政策法務について理解す
る。（2時間）

4時間対面

第7回 フィールド調査または行政施設訪問 事前学習： フィールド調査先や訪問先の情報を検索し事
前に課題を調べる。（2時間）
事後学習：フィールド調査や行政施設訪問のレポートの作
成を行う。（2時間）

4時間対面

第8回 第1回ES発表 事前学習：ES発表のデーターを集め作成する。（2時間）
事後学習：どのように話し、どのようにまとめればよかった
か振り返る。（2時間）

4時間対面

第9回 第2回 ES発表 事前学習：ES発表のデーターを集め作成する。（2時間）
事後学習：どのように話し、どのようにまとめればよかった
か振り返る。（2時間）

4時間対面

第10回 第3回ES発表及び総括 事前学習： ESの発表で指摘された点、相互参照での意見
についてどう改善できるか検討する。（2時間）
事後学習： ES作成について、現地調査の重要性を再確
認し実施計画を立てる。（2時間）

4時間対面

第11回 合同授業
実際の仕事や採用試験の経験を先輩の話を通じて理解する

事前学習：先輩への質問事項を準備し、講義資料を読
む。（2時間）
事後学習：先輩の話を踏まえ学修計画を再度練り直す。
（2時間）

4時間対面

第12回 合同授業振り返り
SPI確認テストまたは課題作文1
人口減少社会、防災、子育て支援、魅力発信など課題作文に取り組む

事前学習：課題作文の準備を行う（2時間）
事後学習： 作文のルーブリック審査を相互に行う（2時間）

4時間対面

第13回 SPI確認テストまたは課題作文を実施2
人口減少社会、防災、子育て支援、魅力発信など課題作文に取り組む

事前学習：課題作文の準備を行う（2時間）
事後学習： 作文のルーブリック審査を相互に行う（2時間）

4時間対面

第14回 ようこそ先輩授業の振り返り（録画視聴）及び採用試験への計画づくり
のために
SPI確認テストまたは課題作文の解説
SP I確認テストの解答例解説または課題作文の解説を行う

事前学習：課題作文についての評価から取り組む課題を
考える。（2時間）
事後学習：動画を視聴し、今後の学修計画について検討
する。 （2時間）

4時間オンデマンド

第15回 秋学期のまとめ
秋学期エントリーシートの作成発表の内容、
SPI確認テストまたは課題作文を踏まえて学修計画を作成する。

事前学習：秋学期全体を通じて振り返り、レーダーチャー
トによるレベルの自己評価を行う。（2時間）
事後学習：年間を通じて学んだ課題を整理し、3年生から
の学修計画を作成する。（2時間）

4時間対面

－653－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 公務員特別演習ⅠＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

2大関　龍一

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G2

法学部専門教育科目

テーマ 現代の公務労働の意義を考える

授業の目的及び概要
公務労働の意義を認識し、公務員に求められる基礎的な素養を身につける。
１国や自治体の置かれた状況や課題について調べ、ディスカッションやディベート、グループワーク、論述対策を行う。
２求められる人物像、業務に必要な知識、能力について理解し、企業研究の手法で自治体などの研究を行う。
３実際の行政事例を検討し条例や行政文書から政策法務の入門的な学修を行う。
４先輩からキャリア形成を学ぶ合同授業を実施する。

学修の到達目標
一般行政職（国家一般、地方公務員など）の公務員には何が求められるかが理解できる。
公務労働の基本について学ぶとともに、求められる知識、思考力はもとより、表現力などの基礎的な素養が身につく。
 傾聴力とともに、自分自身の意見をまとめて、わかりやすく伝えられるようになる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
提出された課題は、授業中に口頭でフィードバックを行うか、あるいは添削をして返却を行う。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告／フィールドワーク、学外見学、体験学
習

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

担当教員が、自身の知識・経験に基づき、公務員行政職を目指す皆さんとともに人口減少社会、防災や危機管理、
町の魅力発信など答えのない問題を考える授業。
憲法、民法、刑法、マクロ経済学、ミクロ経済学の履修とともに、
公務員コース推奨科目「地方自治論」（21世紀日本の議会と行政）水２限、
また「地域共生論」（地域生活と法）金３限（いずれも春学期）についても受講してほしい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

000

0203050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

指定しない

参考書

①「大学生のための「読む・書く・プレゼン・ディベート」の方法　改訂第二版　玉川大学出版　 
ISBN9784472405136
②「地方自治論」北村亘ほか　有斐閣ストウディア　 ISBN978-641-15048-5
③「はじめての行政学」伊藤正次ほか　有斐閣ストウディア　ISBN978-641-15035-5

なし

ISBN9784472405136
ISBN978-641-15048-5
ISBN978-641-15035-5

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
秋学期概略の説明
ES作成に向けた準備

事前学習：夏休みに訪問した志望先の情報をまとめる。（2
時間）
事後学習：志望する自治体などの研究を行い、秋学期に 
ES発表の準備をする。（2時間）

4時間対面

第2回 自分の目指す公務員の調査１
求める人物像、組織構成、給与条件、昇進、試験内容、スケジュールな
どをまとめる。

事前学習：志望する自治体などの政策課題、求める人
材、試験内容の調査を行い、ES発表の準備をする。（2時
間）
事後学習：  ES発表の内容を作成しプレゼンの準備を行

4時間対面

第3回 自分の目指す公務員の調査2
求める人物像、組織構成、給与条件、昇進、試験内容、スケジュールな
どをまとめる。

事前学習：志望する自治体などの政策課題、求める人
材、試験内容の調査を行い、ES発表の準備をする（2時
間）
事後学習： ES発表の内容を作成し、プレゼンの準備をす

4時間対面

第4回 自分の目指す公務員の調査3
求める人物像、組織構成、給与条件、昇進、試験内容、スケジュールな
どをまとめる。

事前学習：志望する自治体などの政策課題、求める人
材、試験内容の調査を行い、ES発表の準備をする（2時
間）
事後学習： ES発表の内容を作成し、プレゼンの準備をす

4時間対面

第5回 合同授業
行政実務を担当している弁護士の講義を聞き
課題解決型グループワークを行う

事前学習：事前に合同授業の行政文書や条例を読み、課
題解決の意見を考える。（2時間）
事後学習：参加度、役割、発言などグループワークにより
明らかになった課題を振り返る。（2時間）

4時間対面
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第6回 合同授業の振り返り
行政法を学ぶ意味や政策法務を理解する

事前学習：グループワークで出された課題について検討
する。（2時間）
事後学習：行政法を学ぶ意味や政策法務について理解す
る。（2時間）

4時間対面

第7回 フィールド調査または行政施設訪問 事前学習： フィールド調査先や訪問先の情報を検索し事
前に課題を調べる。（2時間）
事後学習：フィールド調査や行政施設訪問のレポートの作
成を行う。（2時間）

4時間対面

第8回 第1回ES発表 事前学習：ES発表のデーターを集め作成する。（2時間）
事後学習：どのように話し、どのようにまとめればよかった
か振り返る。（2時間）

4時間対面

第9回 第2回 ES発表 事前学習：ES発表のデーターを集め作成する。（2時間）
事後学習：どのように話し、どのようにまとめればよかった
か振り返る。（2時間）

4時間対面

第10回 第3回ES発表及び総括 事前学習： ESの発表で指摘された点、相互参照での意見
についてどう改善できるか検討する。（2時間）
事後学習： ES作成について、現地調査の重要性を再確
認し実施計画を立てる。（2時間）

4時間対面

第11回 合同授業
実際の仕事や採用試験の経験を先輩の話を通じて理解する

事前学習：先輩への質問事項を準備し、講義資料を読
む。（2時間）
事後学習：先輩の話を踏まえ学修計画を再度練り直す。
（2時間）

4時間対面

第12回 合同授業振り返り
SPI確認テストまたは課題作文1
人口減少社会、防災、子育て支援、魅力発信など課題作文に取り組む

事前学習：課題作文の準備を行う（2時間）
事後学習： 作文のルーブリック審査を相互に行う（2時間）

4時間対面

第13回 SPI確認テストまたは課題作文を実施2
人口減少社会、防災、子育て支援、魅力発信など課題作文に取り組む

事前学習：課題作文の準備を行う（2時間）
事後学習： 作文のルーブリック審査を相互に行う（2時間）

4時間対面

第14回 ようこそ先輩授業の振り返り（録画視聴）及び採用試験への計画づくり
のために
SPI確認テストまたは課題作文の解説
SP I確認テストの解答例解説または課題作文の解説を行う

事前学習：課題作文についての評価から取り組む課題を
考える。（2時間）
事後学習：動画を視聴し、今後の学修計画について検討
する。 （2時間）

4時間オンデマンド

第15回 秋学期のまとめ
秋学期エントリーシートの作成発表の内容、
SPI確認テストまたは課題作文を踏まえて学修計画を作成する。

事前学習：秋学期全体を通じて振り返り、レーダーチャー
トによるレベルの自己評価を行う。（2時間）
事後学習：年間を通じて学んだ課題を整理し、3年生から
の学修計画を作成する。（2時間）

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 公務員特別演習ⅡＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

3伊藤　政也

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G3

法学部専門教育科目

テーマ 行政職公務員を目指すうえで必要となる職種理解、自治体行政を取り巻く環境理解を深めるとともに、人物評価試験（小論文・面接）対策に取り組む。

授業の目的及び概要
公務員行政職についての理解を深め、未来へ向けてよりよい社会を作り上げる公務員を目指す実践的な演習である。各自が志望する国家・地方自治
体などの各種計画・方針や施策に関する調査研究に基づき、現代の社会・自治体が直面する諸課題に対して国家や地方自治体が果たすべき役割を
考察する。
各自の進路についての個別相談を行う。

学修の到達目標
＜基本的なインプットおよびグループディスカッション＞
①公務員行政職採用試験に向けて、公務員になるために必要な心構え、知識、文書作成能力等を身につける。
②公務員を取り巻く情勢について理解し、志望先の組織・自治体に関する基本データの把握、直面する諸課題に対しての理解ができるようになる。
③公務員採用試験に向けてのモチベーションを高め、自ら必要な準備を理解し、対策を進めることができる。
④地域社会・社会情勢に関心を持つようになり、教養を身につける。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
各回の発表や報告に対する講評を行い、レポート、小論文は添削後にコピーを返却する。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

毎日新聞記事等をよく読み、時事問題や行政の動き・行政課題等について、積極的に情報収集等を行ってください。
憲法、民法、刑法、ミクロ経済学、マクロ経済学の履修とともに、公務員コース推奨科目「地方自治論」（21世紀日本の議会と行政）、「地域共生論」（地
域生活と法）についても履修を推奨する。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

20
発表等内容

00

004040

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは指定しません。
配布資料等を参照して、政策課題への理解を深めてください。

参考書

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 公務就職の意義を理解する
公務員として働くことについての理解を深める
・なぜ公務員なのか？公務員として働くことについての理解を深める
・行政課題から求められる人材像について考える

事前に、自分の志望先の採用試験内容について調べて
おくこと（2時間）。
復習として、面談の結果に基づき、個々の試験科目に対
し的確な計画となっているかについて再検討し、必要に応
じて修正を行うこと（2時間）。

4時間対面

第2回 採用試験の合格に向けて必要なことを理解する
公務員を取り巻く環境、採用試験動向を踏まえ、学内の支援体制や今
後取り組むべき事項を理解し、学修計画をたてる。

事前に、自分の志望先の採用試験内容について調べて
おくこと（2時間）。
復習として、面談の結果に基づき、個々の試験科目に対
し的確な計画となっているかについて再検討し、必要に応
じて修正を行うこと（2時間）。

4時間オンデマンド

第3回 ＳＰＩ模擬テスト　（ＰＣ利用）
授業内でＳＰＩ模擬テストを実施し、自身の現在位置と目標値を確認す
る。

事前に、過去問等を利用して試験問題の形式を理解し対
策を進めておくこと（2時間）。
復習として、指摘を受けた事項やアドバイスの内容を振り
返り、各自整理しておくこと（2時間）。

4時間対面

第4回 行政課題理解１
与えられた課題に基づき、グループディスカッションを実施し、グループ
ごとに討議した内容をまとめ、発表するとともに、全員で討議する。
ダイバーシティー・女性の活躍推進＜１＞

事前に、課題について自分なりの考えや取組方法をまと
めておくこと（2時間）。
復習として、指摘を受けた事項やアドバイスの内容を振り
返り、各自整理しておくこと（2時間）。

4時間対面

第5回 行政課題理解2
与えられた課題に基づき、グループディスカッションを実施し、グループ
ごとに討議した内容をまとめ、発表するとともに、全員で討議する。
防災・危機管理<１>

事前に、課題について自分なりの考えや取組方法をまと
めておくこと（2時間）。
復習として、指摘を受けた事項やアドバイスの内容を振り
返り、各自整理しておくこと（2時間）。

4時間対面
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第6回 行政課題理解3
与えられた課題に基づき、グループディスカッションを実施し、グループ
ごとに討議した内容をまとめ、発表するとともに、全員で討議する。
スマートシティ構想<１>

事前に、課題について自分なりの考えや取組方法をまと
めておくこと（2時間）。
復習として、指摘を受けた事項やアドバイスの内容を振り
返り、各自整理しておくこと（2時間）。

4時間対面

第7回 行政課題理解4
与えられた課題に基づき、グループディスカッションを実施し、グループ
ごとに討議した内容をまとめ、発表するとともに、全員で討議する。
行政DXの推進・AI活用<１>

事前に、課題について自分なりの考えや取組方法をまと
めておくこと（2時間）。
復習として、指摘を受けた事項やアドバイスの内容を振り
返り、各自整理しておくこと（2時間）。

※中間課題：今までの行政課題理解で取り上げた内容
で、志望先の現状と課題点、解決案を考える（2時間）。

6時間対面

第8回 行政課題理解5
与えられた課題に基づき、グループディスカッションを実施し、グループ
ごとに討議した内容をまとめ、発表するとともに、全員で討議する。
子育て支援・児童虐待

事前に、課題について自分なりの考えや取組方法をまと
めておくこと（2時間）。
復習として、指摘を受けた事項やアドバイスの内容を振り
返り、各自整理しておくこと（2時間）。

4時間対面

第9回 行政課題理解6
与えられた課題に基づき、グループディスカッションを実施し、グループ
ごとに討議した内容をまとめ、発表するとともに、全員で討議する。
ダイバーシティ・女性の活躍促進<２>

事前に、課題について自分なりの考えや取組方法をまと
めておくこと（2時間）。
復習として、指摘を受けた事項やアドバイスの内容を振り
返り、各自整理しておくこと（2時間）。

4時間対面

第10回 行政課題理解7
与えられた課題に基づき、グループディスカッションを実施し、グループ
ごとに討議した内容をまとめ、発表するとともに、全員で討議する。
防災・危機管理<２>

事前に、課題について自分なりの考えや取組方法をまと
めておくこと（2時間）。
復習として、指摘を受けた事項やアドバイスの内容を振り
返り、各自整理しておくこと（2時間）。

4時間対面

第11回 行政課題理解8
与えられた課題に基づき、グループディスカッションを実施し、グループ
ごとに討議した内容をまとめ、発表するとともに、全員で討議する。
スマートシティ構想・行政のDX<２>

事前に、課題について自分なりの考えや取組方法をまと
めておくこと（2時間）。
復習として、指摘を受けた事項やアドバイスの内容を振り
返り、各自整理しておくこと（2時間）。

4時間対面

第12回 行政課題理解9
与えられた課題に基づき、グループディスカッションを実施し、グループ
ごとに討議した内容をまとめ、発表するとともに、全員で討議する。
子育て支援・児童虐待<２>

事前に、課題について自分なりの考えや取組方法をまと
めておくこと（2時間）。
復習として、指摘を受けた事項やアドバイスの内容を振り
返り、各自整理しておくこと（2時間）。

4時間対面

第13回 行政課題理解10
総合演習・まとめ

事前に、これまで学習した政策課題について整理し、まと
めておくこと（2時間）。
復習として、講演の内容を振り返り、各自整理しておくこと
（2時間）。

4時間対面

第14回 仕事理解１
外部講師による講演

事前に、講演テーマについて調べて、疑問点などを考えて
おくこと（2時間）。
復習として、講演の内容を振り返り、各自整理しておくこと
（2時間）。

4時間対面

第15回 まとめ
春学期全体を振り返り、自身の課題や今後の就職活動や公務員試験
に向けて、今後するべきことについて整理する。

事前に、春学期全体を振り返り、自身の課題や今後の就
職活動や公務員試験に向けて、今後するべきことについ
て整理する（2時間）。
復習として、ゼミ仲間との意見交換した内容について整理
確認し、自身の課題や今後の就職活動や公務員試験に
向けて、今後するべきことについて整理する（2時間）。

※期末課題：志望動機について（2時間）
※夏に実施される公務員模試を受験する

6時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 公務員特別演習ⅡＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

3金谷　一郎

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G3

法学部専門教育科目

テーマ 行政職公務員を目指すうえで必要となる職種理解、自治体行政を取り巻く環境理解を深めるとともに、人物評価試験（小論文・面接）対策に取り組む。

授業の目的及び概要
公務員行政職についての理解を深め、未来へ向けてよりよい社会を作り上げる公務員を目指す実践的な演習である。各自が志望する国家・地方自治
体などの各種計画・方針や施策に関する調査研究に基づき、現代の社会・自治体が直面する諸課題に対して国家や地方自治体が果たすべき役割を
考察する。
各自の進路についての個別相談を行う。

学修の到達目標
＜基本的なインプットおよびグループディスカッション＞
①公務員行政職採用試験に向けて、公務員になるために必要な心構え、知識、文書作成能力等を身につける。
②公務員を取り巻く情勢について理解し、志望先の組織・自治体に関する基本データの把握、直面する諸課題に対しての理解ができるようになる。
③公務員採用試験に向けてのモチベーションを高め、自ら必要な準備を理解し、対策を進めることができる。
④地域社会・社会情勢に関心を持つようになり、教養を身につける。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
各回の発表や報告に対する講評を行い、レポート、小論文は添削後にコピーを返却する。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

本科目の担当教員は、1999年に行政書士試験に合格した後、個人事務所を開設し、20年以上の実務経験を有している。また、2000年からは資格試験
予備校の講師として、憲法、民法、行政法、商法の講義に加え、面接対策、数的処理、文章理解等の授業を担当し、2015年までは本学のSコース等でも
法学系資格の合格実績に貢献している。本科目では、これらの経験を生かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

毎日新聞記事等をよく読み、時事問題や行政の動き・行政課題等について、積極的に情報収集等を行ってください。
憲法、民法、刑法、ミクロ経済学、マクロ経済学の履修とともに、公務員コース推奨科目「地方自治論」（21世紀日本の議会と行政）、「地域共生論」（地
域生活と法）についても履修を推奨する。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

20
発表等内容

00

004040

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは指定しません。
配布資料等を参照して、政策課題への理解を深めてください。

参考書

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 公務就職の意義を理解する
公務員として働くことについての理解を深める
・なぜ公務員なのか？公務員として働くことについての理解を深める
・行政課題から求められる人材像について考える

事前に、自分の志望先の採用試験内容について調べて
おくこと（2時間）。
復習として、面談の結果に基づき、個々の試験科目に対
し的確な計画となっているかについて再検討し、必要に応
じて修正を行うこと（2時間）。

4時間対面

第2回 採用試験の合格に向けて必要なことを理解する
公務員を取り巻く環境、採用試験動向を踏まえ、学内の支援体制や今
後取り組むべき事項を理解し、学修計画をたてる。

事前に、自分の志望先の採用試験内容について調べて
おくこと（2時間）。
復習として、面談の結果に基づき、個々の試験科目に対
し的確な計画となっているかについて再検討し、必要に応
じて修正を行うこと（2時間）。

4時間オンデマンド

第3回 ＳＰＩ模擬テスト　（ＰＣ利用）
授業内でＳＰＩ模擬テストを実施し、自身の現在位置と目標値を確認す
る。

事前に、過去問等を利用して試験問題の形式を理解し対
策を進めておくこと（2時間）。
復習として、指摘を受けた事項やアドバイスの内容を振り
返り、各自整理しておくこと（2時間）。

4時間対面

第4回 行政課題理解１
与えられた課題に基づき、グループディスカッションを実施し、グループ
ごとに討議した内容をまとめ、発表するとともに、全員で討議する。
ダイバーシティー・女性の活躍推進＜１＞

事前に、課題について自分なりの考えや取組方法をまと
めておくこと（2時間）。
復習として、指摘を受けた事項やアドバイスの内容を振り
返り、各自整理しておくこと（2時間）。

4時間対面

第5回 行政課題理解2
与えられた課題に基づき、グループディスカッションを実施し、グループ
ごとに討議した内容をまとめ、発表するとともに、全員で討議する。
防災・危機管理<１>

事前に、課題について自分なりの考えや取組方法をまと
めておくこと（2時間）。
復習として、指摘を受けた事項やアドバイスの内容を振り
返り、各自整理しておくこと（2時間）。

4時間対面

－658－



第6回 行政課題理解3
与えられた課題に基づき、グループディスカッションを実施し、グループ
ごとに討議した内容をまとめ、発表するとともに、全員で討議する。
スマートシティ構想<１>

事前に、課題について自分なりの考えや取組方法をまと
めておくこと（2時間）。
復習として、指摘を受けた事項やアドバイスの内容を振り
返り、各自整理しておくこと（2時間）。

4時間対面

第7回 行政課題理解4
与えられた課題に基づき、グループディスカッションを実施し、グループ
ごとに討議した内容をまとめ、発表するとともに、全員で討議する。
行政DXの推進・AI活用<１>

事前に、課題について自分なりの考えや取組方法をまと
めておくこと（2時間）。
復習として、指摘を受けた事項やアドバイスの内容を振り
返り、各自整理しておくこと（2時間）。

※中間課題：今までの行政課題理解で取り上げた内容
で、志望先の現状と課題点、解決案を考える（2時間）。

6時間対面

第8回 行政課題理解5
与えられた課題に基づき、グループディスカッションを実施し、グループ
ごとに討議した内容をまとめ、発表するとともに、全員で討議する。
子育て支援・児童虐待

事前に、課題について自分なりの考えや取組方法をまと
めておくこと（2時間）。
復習として、指摘を受けた事項やアドバイスの内容を振り
返り、各自整理しておくこと（2時間）。

4時間対面

第9回 行政課題理解6
与えられた課題に基づき、グループディスカッションを実施し、グループ
ごとに討議した内容をまとめ、発表するとともに、全員で討議する。
ダイバーシティ・女性の活躍促進<２>

事前に、課題について自分なりの考えや取組方法をまと
めておくこと（2時間）。
復習として、指摘を受けた事項やアドバイスの内容を振り
返り、各自整理しておくこと（2時間）。

4時間対面

第10回 行政課題理解7
与えられた課題に基づき、グループディスカッションを実施し、グループ
ごとに討議した内容をまとめ、発表するとともに、全員で討議する。
防災・危機管理<２>

事前に、課題について自分なりの考えや取組方法をまと
めておくこと（2時間）。
復習として、指摘を受けた事項やアドバイスの内容を振り
返り、各自整理しておくこと（2時間）。

4時間対面

第11回 行政課題理解8
与えられた課題に基づき、グループディスカッションを実施し、グループ
ごとに討議した内容をまとめ、発表するとともに、全員で討議する。
スマートシティ構想・行政のDX<２>

事前に、課題について自分なりの考えや取組方法をまと
めておくこと（2時間）。
復習として、指摘を受けた事項やアドバイスの内容を振り
返り、各自整理しておくこと（2時間）。

4時間対面

第12回 行政課題理解9
与えられた課題に基づき、グループディスカッションを実施し、グループ
ごとに討議した内容をまとめ、発表するとともに、全員で討議する。
子育て支援・児童虐待<２>

事前に、課題について自分なりの考えや取組方法をまと
めておくこと（2時間）。
復習として、指摘を受けた事項やアドバイスの内容を振り
返り、各自整理しておくこと（2時間）。

4時間対面

第13回 行政課題理解10
総合演習・まとめ

事前に、これまで学習した政策課題について整理し、まと
めておくこと（2時間）。
復習として、講演の内容を振り返り、各自整理しておくこと
（2時間）。

4時間対面

第14回 仕事理解１
外部講師による講演

事前に、講演テーマについて調べて、疑問点などを考えて
おくこと（2時間）。
復習として、講演の内容を振り返り、各自整理しておくこと
（2時間）。

4時間対面

第15回 まとめ
春学期全体を振り返り、自身の課題や今後の就職活動や公務員試験
に向けて、今後するべきことについて整理する。

事前に、春学期全体を振り返り、自身の課題や今後の就
職活動や公務員試験に向けて、今後するべきことについ
て整理する（2時間）。
復習として、ゼミ仲間との意見交換した内容について整理
確認し、自身の課題や今後の就職活動や公務員試験に
向けて、今後するべきことについて整理する（2時間）。

※期末課題：志望動機について（2時間）
※夏に実施される公務員模試を受験する

6時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 公務員特別演習ⅡＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

3高田　尚彦

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G3

法学部専門教育科目

テーマ 行政職公務員を目指すうえで必要となる職種理解、自治体行政を取り巻く環境理解を深めるとともに、人物評価試験（小論文・面接）対策に取り組む。

授業の目的及び概要
公務員行政職についての理解を深め、未来へ向けてよりよい社会を作り上げる公務員を目指す実践的な演習である。各自が志望する国家・地方自治
体などの各種計画・方針や施策に関する調査研究に基づき、現代の社会・自治体が直面する諸課題に対して国家や地方自治体が果たすべき役割を
考察する。
各自の進路についての個別相談を行う。

学修の到達目標
＜基本的なインプットおよびグループディスカッション＞
①公務員行政職採用試験に向けて、公務員になるために必要な心構え、知識、文書作成能力等を身につける。
②公務員を取り巻く情勢について理解し、志望先の組織・自治体に関する基本データの把握、直面する諸課題に対しての理解ができるようになる。
③公務員採用試験に向けてのモチベーションを高め、自ら必要な準備を理解し、対策を進めることができる。
④地域社会・社会情勢に関心を持つようになり、教養を身につける。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
各回の発表や報告に対する講評を行い、レポート、小論文は添削後にコピーを返却する。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

毎日新聞記事等をよく読み、時事問題や行政の動き・行政課題等について、積極的に情報収集等を行ってください。
憲法、民法、刑法、ミクロ経済学、マクロ経済学の履修とともに、公務員コース推奨科目「地方自治論」（21世紀日本の議会と行政）、「地域共生論」（地
域生活と法）についても履修を推奨する。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

20
発表等内容

00

004040

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは指定しません。
配布資料等を参照して、政策課題への理解を深めてください。

参考書

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 公務就職の意義を理解する
公務員として働くことについての理解を深める
・なぜ公務員なのか？公務員として働くことについての理解を深める
・行政課題から求められる人材像について考える

事前に、自分の志望先の採用試験内容について調べて
おくこと（2時間）。
復習として、面談の結果に基づき、個々の試験科目に対
し的確な計画となっているかについて再検討し、必要に応
じて修正を行うこと（2時間）。

4時間対面

第2回 採用試験の合格に向けて必要なことを理解する
公務員を取り巻く環境、採用試験動向を踏まえ、学内の支援体制や今
後取り組むべき事項を理解し、学修計画をたてる。

事前に、自分の志望先の採用試験内容について調べて
おくこと（2時間）。
復習として、面談の結果に基づき、個々の試験科目に対
し的確な計画となっているかについて再検討し、必要に応
じて修正を行うこと（2時間）。

4時間オンデマンド

第3回 ＳＰＩ模擬テスト　（ＰＣ利用）
授業内でＳＰＩ模擬テストを実施し、自身の現在位置と目標値を確認す
る。

事前に、過去問等を利用して試験問題の形式を理解し対
策を進めておくこと（2時間）。
復習として、指摘を受けた事項やアドバイスの内容を振り
返り、各自整理しておくこと（2時間）。

4時間対面

第4回 行政課題理解１
与えられた課題に基づき、グループディスカッションを実施し、グループ
ごとに討議した内容をまとめ、発表するとともに、全員で討議する。
ダイバーシティー・女性の活躍推進＜１＞

事前に、課題について自分なりの考えや取組方法をまと
めておくこと（2時間）。
復習として、指摘を受けた事項やアドバイスの内容を振り
返り、各自整理しておくこと（2時間）。

4時間対面

第5回 行政課題理解2
与えられた課題に基づき、グループディスカッションを実施し、グループ
ごとに討議した内容をまとめ、発表するとともに、全員で討議する。
防災・危機管理<１>

事前に、課題について自分なりの考えや取組方法をまと
めておくこと（2時間）。
復習として、指摘を受けた事項やアドバイスの内容を振り
返り、各自整理しておくこと（2時間）。

4時間対面
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第6回 行政課題理解3
与えられた課題に基づき、グループディスカッションを実施し、グループ
ごとに討議した内容をまとめ、発表するとともに、全員で討議する。
スマートシティ構想<１>

事前に、課題について自分なりの考えや取組方法をまと
めておくこと（2時間）。
復習として、指摘を受けた事項やアドバイスの内容を振り
返り、各自整理しておくこと（2時間）。

4時間対面

第7回 行政課題理解4
与えられた課題に基づき、グループディスカッションを実施し、グループ
ごとに討議した内容をまとめ、発表するとともに、全員で討議する。
行政DXの推進・AI活用<１>

事前に、課題について自分なりの考えや取組方法をまと
めておくこと（2時間）。
復習として、指摘を受けた事項やアドバイスの内容を振り
返り、各自整理しておくこと（2時間）。

※中間課題：今までの行政課題理解で取り上げた内容
で、志望先の現状と課題点、解決案を考える（2時間）。

6時間対面

第8回 行政課題理解5
与えられた課題に基づき、グループディスカッションを実施し、グループ
ごとに討議した内容をまとめ、発表するとともに、全員で討議する。
子育て支援・児童虐待

事前に、課題について自分なりの考えや取組方法をまと
めておくこと（2時間）。
復習として、指摘を受けた事項やアドバイスの内容を振り
返り、各自整理しておくこと（2時間）。

4時間対面

第9回 行政課題理解6
与えられた課題に基づき、グループディスカッションを実施し、グループ
ごとに討議した内容をまとめ、発表するとともに、全員で討議する。
ダイバーシティ・女性の活躍促進<２>

事前に、課題について自分なりの考えや取組方法をまと
めておくこと（2時間）。
復習として、指摘を受けた事項やアドバイスの内容を振り
返り、各自整理しておくこと（2時間）。

4時間対面

第10回 行政課題理解7
与えられた課題に基づき、グループディスカッションを実施し、グループ
ごとに討議した内容をまとめ、発表するとともに、全員で討議する。
防災・危機管理<２>

事前に、課題について自分なりの考えや取組方法をまと
めておくこと（2時間）。
復習として、指摘を受けた事項やアドバイスの内容を振り
返り、各自整理しておくこと（2時間）。

4時間対面

第11回 行政課題理解8
与えられた課題に基づき、グループディスカッションを実施し、グループ
ごとに討議した内容をまとめ、発表するとともに、全員で討議する。
スマートシティ構想・行政のDX<２>

事前に、課題について自分なりの考えや取組方法をまと
めておくこと（2時間）。
復習として、指摘を受けた事項やアドバイスの内容を振り
返り、各自整理しておくこと（2時間）。

4時間対面

第12回 行政課題理解9
与えられた課題に基づき、グループディスカッションを実施し、グループ
ごとに討議した内容をまとめ、発表するとともに、全員で討議する。
子育て支援・児童虐待<２>

事前に、課題について自分なりの考えや取組方法をまと
めておくこと（2時間）。
復習として、指摘を受けた事項やアドバイスの内容を振り
返り、各自整理しておくこと（2時間）。

4時間対面

第13回 行政課題理解10
総合演習・まとめ

事前に、これまで学習した政策課題について整理し、まと
めておくこと（2時間）。
復習として、講演の内容を振り返り、各自整理しておくこと
（2時間）。

4時間対面

第14回 仕事理解１
外部講師による講演

事前に、講演テーマについて調べて、疑問点などを考えて
おくこと（2時間）。
復習として、講演の内容を振り返り、各自整理しておくこと
（2時間）。

4時間対面

第15回 まとめ
春学期全体を振り返り、自身の課題や今後の就職活動や公務員試験
に向けて、今後するべきことについて整理する。

事前に、春学期全体を振り返り、自身の課題や今後の就
職活動や公務員試験に向けて、今後するべきことについ
て整理する（2時間）。
復習として、ゼミ仲間との意見交換した内容について整理
確認し、自身の課題や今後の就職活動や公務員試験に
向けて、今後するべきことについて整理する（2時間）。

※期末課題：志望動機について（2時間）
※夏に実施される公務員模試を受験する

6時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 公務員特別演習ⅡＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

3田中　曜次

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G3

法学部専門教育科目

テーマ 教員として必要な資質・能力、学校を取り巻く諸課題について理解を深めるとともに、教員採用試験の人物評価試験対策に取り組む。

授業の目的及び概要
教職についての理解を深め、これからの時代に対応できる教員を目指す実践的な演習である。 

現在の学校、子どもが抱える困難な課題の現状や背景への理解を深め、中央教育審議会答申や通知、国家・各自が志望する自治体などの教育振興
基本計画等をふまえて、教員の役割、あるべき対応について考察する。

学修の到達目標
①　志望先を決め、教員採用試験に向けて、教員になるために必要な心構え、知識、論理的思考力、表現力、文章作成能力等の素養を身に付けてい
る。 
②　学校、子どもを取り巻く諸課題について、基本データ等をふまえて理解し、それらに対する国や自治体の方針、対策について把握している。 
③　学校現場での様々な場面に対して、教員としてどのようにふるまい、対応すべきか理解し、実践しようとすることができる。 
④　教員採用試験に向けてのモチベーションを高め、自ら必要な準備を理解し、対策を進めることができる。 
⑤　教育問題、子どもを取り巻く問題に関心を持つようになり、教養を身に付けている。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
各回の発表や報告に対する講評を行い、レポート、小論文は添削後にコピーを返却する。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

本科目の担当教員は、1985年に小学校、中学校、高等学校の教員免許状を取得し、京都府の公立中学校等で2008年まで20年以上にわたって勤務し
た経験を有している。本科目では、教職課程に関わる教員としての豊富な経験を生かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

毎日新聞記事等をよく読み、時事問題や社会の動き・課題等について、積極的に情報収集等を行ってください。
教職課程科目の履修とともに、その復習を怠らないように。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

20
発表等内容

00

004040

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは指定しません。
配布資料等を参照して、政策課題への理解を深めてください。

参考書

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 オリエンテーション 

志望する自治体の採用試験内容に基づき、学習計画を作成する。

事前に、自分の志望先の採用試験内容について調べて
おくこと（2時間）。
復習として、面談の結果に基づき、個々の試験科目に対
し的確な計画となっているかについて再検討し、必要に応
じて修正を行うこと（2時間）。

4時間対面

第2回 採用試験の合格に向けて必要なことを理解する
教員を取り巻く環境、採用試験動向を踏まえ、学内の支援体制や今後
取り組むべき事項を理解し、学修計画をたてる。

事前に、自分の志望先の採用試験内容について調べて
おくこと（2時間）。
復習として、面談の結果に基づき、個々の試験科目に対
し的確な計画となっているかについて再検討し、必要に応
じて修正を行うこと（2時間）。

4時間オンデマンド

第3回 ＳPＩ模擬テスト　
授業内でＳＰＩ模擬テストを実施し、自身の現在位置と目標値を確認す
る。

事前に、過去問等を利用して試験問題の形式を理解し対
策を進めておくこと（2時間）。
復習として、指摘を受けた事項やアドバイスの内容を振り
返り、各自整理しておくこと（2時間）。

4時間対面

第4回 課題理解１　令和の日本型教育
与えられた課題に基づき、グループディスカッションを実施し、グループ
ごとに討議した内容をまとめ、発表するとともに、全員で討議する。

事前に、課題について自分なりの考えや取組方法をまと
めておくこと（2時間）。
復習として、指摘を受けた事項やアドバイスの内容を振り
返り、各自整理しておくこと（2時間）。

4時間対面

第5回 課題理解2　教員の働き方改革　教員の資質能力の向上
与えられた課題に基づき、グループディスカッションを実施し、グループ
ごとに討議した内容をまとめ、発表するとともに、全員で討議する。

事前に、課題について自分なりの考えや取組方法をまと
めておくこと（2時間）。
復習として、指摘を受けた事項やアドバイスの内容を振り
返り、各自整理しておくこと（2時間）。

4時間対面
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第6回 課題理解3　教育の情報化
与えられた課題に基づき、グループディスカッションを実施し、グループ
ごとに討議した内容をまとめ、発表するとともに、全員で討議する。

事前に、課題について自分なりの考えや取組方法をまと
めておくこと（2時間）。
復習として、指摘を受けた事項やアドバイスの内容を振り
返り、各自整理しておくこと（2時間）。

4時間対面

第7回 課題理解4　いじめ、不登校
与えられた課題に基づき、グループディスカッションを実施し、グループ
ごとに討議した内容をまとめ、発表するとともに、全員で討議する。

事前に、課題について自分なりの考えや取組方法をまと
めておくこと（2時間）。
復習として、指摘を受けた事項やアドバイスの内容を振り
返り、各自整理しておくこと（2時間）。

※中間課題：今までの課題理解で取り上げた内容で、志
望先の現状と課題点、解決案を考える（2時間）。

6時間対面

第8回 課題理解5　子育て支援・児童虐待
与えられた課題に基づき、グループディスカッションを実施し、グループ
ごとに討議した内容をまとめ、発表するとともに、全員で討議する。

事前に、課題について自分なりの考えや取組方法をまと
めておくこと（2時間）。
復習として、指摘を受けた事項やアドバイスの内容を振り
返り、各自整理しておくこと（2時間）。

4時間対面

第9回 課題理解6　学校安全・危機管理
与えられた課題に基づき、グループディスカッションを実施し、グループ
ごとに討議した内容をまとめ、発表するとともに、全員で討議する。

事前に、課題について自分なりの考えや取組方法をまと
めておくこと（2時間）。
復習として、指摘を受けた事項やアドバイスの内容を振り
返り、各自整理しておくこと（2時間）。

4時間対面

第10回 課題理解7　特別支援教育
与えられた課題に基づき、グループディスカッションを実施し、グループ
ごとに討議した内容をまとめ、発表するとともに、全員で討議する。

事前に、課題について自分なりの考えや取組方法をまと
めておくこと（2時間）。
復習として、指摘を受けた事項やアドバイスの内容を振り
返り、各自整理しておくこと（2時間）。

4時間対面

第11回 課題理解8　人権教育等
与えられた課題に基づき、グループディスカッションを実施し、グループ
ごとに討議した内容をまとめ、発表するとともに、全員で討議する。

事前に、課題について自分なりの考えや取組方法をまと
めておくこと（2時間）。
復習として、指摘を受けた事項やアドバイスの内容を振り
返り、各自整理しておくこと（2時間）。

4時間対面

第12回 課題理解9　学校と地域・保護者との連携
与えられた課題に基づき、グループディスカッションを実施し、グループ
ごとに討議した内容をまとめ、発表するとともに、全員で討議する。

事前に、課題について自分なりの考えや取組方法をまと
めておくこと（2時間）。
復習として、指摘を受けた事項やアドバイスの内容を振り
返り、各自整理しておくこと（2時間）。

4時間対面

第13回 課題理解10
総合演習・まとめ

事前に、これまで学習した政策課題について整理し、まと
めておくこと（2時間）。
復習として、講演の内容を振り返り、各自整理しておくこと
（2時間）。

4時間対面

第14回 仕事理解１
外部講師による講演

事前に、講演テーマについて調べて、疑問点などを考えて
おくこと（2時間）。
復習として、講演の内容を振り返り、各自整理しておくこと
（2時間）。

4時間対面

第15回 まとめ
春学期全体を振り返り、自身の課題や今後の就職活動や公務員試験
に向けて、今後するべきことについて整理する。

事前に、春学期全体を振り返り、自身の課題や今後の就
職活動や公務員試験に向けて、今後するべきことについ
て整理する（2時間）。
復習として、ゼミ仲間との意見交換した内容について整理
確認し、自身の課題や今後の就職活動や公務員試験に
向けて、今後するべきことについて整理する（2時間）。

※期末課題：志望動機について（2時間）
※夏に実施される公務員模試を受験する

6時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 公務員特別演習ⅡＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

3雜喉　浩久

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G3

法学部専門教育科目

テーマ 「全体の奉仕者」として社会貢献できる即戦力のある人材の育成

授業の目的及び概要
公安職を目指す学生が、「全体の奉仕者」として誇りと使命感をもって国家と社会に貢献できる人材、即戦力として活躍するために必要な心構え・知識・
技能・素養を身に付けた人材へと成長することを目的としています。
志望先組織の研究、その組織を取り巻く情勢や諸課題に関する研究等を通じて、それらに必要な課題解決能力、危機管理能力を重点的に養います。

学修の到達目標
①　社会人、公安職公務員としての基礎的な素養を身に付ける。
②　志望先組織の概要、それを取り巻く情勢や当面の諸課題を理解する。
③　志望先組織の一員としての立場で、現状や課題について考える。
④　志望先組織の国及び都道府県における諸課題に対して、自己の意見等を文章化、言語化できる力を身に付ける。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
課題研究の発表や実践的なワークの結果については、授業中に解説や講評を行います。
コメントシートへの質疑等については、次回授業で回答や補足を行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

本科目の担当教員は、警察官として38年間勤務し、警察署副署長まで務めた実績を有する。また、警察学校において後進の教育経験も有している。本
科目では、これら警察官の実務経験、警察学校での教育経験を生かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

敢えて厳しい職業を目指す学生が共に刺激し合い、励まし合いながら目標に向けてモチベーションを維持できるよう頑張っていきましょう。
日ごろから新聞記事やニュースに注視し、治安情勢や志望先組織の動向等に関する情報収集と自身の意見を考えておきましょう。

各回授業の課題例については、担当教員により異なることがあります。
課題提出等については、諸般の事情により実施日を変更する場合があります。
状況により現職の公安職公務員等外部講師を招聘することがあります。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

20
コメントシート

00

002060

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは指定しません。
必要により担当教員から資料等を適宜配布します。

参考書

公務就職ナビブック2023年度版，公務就職支援室／キャリアセンター／エクステンションセンター

なし。
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 春学期授業の概要等について
採用試験までのスケジュール、採用試験日程等について
自己紹介
志望先アンケート
個々面接等

【予習】事前にシラバスを確認して授業概要を把握してお
く。自己紹介等ができるように反復練習しておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、理解を深めてお
く。

4時間対面

第2回 社会人・公安職としての課題の理解
（課題例　社会人としての基礎的素養１）

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、理解を深めてお

4時間対面

第3回 社会人・公安職としての課題の理解
（課題例　社会人としての基礎的素養２）

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、理解を深めてお

4時間対面

第4回 社会人・公安職としての課題の理解
（課題例　公務員を目指すということ）

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、理解を深めてお

4時間対面

第5回 社会人・公安職としての課題の理解
（課題例　公務員の基本事項・義務・権利）

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、理解を深めてお

4時間対面
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第6回 社会人・公安職としての課題の理解
（課題例　公務員をめざす学生に必要なこと）

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、理解を深めてお

4時間対面

第7回 社会人・公安職としての課題の理解
（課題例　志望動機）

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、理解を深めてお

4時間対面

第8回 課題提出等
担当教員から示された課題等について研究・作成する

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見をまとめておく。
【復習】提出した課題等について、担当教員から指示・指
導・添削等に基づいて自己検証し、理解を深めておく。

4時間オンデマンド

第9回 社会人・公安職としての課題の理解
（課題例　自己PR）

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、理解を深めてお

4時間対面

第10回 社会人・公安職としての課題の理解
（課題例　いわゆるガクチカ）

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、理解を深めてお

4時間対面

第11回 社会人・公安職としての課題の理解
（課題例　エントリーシート、面接カード）

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、理解を深めてお

4時間対面

第12回 社会人・公安職としての課題の理解
（課題例　時事問題１）

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、理解を深めてお

4時間対面

第13回 社会人・公安職としての課題の理解
（課題例　時事問題２）

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、理解を深めてお

4時間対面

第14回 社会人・公安職としての課題の理解
（課題例　時事問題３）

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、理解を深めてお

4時間対面

第15回 春学期の総括 【予習】各自が春学期の総括の整理を行い、自身の意見
を発表できるようにしておく。
【復習】総括結果について、担当教員から指示・指導され
た事項を基にノート等にまとめ、面接試験、論文試験に対
応出来るようにしておく。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 公務員特別演習ⅡＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

3石川　英樹

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G3

法学部専門教育科目

テーマ 「全体の奉仕者」として社会貢献できる即戦力のある人材の育成

授業の目的及び概要
公安職を目指す学生が、「全体の奉仕者」として誇りと使命感をもって国家と社会に貢献できる人材、即戦力として活躍するために必要な心構え・知識・
技能・素養を身に付けた人材へと成長することを目的としています。
志望先組織の研究、その組織を取り巻く情勢や諸課題に関する研究等を通じて、それらに必要な課題解決能力、危機管理能力を重点的に養います。

学修の到達目標
①　社会人、公安職公務員としての基礎的な素養を身に付ける。
②　志望先組織の概要、それを取り巻く情勢や当面の諸課題を理解する。
③　志望先組織の一員としての立場で、現状や課題について考える。
④　志望先組織の国及び都道府県における諸課題に対して、自己の意見等を文章化、言語化できる力を身に付ける。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
課題研究の発表や実践的なワークの結果については、授業中に解説や講評を行います。
コメントシートへの質疑等については、次回授業で回答や補足を行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

担当教員は奈良県警察本部にて、３６年間警察官として勤務し、調査官・監察官・地域指導室長など、第一線を始め管理部門での実務経験と警察庁近
畿管区警察局監察課への出向などの警察行政における人事、業務管理・企画立案及び服務・業務指導、若手警察官の育成、指導に従事してきた。
本科目では、こうした実務経験を活かして、警察官・消防官などの公安職に必要とされる職務倫理や心構え、実務で要求される知識技能など、事例を
交えつつ解説する実践的な授業を展開する。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

敢えて厳しい職業を目指す学生が共に刺激し合い、励まし合いながら目標に向けてモチベーションを維持できるよう頑張っていきましょう。
日ごろから新聞記事やニュースに注視し、治安情勢や志望先組織の動向等に関する情報収集と自身の意見を考えておきましょう。

各回授業の課題例については、担当教員により異なることがあります。
課題提出等については、諸般の事情により実施日を変更する場合があります。
状況により現職の公安職公務員等外部講師を招聘することがあります。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

20
コメントシート

00

002060

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは指定しません。
必要により担当教員から資料等を適宜配布します。

参考書

公務就職ナビブック2023年度版，公務就職支援室／キャリアセンター／エクステンションセンター

なし。
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 春学期授業の概要等について
採用試験までのスケジュール、採用試験日程等について
自己紹介
志望先アンケート
個々面接等

【予習】事前にシラバスを確認して授業概要を把握してお
く。自己紹介等ができるように反復練習しておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、理解を深めてお
く。

4時間対面

第2回 社会人・公安職としての課題の理解
（課題例　社会人としての基礎的素養１）

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、理解を深めてお

4時間対面

第3回 社会人・公安職としての課題の理解
（課題例　社会人としての基礎的素養２）

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、理解を深めてお

4時間対面

第4回 社会人・公安職としての課題の理解
（課題例　公務員を目指すということ）

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、理解を深めてお

4時間対面

第5回 社会人・公安職としての課題の理解
（課題例　公務員の基本事項・義務・権利）

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、理解を深めてお

4時間対面
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第6回 社会人・公安職としての課題の理解
（課題例　公務員をめざす学生に必要なこと）

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、理解を深めてお

4時間対面

第7回 社会人・公安職としての課題の理解
（課題例　志望動機）

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、理解を深めてお

4時間対面

第8回 課題提出等
担当教員から示された課題等について研究・作成する

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見をまとめておく。
【復習】提出した課題等について、担当教員から指示・指
導・添削等に基づいて自己検証し、理解を深めておく。

4時間オンデマンド

第9回 社会人・公安職としての課題の理解
（課題例　自己PR）

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、理解を深めてお

4時間対面

第10回 社会人・公安職としての課題の理解
（課題例　いわゆるガクチカ）

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、理解を深めてお

4時間対面

第11回 社会人・公安職としての課題の理解
（課題例　エントリーシート、面接カード）

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、理解を深めてお

4時間対面

第12回 社会人・公安職としての課題の理解
（課題例　時事問題１）

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、理解を深めてお

4時間対面

第13回 社会人・公安職としての課題の理解
（課題例　時事問題２）

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、理解を深めてお

4時間対面

第14回 社会人・公安職としての課題の理解
（課題例　時事問題３）

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、理解を深めてお

4時間対面

第15回 春学期の総括 【予習】各自が春学期の総括の整理を行い、自身の意見
を発表できるようにしておく。
【復習】総括結果について、担当教員から指示・指導され
た事項を基にノート等にまとめ、面接試験、論文試験に対
応出来るようにしておく。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 公務員特別演習ⅡＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

3中久保　寛幸

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G3

法学部専門教育科目

テーマ 「全体の奉仕者」として社会貢献できる即戦力のある人材の育成

授業の目的及び概要
公安職を目指す学生が、「全体の奉仕者」として誇りと使命感をもって国家と社会に貢献できる人材、即戦力として活躍するために必要な心構え・知識・
技能・素養を身に付けた人材へと成長することを目的としています。
志望先組織の研究、その組織を取り巻く情勢や諸課題に関する研究等を通じて、それらに必要な課題解決能力、危機管理能力を重点的に養います。

学修の到達目標
①　社会人、公安職公務員としての基礎的な素養を身に付ける。
②　志望先組織の概要、それを取り巻く情勢や当面の諸課題を理解する。
③　志望先組織の一員としての立場で、現状や課題について考える。
④　志望先組織の国及び都道府県における諸課題に対して、自己の意見等を文章化、言語化できる力を身に付ける。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
課題研究の発表や実践的なワークの結果については、授業中に解説や講評を行います。
コメントシートへの質疑等については、次回授業で回答や補足を行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

本科目の担当教員は、警察官として38年間勤務し、管理官・調査官・署長などに従事して、経験を積み重ねてきた。本科目では、実務経験を活かし、職
種に必要な法律解釈や業務の理解、職務倫理や心構え、実務で要求される知識・技能などを教授し、実際の事例を交えつつ解説する実践的な授業を
展開する。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

敢えて厳しい職業を目指す学生が共に刺激し合い、励まし合いながら目標に向けてモチベーションを維持できるよう頑張っていきましょう。
日ごろから新聞記事やニュースに注視し、治安情勢や志望先組織の動向等に関する情報収集と自身の意見を考えておきましょう。

各回授業の課題例については、担当教員により異なることがあります。
課題提出等については、諸般の事情により実施日を変更する場合があります。
状況により現職の公安職公務員等外部講師を招聘することがあります。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

20
コメントシート

00

002060

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは指定しません。
必要により担当教員から資料等を適宜配布します。

参考書

公務就職ナビブック2023年度版，公務就職支援室／キャリアセンター／エクステンションセンター

なし。
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 春学期授業の概要等について
採用試験までのスケジュール、採用試験日程等について
自己紹介
志望先アンケート
個々面接等

【予習】事前にシラバスを確認して授業概要を把握してお
く。自己紹介等ができるように反復練習しておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、理解を深めてお
く。

4時間対面

第2回 社会人・公安職としての課題の理解
（課題例　社会人としての基礎的素養１）

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、理解を深めてお

4時間対面

第3回 社会人・公安職としての課題の理解
（課題例　社会人としての基礎的素養２）

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、理解を深めてお

4時間対面

第4回 社会人・公安職としての課題の理解
（課題例　公務員を目指すということ）

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、理解を深めてお

4時間対面

第5回 社会人・公安職としての課題の理解
（課題例　公務員の基本事項・義務・権利）

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、理解を深めてお

4時間対面
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第6回 社会人・公安職としての課題の理解
（課題例　公務員をめざす学生に必要なこと）

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、理解を深めてお

4時間対面

第7回 社会人・公安職としての課題の理解
（課題例　志望動機）

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、理解を深めてお

4時間対面

第8回 課題提出等
担当教員から示された課題等について研究・作成する

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見をまとめておく。
【復習】提出した課題等について、担当教員から指示・指
導・添削等に基づいて自己検証し、理解を深めておく。

4時間オンデマンド

第9回 社会人・公安職としての課題の理解
（課題例　自己PR）

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、理解を深めてお

4時間対面

第10回 社会人・公安職としての課題の理解
（課題例　いわゆるガクチカ）

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、理解を深めてお

4時間対面

第11回 社会人・公安職としての課題の理解
（課題例　エントリーシート、面接カード）

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、理解を深めてお

4時間対面

第12回 社会人・公安職としての課題の理解
（課題例　時事問題１）

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、理解を深めてお

4時間対面

第13回 社会人・公安職としての課題の理解
（課題例　時事問題２）

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、理解を深めてお

4時間対面

第14回 社会人・公安職としての課題の理解
（課題例　時事問題３）

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、理解を深めてお

4時間対面

第15回 春学期の総括 【予習】各自が春学期の総括の整理を行い、自身の意見
を発表できるようにしておく。
【復習】総括結果について、担当教員から指示・指導され
た事項を基にノート等にまとめ、面接試験、論文試験に対
応出来るようにしておく。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 公務員特別演習ⅡＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

3雜喉　浩久

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G3

法学部専門教育科目

テーマ 「全体の奉仕者」として社会貢献できる即戦力のある人材の育成

授業の目的及び概要
公安職を目指す学生が、「全体の奉仕者」として誇りと使命感をもって国家と社会に貢献できる人材、即戦力として活躍するために必要な心構え・知識・
技能・素養を身に付けた人材へと成長することを目的としています。
志望先組織の研究、その組織を取り巻く情勢や諸課題に関する研究等を通じて、それらに必要な課題解決能力、危機管理能力を重点的に養います。

学修の到達目標
①　社会人、公安職公務員としての基礎的な素養を身に付ける。
②　志望先組織の概要、それを取り巻く情勢や当面の諸課題を理解する。
③　志望先組織の一員としての立場で、現状や課題について考える。
④　志望先組織の国及び都道府県における諸課題に対して、自己の意見等を文章化、言語化できる力を身に付ける。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
課題研究の発表や実践的なワークの結果については、授業中に解説や講評を行います。
コメントシートへの質疑等については、次回授業で回答や補足を行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

本科目の担当教員は、警察官として38年間勤務し、警察署副署長まで務めた実績を有する。また、警察学校において後進の教育経験も有している。本
科目では、これら警察官の実務経験、警察学校での教育経験を生かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

敢えて厳しい職業を目指す学生が共に刺激し合い、励まし合いながら目標に向けてモチベーションを維持できるよう頑張っていきましょう。
日ごろから新聞記事やニュースに注視し、治安情勢や志望先組織の動向等に関する情報収集と自身の意見を考えておきましょう。

各回授業の課題例については、担当教員により異なることがあります。
課題提出等については、諸般の事情により実施日を変更する場合があります。
状況により現職の公安職公務員等外部講師を招聘することがあります。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

20
コメントシート

00

002060

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは指定しません。
必要により担当教員から資料等を適宜配布します。

参考書

公務就職ナビブック2023年度版，公務就職支援室／キャリアセンター／エクステンションセンター

なし。
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 春学期授業の概要等について
採用試験までのスケジュール、採用試験日程等について
自己紹介
志望先アンケート
個々面接等

【予習】事前にシラバスを確認して授業概要を把握してお
く。自己紹介等ができるように反復練習しておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、理解を深めてお
く。

4時間対面

第2回 社会人・公安職としての課題の理解
（課題例　社会人としての基礎的素養１）

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、理解を深めてお

4時間対面

第3回 社会人・公安職としての課題の理解
（課題例　社会人としての基礎的素養２）

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、理解を深めてお

4時間対面

第4回 社会人・公安職としての課題の理解
（課題例　公務員を目指すということ）

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、理解を深めてお

4時間対面

第5回 社会人・公安職としての課題の理解
（課題例　公務員の基本事項・義務・権利）

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、理解を深めてお

4時間対面
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第6回 社会人・公安職としての課題の理解
（課題例　公務員をめざす学生に必要なこと）

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、理解を深めてお

4時間対面

第7回 社会人・公安職としての課題の理解
（課題例　志望動機）

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、理解を深めてお

4時間対面

第8回 課題提出等
担当教員から示された課題等について研究・作成する

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見をまとめておく。
【復習】提出した課題等について、担当教員から指示・指
導・添削等に基づいて自己検証し、理解を深めておく。

4時間オンデマンド

第9回 社会人・公安職としての課題の理解
（課題例　自己PR）

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、理解を深めてお

4時間対面

第10回 社会人・公安職としての課題の理解
（課題例　いわゆるガクチカ）

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、理解を深めてお

4時間対面

第11回 社会人・公安職としての課題の理解
（課題例　エントリーシート、面接カード）

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、理解を深めてお

4時間対面

第12回 社会人・公安職としての課題の理解
（課題例　時事問題１）

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、理解を深めてお

4時間対面

第13回 社会人・公安職としての課題の理解
（課題例　時事問題２）

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、理解を深めてお

4時間対面

第14回 社会人・公安職としての課題の理解
（課題例　時事問題３）

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、理解を深めてお

4時間対面

第15回 春学期の総括 【予習】各自が春学期の総括の整理を行い、自身の意見
を発表できるようにしておく。
【復習】総括結果について、担当教員から指示・指導され
た事項を基にノート等にまとめ、面接試験、論文試験に対
応出来るようにしておく。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 公務員特別演習ⅡＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

3伊藤　政也

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G3

法学部専門教育科目

テーマ 行政職公務員を目指すうえで必要となる職種理解、自治体行政を取り巻く環境理解を深めるとともに、人物評価試験（小論文・面接）対策に取り組む。

授業の目的及び概要
公務員行政職についての理解を深め、未来へ向けてよりよい社会を作り上げる公務員を目指す実践的な演習である。各自が志望する国家・地方自治
体などの各種計画・方針や施策に関する調査研究に基づき、現代の社会・自治体が直面する諸課題に対して国家や地方自治体が果たすべき役割を
考察する。
各自の進路についての個別相談を行う。

学修の到達目標
＜具体的な志望先を決めた上での、本番想定・実践中心＞
①公務員行政職採用試験に向けて、公務員になるために必要な心構え、知識、文書作成能力等を身につける。
②公務員を取り巻く情勢について理解し、志望先の組織・自治体に関する基本データの把握、直面する諸課題に対しての理解ができるようになる。
③公務員採用試験に向けてのモチベーションを高め、自ら必要な準備を理解し、対策を進めることができる。
④地域社会・社会情勢に関心を持つようになり、教養を身につける。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
各回の発表や報告、模擬面接に対する講評を行い、エントリーシート、レポート、小論文は添削後にコピーを返却する。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

毎日新聞記事等をよく読み、時事問題や行政の動き・行政課題等について、積極的に情報収集等を行ってください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

20
発表等内容

00

004040

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは指定しません。
国や様々な自治体の総合計画、マスタープラン等を必要に応じて参照します。

参考書

なし

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 春学期の振り返り・秋学期学習計画の策定
春学期および夏休みの体験を振り返り、自分が志望する国や地方自治
体の採用試験内容に基づき学習計画を立て、自身に必要な取り組む必
要がある事項を整理する。

事前に、自分の志望先の採用試験内容について調べて
おくこと（2時間）。
復習として、面談の結果に基づき、個々の試験科目に対
し的確な計画となっているかについて再検討し、必要に応
じて修正を行うこと（2時間）。

4時間対面

第2回 SPI模擬テスト
授業内でSPI模擬テストを実施し、自身の現在位置と目標値を確認す
る。

前期に実施したSPI模擬試験等を復習すること（2時間）。
復習として、苦手分野を理解し、苦手克服のための対策を
すること（2時間）。

4時間対面

第3回 行政課題理解（防災危機管理）
クロスロードゲームを用いた合同授業

事前に、テーマについて自分なりの考えや取組方法をまと
めておくこと（2時間）。
復習として、指摘を受けた事項やアドバイスの内容を振り
返り、各自整理しておくこと（2時間）。

4時間対面

第4回 行政課題理解１
地方活性化・地方創生・DX＜１＞

事前に、テーマについて自分なりの考えや取組方法をまと
めておくこと（2時間）。
復習として、指摘を受けた事項やアドバイスの内容を振り
返り、各自整理しておくこと（2時間）。

4時間対面

第5回 行政課題理解2
地方活性化・地方創生・DX＜２＞

事前に、テーマについて自分なりの考えや取組方法をまと
めておくこと（2時間）。
復習として、指摘を受けた事項やアドバイスの内容を振り
返り、各自整理しておくこと（2時間）。

4時間対面
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第6回 行政課題理解3
環境問題・カーボンニュートラル・GX<１>

事前に、テーマについて自分なりの考えや取組方法をまと
めておくこと（2時間）。
復習として、指摘を受けた事項やアドバイスの内容を振り
返り、各自整理しておくこと（2時間）。

4時間対面

第7回 行政課題理解4
環境問題・カーボンニュートラル・GX<２>

事前に、テーマについて自分なりの考えや取組方法をまと
めておくこと（2時間）。
復習として、指摘を受けた事項やアドバイスの内容を振り
返り、各自整理しておくこと（2時間）。

4時間対面

第8回 総合演習１　課題作文
これまでの復習と作文課題に取り組む

事前に、これまで学習した政策課題を整理しまとめておく
こと（2時間）。
復習として、指摘を受けた事項やアドバイスの内容を振り
返り、各自整理しておくこと（2時間）。

4時間対面

第9回 総合演習２　課題作文
作文課題の相互フィードバック

事前に、これまで学習した政策課題を整理しまとめておく
こと（2時間）。
復習として、指摘を受けた事項やアドバイスの内容を振り
返り、各自整理しておくこと（2時間）。

4時間対面

第10回 総合演習3　課題作文
政策課題の理解を深める、文章の推敲・修正の方法を身に着ける
課題：作文を完成させて提出する

事前に、これまで学習した政策課題を整理しまとめておく
こと（2時間）。
復習として、指摘を受けた事項やアドバイスの内容を振り
返り、各自整理しておくこと（2時間）。

6時間対面

第11回 自己PRを考える
自治体の面接時に使用される「面接カード」を作成し、自己PR作成のポ
イントについて理解する

事前に、面接カードを参照し、自己PRの構想をまとめてお
くこと（2時間）。
復習として、指摘を受けた事項やアドバイスの内容を振り
返り、各自整理しておくこと（2時間）。

4時間対面

第12回 志望動機を考える１
自治体の面接時に使用される「面接カード」を作成し、志望動機のポイ
ントについて理解する

事前に、自己紹介やＰＲなど、基礎的な事項について発言
内容を考えておくこと（2時間）。
復習として、意見交換した内容を整理確認し、次回に向け
て自分の発言内容について修正等を行っておくこと（2時
間）。

4時間対面

第13回 志望動機を考える２
グループワークや口頭での練習を通じて、自身が作成した志望動機の
課題に気づき、改善を行う。

事前に、自己紹介やＰＲなど、基礎的な事項について発言
内容を考えておくこと（2時間）。
復習として、アドバイスや指摘を受けたことを整理確認し、
次回に向けて自分の発言内容について修正等を行ってお
くこと（2時間）。

4時間対面

第14回 実践トレーニング　集団面接
「集団面接」の実践練習を通して、集団面接特有の雰囲気に慣れるとと
もに、簡潔に自己表現する力を養う。

事前に、自己紹介やＰＲなど、基礎的な事項について発言
内容を考えておくこと（2時間）。
復習として、アドバイスや指摘を受けたことを整理確認し、
次回に向けて自分の発言内容について修正等を行ってお
くこと（2時間）。

4時間対面

第15回 まとめ
秋学期全体を振り返り、自身の課題や今後の就職活動や公務員試験
に向けて、今後するべきことについて整理する。
※期末レポート（面接カード作成）

事前に、秋学期全体を振り返り、自身の課題や今後の就
職活動や公務員試験に向けて、今後するべきことについ
て整理する（2時間）。
復習として、１年間の演習の内容を振り返り、採用試験ま
での期間で重点的に取り組むべき課題を明らかにし、自
身の課題や今後の就職活動や公務員試験に向けて、今
後するべきことについて整理する（2時間）。
※期末課題：面接カード作成（2時間）
※夏に実施される公務員模試を受験する。

6時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 公務員特別演習ⅡＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

3金谷　一郎

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G3

法学部専門教育科目

テーマ 行政職公務員を目指すうえで必要となる職種理解、自治体行政を取り巻く環境理解を深めるとともに、人物評価試験（小論文・面接）対策に取り組む。

授業の目的及び概要
公務員行政職についての理解を深め、未来へ向けてよりよい社会を作り上げる公務員を目指す実践的な演習である。各自が志望する国家・地方自治
体などの各種計画・方針や施策に関する調査研究に基づき、現代の社会・自治体が直面する諸課題に対して国家や地方自治体が果たすべき役割を
考察する。
各自の進路についての個別相談を行う。

学修の到達目標
＜具体的な志望先を決めた上での、本番想定・実践中心＞
①公務員行政職採用試験に向けて、公務員になるために必要な心構え、知識、文書作成能力等を身につける。
②公務員を取り巻く情勢について理解し、志望先の組織・自治体に関する基本データの把握、直面する諸課題に対しての理解ができるようになる。
③公務員採用試験に向けてのモチベーションを高め、自ら必要な準備を理解し、対策を進めることができる。
④地域社会・社会情勢に関心を持つようになり、教養を身につける。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
各回の発表や報告、模擬面接に対する講評を行い、エントリーシート、レポート、小論文は添削後にコピーを返却する。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

本科目の担当教員は、1999年に行政書士試験に合格した後、個人事務所を開設し、20年以上の実務経験を有している。また、2000年からは資格試験
予備校の講師として、憲法、民法、行政法、商法の講義に加え、面接対策、数的処理、文章理解等の授業を担当し、2015年までは本学のSコース等でも
法学系資格の合格実績に貢献している。本科目では、これらの経験を生かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

毎日新聞記事等をよく読み、時事問題や行政の動き・行政課題等について、積極的に情報収集等を行ってください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

20
発表等内容

00

004040

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは指定しません。
国や様々な自治体の総合計画、マスタープラン等を必要に応じて参照します。

参考書

なし

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 春学期の振り返り・秋学期学習計画の策定
春学期および夏休みの体験を振り返り、自分が志望する国や地方自治
体の採用試験内容に基づき学習計画を立て、自身に必要な取り組む必
要がある事項を整理する。

事前に、自分の志望先の採用試験内容について調べて
おくこと（2時間）。
復習として、面談の結果に基づき、個々の試験科目に対
し的確な計画となっているかについて再検討し、必要に応
じて修正を行うこと（2時間）。

4時間対面

第2回 SPI模擬テスト
授業内でSPI模擬テストを実施し、自身の現在位置と目標値を確認す
る。

前期に実施したSPI模擬試験等を復習すること（2時間）。
復習として、苦手分野を理解し、苦手克服のための対策を
すること（2時間）。

4時間対面

第3回 行政課題理解（防災危機管理）
クロスロードゲームを用いた合同授業

事前に、テーマについて自分なりの考えや取組方法をまと
めておくこと（2時間）。
復習として、指摘を受けた事項やアドバイスの内容を振り
返り、各自整理しておくこと（2時間）。

4時間対面

第4回 行政課題理解１
地方活性化・地方創生・DX＜１＞

事前に、テーマについて自分なりの考えや取組方法をまと
めておくこと（2時間）。
復習として、指摘を受けた事項やアドバイスの内容を振り
返り、各自整理しておくこと（2時間）。

4時間対面

第5回 行政課題理解2
地方活性化・地方創生・DX＜２＞

事前に、テーマについて自分なりの考えや取組方法をまと
めておくこと（2時間）。
復習として、指摘を受けた事項やアドバイスの内容を振り
返り、各自整理しておくこと（2時間）。

4時間対面

－674－



第6回 行政課題理解3
環境問題・カーボンニュートラル・GX<１>

事前に、テーマについて自分なりの考えや取組方法をまと
めておくこと（2時間）。
復習として、指摘を受けた事項やアドバイスの内容を振り
返り、各自整理しておくこと（2時間）。

4時間対面

第7回 行政課題理解4
環境問題・カーボンニュートラル・GX<２>

事前に、テーマについて自分なりの考えや取組方法をまと
めておくこと（2時間）。
復習として、指摘を受けた事項やアドバイスの内容を振り
返り、各自整理しておくこと（2時間）。

4時間対面

第8回 総合演習１　課題作文
これまでの復習と作文課題に取り組む

事前に、これまで学習した政策課題を整理しまとめておく
こと（2時間）。
復習として、指摘を受けた事項やアドバイスの内容を振り
返り、各自整理しておくこと（2時間）。

4時間対面

第9回 総合演習２　課題作文
作文課題の相互フィードバック

事前に、これまで学習した政策課題を整理しまとめておく
こと（2時間）。
復習として、指摘を受けた事項やアドバイスの内容を振り
返り、各自整理しておくこと（2時間）。

4時間対面

第10回 総合演習3　課題作文
政策課題の理解を深める、文章の推敲・修正の方法を身に着ける
課題：作文を完成させて提出する

事前に、これまで学習した政策課題を整理しまとめておく
こと（2時間）。
復習として、指摘を受けた事項やアドバイスの内容を振り
返り、各自整理しておくこと（2時間）。

6時間対面

第11回 自己PRを考える
自治体の面接時に使用される「面接カード」を作成し、自己PR作成のポ
イントについて理解する

事前に、面接カードを参照し、自己PRの構想をまとめてお
くこと（2時間）。
復習として、指摘を受けた事項やアドバイスの内容を振り
返り、各自整理しておくこと（2時間）。

4時間対面

第12回 志望動機を考える１
自治体の面接時に使用される「面接カード」を作成し、志望動機のポイ
ントについて理解する

事前に、自己紹介やＰＲなど、基礎的な事項について発言
内容を考えておくこと（2時間）。
復習として、意見交換した内容を整理確認し、次回に向け
て自分の発言内容について修正等を行っておくこと（2時
間）。

4時間対面

第13回 志望動機を考える２
グループワークや口頭での練習を通じて、自身が作成した志望動機の
課題に気づき、改善を行う。

事前に、自己紹介やＰＲなど、基礎的な事項について発言
内容を考えておくこと（2時間）。
復習として、アドバイスや指摘を受けたことを整理確認し、
次回に向けて自分の発言内容について修正等を行ってお
くこと（2時間）。

4時間対面

第14回 実践トレーニング　集団面接
「集団面接」の実践練習を通して、集団面接特有の雰囲気に慣れるとと
もに、簡潔に自己表現する力を養う。

事前に、自己紹介やＰＲなど、基礎的な事項について発言
内容を考えておくこと（2時間）。
復習として、アドバイスや指摘を受けたことを整理確認し、
次回に向けて自分の発言内容について修正等を行ってお
くこと（2時間）。

4時間対面

第15回 まとめ
秋学期全体を振り返り、自身の課題や今後の就職活動や公務員試験
に向けて、今後するべきことについて整理する。
※期末レポート（面接カード作成）

事前に、秋学期全体を振り返り、自身の課題や今後の就
職活動や公務員試験に向けて、今後するべきことについ
て整理する（2時間）。
復習として、１年間の演習の内容を振り返り、採用試験ま
での期間で重点的に取り組むべき課題を明らかにし、自
身の課題や今後の就職活動や公務員試験に向けて、今
後するべきことについて整理する（2時間）。
※期末課題：面接カード作成（2時間）
※夏に実施される公務員模試を受験する。

6時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 公務員特別演習ⅡＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

3高田　尚彦

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G3

法学部専門教育科目

テーマ 行政職公務員を目指すうえで必要となる職種理解、自治体行政を取り巻く環境理解を深めるとともに、人物評価試験（小論文・面接）対策に取り組む。

授業の目的及び概要
公務員行政職についての理解を深め、未来へ向けてよりよい社会を作り上げる公務員を目指す実践的な演習である。各自が志望する国家・地方自治
体などの各種計画・方針や施策に関する調査研究に基づき、現代の社会・自治体が直面する諸課題に対して国家や地方自治体が果たすべき役割を
考察する。
各自の進路についての個別相談を行う。

学修の到達目標
＜具体的な志望先を決めた上での、本番想定・実践中心＞
①公務員行政職採用試験に向けて、公務員になるために必要な心構え、知識、文書作成能力等を身につける。
②公務員を取り巻く情勢について理解し、志望先の組織・自治体に関する基本データの把握、直面する諸課題に対しての理解ができるようになる。
③公務員採用試験に向けてのモチベーションを高め、自ら必要な準備を理解し、対策を進めることができる。
④地域社会・社会情勢に関心を持つようになり、教養を身につける。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
各回の発表や報告、模擬面接に対する講評を行い、エントリーシート、レポート、小論文は添削後にコピーを返却する。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

毎日新聞記事等をよく読み、時事問題や行政の動き・行政課題等について、積極的に情報収集等を行ってください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

20
発表等内容

00

004040

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは指定しません。
国や様々な自治体の総合計画、マスタープラン等を必要に応じて参照します。

参考書

なし

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 春学期の振り返り・秋学期学習計画の策定
春学期および夏休みの体験を振り返り、自分が志望する国や地方自治
体の採用試験内容に基づき学習計画を立て、自身に必要な取り組む必
要がある事項を整理する。

事前に、自分の志望先の採用試験内容について調べて
おくこと（2時間）。
復習として、面談の結果に基づき、個々の試験科目に対
し的確な計画となっているかについて再検討し、必要に応
じて修正を行うこと（2時間）。

4時間対面

第2回 SPI模擬テスト
授業内でSPI模擬テストを実施し、自身の現在位置と目標値を確認す
る。

前期に実施したSPI模擬試験等を復習すること（2時間）。
復習として、苦手分野を理解し、苦手克服のための対策を
すること（2時間）。

4時間対面

第3回 行政課題理解（防災危機管理）
クロスロードゲームを用いた合同授業

事前に、テーマについて自分なりの考えや取組方法をまと
めておくこと（2時間）。
復習として、指摘を受けた事項やアドバイスの内容を振り
返り、各自整理しておくこと（2時間）。

4時間対面

第4回 行政課題理解１
地方活性化・地方創生・DX＜１＞

事前に、テーマについて自分なりの考えや取組方法をまと
めておくこと（2時間）。
復習として、指摘を受けた事項やアドバイスの内容を振り
返り、各自整理しておくこと（2時間）。

4時間対面

第5回 行政課題理解2
地方活性化・地方創生・DX＜２＞

事前に、テーマについて自分なりの考えや取組方法をまと
めておくこと（2時間）。
復習として、指摘を受けた事項やアドバイスの内容を振り
返り、各自整理しておくこと（2時間）。

4時間対面
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第6回 行政課題理解3
環境問題・カーボンニュートラル・GX<１>

事前に、テーマについて自分なりの考えや取組方法をまと
めておくこと（2時間）。
復習として、指摘を受けた事項やアドバイスの内容を振り
返り、各自整理しておくこと（2時間）。

4時間対面

第7回 行政課題理解4
環境問題・カーボンニュートラル・GX<２>

事前に、テーマについて自分なりの考えや取組方法をまと
めておくこと（2時間）。
復習として、指摘を受けた事項やアドバイスの内容を振り
返り、各自整理しておくこと（2時間）。

4時間対面

第8回 総合演習１　課題作文
これまでの復習と作文課題に取り組む

事前に、これまで学習した政策課題を整理しまとめておく
こと（2時間）。
復習として、指摘を受けた事項やアドバイスの内容を振り
返り、各自整理しておくこと（2時間）。

4時間対面

第9回 総合演習２　課題作文
作文課題の相互フィードバック

事前に、これまで学習した政策課題を整理しまとめておく
こと（2時間）。
復習として、指摘を受けた事項やアドバイスの内容を振り
返り、各自整理しておくこと（2時間）。

4時間対面

第10回 総合演習3　課題作文
政策課題の理解を深める、文章の推敲・修正の方法を身に着ける
課題：作文を完成させて提出する

事前に、これまで学習した政策課題を整理しまとめておく
こと（2時間）。
復習として、指摘を受けた事項やアドバイスの内容を振り
返り、各自整理しておくこと（2時間）。

6時間対面

第11回 自己PRを考える
自治体の面接時に使用される「面接カード」を作成し、自己PR作成のポ
イントについて理解する

事前に、面接カードを参照し、自己PRの構想をまとめてお
くこと（2時間）。
復習として、指摘を受けた事項やアドバイスの内容を振り
返り、各自整理しておくこと（2時間）。

4時間対面

第12回 志望動機を考える１
自治体の面接時に使用される「面接カード」を作成し、志望動機のポイ
ントについて理解する

事前に、自己紹介やＰＲなど、基礎的な事項について発言
内容を考えておくこと（2時間）。
復習として、意見交換した内容を整理確認し、次回に向け
て自分の発言内容について修正等を行っておくこと（2時
間）。

4時間対面

第13回 志望動機を考える２
グループワークや口頭での練習を通じて、自身が作成した志望動機の
課題に気づき、改善を行う。

事前に、自己紹介やＰＲなど、基礎的な事項について発言
内容を考えておくこと（2時間）。
復習として、アドバイスや指摘を受けたことを整理確認し、
次回に向けて自分の発言内容について修正等を行ってお
くこと（2時間）。

4時間対面

第14回 実践トレーニング　集団面接
「集団面接」の実践練習を通して、集団面接特有の雰囲気に慣れるとと
もに、簡潔に自己表現する力を養う。

事前に、自己紹介やＰＲなど、基礎的な事項について発言
内容を考えておくこと（2時間）。
復習として、アドバイスや指摘を受けたことを整理確認し、
次回に向けて自分の発言内容について修正等を行ってお
くこと（2時間）。

4時間対面

第15回 まとめ
秋学期全体を振り返り、自身の課題や今後の就職活動や公務員試験
に向けて、今後するべきことについて整理する。
※期末レポート（面接カード作成）

事前に、秋学期全体を振り返り、自身の課題や今後の就
職活動や公務員試験に向けて、今後するべきことについ
て整理する（2時間）。
復習として、１年間の演習の内容を振り返り、採用試験ま
での期間で重点的に取り組むべき課題を明らかにし、自
身の課題や今後の就職活動や公務員試験に向けて、今
後するべきことについて整理する（2時間）。
※期末課題：面接カード作成（2時間）
※夏に実施される公務員模試を受験する。

6時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 公務員特別演習ⅡＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

3田中　曜次

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G3

法学部専門教育科目

テーマ 教員として必要な資質・能力、学校を取り巻く諸課題について理解を深めるとともに、教員採用試験の人物評価試験対策に取り組む

授業の目的及び概要
教職についての理解を深め、これからの時代に対応できる教員を目指す実践的な演習である。 

現在の学校、子どもが抱える困難な課題の現状や背景への理解を深め、中央教育審議会答申や通知、国家・各自が志望する自治体などの教育振興
基本計画等をふまえて、教員の役割、あるべき対応について考察する。

学修の到達目標
①　志望先を決め、教員採用試験に向けて、教員になるために必要な心構え、知識、論理的思考力、表現力、文章作成能力等の素養を身に付けてい
る。 
②　学校、子どもを取り巻く諸課題について、基本データ等をふまえて理解し、それらに対する国や自治体の方針、対策について把握している。 
③　学校現場での様々な場面に対して、教員としてどのようにふるまい、対応すべきか理解し、実践しようとすることができる。 
④　教員採用試験に向けてのモチベーションを高め、自ら必要な準備を理解し、対策を進めることができる。 
⑤　教育問題、子どもを取り巻く問題に関心を持つようになり、教養を身に付けている。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
各回の発表や報告、模擬面接に対する講評を行い、エントリーシート、レポート、小論文は添削後にコピーを返却する。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

本科目の担当教員は、1985年に小学校、中学校、高等学校の教員免許状を取得し、京都府の公立中学校等で2008年まで20年以上にわたって勤務し
た経験を有している。本科目では、教職課程に関わる教員としての豊富な経験を生かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

毎日新聞記事等をよく読み、時事問題や行政の動き・行政課題等について、積極的に情報収集等を行ってください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

20
発表等内容

00

004040

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは指定しません。
国や様々な自治体の総合計画、マスタープラン等を必要に応じて参照します。

参考書

なし

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ①秋学期授業における取り組みについて説明する。
②個人面談を行う。
③公務員として働くことについての理解を再確認する。
④春学期および夏休みを振り返り、自分が志望する国や地方自治体の
採用試験内容に基づき、各人で学習計画（試験日までの科目別の計
画）を作成する。

事前に、自分の志望先の採用試験内容について調べて
おくこと（2時間）。
復習として、面談の結果に基づき、個々の試験科目に対
し的確な計画となっているかについて再検討し、必要に応
じて修正を行うこと（2時間）。

4時間対面

第2回 教員を取り巻く環境、試験動向をふまえ、学内の支援体制や、今後取り
組むべき事項を理解し、学習計画を立てる。

事前に、テーマについて自分なりの考えや取組方法をまと
めておくこと（2時間）。
復習として、指摘を受けた事項やアドバイスの内容を振り
返り、各自整理しておくこと（2時間）。

4時間オンデマンド

第3回 教育改革について
テーマに基づき、グループディスカッションを実施し、グループごとに討
議した内容をまとめ、発表するとともに、全員で討議する。

事前に、テーマについて自分なりの考えや取組方法をまと
めておくこと（2時間）。
復習として、指摘を受けた事項やアドバイスの内容を振り
返り、各自整理しておくこと（2時間）。

4時間対面

第4回 志望動機を考える１（志望動機を作成する）
志望動機の評価ポイントを知り、採用者側の意図を理解する。応募先
を一つ選択し、志望動機を作成する。

事前に、応募先について調べ、各自志望動機を作成する
準備をしておくこと（2時間）。
復習として、指摘を受けた事項やアドバイスの内容を振り
返り、各自整理すること（2時間）。

4時間対面

第5回 志望動機を考える２（志望動機を深める）
応募先の選定と志望動機作成を進め、グループワークを通じて、作成し
た志望動機の足りない点や課題に気付き、改善を行う。

事前に、前回指摘をうけたアドバイスをもとに、各自志望
動機を深める準備をしておくこと（2時間）。
復習として、指摘を受けた事項やアドバイスの内容を振り
返り、各自整理すること（2時間）。

4時間対面
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第6回 実践トレーニング（集団面接①）
「集団面接」の実践練習を通して、集団面接特有の雰囲気に慣れるとと
もに、簡潔に自己表現する力を養う。

事前に、自己紹介やＰＲなど、基礎的な事項について発言
内容を考えておくこと（2時間）。
復習として、意見交換した内容を整理確認し、次回に向け
て自分の発言内容について修正等を行っておくこと（2時
間）。

4時間対面

第7回 実践トレーニング（個人面接①）
「個人面接」の実践練習を通して、個人面接の意図や評価ポイントを理
解するとともに、対話力を身につける。

事前に、自己紹介やＰＲなど、基礎的な事項について発言
内容を考えておくこと（2時間）。
復習として、アドバイスや指摘を受けたことを整理確認し、
次回に向けて自分の発言内容について修正等を行ってお
くこと（2時間）。

4時間対面

第8回 実践トレーニング（個人面接②）
「個人面接」の実践練習を通して、個人面接の意図や評価ポイントを理
解するとともに、対話力を身につける。

事前に、自己紹介やＰＲなど、基礎的な事項について発言
内容を考えておくこと（2時間）。
復習として、アドバイスや指摘を受けたことを整理確認し、
次回に向けて自分の発言内容について修正等を行ってお
くこと（2時間）。

※中間課題（2時間）

6時間対面

第9回 社会情勢理解①（小論文・面接対策）
小論文・面接対策として、時事問題についての理解を深める。

事前に、テーマについて自分なりの考えや取組方法をまと
めておくこと（2時間）。
復習として、指摘を受けた事項やアドバイスの内容を振り
返り、各自整理しておくこと（2時間）。

4時間対面

第10回 社会情勢理解②（小論文・面接対策）
小論文・面接対策として、教育問題についての理解を深める。

事前に、テーマについて自分なりの考えや取組方法をまと
めておくこと（2時間）。
復習として、指摘を受けた事項やアドバイスの内容を振り
返り、各自整理しておくこと（2時間）。

4時間対面

第11回 実践トレーニング（グループディスカッション）
社会情勢理解を踏まえた教育課題について、グループディスカッション
を行う。

事前に、テーマについて自分なりの考えや取組方法をまと
めておくこと（2時間）。
復習として、指摘を受けた事項やアドバイスの内容を振り
返り、各自整理しておくこと（2時間）。

4時間対面

第12回 実践トレーニング（集団面接②）
「集団面接」の実践練習を通して、集団面接特有の雰囲気に慣れるとと
もに、簡潔に自己表現する力を養う。

事前に、自己紹介やＰＲなど、基礎的な事項について発言
内容を考えておくこと（2時間）。
復習として、意見交換した内容を整理確認し、次回に向け
て自分の発言内容について修正等を行っておくこと（2時
間）。

4時間対面

第13回 実践トレーニング（個人面接③）
「個人面接」の実践練習を通して、個人面接の意図や評価ポイントを理
解するとともに、対話力を身につける。

事前に、自己紹介やＰＲなど、基礎的な事項について発言
内容を考えておくこと（2時間）。
復習として、アドバイスや指摘を受けたことを整理確認し、
次回に向けて自分の発言内容について修正等を行ってお
くこと（2時間）。

4時間対面

第14回 実践トレーニング（個人面接④）
「個人面接」の実践練習を通して、個人面接の意図や評価ポイントを理
解するとともに、対話力を身につける。

事前に、自己紹介やＰＲなど、基礎的な事項について発言
内容を考えておくこと（2時間）。
復習として、アドバイスや指摘を受けたことを整理確認し、
次回に向けて自分の発言内容について修正等を行ってお
くこと（2時間）。

4時間対面

第15回 まとめ
秋学期全体を振り返り、自身の課題や今後の就職活動や公務員試験
に向けて、今後するべきことについて整理する。
※期末レポート（面接カード作成）

事前に、秋学期全体を振り返り、自身の課題や今後の就
職活動や教員採用試験に向けて、今後するべきことにつ
いて整理する（2時間）。
復習として、１年間の演習の内容を振り返り、採用試験ま
での期間で重点的に取り組むべき課題を明らかにし、自
身の課題や今後の就職活動や教員採用試験に向けて、
今後するべきことについて整理する（2時間）。
※期末課題：面接カード作成（2時間）
※夏に実施される公務員模試を受験する。

6時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 公務員特別演習ⅡＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

3雜喉　浩久

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G3

法学部専門教育科目

テーマ 「全体の奉仕者」として社会貢献できる即戦力のある人材の育成

授業の目的及び概要
公安職を目指す学生が、「全体の奉仕者」として誇りと使命感をもって国家と社会に貢献できる人材、即戦力として活躍するために必要な心構え・知識・
技能・素養を身に付けた人材へと成長することを目的としています。
志望先組織の研究、その組織を取り巻く情勢や諸課題に関する研究等を通じて、それらに必要な課題解決能力、危機管理能力を重点的に養います。

学修の到達目標
①　社会人、公安職公務員としての基礎的な素養を身に付ける。
②　志望先組織の概要、それを取り巻く情勢や当面の諸課題を理解する。
③　志望先組織の一員としての立場で、現状や課題について考える。
④　志望先組織の国及び都道府県における諸課題に対して、自己の意見等を文章化、言語化できる力を身に付ける。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
課題研究の発表や実践的なワークの結果については、授業中に解説や講評を行います。
コメントシートへの質疑等については、次回授業で回答や補足を行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

本科目の担当教員は、警察官として38年間勤務し、警察署副署長まで務めた実績を有する。また、警察学校において後進の教育経験も有している。本
科目では、これら警察官の実務経験、警察学校での教育経験を生かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

敢えて厳しい職業を目指す学生が共に刺激し合い、励まし合いながら目標に向けてモチベーションを維持できるよう頑張っていきましょう。
そのために、日ごろから新聞記事やニュースに注視し、治安情勢や志望先組織の動向等に関する情報収集と自身の意見を考えておきましょう。

各回授業の課題例については、担当教員により異なることがあります。
課題提出等については、諸般の事情により実施日を変更する場合があります。
状況により現職の公安職公務員等外部講師を招聘することがあります。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

20
コメントシート

00

002060

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは指定しません。
必要により担当教員から資料等を適宜配布します。

参考書

公務就職ナビブック2023年度版，公務就職支援室／キャリアセンター／エクステンションセンター

なし。
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 秋学期授業の概要等について
採用試験までのスケジュール、採用試験日程等について
春学期及び夏季休暇の振り返りと秋学期の目標やスケジュールの設定
について
志望先アンケート等の実施

【予習】事前にシラバスを確認して授業概要を把握してお
く。志望先の絞り込みと採用試験に関する情報の収集をし
ておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、理解を深めてお

4時間対面

第2回 公安職志望者としての課題の理解
（課題例　自己分析：志望動機１）

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、理解を深めてお

4時間対面

第3回 公安職志望者としての課題の理解
（課題例　自己分析：志望動機２）

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、理解を深めてお

4時間対面

第4回 公安職志望者としての課題の理解
（課題例　自己分析：強み、長所）

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、理解を深めてお

4時間対面

第5回 公安職志望者としての課題の理解
（課題例　自己分析：失敗への対応、挫折時の克服）

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、理解を深めてお

4時間対面
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第6回 公安職志望者としての課題の理解
（課題例　人物評価：小論文１）

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、理解を深めてお

4時間対面

第7回 公安職志望者としての課題の理解
（課題例　人物評価：小論文２）

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、理解を深めてお

4時間対面

第8回 課題研究等
担当教員から示された課題等について研究・作成する

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見をまとめておく。
【復習】提出した課題等について、担当教員から指示・指
導・添削等に基づいて自己検証し、理解を深めておく。

4時間オンデマンド

第9回 公安職志望者としての課題の理解
（課題例　人物評価：面接全般）

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、理解を深めてお

4時間対面

第10回 公安職志望者としての課題の理解
（課題例　人物評価：服装・姿勢・態度）

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、理解を深めてお

4時間対面

第11回 公安職志望者としての課題の理解
（課題例　人物評価：入室・着席・退室等）

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、理解を深めてお

4時間対面

第12回 公安職志望者としての課題の理解
（課題例　人物評価：答弁要領１）

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、理解を深めてお

4時間対面

第13回 公安職志望者としての課題の理解
（課題例　人物評価：答弁要領２）

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、理解を深めてお

4時間対面

第14回 公安職志望者としての課題の理解
（課題例　人物評価：答弁要領３）

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、理解を深めてお

4時間対面

第15回 秋学期の総括
就活に向けた取り組み

【予習】各自が春学期の総括の整理を行い、自身の意見
を発表できるようにしておく。
【復習】総括結果について、担当教員から指示・指導され
た事項を基にノート等にまとめ、面接試験、論文試験に対
応出来るようにしておく。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 公務員特別演習ⅡＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

3雜喉　浩久

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G3

法学部専門教育科目

テーマ 「全体の奉仕者」として社会貢献できる即戦力のある人材の育成

授業の目的及び概要
公安職を目指す学生が、「全体の奉仕者」として誇りと使命感をもって国家と社会に貢献できる人材、即戦力として活躍するために必要な心構え・知識・
技能・素養を身に付けた人材へと成長することを目的としています。
志望先組織の研究、その組織を取り巻く情勢や諸課題に関する研究等を通じて、それらに必要な課題解決能力、危機管理能力を重点的に養います。

学修の到達目標
①　社会人、公安職公務員としての基礎的な素養を身に付ける。
②　志望先組織の概要、それを取り巻く情勢や当面の諸課題を理解する。
③　志望先組織の一員としての立場で、現状や課題について考える。
④　志望先組織の国及び都道府県における諸課題に対して、自己の意見等を文章化、言語化できる力を身に付ける。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
課題研究の発表や実践的なワークの結果については、授業中に解説や講評を行います。
コメントシートへの質疑等については、次回授業で回答や補足を行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

本科目の担当教員は、警察官として38年間勤務し、警察署副署長まで務めた実績を有する。また、警察学校において後進の教育経験も有している。本
科目では、これら警察官の実務経験、警察学校での教育経験を生かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

敢えて厳しい職業を目指す学生が共に刺激し合い、励まし合いながら目標に向けてモチベーションを維持できるよう頑張っていきましょう。
そのために、日ごろから新聞記事やニュースに注視し、治安情勢や志望先組織の動向等に関する情報収集と自身の意見を考えておきましょう。

各回授業の課題例については、担当教員により異なることがあります。
課題提出等については、諸般の事情により実施日を変更する場合があります。
状況により現職の公安職公務員等外部講師を招聘することがあります。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

20
コメントシート

00

002060

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは指定しません。
必要により担当教員から資料等を適宜配布します。

参考書

公務就職ナビブック2023年度版，公務就職支援室／キャリアセンター／エクステンションセンター

なし。
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 秋学期授業の概要等について
採用試験までのスケジュール、採用試験日程等について
春学期及び夏季休暇の振り返りと秋学期の目標やスケジュールの設定
について
志望先アンケート等の実施

【予習】事前にシラバスを確認して授業概要を把握してお
く。志望先の絞り込みと採用試験に関する情報の収集をし
ておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、理解を深めてお

4時間対面

第2回 公安職志望者としての課題の理解
（課題例　自己分析：志望動機１）

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、理解を深めてお

4時間対面

第3回 公安職志望者としての課題の理解
（課題例　自己分析：志望動機２）

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、理解を深めてお

4時間対面

第4回 公安職志望者としての課題の理解
（課題例　自己分析：強み、長所）

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、理解を深めてお

4時間対面

第5回 公安職志望者としての課題の理解
（課題例　自己分析：失敗への対応、挫折時の克服）

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、理解を深めてお

4時間対面
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第6回 公安職志望者としての課題の理解
（課題例　人物評価：小論文１）

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、理解を深めてお

4時間対面

第7回 公安職志望者としての課題の理解
（課題例　人物評価：小論文２）

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、理解を深めてお

4時間対面

第8回 課題研究等
担当教員から示された課題等について研究・作成する

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見をまとめておく。
【復習】提出した課題等について、担当教員から指示・指
導・添削等に基づいて自己検証し、理解を深めておく。

4時間オンデマンド

第9回 公安職志望者としての課題の理解
（課題例　人物評価：面接全般）

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、理解を深めてお

4時間対面

第10回 公安職志望者としての課題の理解
（課題例　人物評価：服装・姿勢・態度）

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、理解を深めてお

4時間対面

第11回 公安職志望者としての課題の理解
（課題例　人物評価：入室・着席・退室等）

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、理解を深めてお

4時間対面

第12回 公安職志望者としての課題の理解
（課題例　人物評価：答弁要領１）

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、理解を深めてお

4時間対面

第13回 公安職志望者としての課題の理解
（課題例　人物評価：答弁要領２）

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、理解を深めてお

4時間対面

第14回 公安職志望者としての課題の理解
（課題例　人物評価：答弁要領３）

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、理解を深めてお

4時間対面

第15回 秋学期の総括
就活に向けた取り組み

【予習】各自が春学期の総括の整理を行い、自身の意見
を発表できるようにしておく。
【復習】総括結果について、担当教員から指示・指導され
た事項を基にノート等にまとめ、面接試験、論文試験に対
応出来るようにしておく。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 公務員特別演習ⅡＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

3石川　英樹

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G3

法学部専門教育科目

テーマ 「全体の奉仕者」として社会貢献できる即戦力のある人材の育成

授業の目的及び概要
公安職を目指す学生が、「全体の奉仕者」として誇りと使命感をもって国家と社会に貢献できる人材、即戦力として活躍するために必要な心構え・知識・
技能・素養を身に付けた人材へと成長することを目的としています。
志望先組織の研究、その組織を取り巻く情勢や諸課題に関する研究等を通じて、それらに必要な課題解決能力、危機管理能力を重点的に養います。

学修の到達目標
①　社会人、公安職公務員としての基礎的な素養を身に付ける。
②　志望先組織の概要、それを取り巻く情勢や当面の諸課題を理解する。
③　志望先組織の一員としての立場で、現状や課題について考える。
④　志望先組織の国及び都道府県における諸課題に対して、自己の意見等を文章化、言語化できる力を身に付ける。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
課題研究の発表や実践的なワークの結果については、授業中に解説や講評を行います。
コメントシートへの質疑等については、次回授業で回答や補足を行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

担当教員は奈良県警察本部にて、３６年間警察官として勤務し、調査官・監察官・地域指導室長など、第一線を始め管理部門での実務経験と警察庁近
畿管区警察局監察課への出向などの警察行政における人事、業務管理・企画立案及び服務・業務指導、若手警察官の育成、指導に従事してきた。
本科目では、こうした実務経験を活かして、警察官・消防官などの公安職に必要とされる職務倫理や心構え、実務で要求される知識技能など、事例を
交えつつ解説する実践的な授業を展開する。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

敢えて厳しい職業を目指す学生が共に刺激し合い、励まし合いながら目標に向けてモチベーションを維持できるよう頑張っていきましょう。
そのために、日ごろから新聞記事やニュースに注視し、治安情勢や志望先組織の動向等に関する情報収集と自身の意見を考えておきましょう。

各回授業の課題例については、担当教員により異なることがあります。
課題提出等については、諸般の事情により実施日を変更する場合があります。
状況により現職の公安職公務員等外部講師を招聘することがあります。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

20
コメントシート

00

002060

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは指定しません。
必要により担当教員から資料等を適宜配布します。

参考書

公務就職ナビブック2023年度版，公務就職支援室／キャリアセンター／エクステンションセンター

なし。
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 秋学期授業の概要等について
採用試験までのスケジュール、採用試験日程等について
春学期及び夏季休暇の振り返りと秋学期の目標やスケジュールの設定
について
志望先アンケート等の実施

【予習】事前にシラバスを確認して授業概要を把握してお
く。志望先の絞り込みと採用試験に関する情報の収集をし
ておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、理解を深めてお

4時間対面

第2回 公安職志望者としての課題の理解
（課題例　自己分析：志望動機１）

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、理解を深めてお

4時間対面

第3回 公安職志望者としての課題の理解
（課題例　自己分析：志望動機２）

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、理解を深めてお

4時間対面

第4回 公安職志望者としての課題の理解
（課題例　自己分析：強み、長所）

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、理解を深めてお

4時間対面

第5回 公安職志望者としての課題の理解
（課題例　自己分析：失敗への対応、挫折時の克服）

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、理解を深めてお

4時間対面
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第6回 公安職志望者としての課題の理解
（課題例　人物評価：小論文１）

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、理解を深めてお

4時間対面

第7回 公安職志望者としての課題の理解
（課題例　人物評価：小論文２）

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、理解を深めてお

4時間対面

第8回 課題研究等
担当教員から示された課題等について研究・作成する

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見をまとめておく。
【復習】提出した課題等について、担当教員から指示・指
導・添削等に基づいて自己検証し、理解を深めておく。

4時間オンデマンド

第9回 公安職志望者としての課題の理解
（課題例　人物評価：面接全般）

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、理解を深めてお

4時間対面

第10回 公安職志望者としての課題の理解
（課題例　人物評価：服装・姿勢・態度）

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、理解を深めてお

4時間対面

第11回 公安職志望者としての課題の理解
（課題例　人物評価：入室・着席・退室等）

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、理解を深めてお

4時間対面

第12回 公安職志望者としての課題の理解
（課題例　人物評価：答弁要領１）

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、理解を深めてお

4時間対面

第13回 公安職志望者としての課題の理解
（課題例　人物評価：答弁要領２）

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、理解を深めてお

4時間対面

第14回 公安職志望者としての課題の理解
（課題例　人物評価：答弁要領３）

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、理解を深めてお

4時間対面

第15回 秋学期の総括
就活に向けた取り組み

【予習】各自が春学期の総括の整理を行い、自身の意見
を発表できるようにしておく。
【復習】総括結果について、担当教員から指示・指導され
た事項を基にノート等にまとめ、面接試験、論文試験に対
応出来るようにしておく。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 公務員特別演習ⅡＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

3中久保　寛幸

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G3

法学部専門教育科目

テーマ 「全体の奉仕者」として社会貢献できる即戦力のある人材の育成

授業の目的及び概要
公安職を目指す学生が、「全体の奉仕者」として誇りと使命感をもって国家と社会に貢献できる人材、即戦力として活躍するために必要な心構え・知識・
技能・素養を身に付けた人材へと成長することを目的としています。
志望先組織の研究、その組織を取り巻く情勢や諸課題に関する研究等を通じて、それらに必要な課題解決能力、危機管理能力を重点的に養います。

学修の到達目標
①　社会人、公安職公務員としての基礎的な素養を身に付ける。
②　志望先組織の概要、それを取り巻く情勢や当面の諸課題を理解する。
③　志望先組織の一員としての立場で、現状や課題について考える。
④　志望先組織の国及び都道府県における諸課題に対して、自己の意見等を文章化、言語化できる力を身に付ける。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
課題研究の発表や実践的なワークの結果については、授業中に解説や講評を行います。
コメントシートへの質疑等については、次回授業で回答や補足を行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

本科目の担当教員は、警察官として38年間勤務し、管理官・調査官・署長などに従事して、経験を積み重ねてきた。本科目では、実務経験を活かし、職
種に必要な法律解釈や業務の理解、職務倫理や心構え、実務で要求される知識・技能などを教授し、実際の事例を交えつつ解説する実践的な授業を
展開する。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

敢えて厳しい職業を目指す学生が共に刺激し合い、励まし合いながら目標に向けてモチベーションを維持できるよう頑張っていきましょう。
そのために、日ごろから新聞記事やニュースに注視し、治安情勢や志望先組織の動向等に関する情報収集と自身の意見を考えておきましょう。

各回授業の課題例については、担当教員により異なることがあります。
課題提出等については、諸般の事情により実施日を変更する場合があります。
状況により現職の公安職公務員等外部講師を招聘することがあります。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

20
コメントシート

00

002060

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは指定しません。
必要により担当教員から資料等を適宜配布します。

参考書

公務就職ナビブック2023年度版，公務就職支援室／キャリアセンター／エクステンションセンター

なし。
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 秋学期授業の概要等について
採用試験までのスケジュール、採用試験日程等について
春学期及び夏季休暇の振り返りと秋学期の目標やスケジュールの設定
について
志望先アンケート等の実施

【予習】事前にシラバスを確認して授業概要を把握してお
く。志望先の絞り込みと採用試験に関する情報の収集をし
ておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、理解を深めてお

4時間対面

第2回 公安職志望者としての課題の理解
（課題例　自己分析：志望動機１）

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、理解を深めてお

4時間対面

第3回 公安職志望者としての課題の理解
（課題例　自己分析：志望動機２）

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、理解を深めてお

4時間対面

第4回 公安職志望者としての課題の理解
（課題例　自己分析：強み、長所）

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、理解を深めてお

4時間対面

第5回 公安職志望者としての課題の理解
（課題例　自己分析：失敗への対応、挫折時の克服）

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、理解を深めてお

4時間対面
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第6回 公安職志望者としての課題の理解
（課題例　人物評価：小論文１）

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、理解を深めてお

4時間対面

第7回 公安職志望者としての課題の理解
（課題例　人物評価：小論文２）

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、理解を深めてお

4時間対面

第8回 課題研究等
担当教員から示された課題等について研究・作成する

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見をまとめておく。
【復習】提出した課題等について、担当教員から指示・指
導・添削等に基づいて自己検証し、理解を深めておく。

4時間オンデマンド

第9回 公安職志望者としての課題の理解
（課題例　人物評価：面接全般）

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、理解を深めてお

4時間対面

第10回 公安職志望者としての課題の理解
（課題例　人物評価：服装・姿勢・態度）

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、理解を深めてお

4時間対面

第11回 公安職志望者としての課題の理解
（課題例　人物評価：入室・着席・退室等）

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、理解を深めてお

4時間対面

第12回 公安職志望者としての課題の理解
（課題例　人物評価：答弁要領１）

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、理解を深めてお

4時間対面

第13回 公安職志望者としての課題の理解
（課題例　人物評価：答弁要領２）

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、理解を深めてお

4時間対面

第14回 公安職志望者としての課題の理解
（課題例　人物評価：答弁要領３）

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、理解を深めてお

4時間対面

第15回 秋学期の総括
就活に向けた取り組み

【予習】各自が春学期の総括の整理を行い、自身の意見
を発表できるようにしておく。
【復習】総括結果について、担当教員から指示・指導され
た事項を基にノート等にまとめ、面接試験、論文試験に対
応出来るようにしておく。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 公務員特別演習ⅢＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

4高田　尚彦

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G3

法学部専門教育科目

テーマ 目指す公務員になるために

授業の目的及び概要
間近に迫った公務員採用試験に向けて、公務員になるための心構えについて確認するとともに、公務員特別演習Ⅱで学んだ知識等について整理確認
し、採用試験の合格を目指す実践的な演習である。
各自が志望する国家・地方自治体などの各種計画・方針や施策に関する調査研究に基づき、面接対策、小論文対策等を実施する。
各自の進路についての個別相談を行う。

学修の到達目標
本年の公務員行政職採用試験に向けて、公務員になるために必要な心構え、知識、論理的思考力、表現力、文書作成能力等の素養を身につけ、採用
試験合格を目指す。
志望する国の組織・地方自治体に関する基礎的なデータを把握し、国・地方自治体が直面する諸課題に対して、その解決策を身につける。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
各回の発表や報告、模擬面接に対する講評を行い、レポート・小論文は添削後にコピーを返却する。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

毎日新聞記事等をよく読み、時事問題や行政の動き・行政課題等について、積極的に情報収集等を行ってください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

30
発表等内容

00

003040

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは指定しません。
国や様々な自治体の総合計画、マスタープラン等を必要に応じて参照します。

参考書

なし

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 自分が志望する国や地方自治体の採用試験内容に基づき、各人で自
身の学習状況について確認する。
個人面談を行う。

志望先の試験科目を具体的に把握し、面談の結果に基づ
き、計画に沿った学修状況となっているかについて再検討
し、必要に応じて修正を行うこと（2時間）。
公務員制度の概略について把握しておくこと(2時間)。

4時間対面

第2回 グループディスカッション対策①
与えられた課題に対してグループごとに討議した内容をまとめ、発表す
るとともに、全員で討議する。

グループディスカッションにおいて、自身の発言内容、与
えられた役割を果たしたか否か等について反省し（2時
間）、次回に向けた改善点を整理しておくこと（2時間）。

4時間対面

第3回 グループディスカッション対策②
与えられた課題に対してグループごとに討議した内容をまとめ、発表す
るとともに、全員で討議する。

前回の反省を踏まえ、自身の発言内容、与えられた役割
を果たしたか否か等について確認し（2時間）、本番に向け
た最終調整を行っておくこと（2時間）。

4時間対面

第4回 集団面接対策①
5、6人のグループに分け、模擬集団面接を実施する。全員で意見交換
を行う。

各自が自身の発言内容や立ち振る舞いについて確認し
（2時間）、次回に向けて反省点を整理しておくこと（2時
間）。

4時間対面

第5回 集団面接対策②
5、6人のグループに分け、模擬集団面接を実施する。全員で意見交換
を行う。

前回の反省を踏まえ、自身の発言内容、立ち振る舞い等
について確認し（2時間）、本番に向けた最終調整を行って
おくこと（2時間）。

4時間対面

第6回 小論文対策①
志望先別に与えられた課題について、1500字程度の小論文を各自で作
成する。

与えられた課題について、事前に必要なデータや論文構
成等について確認しておくこと。

4時間対面

第7回 小論文対策①（振り返り）
各自が作成した小論文について発表し、全員で意見交換する。

意見交換した内容について整理確認し（2時間）、自分の
論文について修正を行っておくこと。修正した論文はマイ
ノートに登録し提出すること（2時間）。

4時間対面
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第8回 小論文対策②
志望先別に与えられた課題について、1500字程度の小論文を各自で作
成する。

与えられた課題について、事前に必要なデータや論文構
成等について確認しておくこと。

4時間対面

第9回 小論文対策②（振り返り）
各自が作成した小論文について発表し、全員で意見交換する。

意見交換した内容について整理確認し（2時間）、自分の
論文について修正を行っておくこと。修正した論文はマイ
ノートに登録し提出すること（2時間）。

4時間対面

第10回 個人面接対策①
１回15分程度の模擬面接を実施する。

事前に、自己紹介やＰＲなど、発言内容を考えておくこと
（2時間）。
復習として、面接官から受けたアドバイスや指摘内容を整
理確認し、次回に向けて自分の発言内容について修正等
を行っておくこと（2時間）。

4時間対面

第11回 個人面接対策②
１回15分程度の模擬面接を実施する。

事前に、前回の模擬面接における反省点、修正点につい
て確認し、整理しておくこと（2時間）。
復習として、面接官から受けたアドバイスや指摘内容を整
理確認し、次回に向けて自分の発言内容について修正等
を行っておくこと（2時間）。

4時間対面

第12回 個人面接対策③
１回15分程度の模擬面接を実施する。

事前に、前回の模擬面接における反省点、修正点につい
て確認し、整理しておくこと（2時間）。
復習として、面接官から受けたアドバイスや指摘内容を整
理確認し、次回に向けて自分の発言内容について修正等
を行っておくこと（2時間）。

4時間対面

第13回 総合対策①
各自の試験日に合わせて、面接における発言内容、小論文等について
最終確認し、必要な調整を行う。

これまでの演習内容を振り返り、直前対策として必要な事
項を把握しておくこと。

4時間対面

第14回 総合対策②
各自の試験日に合わせて、面接における発言内容、小論文等について
最終確認し、必要な調整を行う。

試験本番に向けて、小論文、面接等の対策内容につい
て、最終確認を行うこと。

4時間対面

第15回 総合対策③
各自の試験日に合わせて、面接における発言内容、小論文等について
最終確認し、必要な調整を行う。

試験本番に向けて、小論文、面接等の対策内容につい
て、最終確認を行うこと。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 公務員特別演習ⅢＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

4伊藤　政也

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G3

法学部専門教育科目

テーマ 目指す公務員になるために

授業の目的及び概要
間近に迫った公務員採用試験に向けて、公務員になるための心構えについて確認するとともに、公務員特別演習Ⅱで学んだ知識等について整理確認
し、採用試験の合格を目指す実践的な演習である。
各自が志望する国家・地方自治体などの各種計画・方針や施策に関する調査研究に基づき、面接対策、小論文対策等を実施する。
各自の進路についての個別相談を行う。

学修の到達目標
本年の公務員行政職採用試験に向けて、公務員になるために必要な心構え、知識、論理的思考力、表現力、文書作成能力等の素養を身につけ、採用
試験合格を目指す。
志望する国の組織・地方自治体に関する基礎的なデータを把握し、国・地方自治体が直面する諸課題に対して、その解決策を身につける。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
各回の発表や報告、模擬面接に対する講評を行い、レポート・小論文は添削後にコピーを返却する。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

毎日新聞記事等をよく読み、時事問題や行政の動き・行政課題等について、積極的に情報収集等を行ってください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

30
発表等内容

00

003040

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは指定しません。
国や様々な自治体の総合計画、マスタープラン等を必要に応じて参照します。

参考書

なし

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 自分が志望する国や地方自治体の採用試験内容に基づき、各人で自
身の学習状況について確認する。
個人面談を行う。

志望先の試験科目を具体的に把握し、面談の結果に基づ
き、計画に沿った学修状況となっているかについて再検討
し、必要に応じて修正を行うこと（2時間）。
公務員制度の概略について把握しておくこと(2時間)。

4時間対面

第2回 グループディスカッション対策①
与えられた課題に対してグループごとに討議した内容をまとめ、発表す
るとともに、全員で討議する。

グループディスカッションにおいて、自身の発言内容、与
えられた役割を果たしたか否か等について反省し（2時
間）、次回に向けた改善点を整理しておくこと（2時間）。

4時間対面

第3回 グループディスカッション対策②
与えられた課題に対してグループごとに討議した内容をまとめ、発表す
るとともに、全員で討議する。

前回の反省を踏まえ、自身の発言内容、与えられた役割
を果たしたか否か等について確認し（2時間）、本番に向け
た最終調整を行っておくこと（2時間）。

4時間対面

第4回 集団面接対策①
5、6人のグループに分け、模擬集団面接を実施する。全員で意見交換
を行う。

各自が自身の発言内容や立ち振る舞いについて確認し
（2時間）、次回に向けて反省点を整理しておくこと（2時
間）。

4時間対面

第5回 集団面接対策②
5、6人のグループに分け、模擬集団面接を実施する。全員で意見交換
を行う。

前回の反省を踏まえ、自身の発言内容、立ち振る舞い等
について確認し（2時間）、本番に向けた最終調整を行って
おくこと（2時間）。

4時間対面

第6回 小論文対策①
志望先別に与えられた課題について、1500字程度の小論文を各自で作
成する。

与えられた課題について、事前に必要なデータや論文構
成等について確認しておくこと。

4時間対面

第7回 小論文対策①（振り返り）
各自が作成した小論文について発表し、全員で意見交換する。

意見交換した内容について整理確認し（2時間）、自分の
論文について修正を行っておくこと。修正した論文はマイ
ノートに登録し提出すること（2時間）。

4時間対面
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第8回 小論文対策②
志望先別に与えられた課題について、1500字程度の小論文を各自で作
成する。

与えられた課題について、事前に必要なデータや論文構
成等について確認しておくこと。

4時間対面

第9回 小論文対策②（振り返り）
各自が作成した小論文について発表し、全員で意見交換する。

意見交換した内容について整理確認し（2時間）、自分の
論文について修正を行っておくこと。修正した論文はマイ
ノートに登録し提出すること（2時間）。

4時間対面

第10回 個人面接対策①
１回15分程度の模擬面接を実施する。

事前に、自己紹介やＰＲなど、発言内容を考えておくこと
（2時間）。
復習として、面接官から受けたアドバイスや指摘内容を整
理確認し、次回に向けて自分の発言内容について修正等
を行っておくこと（2時間）。

4時間対面

第11回 個人面接対策②
１回15分程度の模擬面接を実施する。

事前に、前回の模擬面接における反省点、修正点につい
て確認し、整理しておくこと（2時間）。
復習として、面接官から受けたアドバイスや指摘内容を整
理確認し、次回に向けて自分の発言内容について修正等
を行っておくこと（2時間）。

4時間対面

第12回 個人面接対策③
１回15分程度の模擬面接を実施する。

事前に、前回の模擬面接における反省点、修正点につい
て確認し、整理しておくこと（2時間）。
復習として、面接官から受けたアドバイスや指摘内容を整
理確認し、次回に向けて自分の発言内容について修正等
を行っておくこと（2時間）。

4時間対面

第13回 総合対策①
各自の試験日に合わせて、面接における発言内容、小論文等について
最終確認し、必要な調整を行う。

これまでの演習内容を振り返り、直前対策として必要な事
項を把握しておくこと。

4時間対面

第14回 総合対策②
各自の試験日に合わせて、面接における発言内容、小論文等について
最終確認し、必要な調整を行う。

試験本番に向けて、小論文、面接等の対策内容につい
て、最終確認を行うこと。

4時間対面

第15回 総合対策③
各自の試験日に合わせて、面接における発言内容、小論文等について
最終確認し、必要な調整を行う。

試験本番に向けて、小論文、面接等の対策内容につい
て、最終確認を行うこと。

4時間オンデマンド

－691－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 公務員特別演習ⅢＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

4金谷　一郎

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G3

法学部専門教育科目

テーマ 目指す公務員になるために

授業の目的及び概要
間近に迫った公務員採用試験に向けて、公務員になるための心構えについて確認するとともに、公務員特別演習Ⅱで学んだ知識等について整理確認
し、採用試験の合格を目指す実践的な演習である。
各自が志望する国家・地方自治体などの各種計画・方針や施策に関する調査研究に基づき、面接対策、小論文対策等を実施する。
各自の進路についての個別相談を行う。

学修の到達目標
本年の公務員行政職採用試験に向けて、公務員になるために必要な心構え、知識、論理的思考力、表現力、文書作成能力等の素養を身につけ、採用
試験合格を目指す。
志望する国の組織・地方自治体に関する基礎的なデータを把握し、国・地方自治体が直面する諸課題に対して、その解決策を身につける。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
各回の発表や報告、模擬面接に対する講評を行い、レポート・小論文は添削後にコピーを返却する。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

本科目の担当教員は、1999年に行政書士試験に合格した後、個人事務所を開設し、20年以上の実務経験を有している。また、2000年からは資格試験
予備校の講師として、憲法、民法、行政法、商法の講義に加え、面接対策、数的処理、文章理解等の授業を担当し、2015年までは本学のSコース等でも
法学系資格の合格実績に貢献している。本科目では、これらの経験を生かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

毎日新聞記事等をよく読み、時事問題や行政の動き・行政課題等について、積極的に情報収集等を行ってください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

30
発表等内容

00

003040

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは指定しません。
国や様々な自治体の総合計画、マスタープラン等を必要に応じて参照します。

参考書

なし

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 自分が志望する国や地方自治体の採用試験内容に基づき、各人で自
身の学習状況について確認する。
個人面談を行う。

志望先の試験科目を具体的に把握し、面談の結果に基づ
き、計画に沿った学修状況となっているかについて再検討
し、必要に応じて修正を行うこと（2時間）。
公務員制度の概略について把握しておくこと(2時間)。

4時間対面

第2回 グループディスカッション対策①
与えられた課題に対してグループごとに討議した内容をまとめ、発表す
るとともに、全員で討議する。

グループディスカッションにおいて、自身の発言内容、与
えられた役割を果たしたか否か等について反省し（2時
間）、次回に向けた改善点を整理しておくこと（2時間）。

4時間対面

第3回 グループディスカッション対策②
与えられた課題に対してグループごとに討議した内容をまとめ、発表す
るとともに、全員で討議する。

前回の反省を踏まえ、自身の発言内容、与えられた役割
を果たしたか否か等について確認し（2時間）、本番に向け
た最終調整を行っておくこと（2時間）。

4時間対面

第4回 集団面接対策①
5、6人のグループに分け、模擬集団面接を実施する。全員で意見交換
を行う。

各自が自身の発言内容や立ち振る舞いについて確認し
（2時間）、次回に向けて反省点を整理しておくこと（2時
間）。

4時間対面

第5回 集団面接対策②
5、6人のグループに分け、模擬集団面接を実施する。全員で意見交換
を行う。

前回の反省を踏まえ、自身の発言内容、立ち振る舞い等
について確認し（2時間）、本番に向けた最終調整を行って
おくこと（2時間）。

4時間対面

第6回 小論文対策①
志望先別に与えられた課題について、1500字程度の小論文を各自で作
成する。

与えられた課題について、事前に必要なデータや論文構
成等について確認しておくこと。

4時間対面

第7回 小論文対策①（振り返り）
各自が作成した小論文について発表し、全員で意見交換する。

意見交換した内容について整理確認し（2時間）、自分の
論文について修正を行っておくこと。修正した論文はマイ
ノートに登録し提出すること（2時間）。

4時間対面
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第8回 小論文対策②
志望先別に与えられた課題について、1500字程度の小論文を各自で作
成する。

与えられた課題について、事前に必要なデータや論文構
成等について確認しておくこと。

4時間対面

第9回 小論文対策②（振り返り）
各自が作成した小論文について発表し、全員で意見交換する。

意見交換した内容について整理確認し（2時間）、自分の
論文について修正を行っておくこと。修正した論文はマイ
ノートに登録し提出すること（2時間）。

4時間対面

第10回 個人面接対策①
１回15分程度の模擬面接を実施する。

事前に、自己紹介やＰＲなど、発言内容を考えておくこと
（2時間）。
復習として、面接官から受けたアドバイスや指摘内容を整
理確認し、次回に向けて自分の発言内容について修正等
を行っておくこと（2時間）。

4時間対面

第11回 個人面接対策②
１回15分程度の模擬面接を実施する。

事前に、前回の模擬面接における反省点、修正点につい
て確認し、整理しておくこと（2時間）。
復習として、面接官から受けたアドバイスや指摘内容を整
理確認し、次回に向けて自分の発言内容について修正等
を行っておくこと（2時間）。

4時間対面

第12回 個人面接対策③
１回15分程度の模擬面接を実施する。

事前に、前回の模擬面接における反省点、修正点につい
て確認し、整理しておくこと（2時間）。
復習として、面接官から受けたアドバイスや指摘内容を整
理確認し、次回に向けて自分の発言内容について修正等
を行っておくこと（2時間）。

4時間対面

第13回 総合対策①
各自の試験日に合わせて、面接における発言内容、小論文等について
最終確認し、必要な調整を行う。

これまでの演習内容を振り返り、直前対策として必要な事
項を把握しておくこと。

4時間対面

第14回 総合対策②
各自の試験日に合わせて、面接における発言内容、小論文等について
最終確認し、必要な調整を行う。

試験本番に向けて、小論文、面接等の対策内容につい
て、最終確認を行うこと。

4時間対面

第15回 総合対策③
各自の試験日に合わせて、面接における発言内容、小論文等について
最終確認し、必要な調整を行う。

試験本番に向けて、小論文、面接等の対策内容につい
て、最終確認を行うこと。

4時間オンデマンド

－693－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 公務員特別演習ⅢＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

4石川　英樹

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G3

法学部専門教育科目

テーマ 「全体の奉仕者」として社会貢献できる即戦力のある人材の育成

授業の目的及び概要
公安職を目指す学生が、「全体の奉仕者」として誇りと使命感をもって国家と社会に貢献できる人材、即戦力として活躍するために必要な心構え・知識・
技能・素養を身に付けた人材へと成長することを目的としています。
志望先組織の研究、その組織を取り巻く情勢や諸課題に関する研究等を通じて、それらに必要な課題解決能力、危機管理能力を重点的に養います。
また、採用試験合格者には即戦力としての人材への成長に重点をおいた指導を、再受験者には合格のための対策に重点をおいた指導を行います。

学修の到達目標
①　社会人、公安職公務員としての基礎的な素養を身に付ける。
②　志望先組織の概要、それを取り巻く情勢や当面の諸課題を理解する。
③　志望先組織の一員としての立場で、現状や課題について考える。
④　志望先組織の国及び都道府県における諸課題に対して、自己の意見等を文章化、言語化できる力を身に付ける。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
課題研究の発表や実践的なワークの結果については、授業中に解説や講評を行います。
コメントシートへの質疑等については、次回授業で回答や補足説明を行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

担当教員は奈良県警察本部にて、３６年間警察官として勤務し、調査官・監察官・地域指導室長など、第一線を始め管理部門での実務経験と警察庁近
畿管区警察局監察課への出向などの警察行政における人事、業務管理・企画立案及び服務・業務指導、若手警察官の育成、指導に従事してきた。
本科目では、こうした実務経験を活かして、警察官・消防官などの公安職に必要とされる職務倫理や心構え、実務で要求される知識技能など、事例を
交えつつ解説する実践的な授業を展開する。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

日ごろから新聞記事やニュースに注視し、治安情勢や志望先組織の動向等に関する情報収集と自身の意見をまとめておいてください。
クラス（警察等、消防）によっては、採用試験日程等により授業の課題やオンデマンド授業の授業回を変更することがあります。
状況により現職の公安職公務員等外部講師を招聘することがあります。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

20
コメントシート

00

002060

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは指定しません。
必要により担当教員から資料等を適宜配布します。

参考書

公務就職ナビブック2023年度版，公務就職支援室／キャリアセンター／エクステンションセンター

なし。
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス、志望先アンケート等
人物評価対策：小論文１

【予習】事前にシラバスを確認し、授業概要を把握しておく
こと。志望先組織の過去の問題等を確認し、自分の意見
をまとめておくこと。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づき、理解を深めるととも
に、自己の意見等の検証と修正を行うこと。

4時間対面

第2回 人物評価対策：小論文２ 【予習】志望先組織の過去の問題等を事前に確認し自己
の意見等をまとめておくこと。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づき、理解を深めるととも
に、自己の意見等の検証と修正を行うこと。

4時間対面

第3回 人物評価対策：エントリーシート、面接カード１ 【予習】志望先組織の過去の課題等を事前に確認し、自
己の意見等をまとめておくこと。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づき、理解を深めるととも
に、自己の意見等の検証と修正を行うこと。

4時間対面

第4回 人物評価対策：エントリーシート、面接カード２ 【予習】志望先組織の過去の課題等を事前に確認し、自
己の意見等をまとめておくこと。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づき、理解を深めるととも
に、自己の意見等の検証と修正を行うこと。

4時間対面
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第5回 人物評価対策：集団面接・個人面接（概要） 【予習】志望先組織の過去の課題等を事前に確認し、自
己の意見等をまとめておくこと。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づき、理解を深めるととも
に、自己の意見等の検証と修正を行うこと。

4時間対面

第6回 人物評価対策：集団面接、個人面接（入退室・答弁要領１）、小論文（再
１）
１次試験等合格者、再受験者に対応した課題を提示して対策を実施し
ます。

【予習】志望先組織の過去の課題等を事前に確認し、自
己の意見等をまとめておくこと。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づき、理解を深めるととも
に、自己の意見等の検証と修正を行うこと。

4時間対面

第7回 人物評価対策：集団面接、個人面接（入退室・答弁要領２）、小論文（再
２）
１次試験等合格者、再受験者に対応した課題を提示して対策を実施し
ます。

【予習】志望先組織の過去の課題等を事前に確認し、自
己の意見等をまとめておくこと。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づき、理解を深めるととも
に、自己の意見等の検証と修正を行うこと。

4時間対面

第8回 人物評価対策：集団面接、個人面接（入退室・答弁要領３）、小論文（再
３）
１次試験等合格者、再受験者に対応した課題を提示して対策を実施し
ます。

【予習】志望先組織の過去の課題等を事前に確認し、自
己の意見等をまとめておくこと。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づき、理解を深めるととも
に、自己の意見等の検証と修正を行うこと。

4時間オンデマンド

第9回 人物評価対策：集団面接、個人面接（入退室・答弁要領４）、小論文（再
４）
１次試験等合格者、再受験者に対応した課題を提示して対策を実施し
ます。

【予習】志望先組織の過去の課題等を事前に確認し、自
己の意見等をまとめておくこと。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づき、理解を深めるととも
に、自己の意見等の検証と修正を行うこと。

4時間対面

第10回 人物評価対策：集団面接、個人面接（入退室・答弁要領５）、小論文（再
５）
１次試験等合格者、再受験者に対応した課題を提示して対策を実施し
ます。

【予習】志望先組織の過去の課題等を事前に確認し、自
己の意見等をまとめておくこと。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づき、理解を深めるととも
に、自己の意見等の検証と修正を行うこと。

4時間対面

第11回 人物評価対策：集団面接、個人面接（入退室・答弁要領６）、小論文（再
６）
１次試験等合格者、再受験者に対応した課題を提示して対策を実施し
ます。

【予習】志望先組織の過去の課題等を事前に確認し、自
己の意見等をまとめておくこと。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づき、理解を深めるととも
に、自己の意見等の検証と修正を行うこと。

4時間対面

第12回 人物評価対策：集団面接、個人面接（入退室・答弁要領７）、小論文（再
７）
１次試験等合格者、再受験者に対応した課題を提示して対策を実施し
ます。

【予習】志望先組織の過去の課題等を事前に確認し、自
己の意見等をまとめておくこと。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づき、理解を深めるととも
に、自己の意見等の検証と修正を行うこと。

4時間対面

第13回 人物評価対策：集団面接、個人面接（入退室・答弁要領８）、小論文（再
８）
１次試験等合格者、再受験者に対応した課題を提示して対策を実施し
ます。

【予習】志望先組織の過去の課題等を事前に確認し、自
己の意見等をまとめておくこと。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づき、理解を深めるととも
に、自己の意見等の検証と修正を行うこと。

4時間対面

第14回 人物評価対策：時事問題等 【予習】志望先組織の過去の課題等を事前に確認し、自
己の意見等をまとめておくこと。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づき、理解を深めるととも
に、自己の意見等の検証と修正を行うこと。

4時間対面

第15回 受験結果の総括、今後の試験日程と再受験に向けた対策 【予習】これまでの成功や失敗など、自己の検証結果をま
とめておくこと。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づき、今後の計画を立て
ること。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 公務員特別演習ⅢＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

4若林　淳

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G3

法学部専門教育科目

テーマ 「全体の奉仕者」として社会貢献できる即戦力のある人材の育成

授業の目的及び概要
公安職を目指す学生が、「全体の奉仕者」として誇りと使命感をもって国家と社会に貢献できる人材、即戦力として活躍するために必要な心構え・知識・
技能・素養を身に付けた人材へと成長することを目的としています。
志望先組織の研究、その組織を取り巻く情勢や諸課題に関する研究等を通じて、それらに必要な課題解決能力、危機管理能力を重点的に養います。
また、採用試験合格者には即戦力としての人材への成長に重点をおいた指導を、再受験者には合格のための対策に重点をおいた指導を行います。

学修の到達目標
①　社会人、公安職公務員としての基礎的な素養を身に付ける。
②　志望先組織の概要、それを取り巻く情勢や当面の諸課題を理解する。
③　志望先組織の一員としての立場で、現状や課題について考える。
④　志望先組織の国及び都道府県における諸課題に対して、自己の意見等を文章化、言語化できる力を身に付ける。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
課題研究の発表や実践的なワークの結果については、授業中に解説や講評を行います。
コメントシートへの質疑等については、次回授業で回答や補足説明を行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

日ごろから新聞記事やニュースに注視し、治安情勢や志望先組織の動向等に関する情報収集と自身の意見をまとめておいてください。
クラス（警察等、消防）によっては、採用試験日程等により授業の課題やオンデマンド授業の授業回を変更することがあります。
状況により現職の公安職公務員等外部講師を招聘することがあります。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

20
コメントシート

00

002060

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは指定しません。
必要により担当教員から資料等を適宜配布します。

参考書

公務就職ナビブック2023年度版，公務就職支援室／キャリアセンター／エクステンションセンター

なし。
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス、志望先アンケート等
人物評価対策：小論文１

【予習】事前にシラバスを確認し、授業概要を把握しておく
こと。志望先組織の過去の問題等を確認し、自分の意見
をまとめておくこと。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づき、理解を深めるととも
に、自己の意見等の検証と修正を行うこと。

4時間対面

第2回 人物評価対策：小論文２ 【予習】志望先組織の過去の問題等を事前に確認し自己
の意見等をまとめておくこと。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づき、理解を深めるととも
に、自己の意見等の検証と修正を行うこと。

4時間対面

第3回 人物評価対策：エントリーシート、面接カード１ 【予習】志望先組織の過去の課題等を事前に確認し、自
己の意見等をまとめておくこと。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づき、理解を深めるととも
に、自己の意見等の検証と修正を行うこと。

4時間対面

第4回 人物評価対策：エントリーシート、面接カード２ 【予習】志望先組織の過去の課題等を事前に確認し、自
己の意見等をまとめておくこと。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づき、理解を深めるととも
に、自己の意見等の検証と修正を行うこと。

4時間対面
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第5回 人物評価対策：集団面接・個人面接（概要） 【予習】志望先組織の過去の課題等を事前に確認し、自
己の意見等をまとめておくこと。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づき、理解を深めるととも
に、自己の意見等の検証と修正を行うこと。

4時間対面

第6回 人物評価対策：集団面接、個人面接（入退室・答弁要領１）、小論文（再
１）
１次試験等合格者、再受験者に対応した課題を提示して対策を実施し
ます。

【予習】志望先組織の過去の課題等を事前に確認し、自
己の意見等をまとめておくこと。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づき、理解を深めるととも
に、自己の意見等の検証と修正を行うこと。

4時間対面

第7回 人物評価対策：集団面接、個人面接（入退室・答弁要領２）、小論文（再
２）
１次試験等合格者、再受験者に対応した課題を提示して対策を実施し
ます。

【予習】志望先組織の過去の課題等を事前に確認し、自
己の意見等をまとめておくこと。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づき、理解を深めるととも
に、自己の意見等の検証と修正を行うこと。

4時間対面

第8回 人物評価対策：集団面接、個人面接（入退室・答弁要領３）、小論文（再
３）
１次試験等合格者、再受験者に対応した課題を提示して対策を実施し
ます。

【予習】志望先組織の過去の課題等を事前に確認し、自
己の意見等をまとめておくこと。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づき、理解を深めるととも
に、自己の意見等の検証と修正を行うこと。

4時間オンデマンド

第9回 人物評価対策：集団面接、個人面接（入退室・答弁要領４）、小論文（再
４）
１次試験等合格者、再受験者に対応した課題を提示して対策を実施し
ます。

【予習】志望先組織の過去の課題等を事前に確認し、自
己の意見等をまとめておくこと。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づき、理解を深めるととも
に、自己の意見等の検証と修正を行うこと。

4時間対面

第10回 人物評価対策：集団面接、個人面接（入退室・答弁要領５）、小論文（再
５）
１次試験等合格者、再受験者に対応した課題を提示して対策を実施し
ます。

【予習】志望先組織の過去の課題等を事前に確認し、自
己の意見等をまとめておくこと。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づき、理解を深めるととも
に、自己の意見等の検証と修正を行うこと。

4時間対面

第11回 人物評価対策：集団面接、個人面接（入退室・答弁要領６）、小論文（再
６）
１次試験等合格者、再受験者に対応した課題を提示して対策を実施し
ます。

【予習】志望先組織の過去の課題等を事前に確認し、自
己の意見等をまとめておくこと。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づき、理解を深めるととも
に、自己の意見等の検証と修正を行うこと。

4時間対面

第12回 人物評価対策：集団面接、個人面接（入退室・答弁要領７）、小論文（再
７）
１次試験等合格者、再受験者に対応した課題を提示して対策を実施し
ます。

【予習】志望先組織の過去の課題等を事前に確認し、自
己の意見等をまとめておくこと。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づき、理解を深めるととも
に、自己の意見等の検証と修正を行うこと。

4時間対面

第13回 人物評価対策：集団面接、個人面接（入退室・答弁要領８）、小論文（再
８）
１次試験等合格者、再受験者に対応した課題を提示して対策を実施し
ます。

【予習】志望先組織の過去の課題等を事前に確認し、自
己の意見等をまとめておくこと。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づき、理解を深めるととも
に、自己の意見等の検証と修正を行うこと。

4時間対面

第14回 人物評価対策：時事問題等 【予習】志望先組織の過去の課題等を事前に確認し、自
己の意見等をまとめておくこと。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づき、理解を深めるととも
に、自己の意見等の検証と修正を行うこと。

4時間対面

第15回 受験結果の総括、今後の試験日程と再受験に向けた対策 【予習】これまでの成功や失敗など、自己の検証結果をま
とめておくこと。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づき、今後の計画を立て
ること。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 公務員特別演習ⅢＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

4中久保　寛幸

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G3

法学部専門教育科目

テーマ 「全体の奉仕者」として社会貢献できる即戦力のある人材の育成

授業の目的及び概要
公安職を目指す学生が、「全体の奉仕者」として誇りと使命感をもって国家と社会に貢献できる人材、即戦力として活躍するために必要な心構え・知識・
技能・素養を身に付けた人材へと成長することを目的としています。
志望先組織の研究、その組織を取り巻く情勢や諸課題に関する研究等を通じて、それらに必要な課題解決能力、危機管理能力を重点的に養います。
また、採用試験合格者には即戦力としての人材への成長に重点をおいた指導を、再受験者には合格のための対策に重点をおいた指導を行います。

学修の到達目標
①　社会人、公安職公務員としての基礎的な素養を身に付ける。
②　志望先組織の概要、それを取り巻く情勢や当面の諸課題を理解する。
③　志望先組織の一員としての立場で、現状や課題について考える。
④　志望先組織の国及び都道府県における諸課題に対して、自己の意見等を文章化、言語化できる力を身に付ける。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
課題研究の発表や実践的なワークの結果については、授業中に解説や講評を行います。
コメントシートへの質疑等については、次回授業で回答や補足説明を行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

本科目の担当教員は、警察官として38年間勤務し、管理官・調査官・署長などに従事して、経験を積み重ねてきた。本科目では、実務経験を活かし、職
種に必要な法律解釈や業務の理解、職務倫理や心構え、実務で要求される知識・技能などを教授し、実際の事例を交えつつ解説する実践的な授業を
展開する。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

日ごろから新聞記事やニュースに注視し、治安情勢や志望先組織の動向等に関する情報収集と自身の意見をまとめておいてください。
クラス（警察等、消防）によっては、採用試験日程等により授業の課題やオンデマンド授業の授業回を変更することがあります。
状況により現職の公安職公務員等外部講師を招聘することがあります。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

20
コメントシート

00

002060

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは指定しません。
必要により担当教員から資料等を適宜配布します。

参考書

公務就職ナビブック2023年度版，公務就職支援室／キャリアセンター／エクステンションセンター

なし。
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス、志望先アンケート等
人物評価対策：小論文１

【予習】事前にシラバスを確認し、授業概要を把握しておく
こと。志望先組織の過去の問題等を確認し、自分の意見
をまとめておくこと。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づき、理解を深めるととも
に、自己の意見等の検証と修正を行うこと。

4時間対面

第2回 人物評価対策：小論文２ 【予習】志望先組織の過去の問題等を事前に確認し自己
の意見等をまとめておくこと。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づき、理解を深めるととも
に、自己の意見等の検証と修正を行うこと。

4時間対面

第3回 人物評価対策：エントリーシート、面接カード１ 【予習】志望先組織の過去の課題等を事前に確認し、自
己の意見等をまとめておくこと。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づき、理解を深めるととも
に、自己の意見等の検証と修正を行うこと。

4時間対面

第4回 人物評価対策：エントリーシート、面接カード２ 【予習】志望先組織の過去の課題等を事前に確認し、自
己の意見等をまとめておくこと。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づき、理解を深めるととも
に、自己の意見等の検証と修正を行うこと。

4時間対面
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第5回 人物評価対策：集団面接・個人面接（概要） 【予習】志望先組織の過去の課題等を事前に確認し、自
己の意見等をまとめておくこと。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づき、理解を深めるととも
に、自己の意見等の検証と修正を行うこと。

4時間対面

第6回 人物評価対策：集団面接、個人面接（入退室・答弁要領１）、小論文（再
１）
１次試験等合格者、再受験者に対応した課題を提示して対策を実施し
ます。

【予習】志望先組織の過去の課題等を事前に確認し、自
己の意見等をまとめておくこと。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づき、理解を深めるととも
に、自己の意見等の検証と修正を行うこと。

4時間対面

第7回 人物評価対策：集団面接、個人面接（入退室・答弁要領２）、小論文（再
２）
１次試験等合格者、再受験者に対応した課題を提示して対策を実施し
ます。

【予習】志望先組織の過去の課題等を事前に確認し、自
己の意見等をまとめておくこと。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づき、理解を深めるととも
に、自己の意見等の検証と修正を行うこと。

4時間対面

第8回 人物評価対策：集団面接、個人面接（入退室・答弁要領３）、小論文（再
３）
１次試験等合格者、再受験者に対応した課題を提示して対策を実施し
ます。

【予習】志望先組織の過去の課題等を事前に確認し、自
己の意見等をまとめておくこと。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づき、理解を深めるととも
に、自己の意見等の検証と修正を行うこと。

4時間オンデマンド

第9回 人物評価対策：集団面接、個人面接（入退室・答弁要領４）、小論文（再
４）
１次試験等合格者、再受験者に対応した課題を提示して対策を実施し
ます。

【予習】志望先組織の過去の課題等を事前に確認し、自
己の意見等をまとめておくこと。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づき、理解を深めるととも
に、自己の意見等の検証と修正を行うこと。

4時間対面

第10回 人物評価対策：集団面接、個人面接（入退室・答弁要領５）、小論文（再
５）
１次試験等合格者、再受験者に対応した課題を提示して対策を実施し
ます。

【予習】志望先組織の過去の課題等を事前に確認し、自
己の意見等をまとめておくこと。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づき、理解を深めるととも
に、自己の意見等の検証と修正を行うこと。

4時間対面

第11回 人物評価対策：集団面接、個人面接（入退室・答弁要領６）、小論文（再
６）
１次試験等合格者、再受験者に対応した課題を提示して対策を実施し
ます。

【予習】志望先組織の過去の課題等を事前に確認し、自
己の意見等をまとめておくこと。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づき、理解を深めるととも
に、自己の意見等の検証と修正を行うこと。

4時間対面

第12回 人物評価対策：集団面接、個人面接（入退室・答弁要領７）、小論文（再
７）
１次試験等合格者、再受験者に対応した課題を提示して対策を実施し
ます。

【予習】志望先組織の過去の課題等を事前に確認し、自
己の意見等をまとめておくこと。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づき、理解を深めるととも
に、自己の意見等の検証と修正を行うこと。

4時間対面

第13回 人物評価対策：集団面接、個人面接（入退室・答弁要領８）、小論文（再
８）
１次試験等合格者、再受験者に対応した課題を提示して対策を実施し
ます。

【予習】志望先組織の過去の課題等を事前に確認し、自
己の意見等をまとめておくこと。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づき、理解を深めるととも
に、自己の意見等の検証と修正を行うこと。

4時間対面

第14回 人物評価対策：時事問題等 【予習】志望先組織の過去の課題等を事前に確認し、自
己の意見等をまとめておくこと。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づき、理解を深めるととも
に、自己の意見等の検証と修正を行うこと。

4時間対面

第15回 受験結果の総括、今後の試験日程と再受験に向けた対策 【予習】これまでの成功や失敗など、自己の検証結果をま
とめておくこと。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づき、今後の計画を立て
ること。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 公務員特別演習ⅢＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

4雜喉　浩久

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G3

法学部専門教育科目

テーマ 「全体の奉仕者」として社会貢献できる即戦力のある人材の育成

授業の目的及び概要
公安職を目指す学生が、「全体の奉仕者」として誇りと使命感をもって国家と社会に貢献できる人材、即戦力として活躍するために必要な心構え・知識・
技能・素養を身に付けた人材へと成長することを目的としています。
志望先組織の研究、その組織を取り巻く情勢や諸課題に関する研究等を通じて、それらに必要な課題解決能力、危機管理能力を重点的に養います。
また、採用試験合格者には即戦力としての人材への成長に重点をおいた指導を、再受験者には合格のための対策に重点をおいた指導を行います。

学修の到達目標
①　社会人、公安職公務員としての基礎的な素養を身に付ける。
②　志望先組織の概要、それを取り巻く情勢や当面の諸課題を理解する。
③　志望先組織の一員としての立場で、現状や課題について考える。
④　志望先組織の国及び都道府県における諸課題に対して、自己の意見等を文章化、言語化できる力を身に付ける。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
課題研究の発表や実践的なワークの結果については、授業中に解説や講評を行います。
コメントシートへの質疑等については、次回授業で回答や補足説明を行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

本科目の担当教員は、警察官として38年間勤務し、警察署副署長まで務めた実績を有する。また、警察学校において後進の教育経験も有している。本
科目では、これら警察官の実務経験、警察学校での教育経験を生かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

日ごろから新聞記事やニュースに注視し、治安情勢や志望先組織の動向等に関する情報収集と自身の意見をまとめておいてください。
クラス（警察等、消防）によっては、採用試験日程等により授業の課題やオンデマンド授業の授業回を変更することがあります。
状況により現職の公安職公務員等外部講師を招聘することがあります。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

20
コメントシート

00

002060

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは指定しません。
必要により担当教員から資料等を適宜配布します。

参考書

公務就職ナビブック2023年度版，公務就職支援室／キャリアセンター／エクステンションセンター

なし。
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス、志望先アンケート等
人物評価対策：小論文１

【予習】事前にシラバスを確認し、授業概要を把握しておく
こと。志望先組織の過去の問題等を確認し、自分の意見
をまとめておくこと。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づき、理解を深めるととも
に、自己の意見等の検証と修正を行うこと。

4時間対面

第2回 人物評価対策：小論文２ 【予習】志望先組織の過去の問題等を事前に確認し自己
の意見等をまとめておくこと。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づき、理解を深めるととも
に、自己の意見等の検証と修正を行うこと。

4時間対面

第3回 人物評価対策：エントリーシート、面接カード１ 【予習】志望先組織の過去の課題等を事前に確認し、自
己の意見等をまとめておくこと。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づき、理解を深めるととも
に、自己の意見等の検証と修正を行うこと。

4時間対面

第4回 人物評価対策：エントリーシート、面接カード２ 【予習】志望先組織の過去の課題等を事前に確認し、自
己の意見等をまとめておくこと。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づき、理解を深めるととも
に、自己の意見等の検証と修正を行うこと。

4時間対面
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第5回 人物評価対策：集団面接・個人面接（概要） 【予習】志望先組織の過去の課題等を事前に確認し、自
己の意見等をまとめておくこと。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づき、理解を深めるととも
に、自己の意見等の検証と修正を行うこと。

4時間対面

第6回 人物評価対策：集団面接、個人面接（入退室・答弁要領１）、小論文（再
１）
１次試験等合格者、再受験者に対応した課題を提示して対策を実施し
ます。

【予習】志望先組織の過去の課題等を事前に確認し、自
己の意見等をまとめておくこと。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づき、理解を深めるととも
に、自己の意見等の検証と修正を行うこと。

4時間対面

第7回 人物評価対策：集団面接、個人面接（入退室・答弁要領２）、小論文（再
２）
１次試験等合格者、再受験者に対応した課題を提示して対策を実施し
ます。

【予習】志望先組織の過去の課題等を事前に確認し、自
己の意見等をまとめておくこと。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づき、理解を深めるととも
に、自己の意見等の検証と修正を行うこと。

4時間対面

第8回 人物評価対策：集団面接、個人面接（入退室・答弁要領３）、小論文（再
３）
１次試験等合格者、再受験者に対応した課題を提示して対策を実施し
ます。

【予習】志望先組織の過去の課題等を事前に確認し、自
己の意見等をまとめておくこと。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づき、理解を深めるととも
に、自己の意見等の検証と修正を行うこと。

4時間オンデマンド

第9回 人物評価対策：集団面接、個人面接（入退室・答弁要領４）、小論文（再
４）
１次試験等合格者、再受験者に対応した課題を提示して対策を実施し
ます。

【予習】志望先組織の過去の課題等を事前に確認し、自
己の意見等をまとめておくこと。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づき、理解を深めるととも
に、自己の意見等の検証と修正を行うこと。

4時間対面

第10回 人物評価対策：集団面接、個人面接（入退室・答弁要領５）、小論文（再
５）
１次試験等合格者、再受験者に対応した課題を提示して対策を実施し
ます。

【予習】志望先組織の過去の課題等を事前に確認し、自
己の意見等をまとめておくこと。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づき、理解を深めるととも
に、自己の意見等の検証と修正を行うこと。

4時間対面

第11回 人物評価対策：集団面接、個人面接（入退室・答弁要領６）、小論文（再
６）
１次試験等合格者、再受験者に対応した課題を提示して対策を実施し
ます。

【予習】志望先組織の過去の課題等を事前に確認し、自
己の意見等をまとめておくこと。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づき、理解を深めるととも
に、自己の意見等の検証と修正を行うこと。

4時間対面

第12回 人物評価対策：集団面接、個人面接（入退室・答弁要領７）、小論文（再
７）
１次試験等合格者、再受験者に対応した課題を提示して対策を実施し
ます。

【予習】志望先組織の過去の課題等を事前に確認し、自
己の意見等をまとめておくこと。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づき、理解を深めるととも
に、自己の意見等の検証と修正を行うこと。

4時間対面

第13回 人物評価対策：集団面接、個人面接（入退室・答弁要領８）、小論文（再
８）
１次試験等合格者、再受験者に対応した課題を提示して対策を実施し
ます。

【予習】志望先組織の過去の課題等を事前に確認し、自
己の意見等をまとめておくこと。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づき、理解を深めるととも
に、自己の意見等の検証と修正を行うこと。

4時間対面

第14回 人物評価対策：時事問題等 【予習】志望先組織の過去の課題等を事前に確認し、自
己の意見等をまとめておくこと。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づき、理解を深めるととも
に、自己の意見等の検証と修正を行うこと。

4時間対面

第15回 受験結果の総括、今後の試験日程と再受験に向けた対策 【予習】これまでの成功や失敗など、自己の検証結果をま
とめておくこと。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づき、今後の計画を立て
ること。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 公務員特別演習ⅢＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

4石川　英樹

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G4

法学部専門教育科目

テーマ 「全体の奉仕者」として社会貢献できる即戦力のある人材の育成

授業の目的及び概要
公安職を目指す学生が、「全体の奉仕者」として誇りと使命感をもって国家と社会に貢献できる人材、即戦力として活躍するために必要な心構え・知識・
技能・素養を身に付けた人材へと成長することを目的としています。
志望先組織の研究、その組織を取り巻く情勢や諸課題に関する研究を通じて、それらに必要な課題解決能力、危機管理能力を重点的に養います。
また、採用試験合格者には即戦力としての人材への成長に重点をおいた指導を、再受験者には合格のための対策に重点をおいた指導を行います。

学修の到達目標
①　社会人、公安職公務員としての基礎的な素養を身に付ける。
②　志望先組織の概要、それを取り巻く情勢や当面の諸課題を理解する。
③　志望先組織の一員としての立場で、現状や課題について考える。
④　志望先組織の国及び都道府県における諸課題に対して、自己の意見等を文章化、言語化できる力を身に付ける。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
課題研究の発表や実践的なワークの結果については、授業中に解説や講評を行います。
コメントシートへの質疑等については、次回授業で回答や補足を行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

担当教員は奈良県警察本部にて、３６年間警察官として勤務し、調査官・監察官・地域指導室長など、第一線を始め管理部門での実務経験と警察庁近
畿管区警察局監察課への出向などの警察行政における人事、業務管理・企画立案及び服務・業務指導、若手警察官の育成、指導に従事してきた。
本科目では、こうした実務経験を活かして、警察官・消防官などの公安職に必要とされる職務倫理や心構え、実務で要求される知識技能など、事例を
交えつつ解説する実践的な授業を展開する。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

日ごろから新聞記事やニュースに注視し、治安情勢や志望先組織の動向等に関する情報収集と自身の意見を考えておきましょう。

各クラス（警察・消防別、担当教員別）によって、採用試験の合格者割合や今後の採用試験日程など諸般の事情で、授業の課題やオンデマンド授業の
授業回を変更することがあります。
状況により現職の公安職公務員等外部講師を招聘することがあります。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

20
コメントシート

00

002060

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは指定しません。
必要により担当教員から資料等を適宜配布します。

参考書

公務就職ナビブック2023年度版，公務就職支援室／キャリアセンター／エクステンションセンター

なし。
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 秋学期授業の進め方
受験結果、今後の試験日程と受験予定等の再確認

【予習】受験結果、今後の試験日程等に基づき、自身の今
後の就活、受験予定について十分に検討しておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、今後の方針を決
定する。

4時間対面

第2回 就業力向上と人物評価対策１
講義・グループ討議・グループワークによる研究等
「課題例　組織課題、時事問題等」

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づいて検証し、理解を深
めておく。

4時間対面

第3回 就業力向上と人物評価対策２
講義・グループ討議・グループワークによる研究等
「課題例　組織課題、時事問題等」

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づいて検証し、理解を深
めておく。

4時間対面

第4回 就業力向上と人物評価対策３
講義・グループ討議・グループワークによる研究等
「課題例　組織課題、時事問題等」

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づいて検証し、理解を深
めておく。

4時間対面
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第5回 就業力向上と人物評価対策４
講義・グループ討議・グループワークによる研究等
「課題例　組織課題、時事問題等」

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づいて検証し、理解を深
めておく。

4時間対面

第6回 就業力向上と人物評価対策５
講義・グループ討議・グループワークによる研究等
「課題例　組織課題、時事問題等」

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づいて検証し、理解を深
めておく。

4時間対面

第7回 就業力向上と人物評価対策６
講義・グループ討議・グループワークによる研究等
「課題例　組織課題、時事問題等」

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づいて検証し、理解を深
めておく。

4時間対面

第8回 課題研究等
　担当教員から示された課題について研究し、提出等する。

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づいて検証し、理解を深
めておく。

4時間オンデマンド

第9回 即戦力としての人材への成長１
講義・グループ討議・グループワークによる研究等
「課題例　就業先組織に関連する基本的な法令」

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づいて検証し、理解を深
めておく。

4時間対面

第10回 即戦力としての人材への成長２
講義・グループ討議・グループワークによる研究等
「課題例　就業先組織に関連する基本的な法令２」

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づいて検証し、理解を深
めておく。

4時間対面

第11回 即戦力としての人材への成長３
講義・グループ討議・グループワークによる研究等
「課題例　就業に向けての決意・覚悟等１」

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づいて検証し、理解を深
めておく。

4時間対面

第12回 即戦力としての人材への成長４
講義・グループ討議・グループワークによる研究等
「課題例　就業に向けての決意・覚悟等２」

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づいて検証し、理解を深
めておく。

4時間対面

第13回 即戦力としての人材への成長４
講義・グループ討議・グループワークによる研究等
「課題例　就業に向けての決意・覚悟等３」

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づいて検証し、理解を深
めておく。

4時間対面

第14回 即戦力としての人材への成長５
講義・グループ討議・グループワークによる研究等
「課題例　後輩に向けて(受験の成功と失敗、後輩に伝えたいこと等)」

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づいて検証し、理解を深
めておく。

4時間対面

第15回 即戦力としての人材への成長６
講義・グループ討議・グループワークによる研究等
「課題例　大学４年間の総括等」

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項等に基づいて振り返りを行い、社会人
としての将来設計を立てる。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 公務員特別演習ⅢＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

4若林　淳

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G4

法学部専門教育科目

テーマ 「全体の奉仕者」として社会貢献できる即戦力のある人材の育成

授業の目的及び概要
公安職を目指す学生が、「全体の奉仕者」として誇りと使命感をもって国家と社会に貢献できる人材、即戦力として活躍するために必要な心構え・知識・
技能・素養を身に付けた人材へと成長することを目的としています。
志望先組織の研究、その組織を取り巻く情勢や諸課題に関する研究を通じて、それらに必要な課題解決能力、危機管理能力を重点的に養います。
また、採用試験合格者には即戦力としての人材への成長に重点をおいた指導を、再受験者には合格のための対策に重点をおいた指導を行います。

学修の到達目標
①　社会人、公安職公務員としての基礎的な素養を身に付ける。
②　志望先組織の概要、それを取り巻く情勢や当面の諸課題を理解する。
③　志望先組織の一員としての立場で、現状や課題について考える。
④　志望先組織の国及び都道府県における諸課題に対して、自己の意見等を文章化、言語化できる力を身に付ける。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
課題研究の発表や実践的なワークの結果については、授業中に解説や講評を行います。
コメントシートへの質疑等については、次回授業で回答や補足を行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

日ごろから新聞記事やニュースに注視し、治安情勢や志望先組織の動向等に関する情報収集と自身の意見を考えておきましょう。

各クラス（警察・消防別、担当教員別）によって、採用試験の合格者割合や今後の採用試験日程など諸般の事情で、授業の課題やオンデマンド授業の
授業回を変更することがあります。
状況により現職の公安職公務員等外部講師を招聘することがあります。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

20
コメントシート

00

002060

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは指定しません。
必要により担当教員から資料等を適宜配布します。

参考書

公務就職ナビブック2023年度版，公務就職支援室／キャリアセンター／エクステンションセンター

なし。
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 秋学期授業の進め方
受験結果、今後の試験日程と受験予定等の再確認

【予習】受験結果、今後の試験日程等に基づき、自身の今
後の就活、受験予定について十分に検討しておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、今後の方針を決
定する。

4時間対面

第2回 就業力向上と人物評価対策１
講義・グループ討議・グループワークによる研究等
「課題例　組織課題、時事問題等」

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づいて検証し、理解を深
めておく。

4時間対面

第3回 就業力向上と人物評価対策２
講義・グループ討議・グループワークによる研究等
「課題例　組織課題、時事問題等」

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づいて検証し、理解を深
めておく。

4時間対面

第4回 就業力向上と人物評価対策３
講義・グループ討議・グループワークによる研究等
「課題例　組織課題、時事問題等」

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づいて検証し、理解を深
めておく。

4時間対面
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第5回 就業力向上と人物評価対策４
講義・グループ討議・グループワークによる研究等
「課題例　組織課題、時事問題等」

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づいて検証し、理解を深
めておく。

4時間対面

第6回 就業力向上と人物評価対策５
講義・グループ討議・グループワークによる研究等
「課題例　組織課題、時事問題等」

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づいて検証し、理解を深
めておく。

4時間対面

第7回 就業力向上と人物評価対策６
講義・グループ討議・グループワークによる研究等
「課題例　組織課題、時事問題等」

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づいて検証し、理解を深
めておく。

4時間対面

第8回 課題研究等
　担当教員から示された課題について研究し、提出等する。

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づいて検証し、理解を深
めておく。

4時間オンデマンド

第9回 即戦力としての人材への成長１
講義・グループ討議・グループワークによる研究等
「課題例　就業先組織に関連する基本的な法令」

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づいて検証し、理解を深
めておく。

4時間対面

第10回 即戦力としての人材への成長２
講義・グループ討議・グループワークによる研究等
「課題例　就業先組織に関連する基本的な法令２」

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づいて検証し、理解を深
めておく。

4時間対面

第11回 即戦力としての人材への成長３
講義・グループ討議・グループワークによる研究等
「課題例　就業に向けての決意・覚悟等１」

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づいて検証し、理解を深
めておく。

4時間対面

第12回 即戦力としての人材への成長４
講義・グループ討議・グループワークによる研究等
「課題例　就業に向けての決意・覚悟等２」

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づいて検証し、理解を深
めておく。

4時間対面

第13回 即戦力としての人材への成長４
講義・グループ討議・グループワークによる研究等
「課題例　就業に向けての決意・覚悟等３」

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づいて検証し、理解を深
めておく。

4時間対面

第14回 即戦力としての人材への成長５
講義・グループ討議・グループワークによる研究等
「課題例　後輩に向けて(受験の成功と失敗、後輩に伝えたいこと等)」

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づいて検証し、理解を深
めておく。

4時間対面

第15回 即戦力としての人材への成長６
講義・グループ討議・グループワークによる研究等
「課題例　大学４年間の総括等」

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項等に基づいて振り返りを行い、社会人
としての将来設計を立てる。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 公務員特別演習ⅢＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

4中久保　寛幸

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G4

法学部専門教育科目

テーマ 「全体の奉仕者」として社会貢献できる即戦力のある人材の育成

授業の目的及び概要
公安職を目指す学生が、「全体の奉仕者」として誇りと使命感をもって国家と社会に貢献できる人材、即戦力として活躍するために必要な心構え・知識・
技能・素養を身に付けた人材へと成長することを目的としています。
志望先組織の研究、その組織を取り巻く情勢や諸課題に関する研究を通じて、それらに必要な課題解決能力、危機管理能力を重点的に養います。
また、採用試験合格者には即戦力としての人材への成長に重点をおいた指導を、再受験者には合格のための対策に重点をおいた指導を行います。

学修の到達目標
①　社会人、公安職公務員としての基礎的な素養を身に付ける。
②　志望先組織の概要、それを取り巻く情勢や当面の諸課題を理解する。
③　志望先組織の一員としての立場で、現状や課題について考える。
④　志望先組織の国及び都道府県における諸課題に対して、自己の意見等を文章化、言語化できる力を身に付ける。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
課題研究の発表や実践的なワークの結果については、授業中に解説や講評を行います。
コメントシートへの質疑等については、次回授業で回答や補足を行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

本科目の担当教員は、警察官として38年間勤務し、管理官・調査官・署長などに従事して、経験を積み重ねてきた。本科目では、実務経験を活かし、職
種に必要な法律解釈や業務の理解、職務倫理や心構え、実務で要求される知識・技能などを教授し、実際の事例を交えつつ解説する実践的な授業を
展開する。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

日ごろから新聞記事やニュースに注視し、治安情勢や志望先組織の動向等に関する情報収集と自身の意見を考えておきましょう。

各クラス（警察・消防別、担当教員別）によって、採用試験の合格者割合や今後の採用試験日程など諸般の事情で、授業の課題やオンデマンド授業の
授業回を変更することがあります。
状況により現職の公安職公務員等外部講師を招聘することがあります。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

20
コメントシート

00

002060

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは指定しません。
必要により担当教員から資料等を適宜配布します。

参考書

公務就職ナビブック2023年度版，公務就職支援室／キャリアセンター／エクステンションセンター

なし。
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 秋学期授業の進め方
受験結果、今後の試験日程と受験予定等の再確認

【予習】受験結果、今後の試験日程等に基づき、自身の今
後の就活、受験予定について十分に検討しておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、今後の方針を決
定する。

4時間対面

第2回 就業力向上と人物評価対策１
講義・グループ討議・グループワークによる研究等
「課題例　組織課題、時事問題等」

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づいて検証し、理解を深
めておく。

4時間対面

第3回 就業力向上と人物評価対策２
講義・グループ討議・グループワークによる研究等
「課題例　組織課題、時事問題等」

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づいて検証し、理解を深
めておく。

4時間対面

第4回 就業力向上と人物評価対策３
講義・グループ討議・グループワークによる研究等
「課題例　組織課題、時事問題等」

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づいて検証し、理解を深
めておく。

4時間対面
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第5回 就業力向上と人物評価対策４
講義・グループ討議・グループワークによる研究等
「課題例　組織課題、時事問題等」

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づいて検証し、理解を深
めておく。

4時間対面

第6回 就業力向上と人物評価対策５
講義・グループ討議・グループワークによる研究等
「課題例　組織課題、時事問題等」

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づいて検証し、理解を深
めておく。

4時間対面

第7回 就業力向上と人物評価対策６
講義・グループ討議・グループワークによる研究等
「課題例　組織課題、時事問題等」

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づいて検証し、理解を深
めておく。

4時間対面

第8回 課題研究等
　担当教員から示された課題について研究し、提出等する。

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づいて検証し、理解を深
めておく。

4時間オンデマンド

第9回 即戦力としての人材への成長１
講義・グループ討議・グループワークによる研究等
「課題例　就業先組織に関連する基本的な法令」

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づいて検証し、理解を深
めておく。

4時間対面

第10回 即戦力としての人材への成長２
講義・グループ討議・グループワークによる研究等
「課題例　就業先組織に関連する基本的な法令２」

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づいて検証し、理解を深
めておく。

4時間対面

第11回 即戦力としての人材への成長３
講義・グループ討議・グループワークによる研究等
「課題例　就業に向けての決意・覚悟等１」

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づいて検証し、理解を深
めておく。

4時間対面

第12回 即戦力としての人材への成長４
講義・グループ討議・グループワークによる研究等
「課題例　就業に向けての決意・覚悟等２」

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づいて検証し、理解を深
めておく。

4時間対面

第13回 即戦力としての人材への成長４
講義・グループ討議・グループワークによる研究等
「課題例　就業に向けての決意・覚悟等３」

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づいて検証し、理解を深
めておく。

4時間対面

第14回 即戦力としての人材への成長５
講義・グループ討議・グループワークによる研究等
「課題例　後輩に向けて(受験の成功と失敗、後輩に伝えたいこと等)」

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づいて検証し、理解を深
めておく。

4時間対面

第15回 即戦力としての人材への成長６
講義・グループ討議・グループワークによる研究等
「課題例　大学４年間の総括等」

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項等に基づいて振り返りを行い、社会人
としての将来設計を立てる。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 公務員特別演習ⅢＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

4雜喉　浩久

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G4

法学部専門教育科目

テーマ 「全体の奉仕者」として社会貢献できる即戦力のある人材の育成

授業の目的及び概要
公安職を目指す学生が、「全体の奉仕者」として誇りと使命感をもって国家と社会に貢献できる人材、即戦力として活躍するために必要な心構え・知識・
技能・素養を身に付けた人材へと成長することを目的としています。
志望先組織の研究、その組織を取り巻く情勢や諸課題に関する研究を通じて、それらに必要な課題解決能力、危機管理能力を重点的に養います。
また、採用試験合格者には即戦力としての人材への成長に重点をおいた指導を、再受験者には合格のための対策に重点をおいた指導を行います。

学修の到達目標
①　社会人、公安職公務員としての基礎的な素養を身に付ける。
②　志望先組織の概要、それを取り巻く情勢や当面の諸課題を理解する。
③　志望先組織の一員としての立場で、現状や課題について考える。
④　志望先組織の国及び都道府県における諸課題に対して、自己の意見等を文章化、言語化できる力を身に付ける。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
課題研究の発表や実践的なワークの結果については、授業中に解説や講評を行います。
コメントシートへの質疑等については、次回授業で回答や補足を行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

本科目の担当教員は、警察官として38年間勤務し、警察署副署長まで務めた実績を有する。また、警察学校において後進の教育経験も有している。本
科目では、これら警察官の実務経験、警察学校での教育経験を生かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

日ごろから新聞記事やニュースに注視し、治安情勢や志望先組織の動向等に関する情報収集と自身の意見を考えておきましょう。

各クラス（警察・消防別、担当教員別）によって、採用試験の合格者割合や今後の採用試験日程など諸般の事情で、授業の課題やオンデマンド授業の
授業回を変更することがあります。
状況により現職の公安職公務員等外部講師を招聘することがあります。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

20
コメントシート

00

002060

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは指定しません。
必要により担当教員から資料等を適宜配布します。

参考書

公務就職ナビブック2023年度版，公務就職支援室／キャリアセンター／エクステンションセンター

なし。
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 秋学期授業の進め方
受験結果、今後の試験日程と受験予定等の再確認

【予習】受験結果、今後の試験日程等に基づき、自身の今
後の就活、受験予定について十分に検討しておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項をノート等にまとめ、今後の方針を決
定する。

4時間対面

第2回 就業力向上と人物評価対策１
講義・グループ討議・グループワークによる研究等
「課題例　組織課題、時事問題等」

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づいて検証し、理解を深
めておく。

4時間対面

第3回 就業力向上と人物評価対策２
講義・グループ討議・グループワークによる研究等
「課題例　組織課題、時事問題等」

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づいて検証し、理解を深
めておく。

4時間対面

第4回 就業力向上と人物評価対策３
講義・グループ討議・グループワークによる研究等
「課題例　組織課題、時事問題等」

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づいて検証し、理解を深
めておく。

4時間対面
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第5回 就業力向上と人物評価対策４
講義・グループ討議・グループワークによる研究等
「課題例　組織課題、時事問題等」

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づいて検証し、理解を深
めておく。

4時間対面

第6回 就業力向上と人物評価対策５
講義・グループ討議・グループワークによる研究等
「課題例　組織課題、時事問題等」

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づいて検証し、理解を深
めておく。

4時間対面

第7回 就業力向上と人物評価対策６
講義・グループ討議・グループワークによる研究等
「課題例　組織課題、時事問題等」

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づいて検証し、理解を深
めておく。

4時間対面

第8回 課題研究等
　担当教員から示された課題について研究し、提出等する。

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づいて検証し、理解を深
めておく。

4時間オンデマンド

第9回 即戦力としての人材への成長１
講義・グループ討議・グループワークによる研究等
「課題例　就業先組織に関連する基本的な法令」

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づいて検証し、理解を深
めておく。

4時間対面

第10回 即戦力としての人材への成長２
講義・グループ討議・グループワークによる研究等
「課題例　就業先組織に関連する基本的な法令２」

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づいて検証し、理解を深
めておく。

4時間対面

第11回 即戦力としての人材への成長３
講義・グループ討議・グループワークによる研究等
「課題例　就業に向けての決意・覚悟等１」

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づいて検証し、理解を深
めておく。

4時間対面

第12回 即戦力としての人材への成長４
講義・グループ討議・グループワークによる研究等
「課題例　就業に向けての決意・覚悟等２」

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づいて検証し、理解を深
めておく。

4時間対面

第13回 即戦力としての人材への成長４
講義・グループ討議・グループワークによる研究等
「課題例　就業に向けての決意・覚悟等３」

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づいて検証し、理解を深
めておく。

4時間対面

第14回 即戦力としての人材への成長５
講義・グループ討議・グループワークによる研究等
「課題例　後輩に向けて(受験の成功と失敗、後輩に伝えたいこと等)」

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導・添削された事項等に基づいて検証し、理解を深
めておく。

4時間対面

第15回 即戦力としての人材への成長６
講義・グループ討議・グループワークによる研究等
「課題例　大学４年間の総括等」

【予習】担当教員から事前に示された課題等に関する研
究を行い、自身の意見を発表できるようにしておく。
【復習】授業において得た情報や知識、担当教員から指
示・指導された事項等に基づいて振り返りを行い、社会人
としての将来設計を立てる。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 ＩＣＴ特別演習ⅠＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234岩田　順敬

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G2

経済学部専門教育科目

テーマ ICTに関する実践的知識の修得（ITパスポート全体）
※1年目春IA・IIA、秋IB・IIB、2年目春IIIA・IVA、秋IIIB・IVBの順で履修可能。IA・IIA、IB・IIB、IIIA・IVA、IIIB・IVBはそれぞれ2コマ連続受講。

授業の目的及び概要
・ICT特別演習全体のテーマはICT(Information and Communication Technology：情報通信技術)に関する知識と技能の修得であり、計2年間(4学期)の
ICT特別演習全体を通して、現代社会を支えるICTを理解しそれを活用できる能力を身につけることを授業の目的とする。就業力育成の観点からも、ICT
に関する総合的知識と技能があらゆる業種・職種で不可欠となっている。ICTがもたらす経済への影響（「実学としての経済学」の観点）やICTを利用した
サービスの法的性質を理解する上でも本授業の受講は有益である。
・ICT特別演習全体の概要は次の通り。各学期の1コマ目となるIA・IB・IIIA・IIIBにおいてはプログラミング言語であるPythonを基礎から学修し基本的なプ
ログラミング技能を身につけた後、数理・データサイエンス・AI時代に合わせた機械学習やディープラーニングなどの技法についての学修などに挑戦す
る。各学期の2コマ目となるIIA・IIB・IVA・IVBにおいてはICTに関する幅広い知識を修得するとともに、国家試験である、ITパスポート試験、情報セキュリ
ティマネジメント試験、基本情報技術者試験、応用情報技術者試験合格を目指す。

学修の到達目標
「ITパスポート」が取得できるレベル。 なお、既に取得済みの学生へはレベルを上げて対応する。
※「ITパスポート」は「数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）モデルカリキュラム」に対応しています。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
適時教室内を巡回しながら質問に答えていく。また理解度試験の解説を行うなどのフィードバックを実施する。

アクティブ・ラーニング
の取組み

プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

・1年目・1年目春IA・IIA、秋IB・IIB、2年目春IIIA・IVA、秋IIIB・IVBの順で履修可能
・IA・IIA、IB・IIB、IIIA・IVA、IIIB・IVBはそれぞれ2コマ連続受講
・各学期4単位、2年間で16単位の取得が可能である。
・各学期において履修についての選考がある。なお、通常の演習（ゼミ）と曜限が重複する場合、履修ができない。また、他の特別演習と重複する場合、
どちらかを選択する必要がある。
・メッセージ：ITパスポート関連科目である、情報システム論、ソフトウェア論、ネットワーク論の3つを履修し単位を取得しましょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

40
確認試験や期間中の資格試験合格
実績00

0202020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

【令和5年度】いちばんやさしいITパスポート絶対合格の教科書+出る順問題集，高橋京介，SBクリエイティブ

参考書

ネットワークの世界へようこそ－知っておきたいTCP/IPの基礎知識－，星 紀明，マイナビ，2015年

9784815608774

9784839953775

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ※演習形式の授業であるので授業計画はあくまで「計画」であることに
留意すること。
・ガイダンス
・第10章 コンピュータシステム

○事前学修
・テキスト「第10章 コンピュータシステム」部分を読んでおく
こと。
○事後学修
・「第10章 コンピュータシステム」に関する確認テストを受
験

4時間対面

第2回 第11章 ハードウェア ○事前学修
・テキスト「第11章 ハードウェア」までを読む
○事後学修
・「 第11章 ハードウェア」までの確認テストを受験する

4時間対面

第3回 第12章 ソフトウェア ○事前学修
・テキスト「第12章 ソフトウェア」までを読む
○事後学修
・「第12章 ソフトウェア」までの確認テストを受験する

4時間対面

第4回 第13章 データベース ○事前学修
・テキスト「第13章 データベース」までを読む
○事後学修
・「第13章 データベース」までの確認テストを受験する

4時間対面
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第5回 第14章 ネットワーク（1） ○事前学修
・テキスト「第14章 ネットワーク（1）」までを読む
○事後学修
・「第14章 ネットワーク（1）」までの確認テストを受験する

4時間対面

第6回 第14章 ネットワーク（2） ○事前学修
・テキスト「第14章 ネットワーク（2）」までを読む
○事後学修
・「第14章 ネットワーク（2）」までの確認テストを受験する

4時間対面

第7回 第15章 情報セキュリティ（1） ○事前学修
・テキスト「第15章 情報セキュリティ（1）」までを読む
○事後学修
・「第15章 情報セキュリティ（1）」の確認テストを受験する

4時間対面

第8回 第15章 情報セキュリティ（2） ○事前学修
・テキスト「第15章 情報セキュリティ（2）」を読む
○事後学修
・「第15章 情報セキュリティ（2）」の確認テストを受験する

4時間対面

第9回 テクノロジー系総合演習(1) ○事前学修
・テキスト「テクノロジー系」までを読む
○事後学修
・「テクノロジー系」までの確認テストを受験する

4時間対面

第10回 テクノロジー系総合演習(2) ○事前学修
・テキスト「テクノロジー系」までを読む
○事後学修
・「テクノロジー系」までの確認テストを受験する

4時間対面

第11回 総合演習(1) ○事前学修
・テキスト全体を読む
○事後学修
・総合演習の確認テストを受験する

4時間対面

第12回 総合演習(2) ○事前学修
・テキスト全体を読む
○事後学修
・総合演習の確認テストを受験する

4時間対面

第13回 総合演習(3) ○事前学修
・テキスト全体を読む
○事後学修
・総合演習の確認テストを受験する

4時間対面

第14回 総合演習(4) ○事前学修
・テキスト全体を読む
○事後学修
・総合演習の確認テストを受験する

4時間対面

第15回 総合演習(5)
まとめ

○事前学修
・テキスト全体を読む
○事後学修
・総合演習の確認テストを受験する

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 ＩＣＴ特別演習ⅠＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234岩田　順敬

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G2

法学部専門教育科目

テーマ ICTに関する実践的知識の修得（ITパスポート全体）
※1年目春IA・IIA、秋IB・IIB、2年目春IIIA・IVA、秋IIIB・IVBの順で履修可能。IA・IIA、IB・IIB、IIIA・IVA、IIIB・IVBはそれぞれ2コマ連続受講。

授業の目的及び概要
・ICT特別演習全体のテーマはICT(Information and Communication Technology：情報通信技術)に関する知識と技能の修得であり、計2年間(4学期)の
ICT特別演習全体を通して、現代社会を支えるICTを理解しそれを活用できる能力を身につけることを授業の目的とする。就業力育成の観点からも、ICT
に関する総合的知識と技能があらゆる業種・職種で不可欠となっている。ICTがもたらす経済への影響（「実学としての経済学」の観点）やICTを利用した
サービスの法的性質を理解する上でも本授業の受講は有益である。
・ICT特別演習全体の概要は次の通り。各学期の1コマ目となるIA・IB・IIIA・IIIBにおいてはプログラミング言語であるPythonを基礎から学修し基本的なプ
ログラミング技能を身につけた後、数理・データサイエンス・AI時代に合わせた機械学習やディープラーニングなどの技法についての学修などに挑戦す
る。各学期の2コマ目となるIIA・IIB・IVA・IVBにおいてはICTに関する幅広い知識を修得するとともに、国家試験である、ITパスポート試験、情報セキュリ
ティマネジメント試験、基本情報技術者試験、応用情報技術者試験合格を目指する。

学修の到達目標
「ITパスポート」が取得できるレベル。 なお、既に取得済みの学生へはレベルを上げて対応する。
※「ITパスポート」は「数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）モデルカリキュラム」に対応しています。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
適時教室内を巡回しながら質問に答えていく。また理解度試験の解説を行うなどのフィードバックを実施する。

アクティブ・ラーニング
の取組み

プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

・1年目・1年目春IA・IIA、秋IB・IIB、2年目春IIIA・IVA、秋IIIB・IVBの順で履修可能
・IA・IIA、IB・IIB、IIIA・IVA、IIIB・IVBはそれぞれ2コマ連続受講
・各学期4単位、2年間で16単位の取得が可能である。
・各学期において履修についての選考がある。なお、通常の演習（ゼミ）と曜限が重複する場合、履修ができない。また、他の特別演習と重複する場合、
どちらかを選択する必要がある。
・メッセージ：ITパスポート関連科目である、情報システム論、ソフトウェア論、ネットワーク論の3つを履修し単位を取得しましょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
なし

400

003030

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

【令和5年度】いちばんやさしいITパスポート絶対合格の教科書+出る順問題集，高橋京介，SBクリエイティブ

参考書

ネットワークの世界へようこそ－知っておきたいTCP/IPの基礎知識－，星 紀明，マイナビ，2015年

9784815608774

9784839953775

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ※演習形式の授業であるので授業計画はあくまで「計画」であることに
留意すること。
・ガイダンス
・第10章 コンピュータシステム

○事前学修
・テキスト「第10章 コンピュータシステム」部分を読んでおく
こと。
○事後学修
・「第10章 コンピュータシステム」に関する確認テストを受
験

4時間対面

第2回 第11章 ハードウェア ○事前学修
・テキスト「第11章 ハードウェア」までを読む
○事後学修
・「 第11章 ハードウェア」までの確認テストを受験する

4時間対面

第3回 第12章 ソフトウェア ○事前学修
・テキスト「第12章 ソフトウェア」までを読む
○事後学修
・「第12章 ソフトウェア」までの確認テストを受験する

4時間対面

第4回 第13章 データベース ○事前学修
・テキスト「第13章 データベース」までを読む
○事後学修
・「第13章 データベース」までの確認テストを受験する

4時間対面
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第5回 第14章 ネットワーク（1） ○事前学修
・テキスト「第14章 ネットワーク（1）」までを読む
○事後学修
・「第14章 ネットワーク（1）」までの確認テストを受験する

4時間対面

第6回 第14章 ネットワーク（2） ○事前学修
・テキスト「第14章 ネットワーク（2）」までを読む
○事後学修
・「第14章 ネットワーク（2）」までの確認テストを受験する

4時間対面

第7回 第15章 情報セキュリティ（1） ○事前学修
・テキスト「第15章 情報セキュリティ（1）」までを読む
○事後学修
・「第15章 情報セキュリティ（1）」の確認テストを受験する

4時間対面

第8回 第15章 情報セキュリティ（2） ○事前学修
・テキスト「第15章 情報セキュリティ（2）」を読む
○事後学修
・「第15章 情報セキュリティ（2）」の確認テストを受験する

4時間対面

第9回 テクノロジー系総合演習(1) ○事前学修
・テキスト「テクノロジー系」までを読む
○事後学修
・「テクノロジー系」までの確認テストを受験する

4時間対面

第10回 テクノロジー系総合演習(2) ○事前学修
・テキスト「テクノロジー系」までを読む
○事後学修
・「テクノロジー系」までの確認テストを受験する

4時間対面

第11回 総合演習(1) ○事前学修
・テキスト全体を読む
○事後学修
・総合演習の確認テストを受験する

4時間対面

第12回 総合演習(2) ○事前学修
・テキスト全体を読む
○事後学修
・総合演習の確認テストを受験する

4時間対面

第13回 総合演習(3) ○事前学修
・テキスト全体を読む
○事後学修
・総合演習の確認テストを受験する

4時間対面

第14回 総合演習(4) ○事前学修
・テキスト全体を読む
○事後学修
・総合演習の確認テストを受験する

4時間対面

第15回 総合演習(5)
まとめ

○事前学修
・テキスト全体を読む
○事後学修
・総合演習の確認テストを受験する

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 ＩＣＴ特別演習ⅡＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234岩田　順敬

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G2

経済学部専門教育科目

テーマ ICTに関する実践的知識の修得（ITパスポート全体）
※1年目春IA・IIA、秋IB・IIB、2年目春IIIA・IVA、秋IIIB・IVBの順で履修可能。IA・IIA、IB・IIB、IIIA・IVA、IIIB・IVBはそれぞれ2コマ連続受講。

授業の目的及び概要
・ICT特別演習全体のテーマはICT(Information and Communication Technology：情報通信技術)に関する知識と技能の修得であり、計2年間(4学期)の
ICT特別演習全体を通して、現代社会を支えるICTを理解しそれを活用できる能力を身につけることを授業の目的とする。就業力育成の観点からも、ICT
に関する総合的知識と技能があらゆる業種・職種で不可欠となっている。ICTがもたらす経済への影響（「実学としての経済学」の観点）やICTを利用した
サービスの法的性質を理解する上でも本授業の受講は有益である。
・ICT特別演習全体の概要は次の通り。各学期の1コマ目となるIA・IB・IIIA・IIIBにおいてはプログラミング言語であるPythonを基礎から学修し基本的なプ
ログラミング技能を身につけた後、数理・データサイエンス・AI時代に合わせた機械学習やディープラーニングなどの技法についての学修などに挑戦す
る。各学期の2コマ目となるIIA・IIB・IVA・IVBにおいてはICTに関する幅広い知識を修得するとともに、国家試験である、ITパスポート試験、情報セキュリ
ティマネジメント試験、基本情報技術者試験、応用情報技術者試験合格を目指す。

学修の到達目標
「ITパスポート」が取得できるレベル。 なお、既に取得済みの学生へはレベルを上げて対応する。
※「ITパスポート」は「数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）モデルカリキュラム」に対応しています。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
適時教室内を巡回しながら質問に答えていく。また理解度試験の解説を行うなどのフィードバックを実施する。

アクティブ・ラーニング
の取組み

プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

・1年目・1年目春IA・IIA、秋IB・IIB、2年目春IIIA・IVA、秋IIIB・IVBの順で履修可能
・IA・IIA、IB・IIB、IIIA・IVA、IIIB・IVBはそれぞれ2コマ連続受講
・各学期4単位、2年間で16単位の取得が可能である。
・各学期において履修についての選考がある。なお、通常の演習（ゼミ）と曜限が重複する場合、履修ができない。また、他の特別演習と重複する場合、
どちらかを選択する必要がある。
・メッセージ：ITパスポート関連科目である、情報システム論、ソフトウェア論、ネットワーク論の3つを履修し単位を取得しましょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

40
確認試験や期間中の資格試験合格
実績00

0202020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

【令和5年度】いちばんやさしいITパスポート絶対合格の教科書+出る順問題集，高橋京介，SBクリエイティブ

参考書

ネットワークの世界へようこそ－知っておきたいTCP/IPの基礎知識－，星 紀明，マイナビ，2015年

9784815608774

9784839953775

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ※演習形式の授業であるので授業計画はあくまで「計画」であることに
留意すること。
・ガイダンス
・第10章 コンピュータシステム

○事前学修
・テキスト「第10章 コンピュータシステム」部分を読んでおく
こと。
○事後学修
・「第10章 コンピュータシステム」に関する確認テストを受
験

4時間対面

第2回 第11章 ハードウェア ○事前学修
・テキスト「第11章 ハードウェア」までを読む
○事後学修
・「 第11章 ハードウェア」までの確認テストを受験する

4時間対面

第3回 第12章 ソフトウェア ○事前学修
・テキスト「第12章 ソフトウェア」までを読む
○事後学修
・「第12章 ソフトウェア」までの確認テストを受験する

4時間対面

第4回 第13章 データベース ○事前学修
・テキスト「第13章 データベース」までを読む
○事後学修
・「第13章 データベース」までの確認テストを受験する

4時間対面
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第5回 第14章 ネットワーク（1） ○事前学修
・テキスト「第14章 ネットワーク（1）」までを読む
○事後学修
・「第14章 ネットワーク（1）」までの確認テストを受験する

4時間対面

第6回 第14章 ネットワーク（2） ○事前学修
・テキスト「第14章 ネットワーク（2）」までを読む
○事後学修
・「第14章 ネットワーク（2）」までの確認テストを受験する

4時間対面

第7回 第15章 情報セキュリティ（1） ○事前学修
・テキスト「第15章 情報セキュリティ（1）」までを読む
○事後学修
・「第15章 情報セキュリティ（1）」の確認テストを受験する

4時間対面

第8回 第15章 情報セキュリティ（2） ○事前学修
・テキスト「第15章 情報セキュリティ（2）」を読む
○事後学修
・「第15章 情報セキュリティ（2）」の確認テストを受験する

4時間対面

第9回 テクノロジー系総合演習(1) ○事前学修
・テキスト「テクノロジー系」までを読む
○事後学修
・「テクノロジー系」までの確認テストを受験する

4時間対面

第10回 テクノロジー系総合演習(2) ○事前学修
・テキスト「テクノロジー系」までを読む
○事後学修
・「テクノロジー系」までの確認テストを受験する

4時間対面

第11回 総合演習(1) ○事前学修
・テキスト全体を読む
○事後学修
・総合演習の確認テストを受験する

4時間対面

第12回 総合演習(2) ○事前学修
・テキスト全体を読む
○事後学修
・総合演習の確認テストを受験する

4時間対面

第13回 総合演習(3) ○事前学修
・テキスト全体を読む
○事後学修
・総合演習の確認テストを受験する

4時間対面

第14回 総合演習(4) ○事前学修
・テキスト全体を読む
○事後学修
・総合演習の確認テストを受験する

4時間対面

第15回 総合演習(5)
まとめ

○事前学修
・テキスト全体を読む
○事後学修
・総合演習の確認テストを受験する

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 ＩＣＴ特別演習ⅡＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234岩田　順敬

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G2

法学部専門教育科目

テーマ ICTに関する実践的知識の修得（ITパスポート全体）
※1年目春IA・IIA、秋IB・IIB、2年目春IIIA・IVA、秋IIIB・IVBの順で履修可能。IA・IIA、IB・IIB、IIIA・IVA、IIIB・IVBはそれぞれ2コマ連続受講。

授業の目的及び概要
・ICT特別演習全体のテーマはICT(Information and Communication Technology：情報通信技術)に関する知識と技能の修得であり、計2年間(4学期)の
ICT特別演習全体を通して、現代社会を支えるICTを理解しそれを活用できる能力を身につけることを授業の目的とする。就業力育成の観点からも、ICT
に関する総合的知識と技能があらゆる業種・職種で不可欠となっている。ICTがもたらす経済への影響（「実学としての経済学」の観点）やICTを利用した
サービスの法的性質を理解する上でも本授業の受講は有益である。
・ICT特別演習全体の概要は次の通り。各学期の1コマ目となるIA・IB・IIIA・IIIBにおいてはプログラミング言語であるPythonを基礎から学修し基本的なプ
ログラミング技能を身につけた後、数理・データサイエンス・AI時代に合わせた機械学習やディープラーニングなどの技法についての学修などに挑戦す
る。各学期の2コマ目となるIIA・IIB・IVA・IVBにおいてはICTに関する幅広い知識を修得するとともに、国家試験である、ITパスポート試験、情報セキュリ
ティマネジメント試験、基本情報技術者試験、応用情報技術者試験合格を目指す。

学修の到達目標
「ITパスポート」が取得できるレベル。 なお、既に取得済みの学生へはレベルを上げて対応する。
※「ITパスポート」は「数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）モデルカリキュラム」に対応しています。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
適時教室内を巡回しながら質問に答えていく。また理解度試験の解説を行うなどのフィードバックを実施する。

アクティブ・ラーニング
の取組み

プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

・1年目・1年目春IA・IIA、秋IB・IIB、2年目春IIIA・IVA、秋IIIB・IVBの順で履修可能
・IA・IIA、IB・IIB、IIIA・IVA、IIIB・IVBはそれぞれ2コマ連続受講
・各学期4単位、2年間で16単位の取得が可能である。
・各学期において履修についての選考がある。なお、通常の演習（ゼミ）と曜限が重複する場合、履修ができない。また、他の特別演習と重複する場合、
どちらかを選択する必要がある。
・メッセージ：ITパスポート関連科目である、情報システム論、ソフトウェア論、ネットワーク論の3つを履修し単位を取得しましょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
なし

400

003030

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

【令和5年度】いちばんやさしいITパスポート絶対合格の教科書+出る順問題集，高橋京介，SBクリエイティブ

参考書

ネットワークの世界へようこそ－知っておきたいTCP/IPの基礎知識－，星 紀明，マイナビ，2015年

9784815608774

9784839953775

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ※演習形式の授業であるので授業計画はあくまで「計画」であることに
留意すること。
・ガイダンス
・第10章 コンピュータシステム

○事前学修
・テキスト「第10章 コンピュータシステム」部分を読んでおく
こと。
○事後学修
・「第10章 コンピュータシステム」に関する確認テストを受
験

4時間対面

第2回 第11章 ハードウェア ○事前学修
・テキスト「第11章 ハードウェア」までを読む
○事後学修
・「 第11章 ハードウェア」までの確認テストを受験する

4時間対面

第3回 第12章 ソフトウェア ○事前学修
・テキスト「第12章 ソフトウェア」までを読む
○事後学修
・「第12章 ソフトウェア」までの確認テストを受験する

4時間対面

第4回 第13章 データベース ○事前学修
・テキスト「第13章 データベース」までを読む
○事後学修
・「第13章 データベース」までの確認テストを受験する

4時間対面
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第5回 第14章 ネットワーク（1） ○事前学修
・テキスト「第14章 ネットワーク（1）」までを読む
○事後学修
・「第14章 ネットワーク（1）」までの確認テストを受験する

4時間対面

第6回 第14章 ネットワーク（2） ○事前学修
・テキスト「第14章 ネットワーク（2）」までを読む
○事後学修
・「第14章 ネットワーク（2）」までの確認テストを受験する

4時間対面

第7回 第15章 情報セキュリティ（1） ○事前学修
・テキスト「第15章 情報セキュリティ（1）」までを読む
○事後学修
・「第15章 情報セキュリティ（1）」の確認テストを受験する

4時間対面

第8回 第15章 情報セキュリティ（2） ○事前学修
・テキスト「第15章 情報セキュリティ（2）」を読む
○事後学修
・「第15章 情報セキュリティ（2）」の確認テストを受験する

4時間対面

第9回 テクノロジー系総合演習(1) ○事前学修
・テキスト「テクノロジー系」までを読む
○事後学修
・「テクノロジー系」までの確認テストを受験する

4時間対面

第10回 テクノロジー系総合演習(2) ○事前学修
・テキスト「テクノロジー系」までを読む
○事後学修
・「テクノロジー系」までの確認テストを受験する

4時間対面

第11回 総合演習(1) ○事前学修
・テキスト全体を読む
○事後学修
・総合演習の確認テストを受験する

4時間対面

第12回 総合演習(2) ○事前学修
・テキスト全体を読む
○事後学修
・総合演習の確認テストを受験する

4時間対面

第13回 総合演習(3) ○事前学修
・テキスト全体を読む
○事後学修
・総合演習の確認テストを受験する

4時間対面

第14回 総合演習(4) ○事前学修
・テキスト全体を読む
○事後学修
・総合演習の確認テストを受験する

4時間対面

第15回 総合演習(5)
まとめ

○事前学修
・テキスト全体を読む
○事後学修
・総合演習の確認テストを受験する

4時間オンデマンド

－717－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 ＩＣＴ特別演習ⅢＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

34岩田　順敬

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G3

経済学部専門教育科目

テーマ プログラミングに関する基本的な知識と技能の修得
※1年目春IA・IIA、秋IB・IIB、2年目春IIIA・IVA、秋IIIB・IVBの順で履修可能である。IA・IIA、IB・IIB、IIIA・IVA、IIIB・IVBはそれぞれ2コマ連続受講である。

授業の目的及び概要
・ICT特別演習全体のテーマはICT(Information and Communication Technology：情報通信技術)に関する知識と技能の修得であり、計2年間(4学期)の
ICT特別演習全体を通して、現代社会を支えるICTを理解しそれを活用できる能力を身につけることを授業の目的とする。就業力育成の観点からも、ICT
に関する総合的知識と技能があらゆる業種・職種で不可欠となっている。ICTがもたらす経済への影響（「実学としての経済学」の観点）やICTを利用した
サービスの法的性質を理解する上でも本授業の受講は有益である。
・ICT特別演習全体の概要は次の通り。各学期の1コマ目となるIA・IB・IIIA・IIIBにおいてはプログラミング言語であるPythonを基礎から学修し基本的なプ
ログラミング技能を身につけた後、数理・データサイエンス・AI時代に合わせた機械学習やディープラーニングなどの技法についての学修などに挑戦す
る。各学期の2コマ目となるIIA・IIB・IVA・IVBにおいてはICTに関する幅広い知識を修得するとともに、国家試験である、ITパスポート試験、情報セキュリ
ティマネジメント試験、基本情報技術者試験、応用情報技術者試験合格を目指す。

個々人のレベルに合わせて、
1) ITパスポートの試験勉強
2−1) Python等を用いたプログラミング
2−2) 基本情報技術者試験の勉強
以下では、2-1について記す。
を行います。

学修の到達目標
・Pythonを通じたプログラミングに関する基本的な知識の修得。例えば、リストとタプル、辞書とセット、条件分岐と繰り返しなどを実装できる。
・なお、２年間を通じて、Python3エンジニア認定の基礎、基本情報技術者試験のプログラミング部分やアルゴリズム部分が合格可能なレベルを目指
す。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
・PCを用いた実技・実習科目であり、適時学生の質問に答えていく。
・良いプログラムや典型的な間違い等については全体で共有し、フィードバックしていく。

アクティブ・ラーニング
の取組み

プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

・1年目春IA・IIA、秋IB・IIB、2年目春IIIA・IVA、秋IIIB・IVBの順で履修可能
・IA・IIA、IB・IIB、IIIA・IVA、IIIB・IVBはそれぞれ2コマ連続受講
・各学期4単位、2年間で16単位の取得が可能である。
・各学期において履修についての選考がある。なお、通常の演習（ゼミ）と曜限が重複する場合、履修ができない。また、他の特別演習と重複する場合、
どちらかを選択する必要がある。
・メッセージ：Pythonでのプログラミングを学修することで、プログラミングの基礎知識と技能だけでなく、基本情報技術者試験の出題分野である「データ
構造及びアルゴリズム」、「ソフトウェア開発（Python）」対策の足がかりとします。プログラミングの最初はトライアンドエラーです。知的に楽しんで頑張り
ましょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

40
実技テスト・課題

00

0202020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

Python ゼロからはじめるプログラミング，三谷純 ，翔泳社，2021年

参考書

9784798169460
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式
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第1回 ※演習形式の授業であるので授業計画はあくまで「計画」であることに
留意すること。
・ガイダンス
・ICT特別演習の進め方
・ICT特別演習の狙い
・Pythonのプログラムの実行「hello world」
■第1章　Pythonに触れる
1-1　プログラムとプログラミング言語
・プログラムとは何か
・プログラミング言語とPython
・プログラムコードが実行されるまで

○事前学修
・シラバスの通読
○事後学修
・自宅PC等でのPython実行環境の構築付録A　Windows 
Pythonのインストールとサンプルプログラムの実行
・Pythonのインストール
・PowerShellによる対話モードの実行
・ファイルに保存したプログラムの実行
・実行出来ないなどトラブルが発生した場合は授業にて担
当教員に相談すること。

4時間対面

第2回 1-2　Pythonに触れる
・Pythonの実行方法
・対話モードでの実行
・プログラムコードのルールとエラー
1-3　出力
・画面へ文字列を出力する
・シングルクォーテーション(’)とダブルクォーテーション(”)
1-4　変数
・変数への値の代入
・代入の正確な説明
・値を確認する
・値を変更する
・練習問題
Lesson 2-7 プログラムの記述の仕方

○事前学修
・テキストの「第1章　Pythonに触れる」部分を読んでおく。
○事後学修
・実装したプログラムの提出。

4時間対面

第3回 1-4　変数
・変数への値の代入
・代入の正確な説明
・値を確認する
・値を変更する
・練習問題
■第2章　Pythonの基本
2-1　型と算術演算
・組み込み型
・算術演算
・算術演算子の優先順位
・変数を含む算術演算
・算術演算の短縮表現
・数値の型と型変換
・異なる型を含む演算

○事前学修
・テキストの「2-1　型と算術演算」部分を読んでおく。
○事後学修
・実装したプログラムの提出。

4時間対面

第4回 2-2　文字列の扱い
・文字列処理の大切さ
・文字列の連結
・数値からstr型への変換
・変数の値の埋め込み（フォーマット文字列）
・str型から数値への変換
・文字列の長さの取得
2-3　リスト
・リスト
・インデックスを使用した要素の参照
・リストの長さの取得

○事前学修
・テキストの「2-2　文字列の扱い2-3　リスト」部分を読ん
でおく。
○事後学修
・実装したプログラムの提出。

4時間対面

第5回 2-4　モジュールの利用
・モジュール
・高度な計算をする（mathモジュールの利用）
・乱数を使う（randomモジュールの活用）
・モジュールに別名をつけて使う
・ドキュメントを読む
・練習問題

○事前学修
・テキストの「2-4　モジュールの利用」部分を読んでおく。
○事後学修
・実装したプログラムの提出。

4時間対面

第6回 ■第3章　条件分岐と繰り返し
3-1　一歩前に進むための準備
・ファイルに保存したプログラムコードの実行
・キーボードからの入力の受け取り
・コメント文
・インデントとブロック
3-2　条件分岐
・条件式と真偽値
・if文
・条件式と関係演算子
・if～else文
・if～elif～else文

○事前学修
・テキストの「3-1　一歩前に進むための準備と3-2　条件
分岐」部分を読んでおく。
○事後学修
・実装したプログラムの提出。

4時間対面

第7回 3-3　論理演算子
・論理演算子の種類
・演算子の優先順位
・if文と真偽値
3-4　処理の繰り返し
・繰り返し処理
・while文
・for文
・rangeオブジェクト
・ループ処理の流れの変更
・ループ処理のネスト
・練習問題

○事前学修
・テキストの「3-3　論理演算子と3-4　処理の繰り返し」部
分を読んでおく。
○事後学修
・実装したプログラムの提出。

4時間対面

第8回 中間まとめ ○事前学修
・第3章までを通読する。
○事後学修
・中間まとめまでに実装したプログラムの提出。

4時間対面

第9回 ■第4章　組み込み型とオブジェクト
4-1　オブジェクト指向
・インスタンス（オブジェクト）の管理とID番号
・変数への代入とインスタンスの関係
・インスタンスの同値性と同一性
・インスタンスの種類を表す「クラス」
・「インスタンス」と「オブジェクト」という用語

○事前学修
・テキストの「4-1　オブジェクト指向」までの部分を読んで
おく。
○事後学修
・実装したプログラムの提出。

4時間対面

第10回 4-2　文字列の操作
・文字列の基本操作
・formatメソッドによる文字列の整形
・in演算子
4-3　リストとタプル
・コレクションとは
・リスト
・メソッド以外のリストの操作
・内包表記
・タプル
・アンパック代入

○事前学修
・テキストの「4-2　文字列の操作と4-3　リストとタプル」部
分を読んでおく。
○事後学修
・実装したプログラムの提出。

4時間対面
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第11回 4-4　辞書とセット
・辞書（dict）
・辞書の基本的な操作
・セット（set）
・セットの基本的な操作
4-5　基本型の性質
・基本型の性質
・変更可能な型（ミュータブルな型）と変更不可能な型（イミュータブルな
型）
・反復可能なオブジェクト
・順序を持つオブジェクト
・基本型の性質の一覧

○事前学修
・テキストの「4-3　リストとタプルと4-4　辞書とセット」まで
の部分を読んでおく。
○事後学修
・実装したプログラムの提出。

4時間対面

第12回 4-5　基本型の性質
・基本型の性質
・変更可能な型（ミュータブルな型）と変更不可能な型（イミュータブルな
型）
・反復可能なオブジェクト
・順序を持つオブジェクト
・基本型の性質の一覧表
・練習問題

○事前学修
・テキストの「4-5　基本型の性質」部分を読んでおく。
○事後学修
・実装したプログラムの提出。

4時間対面

第13回 ・まとめ１：第1章～第4章で学んだ知識と技能を使ったプログラミング ○事前学修
・テキスト第1章～第4章までの部分を読んでおく。
○事後学修
・実装したプログラムの提出。

4時間対面

第14回 ・まとめ２：第1章～第4章で学んだ知識と技能を使ったプログラミング ○事前学修
・テキスト第1章～第4章までの部分を読んでおく。
○事後学修
・実装したプログラムの提出。

4時間対面

第15回 ・まとめ３：第1章～第4章で学んだ知識と技能を使ったプログラミング
・まとめと講評

○事前学修
・テキスト第1章～第4章までの部分を読んでおく。
○事後学修
・実装したプログラムの提出。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 ＩＣＴ特別演習ⅢＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

34岩田　順敬

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G3

経済学部専門教育科目

テーマ プログラミングに関する基本的な知識と技能の修得
※1年目春IA・IIA、秋IB・IIB、2年目春IIIA・IVA、秋IIIB・IVBの順で履修可能である。IA・IIA、IB・IIB、IIIA・IVA、IIIB・IVBはそれぞれ2コマ連続受講である。

授業の目的及び概要
・ICT特別演習全体のテーマはICT(Information and Communication Technology：情報通信技術)に関する知識と技能の修得であり、計2年間(4学期)の
ICT特別演習全体を通して、現代社会を支えるICTを理解しそれを活用できる能力を身につけることを授業の目的とする。就業力育成の観点からも、ICT
に関する総合的知識と技能があらゆる業種・職種で不可欠となっている。ICTがもたらす経済への影響（「実学としての経済学」の観点）やICTを利用した
サービスの法的性質を理解する上でも本授業の受講は有益である。
・ICT特別演習全体の概要は次の通り。各学期の1コマ目となるIA・IB・IIIA・IIIBにおいてはプログラミング言語であるPythonを基礎から学修し基本的なプ
ログラミング技能を身につけた後、数理・データサイエンス・AI時代に合わせた機械学習やディープラーニングなどの技法についての学修などに挑戦す
る。各学期の2コマ目となるIIA・IIB・IVA・IVBにおいてはICTに関する幅広い知識を修得するとともに、国家試験である、ITパスポート試験、情報セキュリ
ティマネジメント試験、基本情報技術者試験、応用情報技術者試験合格を目指す。

個々人のレベルに合わせて、
1) ITパスポートの試験勉強
2−1) Python等を用いたプログラミング
2−2) 基本情報技術者試験の勉強
以下では、2-1について記す。
を行います。

学修の到達目標
・Pythonを通じたプログラミングに関する基本的な知識の修得。例えば、リストとタプル、辞書とセット、条件分岐と繰り返しなどを実装できる。
・なお、２年間を通じて、Python3エンジニア認定の基礎、基本情報技術者試験のプログラミング部分やアルゴリズム部分が合格可能なレベルを目指
す。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
・PCを用いた実技・実習科目であり、適時学生の質問に答えていく。
・良いプログラムや典型的な間違い等については全体で共有し、フィードバックしていく。

アクティブ・ラーニング
の取組み

プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

・1年目春IA・IIA、秋IB・IIB、2年目春IIIA・IVA、秋IIIB・IVBの順で履修可能
・IA・IIA、IB・IIB、IIIA・IVA、IIIB・IVBはそれぞれ2コマ連続受講
・各学期4単位、2年間で16単位の取得が可能である。
・各学期において履修についての選考がある。なお、通常の演習（ゼミ）と曜限が重複する場合、履修ができない。また、他の特別演習と重複する場合、
どちらかを選択する必要がある。
・メッセージ：Pythonでのプログラミングを学修することで、プログラミングの基礎知識と技能だけでなく、基本情報技術者試験の出題分野である「データ
構造及びアルゴリズム」、「ソフトウェア開発（Python）」対策の足がかりとします。プログラミングの最初はトライアンドエラーです。知的に楽しんで頑張り
ましょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
なし

400

003030

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

Python ゼロからはじめるプログラミング，三谷純 ，翔泳社，2021年

参考書

9784798169460
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式
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第1回 ※演習形式の授業であるので授業計画はあくまで「計画」であることに
留意すること。
・ガイダンス
・ICT特別演習の進め方
・ICT特別演習の狙い
・Pythonのプログラムの実行「hello world」
■第1章　Pythonに触れる
1-1　プログラムとプログラミング言語
・プログラムとは何か
・プログラミング言語とPython
・プログラムコードが実行されるまで

○事前学修
・シラバスの通読
○事後学修
・自宅PC等でのPython実行環境の構築付録A　Windows 
Pythonのインストールとサンプルプログラムの実行
・Pythonのインストール
・PowerShellによる対話モードの実行
・ファイルに保存したプログラムの実行
・実行出来ないなどトラブルが発生した場合は授業にて担
当教員に相談すること。

4時間対面

第2回 1-2　Pythonに触れる
・Pythonの実行方法
・対話モードでの実行
・プログラムコードのルールとエラー
1-3　出力
・画面へ文字列を出力する
・シングルクォーテーション(’)とダブルクォーテーション(”)
1-4　変数
・変数への値の代入
・代入の正確な説明
・値を確認する
・値を変更する
・練習問題
Lesson 2-7 プログラムの記述の仕方

○事前学修
・テキストの「第1章　Pythonに触れる」部分を読んでおく。
○事後学修
・実装したプログラムの提出。

4時間対面

第3回 1-4　変数
・変数への値の代入
・代入の正確な説明
・値を確認する
・値を変更する
・練習問題
■第2章　Pythonの基本
2-1　型と算術演算
・組み込み型
・算術演算
・算術演算子の優先順位
・変数を含む算術演算
・算術演算の短縮表現
・数値の型と型変換
・異なる型を含む演算

○事前学修
・テキストの「2-1　型と算術演算」部分を読んでおく。
○事後学修
・実装したプログラムの提出。

4時間対面

第4回 2-2　文字列の扱い
・文字列処理の大切さ
・文字列の連結
・数値からstr型への変換
・変数の値の埋め込み（フォーマット文字列）
・str型から数値への変換
・文字列の長さの取得
2-3　リスト
・リスト
・インデックスを使用した要素の参照
・リストの長さの取得

○事前学修
・テキストの「2-2　文字列の扱い2-3　リスト」部分を読ん
でおく。
○事後学修
・実装したプログラムの提出。

4時間対面

第5回 2-4　モジュールの利用
・モジュール
・高度な計算をする（mathモジュールの利用）
・乱数を使う（randomモジュールの活用）
・モジュールに別名をつけて使う
・ドキュメントを読む
・練習問題

○事前学修
・テキストの「2-4　モジュールの利用」部分を読んでおく。
○事後学修
・実装したプログラムの提出。

4時間対面

第6回 ■第3章　条件分岐と繰り返し
3-1　一歩前に進むための準備
・ファイルに保存したプログラムコードの実行
・キーボードからの入力の受け取り
・コメント文
・インデントとブロック
3-2　条件分岐
・条件式と真偽値
・if文
・条件式と関係演算子
・if～else文
・if～elif～else文

○事前学修
・テキストの「3-1　一歩前に進むための準備と3-2　条件
分岐」部分を読んでおく。
○事後学修
・実装したプログラムの提出。

4時間対面

第7回 3-3　論理演算子
・論理演算子の種類
・演算子の優先順位
・if文と真偽値
3-4　処理の繰り返し
・繰り返し処理
・while文
・for文
・rangeオブジェクト
・ループ処理の流れの変更
・ループ処理のネスト
・練習問題

○事前学修
・テキストの「3-3　論理演算子と3-4　処理の繰り返し」部
分を読んでおく。
○事後学修
・実装したプログラムの提出。

4時間対面

第8回 中間まとめ ○事前学修
・第3章までを通読する。
○事後学修
・中間まとめまでに実装したプログラムの提出。

4時間対面

第9回 ■第4章　組み込み型とオブジェクト
4-1　オブジェクト指向
・インスタンス（オブジェクト）の管理とID番号
・変数への代入とインスタンスの関係
・インスタンスの同値性と同一性
・インスタンスの種類を表す「クラス」
・「インスタンス」と「オブジェクト」という用語

○事前学修
・テキストの「4-1　オブジェクト指向」までの部分を読んで
おく。
○事後学修
・実装したプログラムの提出。

4時間対面

第10回 4-2　文字列の操作
・文字列の基本操作
・formatメソッドによる文字列の整形
・in演算子
4-3　リストとタプル
・コレクションとは
・リスト
・メソッド以外のリストの操作
・内包表記
・タプル
・アンパック代入

○事前学修
・テキストの「4-2　文字列の操作と4-3　リストとタプル」部
分を読んでおく。
○事後学修
・実装したプログラムの提出。

4時間対面
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第11回 4-4　辞書とセット
・辞書（dict）
・辞書の基本的な操作
・セット（set）
・セットの基本的な操作
4-5　基本型の性質
・基本型の性質
・変更可能な型（ミュータブルな型）と変更不可能な型（イミュータブルな
型）
・反復可能なオブジェクト
・順序を持つオブジェクト
・基本型の性質の一覧

○事前学修
・テキストの「4-3　リストとタプルと4-4　辞書とセット」まで
の部分を読んでおく。
○事後学修
・実装したプログラムの提出。

4時間対面

第12回 4-5　基本型の性質
・基本型の性質
・変更可能な型（ミュータブルな型）と変更不可能な型（イミュータブルな
型）
・反復可能なオブジェクト
・順序を持つオブジェクト
・基本型の性質の一覧表
・練習問題

○事前学修
・テキストの「4-5　基本型の性質」部分を読んでおく。
○事後学修
・実装したプログラムの提出。

4時間対面

第13回 ・まとめ１：第1章～第4章で学んだ知識と技能を使ったプログラミング ○事前学修
・テキスト第1章～第4章までの部分を読んでおく。
○事後学修
・実装したプログラムの提出。

4時間対面

第14回 ・まとめ２：第1章～第4章で学んだ知識と技能を使ったプログラミング ○事前学修
・テキスト第1章～第4章までの部分を読んでおく。
○事後学修
・実装したプログラムの提出。

4時間対面

第15回 ・まとめ３：第1章～第4章で学んだ知識と技能を使ったプログラミング
・まとめと講評

○事前学修
・テキスト第1章～第4章までの部分を読んでおく。
○事後学修
・実装したプログラムの提出。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 ＩＣＴ特別演習ⅣＡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

34岩田　順敬

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G3

経済学部専門教育科目

テーマ プログラミングに関する基本的な知識と技能の修得
※1年目春IA・IIA、秋IB・IIB、2年目春IIIA・IVA、秋IIIB・IVBの順で履修可能である。IA・IIA、IB・IIB、IIIA・IVA、IIIB・IVBはそれぞれ2コマ連続受講である。

授業の目的及び概要
・ICT特別演習全体のテーマはICT(Information and Communication Technology：情報通信技術)に関する知識と技能の修得であり、計2年間(4学期)の
ICT特別演習全体を通して、現代社会を支えるICTを理解しそれを活用できる能力を身につけることを授業の目的とする。就業力育成の観点からも、ICT
に関する総合的知識と技能があらゆる業種・職種で不可欠となっている。ICTがもたらす経済への影響（「実学としての経済学」の観点）やICTを利用した
サービスの法的性質を理解する上でも本授業の受講は有益である。
・ICT特別演習全体の概要は次の通り。各学期の1コマ目となるIA・IB・IIIA・IIIBにおいてはプログラミング言語であるPythonを基礎から学修し基本的なプ
ログラミング技能を身につけた後、数理・データサイエンス・AI時代に合わせた機械学習やディープラーニングなどの技法についての学修などに挑戦す
る。各学期の2コマ目となるIIA・IIB・IVA・IVBにおいてはICTに関する幅広い知識を修得するとともに、国家試験である、ITパスポート試験、情報セキュリ
ティマネジメント試験、基本情報技術者試験、応用情報技術者試験合格を目指す。

個々人のレベルに合わせて、
1) ITパスポートの試験勉強
2−1) Python等を用いたプログラミング
2−2) 基本情報技術者試験の勉強
以下では、2-1について記す。
を行います。

学修の到達目標
・Pythonを通じたプログラミングに関する基本的な知識の修得。例えば、リストとタプル、辞書とセット、条件分岐と繰り返しなどを実装できる。
・なお、２年間を通じて、Python3エンジニア認定の基礎、基本情報技術者試験のプログラミング部分やアルゴリズム部分が合格可能なレベルを目指
す。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
・PCを用いた実技・実習科目であり、適時学生の質問に答えていく。
・良いプログラムや典型的な間違い等については全体で共有し、フィードバックしていく。

アクティブ・ラーニング
の取組み

プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

・1年目春IA・IIA、秋IB・IIB、2年目春IIIA・IVA、秋IIIB・IVBの順で履修可能
・IA・IIA、IB・IIB、IIIA・IVA、IIIB・IVBはそれぞれ2コマ連続受講
・各学期4単位、2年間で16単位の取得が可能である。
・各学期において履修についての選考がある。なお、通常の演習（ゼミ）と曜限が重複する場合、履修ができない。また、他の特別演習と重複する場合、
どちらかを選択する必要がある。
・メッセージ：Pythonでのプログラミングを学修することで、プログラミングの基礎知識と技能だけでなく、基本情報技術者試験の出題分野である「データ
構造及びアルゴリズム」、「ソフトウェア開発（Python）」対策の足がかりとします。プログラミングの最初はトライアンドエラーです。知的に楽しんで頑張り
ましょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

40
実技テスト・課題

00

0202020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

Python ゼロからはじめるプログラミング，三谷純 ，翔泳社，2021年

参考書

9784798169460
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式
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第1回 ※演習形式の授業であるので授業計画はあくまで「計画」であることに
留意すること。
・ガイダンス
・ICT特別演習の進め方
・ICT特別演習の狙い
・Pythonのプログラムの実行「hello world」
■第1章　Pythonに触れる
1-1　プログラムとプログラミング言語
・プログラムとは何か
・プログラミング言語とPython
・プログラムコードが実行されるまで

○事前学修
・シラバスの通読
○事後学修
・自宅PC等でのPython実行環境の構築付録A　Windows 
Pythonのインストールとサンプルプログラムの実行
・Pythonのインストール
・PowerShellによる対話モードの実行
・ファイルに保存したプログラムの実行
・実行出来ないなどトラブルが発生した場合は授業にて担
当教員に相談すること。

4時間対面

第2回 1-2　Pythonに触れる
・Pythonの実行方法
・対話モードでの実行
・プログラムコードのルールとエラー
1-3　出力
・画面へ文字列を出力する
・シングルクォーテーション(’)とダブルクォーテーション(”)
1-4　変数
・変数への値の代入
・代入の正確な説明
・値を確認する
・値を変更する
・練習問題
Lesson 2-7 プログラムの記述の仕方

○事前学修
・テキストの「第1章　Pythonに触れる」部分を読んでおく。
○事後学修
・実装したプログラムの提出。

4時間対面

第3回 1-4　変数
・変数への値の代入
・代入の正確な説明
・値を確認する
・値を変更する
・練習問題
■第2章　Pythonの基本
2-1　型と算術演算
・組み込み型
・算術演算
・算術演算子の優先順位
・変数を含む算術演算
・算術演算の短縮表現
・数値の型と型変換
・異なる型を含む演算

○事前学修
・テキストの「2-1　型と算術演算」部分を読んでおく。
○事後学修
・実装したプログラムの提出。

4時間対面

第4回 2-2　文字列の扱い
・文字列処理の大切さ
・文字列の連結
・数値からstr型への変換
・変数の値の埋め込み（フォーマット文字列）
・str型から数値への変換
・文字列の長さの取得
2-3　リスト
・リスト
・インデックスを使用した要素の参照
・リストの長さの取得

○事前学修
・テキストの「2-2　文字列の扱い2-3　リスト」部分を読ん
でおく。
○事後学修
・実装したプログラムの提出。

4時間対面

第5回 2-4　モジュールの利用
・モジュール
・高度な計算をする（mathモジュールの利用）
・乱数を使う（randomモジュールの活用）
・モジュールに別名をつけて使う
・ドキュメントを読む
・練習問題

○事前学修
・テキストの「2-4　モジュールの利用」部分を読んでおく。
○事後学修
・実装したプログラムの提出。

4時間対面

第6回 ■第3章　条件分岐と繰り返し
3-1　一歩前に進むための準備
・ファイルに保存したプログラムコードの実行
・キーボードからの入力の受け取り
・コメント文
・インデントとブロック
3-2　条件分岐
・条件式と真偽値
・if文
・条件式と関係演算子
・if～else文
・if～elif～else文

○事前学修
・テキストの「3-1　一歩前に進むための準備と3-2　条件
分岐」部分を読んでおく。
○事後学修
・実装したプログラムの提出。

4時間対面

第7回 3-3　論理演算子
・論理演算子の種類
・演算子の優先順位
・if文と真偽値
3-4　処理の繰り返し
・繰り返し処理
・while文
・for文
・rangeオブジェクト
・ループ処理の流れの変更
・ループ処理のネスト
・練習問題

○事前学修
・テキストの「3-3　論理演算子と3-4　処理の繰り返し」部
分を読んでおく。
○事後学修
・実装したプログラムの提出。

4時間対面

第8回 中間まとめ ○事前学修
・第3章までを通読する。
○事後学修
・中間まとめまでに実装したプログラムの提出。

4時間対面

第9回 ■第4章　組み込み型とオブジェクト
4-1　オブジェクト指向
・インスタンス（オブジェクト）の管理とID番号
・変数への代入とインスタンスの関係
・インスタンスの同値性と同一性
・インスタンスの種類を表す「クラス」
・「インスタンス」と「オブジェクト」という用語

○事前学修
・テキストの「4-1　オブジェクト指向」までの部分を読んで
おく。
○事後学修
・実装したプログラムの提出。

4時間対面

第10回 4-2　文字列の操作
・文字列の基本操作
・formatメソッドによる文字列の整形
・in演算子
4-3　リストとタプル
・コレクションとは
・リスト
・メソッド以外のリストの操作
・内包表記
・タプル
・アンパック代入

○事前学修
・テキストの「4-2　文字列の操作と4-3　リストとタプル」部
分を読んでおく。
○事後学修
・実装したプログラムの提出。

4時間対面
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第11回 4-4　辞書とセット
・辞書（dict）
・辞書の基本的な操作
・セット（set）
・セットの基本的な操作
4-5　基本型の性質
・基本型の性質
・変更可能な型（ミュータブルな型）と変更不可能な型（イミュータブルな
型）
・反復可能なオブジェクト
・順序を持つオブジェクト
・基本型の性質の一覧

○事前学修
・テキストの「4-3　リストとタプルと4-4　辞書とセット」まで
の部分を読んでおく。
○事後学修
・実装したプログラムの提出。

4時間対面

第12回 4-5　基本型の性質
・基本型の性質
・変更可能な型（ミュータブルな型）と変更不可能な型（イミュータブルな
型）
・反復可能なオブジェクト
・順序を持つオブジェクト
・基本型の性質の一覧表
・練習問題

○事前学修
・テキストの「4-5　基本型の性質」部分を読んでおく。
○事後学修
・実装したプログラムの提出。

4時間対面

第13回 ・まとめ１：第1章～第4章で学んだ知識と技能を使ったプログラミング ○事前学修
・テキスト第1章～第4章までの部分を読んでおく。
○事後学修
・実装したプログラムの提出。

4時間対面

第14回 ・まとめ２：第1章～第4章で学んだ知識と技能を使ったプログラミング ○事前学修
・テキスト第1章～第4章までの部分を読んでおく。
○事後学修
・実装したプログラムの提出。

4時間対面

第15回 ・まとめ３：第1章～第4章で学んだ知識と技能を使ったプログラミング
・まとめと講評

○事前学修
・テキスト第1章～第4章までの部分を読んでおく。
○事後学修
・実装したプログラムの提出。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 ＩＣＴ特別演習ⅣＢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

34岩田　順敬

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G3

経済学部専門教育科目

テーマ プログラミングに関する基本的な知識と技能の修得
※1年目春IA・IIA、秋IB・IIB、2年目春IIIA・IVA、秋IIIB・IVBの順で履修可能である。IA・IIA、IB・IIB、IIIA・IVA、IIIB・IVBはそれぞれ2コマ連続受講である。

授業の目的及び概要
・ICT特別演習全体のテーマはICT(Information and Communication Technology：情報通信技術)に関する知識と技能の修得であり、計2年間(4学期)の
ICT特別演習全体を通して、現代社会を支えるICTを理解しそれを活用できる能力を身につけることを授業の目的とする。就業力育成の観点からも、ICT
に関する総合的知識と技能があらゆる業種・職種で不可欠となっている。ICTがもたらす経済への影響（「実学としての経済学」の観点）やICTを利用した
サービスの法的性質を理解する上でも本授業の受講は有益である。
・ICT特別演習全体の概要は次の通り。各学期の1コマ目となるIA・IB・IIIA・IIIBにおいてはプログラミング言語であるPythonを基礎から学修し基本的なプ
ログラミング技能を身につけた後、数理・データサイエンス・AI時代に合わせた機械学習やディープラーニングなどの技法についての学修などに挑戦す
る。各学期の2コマ目となるIIA・IIB・IVA・IVBにおいてはICTに関する幅広い知識を修得するとともに、国家試験である、ITパスポート試験、情報セキュリ
ティマネジメント試験、基本情報技術者試験、応用情報技術者試験合格を目指す。

個々人のレベルに合わせて、
1) ITパスポートの試験勉強
2−1) Python等を用いたプログラミング
2−2) 基本情報技術者試験の勉強
以下では、2-1について記す。
を行います。

学修の到達目標
・Pythonを通じたプログラミングに関する基本的な知識の修得。例えば、リストとタプル、辞書とセット、条件分岐と繰り返しなどを実装できる。
・なお、２年間を通じて、Python3エンジニア認定の基礎、基本情報技術者試験のプログラミング部分やアルゴリズム部分が合格可能なレベルを目指
す。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
・PCを用いた実技・実習科目であり、適時学生の質問に答えていく。
・良いプログラムや典型的な間違い等については全体で共有し、フィードバックしていく。

アクティブ・ラーニング
の取組み

プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

・1年目春IA・IIA、秋IB・IIB、2年目春IIIA・IVA、秋IIIB・IVBの順で履修可能
・IA・IIA、IB・IIB、IIIA・IVA、IIIB・IVBはそれぞれ2コマ連続受講
・各学期4単位、2年間で16単位の取得が可能である。
・各学期において履修についての選考がある。なお、通常の演習（ゼミ）と曜限が重複する場合、履修ができない。また、他の特別演習と重複する場合、
どちらかを選択する必要がある。
・メッセージ：Pythonでのプログラミングを学修することで、プログラミングの基礎知識と技能だけでなく、基本情報技術者試験の出題分野である「データ
構造及びアルゴリズム」、「ソフトウェア開発（Python）」対策の足がかりとします。プログラミングの最初はトライアンドエラーです。知的に楽しんで頑張り
ましょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
なし

400

003030

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

Python ゼロからはじめるプログラミング，三谷純 ，翔泳社，2021年

参考書

9784798169460
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式
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第1回 ※演習形式の授業であるので授業計画はあくまで「計画」であることに
留意すること。
・ガイダンス
・ICT特別演習の進め方
・ICT特別演習の狙い
・Pythonのプログラムの実行「hello world」
■第1章　Pythonに触れる
1-1　プログラムとプログラミング言語
・プログラムとは何か
・プログラミング言語とPython
・プログラムコードが実行されるまで

○事前学修
・シラバスの通読
○事後学修
・自宅PC等でのPython実行環境の構築付録A　Windows 
Pythonのインストールとサンプルプログラムの実行
・Pythonのインストール
・PowerShellによる対話モードの実行
・ファイルに保存したプログラムの実行
・実行出来ないなどトラブルが発生した場合は授業にて担
当教員に相談すること。

4時間対面

第2回 1-2　Pythonに触れる
・Pythonの実行方法
・対話モードでの実行
・プログラムコードのルールとエラー
1-3　出力
・画面へ文字列を出力する
・シングルクォーテーション(’)とダブルクォーテーション(”)
1-4　変数
・変数への値の代入
・代入の正確な説明
・値を確認する
・値を変更する
・練習問題
Lesson 2-7 プログラムの記述の仕方

○事前学修
・テキストの「第1章　Pythonに触れる」部分を読んでおく。
○事後学修
・実装したプログラムの提出。

4時間対面

第3回 1-4　変数
・変数への値の代入
・代入の正確な説明
・値を確認する
・値を変更する
・練習問題
■第2章　Pythonの基本
2-1　型と算術演算
・組み込み型
・算術演算
・算術演算子の優先順位
・変数を含む算術演算
・算術演算の短縮表現
・数値の型と型変換
・異なる型を含む演算

○事前学修
・テキストの「2-1　型と算術演算」部分を読んでおく。
○事後学修
・実装したプログラムの提出。

4時間対面

第4回 2-2　文字列の扱い
・文字列処理の大切さ
・文字列の連結
・数値からstr型への変換
・変数の値の埋め込み（フォーマット文字列）
・str型から数値への変換
・文字列の長さの取得
2-3　リスト
・リスト
・インデックスを使用した要素の参照
・リストの長さの取得

○事前学修
・テキストの「2-2　文字列の扱い2-3　リスト」部分を読ん
でおく。
○事後学修
・実装したプログラムの提出。

4時間対面

第5回 2-4　モジュールの利用
・モジュール
・高度な計算をする（mathモジュールの利用）
・乱数を使う（randomモジュールの活用）
・モジュールに別名をつけて使う
・ドキュメントを読む
・練習問題

○事前学修
・テキストの「2-4　モジュールの利用」部分を読んでおく。
○事後学修
・実装したプログラムの提出。

4時間対面

第6回 ■第3章　条件分岐と繰り返し
3-1　一歩前に進むための準備
・ファイルに保存したプログラムコードの実行
・キーボードからの入力の受け取り
・コメント文
・インデントとブロック
3-2　条件分岐
・条件式と真偽値
・if文
・条件式と関係演算子
・if～else文
・if～elif～else文

○事前学修
・テキストの「3-1　一歩前に進むための準備と3-2　条件
分岐」部分を読んでおく。
○事後学修
・実装したプログラムの提出。

4時間対面

第7回 3-3　論理演算子
・論理演算子の種類
・演算子の優先順位
・if文と真偽値
3-4　処理の繰り返し
・繰り返し処理
・while文
・for文
・rangeオブジェクト
・ループ処理の流れの変更
・ループ処理のネスト
・練習問題

○事前学修
・テキストの「3-3　論理演算子と3-4　処理の繰り返し」部
分を読んでおく。
○事後学修
・実装したプログラムの提出。

4時間対面

第8回 中間まとめ ○事前学修
・第3章までを通読する。
○事後学修
・中間まとめまでに実装したプログラムの提出。

4時間対面

第9回 ■第4章　組み込み型とオブジェクト
4-1　オブジェクト指向
・インスタンス（オブジェクト）の管理とID番号
・変数への代入とインスタンスの関係
・インスタンスの同値性と同一性
・インスタンスの種類を表す「クラス」
・「インスタンス」と「オブジェクト」という用語

○事前学修
・テキストの「4-1　オブジェクト指向」までの部分を読んで
おく。
○事後学修
・実装したプログラムの提出。

4時間対面

第10回 4-2　文字列の操作
・文字列の基本操作
・formatメソッドによる文字列の整形
・in演算子
4-3　リストとタプル
・コレクションとは
・リスト
・メソッド以外のリストの操作
・内包表記
・タプル
・アンパック代入

○事前学修
・テキストの「4-2　文字列の操作と4-3　リストとタプル」部
分を読んでおく。
○事後学修
・実装したプログラムの提出。

4時間対面
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第11回 4-4　辞書とセット
・辞書（dict）
・辞書の基本的な操作
・セット（set）
・セットの基本的な操作
4-5　基本型の性質
・基本型の性質
・変更可能な型（ミュータブルな型）と変更不可能な型（イミュータブルな
型）
・反復可能なオブジェクト
・順序を持つオブジェクト
・基本型の性質の一覧

○事前学修
・テキストの「4-3　リストとタプルと4-4　辞書とセット」まで
の部分を読んでおく。
○事後学修
・実装したプログラムの提出。

4時間対面

第12回 4-5　基本型の性質
・基本型の性質
・変更可能な型（ミュータブルな型）と変更不可能な型（イミュータブルな
型）
・反復可能なオブジェクト
・順序を持つオブジェクト
・基本型の性質の一覧表
・練習問題

○事前学修
・テキストの「4-5　基本型の性質」部分を読んでおく。
○事後学修
・実装したプログラムの提出。

4時間対面

第13回 ・まとめ１：第1章～第4章で学んだ知識と技能を使ったプログラミング ○事前学修
・テキスト第1章～第4章までの部分を読んでおく。
○事後学修
・実装したプログラムの提出。

4時間対面

第14回 ・まとめ２：第1章～第4章で学んだ知識と技能を使ったプログラミング ○事前学修
・テキスト第1章～第4章までの部分を読んでおく。
○事後学修
・実装したプログラムの提出。

4時間対面

第15回 ・まとめ３：第1章～第4章で学んだ知識と技能を使ったプログラミング
・まとめと講評

○事前学修
・テキスト第1章～第4章までの部分を読んでおく。
○事後学修
・実装したプログラムの提出。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 日本史概説Ⅰ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234宮田　昌明

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
法学部専門教育科目

テーマ 日本史全般の概論（前近代）

授業の目的及び概要
縄文時代から江戸時代末までの概説。前近代の日本史について、各時代の基礎的事項と特色、全体的流れを理解することを目的とし、社会科教員に
とって必要な基本的知識や今後の学習のための基礎力を身につける。

学修の到達目標
縄文時代から江戸時代までの基本的な日本史の用語を理解する。
各時代を特徴づける現象について、説明できるようになる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
教員免許状取得希望者を主な対象としますが、それ以外の学生も履修できます。教員免許状（中学校「社会」及び高等学校「地理歴史」）取得希望者
は、「日本史概説Ⅱ」もあわせて履修してください。

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
授業の進度に応じて中間課題を課し、その結果に応じて授業の復習、再解説を行う。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

日本史は、小学校、中学校、高等学校で繰り返し受講する教科であるが、大学までの基礎事項の暗記を中心とした歴史と、各時代の様々な現象を総合
し、また、時代と時代のつながりを論理的にとらえていく歴史は大きく異なる。社会に対する洞察力、理解力を高めていきたいという意識をもって、受講し
ていただきたい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

020

007010

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

特に指定しない。

参考書

佐藤信・五味文彦・高埜利彦・鳥海靖 (編集)『詳説日本史研究』山川出版社、2017年

特に指定しない

978-4634010734

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 授業の概要・成績評価などの説明。縄文時代と弥生時代の比較史的
概説。

以下の点について、特に理解を深めて置くこと。
１　縄文時代が始まる要因と縄文時代の特徴
２　弥生時代への変化の要因

3.5時間対面

第2回 3〜5世紀の古墳時代における大和朝廷の成立と大陸との関係につい
て

以下の点について、特に理解を深めて置くこと。
１　近畿に古代政権が誕生した背景
２　氏姓制度について

3.5時間対面

第3回 5〜6世紀の国内政治と大陸との関係について 以下の点について、特に理解を深めて置くこと。
１　大化の改新後の中央と地方の関係（特に評の設置に
ついて）
２　８～９世紀の税制について

3.5時間対面

第4回 奈良時代の内外関係と律令制について 以下の点について、特に理解を深めて置くこと。
１　白村江の戦いのもたらした日本への影響について
２　奈良時代から平安時代への変化の特徴について

3.5時間対面

第5回 中間まとめ１ 第１回から第４回までの４テーマについて、特に「事前事
後学習」に明記した点を中心に復習しておくこと。

6時間対面

第6回 平安初中期の中央・地方の統治機構 以下の点について、特に理解を深めて置くこと。
１　平安時代の政務のあり方
２　国司、名の成立、初期荘園について

3.5時間対面

第7回 摂関政治、院政、荘園の拡大と武士の誕生 以下の点について、特に理解を深めて置くこと。
１　摂関政治、院政と寄進地系荘園について
２　源氏や平氏の勢力拡大

3.5時間対面
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第8回 鎌倉幕府の成立と在地領主 以下の点について、特に理解を深めて置くこと。
１　地頭や荘園をめぐる朝廷と幕府の関係
２　惣領制をめぐる幕府と御家人の関係

3.5時間対面

第9回 室町幕府、守護大名と国人、惣村 以下の点について、特に理解を深めて置くこと。
１　守護大名の形成
２　国人と惣村の関係

3.5時間対面

第10回 中間まとめ２ 第６回から第９回までの４テーマについて、特に「事前事
後学習」に明記した点を中心に復習しておくこと。

6時間対面

第11回 戦国大名の形成と領国経営 以下の点について、特に理解を深めて置くこと。
１　戦国時代への変化に伴う幕府と守護、守護と国人の
関係
２　戦国大名の領国統治

3.5時間オンデマンド

第12回 全国統一と江戸幕府の成立 以下の点について、特に理解を深めて置くこと。
１　全国統一に向かう戦国末期の大名統治の変化
２　幕藩制下の幕府と大名の関係

3.5時間対面

第13回 幕藩制と家制度 以下の点について、特に理解を深めて置くこと。
１　江戸時代の、家を媒介とする幕府と大名ないし大名と
家臣の関係
２　江戸時代の農村自治

3.5時間対面

第14回 江戸中後期の政治、経済、外交と幕末政局 以下の点について、特に理解を深めて置くこと。
１　18世紀以降の江戸幕府の経済政策
２　ペリー来航から大政奉還・王政復古に至る幕末政局の
流れ

3.5時間対面

第15回 まとめ３ 第１１回から第１４回までの４テーマについて、特に「事前
事後学習」に明記した点を中心に復習しておくこと。

6時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 日本史概説Ⅱ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234宮田　昌明

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
法学部専門教育科目

テーマ 日本史の通史（近代史）

授業の目的及び概要
明治維新から1970年代までの日本政治史および外交史を中心とした概説。近代日本の内外情勢の推移を相互に関連付けながら理解することを目的と
する。

学修の到達目標
明治時代から1970年代までの基本的な日本史の用語を理解する。
各時代の重大事件の原因やその後の影響などについて、説明できるようになる。また、現代につながる日本の法制度の形成過程について理解を深め
る。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
教員免許状取得希望者を主な対象としますが、それ以外の学生も履修できます。教員免許状（中学校「社会」及び高等学校「地理歴史」）取得希望者に
は、「日本史概説Ⅰ」もあわせて履修してください。

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
中間課題を課し、その結果に応じて、授業の復習、再解説を行う予定。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

日本史は、小学校、中学校、高等学校で繰り返し受講する教科であるが、大学までの基礎事項の暗記を中心とした歴史と、各時代の様々な現象を総合
し、また、時代と時代のつながりを論理的にとらえていく歴史は大きく異なる。社会に対する洞察力、理解力を高めていきたいという意識をもって、受講し
ていただきたい。
近現代史については、高校までの日本史では不十分なことが多い一方で、現代社会を理解するうえで必要な知識も多い。現代の政治、法律、社会に直
接つながる歴史として、興味をもって講義に臨んでほしい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

020

007010

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

特に指定しない。

参考書

宮田昌明『満洲事変』PHP研究所、2019年

特に指定しない。

978-4569842950

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 授業の全体像や成績評価の基準などについて／近代国家の形成（廃
藩置県～明治憲法の制定）１

江戸時代の統治システム（幕藩体制）について、理解を確
認しておくこと。

4時間対面

第2回 近代国家の形成（廃藩置県～明治憲法の制定）２ 廃藩置県の背景とその後の改革について、以下の点を踏
まえて、理解を深めておくこと。
１　中央集権化の過程と中央の合議機関の形成
２　近代的地方制度の形成

4時間対面

第3回 近代国家の形成（廃藩置県～明治憲法の制定）３ 内閣制度の創設から憲法制定、初期議会の時期の政治
史の流れについて、以下の点を踏まえて、理解を深めて
おくこと。
１　中央集権化の過程と中央の合議機関の形成
２　近代的地方制度の形成

4時間対面

第4回 日清・日露戦争、韓国併合　1 近代外交のはじまりと明治初中期の日清・日朝関係、日
清戦争開戦の原因について、理解を深めておくこと。

4時間対面

第5回 日清・日露戦争、韓国併合　2 日露戦争開戦の背景と韓国併合の経緯について、理解を
深めておくこと。

4時間対面

第6回 20世紀前半の政治、経済・社会政策　1 帝国憲法の下での政治のあり方と政党内閣の成立につ
いて、理解を深めておくこと。

4時間対面

第7回 20世紀前半の政治、経済・社会政策　2 1920年代の経済・社会政策および1930年代の政治・経済
政策について、理解を深めておくこと。

4時間対面

第8回 日露戦後、1920年代の日本外交と満州事変　1 日露戦後～1920年代の日本外交ついて理解を深めておく
こと。

4時間対面

－732－



第9回 日露戦後、1920年代の日本外交と満州事変　2 戦前期の政軍関係と満州事変の背景について理解を深
めておくこと。

4時間対面

第10回 日中戦争から太平洋戦争へ　1 日中戦争勃発の背景について理解を深めておくこと。 4時間対面

第11回 日中戦争から太平洋戦争へ　2 日中戦争の長期化から太平洋戦争の勃発までの流れに
ついて理解を深めておくこと。

4時間対面

第12回 太平洋戦争の展開　1 太平洋戦争の全体経過について理解を深めておくこと。 4時間オンデマンド

第13回 太平洋戦争の展開　2 沖縄戦や特攻、太平洋戦争に終戦過程、東南アジア戦線
の状況について理解を深めておくこと。

4時間対面

第14回 戦後世界秩序・アジア情勢と日本　1 終戦後、自由民主党が成立するまでの政治史の流れに
ついて理解を深めておくこと。

4時間対面

第15回 戦後世界秩序・アジア情勢と日本　2 1950年代後半から1970年代はじめ頃までの世界情勢と日
本情勢について理解を深めておくこと。

4時間対面

－733－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 外国史Ⅰ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234穴井　佑

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
法学部専門教育科目

テーマ 近世イギリスの歴史的な展開を理解する。

授業の目的及び概要
本講義は、近代への過渡期となる近世イギリスの歴史的展開を、研究史上の論争にも留意しつつ学ぶことで、一面的な歴史理解ではなく、物事を多面
的に捉える歴史学の基本的な視座の養成に努めるものである。

学修の到達目標
第一に、近世から近代へと至るイギリスの歴史的展開を学び、その基礎的な知識を得ることで、近代という時代の特徴や成り立ちを説明できるようにな
る。
第二に、一面的な歴史理解ではなく、近世・近代イギリス史に関する研究史上の論争にも留意することで、歴史的なものの見方や、バランスのとれた批
判的精神を涵養する。
第三に、授業の内容を明瞭かつ論理的にまとめる能力、多様な史資料・図像を分析する能力を身につける。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
教職資格取得希望者を主な対象としますが、それ以外の学生も履修できます。教員免許状（中学校「社会」及び高等学校「地理歴史」）取得希望者は、
「外国史Ⅱ」もあわせて履修してください。

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
毎回の授業後にレスポンスシートを執筆してもらいます。各授業では、それに対する応答をしたうえで、講義を行っていきます。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

本科目は教職科目ともなっています。将来、中学校や高等学校などの教員として歴史教育にたずさわる可能性もあることを自覚して講義に臨んでくださ
い。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0700

00030

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

特になし。

参考書

①論点・西洋史学、金澤周作監修、ミネルヴァ書房、2020年
②よくわかるイギリス近現代史、君塚直隆編、ミネルヴァ書房、2018年

なし

①9784623087792
②9784623083183

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【ガイダンス、異文化としての近世イングランド】
どのように授業を進めていくかを説明するとともに、現在の私たちの世
界観や価値観とは大きな隔たりがある近世社会の歴史を学ぶためのガ
イダンスを行う。

【予習】高校までの世界史の教科書などを振り返っておく
こと。
【復習】レジュメをよく読んで、近世社会の歴史を学ぶ上で
必要な世界観についての理解を深める。

4時間対面

第2回 【イングランドの宗教改革①】
イングランドの宗教改革の概説を理解する。

【予習】参考書②8－11頁を事前に読んでおく。
【復習】レジュメをよく読んで、内容についての理解を深め
る。特に関心を持ったトピックに関して、参考文献を精読
する。

4時間対面

第3回 【イングランドの宗教改革②】
イングランド宗教改革に関する研究の変遷と論争を理解する。これに
よって、複数の異なる歴史観が存在することを理解し、多角的な物事の
見方を身につける。

【予習】前回のレジュメをよく読んで、イングランド宗教改革
の概説を確認しておく。
【復習】レジュメをよく読んで、内容についての理解を深め
る。特に関心を持ったトピックに関して、参考文献を精読
する。

4時間対面

第4回 【初期スチュアート朝の財政問題】
チューダー朝以来の財政構造が破綻していたこと、チャールズ1世期に
はその改革が試みられるもとん挫し、内戦／革命へと至る問題が準備
されたことを学ぶ。

【予習】参考書①148－149頁、参考書②16－17頁を事前
に読んでおく。
【復習】レジュメをよく読んで、内容についての理解を深め
る。特に関心を持ったトピックに関して、参考文献を精読
する。

4時間対面

第5回 【内戦、三王国戦争、革命？】
かつて「ピューリタン革命」と呼ばれることが一般的であった17世紀半ば
の政治的な大変動をめぐる研究史を題材に、複数の異なる歴史観が存
在することを理解し、多角的な物事の見方を身につける。

【予習】参考書①170－171頁、参考書②17－21頁を事前
に読んでおくこと。
【復習】レジュメをよく読んで、内容についての理解を深め
る。特に関心を持ったトピックに関して、参考文献を精読
する。

4時間対面
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第6回 【近世イングランドのアイルランド植民】
中世から近世にかけてのアイルランドが、イングランドによる軍事的・政
治的な影響を及ぼされ続け、実質的な植民地とされていったことを理解
する。

【予習】参考書①60－61頁を事前に読んでおくこと。
【復習】レジュメをよく読んで、内容についての理解を深め
る。特に関心を持ったトピックに関して、参考文献を精読
する。

4時間対面

第7回 【ウィンスタンリと近世イングランドの入会地／権】
入会地（commons and wastes）を利用することで貧民の窮状を救おうと
したウィンスタンリについて学ぶ。

【予習】辞典や英語辞書などを用いてcommonsやwastes、
入会地や入会権の意味を調べておくこと。
【復習】レジュメをよく読んで、内容についての理解を深め
る。特に関心を持ったトピックに関して、参考文献を精読
する。

4時間対面

第8回 【1665年のペスト大流行】
1665年のロンドンにおけるペスト大流行を題材として、前近代の社会と
現代社会の相違について考えを深める。

【予習】新型コロナウィルスに翻弄され続けてきた2020年
以来の現代世界の状況を振り返っておくこと。
【復習】レジュメをよく読んで、内容についての理解を深め
る。特に関心を持ったトピックに関して、参考文献を精読
する。

4時間対面

第9回 【1666年のロンドン大火】
1666年のロンドン大火を事例に、災害後の都市復興や都市の水事情に
ついて理解を深める。

【予習】参考書②24－25頁を事前によく読んでおくこと。
【復習】レジュメをよく読んで、内容についての理解を深め
る。特に関心を持ったトピックに関して、参考文献を精読
する。

4時間対面

第10回 【王位継承排除危機と名誉革命】
「長い18世紀」のイギリスにおける統治体制を決定づけることとなる名
誉革命に対する理解を深める。

【予習】参考書②28－33頁を事前によく読んでおくこと。
【復習】レジュメをよく読んで、内容についての理解を深め
る。特に関心を持ったトピックに関して、参考文献を精読
する。

4時間対面

第11回 【「投資社会」の拡大と南海泡沫事件】
18世紀におけるイギリスの金融市場の拡大について学ぶ。

【予習】参考書②44－45頁を事前によく読んでおくこと。
【復習】レジュメをよく読んで、内容についての理解を深め
る。特に関心を持ったトピックに関して、参考文献を精読
する。

4時間対面

第12回 【都市の消費文化】
18世紀イギリスにおける都市化の進展と、それにともなう消費文化の発
展について学ぶ。

【予習】参考書①202－203頁、参考書②58－59頁を事前
によく読んでおくこと。
【復習】レジュメをよく読んで、内容についての理解を深め
る。特に関心を持ったトピックに関して、参考文献を精読
する。

4時間対面

第13回 【風刺画から見る18世紀のイギリス社会】
ウィリアム・ホーガースとジェームズ・ギルレイの風刺画から18世紀イギ
リス社会を学ぶ。

【予習】第12回のレジュメを読んで、内容を整理しておくこ
と。
【復習】レジュメをよく読んで、内容についての理解を深め
る。特に関心を持ったトピックに関して、参考文献を精読
する。

4時間対面

第14回 【民衆の政治文化】
民衆の政治文化、「モラル・エコノミー」という観点から18世紀イギリスに
おける食糧暴動について理解する。

【予習】参考書①196－197頁を事前によく読んでおくこと。
【復習】レジュメをよく読んで、内容についての理解を深め
る。特に関心を持ったトピックに関して、参考文献を精読
する。

4時間対面

第15回 【まとめと総括】
定期試験に向けて授業を総括する動画教材をオンデマンドで配信す
る。

【予習】これまでのレジュメを読んで、学んできた内容を整
理すること。
【復習】オンデマンド動画を視聴した上で、ラーニングポー
タル上で配布する資料を中心に、これまでの学修内容の
総復習を行うこと。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 外国史Ⅰ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234中尾　恭三

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
法学部専門教育科目

テーマ 世界史の基本的な流れを理解する

授業の目的及び概要
授業のねらいは2つあります。
ひとつは、中・高等学校で世界史を教えることを念頭に置いて、世界史の基本的な流れと現在の論点を学習することです。
古代から現代まで歴史上の展開をとらえ、理解を深めていくことを目標とします。
もうひとつは、問題解決能力です。世界の歴史を題材としつつ、そこにある諸問題を把握しみずから考えて解答を模索する経験をつうじて、一般的な問
題解決にむけた能力を身に着けることです。

学修の到達目標
世界史の基本的な流れを把握することが第1の到達目標です。
第2の到達目標は、テキストをまとめる作業やコンセプトマップ作製をつうじて、テキストの内容を自分の力で整理する能力を向上させ、能動的な学習法
を身につけることです。
それとともに、グループ内でのディスカッションをつうじて、問題解決を模索する能力、学修した内容を相手にわかりやすく説明する技術を身につけること
です。
教材をもちいた学習を主体的におこない、それをうまくアウトプットしていくことができるようになることが、目標です。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
教職資格取得希望者を主な対象としますが、それ以外の学生も履修できます。教員免許状（中学校「社会」及び高等学校「地理歴史」）取得希望者は、
「外国史Ⅱ」もあわせて履修してください。

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
授業中に実施した課題や宿題は回収し、コメントをつけて返却します。
とくに補足が必要な内容については、授業中で解説を実施します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

過去の出来事を学ぶことはそれ自体が有意義なことであるとともに、わたしたちの現代世界をより理解することにつながります。
それだけではなく、この授業では自分で調べ、まとめ、報告する機会を毎回もうけています。その経験をつうじて、能動的に学修をおこなう習慣をもち、み
ずから問題解決をおこなえる自信を身に着けてほしいと願っています。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

030

00070

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストを2冊もちいます。

①大阪大学歴史教育研究会編,『市民のための世界史』,大阪大学出版会,2014年。
②『最新世界史図説　タペストリー　第二十一版』, 帝国書院, 2023年。

参考書

①9784872594690
②9784807166565ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 どのように授業を進めていくかを説明する。
世界史を学ぶにあたっての基礎知識となる、地域世界について学ぶ。

【復習】
テキスト①、②を参照して、地域区分と各地域の自然と住
民についてまとめる。

4時間対面

第2回 古代世界において文明が誕生していった地域を把握しつつ、相互の関
係と世界に及ぼした影響について理解する。

テキストを利用した学習方法を学び、グループにわかれて予習内容の
確認をおこなう。
後半は、全体でテキストの内容を把握する作業を実施する。

【予習】テキスト①23-31頁を事前に読んでおく。
わからない用語、文章を配布された用紙に書き出す。

4時間対面

第3回 前1千年期からユーラシア大陸に出現した「世界帝国」の変遷について
理解を深める。
前半は講義形式で授業をおこない、後半は課題を実施する。

【予習】テキスト①31-50頁を事前に読んでおく。
わからない用語、文章を配布された用紙に書き出す。

4時間対面

第4回 4世紀ごろからユーラシア大陸東方の諸地域に新たな秩序が形成され
ていく過程を考察していく。
前半は宿題の確認をおこないつつ講義形式で授業をすすめる。
後半は課題を実施して学習内容の把握をおこなう。

【予習】テキスト①51-63頁を事前に読んでおく。
テキストで重要だと思う語句を書き出す。
各節の内容を短く要約する。

4時間対面
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第5回 ユーラシア西方でのイスラームとヨーロッパ世界の成立、4世紀から13
世紀にかけての南アジア・東南アジア世界の変遷について考え、その
歴史的意義を把握する。
前半は宿題の確認をおこないつつ講義形式で授業をすすめる。
後半は課題を実施して学習内容の把握をおこなう。

【予習】テキスト①63-74頁を事前に読んでおく。
テキストで重要だと思う語句を書き出す。
各節の内容を短く要約する。

4時間対面

第6回 13世紀までにアフリカ・ユーラシアに成立した海陸の商業ネットワークと
13世紀のモンゴル帝国の拡大について学び、それが世界史にどのよう
な影響をもたらしたのかを考察する。
前半は宿題の確認をおこないつつ講義形式で授業をすすめる。
後半、白地図に交易ルートを記入し、陸海のネットワークを地図上で確
認する作業を実施する。

【予習】テキスト①75-85頁を読む。
テキストで重要だと思う語句を書き出す。
各節の内容を短く要約する。

4時間対面

第7回 オンデマンドの配信授業。
14世紀にはじまった「小氷期」と並行して、諸地域では政権の崩壊や飢
饉・伝染病といった各種の危機がおこった。この「14世紀の危機」が世
界におよぼした変化を把握しつつ、15世紀以降の近世世界への展望を
得る。
テキストのまとめを各自作成して提出する。

【予習】テキスト①85-90頁を事前に読んでおくこと。 4時間オンデマンド

第8回 14世紀半ばに中国で成立した明帝国と東アジア国際秩序、西アジア・
南アジアで誕生した近世帝国の意義について理解を深める。
授業前半ではテキストに基づいた解説をおこなう。その後、コンセプト
マップの作製を実施する。

【予習】テキスト① 91-102頁をもとに、マインドマップを作
製。

4時間対面

第9回 14、15世紀の危機と再編の時代、16世紀の宗教改革を経て、ヨーロッ
パが「近代」へと進んでいく道のりを考察する。
グループ内でテキスト概要を報告し合い、相互にコメントの記入し提出。

【予習】テキスト①102-106頁、配布テキストをもとに、マイ
ンドマップを作製。

4時間対面

第10回 16世紀前後からヨーロッパ人は、アジア・アメリカ地域に海路で進出して
いった。その動きが世界にあたえた影響について理解を深める。

グループ内でテキスト概要を報告し、相互にコメントの記入し提出。

【予習】テキスト①107-116頁の概要を作成。
白地図をもちいて、大航海時代の海上ルートを作成する。

4時間対面

第11回 16世紀東アジア世界の歴史が、ヨーロッパの大航海時代とどのように
結びついていたのかを把握する。さらに「17世紀の全般的危機」で諸地
域がこうむった変化について整理をおこなう。

グループ内でテキスト概要を報告し、相互にコメントの記入し提出。

【予習】テキスト①116-124頁をもとに、テキスト概要を作
成。

4時間対面

第12回 17、18世紀の東アジア諸国の状況を把握しつつ、類似と相違点につい
て考える。

グループ内でテキスト概要を報告し、相互にコメントの記入し提出。

【予習】テキスト①125-1137頁をもとに、テキスト概要を作
成。

4時間対面

第13回 18世紀ヨーロッパ列強によって東南アジア・南アジア諸国植民地化され
ていく流れと、西アジアでの改革運動について理解する。

グループ内でテキスト概要を報告し、相互にコメントの記入し提出。

【予習】テキスト①134頁—135頁、137-140頁をもとに、テキ
スト概要を作成。

4時間対面

第14回 18世紀、英仏の世界経済をめぐる主導権争いとイギリスの工業化につ
いて学ぶ。
グループ内でテキスト概要を報告し、相互にコメントの記入し提出。

【予習】テキスト①141頁－150頁をもとに、テキスト概要を
作成。

4時間対面

第15回 18世紀後半からはじまる環大西洋革命について整理し把握する。 【予習】テキスト①151頁－158頁をもとに、テキスト概要を
作成。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 外国史Ⅱ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234穴井　佑

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
法学部専門教育科目

テーマ イギリスを中心にして、16－20世紀にいたるまでの世界の歴史的な展開を学ぶことで、現代社会の成り立ちについての理解を深める。

授業の目的及び概要
本講義では、現在の私たちの生活や価値観にも大きな影響を及ぼしている近代イギリスの歴史的展開を概説する。その際に、イギリスが世界各地に植
民地を有し、また自由貿易体制を世界規模で
拡大しようとしたことに着目することで、現代世界の成り立ちについての理解を深めていく。

学修の到達目標
第一に、世界各地に植民地を拡大し、やがて大英帝国を築き上げていったイギリスの歴史を通して、西洋近代の世界規模での影響を検討することで、
現代社会の成り立ちについての理解を深める。第二に、一つの歴史的な事柄に対する多様な研究のあり方を紹介することで物事を多角的かつ批判的
にとらえる歴史的な思考を身につける。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
教職資格取得希望者を主な対象としますが、それ以外の学生も履修できます。教員免許状（中学校「社会」及び高等学校「地理歴史」）取得希望者は、
「外国史Ⅰ」もあわせて履修してください。

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
毎回の授業後にレスポンスシートを執筆してもらいます。各授業では、それに対する応答をしたうえで、講義を行っていきます。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

本科目は教職科目ともなっています。将来、中学校や高等学校などの教員として歴史教育にたずさわる可能性もあることを自覚して講義に臨んでくださ
い。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

700

00030

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

特になし。

参考書

①論点・西洋史学、金澤周作監修、ミネルヴァ書房、2020年
②よくわかるイギリス近現代史、君塚直隆編、ミネルヴァ書房、2018年

なし

①9784623087792
②9784623083183

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【ガイダンス、近代の西洋について学ぶことの意味】
どのように授業を進めていくかを説明するとともに、近代西洋の歴史を
学ぶことの意義について自分なりに考えていくためのガイダンスを行い
ます。

【予習】参考書①のⅰーⅵ頁を読んでおくこと。
【復習】レジュメをよく読んで、近代西洋の歴史を学ぶ上で
必要な準備をする。

4時間対面

第2回 【覇権をめぐる闘争①：ポルトガル、スペイン】
ポルトガルとスペインがヨーロッパの外へと拡張をはじめていく要因と過
程を学びます。

【予習】参考書①の126ー131頁、194ー195頁を事前に読
んでおくこと。
【復習】レジュメをよく読んで、内容についての理解を深め
る。特に関心を持ったトピックに関して、参考文献を精読
する。

4時間対面

第3回 【覇権をめぐる闘争②：オランダ】
オランダが近代世界システムにおける覇権を掌握していく過程を学びま
す。

【予習】参考書①の134ー137、194ー195頁を事前に読ん
でおくこと。
【復習】レジュメをよく読んで、内容についての理解を深め
る。特に関心を持ったトピックに関して、参考文献を精読
する。

4時間対面

第4回 【覇権をめぐる闘争③：イギリス】
近代世界システムにおける覇権がオランダからイギリスへと移っていく
過程を学びます。

【予習】参考書①の178ー179頁と、参考書②48ー51、56ー
57頁を事前に読んでおくこと。
【復習】レジュメをよく読んで、内容についての理解を深め
る。特に関心を持ったトピックに関して、参考文献を精読
する。

4時間対面

第5回 【イギリスによる環大西洋経済圏の確立】
環大西洋世界における優位を築いたイギリスが、大西洋奴隷貿易を土
台として環大西洋経済圏を確立していった過程を学びます。

【予習】事前に参考書①の192ー193頁と、第4回のレジュメ
をよく読んでおくこと。
【復習】レジュメをよく読んで、内容についての理解を深め
る。特に関心を持ったトピックに関して、参考文献を精読
する。

4時間対面
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第6回 【奴隷貿易および奴隷制の廃止】
イギリスが奴隷貿易および奴隷制を廃止していく過程を、人道主義的な
観点と経済的な観点から学びます。

【予習】第5回のレジュメを読んで、内容を整理しておくこ
と。
【復習】レジュメをよく読んで、内容についての理解を深め
る。特に関心を持ったトピックに関して、参考文献を精読
する。

4時間対面

第7回 【産業革命と生活水準論争】
イギリスにおける産業革命についての理解を深めるとともに、経済や社
会の変動が人びとの生活にもたらした変化を学びます。

【予習】参考書①188ー194頁、参考書②52ー53頁を事前
によく読んでおくこと。
【復習】レジュメをよく読んで、内容についての理解を深め
る。特に関心を持ったトピックに関して、参考文献を精読
する。

4時間対面

第8回 【清朝と大英帝国】
清朝に対して自由貿易を求め、アヘン戦争などの武力衝突に至った歴
史事象から、イギリス帝国についての理解を深めます。

【予習】参考書②62ー65頁を事前によく読んでおくこと。
【復習】レジュメをよく読んで、内容についての理解を深め
る。特に関心を持ったトピックに関して、参考文献を精読
する。

4時間対面

第9回 【奴隷制廃止と国際労働市場の変容】
前半で奴隷制が廃止された後の奴隷たちの処遇を、後半で奴隷にか
わる労働力について、中国人移民労働者を事例に学びます。

【予習】第5－6回のレジュメを読んで、内容を整理しておく
こと。
【復習】レジュメをよく読んで、内容についての理解を深め
る。特に関心を持ったトピックに関して、参考文献を精読
する。

4時間対面

第10回 【帝国主義と帝国】
日本における西洋列強の帝国主義および帝国史に関する研究や問題
意識の変遷を概観します。

【予習】参考書①230－231頁、240－243頁、参考書②84
－85頁、90－91頁を事前によく読んでおくこと。
【復習】レジュメをよく読んで、内容についての理解を深め
る。特に関心を持ったトピックに関して、参考文献を精読
する。

4時間対面

第11回 【自由貿易政策の再考：関税同盟運動を中心に】
19世紀末イギリスの経済的、軍事的な地位低下への危機感から生じた
自由貿易政策の再検討について学ぶことで、イギリス帝国に関する理
解を深めます。

【予習】第8回、第10回のレジュメを読んで、内容を整理し
ておくこと。
【復習】レジュメをよく読んで、内容についての理解を深め
る。特に関心を持ったトピックに関して、参考文献を精読
する。

4時間対面

第12回 【ヘゲモニー国家が提供する国際公共財】
19世紀末以降のイギリスにおいて経済的・軍事的な地位低下への危機
感が見られた一方で、世界経済のフレームワークやインフラの構築を通
してイギリスが依然として世界規模で多大な影響力を維持し続けたこと
を学びます。

【予習】第8回、第10回、第11回のレジュメをよく読んで、イ
ギリス帝国について知識を整理しておくこと。
【復習】レジュメをよく読んで、内容についての理解を深め
る。特に関心を持ったトピックに関して、参考文献を精読
する。

4時間対面

第13回 【イギリス帝国内の移民】
駒形丸事件を中心に近現代イギリスにおける移民について学びます。

【予習】第8回、第10回、第11回、第12回のレジュメをよく読
んで、イギリス帝国について知識を整理しておくこと。
【復習】レジュメをよく読んで、内容についての理解を深め
る。特に関心を持ったトピックに関して、参考文献を精読
する。

4時間対面

第14回 【現代イギリスの多文化・多民族・多宗教】
世界の各地に植民地を有した帝国という歴史が、現代イギリスの多文
化・多民族・多宗教的な状況を作りだしていることを学び、近現代の歴
史と現代社会との結びつきについての理解を深めます。

【予習】第8回、第10回、第11回、第12回、第13回のレジュ
メをよく読んで、イギリス帝国について知識を整理しておく
こと。
【復習】レジュメをよく読んで、内容についての理解を深め
る。特に関心を持ったトピックに関して、参考文献を精読
する。

4時間対面

第15回 【まとめと総括】
定期試験に向けて授業を総括する動画教材をオンデマンドで配信しま
す。

【予習】これまでのレジュメを読んで、学んできた内容を整
理すること。
【復習】オンデマンド動画を視聴した上で、ラーニングポー
タル上で配布する資料を中心に、これまでの学修内容の
総復習を行うこと。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 外国史Ⅱ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234中尾　恭三

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
法学部専門教育科目

テーマ 春学期に開講した外国史Iにひきつづいて、世界史の基本的な流れを理解すること。

授業の目的及び概要
授業のねらいは2つあります。
ひとつは、中・高等学校で世界史を教える場合を念頭に置いて、世界史の基本的な流れと現在の論点をとりあげ、歴史的にみた世界の動きを考え、理
解を深めていくことを目標とします。
もうひとつは、問題解決能力です。世界の歴史を題材としつつ、そこにある諸問題を把握しみずから考えて解答を模索する経験をつうじて、一般的な問
題解決にむけた能力を身に着けることです。

学修の到達目標
世界史の基本的な流れを把握することが第1の到達目標です。
第2の到達目標は、テキストをまとめる作業やコンセプトマップ作製をつうじて、テキストの内容を自分の力で整理する能力を向上させ、能動的な学習法
を身につけることです。
それとともに、グループ内でのディスカッションをつうじて、題解決を模索する能力、学修した内容を相手にわかりやすく説明する技術を身につけることで
す。
教材をもちいた学修を主体的におこない、それをうまくアウトプットしていくことができるようになることが、目標です。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
教職資格取得希望者を主な対象としますが、それ以外の学生も履修できます。教員免許状（中学校「社会」及び高等学校「地理歴史」）取得希望者は、
「外国史Ⅰ」もあわせて履修してください。

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
提出してもらった課題と宿題にはコメントをつけて返却します。
補足説明が必要な内容は適宜授業中に解説をおこないます。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

本科目を受講する学生が春学期に外国史Iを受講したことを前提にしています。
おもに用いるテキストは、外国史Iに引き続いて『市民のための世界史』と『最新世界史図説タペストリー』の2冊です。
このテキストの後半から学習を開始するため、前半部を学生が読んだものとして授業をすすめていきます。

過去の出来事を学ぶことはそれ自体が有意義なことであるとともに、わたしたちの現代世界をより理解することにつながります。
それだけではなく、この授業では自分で調べ、まとめ、報告する機会をたびたびもうけます。その経験をつうじて、能動的に学修をおこなう習慣をもち、み
ずから問題解決をおこなえる自信を身に付けてほしいと願っています。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

300

00070

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストを2冊もちいます。
①桃木至朗、荒川正晴、秋田茂他著, 『市民のための世界史』, 大阪大学出版会, 2014年。
②帝国書院編集部編, 『最新世界史図説タペストリー　第一九版』, 帝国書院, 2022年。

参考書

①9784872594690
②9784807166053ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 今後の授業計画についてガイダンスをおこないます。
課題として、春学期の学習内容を復習します。

【復習】
春学期の外国史Iで学習したテキスト①第1章から第6章冒
頭のあらすじを読んおく。

4時間対面

第2回 19世紀前半の「パクス・ブリタニカ」が世界をどのように変えたのかを考
えていく。
授業前半はテキストの解説、後半はテキストにもとづいた課題を実施し
ます。

【予習】
テキスト①159-165頁を事前に読んでおく。

4時間対面

第3回 19世紀後半、ヨーロッパで形成された「国民国家」の性格と現代世界と
のつながりについて理解を深める。
授業前半はテキストの解説、後半はテキストにもとづいた課題を実施し
ます。

【予習】
テキスト① 166-170頁を読んでおく。

4時間対面

第4回 19世紀後半のヨーロッパの近代化と大衆社会の出現について学ぶ。
授業前半はテキストの解説、後半はテキストにもとづいた課題を実施し
ます。

【予習】
テキスト①170-176頁を読む。

4時間対面

－740－



第5回 ヨーロッパ諸国の進出によって西アジア、南アジア、東南アジアがどの
ような変化を受け、どのような対応を試みたのかを整理する。
授業前半はテキストの解説、後半はテキストにもとづいた課題を実施し
ます。

【予習】
テキスト①177-186頁を読んでおく。

4時間対面

第6回 19世紀のヨーロッパ諸国の進出にたいする東アジア諸国の対応につい
て整理し、類似点・相違点を把握する。
予習で作成したマインドマップをもとに、学習内容のアウトプットをおこな
います。

【予習】
テキスト①186-196頁を読んでおく。
マインドマップを作製する。

4時間対面

第7回 19世紀の列強諸国による「世界分割」とそれにつづく第1次世界大戦の
歴史的な意義について考察する。
予習で作成したマインドマップをもとに、学習内容のアウトプットをおこな
います。

【予習】
テキスト①197-207頁を読む。
マインドマップを作製する。

4時間対面

第8回 オンデマンドでの実施。
ヨーロッパ列強の進出に対応するため、19世紀後半からアジア各地で
高まったナショナリズムの性格について理解を深める。
教材をもとに学習をすすめ、課題を実施してもらいます。

【予習】
テキスト①208-214頁を読む。
マインドマップを作製する。

4時間オンデマンド

第9回 大戦間期の世界情勢と世界恐慌、それによって引き起こされた日中「15
年戦争」について考察していく。
前半は学習内容の補足説明を行います。後半では各自コンセプトマッ
プを作製します。

【予習】
テキスト①215-223頁を読む。
マインドマップを作製する。

4時間対面

第10回 第2次世界大戦の経緯を把握しつつ、関わった諸地域の人びとが大戦
をどう意味づけたのかを考えていく。
あらかじめ配布された予習課題をもとに、ディスカッションをおこなって
いきます。

【予習】
テキスト①223-232頁を読む。
マインドマップを作製する。

4時間対面

第11回 第2次大戦後、米ソが作り出した冷戦がもたらした戦後の国際秩序、植
民地諸地域の独立について理解を深めていく。
前半は講義形式で学習の補足説明をおこないます。後半はグループで
課題を実施します。

【予習】
テキスト① 233-241頁を読む。

4時間対面

第12回 冷戦体制の中で西側陣営と東側陣営でおこった変動の原因と影響につ
いて考えていく。
予習で作成したコンセプトマップをもとに、学習内容のアウトプットをおこ
ないます。

【予習】
テキスト①241-250頁を読む。
コンセプトマップを作製する。

4時間対面

第13回 1980年代冷戦が終結に向かっていく流れと、東アジアにおける経済発
展、中東諸国の情勢について理解を深めます。
予習で作成したテキストのまとめをもとに、学習内容のアウトプットをお
こないます。

【予習】
テキスト① 251-261頁を読む。
指定された用紙にテキストのまとめを作成する。

4時間対面

第14回 90年代以降、グローバル化の中での世界の変化と課題について検討し
ていきます。
予習で作成したテキストのまとめをもとに、学習内容のアウトプットをお
こないます。

【予習】
テキスト①261頁－270頁を読む。
指定された用紙にテキストのまとめを作成する。

4時間対面

第15回 中高の歴史教育の土台となる歴史学のあり方と発展について概観しま
す。
歴史の学習の特色や普遍的な性格についてディスカッションをおこない
ます。

【予習】
テキスト①271頁－276頁を読む。
配布された課題を実施する。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 人文地理学Ⅰ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234安倉　良二

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
法学部専門教育科目

テーマ 人文地理学の基本的な見方−地図・人口・第1次産業を中心に−

授業の目的及び概要
この授業は，中学校の社会科，高校の地理歴史科の科目である「地理」を教えるに際して不可欠な人文地理学の基本的な見方について，具体的なト
ピックの紹介を通じて学びます。現在，高校で「地理」は選択科目となっており，未履修の学生も多いのですが，昨年入学の高校生からは「地理総合」が
必修化されました。それをふまえてこの授業では，高校地理の内容にも立ち返りながら進めます。特に前期は，地図，人口，第１次産業（農林漁業およ
び農山漁村）について学びます。この授業を通じて地図に親しんでもらうと共に，人口や第１次産業の分布が地域にどのような影響を与えるのかを学ぶ
ことで，時事問題の背景を読み解く機械を与えるつもりです。

学修の到達目標
この授業を受講することによって学生は，以下の能力を身につけることができます。
１．毎回提供するレジュメに提示する地図や統計，写真の読み取りを通じて地理的技能を習得することができる
２．地域に関する具体的なトピックを提示することによって，授業で取り上げられている項目が日常生活に密着していることを認識することができる

授業の方法
この科目は遠隔授業で行われます。詳細についてはLearning Portalを確認してください。

履修の条件・注意
教員免許状取得希望者を主な対象としますが、それ以外の学生も履修できます。教員免許状（中学校「社会」及び高等学校「地理歴史」）取得希望者
は、「人文地理学Ⅱ」もあわせて履修してください。

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
本授業はオンデマンドで行います。Learning Portalのアンケート機能を使って，翌週の授業で補足説明を行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

「地理」というと地名や物産の暗記というイメージがありますが，デジタル地図や防災，SDGsに代表される社会問題など世間の関心の高い内容が取り上
げられており，それらと向き合って学ぶと楽しい分野であるのも事実です。また，本授業では事例紹介において，「今昔マップ on the web」や「Googleスト
リートビュー」などのWeb GIS（インターネット上の地図アプリ）を積極的に活用します。オンデマンド授業になりますが，可能な限り臨場感をもたせるよう
心掛けます。デジタル地図の基となるGISは，昨年入学の高校生から必修化された「地理総合」で必須の項目です。WebGISを事例紹介で頻繁に用いる
ことで，パソコンやスマホでデジタル地図に親しんでもらう機会を与えるつもりです。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

０70

0030０

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

特定のテキストは使用しません。自作のPowerPointスライドを活用します。

参考書

レジュメで作成した引用文献の形で紹介する予定です。

なし

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 人文地理学の基本となる「分布」「スケール」「地域」の考えを紹介しま
す。

予習：不要
復習：該当する箇所のスライドの内容を読み返すこと。

4時間オンデマンド

第2回 人文地理学では，事象の分布を地図で表現します。それはどのような
データを使って作られるのか。ここでは，主題図（統計地図）がいかなる
ものかについて，実例を示しながら紹介します。また，「今昔マップ on 
the web」や「地理院地図」といったWebGISの基本についても学びます。

予習：不要
復習：該当する箇所のスライドの内容を読み返すこと。ま
た，各自の出身地（地元）の地域変化についてパソコンあ
るいはスマホを使って「今昔マップ on the web」へのアクセ
スから理解を深めることも求められる。

4時間オンデマンド

第3回 世界地図を学ぶに際しては，その歴史に加えて図法（投影法）や緯度・
経度の概念を知っておく必要があります。ここでは，世界地図について
中学・高校の「地理」の内容に立ち返りながら考えます。

予習：不要
復習：該当する箇所のスライドを読んで復習することはも
とより，投影法を紹介したサイト（例えば，「どこでも方位図
法」）を事後にみて，デジタル化された地理教材にも触れ
て頂きたい。

4時間オンデマンド

第4回 通学経路や，日本の都道府県，そして世界の国など地域に対する認識
は皆それぞれ異なります。これらの問題を考える鍵となる概念として「メ
ンタルマップ」について紹介します。

予習：不要
復習：該当する箇所のスライドを読んで復習すること。とり
わけ，後半部分で取り上げる予定の都市の構成要素につ
いては，大阪をはじめとする身近な地域に当てはめて考
えることも大事である。さらに，地理的トピックから日本の
地域が思い浮かべるようになるには，常日頃から地図を
みておくことが大事である

4時間オンデマンド
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第5回 人口問題は，社会経済の問題を考える場合の基本となります。ここで
は，大陸別の人口動向をはじめ，人口転換モデルの特徴を通じて，世
界の人口問題を学びます。

予習：不要
復習：該当する箇所のレジュメを読んで復習すること。ま
た，この項目は中学・高校の「地理」でも取り上げられてい
るので，もし中学・高校時の教科書があれば内容の確認
をしてほしい。

4時間オンデマンド

第6回 年齢別の人口構成を示す人口ピラミッドを時系列的にみると，日本の社
会経済を取り巻く環境変化の一端が読み取れます。ここでは，日本を事
例に選び，最新の『国勢調査報告』（2020年）を示しながら，異なる年次
間でみた人口ピラミッドを読み取り，地域変容をもたらす背景を説明しま
す。

予習：不要
復習：該当する箇所のレジュメならびにWebGIS（「Google
ストリートビュー」や「今昔マップ on the web」）を用いて復
習すること。また，『国勢調査報告』については総務省統
計局のホームページにも目を通しておくと理解が深まりま
す。

4時間オンデマンド

第7回 地理学からみた人口移動の読み方について，移民に代表される世界レ
ベルの話から，連鎖移住に代表される個人の移動まで具体的な事例を
基に説明します。

予習：不要
復習：該当する箇所のスライドを読んでおくこと。また，移
民や難民問題に関するニュースをェックしておくと内容の
深い理解につながるだろう。

4時間オンデマンド

第8回 農山村が抱える地域問題のひとつが過疎化です。それに伴い，「限界
集落」と呼ばれる集落の消滅が予想される地域もみられるようになりま
した。ここでは，過疎化の進展プロセスと限界集落の暮らしを紹介しま
す。

予習：不要
復習：該当する箇所のレジュメならびにGoogleストリート
ビューを用いて復習すること。また，「限界集落」「田園回
帰」に関するニュースにも目を通しておくと内容の理解が
深まるはずである。

4時間オンデマンド

第9回 農山村地域の持続可能性を考える場合，いかにして地域を活性化させ
るのかが問われます。ここでは，観光開発や特産品の販売など様々な
地域振興の方向性について紹介します。

予習：不要
復習：該当する箇所のレジュメの復習はもとより，「リゾー
ト観光地の変容」や「第６次産業」など授業テーマに関わ
るニュースに目を通しておくと内容の理解が深まるだろう。

4時間オンデマンド

第10回 農牧業から世界の地域を捉えるホイットルセイの農業地域区分につい
て説明します。

予習：不要
復習：該当する箇所のスライドを読むこと。特に農牧業の
種類とそれが展開されている地域の関わりを把握しておく
必要がある。このテーマは高校の「地理」で取り上げられ
ているので，もし高校の「地理」教科書があればそれをみ
ておくと，内容の理解が深まるはずである。

4時間オンデマンド

第11回 第二次世界大戦後の日本における農業政策の変遷をたどりながら，実
際の農業地域がどのように再編成されたのかについて，稲作の事例を
中心に述べます。

予習：不要
復習：日本の農業政策に関わるキーワードとして，「コメ問
題」「農業基本法」「食料・農業・農村基本法」があげられ
る。これらのテーマについて，ホームページから該当する
項目を検索して，内容を理解しておくこと。また，水田耕作
の土地利用を知りたいのであれば，Googleストリート
ビューを用いて，越後平野（新潟県），庄内平野（山形
県），上川盆地（北海道）などをみておくといいだろう。

4時間オンデマンド

第12回 食生活において，外国からの農畜産物の増加は当たり前になりました
が，それに伴う産地の対応について，食料自給の問題を交えて紹介し
ます。

予習：不要
復習：農林水産省のホームページにある「食料需給表」を
ダウンロードして，食料自給の特徴をつかんでおくと内容
の理解が深まるはずである。また，日常的にスーパーの
食料品売り場で輸入された牛肉や野菜の産地をチェックし
ておくことも，この問題に関心をもつきっかけになるだろ
う。

4時間オンデマンド

第13回 林業をめぐる地理学的な側面として，環境問題とも関わる林野資源の
問題を中心に，担い手の減少に苦悩する日本の林業地域の取り組み
を紹介します。

予習：不要
復習：「熱帯林の伐採」に代表される森林保護の問題や，
日本の林業政策に関するホームページを事前，事後に検
索してみておくと内容の理解が深まるはずである。

4時間オンデマンド

第14回 200海里経済水域の問題をはじめとする資源管理，そして輸入水産物
の増加は漁業を経済活動から捉える上で重要なトピックです。ここで
は，地理から見た漁業の見方を紹介します。

予習：不要
復習：資源管理型漁業の展開に深く関わる「200海里経済
水域」の展開について，ホームページあるいは海洋法に
関する書物を用いて理解しておくことが求められる。また，
スーパーの食料品売り場で水産物の産地をチェックするこ
とも身近にこの問題に触れる機会となるだろう。

4時間オンデマンド

第15回 農山村地域と同様に，漁村や海岸地域，離島では人口の減少が続く
中，地域振興に取り組むところもみられます。ここでは，海を生かした地
域振興として，観光（ブルーツーリズム）の展開を中心に述べるつもりで
す。

予習：不要
復習：該当する箇所のスライドを読むだけではなく，
「Googleストリートビュー」で事例地域を確認すること。その
際，先に習った農山村の事例と比べて，漁村の活性化に
は何が求められているのかについて考えておく必要があ
る。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 人文地理学Ⅱ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234安倉　良二

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
法学部専門教育科目

テーマ 人文地理学の基本的な見方−都市地域を中心に−

授業の目的及び概要
この授業は，中学校の社会科，高校の地理歴史科の主要科目である「地理」を教えるに際して不可欠な人文地理学の基本的な見方について，具体的
なトピックの紹介を通じて学びます。とりわけ，後期は都市をめぐる地理学的なトピックを取り上げます。本学がある八尾市をはじめ，都市は日常生活に
おける活動舞台として重要な役割を果たします。この授業を受講することによって，通学や買物，居住や土地利用など都市空間でみられる様々な現象
には，地域や時代による違いが大きいことが理解できるはずです。

学修の到達目標
この授業を受講することによって学生は，以下の能力を身につけることができます。
１．毎回提供するレジュメに提示したインターネット上にある地図や統計，写真の読み取りを通じた地理的技能を習得することができる
２．通勤・通学や住宅，商店の立地など，日常生活で何気なくみている（体験している）現象には，国内外における地域差があることが理解できる。それ
によって現代社会でみられるトピックを空間的な視点から考えることが可能になります。

授業の方法
この科目は遠隔授業で行われます。詳細についてはLearning Portalを確認してください。

履修の条件・注意
教員免許状取得希望者を主な対象としますが、それ以外の学生も履修できます。教員免許状（中学校「社会」及び高等学校「地理歴史」）取得希望者
は、「人文地理学Ⅰ」もあわせて履修してください。

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
本授業はオンデマンドで行います。Learning Portalのアンケート機能を使って，翌週の授業で補足説明を行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

「地理」というと，地名や物産の暗記というイメージがありますが，ここで取り上げる都市の地理学は，きわめて身近な内容を扱いますので興味を持って
受講して下さい。また，昨年から入学した高校生は「地理総合」の名称で地理が必修化されました。地理的な見方は将来，教壇に立つに際しても不可欠
になります。
　前期と同様に，「Googleストリートビュー」や「今昔マップ on the web」などのWeb GIS（インターネット上の地図アプリ）を積極的に活用します。これによ
り，遠隔であっても臨場感をもたせた内容にするように心掛けます。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

070

0０300

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

特定のテキストは使いません。担当者が作成したPowerPointのスライドを使います。

参考書

参考書については，スライドにおいて参考文献の形で示します。地理学の専門書のみならず，高校地理の資
料集も積極的に引用します。

なし

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 地理学で都市を学ぶ場合に基本となる概念を説明しつつ，行政上の都
市（例えば，八尾市や東大阪市）と実質的な都市のズレについて「平成
の大合併」と関連づけながら明らかにします。

予習：不要
復習：該当する箇所のスライドと併せてGoogleストリート
ビューを用いて復習すること。学生の中で地元が市町村
合併をしていたところがあれば，その動向についても事前
に調べておくとよいだろう。

4時間オンデマンド

第2回 都市の「骨組み」に当たる項目を説明します。ここでは，アメリカ合衆国
を事例にバージェスモデルに代表される古典的なモデルからモータリ
ゼーションが進む現代に至る都市構造の特徴を明らかにします。

予習：不要
復習：該当する箇所のスライドと併せてGoogleストリート
ビューを用いて復習すること。

4時間オンデマンド

第3回 日本における都市構造について，城下町の事例を基に説明すると共
に，「都市化」と呼ばれる農村から都市への土地利用変化についても概
観します。

予習：不要
復習：該当する箇所のスライドと併せてGoogleストリート
ビューを用いて復習すること。

4時間オンデマンド

第4回 よく耳にする「郊外」とはいかなる地域か。今後数回の講義で取り上げ
る郊外地域を考える導入として，『国勢調査報告』を活用しながら大都
市圏の概念を示します。

予習：不要
復習：総務省統計局のホームページから『国勢調査報告』
の概要をみておくと共に，復習としてスライドで取り上げた
事例地域について「Googleストリートビュー」や「今昔map 
on the web」などのサイトを使って確認することを薦める。

4時間オンデマンド

第5回 いわゆる大都市の郊外における住宅地開発は，第二次世界大戦前か
ら行われていました。ここでは，その歴史について，鉄道の沿線開発を
交えながら地理学の視点から説明します。本学の近くにある河内山本
の事例も紹介する予定です。

予習：不要
復習：事例で取り上げる予定の河内山本駅前周辺につい
ては，WebGISのみならず実際に歩いて住宅地の景観を確
認するとよいだろう。

4時間オンデマンド
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第6回 郊外地域の象徴ともいわれた住宅地，とりわけ高度経済成長期に開発
された千里や泉北などの「ニュータウン」がどのように形成され，どのよ
うな問題を抱えているのかについて検討します。

予習：不要
復習：スライドで記したニュータウンの特徴について，
WebGISを活用して土地利用を確認することを薦めたい。
また，近年指摘されている「ニュータウンのオールドタウン
化」についても新聞記事やホームページで調べてみると理
解が深まるだろう。

4時間オンデマンド

第7回 近年，「人口の都心回帰」という言葉と共に，中心市街地におけるマン
ション立地が盛んになっています。ここでは，郊外の衰退とは表裏一体
をなす中心市街地の居住をめぐる問題とその背景について，具体的な
事例から明らかにします。

予習：不要
復習：スライドにも示すが，「今昔map on the web」のサイ
トを使って，タワーマンションの従前の土地利用について
も調べておくとよいだろう。

4時間オンデマンド

第8回 一口に都市と言っても，東京・大阪のような大都市から人口数万人程度
の小都市まで様々です。ここでは，都市の階層性について「都市群シス
テム」の概念を用いてオフィス立地や交通流動など具体的な指標を通じ
て検討を加えます。

予習：不要
復習：該当する箇所のスライドに記載している大都市，広
域中心都市（地方中核都市），地方小都市など基本的な
用語を確認しておくこと。

4時間オンデマンド

第9回 都市計画の基本－区画整理と市街地再開発を中心に－ 予習：不要
復習：初歩的な都市計画制度の概要について，WebGISで
示す実例から学び取ってほしい。

4時間オンデマンド

第10回 都市へ人が集まるとどのような問題が起きるのか。ここでは，発展途上
国の都市開発によって生じるインナーシティの衰退やスラムなど社会的
な問題について取り上げます。

予習：不要
復習：授業で取り上げた都市問題の中でも，「スラム問題」
「ストリートチルドレン」「インフォーマルセクター」の用語に
ついての理解を深めてほしい。

4時間オンデマンド

第11回 日本や欧米など先進国の都市問題を取り上げます。ここでは，発展途
上国でもみられたスラムなどの貧困のほか，インターシティの再開発を
象徴するジェントリフィケーションに伴う地域変容についても触れます。

予習：不要
復習：スライドに具体的な事例を取り上げるが，「ジェントリ
フィケーション」がどのようなものかについて理解を深める
こと。また，典型例であるイギリスのドッグランズについて
は，Googleストリートビューを使って現実の土地利用を確
認しておくと，授業内容のさらなる理解につながるだろう。

4時間オンデマンド

第12回 ウェーバーの工業立地論は古典的ではありますが，工場立地のあり方
を示す考えとして今なお重要です。ここでは，工業立地論の概説とそれ
に基づく現実の工場立地について検討します。

予習：不要
復習：該当する箇所のスライドを手がかりに，ビール工場
やセメント工場，鉄鋼所の立地について「Googleストリート
ビュー」「今昔マップ on the web」を使って理解を深めるこ
とが求められる。

4時間オンデマンド

第13回 日本を代表する工業の一つである自動車産業の立地を取り上げます。
部品の供給，国際展開，日本国内の自動車産地の3点を取り上げるこ
とで，地理学的な見方を身につけてもらいます。

予習：不要
復習：自動車産業と深く関わる「ジャスト・イン・タイム」や，
日本の自動車産業における海外展開の歴史をホーム
ページや書物を通じて理解しておくこと。そして「今昔map 
on the web」を用いた国内の自動車産地（授業では豊田
市を取り上げる予定）の土地利用変化についても確認す
ると，地理学的な視点で自動車産業の立地に対する深い
理解が得られるだろう。

4時間オンデマンド

第14回 大型店の立地と衰退する商店街のまちづくりについて地理学からのア
プローチを紹介します。

予習：不要
復習：学生の地元に商店街があれば，それがどのような
状況にあるのかについて事前に観察するとよいだろう。ま
た，この授業で取り上げる問題の典型例として，本学の八
尾駅前キャンパスも見逃せない。スライドを眺めるだけで
はなく，近鉄八尾駅前の大型店（アリオ・LINOAS），商店
街（ファミリーロード・近鉄八尾北・北本町中央通）を実際
に歩いて現状を確認することも授業内容の確認につなが
るはずである。

4時間オンデマンド

第15回 日常生活を過ごす上で不可欠になっているコンビニの立地とそのメカニ
ズムについて紹介します。

予習：不要
復習：学生の地元（あるいは下宿周辺）にどれだけのコン
ビニがあるのだろうかを確認すると問題が身近に感じられ
るだろう。また，コンビニに関しては，テレビ番組，書物や
新聞記事で取り上げられている。これらの記事をこまめに
みておくことも授業内容の深い理解につながるはずであ
る。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 自然地理学Ⅰ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234松田　順一郎

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
法学部専門教育科目

テーマ 気候を主とした環境のしくみを理解する

授業の目的及び概要
気象現象・気候に関する基礎的な知識について解説し、それらが地球上でどのように展開されているかを概観する。日本列島の気候の特徴とともにそ
れによって生じる災害を検討する。また、数百万〜数年スケールで起こる気候変動や、人間活動にともなう気候変化についても述べる。この授業によっ
て、人間活動につねにかかわる気象、気候について認識を深めていただきたい。

学修の到達目標
教職に就くことを想定し、地理教科であつかわれる自然地理学とくに気候に関する基本概念を習得する。また、その学術的な背景についても知識を得
る。日々体感している気候や、頻繁に得られる天気予報・気象災害情報を的確に理解できるようにする。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
教員免許状取得希望者を主な対象としますが、それ以外の学生も履修できます。教員免許状（中学校「社会」及び高等学校「地理歴史」）取得希望者
は、「自然地理学Ⅱ」もあわせて履修してください。

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
授業に対する質問・感想は指定するアドレスにメール送信してください。
メールで返信、または授業で回答・説明を行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この授業を通して、人間活動を制約する自然の営みを知り、環境への視野を広げてほしい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

000

009010

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストに準じる授業資料は指定したウエブサーバで入手できますので、閲覧・ダウンロードし利用してくださ
い。また、気象庁のウェブページを多用します。

参考書

新詳地理B,片平博文・矢ヶ﨑典隆・内藤正典・戸井田克己・友澤和夫・永田淳嗣・須貝俊彦・丸川知雄・木村
圭司・大山修一著,帝国書院,2017年
地球気候学，安成哲三，東京大学出版会，2018年
学んでみると気候学はおもしろい，日下博幸，ベレ出版，2013年
環境読本,石川宗孝編著・竺文彦・高島正信・長谷川昌弘・福岡雅子・山本芳華著,電気書院,2011年

なし

978-4807162123
978-4130627283
978-4860643621
978-4485220160

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 授業の計画、進め方、留意事項などの説明 自然地理学、気候学、気象学について、どのような研究領
域なのかを、文献やウェブで調べておいてください。
授業で使われたキーワードや学術用語を点検してくださ
い。

4時間対面

第2回 自然環境と人間とのかかわり 自然環境とはなにか、構成要素やそれらの相互作用につ
いて想定しておいてください。
授業で使われたキーワードや学術用語を点検してくださ
い。

4時間対面

第3回 大気圏（対流圏、成層圏、中間圏、熱圏） 大気圏という用語を文献やウェブページで確かめておいて
ください。
授業後、その垂直構造がおよそ図示できるように復習して
ください。

4時間対面

第4回 地球のエネルギー収支と大気大循環 地球と太陽の位置関係、地球の大気循環、海洋水の循環
について概略を調べておいてください。
授業後、地球のエネルギーの均衡がどのように生じてい
るかを再考してください。できればその図解を試みてくださ
い。

4時間対面

第5回 アリソフとケッペンの気候区分 中学校で習ったケッペンの気候区分を復習しておいてくだ
さい。
授業後、気候区分はどのようなところで役立つのか実例
に即して考察してください。また、日本列島はどの気候区
分に属するのか確認しておいてください。

4時間対面
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第6回 高気圧、低気圧、風の成因 気圧の高低と風速・風向に注目して、天気図(とくに気象庁
「アジア太平洋域 実況天気図」)を概観しておいてくださ
い。
授業後、天気予報の文言と天気図を比べて、確かめてく
ださい。また、局地的に吹く風にも留意し、実際に吹いて
いる風について説明できるか試みてください。

4時間対面

第7回 雲、雨、雪の成因 「大気が不安定」と天候の変化に注意して、数日以上、天
気予報を聞いてみてください。
授業後、雲の種類や、前線を挟む大気の動きのパターン
が図示できるか試してください。

4時間対面

第8回 局地循環と地域の気候 時刻によって風向きが違うとか、あまり遠くないのに気温
がかなり違うといった体験があれば、その原因について考
察しておいてください。また、住んでいる場所で一番多い
風向についても記憶をたどっておいてください。
授業後には、局地的な大気循環の事例をウェブなどで探
索してみてください。

4時間対面

第9回 四季の気圧配置や天候の特徴 授業前後で、気象庁「日々の天気図」
https://www.data.jma.go.jp/fcd/yoho/hibiten/index.html
から季節ごとの天気図をできるだけ多数選び、気圧配置
や天候を読み取ってください。

4時間対面

第10回 日本の気候区分と森林自然植生 日本列島の気候区分について調べておいてください。また
日本列島の植生についても概観しておいてください。
授業後、できるだけ多くの植生景観をウェブで調べ、その
地域の気象データを確かめてください。

4時間対面

第11回 気象災害(1)　大雨と台風・高潮 防災科学技術研究所ライブラリー「防災基礎講座」
https://dil.bosai.go.jp/workshop/01kouza_kiso/index.html
で、大雨と台風・高潮について概観しておいてください。授
業後は同じサイトの「災害事例編」
https://dil.bosai.go.jp/workshop/02kouza_jirei/index.html
の関連記事を読んでください。

4時間対面

第12回 気象災害(2)　降雪･降雹・冷害 防災科学技術研究所ライブラリー「防災基礎講座」
https://dil.bosai.go.jp/workshop/01kouza_kiso/index.html
で、降雪･降雹・冷害について概観しておいてください。授
業後は同じサイトの「災害事例編」
https://dil.bosai.go.jp/workshop/02kouza_jirei/index.html
の関連記事を読んでください。

4時間対面

第13回 地球温暖化 第3・4回授業を復習し、気象庁「地球温暖化について」
https://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/gw_portal/climate_ch
ange_knowledge.html
の記事から適宜選び、読んでおいてください。
日本列島でどのように温暖化がすすんでいるのかをさら
に調査してください。

4時間対面

第14回 都市気候の特徴 ヒートアイランド現象発生の仕組みについて調査し、概観
しておいてください。できれば、東京、大阪など大都市以外
で、ヒートアイランド現象が起こっているのかも調べてみて
ください。
授業後、ヒートアイランド現象はどのように人間活動に影
響しているのか再考してください。

4時間対面

第15回 気候の変化･変動 ここでは「ミランコ
ビッチ・サイクル」「
酸素同位体ステー
ジ」「太陽黒点」「
ENSO」などが
キーワードです。
それぞれ調べて
おいてください。
これまでの授
業内容をかえり
みて、なお疑問に思
われることがあれば授業で検討しましょう。
学期末に提出して
いただくレポートについても説明します。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 自然地理学Ⅱ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234松田　順一郎

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
法学部専門教育科目

テーマ 景観ダイナミズム、地表システムへのアプローチ

授業の目的及び概要
(1)地球および日本列島の地形と気候の概要を示し、景観の見方について考える。
(2)第四紀の気候、地形、生物相の変化を概説し、現在の自然および人工景観の歴史性を論じる。
(3)さまざまな自然の事変をとおして定常・非定常的な気候、地形、水文のプロセスをやや詳しく解説し、それらが災害として発現する社会的な条件も考
える。地域を限った災害史の意義についても言及したい。

学修の到達目標
地球表層における気圏・水圏・生物圏・岩石圏の相互作用、景観の時間・空間的複合性が理解できるようになる。
災害を生じさせる自然過程が理解できる。
自然環境に関するテーマを自分で選び調査してレポートが作成できる。
これらによって、社会・人間活動の基盤をなす自然条件について日々の洞察を深め、それを正しく表現できるようになることを期待する。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
教員免許状取得希望者を主な対象としますが、それ以外の学生も履修できます。教員免許状（中学校「社会」及び高等学校「地理歴史」）取得希望者
は、「自然地理学Ⅰ」もあわせて履修してください。

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
提出されたレポートに対して改善点を指摘したり、追加すべき課題を指示するので改訂版を作成しほしい。
授業に対する質問・感想は指定するメールアドレスで受信し、返信、または授業で回答・説明をおこなう。

アクティブ・ラーニング
の取組み

フィールドワーク、学外見学、体験学習

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

参考書は授業内容に即して適宜紹介します。関連する文献も各自探して読んでほしい。 基本的な学術用語は英語併記する。日本語だけでなく英語で
もweb検索して情報収集することを勧める。 身の回りの自然現象を注視するよう心がけるように。
授業中に使用した資料は指定したウエブサーバにアップロードするので、閲覧・ダウンロードし参考にしてほしい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
0

00

009010

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストはない。

参考書

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 自然地理学とこの講義の概要、気候・水文・地形・生物活動の複合 授業で解説した自然地理学のいくつかの研究分野につい
てウェブ情報や文献を探して確認する。

4時間対面

第2回 課題レポートのテーマと作成方法、成績評価の決定基準について。 オンラインで配布予定の「レポート作成のガイドライン」を
読んでおく。

4時間対面

第3回 WEB上の自然地理情報。とくにGIS(地理情報システム)について。 国土地理院「地理院地図」にアクセスして、様々な表示や
計測機能を試しておくように。
授業後はさらに習熟するように努めること。

4時間対面

第4回 地球の海陸および大地形。プレートテクトニクス。 地球誕生から今は何年め?陸や海はどうしてできた?ちょっ
と想像しておく。
(授業後は、授業で得られた知識にもとづいて、想像を点
検する。できれば授業内容からキーワードをピックアップ
し、図解(スケッチ)してみる。以下、同じ。)

4時間対面

第5回 大気大循環と海洋循環、気候区分。 地球をとりまく液体と気体の流れを想像する。 4時間対面

第6回 第四紀の環境変化、とくに気候変動とその要因、海水準変動と地殻変
動・地形発達

過去260万年間に起こったことを、でたらめでも想像してお
く。

4時間対面

第7回 地形の基礎知識（1）地形発達史と地形プロセス。地形物質と地形営
力。地形の観察手法。

地図を眺めて、大阪府とその周辺を、山地、丘陵、台地、
平野に区分し、どのように形づくられたかを想像してみる。

4時間対面

第8回 地形の基礎知識（2）山地地形と河川流域の水文。 川はどのように始まるか、想像できなければ行って確かめ
る。行けない場合はGoogleEarthでもみて考える。平野に
でるまでの経路で、どんな形をつくるかも眺めておく。

4時間対面
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第9回 地形の基礎知識（3）平野の河川・氾濫原システム。 自然の川は曲がりたがる。それはなぜか?　川の気持ちに
考えを巡らせる。

4時間対面

第10回 地形の基礎知識（4）三角州と海岸地形(海岸砂丘、干潟をふくむ)。 河口や海岸に行った経験から、その場所の波やビーチの
記憶を絞り出しておく。
行ったことがなければ想像してみる。

4時間対面

第11回 災害（1）斜面崩壊、地すべり、土石流。 防災科学技術研究所 自然災害情報室「防災基礎講座　
基礎知識編」の該当ページを読んでおく。
https://dil.bosai.go.jp/workshop/
最近の土石流災害事例も調べておく。

4時間対面

第12回 災害（2）河川洪水、内水氾濫、土地利用の変化と流出変化。 防災基礎講座　基礎知識編」の該当ページを読んでおく。
https://dil.bosai.go.jp/workshop/
自分が住んでいる地域の氾濫ハザードマップを探して、眺
めておく。地域の防災上の課題にまで考えが及べばすば
らしい。

4時間対面

第13回 災害（3）地震と津波。 防災基礎講座　基礎知識編」の該当ページを読んでおく。
https://dil.bosai.go.jp/workshop/

4時間対面

第14回 災害（4）火山噴火。
課題レポートのテーマや調査方法についての質疑応答。

防災基礎講座　基礎知識編」の該当ページを読んでおく。
https://dil.bosai.go.jp/workshop/
火山ハザードマップを眺める。たとえば富士山
https://www.pref.shizuoka.jp/bousai/fujisanhazardmap.ht
ml
授業までに、課題レポートのテーマや調査方法について
考えておいてください。

4時間対面

第15回 授業のまとめ。 自然地理学とはどのような科目だったか考え直してみる。 4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 地誌Ⅰ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234齋藤　鮎子

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
法学部専門教育科目

テーマ 日本地誌を網羅的かつ系統的に学ぶ。

授業の目的及び概要
地誌学は，地理学のなかでも重要な分野のひとつであり，ある⼀定の広がりをもった地域（土地や場所）を総合的に理解し，その地域の特徴を把握する
学問分野である。本授業では，日本地誌を中心として，日本における各地域の特徴を社会・⽂化・⾃然的構造から解説する。とりわけ社会と⽂化に焦点
を当て，それぞれの地域で社会と⽂化の地域差が⽣じた背景について，歴史や⾃然環境などから詳しく解説する。これに加えて，各地域が現在抱える
課題や克服・解決⽅法について紹介する。受講生は本授業を通じて，地理学的ものの見方・考え方を養い，いかなる地域の要素が関連し合いながら地
域性として現れているのかを分析する力を身につけることを目指す。

学修の到達目標
1．日本の各地域の特徴を理解・説明することができる。
2．各種の地図，地形図，主題図を理解・説明することができる。
3．地域の統計資料から地誌的内容を分析することができる。
4．地図を作成することができ，そこからその土地や場所について考察することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
教職資格取得希望者を主な対象としますが、それ以外の学生も履修できます。教員免許状（中学校「社会」及び高等学校「地理歴史」）取得希望者は、
「地誌Ⅱ」もあわせて履修してください。

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
授業内で告知する理解度確認のための課題について，採点後に返却し，全体の傾向や解説などを行う。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

本授業は，中学校社会科，高等学校の地理歴史科の教職課程の教科にかかわる専門科目であり，日本地誌を網羅的かつ系統的に学ぶことをテーマ
としている。高校地理の未修者にも配慮した授業を行う。
授業の進捗状況や受講生の理解の度合いによって，授業計画を調整することがある。
全15回のうち，オンデマンド授業を1回行う。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

0206020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

指定しない。配布資料によって授業を理解するための補助とする。
高校などで使用した地図帳を毎時持参すること。地図帳の無い人は，『新詳高等地図』帝国書院，『高等地図
帳 改訂版』二宮書店，などを用意すること。

参考書

①菊池俊夫 編『日本（世界地誌シリーズ1）』朝倉書店，2011年
②平岡昭利『読みたくなる「地図」国土編―日本の国土はどう変わったか』海青社，2019年
③松井秀郎 編『1964年と2020年くらべて楽しむ地図帳』山川出版，2020年
④山口覚ほか『図説 京阪神の地理―地図から学ぶ―』ミネルヴァ書房，2019年

指定しない。

①9784254168556
②9784860993467
③9784634151802
④9784623084845

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 イントロダクション―地理学・地誌学とは―

本授業の進め方，内容，留意事項を説明したのち，地理学・地誌学とは
どういった学問なのか解説します。

予習：シラバスを熟読し，内容を確認する。
復習：補足の情報や自身の考察などを配布資料やノート
に加筆する。

3時間対面

第2回 日本の国土―位置・領土・領海―

日本の位置を地図帳やデジタル地図を用いて解説します。
地理学・地誌学で必要な基礎的知識として，地図の種類や地図情報の
表現法（地図投影法，緯度・経度，時差など）について解説します。

予習：地図帳で日本の位置と地図投影法，緯度・経度を
確認する。
復習：補足の情報や自身の考察などを配布資料やノート
に加筆する。

3時間対面

第3回 八尾巡検―フィールドワーク実践―

大学周辺で巡検を実施します。巡検では，地形図やその他の資料を
持ってそれを参照しながら歩きます。
※新型コロナウイルス感染拡大の状況によっては，内容や形式を変更
する場合があります。

予習：大学周辺，近鉄八尾駅，JR八尾駅周辺の明治期と
現在の地形図を「今昔マップ」で確認しながら比較する。
復習：補足の情報や自身の考察などを配布資料やノート
に加筆する。
課題：レポート「大学周辺のみどころ」を作成する。

6時間対面

第4回 日本の地域区分と旧国境

日本の律令制時代の地域区分から廃藩置県後，さらに現在に至るまで
の地域区分の変遷について解説します。

予習：地図帳で47都道府県の位置と名称を確認する。
復習：補足の情報や自身の考察などを配布資料やノート
に加筆する。

3時間対面
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第5回 日本の自然環境

地形の成因について解説します。日本の自然環境の特徴について山地
と平野，地震，河川といった観点から解説します。

予習：世界のプレートの分布を確認する。
復習：日本の河川，山地・山脈，平野の場所を確認する。
補足の情報や自身の考察などを配布資料やノートに加筆
する。

3時間対面

第6回 日本の気候―稲と茶―

世界と日本の気候について解説します。また稲作文化，茶の飲食文化
についても解説します。

予習：ケッペンの気候区分を確認する。それぞれの気候
の特徴を確認する。
復習：補足の情報や自身の考察などを配布資料やノート
に加筆する。

3時間対面

第7回 日本の人口（オンデマンド）

動画を配信します。動画では，世界と日本の人口動向，人口分布につ
いて解説します。また，日本における人口問題と将来像を解説します。

予習：各人口ピラミッドの特徴を確認する。
復習：補足の情報や自身の考察などを配布資料やノート
に加筆する。

3時間オンデマンド

第8回 日本の資源・エネルギーと産業

世界と日本の資源・エネルギーの分布を解説します。産業別人口構成
から世界と日本の産業について比較をしながら解説します。
日本における工業の立地がいかなる条件でどこに分布しているのかを
解説します。

予習：日本の主な工業地帯を確認する。
復習：補足の情報や自身の考察などを配布資料やノート
に加筆する。
課題：レポート「出身地の地誌」を作成する。

6時間対面

第9回 プレゼンテーションー「出身地の地誌」―

「出身地の地誌」を発表してもらいます。
※新型コロナウイルス感染拡大の状況によっては，内容や形式を変更
する場合があります。

予習：課題レポート「出身地の地誌」を発表用資料に作り
替える。
復習：自身の発表で不足していたことを振り返る。

6時間対面

第10回 九州地方

東アジアとの近接性，自然環境の多様性，畜産業の観点から九州地方
の特徴を解説します。

予習：九州地方に関する基礎的な事項を地図帳で確認す
る。
復習：補足の情報や自身の考察などを配布資料やノート
に加筆する。

4時間対面

第11回 中国・四国地方

気候，重化学工業，海上交通の観点から中国・四国地方の特徴を解説
します。

予習：中国・四国地方に関する基礎的な事項を地図帳で
確認する。
復習：補足の情報や自身の考察などを配布資料やノート
に加筆する。

4時間対面

第12回 近畿地方

琵琶湖水系，京阪神都市圏，阪神工業地帯の観点から近畿地方の特
徴を解説します。

予習：近畿地方に関する基礎的な事項を地図帳で確認す
る。
復習：補足の情報や自身の考察などを配布資料やノート
に加筆する。

4時間対面

第13回 中部地方

山脈地帯，太平洋ベルト，農業・水産業の観点から中部地方の特徴を
解説します。

予習：中部地方に関する基礎的な事項を地図帳で確認す
る。
復習：補足の情報や自身の考察などを配布資料やノート
に加筆する。

4時間対面

第14回 関東地方

関東平野，都市圏，メガシティ東京の観点から関東地方の特徴を解説
します。

予習：関東地方に関する基礎的な事項を地図帳で確認す
る。
復習：補足の情報や自身の考察などを配布資料やノート
に加筆する。

4時間対面

第15回 東北・北海道地方

冷涼な気候，大規模農業，民族の観点から東北・北海道方の特徴を解
説します。

予習：東北・北海道地方に関する基礎的な事項を地図帳
で確認する。
復習：補足の情報や自身の考察などを配布資料やノート
に加筆する。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 地誌Ⅱ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234岡田　良平

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
法学部専門教育科目

テーマ 地誌学と地域性

授業の目的及び概要
地誌学の目的・方法について学び地域研究の意義を明らかにする。世界地誌を中心とし、東アジア、東南アジア、北アメリカ、ヨーロッパの自然、歴史や
地域構造、文化の伝播などについて、広角的な視点から地域の形成過程を学ぶ。世界地誌との比較のために、日本の地誌についても特徴ある地域を
社会問題と関連させながら考察していく。そのなかで、地域性とは何か、地誌とは何かを考察できるようになることを目指す。また、教職の履修科目でも
あることからどのように地域を児童・生徒にとらえさせるのかについても適宜、考察していき、社会科や地歴科教員の素地の育成にも対応する。

学修の到達目標
地域を広角的に捉えながら、その中で生活する人々の現象や地域性を精緻に探求できる力を身につける。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
教員免許状取得希望者を主な対象としますが、それ以外の学生も履修できます。教員免許状（中学校「社会」及び高等学校「地理歴史」）取得希望者に
は、「地誌Ⅰ」もあわせて履修してください。

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
課題については、授業中に解説及び講評を行います。また、レポートのフィードバックについては授業支援システム（Learning Portal)に解答の掲載と授
業内において質問への回答や補足説明を行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

高校地理の未習者にも配慮しながら授業を進めます。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

発表・レポート、授業への参加姿勢な
どを重視して総合評価します。060

00040

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

特に指定しない。各回の講義で適宜、文献、参考書を紹介する。

参考書

①世界の国々を調べる，矢ヶ崎典隆編，古今書院，2007
②日本をまなぶ　西日本編，上野和彦編，古今書院，2017
③日本をまなぶ　東日本編，上野和彦編，古今書院，2017

０

①9784772241526
②9784772253000
③9784772253017

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 オリエンテーション
講義の進め方、内容、計画、留意事項の説明

地理学と地誌学
小学校の社会科の教科書や資料集をもとに、すでにみなさんが地理学
や地誌学に触れてきていることを再確認します。

Lerning Portalに掲載する第１回授業資料を授業後に読ん
で復習しておくこと

4時間対面

第2回 東南アジアの自然・歴史・文化1

東南アジアの地誌
タイの自然・歴史・文化
日本でも人気の海外旅行先であるタイ。首都バンコクのあるタイ中央
部、世界的観光地プーケットのあるタイ南部、古都チェンマイがあるタイ
北部などには多くの観光客が押し寄せます。しかし、タイ東北部は観光
地も少なく、経済的にも貧しい地域とされてきました。講義では、タイ東
北部のドンデーン村とその周辺の村を事例に、都市化に翻弄される都
市近郊農村を考察します。

Lerning Portalに掲載する第２回授業資料を授業後に読ん
で復習しておくこと

4時間対面
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第3回 東南アジアの自然・歴史・文化2

ラオスの自然・歴史・文化
世界の中でも最貧国と位置付けられてきたラオス。近年、中国などの資
本が流入し、社会主義国のラオスにも市場経済が浸透しています。そ
の一方で、首都ビエンチャン近郊でも豊かな自然循環と共生する昔な
がらの生活が色濃く残っています。ラオスは大小60の民族が混在する
多民族国家ですが、首都ビエンチャン周辺のメコン川一帯に住むラオ
族は民族的には広義でタイ東北部に住むタイ人と同じです。言語や文
化的にも近似しています。講義では、ビエンチャン周辺の農村の暮らし
を軸

Lerning Portalに掲載する第３回授業資料を授業後に読ん
で復習しておくこと

4時間対面

第4回 アメリカの自然・歴史・文化

アメリカの自然・歴史・文化
アメリカは世界一の経済大国であり、農業大国でもあります。様々な角
度からアメリカを論じることが可能です。講義では、スポーツ大国アメリ
カという一面からアメリカの地域性を考察します。アメリカの国技である
ベースボール。中でもメジャーリーグは一大産業です。メジャーリーグに
は全30球団ありますが、各球団とも本拠地の地域性を重視しています。
チーム名や球団運営にその文化や経済を見ることができます。いくつか
の球団を事例に、チーム名の由来から各地域の地域性や地誌を考察し
ます

Lerning Portalに掲載する第４回授業資料を授業後に読ん
で復習しておくこと

4時間対面

第5回 中世から近代に至るヨーロッパの自然・歴史・文化

ヨーロッパは国や地域の違いだけでなく、自然環境や気候も多様です。
そこで「ヨーロッパ世界から見た世界観」というテーマで地誌を考察して
みたいと思います。１３世紀〜１８世紀のヨーロッパの人たちが自分たち
の知らない世界（アジア・アフリカ・南北アメリカ・オーストラリア大陸な
ど）をどのように捉え、どのような世界観を持ち、好奇心を掻き立てられ
たのかを考えながら大航海時代、新大陸の発見、植民地主義に欠かす
ことができなかった「地理学・地誌学」の重要性についても考察します。

Lerning Portalに掲載する第５回授業資料を授業後に読ん
で復習しておくこと

4時間対面

第6回 地理的な見方・考え方の理論と実践①

八尾の地誌
大阪平野・生駒山地の景観及び産業と歴史
地誌学の基本であるフィールドワークの実践に向けて八尾市の地誌及
び近鉄八尾駅周辺の解説を行います。

※感染状況等によって、内容を変更する場合があります。

Lerning Portalに掲載する第６回授業資料を授業後に読ん
で復習しておくこと

4時間対面

第7回 麺の文化地理と地誌

私たちの生活で麺類は切っても切り離せません。うどん、そば、パスタ、
ラーメン、焼きそばなど調理方法まで含めれば、多種多様でです。これ
らの麺文化の背景には小麦など穀物の生産が欠かせません。講義で
は、中国を中心に東アジア、東南アジアへと麺文化が波及していった麺
文化の系統性や文化史を通して、東アジアや東南アジア全体における
文化地理学的視点から麺と地域性について考察します。

Lerning Portalに掲載する第７回授業資料を授業後に読ん
で復習しておくこと

4時間対面

第8回 東南アジア・東アジアの食文化と地誌

東南アジアから東アジア地域の発酵食品、とりわけ魚醤と地域性つい
て考察します。日本の食生活では魚醤と言われてもピンとこないかもし
れません。調味料として有名なのはナンプラーです。しかし、そのルー
ツ、製造過程を見ていくと東南アジアから東アジアにかけて広がる「魚
醤文化圏」が見えてきます。麺の文化地理学は中国を中心とした広がり
でしたが、東南アジアを中心とした東アジアにわたる河川や海洋圏での
広がりとして考察します。

Lerning Portalに掲載する第８回授業資料を授業後に読ん
で復習しておくこと

4時間対面

第9回 食糧問題における世界各地の自然・歴史・文化

飽食の日本において食料問題や食糧危機に関する実感は日常生活か
らはほとんどありません。講義では、バナナ、ジャガイモなどの身近な食
材をテーマに食料生産を軸に様々な観点から食糧問題を考察します。
世界の食糧生産や消費動向について考察し、その中で世界各地で起
こった食料問題と自然環境の変化、社会経済の変化を結びつけて考察
します。

Lerning Portalに掲載する第９回授業資料を授業後に読ん
で復習しておくこと

4時間対面

第10回 フィールドワーク実践①

これまでの学習内容を活かして地誌学の基本であるフィールドワークを
行います。近鉄八尾駅周辺で行います。また、八尾市の地誌について
も解説します。
各自でテーマ設定し、フィールドワークを通して得られた情報から内容
を整理する。
※感染状況等によって、内容を変更する場合があります。

Lerning Portalに掲載する第10回授業資料を授業後に読
んで復習しておくこと

4時間対面

第11回 フィールドワーク実践②

これまでの学習内容を活かして地誌学の基本であるフィールドワークを
行います。近鉄八尾駅周辺で行います。また、八尾市の地誌について
も解説します。
各自でテーマ設定し、フィールドワークを通して得られた情報から内容
を整理する。
※感染状況等によって、内容を変更する場合があります。

Lerning Portalに掲載する第11回授業資料を授業後に読
んで復習しておくこと

4時間対面

第12回 地理的な見方・考え方の理論と実践②

フィールドワークによって得られた情報や気づきをもとにテーマに即した
地図の作成を行います。

※感染状況等によって、内容を変更する場合があります。

Lerning Portalに掲載する第12回授業資料を授業後に読
んで復習しておくこと

4時間対面

第13回 作成した地図をもとにしたグループセッション

①作成した地図の良い点と改善点についての検討
②グループに分かれて、作成した地図をもとにグループ討議を行いま
す。
③地図とは何か、地誌とは何かについて検討します
④地図や地誌を通して第三者に地域の魅力をどのように発信し、伝え
るのかについて検討します。

Lerning Portalに掲載する第13回授業資料を授業後に読
んで復習しておくこと

4時間対面

第14回 方言と地域性（日本の地誌）
社会言語学と地理学（身近なものを通した学際的な学び）

私たちが日常的に使っている方言。特に関西弁は有名です。一般的な
感覚では、方言は国語の分野での研究となります。しかし、地理学や地
誌学ではこうした他分野の領域も地域性を表すテーマとして取り上げる
ことができます。講義では、大阪を事例にしながら大阪の各地で使われ
ている方言の特徴や違いについて考察します。方言の分布を考えるこ
とで地域性も考察することができます。また、方言周圏論や方言の位置
付けの変化から社会全体の方言や言葉、地域そのものに対する人々
のまなざしの変容についても考察します。

Lerning Portalに掲載する第14回授業資料を授業後に読
んで復習しておくこと

4時間対面
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第15回 地誌学とは何か

学修の総括を行います。第1回目で提示した地誌学とは何かという問い
に対し、学修した内容を中心に地誌的な視点による地域理解や考察を
ふり返ります。その中で、地域調査においてミクロ・マクロ（ズームの調
整）による視点に切り替えの重要性について学修します。また、学修ふ
り返りに合わせて、フィードバックも行います。授業内でレポート実施及
び・提出物の確認等も行います。

Lerning Portalに掲載する第15回授業資料を授業後に読
んで復習しておくこと

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 社会学概説　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234児玉　菜

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
法学部専門教育科目

テーマ 社会学における基本的な考え方、理論、手法などについて学び、現代社会における諸課題について考える。

授業の目的及び概要
・本講義は、社会学における入門講義として位置づけられるが、現代社会における様々なトピックや事象を取り上げ、社会学に関連する基本的な知識
や研究スキルを幅広く学ぶことを目的とする。
・具体的には、社会福祉、現代医療制度、家族・ジェンダー、環境(SDGs)、教育、マスコミなどの各分野において、どのようなことが課題となっているのか
を理解し、その解決策について個人やグループワークを通じて検討する。

学修の到達目標
ここでは、以下の3点を主な到達目標とする。
①社会学のものの見方、考え方、社会学の基礎理論を学ぶ(法学・政治学・経済学の専門分野との関連を意識する)。
②授業で身に付けた社会学に関連する知識を活用して日常生活における様々な社会現象を読み解き、課題及び解決策について考えることができる。
③関心をもっている社会問題について、社会学的な視座から読み解き、自らの考えや意見を表現(発表・記述)することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
教員免許状取得要件となる科目ですが、それ以外の学生の履修も歓迎します。

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
・講義時に振り返りシート(感想シート)への記入をしてもらい、それに対してコメントを付して返却を行う。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

・本講義では、現代社会における様々なトピックを取り上げ、社会学的な視座からそれらを分析的に思考するため、普段から新聞やニュースなどに関心
をもつようにすること。
・グループワークやディスカッションなどを通じて、自分の考えや意見を出せるようにし、積極的に他者とコミュニケーションを図っていくようにすること。
・自己の専門分野や領域(法学・経済・政治など)と本講義の内容を関連づけながら、社会問題の解決に向けて具体的な方策を構想できるように主体的
に学習にのぞむこと。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
0

030

010060

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

・テキスト指定は行わない。必要な資料を適宜配布する。

参考書

①社会学入門 , 筒井淳也・前田泰樹, 有斐閣, 2017年
②社会学の力, 友枝敏雄・浜日出夫・山田真茂留, 有斐閣, 2017年

なし

①9784641150461
②9784641174306

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ◇社会学概説の授業ガイダンス
　・本講義の進め方や受講するにあたっての留意点(授業の内容や評
価方法など)についての確認を行う。
　・社会学とは何かを、具体的なトピックを分析することによって理解す
る。

事前学習：興味のあるニュースを探し、概要を調べておく。
事後学習：講義で学んだ社会学の基本理論・専門用語な
どについて補足事項を調べ、ノートやデータに整理してお
くこと。

4時間対面

第2回 ◇個人と社会／組織と集団
　・社会学からみた個人と社会、組織と集団における基本的な性質につ
いて考える。
　・実際におきた事件や社会的事象をトピックに取り上げ、それぞれの
立場や状況に応じて、どのように判断や対応が変わるのかを検討す
る。

事前学習：個人と社会、組織と集団に関わるトピックを探
し、概要を調べておく。
事後学習：講義で学んだ社会学の基本理論・専門用語な
どについて補足事項を調べ、ノートやデータに整理してお
くこと。

4時間対面

第3回 ◇学校と職業／学歴社会と教育政策
　・新しい時代の社会情勢はどのように変化するのか、学歴社会、既存
の職業や仕事はどのように変わっていくのかについて考える。
　・時代に合わせた教育政策とは何か、社会学的な視点からあらためて
検討する。

事前学習：新しい時代における教育改革に関わるトピック
を探し、概要を調べておく。
事後学習：講義で学んだ社会学・教育学の基本理論・専
門用語などについて補足事項を調べ、ノートやデータに整
理しておくこと。

4時間対面
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第4回 ◇社会における格差問題／グループワーク
　・現代日本社会における様々な格差問題について検討し、その格差
がどこから生じているものなのかについて検討する。
　・関心のある分野、研究分野における様々な格差に注目し、それぞれ
の考えや意見を出し合う。

事前学習：自己の関心のある分野や領域に存在する様々
な格差について調べ、概要を発表できるようにしておくこ
と。
事後学習：講義で学んだ社会学の基本理論・専門用語な
どについて補足事項を調べ、ノートやデータに整理してお
くこと。

4時間対面

第5回 ◇家族とジェンダー
　・日本の家族形態が、社会状況に合わせてどのように変化してきたの
かを理解する。
　・家族及び性役割の変容を考察し、これからの時代における家族の在
り方について考える。

事前学習：家族問題に関わる事件やトピックについて調
べ、概要について説明できるようにしておくこと。
事後学習：講義で学んだ社会学の基本理論・専門用語な
どについて補足事項を調べ、ノートやデータに整理してお
くこと。

4時間対面

第6回 ◇マス・コミュニケーションと情報化社会
　・マスコミがどのような影響を社会に与え得るのか、また情報化社会
の問題点とその克服について考察する。
　・上記の点について、グループワークを通じて意見交換を行う。

事前学習：マスコミが大きく影響したと考えられる日本文
化について調べ、その概要を説明できるようにしておくこ
と。
事後学習：講義で学んだ社会学、メディア文化論などの基
本理論・専門用語などについて補足事項を調べ、ノートや
データに整理しておくこと。

4時間対面

第7回 ◇現代医療と生命倫理 
　・医療技術の進歩によって、現代社会はどのように変化しているのか
について、その影響を具体的に検討する。
　・社会学的な視点から生命倫理を考えた場合、どのような課題が残さ
れているのかを考える。

事前学習：第1回～第6回までの講義で取り上げた内容に
ついて、基本的事項を確認してくること。
事後学習：講義で学んだ社会学や医学に関する基本理
論・専門用語などについて補足事項を調べ、ノートやデー
タに整理しておくこと。

4時間対面

第8回 ◇福祉国家と社会福祉／少子高齢化問題
　・福祉国家体制について基本的知識を学ぶ。
　・日本における少子高齢化問題の解決策を社会福祉の面から具体的
に検討する。

事前学習：少子高齢化問題に関連するニュースやトピック
を調べ、概要を説明できるようにすること。
事後学習：講義で学んだ社会学や社会福祉制度の基本
理論・専門用語などについて補足事項を調べ、ノートや
データに整理しておくこと。

4時間対面

第9回 ◇ＳＤＧｓと環境問題
　・グループワークを通して、社会学の視点からSDGｓの基本理念を学
ぶ。
　・環境問題を身近に捉えるために、現代社会ではどのような工夫が必
要なのか、具体的に検討する。

事前学習：SDGｓに関わる基本的な事項について、本やイ
ンターネットなどを活用して調べてくる。
事後学習：講義で学んだ社会学や環境問題の基本理論・
専門用語などについて補足事項を調べ、ノートやデータに
整理しておくこと。

4時間対面

第10回 ◇グローバル化／紛争・平和・文化的多様性
　・社会学の視点から文化の多様性や平和構築（積極的平和・消極的
平和）等に関する基本概念を学ぶ。
　・グループワークを通して、文化の多様性や平和構築をめぐる問題を
身近に捉えるために、現代社会ではどのような工夫が必要なのか、具
体的に検討する。

事前学習：実際に国内外で行われている文化的多様性を
めぐる取り組みや今後検討されているプロジェクトなどに
ついて調べてくる。
事後学習：講義で学んだ社会学や文化的多様性・平和構
築をめぐる問題の基本理論・専門用語などについて補足
事項を調べ、ノートやデータに整理しておくこと。

4時間対面

第11回 ◇プレゼンテーション①
　・これまで調べてきた内容などについて個人発表を行う。
　・他者の発表を聞いて、自分なりの考えや意見を具体的に述べる。

事前学習：課題として出された内容について、客観的な
データを基に調べ学習を行ってくること。
事後学習：発表内容から得た社会学に関する基本理論・
専門用語などについて補足事項を調べ、ノートやデータに
整理しておくこと。

4時間対面

第12回 ◇プレゼンテーション②
　・これまで調べてきた内容などについて個人発表を行う。
　・他者の発表を聞いて、自分なりの考えや意見を具体的に述べる。

事前学習：課題として出された内容について、客観的な
データを基に調べ学習を行ってくること。
事後学習：発表内容から得た社会学に関する基本理論・
専門用語などについて補足事項を調べ、ノートやデータに
整理しておくこと。

4時間対面

第13回 ◇災害と防災 ／災害がもたらした新たな価値観と生活
　・災害によって社会構造がどのように変化するのか、国内外の事例を
取り上げ具体的に考察をする。
　・統計資料を見ながら、災害による影響を読み解く。
　・近年の防災対策についての傾向と課題について理解する。

事前学習：自分が経験した身近な災害や、関心のある防
災対策などについて調べ、概要を説明できるようにしてお
くこと。
事後学習：講義で学んだ災害社会学の基本理論・専門用
語などについて補足事項を調べ、ノートやデータに整理し
ておくこと。

4時間対面

第14回 ◇社会学における研究方法
　・理論的研究に加え、社会学で用いられる量的調査・質的調査などの
主要な研究方法について学ぶ。
　・調査結果(実際の調査データやグラフなど)からどのようなことが読み
取れるのか、グループワークなどを通じて情報を共有する。

事前学習：社科学における様々な調査方法について調
べ、概要を説明できるようにしておくこと。
事後学習：講義で学んだ社会学における調査方法の基本
理論・専門用語などについて補足事項を調べ、ノートや
データに整理しておくこと。

4時間対面

第15回 ◇社会学の総括　
　・これまで本講義で取り上げてきた内容を総括し、知識の定着を図る。
　・国内外における社会課題の解決に向けて、今後どのようなプロジェ
クトが必要になってくるのか、具体的な構想について考え、それをもとに
期末レポートの執筆を行う。

事前学習：理解度(確認)テストに向けて、第1回～第14回
までの講義内容について基本事項を確認してくること。
事後学習：本講義全体で学んだ社会学の基本理論・専門
用語などについて補足事項を調べ、ノートやデータに整理
しておくこと。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 哲学概説Ⅰ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234山口　尚

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
法学部専門教育科目

テーマ 哲学の歴史と課題——古代・近代・現代

授業の目的及び概要
西洋哲学史上の代表的な哲学者について基本的知識を身に付け、彼らの問題を内側から理解すること。また、古代哲学と近代哲学の特徴を全体とし
て感じ取り、そのうえで現代を生きるわれわれにとっての哲学的課題を自ら問い尋ねてゆくこと。それがこの授業の目的です。
授業はプラトン、アリストテレス、デカルト、カント等の原典翻訳に即して進められますが、受講生には、なじみのない固有名詞や難解な概念・論証を単
に情報としてインプットすることにとどまらず、哲学者たちの思考を追体験することで自分自身の思考のなかに血肉化することが期待されます。

学修の到達目標
１）西洋哲学史上の代表的な哲学者について、固有名詞とその鍵概念を知り、その内容について説明できる
２）古代哲学と近代哲学について、それぞれの特徴と相互の差異を俯瞰的に把握し、それを論述できる
３）以上１）２）を踏まえつつ、現代の哲学的課題を自分なりに把握し、アプローチの仕方を提案できる

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
教員免許状取得希望者を主な対象としますが、それ以外の学生も履修できます。ただし、教員免許状（中学校「社会」及び高等学校「公民」）取得希望
者には、「哲学概説Ⅱ」「倫理学概説Ⅰ・Ⅱ」もあわせて履修することを推奨します。

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
・提出物をコメントつきで返却する

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

私語厳禁。真摯な態度で臨むこと。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

040

00060

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

『シグマベスト 理解しやすい倫理』（藤田正勝著、文栄堂、2015年）

参考書

978-4-578-24209-3
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 哲学とは何か 【予習】
シラバスを読んでくること。
【復習】
再度シラバスを読み、自身に履修に適した科目か確認す
ること。

4時間対面

第2回 ギリシア哲学 【予習】
教科書pp. 40-44を読んで、その内容に即した問い・疑問
を3つ以上、用意してくること。
【復習】
返却した第１回ワークシートを確認し、加除訂正を行うこ
と。

4時間対面

第3回 プラトンとイデア論 【予習】
教科書pp. 44-51を読み、プラトンに関する内容をまとめた
うえで、そのイデア論に対する賛否を自分なりに述べるこ
と。
【復習】
返却した第２回ワークシートを確認し、加除訂正を行うこ
と。

4時間対面
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第4回 アリストテレスと哲学の体系 【予習】
教科書pp.51-56を読んで、その内容を踏まえつつ、古代
ギリシア人の自然観・宇宙像について自分なりに調べてく
ること。
【復習】
返却した第３回ワークシートを確認し、加除訂正を行うこ
と。

4時間対面

第5回 アウグスティヌスとキリスト教 【予習】
教科書pp. 57-70を読んでキリスト教（思想）について大づ
かみに理解した上で、キリスト教徒が十字を切って祈るこ
との意味についてできるだけ詳しく調べてくること。
【復習】
返却した第４回ワークシートを確認し、加除訂正を行うこ
と。

4時間対面

第6回 コペルニクスと科学革命 【予習】
教科書 pp. 198-201を参考に、「科学革命」について調べ
てくること。
【復習】
返却した第５回ワークシートを確認し、加除訂正を行うこ
と。

4時間対面

第7回 デカルト『方法序説』およびベーコン『ノヴム・オルガヌム』と学問の方法 【予習】
教科書 pp. 201-207を読み、デカルトの演繹法とベーコン
の帰納法についてまとめてくること。
【復習】
返却した第６回ワークシートを確認し、加除訂正を行うこ
と。

4時間対面

第8回 スピノザ『エチカ』およびライプニッツ『人間知性新論』と大陸合理論 【予習】
教科書 p.206「物心二元論」および、pp.209-210「合理論」
について読み、「物心二元論」にどのような難問があるか
考えてくること。
【復習】
返却した第７回ワークシートを確認し、加除訂正を行うこ
と。

4時間対面

第9回 ロック『人間知性論』およびヒューム『人間本性論』と英国経験論 【予習】
教科書 pp.208-209を参考に、ジョン・ロックについて調べ
てくること。
【復習】
返却した第８回ワークシートを確認し、加除訂正を行うこ
と。

4時間対面

第10回 カント『純粋理性批判』と形而上学 【予習】
教科書 pp.220-225を参考に、カントの「第一アンチノミー」
について調べてくること。
【復習】
返却した第９回ワークシートを確認し、加除訂正を行うこ
と。

4時間対面

第11回 コント『実証哲学講義』とフランス革命 【予習】
教科書 pp.248-249を参考に、コントのフルネームと生涯
について調べてくること。
【復習】
返却した第１０回ワークシートを確認し、加除訂正を行うこ
と。

4時間対面

第12回 ウィリアム・ジェームズ『プラグマティズム』から考える 【予習】
アメリカ人とはどのような人々か？　その国民性について
自分なりに調べてくること。
【復習】
返却した第１１回ワークシートを確認し、加除訂正を行うこ
と。

4時間対面

第13回 ウィトゲンシュタイン『論理哲学論考』から考える 【予習】
「世界」とは何か？　自分なりに定義してみること。
【復習】
返却した第１２回ワークシートを確認し、加除訂正を行うこ
と。

4時間対面

第14回 サルトル『実存主義とは何か』から考える 【予習】
「ペーパーナイフ」について調べてくること。
【復習】
返却した第１３回ワークシートを確認し、加除訂正を行うこ
と。

4時間対面

第15回 哲学の歴史と課題ーー復習の講義動画を公開する（同時にレポート試
験の課題を説明する）。

【復習】
これまでのワークシートと教科書の対応範囲について抜
かりなく復習してくること。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 哲学概説Ⅱ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234山口　尚

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
法学部専門教育科目

テーマ 哲学の現代——社会理論・実存主義・分析哲学・構造主義・ヒューマニズム

授業の目的及び概要
現代の哲学へ入門するため、この授業では社会理論・実存主義・分析哲学・構造主義・ヒューマニズムの思想を学びます。具体的には、マルクス、キェ
ルケゴールやニーチェやハイデガー、ウィトゲンシュタイン、フーコー、シュヴァイツァーなどの思想を学びます。それぞれの哲学者がどのような問題関心
のもと・何を・どのように論じているのか、じっくり腰を据えて考えてゆきましょう。。これによって自分たちの社会を作りあげている考え方を知ることがで
き、そこからこれからの社会を新たな世代が作り上げていくさいの足がかりを得ることができるでしょう。

学修の到達目標
１）それぞれの思想について、その哲学史的文脈を理解し、他者に説明できる
２）それぞれの哲学者の問題意識と創意とを、テキストに内在的に理解し、他者に説明できる
３）以上１）２）を踏まえて、自身の解釈を提示できる

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
教員免許状取得希望者を主な対象としますが、それ以外の学生も履修できます。ただし、教員免許状（中学校「社会」及び高等学校「公民」）取得希望
者には、「哲学概説Ⅰ」「倫理学概説Ⅰ・Ⅱ」もあわせて履修することを推奨します。

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
・提出物はコメントを付して返却します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

予習復習にしっかりとりくむこと。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

040

00060

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

『シグマベスト　理解しやすい倫理』（藤田正勝著、文栄堂、2015年）

参考書

978-4-578-24209-3
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 西洋哲学史概観 【予習】
シラバスを読んでくること。
【復習】
再度シラバスを読み、自身の履修に適した科目か確認す
ること。

4時間対面

第2回 功利主義 【予習】
教科書pp. 238-242を読んで功利主義の思想をまとめてく
ること。
【復習】
返却した第１回ワークシートを確認し、加除訂正を行うこ
と。

4時間対面

第3回 マルクス 【予習】
教科書pp.242-248を読んで、社会主義の思想について簡
潔にまとめてくること。
【復習】
返却した第２回ワークシートを確認し、加除訂正を行うこ
と。

4時間対面

第4回 キェルケゴール 【予習】
教科書pp.255-257を読んで、キェルケゴールの思想をまと
めてくること。
【復習】
返却した第３回ワークシートを確認し、加除訂正を行うこ
と。

4時間対面
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第5回 ニーチェ 【予習】
教科書pp.257-259を読んで、ニーチェの思想をまとめてく
ること
【復習】
返却した第４回ワークシートを確認し、加除訂正を行うこ
と。

4時間対面

第6回 ハイデガー 【予習】
教科書pp.260-262を読んでハイデガーの思想をまとめてく
ること
【復習】
返却した第５回ワークシートを確認し、加除訂正を行うこ
と。

4時間対面

第7回 ヤスパースとサルトル 【予習】
教科書pp.259-264を読んでヤスパースとサルトルの思想
をまとめてくること。
【復習】
返却した第６回ワークシートを確認し、加除訂正を行うこ
と。

4時間対面

第8回 フロイトとユング 【予習】
教科書pp.264-267を読んでフロイトとユングの考えをまと
めてくること。
【復習】
返却した第７回ワークシートを確認し、加除訂正を行うこ
と。

4時間対面

第9回 フランクフルト学派 【予習】
教科書pp.270-271を読んでフランクフルト学派の思想をま
とめてくること。
【復習】
返却した第８回ワークシートを確認し、加除訂正を行うこ
と。

4時間対面

第10回 アーレント 【予習】
教科書p.282を読んでアーレントの思想をまとめてくるこ
と。
【復習】
返却した第９回ワークシートを確認し、加除訂正を行うこ
と。

4時間対面

第11回 構造主義 【予習】
教科書pp.272-274を読んで構造主義の思想をまとめてく
ること。
【復習】
返却した第１０回ワークシートを確認し、加除訂正を行うこ
と。

4時間対面

第12回 ウィトゲンシュタイン 【予習】
教科書pp.269-270を読んでウィトゲンシュタインの思想を
まとめてくること。
【復習】
返却した第１１回ワークシートを確認し、加除訂正を行うこ
と。

4時間対面

第13回 クーン 【予習】
教科書p.287を読みクーンの思想をまとめてくること。
【復習】
返却した第１２回ワークシートを確認し、加除訂正を行うこ
と。

4時間対面

第14回 ポスト構造主義 【予習】
教科書を読みポスト構造主義の思想をまとめてくること。
【復習p.274】
返却した第１３回ワークシートを確認し、加除訂正を行うこ
と。

4時間対面

第15回 現代のヒューマニズムーー復習の講義動画を公開する（同時にレポート
試験の課題を説明する）。

【予習】
教科書pp.275-280を読み現代のヒューマニズムの思想を
まとめてくること。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 倫理学概説Ⅰ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234山口　尚

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
法学部専門教育科目

テーマ 倫理思想の体得——中国思想と仏教から日本思想へ

授業の目的及び概要
近代以前の日本の倫理思想はおもに中国思想と仏教を背景として展開してきました。本講義では、このふたつの伝統思想についての踏み込んだ理解
のために、それぞれの思潮の思想家がどのような考えを提示したのかを確認します。そのうえで日本思想を学びます。これによって自分たちの社会を
作りあげている考え方を知ることができ、そこからこれからの社会を新たな世代が作り上げていくさいの足がかりを得ることができるでしょう。

学修の到達目標
１）中国思想および仏教の基本事項について理解し、他者に説明できる
２）古代から近世までの日本思想史の流れを理解し、他者に説明できる
３）古典が読まれてきた仕方を理解し、自らもその読解に参入できる

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
教員免許状取得希望者を主な対象としますが、それ以外の学生も履修できます。ただし、教員の免許状（中学校「社会」及び高等学校「公民」）取得希
望者には、「哲学概説Ⅰ・Ⅱ」「倫理学概説Ⅱ」もあわせて履修することを推奨します。

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
・提出物は原則として次の回の授業冒頭に返却します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

予習復習にしっかりとりくむこと。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

400

00060

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

『シグマベスト 理解しやすい倫理』（藤田正勝著、文栄堂、2015年）

参考書

978-4-578-24209-3
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 １　「倫理」と「倫理学」の異同について
２　高校「倫理」と日本思想史について

【予習】
シラバスを読んでくること。
【復習】
再度シラバスを読み、自身の履修に適した科目か確認す
ること。

4時間対面

第2回 １　『論語』とはどのような書物か
２　『論語』はどのように読まれてきたか

【予習】
教科書を読み、自分なりに調べ、次の3点について考えて
くること。
①『論語』とはどのような書物か？　②孔子とはどのような
人物か？　③『論語』を読むとはどういうことか？
【復習】
返却した第１回ワークシートを確認し、加除訂正を行うこ
と。

4時間対面

第3回 仏教の起源 【予習】
教科書を読みpp.76-86を読み、仏教の思想についてまと
めてくること。
【復習】
返却した第２回ワークシートを確認し、加除訂正を行うこ
と。

4時間対面

第4回 仏教の広がり 【予習】
教科書を読みpp.76-86を読み、仏教の思想についてまと
めてくること。
【復習】
返却した第３回ワークシートを確認し、加除訂正を行うこ
と。

4時間対面
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第5回 朱子学と陽明学 【予習】
教科書pp.140-144を読んで朱子学と陽明学についてまと
めてくること。
【復習】
返却した第４回ワークシートを確認し、加除訂正を行うこ
と。

4時間対面

第6回 神道 【予習】
教科書pp.112-117を読んで神道についてまとめてくること
【復習】
返却した第５回ワークシートを確認し、加除訂正を行うこ
と。

4時間対面

第7回 聖徳太子 【予習】
教科書pp.118-119を読んで聖徳太子の思想についてまと
めてくること
【復習】
返却した第６回ワークシートを確認し、加除訂正を行うこ
と。

4時間対面

第8回 最澄と空海 【予習】
教科書pp.120-122を読んで最澄と空海の思想についてま
とめてくること
【復習】
返却した第７回ワークシートを確認し、加除訂正を行うこ
と。

4時間対面

第9回 鎌倉新仏教（１）――法然・親鸞・一遍 【予習】
教科書pp.124-130を読んで法然・親鸞・一遍の思想をまと
めてくること。
【復習】
返却した第８回ワークシートを確認し、加除訂正を行うこ
と。

4時間対面

第10回 鎌倉新仏教（２）――栄西・道元・日蓮 【予習】
教科書pp.130-134を読んで栄西・道元・日蓮の思想をまと
めてくること。
【復習】
返却した第９回ワークシートを確認し、加除訂正を行うこ
と。

4時間対面

第11回 林羅山・山崎闇斎・中江藤樹 【予習】
教科書pp.140-142を読んで林羅山・山崎闇斎・中江藤樹
の思想をまとめてくること
【復習】
返却した第１０回ワークシートを確認し、加除訂正を行うこ
と。

4時間対面

第12回 伊藤仁斎・山鹿素行・荻生徂徠 【予習】
教科書pp.143-145を読んで伊藤仁斎・山鹿素行・荻生徂
徠について調べてくること。
【復習】
返却した第１１回ワークシートを確認し、加除訂正を行うこ
と。

4時間対面

第13回 明六社と福沢諭吉 【予習】
教科書pp.154-156を読んで明六社と福沢諭吉についてま
とめてくること
【復習】
返却した第１２回ワークシートを確認し、加除訂正を行うこ
と。

4時間対面

第14回 西田幾多郎 【予習】
教科書pp.163-164を読んで西田幾多郎についてまとめて
くること。
【復習】
返却した第１３回ワークシートを確認し、加除訂正を行うこ
と。

4時間対面

第15回 日本倫理思想史の振り返りーー復習の講義動画を公開する（同時にレ
ポート試験の課題を説明する）。

【復習】
ノート等に即してこれまでの授業内容について細密に確
認してくること。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 倫理学概説Ⅱ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234山口　尚

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
法学部専門教育科目

テーマ 倫理学の歴史と課題——青年期の心理と現代の課題

授業の目的及び概要
倫理学の主要な立場について基本的知識を身に付け、それぞれの立脚点や相互の対立点を理解すること。また、そのうえで現代の応用倫理学の諸問
題に触れ、われわれが直面している諸問題について倫理学的観点から考察を深めること。それがこの授業の目的です。。これによって、これからの社
会を新たな世代が作り上げていくさいの足がかりを得ることができるでしょう。

学修の到達目標
１）青年期の心理をめぐる諸問題を理解し、それを説明できる
２）現代の応用倫理学の諸問題について、事例を具体的に知り、１）の諸原理・諸原則と関連付けて捉えられる
３）とくに関心のある現代の問題について、倫理学的観点から論点を整理し、自身の立場を説得的に提示できる

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
教員免許状取得希望者を主な対象としますが、それ以外の学生も履修できます。ただし、教員免許状（中学校「社会」及び高等学校「公民」）取得希望
者には、「哲学概説Ⅰ」「倫理学概説Ⅰ・Ⅱ」もあわせて履修することを推奨します。

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
・提出物はコメントをつけて返却します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

予習復習にしっかり取り組むこと。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

040

00060

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

『シグマベスト 理解しやすい倫理』（藤田正勝著、文栄堂、2015年）

参考書

978-4-578-24209-3
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 青年期の倫理と現代の課題 【予習】
シラバスを読んでくること。
【復習】
再度シラバスを読み、自身の履修に適した科目か確認す
ること。

4時間対面

第2回 人間とは何か 【予習】
教科書pp.11-15を読んで、人間とは何かをめぐる思想をま
とめてくること。
【復習】
返却した第１回ワークシートを確認し、加除訂正を行うこ
と。

4時間対面

第3回 欲求と防衛機制 【予習】
教科書第1章第2節を読んで欲求と防衛機制についてまと
めてくること
【復習】
返却した第２回ワークシートを確認し、加除訂正を行うこ
と。

4時間対面

第4回 エリクソンとライフサイクル 【予習】
教科書第1章第2節を読んでエリクソンのライフサイクル理
論についてまとめてくること。
【復習】
返却した第３回ワークシートを確認し、加除訂正を行うこ
と。

4時間対面
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第5回 パーソナリティ 【予習】
教科書第1章第2節を読んでパーソナリティの心理学の要
点をまとめてくること。
【復習】
返却した第４回ワークシートを確認し、加除訂正を行うこ
と。

4時間対面

第6回 青年期の課題 【予習】
教科書第1章第2節を読んで「青年期」とは何かについて
自分なりの理解を形成しておくこと。
【復習】
返却した第５回ワークシートを確認し、加除訂正を行うこ
と。

4時間対面

第7回 生命の倫理（１） 【予習】
教科書pp.297-300を読んで生命倫理の問題についてまと
めてくること
【復習】
返却した第6回ワークシートを確認し、加除訂正を行うこ
と。

4時間対面

第8回 生命の倫理（２） 【予習】
教科書pp.300-304を読んで生命倫理の問題についてまと
めてくること
【復習】
返却した第7回ワークシートを確認し、加除訂正を行うこ
と。

4時間対面

第9回 環境の倫理（１） 【予習】
教科書pp.305-307を読んで環境倫理の問題についてまと
めてくること
【復習】
返却した第8回ワークシートを確認し、加除訂正を行うこ
と。

4時間対面

第10回 環境の倫理（２） 【予習】
教科書pp.307-310を読んで環境倫理の問題についてまと
めてくること
【復習】
返却した第9回ワークシートを確認し、加除訂正を行うこ
と。

4時間対面

第11回 家族をめぐる問題 【予習】
教科書pp.311-315を読んで家族をめぐる問題について調
べてくること。
【復習】
返却した第１０回ワークシートを確認し、加除訂正を行うこ
と。

4時間対面

第12回 地域社会をめぐる問題 【予習】
教科書pp.316-317を読んで地域社会をめぐる問題につい
てまとめてくること
【復習】
返却した第１１回ワークシートを確認し、加除訂正を行うこ
と。

4時間対面

第13回 情報の倫理 【予習】
教科書pp.318-321を読んで情報倫理の問題についてまと
めてくること
【復習】
返却した第１２回ワークシートを確認し、加除訂正を行うこ
と。

4時間対面

第14回 文化と宗教の問題 【予習】
教科書pp.322-324を読んで情報倫理の問題についてまと
めてくること
【復習】
返却した第１３回ワークシートを確認し、加除訂正を行うこ
と。

4時間対面

第15回 平和をめぐる問題ーー復習の講義動画を公開する（同時にレポート試
験の課題を説明する）。

【予習】
教科書pp.325-327を読んで平和をめぐる問題についてま
とめてくること

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 宗教学概説　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234本多　真

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
法学部専門教育科目

テーマ この講義では、宗教の歴史的な流れを理解しつつ、グローバルな状況の中で宗教がどのように需要されているかについて学びます。

授業の目的及び概要
宗教文化、宗教対話、宗教慣習に関心を持ちつつ、宗教をめぐる現象を客観的に理解／分析することのできる力を身に着けることを目指します。また
宗教が社会とどう関わり、宗教のどういった側面が社会と反発するのかを知ることをとおして、身のまわりにある宗教や宗教的な風習との付き合い方に
関心を向けることができるようになる。

学修の到達目標
宗教がどのような歴史を経て、今日どのような形で現存し、社会とどのように共存しているのか、その概要について理解することができるようになりま
す。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
教員免許状取得希望者を主な対象としますが、それ以外の学生も履修できます。

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
フロアから寄せられた質問にその場で答えます。また講評についても授業時に対応します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

まずは身近にある宗教行事、宗教文化、伝統的慣習について考えてみてください。
また、政治、経済、医療と宗教の関係について考えてみてください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

050

002030

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

毎回、資料を準備します。

参考書

特になし。
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 イントロダクション：宗教について考える ・講義概要の説明。
・あなたがイメージする宗教とはいったい何を指しています
か。考えてみてください。
・世界に宗教を信じる人はどのくらいいるのか、調べてお
いてください。

4時間対面

第2回 宗教のタイプ：一神教、多神教、無神論／民族宗教、世界宗教 ・前回講義の内容を復習してきてください。
・どの宗教が「一神教」「多神教」「無神論」か、またそれら
の宗教が「民族宗教」「世界宗教」のいずれに該当する
か、調べておきましょう。

4時間対面

第3回 ユダヤ教について ・前回講義の内容を復習してきてください。
・ユダヤ教について学びますので、事前学習をしてきてく
ださい。

4時間対面

第4回 キリスト教について ・前回講義の内容を復習してきてください。
・キリスト教について学びますので、事前学習をしてきてく
ださい。

4時間対面

第5回 イスラム教について ・前回講義の内容を復習してきてください。
・イスラム教について学びますので、事前学習をしてきてく
ださい。

4時間対面

第6回 ヒンドゥー教について ・前回講義の内容を復習してきてください。
・ヒンドゥー教について学びますので、事前学習をしてきて
ください。

4時間対面

第7回 仏教について ・前回講義の内容を復習してきてください。
・仏教について学びますので、事前学習をしてきてくださ
い。

4時間対面
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第8回 神道について ・前回講義の内容を復習してきてください。
・神道について学びますので、事前学習をしてきてくださ
い。

4時間対面

第9回 日本人と宗教 ・前回講義の内容を復習してきてください。
・日本人の多くは「無宗教」でありながら、日本には無数の
宗教施設があります。この謎に迫ります。
・無数に存在する神社、寺院はどのように維持されている
のか、インターネットなどで調べておきましょう。

4時間対面

第10回 発表：自由論題① ・宗教について調べた内容を発表していただきます。 4時間対面

第11回 発表：自由論題② ・宗教について調べた内容を発表していただきます。 4時間対面

第12回 発表：自由論題③ ・宗教について調べた内容を発表していただきます。 4時間対面

第13回 宗教と社会課題① ・宗教は命をどう捉えるか、生命操作の現場に迫ります。
・人工妊娠中絶、胃ろうなどの医療行為にどの宗教が反
対意見なのか、調べておきましょう。

4時間対面

第14回 宗教と社会課題② ・宗教と政治について考えます。
・イスラエルとはどのような国か、調べておきましょう。

4時間対面

第15回 講義総括 ・前回講義の内容を復習してきてください。 4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 心理学概説　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234喜入　暁

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
法学部専門教育科目

テーマ 心理学の研究を読み解く

授業の目的及び概要
心理学は心の働きに科学的にアプローチする学問です。この授業では心理学の研究論文を読解し，発表してもらうことを通して科学的な研究方法およ
び心理学の諸概念に関する知識を身につけます。

学修の到達目標
心理学の研究方法（心の働きを測定するための科学的な方法）を説明できるようになる。
心の仕組みや働き、個人差などについての様々な現象、概念、理論を説明できるようになる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
教員免許状取得希望者を主な対象としますが、それ以外の学生も履修できます。

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
各回で適宜行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／反転授業／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

心理学に興味がある学生を歓迎します。事前知識はなくても構いません。
※1：グループで最低2回の発表が必須です。
※2：グループで集まっての課外学修が必須だろうと思われます。
※3：発表とディスカッションでは，オーディエンスには聞くだけでなく発言を求めます。
※4：基本的に，受講生が全員すべての回に出席することを前提に進めます。
※5：わからないことがありましたら手段は問いませんのでできるだけ早く質問してください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

070030

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは指定しません。回によっては受講生が指定します。

参考書

1. 心理学論文の読み方―学問の世界を旅する，都筑学，有斐閣アルマ，2022年
2. 心理学研究法入門―調査・実験から実践まで， 南風原朝和・市川伸一・下山晴彦（編），東京大学出版会，
2001年
3. 心理学研究法補訂版，高野陽太郎・岡隆（編），有斐閣アルマ，2017 年
4. なるほど! 心理学研究法，三浦麻子，北大路書房，2017年
5. 図鑑心理学―歴史を変えた100の話，トム・ジャクソン（著）・清水寛之・井上智義（監訳・訳），ニュートンプレ
ス，2020年
6. 心理学論文解体新書―論文の読み方・まとめ方活用ガイド，近藤龍彰・浅川淳司（編），ミネルヴァ書房，
2022年
7. 学術論文の読み方・まとめ方―心理学を学ぶ人のために，三井宏隆，慶應義塾大学出版会，2010年
8. はじめて出会う心理学第3版，長谷川寿一・東條正城・大島尚・丹野義彦・廣中直行，有斐閣アルマ，2020
年
9. すばらしきアカデミックワールドーオモシロ論文ではじめる心理学研究，越智啓太，北大路書房，2021年

なし

1. 978-4641221864
2. 978-4130120357
3. 978-4641220867
4. 978-4762829666
5. 978-4315522815
6. 978-4623092550
7. 978-4766417203
8. 978-4641221451
9. 978-4762831775

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 心理学の研究法：心理学で扱う対象および基本的な考え方と研究法の
概要を解説します。

事後学修：授業内容を復習し，次回以降および発表回に
備えること。

4時間対面

第2回 ガイダンス：授業の進め方と成績評価について説明し，複数の心理学
の論文を概要とともに紹介します。

事後学修：授業内容を復習し，次回以降および発表回に
備えること。

4時間オンデマンド

第3回 実験研究：心理学の特に実験研究を扱った論文を取り上げ，方法論と
読み取り方を解説します。

事後学修：授業内容を復習し，次回以降および発表回に
備えること。

4時間対面

第4回 調査研究：心理学の特に調査研究を扱った論文を取り上げ，方法論と
読み取り方を解説します。

事後学修：授業内容を復習し，次回以降および発表回に
備えること。

4時間対面

第5回 統計解析：心理学で一般的な統計解析の解説を行い，これまで紹介し
た研究論文を統計的な結果も含めた読み取り方を解説します。

事後学修：授業内容を復習し，次回以降および発表回に
備えること。

4時間対面
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第6回 文献の探し方・読み方：心理学の研究論文のリサーチ方法と全体的な
構成を解説します。

事後学修：授業内容を復習し，次回以降および発表回に
備えること。

4時間対面

第7回 グループ・テーマ決め：発表グループと各々のテーマおよびスケジュー
ルを決めた上で，各グループメンバーと協力して文献収集を進めます。

事後学修：各々のテーマに沿った文献を収集し，グループ
メンバーでまとめて資料を作成し，発表に備えること。

4時間対面

第8回 発表とディスカッション1：グループでまとめた論文を発表（紹介）し，オー
ディエンスも含めて研究の問題点やポイントを批判的な視点からディス
カッションします。

事後学修：この回で発表しなかったグループは各々の
テーマに沿った文献を収集し，グループメンバーでまとめ
て資料を作成し，発表に備えること。発表を終えたグルー
プはディスカッションを踏まえ，次回の発表に備えてテーマ
決め，文献収集，資料作成を進めること。

4時間対面

第9回 発表とディスカッション2：グループでまとめた論文を発表（紹介）し，オー
ディエンスも含めて研究の問題点やポイントを批判的な視点からディス
カッションします。

事後学修：この回で発表しなかったグループは各々の
テーマに沿った文献を収集し，グループメンバーでまとめ
て資料を作成し，発表に備えること。発表を終えたグルー
プはディスカッションを踏まえ，次回の発表に備えてテーマ
決め，文献収集，資料作成を進めること。

4時間対面

第10回 発表とディスカッション3：グループでまとめた論文を発表（紹介）し，オー
ディエンスも含めて研究の問題点やポイントを批判的な視点からディス
カッションします。

事後学修：これまでの発表でのディスカッションを踏まえ，
次回の発表に備えてテーマ決め，文献収集，資料作成を
進めること。

4時間対面

第11回 中間まとめ：発表とディスカッション1～3を通した講評を行います。 事後学修：これまでの発表でのディスカッションおよび講
評を踏まえ，次回の発表に備えてテーマ決め，文献収集，
資料作成を進めること。

4時間対面

第12回 発表とディスカッション4：グループでまとめた論文（前回とは異なる論
文）を発表（紹介）し，オーディエンスも含めて研究の問題点やポイント
を批判的な視点からディスカッションします。

事後学修：この回で発表しなかったグループは各々の
テーマに沿った文献を収集し，グループメンバーでまとめ
て資料を作成し，発表に備えること。発表を終えたグルー
プはディスカッションを踏まえ次回の発表に対して批判的
なコメントができるように備えること。

4時間対面

第13回 発表とディスカッション5：グループでまとめた論文（前回とは異なる論
文）を発表（紹介）し，オーディエンスも含めて研究の問題点やポイント
を批判的な視点からディスカッションします。

事後学修：この回で発表しなかったグループは各々の
テーマに沿った文献を収集し，グループメンバーでまとめ
て資料を作成し，発表に備えること。発表を終えたグルー
プはディスカッションを踏まえ次回の発表に対して批判的
なコメントができるように備えること。

4時間対面

第14回 発表とディスカッション6：グループでまとめた論文（前回とは異なる論
文）を発表（紹介）し，オーディエンスも含めて研究の問題点やポイント
を批判的な視点からディスカッションします。

事後学修：これまでの発表とディスカッションを通して得ら
れた批判的視点と，中間まとめの講評を整理し，自分なり
にこれまでの発表を講評してみること。

4時間対面

第15回 まとめ：発表とディスカッション4～6を通した講評を行います。 事後学修：これまでの発表とディスカッションを踏まえて教
職への活かし方を考えてみること。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 キャリア開発Ａ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1笠田　真由美

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G1

法学部専門教育科目

テーマ 将来を見据えた学生生活の設計

授業の目的及び概要
キャリア開発Ａは、キャリア開発Ｂとともに、卒業後の生涯にわたる「生き方・学び方・働き方（＝キャリア）」を考えながら、社会人に求められる就業力を
培う科目である。就業力とは、学生が卒業後自らの資質を向上させ、社会的・職業的自立を図るために必要な能力である。
この授業では、日本の経済・社会情勢の変化やグローバル化の進展を踏まえ、卒業後の進路選択で重要となる社会観と職業観を養成するため、「社会
理解、産業・企業理解、職業理解」をテーマとして、課題に取り組むことで就業力を培う。 そして、これらの理解を通じて、将来のキャリア形成に向けた自
己の目標を設定し、学生時代に取り組むべき諸課題を認識する。
さらに、専門教育科目での学びを踏まえつつ、法学部生として身につけるべきキャリアスキルを涵養する。

学修の到達目標
キャリア開発Ａの目標は以下のとおりである。
①将来のキャリア形成に向けて学生時代に取り組むべき諸課題を認識し、今後の計画を立てることができる。
②自分自身の特長（長所・短所・興味・能力・価値観）について自分なりに理解している。
③現代社会の変化を踏まえ、職業や働き方を理解し、説明することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
提出物（コメントシート等）は採点し、翌週の授業にて総評を行う。

アクティブ・ラーニング
の取組み

グループワーク

本科目の担当教員は、ＣＤＡ（キャリア・デベロップメント・アドバイザー）の資格を有し、民間企業での業務経験に加え、大学・企業での研修を多数実施
してきた。本科目では、これらの実務経験を活かして、自己理解・社会理解・職業理解に関する具体的な指導を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

授業を通じて、卒業後の進路に関する視野を広げ、将来のキャリアデザインについて積極的に取り組む姿勢・価値観を培うことを期待する。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

40
期末課題

ーー

30ーー30

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

学就BOOK改訂第4版，日経HR編集部，日経HR，2017年

参考書

978-4-89112-167-9
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【自己理解】ガイダンス
キャリアとは何か、キャリア開発で何を学ぶかについてガイダンスを行
う。

【復習】授業内で使用した配布資料などを読み直し 、改め
てこれまでの学生生活を振り返る。

2時間対面

第2回 【オンデマンド】【自己理解】大学生活を考えよう①
学生生活の過ごし方のポイントを理解し、学生時代に「やって良かった
こと・やれば良かったこと」を知る。

【予習】学就BOOK「4章・5章・6章」を事前に読んでおく。
【復習】学就BOOK「4章・5章・6章」・パワーポイント資料を
読み直し、大学生活の取り組みについて復習する。

4時間オンデマンド

第3回 【自己理解】大学生活を考えよう②
サークル・部活、インターンシップ、留学の魅力を知り、今後の大学生活
を考える。

【予習】学就BOOK「8章」を事前に読んでおく。
【復習】学就BOOK「8章」・パワーポイント資料を読み直し、
大学生活の取り組みについて復習する。

4時間対面

第4回 【自己理解】大学生活を考えよう③
資格の魅力・大学で取得可能な資格について知り、大学生活を考える。

【予習】学就BOOK「9章」を事前に読んでおく。
【復習】学就BOOK「9章」・パワーポイント資料を読み直し、
大学生活の取り組みについて復習する。

4時間対面

第5回 【自己理解】大学生活を考えよう④
文章作成のポイントを理解し、自己の強みや弱みについて表現する。

【予習】学就BOOK「スタディスキル」を事前に読んでおく。
【復習】学就BOOK「スタディスキル」を読み直し、文章作成
のポイントについて復習する。

4時間対面

第6回 【職業理解】金融リテラシーの重要性について
ファイナンシャルプランニングについて学び、お金・時間の使い方につい
て理解を深める。

【予習】学就BOOK「２章」を事前に読んでおく。
【復習】配布された資料を読み直し、ファイナンシャルプラ
ンニングについて復習する。

4時間対面

第7回 中間試験 【復習】これまでの学修についての中間試験を実施するの
で、第6回までの内容を復習する。

6時間対面
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第8回 【職業理解】就職活動について知る①
新規学卒労働市場と就職活動の流れについて理解する。

【予習】学就BOOK「11章」を事前に読んでおく。
【復習】学就BOOK「11章」、パワーポイント資料を読み直
し、新規学卒労働市場と就職活動の流れについて復習す
る。

4時間対面

第9回 【職業理解】就職活動について知る②
就業力に求められる汎用的技能（数量的スキル）について確認し、自身
がどのように向きあっていくか計画する。

【予習】配布資料を事前に読んでおく。
【復習】配布資料等を振り返り、 理解した自己を再度確認
する。

4時間対面

第10回 【職業理解】就職活動について知る③
正規雇用・非正規雇用の違いを理解する。

【予習】正規雇⽤・非正規雇⽤の違いについて⾃⾝で調
べ、理解を深める。
【復習】配布された資料を読み直し、正規雇⽤・非正規雇
⽤について復習する。

4時間対面

第11回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】学部での学びとキャリア形
成①
学部での学びを通じて、自身の未来や社会の未来を考える。

【予習】学就BOOK「1章」を事前に読んでおく。
【復習】学就BOOK「1章」・パワーポイント資料を読み直し、
大学生活の取り組みについて復習する。

4時間対面

第12回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】学部での学びとキャリア形
成②
学部での学びを通じて、自身の未来や社会の未来を考える。

【予習】イノベーション・今後変わっていく働き方について事
前に調べる。
【復習】パワーポイント資料を読み直し、イノベーションで
今後変わっていく仕事・働き方について復習する。

4時間対面

第13回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】学部での学びとキャリア形
成③
学部での学びを通じて、自身の未来や社会の未来を考える。

【予習】学部での学習内容を見直し、学びについて振り返
る。
【復習】パワーポイント資料を読み直し、学部の学び・進路
特性を踏まえた仕事について復習する。

4時間対面

第14回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】特別講演②
ゲスト講師による「企業が求める人材像」について知る。

【予習】講義内にて指示を受けた業界について事前に調
べる。
【復習】パワーポイント資料を読み直し、働く上で大切なこ
と・留意すべきポイントンについて復習する。

4時間対面

第15回 まとめ・期末課題 【予習】学期内の学修についての期末課題を授業内で実
施するので、第14回までの内容を復習する。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 キャリア開発Ａ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1芳中　千裕

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G1

法学部専門教育科目

テーマ 将来を見据えた学生生活の設計

授業の目的及び概要
キャリア開発Ａは、キャリア開発Ｂとともに、卒業後の生涯にわたる「生き方・学び方・働き方（＝キャリア）」を考えながら、社会人に求められる就業力を
培う科目である。就業力とは、学生が卒業後自らの資質を向上させ、社会的・職業的自立を図るために必要な能力である。
この授業では、日本の経済・社会情勢の変化やグローバル化の進展を踏まえ、卒業後の進路選択で重要となる社会観と職業観を養成するため、「社会
理解、産業・企業理解、職業理解」をテーマとして、課題に取り組むことで就業力を培う。 そして、これらの理解を通じて、将来のキャリア形成に向けた自
己の目標を設定し、学生時代に取り組むべき諸課題を認識する。
さらに、専門教育科目での学びを踏まえつつ、法学部生として身につけるべきキャリアスキルを涵養する。

学修の到達目標
キャリア開発Ａの目標は以下のとおりである。
①将来のキャリア形成に向けて学生時代に取り組むべき諸課題を認識し、今後の計画を立てることができる。
②自分自身の特長（長所・短所・興味・能力・価値観）について自分なりに理解している。
③現代社会の変化を踏まえ、職業や働き方を理解し、説明することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
提出物（コメントシート等）は採点し、翌週の授業にて総評を行う。

アクティブ・ラーニング
の取組み

グループワーク

本科目の担当教員は、民間企業での採用面接や新入社員の研修などの業務に従事してきた。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

授業を通じて、卒業後の進路に関する視野を広げ、将来のキャリアデザインについて積極的に取り組む姿勢・価値観を培うことを期待する。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

40
期末課題

ーー

30ーー30

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

学就BOOK改訂第4版，日経HR編集部，日経HR，2017年

参考書

978-4-89112-167-9
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【自己理解】ガイダンス
キャリアとは何か、キャリア開発で何を学ぶかについてガイダンスを行
う。

【復習】授業内で使用した配布資料などを読み直し 、改め
てこれまでの学生生活を振り返る。

2時間対面

第2回 【オンデマンド】【自己理解】大学生活を考えよう①
学生生活の過ごし方のポイントを理解し、学生時代に「やって良かった
こと・やれば良かったこと」を知る。

【予習】学就BOOK「4章・5章・6章」を事前に読んでおく。
【復習】学就BOOK「4章・5章・6章」・パワーポイント資料を
読み直し、大学生活の取り組みについて復習する。

4時間オンデマンド

第3回 【自己理解】大学生活を考えよう②
サークル・部活、インターンシップ、留学の魅力を知り、今後の大学生活
を考える。

【予習】学就BOOK「8章」を事前に読んでおく。
【復習】学就BOOK「8章」・パワーポイント資料を読み直し、
大学生活の取り組みについて復習する。

4時間対面

第4回 【自己理解】大学生活を考えよう③
資格の魅力・大学で取得可能な資格について知り、大学生活を考える。

【予習】学就BOOK「9章」を事前に読んでおく。
【復習】学就BOOK「9章」・パワーポイント資料を読み直し、
大学生活の取り組みについて復習する。

4時間対面

第5回 【自己理解】大学生活を考えよう④
文章作成のポイントを理解し、自己の強みや弱みについて表現する。

【予習】学就BOOK「スタディスキル」を事前に読んでおく。
【復習】学就BOOK「スタディスキル」を読み直し、文章作成
のポイントについて復習する。

4時間対面

第6回 【職業理解】金融リテラシーの重要性について
ファイナンシャルプランニングについて学び、お金・時間の使い方につい
て理解を深める。

【予習】学就BOOK「２章」を事前に読んでおく。
【復習】配布された資料を読み直し、ファイナンシャルプラ
ンニングについて復習する。

4時間対面

第7回 中間試験 【復習】これまでの学修についての中間試験を実施するの
で、第6回までの内容を復習する。

6時間対面
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第8回 【職業理解】就職活動について知る①
新規学卒労働市場と就職活動の流れについて理解する。

【予習】学就BOOK「11章」を事前に読んでおく。
【復習】学就BOOK「11章」、パワーポイント資料を読み直
し、新規学卒労働市場と就職活動の流れについて復習す
る。

4時間対面

第9回 【職業理解】就職活動について知る②
就業力に求められる汎用的技能（数量的スキル）について確認し、自身
がどのように向きあっていくか計画する。

【予習】配布資料を事前に読んでおく。
【復習】配布資料等を振り返り、 理解した自己を再度確認
する。

4時間対面

第10回 【職業理解】就職活動について知る③
正規雇用・非正規雇用の違いを理解する。

【予習】正規雇⽤・非正規雇⽤の違いについて⾃⾝で調
べ、理解を深める。
【復習】配布された資料を読み直し、正規雇⽤・非正規雇
⽤について復習する。

4時間対面

第11回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】学部での学びとキャリア形
成①
学部での学びを通じて、自身の未来や社会の未来を考える。

【予習】学就BOOK「1章」を事前に読んでおく。
【復習】学就BOOK「1章」・パワーポイント資料を読み直し、
大学生活の取り組みについて復習する。

4時間対面

第12回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】学部での学びとキャリア形
成②
学部での学びを通じて、自身の未来や社会の未来を考える。

【予習】イノベーション・今後変わっていく働き方について事
前に調べる。
【復習】パワーポイント資料を読み直し、イノベーションで
今後変わっていく仕事・働き方について復習する。

4時間対面

第13回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】学部での学びとキャリア形
成③
学部での学びを通じて、自身の未来や社会の未来を考える。

【予習】学部での学習内容を見直し、学びについて振り返
る。
【復習】パワーポイント資料を読み直し、学部の学び・進路
特性を踏まえた仕事について復習する。

4時間対面

第14回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】特別講演②
ゲスト講師による「企業が求める人材像」について知る。

【予習】講義内にて指示を受けた業界について事前に調
べる。
【復習】パワーポイント資料を読み直し、働く上で大切なこ
と・留意すべきポイントンについて復習する。

4時間対面

第15回 まとめ・期末課題 【予習】学期内の学修についての期末課題を授業内で実
施するので、第14回までの内容を復習する。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 キャリア開発Ａ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1笠田　真由美

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G1

法学部専門教育科目

テーマ 将来を見据えた学生生活の設計

授業の目的及び概要
キャリア開発Ａは、キャリア開発Ｂとともに、卒業後の生涯にわたる「生き方・学び方・働き方（＝キャリア）」を考えながら、社会人に求められる就業力を
培う科目である。就業力とは、学生が卒業後自らの資質を向上させ、社会的・職業的自立を図るために必要な能力である。
この授業では、日本の経済・社会情勢の変化やグローバル化の進展を踏まえ、卒業後の進路選択で重要となる社会観と職業観を養成するため、「社会
理解、産業・企業理解、職業理解」をテーマとして、課題に取り組むことで就業力を培う。 そして、これらの理解を通じて、将来のキャリア形成に向けた自
己の目標を設定し、学生時代に取り組むべき諸課題を認識する。
さらに、専門教育科目での学びを踏まえつつ、法学部生として身につけるべきキャリアスキルを涵養する。

学修の到達目標
キャリア開発Ａの目標は以下のとおりである。
①将来のキャリア形成に向けて学生時代に取り組むべき諸課題を認識し、今後の計画を立てることができる。
②自分自身の特長（長所・短所・興味・能力・価値観）について自分なりに理解している。
③現代社会の変化を踏まえ、職業や働き方を理解し、説明することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
提出物（コメントシート等）は採点し、翌週の授業にて総評を行う。

アクティブ・ラーニング
の取組み

グループワーク

本科目の担当教員は、ＣＤＡ（キャリア・デベロップメント・アドバイザー）の資格を有し、民間企業での業務経験に加え、大学・企業での研修を多数実施
してきた。本科目では、これらの実務経験を活かして、自己理解・社会理解・職業理解に関する具体的な指導を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

授業を通じて、卒業後の進路に関する視野を広げ、将来のキャリアデザインについて積極的に取り組む姿勢・価値観を培うことを期待する。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

40
期末課題

ーー

30ーー30

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

学就BOOK改訂第4版，日経HR編集部，日経HR，2017年

参考書

978-4-89112-167-9
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【自己理解】ガイダンス
キャリアとは何か、キャリア開発で何を学ぶかについてガイダンスを行
う。

【復習】授業内で使用した配布資料などを読み直し 、改め
てこれまでの学生生活を振り返る。

2時間対面

第2回 【オンデマンド】【自己理解】大学生活を考えよう①
学生生活の過ごし方のポイントを理解し、学生時代に「やって良かった
こと・やれば良かったこと」を知る。

【予習】学就BOOK「4章・5章・6章」を事前に読んでおく。
【復習】学就BOOK「4章・5章・6章」・パワーポイント資料を
読み直し、大学生活の取り組みについて復習する。

4時間オンデマンド

第3回 【自己理解】大学生活を考えよう②
サークル・部活、インターンシップ、留学の魅力を知り、今後の大学生活
を考える。

【予習】学就BOOK「8章」を事前に読んでおく。
【復習】学就BOOK「8章」・パワーポイント資料を読み直し、
大学生活の取り組みについて復習する。

4時間対面

第4回 【自己理解】大学生活を考えよう③
資格の魅力・大学で取得可能な資格について知り、大学生活を考える。

【予習】学就BOOK「9章」を事前に読んでおく。
【復習】学就BOOK「9章」・パワーポイント資料を読み直し、
大学生活の取り組みについて復習する。

4時間対面

第5回 【自己理解】大学生活を考えよう④
文章作成のポイントを理解し、自己の強みや弱みについて表現する。

【予習】学就BOOK「スタディスキル」を事前に読んでおく。
【復習】学就BOOK「スタディスキル」を読み直し、文章作成
のポイントについて復習する。

4時間対面

第6回 【職業理解】金融リテラシーの重要性について
ファイナンシャルプランニングについて学び、お金・時間の使い方につい
て理解を深める。

【予習】学就BOOK「２章」を事前に読んでおく。
【復習】配布された資料を読み直し、ファイナンシャルプラ
ンニングについて復習する。

4時間対面

第7回 中間試験 【復習】これまでの学修についての中間試験を実施するの
で、第6回までの内容を復習する。

6時間対面
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第8回 【職業理解】就職活動について知る①
新規学卒労働市場と就職活動の流れについて理解する。

【予習】学就BOOK「11章」を事前に読んでおく。
【復習】学就BOOK「11章」、パワーポイント資料を読み直
し、新規学卒労働市場と就職活動の流れについて復習す
る。

4時間対面

第9回 【職業理解】就職活動について知る②
就業力に求められる汎用的技能（数量的スキル）について確認し、自身
がどのように向きあっていくか計画する。

【予習】配布資料を事前に読んでおく。
【復習】配布資料等を振り返り、 理解した自己を再度確認
する。

4時間対面

第10回 【職業理解】就職活動について知る③
正規雇用・非正規雇用の違いを理解する。

【予習】正規雇⽤・非正規雇⽤の違いについて⾃⾝で調
べ、理解を深める。
【復習】配布された資料を読み直し、正規雇⽤・非正規雇
⽤について復習する。

4時間対面

第11回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】学部での学びとキャリア形
成①
学部での学びを通じて、自身の未来や社会の未来を考える。

【予習】学就BOOK「1章」を事前に読んでおく。
【復習】学就BOOK「1章」・パワーポイント資料を読み直し、
大学生活の取り組みについて復習する。

4時間対面

第12回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】学部での学びとキャリア形
成②
学部での学びを通じて、自身の未来や社会の未来を考える。

【予習】イノベーション・今後変わっていく働き方について事
前に調べる。
【復習】パワーポイント資料を読み直し、イノベーションで
今後変わっていく仕事・働き方について復習する。

4時間対面

第13回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】学部での学びとキャリア形
成③
学部での学びを通じて、自身の未来や社会の未来を考える。

【予習】学部での学習内容を見直し、学びについて振り返
る。
【復習】パワーポイント資料を読み直し、学部の学び・進路
特性を踏まえた仕事について復習する。

4時間対面

第14回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】特別講演②
ゲスト講師による「企業が求める人材像」について知る。

【予習】講義内にて指示を受けた業界について事前に調
べる。
【復習】パワーポイント資料を読み直し、働く上で大切なこ
と・留意すべきポイントンについて復習する。

4時間対面

第15回 まとめ・期末課題 【予習】学期内の学修についての期末課題を授業内で実
施するので、第14回までの内容を復習する。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 キャリア開発Ａ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1芳中　千裕

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G1

法学部専門教育科目

テーマ 将来を見据えた学生生活の設計

授業の目的及び概要
キャリア開発Ａは、キャリア開発Ｂとともに、卒業後の生涯にわたる「生き方・学び方・働き方（＝キャリア）」を考えながら、社会人に求められる就業力を
培う科目である。就業力とは、学生が卒業後自らの資質を向上させ、社会的・職業的自立を図るために必要な能力である。
この授業では、日本の経済・社会情勢の変化やグローバル化の進展を踏まえ、卒業後の進路選択で重要となる社会観と職業観を養成するため、「社会
理解、産業・企業理解、職業理解」をテーマとして、課題に取り組むことで就業力を培う。 そして、これらの理解を通じて、将来のキャリア形成に向けた自
己の目標を設定し、学生時代に取り組むべき諸課題を認識する。
さらに、専門教育科目での学びを踏まえつつ、法学部生として身につけるべきキャリアスキルを涵養する。

学修の到達目標
キャリア開発Ａの目標は以下のとおりである。
①将来のキャリア形成に向けて学生時代に取り組むべき諸課題を認識し、今後の計画を立てることができる。
②自分自身の特長（長所・短所・興味・能力・価値観）について自分なりに理解している。
③現代社会の変化を踏まえ、職業や働き方を理解し、説明することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
提出物（コメントシート等）は採点し、翌週の授業にて総評を行う。

アクティブ・ラーニング
の取組み

グループワーク

本科目の担当教員は、民間企業での採用面接や新入社員の研修などの業務に従事してきた。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

授業を通じて、卒業後の進路に関する視野を広げ、将来のキャリアデザインについて積極的に取り組む姿勢・価値観を培うことを期待する。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

40
期末課題

ーー

30ーー30

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

学就BOOK改訂第4版，日経HR編集部，日経HR，2017年

参考書

978-4-89112-167-9
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【自己理解】ガイダンス
キャリアとは何か、キャリア開発で何を学ぶかについてガイダンスを行
う。

【復習】授業内で使用した配布資料などを読み直し 、改め
てこれまでの学生生活を振り返る。

2時間対面

第2回 【オンデマンド】【自己理解】大学生活を考えよう①
学生生活の過ごし方のポイントを理解し、学生時代に「やって良かった
こと・やれば良かったこと」を知る。

【予習】学就BOOK「4章・5章・6章」を事前に読んでおく。
【復習】学就BOOK「4章・5章・6章」・パワーポイント資料を
読み直し、大学生活の取り組みについて復習する。

4時間オンデマンド

第3回 【自己理解】大学生活を考えよう②
サークル・部活、インターンシップ、留学の魅力を知り、今後の大学生活
を考える。

【予習】学就BOOK「8章」を事前に読んでおく。
【復習】学就BOOK「8章」・パワーポイント資料を読み直し、
大学生活の取り組みについて復習する。

4時間対面

第4回 【自己理解】大学生活を考えよう③
資格の魅力・大学で取得可能な資格について知り、大学生活を考える。

【予習】学就BOOK「9章」を事前に読んでおく。
【復習】学就BOOK「9章」・パワーポイント資料を読み直し、
大学生活の取り組みについて復習する。

4時間対面

第5回 【自己理解】大学生活を考えよう④
文章作成のポイントを理解し、自己の強みや弱みについて表現する。

【予習】学就BOOK「スタディスキル」を事前に読んでおく。
【復習】学就BOOK「スタディスキル」を読み直し、文章作成
のポイントについて復習する。

4時間対面

第6回 【職業理解】金融リテラシーの重要性について
ファイナンシャルプランニングについて学び、お金・時間の使い方につい
て理解を深める。

【予習】学就BOOK「２章」を事前に読んでおく。
【復習】配布された資料を読み直し、ファイナンシャルプラ
ンニングについて復習する。

4時間対面

第7回 中間試験 【復習】これまでの学修についての中間試験を実施するの
で、第6回までの内容を復習する。

6時間対面
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第8回 【職業理解】就職活動について知る①
新規学卒労働市場と就職活動の流れについて理解する。

【予習】学就BOOK「11章」を事前に読んでおく。
【復習】学就BOOK「11章」、パワーポイント資料を読み直
し、新規学卒労働市場と就職活動の流れについて復習す
る。

4時間対面

第9回 【職業理解】就職活動について知る②
就業力に求められる汎用的技能（数量的スキル）について確認し、自身
がどのように向きあっていくか計画する。

【予習】配布資料を事前に読んでおく。
【復習】配布資料等を振り返り、 理解した自己を再度確認
する。

4時間対面

第10回 【職業理解】就職活動について知る③
正規雇用・非正規雇用の違いを理解する。

【予習】正規雇⽤・非正規雇⽤の違いについて⾃⾝で調
べ、理解を深める。
【復習】配布された資料を読み直し、正規雇⽤・非正規雇
⽤について復習する。

4時間対面

第11回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】学部での学びとキャリア形
成①
学部での学びを通じて、自身の未来や社会の未来を考える。

【予習】学就BOOK「1章」を事前に読んでおく。
【復習】学就BOOK「1章」・パワーポイント資料を読み直し、
大学生活の取り組みについて復習する。

4時間対面

第12回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】学部での学びとキャリア形
成②
学部での学びを通じて、自身の未来や社会の未来を考える。

【予習】イノベーション・今後変わっていく働き方について事
前に調べる。
【復習】パワーポイント資料を読み直し、イノベーションで
今後変わっていく仕事・働き方について復習する。

4時間対面

第13回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】学部での学びとキャリア形
成③
学部での学びを通じて、自身の未来や社会の未来を考える。

【予習】学部での学習内容を見直し、学びについて振り返
る。
【復習】パワーポイント資料を読み直し、学部の学び・進路
特性を踏まえた仕事について復習する。

4時間対面

第14回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】特別講演②
ゲスト講師による「企業が求める人材像」について知る。

【予習】講義内にて指示を受けた業界について事前に調
べる。
【復習】パワーポイント資料を読み直し、働く上で大切なこ
と・留意すべきポイントンについて復習する。

4時間対面

第15回 まとめ・期末課題 【予習】学期内の学修についての期末課題を授業内で実
施するので、第14回までの内容を復習する。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 キャリア開発Ｂ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1笠田　真由美

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G1

法学部専門教育科目

テーマ 将来を見据えた学生生活の設計

授業の目的及び概要
キャリア開発Bは、キャリア開発Aに続き、卒業後の生涯にわたる「生き方・学び方・働き方（＝キャリア）」を考えながら、社会人に求められる就業力を培
う科目である。就業力とは、学生が卒業後自らの資質を向上させ、社会的・職業的自立を図るために必要な能力となる。
この授業では、日本の経済・社会情勢の変化やグローバル化の進展を踏まえ、卒業後の進路選択で重要となる社会観と職業観を養成するため、「様々
な働き方を知る」・「業界について考える」などをテーマとして、課題に取り組むことで就業力を培う。そして、将来のキャリアデザインをイメージしつつ、社
会人として求められる能力とは何かを考えその養成を図る。そのため、最新のキャリア事情を踏まえて、様々なワーク課題に取り組みつつ、コミュニケー
ション能力をはじめとする汎用的基礎力を養成する。

学修の到達目標
学修の具体的な到達目標は以下のとおりである。
①自分自身の長所や短所を自分なりに理解し、言語化できる。
②社会課題や業界・企業について関心を持って情報収集ができる。
③自身の将来や社会で働くことについて関心を持つことができている。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
提出物（コメントシート等）は採点し、翌週の授業にて総評を⾏う。

アクティブ・ラーニング
の取組み

グループワーク

本科目の担当教員は、ＣＤＡ（キャリア・デベロップメント・アドバイザー）の資格を有し、民間企業での業務経験に加え、大学・企業での研修を多数実施
してきた。本科目では、これらの実務経験を活かして、自己理解・社会理解・職業理解に関する具体的な指導を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

授業を通じて、卒業後の進路に関する視野を広げ、将来のキャリアデザインについて積極的に取り組む姿勢・価値観を培うことを期待する。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

40
期末課題

ーー

30ーー30

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

学就BOOK改訂第4版，日経HR編集部，日経HR，2017年

参考書

978-4-89112-167-9
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【自己理解】ガイダンス
社会人基礎力診断＋企業動向を知る

【予習】学就BOOK「10章」を事前に読んでおく。
【復習】学就BOOK「10章」、パワーポイント資料を読み直
し、社会⼈基礎⼒について復習する。

2時間対面

第2回 【職業理解】社会人基礎力について考える①
ビンゴゲームとディスカッションを通して、社会人基礎力について理解す
る。

【予習】社会人基礎力について調べ、ワークシートに記入
する。
【復習】配布資料等を読み直し、社会人基礎力について再
度確認する。

4時間対面

第3回 【職業理解】社会人基礎力について考える②
仕事の現場で奮闘する社会人に関する動画を視聴し、仕事に向き合う
姿勢や価値観について観察し、グループでディスカッションすることで、
社会人に求められる諸要素について考える。

【予習】配布資料を事前に読んでおく。
【復習】動画およびワークシートを振り返り、社会人基礎力
を身につけるためには何が必要か確認する。

4時間対面

第4回 【自己理解】様々な働き方を知る①
仕事観と働き方の変遷、多様な価値観に触れ、自分自身が大切にした
い生き方・働き方について考える。

【予習】配布資料を事前に読んでおく。
【復習】配布資料等を読み直し、講義で得た知識を確認す
る。

4時間対面

第5回 【職業理解】様々な働き方を知る②
仕事観と働き方の変遷、多様な価値観に触れ、自分自身が大切にした
い生き方・働き方について考える。

【予習】配布資料を事前に読んでおく。
【復習】配布資料等を読み直し、講義で得た知識を確認す
る。

4時間対面

第6回 【オンデマンド】【職業理解】特別講演①
働き方改革やダイバーシティ＆インクルージョンの基本的知識を習得す
る。

【予習】働き方改革やダイバーシティ＆インクルージョンに
ついて事前に調べる。
【復習】パワーポイント資料を読み直し、働き⽅について復
習する。

4時間オンデマンド
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第7回 中間試験 【復習】これまでの学修についての中間試験を実施するの
で、第7回までの内容を復習する。

6時間対面

第8回 【職業理解】「職種」「業種」について理解する①
職種・業種の体系、内容について理解し、各自の興味・関心、強みと重
ねて考える。

【予習】配布資料を事前に読んでおく。
【復習】配布資料を読み直し、 「職種・業界」について再度
確認する。

4時間対面

第9回 【職業理解】「職種」「業種」について理解する②
業界について理解を深め、卒業後の進路について考える。

【予習】様々な業界の種類について事前に調べる。
【復習】パワーポイント資料を読み直し、業界の働き⽅に
ついて復習する。

4時間対面

第10回 【職業理解】「業界」について考える①（ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝと産業）
グループワーク「チョコレートが消費者に届くまで」
グループワークを通じて、業界間のつながりを理解する。

【予習】配布資料を事前に読んでおく。
【復習】作成した業界間のつながりを再度確認し、不足点
は調査する。

4時間対面

第11回 【職業理解】「業界」について考える②（ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝと産業）　グループ発
表
前回の取り組みのグループ発表及び講評・まとめ（サプライチェーンの
観点を解説など）

【予習】前回の授業で使用したワークシートを提出（発表）
できるよう事前準備をする。
【復習】グループ発表の振り返りと身の回りにある商品・
サービスの業界間のつながりを検討し、理解を深める。

4時間対面

第12回 【職業理解】特別講演②
ゲスト講師による「企業が求める人材像」について知る。

【予習】講義で扱われる業界について事前に調べる。
【復習】パワーポイント資料を読み直し、働き⽅について復
習する。

4時間対面

第13回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】学部での学びと自身のキャ
リアについて考えよう①
先輩学生による学生生活に関する講演を聞き、成長する学生生活につ
いて考える。

【予習】学就BOOK「7章・8章・9章」を事前に読んでおく。
【復習】講演資料・学就BOOK「7章・8章・9章」を読み直し、
成⻑する学⽣⽣活について復習する。

4時間対面

第14回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】学部での学びと自身のキャ
リアについて考えよう②
1年間を振り返り、2年生からの計画をたてる。

【予習】学部での学習内容を⾒直し、学部での学びについ
て振り返る。
【復習】パワーポイント資料を読み直し、学部の学び・進路
特性を踏まえた仕事について復習する。

4時間対面

第15回 まとめ・期末課題 【予習】学期内の学修についての期末課題を授業内で実
施するので、第14回までの内容を復習する。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 キャリア開発Ｂ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1芳中　千裕

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G1

法学部専門教育科目

テーマ 将来を見据えた学生生活の設計

授業の目的及び概要
キャリア開発Bは、キャリア開発Aに続き、卒業後の生涯にわたる「生き方・学び方・働き方（＝キャリア）」を考えながら、社会人に求められる就業力を培
う科目である。就業力とは、学生が卒業後自らの資質を向上させ、社会的・職業的自立を図るために必要な能力となる。
この授業では、日本の経済・社会情勢の変化やグローバル化の進展を踏まえ、卒業後の進路選択で重要となる社会観と職業観を養成するため、「様々
な働き方を知る」・「業界について考える」などをテーマとして、課題に取り組むことで就業力を培う。そして、将来のキャリアデザインをイメージしつつ、社
会人として求められる能力とは何かを考えその養成を図る。そのため、最新のキャリア事情を踏まえて、様々なワーク課題に取り組みつつ、コミュニケー
ション能力をはじめとする汎用的基礎力を養成する。

学修の到達目標
学修の具体的な到達目標は以下のとおりである。
①自分自身の長所や短所を自分なりに理解し、言語化できる。
②社会課題や業界・企業について関心を持って情報収集ができる。
③自身の将来や社会で働くことについて関心を持つことができている。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
提出物（コメントシート等）は採点し、翌週の授業にて総評を⾏う。

アクティブ・ラーニング
の取組み

グループワーク

本科目の担当教員は、民間企業での採用面接や新入社員の研修などの業務に従事してきた。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

授業を通じて、卒業後の進路に関する視野を広げ、将来のキャリアデザインについて積極的に取り組む姿勢・価値観を培うことを期待する。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

40
期末課題

ーー

30ーー30

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

学就BOOK改訂第4版，日経HR編集部，日経HR，2017年

参考書

978-4-89112-167-9
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【自己理解】ガイダンス
社会人基礎力診断＋企業動向を知る

【予習】学就BOOK「10章」を事前に読んでおく。
【復習】学就BOOK「10章」、パワーポイント資料を読み直
し、社会⼈基礎⼒について復習する。

2時間対面

第2回 【職業理解】社会人基礎力について考える①
ビンゴゲームとディスカッションを通して、社会人基礎力について理解す
る。

【予習】社会人基礎力について調べ、ワークシートに記入
する。
【復習】配布資料等を読み直し、社会人基礎力について再
度確認する。

4時間対面

第3回 【職業理解】社会人基礎力について考える②
仕事の現場で奮闘する社会人に関する動画を視聴し、仕事に向き合う
姿勢や価値観について観察し、グループでディスカッションすることで、
社会人に求められる諸要素について考える。

【予習】配布資料を事前に読んでおく。
【復習】動画およびワークシートを振り返り、社会人基礎力
を身につけるためには何が必要か確認する。

4時間対面

第4回 【自己理解】様々な働き方を知る①
仕事観と働き方の変遷、多様な価値観に触れ、自分自身が大切にした
い生き方・働き方について考える。

【予習】配布資料を事前に読んでおく。
【復習】配布資料等を読み直し、講義で得た知識を確認す
る。

4時間対面

第5回 【職業理解】様々な働き方を知る②
仕事観と働き方の変遷、多様な価値観に触れ、自分自身が大切にした
い生き方・働き方について考える。

【予習】配布資料を事前に読んでおく。
【復習】配布資料等を読み直し、講義で得た知識を確認す
る。

4時間対面

第6回 【オンデマンド】【職業理解】特別講演①
働き方改革やダイバーシティ＆インクルージョンの基本的知識を習得す
る。

【予習】働き方改革やダイバーシティ＆インクルージョンに
ついて事前に調べる。
【復習】パワーポイント資料を読み直し、働き⽅について復
習する。

4時間オンデマンド
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第7回 中間試験 【復習】これまでの学修についての中間試験を実施するの
で、第7回までの内容を復習する。

6時間対面

第8回 【職業理解】「職種」「業種」について理解する①
職種・業種の体系、内容について理解し、各自の興味・関心、強みと重
ねて考える。

【予習】配布資料を事前に読んでおく。
【復習】配布資料を読み直し、 「職種・業界」について再度
確認する。

4時間対面

第9回 【職業理解】「職種」「業種」について理解する②
業界について理解を深め、卒業後の進路について考える。

【予習】様々な業界の種類について事前に調べる。
【復習】パワーポイント資料を読み直し、業界の働き⽅に
ついて復習する。

4時間対面

第10回 【職業理解】「業界」について考える①（ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝと産業）
グループワーク「チョコレートが消費者に届くまで」
グループワークを通じて、業界間のつながりを理解する。

【予習】配布資料を事前に読んでおく。
【復習】作成した業界間のつながりを再度確認し、不足点
は調査する。

4時間対面

第11回 【職業理解】「業界」について考える②（ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝと産業）　グループ発
表
前回の取り組みのグループ発表及び講評・まとめ（サプライチェーンの
観点を解説など）

【予習】前回の授業で使用したワークシートを提出（発表）
できるよう事前準備をする。
【復習】グループ発表の振り返りと身の回りにある商品・
サービスの業界間のつながりを検討し、理解を深める。

4時間対面

第12回 【職業理解】特別講演②
ゲスト講師による「企業が求める人材像」について知る。

【予習】講義で扱われる業界について事前に調べる。
【復習】パワーポイント資料を読み直し、働き⽅について復
習する。

4時間対面

第13回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】学部での学びと自身のキャ
リアについて考えよう①
先輩学生による学生生活に関する講演を聞き、成長する学生生活につ
いて考える。

【予習】学就BOOK「7章・8章・9章」を事前に読んでおく。
【復習】講演資料・学就BOOK「7章・8章・9章」を読み直し、
成⻑する学⽣⽣活について復習する。

4時間対面

第14回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】学部での学びと自身のキャ
リアについて考えよう②
1年間を振り返り、2年生からの計画をたてる。

【予習】学部での学習内容を⾒直し、学部での学びについ
て振り返る。
【復習】パワーポイント資料を読み直し、学部の学び・進路
特性を踏まえた仕事について復習する。

4時間対面

第15回 まとめ・期末課題 【予習】学期内の学修についての期末課題を授業内で実
施するので、第14回までの内容を復習する。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 キャリア開発Ｂ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1笠田　真由美

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G1

法学部専門教育科目

テーマ 将来を見据えた学生生活の設計

授業の目的及び概要
キャリア開発Bは、キャリア開発Aに続き、卒業後の生涯にわたる「生き方・学び方・働き方（＝キャリア）」を考えながら、社会人に求められる就業力を培
う科目である。就業力とは、学生が卒業後自らの資質を向上させ、社会的・職業的自立を図るために必要な能力となる。
この授業では、日本の経済・社会情勢の変化やグローバル化の進展を踏まえ、卒業後の進路選択で重要となる社会観と職業観を養成するため、「様々
な働き方を知る」・「業界について考える」などをテーマとして、課題に取り組むことで就業力を培う。そして、将来のキャリアデザインをイメージしつつ、社
会人として求められる能力とは何かを考えその養成を図る。そのため、最新のキャリア事情を踏まえて、様々なワーク課題に取り組みつつ、コミュニケー
ション能力をはじめとする汎用的基礎力を養成する。

学修の到達目標
学修の具体的な到達目標は以下のとおりである。
①自分自身の長所や短所を自分なりに理解し、言語化できる。
②社会課題や業界・企業について関心を持って情報収集ができる。
③自身の将来や社会で働くことについて関心を持つことができている。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
提出物（コメントシート等）は採点し、翌週の授業にて総評を⾏う。

アクティブ・ラーニング
の取組み

グループワーク

本科目の担当教員は、ＣＤＡ（キャリア・デベロップメント・アドバイザー）の資格を有し、民間企業での業務経験に加え、大学・企業での研修を多数実施
してきた。本科目では、これらの実務経験を活かして、自己理解・社会理解・職業理解に関する具体的な指導を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

授業を通じて、卒業後の進路に関する視野を広げ、将来のキャリアデザインについて積極的に取り組む姿勢・価値観を培うことを期待する。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

40
期末課題

ーー

30ーー30

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

学就BOOK改訂第4版，日経HR編集部，日経HR，2017年

参考書

978-4-89112-167-9
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【自己理解】ガイダンス
社会人基礎力診断＋企業動向を知る

【予習】学就BOOK「10章」を事前に読んでおく。
【復習】学就BOOK「10章」、パワーポイント資料を読み直
し、社会⼈基礎⼒について復習する。

2時間対面

第2回 【職業理解】社会人基礎力について考える①
ビンゴゲームとディスカッションを通して、社会人基礎力について理解す
る。

【予習】社会人基礎力について調べ、ワークシートに記入
する。
【復習】配布資料等を読み直し、社会人基礎力について再
度確認する。

4時間対面

第3回 【職業理解】社会人基礎力について考える②
仕事の現場で奮闘する社会人に関する動画を視聴し、仕事に向き合う
姿勢や価値観について観察し、グループでディスカッションすることで、
社会人に求められる諸要素について考える。

【予習】配布資料を事前に読んでおく。
【復習】動画およびワークシートを振り返り、社会人基礎力
を身につけるためには何が必要か確認する。

4時間対面

第4回 【自己理解】様々な働き方を知る①
仕事観と働き方の変遷、多様な価値観に触れ、自分自身が大切にした
い生き方・働き方について考える。

【予習】配布資料を事前に読んでおく。
【復習】配布資料等を読み直し、講義で得た知識を確認す
る。

4時間対面

第5回 【職業理解】様々な働き方を知る②
仕事観と働き方の変遷、多様な価値観に触れ、自分自身が大切にした
い生き方・働き方について考える。

【予習】配布資料を事前に読んでおく。
【復習】配布資料等を読み直し、講義で得た知識を確認す
る。

4時間対面

第6回 【オンデマンド】【職業理解】特別講演①
働き方改革やダイバーシティ＆インクルージョンの基本的知識を習得す
る。

【予習】働き方改革やダイバーシティ＆インクルージョンに
ついて事前に調べる。
【復習】パワーポイント資料を読み直し、働き⽅について復
習する。

4時間オンデマンド
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第7回 中間試験 【復習】これまでの学修についての中間試験を実施するの
で、第7回までの内容を復習する。

6時間対面

第8回 【職業理解】「職種」「業種」について理解する①
職種・業種の体系、内容について理解し、各自の興味・関心、強みと重
ねて考える。

【予習】配布資料を事前に読んでおく。
【復習】配布資料を読み直し、 「職種・業界」について再度
確認する。

4時間対面

第9回 【職業理解】「職種」「業種」について理解する②
業界について理解を深め、卒業後の進路について考える。

【予習】様々な業界の種類について事前に調べる。
【復習】パワーポイント資料を読み直し、業界の働き⽅に
ついて復習する。

4時間対面

第10回 【職業理解】「業界」について考える①（ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝと産業）
グループワーク「チョコレートが消費者に届くまで」
グループワークを通じて、業界間のつながりを理解する。

【予習】配布資料を事前に読んでおく。
【復習】作成した業界間のつながりを再度確認し、不足点
は調査する。

4時間対面

第11回 【職業理解】「業界」について考える②（ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝと産業）　グループ発
表
前回の取り組みのグループ発表及び講評・まとめ（サプライチェーンの
観点を解説など）

【予習】前回の授業で使用したワークシートを提出（発表）
できるよう事前準備をする。
【復習】グループ発表の振り返りと身の回りにある商品・
サービスの業界間のつながりを検討し、理解を深める。

4時間対面

第12回 【職業理解】特別講演②
ゲスト講師による「企業が求める人材像」について知る。

【予習】講義で扱われる業界について事前に調べる。
【復習】パワーポイント資料を読み直し、働き⽅について復
習する。

4時間対面

第13回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】学部での学びと自身のキャ
リアについて考えよう①
先輩学生による学生生活に関する講演を聞き、成長する学生生活につ
いて考える。

【予習】学就BOOK「7章・8章・9章」を事前に読んでおく。
【復習】講演資料・学就BOOK「7章・8章・9章」を読み直し、
成⻑する学⽣⽣活について復習する。

4時間対面

第14回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】学部での学びと自身のキャ
リアについて考えよう②
1年間を振り返り、2年生からの計画をたてる。

【予習】学部での学習内容を⾒直し、学部での学びについ
て振り返る。
【復習】パワーポイント資料を読み直し、学部の学び・進路
特性を踏まえた仕事について復習する。

4時間対面

第15回 まとめ・期末課題 【予習】学期内の学修についての期末課題を授業内で実
施するので、第14回までの内容を復習する。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 キャリア開発Ｂ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1芳中　千裕

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G1

法学部専門教育科目

テーマ 将来を見据えた学生生活の設計

授業の目的及び概要
キャリア開発Bは、キャリア開発Aに続き、卒業後の生涯にわたる「生き方・学び方・働き方（＝キャリア）」を考えながら、社会人に求められる就業力を培
う科目である。就業力とは、学生が卒業後自らの資質を向上させ、社会的・職業的自立を図るために必要な能力となる。
この授業では、日本の経済・社会情勢の変化やグローバル化の進展を踏まえ、卒業後の進路選択で重要となる社会観と職業観を養成するため、「様々
な働き方を知る」・「業界について考える」などをテーマとして、課題に取り組むことで就業力を培う。そして、将来のキャリアデザインをイメージしつつ、社
会人として求められる能力とは何かを考えその養成を図る。そのため、最新のキャリア事情を踏まえて、様々なワーク課題に取り組みつつ、コミュニケー
ション能力をはじめとする汎用的基礎力を養成する。

学修の到達目標
学修の具体的な到達目標は以下のとおりである。
①自分自身の長所や短所を自分なりに理解し、言語化できる。
②社会課題や業界・企業について関心を持って情報収集ができる。
③自身の将来や社会で働くことについて関心を持つことができている。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
提出物（コメントシート等）は採点し、翌週の授業にて総評を⾏う。

アクティブ・ラーニング
の取組み

グループワーク

本科目の担当教員は、民間企業での採用面接や新入社員の研修などの業務に従事してきた。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

授業を通じて、卒業後の進路に関する視野を広げ、将来のキャリアデザインについて積極的に取り組む姿勢・価値観を培うことを期待する。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

40
期末課題

ーー

30ーー30

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

学就BOOK改訂第4版，日経HR編集部，日経HR，2017年

参考書

978-4-89112-167-9
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【自己理解】ガイダンス
社会人基礎力診断＋企業動向を知る

【予習】学就BOOK「10章」を事前に読んでおく。
【復習】学就BOOK「10章」、パワーポイント資料を読み直
し、社会⼈基礎⼒について復習する。

2時間対面

第2回 【職業理解】社会人基礎力について考える①
ビンゴゲームとディスカッションを通して、社会人基礎力について理解す
る。

【予習】社会人基礎力について調べ、ワークシートに記入
する。
【復習】配布資料等を読み直し、社会人基礎力について再
度確認する。

4時間対面

第3回 【職業理解】社会人基礎力について考える②
仕事の現場で奮闘する社会人に関する動画を視聴し、仕事に向き合う
姿勢や価値観について観察し、グループでディスカッションすることで、
社会人に求められる諸要素について考える。

【予習】配布資料を事前に読んでおく。
【復習】動画およびワークシートを振り返り、社会人基礎力
を身につけるためには何が必要か確認する。

4時間対面

第4回 【自己理解】様々な働き方を知る①
仕事観と働き方の変遷、多様な価値観に触れ、自分自身が大切にした
い生き方・働き方について考える。

【予習】配布資料を事前に読んでおく。
【復習】配布資料等を読み直し、講義で得た知識を確認す
る。

4時間対面

第5回 【職業理解】様々な働き方を知る②
仕事観と働き方の変遷、多様な価値観に触れ、自分自身が大切にした
い生き方・働き方について考える。

【予習】配布資料を事前に読んでおく。
【復習】配布資料等を読み直し、講義で得た知識を確認す
る。

4時間対面

第6回 【オンデマンド】【職業理解】特別講演①
働き方改革やダイバーシティ＆インクルージョンの基本的知識を習得す
る。

【予習】働き方改革やダイバーシティ＆インクルージョンに
ついて事前に調べる。
【復習】パワーポイント資料を読み直し、働き⽅について復
習する。

4時間オンデマンド
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第7回 中間試験 【復習】これまでの学修についての中間試験を実施するの
で、第7回までの内容を復習する。

6時間対面

第8回 【職業理解】「職種」「業種」について理解する①
職種・業種の体系、内容について理解し、各自の興味・関心、強みと重
ねて考える。

【予習】配布資料を事前に読んでおく。
【復習】配布資料を読み直し、 「職種・業界」について再度
確認する。

4時間対面

第9回 【職業理解】「職種」「業種」について理解する②
業界について理解を深め、卒業後の進路について考える。

【予習】様々な業界の種類について事前に調べる。
【復習】パワーポイント資料を読み直し、業界の働き⽅に
ついて復習する。

4時間対面

第10回 【職業理解】「業界」について考える①（ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝと産業）
グループワーク「チョコレートが消費者に届くまで」
グループワークを通じて、業界間のつながりを理解する。

【予習】配布資料を事前に読んでおく。
【復習】作成した業界間のつながりを再度確認し、不足点
は調査する。

4時間対面

第11回 【職業理解】「業界」について考える②（ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝと産業）　グループ発
表
前回の取り組みのグループ発表及び講評・まとめ（サプライチェーンの
観点を解説など）

【予習】前回の授業で使用したワークシートを提出（発表）
できるよう事前準備をする。
【復習】グループ発表の振り返りと身の回りにある商品・
サービスの業界間のつながりを検討し、理解を深める。

4時間対面

第12回 【職業理解】特別講演②
ゲスト講師による「企業が求める人材像」について知る。

【予習】講義で扱われる業界について事前に調べる。
【復習】パワーポイント資料を読み直し、働き⽅について復
習する。

4時間対面

第13回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】学部での学びと自身のキャ
リアについて考えよう①
先輩学生による学生生活に関する講演を聞き、成長する学生生活につ
いて考える。

【予習】学就BOOK「7章・8章・9章」を事前に読んでおく。
【復習】講演資料・学就BOOK「7章・8章・9章」を読み直し、
成⻑する学⽣⽣活について復習する。

4時間対面

第14回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】学部での学びと自身のキャ
リアについて考えよう②
1年間を振り返り、2年生からの計画をたてる。

【予習】学部での学習内容を⾒直し、学部での学びについ
て振り返る。
【復習】パワーポイント資料を読み直し、学部の学び・進路
特性を踏まえた仕事について復習する。

4時間対面

第15回 まとめ・期末課題 【予習】学期内の学修についての期末課題を授業内で実
施するので、第14回までの内容を復習する。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 インターンシップⅠ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234大島　一悟

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

1単位

実習

G2

法学部専門教育科目

テーマ インターンシップ（就業体験学習）を通じて社会、働く意味、そして自分を知る。

授業の目的及び概要
インターンシップは、授業のない夏季休暇期間（８・９月）や春季休暇期間（２・３月）において、企業や地方公共団体などでの実習（＝就業体験）を行うも
ので、実習を通じて社会や職業への理解を深め、将来の進路や職業の選択に向けた社会観・職業観を養成する。企業、団体、事業所等への派遣にあ
たっては、学内で事前のガイダンスと研修を実施し、インターンシップの意義・目的についての理解を深めた後、受入事業所において、1週間（実働５日
間）以上の実習を行う。実習終了後、体験レポートを作成することで、インターンシップの成果と課題を認識する。

学修の到達目標
企業・団体・事業所等における一定期間の就業体験を行い、大学における学習と社会での実習経験を結びつけることで、将来の社会的・職業的自立を
意識することを目標とする。さらに、主体的な職業選択に向けた動機づけを行うとともに、社会観・職業観を含む就業力を育成し、希望進路の実現に不
可欠な就職活動に対する意識を高める。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
―

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認すること。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
実習中に作成する日誌は、提出後、キャリアセンターより返却する。返却した日誌を元に自身を振り返って、次の実習に活かすこと。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告／フィールドワーク、学外見学、体験学習

テキスト

―

＜重要＞この科目を履修する際には、必ず、キャリアセンターで開催する説明会に参加して、インターンシップの基本的な意義目的について理解してお
くこと。
なお、インターンシップは実習先において社会人としてのマナーが厳しく問われる。そのため、欠席・遅刻・早退は論外である。自覚して臨んでほしい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

―
―

――

―50―50

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

なし

参考書

指定テキストはありません。
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 イントロダクション 【予習】事前学修として、シラバス等の内容を確認してお
く。
【復習】事後学修として、説明があった内容について再確
認しておく。

1時間対面

第2回 事前研修 【予習】事前学修として、社会人としての基本的な部分を
事前に準備しておく。
【復習】事後学修として、事後学修として、講義とグループ
ワークの内容について再確認しておく。

1時間対面

第3回 インターンシップ派遣先等において実習①（1日目）
インターンシップ派遣先企業等にて就業体験を行い、業務報告として実
習日誌を作成することで、社会人としての行動規範を身に着け、ビジネ
スに関する基本的な素養を培う。

【予習】事前学修として、引き続き派遣先に関わる業界の
最新動向や今後の展望などについて調べる。
【復習】事後学修として、就業体験結果について実習日誌
にまとめ、次の就業体験に活かしていく。

1時間対面

第4回 インターンシップ派遣先等において実習②（2日目）
インターンシップ派遣先企業等にて就業体験を行い、業務報告として実
習日誌を作成することで、社会人としての行動規範を身に着け、ビジネ
スに関する基本的な素養を培う。

【予習】事前学修として、引き続き派遣先に関わる業界の
最新動向や今後の展望などについて調べる。
【復習】事後学修として、就業体験結果について実習日誌
にまとめ、次の就業体験に活かしていく。

1時間対面

第5回 インターンシップ派遣先等において実習③（3日目）
インターンシップ派遣先企業等にて就業体験を行い、業務報告として実
習日誌を作成することで、社会人としての行動規範を身に着け、ビジネ
スに関する基本的な素養を培う。

【予習】事前学修として、引き続き派遣先に関わる業界の
最新動向や今後の展望などについて調べる。
【復習】事後学修として、就業体験結果について実習日誌
にまとめ、次の就業体験に活かしていく。

1時間対面

第6回 インターンシップ派遣先等において実習④（4日目）
インターンシップ派遣先企業等にて就業体験を行い、業務報告として実
習日誌を作成することで、社会人としての行動規範を身に着け、ビジネ
スに関する基本的な素養を培う。

【予習】事前学修として、引き続き派遣先に関わる業界の
最新動向や今後の展望などについて調べる。
【復習】事後学修として、就業体験結果について実習日誌
にまとめ、次の就業体験に活かしていく。

1時間対面
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第7回 インターンシップ派遣先等において実習⑤（5日目）
インターンシップ派遣先企業等にて就業体験を行い、業務報告として実
習日誌を作成することで、社会人としての行動規範を身に着け、ビジネ
スに関する基本的な素養を培う。

【予習】事前学修として、引き続き派遣先に関わる業界の
最新動向や今後の展望などについて調べる。
【復習】事後学修として、就業体験結果について実習日誌
にまとめ、これまでの実習内容の振り返りを行い、体験レ
ポートの作成に活かす。

1時間対面

第8回 体験レポートの作成・提出
インターンシップ派遣先企業等にて行った就業体験について、体験レ
ポートを作成し、インターンシップの成果と課題を振り返り、社会人とし
て必要なビジネススキル等について復習を行う。

【予習】事前学修として、これまでの実習内容の振り返りを
行い、体験レポートの作成に活かす。
【復習】事後学修として、社会、働く意味、そして社会人とし
ての自らのあり方について考える。

6時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 インターンシップⅡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234大島　一悟

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

1単位

実習

G2

法学部専門教育科目

テーマ インターンシップ（就業体験学習）を通じて社会、働く意味、そして自分を知る。

授業の目的及び概要
インターンシップは、授業のない夏季休暇期間（８・９月）や春季休暇期間（２・３月）において、企業や地方公共団体などでの実習（＝就業体験）を行うも
ので、実習を通じて社会や職業への理解を深め、将来の進路や職業の選択に向けた社会観・職業観を養成する。企業、団体、事業所等への派遣にあ
たっては、学内で事前のガイダンスと研修を実施し、インターンシップの意義・目的についての理解を深めた後、受入事業所において、1週間（実働５日
間）以上の実習を行う。実習終了後、体験レポートを作成することで、インターンシップの成果と課題を認識する。

学修の到達目標
企業・団体・事業所等における一定期間の就業体験を行い、大学における学習と社会での実習経験を結びつけることで、将来の社会的・職業的自立を
意識することを目標とする。さらに、主体的な職業選択に向けた動機づけを行うとともに、社会観・職業観を含む就業力を育成し、希望進路の実現に不
可欠な就職活動に対する意識を高める。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
―

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認すること。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
実習中に作成する日誌は、提出後、キャリアセンターより返却する。返却した日誌を元に自身を振り返って、次の実習に活かすこと。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告／フィールドワーク、学外見学、体験学習

テキスト

―

＜重要＞この科目を履修する際には、必ず、キャリアセンターで開催する説明会に参加して、インターンシップの基本的な意義目的について理解してお
くこと。
なお、インターンシップは実習先において社会人としてのマナーが厳しく問われる。そのため、欠席・遅刻・早退は論外である。自覚して臨んでほしい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

―
―

――

―50―50

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

なし

参考書

指定テキストはありません。
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 イントロダクション 【予習】事前学修として、シラバス等の内容を確認してお
く。
【復習】事後学修として、説明があった内容について再確
認しておく。

1時間対面

第2回 事前研修 【予習】事前学修として、社会人としての基本的な部分を
事前に準備しておく。
【復習】事後学修として、事後学修として、講義とグループ
ワークの内容について再確認しておく。

1時間対面

第3回 インターンシップ派遣先等において実習①（1日目）
インターンシップ派遣先企業等にて就業体験を行い、業務報告として実
習日誌を作成することで、社会人としての行動規範を身に着け、ビジネ
スに関する基本的な素養を培う。

【予習】事前学修として、引き続き派遣先に関わる業界の
最新動向や今後の展望などについて調べる。
【復習】事後学修として、就業体験結果について実習日誌
にまとめ、次の就業体験に活かしていく。

1時間対面

第4回 インターンシップ派遣先等において実習②（2日目）
インターンシップ派遣先企業等にて就業体験を行い、業務報告として実
習日誌を作成することで、社会人としての行動規範を身に着け、ビジネ
スに関する基本的な素養を培う。

【予習】事前学修として、引き続き派遣先に関わる業界の
最新動向や今後の展望などについて調べる。
【復習】事後学修として、就業体験結果について実習日誌
にまとめ、次の就業体験に活かしていく。

1時間対面

第5回 インターンシップ派遣先等において実習③（3日目）
インターンシップ派遣先企業等にて就業体験を行い、業務報告として実
習日誌を作成することで、社会人としての行動規範を身に着け、ビジネ
スに関する基本的な素養を培う。

【予習】事前学修として、引き続き派遣先に関わる業界の
最新動向や今後の展望などについて調べる。
【復習】事後学修として、就業体験結果について実習日誌
にまとめ、次の就業体験に活かしていく。

1時間対面

第6回 インターンシップ派遣先等において実習④（4日目）
インターンシップ派遣先企業等にて就業体験を行い、業務報告として実
習日誌を作成することで、社会人としての行動規範を身に着け、ビジネ
スに関する基本的な素養を培う。

【予習】事前学修として、引き続き派遣先に関わる業界の
最新動向や今後の展望などについて調べる。
【復習】事後学修として、就業体験結果について実習日誌
にまとめ、次の就業体験に活かしていく。

1時間対面
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第7回 インターンシップ派遣先等において実習⑤（5日目）
インターンシップ派遣先企業等にて就業体験を行い、業務報告として実
習日誌を作成することで、社会人としての行動規範を身に着け、ビジネ
スに関する基本的な素養を培う。

【予習】事前学修として、引き続き派遣先に関わる業界の
最新動向や今後の展望などについて調べる。
【復習】事後学修として、就業体験結果について実習日誌
にまとめ、これまでの実習内容の振り返りを行い、体験レ
ポートの作成に活かす。

1時間対面

第8回 体験レポートの作成・提出
インターンシップ派遣先企業等にて行った就業体験について、体験レ
ポートを作成し、インターンシップの成果と課題を振り返り、社会人とし
て必要なビジネススキル等について復習を行う。

【予習】事前学修として、これまでの実習内容の振り返りを
行い、体験レポートの作成に活かす。
【復習】事後学修として、社会、働く意味、そして社会人とし
ての自らのあり方について考える。

6時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 海外インターンシップ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234大島　一悟

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

実習

G2

法学部専門教育科目

テーマ 東南アジアやオーストラリアでの就業体験を通じて異文化理解を深め、グローバルマインドを養う。

授業の目的及び概要
海外インターンシップは、授業のない夏季休暇期間（８・９月）や春季休暇期間（２・３月）において、東南アジア、オーストラリアにある日系企業等での就
業体験するプログラムである。海外での実習を通じて将来の進路や職業の選択に向けた社会観・職業観を養成するとともに、グローバル人材で求めら
れる素養や態度、価値観について理解を深める。海外の企業、団体、事業所等への派遣にあたっては、学内での事前ガイダンス受講を必須とする。

学修の到達目標
海外インターンシップは、海外の日系企業・事業所等における就業体験を行い、大学における学習と社会での実習経験を結びつけることで、将来の社
会的・職業的自立を意識することを目標とする。さらに、異文化社会における就業体験により、海外でのワークスタイル、海外勤務の職務特性、現地ス
タッフとの協働について理解を深め、グローバル人材で求められる素養や態度、価値観を培う。また、英語コミュニケーション能力の向上、国際的視野
の涵養、海外で活躍できるグローバル人材への準備、そして、最終的には日本国内外での広いフィールドで活躍できることを目指す。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
実習中に作成する日誌は、提出後、担当者から返却する。返却した日誌を元に自身を振り返って、次の実習に活かすこと。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

海外現地での円滑なコミュニケーションには、一定レベルの英語コミュニケーション能力が必要。そのため、研修前か研修後のTOIEC®受験（IPも可）を
必須とする。
この科目を履修する際には、必ず、キャリアセンターで開催する説明会に参加して、海外インターンシップの基本的な意義目的について理解しておくこ
と。
なお、海外インターンシップは国内でのインターンシップと同様に、社会人としてのマナーが厳しく問われる。さらに、派遣先地域・国の治安状況は比較
的安定しているものの、日本国内とは異なることを肝に銘じておく。そのため、プログラム全般において、緊張感を持って臨むこと。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

0203050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

なし

参考書

指定テキストはありません。
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 イントロダクション・ガイダンス
授業の目的、授業の進め方、成績評価の方法など、授業の概要を説明
する。併せて、インターンシップの意義と目的について概要を説明する。

【予習】事前学修として、シラバス等の内容を確認してお
く。（30分程度）
【復習】事後学修として、説明があった内容について再確
認しておく。（30分程度）

1時間対面

第2回 事前研修①（ビジネスマナー講座）
ゲスト講師による講義とグループワークを通じて、ビジネス社会で求め
られる素養、ビジネスマナー、コミュニケーションスキルを養い、社会人
にとって必要な素養・能力等を理解する。

【予習】事前学修として、社会人としての基本的な部分を
事前に準備しておく。（30分程度）
【復習】事後学修として、講義とグループワークの内容に
ついて再確認しておく。（30分程度）

1時間対面

第3回 事前研修②（現地事情理解講座）
ゲスト講師による講義を通じて渡航先の政治・経済事情、文化、歴史に
関する理解を深める。

【予習】事前学修として、現地の歴史・文化・経済などの情
報や治安に関する新聞・ニュースに接し、雇用や社会情
勢に関心を高めておく。（30分程度）
【復習】事後学修として、講義とグループワークの内容に
ついて再確認しておく。（30分程度）

1時間対面

第4回 事前研修③（危機管理講座）
海外の治安状況を踏まえ、危機管理に対する基本事項を理解する。

【予習】事前学修として、現地の歴史・文化・経済などの情
報や治安に関する新聞・ニュースに接し、雇用や社会情
勢に関心を高めておく。（30分程度）
【復習】事後学修として、講義とグループワークの内容に
ついて再確認しておく。（30分程度）

1時間対面

第5回 海外インターンシップ派遣先企業等において実習①（1日目）
海外インタ－ンシップ派遣先企業等にて就業体験を行い、業務報告とし
て実習日誌を作成することで、社会人としての行動規範を身につけ、ビ
ジネスに関する基本的な素養を培う。

【予習】事前学修として、派遣先に関わる業界の最新動向
や今後の展望などについて調べる。（30分程度）
【復習】事後学修として、就業体験結果について実習日誌
にまとめ、次の就業体験に活かしていく。（30分程度）

1時間対面
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第6回 海外インターンシップ派遣先企業等において実習②（2日目）
海外インタ－ンシップ派遣先企業等にて就業体験を行い、業務報告とし
て実習日誌を作成することで、社会人としての行動規範を身につけ、ビ
ジネスに関する基本的な素養を培う。

【予習】事前学修として、引き続き派遣先に関わる業界の
最新動向や今後の展望などについて調べる。（30分程度）
【復習】事後学修として、就業体験結果について実習日誌
にまとめ、次の就業体験に活かしていく。（30分程度）

1時間対面

第7回 海外インターンシップ派遣先企業等において実習③（3日目）
海外インタ－ンシップ派遣先企業等にて就業体験を行い、業務報告とし
て実習日誌を作成することで、社会人としての行動規範を身につけ、ビ
ジネスに関する基本的な素養を培う。

【予習】事前学修として、引き続き派遣先に関わる業界の
最新動向や今後の展望などについて調べる。（30分程度）
【復習】事後学修として、就業体験結果について実習日誌
にまとめ、次の就業体験に活かしていく。（30分程度）

1時間対面

第8回 海外インターンシップ派遣先企業等において実習④（4日目）
海外インタ－ンシップ派遣先企業等にて就業体験を行い、業務報告とし
て実習日誌を作成することで、社会人としての行動規範を身につけ、ビ
ジネスに関する基本的な素養を培う。

【予習】事前学修として、引き続き派遣先に関わる業界の
最新動向や今後の展望などについて調べる。（30分程度）
【復習】事後学修として、就業体験結果について実習日誌
にまとめ、次の就業体験に活かしていく。（30分程度）

1時間対面

第9回 海外インターンシップ派遣先企業等において実習⑤（5日目）
海外インタ－ンシップ派遣先企業等にて就業体験を行い、業務報告とし
て実習日誌を作成することで、社会人としての行動規範を身につけ、ビ
ジネスに関する基本的な素養を培う。

【予習】事前学修として、引き続き派遣先に関わる業界の
最新動向や今後の展望などについて調べる。（30分程度）
【復習】事後学修として、就業体験結果について実習日誌
にまとめ、次の就業体験に活かしていく。（30分程度）

1時間対面

第10回 海外インターンシップ派遣先企業等において実習⑥（6日目）
海外インタ－ンシップ派遣先企業等にて就業体験を行い、業務報告とし
て実習日誌を作成することで、社会人としての行動規範を身につけ、ビ
ジネスに関する基本的な素養を培う。

【予習】事前学修として、引き続き派遣先に関わる業界の
最新動向や今後の展望などについて調べる。（30分程度）
【復習】事後学修として、就業体験結果について実習日誌
にまとめ、次の就業体験に活かしていく。（30分程度）

1時間対面

第11回 海外インターンシップ派遣先企業等において実習⑦（7日目）
海外インタ－ンシップ派遣先企業等にて就業体験を行い、業務報告とし
て実習日誌を作成することで、社会人としての行動規範を身につけ、ビ
ジネスに関する基本的な素養を培う。

【予習】事前学修として、引き続き派遣先に関わる業界の
最新動向や今後の展望などについて調べる。（30分程度）
【復習】事後学修として、就業体験結果について実習日誌
にまとめ、次の就業体験に活かしていく。（30分程度）

1時間対面

第12回 海外インターンシップ派遣先企業等において実習⑧（8日目）
海外インタ－ンシップ派遣先企業等にて就業体験を行い、業務報告とし
て実習日誌を作成することで、社会人としての行動規範を身につけ、ビ
ジネスに関する基本的な素養を培う。

【予習】事前学修として、引き続き派遣先に関わる業界の
最新動向や今後の展望などについて調べる。（30分程度）
【復習】事後学修として、就業体験結果について実習日誌
にまとめ、次の就業体験に活かしていく。（30分程度）

1時間対面

第13回 海外インターンシップ派遣先企業等において実習⑨（9日目）
シップ派遣先企業等にて就業体験を行い、業務報告として実習日誌を
作成することで、社会人としての行動規範を身につけ、ビジネスに関す
る基本的な素養を培う。

【予習】事前学修として、引き続き派遣先に関わる業界の
最新動向や今後の展望などについて調べる。（30分程度）
【復習】事後学修として、就業体験結果について実習日誌
にまとめ、次の就業体験に活かしていく。（30分程度）

1時間対面

第14回 海外インターンシップ派遣先企業等において実習⑩（10日目）
海外インタ－ンシップ派遣先企業等にて就業体験を行い、業務報告とし
て実習日誌を作成することで、社会人としての行動規範を身につけ、ビ
ジネスに関する基本的な素養を培う。

【予習】事前学修として、引き続き派遣先に関わる業界の
最新動向や今後の展望などについて調べる。（30分程度）
【復習】事後学修として、就業体験結果について実習日誌
にまとめ、これまでの実習内容の振り返りを行い、体験レ
ポートの作成に活かす。（30分程度）

1時間対面

第15回 レポート作成・提出
企業実習の総括を行うことで、海外インターンシップの成果と課題を認
識する。

【予習】事前学習として、これまでの実習内容の振り返りを
行い、体験レポートの作成に活かす。（30分程度）
【復習】事後学修として、社会、働く意味、そして社会人とし
ての自らのあり方について考える。（30分程度）

1時間対面
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